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クイック・リファレンス
RDMLコマンド
RDMLXコマンド
カテゴリー別組み込み関数
システム変数
形式、値、コード



RDMLコマンド
以下については、『Visual	LANSA開発者ガイド』を参照してください。

									RDMLプログラムの例
									LANSAによるレポート作成

以下は、LANSA	RDMLプログラム言語のコマンド一式です。
コマンド欄のハイパーリンクから、コマンドや構文ダイアグラムが説明
されたページに移動することができます。

例の欄の から、コマンドの例に直接移動することができます。
*は、場合によっては移植性に矛盾があることを示しています。コマン
ドの詳細を確認してください。

コマンド 説明 例 *

ABORT エラーメッセージを表示
してファンクションを終
了します。

	

ADD_ENTRY 新しいエントリーをリス
トに追加します。

	

BEGIN_LOOP 処理グループを開始しま
す。

	

BEGINCHECK 妥当性検査ブロックを開
始します。

	

BROWSE ファイルからレコードを
ブラウズして選択しま
す。

*

CALL プログラムまたはプロセ
ス/ファンクションを呼び
出します。

*

CALLCHECK プログラムを呼び出して
データを検査します。

*

CASE ケース条件を開始しま
す。
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CHANGE フィールドの内容を変更
します。

*

CHECK_FOR ファイルにレコードがあ
るかどうかをチェックし
ます。

*

CLOSE ファイルをクローズしま
す。

	

CLR_LIST リストをクリアします。 	

COMMIT データベースの変更をコ
ミットします。

*

CONDCHECK 条件をチェックしてデー
タを検査します。

	

CONTINUE ループで次の反復を続け
ます。

	

DATECHECK 日付が有効な日付か、ま
たは日付範囲内にあるか
どうかを検査します。

	

DEF_ARRAY 配列を定義します。 	

DEF_BREAK レポートのブレーク行を
定義します。

*

DEF_COND 条件を定義します。 	

DEF_FOOT レポートのフッター行を
定義します。

*

DEF_HEAD レポートの見出し行を定
義します。

*

DEF_LINE レポートの詳細行を定義
します。

*

DEF_LIST ブラウズ・リストまたは
作業リストを定義しま
す。

*
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DEF_REPORT レポート属性を定義しま
す。

	

DEFINE 該当ファンクション内で
フィールドを定義しま
す。

	

DELETE ファイルからレコードを
削除します。

*

DISPLAY 情報をワークステーショ
ンに表示します。

*

DLT_ENTRY 作業リストからエント
リーを削除します。

	

DLT_LIST リストを削除します。 	

DOUNTIL 条件が真となるまで実行
します。

	

DOWHILE 条件が真の間、実行しま
す。

	

ELSE その他。IF条件が偽の場
合です。

	

END_LOOP 処理ループを終了しま
す。

	

ENDCASE ケース条件を終了しま
す。

	

ENDCHECK 妥当性検査ブロックを終
了します。

	

ENDIF IF条件を終了します。 	

ENDPRINT 印刷をすべて終了しま
す。

*

ENDROUTINE サブルーチンを終了しま
す。

*
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ENDSELECT SELECTループを終了しま
す。

	

ENDUNTIL DOUNTILループを終了し
ます。

	

ENDWHILE DOWHILEループを終了し
ます。

	

EXCHANGE 別のファンクションと情
報を交換します。

	

EXEC_CPF CPFコマンドを実行しま
す。

廃止 *

EXEC_OS400 i5/OSオペレーティング・
システムを実行します。

*

EXECUTE サブルーチンを実行しま
す。

	

EXIT LANSAを終了します。 	

FETCH ファイルからレコードを
取り出します。

*

FILECHECK ファイルに対するチェッ
クを実行してデータを検
査します。

*

FUNCTION ファンクションのコント
ロール・オプションを定
義します。

*

GET_ENTRY リストからエントリーを
取得します。

	

GOTO 別のコマンドに制御を渡
します。

	

GROUP_BY 共通の名前でフィールド
をグループ化します。
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IF 条件が真の場合 	

IF_ERROR 検査でエラーが検出され
た場合

	

IF_KEY ワークステーションで
キーが使用された場合

*

IF_MODE 指定された画面表示モー
ドの場合

*

IF_NULL フィールドがNULL値の場
合

	

IF_STATUS 指定されたI/Oステータ
ス・フラグの場合

	

INCLUDE 別のファンクションから
RDMLを含めます。

*

INSERT ファイルに新しいレコー
ドを挿入します。

*

INZ_LIST リストを初期化します。 	

KEEP_AVG フィールドの平均を保持
します。

	

KEEP_COUNT フィールドのカウントを
保持します。

	

KEEP_MAX フィールドの最大を保持
します。

	

KEEP_MIN フィールドの最小を保持
します。

	

KEEP_TOTAL フィールドの合計を保持
します。

	

LEAVE 現在のループを終了しま
す。

	

LOC_ENTRY リスト内のエントリーを 	
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検索します。

MENU 処理のメイン・メニュー
に移動します。

*

MESSAGE メッセージを送信しま
す。

*

ON_ERROR 検査でエラーが検出され
た場合

	

OPEN ファイルをオープンしま
す。

*

OTHERWISE WHENコマンドを満たし
ていない場合

	

OVERRIDE フィールドのディクショ
ナリ属性をオーバーライ
ドします。

	

POINT ファイルを別のファイル/
ライブラリ/メンバーにポ
イントします。

*

POP_UP ワークステーションに
ポップアップ・ウィンド
ウを表示します。

*

PRINT レポートに行を印刷しま
す。

	

RANGECHECK 値範囲チェックでデータ
を検査します。

	

RENAME ファイル内のフィールド
の名前を変更します。

*

REQUEST ワークステーションから
の情報を要求します。

*

RETURN サブルーチンから戻りま
す。
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ROLLBACK データベースの変更を
ロールバックします。

*

SELECT ファイルからレコードを
選択します。

*

SELECTLIST リストからエントリーを
選択します。

	

SELECT_SQL SQLを使用してファイル
からレコードを選択しま
す。

*

自由形式の
SELECT_SQL

任意のデータベース・エ
ンジンに対して有効な
SQLを使用してレコード
を選択します。RDMLX
ファンクションおよびコ
ンポーネント内でのみ使
用します。

	

SET_ERROR 検査のエラーを設定しま
す。

	

SET_MODE 画面表示モードを設定し
ます。

*

SKIP レポートの"n"行にスキッ
プします。

	

SORT_LIST 指定された順番でリスト
を並べ替えます。

*

SPACE レポートに"n"個のスペー
ス行を挿入します。

	

SUBMIT プログラムまたはプロセ
スをバッチに投入しま
す。

*

SUBROUTINE サブルーチンを定義しま
す。

*
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SUBSTRING あるフィールドのサブス
トリングを別のフィール
ドに挿入します。

	

TRANSFER 別のファンクションに制
御を渡します。

*

UPD_ENTRY リスト内のエントリーを
更新します。

	

UPDATE ファイルのレコードを更
新します。

*

UPRINT 情報(未フォーマット)を印
刷します。

*

USE 組み込み関数を使用しま
す。

	

VALUECHECK 値リストのチェックで
データを検査します。

	

WHEN 条件が真の時(CASE内) 	
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RDMLXコマンド

ASSIGN ASSIGNコマンドを指定すると、
コマンド名なしで、1つ以上の変数
に値を割り当てることができま
す。

ATTRIBUTE 宣言属性をコンポーネント・クラ
スの機能に割り当てることができ
ます。

BEGIN_COM コンポーネントの定義を開始しま
す。

DEFINE_COM コンポーネント内部に別のコン
ポーネントを定義します。

DEFINE_EVT ユーザー指定のイベントを作成し
ます。

DEFINE_MAP 入出力パラメータを作成します。

DEFINE_PTY ユーザー指定のプロパティを作成
します。

END_COM コンポーネントの定義を終了しま
す。

ENDFOR FORループを終了します。

ENDROUTINE EVTROUTINE、MTHROUTINE、
およびPTYROUTINEブロックを終
了します。

EVTROUTINE イベント用ルーチンを定義しま
す。

FOR コードのループ・ブロックが定義
できます。

IF_REF コンポーネント変数の参照を比較
します。
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IMPORT ファンクション・ライブラリをオ
ブジェクトに含めるために使用し
ます。

INVOKE メソッドを呼び出します。

MTHROUTINE ユーザー指定のメソッドを作成し
ます。

PERFORM コンポーネント・メソッド、ライ
ブラリ・ファンクション、または
組み込み機能を呼び出すことがで
きます。

PTYROUTINE ユーザー指定のプロパティを作成
します。

SET プロパティを設定します。

SET_REF コンポーネント参照を作成しま
す。

SIGNAL ユーザー指定のイベントを起動し
ます。

WEBROUTINE WAM(Web	Application	Module：
Webアプリケーション・モジュー
ル)の入力要求または出力要求を処
理するルーチンを定義します。

		

its:LANSA015.chm::/IMPORT.htm
its:LANSA015.chm::/INVOKE.htm
its:LANSA015.chm::/MTHROUTINE.htm
its:LANSA015.chm::/MTHROUTINE.htm
its:LANSA015.chm::/PTYROUTINE.htm
its:LANSA015.chm::/SET.htm
its:LANSA015.chm::/SET_REF.htm
its:LANSA015.chm::/SIGNAL.htm
its:LANSA015.chm::/WEBROUTINE.htm


カテゴリー別組み込み関数
各BIFに適用さ	れるプラットフォームと記述が各カテゴリー・テーブル
に表示されます。

アプリケーションの実行を
制御する組み込み関	数
権限組み込み関数
クライアント/サーバーのサ
ポート組み込み関	数
LANSA	Composer	組み込み
関数
データ・エリア組み込み関
数
データ待ち行列組み込み関
数
日付および時刻組み込み関
数
Domino統合組み込み関数
電子メール処理組み込み関
数
拡張5250ユーザー・イン
ターフェース組み	込み関数
交換リスト組み込み関数
エクスポート/インポート/配
布組み込み関数
フィールドおよびコンポー
ネント関連組み込み	関数
ファイル関連組み込み関数
ファンクション関連組み込
み関数
LANSA	Integrator	組み込み関
数
リスト処理組み込み関数

ロック組み込み関数
演算組み込み関数
メッセージ組み込み関数およびメッ
セージ処理	組み込み関数
メッセージ・ボックス組み込み関数
その他の組み込み関数
代理店提供の組み込み関数
プロセス関連組み込み関数
ルール/トリガー関連組み込み関数
スペース組み込み関数
スプール・ファイル組み込み関数
文字列処理組み込み関数
テンプレート関連組み込み関数
オペレーティング・システム固有の
ファンク	ションおよびプラット
フォーム・アクセス組み込み関数
Web生成組み込み関数
Zip組み込み関数

	
	



アプリケーションの実行を制御する組み込み関数

組み込み関数 記述

GET_SESSION_VALUE 指定されたX_RUNパラメータに
対する値を戻します。

SET_FOR_HEAVY_USAGE 使用モードをHeavyに設定しま
す。

SET_FOR_LIGHT_USAGE 使用モードをLightに設定しま
す。

SET_SESSION_VALUE Visual	LANSAセッション値を設
定またはリセットします。

	

its:lansa015.CHM::/GET_SESSION_VALUE.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_FOR_HEAVY_USAGE.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_FOR_LIGHT_USAGE.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_SESSION_VALUE.HTM


権限組み込み関数

組み込み関数 記述

CHECK_AUTHORITY オブジェクトに対する権限を検
査します。

GET_AUTHORITIES 権限のリストを検索して、可変
長の作業リストで戻します。

SET_AUTHORITY LANSAオブジェクトに対する
ユーザー権限を設定します。

	

its:LANSA015.CHM::/CHECK_AUTHORITY.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_AUTHORITIES.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_AUTHORITY.HTM


クライアント/サーバーのサポート組み込み関数

組み込み関数 記述

CALL_SERVER_FUNCTION サーバーにファンク
ションを呼び出しま
す。

CONNECT_FILE ファイルをサーバーに
接続します。「データ
ベース接続」を参照し
てください。

CONNECT_SERVER サーバーに接続しま
す。「データベース接
続」を参照してくださ
い。

DEFINE_ANY_SERVER サーバーとして使用す
るためのLANSAシス
テムの詳細を定義しま
す。

DEFINE_DB_SERVER ファイルのリダイレク
トを行うためのデータ
ベースを定義します。
「データベース接続」
を参照してください。

DEFINE_OS_400_SERVER I5/OSサーバー・マシ
ンを定義します。

DEFINE_OTHER_SERVER 非I5/OSサーバー・シ
ステムを定義します。

DISCONNECT_FILE サーバーからファイル
を切断します。

DISCONNECT_SERVER サーバーから切断しま
す。

its:lansa015.CHM::/CALL_SERVER_FUNCTION.HTM
its:lansa015.CHM::/CONNECT_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/database_connection_note.HTM
its:lansa015.CHM::/CONNECT_SERVER.HTM
its:lansa015.CHM::/database_connection_note.HTM
its:lansa015.CHM::/DEFINE_ANY_SERVER.HTM
its:lansa015.CHM::/DEFINE_DB_SERVER.HTM
its:lansa015.CHM::/database_connection_note.HTM
its:lansa015.CHM::/DEFINE_OS_400_SERVER.HTM
its:lansa015.CHM::/DEFINE_OTHER_SERVER.HTM
its:lansa015.CHM::/DISCONNECT_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/DISCONNECT_SERVER.HTM


	



LANSA	Composer	組み込み関数

組み込み関数 記述	

COMPOSER_CALLF 指定のLANSAファンクションを
呼び出します。

COMPOSER_USE LANSA	Composerの処理シーケン
スを実行します。

COMPOSER_RUN 指定のLANSAもしくはLANSA
Composerのサーバー・システム
に接続します。



データ・エリア組み込み関数

組み込み関数 記述

GET_CHAR_AREA データ・エリアから文字値を取得し
ます。

GET_NUM_AREA データ・エリアから数値を取得しま
す。

PUT_CHAR_AREA 文字値をデータ・エリアに追加しま
す。

PUT_NUM_AREA 数値をデータ・エリアに追加しま
す。

	

its:LANSA015.CHM::/GET_CHAR_AREA.HTM
its:LANSA015.CHM::/GET_NUM_AREA.HTM
its:LANSA015.CHM::/PUT_CHAR_AREA.HTM
its:LANSA015.CHM::/PUT_NUM_AREA.HTM


データ待ち行列組み込み関数

組み込み関数 記述

RCV_FROM_DATA_QUEUE データ待ち行列から作業リストを受
け取ります。

SND_TO_DATA_QUEUE データ待ち行列に作業リスト項目を
送ります。

	

its:lansa015.CHM::/RCV_FROM_DATA_QUEUE.HTM
its:lansa015.CHM::/SND_TO_DATA_QUEUE.HTM


日付および時刻組み込み関数
										日付の書式

組み込み関数 記述

CONVERTDATE 英数字の日付形式を変換します。

CONVERTDATE_NUMERIC 日付を数値形式に変換します。

DATEDIFFERENCE 2つの日付の間の日数を計算します。

DATEDIFFERENCE_ALPHA 2つの英数字の日付の間の日数を計算
します。

FINDDATE 指定された日付の前後の"n"日目の日
付を検索します。

FINDDATE_ALPHA 指定された英数字の日付の前後
の"n"日目の日付を検索します。

	

its:LANSA015.CHM::/crfile6_valid_date_formats.htm
its:LANSA015.CHM::/CONVERTDATE.HTM
its:LANSA015.CHM::/CONVERTDATE_NUMERIC.HTM
its:LANSA015.CHM::/DATEDIFFERENCE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DATEDIFFERENCE_ALPHA.HTM
its:LANSA015.CHM::/FINDDATE.HTM
its:LANSA015.CHM::/FINDDATE_ALPHA.HTM


Domino統合組み込み関数

組み込み関数 記述

DOM_ADD_FIELD 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートにフィールドを追加しま
す。

DOM_ADD_ITEM 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートに項目を追加します。

DOM_CLOSE_DATABASE ローカルまたはリモートのDomino
サーバー上で、オープンされた
Domino/Notesデータベースをクロー
ズします。

DOM_CLOSE_FILE ローカルまたはリモートのDomino
サーバー上で、オープンされた
Domino/Notesファイルをクローズし
ます。

DOM_CLOSE_DOCUMENT 不要になったオープン・ドキュメン
トをクローズします。

DOM_CREATE_DOCUMENT オープンされたデータベース内のメ
モリーで、新しいドキュメント/デー
タ・ノートを作成します。

DOM_DELETE_DOCUMENT 指定されたノートIDを使用してデー
タベースからドキュメント/データ・
ノートを削除します。

DOM_DELETE_FIELD 項目名を使用して、オープン・ド
キュメント/データ・ノートから
フィールドを削除します。

DOM_DELETE_ITEM 項目名を使用して、オープン・ド
キュメント/データ・ノートから項目
を削除します。

DOM_END_SEARCH_DOCS 検索プロセスに割り当てられている
すべてのメモリーを解放します。

its:LANSA015.CHM::/DOM_ADD_FIELD.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_ADD_ITEM.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CLOSE_DATABASE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CLOSE_FILE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CLOSE_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CREATE_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_DELETE_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_DELETE_FIELD.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_DELETE_ITEM.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_END_SEARCH_DOCS.HTM


DOM_EXECUTE_AGENT エージェントを実行します。

DOM_GET_FIELD 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートからフィールドを取得し
ます。

DOM_GET_ITEM 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートから項目を取得します。

DOM_GET_NXT_DOCUMENT IDテーブルからノートIDを取得しま
す。

DOM_CLOSE_DATABASE ローカルまたはリモートのDomino
サーバー上で、Domino/Notesデータ
ベースをクローズします。

DOM_CLOSE_FILE ローカルまたはリモートのDomino
サーバー上で、Domino/Notesファイ
ルをクローズします。

DOM_OPEN_DATABASE ローカルまたはリモートのDomino
サーバー上で、Domino/Notesデータ
ベースをオープンします。

DOM_OPEN_DOCUMENT 指定されたノートIDを使用して、
データベース内で指定のドキュメン
トをオープンします。

DOM_SEARCH_DOCUMENTSすでに作成されているビューを使用
して、または選択条件に一致するド
キュメント/データ・ノートをデータ
ベースで検索します。

DOM_UPDATE_DOCUMENT データベースでドキュメント/デー
タ・ノートを更新します。

DOM_UPDATE_FIELD 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートで既存のフィールドを更
新します。

DOM_UPDATE_ITEM 項目名を使用して、オープン・デー
タ・ノートで既存の項目を更新しま

its:LANSA015.CHM::/DOM_EXECUTE_AGENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_GET_FIELD.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_GET_ITEM.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_GET_NXT_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CLOSE_DATABASE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_CLOSE_FILE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_OPEN_DATABASE.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_OPEN_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_SEARCH_DOCUMENTS.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_UPDATE_DOCUMENT.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_UPDATE_FIELD.HTM
its:LANSA015.CHM::/DOM_UPDATE_ITEM.HTM


す。
		



電子メール処理組み込み関数
参照
電子メール組み込み関数に関する注意

組み込み関数 記述

MAIL_START 電子メールのメッセージの初期化

MAIL_ADD_TEXT メッセージ・テキストの添付

MAIL_ADD_ATTACHMENT 添付ファイルの追加

MAIL_ADD_RECIPIENT 受信者名の追加

MAIL_ADD_ORIGINATOR 送信者名の追加

MAIL_SET_SUBJECT 電子メール・メッセージの件名の設
定

MAIL_SET_OPTION O/S特有の電子メール・オプションの
設定

MAIL_SEND 電子メール・メッセージの送信
	

its:lansa015.CHM::/email_note.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_START.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_ADD_TEXT.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_ADD_ATTACHMENT.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_ADD_RECIPIENT.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_ADD_ORIGINATOR.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_SET_SUBJECT.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_SET_OPTION.HTM
its:lansa015.CHM::/MAIL_SEND.HTM


拡張5250ユーザー・インターフェース組み込み関数

組み込み関数 記述

ADD_DD_VALUES ドロップダウン値を追加します。

ALLOW_EXTRA_USER_KEY拡張ユーザー・ファンクション・
キーを使用可能にします。

BUILD_WORK_OPTIONS "Work	With"ドライバーのための任意
のリストを作成します。

DROP_DD_VALUES ドロップダウン値を消去します。

DROP_EXTRA_USER_KEYS 割り当てられているすべての拡張
ユーザー・ファンクション・キーを
使用不可にします。

SET_ACTION_BAR プルダウン選択項目を使用可能また
は使用不可にします。

SET_DD_ATTRIBUTES ドロップダウン・フィールドの属性
を設定します。

SHOW_HELP ヘルプをモード形式で表示します。
	

its:lansa015.CHM::/ADD_DD_VALUES.HTM
its:lansa015.CHM::/ALLOW_EXTRA_USER_KEY.HTM
its:lansa015.CHM::/BUILD_WORK_OPTIONS.HTM
its:lansa015.CHM::/DROP_DD_VALUES.HTM
its:lansa015.CHM::/DROP_EXTRA_USER_KEYS.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_ACTION_BAR.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_DD_ATTRIBUTES.HTM
its:lansa015.CHM::/SHOW_HELP.HTM


交換リスト組み込み関数

組み込み関数 記述

EXCHANGE_ALPHA_VAR 英数字の値を交換リストに入れ
ます。

EXCHANGE_NUMERIC_VAR 数字の値を交換リストに入れま
す。

	

its:lansa015.CHM::/EXCHANGE_ALPHA_VAR.HTM
its:lansa015.CHM::/EXCHANGE_NUMERIC_VAR.HTM


エクスポート/インポート/配布組み込み関数

組み込み関数 記述

EXPORT_OBJECTS LANSAインポート形式のファイ
ルをLANSAオブジェクトを指定
して作成します。

GET_BIF_LIST BIF名を検索し、BIFの詳細を戻
します。

GET_COMPOSITION LANSAオブジェクトを構成する
オブジェクトのリストを戻しま
す。

GET_ENVIRONMENTS 環境名のリストと生成環境イン
ジケータを戻します。

GET_LICENSE_STATUS このLANSAシステムのLANSA
ライセンスのステータスを、指
定された特定の日付で取得しま
す。

GET_PROPERTIES 1つのLANSAオブジェクトの
バージョンの詳細を戻します。

GET_TASK_DETAILS 指定されたタスクのもとで修正
されたすべてのオブジェクトの
リストを取得します。

GET_TASK_LIST LX_75を読み、タスクのリスト
を戻します。

GET_TEMPLATE_LIST システム内のすべてのテンプ
レートのリストを戻します。

IMPORT_OBJECTS LANSAインポート機能へのイン
ターフェースとして動作しま
す。

OBJECT_PROPAGATE 指定のリポジトリ・グループに
オブジェクトを同期要求しま

its:lansa015.CHM::/EXPORT_OBJECTS.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_BIF_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_COMPOSITION.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_ENVIRONMENTS.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_LICENSE_STATUS.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_PROPERTIES.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_TASK_DETAILS.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_TASK_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_TEMPLATE_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/IMPORT_OBJECTS.HTM
its:lansa015.CHM::/OBJECT_PROPAGATE.HTM


す。

PACKAGE_CREATE 指定された配布ツールのテンプ
レートを基にパッケージを作成
します。

PACKAGE_BUILD 配布ツールもしくは
PACKAGE_CREATE組み込み関
数を使用して定義されたパッ
ケージを生成します。

	

its:lansa015.CHM::/PACKAGE_CREATE.HTM
its:lansa015.CHM::/PACKAGE_BUILD.HTM


フィールドおよびコンポーネント関連組み込み関数

組み込み関数 記述

DLT_FIELD LANSAリポジトリからフィールド定
義を削除します。

GET_COMPONENT_LIST コンポーネントのリストを戻しま
す。

GET_FIELD LANSAリポジトリ・フィールドの属
性を取得します。

GET_FIELD_INFO LANSA内部データベース・フィール
ドの情報のリストを取得します。

GET_FIELD_LIST LANSAリポジトリ・フィールドおよ
び記述のリストを取得します。

GET_HELP 指定のフィールド、ファンクショ
ン、またはプロセスに関するヘル
プ・テキストのリストを取得しま
す。

GET_MULTVAR_LIST 言語変数および値のリストを取得し
ます。

GET_ML_VARIABLE 言語変数定義を取得します。

GET_SYSVAR_LIST システム変数、その記述、プログラ
ム、プログラム・タイプのリストを
取得します。

GET_SYSTEM_VARIABLE システム変数定義を取得します。

PUT_FIELD LANSAリポジトリにフィールドを挿
入するか既存フィールドを更新しま
す。

PUT_FIELD_ML 言語属性のフィールドのリストを複
数の言語で追加/更新します。

PUT_HELP 指定のフィールド、ファンクショ

its:lansa015.CHM::/DLT_FIELD.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_COMPONENT_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FIELD.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FIELD_INFO.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FIELD_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_HELP.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_MULTVAR_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_ML_VARIABLE.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_SYSVAR_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_SYSTEM_VARIABLE.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FIELD.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FIELD_ML.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_HELP.HTM


ン、またはプロセスに関するヘル
プ・テキストのリストを追加/更新し
ます。

PUT_ML_VARIABLE 言語変数定義をリポジトリに追加/更
新します。

PUT_SYSTEM_VARIABLE システム変数を作成/修正します。
	

its:lansa015.CHM::/PUT_ML_VARIABLE.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_SYSTEM_VARIABLE.HTM


ファイル関連組み込み関数

組み込み関数 説明

ACCESS_FILE システム内のファイルからレ
コードを読み取ります。

ACCESS_RTE 「アクセス経路」の属性を指定/
再指定します。

ACCESS_RTE_KEY アクセス経路を通じてデータに
アクセスするために使用される
フィールド名または値を指定ま
たは再指定します。

COMPARE_FILE_DEF 2つのCTDファイルを比較して違
いがあれば示します。

DLT_FILE ファイルおよびその関連する論
理ファイルとI/Oモジュールを削
除するバッチ・ジョブを投入し
ます。

END_FILE_EDIT 指定されたLANSAファイル定義
の「編集セッション」を終了し
ます。

FILE_FIELD 編集されるファイルのフォー
マットにフィールドを指定/再指
定します。

FILE_FIELD	VIRTUAL 編集されるファイル定義の仮想
フィールドを指定/再指定しま
す。

GET_FILE_INFO LANSA内部データベースから
ファイルに関する情報のリスト
を取得します。

GET_LOGICAL_LIST 物理ファイル、関連の論理
ビュー、および記述のリストを
取得します。

its:lansa015.CHM::/ACCESS_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/ACCESS_RTE.HTM
its:lansa015.CHM::/ACCESS_RTE_KEY.HTM
its:lansa015.CHM::/COMPARE_FILE_DEF.HTM
its:lansa015.CHM::/DLT_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/END_FILE_EDIT.HTM
its:lansa015.CHM::/FILE_FIELD.HTM
its:lansa015.CHM::/FILE_FIELD_VIRTUAL.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FILE_INFO.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_LOGICAL_LIST.HTM


GET_PHYSICAL_LIST 物理ファイルおよび記述のリス
トを取得します。

LOAD_FILE_DATA 要求されたファイルに対する
OAMを呼び出してデータをロー
ドします。

LOAD_OTHER_FILE 「外部」ファイルの定義をロー
ドします。

LOGICAL_KEY 論理ビュー/ファイルのキーであ
るフィールド名を指定/再指定し
ます。

LOGICAL_VIEW 論理ビュー/ファイルの名前と基
本属性を指定/再指定します。

MAKE_FILE_OPERATIONL ファイルおよび関連する論理
ファイルとI/Oモジュールを作
成/再作成するバッチ・ジョブを
投入します。

PHYSICAL_KEY 編集されるファイルに関連する
物理ファイルのキーを指定/再指
定します。

PUT_FILE_ML ファイルの言語属性のリストを
さまざまな言語で追加/更新しま
す。

REBUILD_FILE 既存のファイルとそのビューを
任意に取り除いて、CTDファイ
ルから新たなファイルを作成し
ます。

REBUILD_TABLE_INDEX I5/OSの高速索引を再生成しま
す。

RESET_@@UPID ファイルの@@UPIDをゼロにリ
セットします。

SET_FILE_ATTRIBUTE ファイルのデータベース属性を

its:lansa015.CHM::/GET_PHYSICAL_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/LOAD_FILE_DATA.HTM
its:lansa015.CHM::/LOAD_OTHER_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/LOGICAL_KEY.HTM
its:lansa015.CHM::/LOGICAL_VIEW.HTM
its:lansa015.CHM::/MAKE_FILE_OPERATIONL.HTM
its:lansa015.CHM::/PHYSICAL_KEY.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FILE_ML.HTM
its:lansa015.CHM::/REBUILD_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/REBUILD_TABLE_INDEX.HTM
its:lansa015.CHM::/RESET_UPID.HTM
its:lansa015.CHM::/SET_FILE_ATTRIBUTE.HTM


設定します。

START_FILE_EDIT 指定されたLANSAファイル定義
の定義上で「編集セッション」
を開始します。

STM_FILE_CLOSE STM_FILE_OPENで開いたスト
リーム・ファイルを閉じます。

STM_FILE_OPEN ストリーム・ファイルを開きま
す。

STM_FILE_READ STM_FILE_OPENで開いた指定
のストリーム・ファイルから
データを読み取ります。

STM_FILE_WRITE STM_FILE_OPENで開いた指定
のストリーム・ファイルにデー
タを書き込みます。

STM_FILE_WRITE_CTL データ・ストリームに行終了文
字を書き込みます。

UNLOAD_FILE_DATA ファイルに対するOAMを呼び出
して、そのデータのすべてをフ
ラット・ファイルにアンロード
します。

	

its:lansa015.CHM::/START_FILE_EDIT.HTM
its:lansa015.CHM::/STM_FILE_CLOSE.HTM
its:lansa015.CHM::/STM_FILE_OPEN.HTM
its:lansa015.CHM::/STM_FILE_READ.HTM
its:lansa015.CHM::/STM_FILE_WRITE.HTM
its:lansa015.CHM::/STM_FILE_WRITE_CTL.HTM
its:lansa015.CHM::/UNLOAD_FILE_DATA.HTM


ファンクション関連組み込み関数

組み込み関数 説明

DELETE_FUNCTION 現在編集中のファンクションの
詳細をすべて削除します。

END_FUNCTION_EDIT アクティブなLANSAファンク
ション定義の編集セッションを
終了します。

GET_FUNCTION_ATTR 編集されるファンクションの属
性を取得します。

GET_FUNCTION_INFO RDMLファンクションのLANSA
内部データベースからファンク
ションに関する情報のリストを
取得します。

GET_FUNCTION_LIST LANSA内部データベースからプ
ロセス、関連ファンクション、
および記述のリストを取得しま
す。

GET_FUNCTION_RDML ファンクションに関連する
RDMLコードを戻します。

PUT_FUNCTION_ATTR 編集されるファンクション定義
の属性を設定します。

PUT_FUNCTION_ML ファンクションの言語属性のリ
ストをさまざまな言語で追加/更
新します。

PUT_FUNCTION_RDML ファンクションに関連する
RDMLコードを作業リストから
保管します。

START_FUNCTION_EDIT 指定されたLANSAファンクショ
ン定義の定義上で「編集セッ
ション」を開始します。

	

its:lansa015.CHM::/DELETE_FUNCTION.HTM
its:lansa015.CHM::/END_FUNCTION_EDIT.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FUNCTION_ATTR.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FUNCTION_INFO.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FUNCTION_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_FUNCTION_RDML.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FUNCTION_ATTR.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FUNCTION_ML.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FUNCTION_RDML.HTM
its:lansa015.CHM::/START_FUNCTION_EDIT.HTM


LANSA	Integrator組み込み関数

組み込み関数 記述

『LANSA	Integratorガイド』内
のMQSeries

処理のため、メッセージ待ち行列か
らロード済みサービスにメッセージ
を転送します。
ロード済みサービスからメッセージ
待ち行列にXML応答を転送しま
す。

		

Javaサービス・マネージャ組み込み関数
組み込み関数 記述

JSM_COMMAND 現在オープン状態のJSMサー
バー接続にコマンド文字列を
送信します。

JSM_OPEN JSMサーバーへの接続をオープ
ンします。

JSM_CLOSE 現在オープン状態のJSMサー
バーへの接続をクローズしま
す。

JSMX_COMMAND ハンドルにより識別されたJSM
接続にコマンド文字列を送信
します。

JSMX_OPEN JSMサーバーへの接続をオープ
ンして、JSMX_COMMANDで
コマンドが送信されるように
サービス・スレッドを開始し
ます。

JSMX_CLOSE ハンドルにより識別されたJSM
接続をクローズします。

	

its:lansa093.chm::/lansa/intengb7_1980.htm
its:lansa015.CHM::/JSM_COMMAND.HTM
its:lansa015.CHM::/JSM_OPEN.HTM
its:lansa015.CHM::/JSM_CLOSE.HTM
its:lansa015.CHM::/JSMX_COMMAND.HTM
its:lansa015.CHM::/JSMX_OPEN.HTM
its:lansa015.CHM::/JSMX_CLOSE.HTM


リスト処理組み込み関数

組み込み関数 記述

DELETE_SAVED_LIST 保存済みのリストを削除します。

RESTORE_SAVED_LIST 保存済みのリストを復元します。

SAVE_LIST 作業リストをディスクに保存しま
す。

TRANSFORM_FILE ディスク・ファイルを作業リストに
変換します。

TRANSFORM_LIST 作業リストをディスク・ファイルに
変換します。

	
	

its:lansa015.CHM::/DELETE_SAVED_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/RESTORE_SAVED_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/SAVE_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/TRANSFORM_FILE.HTM
its:lansa015.CHM::/TRANSFORM_LIST.HTM


ロック組み込み関数

組み込み関数 記述 LANSA
/
AD

LOCK_OBJECT ユーザー・オブジェクトを
ロックします。

Y

UNLOCK_OBJECT ユーザー・オブジェクトの
ロックを解除します。

Y

	

its:lansa015.CHM::/LOCK_OBJECT.HTM
its:lansa015.CHM::/UNLOCK_OBJECT.HTM


演算組み込み関数

組み込み関数 記述

EXPONENTIAL 指数値を計算します。

RANDOM_NUM_GENERATOR 0〜1の乱数を返します。

ROUND 小数値を四捨五入します。

SQUARE_ROOT 平方根値を計算します。
	

its:lansa015.CHM::/EXPONENTIAL.HTM
its:lansa015.chm::/random_num_generator.htm
its:lansa015.CHM::/ROUND.HTM
its:lansa015.CHM::/SQUARE_ROOT.HTM


メッセージ組み込み関数およびメッセージ処理組み込み関数

組み込み関数 記述

CLR_MESSAGES RDMLプログラム待ち行列からすべて
のメッセージをクリアします。

GET_MESSAGE RDMLプログラム待ち行列から次の
メッセージの詳細を取得します。

GET_MESSAGE_DESC メッセージ・ファイルからメッセー
ジの記述を取得します。

GET_MESSAGE_LIST メッセージ・テーブルに格納されて
いる、後続の各メッセージ・ファイ
ル/メッセージをリストにロードしま
す。

ISSUEINQUIRY メッセージ待ち行列に照会メッセー
ジを出力します。

ISSUEMESSAGE メッセージ待ち行列にメッセージを
出力します。

MESSAGE_COLLECTOR ファンクションをメッセージのコレ
クターとして指定します。

	

its:lansa015.CHM::/CLR_MESSAGES.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_MESSAGE.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_MESSAGE_DESC.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_MESSAGE_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/ISSUEINQUIRY.HTM
its:lansa015.CHM::/ISSUEMESSAGE.HTM
its:lansa015.CHM::/MESSAGE_COLLECTOR.HTM


メッセージ・ボックス組み込み関数

組み込み関数 記述

MESSAGE_BOX_ADD メッセージ・ボックスのアセンブリ
域に項目を追加します。

MESSAGE_BOX_APPEND メッセージ・ボックスのアセンブリ
域に項目を添付します。

MESSAGE_BOX_CLEAR 現在のメッセージ・ボックスのアセ
ンブリ域を削除します。

MESSAGE_BOX_SHOW 標準的なMSメッセージ・ボックス
が表示されるようにします。

	

its:lansa015.CHM::/MESSAGE_BOX_ADD.HTM
its:lansa015.CHM::/MESSAGE_BOX_APPEND.HTM
its:lansa015.CHM::/MESSAGE_BOX_CLEAR.HTM
its:lansa015.CHM::/MESSAGE_BOX_SHOW.HTM


その他の組み込み関数

組み込み関数 記述

GET_ILENTRY_LIST データ・ディクショナリから影響・
リスト項目と記述を取得します。

LIST_PRINTERS マシンに現在構成されているプリン
タのリストを取得します。

MAKE_SOUND 標準サウンドを待ち行列に入れるた
めのファンクションです。

		

its:lansa015.CHM::/GET_ILENTRY_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/LIST_PRINTERS.HTM
its:lansa015.CHM::/MAKE_SOUND.HTM


代理店提供の組み込み関数

組み込み関数 説明

代理店提供の組み込み関
数

LANSAユーザーが作成し、LANSAから
サービスとして配布されているさまざま
な組み込み関数の集合。

これらの組み込み関数には何の保証もな
いため、各自の責任で使用してくださ
い。

		

its:lansa015.CHM::/readubif_0010.htm


プロセス関連組み込み関数

組み込み関数 説明

COMPILE_PROCESS プロセスと選択されたすべてのファ
ンクションをコンパイルするバッ
チ・ジョブを投入します。

COMPILE_COMPONENT コンポーネントをコンパイルしま
す。

DELETE_PROCESS プロセスとそのすべてのファンク
ションを削除するバッチ・ジョブを
投入します。

DLT_PROCESS_ATTACH 編集されるプロセス定義の定義か
ら、追加されたプロセスおよびファ
ンクションを削除します。

END_PROCESS_EDIT LANSAプロセス定義のアクティブな
編集セッションを終了します。

GET_PROCESS_ATTR プロセス定義の属性を取得します。

GET_PROCESS_INFO LANSA内部データベースからプロセ
スに関する情報のリストを取得しま
す。

GET_PROCESS_LIST LANSA内部データベースからプロセ
スと記述のリストを取得します。

PUT_PROCESS_ACTIONS アクション・バー・レイアウトの定
義をプロセス定義の定義に追加しま
す。

PUT_PROCESS_ATTACH プロセスおよびファンクションの
「メニューに登録するプロセス」を
プロセス定義の定義に追加します。

PUT_PROCESS_ATTR 編集セッション内でプロセス定義の
属性を設定します。

its:lansa015.CHM::/COMPILE_PROCESS.HTM
its:lansa015.CHM::/COMPILE_COMPONENT.HTM
its:lansa015.CHM::/DELETE_PROCESS.HTM
its:lansa015.CHM::/DLT_PROCESS_ATTACH.HTM
its:lansa015.CHM::/END_PROCESS_EDIT.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_PROCESS_ATTR.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_PROCESS_INFO.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_PROCESS_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_PROCESS_ACTIONS.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_PROCESS_ATTACH.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_PROCESS_ATTR.HTM


PUT_PROCESS_ML プロセスの言語属性のリストをさま
ざまな言語で追加/更新します。

START_PROCESS_EDIT 指定されたLANSAプロセス定義の定
義上で「編集セッション」を開始し
ます。

		

its:lansa015.CHM::/PUT_PROCESS_ML.HTM
its:lansa015.CHM::/START_PROCESS_EDIT.HTM


ルール/トリガー関連組み込み関数

組み込み関数 説明

DELETE_CHECKS 指定されたフィールドからリポジト
リまたはファイル・レベルの標準妥
当性検査を削除します。

DELETE_TRIGGERS トリガーを置き換える前に、指定さ
れたフィールドからリポジトリまた
はファイル・レベルの標準トリガー
を削除します。

PUT_COND_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「単純条件ロジック」妥当性検査
を作成/修正します。

PUT_DATE_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「日付範囲/日付形式」妥当性検査
を作成/修正します。

PUT_FILE_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「コード/テーブル・ファイル検
索」妥当性検査を作成/修正します。

PUT_PROGRAM_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「ユーザー・プログラム呼び出
し」妥当性検査を作成/修正します。

PUT_RANGE_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「値範囲」妥当性検査を作成/修正
します。

PUT_TRIGGER リポジトリまたはファイル・レベル
のトリガーを作成/修正します。

PUT_VALUE_CHECK リポジトリまたはファイル・レベル
の「値リスト」妥当性検査を作成/修
正します。

		

its:lansa015.CHM::/DELETE_CHECKS.HTM
its:lansa015.CHM::/DELETE_TRIGGERS.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_COND_CHECK.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_DATE_CHECK.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_FILE_CHECK.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_PROGRAM_CHECK.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_RANGE_CHECK.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_TRIGGER.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_VALUE_CHECK.HTM


スペース組み込み関数

組み込み関数 記述

CREATE_SPACE 指定した名前でスペース・オ
ブジェクトを作成します。

DEFINE_SPACE_CELL 指定されたスペース・オブ
ジェクト内でセル(またはカラ
ム)を定義します。

DELETE_IN_SPACE 指定されたキー値と一致する
すべてのセル行を削除しま
す。

DESTROY_SPACE 指定した名前のスペース・オ
ブジェクトを破棄します。

FETCH_IN_SPACE 指定されたキー値と一致する
最初のセルの行の値を取り出
します。

INSERT_IN_SPACE スペース・オブジェクトにセ
ル値を挿入します。

SELECT_IN_SPACE 指定されたキー値と一致する
セルの最初の行の値を選択し
ます。

SELECTNEXT_IN_SPACE 指定されたキー値と一致する
セルの次の行の値を選択しま
す。

SPACE_OPERATION その他のスペース・オブジェ
クト・オペレーションを要求
します。

UPDATE_IN_SPACE 指定されたキー値と一致する1
つセル行を更新します。

		

its:lansa015.CHM::/CREATE_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/DEFINE_SPACE_CELL.HTM
its:lansa015.CHM::/DELETE_IN_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/DESTROY_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/FETCH_IN_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/INSERT_IN_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/SELECT_IN_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/SELECTNEXT_IN_SPACE.HTM
its:lansa015.CHM::/SPACE_OPERATION.HTM
its:lansa015.CHM::/UPDATE_IN_SPACE.HTM


スプール・ファイル組み込み関数

組み込み関数 記述

START_RTV_SPLF_LIST スプール・ファイルを検索する
選択条件を提供します。

GET_SPLF_LIST_ENTRY 指定のスプール・ファイルの詳
細を検索します。

END_RTV_SPLF_LIST リストをクローズして割り当て
られていた記憶域を解放しま
す。

		

its:lansa015.CHM::/START_RTV_SPLF_LIST.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_SPLF_LIST_ENTRY.HTM
its:lansa015.CHM::/END_RTV_SPLF_LIST.HTM


文字列処理組み込み関数

組み込み関数 記述

BCONCAT 文字列とブランク文字を連結し
ます。

BINTOHEX ソース・フィールドをバイナ
リーから英数字に変換します。

CENTRE 引数の文字列を戻り文字列にセ
ンタリングします。

CHECKNUMERIC 検査および英文字列から数字
フォームへの変換を行います。

CHECKSTRING 実行可能な値のみ含まれている
かどうか文字列を検査します。

CONCAT 文字列をすべて連結します(切り
捨ては行いません)。

CONVERT_STRING テキスト文字列を1つのエンコー
ディングから別のエンコーディ
ングに変換します。

DECRYPT 文字列を復号します。

ENCRYPT 文字列を暗号化します。

FILLSTRING 文字列のオカレンスでフィール
ドを充填します。

FORMAT_STRING 入力のフォーマット・パターン
から作成された文字列を返しま
す。

GET_KEYWORD_STRING ESF文字列からキーワードおよ
び値を取得します。

HEXTOBIN ソース・フィールドを英数字か
らバイナリーに変換します。

its:lansa015.CHM::/BCONCAT.HTM
its:lansa015.CHM::/BINTOHEX.HTM
its:lansa015.CHM::/CENTRE.HTM
its:lansa015.CHM::/CHECKNUMERIC.HTM
its:lansa015.CHM::/CHECKSTRING.HTM
its:lansa015.CHM::/CONCAT.HTM
its:lansa015.CHM::/CONVERT_STRING.HTM
its:lansa015.CHM::/DECRYPT.HTM
its:lansa015.CHM::/ENCRYPT.HTM
its:lansa015.CHM::/FILLSTRING.HTM
its:lansa015.CHM::/FORMAT_STRING.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_KEYWORD_STRING.HTM
its:lansa015.CHM::/HEXTOBIN.HTM


LEFT 引数を左揃えにして文字列で戻
します。

NUMERIC_STRING 数字を文字列に変換します。

REVERSE テキスト文字列を反転します。

RIGHT 引数を右揃えにして文字列で戻
します。

SCANSTRING 文字列に対して、あるパターン
の最初のオカレンスをスキャン
します。

TCONCAT 文字列を連結し、後続のブラン
クは切り捨てます。

UPPERCASE 文字列を大文字に変換します。
		

its:lansa015.CHM::/LEFT.HTM
its:lansa015.CHM::/NUMERIC_STRING.HTM
its:lansa015.CHM::/REVERSE.HTM
its:lansa015.CHM::/RIGHT.HTM
its:lansa015.CHM::/SCANSTRING.HTM
its:lansa015.CHM::/TCONCAT.HTM
its:lansa015.CHM::/UPPERCASE.HTM


テンプレート関連組み込み関数

組み込み関数 説明

EXECUTE_TEMPLATE アプリケーション・テンプレートを
実行してRDMLファンクション・
コードを作業リストに生成します。

TEMPLATE_@@ADD_LST この組み込み関数によって、アプリ
ケーション・テンプレート・リスト
に新しいフィールドを追加すること
ができます。

TEMPLATE_@@CANSNNN 実行前にアプリケーション・テンプ
レートの文字応答変数を設定するこ
とができます。

TEMPLATE_@@CLR_LST アプリケーション・テンプレート・
リストをクリアします。

TEMPLATE_@@GET_FILS 指定されたベース・ファイルから関
連するすべてのファイルのリストを
戻します。

TEMPLATE_@@NANSNNN 実行前にアプリケーション・テンプ
レートの数値応答変数を設定するこ
とができます。

TEMPLATE_@@SET_FILS ファイル・リストから、アプリケー
ション・テンプレート内で使用する
ファイルを「選択」することができ
ます。

TEMPLATE_@@SET_IDX 実行前に索引変数を指定された値に
設定することができます。

	

its:lansa015.CHM::/EXECUTE_TEMPLATE.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_ADD_LST.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_CANSNNN.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_CLR_LST.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_GET_FILS.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_NANSNNN.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_SET_FILS.HTM
its:lansa015.CHM::/TEMPLATE_SET_IDX.HTM


オペレーティング・システム固有のファンクションおよびプ
ラットフォーム・アクセス組み込み関数

組み込み関数 記述

DLL DLLに含まれているファンクション
を呼び出します。

GET_REGISTRY_VALUE このBIFは、指定されたレジスト
リ・キーに対する値を戻します。

PUT_REGISTRY_VALUE このBIFは、指定されたレジスト
リ・キーに対する値を追加/更新し
ます。

SYSTEM_COMMAND オペレーティング・システムのコマ
ンドを実行します。

	
		

its:lansa015.CHM::/DLL.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_REGISTRY_VALUE.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_REGISTRY_VALUE.HTM
its:lansa015.CHM::/SYSTEM_COMMAND.HTM


Web生成組み込み関数

組み込み関数 記述

DELETE_WEB_COMPONENT Web	コンポーネントとバッ
クアップを削除します。

GET_WEB_COMPONENT Web	コンポーネントのペー
ジ・テキストを取得しま
す。

PUT_WEB_COMPONENT Web	コンポーネントを(再)
作成します。実行時にWeb
コンポーネントを手動で作
成する場合に使用します。

		

its:lansa015.CHM::/DELETE_WEB_COMPONENT.HTM
its:lansa015.CHM::/GET_WEB_COMPONENT.HTM
its:lansa015.CHM::/PUT_WEB_COMPONENT.HTM


Zip組み込み関数
参照
Zip組み込み関数の注意

組み込み関数 記述

ZIP_ADD ファイルをZipファイルに追加しま
す。

ZIP_DELETE ファイルをZipファイルから削除し
ます。

ZIP_EXTRACT ファイルをZipファイルから解凍し
ます。

ZIP_GET_INFO Zipファイルに関する情報を取得し
ます。

ZIP_MAKE_EXE Zipファイルから実行可能ファイル
を作成します。

		

its:lansa015.CHM::/zip_note.HTM
its:lansa015.CHM::/ZIP_ADD.HTM
its:lansa015.CHM::/ZIP_DELETE.HTM
its:lansa015.CHM::/ZIP_EXTRACT.HTM
its:lansa015.CHM::/ZIP_GET_INFO.HTM
its:lansa015.CHM::/ZIP_MAKE_EXE.HTM


システム変数
次のマニュアルを	参照してください。

									一般のシステム変数

									ファンクションのみ	で有効な変数
									組み込み関数で使う変数
									特殊変数

									スーパーサーバー・シ	ステム変数
									『Visual	LANSA開発者ガイド』の「システム変数評価プ	ログラム」

its:LANSA015.CHM::/ugubc_GENERAL.HTM
its:LANSA015.CHM::/ugubc_FUNCTION.HTM
its:LANSA015.CHM::/ugubc_BIF.HTM
its:LANSA015.CHM::/ugubc_SPECIAL.HTM
its:lansa015.chm::/ladtgub4_0095.htm
its:lansa013.chm::/lansa/crfile8_begin.HTM


形式、値、コード
次のマニュアルを参照してください。

									日付形式

									標準フィールド編集コード
									算術演算子および式の演算子
									RDMLフィールド属性およびその使用法
									RDML	I/O戻りコード
									ヘルプ・テキストの拡張および代替値

its:LANSA015.CHM::/crfile6_VALID_DATE_FORMATS.HTM
its:LANSA015.CHM::/STANDARD_FIELD_EDIT_CODES.HTM
its:LANSA015.CHM::/TGUB9_OPERATORS.HTM
its:LANSA015.CHM::/FIELDATTRIBS.HTM
its:LANSA015.CHM::/IORETURNS.HTM
its:LANSA015.CHM::/text_edit.HTM


1.	フィールド
フィールドは次の	いずれかで定義されます:

LANSAレポジトリ、もしくは

DEFINE	コマンドを使用するRDMLソース・コードで直接

この章の情報は	LANSAレポジトリで定義されるフィールドに関するも
のです。
フィールド・タイ	プの規則、警告、ヒントとテクニック、およびプラッ
トフォーム別考慮事項などの詳細がフィールド・タイプ別に説明されて
います。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィー	ルド・タイプ
フィー	ルド定義
フィー	ルド・ビジュアライゼーション
フィー	ルドの妥当性検査とトリガー
フィー	ルド・ヘルプ・テキスト
コンポーネント
『ユーザーガイ	ド』の「フィールド」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「フィール	ドの作成」

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu04_0010.htm
its:Lansa012.chm::/l4wusr01_0130.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0010.htm


1.1	フィールド・タイプ
一般的な事柄につ	いては、「フィー	ルド・タイプについて」を参照し
てください。フィールド・タイプの規	則、警告、ヒントとテクニック、
およびプラットフォーム別考慮事項などの詳細がフィールド・タイプ別
に説明されています。必要なフィールド・タイプを選択	してください。

Alpha String Char Float

Packed Signed Integer BLOB

Date Time DateTime CLOB

Binary Varbinary Nvarchar Nchar

Boolean

さらに、次のトピックも参照してください。
フィー	ルド定義
フィールド



1.1.1	フィールド・タイプについて
フィールド・タ
イプ使用の推奨
事項

フィールド・
タイプ変換

RDMLX使
用可能区画

SQL	Null
処理

フィールド
をRDMLに
分類するも
の

フィー	ルド定義
									す	べての区画で「Alpha」、「Packed」、	および「Signed」の	フィールド・
タイプを使用することができます。

									「RDMLX使用可能区画」で	は、フィールド・タイプの「Date」、
「Time」、「DateTime」、「Binary」、「Varbinary」、「String」、
「Nvarchar」、「Nchar」、	「Char」、「Integer」、「Float」、
「BLOB」、	および「CLOB」を	使用する必要があります。詳細については、『Visual
LANSA	管理者ガイド』の「RDML	区画および	RDMLX区画」を参照してくださ
い。

									Packed、	Signed、およびIntegerには編集コードと編集語の使用が許されます。他の
フィールド・タイプは編集コードと編集語はサポートされていません。

									キー	ボード・シフト・ブランクは、Binary、Varbinary、Date、Time、DateTime、
Integer、Float、	Nvarchar、Nchar、BLOBおよびブール値だ	けに有効な値です。

									RDMLX	区画では、参照フィールドにより定義されたフィールドは参照フィールドと異
なる属性を持つことはできません。これはシステム定義の	*IMPREFFLDNOPROPフラグに関
係なく適用されます。

									Date、	Time、DateTime、Binary、Varbinary、BLOB、およびCLOBタイプの新しいフィー
ルドは、デフォルトでASQN属性([入力属性]の	共通属性を参照)が有効になります。

LANSA	でのフィールドの使用
									LANSA	は、強い型付け(ストロング・タイピング)をすべてのフィールド・タイプに実
装しました。

									Alpha、	String、Charはすべて、文	字列タイプに分類されます。これらは「A」タイプの
LANSA	引数に有効です。

									Packed、	Signed、Float、およびIntegerは数	字に分類されます。したがって、これらは
「N」タイプの	LANSA引数に有効です。

									Date、	DateTime、およびBLOBなどのその他のタイプはすべて独自タイプに分類されま
す。「A」または「N」タイプのどちらにも有効ではありません。

									16	進数00は、LANSAのAlpha、String、Char、NvarcharおよびNcharフィールドではサ
ポートされません。その動作は、使用プ	ラットフォームおよびデータの書き込み先データ
ベースによって異なります。IBM	i	のRDMLにおいて、オーバーレイが使用されるAlphaの作
業フィールドで16進数を使用することに正当な目的がある場合もありますが、ユーザーの責
任	で、アプリケーションが実行されるすべてのプラットフォームおよびデータベースでアプ
リケーションの必要性がLANSAの動作により満たされるようにして	ください。

its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


									フィー	ルド・タイプにはデフォルト・プロパティ(通常.Value)	と、必要に応じて追加さ
れたプロパティができます。以下は日付フィールドの#MyDateの例ですが、すべて同じ処理
を表しています。

Define	Field(#MyDate)	Type(*DATE)
Change	#MyDate	To(1972-03-04)
Set	#MyDate	Value(1972-03-04)
#MyDate.Value	:=	"1972-03-04"
									BLOB	およびCLOBタイプのフィールドのデフォルト・プロパティは、.Valueで	はな
く、.FileNameで	す。このフィールドの「値」を変更することは、実際にはそのデフォル
ト・プロパティつまりファイル名プロパティが変更されるということを明確に示していま
す。

									SQL	NULL可能フィールドは、*ISまたは*ISNOT	*SQLNULLによって検査できます。ま
た、このフィールドには.IsSqlNullという組み込みプロパティがあります。この組み込みプロ
パティを使	用すると、フィールドの現在の状態を特定できます。例えば、以下のようになり
ます。

	If	(#Std_Num.IsSqlNull)
	If	(#Std_Num	*ISNOT	*SqlNull)
	If	((*Not	#Std_Num.IsSqlNull)	*AndIf	(#Std_Num	>	45.00))
	If	(	([your	expression]	*IS	*SqlNull	)

組み込	み関数の引数/戻り値のタイプ
									詳	細は「組み込み関数の規則」を	参照してください。

ヒント	とテクニック
									LANSA	は、強い型付け(ストロング・タイピング)をすべてのフィールド・タイプに実
装しました。例えば、Alphaの使用が許される組み込みファンクションでは	Stringもサポート
されます。しかしDateTimeの使用は許されません。DateTimeを使用する場合は、単純に
#MyDateTim.asStringを使って文字列形式の使用を明示します。

									RDML	区画を使用する場合は『LANSA/AD	ユーザーガイド』を参照してください。この
資料はRDML区画だ	けを使用した開発について記述されています。

									LANSA	には「Float」な	ど、その他のファイルでの使用が基本的にサポートされて
いるフィールド・タイプもありますが、ビジネス・アプリケーションでの使用はお勧めしま

せん。多く	の数値データには、Integerま	たはPackedフィー	ルドを使用することをお勧め
します。また、RDML区画では、Signedの	使用もお勧めします。

									文	字データは「Alpha」、「String」、	「Char」、｢Nvarchar｣	および
｢Nchar｣	タイプのフィールドで保管することができます。可能な場合は「Alpha」
フィー	ルドの使用をお勧めします。

									導	入先にベンダー特定のDBMSを選択する場合、選択したDBMSで特定のフィールド範
囲のサポートの問題がないように、ファイルを作成/編集するときにす	べての警告を必ずレ
ビューしてください。

プラッ	トフォームについて



									LANSA	ファイルを作成する時に、LANSAフィールド・タイプは、各ベンダーがサポー
トする特定のDBMSデータ・タイプに変換されます。例えば、	Integerフィールドは(その長さ
に依存して)TINYINT、SMALLINT、INTEGER、BIGINT、NUMBER(3)、NUMBER	(5)、また
はその他のタイプで実装されます。これはサポートされる特定ベンダーのDBMSレイヤーに
より異なります。

									場	合によって特定ベンダーのDBMSがフィールド長のすべてを処理できないことがあり
ますが、これはLANSAで有効なデータ長がベンダーのデータベースで	有効なデータ長より
も長い場合です。導入先のDBMSシステムを選択することはできますが、フィールドが正確
に保持されない場合は警告が表示されます。こ	の場合、データは切り捨てられるかまたは拒
否されます。例えば29桁に定義されたDateTime	の場合、Oracleでは完全な小数点以下9桁での
保管をサポートしますが、他のDBMSではデータは自動的に切り捨てられ、小数点以下は0、
3、または	6桁になります。

さら	に、次のトピックも参照してください。

Alpha Integer Varbinary Signed

Date BLOB String DateTime

Binary Packed Float Nvarchar

Nchar Time Boolean CLOB

Char

フィールド・タイプ



フィールド・	タイプ使用の推奨事項
新しいフィー	ルドをLANSAディクショナリに定義する場合は、以下の
指針を参考にしてください。

									フィー	ルドが日付または時刻の場合は次の3つのケースを考慮します。

									固	有の日付を格納する場合は、タイプDateを	使用します。

									固	有の日時を格納する場合は、日付フィールドと時刻フィールドを別々に設定するよ
りも、タイプDateTimeを	使用します。

									固	有でない時刻を格納する場合は、Timeを	使用します(そのようなケースはまれで
す)。

									数	字の場合は、小数点以下がない場合はタイプIntegerを	使用し、それ以外の場合はタ
イプPackedを	使用します。

									ま	た、これは文字列または他のバイト・ストリームである必要があります。

									通	常、特殊なタイプのファイルまたはドキュメント(例:	画像、音声、MS-Word文書ま
たはXML文書)に保持される場合は、タイプBLOBを	使用します。

									通	常のコード・ページ変換が必要となりますか？必要でなければ、データ長が常に同
じでない限り、VarBinaryを	使用します。データ長が常に同じ場合は、Binaryを	使用する
こともできます。

									フィー	ルドが256バイト以下で、固定長フィールドとして保管するのが最適な場合、か
つ、実行時、一つの言語で	のサポートのみが必要な場	合、タ	イプAlphaを	使用します。

									デー	タ長が65535バイトを超える場合は、タイプCLOBを	使用します。

									フィー	ルドを末尾ブランクが意味を持つ可変長フィールドとして	保管する場合(フィー
ルド連結操作に含まれる場合など)で、実行時、一つの言語	でのサポートのみが必要な場
合、タイプ	Stringを	使用します。	他の場合は、タイプ	Nvarcharを	使用します。

									他	の固定長フィー	ルドの場合で、実行時、一つの言語で	のサポートのみが必要な場合
タイプCharを	使用します。他の	場合はタイプ	Ncharを	使用します。

他のすべてのタイプは、LANSA以外のデータベース・テーブルとの互換性のために用意
されています。新しいDBMSテーブルの新しいフィールドや列を定	義するときには、基
本的にそれらのタイプを使用しないでください。

通常使用されるフィールド・タイプ

タイプ 説明 標準的な
DBMSへの
格納タイプ

ディク
ショナ
リで定
義可能
な最大
長	

コー
ド・
ペー
ジ変
換が
必要

注 RDML	ま
たは
RDMLX
プログラ
ムで使用
可能

Integer 整	数 INTEGER 4	バイ
ト

	 ハー
ド

RDMLX



ウェ
アと
コン
パイ
ラに
より
動作
が異
なる
可能
性あ
り

Packed 標	準的な10進数 DECIMAL RDMLX
プログ
ラム：
63桁ま
でで、
そのす
べての
桁で10
進数を
使用可
能

RDML
プログ
ラム：
30桁ま
でで、
そのう
ちの9桁
で10進
数を使
用可能

N/A 	 両	方

String ディ	クショナリ定
義に最大長がある
可変長の英数文字
列

VARCHAR
(可変長)

65535 要 ディ
ク
ショ
ナリ

RDMLX



で定
義さ
れて
いる
最大
長ま
でブ
ラン
クが
埋め
込ま
れな
い。
ただ
し、
長さ
0の
文字
列に
は1
個の
ス
ペー
スが
追加
され
る

Varbinaryコー	ド・ページの
変換がないこと以
外は、Stringとまっ
たく同じ

VARBINARY 32767 不	要 ディ
ク
ショ
ナリ
定義
の最
大長
まで
埋め
込ま
れな

RDMLX



い

Nvarchar String	と似ているが
データは	Unicodeと
して扱われる。実
行時に多言語利用
が可能

NVARCHAR 65535
文字

要
（た
だ
し、
ネ	イ
ティ
ブ
String
へ変
換す
る場
合の
み）

	 RDMLX

Alpha ディ	クショナリ定
義に最大長がある
一定の長さの英数
文字列

CHAR	(固定
長)

256 要 常
に
ディ
ク
ショ
ナリ
定義
の最
大長
まで
ブラ
ンク
で埋
め込
まれ
る		

両	方

Date ISO	形式(YYYY-
MM-DD)の日付

DATE N/A N/A 	 RDMLX

Time Time	はISO形式の
HH:MM:SS

TIME N/A N/A 	 RDMLX

DateTime ISO	形式YYYY- DATETIME 29 N/A 	 RDMLX



MM-DD
HH:MM:SS[.fffffffff]
でのDateとTime。
[.fffffffff]の部分の
存在と長さは定義
可能です。		

Boolean True/False 10	進法 N/A N/A 	 RDMLX
	

特殊な文字とバイナリのタイプ(RDMLXプログラムのみで使用
可能)
	タイ
プ

説明 標準的に
DBMSへ
格納され
るタイプ

ディク
ショナリ
で定義可
能な最大
長	

使用され
る標準的
なDBMS
への格納
の長さ

コー
ド・
ページ
変換が
必要

重要な
ポイン
ト

Char 固	定長で
あること
と、DBMS
への格納の
実行が通常
CHARであ
る以外は、
Stringと
まったく同
じ

CHAR 65535 固	定長 要 	

Binary DBMS	の実
装が多様で
あること以
外は、
VarBinaryと
まったく同
じ

BINARY 32767 固	定ま
たは可変
のいずれ
か

不	要 固	定長
の列タ
イプを
使用す
るデー
タベー
スでは
最大長
まで埋
め込み



が行わ
れる

Nchar 固	定長で
あること
と、DBMS
への格納の
実行が通常
NCHARで
ある以外
は、
Nvarcharと
まったく同
じ

NCHAR 65535 固	定長 要(た	だ
しネイ
ティブ
Stringへ
変換す
る場	合
のみ)

	

CLOB 文	字ラー
ジ・

オ	ブジェ
クト			

CLOB 未	定義 内	容に
より異な
る

要 DBMS
のパ
フォー
マンス
の考慮
事項が
適用さ
れる場
合あり

BLOB バ	イナ
リー・

ラー	ジ・
オ	ブジェ
クト

BLOB 未	定義 内	容に
より異な
る

不	要 DBMS
のパ
フォー
マンス
の考慮
事項が
適用さ
れる場
合あり

ほとんど使用されない数値タイプ

タイ
プ

説明 標準的な
DBMSへ
の格納タ

ディク
ショナ
リで定

使用する
ケース

重要な
ポイン
ト

RDML	ま
たは
RDMLX



イプ 義可能
な最大
長	

プログラ
ムで使用
可能

Signed Signed	(符
号付き)10
進数、ま
たは
Zoned(ゾー
ン)10進数

DECIMAL RDMLX
プログ
ラム：
63桁ま
でで、
そのす
べての
桁で10
進数を
使用可
能

RDML
プログ
ラム：
30桁ま
でで、
そのう
ちの9桁
で10進
数を使
用可能

プ	ログ
ラムによ
る数値と
文字の
オーバー
レイ操作
用		

算	術
演算で
は、
Signed
は
Packed
や
Integer
より効
率に劣
る

両	方

Float Floating
Point(浮動
小数点)

FLOAT 未	定義
浮	動小
数点数
は厳密
な数値
ではな
く、近
似値

LANSA
以外で定
義されて
いる
DBMS
テーブル
でのみ使
用する場
合

ハー
ドウェ
アとコ
ンパイ
ラによ
り動作
が異な
る可能
性あり

RDMLX

フィールド・タイプについて	



フィールド・	タイプ変換
LANSAで使用	される基本的なフィールド・タイプのグループを以下に
示します。

文	字/文字列 英	数字データ(SBCS、SBCSとDBCSの混合、また
DBCSのみのいずれか)を保管します。タイプは
Alpha、String、Char、および	CLOBです。

Unicode	文字/
文字列

Unicode	で英	数字データを保管します(文字/文字列は
ネイティブ・コードページで保管します）。多言語
でデータを損失することなく扱うことが可能です。
タイプは	NcharおよびNvarcharです。

数	値 数	値データをさまざまな形式で保管します。タイプ
はSigned、Packed、Integer、およびFloatです。

日	付/時刻 日	付と時刻のデータを保管します。タイプはDate、
Time、DateTimeです。

Binary バ	イナリー・データを保管します(このデータは
コードページ変換に制約されません)。タイプは
Binary、Varbinary、BLOBです。

LOB 非	常に桁数の多い文字データまたはバイナリー・
データを保管します。タイプはCLOB、BLOBです。

ブー	ル値 真	と偽の値を保管します。
	

次の表でグループ間におけるフィールド変換の概要を示します。Yes
は、フィールド・タイプ・グループ間の変換が可能なことを表します。
ただし、変換は常	に正常に行われることを表すものではありません。例
えば、DBCSデータからSBCSデータの変換、または"Hello	world"などの
値を数値に変換することはできません。

一般的な変換規則

変換元	と
変換先

文字 Unicode文字数値 日付/時刻 Binary LOB4ブール値

文	字 あ	り Yes	5 Yes	1 Yes	1 あ	り あ	り あ	り

Unicode	文字あ	りあ	り あ	りあ	り あ	り あ	り あ	り



数	値 あ	りあ	り あ	り Yes	2 番	号 番	号 あ	り

日	付/時刻 あ	りあ	り Yes	2 Yes	3 番	号 番	号 番	号

Binary あ	りあ	り 番	号番	号 あ	り 番	号 番	号

LOB	4 あ	り Yes	5 番	号番	号 あ	り あ	り 番	号

ブー	ル値 あ	りあ	り あ	り番	号 番	号 番	号 あ	り

	

表に関する注意:
1.	CLOBはファイル・ポイ	ンターとして扱われます。数値や日付/時間
フィールド・タイプへの変換はサポートされていません。

2.	以下の変換はサポートされません。
									Integer	またはFloatフィールド・タイプとDate/Timeフィールド・タイプ間の変換

									Numeric	タイプからDateTimeへの直接変換。NumericタイプからどのようにDateTimeの
日付と時刻部分を設定すべきか判断する方法がないためで	す。

3.	DateTime	->	Date、およびDateTime	->	Timeは明確に変換されます。
									日	付のデフォルトは1900-01-01、時刻のデフォルトは午前零時(00:00:00)です。した
がって、以下のようになります。

									Date	->	DateTime：時刻部分には午前零時が設定されます。

									Time	->	DateTime：日付部分には1900-01-01が設定されます。

									Date	->	Time：Timeは常に午前零時になります。

									Time	->	Date：Dateは常に1900-01-01になります。

4.	LOBの「値」はファイル名です。したがって、変換の際にコピーされ
るのはファイル名で、データではありません。不適切なファイ	ル名
がLOBにコピーされ	ると、ある段階で障害が発生します。

5.	Unicode文字列からネイティブ文字列へ変換する場合、組み込みファ
ンクションAｓNativeStringの使用が必要な場合があ	りま	す。

フィールド・タイプについて



RDMLX使用可能区画
区画内での手動	フィールド作成の使用可能化の詳細については、
『Visual	LANSA管理者ガイド』の「RDMLX	区画の設	定」のフィール
ド・タイプの	情報を参照してください。また、フィールド定義オプショ
ンの「RDMLXコンポーネント専用に	ロード」も	参照してください。
注：フィールド・タイプが区画で使用可能ではない場合でも、他のファ
イルとしてロードされるとそのフィールド・タイプを使用できます。開
発者は、許可され	ていないタイプのフィールドを手作業で作成すること
はできません。そのため、リポジトリのフィールド・タイプ(他のファ
イルからロードされた)を見ること	ができますが、フィールド・タイプ
を手作業で作成することはできません。

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA管理者ガイド』の「RDML	and	RDMLX	Partitions」
フィールド・タイプについて
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SQL	Null処理
SQL	Nullのサポートは、主に他のファイルの統合のために導入されまし
た。
SQL	Nullとは、つまりデータが不明であるということです。例えば、
#BirthDateフィールドはPerson(ユーザー)ファイルからのレコードの読み
込みで、そのユーザーの生年月日がないことを示して、SQL	Nullになる
場合があります。SQL	Nullのサポートがない場合は、唯一の代替手段は
現実にありえない0001-01-01などの日付を設定することです。
「*SQLNULLキーワード」、「組み込みプロパティ.IsSqlNull」、「組み
込みメソッド.AsValue」などのSQL	Null機能を活用するには、フィール
ドに「ASQN	(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性」を設定する必要が
あります。
SQL	Nullを許可されたフィールドは、実行時には実際の値を持つか、ま
たはSQL	Nullです。SQL	Nullを許可された各フィールドは、これらの
フィールドがSQL	Nullで、これらの動作が関数オプション
*STRICT_NULL_ASSIGNが指定されているかどうかにも依存している場
合には、実行時に異なる動作をする可能性があります。詳細について
は、「SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式」を参照して
ください。
他のファイルを操作する際、SQL	Nullフィールドに対する動作は列の
データベース定義がLANSA定義と異なっている場合は、Insert(挿入)と
Update(更新)で異なる場合があります。詳細については、「UPDATEに
ついてのコメント/警告」を参照してください。
フィールド・タイプについて

its:\Lansa015.chm::/update_c.htm


ASQN(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性
ASQNは、SBINやSREVと同じくフィールド格納属性です。入力属性と
しても出力属性としても指定できます。SQL	NULL機能を活用するに
は、フィールドにASQN属性を設定する必要があります。
ASQN属性を使用できるのは、区画がフルRDMLXに対応している場合
に限られます。ASQN属性を使用するフィールドは、RDMLXフィール
ドです。

さらに、次のトピックも参照してください。
*SQLNULLキーワード
組み込みプロパティ.IsSqlNull
組み込みメソッド.AsValue
SQL	Null処理



*SQLNULLキーワード
*SQLNULLは、*NULLとよく似た特別なキーワードですが、意味は異な
ります。*SQLNULLは、フィールドの値が不明であることを意味するの
に対し、*NULLは、フィールドが空であることを意味します。
フィールドは*EQと*NEなどの演算子を使用して*SQLNULLと比較でき
ませんが、*ISおよび*ISNOTを使用できます。
SQL	Nullを許可したフィールドでは、フィールドのタイプに関係なく、
*SQLNULLがデフォルトになります(もちろん、別のデフォルトを指定
した場合は別です)。ASQN属性を設定したフィールドのデフォルトとし
て、*SQLNULLを明示的に指定することもできます。例えば、RDMLで
は以下のようにします。
	
Define	Field(#B)	Type(*CHAR)	Length(8)	Input_Atr(ASQN)
Default(*SQLNULL)

さらに、次のトピックも参照してください。
ASQN(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性
組み込みプロパティ.IsSqlNull
SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式
SQL	Null処理



組み込みプロパティ.IsSqlNull
ASQN属性には、組み込みの読み取り専用プロパティ.IsSqlNullがありま
す。値は、TRUEまたはFALSEのいずれかです。フィールドがSQL	Null
であれば、.IsSqlNullはTRUEであり、そうでなければFALSEになりま
す。
組み込みプロパティは、I/Oモジュールで定義する条件やI/Oモジュール
に渡す条件でも使用できますが、このような使用はお勧めしません。
「I/OコマンドでのWHEREパラメータの指定」を参照してください。
さらに、次のトピックも参照してください。
ASQN(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性
組み込みメソッド.AsValue
SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式
SQL	Null処理

its:lansa015.chm::/whereparameter.htm


組み込みメソッド.AsValue
ASQN属性には組み込みのメソッド.AsValueがあります。式の値がSQL
Nullになった場合に、その式から返す値を制御するには、そのフィール
ドの組み込みメソッドであるAsValue()を使用します。フィールドの値が
SQL	Nullの場合でも、SQL	Nullの代わりにAsValueパラメータが返されま
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
ASQN(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性
組み込みプロパティ.IsSqlNull
SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式
SQL	Null処理



SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式
このセクションでは、以下におけるSQL	Nullフィールドの動作について
説明します。

									割り当て

									条件
									式

ここでの説明では、以下のフィールド定義を使用します。
Define	Field(#A)	Type(*DEC)	Length(9)	Decimals(0)	Input_Atr(ASQN)
Default(*SQLNULL)
Define	Field(#B)	Type(*DEC)	Length(9)	Decimals(0)	Input_Atr(ASQN)
Default(*SQLNULL)
Define	Field(#C)	Type(*DEC)	Length(9)	Decimals(0)	Default(*NULL)

さらに、次のトピックも参照してください。
「ASQN(Allow	SQL	Nulls:	SQL	Nullを許可)属性」
「条件および式の指定」	(どちらも	『LANSAテクニカルリファレンスガ
イド』に収録）

割り当て

SQL	Nullフィールドが割り当てのためのANSI規則により確実に処理されるようにする場
合は、*STRICT_NULL_ASSIGN関数オプションを使用可能にします。このオプションで
は、ソース・フィールドがSQL	Nullで、ターゲット・フィールドにASQN属性が設定さ
れていない場合は、実行時に致命的なエラーが発生します。

SQL	Nullを許可するフィールドでは、次の例のようにSQL	Nullを明示的
に設定することもできます。
#B	:=	*SQLNULL
	
現在SQL	Nullであるフィールドを別のフィールドに割り当てることがで
きます。ターゲット・フィールドがSQL	Nullを許可されると、SQL	Null
に設定されます。次の例では、#BがSQL	Nullなので#AはSQL	Nullになり
ます。
#A	:=	#B
	
ターゲット・フィールドにASQN属性が設定されていない場合は、
*STRICT_NULL_ASSIGN関数オプションが使用可能にされるかどうかに
よって動作が異なります。デフォルトでは、フィールド・タイプの

its:Lansa015.chm::/condexprsns.htm


*NULL値はターゲット・フィールドに割り当てられます。次の例では、
#Cが数値フィールドなのでゼロに設定されます。フィールド・タイプご
との*NULL	valueの定義については、「CHANGEのパラメータ」を参照
してください。
#C	:=	#B
	
ただし、*STRICT_NULL_ASSIGNが有効にされ、#BがSQL	Nullである
場合に上のサンプル・コードが実行されると、ターゲット・フィールド
がSQL	Nullの設定をサポートしないため致命的なエラーが発生します。
LANSA開発者は、*STRICT_NULL_ASSIGNを使用する場合は、この種
の実行時エラーを出さないように注意深くコーディングする必要があり
ます。例えば、以下のようになります。
If	(*Not	#B.IsSqlNull)
#C	:=	#B
Else
Message	Msgtxt('#B	is	SQL	Null')
Endif
	
また.AsValue組み込みメソッドを使用して、SQL	Nullフィールドを別の
値として扱うことができます。これはSQL	Nullまたは*NULLが適切な値
ではない場合の数値演算と連結に便利です。次の例では、#BがSQL	Null
の場合に#Cに5という結果を取得できます。ただし#Bが3である場合
は、#BがSQL	Nullである場合にのみ#B.	AsValueが#Bに影響を与えるた
め、#Cは15に設定されます。
#C	:=	#B.AsValue(	1	)	*	5
	
さらに、次のトピックも参照してください。
*SQLNULLキーワード
組み込みプロパティ.IsSqlNull
組み込みメソッド.AsValue
条件

									SQL	Nullかどうかを検査するには、*IS	*SQLNULLまたは*ISNOT	*SQLNULL、あるい
は組み込みプロパティ.IsSqlNullを使用してください。
									IF_NULLまたは.IsNullを使用すると、SQL	NullフィールドはFALSEを返します。

									SQL	Nullは値を表さないため、フィールドを比較するために*EQ、*LE、*GTなどの比
較演算子を使用し、比較のいずれかの要素がSQL	Nullの場合は、比較によってSQL	Nullが生

its:Lansa015.chm::/change_p.htm


成されます。また、*ORまたは*AND演算子と組み合わせると、SQL	Null要素により引き続き
SQL	Nullが生成されます。SQL	Nullを生成する条件式の評価結果はfalseになります。

									SQLNULL値がtrueの場合、SQLNULLの比較は常にSQLNULLのままになります。すなわ
ち、式によってSQLNULLを検査する場合にSQLNULLが存在すると、式ではSQLNULL値が
維持されます。このような場合は、*ORIFブール機能を使用してください。

	IF	COND((#DATE2.IsSqlNull)	*orif	(#DATE1	*gt	#DATE2))
	#DATE2	:=	#DATE1
	ENDIF
	
									条件によってNullおよびSQL	Nullの両方に対してTRUEが返されるようにするには、
*ORIFブール機能と、組み込みプロパティ.IsSqlNullおよび組み込みプロパ
ティ.IsNullを組み合わせて使用します。サンプル・フィールド#Aについての次の条件は、
フィールドがゼロまたはSQL	Nullの場合にTRUEを返します。

(#A.IsSqlNull)	*orif	(#A.IsNull)
	
									条件にSQL	Nullと他の特定の値の両方にTRUEを返させる場合は「組み込みメソッ
ド.AsValue」を使用します。次の条件は、フィールドが1またはSQL	Nullの場合にTRUE
を返します。

	#A.AsValue(1)	*EQ	1
	
以下の表に、サンプル・フィールド#Aおよび#BがどちらもSQL	Nullで
#Cが*ZEROの場合のさまざまな条件の結果をまとめます。

条件 結果

#A.IsSqlNull TRUE

#A.IsNull FALSE

(#A.IsSqlNull)	*orif
(#A.IsNull)

TRUE

IF_NULL(#A	#B	#C) FALSE

IF_NULL(#C) TRUE

#A.AsValue(*ZERO)	*EQ
*ZERO

TRUE

#A	*EQ	*ZERO FALSE

#A	*EQ	*ZERO FALSE



#A	*EQ	*ZERO FALSE

#B	*EQ	#C FALSE

#B	*EQ	#C FALSE
	

式

式の評価中は、中間結果はSQL	Null状態を保持します。その結果は常に
厳密に解釈されます。例えば、#BがSQL	Nullの場合は、式'#B	+	1'の結果
はSQL	Nullです。SQL	Nullに1を足しても、SQL	Nullのままだからです。
これは結果フィールドの属性とは無関係です。
動作の違いが発生するとすれば、それは式の結果が結果フィールドに割
り当てられる場合に限られます。式の結果がSQL	Nullの場合は、動作は
結果フィールドがSQL	Nullを許可するかどうかと、関数オプション
*STRICT_NULL_ASSIGNが有効かどうかによって決まります。詳細につ
いては、「割り当て」を参照してください。
SQL	Nullフィールドの値をより適切な別の値に変更する場合は「組み込
みメソッド.AsValue」を使用します。例えば、#BがSQL	Nullである場合
は、式'#B.	AsValue(1)	+	1'の結果は2(および#Bが4である場合は5)です。
	SQL	Null処理

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



フィールドをRDMLに分類するもの
RDMLXアプリ	ケーション・コードで定義されたすべての作業フィール
ドがRDMLまたはRDMLXのいずれか	に分類されます。フィールドが以
下の規則を満たす場合は、RDMLフィールドです。この規則を満たさな
い場合は、RDMLXフィールドです。

									フィー	ルドにASQN属性がない

									TYPE(*CHAR)	LENGTH(n)。n	<=	256

									TYPE(*DEC)	LENGTH(n)	DECIMALS(d)。1	<=	n	<=	30および0	<=	d	<=	9

									TYPE(x)	LENGTH(*REFFLD)	REFFLD(#A)。xは*CHAR、*DEC、または*REFFLD、また
フィールド#AはRDMLデータ・ディクショナリ・フィールド

フィールド・タイプについて



1.1.2	Alpha
Alphaフィールドは最大256文字までの文字タイプ・データの保管に使用
されます。
SBCS、SBCSとDBCSの混合、またDBCSのみのデータがあります。
Alphaフィールドは文字列に分類されます。サポートは、現在のネイ
ティ	ブ・コードページのみです。
Alphaは後続ブランクを意味のあるものとして扱いません。後続ブラン
クは、連結や比較の前に切り捨てられます。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Alphaフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ 1から256の長さにする必要があります。小数はあり
ません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク、X、A、N、I、D、M、O、E、J、または
W

許容される属
性

NULL値は使用できません。

編集オプショ
ン

不可

デフォルト スペース。
	

使用規則

区画タイプ RDML区画およびRDMLX区画

ファイル RDMLファイルおよびRDMLXファイル。Alpha
フィールドは実フィールドまたはキーとし	て使用
することができます。

論理ビュー Alphaフィールドは論理ビューのキーとして使用す
ることができます。



仮想フィールド Alphaフィールドはサブストリング、連結、または
日付仮想フィールドで使用することができま	す。

事前結合フィー
ルド

Alphaは検索事前結合フィールドに使用することが
できます。

組み込み関数 Alphaフィールドを組み込み関数で使用する場合、
有効な引数のタイプは「A」です。

変換 「フィールド・タイプ変換」を	参照してくださ
い。

	

プラットフォームについて
									プ	ラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してく	ださい。

参照
Char
String
フィールド・タイプ



1.1.3	String
Stringは可変長の文字フィールドで、最大長が1桁から65,535桁までの
フィールドです(この数字はバイト数であり文字数ではありません)。
Stringは、英数字データ(SBCS、SBCSとDBCSの混合、またDBCSのみの
いずれか)を保管します。Stringは文字列に分類されます。サポートは、
現在のネイティブ・コードページのみです。
Stringは後続のブランクがあれば、それを意味あるものとして扱いま
す。Stringの末尾にスペースを連結する場合、そのスペースは保持され
ます。ただし比較では、スペースは意味あるものとして扱われません。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Stringフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ String	は、1から65,535桁の長さにすることができま
す。Stringには小数部はありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク、O、E、J、またはW

許容される属
性

AB、	ASQN、CS、DDNN、FE、FUNC、FUNU、
FUNX、JNMC、JNMU、JNMX、JNRC、JNRU、
JNRX、LC、ND、PROC、	PROU、PROX、RA、
RB、RL、RLTB、SREV、SUNI、USRC、USRU、
USRX

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *NULL

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル String	はRDMLXファイルでのみ使用することができ
ます。Stringは実フィールドまたはキー・フィールド



として使用することができます。キーとして使用す
る場合、長さは4,000バイトを超えてはいけません。

論理ビュー String	はキー・フィールドとして使用することがで
きます。キーとして使用する場合、長さは4,000バイ
トより少なくする必要があります。

仮想フィール
ド

String	は、コード・フラグメントによる仮想フィー
ルドで使用することができます。

事前結合
フィールド

String	は検索事前結合フィールドに使用することが
できます。

RDML	コマン
ド

DEF_HEAD、	DEF_FOOT、DEF_BREAK、および
DEF_LINEは、RDMLフィールドのみ、印刷をサ
ポートします。そのため、レポートに使用するに
は、StringフィールドをAlpha	へ変換する必要があり
ます。

組み込み関数 String	を組み込み関数で使用する場合、有効な引数
のタイプは「A」です。

特殊値 *NULL、	*NAVAIL、*REMEMBERED_VALUE

変換 「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									作業フィールドはTYPE(*STRING)として定義することができます。

									StringまたはCharタイプで長さが256桁以下のフィールドは、Alphaタイプのフィールド
が使用できる場所であれば概ねどこでも使用できます。

									長さ0の文字列には、SQL経由でのデータベースへの挿入、または更新前に、1個のス
ペースが追加されます。これは、データベース間で一貫した動作を得るための処理です。ス
ペースがないと、OracleはデータをSQL	Nullとして扱いますが、厳密にはSQL	Nullではありま
せん。また、これは他のデータベースの動作とは異なります。

		そのため、アプリケーションでは、空のStringと1個のブランクが含ま
れるStringを区別できないことに注意してください。また、長さ0の
Stringをデータベースへの挿入前に連結した場合と読み取り後に連結
した場合とでは、追加スペース分だけ異なる場合があります。式内で
Stringを使用する前に末尾スペースを切り捨てることで、動作を一貫
させることができます。RDML内の空のStringと、データベースから
読み取った1個のスペースが含まれるStringを比較した場合、比較にお
いて末尾スペースは意味を持たないため、等しいものと判断されま



す。末尾スペースが意味を持つのは、連結などの式内のみです。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
Alpha
Char
Nvarchar
フィールド・タイプ



1.1.4	Nvarchar
Nvarcharは可変長の文字フィールドで、最大長が1桁から65,535桁までの
フィールドです。(これは文字の数です。バイト長ではありません。)
Nvarcharsフィールドは、あらゆるコードページのAlphaデータを格納し
ます。例えばリストの場合、Nvarcharフィールドには1行目に日本語、別
の行にフランス語が入ります。
Nvarcharの分類はUnicode文字列になります。
Nvarcharは後続のブランクがあれば、それを意味あるものとして扱いま
す。Nvarcharの末尾にスペースを連結する場合、そのスペースは保持さ
れます。ただし比較では、スペースは意味あるものとして扱われませ
ん。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Nvarcharフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおり
です。

長さ Nvarcharは、1から65,535桁の長さにすることができま
す。Nvarcharには小数部はありません。

有効なキーボー
ド・シフト

ブランク

許容される属性AB、ASQN、CS、FE、LC、ND、RA、RB、RL、
RLTB、SREV

編集オプションNvarcharは検索事前結合フィールドに使用することがで
きます。

デフォルト *NULL

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル NvarcharはRDMLXファイルでのみ使用することができ
ます。Nvarcharは実フィールドまたはキー・フィールド
として使用することができます。キーとして使用する場
合、長さは2,000文字を超えてはいけません。



論理ビュー Nvarcharはキー・フィールドとして使用することができ
ます。キーとして使用する場合、長さは2,000文字より
少なくする必要があります。

仮想フィールドNvarcharはコード・フラングメント仮想フィールドと共
に使用できます。

事前結合フィー
ルド

適用不可

RDMLコマンド DEF_FOOT、DEF_BREAK、およびDEF_LINEのみ
RDMLフィールドの印刷がサポートされます。ですか
ら、レポートで使用するには、NvarcharをAlphaに変換
する必要があります。

組み込み関数 Nvarcharを組み込み関数で使用する場合、有効な引数の
タイプは「A」です。

特殊値 *NULL、*NAVAIL

変換 「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
作業フィールドはTYPE(*NVARCHAR)として定義することができます。

長さ0のNvarcharには、SQL経由でのデータベースへの挿入または更新前にスペースが1
個追加されます。これは、データベース間で一貫した動作を得るための処理です。スペース
がないと、OracleはデータをSQL	Nullとして扱いますが、厳密にはSQL	Nullではありません。
また、これは他のデータベースの動作とは異なります。

						アプリケーションでは、空のNvarcharと1個のブランクが含まれる
Nvarcharを区別できないことに注意してください。また、長さ0の
Nvarcharをデータベースへの挿入前に連結した場合と読み取り後に連
結した場合とでは、追加スペース分だけ異なります。この矛盾をなく
すには、式でNvarcharを使用する前に末尾スペースを切り捨てること
です。RDML内の空のNvarcharと、データベースから読み取った1個の
スペースが含まれるNvarcharを比較する場合、比較において末尾ス
ペースは意味を持たないため、等しいものと判断されます。末尾ス
ペースが意味を持つのは、連結などの式内のみです。

プラットフォームについて

プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。



ヒントとテクニック

実行時に複数言語サポートが不必要な場合は、AlphaフィールドもしくはString
フィールドを使用してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
Alpha
String
フィールド・タイプ



1.1.5	Char
Charは固定長	の文字フィールドで、長さが1桁から65,535桁までの
フィールドです(この数字はバイト数であり文字数ではありません)。256
桁以下のChar	フィールドであれば、既存のAlphaフィールドと同等で
す。
Charフィールドは、英数字データ(SBCS、SBCSとDBCSの混合、また
DBCSのみのいずれか)を保管します。Charは文字列に分類されま	す。
データベース・タイプによって、Charで末尾ブランクが意味のあるもの
として扱われる場合と、そうでない場合があります。末尾ブランクが不
要の場合は、	Stringフィールドを使用してください。
一般的な事柄については、「フィー	ルド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Charフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長	さ Char	は、1から65,535桁の長さにすることができま
す。Charには小数部はありません。

有	効なキー
ボード・シフ
ト

ブ	ランク、O、E、J、ま	たはW

許	容される属
性

AB、	ASQN、CS、DDNN、FE、FUNC、FUNU、
FUNX、JNMC、JNMU、JNMX、JNRC、JNRU、
JNRX、LC、ND、PROC、	PROU、PROX、RA、
RB、RL、RLTB、SREV、SUNI、USRC、USRU、
USRX

編	集オプショ
ン

不	可

デ	フォルト *NULL
	

使用規則

区	画タイプ RDMLX使用可能区画

ファ	イル Char	はRDMLXファイルでのみ使用することができ



ます。Charは実フィールドまたはキー・フィールド
として使用することができます。キーとして使用す
る場	合、長さは4,000バイトを超えてはいけません。

論	理ビュー Char	はキー・フィールドとして使用することができ
ます。キーとして使用する場合、長さは4,000バイト
より少なくする必要があります。

仮	想フィール
ド

Char	は、コード・フラグメンント仮想フィールドで
使用することができます。

事	前結合
フィールド

Char	は検索事前結合フィールドに使用することがで
きます。

RDML	コマン
ド

DEF_HEAD、	DEF_FOOT、DEF_BREAK、および
DEF_LINEは、RDMLフィールドのみ、印刷をサ
ポートします。そのため、レポートに使用するに
は、	CharフィールドをAlphaに変換する必要があり
ます。

組	み込み関数 Char	を組み込み関数で使用する場合、有効な引数の
タイプは「A」です。

特	殊値 *NULL、	*NAVAIL、*REMEMBERED_VALUE

変	換 「フィールド・タイプ変換」を	参照してください。

使用に関する注意事項
									作	業フィールドはTYPE(*CHAR)で定義されます。フィールド長が256桁以下の場合は
Alphaフィールドと同様に動作します。

									Stringま	たはCharタ	イプで長さが256桁以下のフィールドは、Alphaタイプのフィール
ドが使用できる場所であれば概ねどこでも使用できます。

プラットフォームについて
									プ	ラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を	参照してください。

ヒントとテクニック
									固	定長の文字フィールドで長さが256桁以下の場合、Alphaフィールドを使用します。

									後	続のブランクを意味あるものとして扱う場合は、Stringフィールドを使用します。

さらに、次のトピックも参照してください。
Alpha



String
Nchar
フィールド・タイプ



1.1.6	Nchar
Ncharは固定長の文字フィールドで、長さが1桁から65,535桁までの
フィールドです。(文字の数です。バイト長ではありません。)
Ncharフィールドは、あらゆるコードページのAlphaデータを格納しま
す。例えばリストの場合、Ncharフィールドには1行目に日本語、別の行
にフランス語が入ります。
Ncharの分類はUnicode文字列になります。
データベース・タイプによって、Ncharで末尾ブランクが意味のあるも
のとして扱われる場合と、そうでない場合があります。末尾ブランクが
不要の場合は、Nvarcharフィールドを使用してください。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Ncharフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Nchar	は、1から65,535桁の長さにすることができます。
Ncharには小数部はありません。

有効なキーボー
ド・シフト

ブランク

許容される属性AB、ASQN、CS、FE、LC、ND、RA、RB、RL、RLTB

編集オプション不可

デフォルト *NULL
	

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル NcharはRDMLXファイルでのみ使用することができま
す。Ncharは実フィールドまたはキー・フィールドとし
て使用することができます。キーとして使用する場合、
長さは2,000文字を超えてはいけません。

論理ビュー Ncharはキー・フィールドとして使用することができま
す。キーとして使用する場合、長さは2,000文字より少



なくする必要があります。

仮想フィールドNcharはコード・フラングメント仮想フィールドと共に
使用できます。

事前結合フィー
ルド

Ncharは検索事前結合フィールドに使用することができ
ます。

RDMLコマンド DEF_HEAD、DEF_FOOT、DEF_BREAK、および
DEF_LINEのみRDMLフィールドの印刷がサポートされ
ます。ですから、レポートで使用するには、Ncharを
Alphaに変換する必要があります。

組み込み関数 Ncharを組み込み関数で使用する場合、有効な引数のタ
イプは「A」です。

特殊値 *NULL、*NAVAIL

変換 「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

プラットフォームについて

プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

ヒントとテクニック

実行時に複数言語サポートが不必要な場合は、AlphaフィールドもしくはCharフィー
ルドを使用してください。

後続のブランクを意味あるものとして扱う場合は、Nvarcharフィールドを使用しま
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
Alpha
Char
Nvarchar
フィールド・タイプ



1.1.7	Packed
Packedフィールドは、精度(有効桁数)とスケール(小数点以下桁数)を持つ
厳密な固定小数点数値フィールドです。スケールが0の場合、それは整
数を表します。Packedフィールドは符号付き数(+/-)を保管します。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Packedフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Packed	フィールドの最大長はRDMLX区画で63、
RDML区画で30です。小数点以下の最大桁数は、
RDMLX区画で63、RDML区画で9です。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

NULL値は使用できません。

編集オプショ
ン

編集オプション(すなわち、編集コードまたは編集
語)を使用できます。

デフォルト 0(ゼロ)

フィールド定義の注意事項
									PackedとSignedは同じタイプのように見えますが、メモリー(およびいくつかのデータ
ベース)に占める記憶域は、大抵の場合、Packedフィールドの方がSignedタイプよりも少なく
なります。

使用規則

区画タイプ RDML区画およびRDMLX区画

ファイル RDMLファイルおよびRDMLXファイル。Packed
フィールドは実フィールドまたはキーとして使用す
ることができます。

論理ビュー Packedフィールドは論理ビューのキーとして使用す
ることができます。



仮想フィール
ド

Packedフィールドは、演算、サブストリング、連
結、または日付仮想フィールドで使用することがで
きます。

事前結合
フィールド

Packedフィールドは数値の事前結合フィールドに使
用することができます。

組み込み関数 Packedフィールドを組み込み関数で使用する場合、
有効な引数のタイプは「N」です。

変換 「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。
									OracleおよびSQLサーバーでは最大38桁までサポートされ、10進数38桁まで可能です。
更に大きな定義のフィールドも使用できますが、このフィールドがファイル上にある時は、
カラムがより小さなサイズで作成されます。例えば、Packed(63,9)は(38,9)として作成されま
す。38桁より大きいフィールドをデータベースに書き込もうとすると、エラーになります。

さらに、次のトピックも参照してください。
Signed
Integer
Float
フィールド・タイプ



1.1.8	Signed
Signedフィールドは、精度(有効桁数)とスケール(小数点以下桁数)を持つ
厳密な固定小数点数値フィールドです。スケールが0の場合、整数を表
します。	Signedフィールドは符号付きの数字(+/-)を格納します。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Signedフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Signedフィールドの最大長は、RDMLX区画で63、
RDML区画で30です。小数点以下の最大桁数は、
RDMLX区画で63、RDML区画で9です。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

NULL値は使用できません。

編集オプショ
ン

編集オプション(すなわち、編集コードまたは編集
語)を使用できます。

デフォルト 0(ゼロ)

フィールド定義の注意事項
									PackedとSignedは同じタイプのように見えますが、メモリー(およびいくつかのデータ
ベース)に占める記憶域は、大抵の場合、Packedフィールドの方がSignedタイプよりも少なく
なります。

使用規則

区画タイプ RDML区画およびRDMLX区画

ファイル RDMLファイルおよびRDMLXファイル。Signed
フィールドは実フィールドまたはキーとして使用す
ることができます。

論理ビュー Signedフィールドは論理ビューのキーとして使用す
ることができます。



仮想フィール
ド

Signedフィールドは、演算、サブストリング、連
結、または日付仮想フィールドで使用することがで
きます。

事前結合
フィールド

Signedフィールドは数値の事前結合フィールドに使
用することができます。

組み込み関数 Signedフィールドを組み込み関数で使用する場合、
有効な引数のタイプは「N」です。

変換 「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。
									Oracleおよびサーバーは最大38桁までサポートし、10進数38桁まで可能です。更に大き
な定義のフィールドも使用できますが、このフィールドがファイル上にある時は、カラムが
より小さなサイズで作成されます。例えば、Packed(63,9)は(38,9)として作成されます。38桁
より大きいフィールドをデータベースに書き込もうとすると、エラーになります。

さらに、次のトピックも参照してください。
Packed
Integer
Float
フィールド・タイプ



1.1.9	Integer
Integerは整数値フィールドで、デフォルトでは符号付きです。Integerタ
イプのフィールド長は、	(1、2、4、8)バイト単位で測定される長さで
す。例えば、2バイト長の符号付Integerは、-32768から+32767までの値を
保管することができます。Integerは小数部を持たず正確です。Integer
は、LANSAでは数字に分類されます。
次のテーブルにはIntegerで考えられる各バイト長の暗黙の長さが示され
ています。暗黙の長さは、SignedまたはPackedフィールドの実際の長さ
に相当します。

バイト
数

最大値
(符号付き)

最大値
(符号なし)

最大桁数	
(暗黙の長さ)

1 127 255 3

2 32767 65535 5

4 2147483647 4294967295 10

8 9223372036854775807 18446744073709551615 19	符号付き	
20	符号なし

一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Integerをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりです。

長さ Integer	は1、2、4、または8バイト長にすることがで
きます。Integerには小数部はありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、	ASQN、CS、FE、ND、RA、RB、RL、
RLTB、SUNS

編集オプショ
ン

符号付きIntegerの場合、編集オプション(つまり編集
コードまたは編集語)の使用が許されます。Integerで
は編集コードのWとYの使用は許されません。
*DEFAULTが使用できます。



デフォルト *NULL

フィールド定義の注意事項
									デフォルトでは、Integerは符号付きです。

									SUNS	は、最初は1バイトIntegerに対してのみサポートされます。SUNSを有効にする
と、そのIntegerは負の数を持てなくなります。したがって、そのフィールドの最大値は大き
くなります。SUNSが無効なInteger(1)は-128から+127の範囲ですが、SUNSが有効なInteger	(1)
は0から255の範囲になります。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル Integer	はRDMLXファイルでのみ使用することがで
きます。Integerは実フィールドまたはキーとして使
用することができます。

論理ビュー Integer	は論理ビューのキーとして使用することがで
きます。

仮想フィール
ド

Integer	は演算仮想フィールドで使用できます。
Integerはソース・フィールドとして使用することが
できます。
Integer	はコード・フラグメントによる仮想フィール
ドで使用できます
Integer	をサブストリング、連結、または日付仮想
フィールドで使用してはいけません。

事前結合
フィールド

Integer	は数値事前結合フィールドに使用することが
できます。

RDML	コマン
ド

Integerタイプのフィールドは、数値フィールドが使
用できる場所であればどこでもコマンド・パラメー
タとして使用することができます。ただし小数点以
下の桁が必要な場合、または予測される場合を除き
ます。

組込み関数 Integer	を組み込み関数で使用する場合、有効な引数
のタイプは「N」です。

特殊値 *NULL、	*NAVAIL、*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE



変換 Integer	からDateやTimeフィールドへ変換すること、
またその逆の変換は誤りです。「フィールド・タイ
プ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									ファンクションやコンポーネントで、作業フィールドはTYPE(*INT)として定義するこ
とができます。長さの指定がない場合、デフォルトの4が仮定されます。デフォルト値は
*ZEROです。

									Integer	を組み込み関数で使用する場合、有効な引数のタイプは「N」です。Integerタイ
プのフィールドは以下の条件下で、数値の引数または数値の戻り値としてのみ使用すること
ができます。

									引数または戻り値の最小小数点以下桁数が0であること。

									引数または戻り値の最小長がIntegerフィールドの暗黙の長さ以下であること。例えば、
引数の最小長が4の場合、1バイトのIntegerを使用することはできません(暗黙の長さが3し
かないため)。

									引数または戻り値の最大長が2147483647、または引数または戻り値の最大長がInteger
フィールドの暗黙の長さ以上であること。例えば、引数の最大長が4の場合、2、4、8バイ
トのIntegerを使用することはできません(暗黙の長さが5以上のため)。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
Packed
Signed
Float
フィールド・タイプ



1.1.10	Float
Floatは概数の数値フィールドで、浮動小数点数値データ(SignedやPacked
など固定小数点数値フィールドと対照的なデータ)を保管します。浮動
小数点データは概数です。このフィールド・タイプの範囲内で、すべて
の値が正確に表されるわけではありません。Floatは、LANSAでは数字
に分類されます。
Floatタイプのフィールドは算術演算式だけで使用することができます。
コンポーネントやファンクションでFloatを表示することはできません。
Floatでは値を保管するためのバイト数を定義します。バイト数が大きく
なるほど、数字の正確度は増します。4バイトのFloatは6桁以内であれば
正確です。	8バイトのFloatは15桁以内であれば正確です。
次のテーブルはFloatで考えられる各バイト長の正確な長さの一覧です。
正確な長さはSignedまたはPackedフィールドの実際の長さに相当すると
考えることができます。考えられる実行時の小数点以下桁数もテーブル
に示されています。

バイト数 正確な桁数(正確な長さ) 考えられる小数点以下桁
数

4 6 0	-	6

8 15 0	-	15

一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Floatフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Float	は4または8バイト長にすることができます。小
数点以下桁数は必ずゼロにします。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、	ASQN、CS、FE、ND、RA、RB、RL、RLTB



編集オプショ
ン

不可

デフォルト *NULL

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル Float	はRDMLXファイルでのみ使用することができ
ます。Floatは実フィールドとして使用することがで
きます。Floatをキー・フィールドとして使用するこ
とはお勧めしません。

論理ビュー Float	をキー・フィールドとして使用することはお勧
めしません。

仮想フィール
ド

Float	は演算仮想フィールドで使用することができま
す。Floatはソース・フィールドとして使用すること
ができます。

Floatはコード・フラグメントによる仮想フィールド
で使用することができます。Float	をサブストリン
グ、連結、または日付仮想フィールドで使用しては
いけません。

事前結合
フィールド

Float	は数値事前結合フィールドに使用することがで
きます。

RDML	コマン
ド

Floatタイプのフィールドは算術演算式だけで使用す
ることができます。

例えば、DISPLAY、REQUEST、POP_UP、
DEF_HEAD、DEF_FOOT、	DEF_BREAK、および
DEF_LINEは、Floatタイプのフィールドをサポート
できません。Visual	LANSAコンポーネントはFloatタ
イプのフィールドを表示するメカニズムはありませ
ん。

組込み関数 Float	を組み込み関数で使用する場合、有効な引数の
タイプは「N」です。
Float	タイプのフィールドは、実行時に0から15桁の
間のどこにでも小数点を持つことができるため、一



般的にBIFの数値引数には不適切であると考えられ
ています。実際の小数点位置を予測することが不可
能なためです。

特殊値 *NULL、	*NAVAIL、*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE

変換 Float	からDateやTimeフィールドへ変換すること、ま
たその逆の変換は誤りです。「フィールド・タイプ
変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									ファンクションやコンポーネントで、作業フィールドはTYPE(*FLOAT)として定義する
ことができます。長さの指定がない場合、デフォルトの8が仮定されます。

									Floatタイプのフィールドは算術演算式だけで使用することができます。Floatを算術演
算式ではないコマンド・パラメータとして使用すると、FFCエラーになります。例えば、
FloatをBEGIN_LOOPコマンドで使用することはできません。

									一般的に、FloatsはBIFへの数値引数としては不適切なタイプだと考えられています。

									Float	タイプは正確ではないため、Floatを用いて厳密な比較を行うことはお勧めしませ
ん。例えば、フィールドに保管された値やテーブルに保存された値と、フィールドに割り当
てられた値は正確に一致しない場合があります。ただし、*ZEROや*SQLNULLとの比較は問
題ありません。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

ヒントとテクニック
									一般的にFloatは科学や工学のアプリケーションで使用されます。ビジネス・アプリケー
ションでの使用は一般的ではありません。

									LANSA	では、Floatはその外部ファイルでの使用が基本的にサポートされていますが、
ビジネス・アプリケーションでの使用はお勧めしません。

さらに、次のトピックも参照してください。
Packed
Signed
Integer
フィールド・タイプ



1.1.11	Date
Dateは10桁の固定長フィールドで、ISO形式の日付(YYYY-MM-DD)が含
まれます。*NULL値は1900-01-01になります。この値は対応するすべて
のデータベースで有効なためです。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Dateフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Date	は10桁にする必要があります。Dateには小数部
はありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、	ASQN、CYDC、CYDU、CYDX、CS、FE、
ISO、ND、RA、RL、RLTB
注：	ISOの表示形式を選択する必要があります。

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									デフォルトでは、DateはISO形式です。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル Date	はRDMLXファイルでのみ使用することができ
ます。Dateは実フィールドまたはキーとして使用す
ることができます。キー・フィールドとして使用す
る場合は、以下の「警告」に留意してください。

論理ビュー Date	は論理ビューのキーとして使用することができ



ます。

仮想フィール
ド

Date	は、日付仮想フィールドでソース・フィールド
として使用することができます。

Dateはコード・フラグメントによる仮想フィールド
で使用することができます。

事前結合
フィールド

不可

RDML	コマン
ド

Date	は独自タイプに分類されます。RDMLコマンド
の数値または英数字コマンド・パラメータには無効
です。

組み込み関数 Date	は組み込み関数で使用される場合、独自のタイ
プ(D)に分類されるので数値または英数字の引数には
無効です。

特殊値 *NULL、	*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE

変換 Date	フィールドは、Alpha、Signed、Packed、
String、またはCharに変換することができます。
「フィールド・タイプ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									作業フィールドはTYPE(*DATE)として定義することができます。Dateリテラルは必ず
ISO形式(例：2003-03-31)で指定します。

									Date	はDatecheck妥当性検査で使用することができます。

警告
									このフィールドをキー・フィールドとして使用する場合は、*SQLNULLおよびASQN属
性を削除してください。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

ヒントとテクニック
									Date	フィールドの#MyDateを英数字引数として使用するには、単純に#MyDate.asStringを
使って文字列形式の使用を明示します。

さらに、次のトピックも参照してください。



DateTime
Time
フィールド・タイプ



1.1.12	Time
Timeは、ISO形式の時間(HH:MM:SS)を内容とする8桁の固定長フィール
ドです。*Null値は00:00:00(午前零時)です。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Integerをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりです。

長さ Timeは8桁にする必要があります。Timeには小数部
はありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク	

許容される属
性

AB、ASQN、CS、FE、ISO、ND、RA、RL、
RLTB、TIMC、TIMU、	TIMX
注：ISO表示形式を選択する必要があります。

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									デフォルトでは、TimeはISO形式です。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル TimeはRDMLXファイルでのみ使用することができ
ます。Timeは実フィールドとして使用することがで
きます。Timeをキー・フィールドとして使用するこ
とはお勧めしません。キー・フィールドとして使用
する場合は、以下の「警告」に留意してください。

論理ビュー Timeをキー・フィールドとして使用することはお勧
めしません。



仮想フィール
ド

Timeは、コード・フラグメントによる仮想フィール
ドで使用することができます。

事前結合
フィールド

不可

RDMLコマン
ド

Timeは独自タイプに分類されます。RDMLコマンド
の数値または英数字コマンド・パラメータには無効
です。

組み込み関数 Timeを組み込み関数で使用する場合、Timeは独自の
タイプに分類されるので数値または英数字の引数に
は無効です。

特殊値 *NULL、*NAVAIL、*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE

変換 Dateフィールドは、Alpha、Signed、Packed、String、
またはChar	に変換することができます。「フィール
ド・タイプ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									作業フィールドはTYPE(*TIME)として定義することができます。Timeリテラルは必ず
ISO形式(例：22:58:35や03:08:05)で指定します。秒の指定は任意(省略した場合はゼロと見な
される)であることに注意してください。したがって、22:58や03:08も有効です。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

警告：
									このフィールドをキー・フィールドとして使用する場合は、*SQLNULLおよびASQN属
性を削除してください。

ヒントとテクニック
									Time	フィールドの#MyTimeを英数字引数として使用するには、単純に#MyTime.asString
を使って文字列形式の使用を明示します。

さらに、次のトピックも参照してください。
DateTime
Date
フィールド・タイプ



1.1.13	DateTime
DateTimeは、ISO形式(YYYY-MM-DD	HH:MM:SS[.fffffffff])のタイムスタ
ンプを内容とする固定長フィールドです。長さは、秒の小数点以下の値
がない場合は19桁、小数点以下の値がある場合は、その桁数に応じて21
桁から29桁になります。長さの指定がない場合、デフォルトの長さは26
桁になります。これは移植可能な最大長であり、ISOのデフォルトで
は、YYYY-MM-DD	HH:MM:SS.ffffffになります。
DateTimeフィールドの内部には常にUTC(協定世界時)の日時が入ってい
ます。UTCはGMT(グリニッジ標準時)を表す最新の用語です。	LANSA
は必要な場合にUTCへの変換およびUTCからの変換を自動で実行しま
す。DateTimeの表示やデータベースへの保管にUTCまたはローカル時間
のどちらを使用するかを、DUTCとSUTC属性を使用して定義します。
*Null値は1900-01-01	00:00:00です。
Datetimeリテラルはタイム・ゾーンを使って指定できます。またタイ
ム・ゾーンを使わずに指定することもできます。
タイム・ゾーンを使わないリテラル形式はISO形式(上記にて説明)とし
て知られています。ISO形式では、DateTimeリテラルはUTC形式です。
したがって、ローカル時間ではなくイギリスのグリニッジ時間を指定し
ます。秒および秒の小数部は任意です(指定がない場合はゼロにセット
されます)。注：この形式にはスペースが含まれるので、単一引用符で
囲み、エディターがDateTimeリテラルであることを正しく識別できるよ
うにする必要があります。例えば、以下のようになります。	'2004-02-03
00:10:30'	タイム・ゾーンを使用したリテラル形式はISO8601として知ら
れています。ISO8601形式では、UTCを意味するZ、またはUTCからの時
差を表すhh:mmのいずれかのデータがタイム・ゾーンに常に指定されま
す。ISO8601形式を標準ISO形式と区別するため、またタイム・ゾーン値
を区別するために、日付と時間の間のブランクをTに置き換えます。秒
の小数部は任意です(指定がない場合はゼロにセットされます)。例え
ば、*NULL値は	1900-01-01T00:00:00Zです。また、1994-11-05T08:15:30-
05:00は1994年11月5日8時15分30秒	(AM)で米国東部標準時(タイム・ゾー
ンはUTCから5時間遅れ)に相当します。1994-11-05T13:15:30Zは同じ時刻
の例です。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
DateTimeフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおり



です。

長さ 19桁または21から29桁の長さにすることができま
す。デフォルトは26桁です。小数部は自動で計算さ
れます(19桁の場合小数部は0桁、それ以外は小数部=
長さ-20桁)。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、ASQN、CS、DUTC、FE、ISO、ND、RA、
RL、RLTB、SUTC、	TCYC、TCYUおよびTCYX
注：ISO表示形式を選択する必要があります。

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									デフォルトでは、DateTimeはISO形式です。

									DUTC	(UTCで表示)属性は、デフォルトでは無効です。これが有効になると、データの
入出力はUTCで行われます。無効になると、データの入出力はローカル・タイムゾーンで行
われます。一般的にユーザーは自身のタイム・ゾーンでのデータの表示を好みますが、タイ
ム・ゾーンにまたがるレポートやWeb表示などの場合は、UTC形式での表示が適切な場合も
あります。

									レポート、コンポーネント(PRIM_DTIMまたはPRIM_MCTLを使用)、Webファンクショ
ン、WebイベントなどでのDateTimeデータの表示や入力は、DUTCにより影響を受けま
す。注：DUTCが無効の場合、DateTimeの表示と入力は、アプリケーション・コードが実
行されるコンピュータのローカル・タイム・ゾーンで行われます。

									DUTC	は、データが常にUTCで処理されるフィールド・リテラルや組み込み関数には
関係しません。

									DUTC	はWAMSに使用されます。DateTimeは必ずISO8601のUTC形式でXMLに渡されま
す。これはXMLの標準です。ビジュアライゼーションは、std_datetimeウェブレットに
よって処理されます。その後入力された値もISO8601のUTC形式で送信されます。

									SUTC	(UTCで保管)属性は、デフォルトでは有効です。つまり、Datetimeフィールドを持
つファイルが、データベースに書き込まれる時、またはデータベースから読み込まれる時
に、Datetimeフィールドはローカル時間ではなくUTCで保管されます。これにより自動的
に、世界中で実行されるアプリケーションは、認識されたタイム・ゾーンでDateTimeを処理
できるようになります。LANSA以外のツールを使用してファイルにアクセスする場合は、
DateTimeフィールドはローカル・タイム・ゾーンではなくUTCで保管されることに注意して
ください。



									データが永久に1つのタイム・ゾーンだけに存在し、かつデータに対するすべてのイン
ターフェースが常に同じタイム・ゾーンで実行される場合は、SUTCを無効にすることが
できます。SUTCを無効にすると、データは、データベース・インターフェースが実行さ
れるコンピュータのローカル・タイム・ゾーンで保存されます。例えば、スーパーサー
バー・アプリケーションでファイル・アクセスがサーバーにリダイレクトされる場合、
データの読み書きはそのサーバーのローカル・タイム・ゾーンで実行されます。

									ほとんどの外部アプリケーションがデータをローカル時間で保存するため、外部ファ
イルのロードで作成されたDateTimeフィールドのSUTCはデフォルトで無効になっていま
す。外部データがUTCで保管されている場合は、SUTCを有効にする必要があります。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル DateTimeフィールドはRDMLXファイルでのみ使用
することができます。	DateTimeは実フィールドまた
はキーとして使用することができます。キー・
フィールドとして使用する場合は、以下の「警告」
に留意してください。

論理ビュー DateTimeをキー・フィールドとして使用することは
お勧めしません。

仮想フィール
ド

DateTimeは、コード・フラグメントによる仮想
フィールドで使用することができます。

事前結合
フィールド

不可

RDMLコマン
ド

DateTimeは独自タイプに分類されます。RDMLコマ
ンドの数値または英数字コマンド・パラメータには
無効です。

組み込み関数 Timeを組み込み関数で使用する場合、Timeは独自の
タイプに分類されるので数値または英数字の引数に
は無効です。

特殊値 *NULL、*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE

変換 Dateフィールドは、Alpha、Signed、Packed、String、
またはChar	に変換することができます。「フィール
ド・タイプ変換」を参照してください。

使用に関する注意事項



									作業フィールドはTYPE(*DateTime)として定義することができます。

									DateTime	フィールドに小数点以下の秒を指定するだけの長さがない場合、四捨五入され
ます。

									組み込み関数などのアプリケーション・コードは、DateTimeを常にUTC形式で処理しま
す。

警告
									このフィールドをキー・フィールドとして使用する場合は、*SQLNULLおよびASQN属
性を削除してください。

									*DATETIME	などのシステム変数は、値をローカル時間で提供します。これは、常に
UTC形式でDateTimeを保持する、内部に保管されているDateTime	フィールドと一致していま
せん。代わりに、Now組み込みファンクションを使用してください。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

ヒントとテクニック
									RDMLX	用の区画を初めて有効にする時に、新しいDateTimeフィールドはSUTCが有
効、DUTCが無効になっています。これにより自動的に、データの表示と入力をローカル時
間で行い、データベースの保存をUTCで行うマルチ・タイム・ゾーンのアプリケーションが
可能になります。最初は混乱するかもしれませんが、結局これがアプリケーションで最も必
要とされるものです。すべてのアプリケーションをUTCで、またはローカル時間で実行する
場合は、単純に	DateTimeフィールド・タイプのデフォルトのフィールド属性を変更してくだ
さい。

									DateTime	フィールドの#MyDateTimを英数字引数として使用するには、単純に
#MyDateTim.asStringを使って文字列形式の使用を明示します。

							DateTime	フィールドを現在時刻に初期化するか、そのデフォルト値を現在時刻に設定す
るには、Now組み込みファンクションを使用します。これにより、フィールドが正しくUTC
形式に設定されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
Date
Time
フィールド・タイプ



1.1.14	Binary
Binaryは固定長のバイナリー・フィールドで、長さが1桁から32,767桁ま
でのフィールドです。256	桁以下のBinaryフィールドは、SBIN属性が有
効になっている既存のAlphaフィールドと同等です。
Binaryフィールドはバイナリー・データの保管に使用されます。この
データはコードページ変換に制約されません。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Binaryフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長さ Binaryフィールドは、1から32,767桁の長さにするこ
とができます。Binary	フィールドには小数部はあり
ません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、ASQN、CS、FE、ND、RA、RL、RLTB

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									Binary	とVarbinaryは、データベースへの保管方法以外に違いはありません。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル BinaryフィールドはRDMLXファイルでのみ使用する
ことができます。Binaryフィールドは実フィールド
として使用することができます。Binaryフィールド
はキー・フィールドとして使用することはできませ



ん。

論理ビュー Binaryフィールドはキー・フィールドとして使用す
ることはできません。

仮想フィール
ド

Binaryフィールドは、コード・フラグメントによる
仮想フィールドで使用することができます。

事前結合
フィールド

Binaryフィールドは検索事前結合フィールドに使用
することができます。

RDMLコマン
ド

DEF_HEAD、DEF_FOOT、DEF_BREAK、および
DEF_LINEは、	Binaryタイプ・フィールドの印刷を
サポートしません。このBinaryフィールドが使用さ
れた場合は、FFCエラーが発生します。
BinaryフィールドはCharフィールドと同様に処理さ
れます。ただし、Binary特性の検知が組み込まれて
いる場合は除きます。

組み込み関数 Binaryフィールドを組み込み関数で使用する場合、
独自のタイプに分類されるので数値または英数字の
引数には無効です。

特殊値 *NULL、*NAVAIL、*REMEMBERED_VALUE

変換 BinaryフィールドはCharacterタイプのフィールドに
変換することができます。「フィールド・タイプ変
換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									作業フィールドはTYPE(*BIN)として定義することができます。

									条件に従ってSQLのWHERE句を生成する場合、このフィールド・タイプは*NULLまた
は*SQLNULLとしか比較することはできません。他との比較はすべて拒否されます。

警告
									一部のデータベースでは、Binaryは固定長タイプとして扱われます。すなわち、未使用
の桁に対して埋め込みが行われますが、埋め込み文字はデータベースによって異なります。
それ以外のデータベースでは、可変長として扱われるため、埋め込みは行われません。した
がって、前後のデータを比較したときに、使用データベースによって比較結果は異なってき
ます。VarBinaryには埋め込みが行われないため、常に正しく比較が行われます。バイナ
リー・データの長さが常に一定でない限り、VarBinaryを使用することをお勧めします。

プラットフォームについて



									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
Varbinary
フィールド・タイプ



1.1.15	Varbinary
Varbinaryは可変長のバイナリー・フィールドで、最大長が1桁から32,767
桁までのフィールドです。
Varbinaryフィールドはバイナリー・データの保管に使用されます。この
データはコードページ変換に制約されません。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Varbinaryフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおり
です。

長さ Varbinaryフィールドは、1から32,767桁の長さにする
ことができます。	Varbinaryフィールドには小数部は
ありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、ASQN、CS、FE、ND、RA、RL、RLTB

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									Binary	とVarbinaryは、データベースへの保管方法以外に違いはありません。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル VarbinaryフィールドはRDMLXファイルでのみ使用
することができます。	Varbinaryフィールドは実
フィールドとして使用することができます。
Varbinaryフィールドはキー・フィールドとして使用
することはできません。



論理ビュー Varbinaryフィールドはキー・フィールドとして使用
することはできません。

仮想フィール
ド

Varbinaryフィールドは、コード・フラグメントによ
る仮想フィールドで使用することができます。

事前結合
フィールド

Varbinaryフィールドは検索事前結合フィールドに使
用することができます。

RDMLコマン
ド

DEF_HEAD、DEF_FOOT、DEF_BREAK、および
DEF_LINEは、	Varbinaryタイプ・フィールドの印刷
をサポートしません。このVarbinaryフィールドが使
用された場合は、FFCエラーが発生します。
VarbinaryフィールドはStringフィールドと同様に処理
されます。ただし、	Binary特性の検知が組み込まれ
ている場合は除きます。

組込み関数 Varbinaryフィールドを組み込み関数で使用する場
合、独自のタイプに分類されるので数値または英数
字の引数には無効です。

特殊値 *NULL、*NAVAIL、*REMEMBERED_VALUE

変換 VarbinaryフィールドはCharacterタイプのフィールド
に変換することができます。「フィールド・タイプ
変換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									Varbinary	フィールドの作業フィールド・タイプはありません。

									条件に従ってSQLのWHERE句を生成する場合、このフィールド・タイプは*NULLまた
は*SQLNULLとしか比較することはできません。他との比較はすべて拒否されます。

プラットフォームについて
									プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
Binary
フィールド・タイプ



1.1.16	BLOB
BLOBは最大長が定義されていない可変長のバイナリー・フィールドで
す。
BLOBを使用する操作で最も一般的なものは、データベースへのファイ
ルの保存やファイルの取得です。これでファイルの表示/編集などがで
きるようになります。RDMLやRDMLXでは、BLOBフィールドはファイ
ル名として処理されます。
次はJPGファイルをBLOBに保存する例です。
#MYBLOB	:=	'C:\temp\mypicture.jpg'
UPDATE	FIELDS(#MYBLOB)	IN_FILE(FILE1)
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
BLOBをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりです。

長さ 長さ指定は不可です。小数はありません。

有効なキー
ボード・シフ
ト

ブランク

許容される属
性

AB、ASQN、CS、FE、LC、ND、RA、RL、RLTB
注：LCとASQNは必ず定義する必要があります。削
除はできません。

編集オプショ
ン

不可

デフォルト *SQLNULL。デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
・BLOB	の作業フィールド・タイプはありません。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル BLOBはRDMLXファイルでのみ使用することができ



ます。BLOBフィールドは実フィールドとして使用
することができます。BLOBはキー・フィールドと
して使用してはいけません。

論理ビュー BLOBはキー・フィールドとして使用できません。

仮想フィール
ド

適用不可

事前結合
フィールド

適用不可

RDMLコマン
ド

BLOBまたはCLOBフィールドを使用する場合、その
フィールドにはファイル名が含まれています。オブ
ジェクトの実データではないので注意してくださ
い。RDMLやRDMLXでは、LANSA	LOBフィールド
はファイル名として処理されます。指名ファイルの
読み書きによりBLOBまたはCLOBの実データそのも
のを処理するのは、データベース	I/Oコマンドだけ
です。

組み込み関数 BLOBを組み込み関数で使用する場合、BLOBは独自
のタイプに分類されるので数値または英数字の引数
には無効です。

特殊値 *SQLNULL、*NAVAIL、*REMEMBERED_VALUE、
*EMPTY

変換 BLOBはファイル・ポインターとして扱われます。
数値や日付/時間フィールド・タイプへの変換はサ
ポートされていません。「フィールド・タイプ変
換」を参照してください。

使用に関する注意事項
・BLOB	をキーの一部(例：アクセス経路へのキーなど)とすることはできません。

・BLOB	データの表示または印刷はできません。

・BLOB	フィールドをリストに追加する場合、そのフィールドにはファイル名が含まれていま
す。オブジェクトの実データではないので注意してください。

・条件に従ってSQLのWHERE句を生成する場合、このフィールド・タイプは*NULLまたは
*SQLNULLとしか比較することはできません。他との比較はすべて拒否されます。

・BLOB	タイプのフィールドのデフォルト・プロパティは、.Valueではなく、.FileNameです。
これは、このフィールドの「値」を変更することは、実際にそのデフォルト・プロパティつ



まりファイル名プロパティが変更されるということを明確に示しています。

・BLOB	フィールドは特定の制限に従います。

・このフィールドをSELECT_SQLコマンド内で使用することはできません。

・このフィールドを条件で使用することはできません。ただし、*NULLまたは*SQLNULLと
の比較は除きます。

・一部またはすべてのDBMSへの変更が記録されない場合があります。したがって、ロール
バックの効果がない場合もあります。

・LC	属性は常に有効です。無効にはできません。これは最初にファイル名に影響します。
BLOBはバイナリー・タイプとして、あらゆるタイプのデータの使用を許します。した
がって、ファイル内で小文字は無意味になります。

・ASQN	属性は常に有効です。無効にはできません。

・BLOB	およびCLOBデータをデータベースから読み取ると、ディレクトリ構造内のLPTH=
ディレクトリにファイルが自動的に作成されます(詳細については、「標準	X_RUNパ
ラメータ」を参照してください)。

プラットフォームについて
プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについて」を
参照してください。

ヒントとテクニック
・BLOB	とCLOBフィールドを使用する場合に、それらのフィールドを他のフィールドとは別
のファイルに配置してメイン・ファイルと同じキーを使用する設計をお勧めします。これに
よりプログラマは、BLOBやCLOBデータのアクセスに別々のI/O操作を行わなければならな
くなり、このデータの無差別な使用によるデータベース・パフォーマンス上の影響を軽減す
ることができます。またこれは最も移植性の高い設計で、BLOB以外またはCLOB以外のデー
タに常に迅速にアクセスできるようになります。

・読み取り時に作成されるLOBディレクトリがLANSAセッションの終了時に削除されないこ
とがあります。特別なプロセス*LOBCLNUPを時々実行することで、LOBディレクトリ構造
をクリーンアップできます。このプロセスは、他のユーザーが作成したファイルを削除する
十分な権限を持つユーザーが実行する必要があります。例えば、IBM	i	では次のコマンドを
使用します。LANSA	REQUEST(X_RUN)
X_RUNADPRM('PROC=*LOBCLNUP')

さらに、次のトピックも参照してください。
CLOB
フィールド・タイプ

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0005.htm


1.1.17	CLOB
CLOBは最大長	が定義されていない可変長の文字フィールドです。
CLOBを使ってデータベースへのファイルの保存やファイルの取得がで
き、ファイルの表示/編集などが可能になります。	RDMLやRDMLXで
は、CLOBフィールドはファイル名として処理されます。
一般的な事柄については、「フィー	ルド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
CLOBフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおりで
す。

長	さ 長	さ指定は不可です。小数はありません。

有	効なキー
ボード・シフ
ト

ブ	ランク、O、E、J、ま	たはW

許	容される属
性

AB、	ASQN、CS、FE、LC、ND、RA、RL、
RLTB、SUNI
注：	LCとASQNは必ず定義する必要があります。削
除はできません。

編	集オプショ
ン

不	可

デ	フォルト *SQLNULL。	デフォルトでASQNが有効になりま
す。

フィールド定義の注意事項
									CLOB	の作業フィールド・タイプはありません。

使用規則

区	画タイプ RDMLX使用可能区画

ファ	イル CLOB	はRDMLXファイルでのみ使用することがで
きます。CLOBフィールドは実フィールド	として使
用することができます。CLOBはキー・フィールド
として使用してはいけません。



論	理ビュー CLOB	はキー・フィールドとして使用してはいけま
せん。

仮	想フィール
ド

適	用不可

事	前結合
フィールド

適	用不可

RDML	コマン
ド

BLOB	またはCLOBフィールドを使用する場合、そ
のフィールドにはファイル名が含まれていま	す。オ
ブジェクトの実データではないので注意してくださ
い。RDMLやRDMLXでは、LANSA	LOBフィールド
はファイル名として処理されます。

組	み込み関数 CLOB	を組み込み関数で使用する場合、CLOBは独
自のタイプに分類されるので数値または英数	字の引
数には無効です。

特	殊値 *SQLNULL、	*NAVAIL、
*REMEMBERED_VALUE、*EMPTY

変	換 CLOB	はファイル・ポインターとして扱われます。
数値や日付/時間フィールド・タイプへの変換	はサ
ポートされていません。「フィー	ルド・タイプ変
換」を参照してください。

使用に関する注意事項
									CLOB	の作業フィールド・タイプはありません。

									CLOB	をキーの一部(例：アクセス経路へのキーなど)とすることはできません。

									CLOB	データの表示または印刷はできません。

									CLOB	フィールドをリストに追加する場合、そのフィールドにはファイル名が含まれて
います。オブジェクトの実データではないので注意してください。

									条	件に従ってSQLのWHERE句を生成する場合、このフィールド・タイプは*NULLまた
は*SQLNULLとしか比較することはできません。他との比較	はすべて拒否されます。

									CLOB	タイプのフィールドのデフォルト・プロパティは、.Valueで	はなく、.FileNameで
す。これは、このフィールドの「値」を変更することは、実際にそのデフォルト・プロパ
ティつまりファイル名プロパティが変更されるということを明確に示しています。

									CLOB	フィールドは特定の制限に従います。

									こ	のフィールドをSELECT_SQLコマンド内で使用することはできません。

									こ	のフィールドを条件で使用することはできません。ただし、*NULLまたは



*SQLNULLとの比較は除きます。
									一	部またはすべてのDBMSへの変更が記録されない場合があります。したがって、
ロールバックの効果がない場合もあります。

									LC	属性は常に有効です。無効にはできません。これは最初はファイル名に影響します
が、最終的にはCLOBの内容にも影響します。

									ASQN	属性は常に有効です。無効にはできません。

									BLOB	およびCLOB	データをデータベースから読み取ると、ディレクトリ構造内の
LPTH=ディレクトリにファイルが自動的に作成されます(詳細については、「標準
X_RUNパラメー	タ」を参照してください)。

プラットフォームについて
									System	iでCLOBフィールドを読み取った場合、IFS上に作成されるファイルのCCSID
は、データベース・テーブルのネイティブのCLOBまたは	DBCLOB列と同じになります。
データに対してデータ変換は実行されません。これには、CCSIDが1200または13488の
DBCLOBが含まれま	す。

									プ	ラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を	参照してく	ださい。

ヒントとテクニック
									BLOB	とCLOBフィールドを使用する場合に、それらのフィールドを他のフィールドと
は別のファイルに配置してメイン・ファイルと同じキーを使用する設計をお勧	めします。こ
れによりプログラマは、BLOBやCLOBデータのアクセスに別々のI/O操作を行わなければな
らなくなり、このデータの無差別な使用による	データベース・パフォーマンス上の影響を軽
減することができます。またこれは最も移植性の高い設計で、BLOB以外またはCLOB以外の
データに常に迅速	にアクセスできるようになります。

									読	み取り時に作成されるLOBディレクトリがLANSAセッションの終了時に削除されな
いことがあります。特別なプロセス*LOBCLNUPを時々実行する	ことで、LOBディレクトリ
構造をクリーンアップできます。このプロセスは、他のユーザーが作成したファイルを削除
する十分な権限を持つユーザーが実行す	る必要があります。例えばIBM	i	では次のコマンド
を使用します。:	LANSA	REQUEST(X_RUN)
X_RUNADPRM('PROC=*LOBCLNUP')

さらに、次のトピックも参照してください。
BLOB
フィールド・タイプ

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0005.htm


1.1.18	Boolean
Booleanフィールドに可能な値は、False	(0)	または	True	(1)の2つだけで
す。
一般的な事柄については、「フィールド・タイプについて」を参照して
ください。

フィールド定義の規則
Booleanフィールドをリポジトリに定義するときの規則は以下のとおり
です。

長さ 長さ指定は不可です。小数はありません。

有効なキーボー
ド・シフト

ブランク

許容される属性ASQN

編集オプション不可

デフォルト *NULL	(False)

フィールド定義の注意事項

なし。

使用規則

区画タイプ RDMLX使用可能区画

ファイル BooleanはRDMLXファイルでのみ使用することができま
す。Booleanは実フィールドまたはキー・フィールドと
して使用することができます。

論理ビュー Booleanは論理ビューのキーとして使用することができ
ます。BooleanはCOMP()	EQ/NE	'True'	または	'False'	の
Select/Omit条件で使用することもできます。

仮想フィールドBooleansは仮想フィールドとして使用可能です。コー
ド・フラングメントを使った値のみ適用できます。

事前結合フィー
ルド

Booleansは検索事前結合フィールドに使用することがで
きます。



RDMLコマンド Booleansは独自タイプに分類されます。RDMLコマンド
の数値または英数字コマンド・パラメータには無効で
す。

組み込み関数 Booleansは独自タイプに分類されます。RDMLコマンド
の数値または英数字コマンド・パラメータには無効で
す。

特殊値 *NULL、*NAVAIL、*HIVAL、*LOVAL、
*REMEMBERED_VALUE

変換 Booleansフィールドは、Alpha、Integer、Signed、
Packed、String、またはCharに変換することができま
す。数値変換では、Falseは0に、Trueは1になります。文
字/文字列変換では、ターゲットに"False"	また
は"True"の文字が入れられます。「フィールド・タイプ
変換」を参照してください。

使用に関する注意事項

作業フィールドはTYPE(*BOOLEAN)として定義することができます。

SELECT_SQLのWhere句では、0または1を使用する必要があります。キーワードの
TrueやFalseはサポートされていません。

Select/Omit条件では、引用符で囲まれた大文字でリテラルのブール値が指定されな
ければいけません。例:	'TRUE'	または	'FALSE'

プラットフォームについて

プラットフォーム別の考慮事項については、「フィールド・タイプについ
て」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。

フィールド・タイプ



1.2	フィールド定義

[識別子] [タイプ] [全桁数]

[小数点桁数] [省略値] [参照フィール
ド]

[記述] [ラベル] [ヘッダー1,2,3]

[割り振られた長さ]
(IBM	iのみ)

[編集オプション] [鍵盤シフト]

[RDMLX使用可能] [システム・
フィールド]

フィールド属性

[入力属性] [出力属性] [プロンプト	プ
ロセス/ファンク
ション]

[別名] [名前]
	

さらに、次のトピックも参照してください。
フィー	ルド・タイプ
フィー	ルド・ビジュアライゼーション
フィー	ルドの妥当性検査＆トリガー
フィー	ルド・ヘルプ・テキスト
『ユーザーガイ	ド』の「フィールド」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「フィール	ドの作成」
フィールド

its:Lansa012.chm::/l4wusr01_0130.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0010.htm


1.2.2	[識別子]
必須。
LANSAリポジトリに保管されるフィールドの識別子を指定します。
フィールド識別子は、大文字と小文字を区別しません。デフォルトで
は、フィールド識別子は通常LANSA内で大文字に変換されます。

ルール

有効な「LANSAオブジェクト名」にする必要があります。

別名や別フィールドの別名と同じにすることはできません。

警告

SQLxxxのようなフィールド識別子の使用も避けてください。SQL(Structured	Query
Language)機能を使用するファンクションで、問題が生じる可能性があります。(例
えば、SELECT_SQLコマンドなど)

プラットフォームについて

IBM	i：	独自のRPGアプリケーション・プログラムを作成する場合、6文字を超える
長さの識別子の使用はお勧めしません。詳細はRPG	Programmer's	Reference	Guideを
参照してください。

ヒントとテクニック

COBOLまたはPL/1のロング・ネームには別名を使用します。

フィールドの命名基準に従うことでユーザーのLANSAアプリケーションの保守は容
易になります。『LANSAアプリケーション設計ガイド』の「オブジェクトの
ネーミング規約」を参照してください。

LANSAでは、LANSAリポジトリへのフィールド作成には、企業データ・ディクショ
ナリによるアプローチが推奨されています。『Visual	LANSA開発者ガイド』の
「企業データ・ディクショナリの考え方」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド名

フィールド定義

its:lansa065.chm::/lansa/dsnb2_0010.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev03_0050.htm


1.2.3	[タイプ]
必須
LANSAリポジトリに作成されるフィールドのタイプを指定します。
使用が許される「フィールド・タイプ」は区画レベルで定義します。
「フィールド・タイプについて」を参照してください。
属性はフィールド・タイプに依存するため、他の属性の前にフィール
ド・タイプを設定することが重要です(「入力属性」および「出力属
性」を参照)。

ルール
									規則は「フィールド・タイプ」により特定されます。
									「参照フィールド」が指定されている場合は入力できません。

警告
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

ヒントとテクニック
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

プラットフォームについて
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド長
小数

フィールド定義



1.2.4	[全桁数]
必須
LANSAリポジトリに作成されるフィールドの長さを指定します。
フィールド長は「フィールド・タイプ」に依存します。

ルール
									「フィールド・タイプ」を参照してください。
									「参照フィールド」が指定されている場合は入力できません。

警告
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

ヒントとテクニック
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

プラットフォームについて
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[小数点桁数]
フィールド定義



1.2.5	[小数点桁数]
数値タイプのフィールドの小数点以下桁数を指定します。小数の仕様は
「フィールド・タイプ」に依存します。

ルール
									「フィールド・タイプ」を参照してください。
									「フィールド長」(総桁数)以下にする必要があります。

									「参照フィールド」が指定されている場合は入力できません。

警告
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

ヒントとテクニック
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

プラットフォームについて
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド長

フィールド定義



1.2.6	[省略値]
フィールドの省略値を指定します。この値は画面、レポート、および
ファンクション内のフィールドの省略値として使用されます。
フィールドに省略値の指定がない場合、その省略値は、文字フィールド
では*BLANKS(ブランク)、数値フィールドでは*ZERO(ゼロ)、その他の
フィールドでは*NULL(NULL値)になります。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									*BLANKS、*ZERO、*DATE、*NULLなどのシステム変数、またはユーザーのインス
トール時に明確に定義された他の変数

									'NSW'、'BALMAIN'、または'Australia'などの英数字リテラル(引用符で囲まれている)

									1、10.43、	-1.341217などの数字リテラル

追加規則：
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

									「参照フィールド」が指定されている場合は入力できません。

警告
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

ヒントとテクニック
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

プラットフォームについて
									「フィールド・タイプ」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
一般変数

フィールド定義

its:LANSA015.CHM::/ugubc_GENERAL.HTM


1.2.7	[参照フィールド]
「参照される」フィールドの名前を指定します。新しいフィールドは、
入力した参照フィールドの以下の特性を継承します。

									タイプ

									長さ

									小数点以下桁数

									デフォルト値

									編集オプション

									キーボード・シフト

									入力属性と出力属性

これらの特性は、参照フィールドが指定されている間は変更できませ
ん。また、参照フィールドが変更された場合は、自動的に更新されま
す。例えば、参照フィールドの長さが変更された場合、そのフィールド
を参照しているフィールドに対して自動的に同じ変更が行われます。
最初はプロンプト・プロセスやプロンプト・ファンクションが継承され
ますが、必要に応じてこれらの詳細を変更することができます。

ルール
									参照フィールドはすでにリポジトリに存在している必要があります。

警告
									RDML区画では、フラグ*IMPREFFLDNOPROPがシステム・データ・エリア
DC@OSVEROPで指定されている場合、インポートまたはエクスポート中に入力属性および
出力属性は更新されません。その後、参照フィールドが変更された場合は、参照フィールド
を参照しているフィールドに変更が反映されます。詳細については、『LANSA/AD	ユーザー
ガイド』	の「エクスポートとインポートの設定」の「インポートに参照フィー
ルド反映」を参照してください。

									RDMLX区画では、参照フィールドで定義されているフィールドの属性は変更できませ
ん。システム定義の*IMPREFFLDNOPROPフラグは無視されます。

ヒントとテクニック
									LANSAモデリング・ツールではデータ・タイプ手法が採用されていますが、そのすべ
ては、フィールド定義を生成する時に参照フィールドを使用します。

									参照される各フィールドはシステム・フィールドにします。こうすることで、
削除されなくなります。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド・タイプ

its:lansa010.chm::/lansa/ladugub7_0020.htm


フィールド定義



1.2.8	[記述]
必須
フィールドに関する記述を指定します。フィールド記述のテキストは、
LANSAで生成された画面やレポート上でデフォルトのフィールド記述
として使用されます。

ルール
									フィールド記述は、区画に定義された言語ごとに入力する必要があります。

プラットフォームについて
									IBM	i：	識別のため、CUA標準の使用をお勧めします。

さらに、次のトピックも参照してください。
[ラベル]
[ヘッダー1,2,3]
フィールド定義



1.2.9	[ラベル]
必須
保管されたフィールドに関するラベルを指定します。フィールド・ラベ
ル・テキストは、LANSAで生成された画面やレポート上でフィールド
が使用された時のフィールド記述として使用することができます。

ルール
									最大長は15桁です。

									フィールド・ラベルは、区画に定義された言語ごとに入力する必要があります。

プラットフォームについて
									System	i：識別のため、CUA標準の使用をお勧めします。

さらに、次のトピックも参照してください。
[記述]
[ヘッダー1,2,3]
フィールド定義



1.2.10	[ヘッダー1,2,3]
必須
フィールドに関するヘッダーを指定します。フィールドヘッダーのテキ
ストは、LANSAで生成された画面やレポートのリストで、フィールド
が使用された時にデフォルトのヘッダーテキストとして使用されます。

ルール
									フィールドのヘッダーは、区画に定義された言語ごとに入力する必要があります。

ヒントとテクニック
									ヘッダー・テキストの長さはフィールド長に合わせます。例えば長さが2文字である
「州コード」フィールドのヘッダーは「STATE	CODE」のようにはせず、同じ2文字で
「ST」のようにする必要があります。

									ヘッダーを1行に抑えれば、画面やレポート上の表示エリアは少なくて済みます。

プラットフォームについて
									IBM	i：	識別のため、CUA標準の使用をお勧めします。

さらに、次のトピックも参照してください。
[記述]
[ラベル]
フィールド定義



1.2.11	[割り振られた長さ]	(IBM	iのみ)
割り振	られない長さの目的
[割り振られた長さ]は、IBM	i上にファイルを作成する場合にのみ使用さ
れます。これは、各列内の可変長の列用に予約されるスペースを定義し
ます。割り振られる値以下の長さの列の値	は、行の固定長部分に格納さ
れます。割り振られる値より長い列の値は行の可変長の部分に格納さ
れ、取得に追加の入出力操作が必要です。

ルール：
割り振られた長さは「フィー	ルド長」を超えることができません。
[割り振られた長さ]は、フィールド・タイプString、Nvarchar、
Varbinary、CLOB、およびBLOBでのみ使用できます。
このフィールドにキーボード・シフトのE、O、またはJがある場合は、
割り振られるフィールド長は0か、または4より大きい数値である必要が
あります。
このフィールドに属性SUNIが設定されている場合は、割り振られる
フィールド長はバイト数ではなく文字数で指定します。
例えば、以下のようになります。
割り振られた長さに32000を入力してファイルがDDSにより作成される
と、VARLEN(32000)がフィールド定義に指定されます。	
このファイルがSQLのCREATE	TABLEステートメントにより作成される
と、ALLOCATE(32000)が列の定義に指定されます。
詳細については、『IBM	DDS	Reference』および『SQL	Reference』の	各
マニュアルを参照してください。

	フィー	ルド定義



1.2.12	[編集オプション]
[編集オプション]を使用すると、アプリケーションに返されるデータの
形式を指定することができます。

[編集コード]
出力可能な数値フィールドの形式を表す文字または数値を指定します。
これは、フィールドの表示または印刷前に形式設定を行うことを示しま
す。指定する編集コードに応じて、以下の編集を実行できます。

									先行ゼロを抑制できます。

									フィールドにコンマや小数点を付けて、小数部を示したり、3桁ごとにグループ化する
ことができます。

									負の数の右側にマイナス記号またはCRを付けて表示することができます。ゼロの値は
ゼロまたはブランクで表示することができます。

このバージョンのLANSAでサポートされる編集コードについては、
「標準フィールド編集コード」を参照してください。

[編集語]
あらかじめ定義された編集コードで必要な編集ができない場合、編集
コードの代わりに編集語を指定することができます。編集語でフィール
ド値の印刷フォームを指定します。そして、小数点、コンマ、浮動/固
定通過記号、クレジット・バランス・インジケータなどの文字を挿入し
てデータを明確にします。また編集語を使用して先行のゼロを抑制した
り、書き込み保護のためにアスタリスクを埋め込んだりします。

警告
									LANSAが実行する妥当性検査は単純なため、編集語の使用は経験のあるユーザーに限
るべきです。不適切な編集語は発見されることなくシステムに渡される場合があります。こ
の場合、後にデータベース・ファイルを作成する時やプログラムをコンパイルする時にエ
ラーとなります。EDTCDE(編集コード)およびEDTWRD(編集語)キーワードの詳細について
は、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を参照してください。

ルール
									すべての数値フィールド・タイプで編集コードは使用できません。「フィール
ド・タイプ」を参照してください。
									参照フィールドが指定されている場合、コードは参照されるフィールドから継承
されるため、編集コードを入力できません。

ヒントとテクニック
									PackedやSignedフィールドには編集オプションの使用を強くお勧めします。

its:LANSA015.CHM::/standard_field_edit_codes.htm


									注：画面およびレポート用の浮動通貨記号などの編集語処理は、オペレーティング・シ
ステムによって異なります。このような問題が発生した場合は、レポート作成には仮想
フィールドを使用し、画面表示には実フィールドのみを使用することが最良の解決方法で
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド・タイプ変換

フィールド定義



1.2.13	[鍵盤シフト]
ユーザーがフィールドに入力できる値	を制限するキーボード・シフトを
指定します。
注	-	V11	SP5以降：

									キー	ボード・シフトUは使用できなくなりました。フィールドがUnicodeフィールドか
どうかの指定は、新しいフィールド属性SUNIによって行います。

									キー	ボード・シフトの設定は、LANSAエディターから変更および保守できます。

有効なキーボード・シフトは「フィールド・タイプ」が基になります。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

キーボー
ド・シフ
ト

意味 許容されるデータ・タイプ

A 英数字シフト アルファベット

ブランク 	 文字/数字

D 数字のみ。0から9 文字/数字

I 入力禁止(キーボード入力
禁止)

文字/数字

M 数値キー 0から9、プラス記号、マイ
ナス記号、コンマ、ダッ
シュ記号、スペース、ピリ
オド

N 数値シフト 文字/数字

S 符号付き数値 数値

W カタカナ(日本のみ) アルファベット

X 英字のみ アルファベット。AからZ、
コンマ、ピリオド、ダッ
シュ記号、スペース

Y 数値のみ 数値



	

追加規則：
									「参照フィールド」が指定されている場合は入力できません。

ヒントとテクニック
									DBCS	オペレーティング・システムでLANSAのDBCS言語を使用する場合、キーボー
ド・シフトのタイプによりIMEモードが設定され、音声体系による	DBCS文字の作成ができ
るようになります。

									キー	ボード・シフトUは、ファンクション内で定義されたフィールドに対して有効では
ありません。	
すなわち、キーボード・シフトUが指定された元の外部ファイル・フィールドを参照する
フィールド定義コマンドでは、SHIFTパラメータに有効な値を指定	する必要があります。
ユーザーがSBCSデータのみを入力する場合はSHIFT(*BLANKS)を使用し、それ以外の場合は
SHIFTパラメータを他の	適切な値に設定してください。

プラットフォームについて
									IBM	i：i5/OSのDBCS、つまりIGCデータ・タイプのJ、E、OがLANSAのAlphaデータ・
タイプとして実装されました。それぞれLANSA	キーボード・シフトのJ、E、Oに対応しま
す。

J アルファベット。DBCSのみで使用されます。

E アルファベット。すべてのDBCS文字、またはすべての
SBCS文字で使用されます。同一フィー	ルド内でDBCS
とSBCSの混合は許されません。

O アルファベット。DBCSとSBCSの混合に使用されま
す。

									IBM	i：表示装置ファイル(35桁目)のDDSデータ・タイプ/キーボード・シフトの詳細に
ついては、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド・タイプ変換

フィールド定義



1.2.14	[RDMLX使用可能]
拡張フィールド定	義特性を使用することができるように、このフィール
ドをフルRDMLX用に使用可能にするかどうかを指定します(「フィール
ドを	RDMLXに分類するもの」を参照)。
このオプションは、RDMLX使用可能区画でのみ利用できます。
このオプションのデフォルト値は「RDMLX区画の設	定」で制御されま
す。

ヒントとテクニック
									RDMLX	を使用可能にすれば、フィールド・タイプをRDMLXフィールド・タイプへ変
更することができます。RDML	フィールドとRDMLXフィールドの詳細については、
「フィー	ルド・タイプ	について」を参照してください。
									こ	のフィールド・オプションをRDMLXへ変更する場合は、フィールド定義はすべての
RDMLXの要件を満たしてはじめて保管することができます。

									『Visual	LANSA管理者ガイド』の「RDML	and	RDMLX	Partitions」情報を確
認することをお勧めしま	す。

関連事項
全ての編集については、Visual	LANSAを使用する必要があります。LANSA	for	iSeriesより
RDMLXフィールドを編集することはできません。
RDMLXフィールドはRDMLオブジェクトで使用できません。RDMLXフィールドへ変換され
ると、ファイルは、いずれのRDMLファイル、RDML機	能、RDMLコンポーネントでも利用
できなくなります。この変更は、既存のアプリケーションに重大な影響を及ぼす場合があり
ます。（RDMLファイルは	RDMLXオブジェクトで使用できます。）

警告
フィールドがRDMLXに	対して使用不可に変更される場合は、すべてのRDMLX機能がフィー
ルドから削除されてはじめて保管することができます。

フィールド定義

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0215.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wadm05_0200.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0040.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


1.2.15	[システム	フィールド]
必須。デフォルトはNo	(未選択)です。
このフィールドがLANSAシステム・フィールドとみなされるかどうか
を指定します。LANSAシステム・フィールドは、システム･フィールド
として指定されている間はリポジトリから削除できません。
新しい各区画には、あらかじめ用意されている標準のLANSAシステ
ム・フィールドが挿入されます。

ヒントとテクニック
									参照フィールドはすべてシステム・フィールドにします。「参照フィールド」を
参照してください。

フィールド定義



1.2.16	フィールド属性
フィールド属性は、フィールドが入力フィールド(入力属性)または出力
(出力属性)として使用される際の、フィールドの表示方法を制御するた
めに使用されます。

フィールド属性
フィールド属性を指定します。フィールド属性のリストを手作業で編集
することができ、また特定の属性タイプ用のリストからコードを選択す
ると、このリストは自動的に更新されます。使用できる「入力属性」と
「出力属性」は「フィールド・タイプ」によって異なります。

属性タイプ
ドロップダウン・リストから目的の属性タイプを指定します。「入力属
性」と「出力属性」に使用できる属性タイプは「フィールド・タイプ」
によって変化します。

フィールド定義



1.2.17	[入力属性]
入力	フィールド属性タイプ
フィー	ルドがファンクションまたはフォームの入力フィールドとして使
用されると	きの表示形式を指定します。

ルール
使用が許される値は「フィー	ルド・タイプ」により異なります。入力属
性は以下のグルー	プに分けられます。

									共	通属性

									SAA/CUA	属性	-	ファンクションのみ

									色	-	ファンクションのみ

									GUI	属性	-	ファンクションのみ

ヒントとテクニック
									LANSA	以外の画面(フォーム、Webファンクションなど)は、ビジュアル・スタイルなど
の他の技術を使用してフィールドの表示方法を定義しているため、色などの	入力属性のほと
んどはファンクションで使用されます。

									非	表示フィールド(パスワード用)などの入力属性や小文字(小文字のテキスト入力可能)
などは、すべてのアプリケーションのタイプで使用されます。

入力属性
フィー	ルドがファンクションまたはフォームの入力フィールドとして使
用される場	合に、フィールドを表示するためのフィールド属性を指定し
ます。

ルール
共	通属性
共通属性で使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

AB ブ	ランク可能

ASQN *SQLNULL	の値を設定可能

BL 明	滅表示

CBOX チェッ	クボックス

CS 欄	の区切り線の表示



FE フィー	ルドEXITキーを必要に設定

HI 高	輝度表示

LC 小	文字入力可能この属性を設定しない場合は、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム区画の言語
属性	を表示または変更する」の「PC	ロケールによる大
文字変換指定」を	参照してくださ	い。

ME 入	力必須項目チェック

MF 全	桁入力チェック

ND 非	表示(非表示フィールド)

RA レ	コードの自動前進フィールド

RB 右	寄せブランクの組み込み

RL カー	ソルを右から左に移動

RLTB カー	ソルを左から右、上から下にタブﾞ移動

RZ 右	寄せゼロの組み込み

SBIN Binary	形式で保存。これは、PackedまたはSignedが埋め
込まれたフィールドを含	める必要のあるフィールド用
に提供される特別属性です。『LANSA	アプリケーショ
ン設計ガイド』の「16進法、属性、非表示時	10進デー
タ、*LOVAL、	*HIVALの使用」を参照してください。

SREV 反	転形式で保存。この特別属性は、左から右、または
右から左の方向で記述する言語に提供されま	す。
『LANSA	複数言語	アプリケーション設計ガイド』の
「SREVフィールド属性」を	参照してください。

SUNS Integer	の値を符号なしBinaryの値で保存

SUNI Unicode	で保管。これは、コード・ページ変換によって
データを失うことなくさまざまな言語	のデータをデー
タベースに保管することのできる特別な属性です。新し
いフィールドには、SUNI属性を追加するよりも、Nchar
やNvarcharの	フィールド・タイプをお勧めします。

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_50050.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnbf_0020.htm
its:Lansa070.chm::/lansa/mulb8_0015.htm


VN 名	前の妥当性チェック

CUA	属性	-	ファンクションのみ
SAA/CUA属性で使用できる値(ファンクションのみ)は以下のとおりで
す。

属性 説明/コメント

ABCH ア	クション(メニュー)バーまたはプルダウンの選択項目

FKCH ファ	ンクション・キーの情報

PBBR 括	弧

PBCE 入	力不可のフィールド(強調)

PBCH メ	ニューに表示される選択項目

PBCM フィー	ルド欄見出し

PBCN 入	力不可のフィールド(標準)

PBEE 入	力可能のフィールド(強調)

PBEN 入	力可能のフィールド(標準)

PBET 強	調のテキスト

PBFP フィー	ルドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBGH グ	ループ見出し

PBIN ユー	ザーへの説明

PBNT 標	準のテキスト

PBPI 画	面の識別子

PBPT 画	面のタイトル

PBSC 最	後にメニューから選択された項目

PBSI ス	クロール情報

PBSL 区	切り線



PBUC 使	用不可の選択項目

PBWB ポッ	プアップ・ウィンドウの境界

注：	通常、入力属性としてPBENとPBEEだけが指定されます。
色	-	ファンクションのみ
色	で使用できる(ファンクションのみ)は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

BLU 青	色表示

GRN 緑	色表示

PNK ピ	ンク色表示

RED 赤	色表示

TRQ 青	緑色表示

WHT 白	色表示

YLW 黄	色表示

GUI	属性	-	ファンクションのみ
GUI	属性(ファンクションのみ)で使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

CBOX フィー	ルド値をGUI	WIMPチェックボックスで表示

DDxx ド	ロップダウン
フィールドを対応するGUI	WIMPコンストラクトで表示

PBnn プッ	シュ・ボタン

RBnn ラ	ジオ・ボタン

ヒントとテクニック
									1	つのフィールドには1色だけ指定できます。

									色	の使用が他の属性に影響を与える場合があります。

プラットフォームについて



									IBM	i：詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を参照して
ください。検討する必要のあるキーワードは、CHECK、COLOR、およびDSPATRです。

また、以下も参照してください。
出	力属性
フィールド定義



1.2.18	[出力属性]
出力	フィールド属性タイプ
ファ	ンクションまたはフォームで出力に使用するフィールドの表示形式
を	指定します。

ルール
使用が許される値は「フィー	ルド・タイプ」により異なります。出力属
性は以下のグルー	プに分けられます。

									共	通属性

									SAA/CUA	属性	-	ファンクションのみ

									色	-	ファンクションのみ

									レ	コード・スタンプ	-	作成

									レ	コード・スタンプ作成	-	作成と更新

									レ	コード・スタンプ	-	更新

									GUI	属性	-	ファンクションのみ

									UD	リポート属性	-	ファンクションのみ

出力属性
フィー	ルドがファンクションまたはフォームの出力フィールドとして使
用される場	合に、フィールドを表示するためのフィールド属性を指定し
ます。

ルール
共	通属性
共通属性で使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

ASQN *SQLNULL	の値を設定可能

BL 明	滅表示

CBOX フィー	ルド値をGUI	WIMPチェックボックスで表示

CDTX レ	コードを最後に作成または更新した日付(*SYSFMT8)
に設定

CS 欄	の区切り線の表示



CYDX レ	コードを最後に作成または更新した日付
(CCYYMMDD)に設定

DATX レ	コードを最後に作成または更新した日付(*SYSFMT)
に設定

DUTC UTCで	表示。DateTimeのみ

FUNX レ	コードを作成または最後に更新したLANSAファンク
ションまたはコンポーネントの名前に設定

HI 高	輝度表示

ISO ISO	形式で表示。Date、Time、およびDateTimeのみ

JNMX レ	コードを最後に作成または更新したジョブ名に設定*

JNRX レ	コードを最後に作成または更新したジョブ番号に設
定*

ND 非	表示(非表示フィールド)

PROX レ	コードを最後に作成または更新したLANSAプロセス
名に設定

RA レ	コードの自動前進フィールド

SBIN Binary	形式で保存。これは、PackedまたはSignedが埋め
込まれたフィールドを含	める必要のあるフィールド用
に提供される特別属性です。『LANSA	アプリケーショ
ン設計ガイド』(16	進数値、属性、非表示/組み込み10
進データの使用)を参照してください。

SREV 反	転形式で保存。この特別属性は、左から右、または
右から左の方向で記述する言語に提供されま	す。
『LANSA	複数言語	アプリケーション設計ガイド』の
「SREVフィールド属性」を	参照してください。

SUNS Integer	の値を符号なしBinaryの値で保存

SUNI Unicode	で保管。これは、コード・ページ変換によって
データを失うことなくさまざまな言語	のデータをデー
タベースに保管することのできる特別な属性です。新
しいフィールドには、SUNI属性を追加するよりも、

its:Lansa070.chm::/lansa/mulb8_0015.htm


NcharやNvarcharの	フィールド・タイプをお勧めしま
す。

SUTC UTCで	データベースに保管。Datetimeのみ

TCDX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT8)に設定

TDSX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT)に設定

TIMX レ	コードを最後に作成または更新した時刻(HHMMSS)
に設定

TYDX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSSYYMMDD)に設定

Urxx フィー	ルドをユーザー定義レポート属性に割り当てる
(URxx)。プリンター・ファイルの	i5/OS	DDSステート
メントへのアクセスを提供します。

SAA/CUA	属性	-	ファンクションのみ
SAA/CUA属性(ファンクションのみ)で使用できる値は以下のとおりで
す。

属性 説明/コメント

ABCH ア	クション(メニュー)バーまたはプルダウンの選択項
目

FKCH ファ	ンクション・キーの情報

PBBR 括	弧

PBCE 入	力不可のフィールド(強調)

PBCH メ	ニューに表示される選択項目

PBCM フィー	ルド欄見出し

PBCN 入	力不可のフィールド(標準)

PBEE 入	力可能のフィールド(強調)



PBEN 入	力可能のフィールド(標準)

PBET 強	調のテキスト

PBFP フィー	ルドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBGH グ	ループ見出し

PBIN ユー	ザーへの説明

PBNT 標	準のテキスト

PBPI 画	面の識別子

PBPT 画	面のタイトル

PBSC 最	後にメニューから選択された項目

PBSI ス	クロール情報

PBSL 区	切り線

PBUC 使	用不可の選択項目

PBWB ポッ	プアップ・ウィンドウの境界

色	-	ファンクションのみ
色で使用できる(ファンクションのみ)は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

BLU 青	色表示

GRN 緑	色表示

PNK ピ	ンク色表示

RED 赤	色表示

TRQ 青	緑色表示

WHT 白	色表示

YLW 黄	色表示

レ	コード・スタンプ	-	作成



レコード・スタンプ(作成)で使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

CDTC レ	コードﾞを作成した日付(*SYSFMT8)に設定

CYDC レ	コードを作成した日付(CCYYMMDD)に設定

DATC レ	コードを作成した日付(*SYSFMT)に設定

FUNC レ	コードを作成したLANSAファンクションまたはコン
ポーネントの名前に設定

JNMC レ	コードを作成したジョブ名に設定*

JNRC レ	コードを作成したジョブ番号に設定*

PROC レ	コードを作成したLANSAプロセス名に設定

TCDC レ	コードを作成した日付/時刻(HHMMSS+*SYSFMT8)に
設定

TCYC レ	コードを作成した日付/時刻(YYYY-MM-DD
HH:MM:SS)に設定

TDSC レ	コードを作成した日付/時刻(HHMMSS+*SYSFMT)に設
定

TIMC レ	コードを作成した時刻(HHMMSS)に設定

TYDC レ	コードを作成した日付/時刻(HHMMSSYYMMDD)に設
定

USRC レ	コードを作成したユーザー名に設定*
SET_SESSION_VALUE	USER_AUDITが設定されている場
合は、監査ユーザーの名前が使用されます。それ以外の
場合は、現在のユーザー名が使用されます。

YMDC レ	コードを作成した日付(YYMMDD)に設定

レ	コード・スタンプ作成	-	作成と更新
作成と更新で使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント



CDTX レ	コードを最後に作成または更新した日付(*SYSFMT8)
に設定

CYDX レ	コードを最後に作成または更新した日付
(CCYYMMDD)に設定

DATX レ	コードを最後に作成または更新した日付(*SYSFMT)
に設定

FUNX レ	コードを作成または最後に更新したLANSAファンク
ションまたはコンポーネントの名前に設定

JNMX レ	コードを最後に作成または更新したジョブ名に設定*

JNRX レ	コードを最後に作成または更新したジョブ番号に設
定*

PROX レ	コードを最後に作成または更新したLANSAプロセス
名に設定

TCDX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT8)に設定

TCYX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻(YYYY-
MM-DD	HH:MM:SS)に設定

TDSX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT)に設定

TIMX レ	コードを最後に作成または更新した時刻(HHMMSS)
に設定

TYDX レ	コードを最後に作成または更新した日付/時刻
(HHMMSSYYMMDD)に設定

USRX レ	コードを最後に作成または更新したユーザー名に設
定*
SET_SESSION_VALUE	USER_AUDITが設定されている
場合は、監査ユーザーの名前が使用されます。それ以外
の場合は、現在のユーザー名が使用されます。

YMDX レ	コードを最後に作成または更新した日付(YYMMDD)
に設定



レ	コード・スタンプ	-	更新
レコード・スタンプで使用できる値は以下のとおりです。

属性 説明/コメント

CDTU レ	コードを最後に更新した日付(*SYSFMT8)に設定

CYDU レ	コードを最後に更新した日付(CCYYMMDD)に設定

DATU レ	コードを最後に更新した日付(*SYSFMT)に設定

FUNU レ	コードを最後に更新したLANSAファンクションまたは
コンポーネントの名前に設定

JNMU レ	コードを最後に更新したジョブ名に設定*

JNRU レ	コードを最後に更新したジョブ番号に設定*

PROU レ	コードを最後に更新したLANSAプロセス名に設定

TCDU レ	コードを最後に更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT8)に設定

TCYU レ	コードを最後に更新した日付/時刻(YYYY-DD-MM
HH:MM:SS)に設定

TDSU レ	コードを最後に更新した日付/時刻
(HHMMSS+*SYSFMT)に設定

TIMU レ	コードを最後に更新した時刻(HHMMSS)に設定

TYDU レ	コードを最後に更新した日付/時刻(HHMMSSYYMMDD)
に設定

USRU レ	コードを最後に更新したユーザー名に設定*
SET_SESSION_VALUE	USER_AUDITが設定されている場
合は、監査ユーザーの名前が使用されます。それ以外の場
合は、現在のユーザー名が使用されます。

YMDU レ	コードを最後に更新した日付(YYMMDD)に設定

GUI	属性	-	ファンクションのみ
GUI属性(ファンクションのみ)で使用できる値は以下のとおりです。



属性 説明/コメント

CBOX フィー	ルド値をGUI	WIMPチェックボックスで表示

DDxx ド	ロップダウン**
フィー	ルドを対応するGUI	WIMPコンストラクトで表
示

PBnn プッ	シュ・ボタン**

RBnn ラ	ジオ・ボタン**

UD	リポート属性	-	ファンクションのみ
UDリポート属性(ファンクションのみ)で使用できる値は以下のとおりで
す。

属性 説明/コメント

Urxx xx	はブランク以外のあらゆる英数字の組み合わせ

警告
									1	つのアスタリスク(*)が付いた属性を使用して(リポジトリ内に限る)、INSERTおよび/
またはUPDATE操作中に、自動でスタンプを付ける必要が	あるファイル定義内のフィールド
を特定することができます。

									2	つのアスタリスク(**)が付いた属性は、対応するGUI	WIMP構成でフィールドを表示し
ます。詳細については、「GUI	WIMP	Constructs」を	参照してください。

ヒントとテクニック
									1	つのフィールドには1色だけ指定できます。

									色	の使用が他の属性に影響を与える場合があります。

プラットフォームについて
									System	i：詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を参照し
てください。検討する必	要のあるキーワードは、COLOR、DSPATRです。

さらに、次のトピックも参照してください。
入	力属性
フィールド定義



1.2.19	[プロンプト	プロセス/ファンクション]
定義または変更されるフィールドに対する「プロンプト要求」を処理す
るために呼び出されるRDMLプロセスやファンクションを指定します。
ユーザーが画面カーソルをフィールド・ラベルまたは欄見出しの1つに
置いて、PROMPTファンクション・キーまたは相当の要求を実行する
と、そのフィールドに対する「プロンプト要求」が実行されます。通常
のプロンプト・ファンクション・キーはF4ですが、ユーザーのシステム
で別に割り当てることができます。

プロセス
定義または変更されるフィールドに対する「プロンプト要求」を処理す
るために呼び出されるRDMLファンクションを含むプロセスの名前を指
定します。

ファンクション
定義または変更されるフィールドに対する「プロンプト要求」を処理す
るために呼び出されるRDMLファンクションを指定します。

警告
									LANSAは、プロセスまたはファンクションが存在するかどうかを検査しません。

ヒントとテクニック
									プロンプト・プロセス/ファンクションに関連付けられた名前を指定するときは、プロ
セス名を*DIRECTとして指定することをお勧めします。これにより、関連するプロセス・コ
ントローラを経由しなくてもダイレクト・モードで指定されたファンクションを呼び出せる
ことをプロンプト制御手順に指示します。

									*DIRECTを使用すると、パフォーマンス上の利点が得られますが、プロンプト・ファン
クションをこの方法で呼び出すときは、FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)コマンドを使用する
必要があります。ファンクションのダイレクト・モード呼び出しの詳細については、

「CALLについてのコメント/警告」および「FUNCTIONの使用例」を参
照してください。

									参照フィールドが指定されている場合、最初はプロンプト・プロセス/ファンクション
が参照フィールドから継承されていますが、必要に応じて変更することができます。「参
照フィールド」を参照してください。
									参照フィールドのプロンプト・プロセス/ファンクションが変更された場合、同じプロ
ンプト・プロセス/ファンクション(参照されるフィールドの変更前のもの)が指定されてお
り、変更された参照フィールドを参照しているすべてのフィールドで、プロンプト・プロセ
ス/ファンクションが更新されます。

									技術的な詳細については、「Prompt_Keyの処理」を参照してください。プロン
プト・プロセス/ファンクションの例については、『LANSAアプリケーション設計ガイド』の

its:Lansa015.chm::/call_c.htm
its:Lansa015.chm::/function_e.htm
its:LANSA015.CHM::/promptkey.htm


「プロンプト・キーが使用されると、何が起こるのか」を参照してくださ
い。

さらに、次のトピックも参照してください。
Prompt	Key	Processing
フィールド定義

its:lansa065.chm::/lansa/dsnb8_0035.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnb8_0010.htm


1.2.20	[別名]
定義または変更されるフィールドに対して固有の代替名を指定します。

ルール
									リポジトリ内の他のどのフィールド名(今後作成または修正されるフィールドも含む)と
も同じにしてはいけません。

									リポジトリ内の他のどのフィールド別名とも同じにしてはいけません。

									最大30文字

ヒントとテクニック
									COBOL	またはPL/1言語の命名規則は検査されません。

プラットフォームについて
									IBM	i：別名機能は、基本的にCOBOLまたはPL/1プログラム言語を使用する導入に対し
て提供されます。ALIASキーワードの使用については、IBMが提供する特定のプログラム・
リファレンス・マニュアルを参照してください。名前はフィールド識別子と同様にフィール
ドの命名規則に従う必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
[識別子]
[名前]



1.3	フィールド・ビジュアライゼーション
フィールドのイメージはLANSAリポジトリで集中的に保管することが
できます。これにより、フィールドがVisual	LANSAフォームやイメージ
化に対応するその他グラフィカル・インターフェースで使用されるとき
に、フィールドのイメージ表現に一貫性を持たせることができます。

参照
『ユーザーガイド』の「フィールドの[ビジュアライゼーション]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「フィールド表示処理の開発」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「フィールドの作成」
フィールド

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0435.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev03_0170.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0010.htm


1.4	フィールドの妥当性検査とトリガー
フィールド・レベルとファイル・レベルの2つのレベルで、妥当性検査
とトリガーをLANSAリポジトリに保管することができます。
各レベルで妥当性検査とトリガーがどのように機能するか、また各レベ
ル間でどのように連携するかを理解することは重要です。詳細について
は、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「フィールドに対する妥当性規則
やトリガーの定義」を参照してください。
フィールド・レベルとファイル・レベルの詳細については、「妥当性検
査とトリガー」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド・タイプ
『ユーザーガイド』の「フィールドの[妥当性検査トリガー]タブ」
フィールド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.HTM
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu02_0010.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0430.htm


1.5	フィールド・ヘルプ・テキスト
ヘルプ・テキストは、LANSAアプリケーションからヘルプが要求され
た(HELPキーや同等の要求がされた)時に、ユーザーに表示する情報で
す。フィールドのヘルプ・テキストはLANSAリポジトリに保管されま
す。このヘルプ・テキストは自動的に、画面に表示されたフィールドの
フィールド・レベル・コンテキスト対応のヘルプ・テキストとして利用
できます。ヘルプ・テキストは、区画に指定された各言語で入力するこ
とができます。
一般的にヘルプ・テキストには以下のような特性があります。

									書き方は自由です。内容や書式に、何の制約もありません。

									ヘルプ・テキストは、ヘルプ要求時にユーザーが実行した操作に直接関係します。通
常、ユーザーが使用しているプロセスまたはファンクションについての詳細が説明されま
す。

									ヘルプ・テキストには特殊な「ヘルプ・テキストの拡張&代替値」を含め
ることもできます。

LANSAはアプリケーションでのヘルプ処理を自動で制御します。
LANSAは必要なヘルプの種類(フィールド、コンポーネント、プロセ
ス、またはファンクション)を自動で判別して、関連のヘルプ・テキス
トを自動で表示します(存在する場合)。
LANSAは、フィールドに関するヘルプ・テキストを、リポジトリと
フィールドに含まれる妥当性検査から、動的にかつ適切な言語で作成す
ることができます。この自動フィールド・レベル・ヘルプ・テキスト機
能は、全体的、またはフィールド単位で無効にすることができます。ま
た、ユーザー独自のヘルプ・テキストを自動フィールド・レベル・ヘル
プ・テキストより優先させることもできます。

さらに、次のトピックも参照してください。
代替変数/制御値
代替値/制御値	-	Visual	LANSAのみ
ヘルプ・テキストの属性
プロセス・ヘルプ・テキスト
ファンクション・ヘルプ・テキスト
『ユーザーガイド』の「フィールドの[リポジトリ	ヘルプ]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「リポジトリに登録するヘルプ・テキ
ストの作成」

フィールド

its:lansa015.CHM::/text_edit.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_01.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_02.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_03.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu05_0050.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu05_0065.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0440.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0030.htm


2.	妥当性検とトリガー
妥当性検査とトリガーは、フィールド・レベルとファイル・レベルの両
方で適用されます。以下の各トピックは、LANSAリポジトリのフィー
ルドとファイルの両方に適用されます。
検査の定義
値のリストによる検査
値の範囲による検査
日付形式/範囲検査
コード・ファイル/テーブルの存在検査
簡易ロジック検査
複雑ロジック検査
トリガー

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド
ファイル
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」
『ユーザーガイド』の「フィールドの[妥当性検査トリガー]タブ」
『ユーザーガイド』の「ファイルの[妥当性検査トリガー]タブ」

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0010.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu03_0010.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0430.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0460.htm


2.1	検査の定義
検査は、フィールド・レベルとファイル・レベルの両方で定義されま
す。以下の各トピックは、LANSAリポジトリのフィールドとファイル
の両方に適用されます。
実行順序
検査記述
検査ケースの設定
検査の定義(タイプごと)
検査後の処理
エラー・メッセージ

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」
『ユーザーガイド』の「フィールドの[妥当性検査トリガー]タブ」
『ユーザーガイド』の「ファイルの[妥当性検査トリガー]タブ」
検査の定義(タイプごと)
	妥当性検査とトリガー

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0430.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0460.htm


2.1.1	実行順序
必須
検査を実行する順序に順序番号を指定します。
この順序番号は、検査が追加されるレベル(フィールド・レベルまたは
ファイル・レベル)の各検査に固有のものです。フィールド・レベルは
ファイル・レベルの検査の前に適用されます。

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、検査が追加されると自動的に割り振られます。検査の順序が検査のリ
スト内で更新されると、順序番号も更新されます。

ヒントとテクニック
									検査順序番号、つまり検査が処理される順序は、各検査のために実行される「検査
後の処理」を確認する際に非常に重要です。

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「妥当性規則の適用順序」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「妥当性規則の階層」
検査の定義

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0160.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0155.HTM


2.1.2	検査記述
必須
検査の概要説明を記述して、他の開発者がこの検査の目的を理解するの
に役立てます。

ルール
									説明の記述は最大30文字です。

検査の定義



2.1.3	検査ケースの設定
挿入時(INSERT)
必須。デフォルト：すべてのフィールドに適用(ADD)
検査を実行する場合のデータベースの操作を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

すべてのフィールドに適用
(ADD)

検査は、情報がデータベースに追
加(挿入)される場合に常に適用さ
れます。

使用フィールドのみ適用
(ADDUSE)

検査は、実行されるINSERTコマ
ンドにフィールドが実際に指定さ
れた場合にのみ適用されます。

検査しない 検査は、ファイルへの挿入時に適
用されません。

更新時(UPDATE)
必須。デフォルト：すべてのフィールドに適用(CHG)
検査を実行する場合のデータベースの操作を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

すべてのフィールドに適用
(CHG)

検査は、情報がデータベースで変
更(更新)される場合に常に適用さ
れます。

使用フィールドのみ適用
(CHGUSE)

検査は、実行されるUPDATEコマ
ンドにフィールドが実際に指定さ
れた場合にのみ適用されます。

検査しない 検査は、ファイルの更新時に適用
されません。

削除時(DELETE)
必須。デフォルト：検査しない



検査を実行する場合のデータベースの操作を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

すべてのフィールドに適用
(DLT)

検査は、情報がデータベースから
削除(除去)される場合に常に適用
されます。

検査しない 検査は、ファイルからの削除時に
適用されません。

ヒントとテクニック
									最もよく使用される入力は、ADD、CHGおよびCHGUSEです。

									DLTの使用はそれだけで、一般的で非常に強力な検査メカニズムです。

									ADDUSEを指定する場合は、フィールドのデフォルトが有効なデータベースの値である
ことを確認してください。

									複数のフィールドに対する検査でCHGUSEを指定する場合は、検査で参照される他の
フィールドのいずれかが指定されるかどうかに関係なく、警告を使用してください。この理
由は、検査は検査にリンクされたフィールドがUPDATEコマンドに指定された場合にのみ行
われ、省略された場合は行われないためです。

									検査を作成するときは、その検査が間接的にトリガーに干渉しないことを確認してくだ
さい。詳細については、「トリガー	-	推奨事項と禁止事項」を参照してくださ
い。

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.1.4	検査の定義(タイプごと)
指定するフィールドは、妥当性検査のタイプによって異なります。詳細
については、以下を参照してください。
値のリストによる検査
値の範囲による検査
日付形式/範囲検査
コード・ファイル/テーブルの存在検査
簡易ロジック検査
複雑ロジック検査

検査の定義



2.1.5	検査後の処理
条件を満たすとき
必須。デフォルト：OK	次の検査に進む(NEXT)
フィールドが指定された範囲の1つにあることが判明した場合に実行す
る処理を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

OK	次の検査に進む
(NEXT)

フィールドの検査に問題はありま
せん。このフィールドの次の検査
に進みます。エラー・メッセージ
は表示されません。

エラー・メッセージを表
示(ERROR)

フィールドにエラーがあります。
下で説明されるエラー・メッセー
ジが表示されます。

OK	残りの検査を省略
(ACCEPT)

フィールドの検査に問題はありま
せん。このフィールドに対する他
のすべての検査を省略します。

条件を満たさないとき
必須。デフォルト：エラー・メッセージを表示(ERROR)
フィールドが指定された範囲の1つにあるかどうか「不明だった」場合
に実行する処理を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

OK	次の検査に進む
(NEXT)

フィールドの検査に問題はありま
せん。このフィールドの次の検査
に進みます。エラー・メッセージ
は表示されません。

エラー・メッセージを表
示(ERROR)

フィールドにエラーがあります。
下で説明されるエラー・メッセー
ジが表示されます。



OK	残りの検査を省略
(ACCEPT)

フィールドの検査に問題はありま
せん。このフィールドに対する他
のすべての検査を省略します。

ヒントとテクニック
									ACCEPTを使用してこのフィールドに対する他のすべての検査を省略する場合は、検査
を処理する順序が非常に重要です。「検査の順序」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.1.6	エラー・メッセージ
メッセージ番号とメッセージ・ファイル、またはメッセージ・テキスト
のいずれかを指定します。エラー・メッセージ番号とエラー・メッセー
ジ・ファイルまたはエラー・メッセージ・テキストが指定されない場合
は、LANSAはエラー・メッセージとしてデフォルトのエラー・メッ
セージ番号、エラー・メッセージ・ファイル、およびエラー・メッセー
ジ・ライブラリを挿入します。これらのデフォルトのメッセージは汎用
的なものであり、エラーの個別の原因についての詳細情報はあまり提供
されません。

メッセージ・ファイル
識別対象のメッセージ番号の検索に使用するメッセージ・ファイル名を
指定します。
メッセージ番号を使用する場合は、メッセージ・ファイルは必須です。

プラットフォームについて
									System	i：エラー・メッセージ・ファイルとエラー・メッセージ番号はI5/OSオペレー
ティング・システムの固有の部分です。詳細については、IBMの提供する『Control	Language
Reference	Manual』を参照してください。メッセージ・ファイルを含むCLコマンドには、
CRTMSGFとADDMSGDがあります。

									System	i：iSeriesの画面パネルから直接メッセージの詳細を編集することができます。わ
かっているメッセージの詳細をすべて入力し、「Work	Msgd」(ワーク・メッセージ記述)とい
うラベルのついたファンクション・キーを押します。これにより、指定されたメッセージの
詳細をできる限り使用して、I5/OS	WRKMSGDコマンドが実行されます。このI5/OSの機能に
より、メッセージの詳細を作成または編集することができます。WRKMSGDコマンドが完了
すると、この画面パネルが前と同じ状態で再表示され、次の処理へ進むことができます。

									上記の機能、または他のメッセージ・ファイル編集機能を使用して、LANSAメッセー
ジ・ファイルDC@M01内で、ユーザー定義のメッセージを格納したり、搭載されているメッ
セージを変更したりしないでください。このLANSAメッセージ・ファイルDC@M01は、新
規バージョン、またはEPC(Expedited	Program	Changes：変更されたプログラムの配信)により
定期的に更新されます。

エラー・メッセージ番号
表示する識別対象のメッセージ・ファイルのメッセージ番号を指定しま
す。
メッセージ・ファイルを使用する場合は、メッセージ番号は必須です。

エラー・メッセージ・テキスト
直接表示するエラー・メッセージのテキストを指定します。
メッセージの長さは最大80文字まで可能です。



ヒントとテクニック
									メッセージ・テキスト機能を使用する場合、メッセージにはそのメッセージに関連付け
られた二次レベルのテキストはありません。

									メッセージでは特殊な置換文字を使用することができます。

検査の定義



2.2	値のリストによる検査
値のリストによる検査を使用すれば、フィールドを値のリストで検査す
ることができます。例えば、オーストラリアのある州は、QLD、
NSW、VICなどのリストに含まれている必要があります。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。この
検査用に現在存在するすべての値が、リスト内に表示されます。
詳細については、以下を参照してください。
値
リストの例

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.2.1	値
値のリストに追加、または値のリストで変更する値を指定します。
このリストには最低でも1つのエントリーが必要で、また、最大50のエ
ントリーを指定することができます。値はタイプと長さの互換性がある
かどうかを検査します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									CUSTNO、INVNUMなどの他のフィールド名

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、*UP02などのプロセス・パラメータ

ヒントとテクニック
									ご使用のリストの内容によって「値の範囲による検査」を使用することができ
ます。大量の数値リストの場合は、範囲検査がより適している場合があります。

検査の定義



2.2.2	リストの例
以下の例は、値のリストの検査機能の使用法を説明したものです。

例	1
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

STATE A 3 	

値のリスト：

値のリスト 説明

'NSW'
'QLD'
'VIC'

オーストラリアの州の有効な簡略記号かどうか
を検査します。

例	2
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

NAME A 7 	

値のリスト：

値のリスト 説明

*BLANKS ブランクの名前はエラーになります。デフォル
トのエラー・ロジックを逆にして、リスト内に
ブランクが存在する場合はERRORを、リスト内
に存在しない場合はNEXTを取得します。

例	3
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置



COMPNO P 1 0

値のリスト：		

値のリスト 説明

1
2
3

会社番号は、1、2または3である必要がありま
す。

例	4
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

YEAR A 2 	

値のリスト：

値のリスト 説明

*LASTYEAR
*THISYEAR
*NEXTYEAR

年は、お客様のサイトで定義されたシステム変
数の*LASTYEAR、*THISYEARまたは
*NEXTYEARのいずれかと等しい必要がありま
す。

値のリストによる検査



2.3	値の範囲による検査
さまざまな値の範囲でチェックするフィールドを指定します。
値の範囲による検査を使用すれば、フィールドをさまざまな値の範囲で
検査することができます。例えば、あるオーストラリアの郵便番号は、
2000から2999、3000から3999などの範囲の1つに含めることができま
す。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。この
検査用に現在存在するすべての値が、リスト内に表示されます。
詳細については、以下を参照してください。
範囲：	Fromの値/Toの値
値の範囲の例

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.3.1	範囲：	Fromの値/Toの値
必須
フィールドが検査される各範囲にFromの値とToの値を指定します。
最低でも1つの範囲が必要で、最大20の範囲を指定することができま
す。範囲の各値はタイプと長さの互換性があるかどうかを検査します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									CUSTNO、INVNUMなどの他のフィールド名。	フィールド名は#CUSTNOと入力されな
いことに注意する

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、*UP02などのプロセス・パラメータ

									システムは、Fromの値がToの値より小さいことを検査しない

ヒントとテクニック
									値の範囲が小さい場合は、「値のリストによる検査」を使用することができま
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
値の範囲の例

値の範囲による検査



2.3.2	値の範囲の例
以下の例は、値の範囲の検査機能の使用法を説明したものです。

例	1
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

POSTCD A 4 	

値の範囲：

From To 説明

ま
た
は

ま
た
は

'2000'
'3000'
'4000'

'2900'
'3900'
'4900'

郵便番号がNSW、VICまたはQLDのものであるこ
とを検査します。郵便番号は数値です。

例	2
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

POSTCD S 4 0

値の範囲：

From To 説明

ま
た
は

ま
た
は

2000
3000
4000

2900
3900
4900

郵便番号がNSW、VICまたはQLDのものであるこ
とを検査します。郵便番号は数値です。



例	3
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

AMOUNT P 5 2

値の範囲：

From To 説明

0.01 999.99 AMOUNT(量)が正の値であることを検査し
ます。

例	4
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

AMOUNT P 5 2

値の範囲：

From To 説明

-999.99 -0.01 AMOUNT(量)が負の値であることを検査し
ます。

例	5
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

PERIOD A 2 	

値の範囲：

From To 説明

*LASTPER *NEXTPERお客様のサイトで定義されたシステム変数



の*LASTPERと*NEXTPERを使用して、
PERIOD(会計年度)を検査します。

値の範囲による検査



2.4	日付形式/範囲検査
日付形式/範囲検査によって、フィールドを特定のフォーマット
(DDMMYY、MMDDYYなど)と特定の範囲内の日付として検査すること
ができます。例えば、「注文納期日付」は、形式がDDMMYYで今後90
日以内の日付である必要がある場合があります。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。
詳細については、以下を参照してください。
日付形式
許可する経過日数
許可する未来日数
日付形式/範囲検査の例
さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.4.1	日付形式
必須。デフォル	ト：SYSFMT

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

SYSFMT オ	ペレーティング・システムの日付形式
(QDATFMTに基づく)

DDMMYY 日	月年形式

MMDDYY 月	日年形式

YYMMDD 年	月日形式

DDMMYYYY 日	月世紀年形式

MMDDYYYY 月	日世紀年形式

YYYYMMDD 世	紀年月日形式

YYYYDDMM 世	紀年日月形式

YYMM 年	月形式

MMYY 月	年形式

YYYYMM 世	紀年月形式

MMYYYY 月	世紀年形式

SYSFMT8 世	紀を持つシステム日付形式

日付形式の例
例	えば、1986年10月28日を上記の各形式に合わせるためには以下のよう
に入力する必要があります。

SYSFMT 281086	(オーストラリアとヨーロッパで通常使用さ
れる形式)

SYSFMT 102886	(米国で通常使用される形式)

DDMMYY 281086

MMDDYY 102886



YYMMDD 861028

DDMMYYYY 28101986

MMDDYYYY 10281986

YYYYMMDD 19861028

YYYYDDMM 19862810

YYMM 8610

MMYY 1086

YYYYMM 198610

MMYYYY 101986

SYSFMT8 28101986	(オーストラリアとヨーロッパで通常使用
される形式)

SYSFMT8 10281986	(米国で通常使用される形式)

ヒントとテクニック
									ク	ライアント/サーバー型のアプリケーションでは、クライアントの日付形式が自動的
にサーバーに渡されます。クライアントの日付形式とサーバーの日付形式が	異なる場合
(例：MDYとDMY)は、サーバーは自動的にクライアントの形式でデータを返します。

									ク	ライアントの形式は、X_RUNパラメータのDATF=を指定して、デフォルトから変更
することができます。詳細については、「標準X_RUNパラメー	タ」を参照してください。

									ク	ライアントの日付形式とサーバーの日付形式が異なる場合(米国と英国のクライアン
ト間など)は、厳密な形式を指定した日付形式の妥当性検査が失敗すること	があります。例
えば、DDMMYYはMMDDYYで返される場合があります。クライアント側で異なる日付形式
を使用する必要がある場合は、日付形式	SYSFMTをお勧めします。

日付形式/範囲検査



2.4.2	許可する経過日数
必須。デフォルト：9999999
日付の範囲検査の下限を指定します。
「経過日数」と「未来日数」の範囲の限界値の使用方法を以下の時系列
で説明することができます。
																										現在の日付
		有効日付											(検査を実行									有効日付	
			の下限											する日付)						の上限
						|																							|																						|
						|																							|																						|
						|																							現																						|
======|=======	過去	==========O=======	未来	=======|=======>
						|																							在																						|
						|																							|																						|
						|																							|																						|
						|<----------------------|--------------------->|
														許可する		|					許可する
																経過日数"X"			|						未来日数"Y"

ヒントとテクニック
									単に日付形式の検査を実行する場合は、範囲の限界が適用されないように、この値を
9999999のままにしておきます。

日付形式/範囲検査



2.4.3	許可する未来日数
必須。デフォルト：9999999
日付の範囲検査の上限を指定します。
「経過日数」と「未来日数」の範囲の限界値の使用方法を以下の時系列
で説明することができます。
																										現在の日付
		有効日付											(検査を実行									有効日付	
			の下限											する日付)						の上限
						|																							|																						|
						|																							|																						|
						|																							現																						|
======|=======	過去	==========O=======	未来	=======|=======>
						|																							在																						|
						|																							|																						|
						|																							|																						|
						|<----------------------|--------------------->|
														許可する		|					許可する
																経過日数"X"			|						未来日数"Y"

ヒントとテクニック
									単に日付形式の検査を実行する場合は、範囲の限界が適用されないように、この値を
9999999のままにしておきます。

日付形式/範囲検査



2.4.4	日付形式/範囲検査の例
以下の例は、日付形式/範囲検査の使用法を説明した例です。

必要な検査の記述 日付形式 経過日数 未来日数

フィールドDATDUEが
DDMMYY形式であるかを
検査する

DDMMYY 9999999 9999999

フィールドDATDUEが
YYMMDD形式で、現在の
日付よりも前でないかを検
査する

YYMMDD 0 9999999

フィールドDATEが
DDMMYYYY形式で、現在
の日付から先行き90日以内
であるかを検査する

DDMMYYYY 0 90

フィールドDATEが
DDMMYY形式で、現在の
日付から過去180日以内であ
るかを検査する

DDMMYY 180 0

フィールドDATEが
YYYYMMDD形式で、現在
の日付から過去1週間以内で
あるかを検査する

YYYYMMDD 7 0

フィールドDATEが
YYYYDDMM形式で、現在
の日付から先行き1週間以内
であるかを検査する

YYYYDDMM 0 7

フィールドDATEがYYMM
形式であるかを検査する

YYMM 9999999 9999999

フィールドDATEが
MMDDYYYY形式で、現在
の日付から先行き30日以内
であるかを検査する

MMDDYYYY 0 30



	

日付形式/範囲検査



2.5	コード・ファイル/テーブルの存在検査
コード/テーブル・ファイルの存在検査により、フィールドはコード・
ファイルまたはテーブルを検索してその存在を検査することができま
す。例えば、製品番号は製品マスター・ファイルの検索により、その番
号が有効な番号であることが検査される場合があります。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。
コード/テーブル・ファイルの存在検査は、ファイル・レベルの妥当性
検査のためにのみ通常定義されます。
詳細については、以下を参照してください。
検査するファイル
キー・フィールド
コード・ファイル/テーブルの存在検査の例
さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.5.1	検査するファイル
必須
検査に使用される物理ファイル/テーブルまたは論理ファイル/テーブル
を指定します。

ルール
									ファイル名はリポジトリに存在している必要があります。

ヒントとテクニック
									現在リポジトリに存在するすべてのファイル定義の確認を要求することができます。

コード・ファイル/テーブルの存在検査



2.5.2	キー・フィールド
一致を検索するファイルのキー索引(つまり、ファイル内に同じキーを
持つレコード)と比較されるキーを指定します。
最低1つのキー・フィールドが必要です。指定されたキー・リスト全体
は、ファイルの実際のキーと互換性があるかどうか検査されます。指定
されるキー・リストは、ファイルに対する全体のキーでも部分的なキー
でもかまいません。部分的なキー・リストを指定した場合は、警告が表
示されます。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									フィールド・レベルの妥当性検査の場合は、現在のフィールドの名前

									ファイル・レベルの妥当性検査の場合は、現在のファイルの特定のフィールド

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、*UP02などのプロセス・パラメータ

ヒントとテクニック
									コード/テーブル・ファイルの存在検査は、ファイル・レベルの妥当性検査のためにの
み通常定義されます。

コード・ファイル/テーブルの存在検査



2.5.3	コード・ファイル/テーブルの存在検査の例
以下の例は、コード/テーブル・ファイルの存在検査機能の使用法を説
明したものです。

例	1
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

PRODNO A 10 	

ファイルの詳細：

名前 実際の
キー

指定された
キー

説明

PRODMST 製品番
号

PRODNO 製品が製品マスターに存在す
るかどうかを検査します。

例	2
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

TAXCDE A 3 	

ファイルの詳細：

名前 実際の
キー

指定された
キー

説明

TAXTABL 税コー
ド・タ
イプ

INCOME キー・リスト内の英字リテラ
ル'INCOME'を使用して、
TAXCDEが有効な所得税コー
ドであるかどうかを検査しま
す。

	 税コー
ド

TAXCDE 	



例	3
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

PARTNO P 7 0

ファイルの詳細：

名前 実際のキー 指定され
たキー

説明

INVENT 部品番号/倉
庫番号

PARTNO PARTNOが存在するかどうか
を検査します。これは"部分
的"なキーの妥当性検査で
す。

例	4
検査対象のフィールド：

名前 タイプ 長さ 小数点の位
置

INVNUM A 8 	

ファイルの詳細：

名前 実際の
キー

指定された
キー

説明

INVNUM 請求書
番号

INVNUM INVNUMがまだ存在していな
いことを検査します。デフォ
ルトのエラー・ロジックを逆
にして、キーが一致した場合
はERRORを、キーが一致しな
かった場合はNEXTを取得しま
す。

	

コード・ファイル/テーブルの存在検査



2.6	簡易ロジック検査
簡易ロジック検査により、単純な条件を評価してフィールドを検査する
ことができます。例えば、「商品の重さは、(商品の体積×10.643)より軽
い必要があります」が注文入力システムで使用される検査である場合が
あります。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。
詳細については、以下を参照してください。
検査のための条件式
簡易ロジック検査の例

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.6.1	検査のための条件式
必須
評価できる「真」または「偽」の結果を生じる式を指定します。
この式は構文的に正しいものである必要があります。式の評価は括弧内
で左から右に行われるため、式の評価される順序が不明な場合は括弧を
使用してください。式の各要素はタイプと長さの互換性があるかどうか
を検査されます。式の評価中に何らかの問題が検出された場合は、エ
ラー・メッセージが表示されます。

ルール
有効な式演算子は以下のとおりです。

( 左括弧 ) 右括弧

+ 足す - 引く

/ 割る * 掛ける

= 等しい ^= 等しくない

*EQ 等しい *NE 等しくない

	 	 *NE= 等しくない

< より小さい > より大きい

*LT より小さい *GT より大きい

<= 以下 >= 以上

*LE 以下 *GE 以上

AND かつ OR または

式の要素には、以下のものを使用することができます。
									'NSW'、NSW、'Balmain'、またはBALMAINなどの英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									#CUSTNO、#INVNUMなど、もう1つのフィールド名

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、*UP02などのプロセス・パラメータ

									英数字リテラルは、式で使用する場合は必ずしも引用符で囲む必要はありません。引用



符が必要なのは、英数字リテラルに小文字が含まれる場合のみです。英字リテラルに引用符
が含まれていないと、大文字に変換されます。このため、BALMAIN、balmain、Balmain、お
よびbalMAINはすべて等しくなりますが、Balmainと'Balmain'は等しくなりません。

									フィールド名は、式で使用される場合は、#(ハッシュ(シャープ))記号を前に付ける必要
があります。これによってLANSAはフィールドと英数字リテラルを区別することができま
す。例えば、CNTRY	=	AUSTという式では、どちらのコンポーネントがフィールドでどちら
が英数字リテラルか区別できません。この式の正しい形式は、#CNTRY	=	AUSTまたは
#CNTRY	="AUST"です。

								 簡易ロジック検査



2.6.2	簡易ロジック検査の例
以下の例は、簡易ロジック検査機能の使用方法を説明したものです。

必要な検査 使用される実際の式

フィールド
VALUEが、ゼロ
より大きい必要が
ある

#VALUE	>	0	
または
#VALUE	*GT	0

フィールドSTATE
が、NSW、VICま
たはQLDである
必要がある

(#STATE	=	NSW)	OR	(#STATE	=	VIC)
OR	(#STATE	=	QLD)

フィールド
MEASURがゼロ
でない場合は、
フィールド
WEIGHTはゼロで
ある必要がある

(#MEASUR	^=	0)	AND	(#WEIGHT	=	0)	
または
(#MEASUR	*NE	0)	*AND	(#WEIGHT	*EQ	0)

フィールド
WEIGHTは、
フィールド
MEASURに10.462
を掛けた値よりも
小さい必要がある

#WEIGHT	<	(#MEASUR	*	10.462)	
または
#WEIGHT	*LT	(#MEASUR	*	10.462)

	

簡易ロジック検査



2.7	複雑ロジック検査
複雑ロジック検査により、ご使用のLANSAファンクションまたは3GLア
プリケーション・プログラムによって実行される複雑な妥当性検査が可
能になります。例えば、祝日、週末などを計算に入れることができる
ファンクションまたはプログラムにより「納期日付」の妥当性検査を行
う場合があります。
実行順序フィールドを変更して、検査の順序を変更することができま
す。検査記述は、この検査と関連付けられている必要があります。
詳細については、以下を参照してください。
呼出プログラム
呼び出しプログラム：ファンクション
呼び出しプログラム：３GLプログラム
3GLパラメータ
複雑ロジック検査の例

さらに、次のトピックも参照してください。
検査の定義(タイプごと)
検査の定義



2.7.1	呼出プログラム
必須。デフォルト：3GLプログラム
LANSAファンクション、または3GLプログラムが呼び出されるかどうか
を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									ファンクション

									3GLプログラム

ヒントとテクニック
									ファンクションまたはプログラムの存在は検査されません。

さらに、次のトピックも参照してください。
呼び出しプログラム：ファンクション
呼び出しプログラム：３GLプログラム
複雑ロジック検査



2.7.2	呼び出しプログラム：ファンクション
LANSAファンクションに妥当性検査を実行させることを指定します。

ルール
									「ファンクション」が呼出プログラムで指定されている場合は、必須です。

ヒントとテクニック
									LANSAは指定されたファンクションが存在するかどうかを検査しません。

									妥当性検査ファンクションに関する設計上の制約事項については、
「FUNCTION」コマンドを参照してください。

プラットフォームについて
									System	i：指定されるファンクションは、検査が実行される際に、ご使用のライブラ
リ・リストに存在している必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
呼出プログラム

複雑ロジック検査

its:LANSA015.CHM::/function.htm


2.7.3	呼び出しプログラム：３GLプログラム
3GLプログラムに妥当性検査を実行させることを指定します。

ルール
									「3GLプログラム」が呼出プログラムで指定されている場合は、必須です。

ヒントとテクニック
									LANSAは指定されたプログラムが存在するかどうかを検査しません。

プラットフォームについて
									System	i：指定されるプログラムは、検査が実行される際に、ご使用のライブラリ・リ
ストに存在している必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
呼出プログラム

複雑ロジック検査



2.7.4	3GLパラメータ
任意
プログラムに渡す追加のパラメータがある場合は、パラメータを指定し
ます。
追加のパラメータは3GLプログラムを呼び出す場合にのみ使用すること
ができ、妥当性検査ファンクションを呼び出す場合には使用できませ
ん。

ルール
追加のパラメータとして指定できるものは、以下のとおりです。

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									CUSTNO、INVNUMなどの他のフィールド名

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、*UP02などのプロセス・パラメータ

									英数字フィールド(英字リテラル、英字フィールド、英字システム変数、または英字プ
ロセス・パラメータ)の場合、パラメータは英字(256文字)として渡され、パラメータ値は256
バイトのパラメータに左詰めで配置されます。

									数値フィールド(数値リテラル、数値フィールド、数値システム変数、または数値プロ
セス・パラメータ)の場合、パラメータはパック15桁で渡され、小数点以下の桁数はパラメー
タ値と同じになります。つまり、数値リテラルの小数点以下の桁数は、リテラルで指定され
たとおりになります(例：1.12はパック15,2、7.12345はパック15,5、143はパック15,0としてそ
れぞれ渡されます)。また、他のすべての数値パラメータ・タイプについては、小数点以下の
桁数は個々の定義と同じものになります。

									渡されるパラメータのタイプと長さは、指定されたパラメータ値のタイプと長さによっ
て決まります。

									標準のパラメータと同様に実際の値は作業域に渡されるため、妥当性検査プログラム内
のパラメータ値を変更してフィールドの値を変更することはできません。

									LANSAは、呼び出される3GLプログラムに正しいパラメータ・リストがあるかどうかを
検査しません。この検査はお客様の方で行ってください。

複雑ロジック検査の一部として呼び出されるすべての3GLプログラムに
は、標準パラメータが最低でも3つある必要があります。オプションは
以下のとおりです。

名前 説明

戻りコード 1文字の英数字。プログラムから"1"(正常)または"0"(異
常)が返されます。プログラムはこのコードを使用し



て、複雑ロジック検査が正常に終了したか失敗したか
をLANSAに示します。

フィールド
の名前

10文字の英数字。プログラムに渡されます。3番目の
パラメータ内に渡されるフィールドの(その値に対す
る)名前が格納されます。

フィールド
の値

長さとタイプは、フィールドのリポジトリの定義に
よって決まります。英数字フィールドは、そのリポジ
トリの定義と同じタイプと長さで渡されます。すべて
の数値フィールド(タイプPまたはS)はパック(タイプP)
として渡され、長さと小数点以下の桁数はそのリポジ
トリの定義と同じになります。フィールドの値は作業
域に渡されるため、妥当性検査プログラム内のパラ
メータの値を変更してフィールドの値を変更すること
はできないことに注意してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
呼び出しプログラム：３GLプログラム
複雑ロジック検査



2.7.5	複雑ロジック検査の例
以下の例は、複雑ロジック検査機能の使用方法を説明したものです。

必要な検査 指定されたプロ
グラム

追加のパラメー
タ

フィールドDATDUEをプログラ
ムDATECHECKに渡して、妥当
性検査を行う

DATECHECK none

フィールドDATDUEをプログラ
ムINVCHECKに渡して、妥当性
検査を行う。フィールド
INVNUMとCOMPNOも渡す

INVCHECK INVNUM
COMPNO

フィールドTAXCDEをプログラ
ムTAXCHECKに渡して、妥当性
検査を行う。税率7も、小数点以
下3桁のパラメータとして指定す
る

TAXCHECK 7.000
または+7.000
または07.000

複雑ロジック検査



2.8	トリガー
トリガー・ファンクションは、特定タイプの操作が実行された場合およ
び特定の一連の条件に適合した場合に自動的に呼び出される一種の
LANSAファンクションです。トリガーは、フィールド・レベルとファ
イル・レベルの両方で適用されます。以下の各トピックは、LANSAリ
ポジトリのフィールドとファイルの両方に適用されます。
トリガーの定義
処理条件
トリガー・ファンクション

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「トリガーの考え方」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「フィールドの[妥当性検査トリ
ガー]タブ」
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「ファイルの[妥当性検査トリガー]
タブ」

妥当性検査とトリガー

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0170.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0035.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0430.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0460.htm


2.8.1	トリガーの定義
トリガーは、フィールド・レベルとファイル・レベルの両方で定義され
ます。以下の各トピックは、LANSAリポジトリのフィールドとファイ
ルの両方に適用されます。
トリガー記述
トリガー・ファンクション名
トリガー・ポイント
トリガー定義の例

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」
『ユーザーガイド』の「フィールドの[妥当性検査トリガー]タブ」
『ユーザーガイド』の「ファイルの[妥当性検査トリガー]タブ」
トリガー

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0430.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0460.htm


トリガー記述
必須。デフォルト：新しいトリガー
トリガーの概要説明を記述して、他の開発者がこのトリガーの目的を理
解するのに役立てます。

ルール
									説明の記述は最大30文字です。

								 トリガーの定義



トリガー・ファンクション名
必須
トリガー処理条件が満たされた場合に呼び出されるトリガー・ファンク
ションの名前を指定します。

ルール
									指定するファンクションは、FUNCTIONコマンド上のTRIGGERパラメータで定義され
ている必要があります。

									LANSAは指定されたファンクションが存在するかどうかを検査しません。

ヒントとテクニック
									トリガー・ファンクションの詳細については、「FUNCTION」コマンドを参照し
てください。

									『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」を参照してください。

								 トリガーの定義

its:LANSA015.CHM::/function.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0035.htm


トリガー・ポイント
必須
ファンクションがトリガー(起動)されるタイミングを指定します。
トリガー・ポイントは、最低でも1つ指定されている必要があります。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

オプション トリガーされるタイミング

OPEN前 ファイルが開かれる前

CLOSE前 フィールドが含まれるファイルが閉じられる前

READ前 フィールドが含まれるファイルが読み込まれる
前

INSERT前 フィールドが含まれるファイルが挿入される前

UPDATE前 フィールドが含まれるファイルが更新される前

DELETE前 フィールドが含まれるファイルが削除される前

OPEN後 フィールドが含まれるファイルが開かれた後

CLOSE後 フィールドが含まれるファイルが閉じられた後

READ後 フィールドが含まれるファイルの読み込み後

INSERT後 フィールドが含まれるファイルの挿入後

UPDATE後 フィールドが含まれるファイルの更新後

DELETE後 フィールドが含まれるファイルの削除後

トリガーの定義



トリガー定義の例
トリガー・フィールド：

Name タイプ 長さ 小数点の位
置

SALARY P 12 2

トリガー・ファンクション：

Name ファン
クショ
ン

トリ
ガー
前

ポイ
ント
後

説明

TRGFN1 オープ
ン

	 	 フィールドSALARYの挿入また
は更新の後、あるいは、フィー
ルドSARALYの削除の前に、ト
リガー・ファンクション
TRGFN1を呼び出します。この
トリガーには条件は適用されて
いないことに注意してくださ
い。

クロー
ズ

	 	

読み取
り

	 	

挿入 	 Y

更新 	 Y

削除 Y 	

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリ
ガーの作成」に記載されている詳細および例

トリガーの定義

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0035.htm


2.8.2	処理条件
処理条件の使用は任意です。テスト条件が指定されていない場合は、ト
リガーが無条件で呼び出されます。「OPEN(開く)」または「CLOSE(閉
じる)」のトリガー・ポイントが使用されている場合は、いかなる条件
も使用できません。
トリガーがフィールド・レベルで定義されている場合は、条件にはトリ
ガーがリンクされているフィールドのみを含めることができます。トリ
ガーがファイル・レベルで定義されている場合は、トリガーがリンクさ
れているファイル内にある、他のすべての実フィールドまたは仮想
フィールドを含めることができます。
詳細については、以下を参照してください。
AND/OR
フィールド名
オペレーション
比較演算子
実行順序

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「トリガーの考え方」
トリガー

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0170.htm


AND/OR
必須。デフォルト：AND
複数の条件が論理「AND」または論理「OR」で結合されるかどうかを
指定します。
1つの条件のみが入力された場合は、この値は無視されます。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									AND

									OR

								 トリガー



フィールド名
必須
条件式で使用されるフィールド名を指定します。

ルール
									フィールドは現在のファイルに存在している必要があります。

								 トリガー



オペレーション
必須。デフォルト：EQ(等しい)
フィールド名と比較演算子に使用される条件の演算子を指定します。

ルール
使用できる演算子は、以下のとおりです。

GT より大きい

GE 以上

LT より小さい

LE 以下

EQ 等しい

NE 等しくない

REF 参照する

ヒントとテクニック
									すべての演算コードは、後ろに"P"を付けて、指定されたフィールドの前の値を使用す
ることができます。このような条件は、UPDATE操作でのみ有効です。また、このタイプの
演算コードを使用する場合は、条件の比較演算子はリテラルを指定することはできませ
ん。

									演算コードREFは、INSERT、UPDATE、READ操作についてのみ有効です。

トリガー



比較演算子
必須
フィールド名と比較される値を構成するフィールドまたはリテラルを指
定します。
値は、フィールド名とタイプと長さの互換性があるかどうかを検査され
ます。
演算コードの後ろに"P"が付いている場合は、条件にリテラルを指定で
きません。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									'NSW'、NSW、'Balmain'、またはBALMAINなどの英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									#CUSTNO、#INVNUMなど、もう1つのフィールド名

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

トリガー



実行順序
必須。デフォルト：次の順序番号
ステートメントが実行される順序を指定します。

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、条件が追加されると自動的に割り振られます。

ヒントとテクニック
									条件の順序は、AND/ORを設定する際に重要です。
トリガー



2.8.3	トリガー・ファンクション
トリガー・ファンクションとは?
トリガー・ファンクションの作成
トリガー・ファンクションのアクティブ化
トリガーが呼び出されるタイミング
TRIG_OPERおよびTRIG_RETC変数とTRIG_LIST作業リスト
トリガーに渡されるTRIG_OPERのコード
トリガーに渡されるTRIG_LISTの項目数
TRIG_RETCで使用される戻りコードとその設定方法
トリガー	-	典型例
トリガーの使用例
トリガー	-	制約と制限
トリガー	-	推奨事項と禁止事項
トリガー



トリガー・ファンクションとは?
トリガー・ファンクションは、ファイルに対して特定タイプのI/O操作
が実行された場合および特定の一連の条件に適合した場合に自動的に呼
び出される一種のLANSAファンクションです。
例えばある在庫管理システムで、DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)
WITH_KEY(#ORDNUM)というRDMLコマンドにより「注文の取り消
し」処理を行うと、所定の「イベント」が発生し、その結果自動的にあ
るファンクションに「トリガー」がかかります。
具体的には次のような処理が走ることになるでしょう。

処理A 注文明細の履歴欄に「取り消された」旨の印をつ
ける

処理B 貸付残高伝票を印刷する

処理C 販売部門に通知する

また、注文が取り消されたときに実行される処理のリストは、元の
DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)ファンクションを変更したり再コンパ
イルしたりしなくても、いつでも追加または変更することができます。
このように、トリガー・ファンクションには、業務処理とデータベー
ス・ファイル(すなわち「オブジェクト」)を直接関連付ける働きがあり
ます。所定のイベントが発生すると、自動的にトリガーがかかります。
例えば、業務上の規則で、注文が取り消された場合に処理A、B、およ
びCも実行しなければならないことが規定されている場合、「従来の設
計」では、A、B、およびCを直接的なロジック(または呼び出し)として
「注文の取り消し」という対話型ファンクションに組み込んでいまし
た。
実際、注文取り消し元として考えられるソースは複数あります。

ソース1 一般的な対話方式による「注文の取り消し」トラン
ザクション

ソース2 毎月行われる未完成注文のバッチ自動取り消し

ソース3 ダイヤルアップPCシステムを使用して営業担当者か
らLANSA	Openトランザクションを介して到着した
要求

	



また、最も「危険」なソースとして以下があります。

ソースX 2年後に他の誰かによって定義されるトランザクショ
ン

	

今すぐ処理A、B、およびCをソース1〜3に組み込む(または少なくとも
その作業を開始する)ことを忘れないでください。
また、実際、新しい設計者がA、B、およびCロジックの存在に気付かな
かった場合、またはこのロジックをいつどのように使用するかを十分に
理解していなかった場合に、最も大きな問題を引き起こすのは、最後の
「ソースX」です。
トリガーは、処理A、B、およびCを注文という「オブジェクト」に関連
付け、イベントの「ソース」が何であろうと、これらの処理が必ず呼び
出されようにするため、このような問題をすべて解決します。
何より、イベントの「ソース」をまったく変更することなく、いつでも
新しい処理D、E、およびFを注文に追加することができます。
適切に使えば、アプリケーション設計の方法が一変するかも知れませ
ん。まずユーザー・インターフェースを完全に設計し、業務処理本体
は、データ・ディクショナリの妥当性規則やトリガー・ファンクション
の形で後から組み込む、という手順も可能になるのです。
その結果、より「オブジェクト指向」の考え方に沿った設計になるで
しょう。
業務処理本体とユーザー・インターフェースを明確に分割する働きが、
トリガーにはあるからです。

トリガー・ファンクション



トリガー・ファンクションの作成
ファンクションをトリガー・ファンクションとして定義するには、
FUNCTIONコマンドでTRIGGERパラメータを使用します。
ファンクションをデータ・ディクショナリ・レベルのトリガーとして動
作させる場合は、このパラメータの最初の部分に*FIELDと入力し、2番
目の部分に、関連付けるデータ・ディクショナリ・フィールド名を入力
します。
ファンクションをデータベース・レベルのトリガーとして動作させる場
合は、パラメータの最初の部分に*FILEと入力し、2番目の部分に、関連
付けるデータベース・ファイル名を入力します。指定するファイルは物
理ファイルでなければなりません。
新しいトリガー・ファンクションを容易に定義できるよう、LANSAに
は、トリガー・ファンクションの土台として使用できる以下のアプリ
ケーション・テンプレートが付属しています。

BBFLDTRIG フィールド・レベルのトリガー・ファンクション

BBFILTRIG ファイル・レベルのトリガー・ファンクション
	

ファンクションをトリガー・ファンクションとして定義するときは、以
下のガイドラインに従う必要があります。

									パラメータRCV_LIST(#TRIG_LIST)を使用してください。

									パラメータRCV_DSは使用しないでください。

									オプション*DIRECTも使用してください。

									オプションxxx_SYSTEM_VARIABLEまたはxxx_FIELD_VALIDATEは使用しないでくだ
さい。

									リスト#TRIG_LISTは、DEF_LISTコマンドでDEF_LIST	NAME(#TRIG_LIST)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2)として定義されていなければなりません。また、このリスト
には、FIELDSパラメータのフィールドを含めないでください。必要なフィールドは自動的に
追加されます。

									DISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドは使用できません。これは、意図的に
適用されている設計/使用上の制約で、将来的なバージョンで排除される可能性があります。

									別のプロセス/ファンクションに対する呼び出し(CALL)が存在してはなりません。これ
は、意図的に適用されている設計/使用上の制約で、将来的なバージョンで排除される可能性
があります。

									アクション・バー・プロセス内でトリガー・ファンクションを定義することはできませ
ん。これは、アクション・バー内からトリガー・ファンクションを参照できないということ
ではなく、アクション・バー・タイプのプロセスの一部としてトリガー・ファンクションを
定義できないということです。



									関連付けられたプロセスではパラメータを使用できません。

									交換リストは使えません。これは、トリガー・ファンクションの設計および使用におけ
る独立性とモジュール性を確保するために意図的に適用されている設計/使用上の制約です。

ファンクションをトリガー・ファンクションとして定義する場合、多く
の状況で以下のガイドラインに従う必要があります。

									「フィールドの妥当性検査／トリガー」および「トリガー・ファンクショ
ン」を参照して、トリガーの定義方法および使用方法を理解してください。

									オプション*NOMESSAGESおよび*MLOPTIMIZEを使用してください。

									オプション*HEAVYUSAGEおよび*DBOPTIMIZEの使用を検討することもできます。

									直接または間接を問わず、トリガーが関連付けられているデータベース・ファイル、ま
たは今後関連付けられるデータベース・ファイルにアクセスしないでください。

									トリガーが頻繁かつ継続的に呼び出される場合は、リソースを大量に消費する操作は避
けてください。このような操作を実行すると、関連付けられたファイルへのアクセス速度が
低下します。無理のない範囲で、トリガーによって別のトランザクションを「送信」して、
イベントのソースが大幅に遅れないようにしてください。

									再帰的なファンクション呼び出しを記述することは可能ですが、実行の段階で失敗しま
す。例えば、ファイルAへの挿入中に呼び出されたフィールド・トリガー・ファンクション
がファイルBにデータを挿入しようとすると、それ自体が再帰的に呼び出される状況に陥
り、失敗する可能性があります。

トリガー・ファンクション
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トリガー・ファンクションのアクティブ化
データ・ディクショナリ･フィールドまたはファイルをトリガー・ファ
ンクションに関連付けるには、トリガーをディクショナリ・レベルで作
成する場合はフィールド制御メニューの[フィールド妥当性検査の表示
／変更／作成]、またはトリガーをファイル・レベルで作成する場合は
[ファイル妥当性検査の表示／変更]を選択する必要があります。
[トリガーの追加]オプションが選択されている場合、フィールドをトリ
ガー・ファンクションに関連付ける必要があります。
その後、いつトリガー・ファンクションをアクティブ化するか(フィー
ルドの更新を実行する前など)、およびトリガー・ファンクションを特
定の状況でのみアクティブ化するかどうかを指定するための情報を入力
できます。トリガー情報の入力の詳細については、「フィールドの妥当
性検査／トリガー」を参照してください。

トリガー・ファンクション
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トリガーが呼び出されるタイミング

OPEN/CLOSE前
OPEN/CLOSE前のトリガーは、ファイル(またはそのビュー)を開く/閉じ
る直前に呼び出されます。
OPEN前のトリガーは、別のビューによって開かれていないファイルま
たはビューを開くときに呼び出されます。
すなわち、ロジックが「ビュー1を開く」、「ビュー2を開く」の順に定
義されている場合(ビュー1およびビュー2はどちらも同じファイルに基
づく)、トリガーは、ビュー1を開くときに呼び出されますが、ビュー2
を開くときには呼び出されません。
CLOSE前のトリガーは、別のビューによって開かれていないファイルま
たはビューを閉じるときに呼び出されます。
すなわち、ロジックが「ビュー1を閉じる」、「ビュー2を閉じる」の順
に定義されている場合(ビュー1およびビュー2はどちらも同じファイル
に基づく)、トリガーは、ビュー2を閉じるときに呼び出されますが、
ビュー1を閉じるときには呼び出されません。

OPEN/CLOSE後
「前」オプションと同様ですが、ファイルを閉じる試行に成功した直後
に呼び出されます。

READ前
ファイルからのレコードの読み取りを試行する直前に呼び出されます。
入力前のトリガーは、ファイルの「情報」にアクセスできないため(情
報がまだ入力されていない)、このトリガーは慎重に使用してくださ
い。このモードでは、ファイルへのアクセスに使用されるキーにアクセ
スできないため、このような操作を前提としたトリガーを設計しないで
ください。

READ後
レコードがファイルから正常に読み取られた後、レコードの詳細が呼び
出し元ファンクションに渡される直前に呼び出されます。仮想フィール
ド・ロジックは、この段階までに完了しています。

INSERT前
ファイルへの新規レコードの挿入を試行する直前に呼び出されます。以
下の点に注意してください。



									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合でも、トリガーは実行されます。

									トリガーが実行されても、挿入に失敗することがあります(重複キー・エラーなど)。
INSERT前のトリガーによってデータベースを変更しないでください。データベースを変更す
る場合は、トリガーを「INSERT後」の位置に移動してください。

									トリガーの呼び出し時には、すべての仮想ロジックが完了しています。

INSERT後
ファイルへの新規レコードの挿入直後に呼び出されます。以下の点に注
意してください。

									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合、トリガーは実行されません。

									呼び出し時には、すべてのバッチ制御ロジックが実行されています。

									AUTOCOMMITが指定されている場合、トリガーの呼び出し前にコミットが実行されま
す。

UPDATE前
ファイル内の既存レコードの更新を試行する直前に呼び出されます。以
下の点に注意してください。

									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合でも、トリガーは実行されます。

									トリガーが実行されても、更新に失敗することがあります(重複キー・エラーなど)。
UPDATE前のトリガーによってデータベースを変更しないでください。データベースを変更
する場合は、トリガーを「UPDATE後」の位置に移動してください。

									トリガーの呼び出し時には、すべての仮想ロジックが完了しています。

UPDATE後
ファイル内の既存レコードの更新直後に呼び出されます。以下の点に注
意してください。

									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合、トリガーは実行されません。

									呼び出し時には、すべてのバッチ制御ロジックが実行されています。

									AUTOCOMMITが指定されている場合、トリガーの呼び出し前にコミットが実行されま
す。

DELETE前
ファイル内の既存レコードの削除を試行する直前に呼び出されます。以
下の点に注意してください。

									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合でも、トリガーは実行されます。

									(非常に稀ですが)トリガーが実行されても、削除に失敗することがあります。DELETE
前のトリガーによってデータベースを変更しないでください。データベースを変更する場合
は、トリガーを「DELETE後」の位置に移動してください。

DELETE後



ファイル内の既存レコードの削除直後に呼び出されます。以下の点に注
意してください。

									要求元がCHECK_ONLY(*YES)を指定した場合、トリガーは実行されません。

									呼び出し時には、すべてのバッチ制御ロジックが実行されています。

									AUTOCOMMITが指定されている場合、トリガーの呼び出し前にコミットが実行されま
す。

トリガー・ファンクション



TRIG_OPERおよびTRIG_RETC変数とTRIG_LIST作業リスト
トリガー・ファンクションは、呼び出されるときに、呼び出し元から以
下の2つのデータを受け取ります。

TRIG_OPER
TRIG_OPER：A(6)フィールドです。このフィールドは、データ・ディ
クショナリで定義されていなければなりません。このフィールドの内容
によって、どのようなデータベース操作が実行されたか、または実行さ
れるかが定義されます。詳細については、「トリガーに渡される
TRIG_OPERのコード」を参照してください。

TRIG_LIST
TRIG_LIST：0、1、または2個の項目が含まれる2項目の作業リストで
す。渡される項目数は、実行されるデータベース操作によって異なりま
す。詳細については、「トリガーに渡されるTRIG_LISTの項目数」を参
照してください。
TRIG_LISTは、2項目の作業リストとして定義する必要がありますが、
リスト内にはフィールドを定義しないでください。必要なフィールド
は、RDMLコンパイラによって自動的に定義されます。
トリガーがフィールド#CUSTNOに関するものである場合、1つのフィー
ルド#CUSTNOが、以下のように入力したかのようにリスト内に自動的
に定義されます。

	DEF_LIST	NAMED(#TRIG_LIST)	FIELDS(#CUSTNO)
トリガーが、実フィールドX、A、およびTと、仮想フィールドQおよび
Bを含むファイルZに関するものである場合、リストは、以下のように
入力したかのように自動的に定義されます。

	DEF_LIST	NAMED(#TRIG_LIST)	FIELDS(#X	#A	#T	#Q	#B)
この自動定義により、確実に正しい名前が使用されます。また、正しい
名前を正しい順序で認識したり入力したりする必要がありません。
自動定義は、ファイルZの「アクティブな」定義を基に実行されます。
そのため、ファイルZのフィールドをX、A、V、T、Q、およびBに変更
した後、変更後のファイルZを「操作可能」にする前にトリガーを再コ
ンパイルすると、変更前の「アクティブ」なバージョンのファイルZ
(X、A、T、Q、B)を基に定義が行われます。
その後、ファイルZを「操作可能」にした場合、リスト・レイアウトと
してX、A、V、T、Q、Bを使用してトリガーの呼び出しが設定されま
す。これは明らかに一致しておらず、予期しない結果になります。



この間違いは、10進数データ・エラーまたはリスト・フィールド内での
データの「オフセット」として現れます。トリガーの呼び出し時にこの
ような問題が発生した場合は、トリガーを再コンパイルしてください。
したがって、ファイル定義を変更するときは、必ず、ファイルを「操作
可能」にしてから、関連付けられたトリガー・ファンクションを再コン
パイルしてください。
リストから値を「取得」するには、GET_ENTRYコマンドを使用しま
す。
すなわち、フィールド#CUSTNOに関するトリガーを使用する場合は、
GET_ENTRY	NUMBER(?)	FROM_LIST(#TRIG_LIST)を使用して、リスト
から#CUSTNOの正しい値を「取得」する必要があります。
同様に、ファイルZの例で#X〜#Bの値を取得する場合も、GET_ENTRY
NUMBER(?)	FROM_LIST(#TRIG_LIST)を使用して値を「取得」する必要
があります。
リスト操作SELECTLIST、GET_ENTRY、およびUPD_ENTRYは、リス
トTRIG_LISTに対してのみ使用してください。また、UPD_ENTRY操作
は、項目番号1に対してのみ実行してください。トリガー・ファンク
ションは、終了時に以下の2つのデータを呼び出し元に返します。
TRIG_RETC：A(2)フィールドです。このフィールドは、データ・ディ
クショナリで定義されていなければなりません。戻り時に
は、"OK"、"ER"、また状況によっては"VE"に設定されていなければな
りません。これらの戻りコードの意味と使用方法の詳細については、以
降のセクションを参照してください。
TRIG_LIST：前に説明したとおり、0、1、または2個の項目が含まれる
2項目の作業リストです。渡された最初の項目のデータは、
UPD_ENTRYコマンドで変更することができます。これを「前」の操作
で実行すると、実際には、挿入または更新されたファイル・データが変
更されます。
同様に、これを「READ後」の操作で実行すると、読み取り要求を発行
したファンクションに渡されたデータが変更されます。
順次呼び出されるトリガー・ファンクション間での「コミュニケーショ
ン」のためにこの機能を使用しないことを強くお勧めします。
リスト操作SELECTLIST、GET_ENTRY、およびUPD_ENTRYは、リス
トTRIG_LISTに対してのみ使用してください。UPD_ENTRY操作は、項
目番号1に対してのみ実行してください。
トリガー・ファンクション



トリガーに渡されるTRIG_OPERのコード
呼び出されたトリガー・ファンクションは、フィールドTRIG_OPERに
アクセスして、呼び出し時に進行中だった操作を特定することができま
す。
TRIG_OPERで渡される値は以下のとおりです。

進行中の操作 TRIG_OPERの値

OPEN前 BEFOPN

OPEN後 AFTOPN

CLOSE前 BEFCLS

CLOSE後 AFTCLS

READ前 BEFRED

READ後 AFTRED

INSERT前 BEFINS

INSERT後 AFTINS

UPDATE前 BEFUPD

UPDATE後 AFTUPD

DELETE前 BEFDLT

DELETE後 AFTDLT

トリガー・ファンクション	



トリガーに渡されるTRIG_LISTの項目数
トリガーが呼び出されるときに、実行されている操作の対象のフィール
ドまたはファイル・レコードの詳細が含まれるTRIG_LISTという作業リ
ストがトリガーに渡されます。
トリガーの呼び出し時にTRIG_LISTに保持されている項目数は0、1、ま
たは2個です。

項目数 意味/内容

0 このコンテキストで利用できる詳細はありませ
ん(OPEN前、READ前など)。

1 現在のコンテキストでは、1セットの詳細を利用
できます(READ後など)。

2 現在のコンテキストでは、2セットの詳細を利用
できます。項目1は新しい詳細、項目2は以前の
詳細です(UPDATE前/後のイメージなど)。

	

リストで渡される項目数は、進行中の操作によって異なり、以下の表に
従います。

進行中の操作 TRIG_LIST内の項目数

OPEN前 0

OPEN後 0

CLOSE前 0

CLOSE後 0

READ前 0

READ後 1

INSERT前 1

INSERT後 1

UPDATE前 2



UPDATE後 2

DELETE前 1

DELETE後 1
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TRIG_RETCで使用される戻りコードとその設定方法
トリガー・ファンクションが完了すると、必ずその完了状況について以
下の3つの検査が行われます。
1.			戻りコードTRIG_RETCが"OK"	(大文字)であるかどうか検査されま
す。"OK"でない場合、トリガーは失敗したものと見なされます。

2.			ファンクションの完了状況が検査されます。OKでない場合、トリ
ガーは失敗したものと見なされます。ファンクションがABORTコマ
ンドを実行するか、直前の画面が表示されることなくENDCHECKに
到達するか、または無効な配列やサブストリング参照などを使用した
場合などは、ファンクションにより「異常」の完了状況が与えられま
す。

3.			I5/OSの完了状況が検査されます。OKでない場合、トリガーは失敗し
たものと見なされます(トリガー・ファンクションが見つからなかっ
た場合など)。

トリガー・ファンクションが失敗したものと見なされると、以下の表に
従って、データベース操作を実行している実際の呼び出し元ファンク
ション(すなわち、SELECT、UPDATE、またはINSERTを実行している
ファンクション)に戻りコードが発行されます。

進行中の操作 戻りコード

OPEN前 OK、ER

OPEN後 OK、ER

CLOSE前 OK、ER

CLOSE後 OK、ER

READ前 OK、ER

READ後 OK、ER

INSERT前 OK、VE

INSERT後 OK、ER

UPDATE前 OK、VE

UPDATE後 OK、ER



DELETE前 OK、VE

DELETE後 OK、ER
	

この表に記載されていない値をTRIG_RETCで返さないでください。
また、呼び出し元RDML	I/Oコマンドが基となるトリガーの存在を認識
している状況で特別な「トラップ」または「処理」を実行するよう設定
しないでください。
このような手法を使用すると、設計が非常に複雑になり、トリガー導入
の目的全体(すなわち、機能の上層からは「見えなく」すること)が無駄
になってしまいます。
I/O操作を実行するRDMLファンクションでは、(他の通常のRDMLファ
ンクションのように)	IO_ERRORやVAL_ERRORパラメータを使用しない
ことをお勧めします。
デフォルト値をそのまま使用し、標準のエラー処理によって問題が解決
されるようにしてください。I/O操作の実行には、目的どおりに機能す
るかどうか関わらず、「バイナリー」手法を使用してください。うまく
機能しない場合は、標準のエラー処理によって問題が解決されるように
してください。
RDMLファンクション内に独自のI/Oエラー・トラップをコーディングす
ることは、そのトラップが非常に特化された性質のもの(作業ファイル
の設定など)である場合を除き、お勧めしません。この推奨事項に従わ
ないと、実装が過度に複雑になり、実質的に業務上の利点がまったく得
られない上、開発および保守のコストが大幅に高くなります。
"OK"の応答は、操作が正常に完了したことを示します。
"ER"の応答は、I/O要求を発行したRDMLコマンドにIO_ERRORパラメー
タを設定します。
"VE"の応答は、I/O要求を発行したRDMLコマンドにVAL_ERRORパラ
メータを設定します。
"VE"の応答は、INSERT前、UPDATE前、およびDELETE前に対してのみ
返されることに注意してください。
これにより、これらの位置のトリガーは、「拡張妥当性検査」のように
機能することができます。
ただし、「拡張妥当性検査」として設定されたトリガーが、実際に特定
のフィールドに対してエラー状態を示す「フラグ」を設定することはで
きません。



エラーが発生したことを示したり、エラー・メッセージの詳細を発行し
たりすることは可能ですが、通常の妥当性規則や通常の妥当性検査ファ
ンクションと同じ方法で、エラーのある特定フィールドにフラグを設定
することはできません(ファンクション・オプション
*xxx_FIELD_VALIDATEを参照してください)。
ただし、トリガーとして定義された「拡張妥当性検査」には、通常の妥
当性検査ファンクションにはない利点が1つあります。それは、挿入、
削除、または更新対象になっているファイル・レコードのすべての値に
アクセスできることです。一方、通常の妥当性検査ファンクションがア
クセスできるのは、それに関連付けられている個々のフィールド値のみ
です。
「拡張妥当性検査」としてトリガーを使用すると、非常に強力な機能が
提供されます。特に、UPDATE前の検査で利用可能な「前/後のイメー
ジ」を考慮するときなど、非常に役立つことがあります。
ただし、以下の点に注意してください。

									「拡張妥当性検査トリガー」は、非常に複雑な状況でのみ使用してください。この機能
を使用する前に、必ず通常のディクショナリ機能を検討してください。

									「拡張妥当性検査」タイプのトリガーを使用する場合は、1つのファイルに対して1つの
み使用し、すべての規則を内部にカプセル化してください。これにより、「妥当性検査」操
作をサポートするトリガーは1つのみになります。

									トリガー・ファンクションに「独立したモジュール性」を持たせてください。アクショ
ン・バー・ファンクションと同様に、以下の「」内に示すような特性を持たせてください。

									「アクション」を1つのみ実行してください。

									その前後に他のトリガーや仮想コード・ロジックが続くことを想定しないでくださ
い。

									「スタンドアロン」で動作するようにしてください。

									小型かつ堅固にしてください。アクションを実行するために呼び出されたトリガー
が、1つのアクションの実行のみ、または失敗の理由を示すエラー・メッセージの発行の
みを行うようにしてください。

								 トリガー・ファンクション



トリガー	-	典型例
以下は、トリガー・ファンクションの使用方法を示す典型例です。
この例では、複雑な業務上の規則をトリガーに「カプセル化」します。
次に、トリガーを関連データベース・ファイルに関連付け、指定のイベ
ントが発生した場合に必ず業務上の規則で規定された処理が実行される
ようにします。
これは、トリガーによって複雑な規則を「カプセル化」し、「オブジェ
クト」(ファイル)に直接関連付ける方法を明確に示している典型例で
す。

業務上の問題
ACMEエンジニアリングでは、給与支払いシステムを運用しています。
従業員マスター・ファイル(EMPL)には、"SALARY"およ
び"WEEKPAY"という2つのフィールドが含まれています。
SALARYは、会社が従業員に支払うよう契約している年棒です。
WEEKPAYは、従業員に対して毎週支払われる金額です。
WEEKPAYは、一連の複雑な規則を用いて算出されます。
新しい従業員に対するWEEKPAYの計算は比較的単純ですが、従業員の
SALARYが変更された場合は、新しいSALARY額と以前のSALARY額が
関与する複雑な計算になります。

トリガー・ファンクション
トリガーを定義するための最初の手順では、すべてのWEEKPAY規則を1
つにカプセル化するトリガー・ファンクションを定義します。
これが、優れたトリガー設計の基礎となります。
そのために、以下のファンクションがコーディングされているとしま
す。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT	*NOMESSAGES	*MLOPTIMIZE)
									RCV_LIST(#TRIG_LIST)	TRIGGER(*FILE	EMPL)
/*	Define	the	standard	trigger	list	which	will	contain	the	*/
/*	before	and	after	images	of	the	EMPL	file	record.	These		*/
/*	fields	are	automatically	added	to	the	list	definition			*/
/*	by	the	RDML	compiler.																																			*/
DEF_LIST	NAME(#TRIG_LIST)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2)
/*	Now	examine	exactly	what	event	has	occurred														*/
CASE		OF_FIELD(#TRIG_OPER)



/*	A	new	employee	is	being	created	*/
WHEN		VALUE_IS('=	BEFINS')
						GET_ENTRY	NUMBER(1)	FROM_LIST(#TRIG_LIST)
						<<	calculate	correct	value	into	field	WEEKPAY	>>
						UPD_ENTRY	IN_LIST(#TRIG_LIST)
/*	An	existing	salary	has	been	changed	*/
WHEN		VALUE_IS('=	BEFUPD')
						DEFINE	FIELD(#OLDSALARY)	REFFLD(#SALARY)
						GET_ENTRY	NUMBER(2)	FROM_LIST(#TRIG_LIST)
						CHANGE	FIELD(#OLDSALARY)	TO(#SALARY)
						GET_ENTRY	NUMBER(1)	FROM_LIST(#TRIG_LIST)
						<<	calculate	correct	value	into	WEEKPAY	>>
						<<	using	OLDSALARY	in	the	calculations		>>
						UPD_ENTRY	IN_LIST(#TRIG_LIST)
OTHERWISE
						ABORT	MSGTXT('WEEKPAY	trigger	function	invalidly	invoked')
ENDCASE
CHANGE	FIELD(#TRIG_RETC)	TO(OK)
RETURN

トリガー・ファンクションのアクティブ化
これで、トリガー・ファンクションが定義されました。次に、このトリ
ガー・ファンクションをアクティブ化する必要があります。これを行う
には、ファイルEMPLの定義にアクセスし、2つのトリガー呼び出しイベ
ントをこの定義に関連付けます。
1つ目は、「INSERT前」として指定し、条件を関連付けません。すなわ
ち、このトリガー・ファンクションは、新しい従業員を作成しようとす
るたびに呼び出されます。
2つ目は、「UPDATE前」として指定し、以下のような条件を関連付け
ます。
									SALARY				NEP			SALARY
すなわち、						SALARYが以前のSALARYと等しくない
これにより、トリガーは、従業員のSALARYが変更された場合のみ、
「UPDATE前」にアクティブ化されます。
「UPDATE前」イベントをこのように定義すると、従業員のSALARYが
変更されない(ほとんどがこの状況に該当)限りトリガーはアクティブ化
されないため、非常に効率的です。
SALARYが変更されるか、従業員が勤務するCOMPANYが変更されたと



きに、WEEKPAYを再計算する必要がある場合は、代わりに以下のよう
な呼び出しイベントを定義します。
									SALARY				NEP			SALARY
					OR		COMPANY			NEP			COMPANY
すなわち、						SALARYが以前のSALARYと等しくない
				または			COMPANYが以前のCOMPANYと等しくない

WEEKPAYを必ず再計算する場合は、2つの呼び出しイベントを別々に定
義する必要はありません。単純に1つのイベント(条件なし)を定義し、
「INSERT前」および「UPDATE前」にトリガーを呼び出すよう指定し
ます。
この場合、当然ながら、従業員の挿入または更新を行うたびに、トリ
ガー・ファンクションが呼び出されることになります。

この例についての注意点
この例には、優れたトリガーの設計と使用のために重要になる要素がい
くつか示されています。

									「カプセル化」原理。WEEKPAYを計算するための「具体的な処理」が、1つのファンク
ションに「カプセル化」されています。そのため、必要な変更を1箇所で行えます。

									必要が生じてからの設計。システム設計の初期段階では、WEEKPAYの具体的な処理の
存在を定義する必要はありません。また、具体的な処理を想定して全体の設計を進める必要
もありません。

逆に言うと、設計工程のどの時点でも、必要になった時点で具体的な中身を決めてよい、と
いうことです。例えば、従業員を作成したり更新したりするアプリケーションが決まってい
ない段階で、WEEKPAYの具体的な処理を定義する必要はありません。まず、作成/更新アプ
リケーションを定義し、検査することができます。WEEKPAYの具体的な処理を作成、定義
した時点から、既存のアプリケーションの処理に反映されるようになります。

									再利用可能性。WEEKPAYを計算する具体的な処理は、従業員の詳細を作成または変更
するアプリケーションによって自動的かつ暗黙的に再利用されます。トリガーは、通常の
NPTデバイスから「従業員データ保守」ファンクションを通して、またはPCアプリケーショ
ンからLANSA	Open機能を通してアクティブ化される可能性があります。

									情報隠蔽。WEEKPAYというロジックが存在し、使用されているという事実は、「従業
員データ保守」ファンクションを作成するRDMLビルダーからは見えません。また、RDML
ビルダーにとっては意味がないものでしょう。

									「具体的な処理」と「イベント」の分離。トリガー・ファンクションでは、「イベン
ト」が発生したときに何を行うか(すなわち「具体的な処理」)を定義します。

ただし、イベントの発生を検出する必要はありません。

例えば、前に定義したファンクションでは、「週給の計算」という「具体的な処理」を定義
しています。



業務上の規則では、新しい従業員が採用された場合、既存の従業員の給与が変更された場
合、または既存の従業員が転職した場合に、週給を(再)計算しなければならないことを規定
しています。

実際の「イベント」は、LANSAデータ・ディクショナリで定義します。

								 トリガー・ファンクション



トリガーの使用例

例1：現在の勘定残高を計算する
Object											:	Account	(ACNT)
	
Trigger	Field				:	"Account	Balance"	(ACCBAL)
	
Trigger	Method			:	Calculates	the	current	balance	of	the	account.

Trigger	Event(s)	:	1.	AFTER	READ	when	ACCBAL	is	REF	(referenced)
	
Invoked	By							:	(i.e.	How	is	an	account	balance	retrieved	?)
	
																				FETCH	FIELDS(....#ACCBAL....)	
																										FROM_FILE(ACNT)
																or	SELECT	FIELDS(....#ACCBAL....)	
																										FROM_FILE(ACNT)
	
Comments									:	Quite	efficient	because	ACCBAL	is	only	
																			calculated	when	the	requester	asks	for	it.
	

例2：注文のバッチ印刷ジョブを送信する
Object											:	Order	(ORDR)
	
Trigger	Field				:	"Print	Required"	(PRINT_REQ)
	
Trigger	Method			:	Submits	batch	order	print	job.	Batch	function
																			prints	order	and	updates	PRINT_REQ	to	'N'.
	
Trigger	Event(s)	:	1.	AFTER	INSERT	when	PRINT_REQ	EQ		'Y'
	
																			2.	AFTER	UPDATE	when	PRINT_REQ	EQ		'Y'
																																			and		PRINT_REQ	NEP	PRINT_REQ
	
Invoked	By							:	(i.e.	How	is	an	order	submitted	for	printing	?)

																				CHANGE	#PRINT_REQ	'Y'
																				UPDATE	FIELD(#PRINT_REQ)	IN_FILE(ORDR)



	
Comments									:	It	may	seem	a	little	obscure	as	a	System	i	
																			based	trigger	but	what	if	the	update	
																			comes	from	a	PC	based	application	via	
																			the	LCOE	facility,	or	from	a	batch	job	
																			that	starts	automatically	every	morning	
																			and	automatically	selects	certain
																			orders	for	printing	?
	
トリガー・ファンクション



トリガー	-	制約と制限
関連付けられたバッチ制御ファイルに対するトリガー・ロジックは実行
されません。ファイルAが、バッチ制御ヘッダー・ファイルとしてファ
イルBを使用している場合、Aに対するI/O操作によって、ファイルBの
「バッチ・ヘッダー」レコードを挿入/更新する必要があるときには、B
に関連付けられたトリガーは呼び出されません。

トリガー・ファンクション



トリガー	-	推奨事項と禁止事項
推奨事項

									トリガーが関与する複雑なアプリケーションを実装する前に、トリガーを使用して小規
模なテスト・ケースを試し、満足できる結果および動作が得られることを確認してくださ
い。

									(トリガーが関連付けられた)データ・ディクショナリ内のフィールドのタイプまたは長
さを変更したときは、必ず以下を再コンパイルしてください。

									そのフィールドに関連付けられたすべてのトリガー・ファンクション

									そのフィールドを実フィールドまたは仮想フィールドとして含むファイルのすべての
I/Oモジュール

									そのフィールドを含むファイルに対して*DBOPTIMIZE参照を行うすべてのファンク
ション

									再コンパイルするオブジェクトのリストは、フィールドの定義の完全なリストを生成す
ることによって簡単に得られます。

									(トリガーが関連付けられた)データベース・ファイルのレイアウトを変更した場合は、
必ず以下を再コンパイルしてください。

									そのファイルのI/Oモジュール

									そのファイルに関連付けられたすべてのトリガー・ファンクション

									そのファイルに対して*DBOPTIMIZE参照を行うすべてのファンクション

再コンパイルするオブジェクトのリストは、ファイルの定義の完全なリ
ストを生成することによって簡単に得られます。

禁止事項
									トリガーが関連付けられているファイルに対してI/Oを実行しないでください。直接ま
たは間接を問わず、このようなI/Oを実行しようとすると、ファイルのI/Oモジュールが再帰
的に呼び出されることがあります。この規則を回避するために、*DBOPTIMIZEを使用しな
いでください。アクティブなI/Oモジュールのファイル・カーソルが失われたり壊れたりする
可能性があります。

									実フィールドおよび仮想フィールドの数が799個(800番目のフィールド位置は、標準の
@@UPIDフィールド用に予約済み)を超えているファイルに対してトリガーを使用しないで
ください。

									トリガーにより、過度にリソースを消費しないようにしてください。例えば、ファイル
からの読み取り後に必ず実行される無条件のトリガーがデータベース・アクセスを3回実行
する場合、ベース・ファイルの読み取りに要する時間は少なくとも4倍になります。トリ
ガーは非常に便利な機能ですが、魔法ではありません。多くの処理を実行するようトリガー
を設定すると、それに伴ってスループットが低下します。トリガーは、アプリケーション設
計者の責任において、その使用によるアプリケーション・スループットへの影響を考慮した
上で使用してください。

									トリガー間に依存関係を作成しないでください。例えば、トリガーA	(UPDATE前)に
よってフィールドXの値を設定するとします。トリガーB	(同じくUPDATE前)を、最初にトリ
ガーAが実行されている(これによってフィールドXが設定されている)ことを「認識」した上



で、トリガーAの後に実行するよう設定することはお勧めしません。これは、トリガー間の
「相互依存」の一例で、トリガーの使用方法として適切ではありません。この場合、トリ
ガーA内の、フィールドXに値を設定する処理の後に、トリガーBのロジックを直接挿入して
ください。

									トリガー・ファンクションからユーザー出口が呼び出されたときにABORTを使用しな
いでください。トリガー・ファンクション内でABORTが実行されると、I/Oモジュールが
ABORTを中断できるようになり、ファンクションにトリガー・エラー状況を渡します。ただ
し、トリガーによって呼び出された(ユーザー出口)ファンクション内でABORTが実行された
場合、ファンクションは、この呼び出しがトリガーによるものであることを認識せず、区別
しないため、ABORTは標準の方法で解釈されます。このような状況(妥当性検査など)で
ABORTを使用することはお勧めしません。

									I/O操作を実行する「通常の」RDMLファンクションがトリガーの存在を「認識」し、何
らかの方法(*LDA、データ・エリアなど)でトリガーと直接「コミュニケーション」を行うよ
うな形でトリガーを設計しないことを強くお勧めします。

トリガー「要求」をサポートする場合は、仮想(または実)フィールドを
ファイル定義に盛り込み、それによって通常の方法でトリガーを発動し
てください。

トリガー・ファンクション



3.	ファイル
ファイル定義
ファイル内の実フィー
ルド
ファイル内の仮想
フィールド
論理ビュー

アクセス経路
ファイル属性
バッチ制御
仮想ロジック

ファイル・レベルの妥
当性検査とトリガー
ファイル・コンパイ
ル・オプション
外部ファイルのロード

	

さらに、次のトピックも参照してください。
『ユーザーガイド』の「ファイル」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「データベースの作成」

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0135.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0020.HTM


3.1	ファイル定義

[ファイル	タイプ]
[識別子]

[ファイル	ライブラリ]
[記述]

[名前]

	

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「データ	ベースの作	成」
ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0020.HTM


3.1.1	[ファイル	タイプ]
ファイル・タイプは、ファイルがLANSAで作成され保守されるファイ
ルか、または他のシステムで保守される外部定義のファイルかを定義し
ます。
ファイル・タイプは、アイコンから簡単に特定できます。または、
[ファイル属性]タブの[ファイル記述]で調べることもできます。

LANSAファイル。LANSAで作成され保守されます。

IBM	i	の外部ファイル。このアイコンで示されるファイル
は、他のアプリケーションで作成され保守されるIBM	i
ファイルです。このファイルの定義は、[外部ファイルの
ロード]によってIBM	i	からLANSAにロードされていま
す。

PCの外部ファイル。このアイコンで示されるファイルは、
他のアプリケーションで作成され保守されるIBM	i	以外の
ファイルです。このファイルの定義は、ODBCデータ・
ソースからLANSAにロードされています。詳細について
は、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「PC用の外部ファイ
ル」を参照してください。

ファイル定義

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0330.htm


3.1.3	[識別子]
必須。
ファイルが認識される識別子を指定します。

ルール

有効なLANSAオブジェクト名にする必要があります。

ファイル識別子とファイル・ライブラリは一意でなければなりません。	

プラットフォームについて

IBM	i：	標準のRPGプログラミング言語を使用する場合は、8文字以内の名前を使用
する必要があります。

ヒントとテクニック

LANSAでは異なるライブラリ内で同一のファイル識別子を使用することが可能で
す。ただし、このような使用は避けてください。その代わりに、複数のLANSAシ
ステムをインストールして、開発環境や運用環境などに個別に対応することをお勧
めします。

さらに、次のトピックも参照してください。
[名前]
[ファイル	ライブラリ]
ファイル定義



3.1.4	[ファイル	ライブラリ]
必須
新規ファイルの常駐先ライブラリを指定します。
デフォルト：区画のデフォルトファイル・ライブラリ名

ルール
									ライブラリ名は、オペレーティング・システムのオブジェクト命名標準に従う必要があ
ります。

									ライブラリ名をファイルの[識別子]と組み合わせる場合は、この組み合わせは対象の
ファイルに対してユニークな名前である必要があります。

									このフィールドには、区画の省略時ファイル・ライブラリ名があらかじめ設定されてい
ます。LANSAは指定されたライブラリが存在するかどうかを検査しません。

警告
									指定するライブラリは、既存のライブラリでユーザーにその使用権限がある必要があり
ます。LANSA	は指定されたライブラリが存在するかどうかを検査しません。

プラットフォームについて
									IBM	i：IBM	iの「現行」ライブラリに存在するファイルを作成することは避けてくださ
い。

ヒントとテクニック
									LANSA	では異なるライブラリ内で同一のファイル識別子を使用することが可能です
が、ご使用にならないことを強くお勧めします。その代わりに、複数のLANSAシステムをイ
ンストールして、開発環境や運用環境などに個別に対応することをお勧めします。

さらに、次のトピックも参照してください。
[識別子]
ファイル定義



3.1.5	[記述]
必須
ファイルに関連した説明を記述します。この説明は、システム・ユー
ザーがファイルを識別する際に役立つようにLANSA内とオペレーティ
ング・システム内で使用されます。複数言語対応パーティションで、あ
る言語の説明文がない場合、省略時設定の言語による説明文が使われま
す。他の言語のファイル記述は、「ファイル属性」を使用して更新する
ことができます。

ルール
									最大40文字

プラットフォームについて
									IBM	i：識別のため、CUA標準の使用をお勧めします。

ヒントとテクニック
									ファイル記述はファイル識別子よりも頻繁に使用されるため、慎重に説明の言葉を選ん
でください。例えば、LANSA	Clientのようなレポート・ツールでは、エンド・ユーザーが
ファイルを選択する場合にこのファイル記述が表示されます。

								 ファイル定義



3.2	ファイル内の実フィールド
ファイル内の実フィールドとは、すべてのテーブルまたはファイル定義
内にある通常のフィールドのことで、互いに組み合わされて関連する
テーブルまたはファイルのレコード様式を形成します。このような
フィールドはデータベースのテーブルまたはファイル内に実在し、その
内容(または値)はテーブルまたはファイル内のレコードからいつでも抽
出することができます。
新規の実フィールドをファイルに追加する場合は、以下を参照してくだ
さい。
[フィールド名]
[キーの位置]
[順序]
[仮想]
さらに、次のトピックも参照してください。
ファイル内の仮想フィールド
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「データベースの作成」
『ユーザーガイド』の「[ファイル一覧]タブ」
ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0020.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0450.htm


3.2.1	[フィールド名]
必須
ファイル定義に含めるフィールドの名前を指定します。

ルール
									ファイル定義で使用されるフィールドは、LANSAリポジトリに定義されている必要が
あります。

									注：「フィールドの一括追加」インターフェースを使用してファイルにフィールドを追
加する場合は、新規フィールドはリポジトリで作成することができます。フィールドの[識
別子]を参照してください。

ヒントとテクニック
									LANSAにより作成されるすべてのファイルには、自動的にフィールドが1つ割り当てら
れます。このフィールドは「@@UPID」と呼ばれ、LANSAデータベースI/Oモジュール
はこのフィールドを使用して「相互更新」を検査します。このフィールドは、LANSAリポジ
トリに定義されますが、手作業ではファイル定義に絶対に入れないでください。フィールド
はファイル内のフィールドのリスト内に表示されませんが、物理データベース定義に表示さ
れます。

									フィールド・タイプとしてどのようなものが設定できるかは、区画の設定によって異な
ります詳細については、『Visual	LANSA管理者ガイド』の「RDML区画および
RDMLX区画」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[キーの位置]
[順序]
ファイル内の実フィールド

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0115.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


3.2.2	[順序]
必須
ファイル内の他のフィールドを基準にしたフィールドの位置を指定しま
す。
順序を使用して、ファイル内のフィールドの物理的な順序、またはテー
ブル内の列の順序を決定します。

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、フィールドが追加されると自動的に割り振られます。フィールドの順
序がフィールドの一覧内で更新されると、順序番号も更新されます。

ヒントとテクニック
									順序は[キーの位置]とは関係ありません。ただし、通常キー・フィールドはファイ
ルで一覧表示される最初のフィールドです。

									順序は、テンプレートを使用してRDMLコードを生成する場合に重要です。デフォルト
では、フィールドはファイル内の物理的な順序で表示されます。通常、最も重要な各フィー
ルドがファイルの最初のフィールド群としてグループ化されます。

ファイル内の実フィールド



3.2.3	[キーの位置]
フィールドをファ	イルの1次キーの形成に含めるようにフィールドを
キーの位置に割り当てるかどうかを指定します。
ファイルの1次キーを形成する各フィールドは、階層での第1キー(最も
重要なキー)から階層での最後のキー(最も重要でないキー)にリストする
必要があり	ます。

ルール
									ファ	イルの1次キー(指定順に連結されたキー内の全フィールドで構成されます)は、
UNIQUEである必要があります。

									順	序番号は連番である必要があります。

									こ	の順序番号は、キー・フィールドおよび値が追加されると自動的に割り振られま
す。キーの順序がキーのリスト内で更新されると、順序番号も更新されます。

プラットフォームについて
									IBM	i：ファイル内の1レコードのみが任意の特定の1次キーを持つことができます。こ
の規則は、オペレーティング・システムの機能による強制(DDSキーワー	ドUNIQUE)で、違
反することはできません。すでにファイルに存在するレコードと同じ1次キーを指定して
ファイルにレコードを追加しようとすると、	「重複キー・エラー」になります。

ヒントとテクニック
									ファ	イル定義を設定する際に1次キーを指定する必要はありませんが、各ファイルには
キーを設定することを強くお勧めします。

									LANSA	は重複キー・エラーを自動的に処理するため、このエラーを処理または検査す
るためのロジックをユーザーが作成する必要はありません。

									ユ	ニークな1次キーがあることは、LANSAにとって重要です。その理由は、このユニー
クな1次キーの存在によりファイル内の1つのレコードだけを識別でき	るためです。

									キー	の位置は[順序]とは関係ありません。ただし、通常キー・フィールドはファイル
で一覧	表示される最初のフィールドです。

さらに、次のトピックも参照してください。
[順序]
ファイル内の実フィールド



3.2.4	[仮想]
対象のフィールドがファイル定義で仮想フィールドになるかどうかを指
定します。
複数のフィールドをファイルに追加する場合は、特定のフィールドがそ
れに関連付けられた仮想フィールドの定義を持つことを指定することが
できます。
デフォルト：NO(チェックなし)
ファイル内の仮想フィールド



3.3	ファイル内の仮想フィールド
仮想フィールドとは、データベース・ファイル内には実存せず、ファイ
ル内の実フィールドから動的に設定されるフィールドのことです。
仮想フィールド定義
[日付変換]
[サブストリング]
[結合]
[フィールドの計算]
[コード	フラグメント]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「仮想フィールドの作成」
『ユーザーガイド』の「[ファイル一覧]タブ」
事前結合フィールドの定義
ファイル内の実フィールド
仮想ロジック

ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0030.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0450.htm


3.3.1	仮想フィールド定義
[フィールド名]
[仮想フィールドタイプ]
[順序]
[ファイル読込み後に仮想フィールドの値を設定]
[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「仮想フィールドの作成」
ファイル内の仮想フィールド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0030.HTM


[フィールド名]
必須
仮想フィールドとしてファイル定義に含めるフィールドの名前を指定し
ます。

ルール
									ファイル定義で使用されるフィールドは、LANSAリポジトリに定義されている必要が
あります。

									フィールド・タイプは選択した[仮想フィールドタイプ]と一致している必要があ
ります。例えば、数値計算には数値フィールド・タイプが指定されている必要があります。

									フィールド長は、サブストリングと連結仮想のために検査されます。

ヒントとテクニック
									仮想フィールドを使用する際は、フィールドの命名標準に従ってください。例えば、す
べての仮想フィールドの名前には"VIR"という3文字の接尾辞を付けます。これにより、開発
者がフィールドを仮想フィールドと識別するのに役立ちます。

さらに、次のトピックも参照してください。
ファイル内の物理フィールド

ファイル内の仮想フィールド



[仮想フィールドタイプ]
必須
仮想フィールドの設定タイプを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

[日付変換] YYMMDD形式で実フィールドに保持された日
付をDDMMYY形式の仮想フィールドにマッピ
ングします。

[サブストリング] 1つの実フィールドを複数の仮想フィールドに
サブストリングします。

[結合] 複数の実フィールドを1つの仮想フィールドに
サブストリングします。

[フィールドの計
算]

操作中の仮想フィールドの数値計算の拡張定義
を指定します。

[コード	フラグメ
ント]

RDMLXコードによって、ファイルの読み取り
時に仮想フィールドの値を設定し、ファイルへ
の書き込み時に実フィールドの値を設定するよ
う指定できます。

ヒントとテクニック
									仮想[フィールド名]のタイプと長さは選択した仮想フィールドのタイプに一致して
いる必要があります。例えば、数値計算には数値フィールド・タイプが指定されている必要
があります。フィールド長は、一部の仮想タイプのためにのみ検査されます。フィールドの
長さが、選択した仮想タイプに適切であることを確認してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[フィールド名]
ファイル内の仮想フィールド



[順序]
必須
ファイル内の他の仮想フィールドに対する対象の仮想フィールドの順序
を指定します。

ルール
									順序は連番である必要があります。

									この順序は、仮想フィールドが追加されると自動的に割り振られます。フィールドの順
序がフィールドの一覧内で更新されると、順序も更新されます。

ヒントとテクニック
									仮想フィールドの順序は、対象のフィールドの値を変更して、再度順序付けることがで
きます。

									仮想フィールドの順序は、これらの仮想フィールドが一覧表示されたグループ内でのみ
適用されます。

ファイル内の仮想フィールド



[ファイル読込み後に仮想フィールドの値を設定]
仮想フィールドが、実フィールドを読み取った後にファイルから設定さ
れるかどうかを指定します。
このオプションは、ファイルから情報を読み取る際に、仮想フィールド
が作成されることを意味しています。この指定を行うと、情報が設定さ
れて表示に利用できます。例えば、日付がYYYY/MM/DD形式で格納さ
れていて、ファイルのデータは日付順で適切にソートすることができる
場合に、ユーザーにはこの日付をDD/MM/YYで表示させるという場合に
利用できます。
デフォルト：NO(チェックなし)

ルール
									少なくとも[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]または[ファ
イル読込み後に仮想フィールドの値を設定]のいずれかを選択する必要があり
ます。両方の値を選択することもできます。

ヒントとテクニック
									仮想フィールドの設定も事前結合フィールドに基づいて実行されます。「アクセス
経路の定義」と「結合フィールドﾞ設定」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]
ファイル内の仮想フィールド



[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]
「実」フィールドが、ファイルに書き込む前に「仮想」フィールドから
設定されるかどうかを指定します。
このオプションは、仮想フィールドに入力された情報が仮想フィールド
の定義に使用されるファイルのフィールドに書き込まれることを意味し
ています。仮想フィールドとはユーザーの入力フィールドであり、ファ
イル内の実フィールドに情報を書き込みます。例えば、ユーザーが日付
をDD/MM/YYで入力すると、YY/MM/DDに変換されてファイルに格納
されます。
デフォルト：NO(チェックなし)

ルール
									少なくとも[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]または[ファ
イル読込み後に仮想フィールドの値を設定]のいずれかを選択する必要があり
ます。両方の値を選択することもできます。

ヒントとテクニック
									このオプションでは、[フィールドの計算]の仮想はサポートされません。
									仮想フィールドに妥当性検査を追加することができますが、エラーが発生した場合に仮
想フィールドを強調表示できるように、仮想フィールドが表示上に含まれるように注意して
ください。日付の仮想の場合では、画面上の実フィールドではなく、妥当性検査を持つ仮想
フィールドを表示するのみです。

									仮想フィールドの設定も事前結合フィールドに基づいて実行されます。「アクセス
経路の定義」と「結合フィールドﾞ設定」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[ファイル読込み後に仮想フィールドの値を設定]
ファイル内の仮想フィールド



3.3.2	[日付変換]
日付仮想は、ファイル内の既存の日付フィールドの形式を変換します。
例えば、日付がYYMMDD形式で実フィールドに保持されている場合
に、この日付をDDMMYY形式の仮想フィールドに簡単にマッピングす
ることができます。実フィールドがファイルのレコードの並び替えに最
もよく使用される形式であるのに対して、仮想フィールド形式は表示ま
たは印刷に最もよく使用される形式です。
詳細については、以下を参照してください。
[元フィールド]
[実フィールドの形式]
[仮想フィールドの形式]
さらに、次のトピックも参照してください。
[仮想フィールドタイプ]
ファイル内の仮想フィールド



[元フィールド]
必須
仮想フィールド名により指定される日付変換の結果が入る仮想フィール
ドに使用される物理ファイル内のフィールド(実または仮想)を指定しま
す。

ルール
					仮想フィールドが[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]と定義さ
れた場合は、参照元フィールドは、日付変換の結果値を入れるのに十分なサイズを持つ必要
があります。十分なサイズがないと、予測不可能な結果をもたらす可能性があります。

さらに、次のトピックも参照してください。

[日付変換]



[実フィールドの形式]
必須
ファイル内の[元フィールド]によって現在使用されている日付形式を指
定します。

ルール
有効な日付形式の値は以下のとおりです。

SYSFMT QDATFMT

DDMMYY 日、月、年

MMDDYY 月、日、年

YYMMDD 年、月、日

DDMMYYYY 日、月、世紀、年

MMDDYYYY 月、日、世紀、年

YYYYMMDD 世紀、年、月、日

YYMM 年、月

MMYY 月、年

MMYYYY 月、世紀、年

YYYYMM 世紀、年、月

SYSFMT8 世紀を含むQDATFMT

CYYMMDD 世紀インジケータ、年、月、日

注：CYYMMDD形式は、仮想フィールドの設定にお
いてLANSA	for	the	System	iの実フィールドに対して
のみ有効です。Visual	LANSAでも定義できますが、
操作可能にすることはできません。

さらに、次のトピックも参照してください。
[仮想フィールドの形式]
日付変換



[仮想フィールドの形式]
必須
仮想[フィールド名]に指定される仮想フィールドによって使用される必
要な日付形式を指定します。
この日付形式は、仮想フィールドの変換後の日付形式です。

ルール
有効な日付形式の値は以下のとおりです。

SYSFMT QDATFMT

DDMMYY 日、月、年

MMDDYY 月、日、年

YYMMDD 年、月、日

DDMMYYYY 日、月、世紀、年

MMDDYYYY 月、日、世紀、年

YYYYMMDD 世紀、年、月、日

YYMM 年、月

MMYY 月、年

MMYYYY 月、世紀、年

YYYYMM 世紀、年、月

SYSFMT8 世紀を含むQDATFMT

警告：
									英数字の日付フィールド(実または仮想)が数値日付フィールド(実または仮想)に変換さ
れる場合は、変換後の数値日付フィールドがすべて数字(0から9)であるかどうかの検査が、
自動的に実行されます。変換後の数値日付フィールドの一部が数字でない(つまり、英字があ
る)場合は、その数値日付フィールドには0が設定されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
[実フィールドの形式]
	[日付変換]



3.3.3	[サブストリング]
サブストリングの仮想フィールドにより、フィールドの一部または完全
なファイルのレコードのいずれかにアクセスすることができます。サブ
ストリング仮想の場合、サブストリングする対象のフィールドを指定す
る必要があります。サブストリング仮想は、以下に基づいています。

									ファイル内の実フィールド

									ファイル内の別の仮想フィールド

									ファイルの完全なレコードの内容(*RECORDによって示される)

詳細については、以下を参照してください。
[フィールド名]
[開始位置]
さらに、次のトピックも参照してください。
[仮想フィールドタイプ]
ファイル内の仮想フィールド



[フィールド名]
必須
物理ファイル内の参照元フィールド(実または仮想)、またはサブストリ
ング操作に使用される物理ファイルのレコードの内容(*RECORD)を指定
します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									ファイル定義で定義された実フィールドまたは仮想フィールド

									*RECORDは、ファイルのレコードの全内容が使用されることを示します。

									パック10進の数値フィールドから英字フィールドへのサブストリングを実行することは
できません。

警告
									対象のフィールドに*RECORDを指定した場合は、ファイルのレコードのサブストリン
グには十分に注意してください。データ・タイプや長さの互換性についての妥当性検査は実
行されません。*RECORDを指定して実行されるサブストリング操作の結果として生成され
る仮想フィールドについては、すべてお客様の責任となります。

									*RECORDを使用してこのオプションを実行する際は、フィールド定義エラーにより予
測不可能な結果をもたらす可能性があるため、十分に注意してください。

ヒントとテクニック
以下は、英字フィールドから数値フィールドへのサブストリングの仮想
の使用に対する特別な注意事項です。

									フィールドには、0から9の数字のみが含まれている必要があります。	符号文字("+"また
は"-")を含む他の任意の文字は、予測不可能な結果をもたらします。

									サブストリングは左から右に向かって実行されます。したがって、フィールド値
が"123.45"の場合は、符号付きフィールド(6.2)(初期設定は*ZERO)の１桁目から右に向かって
サブストリングされ、値には1234.50が設定されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
[開始位置]
	サブストリング



[開始位置]
サブストリング[フィールド名]内の開始位置を指定します。
終了位置は、開始位置に仮想フィールドの長さを加えて自動的に算出さ
れるため指定する必要はありません(仮想[フィールド名]を参照)。
必須。デフォルト：1

ルール
									値は、サブストリング[フィールド名]の長さよりも短い必要があります。
									サブストリング[フィールド名]の長さから開始位置の値を引いた値は、仮想
[フィールド名]で指定した(*RECORDが指定されていない場合)仮想フィールドの長さ以
下である必要があります。つまり、サブストリング・データの長さは仮想フィールドの長さ
に収まる必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
[フィールド名]
[サブストリング]



3.3.4	[結合]
文字列の連結仮想は、ファイル内の複数のフィールドを結合して結果を
定義された仮想に配置します。
詳細については、以下を参照してください。
結合フィールド名
結合の例

ファイル内の仮想フィールド



結合フィールド名
必須
仮想[フィールド名]で指定される仮想フィールドを形成するために結合
される物理ファイル内の各フィールド(実または仮想)を指定します。
各フィールドが結合されると、これらのフィールドは開始位置1の仮想
フィールドを形成します。

ルール
									1つ以上のフィールドを指定する必要があります。

									フィールドは、実フィールド、仮想フィールド、またはファイル定義の事前結合フィー
ルドのいずれかになります。

ヒントとテクニック
									仮想[フィールド名]で定義されるフィールドは、結合されたフィールドを保持でき
るように十分な長さである必要があります。

									事前結合フィールドを使用して仮想フィールドを作成する場合は、PJFの設定が「ア
クセス経路の定義」の[結合フィールド設定]で仮想フィールドの前にあるよう
に指定する必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
結合の例

[結合]



結合の例
以下は、結合仮想フィールドの例です。
Employee(従業員)ファイルには、A(20)で定義されたSURNAME(姓)
フィールドに従業員の姓が含まれています。
Employee(従業員)ファイルには、A(20)で定義されたGIVENAME(名)
フィールドに従業員の名が含まれています。
連結仮想フィールドは、A(40)で定義されるFULLNAME(フルネーム)と
いう名前で作成できます。このフィールドでは、名の後ろに姓が付きま
す。

仮想フィールド名：FULLNAME

フィールド名 長さ 説明

GIVENAME 20 従業員の名

SURNAME 20 従業員の姓
	

また、以下も参照してください。
[コード	フラグメント]
連結



3.3.5	[フィールドの計算]
数値計算仮想は、フィールドを算出するために一連の数値計算を実行し
ます。このタイプの仮想は、ファイルから読み取る場合にしか設定する
ことができません。
詳細については、以下を参照してください。
[項目(1)]
[演算]
[項目(2)]
[結果]
フィールド計算の例

さらに、次のトピックも参照してください。
[仮想フィールドタイプ]
ファイル内の仮想フィールド



[項目(1)]
必須
以下の数式で使用される1番目のフィールドまたは値	(Factor1)	を指定し
ます。
Factor1	(Operator)	Factor2	=	Result

ルール
									フィールド(実または仮想)は、物理ファイルで定義されるか、または有効な数字リテラ
ル、あるいは*WORKnnnnnフィールドである必要があります。

									フィールド名を指定する場合は、そのデータ・タイプは数値である必要があります。

									この指定は、すべての演算コードに対して任意の項目です。ただし"S"の演算コードが
指定された場合は、Factor1(項目1)フィールドはブランクである必要があります。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド計算の例

[フィールドの計算]



[演算]
必須
以下の数式で使用される演算子	(Operator)	を指定します。
Factor1	(Operator)	Factor2	=	Result

ルール
演算子のリストは、以下のとおりです。

+ 足す

- 引く

/ 割る

* 掛ける

S 設定
	

警告：
									計算用の演算子が"/"(割る)の場合は、ゼロ除算を防止するための検査が自動的に実行さ
れます。

									Factor2(項目2)内の値がゼロの場合は、Result(結果)の値は自動的にゼロに設定されま
す。	Factor2(項目2)内の値がゼロでない場合は、"/"(割る)演算が実行されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド計算の例

[フィールドの計算]



[項目(2)]
必須
以下の数式で使用される2番目のフィールドまたは値	(Factor2)	を指定し
ます。
Factor1	(Operator)	Factor2	=	Result

ルール
									フィールド(実または仮想)は、物理ファイルで定義されるか、または有効な数字リテラ
ル、あるいは*WORKnnnnnフィールドである必要があります。

									フィールド名を指定する場合は、そのデータ・タイプは数値である必要があります。

									この指定は、すべての演算コードに対して必須の項目です。ただしSの演算コードが指
定された場合は、Factor2(項目2)は任意です。演算コードがSで、Factor2(項目2)がブランクの
場合は、システムは自動的にFactor2(項目2)フィールドにゼロを設定します。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド計算の例

[フィールドの計算]



[結果]
必須
以下の数式で使用される結果	(Result)	の仮想フィールド、または
*WORKnnnnnフィールドを指定します。
Factor1	(Operator)	Factor2	=	Result

ルール
									計算の最終結果は、定義された仮想フィールドである必要があります。

ヒントとテクニック
									*WORKnnnnn	フィールドは、「仮想」コード拡張定義の「数値計算」での使用のため
のみに専用で予約されます。

									*WORKnnnnn	フィールドはLANSA内で定義する必要はありません。*WORKnnnnnの
フィールド長は、マシンがSystem	iの場合は自動的に"30,9"に設定されます。

									数値計算で使用されるすべての*WORKnnnnnフィールドは、最初に使用される前に自動
的に初期化されます。

									作業フィールド名のnnnnnの部分をユニークな値に置き換えるだけで、複数の
*WORKnnnnnフィールドを数値計算で使用することができます。

									同じ名前の*WORKnnnnnフィールドが他の仮想フィールドの数値計算で使用されている
場合は、それらの値は次の仮想フィールドの数値計算に繰り越されません。

プラットフォームについて
									IBM	i：*WORKnnnnnフィールドはLANSA内で定義する必要はありません。
*WORKnnnnnのフィールド長は、マシンがIBM	iの場合は自動的に"30,9"に設定されます。

									その他のプラットフォーム：仮想フィールド計算は最大15桁の精度がサポートされてい
ます。つまり、Factor	1、Factor	2のフィールドのコンテンツが15桁を超える場合、もしくは
結果が15桁を超える場合、結果はエラーになるか、不正確な結果になります。これを避ける
には、ファイルがRDMLXの場合、RDMLXのコード・フラグメントを使用してください。
ファイルがRDMLの場合は、トリガー・ファンクションを使って結果フィールドを計算しま
す。RDMLではトリガー・ファンクション内ではどのプラットフォームでも正しく計算が行
われます。

さらに、次のトピックも参照してください。
フィールド計算の例

[フィールドの計算]



フィールド計算の例
以下は、数値計算の仮想フィールドの例です。
次の表に示すように、純販売価格に現行の消費税率を掛けた結果を純販
売価格に加えて、取引の総販売価格を算出します。

項目 演算子 項目 結果

	 S O GRSPRC(総販売価格)

NETPRC(純販
売価格)

/ 100 *WORKNET01

*WORKNET01 * SALTAX(消費
税%)

*WORKNET01

NETPRC(純販
売価格)

+ *WORKNET01 GRSPRC(総販売価格)

[フィールドの計算]



3.3.6	[コード	フラグメント]
コード・フラグメントによる仮想フィールドを使用すると、RDMLX
コードを指定して、ファイルから読み取る際に仮想フィールドの値を設
定したり、ファイルに書き込む際に実フィールドの値を設定したりでき
ます。
コード・フラグメントは、RDML/Xコマンドのすべてはサポートしませ
ん。If、Case、Dountil、Dowhile、Change、Assignなどに限りコード・フ
ラグメントを作成できます。
コード・フラグメントには、実行時にファイル内のすべてのフィールド
への読み取り専用アクセス権があります。仮想フィールドの複雑なコー
ディングやファイル内のフィールドの更新にトリガー・ファンクション
を使用することができます。
コード・フラグメントを指定するには、[詳細]タブの[仮想フィールドタ
イプ]ドロップダウン・リストで[コードフラグメント]を選択します。
[詳細]タブで[ファイル読込み後に仮想フィールドの値を設定]オプショ
ンを選択すると、[仮想フィールドの設定]の関連タブが表示されます。
仮想フィールドの値を設定するために使用するコード・フラグメントを
入力します。通常、コード・フラグメントは、ファイル上の1つ以上の
実フィールドから派生しますが、システム変数、言語変数、および作業
フィールドを使用することもできます。
[ファイル書込み前に実フィールドへ値を設定]オプションを選択する
と、[物理フィールドの設定]の関連タブが表示されます。実フィールド
の値を設定するために使用するコード・フラグメントを入力します。通
常、コード・フラグメントは、現在の仮想フィールドから派生します。
以下の例では、最初のオプションのみを選択しているため、[仮想
フィールドの設定]タブのみが表示されています。



両方のオプションを選択すると、両方のタブが表示されます。

2番目のオプションのみを選択すると、[物理フィールドの設定]タブのみ
が表示されます。



コード・フラグメントと結合
コード・フラグメントでは、結合より厳密な制御が可能で、多様性に富
んでいます。以下の結合の例では、同じ情報を使用して(単純に定義の
逆を適用して)実フィールドおよび仮想フィールドの値を設定していま
す。この場合、同様の結果は得られますが、まったく同じ結果にはなり
ません。
コード・フラグメントは以下のとおりです。
#fullname	:=	#surname	+	'	,	'	+	#givename
この結果はTurner	,	Scottです。
一方、姓と氏名を結合すると、TurnerScottになります。



また、以下も参照してください。
コード・フラグメントによる仮想フィールドの設定
コード・フラグメントによる実フィールドの設定
[結合]
ファイル内の仮想フィールド



コード・フラグメントによる仮想フィールドの設定
コード・フラグメントは、RDML/Xコマンドのすべてはサポートしませ
ん。ユーザーはIf、Case、Dountil、Dowhile、Change、Assignなどに限り
コード・フラグメントを作成できます。
コード・フラグメントには、実行時にファイル内のすべてのフィールド
への読み取り専用アクセス権があります。
以下の例では、PSLMSTファイルにSURNAME(姓)とGIVENAME(名)と
いう2つのフィールドがあります。SURNAMEはA(20)でGIVENAMEも
A(20)です。SURNAMEが"Smith	"で、GIVENAMEが"John	"の場合は、簡
単な連結の仮想では、"Smith	John	"という結果を持つFULLNAMEという
仮想フィールドが作成されます。
ここで、以下のコード・フラグメントを使用してみます。
#FULLNAME	:=	#SURNAME.Trim	+	',	'	+	#GIVENAME.Trim
この場合は、コード・フラグメントによる仮想フィールドの
FULLNAMEには、"Smith,	John"という結果が代入されます。
[コード	フラグメント]



コード・フラグメントによる実フィールドの設定
コード・フラグメントは、RDML/Xコマンドのすべてはサポートしませ
ん。ユーザーはIf、Case、Dountil、Dowhile、Change、Assignなどに限り
コード・フラグメントを作成できます。
コード・フラグメントには、実行時にファイル内のすべてのフィールド
への読み取り専用アクセス権があります。

[コード	フラグメント]



3.4	論理ビュー
論理ファイルまたは論理ビューは、ファイル定義の一部として作成され
ます。論理ファイルまたは論理ビューは、別のオブジェクトとしてリポ
ジトリに格納されません。論理ビューは、ご使用のファイル内のデータ
を編成する別の方法を作成する場合に使用します。
論理ビューの定義
論理ビュー・キー
選択/除外の設定
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「論理ビューの作成」
『ユーザーガイド』の「[論理ビュー]タブ」
ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0025.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0455.htm


3.4.1	論理ビューの定義
[名前]
[記述]
[ユニークキー]
[アクセスパス]
[動的選択]
[ALTSEQ]
[レコード様式]
[CRTLF/CHGLF	パラメーター]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「論理ビューの作成」
『ユーザーガイド』の「[論理ビュー]タブ」
論理ビュー

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0025.HTM
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0455.htm


[名前]
必須
論理ビューまたはファイルに割り当てる名前を指定します。

ルール
									有効な「LANSAオブジェクト名」にする必要があります。
									最大10文字に制限されます。

									論理ファイル名は、ユニークである必要があります。同じ名前の別の物理ファイルまた
は論理ファイルが、同一ライブラリ内に存在することはできません。

									ライブラリ名を指定する必要はありません。LANSAは必ず、関連する物理ファイルと
同一のライブラリ内に論理ファイルを作成します。このライブラリは、ファイル定義が最初
に作成された際に指定されたライブラリです。

プラットフォームについて
									System	i：標準のRPGプログラミング言語を使用する場合は、8文字以内の名前を使用す
る必要があります。

ヒントとテクニック
									多くのIT部門が、「論理ファイル名に関連する物理ファイル名を含める」、または「論
理ファイル名をその物理ファイル名に関連付けた名前にする」という命名標準を採用してい
ます。この標準は、ユーザーが物理または論理ファイルにアクセスした際に混同しないよう
にするためです。

									例えば、顧客マスター・ファイルの物理ファイル(およびLANSAファイル定義)名が
CUSMSTであるとします。この場合、関連する論理ビューには、以下のような名前が考えら
れます。

CUSMSTV1 顧客名順の顧客リスト

CUSMSTV2 郵便番号順の顧客リスト

CUSMSTV3 州名順の顧客リスト
	

論理ビューの定義

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm


[記述]
必須
論理ビューに関連した説明を記述します。この説明は、システム・ユー
ザーがファイルを識別する際に役立つようにLANSA内とオペレーティ
ング・システム内で使用されます。

ルール
									記述は、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

									最大40文字です。

ヒントとテクニック
									論理ビューまたはファイルの使用目的を示す情報を、可能な限りこの記述に含めるよう
にしてください。例えば、「郵便番号順の顧客マスター」や「顧客番号、受注番号順の受
注」のような記述を含めます。

論理ビューの定義



[ユニークキー]
必須
指定されたキー・フィールドを、ファイルに対してユニークなキーとす
るかどうかを指定します。
デフォルト：NO

ルール
									NO(チェックなし)は、指定されたキー・フィールドが、ファイルに対してユニークな
キーではないことを意味します。この指定により、同一ファイル内で同じキーを持つレコー
ドが複数存在することができます。

									YES(チェックあり)は、指定されたキー・フィールドが、ファイルに対してユニークな
キーを構成することを意味します。つまり、指定されたキー値を持つレコードは、ファイル
内で1つしか存在しません。

ヒントとテクニック
									すでにレコードが含まれた物理ファイルに対して新規の論理ファイルを定義して、YES
オプションを使用する場合は、ファイル内の既存のレコード(つまり、キー値)が重複してい
ないことを確認してください。重複するレコードが存在していると、そのレコードの重複が
原因でこの論理ビューをロードできないため、「実行可能にする」ジョブは失敗します。こ
の問題の原因は、ジョブ・ログに示されます。これを修正するには、重複しているレコード
を削除するか、または変更してください。

									LANSAは重複キー・エラーを自動的に処理するため、このエラーを処理または検査す
るためのロジックをユーザーが作成する必要はありません。

論理ビューの定義



[アクセスパス]
必須
この論理ビューまたは論理ファイルに関連付けられたIBM	iデータベー
スのアクセス・パスの保守に使用する方法を指定します。
ファイル内の情報を特定の順序に並べるために論理ビューを作成する
と、IBM	iデータベースによってアクセス・パスが作成されます。
アクセス・パスは、基本的に特殊な構造で配列された論理ファイルの
「キー・フィールド」で、以下の処理を可能にします。

									論	理ファイルのキーのみを使用したファイルの個々のレコードへの非常に高速なアク
セス

									事	前のファイル・レコードのソートが不要な、論理ファイルのキー順でのレコードの
処理

作成された論理ビューまたは論理ファイルごとに、アクセス・パスが存
在します。ファイルのレコードが追加、削除、または更新されるごと
に、オペレーティン	グ・システムはこのファイルに対するアクセス・パ
スのすべてを更新する必要があります。これを行うために、オペレー
ティング・システムはコンピュータの時	間と利用可能な処理サイクルの
主要な部分をフルに使用する必要があります。このため、当然システム
のパフォーマンスは低下します。そして保守するアクセ	ス・パスが増加
するほど、システムの実行速度は遅くなります。
デフォルト：IMMED

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

IMMED ア	クセス・パスは即座に保守されます(つまり、レコード
が追加、更新、またはファイルから削除される度に)。こ
のオプションが最も一般的に使用されていま	す。論理
ファイルが対話型環境で使用される場合は、必ずIMMED
を指定してください。

DELAY 論	理ファイルを使用する場合にのみ、アクセス・パスが
保守されます。このタイプのアクセス・パスは、ユーザー
が論理ファイルの使用を要求するまで休止してい	て、オ
ペレーティング・システムも保守しません。したがって、
実際に論理ファイルが要求されるまで、オペレーティン
グ・システムには全く負荷はかかりませ	ん。通常、この
オプションを使用する論理ビューは、非常に低い頻度で特



定のファイルを指定順に「ソート」するといった目的での
み使用されます。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ヒントとテクニック
									論	理ファイルが対話型環境で使用される場合は、IMMEDを選択してください。

								 論理ビューの定義



[動的選択]
必須
画	面下部に指定した選択/除外の判定を実行時に行うかどうかを指定し
ます。
デフォルト：NO

ルール
									NO	(チェックなし)は、動的選択機能を使用しないことを意味します。この場合、論理
ファイルに関連したアクセス・パスには、指定した選択/除外条件に一致し	たレコードのみ
が含まれます。

									YES	(チェックあり)は、動的選択機能を使用することを意味します。この場合、論理
ファイルに関連したアクセス・パスには、ファイル内のすべてのレコードが含	まれます。プ
ログラムがファイルからレコードを読み取る際に、選択/除外の判定が実行されます。

ヒントとテクニック
									YES	を指定した場合は、画面下部のSelect/omit(選択/除外)に判定を指定しないでくださ
い。そうしないと値は自動的にNOに戻ります。

プラットフォームについて
									IBM	i：動的選択機能は、オペレーティング・システムの機能です。状況によっては、
動的選択機能を使用することで全体的なパフォーマンスが大幅に向上する場合	があります。
この機能に関する詳細は、IBMの該当のマニュアルを参照してください。

								 論理ビューの定義



[ALTSEQ]
任意
キー付きファイルの検索のためにレコードを順序付ける際に使用する交
互参照テーブルの名前を指定します。

警告：
									ファ	イルの作成時に、交互参照テーブルに対する操作権限を持っている必要がありま
す。交互参照順序は、パック10進データ・タイプのキー・フィールドについて	は無効です。
また、ゾーンのキー・フィールドはデフォルトによって符号なしの順序になります。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ヒントとテクニック
									交	互参照テーブルの名前が指定された場合は、このテーブルが実際に存在するかどう
かは検査されません。

									交	互参照テーブルで作成されたファイルを使用する場合は、テーブル・ファイルの検
索にライブラリ・リストが使用されます。

論理ビューの定義



[レコード様式]
必須
論理ファイルのレコードに割り当てられるレコード様式名を指定しま
す。
この値は、ファイル定義が最初に設定される際に論理ファイル名と同じ
になるように初期化されます。
デフォルト：論理ビュー名

ルール
									指	定する名前は、10文字以下である必要があります。

									指	定する名前は、System	iレコード様式の命名規約に従う必要があります。

									1	文字目はAからZである必要があります。1文字目に#を使用しないでください。2文字
目以降は、AからZ、および0から9である必要があります。	文字$と#は使用できますが、使
用しないことをお勧めします。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

論理ビューの定義



[CRTLF/CHGLF	パラメータ]
論理ファイルを作	成(CRTLFコマンド)または変更(CHGLFコマンド)する
際に、LANSAにより使用される追加のコマンド・パラメータを指定し
ます。

ルール
									指	定されたパラメータは妥当性を検査されます。

ヒントとテクニック
									パ	ラメータを指定する際は、必要なパラメータの(位置ではなく)「キーワード」指定を
使用して、IBM	iコマンド入力機能によって入力する場合と全く同様の要領で入力します。

論理ビューの定義



3.4.2	論理ビュー・キー
[フィールド名]
[記述]
[数値キーのタイプ指定]
[キーの順序]
[キーの位置]
論理ビュー



[フィールド名]
必須
論理ビュー内のフィールドの1つの名前を指定します。

ルール
									ビュー定義に対して、少なくとも1つのキーを指定する必要があります。

									キーとして指定するすべてのフィールドは、まずファイル定義でフィールドとして定義
する必要があります。

論理ビュー・キー



[記述]
表示専用
指定した[フィールド名]の以下のフィールドの詳細が表示されます。

									[記述]
									[タイプ]
									[全桁数]
									[小数点桁数]

この情報を調べて、フィールドの詳細を確認することができます。

論理ビュー・キー

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0120.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0140.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0145.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0150.htm


[数値キーのタイプ指定]
必須
数値キー・フィールドに対してのみ、キーの順序についての追加の詳細
を指定します。
デフォルト：符号なし

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

S (符号付き)数値フィールドは、正負の符号(+または-)を考慮
に入れた順番で保管されます。

U (符号なし)数値フィールドは、正負の符号を無視した順番で
保管されます。つまり数値フィールドは文字フィールドと
同様に扱われます。

A (絶対値)数値フィールドは、その絶対値による順番で保管さ
れます。Uオプションとは異なるので注意してください(必
ずしも同じ順序で並ぶとは限りません)。

ヒントとテクニック
									文字フィールドは、常にU(符号なし)フィールドです。文字フィールドにU以外の値を指
定すると、自動的にUに変更されます。

論理ビュー・キー



[キーの順序]
必須
関連のキーが、昇順と降順のいずれで保管されるか(つまり、最も低い
値から最も高い値へか、最も高い値から最も低い値へか)を指定しま
す。
デフォルト：昇順

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

A (昇順)最も低い値から最も高い値へという順番で保管されま
す。

D (降順)最も高い値から最も低い値へという順番で保管されま
す。

このフィールドの指定は任意です。指定されない場合は、Aが設定され
ます。

論理ビュー・キー



[キーの位置]
必須
定義された各キーの順序を指定します。キー・フィールドは、キー階層
内での重要度の順序で低い番号から高い番号へ(重要なものから重要で
ないものへ)と指定します。重要なキーが低い番号になります。
デフォルト：次の順序番号

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、キー・フィールドおよび値が追加されると自動的に割り振られます。
キーの順序がキーのリスト内で更新されると、順序番号も更新されます。

論理ビュー・キー



3.4.3	選択/除外の設定
[選択/除外]
[And/or]
[タイプ]
[フィールド名]
[オペレーション]
[S/O	値]
範囲

さらに、次のトピックも参照してください。
論理ビューの定義
論理ビュー・キー
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「選択/除外の基準」
論理ビュー

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0290.htm


[選択/除外]
必須
処理フィールド内で指定した条件が真である場合に、その条件を使用し
てレコードを選択するか、または除外するかを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

SELECT 条件を使用して、レコードを選択します。

OMIT 条件を使用して、レコードを除外します。

ブランク 直前のSELECTまたはOMIT処理と「AND(かつ)」の関係
になります。

ヒントとテクニック
									SELECTまたはOMITを指定すると、直前の選択/除外ステートメントと「OR(または)」
の関係になります。複数の選択または除外条件を追加する場合に[選択/除外]欄をブランクの
ままにしておくと、この条件は直前の条件と「AND(かつ)」の関係になります。
「[And/or]」を参照してください。

参照
[タイプ]
選択/除外の設定



[And/or]
このフィールドは出力フィールドのみです。
このフィールドは、現在のステートメントと直前の選択/除外ステート
メントとの関係が、AND(かつ)であるかOR(または)であるかを示しま
す。
選択/除外ステートメントを使用する際は、[選択/除外]欄にSelect、
omit、またはブランクを指定してください。選択または除外を指定する
と、直前の選択/除外ステートメントと「OR(または)」の関係になりま
す。
[選択/除外]欄をブランクのままにしておくと、直前の選択/除外ステート
メントと「AND(かつ)」の関係になります。
適切なANDまたはOR条件が指定されたことを確認するには、条件の詳
細な解説を参照してください。『ユーザーガイド』の「[論理ビュー]タ
ブ」を参照してください。

参照
[選択/除外]
選択/除外の設定

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0455.htm


[タイプ]
必須
[フィールド]に指定されたフィールドに対して実行する処理を指定しま
す。
デフォルト：RANGE

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									RANGE(<下限値>	<上限値>)	指定したフィールドが<下限値>から<上限値>までの値の
範囲にあるかどうかを検査されます。<下限値>と<上限値>に指定できる値は、引用符で囲ん
だ文字リテラル(例：'BALMAIN')、引用符で囲んだ16進数リテラル(例：X'F1E6')、数値リテ
ラル(例：1.54)、またはファイル定義内にある他のフィールドの名前です。[範囲]を参照し
てください。

									VALUES(<値1>	<値2>	....	<値100>)	指定したフィールドを指定した値のリストと比較し
ます。値のリストには、100個まで値を指定することができます。指定する値フィールドに
は、引用符で囲んだ文字リテラル(例：'BALMAIN')、引用符で囲んだ16進数リテラル(例：
X'F1E6')、数値リテラルを指定できます。[S/O	値]を参照してください。
									COMP(<演算子>	<値>)	指定したフィールドを<演算子>を使用して<値>と比較します。
[オペレーション]および[S/O	値]を参照してください。
<演算子>に入力できる値は、以下のとおりです。

EQ 等しい

NE 等しくない

LT より小さい

NL 以上

GT より大きい

NG 以下

LE 以下

GE 以上

	<値>に指定できる値は、引用符で囲んだ文字リテラル
(例：'BALMAIN')、引用符で囲んだ16進数リテラル(例：X'F1E6')、数
値リテラル(例：1.54)、またはファイル定義内にある他のフィールド
の名前です。

									ALL	論理ビューまたは論理ファイルに関連した最後の選択/除外ステートメントとして



のみ使用します。他の選択/除外ステートメントがすべて処理された後の処理を示します。
SELECTと共に使用した場合は、前の選択/除外ステートメントに一致しないレコードがすべ
て選択されます。OMITと共に使用した場合は、前の選択/除外ステートメントに一致しない
レコードがすべて除外されます。

一連の選択/除外ステートメントの最後のステートメントとしてALL条件が指定されていない
場合は、デフォルトが使用されます。デフォルトは、指定した最後の選択/除外ステートメン
トの逆になります。つまり、最後の選択/除外ステートメントがSELECTの場合は、デフォル
トOMIT	ALLが最後のステートメントとして追加設定されます。同様に、最後の選択/除外ス
テートメントがOMITの場合は、デフォルトSELECT	ALLが最後の選択/除外ステートメント
として追加設定されます。

選択/除外の設定



[フィールド名]
必須
選択/除外式を評価する処理と組み合わせて使用するフィールドの名前
を指定します。
このフィールドは、選択/除外の[タイプ]がRANGE、VALUES、または
COMPである	場合に指定する必要があります。

ルール
									指	定したフィールド名は、ファイル定義内で定義されている必要があります。

									Nchar、	もしくはNvarcharタイプのフィールド、および、SUNI	属性のフィールドについ
ては、有効な比較は	EQ	もしくは	*SQLNULLだけです。その他の選択/除外条件はサポートさ
れていません。

選択/除外の設定



[オペレーション]
必須
指定した[フィールド名]および[S/O	値]と共に使用する演算子を指定しま
す。
このフィールドは選択／除外の[タイプ]がCOMPである場合に指定する
必要があります。

ルール
									使用できる値は以下のとおりです。

EQ 等しい

NE 等しくない

LT より小さい

NL 以上

GT より大きい

NG 以下

LE 以下

GE 以上

選択/除外の設定



[S/O	値]
必須
選択/除外フィールドが比較される値を指定します。
このフィールドは、選択／除外の[タイプ]がVALUESまたはCOMPであ
る場合に指定する必要があります。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									引用符で囲んだ文字リテラル(例：'BALMAIN')

									引用符で囲んだ16進数リテラル(例：X'F1E6')

									数値リテラル(例：1.54)

									DateTimeリテラル(例：'2005-05-01	10:00:00')
DateTimeリテラルは、フィールドのSUTC属性に従って入力される必要があります。
SUTC属性が有効な場合は、UTCで値を入力し、SUTC属性が無効な場合は現地時間で値を入
力します。

									ファイル定義内にある他のフィールドの名前

選択/除外の設定



範囲
これらのフィールドは、選択／除外の[タイプ]がRANGEである場合に
指定する必要があります。

[From値]
必須
選択/除外フィールドが比較される下限値を指定します。

ルール
									使用できる値は以下のとおりです。

									引用符で囲んだ文字リテラル(例：'BALMAIN')

									引用符で囲んだ16進数リテラル(例：X'F1E6')

									数値リテラル(例：1.54)

									DateTimeリテラル(例：'2005-05-01	10:00:00')	
DateTimeリテラルは、フィールドのSUTC属性に従って入力される必要があります。
SUTC属性が有効な場合は、UTCで値を入力し、SUTC属性が無効な場合は現地時間で値を入
力します。

									ファイル定義内にある他のフィールドの名前

[To値]
必須

ルール
									使用できる値は以下のとおりです。

									引用符で囲んだ文字リテラル(例：'BALMAIN')

									引用符で囲んだ16進数リテラル(例：X'F1E6')

									数値リテラル(例：1.54)

									DateTimeリテラル(例：'2005-05-01	10:00:00')	
DateTimeリテラルは、フィールドのSUTC属性に従って入力される必要があります。
SUTC属性が有効な場合は、UTCで値を入力し、SUTC属性が無効な場合は現地時間で値を入
力します。

									ファイル定義内にある他のフィールドの名前

選択/除外の設定



3.5	アクセス経路
LANSAは、アクセス経路を使用してデータベース内の各ファイル間の
関係について説明します。アクセス経路は、LANSA開発環境と他の製
品によって使用できるデータベース・マップまたはデータベース・ス
キーマに関する情報を提供します。また、アクセス経路は、特別なタイ
プの仮想フィールドである事前結合フィールドもサポートします。
アクセス経路の定義
事前結合フィールドの定義

さらに、次のトピックも参照してください。
『ユーザーガイド』の「[アクセス経路]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「アクセス経路の作成」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「事前結合フィールドの作成」
ファイル

its:Lansa012.chm::/l4wusr04_0375.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0040.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0045.HTM


3.5.1	アクセス経路の定義
[アクセス経路名]
[記述]
[対象ファイル]
[選択可能な項目]
[選択可能なルール]
[ドキュメンテーションのみ]
[最大レコード]
[省略時の処理]
[保管数]
[取出方法]
[キーフィールド/キーの値]
[詳細]
[参照先キー]
[キーの位置]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[アクセス経路]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「アクセス経路の作成」
	アクセス経路

its:Lansa012.chm::/l4wusr04_0375.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0040.HTM


[アクセス経路名]
必須
アクセス経路に割り当てる名前を指定します。
この名前は、アクセス経路を識別する目的のみに使用されます。

ルール
									指定する名前は、現在のファイル定義内でユニークである必要があります。

									最大10文字です。

ヒントとテクニック
									アクセス経路名用の命名規約を作成しておくことをお勧めします。例えば、最初の3文
字で現在のファイル定義を示し、次の3文字でアクセス先のファイル名を示すなどです。

アクセス経路の定義



[記述]
必須
ユーザーがこのアクセス経路からどのような情報を得られるかを識別す
るのに役立つように、対象のアクセス経路の説明を記述します。
例えば、以下のようになります。

現在のファイル定
義

アクセス経
路を通じて
アクセスさ
れるファイ
ル

記述

受注見出し 受注明細 受注と関連する受注明細

受注見出し 顧客マス
ター

受注顧客の完全な詳細

顧客マスター 受注見出し 対象の顧客に関連する受注

受注明細 受注見出し 対象の受注明細に関連する受注

ルール
									最大40文字です。

ヒントとテクニック
									アクセス経路情報は、LANSA	Clientなどのレポート・ツールで使用することができま
す。エンド・ユーザーは、適切なアクセス経路からメリットを得ることができます。

アクセス経路の定義



[対象ファイル]
必須
対象のアクセス経路を通じてアクセスされる物理ファイルまたは論理
ファイルの名前を指定します。

ルール
									指定する物理ファイルまたは論理ファイルは、リポジトリに存在している必要がありま
す。

参照
[キーフィールド/キーの値]
アクセス経路の定義



[選択可能な項目]
[選択可能な項目]は[選択可能なルール]と共に使用し、[対象ファイル]の
プロパティに指定されている現ファイルとターゲット・ファイルの関係
を示します。これを使用することで、以前までは[最大レコード]と[省略
時の処理]により指定されていたアクセス経路の内容がより正確に表せ
るようになりました。またデータベース・ダイアグラム・ビューアーで
これを使用すると、リレーションシップをより明確に示すことができま
す。
以下の値が可能です。

[最大レコードとデフォルト・アクションにより決定]

[結合]

[親]

[子]

[全パーツ]

[一部]

[選択可能な項目]と[選択可能なルール]を変更すると、[最大レコード]と
[省略時の処理]が自動的に更新される場合があります。



[選択可能なルール]
[選択可能なルール]は[選択可能な項目]と共に使用し、[対象ファイル]の
プロパティに指定されている現ファイルとターゲット・ファイルの関係
を示します。これを使用することで、以前までは[最大レコード]と[省略
時の処理]により指定されていたアクセス経路の内容がより正確に表せ
るようになりました。またデータベース・ダイアグラム・ビューアーで
これを使用すると、リレーションシップをより明確に示すことができま
す。
以下の3つの値が可能です。

[任意]

[必須]

[デフォルト	アクションにより決定]

[選択可能な項目]と[選択可能なルール]を変更すると、[最大レコード]と
[省略時の処理]が自動的に更新される場合があります。



[ドキュメンテーションのみ]
名前が示す通り、アクセス経路にはドキュメンテーションのみと示すフ
ラグが付けられ、2つのテーブル間の関係を文書化することのみが目的
であると定義されます。データベース・ダイアグラム・ビューアーでリ
レーションシップを表示することができます。
ドキュメンテーションのみのアクセス経路は使用することができず、
OAMにコンパイルできません。LANSAクライアントでもリレーション
シップとして表示されず、事前結合フィールドの定義でもサポートされ
ません。	



最大レコード
必須
指	定された[キーフィールド/キーの値]と一致するキーを持つ[対象ファ
イル]内	に存在すると予想されるレコードの最大数を指定しま	す。
値が1の	場合は、ファイル間の関係は「1対1」に設定されます。値が1以
上の	場合は、「1対多」の関係に設定されます。ファイル間の関係は、
画面形式の設計方法に影響を与えます。そして、この画面形式により作
成できるPJFのタイ	プが決まります。『Visual	LANSA開発者ガイド』の
「アクセス	経路と事前	結合フィールド」を参照してください。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									1

									1	以上

プラットフォームについて
									IBM	i：入力できる値の範囲は、1から9999です。

参照
[保管数]
[キーフィールド/キーの値]
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「事前結合	フィールド	の作成」
アクセス経路の定義

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0210.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0045.HTM


[省略時の処理]
必須
指定した[キーフィールド/キーの値]と一致するキーを持つレコードが存
在すべき[対象ファイル]に対象のレコードが見つからない場合に実行す
る処理を指定します。
デフォルト：無視して処理を続行(IGNORE)

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									エラー・メッセージを出して異常終了(ABORT)：指定したファイルにアクセスを試みた
ファンクションが、問題の原因を示すエラー・メッセージを出して異常終了します。このオ
プションを使用して、継続的にデータベースの整合性を検査することができます。例えば、
受注明細から受注見出しへのアクセス経路には必ずレコードが見つからなければなりませ
ん。受注明細に関連する受注見出しがない場合は、データベースに不整合が発生していると
みなされます。

									無視して処理を続行(IGNORE)：指定したファイルにアクセスを試みたファンクション
は、レコードが存在しない場合もそれを無視して処理を続行します。このオプションは、上
記の場合とは逆のアクセス・パスで有効です。例えば、受注見出しレコードは、それに関連
する受注明細がなくても完全に有効です。

									空フィールドﾞのダミー・レコードを作成(DUMMY)：指定したファイルにアクセスを試
みたファンクションは、「実」レコードが見つからない場合に「ダミー」レコードを作成し
ます。作成されるダミー・レコードでは、すべての文字フィールドはブランクに、すべての
数値フィールドはゼロ(0)に設定されます。作成される「ダミー」レコードは、1つのみで
す。

									N/AVAILがセットされたダミー・レコードを作成(N/AVAIL)：指定したファイルにアク
セスを試みたファンクションは、「実」レコードが見つからない場合に「ダミー」レコード
を作成します。作成されるダミー・レコードでは、すべての数値フィールドはゼロ(0)に、2
文字以内の長さの文字フィールドはブランクに、そしてその他のすべての文字フィールドは
収まる長さの範囲で文字列"N/AVAIL"が設定されます。作成される「ダミー」レコードは、1
つのみです。

ヒントとテクニック
									N/AVAILオプションは、レコードが存在しないという状況が偶発的に発生するような場
合に役立ちます。例えば、保管されている請求ファイルから顧客マスター・ファイルへのア
クセス経路でこのオプションを使用する場合があります。つまり、保管されている請求ファ
イルに関連する顧客名が見つからない(おそらく削除されていると想定される)場合に、エ
ラーを出す代わりに"N/AVAIL"を表示します。

アクセス経路の定義



[保管数]
メモリーに保管する取得される事前結合フィールドの値の個数を指定し
ます。
この値は、「1対1」の関係の場合にアクセス経路に定義されている事前
結合フィールドに適用されます(「[最大レコード]」を参照)。対象ファ
イルから取得される各値は、この保管数の値に達するま	でメモリーに保
管されます。

ルール
									値	の範囲は、1から999です。

									値	は、アクセス経路の関係が「1対多」の場合にのみ入力することができます。つま
り、[最大レコード]が1に設定されている場合のみです。

ヒントとテクニック
									こ	れは、事前結合フィールドを使用してI/Oを減らすために、使用頻度の低いコード・
フィールドから値を取得する場合に、非常に役立つ機能です。

									値	をメモリーに保管することにより、ファイル・アクセスを低減できパフォーマンス
が向上します。保管数の値より多くの値が取得されるとファイル・アクセスが	実行され、現
在の値は最初に取得されたものから上書きされていきます。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「事前結合フィールドの作成」
結合の[タイプ]
アクセス経路の定義

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0045.HTM


[取出方法]
必須
事前結合フィールドの値を仮想フィールドの値が設定される前に取り出
すか、後で取り出すかを指定します。
デフォルト：仮想フィールド後

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									[仮想フィールド前]

									[仮想フィールド後]

ヒントとテクニック
									このオプションを使用すれば、事前結合フィールドを仮想フィールドの設定に使用する
ことができ、また仮想フィールドを事前結合フィールドへのファイル・アクセスのキーとし
て使用することもできます。

参照
ファイル内の仮想フィールド
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「事前結合フィールドの作成」
アクセス経路の定義

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0045.HTM


[キーフィールド/キーの値]
必須
[対象ファイル]内のレコードへのアクセスに使用されるキーの構成に利
用されるフィールドまたは値を指定します。
キー・フィールドまたは値は、最大20個まで指定できます。キー値はタ
イプと長さの互換性があるかどうかを検査されます。また、指定された
キー・リスト全体は対象ファイルの実際のキーとの互換性があるかどう
かを検査されます。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									現在のファイル定義内で定義されているフィールド

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

ヒントとテクニック
									「1対多」の関係が定義されている場合は、指定するキー・リストは、ほとんどの場合
ファイルへの部分キーになります。「[最大レコード]」を参照してください。
									「1対1」の関係では、部分キーの指定のみが有効です。ただし、警告メッセージが出た
場合は何が定義されているかを確認してください。

									アクセス経路機能の目的は、ユーザーがデータベースの構造を詳細に検討することを支
援することにあります。LANSA	RDMLはアクセス経路を使用せず、またデータベースが事前
定義されたアクセス経路にアクセスすることを制限しません。

参照
[キーの位]置
アクセス経路の定義



[詳細]
表示専用
指定した[キーフィールド/キーの値]の以下のフィールドの詳細が表示さ
れます。

									[記述]
									[タイプ]
									[全桁数]
									[小数点桁数]

この情報を調べて、対象ファイルの[参照先キー]との互換性を確認する
ことができます。

参照
[キーフィールド/キーの値]
アクセス経路の定義

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0120.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0140.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0145.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0150.htm


[参照先キー]
表示専用
対象ファイル内の参照先フィールドの以下のフィールドの詳細が表示さ
れます。

									[記述]
									[タイプ]
									[全桁数]
									[小数点桁数]

この情報を調べて、対象ファイルの[キーフィールド/キーの値]との互換
性を確認することができます。

参照
[キーフィールド/キーの値]
アクセス経路の定義

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0120.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0140.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0145.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0150.htm


[キーの位置]
必須
入力されたキー・フィールドまたは値の順序を指定します。

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、キー・フィールドおよび値が追加されると自動的に割り振られます。
キーの順序がキーのリスト内で更新されると、順序番号も更新されます。

参照
[キーフィールド/キーの値]
アクセス経路の定義



3.5.2	事前結合フィールドの定義
[結合フィールド]
[記述]
[タイプ]
[参照元フィールド]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「事前結合フィールドの作成」
	アクセス経路

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0045.HTM


[結合フィールド]
必須
事前結合フィールドの名前を指定します。
事前結合フィールドが保持する情報の適合性については検査されませ
ん。

ルール
									この事前結合フィールドは、リポジトリに存在している必要があります。

									この事前結合フィールドは、対象のファイルに事前結合フィールド、仮想フィールド、
または実フィールドとしてまだ存在していないものである必要があります。

									この事前結合フィールドは、結合[タイプ]で許可されたタイプである必要がありま
す。また、このフィールド・タイプは、結合[タイプ]が合計値、最大値、最小値、平均値
または件数である場合は数値である必要があります。

									この事前結合フィールドは、[参照元フィールド]に一致した適切なタイプである
必要があります。

ヒントとテクニック
									事前結合フィールドは、定義された規則に従っている限り、[参照元フィールド]
と同じ名前を持つことができます。

									事前結合フィールドが必要な情報を保持するために適切かどうかは、ユーザーが検査す
る必要があります。例えば、件数または合計値を保持するフィールドの場合は、フィールド
のサイズが十分大きなものであるかどうかを確認します。

事前結合フィールドの定義



[記述]
表示専用
指定した結合[タイプ]または[参照元フィールド]の以下のフィールドの
詳細が表示されます。

									[記述]
									[タイプ]
									[全桁数]
									[小数点桁数]

この情報を調べて、フィールドの詳細を確認することができます。

事前結合フィールドの定義

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0120.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0140.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0145.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0150.htm


[タイプ]
必須
[結合フィールド]に割り当てられる事前結合フィールドのタイプを指定
します。
結合タイプは、アクセス経路に指定された[最大レコード]に基づいて検
査されます。

ルール
									値が*SQLNULLのフィールドは無視されます。

使用できる値は以下のとおりです。

検索 対象ファイルで選択した[参照元フィールド]から
取得される値を保持する事前結合フィールドを指
定します。

このオプションは、ファイル間の関係が「1対1」
の場合にのみ利用可能です。「[最大レコード]」
および「[保管数]」を参照してください。
この事前結合フィールドは、選択したフィールド
と同じタイプである必要があります。

合計値 アクセス経路キーを使用して取得される選択した
[参照元フィールド]の合計値を保持する事前結合
フィールドを指定します。

このオプションは、ファイル間の関係が「1対
多」で選択したフィールドが数値の場合にのみ利
用可能です。「[最大レコード]」を参照してくだ
さい。

最大 アクセス経路キーを使用して取得されるレコード
内で選択した[参照元フィールド]の最大値を保持
する事前結合フィールドを指定します。

このオプションは、ファイル間の関係が「1対
多」で選択したフィールドが数値の場合にのみ利
用可能です。「[最大レコード]」を参照してくだ
さい。

最小値 アクセス経路キーを使用して取得されるレコード
内で選択した[参照元フィールド]の最小値を保持



する事前結合フィールドを指定します。
このオプションは、ファイル間の関係が「1対
多」で選択したフィールドが数値の場合にのみ利
用可能です。「[最大レコード]」を参照してくだ
さい。

平均値 アクセス経路キーを使用して取得されるレコード
内で選択した[参照元フィールド]の平均値を保持
する事前結合フィールドを指定します。

このオプションは、ファイル間の関係が「1対
多」で選択したフィールドが数値の場合にのみ利
用可能です。「[最大レコード]」を参照してくだ
さい。

件数 アクセス経路キーを使用して取得したフィールド
数の件数を保管する事前結合フィールドを指定し
ます。

このオプションは、ファイル間の関係が「1対
多」の場合にのみ利用可能です。「[最大レコー
ド]」を参照してください。

参照
[参照元フィールド]
事前結合フィールドの定義



[参照元フィールド]
必須
結合[タイプ]によって指定される処理で使用される[対象ファイル]内の
参照元フィールドを指定します。
事前結合フィールドが保持する情報の適合性については検査されませ
ん。

ルール
									フィールドは、アクセス経路の指定された[対象ファイル]に存在している必要があ
ります。

									フィールド・タイプは、結合[タイプ]が合計値、最大値、最小値、または平均値であ
る場合は数値である必要があります。

ヒントとテクニック
									[結合フィールド]が必要な情報を保持するために適切かどうかは、ユーザーが検査
する必要があります。

参照
[結合フィールド]
アクセス経路の定義

事前結合フィールドの定義



3.6	ファイル属性
ファイルをリポジ	トリで定義する際に、ファイルの設定方法と使用方法
に影響を与える一部のオペレーティング・システムの固有のファイル
「属性」を指定することができます。	一部の属性は、以下のものに影響
を与えます。

									ファ	イル・サイズの大きさをどの程度可能にするか

									シ	ステム障害後どの時点でファイルを復元させるか

									ファ	イル作成時にファイルにスペースを割り当てるかどうか

									ファ	イルをコミット制御の対象にするかどうか

詳細については、以下を参照してください。
[ファイル	ライブラリ]
[レコード様式名]
[I/O	モジュール	ライブラリ]
[ファイルはIBM	i	でSQLを使用しています]
[交互参照テーブル](ALTSEQ)
[RDMLX使用可能]
[オープン	データパスの共用]
[ファイル	オーバーライドの保護]
[デバッグ域の解除]
[メッセージIOM0034の抑制]
[10進エラーの無視]
[コンパイル時にIOMを作成]
[バッチ	コントロールでヘッダ	レコードを作成]
[IBM	i	高速テーブル]
[RRNの自動生成]
[RRNの欄の作成]
[フィールド名の特殊文字の変換]
[コミットメント制御を使用]
[自動コミット	パラメーター]
[CRTPF	&	CHGPF	パラメーター]
[データベース	トリガー	プログラム]
[記述]



さらに、次のトピックも参照してください。

ファイル

『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[ファ	イルの属性]	タブ」

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0475.htm


3.6.1	[ファイル	ライブラリ]
必須
新	規ファイルの常駐先ライブラリを指定します。
このフィールドには、区画の省略時ファイル・ライブラリ名があらかじ
め設定されています。

ルール
									ラ	イブラリ名は、オペレーティング・システムのオブジェクト命名標準に従う必要が
あります。

									ラ	イブラリ名をファイル名と組み合わせる場合は、この組み合わせは対象のファイル
に対してユニークな名前である必要があります。

警告
									指	定するライブラリは存在している必要があり、またユーザーにその使用権限がある
必要もあります。LANSA	は指定されたライブラリが存在するかどうかを検査しません。

プラットフォームについて
									IBM	i：IBM	iの「現行」ライブラリに存在するファイルを作成することは避けてくださ
い。

ファイル属性



3.6.2	[レコード様式名]
必須
物	理ファイルのレコードに割り当てられるレコード様式名を指定しま
す。この値は、ファイル定義が最初に設定される際にファイル名と同じ
になるように初期化さ	れます。

ルール
									指	定する名前は、10文字以下である必要があります。

									指	定する名前は、IBM	iレコード様式の命名規約に従う必要があります。

									1	文字目はAからZである必要があります。1文字目に#を使用しないでください。2文字
目以降は、AからZ、および0から9である必要があります。	文字$と#は使用できますが、使
用しないことをお勧めします。

ヒントとテクニック
									名	前は、8文字以下にすることをお勧めします。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性



3.6.3	[I/O	モジュール	ライブラリ]
必須
ファイルのI/Oモジュールの常駐先ライブラリを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									ファイルと同じライブラリ(F)

									区画モジュール・ライブラリ(M)

ファイル属性



3.6.4	[ファイルはIBM	i	でSQLを使用しています]
読み取り専用。
Yesは、LANSAファイル用のIBM	i	ファイルが前回の生成時に(DDSや
CRTPFではなく）SQLを使用して作成されたことを示します。この値は
IBM	i	からのチェックアウト時(またはLANSAインポート終了時)にのみ
設定されます。
LANSAファイルがSQLを使用して生成されるのは、例えばBLOB、
CLOBフィールドが含まれている場合など、多くの要因があります。全
てのファイルをLANSA	SQLで生成することも可能です。詳細は、
『Visual	LANSA	管理者ガイド』の「システム情報」で説明されている
[フィールドとファイルの省略値]、[常にSQLを使用して生成	(IBM	i)]を
参照してください。
IBM	i	の外部ファイルの場合、Yesが指定されていると、実行時のファイ
ル・アクセスにはSQLを使用しなければいけません。この値は外部ファ
イルのロード時に設定されます。詳細は「外部ファイルのロード」を参
照してください。

以下も参照してください。
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールドとファイルのデフォル
ト」(常にSQLを使用して生成)
ファイル属性

its:lansa011.chm::/lansa/l4wADM05_0965.HTM
its:lansa010.chm::/lansa/ladugub7_0030.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ladugub7_0030.htm


3.6.5	[交互参照テーブル]	(ALTSEQ)
キー付きファイルの検索のためにレ	コードを順序付ける	際に使用する
交互参照テーブルの名前を指定します。
デフォルト：ブランク(なし)

ルール
									テー	ブル名は、オペレーティング・システムのオブジェクト命名標準に従う必要があ
ります。

警告
									ファ	イルの作成時に、交互参照テーブルに対する操作権限を持っている必要がありま
す。交互参照の順序は、パック10進数のデータ・タイプを持つキー・フィール	ドには無効で
す。これは、ゾーンのキー・フィールドはデフォルトによって符号なしの順序になるためで
す。

ヒントとテクニック
									交	互参照テーブルの名前が指定された場合は、このテーブルが実際に存在するかどう
かは検査されません。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

									IBM	i：交互参照テーブルで作成されたファイルを使用する場合は、テーブル・ファイ
ルの検索にライブラリ・リストが使用されます。

ファイル属性



3.6.6	[RDMLX使用可能]
RDMLXコン	ポーネント専用にロードするには、	Visual	LANSA	エディ
ター内のファイルを開き、[ファイル属性タブ]を選択し、[RDMLXオプ
ションを有効にする]選びます。
このオプションは、RDMLX使用可能区画でのみ利用できます。
このオプションのデフォルト値は、『Visual	LANSA	管理者ガイド』で説
明している「RDMLX区画の設	定」で制御します。

ヒントとテクニック
									こ	のファイル・オプションを変更する場合は、ファイル定義はすべての要件を満たす
まで保管することはできません。

										ファイル操作のパフォーマンス特性は変化する場合があるため、RDMLXへ変換後に正
確な評価を行ってください。

									『Visual	LANSA管理者ガイド』の	「RDML区画および	RDMLX区画」情報を
確認することをお勧めします。

関連事項
										LANSA	RDMLオブジェクト・タイプではRDMLXファイルを使用できません。RDMLX
オブジェクトでは、RDMLファイルを使用できます。

										RDML区画にRDMLXオブジェクトをインポートすることはできません。

警告
										RDMLXファイルをRDMLへ戻す場合は、ファイルを保存する前に、すべてのRDMLX
機能を削除する必要があります。

									　	全	ての編集はVisual	LANSAを利用する必要があります。RDMLXファイルはLANSA
for	iSeries	から編集することはできません。

ファイル属性

its:lansa011.chm::/lansa/l4wadm05_0200.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


3.6.7	[オープンデータパスの共用]
対象のファイル(およびこれに関連する任意の論理ビュー)がオープン・
データ・パスを共有するオプションで開かれるかどうかを指定します。
この値は、実行時にI/Oモジュール(このためRDMLアプリケーションも)
がファイルを開く方法に影響を与えるのみです。外部アプリケーショ
ン・プログラムのために、オペレーティング・システムに対して物理
ファイルと論理ファイルをSHARE(*YES)またはSHARE(*NO)と実際に定
義するには、「CRTPF&CHGPFパラメーター」を参照してください。
デフォルト：	NO

警告
									このオプションは、I/Oモジュールおよび*DBOPTIMISEプログラム内で使用される場合
のファイルのオープン・データ・パスのオープンに関連しています。

									このオプションは、データベースのファイル属性の作成や変更には関連しません。

プラットフォームについて
									IBM	i：	このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

									IBM	i：	IBMは、効率的なアプリケーションのための基本的な設計上の考慮事項の1つと
して、データ・パスの共用を勧めていますが、LANSAで作成されたファイルのデフォルト
は、NO	(オープン・データ・パスを共用しない)です。これは、ファイルにアクセスしている
(ジョブ内の)すべてのRDMLファンクションが1つのアクティブなI/Oモジュールを共用するた
め、I/Oモジュールの概念では、オープン・データ・パスを暗黙的にエミュレートしているた
めです。

									IBM	i：	通常は、NO	(オープン・データ・パスを共用しない)のオプションを使用してく
ださい。ただし、ファイルが、IBMの	OPNQRYF(オープン・クエリー・ファイル)コマンドに
よって動的に作成されたデータの「結合されたレコード様式」としてのみ使用されていると
いう特別な状況の場合は除きます。

ファイル属性



3.6.8	[ファイルオーバーライドの保護]
対象のファイル(および関連する任意	の論理ビュー)を、より高位レベル
のプログラムによってすでに発行されているファイル・オーバーライ
ド・コマンドからファイルを保護するオプションを使用	して開くかどう
かを指定します。
デフォルト：YES(チェックあり)

警告
									こ	のフィールドのデフォルトはYES(チェックあり)です。この値は、この機能の仕組み
と使用方法について理解されている場合を除き、変更しないでくださ	い。ファイル・オー
バーライド・コマンド上のSECUREパラメータとその使用による影響の詳細については、
IBM提供の該当のマニュアルを参照してくだ	さい。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性



3.6.9	[デバッグ域の解除]
ファイル定義に関連するI/Oモ	ジュールから関連のデバッグ用のシンボ
ル情報を除去するかどうかを指定します。
デフォルト：YES(チェックあり)

ヒントとテクニック
									こ	の情報は、コンパイル済みのRPG	I/OモジュールでIBM提供のデバッグ支援機能を使
用する場合のみ必要となります。

									こ	れらの状況は比較的まれなため、このフィールドのデフォルトはYES(デバッグ情報
を除去)になっています。このオプションを使用すると、コンパイル済み	のI/Oモジュールの
サイズは40%から60%程度減少します。サイズが小さくなっても実行速度には何の影響もな
く、ただ単にコンパイル済みオブジェクト	の大きさが変化するだけです。

プラットフォームについて
									IBM	i：I/Oモジュールをデバッグ可能にする場合や、I/OモジュールがCISC	IBM	iから
RISC	IBM	iに移植される環境の場合は、この設定にNO	(デバッグ情報を除去しない)オプショ
ンを使用してください。

ファイル属性



3.6.10	[メッセージIOM0034の抑制]
IOM0034メッセージを抑制するかどうかを指定します。
I/Oモジュールを使用して、LANSAに直接定義されたことがないファイ
ルに	アクセスすると、LANSAはそのファイルにLANSAレベルの機密保
護情報が存在しないことを示すIOM0034メッセージを発行します。
このメッセージを抑制するにはYES(チェックあり)を指定します。この
メッセージを発行させるには、NO/UNCHECKED(チェックなし)(メッ
セージを抑制しない)を指定します。
デフォルト：NO(チェックなし)

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性



3.6.11	[10進エラーの無視]
ファイル定義に関連するI/Oモ	ジュールを、IGNDECERR(10進データ・
エラーを無視する)オプションを使用してコンパイルするかどうかを指
定します。
デフォルト：NO(チェックなし)

警告
									IGNDECERR	オプションはLANSAで使用可能ですが、このオプションの使用について
のIBMの警告が適用されます。このオプションの使用によって万一問題が発生した	場合は、
製品の販売代理店が修正の支援をしますが、この問題やその原因については一切の責任を負
いません。

									ど	うしても必要な場合を除いて、このオプションは使用しないでください。このオプ
ションを使用する場合は、事前にIBMの警告と免責事項の詳細について、	System	iの
CRTRPGPGMコマンドで参照してください。

ヒントとテクニック
									デ	フォルトはNO(チェックなし)です。YES(チェックあり)は使用しないことをお勧めし
ます。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性



3.6.12	[コンパイル時にIOMを作成]
対象のファイルと関連する論理ビュー	にI/Oモジュールが必要かどうか
を指定します。
NO(チェックなし)を効果的に使用するには、対象のファイルまたは関連
する任意の論理ビューにアクセスしようとするすべてのRDMLファンク
ションにお	いて、OPTIONS(*DBOPTIMISE)キーワードでFUNCTION
RDMLコマンドを使用する必要があります。このコマンドをRDMLファ
ンクションから省略した場合は、コンパイルは正常に行われますが実行
時に異常終了	します。これは存在しないI/Oモジュールへの呼び出しを
行うためです。
デフォルト：YES(チェックあり)

警告
									こ	の値がYES(チェックあり)からNO(チェックなし)に変更され、変更後の値が実行可能
になると、既存のI/Oモジュールが自動的に削除されます。この	後、*DBOPTIMISEを使用せ
ずにこのファイルにアクセスする既存のRDMLファンクションは、使用時にすべて異常終了
します。これは、すでに存在	しないI/Oモジュールを使用しようとするためです。このよう
な場合は、関連のRDMLファンクションに*DBOPTIMISEオプションを追加して、そ	れらを
再コンパイルしてください。

ヒントとテクニック
									LANSA	製品をある程度使用して、I/Oモジュールの概念と機能に慣れるまでは、
NO(チェックなし)を使用しないことを強くお勧めします。

									I/O	モジュールを使用せずにシステムを設定して使用する方法の詳細については、
「FUNCTION」コマンドと『LANSA/AD	ユーザーガイド』の
「*DBOPTIMIZE/*DBOPTIMIZE_BATCH	の使用」を参照してください。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性

its:LANSA015.chm::/function.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10070.htm


3.6.13	[バッチ	コントロールでヘッダ	レコードを作成]
対象のファイルに対してバッチ制御の累計を実行する他のデータベー
ス・ファイルによって、対象のファイル内に存在しない「バッチ」レ
コードが自動的に作成されるようにするかどうかを指定します。
NOは、対象のファイル内にバッチ制御レコードが存在しない場合に、
エラー・メッセージIOM0032を表示して他のファイル操作が失敗するこ
とを意味します。
YESは、対象のファイル内にバッチ制御レコードが存在しない場合に、
他のファイルのI/O操作が自動的にバッチ制御レコードを作成すること
を意味します。他のファイルのI/O操作は、以下のように変更されて、
対象のファイルに存在しないバッチ制御レコードを作成します。

									対象のファイルのレコード様式内のすべてのフィールドは、ブランク(英数字フィール
ド)またはゼロ(数値フィールド)に設定されます。

									対象のファイル内のバッチ制御レコードにアクセスするキーとして使用される他のファ
イルからのフィールドまたは値は、対象のファイル内の対応するフィールドにマッピングさ
れます。このマッピングは、名前によってではなくキーの一致によって行われます。

									新規のレコード、つまり組み立てられたレコードが対象のファイルに挿入されます。

デフォルト：NO(チェックなし)

警告
									このオプションを使用する前に、このオプションの使用により派生する影響を理解し、
その結果作成されたアプリケーションを入念にテストしてください。

									このオプションを変更する場合は、このファイルを実行可能にする修正を加える必要が
あります。また、対象のファイルに対してバッチ制御の累計を実行する他のファイル用のI/O
モジュールも、すべて(再)コンパイルする必要があります。

ファイル属性



3.6.14	[IBM	i	高速テーブル]
「読み取り専用」の場合に、より高速	にアクセスできるように対象の
ファイル定義と関連の論理ビューを高速のi5/OSユーザー索引にミラー
リングするかどうかを指定します。
以下の各項目は、i5/OSの高速テーブル機能についての基本情報です。
この機能を使用する前に、必ずこれらの項目を読んで理解しておいてく
ださい。

									高	速テーブル自体は「物」ではありません。高速テーブルとは「高速」フラグがYESに
設定されている通常のLANSAファイル定義のことです。

									高	速テーブルとしてフラグの立てられたLANSAファイル定義は、通常のデータベー
ス・ファイルとして実装されます。テーブルにデータを挿入したり、これを	更新または削除
したりするファンクションは、すべて通常のデータベース・ファイルに実際にアクセスして
実行されます。	
この通常のデータベース・ファイルには実際にデータが含まれているため、データ損失の危
険があるという点で通常のファイル定義と高速テーブルとの間に何ら	違いはありません。	
また、高速テーブルのフラグをNOに戻せば、定義やデータを失わずにいつでも通常のデータ
ベース・ファイルに再度戻せるということも意味しています。	
通常のファイルと高速テーブルの違いは、高速テーブルが(通常のデータベース・ファイルの
他に)追加のオブジェクトを使用することです。このオブジェクト	はi5/OSで「ユーザー索
引」と呼ばれ、関連のデータベース・ファイルとその論理ビュー内にデータの複製または
「ミラー」を保持します。	
ファイルを読み取るだけのファンクションは、実際にユーザー索引内の「ミラー」データに
アクセスします。このようなアクセス方法には、次のような顕著な利	点があります。
									非	常に高速

									オー	プンまたはクローズのオーバーヘッドがない

									通	常のデータベース・ファイルを開いたままにしておくことに関連する通常のスペー
ス(PAG)のオーバーヘッドがほとんどない

例えば、40個のデータベース・ファイルを開くような従来の商用アプリ
ケーションでは、40個のファイルを開き、その後開いたままにしておく
ためのスペー	スおよび時間には大幅なオーバーヘッドが存在します。
しかし、これらのファイルのうち20個が高速テーブルとして実装された
場合は、スペースと時間のオーバーヘッドが約50%に減少します。これ
によって、こ	のアプリケーションのパフォーマンスは大幅に向上するは
ずです。高速テーブル索引は、i5/OSの「プラットフォーム固有」のオ
プションです。他のプラッ	トフォーム上では、「高速テーブル」フラグ
は無視されて他のファイルと同様に実装されます。
これは設計上の考慮事項かもしれませんが、通常のデータベース管理機
能を使用している他のプラットフォーム上では、あまり高速なi5/OSの
ユーザー索引	を使用しないでください。高速なユーザー索引を使用して
改良し過ぎるとアプリケーションが機能しなくなる可能性があります。



高速テーブル機能を使用するに	は、OS/400	V2R1M01(またはそれ以降)
がインストールされている必要があります。また、ソフトウェアをエク
スポートする予定のマシンにも、OS/400	V2R1M01(またはそれ以降)がイ
ンストールされている必要があります。高速テーブル機能の使用を選択
する前に、以上の点を慎重に考慮しておいてくだ	さい。i5/OSのユー
ザー索引機能の詳細とその用途については、IBMのガイド『System
Programmer's	Interface	Reference』(SC41-8223)で説明されています。既存
の3GLベースのアプリケーション・プログラムから、この高速テーブル
にアクセスす	ることも可能です。この機能の詳細については、製品の販
売代理店にお問い合わせください。
デフォルト：NO(チェックなし)

使用規則
高速テーブルとして有効であるためには、ファイル定義が以下のルール
に従っている必要があります。これらの項目の大部分は、ファイルの作
成または変更を	「実行可能」にする段階で検査されます。ルールに違反
すると、該当のエラー・メッセージが表示されて、実行可能にする処理
は失敗します。
これらのルールは、以下の基本的な物理ファイル定義とそれに対して定
義される論理ビューすべてに適用されます。

									交	互参照順序の形式はサポートされていません。i5/OSのユーザー索引機能は、単純な
バイナリー参照しかサポートしていません。	
"SC21-8226"(マニュアル番号)のマニュアルには、i5/OSのユーザー(または独立)索引へのアク
セスについての詳しい説明がありますが、以	下はこのマニュアルからの引用です。
「各エントリーは、引数のバイナリ値に基づく適切な位置の索引へ挿入されます。他の参照
順序はサポートされていません。」

									キー・	フィールドはすべて昇順で、値は符号なしである必要があります。

									ファ	イルのキー・リスト内に日付、時刻、時刻スタンプを持つファイルが高速テーブ
ルへミラーリングされる場合は、読み取り専用でファイルへアクセスする	LANSAファンク
ションは、I/Oモジュールを使用しません。日付、時刻、時刻スタンプ・フィールドは、高速
テーブル内で英数字フィールドとして扱われ	ます。したがって、レコードを取り込む際は、
値を略さずに入力する必要があります(例えば、1999-1-2ではなくて、1999-01-02と入力しま
す)。また、無効な値が入力されると、LANSAファンクションは日付、時刻または時刻スタ
ンプの有効性を検査せず、単に存在しないというステータスを返	すのみです。

									テー	ブルに含めることのできるフィールド数は、99個までです。

									テー	ブル入力の最大レコード長は、システム・データ域のDC@OSVEROPによって決ま
ります。*HSTABEXTENDオプションが挿入されている場合	は、最大入力レコード長は1988
バイト(OS/400の制限)で、最大キー長は108バイト(LANSAの記憶域とパフォーマンス上の理
由による制限)	です。キーは1988バイトのレコード長に含まれます。*HSTABEXTENDオプ
ションがシステム・データ域にない場合は、テーブル入力レコード長は	108バイト以内であ
る必要があります。警告：108バイトを超える入力レコード長は、OS/400のV2R2M0よりも前



のリリースへは保管できず、ま	たそこから復元することもできません。パック10進フィール
ドの場合は、そのバイト長ではなく、10進数の桁数がカウントされます。詳細については、
「コ	ンパイルと編集の設定」の「Allow	extended		files	to	be	added	to	HST」	を参
照してください。

									基	本物理ファイルには、1つ以上の1次キー・フィールドが必要です。

									高	速テーブル実行環境においては、ファイル・メンバー、実行時ライブラリ・リスト
の変更、およびファイルのオーバーライドまたはリネームという概念はサポー	トされていま
せん。高速テーブル索引は、LANSA区画ごとに1つあります。索引へのアクセスが必要なア
プリケーションが呼び出されると、このアプリケー	ションは現在の区画に関連付けられた単
一の索引を使用します。

									選	択/除外ロジックは指定できません。

									バッ	チ制御ロジックは指定できません。

									ファ	イル内のすべてのフィールドに対して、フィールド・レベルまたはファイル・レ
ベルでの「OPEN(開く)」、「READ(読み取り)」、または	「CLOSE(閉じる)」のトリガーは
指定できません。

									仮	想フィールドまたはロジック(コード)は定義できません。

									テー	ブルに対する読み取り機密保護は機能しません。つまり、高速テーブルの内容を
読み取るファンクションを停止させることはできません。しかし、高速テーブル	の内容を変
更するファンクションは、通常の方法で停止させることができます(これは、高速索引を変更
しているのではなく、実際に通常のデータベースを変更	しているためです)。	
この制約によって、読み取り専用アプリケーションのパフォーマンスを最大限に高めること
ができます。読み取り機密保護を適用すると、ほんの数件のアクセス	しか実行されていない
場合でも、テーブルのパフォーマンスに重大な影響を与えます。	
事実、機密保護検査にかかる時間は、多数のテーブル・エントリーへのアクセスの実時間よ
りもはるかに長いためです。

									高	速テーブルとして設定されたファイルを変更(INSERT、UPDATE、またはDELETE)す
るファンクションでは、*DBOPTIMISE、	*DBOPTIMISE_BATCH、またはこれらのオプショ
ンと結果的に同様の意味を持つ他のオプションを使用することはできません。	
この制約がある理由は、実ファイル・データを高速索引にミラーリングするために必要な特
別なロジックが、関連のI/Oモジュール内にしか存在しないためで	す。このため、すべての
「テーブル変更機能」は、該当のI/Oモジュールを使用する必要があります。

									高	速テーブルからの読み取りのみを行うファンクションは、通常の方法で
*DBOPTIMISEまたは*DBOPTIMISE_BATCHを使用することがで	きます。

									高	速テーブルの定義(つまり、レイアウト)を変更する場合は、実ファイルではなく、高
速テーブルから読み取るファンクションとI/Oモジュールをすべて再コ	ンパイルする必要が
あります。この場合も、パフォーマンスを最大にするために、この制約が設けられていま
す。	
テーブルは設計と内容については本来大部分が静的であるため、これは問題にはなりませ
ん。もし問題になるようであれば、ファイル定義から高速テーブル・オ	プションを除去して
ください。

									高	速テーブルから読み取るのみのアプリケーションでは、ロックはサポートされてい
ません。「読み取り専用」ファンクションでレコードのロックが必要な場合	は、対象のファ
イルは高速テーブル機能に適していません。

									高	速テーブルに対する以下の各機能の使用については検査されませんが、高速テーブ
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ルへの「読み取り専用」アクセスが必要なファンクションでは以下の機能はい	かなる形式で
もサポートされません。

									*OPNQRYF	オプションの付いたOPENコマンドの使用

									任	意の形式での*BLOCKnnnオプションの使用

									任	意の形式でのSELECT_SQLオプションの使用

									WITH_RRN、	RETURN_RRN、または任意の形式の相対レコードのアドレス指定

									任	意の形式のISS_MSGパラメータ

要約すれば、高速テーブル機能とは、シンプルな検索とデコード型の
ファイル用にのみ設計されたものであるということです。他の高度な方
法で使用されるファ	イルは、高速テーブルとして実装しないでくださ
い。

ヒントとテクニック
高速テーブルについてのよくある質問には、以下のようなものがありま
す。

質問：高速テーブルには、どのようなタイプのファイルが適し
ていますか?
一般的には、以下のような特性をもつデータベース・ファイルが、高速
テーブルの実装に適していると言えます。

									デー	タの内容が、デコード(例：州コード"CA"は"CALIFORNIA"と印刷される)や妥当性
検査(例：州コード"CA"が妥当かどうか)に広く使用さ	れるファイル

									デー	タの内容が比較的安定しているファイル(例：州の名前)。一般には、毎日頻繁に、
しかもランダムに変更されるようなファイルではないことです。「製品」	ファイルが、製品
が頻繁に作成されたり変更されたりするものではないために詳細な記述しか含まれていない
ような場合には、高速テーブルに適しています。た	だし、在庫数量の情報も含まれている場
合は、在庫数量が絶えず変更されるため適していません。

									通	常、少数のレコードしか含まれていないファイル(例：5,000件以下)

									ファ	イルを保守するアプリケーションが通常1つしかなく、それもあまり頻繁には使用
されない(例：1日に1度使用されるかどうかという程度の使用頻度)ような	ファイル

									大	部分のアプリケーションが、デコードと妥当性検査の目的でファイルから「読み取
り」のみを行うようなファイル

質問：高速テーブルのデータはどこに保管されますか?
高速テーブルとしてフラグの立っているLANSAファイル定義も、他の
ファイルと同様に設定されます。実際のファイル・データは、この通常
のファイルに格	納され維持管理されます。ただし、データはまた「読み
取り専用」高速索引にミラーリングされ、「読み取り専用」アプリケー
ションから非常に高速にアクセス	できるようになります。



この高速索引は、実際はi5/OSのユーザー索引(オブジェクト・タイプは
*USRIDX)です。このユーザー索引は、現在の区画のモジュール(または
プ	ログラム)・ライブラリ内に自動的に作成され、そこに常駐している
必要があります。この索引はユーザーが作成する必要はありませんが、
定期的に削除し再作	成することも可能です。このユーザー索引の例を探
す際のポイントは、ユーザー索引にDC@TBLIDXという名前が付いてい
るかどうかを見つけることで	す。

質問：高速索引のバックアップは必要ですか?
必要ありません。個々のテーブルにはそれぞれ関連するデータの実ファ
イルがあり、そこには「実」データが含まれているため、すべてのテー
ブルの高速索引を	組み込み関数のREBUILD_TABLE_INDEXを使用し
て、ほんの数分で再作成することができます。
ただし、万一復元手順を呼び出す必要がある場合は、索引と「実」デー
タを含む関連のデータベース・ファイルのすべてが同期しているバック
アップがあれば、	復元手順を簡略化して高速化できる場合があります。

質問：高速索引へのアクセスは、どのような場合に行われるの
ですか?
LANSAコード変換機能は、さまざま時点で、データベース・ファイル
にアクセスするコードを生成する可能性があります。この生成が実行さ
れ、呼び出され	るファイルが高速テーブルである場合は、以下のような
場合に、実ファイルの代わりに高速索引が実際にアクセスされます。

									CHECK_FOR、	FILECHECK、FETCH、またはSELECTコマンドを使用して、ファイル
から「読み取り」のみを行うRDMLファンクションの場合。RDML	ファンクションがコンパ
イルされる際、高速テーブルへ直接アクセスできるかどうかの検査が行われます。このファ
ンクションで使用されるすべての高速テーブ	ルへのアクセスがいずれも「読み取り専用」で
ある場合は、I/Oは実データベース・ファイルではなく、高速テーブルに対して行われます。

									ファ	イル間の妥当性検査が行われる場合。妥当性検査の結果、ファイルのエントリー
を検索する必要のあるI/Oモジュールまたは*DBOPTIMISEで生成さ	れたコードは、実ファイ
ルではなく、必ず高速索引を検索します。

質問：高速テーブルで*DBOPTIMISEまたは*DBOPTIMIZEを
使用できますか?
はい、ファンクションが高速テーブルを更新する場合を除いて、どのよ
うな場合でも可能です。高速テーブルを更新するファンクションは、
テーブルへのすべて	のI/Oを、関連するI/Oモジュールを通じて行う必要
があります。これにより、実データ・ファイルとミラーリングされた高
速索引は、同時に更新されるよ	うになります。



質問：高速索引の更新は、どのような場合に行われるのです
か?
高速テーブルとしてフラグの立っているファイルに対してI/Oモジュー
ルが作成されると、ファイルに対して実行される挿入、更新、削除の回
数をカウントす	るための補助的なコードが追加されます。
ファイルが閉じられる際にこのカウントが検査され、0より大きければ
そのファイルの既存のエントリーのすべてが高速索引から消去されま
す。次に、高速索引	に新しいエントリーを挿入するために、実ファイル
(およびそのビュー)全体が読み取られます。
このアーキテクチャは、以下のような仕組みを持ち、また高速テーブル
の使用に影響を与えます。

									ファ	イルとミラーの索引は、実際は同時に保守されるわけではありません。ファイル
が閉じられると、まずミラーリングされた既存の索引エントリーが削除され、そ	の次にファ
イルの更新されたバージョンを基に索引エントリーが再作成されます。

									ファ	イルおよびそのすべてのビューは、個別の高速索引データで維持管理されます。
つまり、1つのテーブルにビューが4つある場合は、実際はソース・テーブルの	索引スペース
を5倍使用することになります。これは、索引がテーブル自体に1つ、そして各ビューに1つ
ずつあるためです。

									複	数のユーザーが高速索引ミラーを持つファイルを同時に更新しようとすると、競合
が発生する可能性があります。この問題は、高速テーブルを更新するアプリ	ケーションを、
1ユーザーのアクセスに制限すれば、簡単に解決できます。	
あるファンクションを1ユーザーのアクセスに制限するために使用される簡単な方法がいく
つもあります。このようなアプリケーションを設計する際に支援が必	要であれば、製品の販
売代理店までご連絡ください。

質問：「実」ファイルと索引との同期が取れていない状態にな
ることはありますか?
前項の説明からもわかるように、ファイルとそのミラーリングされた高
速索引との同期が取れていない状態になる可能性があります。例えば、
あるファンクショ	ンが1つのテーブルに3つの新規エントリーを挿入した
直後にエラーが発生したとします。この時点では、各新規エントリーは
実ファイル内に格納されています	が、高速索引には反映されていませ
ん。

質問：同期が取れていない状態は、どのようにすれば修正する
ことができますか?
ファイルとその高速索引との同期が取れていない場合に、それらを再度
同期させるには、以下の処理を実行してください。

									ファ	イルに対して「ダミー」の更新を行います。この更新により、関連するI/Oモ



ジュールは更新されたファイルを反映するために索引を再作成します。このた	め、ファイル
と索引は再び同期した状態になります。

									組	み込み関数のREBUILD_FILE_INDEXを使用して手作業でI/Oモジュールを起動し、
ファイル(複数可)の索引を再作成します。	

実際には、次の一連のコマンドにより、i5/OSのユーザー索引域全体が物理的に削除された
後、現在の区画内にあるすべての高速テーブルの索引が再作成さ	れます。i5/OSのユーザー
索引が存在していない場合は、最初に再作成されたファイルがこれを再作成します。

EXEC_OS400	CMD('DLTUSRIDX	DC@TBLIDX')
USE	BUILTIN(REBUILD_FILE_INDEX)	WITH_ARGS('''*ALL''')

質問：ファイルのレイアウトを変更すると、どうなりますか?
ファイルのレイアウトを変更して変更を実行可能にすると、テーブルと
索引との再同期が自動的に実行されます。この自動同期は、変更された
定義を変更後に他	のシステムにエクスポートした場合は実行されませ
ん。

質問：高速テーブルを他のシステムにインポートするとどうな
りますか?
高速テーブルは、通常のファイルと同様に他のシステムへインポートさ
れます。しかし、ファイルのデータがインポートされた場合、または
ファイル・レイアウ	トが変更された場合は、関連の索引は自動的に更新
または再フォーマットされることはありません。索引の更新または再
フォーマットを行うためには、前述した	方法のいずれかを使用して、
ファイルとその索引との「再同期」を起動してください。
注：	1GBを超えるユーザー索引、または入力レコード長が108バイトを
超えるユーザー索引は、OS/400のV2R2M0よりも前のリリースに保管す
ること	も、そこから復元することもできません。

警告
									拡	張入力レコード長を使用可能にするためにシステム・データ域DC@OSVEROPに
*HSTABEXTENDオプションが追加された場合、または拡張入力	レコード長を削除してエン
トリーの長さを制限する場合は、高速テーブルとして設定されたすべてのファイル、これら
のファイルを使用する読み取り専用のすべ	てのファンクション、および検索の妥当性検査の
ために高速テーブルを使用する他のすべてのI/OモジュールとDBOPTIMIZEDファンクション
を、現	在のユーザー索引の削除後に再コンパイルすることを強くお勧めします。なお、この
現在のユーザー索引とは、*HSTABEXTENDを追加する場合は	DC@TBLIDX、
*HSTABEXTENDを削除する場合はDC@TBLIDYです。

									上	記のことを実行しない場合は、特定のファイルとI/Oモジュールを使用するすべての
ファンクションを同時に再コンパイルする必要があります。そうしない	と、これらのファン
クションは同じ索引を指し示さなくなります。検索の妥当性検査のために高速テーブル・
ファイルを使用するI/Oモジュールと	DBOPTIMIZEDファンクションが、間違った索引を指し



示すため、状況はさらに複雑になります。データベース・ファイルと特定の索引が非同期化
され	てもプログラム障害が発生しないため、ユーザーが問題を認識することができない場合
があります。

プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iのデータベースのみに適用されます。

ファイル属性



3.6.15	[RRNの自動生成]
RRN列が自動的に作成されるかどうかを指定します。
このオプションは、ファイルがRRNO列を含める必要がある場合に外部
ファイルのロードオプションによって設定され、SQLのINSERT操作を
実行する際にRRNOの値がデータベースによって自動的に生成されま
す。
また、LANSAファイル作成時にも設定されます。プルダウン・メ
ニューからファイル・オブジェクトにRRN自動生成を設定できるオプ
ションもあります。
このオプションが以前に設定されていないPCの外部ファイル、または
LANSAファイルでのみこれが可能です。
オプションが既に設定されているLANSAファイルはすべて設定できな
いようになっています。つまり、一度設定されると元に戻せないという
ことです。
ファイルが一旦RRNの自動生成に設定されると、この設定を再び外すこ
とはLANSAではサポートされていません。これはIBM	i	マスター、また
はVCSマスターから古いバージョンをインポートしたり、チェックアウ
トする場合も同様です。
デフォルト：YES(作成する)
ファイル属性



3.6.16	[RRNの欄の作成]
対象のファイルにRRNの機能が必要であるかどうかを指定します。
この意味は、ファイルがPC外部ファイルであるかどうかによって多少異
なります。

									YES	は、相互更新検査の実行とLANSA	RRNの機能の使用を可能にするために、テーブ
ルがX_RRNO列とX_UPID列(@@RRNOフィールドと@@UPIDフィールド)を必要とするこ
とを指定します。自動的にインクリメントする列がX_RRNO用に使用されます。

									NO	は、テーブルが	X_RRNO列とX_UPID列を必要としないことを意味します。このオ
プションは使用されていませんが、下位互換性を保つために残されています。

警告
									X_RRNO	列とX_UPID列を削除すると、ファイル上で実行できる機能は制限されます。
以下は制限の一部のリストです。

									RRN	の機能を使用するすべてのコマンドはサポートされません(例：WITH_RRNパラ
メータとRETURN_RRNパラメータ)。

									仮想フィールドの設定コードが動作しない場合があります。

									@@UPID	フィールドに、未定義の値が設定されます。

									相互更新検査が制限されます。つまり、別のユーザーによって実行された更新が上書
きされるという可能性(2つのバッチ・ジョブが同一セットの行を同時に更新する、など)
がわずかにあります。

									ファイル上に1次キーがない場合は、UPDATEコマンドとDELETEコマンドはサポート
されません。	

									LANSA	に標準で搭載されているほとんどのテンプレートが、これらの列がないと動作
しません。

									SQL	は、INSERTステートメントに対してのみ再利用可能です([RRNOの欄の作成]を使
用した場合は、UPDATE、DELETE、および再度読み取られたSQLステートメントに対し
ても再利用可能です)。すなわち、ファイルに@@UPIDおよび@@RRNOフィールドを追
加すると、UPDATEおよびDELETEのパフォーマンスが向上します。

ヒントとテクニック
									PC	外部ファイルの場合は、[RRNの欄の作成]の初期値をファイルのロード中に設定でき
ます。新規インストールの場合は、デフォルトでNOになります。選択した値は記憶され、次
回ロード時に使用されます(「他のデータ・ソースのロード・オプション」を
参照)。

プラットフォームについて
									IBM	i：このオプションは、LANSAファイルに対しては無視されます。このオプション
は、他のファイルに対してはYES(チェックあり)である必要があります。

注：LANSAファイルに自動RRNO設定が導入されたことにより、新しい
LANSAファイルにRRNの欄を作成することは必須となりました。自動



RRNOを設定すると、RRNOを格納するIDカラムが作成されます。
これにより、RRNOの生成の非常に速いメソッドが提供されます。既に
廃止された、外部ファイルを使って次のRRNOを保存するメソッドより
もずっと速くなります。(上記に記されている通り)	RRNOが使用されて
いないと、重要な多くのLANSA機能が使用できなくなってしまいま
す。RRNOは不必要だと思うかもしれませんが、LANSAには必要です。
これがないと、多くの機能の導入が非常に難しくなります。このRRNO
があることで、実際のLANSA開発やLANSAの実行が処理が速くなりま
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
外部ファイルのロード

ファイル属性



3.6.17	[フィールド名の特殊文字の変換]
フィールド名からデータベースの列を作成するときに、フィールド名を
そのまま使用するかどうかを指定します。

デフォルト：LANSAバージョン11	SP4以降で作成されたファイルの場合はNO	(チェック
なし)。それより古いバージョンで作成されたファイルの場合はYES	(チェックあり)

LANSAバージョン11	SP4より古いバージョンの場合、Windows環境でコ
ンパイルされたファイルにより、フィールド名が同じでないデータベー
ス列が作成されることがあり	ます。例えば、デモンストレーション・
ファイルSECTABのSECTIONフィールドは、S_CTIONとして作成されま
す。これは、SECTIONが	SQLキーワードだからです。同じ理由で、列
MY@FLDはMY_FLDとして作成されます。
バージョン11	SP4以降、新しいファイル内のフィールド名はデータベー
スで変換されません。
これにより、これまでWindows環境でコンパイルされずにエラー979で
失敗していたファイルをVisual	LANSAで使用できるようになりました。
例えば、ファイルにMY@FLDおよびMY#FLDという2つのフィールドが
ある場合、Windowsでのファ	イルの作成は失敗し、以下のメッセージが
表示されていました。
979	致命的	-	フィールド	MY@FLD	と	MY#FLD	は同じ名前のSQL列名
MY_FLD	に分割します。
そのため、このファイルを使用できるのはSystem	iのみでした。今後
は、設定をNO	(チェックなし)に変更することで、ファイルを正常に作
成できます。

警告
									LANSA	では、以前Windowsで正常にコンパイルされたファイルに対してこの設定をNO/
チェックなしに変更することはできません。チェックありからチェック	なしへの変更は、
ファイルのコンパイルがエラー979で失敗した場合のみ行ってください。

									LANSA	では、V11	SP4以降で作成されたファイルに対してこの設定をYES/チェックあ
りに変更することはできません。

									こ	の設定を変更した場合、そのファイルに対してSELECT_SQLを使用するすべての
ファンクションまたはコンポーネント、およびこのファイルがバッチ制	御または事前結合
フィールドのターゲットとなっているファイルのOAMを再コンパイルし、再配布する必要が
あります。

									テー	ブルにアクセスするLANSA以外のアプリケーションでは、列名として実際の
フィールド名を使用し、問題を防ぐためにこれらの識別子を引用符で囲んでくだ	さい。

ヒントとテクニック



プラットフォームについて
									IBM	i：このファイル属性は、IBM	iデータベース内のファイルには適用されません。

ファイル属性



3.6.18	[コミットメント制御を使用]
ファイルをコミット制御の対象にする	かどうかを指定します。詳細につ
いては、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「コミットメント制
御」を参照してください。
デフォルト：NO(チェックなし)

警告
									こ	のオプションを使用すると、あらゆるアプリケーションでファイルが常にコミット
制御の対象になることを意味します。

ヒントとテクニック
									コ	ミット制御の使用(あるいは不使用)を選択するには、「FUNCTION」コ	マンド
の*PGMCOMMITオプションまたは*NOPGMCOMMITオプションを参照してください。

									ファ	イル定義が初めて作成される際に、コミット制御のデフォルトがシステム定義ブ
ロックから設定されます。詳細およびシステム・デフォルト値の変更方法につい	ては、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム定義データ域の概要」を参照してく
ださ	い。

プラットフォームについて
									IBM	i：コミット制御とコミット制御処理の詳細については、IBM提供の該当のマニュ
アルを参照してください。コミット制御は、IBM	iオペレーティング・システムによって提供
されている機能です。

さらに、次のトピックも参照してください。
自動コミット	パラメーター
ファイル属性

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbe_0060.htm
its:Lansa015.chm::/function.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10010.htm


3.6.19	[自動コミット	パラメーター]
自動コミット	パラメーターは、LANSAリリース4.0のプログラム変更レ
ベルE5により二重化されました。
デフォルト：NO(チェックなし)

ヒントとテクニック
									コ	ミット制御を使用するには、ご使用のアプリケーションでCOMMITコマンドまたは
ROLLBACKコマンド、あるいはその両方を指定してください。

									通	常は、COMMITコマンドのみが必要です。

									ア	プリケーション障害が発生した場合は、関連するファイルが閉じられる際にオペ
レーティング・システムによりROLLBACK命令が自動的に発行されます。

プラットフォームについて
									IBM	i：コミット制御とコミット制御処理の詳細については、IBM提供の該当のマニュ
アルを参照してください。コミット制御は、IBM	iオペレーティング・システムによって提供
されている機能です。

[コミットメント制御を使用]
ファイル属性



3.6.20	[CRTPF	&	CHGPF	パラメーター]
物理ファイルを作成(CRTPFコマ	ンド)または変更	(CHGPFコマンド)する
際に、LANSAにより使用される追加のコマンド・パラメータを指定し
ます。
ファイル定義が設定されると、この値は初期化されてSIZEパラメータと
LVLCHKパラメータを含めます。これらのパラメータは、システム定義
ブロック	で指定されたデフォルトから設定されます。詳細については、
「システム定義データ域	の概要」を参照してください。
デフォルト：SIZE(10000	2000	3)	LVLCHK(*YES)

ルール
パラメータを指定する際は、System	iコマンド入力機能によって入力す
る場合と全く同様の要領で入力します。必要なパラメータの(位置では
なく)「キーワード」指定を使用してください。
指定できるパラメータには、以下のものがあります。

									EXPDATE

									MAXMBRS

									MAINT

									RECOVER

									FRCACCPTH

									SIZE

									ALLOCATE

									UNIT

									FRCRATIO

									WAITFILE

									WAITRCD

									SHARE

									DLTPCT

									LVLCHK

SHAREパラメータが関係するのは、CRTPFコマンドとCHGPFコマンド
に共通のパラメータのみで、オープン・データ・オプションの共用には
関係し	ません。「共	用」を参照してください。
指定されたパラメータは妥当性を検査されます。無効な場合は、エ
ラー・メッセージと共に画面が再表示されます。

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10010.htm


プラットフォームについて
									IBM	i：CRTPFコマンドとCHGPFコマンド、および関連の共通パラメータの詳細につい
ては、IBM提供のマニュアル『Control	Language	Reference	Manual』を	参照してください。

ファイル属性



3.6.21	[データベース	トリガー	プログラム]
このオプションで	は、外部プログラムからアクセスするためのデータ
ベース・トリガー・ファンクションを生成することができます。
このプログラムは、[デー	タベース	トリガーを使用可能にする]オプショ
ンを選択するときに[デー	タベース	トリガー	プログラム]に指定した名
前を使用して生成されます。
デフォルト：DBに、	所有するファイル名の最初の文字を続けた名前
(例：DBFILEM)

ルール
									以	下の名前は使用できません。

									無	効なファイル名文字を含む名前

									既	存のファイル名と同じ名前

									既	存のデータベース・トリガー名と同じ名前

									[デー	タベース	トリガーを使用可能にする]オプションが選択されている場合は、名前を
ブランクにすることはできません。

プラットフォームについて
									デー	タベース・トリガーが実行されるのは、IBM	i上	でRDMLX区画内のネイティブI/O
経由により行われるデータベース・アクセスに対してのみです。

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者	ガイド』	内の「ファイ	ルに対する妥	当性規則や
トリガーの作成」および｢LANSA	データベース　トリガー｣
ファイル属性

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0465.htm


3.6.22	[記述]
必須
物理ファイルの説明を記述します。この説明は、システム・ユーザーが
ファイルを識別する際に役立つようにLANSA内とオペレーティング・
システム内で使用されます。

ルール
									ファイル記述は、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

									最大40文字です。

ファイル属性



3.7	LANSA作成ファイル内の@@UPIDフィールド
LANSA(他のシステムではなく)で作成され保守される物理ファイルに
は、付加的なフィールドがあります。このフィールドは@@UPIDと呼ば
れ、パック10進(7,0)フィールドとして定義されます。このフィールドは
必ずファイルの最後にあります。
LANSAはこの@@UPIDフィールドを使用して、自動的に「相互更新」
検査を行います。この検査ロジックは、以下のように非常に簡単なもの
です。

									レコードを読み取り、@@UPIDの値を保管します。

									更新が要求されると、レコードを再度読み取って@@UPIDの値を保存されている
@@UPIDの値と比較します。両者の値が異なっている場合は、「相互更新」エラー・メッ
セージが出力されます。両者の値が一致している場合は、@@UPIDに1を足してファイル・
レコードを更新します。

ユーザーのアプリケーション・プログラム(LANSA以外のアプリケー
ション)を作成し、新規レコードを書き込んだり、LANSAで作成された
データベース・ファイル内の既存のレコードを更新する場合は、以下の
処理を行うことをお勧めします。
1.	新規レコードを書き込む際に、@@UPIDを1に設定します。
2.	既存レコードを更新する際に、@@UPIDに1を加えます。
これにより、すべてのLANSAファンクションで自動的に使用されるロ
ジックをエミュレーションすることができます。
注：	@@UPIDというフィールド名は、COBOLプログラムでは使用しな
いでください。
この問題を解決するには、@@UPIDフィールドのデータ・ディクショナ
リの定義を変更して、COBOLでも使用可能な別名を付けます(@@UPID
のデータ・ディクショナリの定義をまだ変更していない場合)。
すべてのデータベース・ファイル(まだ別名の付いていないもの)を強制
的に再作成した後、COBOLプログラム内でCOPY	DDオプションを使用
してフィールドに別名を付けます。COBOLプログラム内では、実際の
名前ではなくこの別名が使用されます。
警告：	@@UPIDフィールドは、その使用方法についてLANSAから特別
の指示を受けている場合を除き、4GLレベルでは使用しないでくださ
い。
注：	ファイルにBLOBまたはCLOBフィールドが含まれている場合は、
@@UPIDが1回のUPDATEコマンドについて複数回1が加算される場合が
あります。これは、主ファイルに対して1回、UPDATEコマンドに含ま



れている各BLOBフィールドまたはCLOBフィールドについて1回1が加
えられるために発生します。

また、以下も参照してください。
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「RESET_@@UPID組み込
み関数」

ファイル



3.8	バッチ制御
バッチ制御を使用して、あるファイル内の数値フィールドの値を他の
ファイルのフィールドに累計するロジックを定義します。
バッチ制御の定義

さらに、次のトピックも参照してください。
『ユーザーガイド』の「[バッチ制御]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「バッチ制御の作成」
ファイル

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0470.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0050.HTM


3.8.1	バッチ制御の定義
[ファイル名]
[記述]
[キーフィールド]
[キー順序]
[参照元フィールド]
[参照先フィールド]
[詳細]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[バッチ制御]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「バッチ制御の作成」
バッチ制御

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0470.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0050.HTM


[ファイル名]
必須
対象のバッチ制御ロジックにより保守される物理ファイルまたは論理
ファイルの名前を指定します。このファイルは、現在選択しているファ
イルを基にした累計値を保持するファイルです。

ルール
									指定する物理ファイルまたは論理ファイルは、リポジトリに存在している必要がありま
す。

									指定するファイルにバッチ制御ロジック自体を含めることはできません。

ヒントとテクニック
									指定したファイルにバッチ制御が含まれていて問題がある場合は、指定した「バッチ制
御ファイル」からバッチ制御ロジックを対象のファイル(現在処理中のファイル定義)に移動
させることができないかどうかを検討してください。ほとんどの場合、この方法によりバッ
チ制御に関する要件を満たすことができます。

参照
[参照先フィールド]
バッチ制御の定義



[記述]
必須
対象のファイル定義を使用する他のユーザーがこのバッチ制御ロジック
の目的を判断しやすいように説明を記述します。

ルール
									最大40文字です。

バッチ制御の定義



[キーフィールド]
必須
バッチ制御の[ファイル名]により識別される「バッチ制御ファイル」と
して指定されたファイル内の該当のレコードへのアクセスに使用される
キーの構成に利用するフィールドまたは値を指定します。
フィールド名を指定する場合は、このフィールド名は対象のファイル
(つまり「バッチ制御ファイル」と指定されているファイルのことでは
なく、現在処理中のファイル定義)内に定義されている必要がありま
す。
キー値はタイプと長さの互換性があるかどうかを検査されます。指定さ
れたキー・リスト全体は、「バッチ制御ファイル」の実際のキーとの互
換性があるかどうかを検査されます。指定されるキー・リストは、ファ
イルに対する全体のキーでも部分的なキーでもかまいません。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									現在のファイル定義内で定義されているフィールド。仮想フィールドは使用しないでく
ださい。

									'NSW'、'BALMAIN'などの引用符で囲まれた英数字リテラル

									1、14.23、-1.141217などの数字リテラル

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

警告
									部分キー・リストを指定した場合は、警告が表示されます。このような特殊な場合に部
分キーが使用されることはあまりありません。警告メッセージが表示された場合は、どのよ
うなバッチ制御ロジックが定義されたかを注意深く検査して再検討してください。

ヒントとテクニック
									キーの中に仮想フィールドを使用する必要がある場合は、バッチ制御更新ロジックをト
リガーにコーディングしてください。仮想フィールドを使用すると、予測不可能または予期
しない結果をもたらす場合があります。

参照
バッチ制御[ファイル名]
バッチ制御の定義



[キー順序]
必須
[キーフィールド]の順序番号を指定します。

ルール
									順序番号は連番である必要があります。

									この順序番号は、キーが追加されると自動的に割り振られます。キーの順序がキーのリ
スト内で更新されると、順序番号も更新されます。

バッチ制御の定義



[参照元フィールド]
必須
バッチ制御[ファイル名]により識別される「バッチ制御ファイル」に累
計される対象のファイル(つまり、処理中のファイル定義)内のフィール
ドを1個から4個まで指定します。
最低でも1組のフィールド(累計元と累計先)が必要です。

ルール
									指定するすべてのフィールドが対象のファイルで定義されている必要があります。

									すべてのフィールドが数値である必要があります。

警告
									累計されるフィールドの精度の検査およびテストは、LANSAによって実行されないた
め、ユーザーが行う必要があります。

ヒントとテクニック
									LANSAにより、指定されたすべてのフィールドがそれぞれのファイル内に存在するこ
とと数値であることが検査されますが、サイズについては検査されないことに注意してくだ
さい。このため、小数点以下の桁数が4桁のフィールド値を小数桁のないフィールドに累計
してしまうということも起こり得ます。この場合は、小数点精度が失われるため、累計結果
の価値はおそらくなくなってしまうことでしょう。同様に、有効桁数15桁のフィールドの値
を有効桁数1桁のフィールドに累計することも可能です。この場合もまた、累計結果は使用
できないことでしょう。

参照
[参照先フィールド]
バッチ制御の定義



[参照先フィールド]
必須
対象のファイルからのフィールドの累計値が保持される「バッチ制御
ファイル」内のフィールドを1個から4個まで指定します。
最低でも1組のフィールド(累計元と累計先)が必要です。

ルール
									指定するすべてのフィールドが、バッチ制御[ファイル名]で識別されるファイル内
で定義されている必要があります。

									すべてのフィールドが数値である必要があります。

警告
									累計されるフィールドの精度の検査およびテストは、LANSAによって実行されないた
め、ユーザーが行う必要があります。

ヒントとテクニック
									LANSAにより、指定されたすべてのフィールドがそれぞれのファイル内に存在するこ
とと数値であることが検査されますが、サイズについては検査されないことに注意してくだ
さい。このため、小数点以下の桁数が4桁のフィールド値を小数桁のないフィールドに累計
してしまうということも起こり得ます。この場合は、小数点精度が失われるため、累計結果
の価値はおそらくなくなってしまうことでしょう。同様に、有効桁数15桁のフィールドの値
を有効桁数1桁のフィールドに累計することも可能です。この場合もまた、累計結果は使用
できないことでしょう。

参照
[参照元フィールド]
バッチ制御



[詳細]
表示専用
指定した[キーフィールド]、[参照元フィールド]、または[参照先フィー
ルド]の以下のフィールドの詳細が表示されます。

									[記述]
									[タイプ]
									[全桁数]
									[小数点桁数]

この情報を調べて、フィールドの互換性を確認することができます。

バッチ制御

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0120.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0140.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0145.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0150.htm


3.9	仮想ロジック
拡張定義の仮想フィールド(「ファイル内の仮想フィールド」を参照)に
加えて、I/Oモジュールに含まれているコードを入力して仮想フィール
ドを定義することができます。
[I/Oモジュールに組込むコード]
[コード]
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[仮想ロジック]タブ」
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「仮想フィールド」
ファイル

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0485.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c00000.htm


3.9.1	[I/Oモジュールに組込むコード]
仮想フィールドの設定に使用されるユーザー・コードを含めることがで
きるファイルI/Oモジュールの一部であるセクションを指定します。
LANSAは、I/Oモジュールを自動生成する際に、ファイルに関連する仮
想フィールドのコードを検索して、正しい位置に自動的に組み込みま
す。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

ARRAYSPECIFICATIONS ファイル補足仕様
(配列/テーブル)

CALCULATIONSAFTERINPUT ファイル読み取り後
の演算

CALCULATIONSBEFOREOUTPUTファイル書き込み前
の演算

COMPILETIMEARRAYDATA コンパイル時配列/
テーブル/データ

DATASTRUCTURES データ構造の定義

EXTERNALFIELDRENAMES フィールド/レコード
様式の変更

FILESPECIFICATIONS ファイル仕様

INTERNALSUBROUTINES 内部サブルーチン

OUTPUTSPECIFICATIONS 出力仕様

ヒントとテクニック
									コードを必要とするI/Oモジュールのセクションは、使用される言語によって異なる場
合があります。例えば、RPGにはプログラムの特定の部分にコード定義を必要とする非常に
構造化されたプログラム・レイアウトがあります。

さらに、次のトピックも参照してください。
[コード]
仮想ロジック



3.9.2	[コード]
I/Oモジュール	に埋め込まれる仮想フィールド用のコードを指定しま
す。
LANSAは、I/Oモジュール用のコードを自動生成する際に、ファイルに
関連する仮想フィールドのコードを検索して、正しい位置に自動的に組
み込みま	す。

ルール
									RPG	またはCコードを入力できます。

									C	コードでは各行の最初の文字をCにする必要があります。

警告
									入	力されたコードに対して構文検査は実行されません。

ヒントとテクニック
									表	示されるRPGまたはCのコードのセクションは、仮想フィールドの設定に使用される
ユーザー・コードを含めることができるファイルI/Oモジュールの部分	を表しています。

									ト	リガーもしくはRDMLXファイルのコード・フラグメントには、複合的な仮想フィー
ルド設定が使用される場合があります。その場合、Cもしくは、RPG	コー	ドを書くよりもか
なり簡潔になります。

プラットフォームについて
									IBM	i：具体的なRPGのコーディング要件については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の
「仮想フィールドと引き	出しコードの例」を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
[I/O	モジュールに組込むコード]
仮想ロジック

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c00170.htm


3.10	ファイル・レベルの妥当性検査とトリガー
フィールド・レベルとファイル・レベルの2つのレベルで、妥当性検査
とトリガーをLANSAリポジトリに保管することができます。
各レベルで妥当性検査とトリガーがどのように機能するか、また各レベ
ル間でどのように連携するかを理解することは重要です。『Visual
LANSA開発者ガイド』の「ファイルに対する妥当性規則やトリガーの作
成」を参照してください。
フィールド・レベルおよびファイル・レベルの詳細については、このガ
イドの「妥当性検査とトリガー」を参照してください。

また、以下も参照してください。
『ユーザーガイド』の「ファイルの[妥当性検査トリガー]タブ」
ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev04_0035.HTM
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu02_0010.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0460.htm


3.11	ファイル	コンパイル	オプション
選択したファイル用のテーブル、インデックス、およびOAMを生成す
る際に使用するオプションを選択します。このオプションは、現在の操
作の完了後に保管されます。
[必要な場合のみコンパイルを行う]
[テーブルの再生成]
[論理ビューの再生成]
[OAMの再生成]
[デバッグ情報の除去]
[生成されたソースの保持]
[データ	ファイル(DAT	ファイル)の保持]
[既存のテーブル/インデックスの消去]
[テーブル	データの保存]
[テーブル	データの復元]
ファイル



3.11.1	[必要な場合のみコンパイルを行う]
このオプションは、Windows/Linux	オプションを選択している場合にの
み使用できます。
コンパイルの必要があるファイル(つまり、再生成が必要な状態のファ
イル)のみがコンパイルされるようにこのオプションを選択します。こ
のオプションが省略時の設定です。
このオプションを選択していない場合は、選択したすべてのファイルが
強制的にコンパイルされます。

ファイル・コンパイル・オプション



3.11.2	[テーブルの再生成]
このオプションは、[必要な場合のみコンパイルを行う]チェックボック
スを選択していない場合にのみ使用できます。
このオプションを選択して、テーブル、インデックス、およびOAMの
生成とコンパイルを強制的に実行します。

参照
[論理ビューの再生成]
[OAMの再生成]
ファイル・コンパイル・オプション



3.11.3	[論理ビューの再生成]
このオプションは、[必要な場合のみコンパイルを行う]チェックボック
スを選択していない場合にのみ使用できます。
このオプションを選択して、インデックスおよびOAMの生成とコンパ
イルを強制的に実行します。

参照
[テーブルの再生成]
[OAMの再生成]
ファイル・コンパイル・オプション



3.11.4	OAMの再生成
このオプションは、[必要な場合のみコンパイルを行う]チェックボック
スを選択していない場合にのみ使用できます。
このオプションを選択して、OAMの生成とコンパイルを強制的に実行
します。

参照
[テーブルの再生成]
[論理ビューの再生成]
ファイル・コンパイル・オプション



3.11.5	[デバッグ情報の除去]
コンパイルされて	生成されるファイル内にRPGまたはC/C++のデバッグ
情報を保持するかどうかを指定します。
Windowsに	関して、まれに起こる致命的な状況から保	護するために不
可欠となる大切な情報については、『Visual	LANSA	管理者ガイド』	内の
LANSA	Application用デバッグ・シンボルの設定を参照してくださ	い。
IBM	i	の場合、こ	のデバッグ情報が必要になるのは以下の2つの状況の
みです。

									コ	ンパイル済みのRPG	I/Oモジュールで、IBM提供のデバッグ支援機能を使用する場合

									System/38	から提供されたコンパイル済みRPG	OAM(Object	Access	Module)をSystem	i上
に復元する場合

このようなケース	は比較的稀なため、このフィールドのデフォルトはは
いになっています。つまり、デバッグ情報は除去されます。
このオプションを	使用すると、コンパイル済みのOAMのサイズは通常
40%から60%程度減少します。サイズが小さくなっても実行速度には何
の影響もなく、ただ単にコンパ	イル済みオブジェクトの大きさが変化す
るだけです。
System/38	からIBM	iへの移植が行われるような環境で、RPG	OAMのデ
バッグを使用可能にするには、このチェックボックスにチェックを付け
ないでください(選択しないでください)。
ファイル・コンパイル・オプション

its:lansa011.chm::/lansa/l4wADM07_0075.HTM


3.11.6	[生成されたソースの保持]
このオプションを	選択して、生成されたソース・コードを保持します。
省略時のオプションは、ソース・コードを保持しません。
ソース・コード	は、生成されるオブジェクトがMicrosoft	Windows以外の
プラットフォーム上で実行される場合に保管する必要があります。ま
た、必要時、元のVisual	LANSA開発環境が保持される場合は生成される
可能性がありますが、完全なダンプ・ファイルを得るためにも必要で
す。
ソース・コード	が、その次の(再)コンパイルのために別のマシンに移動
される場合は、このオプションを使用する必要があります。
保持されるソー	ス・コードには、以下のものがあります。

									ファ	イルを生成する場合は、テーブル/インデックス/ビュー/OAMの作成コード

									プ	ロセス、ファンクション、またはコンポーネントを生成する場合は、プロセス/ファ
ンクション/コンポーネントの作成コード

									対	応する定義ファイルとMakeファイル

ファイル・コンパイル・オプション



3.11.7	[データ	ファイル(DAT	ファイル)の保持]
このオプションは、Windows/Linux	オプションを選択している場合にの
み使用できます。
このオプションを選択して、[テーブルデータの保存]オプションによっ
て作成されたデータを保持します。
このオプションを使用していない場合は、テーブル・データの再ロード
が成功した際にデータは削除されてしまいます。
このオプションを使用している場合は、データが削除されることはあり
ません。なお、これによりディスク・スペースが大量に消費される可能
性があります。

ファイル・コンパイル・オプション



3.11.8	[既存のテーブル/インデックスの消去]
このオプションは、Windows/Linux	オプションを選択している場合にの
み使用できます。
新規のテーブル/インデックスの定義を作成する前に、既存のテーブル/
インデックスを消去します。
このオプションを選択して、既存のテーブル/インデックス/ビューが生
成/コンパイルされる際に、この再作成の前に既存のSQLテーブル/イン
デックス/ビューの定義が削除されるようにします。
注：	テーブルが消去される前にデータを保管するには、[テーブル	デー
タの保存]オプションを参照してください。
ファイル・コンパイル・オプション



3.11.9	[テーブル	データの保存]
このオプションは、[既存のテーブル/インデックスの消去]チェックボッ
クスも選択している場合にのみ使用できます。
このオプションを選択して、LANSAファイルのコンパイル中にテーブ
ルが削除および再作成される前に、テーブル(複数可)内の既存のデータ
を保管します。
このオプションを使用すると、すべての既存データは、
X_LANSA_ppp(pppは区画識別子)区画ディレクトリのffffffff.DAT(ffffffff
はテーブル名)という名前のファイルに区切り文字付きASCII形式で保管
されます。
データ・ファイルの形式は、以下のとおりです。
column	1	data,	column	2	data,	column	3	data,
この形式は、テーブル内のすべての行に適用されます。
すべての英数字データは、二重引用符(")によって区切られます。
ffffffff.DATファイル内に保管されたデータを使用した任意のデータの
テーブルへの復元は、ユーザーが行う必要があります。この復元には、
[テーブル	データの復元]を使用することもできます。
ファイル・コンパイル・オプション



3.11.10	[テーブル	データの復元]
このオプション	は、[既存のテーブル/インデックスの消去]チェックボッ
クスを選択していて、	OAMがV7.7以降で生成されている場合にのみ使
用できます。このチェックボックスを選択すると、[テーブル	データの
保存]チェッ	クボックスも自動的に選択されます。
このオプションを	選択して、LANSAで定義されたファイルの生成/作成
中にテーブルが削除および再作成された後に、テーブル(複数可)内の既
存のデータを復元します。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファ	イルの読み込み」
ファイル・コンパイル・オプション

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


3.12	外部ファイルのロード
定義がLANSA	の外部で保守されるファイル定義をロードするには、
LANSAエディターのファイルメニューから外部ファイルのロードオプ
ションを選択します。最大2つのタブがあるダイアログが表示されま
す。ご使用のLANSAインストール済み環境がSystem	iマスター・システ
ムに対するスレーブである場合は、iSeriesマスターの検索タブが表示さ
れます。このタブを使用して、ご使用のSystem	iマスター・システム上
に存在するファイル定義をロードします。他データ	ソースタブは、常に
表示されます。このタブを使用して、ご使用のPC上で構成されたODBC
データ・ソースによって定義されたデータベースからファイルをロード
します。
IBM	i	ファイルのロード
他のデータ・ソースからのファイルのロード
IBM	i	ロード・オプション
他のデータ・ソースのロード・オプション

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読み込み」
ファイル

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


3.12.1	IBM	i	ファイルのロード
IBM	iのファイル定義をロードするには、IBM	iライブラリを検索して、
ライブラリに存在するファイルのリストからファイル名を選択します。
この検索には以下のような項目があります。

リモート・システム
検索するにはリモートIBM	iシステムを選択します。システムはリモー
ト・システムとして定義される必要があります。

ファイルを含むライブラリ
必須。
ロードされるファイルが存在するライブラリの名前を指定します。

テーブル名の全てもしくは一部
検索するファイル名のすべてまたはその一部を指定します。
ファイル名のすべてまたはその一部が指定されない場合は、ライブラリ
のすべてのファイルが検索結果にリスト表示されます。ライブラリに多
数のファイルがある場合は、検索結果の表示にしばらく時間がかかるこ
とがあります。

検索結果
検索方法を指定して検索ボタンを押すと、一致したファイルのリストが
表示されます。
検索結果リスト内に表示される各ファイルには、以下のものが含まれま
す。

									ファイルに論理ビューがある場合は、クリックできる展開ボタン。プラス記号(+)を表示
している場合にこのボタンをクリックすると、ファイルの論理ビューが表示されます。マイ
ナス記号(-)を表示している場合にクリックすると、論理ビューは非表示になります。ファイ
ルを選択すると、ファイルに属すすべての論理ビューが有効になり、ロードのために選択す
ることができます。

									チェックボックス。チェックボックスを選択して、ファイル定義をロードします。
チェックボックスにチェックマークを付けるまでは、ファイルに属すすべての論理ファイル
のチェックボックスは無効になったままです。フォームの下部のすべてを選択、すべてを解
除および逆選択ボタンを複数の選択操作に使用できます。

									定義が過去にリポジトリにロードされたことがあるかどうかを示す緑のチェックマーク
または赤の×印。

選択したファイルをロードするには、ツールバーの 	ロードボタンを
クリックします。ロードの実行の前に、ロード	オプションダイアログが
表示されます。詳細については、「IBM	i	ロード・オプション」を参照



してください。
ロード処理により警告またはエラーのメッセージが生成されると、警告
またはエラーの三角形のマークが物理ファイルのチェックボックスの横
に表示されます。この三角形のマークをクリックして、メッセージを表
示します。
選択したすべてのファイルに対する警告またはエラーのメッセージ、ま
たは特定のファイルに固有ではない可能性があるメッセージにアクセス
するには、ファイルのリストの上の検索結果テキストの横に表示される
逆三角形のマークをクリックします。

また、ツールバーの 	メッセージボタンをクリックして、ロードに関
するメッセージを表示することもできます。表示されたメッセージ・ダ
イアログからテキストをコピーして、別のファイルなどに貼り付けるこ
とができます。これは、ロードの問題についてLANSAのサポートに連
絡する必要がある場合に役立ちます。

ファイル定義がロードされたら、ファイルを選択した後 	プレビュー
ボタンをクリックして、そのリポジトリの定義を確認することができま
す。

妥当性検査処理によってエラー・メッセージが生成されない場合は、
保存ボタンが有効になります。保存ボタンをクリックして、選択した
ファイル定義をLANSAリポジトリに保管します。
検索結果内のファイルの選択を変更すると、保存ボタンが無効になり、
ロードを再度実行する必要があることに注意してください。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読み込み」
外部ファイルのロード

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


3.12.2	他のデータ・ソースからのファイルのロード
ファイル定義をロードするには、既存のデータ・ソースを検索して、そ
のデータ・ソースに存在するファイルのリストからファイル名を選択す
る必要があります。この検索には以下のような項目があります。

データベースへ接続
必須。
表示されたリストからデータベースを選択します。
注：	一部のデータ・ソースでは、データベースへ接続ダイアログのユー
ザーIDとパスワードに有効な値を指定しないと検索することができませ
ん。
MS	Access	Databaseデータ・ソースを選択すると、データベースの選択
ダイアログが表示されます。このダイアログは、Windows標準の「ファ
イルを開く」ダイアログと同様です。

テーブル名のすべてもしくは一部
検索するファイル名のすべてまたはその一部を指定します。この編集
ボックスでは大文字と小文字が区別され、入力された大文字/小文字が
テーブル名の大文字/小文字と一致しない場合は、検索結果もないこと
に注意してください。
物理ファイル名のすべてまたはその一部が指定されない場合は、デー
タ・ソースのすべてのファイルが検索結果にリスト表示されます。デー
タ・ソースに多数のファイルがある場合は、検索結果の表示にしばらく
時間がかかることがあります。

検索結果
検索方法を指定して検索ボタンを押すと、一致したテーブルのリストが
表示されます。
検索結果リスト内に表示される各テーブルには、以下のものが含まれま
す。

									チェックボックス。チェックボックスを選択して、テーブル定義をロードします。
フォームの下部のすべてを選択、すべてを解除および逆選択ボタンを複数の選択操作に使用
できます。

									定義が過去にリポジトリにロードされたことがあるかどうかを示す緑のチェックマーク
または赤の×印。

選択したテーブルをロードするには、ツールバーの 	ロードボタンを
クリックします。ロードの実行の前に、ロード	オプションダイアログが



表示されます。詳細は、「他のデータ・ソースのロード・オプション」
を参照してください。
ロード処理により警告またはエラーのメッセージが生成されると、警告
またはエラーの三角形のマークがテーブルのチェックボックスの横に表
示されます。この三角形のマークをクリックして、メッセージを表示し
ます。
選択したすべてのテーブルに対する警告またはエラーのメッセージ、ま
たは特定のテーブルに固有ではない可能性があるメッセージにアクセス
するには、テーブルのリストの上の検索結果テキストの横に表示される
逆三角形のマークをクリックします。

また、ツールバーの 	メッセージボタンをクリックして、ロードに関
するメッセージを表示することもできます。表示されたダイアログから
テキストをコピーして、別のファイルなどに貼り付けることができま
す。これは、ロードの問題についてLANSAのサポートに連絡する必要
がある場合に役立ちます。

テーブル定義がロードされたら、テーブルを選択した後 	プレビュー
ボタンをクリックして、そのリポジトリの定義を確認することができま
す。

妥当性検査処理によってエラー・メッセージが生成されない場合は、
保存ボタンが有効になります。保存ボタンをクリックして、選択した
テーブル定義をLANSAリポジトリに保管します。
検索結果内のテーブルの選択を変更すると、保存ボタンが無効になり、
ロードを再度実行する必要があることに注意してください。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読み込み」
外部ファイルのロード

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


3.12.3	IBM	i	ロード・オプション
IBM	i	ファイルをロードする場合は、以下のロード・オプションを指定
することができます。

RDMLXコンポーネント専用にロード
ファイルがRDMLXフィールド・タイプを含んでいて(詳細は「フィール
ドをRDMLXに分類するものは?」を参照)、選択したファイルがRDMLX
対応のコンポーネントまたはファンクションによってのみ使用されるこ
とを可能にする場合は、このオプションにチェックマークを付けます。
詳細については、「RDML区画およびRDMLX区画」を参照してくださ
い。
このオプションにチェックマークが付いておらず、ロードされるファイ
ルにRDMLXによってのみサポートされるフィールドが含まれている場
合は、ロード処理によってエラー・メッセージが生成されます。

コンパイルの投入
このオプションは、ロードされたファイル定義がリポジトリへ保管され
た後に続けてコンパイルを行う場合にチェックマークを付けます。

MESSAGE	IOM0034の抑制
このオプションにより、ロードされるすべてのファイル定義の
MESSAGE	IOM0034の抑制属性が適宜設定されます。

コミット制御
このオプションにより、ロードされるすべてのファイル定義のコミット
制御属性が適宜設定されます。

I/Oモジュール・ライブラリ
このオプションにより、ロードされるすべてのファイル定義のI/O	モ
ジュール	ライブラリ属性が適宜設定されます。
外部ファイルのロード

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0215.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


3.12.4	他のデータ・ソースのロード・オプション
他のデータ・ソー	スからロードする場合は、以下のロード・オプション
を指定することができます。

コンパイルの投入
このオプションは、ロードされたテーブル定義がリポジトリへ保管され
た後に続けてコンパイルを行う場合にチェックマークを付けます。

読込のみ可能
このオプションは、テーブルに対して変更を行えないようにする場合に
チェックマークを付けます。このオプションにチェックを付けると、
RRNO	の欄の作成とLOB型サポートを追加も自動的に無効になります。
ファイルに対して試みられるすべてのINSERT(挿入)、UPDATE(更新)、
または	DELETE(削除)は禁止されます。

LOB型サポートを追加
このオプションは、LANSAファイルから読み込む場合と同様にファイ
ルからBLOBフィールドまたはCLOBフィールドにアクセスさせる場合
にチェック	マークを付けます。ファイルがコンパイルされる際に補助的
な列がファイルに追加されます。この列により、テーブルがデータベー
スから読み込まれる際に特定	のファイル名をそれぞれのBLOBまたは
CLOBのフィールド値に関連付けることができます。
外部テーブルを変更する場合には、各種データベース権限が必要です。
詳細については、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイ	ルの
ロー	ド」を参照してください。

RRNO	の欄の作成
このオプションは、RRN機能をロードしたテーブルで使用可能にする必
要がある場合にチェックマークを付けます。このファイル属性の詳細に
ついては、RRNO	の欄の作成を	参照してください。
外部テーブルを変更する場合には、各種データベース権限が必要です。
詳細については、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの
ロード」を参照してください。

MESSAGE	IOM0034の抑制
このオプションにより、ロードされるすべてのテーブル定義の
MESSAGE	IOM0034の抑制属性が適宜設定されます。

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


コミット制御
このオプションにより、ロードされるすべてのテーブル定義のコミット
制御属性が適宜設定されます。

I/Oモジュール・ライブラリ
このオプションにより、ロードされるすべてのテーブル定義のI/O	モ
ジュール	ライブラリ属性が適宜設定されます。
参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファ	イルの読み	込み」
外部ファイルのロード

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


4.	コンポーネント
コンポーネントの概念
コ	ンポーネントの定義
コ	ンポーネントのタイプ

フォーム
再利用パーツ
WAM

ビジュアル・スタイル
アイコン
ビットマップ

カーソル
ActiveX
.NETコンポーネント

コ	ンポーネントのヘルプ・テキスト
コ	ンポーネント・コンパイル・オプション
テ	クノロジ・サービス
参照
フィールド
『ユーザーガイ	ド』の「コンポーネントとファンクショ	ンの編集」

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0010.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0125.htm


4.1	コンポーネントの概念
Visual	LANSAでは、LANSAリポジトリが拡張され、フィールドとファ
イルだけでなく、コンポーネントも保管されます。このオブジェクト指
向のコンポーネン	ト・モデルは、ユーザー・センタードのイベント・ド
リブン・アプリケーションの基礎を提供します。ただし、Visual	LANSA
では、オブジェクト指向プログラムは簡単な方法で実装され、開発者は
生産性とビジネスの目標に重点を置くことができます。
コンポーネントとは、プロパティ、イベント、およびメソッドをサポー
トするプログラミング・オブジェクトのことです。LANSAコンポーネ
ントは、	LANSAリポジトリに保管されます。コンポーネントを使用し
て、イベント駆動型のアプリケーションを作成します。
Visual	LANSAには、ユーザーが定義できるさまざまな「コンポーネント
のタイプ」が	あります。最も一般的なコンポーネントは、アプリケー
ションの個々のウィンドウに対応する「フォー	ム」で	す。「再	利用可
能パーツ」の各パーツには、フォーム(または他の再利用可能パー	ツ)で
再利用することができるコントロールとコードが含まれています。

プロパティ
すべてのVisual	LANSAコンポーネントは、自分の特性を定義するプロパ
ティを持ちます。大部分のプロパティは、サイズ、色、表示するかどう
かなどの画面にコンポーネン	トが表示される方法を処理します。アプリ
ケーションの設計時に、またはアプリケーションの実行中にプログラム
でプロパティを設定できます。多くの場合は、	デフォルトのプロパティ
値を変更する必要はありません。

イベント
イベントは、発生するまたは行われるものです。通常、イベントは、
ユーがーが行う何らかの操作です。最	も一般的なイベントはクリック
(ユーザーがコンポーネントをマウスでクリックする)です。例えば、印
刷ボタンを定義し、ボタンのクリック・イベントで何か	を印刷するコー
ドを記述できます。アプリケーションの実行中に、ユーザーが印刷ボタ
ンをクリックするたびに印刷ルーチンが実行されます。

メソッド
メソッドは、コンポーネントに何かをするように指示します。例えば、
フォームを表示するためには、ShowFormメソッドを使用します。
INVOKE	#FormB.ShowForm



カスタム・メソッドを定義してコンポーネントに処理を実行させること
もできます。
参照
コ	ンポーネントの定義
コ	ンポーネントのタイプ
コ	ンポーネントのヘルプ・テキスト
『ユーザーガイ	ド』の「コンポーネントとファンクショ	ンの	編集」
コンポーネント

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0125.htm


4.2	コンポーネントの定義
[名前]
[識別子]
[記述]
[RDMLX使用可能]
[フレームワーク]
[グループ]
[エディタで開く]
[閉じる]
[レイアウトウェブレット]
ま	た、以下も参照してください。
コンポーネントの概念
『ユーザーガイド』の「コンポーネントとファン	クションの編集」
コンポーネント

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0125.htm


4.2.1	[名前]
必須
LANSAリポジトリに保管されるコンポーネントの名前を指定します。
コンポーネント名では、大文字小文字を区別しません。コンポーネン	ト
名は通常LANSA内で大文字に変換されません。

ルール
									有	効な「LANSA	オブジェクト名」にする必要があります。

ヒントとテクニック
									コ	ンポーネント名用の標準を定義します。別の標準を異なるコンポーネント・タイプ
に適用することができます。

									適	切に定義された命名標準は、他の開発者とコンポーネントを共有している場合や作
成の完了したアプリケーションを配布する場合に非常に役立ちます。

参照
[識別子]
コンポーネントの概念
コンポーネントのタイプ
『ユーザーガイ	ド』の「オブジェクトの編	集」
コンポーネントの定義

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:lansa012.chm::/l4wusr01_0020.htm


4.2.2	[識別子]
必須。
LANSAリポジトリに保管されるコンポーネントの識別子を指定しま
す。コンポーネント識別子は、大文字と小文字を区別しません。デフォ
ルトでは、コンポーネント識別子は通常LANSA内で大文字に変換され
ます。

ルール

有効な「LANSAオブジェクト名」にする必要があります。

ヒントとテクニック

コンポーネント識別子の標準を定義します。別の標準を異なるコンポーネント・タイ
プに適用することができます。

適切に定義された命名標準は、他の開発者とコンポーネントを共有している場合や作
成の完了したアプリケーションを配布する場合に非常に役立ちます。

さらに、次のトピックも参照してください。
[名前]
コンポーネントの概念
コンポーネントのタイプ
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「オブジェクトの編集」
コンポーネントの定義

its:lansa012.chm::l4wusr01_0020.htm


4.2.3	[記述]
必須

									コンポーネントに関連する説明を記述します。この記述されたテキストは、コンポーネ
ント情報がリポジトリ内または作成の完了したアプリケーションで表示される際のデフォル
トの説明として使用することができます。区画が複数言語対応の場合は、デフォルトの区画
言語に指定されたこの記述が他の言語用に使用されます。

ヒントとテクニック
									この記述には大文字と小文字を使用します。

									フォームについては、コンポーネントの記述をウィンドウのタイトル・バーのデフォル
トのタイトルとして使用することができます。

									コンポーネントの記述用の標準を定義します。別の標準を異なるコンポーネント・タイ
プに適用することができます。

参照
コンポーネントのタイプ
『ユーザーガイド』の「フォームの作成」

コンポーネントの定義

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1550.htm


4.2.4	[RDMLX使用可能]
オブジェクトがすべてのRDMLXオブジェクトとRDMLXコマンドを使用
できるように、このコンポーネントをフルRDMLXに対して使用可能に
するかどうかを指定します。
このオプションは、RDMLX使用可能区画でのみ利用できます。
このオプションのデフォルト値は「RDMLX区画の設定」で制御されま
す。

ヒントとテクニック
									コンポーネントがRDMLXに対して使用可能にされると、元に戻すことはできません。

									『Visual	LANSA管理者ガイド』の「RDML区画およびRDMLX区画」の情報
を確認することをお勧めします。

コンポーネントの定義

its:lansa011.chm::/lansa/l4wadm05_0200.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


4.2.5	[フレームワーク]
必須
コンポーネントを関連付けるフレームワークを指定します。
フレームワークは、アイテムのビジネス主導のグループ化です。

ルール
									コンポーネントに関連付けるフレームワークは1つのみ選択することができます。

ヒントとテクニック
									ご使用のアプリケーションのすべてのフォームを同一のグループまたはフレームワーク
に入れると、アプリケーションの管理がより簡単になります。通常、特定のアプリケーショ
ン用に新規のグループを作成することができます。

									グループとフレームワークは、System	i上で定義されてから、Visual	LANSAにインポー
トされます。

参照
[グループ]
コンポーネントの定義

フォームの作成

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1550.htm


4.2.6	[グループ]
コンポーネントを	関連付ける1つ以上のグループを指定します。
グループとは、開発主導による類似したアイテムのグループ化の方法の
ことです。

ルール
									グ	ループは必ずしも選択される必要はありません。

									コ	ンポーネントに関連付けるグループは1つ以上選択することができます。

ヒントとテクニック
									グ	ループとフレームワークは、IBM	i上で定義されてから、Visual	LANSAにインポート
されます。

									一	般的に使用される共有コンポーネントを特定のグループに割り当てる場合がありま
す。

									ユー	ザー定義のリストが、エディター内でアプリケーション・コンポーネントを編成
する場合に一般に使用されます。

参照
[フレームワーク]
『ユーザーガイ	ド』の「フォームの作成」
コンポーネントの定義

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1550.htm


4.2.7	[エディタで開く]
このオプションは、コンポーネントをエディターで即座に開き、そのコ
ンポーネントの作業を開始できるようにする場合に選択します。
このオプションを選択( )しない場合、コンポーネントはリポジトリに
追加され、後でエディターで開くことができます。

コンポーネントの定義



4.2.8	[閉じる]
[閉じる]オプション( )は、同じタイプの別コンポーネントを作成しない
場合に選択します。
このオプションをブランクのままにすると、ダイアログが開いたままに
なるため、次のコンポーネントを入力できます。

コンポーネントの定義



4.2.9	[レイアウトウェブレット]
Webアプリケー	ション・モジュールにのみ適用されます。
WAMの初期値	レイアウトとして使用されるレイアウトウェブレットの
名前。
レイアウト	ウェブレットは全てのWebページで必要とされる基本的な
HTMLドキュメント構造(html、head、body、script、style等)を提供	しま
す。
Webページの一	貫	した外観を保つために、サイト・レイアウトウェブ
レットを作成し、使用することをお勧めします。
選択できるレイア	ウトウェブレットには以下のようなものがあります。

									LANSA	出荷時のレイアウトウェブレット

									既	存のWAMレイアウトウェブレット

									保	有するサイトのレイアウトウェブレット

保有するサイトのレイアウトウェブレットは、Webアプリケーション・レイアウト・
ウィザードを使用して作成することもでき、独自のレイアウトウェブ	レットの作成を選
択することもできます。

このフィールドを	ブランクにすると、LANSAは初期値レイアウトウェ
ブレットを使用します。
LANSAは指定	した、もしく	は初期値のレイアウトウェブレットを使用
するWAMに固有の初期値のレイアウトを生成します。
固有のレイアウト	ウェブレットを使用するWAMが生成されると、その
後のすべての新しいWAMダイアログは同じレイアウトを使用するため
に既定値となります。

ま	た、以下も参照してください。
『Web	アプリケーション	モジュール(WAM)』の「WAM	レイアウトとレ
イアウト	ウェブレット」
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「WAMの作	成」
コンポーネントの定義

its:lansa087.chm::/lansa/wamengm2_0035.htm
its:lansa012.chm::/l4wusr04_0235.htm


4.3	コンポーネントのタイプ
Visual	LANSAには、以下のタイプのユーザーが定義できるコンポーネン
トがあります。

									「フォーム」：	フォームはアプリケーションのウィンドウに対応します。

									「再利用可能パーツ」：	フォーム(またはその他の再利用可能パーツ)で再利用
できるコントロールとコードを含むパーツです。

									「ビジュアル・スタイル」：	個々のフィールド、フォーム、コントロール、
またはアプリケーション全体の外観を制御する特別な種類のコンポーネントです。

									「WAM」：Web	アプリケーション・モジュールは、インターネット向けのLANSA
アプリケーションの構築に使用されるコンポーネント・ベースのWeb技術です。

									「アイコン」：	多くのアプリケーションで共有されるイメージです。

									「ビットマップ」：	多くのアプリケーションで共有されるイメージです。

									「カーソル」:	多くのアプリケーションで共有されるイメージです。

									「ActiveX」:Microsoft	のActiveXコントロールです。

									「.NET	コンポーネント」:Microsoft.NET	Frameworkを利用して作成された第三
者が再利用可能なコンポーネントです。

プラットフォームについて
									全	般：特定のプラットフォーム上での一部のコンポーネント・タイプの実行に、制限
が適用される場合があります。例えば、IBM	iプラットフォームでは、ビジュアル・インター
フェースを持つフォームの実行はサポートされません。ただし、サーバー・サイド・コン
ポーネントはサポート	されます。

									Windows：	すべてのコンポーネント・タイプがWindows上でサポートされます。

参照
コ	ンポーネントの概念
コ	ンポーネントの定義
コンポーネント



4.3.1	フォーム
フォームとは、アプリケーションの実行時の個々のウィンドウに対応す
るコンポーネントのことです。リポジトリからフォームにコンポーネン
トをドラッグし、アプリケーションのインターフェースを作成します。
フォームには、フィールド、ボタン、リスト、「再利用可能パーツ」、
または他のタイプのコンポーネントを含めることができます。また、
フォーム上に「アイコン」、「ビットマップ」およびビデオなどのさま
ざまな視覚的な部品を配置することもできます。

フォームは、ビジュアル/グラフィカル設計またはインターフェースの
レイアウト、およびソース・コードの2つの部分から構成されます。
フォームは、プログラムのロジックの作成にRDML/RDMLXコードを使
用してインターフェースをサポートします。
アプリケーションは、通常1つ以上のフォームから構成されて「マルチ
フォーム・アプリケーション」が作成されます。

参照
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ



4.3.2	再利用可能パーツ
コンポーネント・テクノロジは、生産性、品質、および一貫性の獲得を
提供するために設計され、開発作業の中心は標準の再利用可能な自動的
に構築されるブロックである再利用可能パーツの作成です。再利用可能
パーツからアプリケーションが組み立てられます。多くの保守は再利用
可能パーツ・レベルで実行されるので、個々のアプリケーションでのテ
ストと検証で必要な時間を大幅に削減します。
通常のVisual	LANSAアプリケーションは、リスト、フィールド、標準ダ
イアログなどのリポジトリで定義されている再利用可能パーツから構築
されます。個々の再利用可能パーツを変更でき、この変更はコンポーネ
ントを使用する各アプリケーションで反映されます。アプリケーション
そのものを変更または再コンパイルする必要はありません。例えば、再
利用可能パーツのラベルを変更すると、この変更は即座にボタンを使用
している各アプリケーションに反映されます。
再利用可能パーツにより、多数の別のアプリケーションで再利用できる
コンポーネントを定義することができます。これはプッシュ・ボタンの
ようにして他のすべてのコンポーネントを使用するのと同じことです。
再利用可能パーツは、外部からは以下のように見えます。

									1セットのプロパティ	-	プッシュ・ボタンと関連付けられたプロパティと同様に設定し
て取得することができます。

									1セットのメソッド	-	呼び出してパーツが特定のアクションを実行するように要求する
ことができます。

									1セットのイベント	-	再利用可能パーツ内で何か重要なことが起こった場合に通知を受
け取れるようにして監視することができます。

再利用可能パーツは、作成しようとするロジックが簡素化、標準化、お
よび1つ以上のフォームで再利用することができるのではないかと考え
られる場合には、通常使用することができます。
再利用可能パーツは、単独で実行することはできないことに注意してく
ださい。また、再利用可能パーツは、「フォーム」に埋め込むまではそ
の操作を確認してテストすることはできません。

参照
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ



4.3.3	WAM
WAMとも呼ばれるWebアプリケーション・モジュールは、インター
ネット向けのLANSAアプリケーションの構築に使用されるコンポーネ
ント・ベースのWeb技術です。WAMコンポーネントは、フルRDMLXの
ために使用可能にされて、コンポーネントのプロパティ、イベント、お
よびメソッド(PEM)で定義されます。WAMエディターには、WAMに関
連したXSLプレゼンテーションをカスタマイズするためのWYSIWYG編
集機能も組み込まれています。
WAMは、オープンでテクノロジの変化に迅速に対応できる標準規格の
XML/XSLのアーキテクチャを採用しています。XML/XSLアーキテク
チャを使用することで、WAMはデータ仕様とプレゼンテーション仕様
との間の独立性を設けることができます。新しいコンピューティング・
デバイスおよびプレゼンテーション形式が定義されている場合は、この
独立性は非常に重要です。例えば、HTMLのみのソリューションを構築
している場合に、WMLや他の何らかのテクノロジを必要とする携帯電
話ソリューションが必要になった場合、どういうことになるでしょう
か。WAMアーキテクチャは、ブラウザーを含むさまざまなクライアン
ト・コンピューティング・デバイスのテクノロジ・サービスを提供でき
ます。

参照
WAMの概論
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ

its:lansa087.chm::/lansa/wamengm1_0010.htm


4.3.4	ビジュアル・スタイル
Visual	LANSAコンポーネントの外観は、ビジュアル・スタイル・コン
ポーネントに制御されます。ビジュアル・スタイル・コンポーネント
は、フォント、カラー、および3D効果などのアプリケーションの外観を
制御します。
1つのビジュアル・スタイルを設定し、アプリケーション全体を制御で
きます。これにより、絶対的に統一でき、1つの設定の変更で全体的な
変更が可能になります。ビジュアル・スタイルは、複数言語対応なの
で、1つのスタイルで異なる言語の異なる設定を定義できます。
テキスト・ラベルなどの項目の表示方法を定義するために、LANSAで
は、ビジュアル・スタイル・プロパティと呼ばれるコンポーネントのプ
ロパティをサポートします。このプロパティは、LANSAリポジトリで
定義されるビジュアル・スタイルに割り当てることができます。
例えば、LANSAに用意されたVS_Normビジュアル・スタイルは、ラベ
ル用に以下のプロパティを定義します。

BorderStyle 3DLeft	(3D効果、左側の影)

NormBackColor ButtonFace	(WindowsのBUTTONFACEシステム値で
ボタンに指定された色、通常グレー)

TextColor WindowText	(WINDOWTEXTシステム値でウィンド
ウのテキストに指定された色、通常黒)

Face	Name MS	Sans	Serif

FontSize 8ポイント

VS_Normビジュアル・スタイルは、以下のように表示されます。

LANSAには、定義済みのビジュアル・スタイルが付属しています。こ
れらのビジュアル・スタイルを使用または変更でき、独自のビジュア
ル・スタイルを作成することもできます。ビジュアル・スタイルから十
分なメリットを引き出すためには、これらを集中管理する必要がありま
す。

参照



コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ



4.3.5	アイコン
ツリーとリスト・ビュー、フォーム、プッシュ・ボタン、およびツール
バーのボタンなどのさまざまなVisual	LANSAコントロールで、アイコン
またはビットマップを使用する場合は、まずイメージをビットマップま
たはアイコンのコンポーネントとしてリポジトリに登録する必要があり
ます。
リポジトリに登録されたイメージを使用すると、イメージは集中管理さ
れ、別々のイメージ・ファイルを保守したり配布する必要がないので、
開発とアプリケーションの配布が簡単になります。また、イメージを変
更する場合に、フォームを再コンパイルする必要がありません。
LANSAでは、アイコンとビットマップのセットが用意されています
(VB_xxxxxxとVI_xxxxxx)。
Visual	LANSAではアイコン・エディターを提供しませんが、多数の低価
格または無料のアイコン・エディターがWeb上で入手できます。
また、アイコンのライブラリもWeb上でアクセスできます。通常は、こ
れらのライブラリは、無料またはわずかな金額で入手できます。アイコ
ン・ライブラリを提供しているサイトの例として、Kira's	Icon	Libraryが
あります。Webの検索エンジンを使用すれば、その他のアイコン・ライ
ブラリも見つかることでしょう。

参照
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ

http://lightsphere.com/kicons/


4.3.6	ビットマップ
ツリーとリスト・ビュー、フォーム、プッシュ・ボタン、およびツール
バーのボタンなどのさまざまなVisual	LANSAコントロールで、アイコン
またはビットマップを使用する場合は、まずイメージをビットマップま
たはアイコンのコンポーネントとしてリポジトリに登録する必要があり
ます。
リポジトリに登録されたイメージを使用すると、イメージは集中管理さ
れ、別々のイメージ・ファイルを保守したり配布する必要がないので、
開発とアプリケーションの配布が簡単になります。また、イメージを変
更する場合に、フォームを再コンパイルする必要がありません。
LANSAでは、アイコンとビットマップのセットが用意されています
(VB_xxxxxxとVI_xxxxxx)。
Visual	LANSAではアイコン・エディターを提供しませんが、多数の低価
格または無料のアイコン・エディターがWeb上で入手できます。
また、アイコンのライブラリもWeb上でアクセスできます。通常は、こ
れらのライブラリは、無料またはわずかな金額で入手できます。アイコ
ン・ライブラリを提供しているサイトの例として、Kira's	Icon	Libraryが
あります。Webの検索エンジンを使用すれば、その他のアイコン・ライ
ブラリも見つかることでしょう。

参照
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ

http://lightsphere.com/kicons/


4.3.7	カーソル
ドラッグ・アンド・ドロップなどの操作に特別なカーソル・イメージを
使用する場合は、まずイメージをカーソルのコンポーネントとしてリポ
ジトリに登録する必要があります。
カーソルのコンポーネントを作成する場合は、FileNameプロパティの値
として既存の.curファイルの名前を指定する必要があります。.curファイ
ルは、Windowsのディレクトリで見つけることができます。
参照
コンポーネントの定義

コンポーネントのタイプ



4.3.8	ActiveX
ActiveXコ	ントロールは、ActiveXテクノロジをサポートするすべてのア
プリケーションで使用することができるサード・パーティーの標準の再
利用可能なコンポー	ネントです。Visual	LANSAでは、ActiveXの完全な
サポートを提供します。
例えば、カレンダー、テキストの形式設定、グラフ化、スペル・チェッ
ク、高度なグリッド、またはWebブラウザー用のActiveXコントロールが
ありま	す。また、Microsoft	Office	Suite(Word、Excel、PowerPointなど)な
どの多数のアプリケーションをActiveXテクノロジを使用するVisual
LANSAアプリケーションと統合することもできます。
LANSAアプリケーションからActiveX対応のアプリケーションを使用す
るには、それらをコンポーネントとしてLANSAリポジトリに登録する
必要	があります。
ActiveXコントロールの使用は、他のすべてのコントロールの使用と同
様に、コントロールのプロパティ、メソッド、およびイベントを利用し
て行いま	す。コントロールの中には、非常に簡単で、それらの使用にプ
ログラミングをほとんど必要としないものもあれば、複雑な機能を提供
して標準のVisual	LANSAのコントロールを使用する場合に必要とされる
コーディングよりも、はるかに多くのコーディングを必要とするものも
あります。
またVisual	LANSAでは、LANSAコンポーネントをMicrosoft	Windows上
のActiveXコントロールとして提供することもできます。Visual	LANSA
コンポーネント(フォームまたは再利用可能パーツ)をコンパイルする
と、ActiveXコントロールが生成され、指定したプロパティ、イベン
ト、メソッドが提供されます。これらの機能は、コンポーネント・コー
ドの属性という形で提供されます。

参照
コ	ンポーネントの定義
『Visual	LANSA	開発者ガイド』のActiveX	制御の使用
コンポーネントのタイプ

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev07_0015.HTM


4.3.9	.NETコンポーネント
.NETコンポーネントはサード・パーティの再利用可能コンポーネント
で、Microsoft	.NET	Frameworkを使用して作成されたものです。.NETコ
ンポーネントは、Microsoft	.NET	Frameworkの標準コントロール、または
自身で作成したり、サードパーティから購入したコンポーネントやコン
トロールのことです。
.NET	Frameworkコンポーネントの例としては、カレンダー、グラフ、ス
ペル・チェック、高度なグリッドやブラウザなどがあります。
LANSAでは、.NET	Frameworkコンポーネントの使用およびVIsual
LANSAプロジェクトでのコントロールがサポートされています。
さらに、次のトピックも参照してください。
コンポーネントの定義
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「.NETコンポート使用を決定する前
に」

コンポーネントのタイプ

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev07_0375.HTM


4.4	コンポーネントのヘルプ・テキスト
コンポーネントの	ヘルプ・テキストは、コンポーネント定義内に保管す
ることができ(「DEFINE_COM」を	参照)、また、フィールド、ファンク
ション、およびプロセスの各ヘルプと同様に、リポジトリに保管するこ
ともできます。
ヘルプ・テキストとは、アプリケーションが(ヘルプキーまたは同等の
要求を使用して)ヘルプを要求した場合に、ユーザーに表示される情報
のことです。ヘル	プ・テキストは、区画に指定された各言語で入力する
ことができます。
ヘルプ・テキストには、一般に以下の特性があります。

									書	き方は自由です。ヘルプ・テキストの内容や形式には、通常制限はありません。

									ヘ	ルプが要求された際に、そのヘルプはユーザーが行っていた操作に直接関連しま
す。通常、ユーザーが使用していたコンポーネントの全体的な説明が表示されま	す。

									ヘ	ルプ・テキストには特殊な「ヘ	ルプ・テキストの拡張&代替値」を含め
ることもできま	す。

LANSAは、アプリケーション内のヘルプ・プロセスの処理を自動的に
コントロールします。LANSAは、必要なヘルプのタイプ(フィールド、
コンポーネ	ント、プロセス、またはファンクション)を自動的に判定し
て、(存在する場合は)関連するヘルプ・テキストを自動的に表示しま
す。
また、オンライン・ヘルプとご使用のアプリケーションのドキュメント
を統合して、独自のアプリケーション・レベルのヘルプを構築すること
もできます。	SET	230の例「Using	CHM	files	for	Online	Help	Text」を参
照してください。

参照
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「リポジ	トリ・ヘル	プ・エディタ」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替変数/制御値」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替値/制御値	-	Visual
LANSAのみ」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「ヘ	ルプ・テキストの属
性」

コンポーネント

its:LANSA015.CHM::/define_com.htm
its:lansa015.CHM::/text_edit.htm
its:set.chm::/using_chm_files_for_online_help_text.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0135.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_01.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_02.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_03.htm


4.5	コンポーネント・コンパイル・オプション
選択したコンポーネントの生成またはコンパイル、あるいはその両方を
行う場合に使用される必要があるオプションを選択します。このオプ
ションは、現在の操作の完了後に保管されます。
必要の場合のみコンポーネントをコンパイル
生成されたソースの保持
デバッグ使用可能
Web	Application	Module	オプション
コンポーネント



4.5.1	必要の場合のみコンポーネントをコンパイル
このオプションを選択して、コンパイルされる必要があるコンポーネン
トのみがコンパイルされるようにします。このオプションが省略時の設
定です。
このオプションを選択していない場合は、選択したすべてのコンポーネ
ントがコンパイルされます。

コンポーネント・コンパイル・オプション



4.5.2	生成されたソースの保持
このオプションを	選択して、生成されたソース・コードを保持します。
省略時のオプションは、ソース・コードを保持しません。
ソース・コード	は、生成されるオブジェクトがMicrosoft	Windows以外の
プラットフォーム上で実行される場合に保管する必要があります。ま
た、必要時、元のVisual	LANSA開発環境が保持される場合は生成される
可能性がありますが、完全なダンプ・ファイルを得るためにも必要で
す。
ソース・コード	が、その次の(再)コンパイルのために別のマシンに移動
される場合は、このオプションを使用する必要があります。
保持されるソー	ス・コードには、以下のものがあります。

									ファ	イルを生成する場合は、テーブル/インデックス/ビュー/OAMの作成コード

									プ	ロセス、ファンクション、またはコンポーネントを生成する場合は、プロセス/ファ
ンクション/コンポーネントの作成コード

									対	応する定義ファイルとMakeファイル

コンポーネント・コンパイル・オプション



4.5.3	デバッグ使用可能
このオプションを	選択して、デバッグ情報を持つオブジェクトをコンパ
イルします。
このオプションを	使用した場合は、LANSAデバッグ・ツールを使用し
てオブジェクトをデバッグすることができます。実行可能オブジェクト
は、デバッグなしでコンパイルす	るよりもサイズが少しだけ大きくなり
ます。
まれに起こる致命	的な状況から保	護するために不可欠となる大切な情
報については、『Visual	LANSA	管理者ガイド』	内の｢LANSA	Application
用デバッグ・シンボルの設定｣を参照してくださ	い。
コンポーネント・コンパイル・オプション

its:lansa011.chm::/lansa/l4wADM07_0075.HTM


4.5.4	Web	Application	Module	オプション
Webアプリケーション・モジュールをコンパイルする場合、またはコン
パイルする選択したオブジェクトの1つ以上がWebアプリケーション・
モジュールの場合に、XML/XSLの生成チェックボックスが有効になり
ます。
生成されたコードは、Webからのみ実行することができます。
参照
XSL	の生成
テクノロジ・サービス

コンポーネント・コンパイル・オプション



XSL	の生成
このオプションは、Webアプリケーション・モジュールの入力のXMLと
XSLスタイル・シートの両方を生成する場合に選択します。このオプ
ションを選択しない場合は、入力のXMLのみがWebアプリケーション・
モジュールのWebRoutine用に生成されます。
XSLを生成するよう選択すると、XSLの生成をすべてのWebroutineに対
して行うか、既存のXSLスタイルシートを持たない新しいWebroutineに
対してのみ行うかを選択することができます。デフォルトでは、新しい
Webroutineに対してのみXSLを生成します。
Web	Application	Moduleオプション



テクノロジ・サービス
生成するテクノロジ・サービスを選択します。XSLスタイル・シート
が、選択したテクノロジ・サービス用に作成されます。XSLを生成する
場合は、少なくとも1つのテクノロジ・サービスを選択する必要があり
ます。

Web	Application	Moduleオプション



4.6	テクノロジ・サービス
テクノロジ・サー	ビスとは、ユーザー・エージェントまたは他のXML
対応のアプリケーションと情報を交換するために、WAMによって使用
されるプレゼンテーションまたは	XML形式です。
LANSAでは、テクノロジ・サービスをXHTMLとPocket	PC	HTMLに提供
します。テクノロジ・サービスは、テクノロジ・サービス・プロバイダ
とテクノロジ・サービス名の組み合わせ(例：LANSA:XHTML)	によって
一意に識別されます。
テクノロジ・サービスの作成方法については、『Visual	LANSA	ユーザー
ガイド』の「テク	ノロジ・サービ	ス定義の作成」を参照してくださ
い。
[名	前]
[プ	ロバイダ]
[キャ	プション]
[記	述]
[プ	ロパティ]
参照
Webアプリケー	ション	モジュール(WAM)
コンポーネント

its:Lansa012.chm::/l4wusr04_0135.htm
its:lansa087.chm::/lansa/lansa087_begin.htm


4.6.1	[名前]
必須
プレゼンテーションまたはXML形式の名前。この名前は、通常標準化さ
れた形式(例：XHTMLまたはWML)の名前に一致します。
テクノロジ・サービスは、テクノロジ・サービス・プロバイダとテクノ
ロジ・サービス名の組み合わせ(例：LANSA:XHTML)によって一意に識
別されます。

ルール
									最大10文字

また、以下も参照してください。
[プロバイダ]
テクノロジ・サービス



4.6.2	[プロバイダ]
必須
このテクノロジ・サービスを提供したプロバイダの名前
LANSAから提供されたテクノロジ･サービスは、LANSAというテクノロ
ジ・サービス・プロバイダ下に定義されます。独自のテクノロジ・サー
ビスを作成する場合は、将来的なリリースでLANSAの定義との競合を
防ぐために、固有のテクノロジ・サービス･プロバイダ名を使用するこ
とをお勧めします。
例えば、LANSAはXHTMLテクノロジ・サービスを提供します。テクノ
ロジ・サービス・プロバイダとテクノロジ･サービスの組合せは、テク
ノロジ・サービスLANSA:XHTMLとして固有に識別されます。XHTML
のバリエーションを独自に定義する場合は、独自のテクノロジ・サービ
ス・プロバイダと、このプロバイダに関連付けられた新しいテクノロ
ジ・サービスを使用することで、<プロバイダ>:XHTMLとして識別され
る独自のXHTMLを作成することができます。

ルール
									最大10文字

テクノロジ・サービス



4.6.3	[キャプション]
必須
テクノロジ・サービスを認識できる短い記述
この記述は、テクノロジ・サービスを作成した後に[詳細]タブから入力
できます。

ルール
									最大25文字

テクノロジ・サービス



4.6.4	[記述]
必須
テクノロジ・サービスの説明を記述します。

テクノロジ・サービス



4.6.6	[プロパティ]
[MIME	Type]
[Decument	Ext]
[Edit	Numeric]
[Designable	in	Editor]
[上/左/右/下]
[Device	Skin	Image]
参照
Webアプリケーション	モジュール(WAM)
テクノロジ・サービス

its:lansa087.chm::/lansa/lansa087_begin.htm


[MIME	Type]
必須
送信応答用にHTTPヘッダーに含まれるMIMEタイプを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

text/html テキストまたはHTMLドキュメント
	

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



[Decument	Ext]
必須
テクノロジ・サービス用のドキュメント(ストリーム・ファイル)と関連
付けられるドキュメントの拡張子を指定します。例えば、HTMLページ
は拡張子.htmlによって識別されます。

ルール
									最大10文字

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



[Edit	Numeric]
必須
テクノロジ・サービスが数値を編集するかどうかを指定します。プレゼ
ンテーション指向の形式では、通常数値フィールドを編集します。ご使
用のテクノロジ・サービスがアプリケーションによって消費される場合
は、数値内の記号を編集しないことでしょう。

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



[Designable	in	Editor]
必須
このプロパティは、テクノロジ・サービスを視覚的に(ドラッグ・アン
ド・ドロップを使用して)設計できるかどうかを決定するために使用し
ます。このオプションは、通常LANSAによって提供されるテクノロ
ジ・サービスのためにのみ「はい」に設定されます。LANSAによって
提供されたテクノロジ・サービスのいずれかのカスタマイズ・バージョ
ンを作成する場合は、このプロパティを「はい」に設定できますが、互
換性についてはユーザーの責任となります。

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



[上/左/右/下]
任意
このプロパティは、テクノロジ・サービスのエンド・ユーザー・イン
ターフェースの実際の画面サイズを表すためにデザイン・ビューで使用
されます。PDAなどの大部分のデバイスは画面サイズが小さく、WAM
エディターでプレゼンテーションを設計する際に考慮する必要がありま
す。

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



[Device	Skin	Image]
任意
このプロパティは、デザイン・ビューにデバイスの背景イメージを表示
するために使用します。このファイルは大部分のイメージ・ファイル形
式であることができ、Webサーバーのイメージ仮想ディレクトリから
ロードされます。

テクノロジ・サービスの[プロパティ]



5.	ウェブレット
ウェブレットは共	通のHTML機能の再利用可能なコンポーネントで、
Webページに単純にドラッグ・アンド・ドロップできます。
[名前]
[記述]
[ウェブレットのグループ]
[レイアウトウェブレット]
[Webroutineサービス名]



5.1	[名前]
必須
LANSAリポジトリに保管するウェブレットの名前を指定します。ウェ
ブレット名では、大文字と小文字が区別されません。

ルール
									有効なLANSAオブジェクト名でなければなりません。

警告
									SQLxxxのような名前は使用しないようにします。SQL	(構造化照会言語)機能
(SELECT_SQLコマンドなど)を使用するファンクションで、このような名前を使用すると問
題が発生する可能性があります。

ヒントとテクニック
									名前では、大文字と小文字のどちらを使用してもかまいません。

	ウェブレット

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm


5.2	[記述]
必須

									ウェブレットに関連付ける記述を指定します。この記述テキストは、リポジトリ内また
は完成したアプリケーションでウェブレット情報を表示する際のデフォルトの説明として使
用することができます。	
区画が多言語対応の場合、初期の記述がその区画内のその他すべての言語の記述としてコ
ピーされます。異なる言語にする場合は、それぞれの記述を変更する必要があります。

ヒントとテクニック
									この記述には大文字と小文字を使用できます。

参照
『ユーザーガイド』の「ウェブレットの作成」

	ウェブレット

its:Lansa012.chm::/l4wusr04_0335.htm


5.3	[ウェブレットのグループ]
任意

									[ウェブレットのグループ]では、類似したウェブレットをグループにまとめることがで
きます。	
ウェブレットを追加するウェブレット・グループを指定します。指定したウェブレット・グ
ループが存在しない場合は作成されます。グループを指定しない場合、ウェブレットは「未
割り当て」グループに追加されます。

	ウェブレット



5.4	[レイアウトウェブレット]
任意

									このオプションは、レイアウト・ウェブレットを作成する場合に選択します。レイアウ
ト・ウェブレットは、すべてのWebページで必要となる基本的なHTMLドキュメント構造
(html、見出し、本文、スクリプト、スタイルなど)を提供します。

参照
『ユーザーガイド』の「ウェブレットの作成」

	ウェブレット

its:Lansa012.chm::/l4wusr04_0335.htm


5.5	[Webroutineサービス名]
WAMのWebroutineは、その名前と、そのWebroutineが属するWAMの名前
から一意に識別することができます。また、サービス名と呼ばれる1つ
の名前でも一意に識別できます。
ブラウザーでWebroutineを起動するときは、以下のURLを使用します。

http://localhost/cgi-bin/lansaweb?webapp=<WAM名>+webrtn=
<WEBROUTINE名>+ml=<TS名>+part=<区画名>+lang=<言語名>
WEBROUTINEにサービス名が定義されている場合は、サービス名を指
定ができます。:

http://localhost/cgi-bin/lansaweb?srve=<サービス名>+ml=<TS名
>+part=<区画名>+lang=<言語名>
サービス名は、そのWebroutineが使用される区画内で固有でなければな
りません。
WEBROUTINEのサービス名を使用すると、WAMアプリケーションを配
布するときの柔軟性が高まります。例えば、アプリケーションを別の区
画、WAM、WEBROUTINEに配布し直すときにも、外部のURL参照を変
更する必要がありません。

	ウェブレット



6.	プロセスとファンクション
プロセ	スに関するトピック：
プ	ロセス定義
ファ	ンクション・コントロール・テーブル
メ	ニューに登録するコマンド
追	加されたプロセス/ファンクション
ア	クションバー制御テーブル
プ	ロセス・ヘルプ・テキスト
プ	ロセス/ファンクション	コンパイル	オプション

ファンクションに関するトピック：
ファ	ンクション定義
ファ	ンクション・ヘルプ・テキスト
参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「プ	ロセスの編集」
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「コ	ンポーネントと	ファンクショ
ンの編	集」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「プロセ	スおよびファ	ンクションの
開発」

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0395.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0125.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0020.htm


6.1	プロセス定義
[名前]
[識別子]
[記述]
[メニュースタイル]
[使用頻度]
[リモート処理の最適化]
[Webの使用可能]
[XMLの生成]
参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「プロ	セスの編集」
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「プロ	セスの作成」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「プロセス	とは何か」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「プロセス	およびファ	ンクションの開
発」

プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0395.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0490.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0075.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0020.htm


6.1.1	[名前]
必須
リポジトリに保管されるプロセスの名前を指定します。

ルール
									有	効な「LANSA	オブジェクト名」にする必要があります。

警告
									「LANSAオブジェクト	名」を参照してください。

プラットフォームについて
									「LANSAオブジェクト	名」を参照してください。
									プ	ロセス名は、LANSA区画全体で一意である必要がありま	す

ヒントとテクニック
									プ	ロセス名用の命名標準を作成しておくことをお勧めします。

また、以下も参照してください。
『ユーザーガイ	ド』の「プロセスの作成」
[識別子]
プロセス定義

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0490.htm


6.1.2	[識別子]
必須。
リポジトリに保管されるプロセスの識別子を指定します。

ルール

有効な「LANSAオブジェクト名」にする必要があります。

警告

「LANSAオブジェクト名」で説明されているプロセスの詳細を参照してく
ださい。

プラットフォームについて

「LANSAオブジェクト名」で説明されているプロセスの詳細を参照してく
ださい。

プロセス識別子は、LANSA区画全体で一意である必要があります。

ヒントとテクニック

プロセス識別子用の命名標準を作成しておくことをお勧めします。

以下も参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「プロセスの作成」
[名前]
プロセス定義

its:LANSA012.CHM::l4wusr01_0490.htm


6.1.3	[記述]
必須
プロセスに関連した説明を記述します。この記述は、このプロセスの他
のユーザーがこのプロセスの使用目的を判断する際に役立ちます。区画
が複数言語対応の場合は、デフォルトの区画言語に指定されたこの記述
が他の言語用に使用されます。

ルール
									記述は、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

									最大40文字

また、以下も参照してください。
『ユーザーガイド』の「プロセスの作成」

プロセス定義

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0490.htm


6.1.4	[メニュースタイル]
必須。デフォルト：SAA/CUA
作成されるプロセスのメニュー・スタイルを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

SAA/CUAこのプロセスおよびその関連のファンクションで使用さ
れるすべてのメニューと画面の形式は、プロセスが定義
されている区画に対して定義されるSAA(Systems
Application	Architecture)またはCUA(Common	User
Access)、あるいはその両方の標準に準拠する必要があり
ます。SAA/CUA標準が区画にとってどのようなもので、
どのように適用されるかの詳細については、『LANSA	ア
プリケーション設計ガイド』の「OS/400のSAA/CUAイン
プリメンテーション」内の「SAA/CUA区画」を参照して
ください。

アクショ
ンバー

プロセスは、IBMによって定義されたCUA(Common	User
Access)標準で定義された「アクション・バー」として区
画のために機能する必要があります。

警告：
アクション・バーを使用する場合は、以下の前提条件を満たしている必
要があります。

									現在の区画でSAA/CUAが利用可能である必要があります。

									『LANSA	アプリケーション設計ガイド』とIBM提供の『CUA	1989	Basic
Interface	Design	Guide』のすべての関連情報を読んでおく必要があります。

									ご使用のアプリケーション・ソフトウェアの「外観」と「操作性」が、CUA	1989標準
に完全に準拠している必要があります。

プロセス定義

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbd_0010.htm
its:lansa065.chm::/lansa/lansa065_begin.htm


6.1.5	[使用頻度]
必須。デフォル	ト：Light
予想されるプロセスの使用頻度を指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

Light 使	用頻度が低いと予想される場合に、Lightを指定します。
プロセスが、繰り返し連続して使用されることはありませ
ん。ほとんどのプロセスは、使用頻度が	低いと考えられま
す。

Heavy 使	用頻度が高いと予想される場合に、Heavyを指定しま
す。プロセスが、繰り返し連続して使用されます。このオ
プションは通常、データを繰り返し入力する	ようなアプリ
ケーションでのみ使用されます。

プラットフォームについて
									IBM	i：技術的には、この値は、このプロセス内のファンクションに対して作成される
RPGプログラムのLR(最終レコード)標識をONに設定する必要があるか	どうか、および終了
時にすべてのファイルをクローズする必要があるかどうかを示すものです。

									IBM	i：この値は、動的に変更することができるので(プログラムの再コンパイルは不
要)、システムのパフォーマンス/スループットを改善する場合は、この値の	設定を変更して
みる価値があるかもしれません。

プロセス定義



6.1.6	[リモート処理の最適化]
デフォルト：NO
このプロセス内の全ファンクションについて、リモート通信を最適化す
るかどうかを指定します。

プラットフォームについて
									System	i：リモート通信の最適化については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「そ
の他のプロセス明細の保守」を参照してください。

プロセス定義

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_40127.htm


6.1.7	[Webの使用可能]
デフォル	ト：NO
プロセス定義



6.1.8	[XMLの生成]
デフォル	ト：NO
プロセス定義



6.2	ファンクション・コントロール・テーブル
ファンクションの記述
メニューに表示
表示順序
次ファンクション
実行可能な次ファンクション

参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[ファンクション]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」

プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0495.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


6.2.1	[ファンクション記述]
必須
ファンクションに関連する説明を記述します。ファンクションの記述が
プロセス・メニューとLANSAリポジトリ内に表示されます。

ルール
									記述は、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

									最大40文字

ヒントとテクニック
									一般に、このオプションは、LANSAリポジトリ内のファンクションの記述を変更する
ために使用します。

									この値はプロセス・メニューに表示されるため、大文字と小文字を使用することをお勧
めします。

									プロセス・メニュー上で自動的にセンタリングが行われるため、記述をブランクを使用
してセンタリングする必要はありません。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」
ファンクション定義

ファンクション・コントロール・テーブル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


6.2.2	[メニューに表示]
必須。デフォルト：Yes
このファンクションをプロセスのメイン・メニューに表示するかどうか
(したがって、メニューからアクセス可能かどうか)を指定します。
参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」

ファンクション・コントロール・テーブル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


6.2.3	[表示順序]
必須。デフォルト：次の順序番号
プロセス・メニュー上でのファンクションの表示順序を指定します。
ファンクションがプロセス・メニューに表示されている場合は、プロセ
ス・メニューに表示される順序を変更して管理することができます。

ヒントとテクニック
									例：プロセスにFUNC1、FUNC2、およびFUNC3がこの順番で含まれているとします。
FUNC3がFUNC2の前に表示されるように順序を変更する場合は、FUNC2の番号より小さい
番号をこの入力フィールドに入力します。これにより、ファンクションの順序がFUNC1、
FUNC3、そしてFUNC2の順番になります。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」

ファンクション・コントロール・テーブル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


6.2.4	[次ファンクション]
必須。デフォルト：MENU
このファンクションが完了した後に通常呼び出されるファンクションを
指定します。

ルール
									指定できる値は、プロセス内で定義されたすべてのファンクションまたは「予約済み」
ファンクション名のいずれかです。ただし、*ANYはここでは意味を持たないため除きま
す。「実行可能な次ファンクション」を参照してください。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」

ファンクション・コントロール・テーブル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


6.2.5	[実行可能な次ファンクション]
必須。デフォルト：*ANY
このファンクションが完了した後に呼び出すことのできるファンクショ
ンを最大20個まで指定します。

ルール
使用できる値は、プロセス内のすべてのファンクションと以下の予約語
です。

Name 予約されている意味	/	説明

*ANY 任意のファンクション名

MENU プロセス・メイン・メニューを表示する

EXIT LANSAを終了する

HELP プロセス・ヘルプ・テキストを表示する

SELECT実行可能なファンクションのリストから次ファンクション
を選択する

EOJ すべてのバッチ処理を終了する

ERROR エラーで処理を異常終了(ABORT)させる

RETRN 呼び出し側プロセスまたはファンクションに制御を戻す

ヒントとテクニック
									任意のファンクションを呼び出すことが可能な場合は、全ファンクション名のリストで
はなく、特殊な値*ANYを使用することをお勧めします。

									*ANYを使用する場合は、リスト内に*ANYのみを指定してください。

									*ANYを使用しない場合は、リストに次ファンクションが含まれるようにしてくださ
い。

									「予約済み」の名前EXITとMENUがリストに含まれない場合は、結果的に「終了」およ
び「メニュー」のファンクション・キーは使用不可になります。「終了」および「メ
ニュー」のファンクション・キーは、「次ファンクション」にEXITとMENUがそれぞれ入力
されたかのようにシミュレートして処理されます。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンクション制御テーブルの概
念」

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0105.htm


ファンクション・コントロール・テーブル



6.3	メニューに登録するコマンド
記述
順序
実行時プロンプト
コマンド

参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[メニューに登録するコマンド]タ
ブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊エントリーの概念」
プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0510.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0110.htm


6.3.1	[記述]
LANSAに定義された特殊コマンドの目的についてのユーザーの説明を
記述します。この記述は、プロセス・メニューに表示されます。

ルール
									プロセスが実行されるプラットフォームに対する有効なオペレーティング・システムの
コマンドである必要があります。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊エントリーの概念」
メニューに登録するコマンド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0110.htm


6.3.2	[順序]
必須。デフォルト：次の利用可能な順序番号
特別なメニュー項目が選択したプロセス・メニューに表示される順序を
指定します。

ヒントとテクニック
									メニュー項目の順序は、このフィールドの値を変更して、再度順序付けることができま
す。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊エントリーの概念」
メニューに登録するコマンド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0110.htm


6.3.3	[実行時プロンプト]
プロセスのメイン・メニューからコマンドを使用する際に、コマンドを
「プロンプト」表示するかどうかを指定します。
この値は、System	iでのみ使用されます。このオプションを選択した場
合は、コマンドが実行前にプロンプト表示されます。使用時に表示され
るプロンプトは、標準のIBM	CLコマンド形式のプロンプトです。詳細
については、IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。
参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊エントリーの概念」
メニューに登録するコマンド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0110.htm


6.3.4	[コマンド]
必須
項目がプロセスのメイン・メニューから選択される場合に、実行される
オペレーティング・システムのコマンドを指定します。

ルール
									このコマンドは、コマンド入力表示画面上での場合と正確に同じように入力する必要が
あります。

									コマンドの正しい実行を可能にするために、適切なパスとパラメータが指定されている
ことを確認してください。

プラットフォームについて
									特別な項目の使用は、オペレーティング・システム間で移植できない場合があります。
例えば、System	iのCLコマンドは、Windowsプラットフォーム上では実行することができま
せん。アプリケーションを複数のプラットフォーム上に構築する場合は、特別な項目で警告
を使用してください。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊エントリーの概念」
メニューに登録するコマンド

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0110.htm


6.4	追加されたプロセス/ファンクション
プロセス名
ファンクション名
順序

参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[メニューに登録するプロセス]タ
ブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「添付されたプロセス/ファンクション
の概念」

プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0505.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0100.htm


6.4.1	[プロセス名]
必須
追加されるプロセスの名前を指定します。

ルール
									追加されるプロセスの名前を、プロセスを追加する際かまたは直接単一のファンクショ
ンを追加する際に指定する必要があります。

									指定したプロセスは、存在している必要はありません。指定したプロセスが現在存在し
ていない場合には、警告メッセージが出力されます。

ヒントとテクニック
									複数のプロセスを単一のプロセスに追加することができます。

									(他のプロセスからの)複数のファンクションを、直接プロセスに追加することができま
す。

									プロセス(または、その関連ファンクションのいずれか)は、それ自身に追加することが
できます。

									プロセスBがプロセスAに追加されている場合に、プロセスAをプロセスBに追加するこ
とができます。

									この機能を使用して、複数のプロセスを1つの「階層」に組み立てることができます。
定義できる階層の「深さ」に制限はありませんが、実際にプロセスを使用する場合に利用さ
れる「深さ」は、9つまでである必要があります。これが10階層になると、プロセスの「階
層」内でこれ以上階層を深くすることはできないというエラー・メッセージが出力され、必
要なプロセスへは別の経路を通じてアクセスするように指示されます。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「添付されたプロセス/ファンクション
の概念」

追加されたプロセス/ファンクション

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0100.htm


6.4.2	[ファンクション名]
必須
現在のプロセスに直接追加されているファンクションの名前を指定する
か、またはプロセス内のすべてのファンクションを追加することを指示
します。

ルール
									直接ファンクションをプロセスに追加するには、ファンクションの名前を指定します。

									すべてのファンクションを追加する(つまり、プロセス全体を追加する)には、追加され
るファンクション名として*ALLを指定します。

									指定したファンクションは、存在している必要はありません。指定したファンクション
が現在存在していない場合には、警告メッセージが出力されます。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「添付されたプロセス/ファンクション
の概念」

追加されたプロセス/ファンクション

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0100.htm


6.4.3	[順序]
必須
順序番号を指定して、プロセス・メニューに表示される必要がある追加
されたプロセスまたはファンクションの相対的な順序を指定します。

ルール
									他の追加されたプロセスまたはファンクションを基準にしてプロセスまたはファンク
ションの必要な表示順序を示す範囲1から999の数字を入力します。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「添付されたプロセス/ファンクション
の概念」

追加されたプロセス/ファンクション

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0100.htm


6.4.4	プロセス・パラメータ

プロセス・パラメータは使用しないでください。プロセス・パラメータは、下位互換の
ためにのみ存在しています。

	

シンボル名
必須
*UPnnという形式のプロセス・パラメータのシンボリック名。ここ
で、"nn"は01〜10の範囲のパラメータ番号です。
シンボル名により、ファンクションに関連付けられたRDMLコマンドは
パラメータに簡単にアクセスできます。一般に、パラメータのシンボ
リック名は、通常のフィールド名やリテラル値を使用できるRDMLコマ
ンド内の任意の場所で使用することができます。

順序
必須。デフォルト：次の順序番号
パラメータが保管される相対的な順序を指定するための順序番号
順序番号は連番で、1から10までの範囲にある必要があります。

データ・タイプ
必須。デフォルト：Alpha
定義されるパラメータのタイプ
使用できる値は以下のとおりです。

Alpha パラメータは、英数字である必要があります。

数値 パラメータは、数値である必要があります。このオプ
ションが使用される場合は、実際上パラメータはパッ
ク10進の変数として定義されます。これは、この形式
が値を渡す形式として最も簡単なものであるためで
す。

	

長さ
必須。デフォルト：256
タイプAlphaのパラメータの長さ、またはNumericパラメータの総桁数
(小数点以下の桁数を含む)
タイプAlphaパラメータについては、指定する長さは1から256の範囲に
ある必要があります。



タイプNumericパラメータについては、数字の総桁数が1から15の範囲に
あり、指定する小数点以下の桁数以上である必要があります。

小数点桁数
デフォルト：0
データ・タイプがNumericのパラメータについてのみ、0〜9の範囲の、
指定された総桁数以下の小数点以下桁数

記述
必須
このパラメータに関連付ける短い説明。LANSAがパラメータ値の指定
にデータ入力画面を表示する必要がある場合は、この記述が表示されま
す。定義されるすべてのプロセス・パラメータの簡単な説明を記述する
必要があります。

参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[プロセスパラメーター]タブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「プロセス・パラメータの概念」
追加されたプロセス/ファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0515.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0115.htm


6.5	アクションバー制御テーブル
アクションバー項目の[記述]
[AB$OPTコード]
アクションバー項目の[順序]
プルダウン項目の[記述]
[アクセラレータ・キー]
[PD$OPTコード]
プルダウン項目の[順序]
初期時に使用可能
選択可能な項目

参照
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「[アクションバー制御テーブル]タ
ブ」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「アクション・バーの概念」
プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0520.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0120.htm


6.5.1	アクションバー項目の[記述]
必須
このアクション・バーに表示されるテキストを指定して、アクション・
バーの選択項目を識別します。

ルール
									テキストは、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

ヒントとテクニック
									できるだけ1つの単語(熟語)のみを使用するようにしてください。

									大文字と小文字を使用します。

									双方向言語とDBCS言語のサポートが提供されています。

									CUA	1989のガイドラインに従ってください。

									メニュー・ヘルプは自動的に設定されています。ユーザーが定義する必要はありませ
ん。

参照
アクション・バーの概念

アクションバー制御テーブル

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0120.htm


6.5.2	[AB$OPTコード]
必須
ファンクションの呼び出しにアクション・バーのどの選択項目が使用さ
れたかをファンクションに正しく判定させる値を指定します。ここで指
定した値は、このメニュー・オプションが使用されている場合に、
AB$OPTフィールドに設定されます。このフィールドは、RDMLファン
クションにアクセスできます。

ルール
									指定する値は、このアクション・バー内で一意である必要があります。

									値は英数字です。

									CURまたはALLを値として使用しないでください。これは、組み込み関数の
「SET_ACTION_BAR」内で、それぞれ「現在の」と「すべて」という意味で予約さ
れているためです。

警告
									AB$OPTがリポジトリにまだ定義されていない場合は、英数字フィールド(長さ3文字)と
して定義してください。

ヒントとテクニック
									1つのRDMLファンクションが複数のアクション・バー選択項目を操作するようにする
と、パフォーマンスが向上する場合があります。『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の
「サンプル・プログラム：1つのプログラムに3つのファンクション」
を参照してください。

									AB$OPT値の標準を作成してください。

アクションバー制御テーブル

its:lansa015.chm::/set_action_bar.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnba_0140.htm


6.5.3	アクションバー項目の順序
必須。デフォルト：次の順序番号
プルダウン選択項目に関連付ける番号を指定します。この値は、通常ア
クション・バーの選択項目を並び替える場合にのみ使用されます。

ルール
									この値は、1から18の範囲にあり、アクション・バー内で一意である必要があります。

アクションバー制御テーブル



6.5.4	プルダウン項目の[記述]
必須
このプルダウンに表示されるテキストを指定して、プルダウンの選択項
目を識別します。

ルール
									テキストは、区画用に定義された言語ごとに入力する必要があります。

ヒントとテクニック
									大文字と小文字を使用します。

									双方向言語とDBCS言語のサポートが提供されています。

									CUA	1989のガイドラインに従ってください。

									(必要な場合)アクセラレータ・キーを識別するために"Fnn"を含めてください。

									(必要な場合)結果として表示されるポップアップに、省略記号"..."を含めてください。

									ヘルプのプルダウンは自動的に設定されています。ユーザーが定義する必要はありませ
ん。

アクションバー制御テーブル



6.5.5	[アクセラレータ	キー]
プルダウン選択項目に関連付けるアクセラレータ・キーを指定します。

ルール
									指定できる値は、F1からF24、または「アクセラレータ・キーではない」です。

									他のキーの割り当てと重複しないようにしてください。この重複は検査されません。

ヒントとテクニック
									使用し過ぎないようにしてください。アクセラレーター・キーを多用すると、ユーザー
を混乱させシステムも複雑になってしまいます。

									CUA	1989のガイドラインに従ってください。

									このアクション・バーを表示するすべてのパネルで使用することができます。

プラットフォームについて
									System	i：動的に変更でき、再コンパイルの必要はありません。

アクションバー制御テーブル



6.5.6	[PD$OPTコード]
必須
ファンクションの呼び出しにプルダウンのどの選択項目が使用されたか
をファンクションに正しく判定させる値を指定します。ここで指定した
値は、このプルダウンの選択項目が使用されている場合に、PD$OPT
フィールドに設定されます。このフィールドは、RDMLファンクション
にアクセスできます。

ルール
									指定する値は、このアクション・バー内で一意である必要があり、できればアクショ
ン・バー全体においても一意であるようにしてください。

									値は英数字です。

									CURまたはALLを値として使用しないでください。これは、組み込み関数の
「SET_ACTION_BAR」内で、それぞれ「現在の」と「すべて」という意味で予約さ
れているためです。

警告
									PD$OPTがリポジトリにまだ定義されていない場合は、英数字フィールド(長さ3文字)と
して定義してください。

ヒントとテクニック
									1つのRDMLファンクションが複数のプルダウン選択項目を操作するようにすると、パ
フォーマンスが向上する場合があります。『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「サ
ンプル・プログラム：1つのプログラムに3つのファンクション」を参
照してください。

									PD$OPT値の標準を作成してください。

アクションバー制御テーブル

its:lansa015.chm::/set_action_bar.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnba_0140.htm


6.5.7	プルダウン項目の[順序]
必須。デフォルト：次の連番
メニュー内のこのオプションの位置を指定します。このフィールドを使
用して、フィールドの相対的な順序を変更します。

ルール
									連続した番号である必要があります。

アクションバー制御テーブル



6.5.8	[初期時に使用可能]
必須。デフォルト：Yes
アクション・バーを最初に呼び出す際に、このプルダウン選択項目を使
用可能にするかどうかを指定します。使用不可のプルダウン選択項目
は、青色で表示され、それに関連付けられた選択番号は"*"に置き換わ
ります。

ヒントとテクニック
									プルダウン選択項目の使用可能/使用不可を決めるRDMLプログラムへのアクセスは、組
み込み関数のSET_ACTION_BARによって提供されています。
アクションバー制御テーブル

its:lansa015.chm::/set_action_bar.htm


6.5.9	[選択可能な項目]
必須
このメニュー・オプションが選択された際に、どのファンクション、プ
ロセス、およびコマンドを呼び出すかを指定します。

ルール
使用できる値は以下のとおりです。

									ファンクション名

									プロセス
									コマンド
									未定義

アクションバー制御テーブル



ファンクション名
現在のプロセスに属すRDMLファンクションを指定します。

ルール
									指定するファンクションは、現在のプロセス内に存在している必要があります。

[選択可能な項目]



プロセス
現在のプロセスに追加されているプロセスを意味する「追加されたプロ
セス」か、または別のプロセスから現在のプロセスに追加されている
ファンクションを意味する「追加されたファンクション」を指定しま
す。

ルール
									指定する追加されたプロセスまたは追加されたファンクションが現在のプロセス定義内
でプロセスとして定義されている必要があります。

ヒントとテクニック
									追加されたプロセスは、それらがメニュー・スタイル(つまり、SAA/CUA)の場合はメ
ニューを表示させることができます。つまり、それらがメニュー・バー・スタイルの場合に
は、メニュー・バーまたは別のメニュー・バーを表示します。この機能は、メニュー・バー
の「階層」の作成に許容される方法で使用することができます。

									追加されたファンクションは、別のメニュー・バーを表示させることができます。この
メニュー・バーは、現在のプロセスのメニュー・バーではなく、追加されたファンクション
が属すプロセスと関連付けられているメニュー・バーです。このことは、状況によってはエ
ンド・ユーザーを混乱させるので、追加されたファンクションを注意して制御するか、また
は使用しないでください。

[選択可能な項目]



コマンド
現在のプロセス内で定義されたコマンドを指定します。

ルール
									指定するコマンドは、現在のプロセス定義内で定義されている必要があります。

[選択可能な項目]



未定義
現在定義されていない登録する項目を指定します。

[選択可能な項目]



6.6	プロセス・ヘルプ・テキスト
ヘルプ・テキスト	とは、アプリケーションが(ヘルプキーまたは同等の
要求を使用して)ヘルプを要求した場合に、ユーザーに表示される情報
のことです。プロセス用のヘルプ・	テキストはLANSAリポジトリに保
管されます。このヘルプ・テキストは、プロセス・メニューから自動的
に利用可能で、またプロセス内のファンクションが	実行されている場合
は、アクセスすることができます。「ファンクション・ヘルプ・テキス
ト」にアクセスすることもできます。ヘルプ・テキストは、区画に指	定
された各言語で入力することができます。
ヘルプ・テキストには、一般に以下の特性があります。

									書	き方は自由です。ヘルプ・テキストの内容や形式には、通常制限はありません。

									ヘ	ルプが要求された際に、そのヘルプはユーザーが行っていた操作に直接関連しま
す。通常、ユーザーが使用しているプロセスまたはファンクションについての詳	細が説明さ
れます。

									ヘ	ルプ・テキストには特殊な「ヘ	ルプ・テキストの拡張&代替値」を含め
ることもできま	す。

LANSAは、アプリケーション内のヘルプ・プロセスの処理を自動的に
コントロールします。LANSAは、必要なヘルプのタイプ(フィールド、
コンポーネ	ント、プロセス、またはファンクション)を自動的に判定し
て、(存在する場合は)関連するヘルプ・テキストを自動的に表示しま
す。
LANSAは、プロセスまたはファンクションに関連した自由形式のヘル
プ・テキストを自動的には作成しません。LANSAは、リポジトリとリ
ポジトリに含	まれた規則からフィールドに関連するヘルプ・テキストを
動的に正しい言語で作成することができます。この自動のフィールド・
レベルのヘルプ・テキスト機能	をグローバル、またはフィールドごとに
オフにすることができます。さらに、ユーザー独自のヘルプ・テキスト
をその前に表示させることもできます。

参照
ファ	ンクション・ヘルプ・テキスト
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「リポジト	リ・ヘル	プ・エディタ」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替変数/制御値」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替値/制御値	-	Visual
LANSAのみ」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「ヘ	ルプ・テキストの属
性」

its:lansa015.CHM::/text_edit.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0135.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_01.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_02.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_03.htm


フィールド・ヘルプ・テキスト
『ユーザーガイ	ド』の「[リポジトリ	ヘルプ]タブ」
プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0530.htm


6.7	ファンクション定義
[名前]
[識別子]
[記述]
[テンプレート]
[RDMLX使用可能]
参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンク	ションとは	何か」
『ユーザーガイ	ド』の「ファンクションの作	成」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「プロセス	およびファ	ンクションの開
発」
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「ファンク	ション開発	の概要」
プロセスとファンクション

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0085.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1555.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0020.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0015.htm


6.7.1	[名前]
必須。
新規ファンクションに割り当てる名前を指定します。

ルール

有効な「LANSAオブジェクト名」にする必要があります。

プラットフォームについて

「LANSAオブジェクト名」
を参照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「ファンクションとは」
『VIsual	LANSA	ユーザーガイド』の「ファンクションの作成」
[識別子]
ファンクション定義

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0085.htm
its:LANSA012.CHM::l4wusr01_1555.htm


6.7.2	[識別子]
必須
新規ファンクションに割り当てる名前を指定します。

ルール
									有効な「LANSA	オブジェクト名」にする必要があります。

プラットフォームについて
									IBM	i：ファンクションIDは、そのファンクションが作成されるプロセス内で一意でな
ければなりません。1つの区画内でファンクションが別のプロセスにある場合は、同じIDを
付けることができます。

									Windows：ファンクションIDは、区画内で一意でなければなりません。すべてのファン
クションは、タイプ*DIRECTとして定義する必要があります。

									「LANSAオブジェクト名」で説明されているファンクションの詳細を参照し
てください。

警告
特定のファンクション名は、LANSAの使用のために予約されており、
有効なファンクションIDとして指定することはできません。オプション
は以下のとおりです。

Name 予約されている意味	/	説明

MENU プロセス・メイン・メニューを表示する

EXIT LANSA	を終了する

HELP プロセス・ヘルプ・テキストを表示する

SELECT 実行可能なファンクションのリストから次ファンク
ションを選択する

EOJ すべてのバッチ処理を終了する

ERROR エラーで処理を異常終了(ABORT)させる

RETRN 呼び出し側プロセスまたはファンクションに制御を戻
す

*ANY 任意のファンクション識別子

これらの名前が「予約されている」理由の詳細については、「ファンク

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm


ション・コントロール・テーブル」セクションを参照してください。
									「LANSAオブジェクト名」で説明されているファンクションの詳細を参照し
てください。

参照
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「ファンクションとは何か」
『ユーザーガイド』の「ファンクションの作成」
[名前]
	ファンクション定義

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0085.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1555.htm


6.7.3	[記述]
必須
ファンクションに関連した説明を記述します。ファンクションの記述が
プロセス・メニューとLANSAリポジトリ内に表示されます。区画が複
数言語対応の場合は、デフォルトの区画言語に指定されたこの記述が他
の言語用に使用されます。

ルール
									最大40文字

ヒントとテクニック
									プロセスの「ファンクション・コントロール・テーブル」を変更して、ファンクション
の記述を変えることができます。

									この値は、プロセス・メニューに表示されるため、大文字と小文字を使用することをお
勧めします。

									プロセス・メニュー上で自動的にセンタリングが行われるため、記述をブランクを使用
してセンタリングする必要はありません。

参照
ファンクションの作成

ファンクション定義

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1555.htm


6.7.4	[テンプレート]
デフォルト：選択テンプレートがない
ファンクション内でRDMLを作成するために使用するアプリケーショ
ン・テンプレートの名前を指定します。
注：テンプレートを実行できるようにエディターでファンクションを開
く必要があります。「ファンクションの作成」を参照してください。

ヒントとテクニック
以下は、LANSAテンプレートを使用するためのアドバイスです。

									「ヘルプ」のファンクション・キーを幅広く使用するために、まずテンプレートについ
て時間をかけて調べます。テンプレートを初めて使用するときは、テンプレート、特にその
サンプルに関連するヘルプ・パネルをすべて読んでください。また、テンプレートを使用す
る前に、テンプレートで何ができ、そして何ができないのかということもよく理解しておい
てください。

									ほとんどのテンプレートは、「質問と回答」のセッションで動作します。つまり、使用
するテンプレートを選択すると、ほとんどの場合、ポップアップ・ウィンドウに質問が表示
されます。

									質問が表示されずにそのソースが再表示される場合は、テンプレートがユーザーに質問
をせずにRDMLプログラムを生成したと考えられます。非常に簡単なテンプレートの場合
は、このように動作することがあります(基本プログラムレイアウトを生成するテンプレート
など)。

									質問が表示された場合は、その質問を注意してよく読み、次に、プロンプト表示されて
いる補足情報も注意してよく確認します。それでも、疑問が残る場合は、「ヘルプ」のファ
ンクション・キーを使用してください。

									指示に正確に従ってください。アプリケーション・テンプレートのコンセプトは、非常
に迅速かつ一貫した方法で、RDMLプログラムを生成することです。アプリケーション・テ
ンプレート機能の一般的な性質と、導入サイトに応じて定義できるという機能のために、
ユーザーの答えに対して絶対的に精密な妥当性検査を行ったとしても、通常役に立ちませ
ん。答えが不適切であったとしても、事実上問題にはなりません。ただし、コンパイルされ
ない、あるいは正常に実行できないRDMLコードが生成されます。この場合、これは本当の
意味の問題ではありませんが、手作業でRDMLコードを編集して問題を修正する必要がある
でしょう。

									ほとんどのテンプレートでは、前に答えた質問の「バックアップ」がとられ、答えを変
更することができます。これを行うには、「キャンセル」のファンクション・キーを使用し
ます。ただし、キャンセルするべきではないとプロンプトに表示されている場合は、これを
実行しないでください。

参照
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「ファンクション開発の概要」
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「アプリケーション・テンプレートの
使い方」

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1555.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev05_0015.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev08_0015.htm


『ユーザーガイド』の「ファンクションの作成」

ファンクション定義

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1555.htm


6.7.5	[RDMLX使用可能]
ファンクションがRDMLXコマンドとRDMLXオブジェクトを使用できる
ように、このファンクションをフルRDMLXに対して使用可能にするか
どうかを指定します。例えば、ファンクションがRDMLXに対して使用
可能にされていない場合は、RDMLXフィールドまたはRDMLXファイル
を使用することはできません。
このオプションは、RDMLX使用可能区画でのみ利用できます。
このオプションのデフォルト値は「RDMLX区画の設定」で制御されま
す。

ヒントとテクニック
									ファンクションがRDMLXに対して使用可能にされると、元に戻すことはできません。
(ユーザーは、新規のRDMLファンクションを作成することができ、またコードをコピーして
しこのRDMLファンクションに貼り付け戻すこともできます。コードに対して、RDMLファ
ンクションとの互換性があるかどうかの構文検査が実行されます)。

									『Visual	LANSA	管理者ガイド』の「RDML区画およびRDMLX区画」情報を
確認することをお勧めします。

ファンクション定義

its:lansa011.chm::/lansa/l4wadm05_0200.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm


6.8	ファンクション・ヘルプ・テキスト
ヘルプ・テキスト	とは、アプリケーションが(ヘルプキーまたは同等の
要求を使用して)ヘルプを要求した場合に、ユーザーに表示される情報
のことです。ファンクション用のヘ	ルプ・テキストはLANSAリポジト
リに保管されます。このヘルプ・テキストは、ファンクションが実行さ
れると、ファンクション・レベルのコンテキスト依	存ヘルプ・テキスト
として自動的に使用できます。「プロセス・ヘルプ・テキスト」にアク
セスすることもできます。ヘルプ・テキストは、区画に指定された各	言
語で入力することができます。
ヘルプ・テキストには、一般に以下の特性があります。

									書	き方は自由です。ヘルプ・テキストの内容や形式には、通常制限はありません。

									ヘ	ルプが要求された際に、そのヘルプはユーザーが行っていた操作に直接関連しま
す。通常、ユーザーが使用しているプロセスまたはファンクションについての詳	細が説明さ
れます。

									ヘ	ルプ・テキストには特殊な「ヘルプ・テキストの拡張	&代替値」を含め
ることもできます。

LANSAは、アプリケーション内のヘルプ・プロセスの処理を自動的に
コントロールします。LANSAは、必要なヘルプのタイプ(フィールド、
コンポーネ	ント、プロセス、またはファンクション)を自動的に判定し
て、(存在する場合は)関連するヘルプ・テキストを自動的に表示しま
す。
LANSAは、プロセスまたはファンクションに関連した自由形式のヘル
プ・テキストを自動的には作成しません。LANSAは、リポジトリとリ
ポジトリに含	まれた規則からフィールドに関連するヘルプ・テキストを
動的に正しい言語で作成することができます。この自動のフィールド・
レベルのヘルプ・テキスト機能	をグローバル、またはフィールドごとに
オフにすることができます。さらに、ユーザー独自のテキストをその前
に表示させることもできます。

参照
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「リポジト	リ・ヘル	プ・エディター」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替変数/制御値」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「代	替値/制御値	-	Visual
LANSAのみ」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「ヘ	ルプ・テキストの属
性」
『LANSA	テクニカル	リファレンスガイド』の「フィー	ルド・ヘル	プ・

its:lansa015.CHM::/text_edit.htm
its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev03_0135.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_01.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_02.htm
its:lansa015.CHM::/crfile3_03.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0035.htm


テキスト」
『ユーザー	ガイド』の「[リポジトリ	ヘルプ]タブ」
プロセスとファンクション

its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_1585.htm


6.9	プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション
選択したプロセス	またはファンクションの生成またはコンパイル、ある
いはその両方を行う場合に使用されるオプションを選択します。このオ
プションは、操作の完了後に保管さ	れます。
表示されるオプ	ションは、コンパイル用に選択したオブジェクトによっ
て異なります。

必要な場合のみプロセスのコンパイルを行う
全てのプロセスファンクションをコンパイルする
必要な場合のみファンクションのコンパイルを行う
生成されたソースの保持
デバッグ使用可能
HTML	の生成
XMLの生成



省略値を使用する

プロセスとファンクション



6.9.1	[必要な場合のみプロセスのコンパイルを行う]
このオプションを選択して、コンパイルされる必要があるプロセスのみ
がコンパイルされるようにします。このオプションがデフォルトの設定
です。
このオプションを選択していない場合は、選択したすべてのプロセスが
コンパイルされます。

[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



6.9.2	[全てのプロセスファンクションをコンパイルする]
このオプションを選択して、選択したプロセスのすべてのファンクショ
ンが同様にコンパイルされるようにします。このオプションがデフォル
トの設定です。
このオプションが選択されない場合は、ファンクションはコンパイルさ
れず、プロセスのみがコンパイルされます。

[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



6.9.3	[必要な場合のみファンクションのコンパイルを行う]
このオプションは、[ファンクションのコンパイル]が選択されている場
合のみアクティブになります。
このオプションを選択して、コンパイルされる必要があるファンクショ
ンのみがコンパイルされるようにします。このオプションがデフォルト
の設定です。
このオプションを選択していない場合は、選択したすべてのファンク
ションがコンパイルされます。

[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



6.9.4	[生成されたソースの保持]
このオプションを	選択して、生成されたソース・コードを保持します。
デフォルトのオプションは、ソース・コードを保持しません。
ソース・コードは、生成されるオブジェクトがMicrosoft	Windows以外の
プラットフォーム上で実行される場合に保管する必要があります。ま
た、必要時、元のVisual	LANSA開発環境が保持される場合は生成される
可能性がありますが、完全なダンプ・ファイルを得るためにも必要で
す。
ソース・コードが、その次の(再)コンパイルのために別のマシンに移動
される場合は、このオプションを使用する必要があります。
問題解決のために、生成されたソースを保持するよう依頼される場合も
あります。
保持されるソース・コードには、以下のものがあります。

									ファ	イルを生成する場合は、テーブル/インデックス/ビュー/OAMの作成コード

									プ	ロセス、ファンクション、またはコンポーネントを生成する場合は、プロセス/ファ
ンクション/コンポーネントの作成コード

									対	応する定義ファイルとMakeファイル

[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



6.9.5	[デバッグ使用可能]
このオプションを	選択して、デバッグ情報を持つオブジェクトをコンパ
イルします。
このオプションを使用した場合は、LANSAデバッグ・ツールを使用し
てオブジェクトをデバッグすることができます。実行可能オブジェクト
は、デバッグな	しでコンパイルするよりもサイズが少しだけ大きくなり
ます。
まれに起こる致命	的な状況から保	護するために不可欠となる大切な情
報については、『Visual	LANSA	管理者ガイド』	内の｢LANSA	Application
用デバッグ・シンボルの設定」を参照してくださ	い。
[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]

its:lansa011.chm::/lansa/l4wADM07_0075.HTM


6.9.6	[HTML	の生成]
このファンクションがコンパイルされる際に、HTMLページが
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドに対して生成される必要があるか
どうかを指定します。このオプションは、プロセスがWeb対応の場合の
み使用できます。
デフォルトはYESです。使用できる値は以下のとおりです。

使用
可

コンパイルされる各ファンクション内の各
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドごとにHTMLページを
生成します。

不可 コンパイルされる各ファンクション内の各
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドごとのHTMLページを
生成しません。
この値は警告と共に使用する必要があります。この値は、通
常ファンクションへの変更にDISPLAY/REQUEST/POP_UPコ
マンドの変更が含まれていない場合にのみ使用します。これ
により、HTMLエディターを使用して変更されたHTMLペー
ジを保持することができます。

参照
[妥当性数値]
[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



[妥当性数値]
小数点前後の許容可能な桁数に基づいて、入力数値フィールドを
JavaScriptによって検査するかどうかを指定します。このオプションは、
HTMLページ作成オプションが"YES"の場合にのみ適用できます。
使用できる値は以下のとおりです。

不可 コンパイルされるファンクションごとの入力数値フィール
ドに対するJavaScriptの関数呼び出しを生成しません。

使用可 コンパイルされるファンクションごとの入力数値フィール
ドに対するJavaScriptの関数呼び出しを生成します。

	

[HTML	の生成]



6.9.7	[XMLの生成]
このファンクションがコンパイルされる際に、XMLが
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドに対して生成される必要があるか
どうかを指定します。このオプションは、プロセスでXMLを利用可能な
場合にのみ表示されます。
デフォルトはYESです。使用できる値は以下のとおりです。

使用
可

コンパイルされる各ファンクション内の各
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドごとにXMLを生成しま
す。

不可 コンパイルされる各ファンクション内の各
DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドごとのXMLを生成しま
せん。

この値は警告と共に使用する必要があります。この値は、通
常ファンクションへの変更にDISPLAY/REQUEST/POP_UPコマ
ンドの変更が含まれていない場合にのみ使用します。これに
より、XMLエディターを使用して変更されたXMLを保持する
ことができます。

	

[プロセス/ファンクション	コンパイル	オプション]



[省略値を使用する]
このボタンは、すべてのオプションを出荷時のデフォルト値にリセット
する場合に選択します。



7.	RDMLコマンド
コマンドの概要については、「RDMLコマンド」を参照してください。
以下は、LANSA	RDMLプログラム言語のコマンド一式です。各コマン
ドについて、以下の内容を説明します。

									コマンドの説明

									関連コマンドへの参照

									構文ダイアグラム

									各パラメータの説明

									警告/コメント

									使用例

これらのコマンドおよびそのパラメータの使用および形式に関する詳細
については、「RDMLコマンドのパラメータ」を参照してください。

its:LANSA015.CHM::/rdml_commands_list.HTM
its:lansa015.chm::/commoncmnds.htm


7.1	ABORT
ABORTコマンドは、実行中のRDMLプログラムを即座に終了します。エ
ラー・メッセージを発行することもできます。ABORTコマンドによっ
てファンクションを終了すると、「異常」終了とみなされ、プロセス全
体がLANSAによって取り消されます。コミット制御の関連について
は、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「コミット制御を使用する」を参
照してください。

さらに、次のトピックも参照してください。
ABORTのパラメータ
ABORTの使用例
CALL	(IF_ERRORパラメータを参照)
EXIT
MENU
RETURN
																																																								任意指定		
																																																																		
		ABORT	--------	MSGTXT	--------*NONE	-------------------------->	
																																'メッセージ・テキスト'																				
																																																																		
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->	
																																メッセージID																
																																																																		
													>--	MSGF	---------	*NONE	-------------------------->	
																																メッセージ・ファイル・ライブラリ名							
																																																																		
													>--	MSGDTA	-------		代替変数	-------|		
																															|	拡張可能なグループ式			|		
																																--------	最大20	---------------		
																																																																		

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10060.htm


7.1.1	ABORTのパラメータ
MSGTXT
MSGID
MSGF
MSGDTA

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。このテキストは、
ファンクションの終了時にエラー・メッセージとして表示されます。
メッセージ・テキストを指定するときは、引用符で囲んでください。
MSGTXTパラメータまたはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用
してください。両方は使用できません。

MSGID
ファンクションの終了時に発行するメッセージとして、標準メッセージ
識別子を指定できます。メッセージ識別子は7文字である必要がありま
す。このパラメータは、MSGFパラメータと組み合わせて使用してくだ
さい。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ



は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.1.2	ABORTの使用例
ファンクションを打ち切って単純なテキストを表示する
ファンクションを打ち切って動的に構築されるテキストを表示する
ファンクションを打ち切って変数を置換したメッセージを表示する
ファンクションを打ち切って多言語テキストを表示する
打ち切りをトラップする

ファンクションを打ち切って単純なテキストを表示する

以下のコマンドは、ファンクションを打ち切ってエラー・メッセージを
表示します。
ABORT						MSGTXT('Unable	to	locate	system	definition	record')	
	

ファンクションを打ち切って動的に構築されるテキストを表示する

以下のサブルーチンは、ABORTコマンドによって表示されるエラー・
メッセージを動的に構築します。
SUBROUTINE	NAME(ABORT)	PARMS((#MSGTXT1	*RECEIVED)	(#MSGTXT2	*RECEIVED)	(#MSGTXT3	*RECEIVED))
DEFINE					FIELD(#MSGTXT1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#MSGTXT2)	REFFLD(#MSGTXT1)
DEFINE					FIELD(#MSGTXT3)	REFFLD(#MSGTXT1)
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	DECIMALS(0)
USE								BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#MSGTXT1	#MSGTXT2	#MSGTXT3)	TO_GET(#MSGDTA)
ABORT						MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDROUTINE		
	
これは、以下のような致命的エラー状況で使用できます。
EXECUTE				SUBROUTINE(ABORT)	WITH_PARMS('Employee'	#EMPNO	'not	found')	
	
または、以下のような状況でも使用できます。
EXECUTE				SUBROUTINE(ABORT)	WITH_PARMS(#DEPTMENT	'is	invalid'	*BLANKS)
	

ファンクションを打ち切って変数を置換したメッセージを表示する

打ち切りメッセージの文言をメッセージ・ファイルで定義し、詳細を致
命的エラーの発生時に変数として置換することもできます。例えば、
MYMSGFというメッセージ・ファイルが作成され、IDがMSG0001の
メッセージ定義がこのファイルに追加されているとします。一次レベル



のメッセージ・テキストは、'社員&1	&2	&3の給与額&4が高すぎるた
め、この税額計算操作に該当しません。'です。また、メッセージ・デー
タ・フィールド形式は以下のように定義されています。

									*CHAR	長さ5

									*CHAR	長さ20

									*CHAR	長さ20

									*DEC	長さ11	小数点以下桁数2

この場合、abortは以下のようになります。
DEFINE					FIELD(#SALRY_CAP)	REFFLD(#SALARY)	EDIT_CODE(3)	DEFAULT(0)
REQUEST				FIELDS(#SALRY_CAP)
SELECT					FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST)
IF									COND('#SALARY		>	#SALRY_CAP')
ABORT						MSGID(MSG0001)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY)
ENDIF						
ENDSELECT		
MESSAGE				MSGTXT('All	Employees	are	OK')	TYPE(*WINDOW)	LOCATE(*MIDDLE)	
	
ファンクションを打ち切って多言語テキストを表示する

多言語アプリケーションでは、メッセージ・テキストに*MTXT変数を
含む致命的エラー・メッセージを発行することが必要になる場合があり
ます。以下のサブルーチンは、その方法を示しています。
SUBROUTINE	NAME(ABORT)	PARMS((#MSGDTA	*RECEIVED))
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	DECIMALS(0)
ABORT						MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDROUTINE
	
これは、以下のような致命的エラー状況で使用できます。
	EXECUTE	SUBROUTINE(ABORT)	WITH_PARMS(*MTXTABORT_MESSAGE_1)
	
または、以下のようになります。
EXECUTE				SUBROUTINE(ABORT)	WITH_PARMS(*MTXTABORT_EMPTY_FILE)	
	
打ち切りをトラップする

呼び出されたファンクションでのABORTコマンドの実行は、以下のよ
うに呼び出しファンクションで検出してトラップできます。



CALL							PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(MYFUNC)	IF_ERROR(ERR)
RETURN					
ERR:	MESSAGE				MSGTXT('MYFUNC	has	ended	with	in	error')	TYPE(*WINDOW)
RETURN
	
ファンクションMYFUNCが失敗した場合、制御はERRラベルに渡されま
す(ABORTコマンド以外にも、IF_ERRORパラメータ・ロジックをトリ
ガーする理由は多数あります)。



7.2	ADD_ENTRY
ADD_ENTRYコマンドは、リストに新しい項目を追加するために使用し
ます。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
ADD_ENTRYのパラメータ
ADD_ENTRYについてのコメント/警告
ADD_ENTRYの使用例
CLR_LIST
DEF_LIST
DLT_ENTRY
SORT_LIST
UPD_ENTRY
																																																								任意指定
																																																																
		ADD_ENTRY	----	TO_LIST	------	*FIRST	------------------------>
																																リスト名																							
																																																																
													>--	SET_SELECT	---	*YES	-------------------------->
																																*NO																													
																																																																
													>--	WITH_MODE	----	*CURRENT	---------------------->
																																*ADD																												
																																*CHANGE																									
																																*DELETE																									
																																*DISPLAY																								
																																フィールド名
												>--	AFTER---------	*END	---------------------------|
																															*START
																															数値またはフィールド名
	
	



7.2.1	ADD_ENTRYのパラメータ
TO_LIST
SET_SELECT
WITH_MODE
AFTER

TO_LIST
新しい項目の追加先リストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリストが使用リスト(ブラ
ウズ・リストまたは作業リスト)になります。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。

SET_SELECT
リストに新しい項目を追加する前に、リスト内に特別な属性*SELECTを
持つフィールドがある場合に、そのフィールドをブランクに設定するか
どうかを指定します。詳細については、DEF_LISTコマンドを参照して
ください。
このパラメータは、ブラウズ・リストの処理に対してのみ有効です。作
業リストの処理では無視されます。

WITH_MODE
追加項目に設定するモードを指定します。指定するモードにより、
SET_MODEコマンド（SET_MODEコマンドを参照）で設定されたモー
ドが上書きされます。
デフォルトは*CURRENTです。この場合、SET_MODEコマンドで設定
された現行モードが使用されます。この他、値として*ADD、
*CHANGE、*DELETE、および*DISPLAYを指定できます。ユーザー・
フィールド名を指定することもできます。この場合、ユーザー・フィー
ルド名は長さ3の英数字で、値が"ADD"、"CHG"、"DLT"、"DIS"のいず
れかでなければなりません。
このパラメータは、ブラウズ・リストの処理に対してのみ有効です。作
業リストの処理では無視されます。

AFTER



項目を追加するリスト内の位置を指定します。
デフォルト値*ENDを指定すると、項目がリストの末尾に追加されま
す。ブラウズ・リストに対して指定できる値は*ENDのみです。
もう1つの特別な値*STARTを指定すると、リストの先頭、すなわち現行
の最初の項目の前に項目が追加されます。*STARTでは、数値0を指定し
た場合と同じ結果になります。この値は、作業リストに対してのみ有効
です。
数値またはフィールド名を指定すると、指定した番号の項目の後ろに新
しい項目が追加されます。0を指定すると、特別な値*STARTを指定した
場合と同じ結果になります。0以外は、指定する項目番号が、
ADD_ENTRYの実行時にリストに存在していなければなりません。数値
またはフィールド名は、作業リストに対してのみ有効です。



7.2.2	ADD_ENTRYについてのコメント/警告
									項目の追加先リストとしてブラウズ・リストを指定した場合、ADD_ENTRYは「モード
依存」コマンドになります。詳細については、「RDML画面モードとモード依存
コマンド」を参照してください。
									AFTERパラメータで*END以外の値を指定すると、作業リストの実装を伴うため、パ
フォーマンス上不利になる場合があります。頻繁に使用する場合は、実稼働環境への移行前
に、現実的なサイズのデータ・セットを使用してベンチマーク・テストを行ってください。
これに代わる設計として、作業リストをキー付き作業リストに置き換えたり、最初の作業リ
ストから別の作業リストを構築したりすることが考えられます。

									AFTERパラメータで*END以外の値を指定すると、新しく追加された項目に続くすべて
の項目の項目番号が1ずつ大きくなります。これにより、特定項目の項目番号が静的である
と想定されている場合に問題が生じることがあります。例えば、作業リストの項目に対して
「ポインター」を使用し、リスト内の項目をSELECTLIST/ENDSELECT以外のループで処理
する場合がこれに該当します。

its:lansa015.CHM::/scrnmodes.htm


7.2.3	ADD_ENTRYの使用例
ブラウズ・リストに項目を定義、追加して、ブラウズ・リストを表示す
る
データベース・ファイルからブラウズ・リストに情報を取り込む
ブラウズ・リストの先頭または末尾に項目を追加する
作業リストを使用してブラウズ・リストの項目をソートする

ブラウズ・リストに項目を定義、追加して、ブラウズ・リストを表示す
る

#EMPBROWSEというブラウズ・リストに2つの項目を定義、追加して、
そのブラウズ・リストを表示するには、以下のようにコマンドを使用し
ます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
											
CHANGE					#EMPNO				'A0001'
CHANGE					#GIVENAME	'JOHN'
CHANGE					#SURNAME		'SMITH'
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
											
CHANGE					#EMPNO				'A0002'
CHANGE					#GIVENAME	'MARY'
CHANGE					#SURNAME		'BROWN'
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
											
DISPLAY				BROWSELIST(#EMPBROWSE)		
	

データベース・ファイルからブラウズ・リストに情報を取り込む

以下の例では、ユーザーに部門コード(ADM、MKTなど)を入力するよう
要求します。
指定の部門に属しているすべての社員が#EMPBROWSEという名前のブ
ラウズ・リストに追加されます。その後、結果のブラウズ・リストが
ユーザーに表示されます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#SECTION	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#DEPTMENT)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)



SELECT					FIELDS(#EMPBROWSE)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
END_LOOP	
	
ブラウズ・リストの先頭または末尾に項目を追加する

この例では、社員の一連の詳細を入力するようユーザーに要求します。
社員の一連の詳細それぞれがブラウズ・リストに追加されます。
これらの社員の詳細は、ブラウズ・リストの先頭または末尾に追加でき
ます。
ブラウズ・リストの先頭には項目を追加できないため、詳細を保持する
ために作業リストが使用され、詳細を表示するためにブラウズ・リスト
が使用されます。
DEFINE					FIELD(#WHERE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Top	or	Bottom')	DEFAULT(B)
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
DEF_LIST			NAME(#EMPWORKNG)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#WHERE	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
IF									COND('#WHERE	=	B')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPWORKNG)
ELSE							
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPWORKNG)	AFTER(*START)
ENDIF						
											
EXECUTE				SUBROUTINE(VISIBLE)
END_LOOP	
	
以下のサブルーチンは、作業リスト(#EMPWORKNG)の内容を、表示さ
れるブラウズ・リスト#	EMPBROWSEにコピーするために使用されま
す。
SUBROUTINE	NAME(VISIBLE)
CLR_LIST			#EMPBROWSE
SELECTLIST	NAMED(#EMPWORKNG)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
ENDROUTINE



	
作業リストを使用してブラウズ・リストの項目をソートする

この例では、社員の一連の詳細を入力するようユーザーに要求します。
社員の一連の詳細それぞれがブラウズ・リストに追加されます。
ブラウズ・リストをさまざまな方法でソートするためのファンクショ
ン・キーが用意されています。
ブラウズ・リストの項目はソートできないため、ソート済みの詳細を保
持するために作業リストが使用され、ソート順で表示するためにブラウ
ズ・リストが使用されます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
DEF_LIST			NAME(#EMPWORKNG)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(9999)
											
DEFINE					FIELD(#UK_EMPNO)	REFFLD(#IO$KEY)	DEFAULT('''09''')
DEFINE					FIELD(#UK_SURNME)	REFFLD(#IO$KEY)	DEFAULT('''10''')
DEFINE					FIELD(#UK_GVNNME)	REFFLD(#IO$KEY)	DEFAULT('''11''')
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)	USER_KEYS((09	EMPNO	*NEXT)
(10	'SURNAME'	*NEXT)(11	'GIVNAME	'))
											
CASE							OF_FIELD(#IO$KEY)
WHEN							VALUE_IS('=	#UK_EMPNO')
SORT_LIST		NAMED(#EMPWORKNG)	BY_FIELDS(#EMPNO)
WHEN							VALUE_IS('=	#UK_SURNME')
SORT_LIST		NAMED(#EMPWORKNG)	BY_FIELDS(#SURNAME)
WHEN							VALUE_IS('=	#UK_GVNNME')
SORT_LIST		NAMED(#EMPWORKNG)	BY_FIELDS(#GIVENAME)
OTHERWISE		
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPWORKNG)
ENDCASE				
											
EXECUTE				SUBROUTINE(VISIBLE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VISIBLE)
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECTLIST	NAMED(#EMPWORKNG)



ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
RETURN
	



7.3	BEGIN_LOOP
BEGIN_LOOPコマンドは、処理ループを作成するためにEND_LOOPコ
マンドと組み合わせて使用します。
作成されたループは、FROM、TO、およびSTEPパラメータで指定され
た回数だけ繰り返されます。USINGパラメータでフィールドを指定する
こともできます。USINGパラメータには、ループの現行の反復値が保持
されます。
詳細と使用例については、END_LOOPコマンドのセクションを参照して
ください。

参照
BEGIN_LOOPのパラメータ
BEGIN_LOOPの使用例
	
	
		BEGIN_LOOP	---	USING	--------	*INTERNAL	---------------------->	
																																フィールド名
	
												>---	FROM		--------	1	------------------------------>	
																																数値またはフィールド名
	
												>---	TO	-----------	9999999	------------------------>	
																																数値またはフィールド名
	
												>---	STEP	---------	1	------------------------------|	
																																0以外の数値(+または-)		
	



7.3.1	BEGIN_LOOPのパラメータ
USING
FROM
TO
STEP

USING
任意で、ループの現行の反復値を保管するフィールドの名前を指定しま
す。
デフォルト値*INTERNALを指定すると、どのユーザー・フィールドに
も現行の反復値が保管されません。LANSAにより、ユーザーのRDMLプ
ログラム・ロジックからはアクセスできない内部フィールドが作成され
ます。
または、フィールド名を指定することができます。指定するフィールド
は数値タイプで、LANSAデータ・ディクショナリまたはファンクショ
ンで定義されていなければなりません。また、フィールドには、ループ
で予測される最大反復値を保管できる十分な桁数が必要です。この桁数
は、LANSAでは検査されません。

FROM
最初のループ反復の開始値を指定します。このパラメータを省略する
と、値1が使用されます。数値リテラル、または開始値を保持する数値
フィールドの名前のいずれかを指定してください。

TO
最後のループ反復の最終値を指定します。このパラメータを省略する
と、値9999999が使用されます。数値リテラル、または最終値を保持す
る数値フィールドの名前のいずれかを指定してください。

STEP
ループ反復ごとにループ反復カウンターを増加させる増分値を指定しま
す。このパラメータを省略すると、値1が使用されます。このパラメー
タには、0以外の整数を指定してください。



7.3.2	BEGIN_LOOPの使用例
例1：BEGIN_LOOP/END_LOOPコマンドを使用して、ユーザーが[終了]
または[メニュー]ファンクション・キーを押すまで、ファイルにレコー
ドを挿入し続けます。
GROUP_BY			NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDL1	#ADDL2	#ADDL3)
BEGIN_LOOP
REQUEST				FIELDS(#CUSTOMER)	EXIT_KEY(*YES	*EXIT)		MENU_KEY(*YES	*MENU)
INSERT					FIELDS(#CUSTOMER)	TO_FILE(CUSMST)	
VAL_ERROR(*LASTDIS)
CHANGE					FIELD(#CUSTOMER)	TO(*DEFAULT)
END_LOOP
	
例2：BEGIN_LOOP/END_LOOPコマンドを使用して、#LISTという作業
リストの項目を1〜10まで参照します。
BEGIN_LOOP	USING(#I)	FROM(1)	TO(10)
GET_ENTRY		NUMBER(#I)	FROM_LIST(#LIST)
END_LOOP
	
例3：BEGIN_LOOP/END_LOOPコマンドを使用して、#LISTという作業
リストの項目を10〜1まで(すなわち逆の順序で)参照します。
BEGIN_LOOP	USING(#I)	FROM(10)	TO(1)	STEP(-1)
GET_ENTRY		NUMBER(#I)	FROM_LIST(#LIST)
END_LOOP
	
例4：BEGIN_LOOP/END_LOOPコマンドを使用して、#LISTFという作
業リストの項目1〜100のうち、偶数番号の項目を参照します。
BEGIN_LOOP	USING(#I)	FROM(2)	TO(100)	STEP(2)
GET_ENTRY		NUMBER(#I)	FROM_LIST(#LIST)
END_LOOP
	
例5：BEGIN_LOOP/END_LOOPコマンドを使用して、#LISTという作業
リストの項目1〜100のうち、奇数番号の項目を参照します。
BEGIN_LOOP	USING(#I)	FROM(1)	TO(99)	STEP(2)
GET_ENTRY		NUMBER(#I)	FROM_LIST(#LIST)
END_LOOP
	



7.4	BEGINCHECK
BEGINCHECKコマンドは、妥当性検査ブロックの開始を指定するため
に使用します。このコマンドは、必ずENDCHECKコマンドと組み合わ
せて使用します。
妥当性検査ブロック内で発生したエラー数の現行カウントを保管する
フィールドもこのコマンドで指定できます。
BEGINCHECKコマンドおよびENDCHECKコマンドの詳細と使用例につ
いては、ENDCHECKコマンドのセクションを参照してください。
参照
BEGINCHECKのパラメータ
BEGINCHECKの使用例
CALLCHECK
CONDCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
FILECHECK
RANGECHECK
VALUECHECK
																																																									任意指定
	
		BEGINCHECK	---	KEEP_COUNT	---	*NONE	--------------------------|
																																フィールド名
	



7.4.1	BEGINCHECKのパラメータ
KEEP_COUNT
任意で、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブック内で検出されたエ
ラー数の現行カウントを保管するフィールドの名前を指定します。
現行のエラー・カウントを保管する数値フィールドの名前を指定しま
す。このフィールドは、LANSAデータ・ディクショナリまたはこの
ファンクションで定義されていなければなりません。
*NONEはデフォルト値です。この値を指定すると、この妥当性検査ブ
ロックに対してエラー・カウンター・フィールドは要求されません。
LANSAは、妥当性検査ブロック内でエラーが検出されるたびにこの
フィールドの値を自動的に増加させますが、このフィールドを0に設定
したりリセットしたりすることはありません。この操作は、プログラマ
が行う必要があります。



7.4.2	BEGINCHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
BEGINCHECK/ENDCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を
実行する
BEGINCHECK/ENDCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当
性検査を実行する
ブラウズ・リストから入力されたヘッダー・フィールドと複数の詳細を
妥当性検査するようファンクションを構築する
ブラウズ・リストから入力されたヘッダー・フィールドと複数の詳細を
妥当性検査する例

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)



DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE	
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
BEGINCHECK/ENDCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査
を実行する

この例は、メイン・プログラム・ブロック内で
BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド(および他の妥当性検査コマンド)を
使用して、入力された一連の詳細を検証する方法を示しています。
DEFINE					FIELD(#NEWSALARY)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('New	Salary')	DESC('New	Salary	for	Employee')
DEFINE					FIELD(#TOTSALARY)	REFFLD(#SALARY)	DESC('Total	Salary	for	Department')	DEFAULT(0)
DEFINE					FIELD(#BUDGET)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('Budget')	DESC('Budget	for	Department	Salaries')
GROUP_BY			NAME(#XG_DTAILS)	FIELDS(#DEPTMENT	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#NEWSALARY	#STARTDTE)
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#XG_DTAILS)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#XG_DTAILS	#BUDGET)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO(*DEFAULT)
SELECT					FIELDS(#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO('#TOTSALARY	+	#SALARY')
ENDSELECT		



											
BEGINCHECK	
CALLCHECK		FIELD(#STARTDTE)	BY_CALLING(WORKDAY)	PROG_TYPE(FUN)	MSGTXT('The	supplied	date	is	not	a	working	day.')
CONDCHECK		FIELD(#NEWSALARY)	COND('(#NEWSALARY	+	#TOTSALARY)	<=	#BUDGET')	MSGTXT('New	salary	causes	Department	budget	to	be	exceeded')
DATECHECK		FIELD(#STARTDTE)	IN_FORMAT(*DDMMYY)	BEFORE(30)	AFTER(0)	MSGTXT('Start	date	is	not	in	the	right	format	or	not	in	the	last	month')
FILECHECK		FIELD(#EMPNO)	USING_FILE(PSLMST)	FOUND(*ERROR)	NOT_FOUND(*NEXT)	MSGTXT('Employee	number	supplied	already	exists')
RANGECHECK	FIELD(#EMPNO)	RANGE((A0000	A9999))	MSGTXT('Employee	number	has	to	be	in	the	range	A0000	-	A9999')
VALUECHECK	FIELD(#DEPTMENT)	WITH_LIST(ADM	AUD	FLT	GAC)	MSGTXT('The	department	code	entered	is	not	valid')
ENDCHECK			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP
	
いずれかの入力値により、妥当性検査コマンドがエラーを検出すると、
そのコマンドで定義されたメッセージが発行され、直前に表示されてい
た画面にプログラム制御が戻ります。この例では、直前に表示されてい
た画面はREQUEST画面です。
BEGINCHECK/ENDCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥
当性検査を実行する

この例は、サブルーチン内でBEGINCHECK/ENDCHECKコマンドを使用
して、処理のために受け入れる前に、入力された新しい従業員の詳細が
一連の妥当性検査に適合していることをチェックする方法を示していま
す。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。VALIDATEサブルーチンは、すべての値がさまざまな妥
当性検査に適合しているかどうかを検査します。適合していない場合、
エラーを検出したコマンドで定義されているメッセージが発行され、
#ERRORCNTに1が加算されて、DOUNTILループが再実行されます。エ
ラー数が0の場合、DOUNTILループが終了し、検証済みの入力データの
処理が実行されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEFINE					FIELD(#NEWSALARY)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('New	Salary')	DESC('New	Salary	for	Employee')
DEFINE					FIELD(#TOTSALARY)	REFFLD(#SALARY)	DESC('Total	Salary	for	Department')	DEFAULT(0)
DEFINE					FIELD(#BUDGET)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('Budget')	DESC('Budget	for	Department	Salaries')
GROUP_BY			NAME(#XG_DTAILS)	FIELDS(#DEPTMENT	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#NEWSALARY	#STARTDTE)
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#XG_DTAILS)



											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#XG_DTAILS	#BUDGET)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO(*DEFAULT)
SELECT					FIELDS(#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO('#TOTSALARY	+	#SALARY')
ENDSELECT		
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
CALLCHECK		FIELD(#STARTDTE)	BY_CALLING(WORKDAY)	PROG_TYPE(FUN)	MSGTXT('The	supplied	date	is	not	a	working	day.')
CONDCHECK		FIELD(#NEWSALARY)	COND('(#NEWSALARY	+	#TOTSALARY)	<=	#BUDGET')	MSGTXT('New	salary	causes	Department	budget	to	be	exceeded')
DATECHECK		FIELD(#STARTDTE)	IN_FORMAT(*DDMMYY)	BEFORE(30)	AFTER(0)	MSGTXT('Start	date	is	not	in	the	right	format	or	not	in	the	last	month')
FILECHECK		FIELD(#EMPNO)	USING_FILE(PSLMST)	FOUND(*ERROR)	NOT_FOUND(*NEXT)	MSGTXT('Employee	number	supplied	already	exists')
RANGECHECK	FIELD(#EMPNO)	RANGE((A0000	A9999))	MSGTXT('Employee	number	has	to	be	in	the	range	A0000	-	A9999')
VALUECHECK	FIELD(#DEPTMENT)	WITH_LIST(ADM	AUD	FLT	GAC)	MSGTXT('The	department	code	entered	is	not	valid')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
											
ENDROUTINE	
	

ブラウズ・リストから入力されたヘッダー・ファイルと複数の詳細を妥
当性検査するようファンクションを構築する

1つまたは複数のフィールドについて複数の値を妥当性検査することが
必要な場合もあります。例えば、複数のヘッダー・フィールドと一連の
詳細フィールドの複数項目を入力するよう要求する画面がこれに該当し
ます。通常、このタイプの妥当性検査を実行する必要のあるファンク
ションは、以下のように構築します。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
GROUP_BY			NAME(#HEADER)	FIELDS(....	<FIELDS	ON	HEADER>	........)



DEF_LIST			NAME(#DETAILS)	FIELDS(.	<FIELDS	IN	DETAILS>	.......)
											
BEGIN_LOOP	
CHANGE					FIELD(#HEADER	#DETAILS)	TO(*NULL)
INZ_LIST			NAMED(#DETAILS)	NUM_ENTRYS(100)	WITH_MODE(*ADD)
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#HEADER)	BROWSELIST(#DETAILS)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*	<<																																													>>
*	<<								VALIDATE	HEADER	FIELDS	HERE										>>
*	<<																																													>>
SELECTLIST	NAMED(#DETAILS)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*	<<																																													>>
*	<<								VALIDATE	DETAIL	FIELDS	HERE										>>
*	<<																																													>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
UPD_ENTRY		IN_LIST(#DETAILS)	WITH_MODE(*ADD)
ENDSELECT		
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE	
	
ブラウズ・リストから入力されたヘッダー・フィールドと複数の詳細を
妥当性検査する例

この例は、ブラウズ・リストから入力された複数のヘッダー・フィール
ドと一連の詳細フィールド値で構成される画面を妥当性検査する方法を
示しています。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
GROUP_BY			NAME(#HEADER)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
DEF_LIST			NAME(#DETAILS)	FIELDS(#SKILCODE	#DATEACQ)
											



MESSAGE				MSGTXT('Input	Employee	details,	Press	Enter.')
BEGIN_LOOP	
CHANGE					FIELD(#HEADER	#DETAILS)	TO(*NULL)
INZ_LIST			NAMED(#DETAILS)	NUM_ENTRYS(100)	WITH_MODE(*ADD)
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#HEADER)	BROWSELIST(#DETAILS)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
MESSAGE				MSGTXT('Employee	details	have	been	accepted.	Input	next	Employee')
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
RANGECHECK	FIELD(#EMPNO)	RANGE((A0001	A0090))
VALUECHECK	FIELD(#SURNAME)	WITH_LIST(*BLANKS)	IN_LIST(*ERROR)	NOT_INLIST(*NEXT)
VALUECHECK	FIELD(#GIVENAME)	WITH_LIST(*BLANKS)	IN_LIST(*ERROR)	NOT_INLIST(*NEXT)
											
SELECTLIST	NAMED(#DETAILS)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
FILECHECK		FIELD(#SKILCODE)	USING_FILE(SKLTAB)	USING_KEY(#SKILCODE)
DATECHECK		FIELD(#DATEACQ)
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
UPD_ENTRY		IN_LIST(#DETAILS)	WITH_MODE(*ADD)
ENDSELECT		
											
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	



7.5	BROWSE
BROWSEコマンドは、選択されたファイル・レコードの、選択された
フィールドをワークステーションで表示するために使用します。
ユーザーは、表示されたレコードのいずれかを選択することもできま
す。レコードが選択された場合、BROWSEコマンドは、FETCHコマン
ドと同様の方法でレコード・フィールドをプログラムに返します。
新しいアプリケーションでBROWSEコマンドを使用することは、お勧め
しません。
BROWSEコマンドは、初期リリースのLANSAで提供されたことから、
以降のリリースにも存在しています。
ただし、以降のリリースのLANSAには、BROWSE	コマンドの処理速度
と機能をはるかに超えるアプリケーション・テンプレート、ポップアッ
プ・ウィンドウ、プロンプト・キー処理などの機能が用意されていま
す。
BROWSEコマンドは、可搬性のあるプログラム、*DBOPTIMIZE機能を
使用するプログラム、多言語サポートが必要なプログラム、およびGUI
(グラフィカル・ユーザー・インターフェース)対応またはWeb対応のプ
ログラムでは使用できません。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAコード内で使用すると、ビルド
警告が生成され、実行時にエラーが発生しま
す。この機能を使用するコードは、この環境
で実行されないように条件付けすることがで
きます。

参照
BROWSEのパラメータ
BROWSEの使用例
必須
	
		BROWSE	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|										|															|				|
																																|												---	最大7	--------	|
																																	------	最大100	----------------
	
													>--	FROM_FILE	----	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
																																																							任意指定
													>--	WHERE	--------	'条件'	-------------------->



	
													>--	WITH_KEY	-----	キー・フィールド値	--------------->
	
													>--	NBR_KEYS	-----	*WITHKEY	----------------------->
																																数値フィールド名
	
													>--	GENERIC	------	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																ラベル
	
													>--	USE_SELECT	---	*YES		-------------------------->
																																*NO
	
													>--	NO_SELECT	----	*NEXT	-------------------------->
																																ラベル
	
													>--	ONE_FOUND	----	*DISPLAY------------------------>
																																*SELECT
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
																																フィールド名
	
													>--	DOWN_SEP	-----	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	ACROSS_SEP	---	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	EXIT_KEY	-----	*YES	--	*EXIT	------------------>
																																*NO					ラベル
	
													>--	MENU_KEY	-----	*YES	--	*MENU		----------------->
																																*NO					ラベル
	
													>--	ADD_KEY	------	*NO	---	*NEXT	------------------>
																																*YES				ラベル
	
													>--	CHANGE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	----------------->



																																*YES					ラベル
	
													>--	DELETE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	----------------->
																																*YES					ラベル
	
													>--	USER_KEYS	----	ファンクション・キー---'記述'--ラベル-->
																														|																															|
																															---------	最大5	-----------
	
													>--	SHOW_NEXT	----	*PRO	---------------------------|
																																*YES
																																*NO
	



7.5.1	BROWSEのパラメータ
FIELDS
FROM_FILE
WHERE
WITH_KEY
IO_ERROR
IO_STATUS
ACROSS_SEP
ADD_KEY
CHANGE_KEY
DELETE_KEY
DOWN_SEP
EXIT_KEY
GENERIC
ISSUE_MSG
MENU_KEY
NBR_KEYS
NO_SELECT
ONE_FOUND
RETURN_RRN
SHOW_NEXT
USE_SELECT
USER_KEYS
VAL_ERROR

FIELDS
ファイル内のレコードでブラウズするフィールド、またはブラウズする
フィールドを指定するグループ名を指定します。

FROM_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WHERE

its:lansa015.CHM::/specfilnames.htm


「条件および式の指定」を参照してください。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。

NBR_KEYS
このパラメータをWITH_KEYパラメータと組み合わせて使用すると、実
行時にレコードをブラウズするために実際に使用されるキー・フィール
ドの数を変えることができます。
デフォルト値*WITHKEYを指定すると、キー・フィールドの数が、
WITH_KEYパラメータに指定された数と常に同じになり、実行時にこの
値は変更されません。
キー・フィールドの数を実行時に変えるには、キー数の値が保持されて
いる数値フィールドの名前を指定します。指定するフィールドは、数値
タイプで、このファンクションまたはデータ・ディクショナリで定義さ
れていなければなりません。
実行時にNBR_KEYSフィールドに保持されている値が、0未満であった
り、WITH_KEYパラメータに指定されたキー・フィールドの数を超えて
いてはなりません。
詳細については、使用例を参照してください。

GENERIC
総称検索を要求するかどうかを指定します。総称検索では、検索キーと
ファイル・キーとの比較時にキー値のブランク以外または0以外の部分
のみが使用されるため、全キー検索または部分キー検索とは異なりま
す。
英数字フィールドに対して総称検索を使用すると、検索フィールドの一
番左にあるブランク以外の部分のみがファイル・キーと比較されます
(すなわち、比較において、末尾ブランクは無視されます)。
数値フィールドに対して総称検索を使用すると、検索フィールドの一番
左にある0以外の部分のみがファイル・キーと比較されます(すなわち、
比較において、末尾ゼロは無視されます)。また、数値フィールドの総
称比較は、検索キーとファイル・キーの実際の値に関わらず、どちらの
数値も正であるものとして実行されます。
これらの総称検索の規則により、ブランクの英数字検索キーまたは0の
数値キーは、選択されたすべてのレコードに一致することに注意してく
ださい。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm
its:lansa015.CHM::/specfilklists.htm


例えば、ファイルに名前フィールドのキーが指定され、以下の値が保持
されているとします。
SM
SMIT
SMITH
SMITHS
SMITHY
SMYTHE
	
ここで、以下のSELECTステートメントを使用します。
SELECT		WITH_KEY('SM')
	
この場合、ファイル内では、完全なキー値'SM'に一致するレコードは最
初のレコードのみであるため、そのレコードのみが選択されます。
SELECTステートメントを以下のように変更します。
SELECT		WITH_KEY('SM')	GENERIC(*YES)
	
この場合、指定されたキー値の非ブランク部分のみがファイル・キーと
比較されるため、ファイル内のすべてのレコードが選択されます。
デフォルト値*NOを指定すると、総称検索は要求されません。
*YESを指定すると、総称検索が実行されます。総称検索を使用する場
合、実際には、実行時に指定された最後のキーに対してのみ総称検索が
実行されます。WITH_KEYパラメータで指定された他の(それより前に
ある)キーは、ファイル内の値と正確に一致しなければなりません。
ファイル内のデータとの総称的な比較は行われません。
例えば、州、郵便番号、および名前のキーが指定された名前と住所の
ファイルについて考えます。ここで、以下のコマンドを使用します。
SELECT		WITH_KEY('NSW'	2000	'SM')	NBR_KEYS(3)	GENERIC(*YES)
	
この場合、州がNSW、郵便番号が2000、名前がSMで始まるすべての名
前が選択されます。これは、英数字フィールドに対する総称検索の一例
です。検索キーと、ファイルから読み取られたデータとの比較時には、
末尾ブランクは無視されます。また、ファイルのデータと実際に総称的
に比較されるのは、最後のキー('SM')のみであることに注意してくださ
い。他のキーである'NSW'および2000は、ファイルから読み取られた
データと正確に一致していなければなりません。



実行時に、以下のように2つのキーを使用するようコマンドを動的に変
更したとします。
SELECT		WITH_KEY('NSW'	2000	'SM')	NBR_KEYS(2)	GENERIC(*YES)
	
この場合、州がNSW、郵便番号が2で始まるすべての名前が選択されま
す。これは、末尾0が無視される、数値フィールドに対する総称検索の
一例です。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードが、IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2の英数字フィールドである必要があ
ります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィールドで
あるIO$STSが更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからな
かった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが打ち切られ、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
デフォルト値*ABORTを使用しない場合は、I/Oエラーの発生時に制御を
渡す先の有効なコマンド・ラベルを指定する必要があります。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
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情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され
ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
ます。
デフォルト値*LASTDISを使用しない場合は、制御を次のコマンドに渡
すよう指定する*NEXT、または制御を渡す先の有効なコマンド・ラベル
を指定する必要があります。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが打ち切られ、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは打ち切られ、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

USE_SELECT
ブラウズ画面でレコードの選択を可能にするかどうかを指定します。
デフォルト値*YESを指定すると、ユーザーは、ブラウズ画面で選択す
るレコードを指定できます。レコードが選択されると、このファンク
ション内のすべてのフィールドに、関連付けられた値が保管され、プロ
グラムは引き続き次のステートメントを実行します。
*YES以外に指定できる値は*NOのみです。この値を指定した場合、ブ
ラウズ画面は選択列のない状態で表示されます。Enterキーまたはファン
クション・キーが押されると、プログラムは引き続き次のステートメン
トを実行します。ファンクション内のフィールドの値は変更されませ
ん。I/Oの状況として、ブラウズ画面に1つ以上のレコードがある場合は
OK、ブラウズ画面にレコードが1つもない場合はNRが返されます。

NO_SELECT



ブラウズ画面の項目が選択されなかった場合に実行するアクションを指
定します。
デフォルト値*NEXTを指定すると、次の実行可能なコマンドに制御が渡
されます。
それ以外の場合は、制御を渡す先のコマンドに関連付けられたラベルを
指定してください。
USE_SELECT(*NO)が指定されている場合、このオプションは無視され
ます。

ONE_FOUND
BROWSEコマンドにより検索条件に一致するレコードが1つのみ見つ
かった場合に実行するアクションを指定します。
デフォルト値*DISPLAYを指定すると、そのレコードがユーザーに表示
されます。
*DISPLAY以外に指定できるオプションは*SELECTのみです。この値を
指定すると、そのレコードが自動的に選択され、これによって非常に簡
単に総称検索リストを構築できます。部分キーを指定することもでき、
一致するレコードが1つのみ見つかった場合は、そのレコードが取得さ
れます。複数のレコードが見つかった場合は、LANSAに、目的のレ
コードを選択するようユーザーに求めるプロンプトが表示されます。

ISSUE_MSG
「ファイルの終わり」メッセージを自動的に発行するかどうかを指定し
ます。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ
セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目、またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表
示されます。

RETURN_RRN
選択されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
詳細については、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


み込み」を参照してください。

DOWN_SEP
ブラウズ画面の行間隔を指定します。指定する値は、*DESIGNまたは
1〜10の数値である必要があります。DESIGNを指定すると、デフォルト
値1が設定されます。

ACROSS_SEP
ブラウズ画面の列間隔を指定します。指定する値は、*DESIGNまたは
1〜10の数値である必要があります。DESIGNを指定すると、デフォルト
値1が設定されます。

EXIT_KEY
ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに、[終了]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[終了]
キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*YESを指定すると、画面の表示時に[終了]キーが有効にな
ります。
*YESを使用する場合は、[終了]キーが押されたときに制御を渡す先のコ
マンド・ラベルを指定することもできます。
ラベルを指定しない場合、デフォルト値*EXITが使用されます。この場
合、LANSAシステムが完全に終了します。SAA/CUA区画では、これは
「高位の」終了と呼ばれます。
*NOを指定すると、画面の表示時に[終了]ファンクション・キーは有効
になりません。

MENU_KEY
ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに、[メニュー]
ファンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[メ
ニュー]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*YESを指定すると、画面の表示時に[メニュー]キーが有効
になります。*YESを使用する場合、[メニュー]キーが押されたときに制
御を渡す先のコマンド・ラベルを指定することもできます。ラベルを指
定しない場合、デフォルト値*MENUが使用されます。この場合、プロ
セスのメイン・メニューが再表示されます。
*NOを指定すると、画面の表示時に[メニュー]ファンクション・キーは
有効になりません。



ADD_KEY
ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに、[追加]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[追加]
キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[追加]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[追加]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[追加]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。ラベルを指定しない場合、デ
フォルト値*NEXTが使用されます。この場合、次のRDMLコマンドが実
行されます。

CHANGE_KEY
ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに、[変更]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[変更]
キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[変更]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[変更]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[変更]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。ラベルを指定しない場合、デ
フォルト値*NEXTが使用されます。この場合、次のRDMLコマンドが実
行されます。

DELETE_KEY
ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに、[削除]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[削除]
キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[削除]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[削除]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[削除]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。ラベルを指定しない場合、デ
フォルト値*NEXTが使用されます。この場合、次のRDMLコマンドが実
行されます。

USER_KEYS



ワークステーションでブラウズ・リストを表示するときに有効にする追
加のユーザー・ファンクション・キーを最大5個指定します。
割り当てるユーザー・ファンクション・キーがコマンドで有効になった
ときに、LANSAの標準機能である[終了]、[メニュー]、[メッセージ]、
[追加]、[変更]、または[削除]に割り当てられているファンクション・
キーと競合しないようにしてください(すなわち、1つのファンクショ
ン・キーを複数の機能に割り当てることはできません)。
追加のユーザー・ファンクション・キーは、以下の形式で指定します。
(ファンクション・キー番号		'記述'		ラベル)
??????表記の説明：

ファンクショ
ン・キー番号

通常の機能またはファンクション・キーの番号。
1〜24の範囲で指定します。

'記述' ファンクション・キーに割り当てる機能に関する
記述。この記述は、画面形式の23行目に表示され
ます。最大長は8文字です。

ラベル ファンクション・キーが押されたときに制御を渡
す先の任意指定のラベル。デフォルト値として特
別な値*NEXTが使用されます。この値を指定する
と、(このコマンドの後の)次のコマンドに制御が渡
されます。

押されたファンクション・キーをRDMLプログラムでテストする方法の
詳細については、IF_KEYコマンドのセクションを参照してください。
以下の使用例について考えます。
BROWSE		......		USER_KEYS((14	'Commit')(15	'Purge'))
						IF_KEY		WAS(*USERKEY1)
								<<	Commit	logic	>>
						ENDIF
						IF_KEY		WAS(*USERKEY2)
								<<	Purge	logic	>>
						ENDIF
	

IF_KEYコマンドは、割り当てられている実際のファンクション・キー
番号ではなく、USER_	KEYSパラメータで宣言されている順序を示すシ
ンボル名でキーを参照することに注意してください。これにより、ファ
ンクション・キーの割り当てを簡単に変更することができます。



SHOW_NEXT
[次ファンクション]フィールドを画面の22行目に表示するかどうかを指
定します。[次ファンクション]フィールドは、そのたびに[プロセス]メ
ニューに戻らなくても、1つのプロセス内でファンクション間を移動で
きるようにする機能です。「次ファンクション」処理の詳細について
は、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「ファンクション制御テーブル」
を参照してください。
デフォルト値*PROを指定すると、このファンクションが属しているプ
ロセスのメニュー選択スタイルが"FUNCTION"の場合のみ、[次ファンク
ション]フィールドが表示されます。[プロセス]メニューの選択スタイル
が"NUMBER"または"CURSOR"の場合、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
*YESを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用
されるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィール
ドが表示されます。
*NOを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用さ
れるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
注：	SAA/CUAアプリケーションでは、SHOW_NEXTパラメータは無視
されます。
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7.5.2	BROWSEの使用例
例1：指定された注文のすべての行をブラウズし、個々の明細行を選択
できるようにします。
GROUP_BY			NAME(#BRWLIN)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY)
	
REQUEST				FIELDS(#ORDNUM)
BROWSE					FIELDS(#BRWLIN)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)	RETURN_RRN(#RRNFLD)
	
これは、機能的に以下の例と似ています。
DEF_LIST			NAME(#BRWLIN)	FIELDS((#SELECTOR	*SELECT)	#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#RRNFLD)
	
REQUEST				FIELDS(#ORDNUM)
CLR_LIST			NAMED(#BRWLIN)
SELECT					FIELDS(#BRWLIN)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)	RETURN_RRN(#RRNFLD)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#BRWLIN)
ENDSELECT
DISPLAY				BROWSELIST(#BRWLIN)
SELECTLIST	NAMED(#BRWLIN)	GET_ENTRYS(*SELECT)
FETCH						FIELDS(#BRWLIN)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_RRN(#RRNFLD)
ENDSELECT
	
例2：状態がNSW、与信限度が$100,000の顧客を名前で総称的にブラウ
ズします。
BROWSE					FIELDS(#NAME	#ADD1	#ADD2	#POSTCD	#CRDLIM)	FROM_FILE(CUSTMAS)	WHERE('(#POSTCD	>	1999)	*AND	(#POSTCD	<	3000)	*AND	(#CRDLIM	=	100000)')	WITH_KEY(#NAME)	GENERIC(*YES)
	
例3：例2を拡張し、レコードがブラウズ画面で唯一のレコードの場合
に、そのレコードを自動的に選択します。
BROWSE					FIELDS(#NAME	#ADD1	#ADD2	#POSTCD	#CRDLIM)	FROM_FILE(CUSTMAS)	WHERE('(#POSTCD	>	1999)	*AND	(#POSTCD	<	3000)	*AND	(#CRDLIM	=	100000)')	WITH_KEY(#NAME)	GENERIC(*YES)	ONE_FOUND(*SELECT)
	
例4：ブラウズにより、顧客マスター・ファイルの照会において更新お
よび削除を実行できるようにします。このブラウズでは、顧客名の総称
検索がサポートされます。
				GROUP_BY			NAME(#BRWLIN)	FIELDS(#NAME	#ADD1	#ADD2	#ADD3	#POSTCD)
	
				BEGIN_LOOP
L1:	REQUEST				FIELDS(#NAME)



				SET_MODE			TO(*DISPLAY)
				BROWSE					FIELDS(#BRWLIN)	FROM_FILE(CUSTMAS)	WITH_KEY(#NAME)	GENERIC(*YES)	NO_SELECT(L1)	RETURN_RRN(#FILRRN)	CHANGE_KEY(*YES)	DELETE_KEY(*YES)
				DISPLAY				FIELDS(#BRWLIN)
				IF_MODE				IS(*CHANGE)
				UPDATE					FIELDS(#BRWLIN)	IN_FILE(CUSTMAS)	WITH_RRN(#FILRRN)
				ENDIF
				IF_MODE				IS(*DELETE)
				DELETE					FROM_FILE(CUSTMAS)	WITH_RRN(#FILRRN)
				ENDIF
				END_LOOP
	



7.6	CALL
CALLコマンドは、3GLプログラム、プロセス、またはファンクション
を呼び出すために使用します。パラメータ、データ構造、およびリスト
を渡すこともできます。CALLコマンドをWAMコンポーネント内で使用
すると、同じWAMコンポーネントまたは他のWAMコンポーネント内の
他のWEBROUTINEを呼び出すことができます。

移植性に関す
る考慮事項

PARMおよびPGMパラメータを参照してくださ
い。

参照
CALLのパラメータ
CALLについてのコメント/警告
CALLの使用例
																																																									任意指定
	
		CALL	---------	PGM	----------	*NONE	----------------------->
																																プログラム名
																																プログラム名	.	*LIBL
																																プログラム名	.	ライブラリ名
	
													>--	PROCESS	------	*NONE	----------------------->
																																*DIRECT
																																プロセス名
	
													>--	FUNCTION	-----	*MENU	----------------------->
																																ファンクション名
	
													>--	WEBROUTINE	---	webroutine名	------------->
																																*SERVICEサービス名
																																*EVALUATEフィールド名
	
													>--	ONENTRY	------	*MAP_NONE	------------------->
																																*MAP_ALL
																																*MAP_LOCAL
																																*MAP_SHARED
	
													>--	ONEXIT	-------	*MAP_NONE	------------------->
																																*MAP_ALL
																																*MAP_LOCAL
																																*MAP_SHARED
	
													>--	PARM	---------	パラメータのリスト	---------->
																													|		拡張可能なグループ式		|



																														-------	最大20	------------	
	
													>--	EXIT_USED	----	*EXIT	----------------------->
																																*MENU
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	MENU_USED	----	*MENU	----------------------->
																																*EXIT
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	NUM_LEN	------	*ALL15	---------------------->
																																*DEFINED
	
													>--	PGM_EXCH	-----	*NO	------------------------->
																																*YES
	
													>--	IF_ERROR	-----	*ABORT	---------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	PASS_DS	------	データ構造名	-------->
																																|																			|
																																	------	最大20	-----
	
													>--	PASS_LST	-----	作業リスト名	-------------|
																																|																			|
																																	------	最大20	-----
	



7.6.1	CALLのパラメータ
EXIT_USED
FUNCTION
IF_ERROR
MENU_USED
NUM_LEN
ONENTRY
ONEXIT
PARM
PASS_DS
PASS_LST
PGM
PGM_EXCH
PROCESS
WEBROUTINE

PGM
呼び出す3GLプログラムの名前を指定します。このパラメータは修飾名
です。このコマンドでは、プログラム名またはプロセス名(ただし、い
ずれか一方)を指定する必要があります。必要に応じて、プログラムが
存在するライブラリを指定することもできます。ライブラリ名を指定し
ない場合、ジョブの実行時ライブラリ・リストでプログラムを検索する
よう指定するライブラリ*LIBLが使用されます。
CALLコマンドでライブラリ名を使用することは、お勧めしません。詳
細については、「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してくだ
さい。

移植性に関す
る考慮事項

3GLプログラムの呼び出しは、既存のRDML
コードとの互換性を保つ目的で、IBM	iの
RDMLXプログラムでのみサポートされます。
そのため、RDMLフィールドおよびリストは、
3GLプログラムの呼び出しに使用される可能性
のあるPARM、PGM_EXCH、PASS_DS、および
PASS_LISTパラメータでのみサポートされま
す。
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Visual	LANSAコード内で使用すると、ビルド警
告が生成され、実行時にエラーが発生します。
この機能を使用するコードは、この環境で実行
されないように条件付けすることができます。
詳細については、『LANSAアプリケーション設
計ガイド』の「3GLプログラム/DLL/共用オブ
ジェクトの呼び出し」を参照してください。

PROCESS
呼び出すLANSAプロセスの名前を指定します。3GLプログラム名または
プロセス名(ただし、いずれか一方)を指定する必要があります。
ファンクションを呼び出すときに「直接」呼び出しを使用することで、
パフォーマンス上大きな利点が得られます。
直接呼び出しを使用するには、このパラメータで実際のプロセス名の代
わりに*DIRECTを指定し、FUNCTIONパラメータでファンクション名を
指定します。
注:

									*DIRECT呼び出しでは、プロセス制御の呼び出しと同様のセキュリティ・チェックは実
行されません。これが、パフォーマンスが高まる主な理由の1つです。*DIRECTオプション
を使用する前に、コメントのセクションをお読みください。

									IBM	iでは、RDMLおよびRDMLXファンクション間での呼び出し時に*DIRECT呼び出し
を使用する必要があります。

									フルRDMLXフォームからプロセスを呼び出すことはできません。ファンクションのみ
を呼び出すことができます。

									フルRDMLXに対応していないフォームからは、プロセスを呼び出すことができます。

FUNCTION
任意で、指定されたプロセス内の、呼び出すファンクションを指定しま
す。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値*MENUが使用さ
れます。この場合、指定されたプロセスのメイン・メニューがユーザー
に表示され、ユーザーは目的のファンクションを選択することができま
す。

PARM
任意指定のパラメータです。指定した場合、呼び出されるプログラムに
渡されるパラメータのリストが定義されます。これらのパラメータは、
呼び出されるプログラムで予期されるパラメータと一致している必要が
あります。これは、LANSAで検査されません。詳細については、「引
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用符および引用文字列」を参照してください。このパラメータでは、拡
張可能なグループ式を使用できます。

移植性に関する
考慮事項

現在のVisual	LANSAではサポートされていま
せん。また、今後のリリースにおいてもサ
ポートされる予定はありません。

EXIT_USED
別のプロセスを呼び出す場合のみ有効です。このパラメータは、別のプ
ログラムを呼び出すときは無視されます。呼び出されたプロセスが、
[終了]ファンクション・キーまたはEXITコマンドによって終了した場合
の処理を指定します。EXIT_USEDパラメータは、呼び出されたプロセ
スが[終了]ファンクション・キーまたはEXITコマンドによって終了した
場合のみ有効になります。
*EXITを指定すると、このファンクションはそれ自体を終了し、LANSA
システム全体を終了するよう要求します。
*MENUを指定すると、このファンクションはそれ自体を終了し、プロ
セスのメイン・メニューを再表示するよう要求します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

WEBROUTINE
呼び出すWEBROUTINEの名前を指定します。別のWAMを指定すること
も可能です。その場合は、WAM名の後にWEBROUTINE名を指定し、そ
の間をピリオドで区切ります(例えば、#PSLSYS.Browseのように入力し
ます)。
サービス名も指定できます。その場合は、*SERVICE修飾子を接頭辞と
して使用します。
フィールドから値を取り込むことも可能です。その場合は、
*EVALUATE修飾子を接頭辞として使用します。

ONENTRY
別のWEBROUTINEを呼び出す場合のみ有効です。WEBROUTINEについ
ては、「WEBROUTINE」を参照してください。
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受信フィールドとリストをターゲットWEBROUTINEにマッピングする
ために使用されます。
次のいずれかを指定できます。
*MAP_NONE	(どのフィールドまたはリストもマッピングしない)
*MAP_ALL	(要求されたフィールドとリストのみをすべてマッピング)
*MAP_LOCAL	(WEBROUTINEのWEB_MAP上のフィールドとリストの
みをマッピング)
*MAP_SHARED	(WEBROUTINEレベルではなく、WAMレベルで
WEB_MAPに指定されているフィールドやリストの対応付けだけを行う)
デフォルトは、*MAP_ALLです。

ONEXIT
別のWEBROUTINEを呼び出す場合のみ有効です。
ターゲットWEBROUTINEから送信フィールドをマッピングするために
使用されます。
次のいずれかを指定できます。
*MAP_NONE	(どのフィールドまたはリストもマッピングしない)
*MAP_ALL	(要求されたフィールドとリストのみをすべてマッピング)
*MAP_LOCAL	(WEBROUTINEのWEB_MAP上のフィールドとリストの
みをマッピング)
*MAP_SHARED	(WEBROUTINEレベルではなく、WAMレベルで
WEB_MAPに指定されているフィールドやリストの対応付けだけを行う)
デフォルトは、*MAP_ALLです。

MENU_USED
別のプロセスを呼び出す場合のみ有効です。このパラメータは、別のプ
ログラムを呼び出すときは無視されます。呼び出されたプロセスが、
[メニュー]ファンクション・キーまたはMENUコマンドによって終了し
た場合の処理を指定します。MENU_USEDパラメータは、呼び出された
プロセスが[メニュー]/[キャンセル]ファンクション・キーまたはMENU
コマンドによって終了した場合のみ有効になります。
*EXITを指定すると、このファンクションはそれ自体を終了し、LANSA
システム全体を終了するよう要求します。
*MENUを指定すると、このファンクションはそれ自体を終了し、プロ
セスのメイン・メニューを再表示するよう要求します。



*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

NUM_LEN
ユーザー・プログラムの呼び出し時にパラメータとして渡す数値フィー
ルドまたは数値リテラルの長さを指定します。
デフォルト値*ALL15を指定すると、すべての数値パラメータがパック
形式の数値型(15,N)	(Nはデータ・ディクショナリまたはDEFINEコマン
ドで定義されている小数点以下桁数)の長さで渡されます。
*DEFINEDを指定すると、すべての数値パラメータが、データ・ディク
ショナリまたはDEFINEコマンドで定義されている長さで渡されます。

PGM_EXCH
PGMパラメータで指定されたプログラムがLANSA交換リストへのアク
セスを要求するかどうかを指定します。通常、この交換リストは、
LANSAのプロセスとファンクション間での情報交換のためにのみ使用
されます。
このパラメータは、LANSAプロセスまたはファンクションの呼び出し
を行う場合は意味がありません(すなわち、PROCESSまたはFUNCTION
パラメータが使用されます)。この状況では、パラメータ値に関わら
ず、パラメータが完全に無視されます。
デフォルト値*NOを指定すると、PGMパラメータで指定されたプログラ
ム、またはそのプログラムが呼び出す可能性のあるプログラムは、
LANSA交換リストへのアクセスを要求しません。
*YESを指定すると、PGMパラメータで指定されたプログラム、または
そのプログラムが呼び出す可能性のあるプログラムは、プログラム
M@EXCHLを呼び出すことによりLANSA交換リストへのアクセスを要
求します。
プログラムM@EXCHLの使用については、EXCHANGEコマンドおよび
交換リストの処理に関するセクションで詳しく説明しています。

IF_ERROR
プログラムまたはプロセス/ファンクションを呼び出す場合に有効で



す。
このパラメータは、呼び出されたプログラムまたはプロセス/ファンク
ションがエラーで終了した場合の処理を指定します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、このファンクション自体がエラー
で終了します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

PASS_DS
RDMLファンクションから別のRDMLファンクションまたは3GLプログ
ラムに最大20個のデータ構造を渡すことができます。このパラメータを
使用する前に、以下の点に注意してください。
各データ構造名は、LANSAに定義されている物理ファイルの名前で、
操作可能な状態でなければなりません。
このパラメータを使用してLANSAファンクションを呼び出す場合は、
CALL	PROCESS(*DIRECT)を指定してください。
指定された物理ファイル内のフィールドを渡すには、ファンクション内
のどこかでそのフィールドを参照する必要があります。参照しないと、
フィールドが呼び出し元に渡されません。このことは、呼び出される
ファンクションについても同様です。渡すことができるのはファイル内
の実フィールドのみで、仮想フィールドは渡すことができません。
この点について十分に理解しておく必要があります。A、B、Cの3つの
数値実フィールドが含まれるファイル定義があるとします。
RDMLファンクションを作成し、このファンクションでフィールドAお
よびCを0に設定し、構造を受け取る別のRDMLファンクションを呼び出
します。
呼び出されたファンクションがコマンド"IF	(B	=	17)"で始まっている場
合、フィールドBには有効な数値データが保持されていないため、この
ファンクションは失敗します。フィールドBに有効な数値データが保持
されていないのは、最初のファンクションでフィールドBの「参照」や
「記述」をまったく行っていないためです。
この「参照」は、特定の"CHANGE	FIELD(B)	TO(0)"タイプのコマンドで



ある必要はなく、任意のコマンドで任意の参照を行えます。必要なの
は、フィールドBに「関心」があることをLANSAに伝えることです。そ
のため、もう一方のファンクションの呼び出し前後に、データ構造の隣
接する記憶域にフィールドBの現行値をマッピングしたり、その記憶域
からマッピングしたりする必要があります。
また、データ構造の、呼び出しファンクションのPASS_DSパラメータで
の指定順序および呼び出されるファンクションのRCV_DSパラメータ
(FUNCTIONコマンドを参照)での指定順序も重要です。データ構造の順
序は、呼び出されるファンクションおよび呼び出しファンクションにお
いて同じでなければなりません。同じでないと、エラーが発生する可能
性があります。
特に交換リストとデータ構造の両方に同じフィールドがある場合は、こ
の機能をEXCHANGEコマンドのデータ転送機能と組み合わせて使用し
ないでください。
3GLプログラムを呼び出す場合、データ構造が、RDML	CALLコマンド
で定義されている順序で受け取り、パラメータとして定義されている必
要があります。
3GL呼び出しでは、パラメータ(PARM)、データ構造(PASS_DS)、および
作業リスト(PASS_LST)を使用できます。パラメータは常に最初に渡さ
れ、次にすべてのデータ構造、すべての作業リストの順に渡されます。
3GLに関する豊富な経験がない限り、この機能を3GLプログラムと組み
合わせて使用することはお勧めしません。

PASS_LST
RDMLファンクションまたは3GLプログラムに最大20個の作業リスト名
を渡すことができます。このパラメータを使用する前に、以下の点に注
意してください。
指定する各作業リストは、ファンクション内で定義されている作業リス
トでなければなりません。
このパラメータを使用してRDMLファンクションを呼び出す場合は、
CALL	PROCESS(*DIRECT)を指定してください。
呼び出しファンクション/プログラムと呼び出されるファンクション/プ
ログラムの両方で、作業リストが同じ属性で定義されていなければなり
ません。そうしないと、エラーが発生する可能性があります。
また、作業リストの、CALLコマンドのPASS_LSTパラメータでの指定順
序および呼び出されるファンクションのRCV_LISTでの指定順序も重要
です。作業リストの順序は、呼び出されるファンクションおよび呼び出



しファンクションにおいて同じでなければなりません。同じでないと、
エラーが発生する可能性があります。
3GLプログラムを呼び出す場合、受け取りデータ構造が、RDML	CALL
コマンドで定義されている順序で受け取り、パラメータとして定義され
ている必要があります。
3GL呼び出しでは、パラメータ(PARM)、データ構造(PASS_DS)、および
作業リスト(PASS_LST)を使用できます。パラメータは常に最初に渡さ
れ、次にすべてのデータ構造、すべての作業リストの順に渡されます。
i5/OSでは、実際には、各作業リストは、以下の3つの3GLレベルのパラ
メータとして渡されます。
1.			i5/OSで、作業リストを最大サイズで表す記憶域
2.			リスト領域に存在するリスト項目の数を表す数値(i5/OSパック数字

(7,0))
3.			呼び出し元で処理される「現行」のリスト項目を表す数値(i5/OSパッ
ク数字(7,0))

3GLに関する豊富な経験がない限り、この機能を3GLプログラムと組み
合わせて使用することはお勧めしません。



7.6.2	CALLについてのコメント/警告
プロセスまたはファンクションの呼び出し

									別のプロセスまたはファンクションを呼び出すときは、パラメータを使用しないことを
強くお勧めします。代わりに交換リストを使用してください。

									別のLANSAプロセスを呼び出すときは、渡すパラメータの数およびタイプ(すなわち、
数値か文字か)が、プロセスで要求されるものと正確に一致している必要があります。

									呼び出されるプロセスまたはファンクションに渡すパラメータとして、フィールド名、
英数字リテラル、数値リテラル、システム変数、またはプロセス・パラメータを使用できま
す。

									プロセスに数値パラメータが定義されている場合、これらのパラメータは常にパック10
進数であることに注意してください。そのため、LANSAプロセスに渡す数値パラメータも、
長さおよび小数点以下桁数が同じパック10進数である必要があります。この規則に従わない
と、予期しない結果になる可能性があります。

									同じ名前のフィールドが含まれる複数のデータ構造を同じファンクション内で使用する
と、予期しない結果になる可能性があります。

									現行リリースのLANSAでは、別のプロセスまたはファンクションに渡されたパラメー
タは、そのプロセスまたはファンクションから戻りません。ただし、CALLコマンドの直前
にEXCHANGEコマンドを使用することで、ファンクションに情報を渡し、そのファンク
ションから情報を戻すことができます。この方法の詳細については、EXCHANGEコマンド
のセクションを参照してください。

									PASS_DSパラメータで指定されたデータ構造によって参照される各物理ファイルは、操
作可能な状態である必要があります。操作可能でないと、予期しない結果になります。

									以下のように、コンパイル済みのRDMLファンクション(FUNCAなど)の実行中に、この
ファンクションからCALLコマンドを実行して、FUNCBという別のRDMLファンクションを
呼び出すとします。

CALL	PROCESS(TEST)	FUNCTION(FUNCB)
	
この場合、実際には以下の処理が行われます。
																						____________
																					|												|	
																					|		ファンクション		|
																					|			FUNCA				|
																					|____________|	
																											|
																									呼び出し
																											|
																						_____|______
																					|												|	
																					|		プロセス			|
																					|「コントローラ」|
																					|			TEST					|
																					|____________|



																											|
																									呼び出し
																											|
																						_____|______
																					|												|	
																					|		ファンクション		|
																					|			FUNCB				|
																					|____________|

									特にプロセス・コントローラTESTがコンパイル済みモードではなくインタープリタ・
モードで実行されている場合に、以下の操作を行うと、このCALL操作を大幅に高速化でき
ます。

1.			FUNCB	(FUNCBであることに注意)にコマンドFUNCTION
OPTIONS(*DIRECT)を組み込み、再コンパイルします。これにより、
FUNCBでダイレクト・モードの呼び出しが可能になり、いかなる形
でもFUNCBに影響しなくなります。

2.			以下のように、FUNCA内のCALLコマンドを変更します。
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(FUNCB)
	

						次に、FUNCAを再コンパイルします。これにより、ファンクション
FUNCBを、TESTというプロセス・コントローラからではなく、ダイ
レクト・モードで呼び出すよう指定されます。

						これらの変更を行うと、CALLは以下のように動作します。
																								____________
																							|												|		
																							|		ファンクション		|
																							|			FUNCA				|
																							|____________|
																													|
																											呼び出し
																													|
																								_____|______
																							|												|
																							|		ファンクション		|
																							|			FUNCB				|
																							|____________|
	

									このオプション(FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)など)は、プロセス・メニューから直接
アクセス可能なメイン制御ファンクションではなく、「サブルーチン」として使用すること
を想定したファンクション内で使用してください。このファンクションを呼び出すときは、
必ずCALL	PROCESS(*DIRECT)オプションを使用してください。

									このパフォーマンス上の利点は、FUNCBをプロンプト・ファンクションとして使用(す
なわち、F4=プロンプト・キー要求として機能)しても得られます。FUNCBにデータ・ディク
ショナリ内のフィールドを関連付けるときは、実際のプロセス名(TEST)を指定するのではな



く、プロセス名を*DIRECTとして指定してください。

									すべてのファンクションでFUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を指定しても問題ありませ
ん。このオプションを使用するファンクションとこのオプションを使用しないファンクショ
ンは同等であり、プロセス・メニューからこのようなファンクションへのアクセスに制約は
ありません。

									FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を使用しないファンクションでは、関連付けられる
RPGプログラム、表示装置ファイル・オブジェクト、および多言語拡張プログラムの名前
は、それぞれF@innnnn、@innnnn、およびF@innnnnMLになります。ここで、"innnnn"は、
LANSAによって割り当てられる内部ファンクション識別子です。この割り当てでは、ファン
クション名が重複しないよう考慮されます。

									FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を使用するファンクションでは、結果的に生成される
オブジェクト名は、@fffffff、@fffffff、および@fffffffMLです。ここで、fffffffは、ファンク
ションの名前(1〜7文字)です。そのため、FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を使用するとき
は、固有のファンクション名を使用する必要があります。

									*DIRECT機能を使用する場合、いくつかの制約があります。

									FUNCAとFUNCB間のすべての情報交換は、交換リストによって行う必要があります。
パラメータはサポートされないため、使用できません。これは、すべての構文検査によっ
て検査されます。

									ファンクション名FUNCBは、区画内で固有である必要があります。これについても、
すべての構文検査によって検査されます。

									FUNCBでは、TRANSFERのような「回避的」制御コマンドは使用できません。これ
は、この構造では、要求を処理するためのプロセス・コントローラ(TEST)がないためで
す。そのため、必ず[キャンセル]/[メニュー]ファンクション・キーまたはCANCEL/MENU
コマンド、[終了]ファンクション・キーまたはEXITコマンド、あるいはRETURNコマンド
を使用してください。

									FUNCBをアクション・バー・プロセスに含めないでください。このタイプのアクショ
ン・バー・ファンクションの呼び出しが使用されるのは稀です。アクション・バー・ファ
ンクションから別のプログラムを呼び出す場合、呼び出されるプログラムでは、ユーザー
とのやり取りを、アクション・バーの表示および処理を混乱させる可能性のある全画面表
示のDISPLAYやREQUESTコマンドではなく、POP_UPで行ってください。

									FUNCBは、FUNCAの論理「サブルーチン」のように機能します。

									FUNCBには、特定のOPTIONS(*HEAVYUSAGE)または(*LIGHTUSAGE)ディレクティ
ブが必要です。これが指定されていない場合、親プロセスTESTの使用オプションではな
く、呼び出し元ファンクションの使用オプションが適用されます。

									CALL	PROCESS(*DIRECT)オプションの導入により、以前はLANSAで推奨されていな
かった大量の呼び出しが可能になりました。他のファンクションの大量呼び出しを実装する
ときは、交換リストのサイズを考慮してください。このような状況では、交換リストに多数
のフィールドが存在すると、パフォーマンスのオーバーヘッドが生じる可能性があります。

交換オプションを使用する代わりに、ファンクション間でデータ構造
(CALL....PASS_DS(#dddddd))を受け渡しするオプションを検討してください。

ユーザー・プログ
ラムの呼び出し



									呼び出されるプログラムまたはプロセスに渡すパラメータとして、フィールド名、英数
字リテラル、数値リテラル、システム変数、またはプロセス・パラメータを使用できます。

									プログラムを保持するライブラリとして特別な値*LIBLを指定する場合、そのプログラ
ムがファンクションの実行時にユーザーのライブラリ・リストに含まれていなければなりま
せん。

									パラメータが英数字の場合、パラメータは、常に、データ・ディクショナリまたは
DEFINEコマンドで定義されている長さでユーザー・プログラムに渡されます。

									パラメータが数値の場合、パラメータは、NUM_LENパラメータで定義されている長さ
のパック10進数フィールドで渡されます。デフォルト値*ALL15を指定すると、すべての数値
パラメータが15桁のパック10進数フィールドで渡されます。渡される小数点以下桁数は、
フィールドおよびシステム変数におけるそれぞれのフィールド定義に従います。数値リテラ
ルの場合、小数点以下桁数は、リテラルに指定された数に一致します(すなわち、12.34は
パック10進数(15,2)として渡され、132はパック10進数(15,0)として渡されます)。

									*DEFINEDを指定すると、すべての数値パラメータが、データ・ディクショナリまたは
DEFINEコマンドで定義された長さと小数点以下桁数のパック10進数フィールドで渡されま
す。

									ユーザー・プログラムから戻されるパラメータは、パラメータがフィールドの場合のみ
ファンクションにマッピングされます。これにより、ユーザー・プログラムでシステム変
数、英数字リテラル、数値リテラル、またはプロセス・パラメータの内容を変更できなくな
ります。



7.6.3	CALLの使用例
例1：ライブラリPRODLIB内のINVOICEというプログラムを呼び出し、
請求書番号および照会日の2つのパラメータをリテラルとして渡しま
す。
CALL		PGM(PRODLIB/INVOICE)	PARM('INV123'	'010187')
	
例2：フィールド#BATCH、#ORDER、および現在の日付(システム変数
*DATEから取得)を渡してプログラムPUTBATCHを呼び出します。
CALL		PGM(PUTBATCH)	PARM(#BATCH	#ORDER	*DATE)
	
例3：LANSAのプロセスORDERSを呼び出し、プロセスのメイン・メ
ニューを表示するよう要求して、ユーザーが目的のファンクションを選
択できるようにします。ユーザーが[メニュー]キーを押してプロセス
ORDERSを終了した場合、次のRDMLコマンドでこのファンクションの
処理を続行します。
CALL		PROCESS(ORDERS)	FUNCTION(*MENU)	MENU_USED(*NEXT)
	
例4：LANSAのプロセスORDERSを呼び出し、プロセスのメイン・メ
ニューを表示せずにファンクションHEADERを直接呼び出すよう要求し
ます。ユーザーが[メニュー]または[終了]キーを押してファンクション
HEADERを終了した場合、次のRDMLコマンドでこのファンクションの
処理を続行します。
CALL		PROCESS(ORDERS)	FUNCTION(HEADER)
						EXIT_USED(*NEXT)	MENU_USED(*NEXT)
	
例5：例4と同じ操作を実行しますが、ファンクションHEADERを直接呼
び出します。
CALL		PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(HEADER)
						EXIT_USED(*NEXT)	MENU_USED(*NEXT)
	
例6：データ構造DATAFILEをファンクション(ORDER)に渡します。
これを行うには、DATAFILEというファイルをLANSAに定義する必要が
あります。このファイルの実フィールドは、データ構造として別のファ
ンクションに渡すことができます。このデータ構造の末尾にはダミー・
フィールドがあるため、データ構造内にフィールドが追加されるたび



に、データ構造を受け取る各ファンクションを再コンパイルする必要が
ありません。(データ構造内で既存のフィールドの長さ、位置、または
タイプが変更されない限り)データ構造の長さが一定であれば、呼び出
されるファンクションの再コンパイルは必要ありません。
CALL		PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(ORDER)	PASS_DS(DATAFILE)
	
例7：作業リスト#ORDLINEをファンクション(ORDER)に渡します。
CALL						PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(ORDER)	PASS_LST(#ORDLINE)
DEF_LIST		NAME(#ORDLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
TYPE(*WORKING)
	
これにより、作業リスト#ORDLINEの内容をファンクションORDERか
ら参照できるようになります。
例8：WEBROUTINE	ORDERを呼び出します。
CALL						WEBROUTINE(ORDER)
	

ORDER	WEBROUTINEでFOR(*INPUT)が指定されたすべてのフィール
ドとリストの値が渡されます。
例9：ORDERS	WAMでWEBROUTINE	ORDERを呼び出します。
CALL						WEBROUTINE(#ORDERS.ORDER)
	

ORDER	WEBROUTINEでFOR(*INPUT)が指定されたすべてのフィール
ドのリストの値が渡されます。
例10：WEBROUTINEの名前を指定してフィールドから呼び出します。
#WEBRTN	:=	'ORDERS.ORDER'
CALL						WEBROUTINE(*EVALUATE	#WEBRTN)
	



7.7	CALLCHECK
CALLCHECKコマンドは、プログラムを呼び出してデータの妥当性検査
を実行します。また、追加のパラメータをプログラムに渡して、戻り
コードによって指定された適切なアクションを実行することもできま
す。

移植性に関する
考慮事項

パラメータPROG_TYPEを参照してください。

参照
CALLCHECKのパラメータ
CALLCHECKについてのコメント/警告
CALLCHECKの使用例
BEGINCHECK
CONDCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
FILECHECK
RANGECHECK
VALUECHECK
																																																										必須
	
		CALLCHECK	----	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	BY_CALLING	---	プログラム名	.	*LIBL	----------->
																																															ライブラリ名
	
													>--	PROG_TYPE	----	プログラム・タイプ	------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	ADD_PARM	-----	追加のパラメータ	---------->
																														|	拡張可能なグループ式	|				
																															----------	20文字	----					
	
													>--	GOOD_RET	-----	*NEXT	-------------------------->
																																*ERROR
																																*ACCEPT
	
													>--	BAD_RET	------	*ERROR	------------------------->



																																*NEXT
																																*ACCEPT
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	DCU0005	------------------------>
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル.ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|	拡張可能なグループ式					|
																															--------	最大20	-----------------
	



7.7.1	CALLCHECKのパラメータ
ADD_PARMS
BAD_RET
BY_CALLING
GOOD_RET
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT
PROG_TYPE

FIELD
妥当性検査対象のフィールドの名前を指定します。

BY_CALLING
FIELDパラメータに入力されたフィールドの妥当性検査を実行するため
に呼び出されるプログラムの名前を指定します。このパラメータは修飾
名です。プログラム名を指定する必要があります。
必要に応じて、プログラムが存在するライブラリを指定することもでき
ます。ライブラリ名を指定しない場合、ファンクションの実行時ライブ
ラリ・リストでプログラムを検索するよう指定する特別な値*LIBLが使
用されます。

PROG_TYPE
呼び出されるプログラムが3GLプログラムかファンクションかを指定し
ます。プログラム・タイプとしてファンクションを指定した場合、追加
のパラメータは使用できず、ファンクションではオプション*DIRECTを
使用する必要があります。詳細については、FUNCTIONコマンドのセク
ションを参照してください。

移植性に関する
考慮事項

現行リリースのVisual	LANSAでは、3GLプロ
グラムの呼び出しはサポートされていません
が、将来的なリリースでサポートされる予定
です。

Visual	LANSAコード内で使用すると、ビルド
警告が生成され、実行時にエラーが発生しま



す。この機能を使用するコードは、この環境
で実行されないように条件付けすることがで
きます。
詳細については、『LANSAアプリケーション
設計ガイド』の「3GLプログラム/DLL/共用オ
ブジェクトの呼び出し」を参照してくださ
い。

ADD_PARMS
プログラムに渡す追加のパラメータを指定します。詳細については、コ
メントのセクションを参照してください。

GOOD_RET
BY_CALLINGパラメータで指定されたユーザー・プログラムが「良好
な」戻りコードを返した場合に実行するアクションを指定します。戻り
コードの詳細については、コメントのセクションを参照してください。
*NEXTを指定すると、フィールドは、妥当性検査に合格したものとみな
され、次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、戻りコードが受け入れられ、この妥当性検
査ブロックでは、FIELDパラメータで指定されたフィールドに対してこ
れ以上の妥当性検査は実行されません。処理は、次のRDMLコマンドで
続行されます。ただし、これが同じフィールドに対する別の妥当性検査
である場合は、事実上この処理が「無効」になり、実行されません。

BAD_RET
BY_CALLINGパラメータで指定されたユーザー・プログラムが「不良
な」戻りコードを返した場合に実行するアクションを指定します。戻り
コードの詳細については、コメントのセクションを参照してください。
*NEXTを指定すると、フィールドは、妥当性検査に合格したものとみな
され、次のRDMLコマンドで処理が続行されます。

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbf_0075.htm


*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、戻りコードが受け入れられ、この妥当性検
査ブロックでは、FIELDパラメータで指定されたフィールドに対してこ
れ以上の妥当性検査は実行されません。処理は、次のRDMLコマンドで
続行されます。ただし、これが同じフィールドに対する別の妥当性検査
である場合は、事実上この処理が「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序



と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.7.2	CALLCHECKについてのコメント/警告
									CALLCHECKコマンドは、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブロック内にコード化
する必要があります。詳細については、これらのコマンドのセクションを参照してくださ
い。

									プログラム検査の一部として呼び出されるすべてのプログラムには、少なくとも3つの
標準パラメータが必要です。これらのパラメータは暗黙的で、ADD_PARMSパラメータで宣
言する必要はありません。

名前 記述

戻りコード 1文字の英数字。プログラムから"1"(正常)ま
たは"0"(異常)が返されます。プログラム検査
に合格したか失敗したかをLANSAに示すた
めにプログラムで使用されます。

フィールドの名
前

10文字の英数字。プログラムに渡されます。
3番目のパラメータ内に渡されるフィールド
の(その値に対する)名前が格納されます。

フィールドの値 長さとタイプは、フィールドのデータ・ディ
クショナリ定義によって決まります。英数字
フィールドは、データ・ディクショナリ定義
と同じタイプと長さで渡されます。すべての
数値フィールド(タイプPまたはS)は、パック
10進数(タイプP)で渡され、長さと小数点以
下桁数は、データ・ディクショナリ定義に従
います。フィールドの値は作業域で渡される
ため、妥当性検査プログラムでパラメータ値
を変更してフィールド値を変更することはで
きません。

									追加のパラメータは、ADD_PARMSで指定することにより、プログラムに渡すことがで
きます。

									追加のパラメータとして以下のものを指定できます。

									英数字リテラル

									数値リテラル(1、14.23、-1.141217など)

									別のフィールド名(#CUSTNO、#INVNUMなど)

									システム変数名(*BLANKS、*ZERO、*DATE、各システムで定義されているその他のシ
ステム変数など)

									プロセス・パラメータ(*UP01、*UP02など)



									拡張可能なグループ式((#XG_CUST	#XG_PROD	*EXCLUDING	#CUSTNO)など)

									渡されるパラメータのタイプと長さは、指定されたパラメータ値のタイプと長さによっ
て決まります。

									英数字フィールド(英字リテラル、英字フィールド、英字システム変数、または英字プ
ロセス・パラメータ)の場合、パラメータは英字(256文字)として渡され、パラメータ値は256
バイトのパラメータに左詰めで配置されます。

									数値フィールド(数値リテラル、数値フィールド、数値システム変数、または数値プロ
セス・パラメータ)の場合、パラメータはパック15桁で渡され、小数点以下の桁数はパラメー
タ値と同じになります。

									数値リテラルの場合、小数点以下桁数は、そのリテラルでの指定に従います(例えば、
1.12は(15,2)、7.12345は(15,5)、143は(15,0)のパック10進数として渡されます)。

									その他すべてのタイプの数値パラメータでは、小数点以下桁数は、それぞれの定義に従
います。

									標準パラメータと同様に実際の値は作業域で渡されるため、妥当性検査プログラム内の
パラメータ値を変更してフィールド値を変更することはできません。

									詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「複雑なロジック
検査」を参照してください。

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20012.HTM


7.7.3	CALLCHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
CALLCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
CALLCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
*											<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
*											<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)



ENDUNTIL			
*											<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
CALLCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、妥当性検査プログラムとして機能するRDMLファンクション
が含まれるプログラム・ブロック内でCALLCHECKコマンドを使用する
方法を示しています。
要求された詳細をユーザーが入力すると、WORKDAY	RDMLプログラム
が呼び出され、開始日が作業日に該当するかどうかが検査されます。
WORKDAYプログラムが否定的な応答を戻した場合、定義されている
メッセージが発行され、直前に表示されていた画面(この例ではRequest
画面)にプログラム制御が戻されます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#STARTDTE)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#STARTDTE)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
											
BEGINCHECK	
CALLCHECK		FIELD(#STARTDTE)	BY_CALLING(WORKDAY)	PROG_TYPE(FUN)	MSGTXT('指
定された日付は作業日ではありません。')
ENDCHECK			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP
	



WORKDAYファンクションは、以下のように定義されます。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT	*LIGHTUSAGE	*MLOPTIMISE	*NUM_FIELD_VALIDATE)
											
DEFINE					FIELD(#TESTDATEC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)
DEFINE					FIELD(#TESTDATEN)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)	REFFLD(#DATE)	EDIT_CODE(4)	DEFAULT(0)	TO_OVERLAY(#TESTDATEC)
DEFINE					FIELD(#DAYOFWEEK)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)
											
CHANGE					FIELD(#TESTDATEN)	TO(#VALFLD$NV)
USE								BUILTIN(CONVERTDATE)	WITH_ARGS(#TESTDATEC	B	R)	TO_GET(#DAYOFWEEK)
CASE							OF_FIELD(#DAYOFWEEK)
WHEN							VALUE_IS('=	MON'	'=	TUE'	'=	WED'	'=	THU'	'=	FRI')
CHANGE					FIELD(#VALFLD$RT)	TO('''1''')
OTHERWISE		
CHANGE					FIELD(#VALFLD$RT)	TO('''0''')
ENDCASE				
											
RETURN
	
複雑なロジックの妥当性検査ファンクションの作成に関する詳細につい
ては、FUNCTIONコマンドのパラメータに関するセクションの
*ALP_FIELD_VALIDATEおよび*NUM_FIELD_VALIDATEに関する技術
ノートを参照してください。

CALLCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

この例は、妥当性検査プログラムとして機能するRDMLファンクション
が含まれるサブルーチン内でCALLCHECKコマンドを使用する方法を示
しています。
ユーザーが要求された入力コードを入力すると、VALIDATEサブルーチ
ンが呼び出されます。このサブルーチンは、ANUMBER	RDMLプログラ
ムを呼び出して、入力コードが正しい形式であるかどうかを検査しま
す。ANUMBERプログラムが否定的な応答を返した場合、CALLCHECK
コマンドで定義されているメッセージが発行され、DOUNTILループが
再実行されます。ANUMBERプログラムが肯定的な応答を返した場合、
DOUNTILループが終了し、検証済みの入力の処理が実行されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEFINE					FIELD(#INPUT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)



DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#INPUT)
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#INPUT)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
CALLCHECK		FIELD(#INPUT)	BY_CALLING(ANUMBER)	PROG_TYPE(FUN)	MSGTXT('The	input	code	format	must	be	Annnnnn.')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
											
ENDROUTINE
	

ANUMBERプログラムは、以下のように定義されます。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT	*LIGHTUSAGE	*MLOPTIMISE	*ALP_FIELD_VALIDATE)
DEFINE					FIELD(#INPUT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEFINE					FIELD(#INPUTA1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	TO_OVERLAY(#INPUT)	
DEFINE					FIELD(#INPUTA6)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	TO_OVERLAY(#INPUT	2)	
DEFINE					FIELD(#DECIMAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(1)	DECIMALS(1)
DEFINE					FIELD(#RTN_CODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
											
CHANGE					FIELD(#INPUT)	TO(#VALFLD$AV)
USE								BUILTIN(CHECKNUMERIC)	WITH_ARGS(#INPUTA6	6	0)	TO_GET(#STD_NUM	#DECIMAL	#RTN_CODE)
											
IF									COND('(#INPUTA1	=	A)	and	(#RTN_CODE	=	Y)')
CHANGE					FIELD(#VALFLD$RT)	TO('''1''')
ELSE							
CHANGE					FIELD(#VALFLD$RT)	TO('''0''')
ENDIF						
											
RETURN



	
複雑なロジックの妥当性検査ファンクションの作成に関する詳細につい
ては、FUNCTIONコマンドのパラメータに関するセクションの
*ALP_FIELD_VALIDATEおよび*NUM_FIELD_VALIDATEに関する技術
ノートを参照してください。



7.8	CASE
CASEコマンドは、ケース条件の開始を指定するために使用します。
CASEコマンドは、WHEN、OTHERWISE、およびENDCASEコマンドと
組み合わせて使用します。
WHEN、OTHERWISE、およびENDCASEコマンドの詳細と使用例につ
いては、これらのコマンドのセクションを参照してください。

参照
CASEのパラメータ
CASEについてのコメント/警告
CASEの使用例
ENDCASE
OTHERWISE
WHEN
																																																									必須
	
		CASE	---------	OF_FIELD	-----	フィールド名	---------------------|
	



7.8.1	CASEのパラメータ
OF_FIELD
後続のWHENコマンドに指定された条件と比較するフィールドの名前を
指定します。



7.8.2	CASEについてのコメント/警告
									1つの'WHEN	VALUE_IS'条件に関連付けられたコマンドのみを実行できます。1つの
CASEコマンド内で複数の'WHEN	VALUE_IS'条件に適合する場合は、最初に適合した条件に
関連付けられたコマンドのみが実行されます。



7.8.3	CASEの使用例
基本的なCASEの処理
CASEコマンドを使用する理由
CASEコマンドをOR演算と組み合わせて使用する
CASEコマンドを"="	(等しい)以外の演算と組み合わせて使用する
CASEコマンドを複合式と組み合わせて使用する
基本的なCASEの処理
この例は、最も基本的なタイプのCASEコマンド処理を示しています。
ユーザーが値をフィールド#DEPTMENTに入力し、CASEコマンドに
よってこのロジックが実装される場合について考えます。

ユーザーがフィー
ルド#DEPTMENT
に入力する値

フィールド#SECTIONの
変更後の値	.	.

発行されるメッ
セージ	.	.	.

ADM A ADMが入力されま
した。

AUD B AUDが入力されま
した。

FLT C FLTが入力されまし
た。

TRVL D TRVLが入力されま
した。

その他の値 E その他の値が入力
されました。

このロジックを実装するCASEコマンドの構造は以下のようになりま
す。
CASE							OF_FIELD(#DEPTMENT)
WHEN							VALUE_IS('=	ADM')
											<<	Logic	>>
WHEN							VALUE_IS('=	AUD')
											<<	Logic	>>
WHEN							VALUE_IS('=	FLT')



											<<	Logic	>>
WHEN							VALUE_IS('=	TRVL')
<<	Logic	>>
OTHERWISE		
											<<	Logic	>>
ENDCASE
	
このロジックを完全に実装するサンプル・プログラムのコードは以下の
ようになります。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#DEPTMENT	(#SECTION	*OUTPUT))
CASE							OF_FIELD(#DEPTMENT)
WHEN							VALUE_IS('=	ADM')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(A)
MESSAGE				MSGTXT('ADM	was	entered')
WHEN							VALUE_IS('=	AUD')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(B)
MESSAGE				MSGTXT('AUD	was	entered')
WHEN							VALUE_IS('=	FLT')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(C)
MESSAGE				MSGTXT('FLT	was	entered')
WHEN							VALUE_IS('=	TRVL')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(D)
MESSAGE				MSGTXT('TRVL	was	entered')
OTHERWISE		
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(E)
MESSAGE				MSGTXT('Other	value	was	entered')
ENDCASE				
END_LOOP			
	

CASEコマンドを使用する理由
以下のロジックを実装する必要がある場合について考えます。

フィールド
#DEPTMENTの値

フィールド#SECTION
の変更後の値

発行されるメッ
セージ

ADMまたはFLTまた
はTRVL

A ADM、FLT、また
はTRVLが入力され



ました。

AUDまたはINFまたは
MKT

B AUD、INF、または
MKTが入力されま
した。

その他の値 C その他の値が入力
されました。

コードでIF-ELSE-ENDブロックをネストした場合、最終的なロジックは
以下のようになります。
IF									COND('(#DEPTMENT	=	ADM)	or	(#DEPTMENT	=	FLT)	or	(#DEPTMENT	=	TRVL)')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(A)
MESSAGE				MSGTXT('Either	ADM	,	FLT	or	TRVL	was	entered')
ELSE							
IF									COND('(#DEPTMENT	=	AUD)	or	(#DEPTMENT	=	INF)	or	(#DEPTMENT	=	MKT)')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(B)
MESSAGE				MSGTXT('Either	AUD,	INF	or	MKT	was	entered')
ELSE							
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(C)
MESSAGE				MSGTXT('Other	value	was	entered')
ENDIF						
ENDIF
	
ここで、CASEコマンドを使用すると、以下のようにコード化すること
ができます。
CASE							OF_FIELD(#DEPTMENT)
WHEN							VALUE_IS('=	ADM'	'=	FLT'	'=	TRVL')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(A)
MESSAGE				MSGTXT('Either	ADM,	FLT	or	TRVL	was	entered')
WHEN							VALUE_IS('=	AUD'	'=	INF'	'=	MKT')
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(B)
MESSAGE				MSGTXT('Either	AUD,	INF	or	MKT	was	entered')
OTHERWISE		
CHANGE					FIELD(#SECTION)	TO(C)
MESSAGE				MSGTXT('Other	value	was	entered')
ENDCASE
	
このコードの方が短く、分かりやすく、また保守も容易です。



さらに、多くの状況で実行速度が速くなります。

CASEコマンドをOR演算と組み合わせて使用する
フィールド#TESTにAまたはBまたはCが保持されているときに、特定の
操作を実行する必要がある場合について考えます。
また、このフィールドにXまたはYまたはZが保持されている場合は、他
の操作を実行する必要があります。
その他の値が保持されている場合は、さらに別の操作を実行する必要が
あります。
以下のような構造のCASEコマンドを使用すると、必要なロジックを実
装できます。
CASE							OF_FIELD(#TEST)
											
WHEN							VALUE_IS('=	A'	'=	B'	'=	C')
											
<<	Logic	Block	1	>>	
											
WHEN							VALUE_IS('=	X'	'=	Y'	'=	Z')
											
<<	Logic	Block	2>>
											
OTHERWISE		
											
<<	Logic	Block	3>>
											
ENDCASE				
	

CASEコマンドを"="	(等しい)以外の演算と組み合わせて使用する
以下の規則に従って、フィールド#COPIESの妥当性検査を実行する必要
がある場合について考えます。

#COPIESの値 発行するメッセージ

=	0 値0は無効です。

<	0 値が負です。

1〜50 値は適切です。



>	50 値が正しくない可能性があります。

この場合、CASEコマンドを以下のように使用できます。
DEFINE					FIELD(#COPIES)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(N)	DEFAULT(+1)
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#COPIES)
CASE							OF_FIELD(#COPIES)
WHEN							VALUE_IS('=	0')
MESSAGE				MSGTXT('Value	of	zero	is	invalid')
WHEN							VALUE_IS('<	0')
MESSAGE				MSGTXT('Value	is	negative')
WHEN							VALUE_IS('<=	50')
MESSAGE				MSGTXT('Value	is	sensible')
OTHERWISE		
MESSAGE				MSGTXT('Value	is	probably	incorrect')
ENDCASE				
END_LOOP			
	

CASEコマンドを複合式と組み合わせて使用する
以下のような数値計算を使用してフィールド#DISCOUNTの妥当性検査
を実行する必要がある状況について考えます。

ユーザーがフィー
ルド
#DISCOUNT、
#QUANTITYに入
力する値

割引値の妥当性検査に
使用する式

表示されるメッセージ

1000,	20 #QUANTITY	*	0.1 割引値が
QUANTITY×0.1を超え
ています。

10,	200 #QUANTITY	*	0.1 割引値は
QUANTITY×0.1未満で
す。

10,	100 #QUANTITY	*	0.1 正しい割引値が入力さ
れました。

これは、CASEコマンドを使用して以下のようにコード化できます。



DEFINE					FIELD(#DISCOUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	EDIT_CODE(1)
DEFINE					FIELD(#QUANTITY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#DISCOUNT	#QUANTITY)
CASE							OF_FIELD(#DISCOUNT)
WHEN							VALUE_IS('>	(#QUANTITY	*	0.1)')
MESSAGE				MSGTXT('Discount	value	is	larger	than	quantity	times	0.1')
WHEN							VALUE_IS('<	(#QUANTITY	*	0.1)')
MESSAGE				MSGTXT('Discount	value	is	less	than	quantity	times	0.1')
OTHERWISE		
MESSAGE				MSGTXT('A	correct	discount	value	was	entered')
ENDCASE				
END_LOOP
	



7.9	CHANGE
CHANGEコマンドは、フィールドの値を変更するために使用します。
FIELDパラメータは、このコマンドによって内容を変更するフィールド
の名前を指定します。
FIELDパラメータでグループ名または拡張可能なグループ式を指定し、
このコマンドで内容を変更するグループまたはフィールドのリストを間
接的に示すこともできます。
FIELDパラメータで特定のフィールドではなくグループまたはリスト名
を指定する場合、VALUEパラメータに指定できる値は、特別な値
*NULL、*SQLNULL、*DEFAULT、*NAVAIL、*LOVAL、または
*HIVALのいずれかのみです。拡張可能な式を使用する場合、式は
フィールド自体に置き換えられるため、この制約は適用されません。
VALUEパラメータでは、FIELDパラメータで指定されたフィールドの内
容を変更するための式を指定できます。

移植性に関す
る考慮事項

パラメータのセクション
のPRECISION、ROUND_UP、およびTOを参照し
てください。

『LANSAアプリケーション設計ガイド』の「可搬
性に関する考慮事項」も参照してください。

参照
CHANGEのパラメータ
CHANGEについてのコメント/警告
CHANGEの使用例
																																																									必須
	
		CHANGE	-------	FIELD	--------	フィールド/リスト名	----------->
																																拡張可能なグループ式						
	
													>--	TO	-----------	値	-------------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	PRECISION	----	*COMPUTE	----	*COMPUTE	--------->
																															合計桁数		合計小数点以下桁数
	
													>--	ROUND_UP	-----	*NO	----------------------------|
																																*YES

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbf_0010.htm


	



7.9.1	CHANGEのパラメータ
FIELD
PRECISION
ROUND_UP
TO

FIELD
変更するフィールド、リスト、または拡張可能なグループ式の名前を指
定します。

TO
FIELDパラメータで指定したフィールドに設定する新しい値を指定しま
す。指定する新しい値として、別のフィールド名、英数字リテラル、数
値リテラル、システム変数、プロセス・パラメータ、またはこれらを組
み合わせた式を使用できます。
RDMLフィールドを使用する場合、VALUEパラメータに以下のいずれか
の「特別な」値を指定することもできます。

*NULL すべての英数字フィールドがブランクに、またすべ
ての数値フィールドが0に設定されます。

*NAVAIL すべての数値フィールドが0に、また3文字未満のす
べての英数字フィールドがブランクに設定されま
す。3文字以上の英数字フィールドは、そのフィール
ドに収まる分の"N/AVAIL"に設定されます。

*DEFAULT すべてのフィールドが、そのデータ・ディクショナ
リまたはプログラムで定義されているデフォルト値
に設定されます。

*HIVAL すべてのフィールドがそのフィールドの最大値に設
定されます。すなわち、英数字フィールドの場合
は、すべてのバイトが16進数X'FF'に設定され、数値
フィールドの場合は、すべての桁が9に設定され、符
号がプラス(+)になります。

*LOVAL すべてのフィールドがそのフィールドの最小値に設
定されます。すなわち、英数字フィールドの場合
は、すべてのバイトが16進数X'00'に設定され、数値



フィールドの場合は、すべての桁が9に設定され、符
号がマイナス(-)に設定されます。

Visual	LANSAアプリケーションでは、以下の特別なオプションを使用で
きます。

Changeコマンドの特別なオプション 意味

*REMEMBERED_VALUE_FOR_USER 現行のフォー
ムまたはファ
ンクションに
おいて、現行
ユーザーの指
定フィールド
の値を記憶し
ます。

*REMEMBERED_VALUE_FOR_USER_IN_SYSTEM (現在のPCシス
テム内の)あら
ゆる状況にお
いて、現行
ユーザーの指
定フィールド
の値を記憶し
ます。

*REMEMBERED_VALUE_FOR_FUNCTION 現行のフォー
ムまたはファ
ンクションに
おいて、すべ
てのユーザー
の指定フィー
ルドの値を記
憶します。

*REMEMBERED_VALUE_FOR_SYSTEM (現在のPCシス
テム内の)あら
ゆる状況にお
いて、すべて
のユーザーの
指定フィール



ドの値を記憶
します。

以下の表に、特別な値が指定された場合のRDMLXフィールドの動作に
ついて説明します(RDMLXのPackedおよびSignedフィールドの動作は、
同じタイプのRDML	フィールドと同じです)。

特殊値 FIELDのタイ
プ

注

*NULL Integer、
Float、または
Boolean

Signed/Packed、すなわち
*ZEROとして扱われます
(Booleanの場合、*ZERO
はOff/Falseを意味しま
す)。

*NULL Dateまたは
Datetime

1900-01-01

*NULL Time 午前零時(00:00:00)

*NULL Char、String、
Binary、
Varbinary、
CLOB、BLOB

空の文字列。比較の場合
は、*BLANKSと同じと見
なされます。

BLOBおよびCLOB：ファ
イル名は空です。

*NAVAIL Integer、
Float、Time、
またはBoolean

Signed/Packed、すなわち
*ZEROとして扱われま
す。

*NAVAIL Date、
Datetime、
Binary、
Varbinary

これらのフィールドには
文字列を設定できないた
め、FFCエラーです。

*NAVAIL Char、String、
CLOB、BLOB

Alphaとして扱われます。
BLOBおよびCLOB：ファ
イル名
は"N/AVAILABLE"です。

*DEFAULT 指定しない フィールドのデフォルト



値

*SQLNULL 指定しない フィールドにASQN属性
が割り当てられていない
場合は、FFCエラーで
す。それ以外の場合はOK
です。

*HIVAL
*LOVAL

Integer 整数の最大値(+符号)に設
定されます。
整数の最小値(-符号)に設
定されます。フィールド
にSUNS属性が割り当て
られている場合、最小値
は*ZEROです。

*HIVAL
*LOVAL

Boolean On/Trueに設定されます。
Off/Falseに設定されま
す。

*HIVAL
*LOVAL

Float、Date、
Time

論理的な最小値または最
大値が存在せず、特に
Dateについては、データ
ベースによってサポート
される値が異なるため、
FFCエラーです。

*HIVAL
*LOVAL

Datetime *TIMESTAMP_HIVAL
*TIMESTAMP_LOVAL

*REMEMBERED_VALUE* CLOB、
BLOB、
Date、Time、
Datetime、
Integer、
Float、Boolean

現行フィールドに従って
レジストリに文字列とし
て保管されます。

*REMEMBERED_VALUE* Char、String 保管できる文字列のサイ
ズに制限がある場合があ
ります(Char/Stringは最大
64Kb)。制限があり、



フィールド・サイズがそ
の制限を超えた場合は、
FFCエラーです。制限が
ないか、フィールド・サ
イズが制限内の場合は、
現行フィールドに従って
レジストリにStringとして
保管されます。

*REMEMBERED_VALUE* Binary、
Varbinary

保管できる文字列のサイ
ズに制限がある場合があ
ります(Binary/Varbinaryは
最大32Kb)。制限があ
り、フィールド・サイズ
がその制限を超えた場合
は、FFCエラーです。制
限がないか、フィール
ド・サイズが制限未満の
場合は、レジストリに
Binaryとして保管されま
す。

PRECISION
数式に対してのみ使用し、RDMLコンパイラーによって生成される中間
作業フィールドに使用する精度を指定します。
数式の評価時に、RDMLコンパイラーはデフォルトで、中間作業フィー
ルドの精度を計算しようとします。この処理は、このパラメータが指定
されなかった場合や、デフォルト値が指定された場合に実行されます。
このロジックでは、先頭(または有効)桁の精度が優先されるため、場合
によっては、小数部の精度が失われることがあります。PRECISIONパラ
メータは、中間作業フィールドで必要な精度を手作業で指定するために
用意されています。
例えば、数値9,2と数値15,9を掛け合わせる場合、このロジックでは、一
方の数値(9,2)の先頭桁が7桁であると判断されます。そのため、中間計
算では、同じく先頭桁が7である15,8の作業フィールドが使用され、これ
によって小数部の精度が失われる可能性があります。
この問題を解決し、中間作業フィールドで強制的に定義済みの精度が使
用されるようにするには、PRECISIONパラメータを使用します。



このパラメータでは、2つの値を指定します。最初の値では、すべての
中間作業フィールドに保持する合計桁数(小数部を含む)を指定し、2番目
の値では、その合計桁数のうち小数点以下桁数は何桁かを指定します。
PRECISIONパラメータを指定するときは、合計桁数と小数点以下桁数の
両方を指定してください。
例えば、PRECISION(15	6)は、合計桁数が15桁で、そのうち6桁が小数点
以下であることを示します。すなわち、作業フィールドの先頭桁は9
桁、小数点以下は6桁です。
通常、必要な小数点以下桁数が、式に含まれるどのフィールドの小数点
以下桁数よりも小さい場合に、PRECISIONパラメータをコード化するこ
とは稀です。

参照
フィールド・タイプ

ROUND_UP
数式およびdatetime式に対してのみ使用し、FIELDパラメータで指定さ
れた結果フィールドに保管する前に、式の結果を「切り上げる」かどう
かを指定します。
このパラメータを指定しないか、値*NOを指定すると、結果フィールド
に収まらない小数部は切り捨てられます。
例えば、整数値3を整数値2で割り、その結果を整数フィールドに保管す
ると、結果は1になります。
ただし、ROUND_UPパラメータと適切なPRECISIONパラメータを使用
すれば、結果は整数値2になります。
PRECISIONパラメータは、必ずROUND_UPパラメータと組み合わせて
使用してください。こうすることで、式の評価に使用されるすべての中
間作業フィールドの小数点以下桁数が、FIELDパラメータで指定された
フィールドよりも1桁以上大きくなります。
関連する中間作業フィールドの小数点以下桁数が、FIELDパラメータで
指定されたフィールドより1桁以上大きくない場合、ROUND_UPパラ
メータは無視され、ROUND_UP(*NO)が指定されたかのように扱われま
す。
Datetimeフィールドの秒の小数部は0〜9です。長いDatetimeを短い
Datetimeに割り当てる場合、デフォルトでは、秒の小数部が切り捨てら
れます。ROUND_UPを指定すると、適切な場合に、秒の小数部が切り
上げられます。
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ROUND_UPパラメータを使用した場合、RPGの「四捨五入」機能を使
用した場合と同じ結果になります。実際、ROUND_UPパラメータを使
用すると、中間作業フィールドから(変換されたRPG内の)結果フィール
ドに最終的にマッピングするときに、(中間作業フィールドの小数点以
下桁数が結果フィールドより大きい場合は)RPGの「四捨五入」オプ
ションが使用されます。
「四捨五入」機能の仕組みの詳細については、適切なRPGマニュアルで
参照できます。

移植性に
関する考
慮事項

この値として*YESを指定する場合、プラットフォー
ム間で一貫性のある結果を得るために、適切な
PRECISION値を指定してください。この規則に従わ
ないと、コードを複数のプラットフォームに移植した
ときに、丸めた値にばらつきが生じる可能性がありま
す。

	



7.9.2	CHANGEについてのコメント/警告
									複数の変数をまとめて1つの式に変更する場合は、例AおよびBに示すように、フィール
ドの位置が結果に影響します。

Define	Field(#STD_NUMSV)	Reffld(#STD_NUM)
	

						例A：	#std_num	の値が値5、#std_numsvの値が6になります。
					Change	Field(#STD_NUM)	To(4)
					Change	Field(#STD_NUM	#STD_NUMSV)	To('#std_num	+	1')
	

						例B：	#std_numの値が5、#std_numsvの値が5になります。
					Change	Field(#STD_NUM)	To(4)
					Change	Field(#STD_NUMSV	#STD_NUM)	To('#std_num	+	1')
	

引用符の使用
									RDMLファンクションでは、最初の文字が数値のように見える(プラス(+)、マイナス(-
)、小数点、または数字で始まる)リテラルは、3つの単一引用符を使用した3重引用符で囲む
必要があります。例えば、以下のようになります。

					CHANGE	FIELD(#ADDRESS1)	TO('''1	Mount		ST''')
	
									RDMLXコードの場合：

									リテラルは、二重引用符で囲む必要があります。

											CHANGE	FIELD(#ADDRESS1)	TO("1	Mount		ST")
	
									値を割り当てるときは、リテラルを一重引用符または二重引用符で囲むことができま
す。

										#ADDRESS1	:=	'1	Mount		ST'
または
										#ADDRESS1	:=	"1	Mount		ST"
	



7.9.3	CHANGEの使用例
例1：フィールド#COUNTの値を1ずつ大きくします。
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
	
例2：フィールド#QUANTITYをフィールド#COUNTに加算します。
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	#QUANTITY')
	
例3：グループ#ORDERLINE内のすべてのフィールドをNULL値に変更
します。"NULL"値は、英数字フィールドの場合はブランク、数値
フィールドの場合は0です。
GROUP_BY			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*NULL)
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#ORDLIN)			TO(*NULL)
CHANGE					FIELD(#PRODUCT)		TO(*NULL)
CHANGE					FIELD(#QUANTITY)	TO(*NULL)
CHANGE					FIELD(#PRICE)				TO(*NULL)
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#ORDLIN)			TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#PRODUCT)		TO(*BLANKS)
CHANGE					FIELD(#QUANTITY)	TO(*ZERO)
CHANGE					FIELD(#PRICE)				TO(*ZERO)
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#ORDLIN)			TO(0)
CHANGE					FIELD(#PRODUCT)		TO('''	''')
CHANGE					FIELD(#QUANTITY)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#PRICE)				TO(0)
	
例4：グループ#ORDERLINE内のすべてのフィールドを、データ・ディ
クショナリで定義されているデフォルト値に変更します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)



CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*DEFAULT)
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#ORDLIN)			TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#PRODUCT)		TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#QUANTITY)	TO(*DEFAULT)
CHANGE					FIELD(#PRICE)				TO(*DEFAULT)
	
例5：フィールド#A、#B、および#Cのそれぞれに#QUANTITY×#PRICE
の結果が保持されるように変更します。
CHANGE					FIELD(#A	#B	#C)	TO('#QUANTITY	*	#PRICE')
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#A)	TO('#QUANTITY	*	#PRICE')
CHANGE					FIELD(#B)	TO('#QUANTITY	*	#PRICE')
CHANGE					FIELD(#C)	TO('#QUANTITY	*	#PRICE')
	
例6：フィールド#A、#B、および#Cのそれぞれに値1が保持されるよう
に変更します。
CHANGE					FIELD(#A	#B	#C)	TO(1)
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#A)	TO(1)
CHANGE					FIELD(#B)	TO(1)
CHANGE					FIELD(#C)	TO(1)
	
例7：フィールド#Aおよび#Bに'#A	+	1'の結果が保持されるように変更し
ます。
CHANGE					FIELD(#A	#B)	TO('#A	+	1')
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#A)	TO('#A	+	1')
CHANGE					FIELD(#B)	TO('#A	+	1')
	
結果的な#Aおよび#Bの値が同じにならないことに注意してください。



この例では、#Bの値は、#Aより1だけ大きくなります。
これは必ずしも間違いではありませんが、予期される結果ではない場合
もあります。#Aと#Bの値を同じ値(#A	+	1)にするには、以下のいずれか
の方法を使用してください。
CHANGE					FIELD(#B	#A)	TO('#A	+	1')
	
これは以下の例と同じです。
CHANGE					FIELD(#B)	TO('#A	+	1')
CHANGE					FIELD(#A)	TO('#A	+	1')
	
あるいは
CHANGE					FIELD(#A)	TO('#A	+	1')
CHANGE					FIELD(#B)	TO(#A)
	



7.10	CHECK_FOR
CHECK_FORコマンドは、特定のファイルにレコードが存在しているか
どうかを検査するために使用します。

移植性に関する
考慮事項

パラメータIN_FILEを参照してください。

参照
CHECK_FORのパラメータ
CHECK_FORについてのコメント/警告
CHECK_FORの使用例
																																																									必須
	
		CHECK_FOR	----	INFILE	-------	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
													>--	WITH_KEY	-----	キー・フィールド値	--------------->
																																拡張可能なグループ式						
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN	
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	NOT_FOUND	----	*NEXT	-------------------------->
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	----------------------------|
																																*YES
	



7.10.1	CHECK_FORのパラメータ
IN_FILE
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
NOT_FOUND
VAL_ERROR
WITH_KEY

IN_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、そのフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからな
かった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
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デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが打ち切られ、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSの処理を続行することもできます
が、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され
ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
ます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ



グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが打ち切られ、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは打ち切られ、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

NOT_FOUND
WITH_KEYパラメータで指定されたキーと一致するキーを持つレコード
がファイルで見つからなかった場合に実行する処理を指定します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、制御が呼び出しルーチンに戻されます
(RETURNコマンドを実行した場合と同じです)。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

ISSUE_MSG
「見つからない」メッセージを自動的に発行するかどうかを指定しま
す。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ
セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目、またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表
示されます。



7.10.2	CHECK_FORについてのコメント/警告
									CHECK_FORコマンドは、ファイル内のフィールドをRDMLプログラムに読み込みませ
ん。指定されたキーを持つレコードが、指定されたファイルに実際に存在するかどうかを検
査するだけです。フィールドをプログラムに読み込む場合は、FETCHコマンドまたは
SELECTコマンドを使用してください。



7.10.3	CHECK_FORの使用例
例1：ファイルCUSMST内に、フィールド#CUSNUMの現行値と一致す
るキーを持つレコードが存在するかどうかを検査します。
CHECK_FOR			IN_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSNUM)

IF_STATUS			IS_NOT(*EQUALKEY)
ABORT							MSGTXT('Customer	not	found	in	customer	master')
ENDIF
	
どのような場合に、CHECK_FORコマンドによって返される状況が、よ
り一般的な*OKAYではなく、*EQUALKEYまたは*NOTEQUALKEYにな
るかに注意してください。
	

例2：指定された税コードを有効な税コードのテーブルと照合します。
テーブルと照合する最初のキーとして、税区分(この例では常に所得税)
を指定します。
CHECK_FOR			IN_FILE(TAXTAB)	WITH_KEY('INCOME'	#TAXCDE)
	
IF_STATUS			IS_NOT(*EQUALKEY)
MESSAGE					MSGTXT('Tax	code	specified	not	valid	for	income	tax')
ENDIF
	



7.11	CLOSE
CLOSEコマンドは、FILEパラメータで指定されたデータベース・ファ
イルを閉じるために使用します。個々のファイルを閉じることも、この
コマンドの発行時に開いていたファンクションのすべてのファイルを閉
じることもできます。

参照
CLOSEのパラメータ
CLOSEについてのコメント/警告
CLOSEの使用例
																																																									任意指定
	
		CLOSE	--------	FILE----------	*ALL						.	*FIRST			----------->
																																ファイル名	.	ライブラリ名
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	-------------------------|
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	



7.11.1	CLOSEのパラメータ
ファイル
IO_ERROR
IO_STATUS

FILE
閉じるファイルを指定します。個々のファイルを選択することも、デ
フォルト値*ALLを指定することもできます。詳細については、「I/Oコ
マンドでのファイル名の指定」を参照してください。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからな
かった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが打ち切られ、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSの処理を続行することもできます
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が、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。



7.11.2	CLOSEについてのコメント/警告
									ファイルに対するOPENおよびCLOSEコマンドについての考慮事項の詳細については、
OPENコマンドのセクションを参照してください。

									通常、RDMLプログラムで特定のOPENまたはCLOSEコマンドをコード化する必要はあ
りません。デフォルトでは、ファイルを開いたり閉じたりする操作は、LANSAによって自動
的に行われます。CLOSEコマンドは、LANSAがファイルの開閉に使用するデフォルトの方法
を変更する場合のみ使用します。



7.11.3	CLOSEの使用例
例1：顧客マスター・ファイルCUSTMSTを閉じます。
CLOSE							FILE(CUSTMST)
	
例2：このコマンドの実行時点でアクティブになっているすべてのファ
イルを閉じます。
CLOSE
	
例3：データをクリアするには、一時作業ファイルを閉じる必要があり
ます。
CLOSE							FILE(WORKFILE.QTEMP)
EXEC_CPF				COMMAND('CLRPFM	FILE(QTEMP/WORKFILE)')
	



7.12	CLR_LIST
CLR_LISTコマンドは、リストのすべての項目をクリアするために使用
します。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
CLR_LISTのパラメータ
CLR_LISTの使用例
																																																									任意指定
	
		CLR_LIST	-----	NAMED	--------	*FIRST	-------------------------|
																																リスト名
	



7.12.1	CLR_LISTのパラメータ
NAMED
クリア対象のリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リスト
または作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。



7.12.2	CLR_LISTの使用例
以下は、CLR_LISTコマンドの例です。
#ORDERLINEというリストのすべての項目をクリアします。
CLR_LIST			NAMED(#ORDERLINE)
	



7.13	COMMIT
COMMITコマンドは、オペレーティング・システムの「コミット」操作
を発行するために使用します。コミット操作を実行すると、コミットさ
れていないすべての変更がデータベースにコミットされます。
このコマンドを使用する前に、IBM	iのコミット制御処理の詳細につい
て、IBM提供の適切なマニュアルを参照してください。
また、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「コミット制御を使用する」を
読むことをお勧めします。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAを使用している場合は、
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」を参照してくださ
い。

参照
COMMITのパラメータ
COMMITの使用例
		COMMIT	-----	パラメータはありません	-----------------------------------|
	

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10060.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnbe_0060.htm


7.13.1	COMMITのパラメータ
COMMITコマンドには、パラメータはありません。



7.13.2	COMMITの使用例
ユーザーに注文の明細を入力するよう要求し、コミット操作を発行する
前に、その注文の頭書きと関連するすべての行をデータベースに書き込
みます。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
SET_MODE			TO(*ADD)
INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(20)
REQUEST				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	
INSERT					FIELDS(#ORDERHEAD)	TO_FILE(ORDHDR)
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)
INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	
COMMIT
	

(例えば)	4行目の明細行の書き込み中にファンクションが失敗した場合
は、自動ロールバックが発行されます。これにより、注文の頭書きと作
成済みのすべての明細行がファイルでロールバックされます。



7.14	CONDCHECK
CONDCHECKコマンドは、条件または式を評価することによってフィー
ルドを検査します。

参照
CONDCHECKのパラメータ
CONDCHECKについてのコメント/警告
CONDCHECKの使用例
BEGINCHECK
CALLCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
FILECHECK
RANGECHECK
VALUECHECK
																																																										必須
	
		CONDCHECK	----	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	COND	---------	条件	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IF_TRUE	------	*NEXT	-------------------------->
																																*ERROR
																																*ACCEPT
	
													>--	IF_FALSE	-----	*ERROR	------------------------->
																																*NEXT
																																*ACCEPT
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	DCU0004	------------------------>
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|



																														|	拡張可能なグループ式					|
																															---------	最大20	----------------	
	



7.14.1	CONDCHECKのパラメータ
COND
FIELD
IF_FALSE
IF_TRUE
MSGID
MSGDTA
MSGF
MSGTXT

FIELD
検査に関連付けるフィールドの名前を指定します。

COND
"true"または"false"として評価する条件または式を指定します。

IF_TRUE
CONDパラメータの条件に適合していることが判明した場合に実行する
アクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

IF_FALSE



CONDパラメータの条件に適合していないことが判明した場合に実行す
るアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内



の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.14.2	CONDCHECKについてのコメント/警告
									CONDCHECKコマンドは、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブロック内にコード
化する必要があります。詳細については、これらのコマンドのセクションを参照してくださ
い。



7.14.3	CONDCHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
CONDCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
CONDCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
*									<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
*										<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
	
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)



ENDUNTIL			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
CONDCHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、メイン・プログラム・ブロック内でCONDCEHECKコマンド
を使用して、一連の条件に適合しているかフィールド値を検査する方法
を示しています。ここで、新しい社員の給与を部門の現行給与に加算
し、その結果が給与予算内に収まるかどうかを検査します。
DEFINE					FIELD(#NEWSALARY)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('New	Salary')	
DEFINE					FIELD(#TOTSALARY)	REFFLD(#SALARY)	DEFAULT(0)
DEFINE					FIELD(#BUDGET)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('Budget')	
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#NEWSALARY)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#DEPTMENT	#BUDGET	#EMPNO	#NEWSALARY)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO(*DEFAULT)
											
SELECT					FIELDS(#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO('#TOTSALARY	+	#SALARY')
ENDSELECT		
											
BEGINCHECK	
CONDCHECK		FIELD(#NEWSALARY)	COND('(#NEWSALARY	+	#TOTSALARY)	<=	#BUDGET')	MSGTXT('New	salary	causes	Department	budget	to	be	exceeded')
ENDCHECK			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)



END_LOOP
	
新しい社員の給与をその部門における既存の給与合計に加算した結果が
給与予算を超過する場合は、CONDCHECKコマンドで定義されたメッ
セージが発行され、プログラム制御が、直前に表示されていた画面に戻
されます。この例では、直前に表示されていた画面はREQUEST画面で
す。

CONDCHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実
行する

この例は、サブルーチン内でCONDCHECKコマンドを使用して、一連の
条件に適合しているかフィールド値を検査する方法を示しています。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。このサブルーチンでは、新しい社員の給与をその部門に
おける既存の給与合計に加算しても、給与予算内に収まるかどうかを検
査します。この条件に適合しない場合、CONDCHECKコマンドで定義さ
れたメッセージが発行され、DOUNTILループが再実行されます。この
条件に適合している場合は、DOUNTILループが終了し、検証済みの入
力データの処理が実行されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEFINE					FIELD(#NEWSALARY)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('New	Salary')	
DEFINE					FIELD(#TOTSALARY)	REFFLD(#SALARY)	DEFAULT(0)
DEFINE					FIELD(#BUDGET)	REFFLD(#SALARY)	LABEL('Budget')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#NEWSALARY)
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#DEPTMENT	#BUDGET	#EMPNO	#NEWSALARY)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO(*DEFAULT)
SELECT					FIELDS(#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST1)	WITH_KEY(#DEPTMENT)



CHANGE					FIELD(#TOTSALARY)	TO('#TOTSALARY	+	#SALARY')
ENDSELECT		
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
CONDCHECK		FIELD(#NEWSALARY)	COND('(#NEWSALARY	+	#TOTSALARY)	<=	#BUDGET')	MSGTXT('New	salary	causes	Department	budget	to	be	exceeded')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
												
ENDROUTINE
	



7.15	CONTINUE
CONTINUEコマンドは、ループ変更コマンドです。このコマンドが含ま
れるループ構造の次の反復処理を直ちに実行します。
CONTINUE/LEAVEコマンドは、あらゆるループ・コマンド内で動作し
ます。

参照
CONTINUEのパラメータ
CONTINUEについてのコメント/警告
CONTINUEの使用例
BEGIN_LOOP
DOUNTIL
DOWHILE
LEAVE
SELECT
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		CONTINUE	----------------------------------------------------->	
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
																																																																		
													>--	IF	-----------	'条件'	--------------------|	
	



7.15.1	CONTINUEのパラメータ
IF
任意で、CONTINUEを実行するかどうかを判断するための条件を指定し
ます。指定しない場合、CONTINUEは直ちに実行されます。詳細につい
ては、「条件および式の指定」を参照してください。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


7.15.2	CONTINUEについてのコメント/警告
									CONTINUEループ変更コマンドは、RDMLループ構造SELECT/ENDSELECT、
SELECTLIST/ENDSELECT、SELECT_SQL/ENDSELECT、DOWHILE/ENDWHILE、
DOUNTIL/ENDUNTIL、およびBEGIN_LOOP/END_LOOPにのみ適用されます。

CONTINUEコマンドは、以下のように動作します。
	------>		ループコマンド開始
|
	------			CONTINUE
	
								ループコマンド終了
	



7.15.3	CONTINUEの使用例
BEGIN_LOOPループ内でCONTINUEを使用する
SELECT内でCONTINUEを使用する
BEGIN_LOOPループ内でCONTINUEを使用する
この例は、BEGIN_LOOPループ内でCONTINUEコマンドを使用する方
法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROSWE)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTMENT)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO)	BROWSELIST(#EMPBROSWE)
FETCH						FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTMENT)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
											
IF_STATUS		IS_NOT(*OKAY)
MESSAGE				MSGTXT('That	employee	could	not	be	found!')
CONTINUE			
ENDIF						
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROSWE)
END_LOOP
	
要求された社員番号が見つからない場合、メッセージが発行され、
CONTINUEコマンドによってプログラム制御がADD_ENTRYコマンドに
スキップし、REQUESTコマンドでループの先頭に戻ります。
SELECT内でCONTINUEを使用する
この例は、SELECTループ内でCONTINUEコマンドを使用する方法を示
しています。この例では、追加のユーザー・ファンクション・キーを使
用して、選択したレコードを表示したり、必要に応じて削除したりでき
ます。
DEF_COND			NAME(*DROPPED)	COND('#IO$KEY	=	''09''')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#SECTION	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
DEF_LIST			NAME(#EMPSELECT)	FIELDS(#SECTION	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
											
SELECT					FIELDS(#EMPBROWSE)	FROM_FILE(PSLMST)
DISPLAY				FIELDS(#SECTION	#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)	USER_KEYS((09	'Drop'))
CONTINUE			IF(*DROPPED)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)



ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPSELECT)
ENDSELECT		
DISPLAY	BROWSELIST(#EMPSELECT)
	



7.16	DATECHECK
DATECHECKコマンドは、日付フィールドが、5つの可能な形式のいず
れかに対して有効かどうかを検査するために使用します。また、日付
が、現在日から特定日数だけ前および/または後までの期間内にあるか
どうかを検査することもできます。

参照
DATECHECKのパラメータ
DATECHECKについてのコメント/警告
DATECHECKの使用例
BEGINCHECK
CALLCHECK
CONDCHECK
ENDCHECK
FILECHECK
RANGECHECK
VALUECHECK
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		DATECHECK	----	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->	
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
																																																																		
													>--	IN_FORMAT	----	*SYSFMT	------------------------>	
																																*DDMMYY																											
																																*MMDDYY																											
																																*YYMMDD																											
																																*DDMMYYYY																									
																																*YYYYMMDD																									
																																*YYYYDDMM																									
																																*YYMM																													
																																*MMYY																													
																																*MMDDYYYY																									
																																*YYYYMM																											
																																*MMYYYY																											
																																*SYSFMT8																									
																																																																		
													>--	BEFORE	-------	9999999	------------------------>	
																																数値																					
																																																																		
													>--	AFTER	--------	9999999	------------------------>	



																																数値																					
																																																																		
													>--	IF_VALID	-----	*NEXT	-------------------------->	
																																*ERROR																												
																																*ACCEPT																											
																																																																		
													>--	IF_INVALID	---	*ERROR	------------------------->	
																																*NEXT																													
																																*ACCEPT																											
																																																																		
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->	
																																メッセージ・テキスト																						
																																																																		
													>--	MSGID	--------	DCU0006	------------------------>	
																																メッセージ識別子																
																																																																		
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->	
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名							
																																																																		
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|	
																													|		拡張可能なグループ式					|	
																														-----	-----	最大20	---------------		
																																																																		



7.16.1	DATECHECKのパラメータ
AFTER
BEFORE
FIELD
IF_INVALID
IF_VALID
IN_FORMAT
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

FIELD
検査対象のフィールドの名前を指定します。タイプAlpha、Packed、
Signed、Date、またはDatetimeのフィールドのみを指定できます。その
他のタイプのフィールドを指定することはできません。

IN_FORMAT
予期される日付の形式を指定します。指定できる値は、*SYSFMT、
*DDMMYY、*MMDDYY、*YYMMDD、*DDMMYYYY、
*YYYYMMDD、*YYYYDDMM、*YYMM、*MMYY、
*MMDDYYYY、*YYYYMM、*MMYYYY、*SYSFMT8です。
デフォルト値*SYSFMTを指定すると、要求される日付形式として、オ
ペレーティング・システムの「システム変数」QDATFMTで指定された
日付形式が使用されます。システム値QDATFMTの詳細については、
IBM提供の適切なマニュアルを参照してください。
タイプDateまたはDatetimeのフィールドを指定した場合、これらのタイ
プのフィールドは常にISO形式であるため、このパラメータに意味がな
くなります。そのため、このパラメータで*SYSFMT以外の値を指定す
ると、形式が無視されることを示すFFC警告が表示されます。

BEFORE
この日付が有効な、現在日より前の日数を指定します。日数を指定しな
い場合は、値9999999が使用されます。

AFTER



この日付が有効な、現在日より後の日数を指定します。日数を指定しな
い場合は、値9999999が使用されます。

IF_VALID
フィールドが、指定された形式の有効な日付で、関連付けられたすべて
の範囲検査に合格した場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

IF_INVALID
日付が、指定された形式の有効な日付でなはいか、関連付けられたいず
れかの範囲検査に失敗した場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
みなされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ



フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。



このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.16.2	DATECHECKについてのコメント/警告
									比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁である必要がありま
す。ユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、YYMMDD、MMYY)の場合、システム定
義データ・エリアから世紀の値が検索されます。指定された年がデータ域内の年と比較さ
れ、指定年が比較年よりも小さいか等しい場合、比較年未満が使用されます。指定年が比較
年よりも大きい場合は、比較年より大きい方が使用されます。



7.16.3	DATECHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
DATECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
DATECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
											<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
											<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)



ENDUNTIL			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
DATECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、メイン・プログラム・ブロック内でDATECHECKコマンドを
使用して、日付フィールドの妥当性を検査する方法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
										
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#STARTDTE)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
											
BEGINCHECK	
DATECHECK		FIELD(#STARTDTE)	IN_FORMAT(*DDMMYY)	BEFORE(30)	AFTER(0)	MSGTXT('Start	date	is	not	in	the	right	format	or	not	in	the	last	month')
ENDCHECK			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP
	

#STARTDTEがDDMMYYの形式でなく、現在日の前後30日以内の日付で
ない場合、DATECHECKコマンドで定義されたメッセージが発行され、
プログラム制御が、直前に表示されていた画面に戻されます。この例で
は、直前に表示されていた画面はREQUEST画面です。
DATECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

この例は、サブルーチン内でDATECHECKコマンドを使用して、日付



フィールドの妥当性を検査する方法を示しています。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。このサブルーチンでは、#STARTDTEがDD/MM/YYの形
式かどうか、また現在日より30日前の日付から現在日までの期間にある
かどうかが検査されます。この条件に適合しない場合、DATECHECKコ
マンドで定義されたメッセージが発行され、DOUNTILループが再実行
されます。#STARTDTEの形式と値が正しい場合は、DOUNTILループが
終了し、検証済みの入力データが処理されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#STARTDTE)
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#STARTDTE)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
DATECHECK		FIELD(#STARTDTE)	IN_FORMAT(*DDMMYY)	BEFORE(30)	AFTER(0)	MSGTXT('Start	date	is	not	in	the	right	format	or	not	in	the	last	month')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
											
ENDROUTINE
	



7.17	DEF_ARRAY
DEF_ARRAYコマンドは、RDMLファンクション内で配列構造を定義す
るために使用します。
このコマンドで作成された配列は、以下の目的に使用できます。
1.			最大1000個の同一フィールドを連続した記憶域にグループ化しま
す。これにより、これらのうち任意のフィールドに対して「索引によ
る」参照を行えるようになります。これを行うには、OF_FIELDSパラ
メータを使用します。このパラメータは、RDMLXフィールドでサ
ポートされる唯一のオプションです。オブジェクトがRDMLXに対応
していない場合、フィールド数は100個に制限されます。

2.			大きなフィールドを配列構造でオーバーレイします。これにより、
その大きなフィールド内の個々の領域に対して「索引による」参照を
行えるようになります。これを行うには、OVERLAYINGパラメータ
を使用します。RDMLXフィールドを使用している場合、このオプ
ションはサポートされません。

このコマンドにより、LANSAアプリケーションで配列が完全にサポー
トされます。
ただし、リレーショナル・データベースの設計の観点では、データベー
ス・ファイル内で配列構造を使用することが最善の長期戦略とは見なさ
れないことに注意してください。
この機能は、現実に対する譲歩として用意されているものです。ファイ
ル内で配列構造を使用すると、完全に正規化されたリレーショナル・
データベース設計よりシステム・パフォーマンスが向上します。
ただし、この機能があるからといって、データベース設計で配列構造を
使用することを推奨しているわけではありません。
ハードウェア・リソースで許容されていれば、完全なリレーショナル設
計を行うことで、常に、より簡潔で、使用と保守が容易で、長期的に使
用できるソリューションを生み出すことができます。

参照
DEF_ARRAYのパラメータ
DEF_ARRAYについてのコメント/警告
DEF_ARRAYの使用例
																																																									必須
	
		DEF_ARRAY	----	NAME	---------	#配列名	----------------->



	
													>--	INDEXES	------	#索引フィールド名	-------------->
																													|																				|
																														-----	最大50	-------
	
													>--	OF_FIELDS	----	#フィールド名	-------------------->
																													|		拡張可能なグループ式				|
																														----------	最大100	--------------	
																	--	または	--
	
													>--	OVERLAYING	---	#フィールド名	--	開始位置	-->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	TYPE	---------	*CHAR	*DEC	*PACKED	*SIGNED	----->
	
													>--	TOT_ENTRY	----	合計項目数(1〜9999)	--------->
	
													>--	ENTRY_LEN	----	項目の長さ	(1〜256)	----------->
	
													>--	ENTRY_DEC	----	小数点以下桁数(0〜9)	-------|
	



7.17.1	DEF_ARRAYのパラメータ
ENTRY_DEC
ENTRY_LEN
INDEXES
NAME
OF_FIELDS
OVERLAYING
TOT_ENTRY
TYPE

NAME
配列に付ける名前を指定します。配列名を付ける際の警告およびコメン
トを以下に示します。

									名前の先頭文字は、標準の"#"記号でなければなりません。

									名前は、2〜4文字("#"を含む)で指定できます。

									2番目の文字は、英字でなければなりません。

									それ以降の文字は、英字または1、2、3、4、5、6、7、8、9、0、$のいずれかでなけれ
ばなりません。

									ファンクションと強化されたすべてのインパクト分析機能の間で行われる配列データの
交換を促進するために、アプリケーション・システムで使用する配列命名規則を策定するこ
とを強くお勧めします。

									以下の名前は予約済みのため使用しないでください。

									"@"記号を含む名前

									埋め込み"#"記号を含む名前

									"MVR"、"CMK"、"RIM"、または"GEN"を含む名前

									配列名として'TAB'を使用することはできません。

INDEXES
配列内の個々の要素を参照するための索引として使用する数値フィール
ドの名前を指定します。
索引名は、少なくとも1つ指定する必要があり、最大50個まで指定でき
ます。
配列索引フィールド名を付ける際の警告およびコメントを以下に示しま
す。

									名前の先頭文字は、標準の"#"記号でなければなりません。



									名前は、3文字("#"を含む)でなければなりません。

									2番目の文字は、英字でなければなりません。

									3番目の文字は、英字または1、2、3、4、5、6、7、8、9、0、$のいずれかでなければな
りません。

									配列索引フィールドは数値フィールド(パック10進数または符号付き)で、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリのいずれかで定義されていなければなりませ
ん。

									配列索引フィールドとしてRDMLXフィールドを使用することはできません。

									以下の名前は予約済みのため使用しないでください。

									"@"記号を含む名前

									埋め込み"#"記号を含む名前

データ・ディクショナリにいくつかの標準配列索引名を定義し、すべて
のプログラムで使用できるようにしておくことを強くお勧めします。少
なくとも、以下の索引フィールドを定義することをお勧めします。
																																																																													

名前 タイプ 長さ 小数点以下桁数

II P 7 0

JJ P 7 0

KK P 7 0

LL P 7 0

MM P 7 0

NN P 7 0

桁数を節約して値2や3にすることは避けてください。後で問題が生じま
す。
(いかなる状況でも)配列索引フィールドで他のフィールドをオーバーレ
イしたり、他のフィールドで配列索引フィールドをオーバーレイしない
でください。

OF_FIELDS
この配列から索引によって参照できるように、連続した記憶域にグルー
プ化する1〜100個のフィールドを指定します。
すべてのフィールドは、タイプ、長さ、および小数点以下桁数が同じで
ある必要があります。このパラメータでは、拡張可能なグループ式を使



用できます。どのフィールドにもASQN属性が割り当てられていない
か、すべてのフィールドにASQN属性が割り当てられている必要があり
ます。
DEFINEまたはOVERRIDEコマンドのTO_OVERLAYパラメータを使用し
て、このパラメータで指定するフィールド自体で他のフィールドをオー
バーレイしないでください。
特定のDEF_ARRAYコマンドのOF_FIELDSパラメータで指定したフィー
ルドは、他のDEF_ARRAYコマンドのOF_FIELDSパラメータで指定でき
ません(すなわち、1つのフィールドは1つの配列にのみ定義できます)。
長さが256以下であっても、RDMLXフィールドには#xxx#ARRAYフィー
ルドが自動的に定義されません。
上記の規則に従わないと、予期しない結果になる可能性があります。
OF_FIELDSパラメータとOVERLAYINGパラメータは、相互に排他的で
す。いずれか一方を指定してください。両方を指定することはできませ
ん。

OVERLAYING
この配列で完全または部分的にオーバーレイするフィールドの名前を指
定します。RDMLXフィールドをオーバーレイすることはできません。
また、RDMLXフィールドで他のフィールドをオーバーレイすることも
できません。
完全なオーバーレイが必要な場合は、配列の合計長さ(バイト数)とオー
バーレイするフィールドの合計長さ(バイト数)が同じでなければなりま
せん。
部分的なオーバーレイが必要な場合は、配列の合計長さ(バイト数)が、
オーバーレイするフィールドの合計長さ(バイト数)より短くてもかまい
ません。
このパラメータの任意指定の開始位置コンポーネントを使用すると、配
列で、オーバーレイするフィールドのコンポーネントのみを部分的に
オーバーレイすることができます。
必要なオーバーレイが完全か部分的かを問わず、オーバレイするフィー
ルドの終了位置を越える配列を定義しないでください。このルールが守
られないと、予期しない結果を招きます。
DEFINEまたはOVERRIDEコマンドのTO_OVERLAYパラメータを使用し
て、このパラメータで参照されるフィールド自体で他のフィールドを
オーバーレイしないでください。



OVERLAYINGパラメータとOF_FIELDSパラメータは、相互に排他的で
す。いずれか一方を指定してください。両方を指定することはできませ
ん。

TYPE
配列内で使用するデータ記憶域のタイプを指定します。有効なタイプは
以下のとおりです。

*CHAR 配列に文字または英数字データが保管されま
す。LANSAディクショナリ・タイプ"A"に相
当します。

*PACKED/*DEC 配列にパック10進数データが保管されます。
LANSAディクショナリ・タイプ"P"に相当し
ます。

*SIGNED 配列に符号付きまたはゾーン10進数データが
保管されます。LANSAディクショナリ・タイ
プ"S"に相当します。

OF_FIELDSパラメータを使用するときは、このパラメータを指定しない
でください。このパラメータの値は、OF_FIELDSパラメータで指定され
たフィールドのタイプから自動的に導き出されます。

TOT_ENTRY
配列に保持する項目の合計数を指定します。有効な値は、1〜9999の整
数値です。
OF_FIELDSパラメータを使用するときは、このパラメータを指定しない
でください。このパラメータの値は、OF_FIELDSパラメータで指定され
たフィールド数から自動的に導き出されます。

ENTRY_LEN
配列内にある個々の項目の合計長さを指定します。
タイプ*CHAR配列の場合、この値は1〜256の整数でなければなりませ
ん。
タイプ*DEC、*PACKED、および*SIGNED配列の場合、この値は1〜30
の整数でなければなりません。ここで指定する値は、数値フィールドに
保持される合計桁数です。パック10進数フィールドの場合、この値は、
配列の各項目がメモリー内で占有するバイト数を表しません。
OF_FIELDSパラメータを使用するときは、このパラメータを指定しない



でください。このパラメータの値は、OF_FIELDSパラメータで指定され
たフィールドの長さから自動的に導き出されます。

ENTRY_DEC
配列の各数値項目に保持される小数点以下桁数(桁数であって、バイト
数ではない)を指定します。
タイプ*CHAR配列の場合、この値は無視されます。
タイプ*DEC、*PACKED、および*SIGNED配列の場合、この値は0〜9の
整数でなければなりません。
OF_FIELDSパラメータを使用するときは、このパラメータを指定しない
でください。このパラメータの値は、OF_FIELDSパラメータで指定され
たフィールドの小数点以下桁数から自動的に導き出されます。



7.17.2	DEF_ARRAYについてのコメント/警告
配列機能を適切に使用するには、IBM	iにおける文字、パック10進数、
および符号付き/ゾーン10進数のデータ保管形式について理解しておく
必要があります。
配列を定義すると、ユーザー自身がDEFINEコマンドで定義したかのよ
うに、さまざまなフィールドが自動的にファンクションに定義されま
す。
RDMLXフィールドをオーバーレイすることはできません。また、
RDMLXフィールドで他のフィールドをオーバーレイすることもできま
せん。
以下の例では、#VAL01、#VAL02、および#VAL03がすべて長さ7桁、小
数点以下桁数2桁のパック10進数フィールドであるとします。
DEF_ARRAY	NAME(#VAL)	INDEXES(#II	#JJ)	OF_FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
	
これにより、以下の「フィールド」がファンクションに定義されます。

									#VAL#IIという(7,2)のパック10進数フィールド。このフィールドにより、索引#IIを使用
して配列#VALに対して索引による参照を行うことができます。

									#VAL#JJという(7,2)のパック10進数フィールド。このフィールドにより、索引#JJを使用
して配列#VALに対して索引による参照を行うことができます。

また、RANGECHECKやSET_ERRORなどのデータ妥当性検査コマンドから#VAL#IIまたは
#VAL#JJを参照すると、関連付けられたOF_FIELDフィールドにエラーが設定されます。

例：

									CHANGE	FIELD(#II)	TO(3)
									SET_ERROR	FOR_FIELD(#VAL#II)
	
									CHANGE	FIELD(#JJ)	TO(1)
									SET_ERROR	FOR_FIELD(#VAL#JJ)
	
									DISPLAY	FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
	

				上記のように指定した場合、SET_ERRORコマンドにより、フィール
ド#VAL01および#VAL03にエラー・フラグが設定されるため、これら
のフィールドは反転表示されます。

									これらの要素フィールド#VAL#IIおよび#VAL#JJは、ほぼすべてのコマンドで個別の
フィールドとして参照できます。ただし、以下の場所では使用できません。



									画面パネル上。DISPLAY	FIELDS(#VAL#II)は形式に関わらず無効です。使用すると、コ
ンパイルに失敗します。同様に、ブラウズ・リストに含めることもできません。ただし、作
業リストには挿入できます。

									EXEC_OS400またはEXEC_CPFコマンド内。代わりに中間作業フィールドを使用してく
ださい。詳細については、以下の例を参照してください。

									デバッグ・モードで。デバッグ機能では、#VAL#IIを直接表示することはできません。

									データベース操作で。以下のコード・セクションは等価ではありません。2番目の操作
では、結果が生成されません。

													FETCH	FIELDS(#VAL01)	FROM_FILE(.....)
	
													および			CHANGE	#II	1
													FETCH	FIELDS(#VAL#II)	FROM_FILE(.....)
	

#VAL#ARRAYという長さ12文字の文字フィールド。このフィールドで
は、配列#VALが文字形式ですべて表されます。この場合、3	*	P(7,2)で
は12バイトの記憶域が使用されます。このフィールドが自動的に定義さ
れるのは、配列の長さの合計が256バイト以下の場合のみです。
この完全な配列フィールド#VAL#ARRAYは、以下の処理に使用できる
ため非常に便利です。

									配列全体を交換リストによって別のファンクションに、またはパラメータによって3GL
プログラムに渡すことができます。当然、他方のファンクション内の配列名が同じで、その
他すべての点についても同じである必要があります。また、交換リスト域全体が2Kバイトに
過ぎないことを覚えておいてください。

									デバッグ・モードで、配列全体の内容を表示できます。

									英数字配列を1つのコマンドで初期化できます。

									画面パネルまたはレポートに表示できます。ただし、実際の配列の内容がパック10進数
データの場合は、ワークステーション装置エラーが発生する可能性があります。

									作業リストに挿入できるため、2次元の配列処理が促進されます。1つの「索引」は作業
リストの項目番号、もう1つは実際の配列項目索引です。

									プログラム内では、#VAL#II、#VAL#JJ、#VAL#ARRAYなどのフィールドは実フィール
ドであるため、OVERRIDEコマンドでその属性をオーバーライドすることが可能です。長さ
や小数点以下桁数をオーバーライドしないでください。

									RDMLファンクションをRPGコードに変換するときに、最大40個の配列をLANSAで定義
して、プログラム処理を促進することができます。配列の数とタイプは、RDMLファンク
ションの複雑さと、RDMLファンクションで使用される機能によって決まります。

									また、グループ、リスト、データベース操作、または画面パネルの対話ごとに、追加の
配列が定義されます。

									1つのRPGプログラムで使用できる配列数は200個に制限されます。

									RDMLプログラムが自動的に使用する実際の配列数はコンパイル時まで予測できないた



め、各ファンクションで定義する配列数が50〜100個を超えないようにしてください。1つの
RDMLファンクション内では、配列数×索引数が100以下になるようにしてください。



7.17.3	DEF_ARRAYの使用例
以下は、DEF_ARRAYコマンドの例です。
例1：データ・ディクショナリに、VAL01、VAL02、およびVAL03とい
う、長さ7桁、小数点以下桁数2桁の3つのパック10進数フィールドが保
持されています。
これらのフィールドを#VALという1つの配列にグループ化し、この配列
をフィールド#IIで索引付けします。
DEF_ARRAY	NAME(#VAL)	INDEXES(#II)	OF_FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
	
例2：配列#VALを使用して、3つの値をすべて入力するようユーザーに
要求し、入力された値がすべて7〜42の範囲にあるかどうかを検査しま
す。
DEF_ARRAY	NAME(#VAL)	INDEXES(#II)	OF_FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
	
REQUEST			FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
	
BEGINCHECK
				BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(3)	USING(#II)
				RANGECHECK	FIELD(#VAL#II)	RANGE((7	42))
				END_LOOP
ENDCHECK
	
この例は、データ妥当性検査コマンドVALUECHECK、
RANGECHECK、FILECHECK、DATECHECK、CONDCHECK、
CALLCHECK、およびSET_ERRORによって、配列項目(#VAL#II)だけで
なく、基となるフィールド#VAL01、#VAL02、または#VAL03	(#IIの現行
値によって異なる)に対してもエラーを設定する方法を示しています。
例3：#VALを使用して、ユーザーに3つの値をすべて入力するよう要求
し、すべての値を10	%増加させ、その合計をユーザーに表示します。
DEF_ARRAY	NAME(#VAL)	INDEXES(#II)	OF_FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
REQUEST			FIELDS(#VAL01	#VAL02	#VAL03)
CHANGE		FIELD(#RESULT)	TO(0)
BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(3)	USING(#II)
CHANGE		FIELD(#VAL#II)	TO('#VAL#II	*	1.10')
CHANGE		FIELD(#RESULT)	TO('#RESULT	+	#VAL#II')
END_LOOP



DISPLAY	FIELDS(#RESULT)
	
例4：データ・ディクショナリに、#LIBLSTという、長さ50桁の英数字
フィールドが保持されています。このフィールドは、実際には、1つの
長いフィールドに保管された最大5個のライブラリ名から成る「配列」
です。
このフィールド内の個々のライブラリ名を簡単に参照できるよう配列を
定義します。
DEF_ARRAY	NAME(#LIB)	TYPE(*CHAR)	TOT_ENTRY(5)	ENTRY_LEN(10)	INDEXES(#JJ)	OVERLAYING(#LIBLST	1)
	
例5：フィールド#LIBLSTをファイルUSERDETから取得し、画面上に5
つの個別フィールドとして表示し、妥当性検査を実行して、データベー
スを更新できるようプログラムを作成します。
DEF_ARRAY	NAME(#LIB)	TYPE(*CHAR)	TOT_ENTRY(5)	ENTRY_LEN(10)
INDEXES(#JJ)	OVERLAYING(#LIBLST	1)
	
DEFINE	FIELD(#LIB01)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	TO_OVERLAY(#LIBLST	1)
DEFINE	FIELD(#LIB02)	REFFLD(#LIB01)	TO_OVERLAY(#LIBLST	11)
DEFINE	FIELD(#LIB03)	REFFLD(#LIB01)	TO_OVERLAY(#LIBLST	21)
DEFINE	FIELD(#LIB04)	REFFLD(#LIB01)	TO_OVERLAY(#LIBLST	31)
DEFINE	FIELD(#LIB05)	REFFLD(#LIB01)	TO_OVERLAY(#LIBLST	41)
DEFINE	FIELD(#LIBWRK)	REFFLD(#LIB01)
	
FETCH	FIELDS(#LIBLST)	FROM_FILE(USERDET)	WITH_KEY(*USER)
REQUEST	FIELDS(#LIB01	#LIB02	#LIB03	#LIB04	#LIB05)
BEGINCHECK
BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(5)	USING(#JJ)
		IF					COND('#LIB#JJ	*NE	*BLANKS')
		CHANGE	FIELD(#LIBWRK)	TO(#LIB#JJ)
		EXEC_OS400	COMMAND('CHKOBJ	QSYS/#LIBWRK	*LIB')	IF_ERROR(L10)
		GOTO	L20
		L10:		SET_ERROR	FOR_FIELD(#LIB#JJ)
		L20:		ENDIF
END_LOOP
ENDCHECK
UPDATE	FIELDS(#LIBLST)	IN_FILE(USERDET)
	



この例から分かるように、ファイルUSERDET内のフィールド#LIBLST
が#LIB01〜#LIB05の5つのフィールドとしてそのファイル内に定義され
ていれば、プログラムのコードは少なくて済みます。
また、EXEC_OS400が、索引によるフィールド参照を行えない数少ない
コマンドの1つであることから、作業フィールド#LIBWRKが必要になり
ます。
例6：フィールド#LIBLSTをファイルUSERDETから取得し、レポート上
に1つの列として印刷できるようプログラムを作成します。
DEF_ARRAY	NAME(#LIB)	TYPE(*CHAR)	TOT_ENTRY(5)	ENTRY_LEN(10)	INDEXES(#JJ)	OVERLAYING(#LIBLST	1)
	
OVERRIDE		FIELD(#LIB#JJ)	COLHDG('Library'	'Names')
	
DEF_LINE		NAME(#LINE01)	FIELDS(#LIB#JJ)
	
FETCH	FIELDS(#LIBLST)	FROM_FILE(USERDET)	WITH_KEY(*USER)
	
BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(5)	USING(#JJ)
						IF		COND('#LIB#JJ	*NE	*BLANKS')
						PRINT		LINE(#LINE01)
						ENDIF
END_LOOP
ENDPRINT
	
例7：SALESファイルにSALDATAというフィールドがあります。この
フィールドは、MONTHS	(12*CHAR(2)の配列)と、EXPECTED	SALESお
よびACTUAL	SALES	(それぞれ個別の12*DEC(7,2)の10進数配列)で構成
されています。
この大きなフィールドに埋め込まれた3つの配列のコンポーネントを索
引によって参照できる配列を定義します。
DEF_ARRAY	NAME(#MTH)	TYPE(*CHAR)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	1)
DEF_ARRAY	NAME(#EXP)	TYPE(*DEC)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(7)	ENTRY_DEC(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	25)
DEF_ARRAY	NAME(#ACT)	TYPE(*DEC)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(7)	ENTRY_DEC(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	73)
	
例8：例7のファイルを使用して、ファイルのすべてのレコードを列とし
て印刷し、総計を算出します。
DEF_ARRAY	NAME(#MTH)	TYPE(*CHAR)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	1)
OVERRIDE		FIELD(#MTH#II)	COLHDG('Month')



DEF_ARRAY	NAME(#EXP)	TYPE(*DEC)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(7)	ENTRY_DEC(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	25)
OVERRIDE		FIELD(#EXP#II)	COLHDG('Expected'	'Sales')	EDIT_CODE(3)
DEF_ARRAY	NAME(#ACT)	TYPE(*DEC)	TOT_ENTRY(12)	ENTRY_LEN(7)	ENTRY_DEC(2)	INDEXES(#II)	OVERLAYING(#SALDATA	73)
OVERRIDE		FIELD(#ACT#II)	COLHDG('Actual'	'Sales')	EDIT_CODE(3)
DEF_LINE		NAME(#SALES)	FIELDS(#MTH#II	#EXP#II	#ACT#II)
DEFINE				FIELD(#EXP_TOT)	REFFLD(#EXP#II)	LABEL('Total	Expected')
DEFINE				FIELD(#ACT_TOT)	REFFLD(#ACT#II)	LABEL('Total	Actual')
DEF_BREAK	NAME(#TOTAL)	FIELDS(#EXP_TOT	#ACT_TOT)
SELECT		FIELDS(#SALDATA)	FROM_FILE(SALES)
				BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(12)	USING(#II)
				KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#EXP#II)	IN_FIELD(#EXP_TOT)
				KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#ACT#II)	IN_FIELD(#ACT_TOT)
				PRINT	LINE(#SALES)
				END_LOOP
ENDSELECT
ENDPRINT		
*	自動的に総計行を印刷
	



7.18	DEF_BREAK
DEF_BREAKコマンドは、レポートに含めるブレーク行を1行以上定義
するために使用します
フィールドタイプは、Alpha、Packed、およびSignedのみ指定できます。
RDMLXフィールド・タイプは指定できません。
ブレーク行は、TRIGGER_BYパラメータで指定された条件に適合した場
合のみ印刷されます。ブレーク行は、主にレポート内にレベルまたは制
御の「切れ目」行を作成するためのものです。
DEF_BREAKコマンドを使用する前に、『Visual	LANSA	開発者ガイド』
の「LANSAによるレポート作成」をお読みください。
参照
DEF_BREAKのパラメータ
DEF_BREAKについてのコメント/警告
DEF_BREAKの使用例
																																																									必須
		DEF_BREAK	----	NAME	---------	ブレーク・グループ名	------------>
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																	------	最大100	--------------
													>--	TRIGGER_BY	---	*DEFAULT	----------------------->
																																フィールド名のリスト
																															|	拡張可能なグループ式|
																																--------最大20	------------
													>--	TYPE	---------	*TRAILING	---------------------->
																																*LEADING
													>--	SPACE_BEF	----	2	------------------------------>
																																10進数値
													>--	SPACE_AFT	----	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
													>--	FOR_REPORT	---	1	------------------------------>
																																レポート番号1〜8
													>--	DESIGN	-------	*ACROSS	------------------------>
																																*DOWN
													>--	IDENTIFY	-----	*LABEL	------------------------->

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev05_0030.htm


																																*COLHDG
																																*NOID
													>--	DOWN_SEP	-----	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	ACROSS_SEP	---	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	HEAD_COND	----	*NONE	-------------------------->
																																条件名
													>--	SUBROUTINE	---	*NONE	--------------------------|
																																サブルーチン名



7.18.1	DEF_BREAKのパラメータ
ACROSS_SEP
DESIGN
DOWN_SEP
FIELDS
FOR_REPORT
HEAD_COND
IDENTIFY
NAME
SPACE_AFT
SPACE_BEF
SUBROUTINE
TEXT
TRIGGER_BY
TYPE

NAME
このコマンドで定義するレポート印刷行のグループに付ける名前を指定
します。指定する名前は、ファンクション内で固有でなければなりませ
ん。

FIELDS
レポートに印刷するフィールドを指定します。このパラメータでは、拡
張可能なグループ式を使用できます。
RDMLフィールドのみサポートします。

TRIGGER_BY
このコマンドで定義するブレーク行の印刷を「トリガー」するための条
件を指定します。このパラメータでは、拡張可能なグループ式を使用で
きます。
デフォルト値*DEFAULTを指定すると、ブレーク行は、ENDPRINTコマ
ンドまたはファンクションの終了によってレポートが終了/閉じられた
ときに一度のみトリガーされます。通常、この値は、レポートの最後に
「総」計ブレーク行を生成するために使用されます。
または、ブレーク行の印刷をトリガーするために使用するフィールド名



のリストを指定します。いずれかのレポート行が印刷されるたびに、
LANSAは、このリストで指定されたフィールドとその以前の値を比較
します。リストに指定されたいずれかのフィールドの値が変更されてい
る場合、ブレーク行が生成されます。

TYPE
必要なブレーク行のタイプを指定します。
デフォルト値*TRAILINGは、通常、関連付けられた明細行の後に続くブ
レーク行を生成するために使用します。
*LEADINGは、通常、関連付けられた明細行の前に印刷するブレーク行
を生成するために使用します。
前置型ブレーク行と後置型ブレーク行の違いについて、例を通して説明
します。以下の明細行(DEF_LINEコマンドを参照)と後置型ブレーク行
の定義について考えます。
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)	FIELDS(#REGION	#PRODES	#VALUE)
	
DEF_BREAK	NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
	
これらの行定義により、以下のようなレポートが生成されます。

地域 製品内容 値

NSW 缶詰製品 400.00

NSW 紙皿 700.00

NSW プラスチック・スプーン 300.00

			地域小計 1400.00

VIC 缶詰製品 500.00

VIC 紙皿 750.00

VIC プラスチック・スプーン 100.00

			地域小計 1350.00

この例では、「地域小計	1400.00」という行が後置型ブレーク行です。
ブレーク行が、典型的な「後置型」小計として使用されていることが分
かります。また、以下のように、さらに「前置型」ブレーク行を使用す



ることで、レポートの体裁を向上させることができます。
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)	FIELDS(#PRODES	#VALUE)
	
DEF_BREAK	NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
	
DEF_BREAK	NAME(#REGNAM)	FIELDS(#REGION)	TRIGGER_BY(#REGION)	TYPE(*LEADING)
	
この状態で生成されるレポートは以下のようになります。

製品記述 値

地域NSW 	

			缶詰製品 400.00

			紙皿 700.00

			プラスチック・スプーン 300.00

			地域小計 1400.00

地域VIC 	

			缶詰製品 500.00

			紙皿 750.00

			プラスチック・スプーン 100.00

			地域小計 1350.00

この例では、「地域NSW」という行が前置型ブレーク行で、「地域小計
1400.00」という行が後置型ブレーク行です。

SPACE_BEF
レポート上で、ブレーク行を印刷する前に挿入するスペース行数を指定
します。デフォルト値は2ですが、0〜100の任意の値を指定できます。

SPACE_AFT
レポート上で、ブレーク行を印刷した後に挿入するスペース行数を指定
します。デフォルト値は1ですが、0〜100の任意の値を指定できます。

TEXT



画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列の後に、そのテキスト文字列を画面パネルまたはレポー
トに出力する行/行番号と列/位置番号を指定します。
例えば：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列はそれぞれ6行目の2番目の位置と7行目
の2番目の位置に出力されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでは、このパラメータを編集す
るときは、必ず、テキストをテキスト・マッ
プで置き換える画面またはレポート・ペイン
ターを使用してください。コマンド・プロン
プトや自由形式のエディターでテキストを入
力しないでください。LANSA/ADにチェック
インしたときに、すべての構文検査に合格し
ません。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用されます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トのすべてのテキスト明細が「テキスト・マップ」に保管されます。こ
のテキスト・マップは、再度「ペインター」を使用することで変更でき
ます。
テキスト・マップの存在は、以下の例のようなTEXTパラメータで示さ
れます。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(ファン
クション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な事柄について理解しておく必要があります。

									独自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく



ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面およびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーされたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを行わないと、
すべての構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エ
ラー・メッセージが発行されます。

									コマンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、すべての構文検
査またはコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除されるか、別のコマンド
で再利用される場合があります。また、結果的にテキスト明細が失われる可能性がありま
す。

									有効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがあります。

									アプリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。アプリケーション・テンプ
レートによって生成された、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマ
ンドでは、「テキスト文字列」形式を使用してください。

FOR_REPORT
このコマンドを関連付けるレポートを指定します。1つのファンクショ
ンで一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートを1〜8の番
号で指定します。このレポートのデフォルト値はレポート番号1です。

DESIGN
特定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位置
決め方法を指定します。
DEF_BREAKコマンドのデフォルト値*ACROSSを指定すると、フィール
ドは、レポート行「全体」に(すなわち、左から右へ)配置されます。
*DOWNを指定すると、フィールドは、レポート・ページの「下方向」
へ(すなわち、上から下へ)配置されます。

IDENTIFY
特定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの識
別方法を指定します。
DEF_BREAKコマンドのデフォルト値*LABELを指定すると、フィール
ドは、それに関連付けられたラベルで識別されます。
*COLHDGを指定すると、フィールドは、それに関連付けられた欄見出
しで識別されます。
*NOIDを指定すると、フィールドの識別が要求されません。レポート行
には、フィールド自体のみが挿入されます。



DOWN_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの行間隔を指定します。指定
する値は、1〜10の数値でなければなりません。DEF_BREAKコマンド
のデフォルト値は1です。

ACROSS_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの列間隔を指定します。指定
する値は、0〜10の数値でなければなりません。DEF_BREAKコマンド
のデフォルト値は1です。

HEAD_COND
任意で、このブレーク印刷行内のフィールドに関連付けられた欄見出し
行をレポートの見出し領域に印刷するかどうかを示す条件の名前を指定
します。
デフォルト値*NONEを指定すると、制御条件が適用されません。実際
に印刷される行に関わらず、このブレーク行に関連付けられたすべての
欄見出しが常にレポートの見出し領域に印刷されます。
制御条件を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマン
ドによってRDMLファンクション内のどこかに定義されていなければな
りません。印刷行を印刷するときには、必ず条件の状況が検査されま
す。この条件に適合していることが判明した場合のみ、このブレーク印
刷行に関連付けられた欄見出しがレポートの見出し領域に含められま
す。

SUBROUTINE
任意で、ブレーク行の印刷直前に実行するサブルーチンの名前を指定し
ます。
デフォルト値*NONEを指定すると、ブレーク行の印刷前にサブルーチ
ンは実行されません。
サブルーチン名を指定する場合は、そのサブルーチンが以下の条件を満
たしている必要があります。

									SUBROUTINEコマンドによって、このファンクション内で有効なサブルーチンとして
定義されていること

									パラメータがないこと。このように使用されるサブルーチンはパラメータを持つことが
できません。

ブレーク行で使用するサブルーチンは、以下の条件を満たしている必要
があります。



									実行する操作を、ブレーク行で印刷されるフィールドの単純な操作に限定しているこ
と。後でRDMLファンクションの他の部分と情報交換することを想定していなければ、印刷
行に印刷されないフィールドについての変更は可能です。

									他のサブルーチンを実行しないこと

									画面パネルと対話しないこと

									いかなるタイプの情報も印刷しないこと

上記のガイドラインは検査されませんが、これに従わないと、予期しな
い結果になる可能性があります。
TYPE(*LEADING)ブレーク行サブルーチンを呼び出すためのロジック
は、以下のように機能します。
<<if	first	usage	or	trigger	values	have	changed>>
							<<execute	leading	break	subroutine>>
							<<print	the	leading	break	line>>
<<endif>>
<<store	current	trigger	values	for	next	comparison>>
	

TYPE(*LEADING)ブレーク行を含むサブルーチンの使用例を以下に示
します。
DEF_BREAK		NAME(#REGION)	FIELDS(#REG_CODE	#REG_NAME)	TRIGGER_BY(#REG_CODE)	TYPE(*LEADING)	SUBROUTINE(GET_REGION)
	
SUBROUTINE	NAME(GET_REGION)
FETCH	FIELDS(#REG_NAME)	FROM_FILE(REGIONS)	WITH_KEY(#REG_CODE)
ENDROUTINE
	
前置型ブレーク行は、新しい地域コードが検出されるたびに印刷されま
す。ブレーク・サブルーチンでは、関連付けられた地域名を地域テーブ
ルから抽出するために、地域コードの現行値が使用されます。サブルー
チンは、地域コードが変更された場合のみ実行されるため、これは効率
的な方法です。
TYPE(*TRAILING)ブレーク行サブルーチンを呼び出すためのロジック
は、これより多少複雑です。後置型ブレーク行に印刷される値が、実際
には、RDMLファンクション内に現れる明白な値より「遅れている」た
めです。
例えば、地域コードの変更によってトリガーされ、地域名も印刷する後
置型ブレーク行は、印刷される地域コードと地域名が、RDMLファンク
ション内に現れる地域コードおよび地域名フィールドの現行値より「遅
れる」よう設定されます。



その理由は単純です。
例えば、地域コードが"001"から"002"に変更されると、後置型ブレーク
行がトリガーされます。後置型ブレークによって地域コードの現行値を
印刷する場合、レポートには"002"と表示されるはずです。
ところが、実際に印刷されるのは、地域コードの「以前の」値を保持す
る特別な内部「後置型」フィールドで、その値は"001"です。
この「後置型」ロジックは、TYPE(*TRAILING)ブレーク行に印刷され
るすべてのフィールドに適用されます。
このロジックは複雑なように思えますが、実際は、「後置型」ロジック
の複雑さは内部用で、開発者は考慮する必要がないため、開発者向けの
RDMLレベルのロジックは、これより大幅に単純です。
この後置型ブレーク印刷ロジックは以下のようになります。
<<if	this	is	not	first	usage	and	trigger	values	have	changed>>
							<<save	current	values	of	all	fields	used	in	function>>
							<<restore	all	printed	fields	from	their	"trailing"	values>>
							<<execute	trailing	break	subroutine>>
							<<move	all	printed	fields	back	into	their	"trailing"	values>>
							<<restore	current	values	of	all	fields	used	in	function>>
							<<print	the	trailing	break	line	(ie:	the	trailing	values)>>
<<endif>>
<<store	current	trigger	values	for	next	comparison>>
	
このロジックの完了時に、すべてのフィールドが、ロジックの呼び出し
時の状態に復元されます。
そのため、後置型ブレーク行サブルーチンがフィールド値を変更するこ
とによりRDMLファンクションの他の部分と「情報交換」することは事
実上不可能です。
TYPE(*TRAILING)ブレーク行を含むサブルーチンの使用例を以下に示
します。
DEF_BREAK		NAME(#REG_TOTAL)	FIELDS(#REG_CODE	#REG_NAME		#REG_TOT1	#REG_TOT2	#REG_PCT)		TRIGGER_BY(#REG_CODE)	TYPE(*TRAILING)	SUBROUTINE(REG_TOTAL)
	
SELECT					FIELDS(#REG_CODE	...	etc	...)	FROM_FILE(SALES)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(...)	IN_FIELD(#REG_TOT1)		BY_FIELD(#REG_CODE)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(...)	IN_FIELD(#REG_TOT2)		BY_FIELD(#REG_CODE)
PRINT						LINE(*BREAKS)	<-
ENDSELECT	<-



	
SUBROUTINE	NAME(REG_TOTAL)
FETCH	FIELDS(#REG_NAME)	FROM_FILE(REGIONS)	WITH_KEY(#REG_CODE)
CHANGE	FIELD(#REG_PCT)	TO('(#REG_TOT1	/	#REG_TOT2)	*	100')
ENDROUTINE	<-
	
前の例と同様に、このサブルーチンも地域コードが変更された場合のみ
呼び出されます。このサブルーチンは、地域テーブルから地域名を抽出
し、#REG_PCTをフィールド#REG_TOT1および#REG_TOT2の合計の
パーセンテージに設定します。
このルーチンは、実際にブレーク行に印刷される値の使用と変更のみを
行うため、良好に動作します。
この方法は、このアプリケーションをデバッグ・モードで実行すると分
かりやすいでしょう。
デバッグ・モードで、以下の場所でこのアプリケーションを停止するよ
う設定するとします。

									PRINT	LINE(*BREAKS)コマンド

									ENDSELECTコマンド

									(REG_TOTALサブルーチンの)	ENDROUTINEコマンド

また、SALESファイルに地域コード"001"および"002"の情報が保持さ
れ、SELECTループによって地域"001"のすべての情報が処理済みで、最
初の地域"002"レコードを読み取った直後であるとします。
PRINTコマンドでは、以下のようになります。

									フィールド#REG_CODEに"002"が保持される

									フィールド#REG_NAMEはブランクになる

									フィールド#REG_TOT1は地域"002"の現行の合計になる

									フィールド#REG_TOT2は地域"002"の現行の合計になる

									フィールド#REG_PCTは0になる

ENDROUTINEコマンドでは、以下のようになります。
									#REG_CODEに"001"が保持される

									フィールド#REG_NAMEには地域"001"の名前が保持される

									フィールド#REG_TOT1は地域"001"の総計になる

									フィールド#REG_TOT2は地域"001"の総計になる

									フィールド#REG_PCTは地域"001"の合計パーセンテージになる

ENDSELECTコマンドでは以下のようになります。



									フィールド#REG_CODEに"002"が保持される

									フィールド#REG_NAMEはブランクになる

									フィールド#REG_TOT1は地域"002"の現行の合計になる

									フィールド#REG_TOT2は地域"002"の現行の合計になる

									フィールド#REG_PCTは0になる



7.18.2	DEF_BREAKについてのコメント/警告
									DEF_BREAKコマンドでフィールドまたはテキストに特定の行属性を割り当てるとき
は、使用される行番号が、印刷行の先頭からの「オフセット数」になることに注意してくだ
さい。すなわち、フィールドに対して*L001を指定しても、このフィールドがレポートの1行
目に印刷されるわけではありません。実際には、DEF_BREAKコマンドを構成するフィール
ドの「グループ」の1行目に印刷されます。

									DEF_BREAKコマンドのFIELDS/TRIGGER_BYパラメータで拡張可能なグループ式を使
用している場合に、レポート設計機能でレイアウトを変更すると、LANSAにより、その式が
実際のフィールドに置き換えられます。LANSAは、この方法によってのみ、フィールドが属
しているグループに関係なく、個々のフィールドに属性を割り当てることができます。

									後置型ブレークは、実際には、ファンクションによって処理されるデータより「遅れま
す」。例えば、以下のような後置型ブレーク定義が印刷のために「トリガー」されるとしま
す。

DEF_BREAK	NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGION	#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
	
この場合、フィールド#REGIONおよび#REGVALの現行の内容が印刷さ
れるわけではなく、実際には、「以前の」#REGION値と「以前の」
#REGVAL値を保持する2つの「内部」フィールドの内容が印刷されま
す。この機能により、LANSAでの「ブレーク」集計の処理が非常に単
純かつ高速になります。



7.18.3	DEF_BREAKの使用例
以下は、DEF_BREAKコマンドの例です。
地域売り上げファイルを読み取り、読み取った各レコードの明細を印刷
し、地域小計を生成するRDMLプログラムを作成します。
DEF_LINE			NAME(#DETAIL)	FIELDS(#REGION	#PRODES	#VALUE)
DEF_BREAK		NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
	
SELECT					FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(SALEHIST)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#VALUE)	IN_FIELD(#REGVAL)	BY_FIELD(#REGION)
PRINT						LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	
「LANSAによるレポート作成」も参照してください。
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7.19	DEF_COND
DEF_CONDコマンドは、以下のうち1つ以上のタスクに使用する条件を
定義するために使用します。

									後続のIF、DOWHILE、DOUNTIL、またはCONDCHECKコマンドで繰り返し使用される
式を「事前定義」する

									後続のDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドでのファンクション・キーの有
効化(または無効化)を制御するための条件を定義する

									画面パネルまたはレポート行でのフィールドの表示(または非表示)を制御するための条
件を定義する

参照
DEF_CONDのパラメータ
DEF_CONDの使用例
																																																									必須
	
		DEF_COND	-----	NAME	---------	条件名	-------------->
	
													>--	COND	-	'評価する条件'	---------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	COLHDG	-------	*YES	---------------------------|
																																*NO
	



7.19.1	DEF_CONDのパラメータ
NAME
COND
COLHDG

NAME
条件名を指定します。
すべての条件には名前が必要です。条件名の先頭文字は"*"	(アスタリス
ク)、2番目の文字は英字、以降の文字はA〜Zまたは0〜9である必要があ
ります。すなわち、埋め込みブランクを含む条件名を使用することはで
きません。
画面パネルに表示されるフィールドやレポートで使用されるフィールド
に対して、*R、*P、*L、または*Cで始まり、その後に数字1、2、また
は3が続く条件名を使用しないでください。このような条件名を使用す
ると、*R12、*L123、*C01などのフィールド位置決め属性と競合しま
す。
また、条件名として、*COLUMN、*COL、*COLHEAD、*COLHDG、
*LAB、*LABEL、*NOID、*NOIDENT、*NEWPAGE、
*NEWFORMAT、*DESC、*DESも使用しないでください。
さらに、名前*EQ、*NE、*LT、*LE、*GT、*GE、*AND、*OR、
*LIKE、*EQU、*NEU、*LTU、*LEU、*GTU、*GEU、および*LIKEU
は予約されているため、使用しないでください。
システム変数名または多言語変数名と競合する名前も避けてください。
条件名は、("*"を含め)最大10文字です。
1つのプログラム内で最大99個の条件を定義できます。すべての条件に
は、固有の名前が必要です。
条件は、その条件を参照する他のコマンドより前に定義してください。
DEF_CONDコマンドは「定義」を行うもので、厳密には実行することは
できないため、通常は、その他すべての定義形式のコマンド(DEFINE、
DEF_LIST、GROUP_BYなど)と共にプログラムの先頭に配置します。

COND
条件に「適合」しているかどうかを検査するために評価する条件を指定
します。詳細については、「条件および式の指定」を参照してくださ
い。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


COLHDG
この条件で制御するフィールドに関連付けられたフィールド欄見出しに
も条件を適用するかどうかを指定します。
このパラメータを使用すると、印刷行内のフィールドの印刷時またはブ
ラウズ・リスト内のフィールドの表示時に、それに関連付けられた欄見
出しを印刷/表示するかどうかを制御できます。
デフォルト値*YESを指定した場合、関連付けられたすべての欄見出し
が、関連付けられたフィールドと同様に、その条件によって制御されま
す。
*NOを指定した場合、関連付けられた欄見出しは、どの条件によっても
制御されず、通常の規則に従って印刷または表示されます。
例えば、列全体を非表示にするとします。
DEF_COND	NAME(*AUTSAL)	COND('#GROUP	=	HO')	COLHDG(*YES)
	
DEF_LINE	NAME(#DETAIL)	FIELDS(#A	#B	#C	(#SALARY	*AUTSAL))
	
この指定により、フィールド#SALARYとその欄見出しは、#GROUP	=
HOの場合のみレポートに印刷されます。すなわち、グループがHO以外
のときは、給与列がレポートに印刷されなくなります。
ここで、フィールドを選択的に非表示にするとします。
DEF_COND	NAME(*PRTAMT)	COND('(#CREDLMT	*EQ	0)	*OR	(#OVERDUE	*GT	30)')	COLHDG(*NO)
	
DEF_LINE	NAME(#DETAIL)	FIELDS(#A	#B	#C	(#AMTDUE	*PRTAMT)	#D	#E	#F)
	
この指定により、フィールド#AMTDUEは、与信限度が0の場合か、未
払い期間が30日を超えている場合のみ印刷されます。ただし、関連付け
られた欄見出しは、レポートに常に印刷されます。
注1：欄見出しを制御する条件は、欄見出しの印刷または表示時に検査
されます。レポートの場合は、レポート・ページの先頭行の印刷時、表
示の場合は、DISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドの実行時が
これにあたります。
注2：ブラウズ・リスト内のフィールドを制御する条件は、ブラウズ・
リストの項目が追加または更新された場合のみ検査されます。
注3：タイプ*TRAILINGのDEF_BREAK	(ブレークの定義)行内のフィー
ルドに対して条件を指定しようとすると、混乱や誤解を招く可能性があ
ります。これは、処理するデータに関して、その行がプログラムより暗



黙的に「遅れて」いるためです。
注4：印刷行またはブラウズ・リストの項目にあるすべてのフィールド
が表示されないよう条件付けされている場合でも、レポートまたは表示
パネルには「ブランク」行が印刷/表示されます。



7.19.2	DEF_CONDの使用例
例1：「AがB×Cの結果より小さい」という条件を定義して、この条件を
他のコマンドで繰り返し使用できるようにします。
DEF_COND	NAME(*ALTBC)	COND('#A	*LT	(#B	*	#C)')
	
IF							COND(*ALTBC)
ENDIF
	
DOWHILE		COND(*ALTBC)
ENDWHILE
	
DOUNTIL		COND(*ALTBC)
ENDUNTIL
	
BEGINCHECK
CONDCHECK	FIELD(#A)	COND(*ALTBC)	MSGTXT('A	must	be	not	be	less	than	B	times	C')
ENDCHECK
	
例2：DEF_CONDコマンドを使用して、ユーザー名がFRED、MARY、ま
たはBILLの場合のみDISPLAYコマンドで[変更]および[削除]ファンク
ション・キーを有効にします。
DEF_COND	NAME(*AUTHORISE)
COND('(#USER	=	FRED)	*OR	(#USER	=	MARY)	*OR	(#USER	=	BILL)')
	
DISPLAY			FIELDS(......)			CHANGE_KEY(*YES	*NEXT	*AUTHORISE)
																											DELETE_KEY(*YES	*NEXT	*AUTHORISE)
	
例3：CHECK_AUTHORITY組み込み関数を使用し、PRODMSTという製
品マスター・ファイルを使用して、上記の例を照会および保守のプログ
ラムとして汎用化します。
DEF_COND		NAME(*ALLOWCHG)	COND('#CHANGE	=	Y')
DEF_COND		NAME(*ALLOWDLT)	COND('#DELETE	=	Y')
	
USE							BUILTIN(CHECK_AUTHORITY)	WITH_ARGS(PRODMST	'''*LIBL'''	'FD'	'CH')	TO_GET(#CHANGE)
	
USE							BUILTIN(CHECK_AUTHORITY)	WITH_ARGS(PRODMST	'''*LIBL'''	'FD'	'DL')	TO_GET(#DELETE)
	



REQUEST			FIELDS(.....)
	
FETCH					FIELDS(......)			FROM_FILE(PRODMST)	WITH_KEY(......)
	
DISPLAY			FIELDS(......)			CHANGE_KEY(*YES	*NEXT	*ALLOWCHG)	DELETE_KEY(*YES	*NEXT	*ALLOWDLT)
	
IF_MODE			IS(*CHANGE)
UPDATE				FIELDS(........)	IN_FILE(PRODMST)
ENDIF
	
IF_MODE			IS(*DELETE)
DELETE				FROM_FILE(PRODMST)
ENDIF
	
この方法により、照会プログラムと保守プログラムを1つのプログラム
に安全かつ簡単に統合できます。[変更]および[削除]ファンクション・
キーは、ユーザーが情報の変更または削除権限を持っている場合のみ有
効になるため、これ以上のプログラム検査は必要ありません。
例4：部門番号が464以外の場合、フィールド#SALARYが画面パネルに
表示されないようにします。
DEF_COND		NAME(*HEADOFF)	COND('#DEPTMENT	=	''464''')
	
DISPLAY			FIELDS(#A	#B	#C	(#SALARY	*HEADOFF)	#E	#F	#G)
	
例5：複雑な条件を細分化して単純にします。
DEF_COND			NAME(*SELCUST)	COND('((#CUSTTYPE	=	''A'')	*OR	(#CUSTTYPE	=	''B'')	*OR	(#CUSTTYPE	=	''C''))	*AND	((#BALANCE	*GT	10000)	*AND	(#BALANCE	*LT	100000))	*AND	(#LASTSALE	>	*MONTHSTART)')
	
上記の条件は、以下のようにすることで、保守性と分かりやすさを高め
ることができます。
DEF_COND			NAME(*SELTYPE)	COND('(#CUSTTYPE	=	''A'')	*OR	(#CUSTTYPE	=	''B'')	*OR	(#CUSTTYPE	=	''C'')')

DEF_COND			NAME(*SELBAL)	COND('(#BALANCE	*GT	10000)	*AND	(#BALANCE	*LT	100000)')
DEF_COND			NAME(*SELSALE)	COND('#LASTSALE	>	#MONTHSTRT')	

DEF_COND			NAME(*SELCUST)	COND('*SELTYPE	*AND	*SELBAL	*AND	*SELSALE')
	
条件は、個別に使用することも、より大きな式に組み込むこともできま



す。
IF							COND(*SELCUST)																																									
DOWHILE		COND('*SELCUST	*OR	(#ACTIVE	*EQ	''Y'')')															
	



7.20	DEF_FOOT
DEF_FOOTコマンドは、レポートに含める1行以上のフッター行を定義
するために使用します。
フィールドタイプは、Alpha、Packed、およびSignedのみ指定できます。
RDMLXフィールド・タイプは指定できません。
フッター行は、新しいページが開始される前に、ページの下部(最後の
明細印刷行とオーバーフロー行の間)に印刷されます。
DEF_FOOTコマンドを使用する前に、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の
「LANSAによるレポート作成」をお読みください。

移植性に関する
考慮事項

パラメータTEXTを参照してください。

参照
DEF_FOOTのパラメータ
DEF_FOOTについてのコメント/警告
DEF_FOOTの使用例
																																																									必須
		DEF_FOOT	-----	NAME	---------	フッター・グループ名	---------->
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																	------	最大100	--------------
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
													>--	FOR_REPORT	---	1	------------------------------>
																																レポート番号1〜8
													>--	DESIGN	-------	*ACROSS	------------------------>
																																*DOWN
													>--	IDENTIFY	-----	*LABEL	------------------------->
																																*COLHDG
																																*NOID
													>--	DOWN_SEP	-----	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	ACROSS_SEP	---	5	------------------------------|
																																10進数値
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7.20.1	DEF_FOOTのパラメータ
ACROSS_SEP
DESIGN
DOWN_SEP
FIELDS
FOR_REPORT
IDENTIFY
NAME
TEXT

NAME
このコマンドで定義するレポート印刷行のグループに付ける名前を指定
します。指定する名前は、ファンクション内で固有でなければなりませ
ん。

FIELDS
レポートに印刷するフィールドを指定します。このパラメータでは、拡
張可能なグループ式を使用できます。
RDMLフィールドのみサポートしています。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を
指定します。
例えば：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
目の2番目の位置に出力されます。

移	植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター



を使用してください。コマン	ド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し
ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用され	ます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキ	スト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト・マップの存在は、以下の例のようなTEXTパラメータで示さ
れます。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この
ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な	事柄について理解しておく必	要があります。

									独	自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面お	よびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn	識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを	行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。

									コ	マンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除される	か、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有	効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがありま	す。

									ア	プリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。ア	プリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用して	ください。

FOR_REPORT



このコマンドを関連付けるレポートを指定します。1つのファンクショ
ンで一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番
号で識別されま	す。このレポートのデフォルト値はレポート番号1で
す。

DESIGN
特	定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位	置
決め方法を指定します。
DEF_FOOTコマンドのデフォルト値*ACROSSを指定した場合、フィー
ルドは、レポート行「全体」に(すなわち、左から右へ)配置されます。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、レポート・ページの「下方
向」へ(すなわち、上から下へ)配置されます。

IDENTIFY
特	定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの
識別方法を指定します。
DEF_FOOTコマンドのデフォルト値*LABELを指定した場合、フィール
ドは、それに関連付けられたラベルで識別されます。
*COLHDGを指定した場合、フィールドは、それに関連付けられた欄見
出しで識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体がレポート行に挿入されます。

DOWN_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの行間隔を指定します。指定
する値は、1〜10の数値でなければなりません。DEF_FOOTコマンドの
デフォル	ト値は1です。

ACROSS_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの列間隔を指定します。指定
する値は、0〜10の数値でなければなりません。DEF_FOOTコマンドの
デフォル	ト値は5です。



7.20.2	DEF_FOOTについてのコメント/警告
									DEF_FOOTコマンドでフィールドまたはテキストに特定の行属性を割り当てる際は、使
用する行番号が、そのフィールドが実際に印刷される行番号になることに注意してください
(DEF_BREAKおよびDEF_LINEコマンドとは異なります)。すなわち、フィールドに対して
*L059を指定すると、そのフィールドは常にレポートの59行目に印刷されます。

									DEF_FOOTコマンドのFIELDSパラメータで拡張可能なグループ式を使用している場合
に、レポート設計機能を使用してレイアウトを変更すると、LANSAにより、その式が実際の
フィールドに置き換えられます。LANSAは、この方法によってのみ、フィールドが属してい
るグループに関係なく、個々のフィールドに属性を割り当てることができます。

									指定する行番号が「実際の」行番号になるため、DEF_FOOTコマンドで指定する行番号
は、「最後の明細印刷行」より後の行で、「オーバーフロー行」番号以下でなければなりま
せん。これらの値がどのように派生し、レポートに設定されるかについての詳細は、
DEF_REPORTコマンドのセクションを参照してください。



7.20.3	DEF_FOOTの使用例
「LANSAによるレポート作成」を参照してください。
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7.21	DEF_HEAD
DEF_HEADコマンドは、レポートに含める見出し行を1行以上定義する
ために使用します。
フィールドタイプは、Alpha、Packed、およびSignedのみ指定できます。
RDMLXフィールド・タイプは指定できません。
見出し行は、TRIGGER_BYパラメータで指定された条件に適合している
場合のみ印刷され、レポート内で新しいページを開始またはトリガーす
るために使用されます。
DEF_HEADコマンドを使用する前に、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の
「LANSAによるレポート作成」をお読みください。

移植性に関する
考慮事項

パラメータTEXTを参照してください。

参照
DEF_HEADのパラメータ
DEF_HEADについてのコメント/警告
DEF_HEADの使用例
																																																									必須
		DEF_HEAD	-----	NAME	---------	見出しグループ名	---------->
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																	------	最大100	--------------
													>--	TRIGGER_BY	---	*OVERFLOW	---------------------->
																																フィールド名のリスト
																															|拡張可能なグループ式|
																																--------最大20	------------
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
													>--	FOR_REPORT	---	1	------------------------------>
																																レポート番号1〜8
													>--	DESIGN	-------	*ACROSS	------------------------>
																																*DOWN
													>--	IDENTIFY	-----	*LABEL	------------------------->
																																*COLHDG
																																*NOID
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													>--	DOWN_SEP	-----	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	ACROSS_SEP	---	5	------------------------------|
																																10進数値



7.21.1	DEF_HEADのパラメータ
ACROSS_SEP
DESIGN
DOWN_SEP
FIELDS
FOR_REPORT
IDENTIFY
NAME
TEXT
TRIGGER_BY

NAME
このコマンドで定義するレポート印刷行のグループに付ける名前を指定
します。指定する名前は、ファンクション内で固有でなければなりませ
ん。

FIELDS
レポートに印刷するフィールドを指定します。このパラメータでは、拡
張可能なグループ式を使用できます。
RDMLフィールドのみサポートします。

TRIGGER_BY
このコマンドで定義する見出し行の印刷を「トリガー」するための条件
を指定します。
デフォルト値*OVERFLOWを指定した場合、見出し行は、前のレポー
ト・ページがいっぱいになった(すなわち、オーバーフローした)時点で
印刷されます。
*OVERFLOWを指定しない場合は、見出し行の印刷をトリガーするため
に使用するフィールド名のリスト(または拡張可能なグループ式)を指定
してください。いずれかのレポート行が印刷されるたびに、LANSA
は、このリストで指定されたフィールドとその直前の値を比較します。
リストに指定されたいずれかのフィールドの値が変化している場合、見
出し行が生成されます。
TRIGGER_BYパラメータの使用方法を理解するために、以下の例につい
て考えます。



DEF_HEAD		NAME(#HEADING)	FIELDS(#COMPANY)	TRIGGER_BY(#COMPANY)
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)		FIELDS(#REGION	#PRODUCT	#VALUE)
	
新しいページが、#COMPANYの変化によってトリガーされるため、レ
ポートは以下のようになります。
											会社名：ACME																		1ページ
						地域		製品									値										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
	
						会社名：ALLIED																					2ページ
						地域		製品									値										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
	

会社名の変化によって2ページ目が「トリガー」され、1ページ目がいっ
ぱいになっていない時点で2ページ目が開始されていることに注意して
ください。
会社ACMEについての情報が1ページに収まらない場合は、生成される
レポートは以下のようになります。
						会社名：ACME																		1ページ
						地域		製品									値										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
	
						地域		製品									値							2ページ
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
	
						会社名：ALLIED																					3ページ
						地域		製品									値										



							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
							XXXXX		XXXXXXXXXXXXX		999.99										
	

会社名が2ページ目に印刷されないことに注意してください。これは、
DEF_HEADコマンドで、#COMPANYが変化した場合のみ見出しを生成
するよう指定されており、1ページ目から2ページ目へのオーバーフロー
ではこの値が変化していないためです。
この機能により、「特別な」見出し行や「ブレーク」見出し行の指定が
可能になります。ただし、この例を含む多くの場合、以下のように
DEF_HEADコマンドを指定するのが適切でしょう。
DEF_HEAD		NAME(#HEADING)	FIELDS(#COMPANY)	
										TRIGGER_BY(#COMPANY	*OVERFLOW)
	
このコマンドでは、ページ見出しの詳細は、#COMPANYの変化または
ページのオーバーフローによって「トリガー」され、前ページがオー
バーフローした場合でも、すべてのページに会社名が印刷されるよう指
定しています。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を
指定します。
例：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
目の2番目の位置に出力されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター
を使用してください。コマンド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し
ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。



すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用されます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキスト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト・マップの存在は、以下の例のようなTEXTパラメータで示さ
れます。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この
ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な事柄について理解しておく必要があります。

									独自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面およびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。

									コマンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除されるか、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがあります。

									アプリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。アプリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用してください。

FOR_REPORT
このコマンドを関連付けるレポートを指定します。1つのファンクショ
ンで一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番
号で識別されます。このレポートのデフォルト値はレポート番号1で
す。



DESIGN
特定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位置
決め方法を指定します。
DEF_HEADコマンドのデフォルト値*ACROSSを指定した場合、フィー
ルドは、レポート行「全体」に(すなわち、左から右へ)配置されます。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、レポート・ページの「下方
向」へ(すなわち、上から下へ)配置されます。

IDENTIFY
特定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの識
別方法を指定します。
DEF_HEADコマンドのデフォルト値*LABELを指定した場合、フィール
ドは、それに関連付けられたラベルで識別されます。
*COLHDGを指定した場合、フィールドは、それに関連付けられた欄見
出しで識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体がレポート行に挿入されます。

DOWN_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの行間隔を指定します。指定
する値は、1〜10の数値でなければなりません。DEF_HEADコマンドの
デフォルト値は1です。

ACROSS_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの列間隔を指定します。指定
する値は、0〜10の数値でなければなりません。DEF_HEADコマンドの
デフォルト値は5です。



7.21.2	DEF_HEADについてのコメント/警告
									DEF_HEADコマンドでフィールドまたはテキストに特定の行属性を割り当てる際は、使
用する行番号が、そのフィールドが実際に印刷される行番号になることに注意してください
(DEF_BREAKおよびDEF_LINEコマンドとは異なります)。すなわち、フィールドに対して
*L004を指定すると、そのフィールドは常にレポートの4行目に印刷されます。

									DEF_HEADコマンドのFIELDS/TRIGGER_BYパラメータで拡張可能なグループ式を使用
している場合に、レポート設計機能を使用してレイアウトを変更すると、LANSAにより、そ
の式が実際のフィールドに置き換えられます。LANSAは、この方法によってのみ、フィール
ドが属しているグループに関係なく、個々のフィールドに属性を割り当てることができま
す。



7.21.3	DEF_HEADの使用例
「LANSAによるレポート作成」を参照してください。
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7.22	DEF_LINE
DEF_LINEコマンドは、レポートに含める1行以上の明細行を定義するた
めに使用します。
フィールドタイプは、Alpha、Packed、およびSignedのみ指定できます。
RDMLXフィールド・タイプは指定できません。
PRINTコマンドが実行されたときに、PRINTコマンドのLINEパラメータ
で指定された明細行が印刷されます。
DEF_LINEコマンドを使用する前に、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の
「LANSAによるレポート作成」をお読みください。

移植性に関する
考慮事項

パラメータTEXTを参照してください。

参照
DEF_LINEのパラメータ
DEF_LINEについてのコメント/警告
DEF_LINEの使用例
																																																									必須
		DEF_LINE	-----	NAME	---------	明細グループ名	----------->
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																	------	最大1000	-------------
													>--	SPACE_BEF	----	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	SPACE_AFT	----	0	------------------------------>
																																10進数値
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
													>--	FOR_REPORT	---	1	------------------------------>
																																レポート番号1〜8
													>--	DESIGN	-------	*ACROSS	------------------------>
																																*DOWN
													>--	IDENTIFY	-----	*COLHDG	------------------------>
																																*LABEL
																																*NOID
													>--	DOWN_SEP	-----	5	------------------------------>
																																10進数値
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													>--	ACROSS_SEP	---	1	------------------------------>
																																10進数値
													>--	HEAD_COND	----	*NONE	--------------------------|
																																条件名



7.22.1	DEF_LINEのパラメータ
ACROSS_SEP
DESIGN
FIELDS
FOR_REPORT
HEAD_COND
DOWN_SEP
NAME
SPACE_AFT
SPACE_BEF
TEXT

NAME
このコマンドで定義するレポート印刷行のグループに付ける名前を指定
します。指定する名前は、ファンクション内で固有でなければなりませ
ん。

FIELDS
レポートに印刷するフィールドを指定します。このパラメータでは、拡
張可能なグループ式を使用できます。
RDMLフィールドのみサポートしています。

SPACE_BEF
レポート上で、明細行を印刷する前に挿入する空白行数を指定します。
デフォルト値は1ですが、0〜100の任意の値を指定できます。

SPACE_AFT
レポート上で、明細行を印刷した後に挿入する空白行数を指定します。
デフォルト値は1ですが、0〜100の任意の値を指定できます。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を



指定します。
例えば：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
目の2番目の位置に出力されます。

移	植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター
を使用してください。コマン	ド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し
ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用され	ます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキ	スト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト・マップの存在は、以下の例のようなTEXTパラメータで示さ
れます。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この
ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な	事柄について理解しておく必	要があります。

									独	自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面お	よびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn	識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを	行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。



									コ	マンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除される	か、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有	効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがありま	す。

									ア	プリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。ア	プリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用して	ください。

FOR_REPORT
このコマンドを関連付けるレポートを指定します。1つのファンクショ
ンで一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番
号で識別されま	す。このレポートのデフォルト値はレポート番号1で
す。

DESIGN
特	定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位	置
決め方法を指定します。
DEF_LINEコマンドのデフォルト値*ACROSSを指定した場合、フィール
ドは、レポート行「全体」に(すなわち、左から右へ)配置されます。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、レポート・ページの「下方
向」へ(すなわち、上から下へ)配置されます。

IDENTIFY
特	定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの
識別方法を指定します。
DEF_LINEコマンドのデフォルト値*COLHDGを指定した場合、フィー
ルドは、それに関連付けられたラベルで識別されます。
*LABELを指定した場合、フィールドは、それに関連付けられたラベル
で識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体がレポート行に挿入されます。

DOWN_SEP
レポートの自動設計時に使用するレポートの行間隔を指定します。指定
する値は、1〜10の数値でなければなりません。DEF_LINEコマンドのデ
フォル	ト値は5です。

ACROSS_SEP



レポートの自動設計時に使用するレポートの列間隔を指定します。指定
する値は、0〜10の数値でなければなりません。DEF_BREAKコマンド
のデフォ	ルト値は1です。

HEAD_COND
任意で、こ	の明細印刷行内のフィールドに関連付けられた欄見出し行を
レポー	トの見出し領域に印刷するかどうかを決めるための条件の名前を
指定します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、制御条件は適用されません。実
際に印刷される明細行に関わらず、この明細行に関連付けられたすべて
の欄見出しが常にレ	ポートの見出し領域に印刷されます。
制御条件を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマン
ドによってRDMLファンクション内のどこかに定義されていなければな
りません。印刷行の印刷時に必ず条	件の状況が検査され、この条件に適
合していることが判明した場合のみ、この明細印刷行に関連付けられた
欄見出しがレポートの見出し領域に挿入されます。



7.22.2	DEF_LINEについてのコメント/警告
									DEF_LINEコマンドでフィールドまたはテキストに特定の行属性を割り当てる際は、使
用する行番号が、印刷行の先頭からの「オフセット数」になることに注意してください。す
なわち、フィールドに対して*L001を指定しても、このフィールドがレポートの1行目に印刷
されるわけではありません。実際には、DEF_LINEコマンドを構成するフィールドの「グ
ループ」の1行目に印刷されます。

									DEF_LINEコマンドのFIELDSパラメータで拡張可能なグループ式を使用している場合
に、レポート設計機能を使用してレイアウトを変更すると、LANSAにより、その式が実際の
フィールドに置き換えられます。LANSAは、この方法によってのみ、フィールドが属してい
るグループに関係なく、個々のフィールドに属性を割り当てることができます。



7.22.3	DEF_LINEの使用例
以下は、DEF_BREAKコマンドの例です。「LANSAによるレポート作
成」も参照してください。
地域売り上げファイルを読み取り、読み取った各レコードの明細を印刷
するRDMLプログラムを作成します。
DEF_LINE			NAME(#DETAIL)	FIELDS(#REGION	#PRODES	#VALUE)
	
SELECT					FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(SALEHIST)
PRINT						LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
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7.23	DEF_LIST
DEF_LISTコマンドは、リストと、そのリスト内の項目を構成する
フィールドを定義するために使用します。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
リストは、スタティック・リストとダイナミック・リストに分類されま
す。ENTRYSパラメータで*MAXが指定されていないリストがスタ
ティック・リスト、*MAXが指定されているリストがダイナミック・リ
ストです。ダイナミック・リストは、RDMLXオブジェクト内でのみ使
用でき、必要メモリー量が大幅に少ないため、使用をお勧めします。
例えば、以下のようにコマンドを指定したとします。
DEF_LIST	NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
この場合、ワークステーションで表示可能な以下のようなブラウズ・リ
ストが定義されます。
明細行											製品番号				数量																		総計
番号																																	注文内容																			価格
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99
		999																						XXXXXXXXX					99999																		9999.99

一方、コマンドを以下のように指定したとします。
DEF_LIST	NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)
	
この場合、最大10項目を保持可能な作業リストが定義されます。このタ
イプのリストは、ワークステーションで直接表示できませんが、ブラウ
ズ・リストと同様にRDMLプログラム内でアクセスできます。
DEF_LISTコマンドを使用するときは、リストの「項目」に入れる
フィールドを定義します。上記のブラウズ・リストの例では、6項目が
表示され、各項目には、明細行番号、製品番号、数量、および価格が含
まれています。
定義した各タイプのリストには、そのリストを構成する項目数に制限が
あります。

									RDMLブラウズ・リストに含めることのできる最大項目数は、以下の表のとおりです。



オペレーティン
グ・システム

RDML RDMLX
RDMLXフィール
ドを含まないリス
ト

RDMLX
RDMLXフィー
ルドを含むリス
ト

すべて(Webファン
クション以外)

9999 9999 9999

IBM	i	(Webファンク
ション)

9999999 9999 9999999

その他(Webファン
クション)

9999 9999 9999999

	

「DEF_LISTの説明」に続く

移植性に関す
る考慮事項

パラメータSCROLL_TXTを参照してください。

参照
DEF_LISTのパラメータ
DEF_LISTの説明(続き)
DEF_LISTについてのコメント/警告
DEF_LISTの使用例
																																																									必須/省略可	
		DEF_LIST	-----	NAME	---------	リスト名	------------------->	
													>--	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																|------	RDMLXの場合は最大1000----|
																																	------	RDML	の場合は最大100-----
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	COUNTER	------	*NONE	-------------------------->
																																数値フィールド名	
													>--	TYPE	---------	*BROWSE	------------------------>
																																*WORKING
	
													>--	ENTRYS	-------	50	----------------------------->
																																1〜2,147,483,647の数値		
													>--	PAGE_SIZE	----	*NONE	-------------------------->
																																数値フィールド名



	
													>--	TOP_ENTRY	----	*CURRENT	----------------------->
																																数値フィールド名	
	
													>--	SEL_ENTRY	----	*NONE	-------------------------->
																																数値フィールド名		
													>--	SCROLL_TXT	---	*NONE	--------------------------|
																																英数字フィールド名
	



7.23.1	DEF_LISTのパラメータ
COUNTER
ENTRYS
FIELDS
NAME
PAGE_SIZE
SCROLL_TXT
SEL_ENTRY
TOP_ENTRY
TYPE

NAME
リストに付ける名前を指定します。指定する名前は、このファンクショ
ン内で定義される他のリスト、このファンクション内で定義されるグ
ループ名(GROUP_BYコマンドを参照)、あるいはこのファンクションま
たはLANSAデータ・ディクショナリで定義されているフィールド名と
同じであってはなりません。

FIELDS
リスト内の1項目にするフィールドの名前を指定します。指定する
フィールドには、フィールド制御属性を含めることができます。また
は、このパラメータに拡張可能なグループ式を入力できます。
このパラメータで指定するすべてのフィールドは、このファンクション
またはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければなりま
せん。
タイプBinary、Varbinary、Float、およびBooleanのフィールドを使用する
ことはできません。
フィールド・リストおよびフィールド制御属性の指定の詳細について
は、「GROUP_BYのパラメータ」を参照してください。

COUNTER
リストに現在含まれている項目数のカウントを自動的に保持するフィー
ルドを指定します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、自動カウンターは要求されませ
ん。



自動カウンターとして指定するフィールドは、数値タイプで、この関数
またはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければなりま
せん。

TYPE
リストを、ワークステーションに表示可能なブラウズ・リスト
(*BROWSE)またはプログラム内で使用可能な作業リスト(*WORKING)
として指定します。このパラメータのデフォルト値は*BROWSEです。

ENTRYS
このパラメータでは、リストに保持可能な最大項目数を指定します。ア
プリケーションがVisual	LANSAで実行される場合に、
TYPE(*WORKING)リストまたはTYPE(*BROWSE)リストに対して使用
されます。このパラメータを省略すると、値50が使用されます。それ以
外の場合、1〜2,147,483,647の整数を指定します。ファンクションまたは
コンポーネントがRDMLXに対応していない場合は、9999までに制限さ
れます。
特別な値*MAXを指定すると、2,147,483,647に設定されます。32ビット
Microsoft	Windowsなど一部のオペレーティング・システムでこの値を使
用すると、最大数の項目を追加しようとしたときに、プロセスで使用可
能なメモリーがオーバーフローします。そのため、多数の項目を使用す
る場合は、実際には到達することのない未知数を許容するものとして考
えてください。この機能は、アプリケーション設計者の責任において適
切に使用してください。さまざまなMS	Windowsでは、最大サイズのリ
ストによって、実際に使用可能なメモリーがオーバーフローすると、全
構文検査で警告が発行されます。FFC警告におけるメモリー使用量の計
算方法の詳細については、「DEF_LISTについてのコメント/警告」を参
照してください。
RDMLリストでは、リストに必要なすべてのメモリーが事前に割り当て
られることに注意してください。一方、RDMLXリストによって事前に
割り当てられるのは、1メモリー・ページに収まる項目数または1項目の
幅のうち、いずれか大きい方のみです。RDMLXリストの場合は、実行
中必要に応じてさらにメモリーが割り当てられます。

PAGE_SIZE
このパラメータは、TYPE(*BROWSE)リストに対してのみ使用されま
す。使用する場合は、使用する表示装置の1「ページ」に収まるブラウ
ズ・リストのサイズ(項目数)を保持する数値フィールドの名前を指定し
ます。



デフォルト値*NONEを指定した場合、ページ・サイズは要求されませ
ん。
「ページ」サイズを保持するフィールドを指定する場合、そのフィール
ドは数値タイプで、このファンクションまたはLANSAデータ・ディク
ショナリで定義されていなければなりません。

注：このパラメータは、ページ・サイズを制御するためのものではありません。RDML
プログラムの開始時に、LANSAによって割り当てられるページ・サイズを保管する数値
フィールドを指定するためのものです。

通常、このパラメータは、「ページ単位」技法で表示されるブラウズ・
リストを作成するときのみ使用されます。このパラメータを使用するこ
とで、プログラマは、LANSAによって割り当てられたページ・サイズ
を特定したり、RDMLプログラムにページ・サイズを「ハードコード
化」する必要がなくなります。

TOP_ENTRY
このパラメータは、TYPE(*BROWSE)リストに対してのみ使用されま
す。以下の目的で使用する数値フィールドを指定します。

									最初に表示されるブラウズ・リストの「ページ」がこの項目番号を含む「ページ」であ
ることを指定する

									Enterキーまたはファンクション・キーが押された場合に、(DISPLAY、REQUEST、また
はPOP_UPコマンドの後に)「ページ」の先頭にあったブラウズ・リスト行のブラウズ・リス
ト項目番号を受け取る

デフォルト値*CURRENTを指定した場合、現在のページが、表示される
「ページ」になります。すなわち、リストの初回表示時は最初のペー
ジ、リストが以前に表示された場合は最後に表示されていたページが表
示されます。
先頭項目を保持するフィールドを指定する場合、そのフィールドは数値
タイプで、このファンクションまたはLANSAデータ・ディクショナリ
で定義されていなければなりません。

SEL_ENTRY
このパラメータは、TYPE(*BROWSE)リストに対してのみ使用されま
す。ユーザーが項目上にカーソルを移動してEnterキーまたはファンク
ション・キーを押して選択したブラウズ・リスト項目の項目番号を保持
する数値フィールドを指定します。カーソル位置が無効の場合、値は0
として返されます。
デフォルト値*NONEを指定した場合、カーソルで選択された項目番号



は要求されません。
選択された項目番号を保持するフィールドを指定する場合、そのフィー
ルドは数値タイプで、このファンクションまたはLANSAデータ・ディ
クショナリで定義されていなければなりません。

SCROLL_TXT
このパラメータは、TYPE(*BROWSE)リストに対してのみ使用されま
す。また、「ページ単位」でブラウズ・リストを表示するようRDMLプ
ログラムをコーディングする場合のみ使用してください。
現行リリースのLANSA、i5/OS、およびCPFでは、このパラメータは、
画面に表示されるリストの下部にある高輝度"+"	(プラス)記号の表示(ま
たは非表示)を制御するために使用されます。
一般に、"+"記号の表示は、明細がリストの次の「ページ」に続き、ス
クロール・キーを使用することで表示できることをユーザーに示すもの
です。
RDMLプログラムでリストの構築および表示のために「ページ単位」技
法を使用しない場合(すなわち、表示前にリスト全体を作成する場合)、
このパラメータを使用しないでください。
RDMLプログラムで「ページ単位」技法を使用する場合は、このパラ
メータを使用して、"+"記号を表示するタイミングを制御してくださ
い。
デフォルト値*NONEを指定した場合、"+"記号の特定のプログラム制御
は要求されません。この処理は、プログラムが介入しなくても、
LANSA、i5/OS、またはCPFによって自動的に行われます。この値は、
「ページ単位」技法を使用しない場合に使用してください。
それ以外の場合、このパラメータに英数字フィールド名を指定します。
画面にブラウズ・リストのいずれかのページが表示されている場合、
RDMLプログラムによって、またはユーザーによるいずれかのスクロー
ル・キーの押下によってリスト内を上下に移動すると、以下のようにな
ります。

									ブラウズ・リストに、表示されているページに続く項目がさらに存在するする場合、こ
のパラメータで指定するフィールドの値に関わらず"+"記号が表示されます。

									ブラウズ・リストに、表示されているページ以外に項目が存在しない場合、"+"記号の
表示/非表示は、このパラメータで指定するフィールドの内容によって制御されます。指定し
たフィールドの内容が"M"または"m"で始まっている場合は、"+"記号が表示され、それ以外
の場合は"+"記号は表示されません。

「ページ単位」のブラウズ・リスト・プログラムの例およびこのパラ
メータの使用例については、このセクションの最後を参照してくださ



い。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAで使用すると、この機能は無視
されます。



7.23.2	DEF_LISTの説明
「DEF_LIST」の続き

									RDMLXブラウズ・リストは、Web上でのみ使用できます。Web上では、リストの使用が
ブラウザーの応答時間に大きく影響します。実際の制限は、クライアントおよびサーバーの
処理能力と通信パイプのサイズによって決まります。構成によっては、1000項目のみに制限
される場合もあります。ブラウズ・リストがスタティック・リストであることに注意してく
ださい。スタティック・リストでは、指定された最大項目数についての十分な追跡情報が割
り当てられます。項目数が10,000個など少ない場合、この追跡情報は重要ではありません
が、数100万個の項目が必要な場合、その重要性は増します。

									HTMLフォームに対して生成されるフィールド名の制限により、入力に使用できる項目
数は9999個です。この制限により、Web上で使用され、サポートする項目数が9999個を超え
るRDMLX/RDMLブラウズ・リストでは、9999個を超える項目は出力専用になります。

									RDMLXファンクションでは、Web対応のブラウズ・リストのみを使用できます。

									RDMLオブジェクト内のスタティック作業リストには、ENTRYSパラメータで指定され
た項目数(最大9999個)までの項目を保持できます。ただし、基本リストの項目の合計長さは
256バイトを超えることはできません。「DEF_LISTについてのコメント/警告」
の「注」を参照してください。

									RDMLXオブジェクト内のスタティック作業リストには、ENTRYSパラメータで指定さ
れた項目数(最大2ギガ)までの項目を保持できます。基本リストの項目の合計長さは2ギガ・
バイトを超えることはできません。また、文字列およびバイナリー・データはリスト自体に
保管されないため、これらのデータのメモリー要件が項目のメモリーより優先されます。す
なわち、各項目には、それぞれの最大64Kバイト長の多数の文字列を保持できますが、これ
によって、非常に大量のメモリーが容易に消費されます。「DEF_LISTについてのコ
メント/警告」の「注」を参照してください。
									RDMLXオブジェクト内のダイナミック作業リストでは、必要に応じてメモリーの割り
当てと解放が行われます。ENTRYSパラメータに値*MAXを入力してください。RDMLXオブ
ジェクトではこのタイプのリストを使用することをお勧めしますが、SORT_LISTコマンドで
使用する場合は、厳しい制約が適用されます。基本リストの項目の合計長さは2ギガ・バイ
トを超えることはできません。また、文字列およびバイナリー・データはリスト自体に保管
されないため、これらのデータのメモリー要件が項目のメモリーより優先されます。すなわ
ち、各項目には、それぞれ最大64Kバイト長の多数の文字列を保持できますが、これによっ
て、現代のコンピュータの容量をはるかに超える、非常に大量のメモリーが容易に消費され

ます。メモリー管理については、「DEF_LISTについてのコメント/警告」を参
照してください。

ブラウズ・リストをワークステーション画面に表示する際、その実際の
配置は、リストを画面に表示するために使用されるREQUEST、
DISPLAY、またはPOP_UPコマンドのパラメータおよびDEF_LISTコマン
ドで使用されるフィールド属性によって決まります。詳細については、
「RDMLフィールド属性およびその使用法」を参照してください。
ブラウズ・リストをワークステーションで表示すると、最初の「ペー
ジ」のみが表示されます。「ページ」とは、画面上に収まる項目数で
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す。ユーザーは、スクロール・キーを使用して、リスト内のすべての
ページを前後にブラウズできます。これが、「ブラウズ」リストと呼ば
れる理由です。
一般に、ブラウズ・リストは、リスト項目をワークステーションで表示
する場合のみ使用してください。一方、ワークステーションで直接表示
できない作業リストには、ブラウズ・リストにはない大きな利点が2つ
あります。1つは、ブラウズ・リストより処理が大幅に高速なこと、も
う1つは、バッチ実行しているRDMLプログラムで使用できることで
す。
この他、リストを使用または参照するコマンドには以下のものがありま
す。

コマンド 記述 ブラウ
ズ・リス
トに対し
て有効

作業リス
トに対し
て有効

ADD_ENTRY 新しい項目をリストに追
加します。

YES YES

UPD_ENTRY リスト内の既存の項目を
更新します。

YES YES

GET_ENTRY リストから項目を取得し
ます。

YES YES

SELECTLIST リストの項目をループで
処理します。

YES YES

CLR_LIST リストのすべての項目を
クリアします。

YES YES

DLT_LIST リストを削除します。 YES YES

INZ_LIST リストを"n"個の項目で初
期化します。

YES YES

DISPLAY フィールドを表示しま
す。リストを表示するこ
ともできます。

YES NO

REQUEST フィールドを要求しま YES NO



す。リストを要求するこ
ともできます。

POP_UP ポップアップ・ウィンド
ウにフィールドを表示し
ます。リストを表示する
こともできます。

YES NO

LOC_ENTRY リスト内のエントリーを
検索します。

NO YES

SORT_LIST リストをソートします。 NO YES

DLT_ENTRY リストから項目を削除し
ます。

NO YES

	



7.23.3	DEF_LISTについてのコメント/警告
									作業リストには2つのタイプがあります。1つは、ENTRYSパラメータに*MAXが指定さ
れた作業リストです。このタイプのリストは、メモリーを動的に割り当てることから、ダイ
ナミック作業リストと呼ばれます。もう1つの作業リストは、ENTRYSパラメータにその他の
値が指定されたもので、スタティック作業リストと呼ばれます。

									警告

									スタティック作業リストを定義する際は、各作業リストに割り当てられる記憶域がリ
ストの項目の長さ×項目数に等しくなることを覚えておいてください。そのため、多数の
作業リストを使用するファンクションに割り当てられる記憶容量は、非常に大きくなる可
能性があります。

									通常の状況では、リストの記憶容量を変更する必要はありません。	
記憶容量の変更による影響を理解せずにその設定を変更すると、アプリケーションのパ
フォーマンスや安定性に影響を与える可能性があります。作業を続ける前に、LANSA販
売代理店にお問い合わせください。

									スタティック作業リストが、通常使用可能なWindowsプロセス・メモリー容量を超える
と、メッセージ870、871、872、873、および874が表示されることがあります。メッセージ
871の例として、「3GBの最大32ビットWindowsサーバープロセスメモリの上限を超えま
す。」などがあります。これらのメッセージは、致命的エラーに近いものとして捉えてくだ
さい。これらのエラーは、メモリー要件が特定のWindows構成の容量を超えていることを示
します。一般に、IBM	iなどその他のプラットフォームの容量はこれより大きいですが、その
場合も、これらの警告は、設計を再検討する必要があることを示します。

									メッセージ874には、リストのサイズが含まれます。メッセージ874の例として、「リス
トページサイズ	=	1098000000バイト	エントリ長	=	549バイト」などがあります。

									一方、ダイナミック作業リストの場合、事前に割り当てられるのは、リスト項目のポイ
ンターを保持するための小容量のメモリーのみです。その後、必要容量が増加したときに、
オペレーティング・システム・メモリーの1ページ分または1項目のサイズのいずれか大きい
容量のメモリーが割り当てられます。Microsoft	Windowsの場合、1ページのサイズは32KBで
す。メモリーは、項目がリストから削除されると解放されます。項目を無限に追加し続ける
と、最終的にWindowsでメモリーが不足します。

									IBM	iで使用可能な合計メモリー容量はこれより大きいですが、1回のメモリー割り当て
容量は最大16MBに制限されます。すなわち、IBM	iでは、各スタティック作業リストは合計
サイズ16MBに制限され、各ダイナミック作業リストは、最大項目幅が16MBに制限されま
す。したがって、ダイナミック作業リストの合計容量の方がはるかに大きく、この容量は、
オペレーティング・システムがプロセスで使用できる合計メモリー容量によってのみ制限さ
れます。厳密には、これがIBM	iの制限です。その他すべてのプラットフォームについても、
全リストで使用する合計メモリーに関して、各リストに同じ制限が適用されます。

注：定義したRDML作業リストの基本リストは、合計長さが256バイト
に制限されます。この制限は、TRANSFORM_LIST組み込み関数を呼び
出して付加リストを指定することにより克服できます。または、ダイナ
ミック作業リストでRDMLXファンクションを使用します。

作業リストは無限のリソースではないため、項目数は、現実的で合理的な範囲にとどめ
てください。
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									ブラウズ・リストで定義されたフィールドが画面上の1行に収まらない場合、次の行に
折り返されます。例えば、コマンドが以下のように指定されているとします。

DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN		#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
この場合、画面上では、リストは以下のように表示されます。
	
					番号							製品														数量														価格	
					99							9999999															99999															99999.99	
					99							9999999															99999															99999.99	
					99							9999999															99999															99999.99	

以下のように、DEF_LISTコマンドにさらにフィールドを追加したとし
ます。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#PDESC	#QUANTITY	#PRICE	#TAXRTE)
	
この場合、リストは以下のように表示されます。
					番号					製品										記述	
					99						9999999											XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	
					数量	99999						価格	99999.99					税率	99.99	
					99						9999999											XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	
					数量	99999						価格	99999.99						税率	99.99	
					99					9999999										XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	
					数量	99999						Price	99999.99					税率	99.99		

フィールド属性/画面設計機能を使用して、自動設計された画面レイア
ウトを任意に変更することができます。
フィールド属性の詳細については、「フィールド属性」を参照してくだ
さい。
画面設計機能の詳細については、『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の
「画面設計機能」を参照してください。ただし、ブラウズ・リストの
フィールドに対して指定された行属性は無視されることに注意してくだ
さい。
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7.23.4	DEF_LISTの使用例
例1：注文の明細をすべて表示するRDMLプログラムを作成します。
必要な明細行リストを名前#ORDERLINEで定義し、注文頭書きファイル
の必要なフィールドを名前#ORDERHEADでグループ化します。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
	
ユーザーに注文番号を入力するよう要求し、リスト内のすべての項目を
クリアして表示モードに設定します。
L1:	REQUEST				FIELDS(#ORDNUM)
				SET_MODE			TO(*DISPLAY)
				CLR_LIST			NAMED(#ORDERLINE)
	
必要なフィールドをORDHDRファイルから取得します。見つからなかっ
た場合は、自動エラー・メッセージと共にREQUESTコマンドに戻りま
す。
FETCH						FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHDR)		WITH_KEY(#ORDNUM)	NOT_FOUND(L1)		ISSUE_MSG(*YES)
	

ORDLINファイルから必要なフィールドを選択します。選択したレコー
ドごとに、新しい項目を#ORDERLINEという名前のリストに追加しま
す。
SELECT					FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
最後に、注文のヘッダー・フィールドと明細行の詳細をユーザーに表示
します。
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	

LANSAがこのRDMLプログラム用に自動的に設計する画面形式は以下の
ようになります。
REQUEST	FIELDS(#ORDNUM)コマンドの場合：
									注文番号：______________

DISPLAY	FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)コマ
ンドの場合：



									注文番号：99999999																											
									顧客番号：999999																													
									期限：99/99/99																											
																																																											
									行																																														
									番号			製品	数量	価格																							
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
																																																											

例2：上記の例で使用したRDMプログラムを変更し、PROMST	(製品マ
スター)ファイルのフィールド#PDESC	(製品の説明)をリストに含めま
す。
リスト定義に#PDESCを含めます。
DEF_LIST		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#PDESC	#QUANTITY	#PRICE)
GROUP_BY		NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
	
L1:	REQUEST				FIELDS(#ORDNUM)
				SET_MODE			TO(*DISPLAY)
				CLR_LIST			NAMED(#ORDERLINE)
				FETCH						FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)	NOT_FOUND(L1)	ISSUE_MSG(*YES)
	

ORDLINファイルから必要なフィールドを選択します。選択したレコー
ドごとに、関連付けられた製品の説明を取得し、新しい項目を
#ORDERLINEというリストに追加します。
SELECT					FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
FETCH						FIELDS(#PDESC)	FROM_FILE(PROMST)	WITH_KEY(#PRODUCT)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	

LANSAがこの変更後のRDMLプログラム用に自動的に設計する画面形式
は以下のようになります。
REQUEST	FIELDS(#ORDNUM)コマンドの場合：
									注文番号：	___________________

DISPLAY	FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)コマン



ドの場合：
								
		注文番号：99999999																											
		顧客番号：999999																													
		期限					：99/99/99																											
																																																											
		行																																														
		番号			製品の説明								数量	価格				
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
		99			9999999	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	99999		99999.99	
																																																											

例3：姓(すべてまたは一部)を入力するようユーザーに要求し、指定され
た値で名前が始まるすべての社員のリストを表示する、以下の単純な
RDMLプログラムについて考えます。
********			Define	work	variables	and	browse	list	to	be	used
DEFINE					FIELD(#L1COUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
DEF_LIST			NAME(#L1)	FIELDS((#SURNAME)	(#GIVENAME)	(#EMPNO)	(#ADDRESS1))	COUNTER(#L1COUNT)
********			Loop	until	terminated	by	EXIT	or	CANCEL
BEGIN_LOOP
********			Get	surname	to	search	for
REQUEST				FIELDS(#SURNAME)
********			Build	list	of	generically	identical	names
CLR_LIST			NAMED(#L1)
SELECT					FIELDS(#L1)	FROM_FILE(PSLMST2)	WITH_KEY(#SURNAME)	GENERIC(*YES)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#L1)
ENDSELECT
********			If	names	found,	display	list	to	user
IF									COND('#L1COUNT	*GT	0')
DISPLAY				BROWSELIST(#L1)
********			else	issue	error	indicating	none	found
ELSE
MESSAGE				MSGTXT('No	employees	have	a	surname	matching	request')
ENDIF
********			Loop	back	and	request	next	name	to	search	for
END_LOOP
	
機能的にはこれで充分ですが、例えば検索キーとして「D」を指定し、



これに合致する従業員が800人いたとすればどうなるでしょうか。
この場合、800行ものリストが表示されることになってしまい、ユー
ザーにとって見にくい上に、相当の時間とコンピュータ資源を要しま
す。
これを解消するため、所定の行数ごとにページで区切って表示する方法
がよく使われます。すなわち、条件に合致するレコードを「1ページ
分」だけ検索し、これを表示するという方法です。次のページに進むた
めのキーが押されれば、改めてレコードを検索し、表示することになり
ます。
このプログラムに「ページ単位」技法を実装するには、以下のように変
更します。
********			Define	work	variables	and	browse	list	to	be	used
DEFINE					FIELD(#L1COUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#L1PAGE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#L1TOP)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#L1POS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEF_LIST			NAME(#L1)	FIELDS((#SURNAME)	(#GIVENAME)	(#EMPNO)	
********			Loop	until	teminated	by	EXIT	or	CANCEL
BEGIN_LOOP
********			Get	surname	to	search	for
REQUEST				FIELDS(#SURNAME)
********			Build	list	of	generically	identical	names
CLR_LIST			NAMED(#L1)
CHANGE					FIELD(#IO$KEY)	TO(UP)
CHANGE					FIELD(#L1TOP)	TO(1)	
SELECT					FIELDS(#L1)	FROM_FILE(PSLMST2)	WITH_KEY(#SURNAME)	GENERIC(*YES)
EXECUTE				SUBROUTINE(DISPLAY)	WITH_PARMS('''More...''')	
ADD_ENTRY		TO_LIST(#L1)
ENDSELECT
	********			If	names	found,	display	list	to	user
IF									COND('#L1COUNT	*GT	0')
EXECUTE				SUBROUTINE(DISPLAY)	WITH_PARMS('''Bottom''')
********			else	issue	error	indicating	none	found
ELSE
MESSAGE				MSGTXT('No	employees	have	a	surname	matching	request')
ENDIF
********			Loop	back	and	request	next	name	to	search	for
END_LOOP



********
********			Display	names	if	page	is	full	or	list	is	complete
********
SUBROUTINE	NAME(DISPLAY)	PARMS(#L1POS)	
DEFINE					FIELD(#L1REMN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(5)
CHANGE					FIELD(#L1REMN)	TO('#L1COUNT	/	#L1PAGE')	
IF									COND('(#L1COUNT	*NE	0)	*AND	(#IO$KEY	=	UP)	*AND	((#L1POS	=	''Bottom'')	*OR	(#L1REMN	*EQ	0.00000))')
DOUNTIL				COND('(#L1POS	*NE	''Bottom'')	*OR	(#IO$KEY	*NE	UP)')	
DISPLAY				BROWSELIST(#L1)	USER_KEYS((*ROLLUP))	
ENDUNTIL	
CHANGE					FIELD(#L1TOP)	TO('#L1TOP	+	#L1PAGE')	
ENDIF	
ENDROUTINE	
	
この手法は、表示するリストの行数が膨大になりうる状況で一般的に使
えるもので、処理性能の向上にも効果があります。
「最初の例」に挙げたような、SELECTとDISPLAYを組み合わせて実装
したプログラムは、この手法を取り入れて比較的簡単に最適化できま
す。プログラム構成や処理の流れにはあまり手を入れず、局所的な修正
で対処できることがわかるでしょう。
この手法を実際に組み込むためには、サイトの要求に合致した「標準」
アルゴリズムを設計し、充分にテストしておくとよいでしょう。これを
テンプレートとして個々のアプリケーションに適用することができま
す。
例4：TRANSという取引ファイルを印刷します。このファイルには、
10,000個のレコードが保持されています。印刷する取引ごとに、それに
関連付けられた州の記述をファイルSTATESから抽出して印刷する必要
があります。
この操作を実行する単純なRDMLプログラムは以下のようになります。
GROUP_BY			NAME(#TRANS)	FIELDS(#TRANNUM	#TRANTIME	#TRANDATE	#TRANTYPE	#TRANUSER	#TRANSTATE	#STATEDES)
	
SELECT					FIELDS(#TRANS)	FROM_FILE(TRANS)
FETCH						FIELDS(#TRANS)	FROM_FILE(STATES)	WITH_KEY(#TRANSTATE)
UPRINT					FIELDS(#TRANS)
ENDSELECT
	
ただし、作業リストを使用すれば、このプログラムを大幅に高速化でき



ます。
GROUP_BY			NAME(#TRANS)	FIELDS(#TRANNUM	#TRANTIME	#TRANDATE	#TRANTYPE	#TRANUSER	#TRANSTATE	#STATEDES)
DEF_LIST			NAME(#STATES)	FIELDS(#STATE	#STATEDES)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)
	
SELECT					FIELDS(#STATES)	FROM_FILE(STATE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#STATES)
ENDSELECT
	
SELECT					FIELDS(#TRANS)	FROM_FILE(TRANS)
LOC_ENTRY		IN_LIST(#STATES)	WHERE('#STATE	=	#TRANSTATE')
UPRINT					FIELDS(#TRANS)
ENDSELECT
	
州が10個ある場合、この印刷プログラムでは、最初のバージョンよりも
データベース・アクセスが9,990回少なくなります。
以下のように、FETCHコマンドのKEEP_LASTパラメータを使用するこ
とにより、さらに簡単な方法でまったく同じようにパフォーマンスを高
めることができます。
GROUP_BY			NAME(#TRANS)	FIELDS(#TRANNUM	#TRANTIME	#TRANDATE	#TRANTYPE	#TRANUSER	#TRANSTATE	#STATEDES)
	
SELECT					FIELDS(#TRANS)	FROM_FILE(TRANS)
FETCH						FIELDS(#TRANS)	FROM_FILE(STATES)	WITH_KEY(#TRANSTATE)	KEEP_LAST(10)
UPRINT					FIELDS(#TRANS)
ENDSELECT
	



7.24	DEF_REPORT
DEF_REPORTコマンドは、レポートの属性を定義するために使用しま
す。
DEF_REPORTコマンドは、レポートの属性が、LANSAシステムで設定
されているデフォルトのレポート属性と異なる場合のみファンクション
で必要になります。
DEF-REPORTを使用する前に、「LANSAによるレポート作成」で詳細
を参照してください。

参照
DEF_REPORTのパラメータ
DEF_REPORTについてのコメント/警告
DEF_REPORTの使用例
																																																									任意指定
	
		DEF_REPORT	---	REPORT_NUM	---	1	------------------------------>
																																レポート番号1〜8
	
													>--	PRT_FILE	-----	QSYSPRT	------------------------>
																																プリンター・ファイル.ライブラリ名
	
													>--	FORMSIZE		----	*DEFAULT	----	*DEFAULT	--------->
																																*FILE				----	*FILE
																																フォーム長			フォーム幅
	
													>--	LAST_LINE	----	*DEFAULT	----------------------->
																																*FILE
																																最終印刷行番号
	
													>--	OVERFLOW	-----	*DEFAULT	----------------------->
																																*FILE
																																オーバーフロー行番号
	
													>--	OUTQ	---------	*FILE	-------------------------->
																																出力待ち行列名
	
													>--	COPIES	-------	*FILE	-------------------------->
																																コピー数
	
													>--	FORMTYPE	-----	*FILE	-------------------------->
																																フォーム・タイプ
	
													>--	OTHER_OVR	----	*NONE	-------------------------->
																																その他のオーバーライド属性
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													>--	RET_LENGTH	---	*NONE	-------------------------->
																																返されるフォーム長
	
													>--	RET_WIDTH	----	*NONE	-------------------------->
																																返されるフォーム幅
	
													>--	RET_OVERF	----	*NONE	-------------------------->
																																返されるオーバーフロー値
	
													>--	RET_LINE	-----	*NONE	-------------------------->
																																返される行番号
	
													>--	RET_PAGE	-----	*NONE	--------------------------|
																																返されるページ番号
	



7.24.1	DEF_REPORTのパラメータ
COPIES
FORMSIZE
FORMTYPE
LAST_LINE
OTHER_OVR
OUTQ
OVERFLOW
PRT_FILE
REPORT_NUM
RET_LENGTH
RET_LINE
RET_OVERF
RET_PAGE
RET_WIDTH

REPORT_NUM
このコマンドで定義するレポートを指定します。1つのファンクション
で一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番号
で識別されます。このレポートのデフォルト値はレポート番号1です。

PRT_FILE
IBM	iでのみ使用
このレポートを生成するために使用するIBM	iプリンター・ファイルの
名前と、そのファイルが存在するライブラリを指定します。
デフォルト値QSYSPRT.*LIBLを指定した場合、このレポートを作成する
際に、IBM提供のデフォルト・プリンター・ファイルQSYSPRT	(ジョブ
のライブラリ・リストを使用することにより検索される)が使用されま
す。
IBM	iのプリンター・ファイル名と、ファイルが存在するライブラリま
たは*LIBLを指定することもできます。プリンター・ファイルは、
CRTPRTFコマンドで作成する必要があり、このファイルによってプリン
ター・ファイルのさまざまな属性を記述します。CRTPRTFコマンドの詳
細については、該当するIBMマニュアルを参照してください。



通常、QSYSPRT以外のプリンター・ファイルは、レポートに「特別
な」プリンター・ファイル属性が必要な場合のみ使用します。例えば、
インチあたりの行数、インチあたりの文字数、またはプリンター品質の
属性がIBM提供のデフォルト・プリンター・ファイルQSYSPRTと異なっ
ている場合がこれに該当します。
プリンター・ファイルを指定する場合、スプール・ファイルのユー
ザー・データがそのプリンター・ファイルで指定されているか、または
RDMLXの場合はOTHER_OVRパラメータで指定されていなければなり
ません。

FORMSIZE
レポートを生成するフォームの長さと幅を指定します。
RDMLXではサポートされません。
デフォルト値*DEFAULT/*DEFAULTを指定した場合、フォーム・サイズ
のパラメータは、LANSAのシステム定義ブロックから抽出されます。
システム定義ブロックおよびその変更方法の詳細については、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム定義データ域の概要」を参
照してください。出荷時点のLANSAシステム定義ブロックでは、
フォーム長が66、フォーム幅が132に設定されています。
*FILE/*FILEを指定した場合、フォーム・サイズのパラメータは、プリ
ンター・ファイルに指定された値から抽出されます。これらの値は実行
時にのみ使用されます。
上記の値を指定しない場合は、レポートを生成するフォームの長さと幅
を指定してください。

LAST_LINE
レポートの明細行(DEF_LINE行およびDEF_BREAK行)を印刷可能な最終
行を指定します。
RDMLXではサポートされません。
デフォルト値*DEFAULTを指定した場合、システム定義ブロックに指定
されたオーバーフロー行より3行少ない値が使用されます。出荷時点の
LANSAでは、オーバーフロー行番号が60に設定されているため、デ
フォルトの最終印刷行番号は57になります。
*FILEを指定した場合、プリンター・ファイルに指定されたオーバーフ
ロー行より3行少ない値が使用されます。
上記の値を使用しない場合は、必要な最終印刷行番号を指定してくださ
い。
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OVERFLOW
レポートに使用するオーバーフロー行番号を指定します。レポートに
は、オーバーフロー行より下に印刷行(そのタイプに関わらず)を印刷す
ることはできません。
RDMLXではサポートされません。
デフォルト値*DEFAULTを指定した場合、オーバーフロー・パラメータ
は、LANSAシステム定義ブロックから抽出されます。変更方法につい
ては、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム定義データ域の概
要」を参照してください。出荷時点のLANSAシステム定義ブロックで
は、オーバーフロー行番号は60に設定されています。
*FILEを指定した場合、オーバーフロー・パラメータは、プリンター・
ファイルから抽出されます。
上記の値を指定しない場合は、必要なオーバーフロー行番号を指定して
ください。

注：レポートのフッター行を定義できるのは、最終印刷行より下の、オーバーフロー行
(この行を含む)までの間のみです。そのため、出荷時点のLANSAの値を使用した場合、
レポートのフッター行は、58〜60行目にのみ定義できます。

OUTQ
スプールされる出力ファイルの出力待ち行列名を指定します。OUTQパ
ラメータには、ライブラリ名を指定できないことに注意してください。
*FILEを指定した場合、出力待ち行列名として、プリンター・ファイル
のデフォルト出力待ち行列名が使用されます。

COPIES
レポートのコピー部数を指定します。1〜255の値を指定できます。
*FILEを指定した場合、コピー部数として、プリンター・ファイルのデ
フォルト値が使用されます。

FORMTYPE
レポートのプリンターで使用するフォーム・タイプを指定します。デ
フォルト以外のフォーム・タイプを使用すると、(出力の生成時に)
フォーム・タイプを示すメッセージがシステムからシステム・オペレー
タに送信され、指定のフォーム・タイプをプリンターにセットするよう
要求されます。
*FILEを指定した場合、フォーム・タイプとして、プリンター・ファイ
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ルのデフォルト値が使用されます。

OTHER_OVR
このパラメータでは、例えばHOLD(*YES)のように、追加のi5/OSプリン
ター・ファイル・オーバーライド・オプションを指定できます。追加の
オーバーライドについては、IBMの『Control	Language	Reference
Manual』を参照してください。以下のオーバーライドは、EF_REPORT
コマンド内で処理済みのため、このパラメータで指定することはできま
せん。

FILE LVLCHK	-	(*NOに指定)

TOFILE SECURE	-	(*NOに指定)

OVRFLOW SHARE	-	(*NOに指定)

OUTQ PAGESIZE	-	(IBM	i)

FORMTYPE COPIES

*NONEは、追加のオーバーライドがないことを示します。

注：このパラメータでは、IBM	iの機能に大きく依存する追加のプリンター・ファイ
ル・オーバーライドを入力できます。将来的に他のプラットフォームで使用する可能性
がある場合は、このことを考慮してください。

RET_LENGTH
フォーム長を、このパラメータで指定するフィールドに返すかどうかを
指定します。指定するフィールドは、数値フィールドとして定義されて
いなければなりません。
*NONEを指定した場合、フォーム長は返されません。

RET_WIDTH
フォーム幅を、このパラメータで指定するフィールドに返すかどうかを
指定します。指定するフィールドは、数値フィールドとして定義されて
いなければなりません。
*NONEを指定した場合、フォーム幅は返されません。

RET_OVERF
プリンター・ファイルのオーバーフロー値を、このパラメータで指定す
るフィールドに返すかどうかを指定します。指定するフィールドは、数
値フィールドとして定義されていなければなりません。



*NONEを指定した場合、オーバーフロー値は返されません。

RET_LINE
プリンター・ファイルの現在の行番号を、このパラメータで指定する
フィールドに返すかどうかを指定します。指定するフィールドは、数値
フィールドとして定義されていなければなりません。
*NONEを指定した場合、現在の行番号は返されません。

RET_PAGE
現在のページ番号を、このパラメータで指定するフィールドに返すかど
うかを指定します。指定するフィールドは、数値フィールドとして定義
されていなければなりません。
ページ番号は、常にページの先頭行の印刷後に返されます。すなわち、
RET_PAGEのページ番号は、印刷が完了したページより1ページ大きい
値になります。
*NONEを指定した場合、現在のページ番号は返されません。



7.24.2	DEF_REPORTについてのコメント/警告
									フォーム長、最終行、およびオーバーフローに対して値*FILEを使用する場合は、常に
*FILEを使用してください。すなわち、例えば*DEFAULTと*FILEの値に矛盾がないことが
分っていない限り、フォーム長に対して*DEFAULTを指定し、オーバーフローに対して*FILE
を指定するようなことは行わないでください。

									移植性に関する注意事項：

									PRT_FILEパラメータは、IBM	iでのみ使用してください。

									FORMSIZE、LAST_LINE、およびOVERFLOWパラメータは、RDMLXではサポートさ
れません。



7.24.3	DEF_REPORTの使用例
レポート番号1が198文字プリンターで印刷されるよう定義する
レポート番号3が印刷ファイルINVOICEによって印刷されるよう定義す
る
レポート番号1のコピー3部が出力待ち行列LASERに出力されるよう定義
する
レポート番号1のフォーム長がフィールド#RETLENに返されるよう定義
する
「LANSAによるレポート作成」も参照してください。
レポート番号1が198文字プリンターで印刷されるよう定義する
DEF_REPORT		FORMSIZE(66	198)
	

レポート番号3が印刷ファイルINVOICEによって印刷されるよう定義す
る

INVOICEの長さは50、幅は80です。また、最終印刷行とオーバーフロー
行は、それぞれ48と49に設定します。
DEF_REPORT		REPORT_NUM(3)	PRT_FILE(INVOICE)	FORMSIZE(50	80)			LAST_LINE(48)	OVERFLOW(49)
	

レポート番号1のコピー3部が出力待ち行列LASERに出力されるよう定義
する

フォーム・タイプとしてA4レターを使用し、出力を保留します。
DEF_REPORT		OUTQ(LASER)	COPIES(3)	FORMTYPE('A4	LETTER')			OTHER_OVR('HOLD(*YES)')
	

レポート番号1のフォーム長がフィールド#RETLENに返されるよう定義
する

フォーム幅がフィールド#RETWIDに返され、オーバーフロー値が
フィールド#RETOVFに返され、現在の行番号がフィールド#RETLINに
返され、現在のページ番号がフィールド#RETPAGに返されるよう定義
します。
DEF_REPORT		RET_LENGTH(#RETLEN)	RET_WIDTH(#RETWID)			RET_OVERF(#RETOVF)	RET_LINE(#RETLIN)			RET_PAGE(#RETPAG)
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7.25	DEFINE
DEFINEコマンドは、ファンクション内でフィールドを定義するために
使用します。

参照
DEFINEパラメータ
DEFINEの使用例
																																																									必須/省略可	
	
		DEFINE	-------	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	TYPE	---------	*REFFLD	------------------------>
																																*DEC
																																*PACKED
																																*CHAR
																																*NVARCHAR
																																*STRING
																																*SIGNED
																																*BIN
																																*DATE
																																*TIME
																																*DATETIME
																																*INT
																																*FLOAT
																																*BOOLEAN
													>--	LENGTH	-------	*REFFLD	------------------------>
																																数値
																																						桁数の増減						*PLUS
																																																					*MINUS
																																																					*NONE
																																						増減桁数	*NONE
																																																					数値
													>--	DECIMALS	-----	*REFFLD	------------------------>
																																数値
																																						桁数の増減						*PLUS
																																																					*MINUS
																																																					*NONE
																																						増減桁数	*NONE
																																																					数値
													>--	REFFLD	-------	*NONE	-------------------------->
																																参照フィールド名
													>--	LABEL	--------	*DEFAULT	----------------------->
																																ラベル名
	
													>--	DESC	---------	*DEFAULT	----------------------->



																																テキスト記述
	
													>--	COLHDG	-------	*DEFAULT	----------------------->
																																欄見出し
																																|													|
																																	-	最大3	-
	
													>--	EDIT_CODE	----	*DEFAULT	----------------------->
																																編集コード
	
													>--	EDIT_WORD	----	*DEFAULT	----------------------->
																																編集語
	
													>--	INPUT_ATR	----	*DEFAULT	----------------------->
																																入力属性
	
													>--	OUTPUT_ATR	---	*DEFAULT	----------------------->
																																出力属性
	
													>--	DEFAULT	------	*DEFAULT	----------------------->
																																デフォルト値
	
													>--	TO_OVERLAY	---	*NONE	--------------	1	--------->
																																#フィールド名				開始位置
	
													>--	SHIFT	--------	*DEFAULT	-----------------------|
																																キーボード・シフト
	



7.25.1	DEFINEのパラメータ
COLHDG
DECIMALS
DEFAULT
DESC
EDIT_CODE
EDIT_WORD
FIELD
INPUT_ATR
LABEL
LENGTH
OUTPUT_ATR
REFFLD
SHIFT
TO_OVERLAY
TYPE

FIELD
定義するフィールドの名前を指定します。フィールド名の先頭文字は、
#でなければなりません。また、LANSAデータ・ディクショナリに定義
されている名	前は使用できません。さらに、このファンクション内で定
義されているグループまたはリストの名前も使用できません。SQLxxx
のようなフィールド名の使	用も避けてください。SQL(Structured	Query
Language)機能を使用するファンクション(コマンドSELECT_SQL)で、問
題が生じる可能性があります。

TYPE
定義するフィールドのタイプを指定します。以下の値を指定できます。

									*REFFLD：	REFFLDパラメータの参照フィールドのタイプが使用されます。

									*DEC	または同義の*PACKED：Packedタイプの作業フィールドが定義されます。

									*CHAR：	Alphaタイプの作業フィールドが定義されます。

									*STRING：	Stringタイプの作業フィールドが定義されます。

									*SIGNED：	Signedタイプの作業フィールドが定義されます。

									*BIN：	Binaryタイプの作業フィールドが定義されます。



									*DATE：	Dateタイプの作業フィールドが定義されます。

									*TIME：	Timeタイプの作業フィールドが定義されます。

									*DATETIME：	Datetimeタイプの作業フィールドが定義されます。

									*INT：	Integerタイプの作業フィールドが定義されます。

									*FLOAT：	Floatタイプの作業フィールドが定義されます。

									*BOOLEAN：	Booleanタイプの作業フィールドが定義されます。

ファンクションまたはコンポーネントがRDMLXに対応していない場
合、有効なタイプは*REFFLD、*DEC、および*CHARのみです。
REFFLDパラメータが*NONE以外で、参照フィールドがRDMLフィール
ドの場合、TYPEパラメータに設定できる値は、*REFFLD、	*DEC、ま
たは*CHARのみです。ただし、*REFFLD以外のタイプを指定すると、
リポジトリ・フィールドの基本的な考え方が役立たなくなるため、	この
ような指定はお勧めしません。
REFFLDパラメータが*NONE以外で、参照フィールドがRDMLXフィー
ルドの場合、TYPEパラメータでは*REFFLDを指定する必要がありま
す。

LENGTH
定義するフィールドの長さを指定します。値*REFFLDを指定した場合、
REFFLDパラメータで指定されたフィールドと同じ長さになります。許
容され	るフィールド長の詳細については、「フィールド・タイ	プ」を
参照してください。

タイプ Lengthパラメータに	関する注意事項

*REFFLD *REFFLD、または参照フィールドの基となるフィール
ド・タイプに有効な任意の値

*DECまたは
同義の
*PACKED

LENGTH(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できま	す。
REFFLDパラメータが指定され、それがRDMLフィー
ルドの場合、フィールド長を31桁以上	に変更すると、
作業フィールドがRDMLXフィールドになります。

*CHAR LENGTH(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できま	す。

*STRING LENGTH(*REFFLD)	REFFLD(*NONE)を指定した場
合、フィールド長はデフォルトで256桁になります。
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*SIGNED LENGTH(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できま	す。
REFFLDパラメータが指定され、それがRDMLフィー
ルドの場合、フィールド長を31桁以上	に変更すると、
作業フィールドがRDMLXフィールドになります。

*BIN LENGTH(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できま	す。

*DATE 日付は固定サイズ(常に10桁)です。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
増減桁数は*NONEでなければなりません。

*TIME 時刻は固定サイズ(常に8桁)です。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
増減桁数は*NONEでなければなりません。

*DATETIME 19、21〜29
長さによって、秒の小数部の桁数は異なってきます。
これについて明確にしておく必要があります。	長さ19
桁は、秒の小数部がないことを意味し、21〜29桁は、
秒の小数部の桁数が1〜9桁であることを意味します。
DECIMALSパラメータの影響は	受けません。
LENGTH(*REFFLD)	REFFLD(*NONE)を指定した場
合、長さはデフォルトで、ISO標準である26桁(YYYY-
MM-DD	HH:MM:SS.ffffff)になります。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
増減桁数は*NONEでなければなりません。

「桁数の増減」値は、LENGTHパラメータで*REFFLDと組み合わせて使
用されます。このフィールドの目的は、REFFLDキーワードで指定され
た	フィールドから取得した長さの値を変更できるようにすることです。
指定できる値は、*PLUS、*MINUS、および*NONEです。*PLUSを指定
し	た場合、REFFLDフィールドの長さ属性の値が増加します。*MINUS
の場合は、REFFLDフィールドの長さ属性の値が減少します。*NONEを
指	定した場合、REFFLDフィールドの長さ属性の値は変わりません。
「増減桁数」値は、LENGTHパラメータで*REFFLD値と組み合わせて使



用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィールドの目
的は、	REFFLDフィールドの長さの値を増加または減少させる増分値ま
たは減分値を指定することです。このフィールドには、数値または値
*NONEを指定でき	ます。

DECIMALS
定義するフィールドの小数点以下桁数を指定します。この値は、タイプ
値*DECと組み合わせて使用されます。値*REFFLDを指定した場合、
REFFLDパラメータで指定されたフィールドと同じ小数点以下桁数が使
用されます。それ以外の場合は、0〜63の値を指定してください。
SignedおよびPacked以外のタイプのフィールドには、必ずDECIMALS(0)
またはDECIMALS(*REFFLD	*NONE	*NONE)を指定する必要がありま
す。
「桁数の増減」値は、DECIMALSパラメータで*REFFLDと組み合わせ
て使用されます。このフィールドの目的は、REFFLDキーワードで指定
さ	れたフィールドから取得した小数点以下桁数の値を変更できるように
することです。指定できる値は、*PLUS、*MINUS、および*NONEで
す。	*PLUSを指定した場合、REFFLDフィールドの小数点以下桁数属性
の値が増加します。*MINUSの場合は、REFFLDフィールドの小数点以
下桁	数属性の値が減少します。*NONEを指定した場合、REFFLDフィー
ルドの小数点以下桁数属性の値は変わりません。
「増減桁数」値は、小数点以下桁数パラメータで*REFFLD値と組み合わ
せて使用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィール
ドの目的	は、REFFLDフィールドの小数点以下桁数の値を増加または減
少させる増分値または減分値を指定することです。このフィールドに
は、数値または値	*NONEを指定できます。

REFFLD
この定義の基になるフィールドの名前を指定します。

LABEL
このフィールドに割り当てる15文字のラベルを指定します。*DEFAULT
を指定した場合、デフォルトのラベルが使用されます。REFFLDパラ
メータ	を使用する場合は、参照フィールドのラベルが使用されます。
REFFLDパラメータを使用しない場合は、定義するフィールドの名前が
ラベルとして使用され	ます。

DESC
このフィールドに割り当てる50文字の記述を指定します。*DEFAULTを



指定した場合、デフォルトの記述が使用されます。REFFLDパラメータ
を使	用する場合は、参照フィールドの記述が使用されます。REFFLDパ
ラメータを使用しない場合は、定義するフィールドの名前が記述として
使用されます。

COLHDG
このフィールドに割り当てる3×20文字の欄見出しを指定します。
*DEFAULTを指定した場合、デフォルトの欄見出しが使用されます。
REFFLDパラメータを指定する場合は、参照フィールドの欄見出しが使
用されます。REFFLDを使用しない場合は、フィールド名が欄見出し1と
して使	用されます。

EDIT_CODE
定義するフィールドに割り当てる編集コードを指定します。編集コード
を指定しない場合は、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの編集コードが使用されます。それ以外の場合、
フィールドには編集コードは使用されません。
すべての数値フィールド(タイプ*DECなど)に対して編集コードを使用す
ることを強くお勧めします。
タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。または、どちらも*DEFAULTの	ままにする
こともできます。ただし、タイプIntegerのフィールドでは、編集コード
WおよびYを使用できません。その他すべてのフィールド・タイプ	は、
EDIT_CODE(*DEFAULT)	EDIT_WORD(*DEFAULT)でなければなりませ
ん。
LANSAでサポートされる編集コードについては、「標準フィールド編
集コード」を	参照してください。

EDIT_WORD
定義するフィールドに割り当てる編集語を指定します。編集語を指定し
ない場合は、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの編集語が使用されます。それ以外の場合、フィー
ル	ドに編集語は使用されません。
タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。または、どちらも*DEFAULTの	ままにする
こともできます。その他すべてのフィールド・タイプは、
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EDIT_CODE(*SAME)	EDIT_WORD(*SAME)でなければなりません。
LANSAが実行する妥当性検査は単純なため、編集語の使用は経験のあ
るユーザーに限るべきです。
REFFLDオプションとEDIT_WORD(*DEFAULT)を使用すると、REFFLD
に割り当てられた編集語が使用されることに注意してくださ	い。ただ
し、使用するフィールド長と小数点以下桁数がREFFLDフィールドと異
なる場合は、関連付けられた編集語が無効になる可能性があります。こ
のよ	うな場合、必要な編集語を定義する必要があります。
また、オペレーティング・システムによる浮動通貨記号を含む編集語の
処理が、画面パネル上とレポート上とで異なることに注意してくださ
い。このような場	合、レポートの生成用に、別のフィールド(または
「仮想」フィールド)を使用することをお勧めします。
編集語がLANSAでRDMLコマンド言語により定義されている場合は、そ
の編集語を単一引用符ではなく三重引用符で囲んでください。
例えば：
末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの場合、編集語を定義する正しい
方法は以下のとおりです。
DEFINE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)	LABEL('Sales	Increase')	EDIT_WORD('''			.		%''')
	
以下は、末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの編集語を定義する方法
として正し	くありません。
DEFINE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)	LABEL('Sales	Increase')	
	
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』の
キーワードEDTWRDを参照してください。

INPUT_ATR
定義するフィールドに割り当てる入力属性を指定します。入力属性を定
義しない場合、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの入力属性が使用されます。それ以外の場合、
フィー	ルド・タイプに応じて、英数字フィールドまたは数値フィールド
に対するシステムのデフォルト入力属性が使用されます。
RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイプ」を参照してください。
タイプA	(英数字)、P	(パック10進数)、およびS	(符号付き)の有効な入力
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属性は以下のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

AB ブランク入力可能 Y Y Y

ME 入力必須項目チェック Y Y Y

MF 全桁入力チェック Y Y Y

M10 Modulus	10	のチェック 	 Y Y

M11 Modulus	11	のチェック 	 Y Y

VN 名前の妥当性チェック Y 	 	

FE フィールド	EXITキーを必
要に設定

Y Y Y

LC 小文字入力可能。この属
性を設定しない場合は、
『LANSA/AD	ユーザーガ
イド』の「システム区画
の言語属性	を表示または
変更する」の「PC	ロケー
ル・大文字変換」を参照
してください。

Y 	 	

RB 右寄せブランクの埋め込
み

	 Y Y

RZ 右寄せゼロの埋め込み 	 Y Y

RL カーソルを右から左に移
動

Y Y Y

RLTB カーソルを左から右、上
から下にタブﾞ移動。
SAA/CUA区画でのみ有
効。すべての画面パネル
に影響します。

Y Y Y

GRN 緑色表示 Y Y Y
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WHT 白色表示 Y Y Y

RED 赤色表示 Y Y Y

TRQ 青緑色表示 Y Y Y

YLW 黄色表示 Y Y Y

PNK ピンク色表示 Y Y Y

BLU 青色表示 Y Y Y

BL 明滅表示 Y Y Y

CS 欄の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高輝度表示 Y Y Y

ND 非表示(非表示フィール
ド)

Y Y Y

RA レコードの自動前進
フィールド

Y Y Y

SREV 反転形式で保存。この特
別な属性は、双方向言語
用です。このコンテキス
トには適用できません。

Y N N

SBIN Binary形式で保存。この
特別な属性は、リポジト
リ・フィールド用です。
このコンテキストに	は適
用できません。

Y N N

HIND ヒンディー数字。ヒン
ディー数字で表示。
『LANSA/AD	ユーザーガ
イド』の「ヒンディー数
字」を	参照してくださ
い。

N Y Y

CBOX	* チェック・ボックス Y N N
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RBnn	* ラジオ・ボタン Y N N

PBnn	* プッシュ・ボタン Y N N

DDXX	* ドロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を参照してください。
SAA/CUAガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用で	きま
す(実際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH アクション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画面のタイトル

PBPI 画面の識別子

PBIN ユーザーへの説明

PBFP フィールドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括弧

PBCM フィールド欄見出し

PBGH グループ見出し

PBNT 標準のテキスト

PBET 強調のテキスト

PBEN	* 入力可能のフィールド(標準)

PBEE	
* 入力可能のフィールド(強調)

PBCH メニューに表示される選択項目

PBSC 最後にメニューから選択された項目

PBUC 使用不可の選択項目
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PBCN 入力不可のフィールド(標準)

PBCE 入力不可のフィールド(強調)

PBSI スクロール情報

PBSL 区切り線

PBWB ポップアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファンクション・キーの情報

注：通常、PBENおよびPBEEは入力属性としてのみ指定します。	これら
の属性の詳細については、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の
「OS/400のSAA/CUAインプリメンテーション」を参照してください。ま
た、1つのフィール	ドに指定できる色は1つのみであることに注意してく
ださい。複数の色を使用すると、他の属性に影響を与える可能性があり
ます。詳細については、IBMマ	ニュアルの『Data	Description
Specifications』を参照し	てください。検討する必要のあるキーワード
は、CHECK、COLOR、およびDSPATRです。

OUTPUT_ATR
定義するフィールドに割り当てる出力属性を指定します。出力属性を指
定しない場合、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの出力属性が使用されます。それ以外の場合、
フィー	ルド・タイプに応じて、英数字フィールドまたは数値フィールド
に対するシステムのデフォルト出力属性が使用されます。
RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイプ」を参照してください。
タイプAlpha	(A)、Packed	(P)、および	Signed	(S)の有効な出力属性は以下
のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

GRN 緑色表示 Y Y Y

WHT 白色表示 Y Y Y

RED 赤色表示 Y Y Y

TRQ 青緑色表示 Y Y Y
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YLW 黄色表示 Y Y Y

PNK ピンク色表示 Y Y Y

BLU 青色表示 Y Y Y

BL 明滅表示 Y Y Y

CS 欄の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高輝度表示 Y Y Y

ND 非表示(非表示フィールド) Y Y Y

SREV 反転形式で保存。この特別な
属性は、双方向言語用です。
このコンテキストには適用で
きません。

Y N N

SBIN Binary形式で保存。この特別
な属性は、リポジトリ・
フィールド用です。このコン
テキストに	は適用できませ
ん。

Y N N

Urxx ユーザー定義のレポート属
性。プリンター・ファイルの
i5/OS	DDSステートメントへ
のアクセスを提供します。
『LANSA/AD	ユーザーガイ
ド』の「ユーザー定義レポー
ト属性」を参照してくださ
い。

Y Y Y

HIND ヒンディー数字。ヒンディー
数字で表示。『LANSA/AD
ユーザーガイド』の「ヒン
ディー数字」	を参照してく
ださい。

N Y Y

CBOX	* チェック・ボックス Y N N

RBnn	* ラジオ・ボタン Y N N
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PBnn	* プッシュ・ボタン Y N N

DDxx	* ドロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を参照してください。
SAA/CUAガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用で	きま
す(実際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH アクション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画面のタイトル

PBPI 画面の識別子

PBIN ユーザーへの説明

PBFP フィールドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括弧

PBCM フィールド欄見出し

PBGH グループ見出し

PBNT 標準のテキスト

PBET 強調のテキスト

PBEN 入力可能のフィールド(標準)

PBEE 入力可能のフィールド(強調)

PBCH メニューに表示される選択項目

PBSC 最後にメニューから選択された項目

PBUC 使用不可の選択項目

PBCN	* 入力不可のフィールド(標準)

PBCE	* 入力不可のフィールド(強調)
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PBSI スクロール情報

PBSL 区切り線

PBWB ポップアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファンクション・キーの情報

*注：通常、PBCNおよびPBCEは出力属性としてのみ指定しま	す。これ
らの属性の詳細については、『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「SAA/CUA	Implementation」を参照してください。また、1つのフィール
ドに指	定できる色は1つのみであることに注意してください。複数の色
を使用すると、他の属性に影響を与える可能性があります。詳細につい
ては、IBMマニュアル	の『Data	Description	Specifications』を参照してく
ださ	い。検討する必要のあるキーワードは、COLOR、DSPATRです。

DEFAULT
定義するフィールドに適用するデフォルト値を指定します。
これは、ファンクションの実行開始時のフィールド値です。フィールド
のデフォルト値は、EXCHANGEコマンドで変更できます。
RDMLXフィールドにおけるDEFAULT(*DEFAULT)の意味については、
「フィールド・タイプ」を参照してください。
デフォルト値を指定しない場合、*DEFAULTが使用されます。すなわ
ち、REFFLDパラメータが指定されている場合は、REFFLDフィールド
のデ	フォルト値が使用されます。REFFLDパラメータを使用しない場合
は、英数字フィールドに対してはデフォルト値*BLANKSが、また数値
フィールドに	対してはデフォルト値*ZEROが使用されます。
指定できるデフォルト値は以下のとおりです。

									*BLANKS、	*ZERO、*DATEなどのシステム変数、またはユーザーがインストール時に
明示的に定義したその他の変数

									BALMAIN	などの英数字リテラル

									1、	10.43、-1.341217などの数値リテラル

									*UP01	などのプロセス・パラメータ

									*SQLNULL	は、入力属性または出力属性としてASQNが設定されている任意のフィール
ド・タイプの属性値として使用可

									*NULL	は、任意のフィールド・タイプのデフォルト値として使用可(区画がRDMLXに
対応している場合)
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TO_OVERLAY
定義するフィールドで、このパラメータで参照するフィールド全体また
はその一部をオーバーレイする(すなわち、同じ記憶域の場所を占有す
る)よう指定しま	す。
RDMLXフィールドのオーバーレイや、RDMLXフィールドによる別
フィールドのオーバーレイは無効です。
デフォルト値*NONEを指定した場合、定義するフィールドは、その
フィールド専用の記憶域を占有し、他のフィールドをオーバーレイしま
せん。
*NONE以外にこのパラメータで指定できる値は、このプログラムまた
はデータ・ディクショナリで定義されている別のフィールドの名前のみ
です。この場	合、開始位置を指定することもできます。
TO_OVERLAYパラメータは、フィールドが別のフィールドと同じ記憶
域(すなわち、メモリー内の場所)を占有することのできる強力な機能で
す。この	パラメータが強力だからこそ、その使用により、どのような処
理が行われ、どのような問題が生じる可能性があるかを正確に理解して
おく必要があります。
このパラメータを使用する前に、以下の注意事項およびコメントに十分
目を通しておいてください。

									フィー	ルドで、別のフィールドをオーバーレイしているフィールドをオーバーレイし
ないでく	ださい。これは全構文検査で検査されないため、コンパイル・エラーが生じる可能
性があります。

									さ	まざまなタイプのフィールドをオーバーレイする前に、System	iの文字、符号付き/
ゾーン10進数、パック10進数といったデータ記憶域形式について十分に理解しておいてくだ
さ	い。フィールドをオーバーレイすると、無効な10進数データが10進数フィールドに配置さ
れる可能性があり、これによって予期しない形でプログラムがエ	ラーになる場合がありま
す。

									(い	かなる状況でも)配列インデックス・フィールドで他のフィールドをオーバーレイし
たり、配列インデックス・フィールドを他のフィールドでオーバーレイした	りしないでくだ
さい。

									こ	のパラメータの開始位置コンポーネントを使用すると、フィールド全体ではなく、
特定フィールドの一部のみをオーバーレイできます。開始位置は、パック10	進数フィールド
を使用する場合も、1バイト単位の位置です。開始位置を指定する際は、オーバーレイされ
るフィールドの終了位置を超えてフィールドをオー	バーレイしないようにしてください。

これは、全構文検査で検査されません。この規則に従わないと、危険な	結果または予期しな
い結果になる可能性があります。

									偶	数の長さのパック10進数フィールドで別のフィールドをオーバーレイできますが、
RPGコンパイラでは常に、オーバーレイするフィールドが、1桁多い奇数	の長さとして解釈
されます。例：



DEFINE	FIELD(#DEC6)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#OVR6)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)	TO_OVERLAY(#DEC6)
	

				この場合、RPGコンパイラでは、#DEC6がパック10進数(6,0)値として
扱われ、#OVR6は	パック10進数(7,0)値として扱われます。どちらの
フィールドも保管に必要なメモリー容量は4バイトで、メモリーの長
さに関する問題は生じません。	RPGコンパイラの動作が問題になる
のは、レポート上に表示する際です。ただし、#OVR6を*OUTPUTの
みで画面に表示すると、ファンクションのコ	ンパイルがクラッシュ
します。これは、表示ファイルでの#OVR6の外部記述では、6桁の
パック10進数として定義されているのに対し、上記のようにオー
バーレイを指定すると、RPGコンパイラが#OVR6を7桁のパック10進
数と見なすためです。

									オー	バーレイするフィールドに対してデータ妥当性検査コマンドRANGECHECK、
VALUECHECK、DATECHECK、CALLCHECK、	CONDCHECK、FILECHECKまたは、
SET_ERRORを使用すると、オーバーレイされるフィールドに対してもエラーが設定されま
す。

例：

									DEFINE	FIELD(#INPUT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)
									DEFINE	FIELD(#INPC1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)							TO_OVERLAY(#INPUT	1)
									DEFINE	FIELD(#INPC3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)							TO_OVERLAY(#INPUT	3)
	
									REQUEST	FIELDS(#INPUT)
	
									BEGINCHECK
									VALUECHECK	FIELD(#INPC1)	WITH_LIST('A'	'B'	'C')
									VALUECHECK	FIELD(#INPC3)	WITH_LIST('X'	'Y'	'Z')
									ENDCHECK
	
このプログラムは、ワークステーションから3文字のフィールド
(#INPUT)を受け入れ、最初の文字がA、B、またはCのいずれかで、最後
の文字がX、	Y、またはZのいずれかであるかどうかを検査します。
VALUECHECKコマンドによって、オーバーレイされるフィールド
#INPC1または#INPC3に対してエラーがトリガーされると、オーバーレ
イさ	れるフィールド#INPUTに対してもエラーがトリガーされます。す
なわち、エラーのある状態でREQUESTコマンドが(再)実行されると、
フィールド	#INPUTは反転表示されます。



SHIFT
定義するフィールドに割り当てるキーボード・シフトを指定します。
キーボード・シフトを指定しない場合は、値*DEFAULTが使用されま
す。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドのキーボード・シフトが使用されます。それ以外の
場	合、そのフィールドに対してキーボード・シフトは使用されません。
*DEFAULT以外に、各作業フィールド・タイプで有効なSHIFTの値につ
いては、「フィールド・タイプ」を参照してください。
タイプBooleanの作業フィールドの場合、SHIFTは*DEFAULTである必要
があります。
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を
参照してください。参照する場所は、表示ファイルの35桁目の項目で
す。
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7.25.2	DEFINEの使用例
RDMLプログラムで内部使用する作業/カウンター・フィールド#Iを定義
する
内部使用するための作業/カウンター・フィールド#Iを定義する
#ORDERと同じ属性を持つ#LASTORDERというフィールドを定義する
#ORDERと異なる属性を持つ#LASTORDERというフィールドを定義す
る
有効桁数が#QTYより3桁多い#TOTQTYというフィールドを定義する
#QTYとは異なる属性を持つ#TOTQTYというフィールドを定義する
フィールド#LONGと同様の属性を持つ#SHORTというフィールドを定義
する
#LONGと同様の属性を持つ#SHORTというフィールドを定義する
RDMLプログラムで内部使用する作業/カウンター・フィールド#Iを定義
する

DEFINE	FIELD(#I)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
	

内部使用するための作業/カウンター・フィールド#Iを定義する
RDMLプログラム内で、ファンクションの実行開始時に作業/カウン
ター・フィールドの値が2になるよう定義します。
DEFINE	FIELD(#I)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	DEFAULT(2)
	

#ORDERと同じ属性を持つ#LASTORDERというフィールドを定義する
フィールド#LASTORDERの属性が、LANSAデータ・ディクショナリに
定義されているフィールド#ORDERとまったく同じになるよう定義しま
す。
DEFINE	FIELD(#LASTORDER)	REFFLD(#ORDER)
	

#ORDERと異なる属性を持つ#LASTORDERというフィールドを定義す
る

フィールド#LASTORDERの属性が、記述、ラベル、および欄見出しを
除き、フィールド#ORDERとまったく同じになるよう定義します。
DEFINE	FIELD(#LASTORDER)	REFFLD(#ORDER)	DESC('Last	Order	Number')	LABEL('Last	Order')	COLHDG('Last'	'Order'	'Number')
	



有効桁数が#QTYより3桁多い#TOTQTYというフィールドを定義する
フィールド#TOTQTYの属性が、フィールド#QTYより有効桁数が3桁多
い以外は#QTYとまったく同じになるよう定義します。
DEFINE	FIELD(#TOTQTY)	REFFLD(#QTY)	LENGTH(*REFFLD	*PLUS	3)
	

#QTYとは異なる属性を持つ#TOTQTYというフィールドを定義する
フィールド#TOTQTYの属性が、#QTYより有効桁数がフィールド3桁多
く、小数点以下桁数が2桁多い以外は#QTYとまったく同じになるよう定
義します。
DEFINE	FIELD(#TOTQTY)	REFFLD(#QTY)	LENGTH(*REFFLD	*PLUS	5)	DECIMALS(*REFFLD	*PLUS	2)
	
フィールド#LONGと同様の属性を持つ#SHORTというフィールドを定義
する

#SHORTの文字数が正確に10文字になるよう定義します。
DEFINE	FIELD(#SHORT)	REFFLD(#LONG)	LENGTH(10)
	

#LONGと同様の属性を持つ#SHORTというフィールドを定義する
#SHORTの属性が、フィールド#LONGより10文字少ない以外は#LONG
とまったく同じになるよう定義します。
DEFINE	FIELD(#SHORT)	REFFLD(#LONG)	LENGTH(*REFFLD	*MINUS	10)	
	
別のフィールドに基づいて数値フィールドを定義する

数値フィールドにSキーボード・シフトを定義し、編集コードJで表示で
きるようにします。
DEFINE	FIELD(#SHIFTY)	REFFLD(#SHIFTS)	EDIT_CODE(J)	SHIFT(Y)
	



7.26	DELETE
DELETEコマンドを使用すると、キーまたは相対レコード番号によって
ファイルからレコードを削除できます。

移植性に関する
考慮事項

パラメータFROM_FILEを参照してください。

参照
DELETEのパラメータ
DELETEについてのコメント/警告
DELETEの使用例
																																																									必須/省略可
	
		DELETE	-------	FROM_FILE	----	ファイル名	.	ライブラリ名	------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	WHERE	-------	'条件'	--------------------->
	
													>--	WITH_KEY	-----	キー値	---------------------->
																															|	拡張可能なグループ式	|
																															---	最大20	--------------
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	NOT_FOUND	----	*NEXT	-------------------------->
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	WITH_RRN	-----	*NONE	-------------------------->



	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
	
													>--	CHECK_ONLY	---	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	AUTOCOMMIT	---	*FILEDEF	-----------------------|
																																*YES
																																*NO
	



7.26.1	DELETEのパラメータ
AUTOCOMMIT
CHECK_ONLY
FROM_FILE
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
NOT_FOUND
RETURN_RRN
WHERE
VAL_ERROR
WITH_KEY
WITH_RRN

FROM_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WHERE
「条件および式の指定」および「I/OコマンドでのWHEREパラメータの
指定」を参照してください。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。
このパラメータの使用による自動「相互更新」検査への影響の詳細につ
いては、「DELETEについてのコメント/警告」を参照してください。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
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があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからな
かった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSの処理を続行することもできます
が、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
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ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され
ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
ます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、制御が呼び出しルーチンに戻されます
(RETURNコマンドを実行した場合と同じです)。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

NOT_FOUND
WITH_KEYパラメータで指定されたキーと一致するキーを持つレコード
がファイルで見つからなかった場合に実行する処理を指定します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、制御が呼び出しルーチンに戻されます
(RETURNコマンドを実行した場合と同じです)。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

ISSUE_MSG



「見つからない」メッセージを自動的に発行するかどうかを指定しま
す。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ
セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目、またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表
示されます。

WITH_RRN
削除するレコードの相対レコード番号(相対レコード・ファイル処理の
ための番号)を保持するフィールドの名前を指定します。WITH_KEYま
たはWHEREパラメータを使用している場合、WITH_RRNパラメータは
使用できません。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。

注：FETCH、DELETE、またはUPDATEコマンドに対してWITH_RRNパラメータを使用
すると、他の形式のデータベース・アクセスよりレコードの取得、削除、または更新を
高速に行えます。

このコマンドで指定するファイルが論理ファイルかどうかに関係なく、
実際にアクセス対象になるデータベース・ファイルは物理ファイルで
す。そのため、WITH_RRNパラメータを使用して論理ファイルにアクセ
スする場合は、論理ファイルの選択/除外基準は使用されません。
以下も参照してください。

									「DELETEについてのコメント/警告」に記載されている、このパラメータ
の使用による自動「相互更新」検査への影響の詳細

									『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読み込み」

RETURN_RRN
削除されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。DELETEコマンドによって複数のレコードをファイルから
削除した場合は、このフィールドに返される値を使用できません。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
詳細については、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読
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み込み」を参照してください。

CHECK_ONLY
I/O操作を実際に実行するか、実際に実行したときにファイルおよび
データ・ディクショナリ・レベルの妥当性検査の条件をすべて満たすこ
とができるかを検査するために「シミュレーション」のみを行うかを指
定します。
デフォルト値*NOを指定した場合、I/O操作は通常の方法で実行されま
す。
*YESを指定した場合、ファイルおよびデータ・ディクショナリ・レベ
ルの検査の条件をすべて満たすことができるかどうかを確認するため
に、I/O操作がシミュレートされます。このオプションを使用した場合
は、この検査に関与するデータベース・ファイルがいかなる形でも変更
されることはありません。

AUTOCOMMIT
LANSAリリース4.0プログラム変更レベルE5により、このパラメータ
は、他のパラメータと機能が重複しています。
コミット制御を使用するには、アプリケーションでCOMMITまたは
ROLLBACKコマンド、あるいはその両方を指定してください。
通常は、COMMITコマンドのみが必要です。
System	iでのコミット制御の関連については、『LANSA	A/Dユーザーガ
イド』の「コミット制御を使用する」を参照してください。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAを使用している場合は、
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」を参照してくださ
い。
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7.26.2	DELETEについてのコメント/警告
									DELETEコマンドによる自動「相互更新」検査の使用方法について明確に理解しておい
てください。

以下のようなコマンド・フローについて考えます。
FETCH			WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
DISPLAY
IF_MODE	*DELETE
DELETE
ENDIF
	
このDELETEコマンドにはWITH_KEYまたはWITH_RRNパラメータが指
定されていないため、(FETCHコマンドによって)最後に読み取られたレ
コードが削除されます。
この状況では、レコードが取得(FETCH)されてから削除(DELETE)され
るまでの間が「相互更新時間枠」になります。DISPLAYコマンドがユー
ザーのワークステーションで実行されたときにユーザーが席を離れて
コーヒーを飲みに行っていれば、この時間は非常に長くなる可能性があ
ります。
これは、自動「相互更新」検査機能の正しく有効な使用方法です。
FETCHからDELETEまでの間にレコードが別のジョブ/ユーザーによって
変更された場合、DELETEによって「相互更新エラー」(他の妥当性検査
エラーと同様に処理される)が生成されます。
次に、以下のコマンド・フローについて考えます。
FETCH			WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
DISPLAY
IF_MODE	*DELETE
DELETE		WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
ENDIF
	
このDELETEコマンドにはWITH_KEYまたはWITH_RRNパラメータが指
定されているため、特定のレコード(またはレコードのグループ)が読み
取られ、削除されます。
これは、陥りやすいコーディングの間違いです。DELETEコマンドの
WITH_KEYまたはWITH_RRNの値は、FETCHコマンドのものと同じに
なります。ただし、RDMLコンパイラには、その値が変更されたかどう
かがわらないため、DELETEの実行前にレコードを(再)読み取りせざる



を得ません。
この状況では、DELETEコマンドによってレコードが(再)読み取りされ
てからDELETEコマンドによって削除されるまでの間が「相互更新時間
枠」です。この間隔は非常に短いため、実質的には「相互更新」検査に
意味がなくなります。
このように、実質的に自動「相互更新」検査に意味がなくなることか
ら、上記のような対話型プログラムでは、これはDELETEコマンドの有
効で正しい使用方法とは言えません。

									WITH_KEY、WHERE、またはWITH_RRNパラメータを指定せずにDELETE操作を実行
すると、ファイルから最後に読み取られたレコードが削除されます。これは、以下のように
指定した場合と同じです。

DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
これは機能的に以下と同等です。
FETCH		FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)
	
また、以下のような指定について考えます。
DELETE	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
これは機能的に以下と同等です。
SELECT					FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
DELETE					FROM_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	



7.26.3	DELETEの使用例
例1：フィールド#ORDNUMに指定された注文を注文頭書きファイルか
ら削除します。
DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
例2：ORDLINという明細行ファイルから明細行番号1、明細行番号2の
順に削除します。受注番号は、#ORDNUMというファイルに保持されて
います。
DELETE	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM	1)
DELETE	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM	2)
	
数値リテラル1および2をキー値として使用していることに注意してくだ
さい。
上記の例は、以下のようにコーディングすることもできます。
CHANGE				FIELD(#I)	TO(1)
DOWHILE			COND('#I	<=	2')
DELETE				FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM	#I)
CHANGE				FIELD(#I)	TO('#I	+	1')
ENDWHILE
	
例3：フィールド#ORDNUMに指定された注文に関連付けられたすべて
の明細行を削除します。
DELETE	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
このコマンドにより、ファイルから複数のレコードが削除されることに
注意してください。
例4：フィールド#ORDNUMに指定された注文に関連付けられたすべて
の明細行を削除し、次に注文頭書きレコードを削除します。
DELETE	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
DELETE	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
例5：フィールド#DLTINDの値がYのすべてのレコードをファイル
NAMESから削除します。
DELETE	FROM_FILE(NAMES)	WHERE('#DLTIND	=	Y')
	



例6：フィールド#DLTINDの値がYで、フィールド#UPDATEの値が現在
の日付より小さいすべてのレコードをファイルNAMESから削除しま
す。
DELETE	FROM_FILE(NAMES)	WHERE('(#DLTIND	=	Y)	AND	(#UPDATE	<	*YYMMDD)')
	
現在の日付がYYMMDD形式(通常は#UPDATEと同じ形式)で保持される
システム変数*YYMMDDを使用していることに注意してください。



7.27	DISPLAY
DISPLAYコマンドを使用すると、ワークステーションに情報を表示でき
ます。
DISPLAYコマンドは、Web上で使用しているRDMLXファンクション内
でのみ有効です。それ以外の場所で使用すると、実行時に致命的エラー
が発生します。この場合は、RDMLファンクション内にDISPLAYコマン
ドを組み込むか、フォームを使用してユーザーに情報を表示してくださ
い。

移植性
に関す
る考慮
事項

パラメータ
FIELDS、IGCCNV_KEY、OPTIONS、SHOW_NEXT、お
よびTEXTを参照してください。

参照
DISPLAYのパラメータ
DISPLAYについてのコメント/警告
DISPLAYの使用例
																																																									任意指定
	
		DISPLAY	------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																|------	RDMLXの場合は最大1000	----|
																																	------	RDMLの場合は最大100	-----
	
													>--	DESIGN	-------	*IDENTIFY	---------------------->
																																*DOWN
																																*ACROSS
	
													>--	IDENTIFY	-----	*DESIGN	------------------------>
																																*COLHDG
																																*LABEL
																																*DESC
																																*NOID
	
													>--	IDENT_ATR	----	*DEFAULT	----------------------->
																																*NONE
																																*HI	*RI	*UL	(最大3)
	
													>--	DOWN_SEP	-----	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値



	
													>--	ACROSS_SEP	---	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	BROWSELIST	---	*NONE	--------	999	------------->
																																リスト名			1ページあたりの項目数
	
													>--	EXIT_KEY	-----	*YES	--	*EXIT	--	*HIGH	-	*NONE	->
																																*NO					*MENU				*LOW		条件
																																								*NEXT	
																																								*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	MENU_KEY	-----	*YES	--	*MENU	----	*NONE	------->
																																*NO					*EXIT						条件
																																								*RETURN
																																								*NEXT	
																																								ラベル
	
													>--	ADD_KEY	------	*NO	---	*NEXT	----	*NONE	------->
																																*YES				*RETURN				条件
																																								ラベル
	
													>--	CHANGE_KEY	---	*NO	---	*NEXT	----	*NONE	------->
																																*YES				*RETURN				条件
																																								ラベル
	
													>--	DELETE_KEY	---	*NO	---	*NEXT	----	*NONE	------->
																																*YES				*RETURN				条件
																																								ラベル
	
													>--	PROMPT_KEY	---	*DFT	--	*AUTO	----	*NONE	------->
																																*YES				*NEXT						条件
																																*NO					*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	USER_KEYS	---	ファンクション・キー--'記述'--*NEXT	--	条件	-->
																														|																	*RETURN								|
																														|																	ラベル										|
																														|																																|
																															---------	最大5	------------
	
													>--	PANEL_ID	-----	*AUTO	-------------------------->
																													または*NONE
																													またはパネル識別子
	
													>--	PANEL_TITL	---	*FUNCTION	---------------------->
																													または'パネル・タイトル'
	
													>--	SHOW_NEXT	----	*PRO	--------------------------->



																																*YES
																																*NO
	
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
	
													>--	CURSOR_LOC	---	*NONE		-------	*NONE	----------->
																																*ATFIELD							フィールド名
																																行値						列値
	
													>--	STD_HEAD	-----	*DFT	--------------------------->
																																*YES
																																*NO
	
													>--	OPTIONS	------	*NONE	-------------------------->
																																*NOREAD	*OVERLAY	(最大2)
	
													>--	IGCCNV_KEY		--	*AUTO	--------------------------|
																																*YES
																																*NO
																																条件名
	



7.27.1	DISPLAYのパラメータ
ACROSS_SEP
ADD_KEY
BROWSELIST
CHANGE_KEY
CURSOR_LOC
DELETE_KEY
DESIGN
DOWN_SEP
EXIT_KEY
FIELDS
IDENT_ATR
IDENTIFY
IGCCNV_KEY
MENU_KEY
OPTIONS
PANEL_ID
PANEL_TITL
PROMPT_KEY
SHOW_NEXT
STD_HEAD
TEXT
USER_KEYS

FIELDS
ワークステーションに表示するフィールド、または表示するフィールド
を指定するグループの名前を指定します。または、このパラメータに拡
張可能なグループ式を入力することもできます。

移植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAには、複数ページおよび複数行にまた
がるフィールドに関して以下の制約があります。

複数ページ・データ(すなわち、画面形式が1ページ
に収まらない場合)は、Webブラウザー・ウィンドウ
では表示できますが、LANSAファンクションでは



表示できません。	
複数ページ・データを含むプロセスをコンパイルす
ると、そのプロセスがWEB/XMLに対応している場
合に、警告が発行されます。プロセスがWEB/XML
に対応していない場合は、全構文検査エラーが発行
されます。
複数行にまたがるフィールド(すなわち、フィール
ドが画面の1行に収まらない場合)はサポートされま
せん。1行のみ表示されます。エラーや警告は生成
されません。

DESIGN
特定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位置
決め方法を指定します。
デフォルト値*IDENTIFYを指定した場合、設計方法として、IDENTIFY
パラメータに関連付けられたデフォルトの方法が使用されます。詳細に
ついては、「コメント/警告」の表を参照してください。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、画面上の1つの列内に「下方
向」に配置されます。
*ACROSSを指定した場合、フィールドは、画面上で1つの行内に「横方
向」に配置されます。

IDENTIFY
特定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの識
別方法を指定します。
デフォルト値*DESIGNを指定した場合、DESIGNパラメータに関連付け
られたデフォルトの方法でフィールドが識別されます。詳細について
は、「コメント/警告」の表を参照してください。
*LABELを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付けら
れたラベルで識別されます。
*DESCを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付けられ
た記述で識別されます。
*COLHDGを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付け
られた欄見出しで識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体が画面設計に挿入されます。



IDENT_ATR
画面に表示される識別用のテキスト(ラベル、記述、欄見出しなど)に関
連付ける表示属性を指定します。
デフォルト値*DEFAULTを指定した場合、識別表示属性のシステム・デ
フォルト値が使用されます。これらのデフォルト値は、システム全体の
デフォルト値としてシステム定義ブロックで設定されています。システ
ム・デフォルト値の変更方法については、『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「システム定義データ域の概要」を参照してください。
*NONEを指定した場合、識別用のテキストには、特別な表示属性が関
連付けられません。
上記の値を指定しない場合は、*HI	(高輝度)、*RI	(反転表示)、および
*UL	(下線)のうち1つ以上を指定してください。
このパラメータは、SAA/CUA準拠の区画内でのSAA/CUAプロセスでは
無視されます。このような区画では、ラベルおよび欄見出しに対する区
画全体の標準によって属性が決定されます。

DOWN_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の行間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

ACROSS_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の列間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

BROWSELIST
画面形式に含めるブラウズ・リストの名前を指定します。また、画面パ
ネルに表示するブラウズ・リストの項目数を指定することもできます。
*NONEを指定した場合、ブラウズ・リストは要求されません。設計さ
れる画面には、ブラウズ・コンポーネントが含まれません。
ブラウズ・リストを指定する場合、画面パネルに表示するブラウズ・リ
ストの項目数を指定することもできます。これにより、ブラウズ・リス
トの下に、他の詳細を表示するためのスペース(次の画面によってオー
バーレイ可能)を残すことができます。デフォルトの999項目を指定する
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と、ブラウズ・リストが画面パネルの論理的な最下部まで拡張されま
す。
ブラウズ・リストを指定する場合、そのブラウズ・リストは、
DEF_LIST	(リストの定義)コマンドによってRDMLプログラム内のどこ
かに定義されていなければなりません。

EXIT_KEY
[終了]ファンクション・キーについて、以下の事柄を指定します。

									[終了]ファンクション・キーを有効にするかどうか

									[終了]ファンクション・キーが押されたときにどのような処理を実行するか

									SAA/CUA区画内で、どの[終了]ファンクション・キーを要求するか

									[終了]ファンクション・キーをどのような場合に有効にするかを制御する条件

デフォルトでは、[終了]ファンクション・キーは有効になります。[終
了]ファンクション・キーを無効にするには、このパラメータの最初の
値として*NOを指定します。
[終了]ファンクション・キーが有効な場合、そのキーが押されたときに
どのような処理を実行するかを指定できます。EXIT_KEYパラメータの
2番目のパラメータに指定できる値は以下のとおりです。

*EXIT アプリケーションは、LANSAを完全に終了します
(EXITコマンドを実行した場合と同じです)。

*MENU プロセスのメイン・メニューが再表示されます(MENU
コマンドを実行した場合と同じです)。

*NEXT 次のコマンドに制御が渡されます。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元に戻
され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンま
たはプログラム・メインラインに戻されます。

上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータのデフォルト値は*EXITです。
このパラメータのデフォルト値は*HIGHです。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。



条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。
注：SAA/CUAアプリケーションでEXIT_KEYパラメータを指定する際
は、以下の2通りの方法のみを使用することをお勧めします。
EXIT_KEY(*YES	*EXIT	*HIGH)		in	a	"main	program"
*	
EXIT_KEY(*YES	*RETURN	*LOW)		in	"subroutines"
	

MENU_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[メニュー]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[メ
ニュー]キーが押されたときの処理も指定します。
*NOを指定すると、画面の表示時に[メニュー]ファンクション・キーは
有効になりません。
デフォルト値*YESを指定すると、画面の表示時に[メニュー]キーが有効
になります。*YESを指定する場合は、[メニュー]キーが押されたときに
実行するアクションを指定することもできます。
デフォルト値*MENUを指定した場合、プロセスのメイン・メニューが
再表示されます。*EXITを指定した場合は、アプリケーションにより
LANSAが完全に終了します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

ADD_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[追加]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[追加]キーが



押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[追加]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[追加]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[追加]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

CHANGE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[変更]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[変更]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[変更]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[変更]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[変更]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル



ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

DELETE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[削除]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[削除]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[削除]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[削除]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[削除]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

PROMPT_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[プロンプト]
ファンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[プ
ロンプト]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*DFTを指定した場合、システム定義データ・エリア
DC@A01に定義されているデフォルト値に従って、[プロンプト]ファン
クション・キーが自動的に有効/無効になります。このデフォルト値の
詳細については、『LANSA/ADユーザーガイド』の「システム定義デー
タ域	DC@A01」を参照してください。
*YESを指定すると、画面の表示時に[プロンプト]キーが有効になりま
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す。
*NOを指定した場合、画面の表示時に[プロンプト]キーは有効になりま
せん。
どの場合も、[プロンプト]ファンクション・キーが(このパラメータの最
初の部分で*DFTまたは*YESを指定することにより)有効になっていると
きは、そのファンクション・キーが押されたときに実行する処理も指定
できます。パラメータのこの部分に指定できる値は以下のとおりです。
*AUTOを指定した場合、[プロンプト]キーの処理は、LANSAによって
自動的に行われます。このオプションを使用する前に、「Prompt_Keyの
処理」を参照してください。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

USER_KEYS
ワークステーションで画面形式を表示するときに有効にする追加のユー
ザー・ファンクション・キーを最大5個指定します。
割り当てるユーザー・ファンクション・キーがコマンドで有効になった
ときに、LANSAの標準機能である[終了]、[メニュー]、[メッセージ]、
[プロンプト]、[追加]、[変更]、または[削除]に割り当てられているファ
ンクション・キーと競合しないようにしてください(すなわち、1つの
ファンクション・キーを複数の機能に割り当てることはできません)。
追加のユーザー・ファンクション・キーは、以下の形式で指定します。

(ファンク
ション・
キー番号

'記述' *NEXT *NONE)
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	 	 *RETURN 条件名

	 	 ラベル 	

ここで、

ファンクショ
ン・キー番号：

1〜24のファンクション・キー番号、または特別な
値*ROLLUP	(上スクロール・キー)または
*ROLLDOWN	(下スクロール・キー)のいずれかで
す。

'記述' ファンクション・キーに割り当てるファンクショ
ンの記述。この記述は、画面形式の23行目に表示
されます。最大長は8文字です。

*NEXT デフォルト値。(このコマンドの)次のコマンドが
制御を受け取ります。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元
に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元
ルーチンまたはプログラム・メインラインに戻さ
れます。

ラベル コマンド・キーが押されたときに制御を渡す先の
コマンド・ラベル。

*NONE ファンクション・キーの有効/無効を制御するため
の条件は適用されません。

条件名 ファンクション・キーの有効/無効を決定するため
に、DEF_CONDコマンドで定義された条件が評価
されます。

押されたファンクション・キーをRDMLプログラムでテストする方法の
詳細については、IF_KEYコマンドのセクションを参照してください。
以下の使用例について考えます。
DISPLAY	FIELDS(#PRODUCT)	USER_KEYS((14	'Commit')(15	'Purge'))
				IF_KEY		WAS(*USERKEY1)
*						<<	Commit	logic	>>
				ENDIF
				IF_KEY		WAS(*USERKEY2)
*						<<	Purge	logic	>>
				ENDIF



	
注：IF_KEYコマンドは、割り当てられている実際のファンクション・
キー番号ではなく、USER_	KEYSパラメータで宣言されている順序を示
すシンボリック名でキーを参照します。これにより、ファンクション・
キーの割り当てを簡単に変更することができます。

PANEL_ID
このコマンドで作成されるパネルまたはポップアップ・ウィンドウに割
り当てる識別子を指定します。
*AUTOを指定した場合、識別子は、LANSAによってファンクション名
とRDMLプログラムのソース・ステートメント番号から自動的に生成さ
れます。
*NONEを指定した場合、このパネルまたはポップアップ・ウィンドウ
に対してパネル識別子は要求されません。
上記の値を指定しない場合は、1〜10文字のパネル識別子を指定してく
ださい。指定した値は固定されるため、実行時に変更することはできま
せん。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションに対してのみ有効で
す。
現在の区画定義で、パネル識別子が要求されないよう指定されている場
合は、指定する値に関係なく、このパラメータは無視されます。

PANEL_TITL
ウィンドウ・パネルに割り当てるタイトルを指定します。
*FUNCTIONを指定した場合、タイトルは、RDMLファンクションの記
述から作成されます。
*FUNCTIONを指定しない場合は、1〜40文字のパネル・タイトルを指定
してください。指定した値は固定されるため、実行時に変更することは
できません。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションに対してのみ有効で
す。

SHOW_NEXT
[次ファンクション]フィールドを画面の22行目に表示するかどうかを指
定します。[次ファンクション]フィールドは、そのたびに[プロセス]メ
ニューに戻らなくても、1つのプロセス内でファンクション間を移動で
きるようにする機能です。「次ファンクション」処理の詳細について



は、『LANSA/ADユーザーガイド』の「ファンクション制御テーブル」
を参照してください。
デフォルト値*PROを指定すると、このファンクションが属しているプ
ロセスのメニュー選択スタイルが"FUNCTION"の場合のみ、[次ファンク
ション]フィールドが表示されます。[プロセス]メニューの選択スタイル
が"NUMBER"または"CURSOR"の場合、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
*YESを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用
されるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィール
ドが表示されます。
*NOを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用さ
れるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
注：SAA/CUAアプリケーションでは、SHOW_NEXTパラメータは無視
されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAアプリケーションでは無視され
るため、アプリケーションには何の効果もあ
りません。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を
指定します。
例えば：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
目の2番目の位置に出力されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター
を使用してください。コマンド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_40097.htm


ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用されます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキスト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト･マップの存在は、以下のようなTEXTパラメータで示されま
す。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この
ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な事柄について理解しておく必要があります。

									独自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面およびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。

									コマンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除されるか、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがあります。

									アプリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。アプリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用してください。

CURSOR_LOC
必要なユーザー制御のカーソル位置を指定します。CURSOR_LOCパラ
メータには、必ず以下のいずれかの形式で2つの値を指定する必要があ



ります。
*NONE/*NONE：デフォルト値です。ユーザー制御のカーソルの位置は
要求されません。通常のLANSAカーソル制御が使用されます。画面の
表示時には、カーソルは、入力可能な最初のフィールドまたはエラーの
ある最初のフィールドに配置されます。
*ATFIELD/フィールド名：カーソルは、指定したフィールドに配置され
ます。指定したフィールドが画面上にないか、フィールド・エラーが存
在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ以外
の場合、カーソルは、指定したフィールドに配置されます。
行値/列値：指定する「値」は、カーソルを配置する行番号と列番号を
示します。「値」として、英数字リテラル(15など)またはその値を含む
フィールドの名前(#ROWなど)を指定できます。どの場合も、値は数値
でなければなりません。行値または列値が無効か、フィールド・エラー
が存在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ
以外の場合、カーソルは、指定した行および列の位置に配置されます。
行および列のオプションを使用し、かつ行値および列値を(数値リテラ
ルではなく)フィールドで指定した場合、コマンドの実行完了時におけ
るカーソル位置の行番号と列番号がそのフィールドに返されます。
注:CURSOR_LOCの動作は、WindowsとSystem	iとで異なります。
Windowsプラットフォームの場合、カーソルが現在位置しているフィー
ルドの最初の位置が取得されます。
この機能は、コマンドの実行完了時における画面カーソルの位置を取得
する方法として役立ちます。カーソル位置を取得し、画面への出力前に
そのカーソル位置を指定したくない場合は、以下のようにコーディング
します。
CHANGE			FIELD(#ROW	#COL)	TO(0)
DISPLAY		FIELDS(#FIELD1	..	#FIELD10)	CURSOR_LOC(#ROW	#COL)
	

DISPLAYコマンドの実行時に#ROWおよび#COLがどちらも0の場合、
カーソル位置は無効です。このような場合は、通常のLANSAカーソル
制御が再開され、ユーザー制御の位置指定要求は無視されます。ただ
し、コマンドの完了後、フィールド#ROWおよび#COLには、DISPLAY
コマンドの実行完了時におけるカーソル位置が保持されます。

STD_HEAD
画面の見出し行(1行目および2行目)に、LANSAの標準的な設計を使用す
るかどうかを指定します。



デフォルト値*DFTを指定した場合、STD_HEADパラメータのシステ
ム・デフォルト値が使用されます。システム・デフォルト値は、
LANSAシステム定義ブロックに保管されています。システム定義ブ
ロックとその変更方法の詳細については、『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「システム定義データ域の概要」を参照してください。
このデフォルト値は、OPTIONS(*OVERLAY)パラメータと一緒に使用し
た場合に影響を受けます。詳細については、OPTIONSパラメータを参照
してください。
*YESを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行が使用されま
す。このオプションを使用した場合、画面の1行目と2行目にはユー
ザー・フィールドを配置できません。
*NOを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行は使用されませ
ん。この場合は、画面の1行目と2行目にユーザー・フィールドを配置で
きます。

OPTIONS
この画面パネルの特別な表示オプションを指定します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、この画面パネルには特別な表示
オプションは使用されません。
*NONEを指定しない場合は、以下のうち1つ以上の値を指定してくださ
い。
*NOREADを指定した場合、表示される詳細は、画面からリードバック
されません。すなわち、詳細はユーザーに表示されますが、プログラム
に読み込むことはできません。また、プログラムがこのコマンドで停止
して、ユーザーの操作を待機することはありません。この停止および待
機イベントは、*NOREADオプションを使用しない後続のDISPLAYまた
はREQUESTが実行された場合のみ起こります。
*OVERLAYを指定した場合、画面パネルにより、画面上にすでに表示さ
れている詳細がオーバーレイされます。画面にすでに表示されている詳
細は保護されるため、デバイスから読み取ることができなくなります
が、ユーザーには表示されます。
*OVERLAYを使用する場合、STD_HEADパラメータのデフォルト値は
*NOです。すなわち、STD_HEAD(*YES)がコーディングされていない場
合は、OPTIONS(*OVERLAY)を使用しても画面見出し行は表示されませ
ん。「標準の見出し」(*YES)が画面に送信されると、画面全体がクリア
されることに注意してください。また、STD_HEAD(*NO)を使用した場
合、以前のコマンドで画面に表示された標準の見出しは、何の影響も受
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けません。
*NOREADまたは*OVERLAYオプションを使用する場合、画面詳細全体
が1画面パネル内に収まらなければなりません。
注：これらの表示オプションは、System	i	3GLプログラムのエニュメ
レーションを可能にするために用意されたものであり、他のプラット
フォームに移植することはできません。現在のGUIまたはLANSA	for	the
Webではサポートされないため、これらのオプションを使用することは
お勧めしません。

移植性に関する
考慮事項

このパラメータはVisual	LANSAアプリケー
ションでサポートされないため、使用しない
でください。使用すると、全構文検査で致命
的エラーが発行されます。

IGCCNV_KEY
ファンクション・キー領域のテキスト"Fnn=XXXXXX"と、漢字変換を
サポートするために割り当てられたファンクション・キーの表示/非表
示を制御します。
このファンクションがコンパイルされる言語で「漢字変換を要求」フラ
グが有効になっていない場合、またはこのファンクションが
*NOIGCCNVオプション・キーワードを使用している場合(FUNCTIONコ
マンドのセクションを参照)、このパラメータは無視されます。
また、このパラメータは、ファンクション・キー領域のテキス
ト"Fnn=XXXXX"の表示/非表示のみを制御するもので、このファンク
ションに関連付けられた表示ファイルのIGCCNV	DDSキーワードの有効
化は制御しないことに注意してください。これは、「漢字変換を要求」
フラグの設定と*NOIGCCNVオプションの使用によって制御されます。
デフォルト値*AUTOを指定した場合、ファンクション・キー・テキス
トの表示/非表示は、自動的に決定されます。ファンクション・キー・
テキストを表示するかどうかは、以下の自動ルールによって決定されま
す。

									キーボード・シフトJ、E、またはOが割り当てられたフィールドがない場合、テキスト
は表示されません(以下の規則はすべて無視されます)。

									REQUESTコマンドの場合、テキストは常に表示されます。

									DISPLAYまたはPOP_UPコマンドの場合、現在の「モード」が検査されます。「変更」
モード(すなわち、画面上のフィールドが入力可能)の場合、テキストは表示されます。その
他すべてのモードの場合、テキストは表示されません。

このパラメータには、*AUTO以外に、テキストを常に表示する*YES



と、テキストを表示しない*NOを指定できます。
最後のオプションでは、DEF_CONDコマンドで定義済みの条件を指定で
きます。条件に適合している場合は、テキストが表示され、適合してい
ない場合は、テキストが表示されません。

移植性に関する
考慮事項

このパラメータは、Visual	LANSAアプリケー
ションでは無視されるため、アプリケーショ
ンには何の影響も与えません。



7.27.2	DISPLAYについてのコメント/警告
DISPLAYコマンドは、「モード依存」コマンドです。モード依存コマン
ドの処理の詳細については、「RDML画面モードとモード依存コマン
ド」を参照してください。

									以下の表に、DESIGNおよびIDENTIFYパラメータのあらゆる組み合わせと、デフォル
ト値を使用した場合に実際に使用される値を示します。

指定する値：
DESIGN

指定する値：
IDENTIFY

LANSAで使用
される値：
DESIGN

LANSAで使用
される値：
IDENTIFY

*IDENTIFY *DESIGN *DOWN *LABEL

*IDENTIFY *COLHDG *ACROSS *COLHDG

*IDENTIFY *LABEL *DOWN *LABEL

*IDENTIFY *DESC *DOWN *DESC

*IDENTIFY *NOID *ACROSS *NOID

*DOWN *DESIGN *DOWN *LABEL

*DOWN *COLHDG *DOWN *COLHDG

*DOWN *LABEL *DOWN *LABEL

*DOWN *DESC *DOWN *DESC

*DOWN *NOID *DOWN *NOID

*ACROSS *DESIGN *ACROSS *COLHDG

*ACROSS *COLHDG *ACROSS *COLHDG

*ACROSS *LABEL *ACROSS *LABEL

*ACROSS *DESC *ACROSS *DESC

*ACROSS *NOID *ACROSS *NOID

									以下の表に、DESIGNおよびIDENTIFYパラメータのあらゆる組み合わせと、関連付け
られたDOWN_SEPまたはACROSS_SEPパラメータでデフォルト値*DESIGNを使用した場合
に実際に使用される値を示します。
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指定する値：
DESIGN

指定する値：
IDENTIFY

*DESIGを指
定：
DOWN_SEP

*DESIGを指定：
ACROSS_SEP

*IDENTIFY *DESIGN 1 1

*IDENTIFY *COLHDG 5 1

*IDENTIFY *LABEL 1 1

*IDENTIFY *DESC 1 1

*IDENTIFY *NOID 1 1

*DOWN *DESIGN 1 1

*DOWN *COLHDG 5 1

*DOWN *LABEL 1 1

*DOWN *DESC 1 1

*DOWN *NOID 1 1

*ACROSS *DESIGN 5 1

*ACROSS *COLHDG 5 1

*ACROSS *LABEL 1 1

*ACROSS *DESC 1 1

*ACROSS *NOID 1 1

									場合によっては、FIELDSパラメータで指定したすべてのフィールドが1画面に収まらな
いこともあります。この場合は、2番目の画面、3番目の画面、4番目の画面というように、
必要に応じて画面が自動的に設計されます。

									RDMLプログラムでは、FIELDSパラメータで指定したフィールドは1つの「長い」画面
のように扱うことができます。LANSAは、すべての画面の処理が完了するまで、自動的に画
面を連続的に処理します。すべての画面の処理が終了すると、次のRDMLコマンドが実行さ
れます。そのため、DISPLAYコマンドを使用すると、実際には、2番目の画面、3番目の画面
というように次々に画面を表示するよう要求していることになります。

									これは、自動設計処理の機能です。RDMLプログラムを独自にコーディングする場合、
状況によっては、DISPLAYコマンドを、それぞれ画面形式が1つのみの複数のDISPLAYコマ
ンドに「分割」するのが望ましいことがあります。

									DISPLAYコマンドのFIELDSパラメータで拡張可能なグループ式を使用している場合、



レポート設計機能を使用してレイアウトを変更すると、LANSAにより、その式が実際の
フィールドに置き換えられます。LANSAは、この方法によってのみ、フィールドが属してい
るグループに関係なく、個々のフィールドに属性を割り当てることができます。



7.27.3	DISPLAYの使用例
例1：ユーザーにフィールド#ORDNUM、#CUSTNUM、および
#DATEDUEを表示します。
DISPLAY				FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
	
または、以下のように指定しても同じです。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)
	
どちらの例でも、すべてのパラメータでデフォルト値が使用されてお
り、以下のような画面が自動的に設計されます。
						
					受注番号	:						99999999																											
					顧客番号		:						999999																													
					納期					:						99/99/99																											

例2：上記の例を変更して、項目が横に並ぶよう画面を設計し、欄見出
しによってフィールドを識別します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	
この場合、以下のような画面が自動的に設計されます。
					会社名								注文											日付																										
					受注										顧客								注文																									
					番号									番号										納期																											
					99999999							999999										99/99/99																						

例3：#ORDNUM、#CUSTNUM、および#DATEDUEを表示し、特定の位
置および識別方法をフィールド属性で指定します。
フィールド属性の詳細については、「RDMLフィールド属性およびその
使用法」を参照してください。
フィールドに対して特定のフィールド位置を指定すると、事実上、自動
設計機能は「無効」になります。
GROUP_BY	NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS((#ORDNUM		*COLHDG	*L3	*P3	)	(#CUSTNUM	*LABEL		*L3	*P24)	(#DATEDUE	*NOID			*L7	*P37))
	
DISPLAY		FIELDS(#ORDERHEAD)	DESIGN(*ACROSS)	TEXT(('--日付--
'	6	37)	('--------'	8	37))
	

its:lansa015.CHM::/fieldattribs.htm


この場合、以下のような画面が設計されます。
	
					会社名														顧客番号		:	999999																		
					Order																																													
					番号																																												
					99999999																																										--日付--	
																																																							99/99/99	
																																																							--------	

注：行番号と列番号および「テキスト」を手作業で指定する必要はあり
ません。画面設計機能を使用すれば、「自動」設計を大幅に素早く簡単
に変更できます。画面設計機能の使用方法の詳細については、
『LANSA/ADユーザーガイド』の「画面設計機能」を参照してくださ
い。
DISPLAYコマンドで画面設計機能を使用すると、(DISPLAYまたは
GROUP_BYコマンドの)関連付けられたFIELDSパラメータの指定が、必
要な行、列、および識別方法の属性で自動的に変更されます。拡張可能
なグループ式を使用した場合は、LANSAにより、その式を構成する
フィールドで式が置き換えられます。
また、DISPLAYコマンドのTEXTパラメータの指定も自動的に変更され
ます。
例4：前の例で使用した注文頭書きの詳細と、#ORDERLINEというリス
トに指定された関連するすべての請求明細行を表示します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	
すべてのパラメータにデフォルト値を使用し、フィールド属性を指定し
ていないため、以下のような画面が自動的に設計されます。
					受注番号	:	99999999																										
					顧客番号		:	999999																												
					納期					:	99/99/99																										
																																																			
					行																																														
					番号			製品	数量	価格																						
					99			9999999		99999		99999.99																				
					99			9999999		99999		99999.99																				
					99			9999999		99999		99999.99																				
					99			9999999		99999		99999.99																				
					99			9999999		99999		99999.99																				
					99			9999999		99999		99999.99																				

例5：前の例で使用した注文頭書きの詳細と、4項目のみで構成される
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#ORDERLINEというリストに指定された関連するすべての請求明細行を
表示します。また、請求明細行の下に、請求明細行の合計値(調整可能)
を表示します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
DISPLAY				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE	4)	OPTIONS(*NOREAD)
REQUEST				FIELDS(#TOTQTY	#TOTPRICE)	OPTIONS(*OVERLAY)
	
フィールドが重ならないようにフィールド位置を調整するよう画面を構
成した後(上記のコードの実行後)の画面は以下のようになります。
					受注番号	:	99999999																											
					顧客番号		:	999999																													
					納期					:	99/99/99																											
																																																				
					行																																														
					番号			製品	数量	価格																							
					99			9999999		99999		99999.99																					
					99			9999999		99999		99999.99																					
					99			9999999		99999		99999.99																					
					99			9999999		99999		99999.99																					
																																																				
					合計数量				:	9999999																												
					合計価格		:	9999999.99																									

例6：拡張可能なグループ式を使用して、画面設計機能でレイアウトの
設計を変更します。
GROUP_BY			NAME(#XG_ORDHDG)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DISPLAY				FIELDS(#XG_ORDHDG)	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	
以下のような画面が自動的に設計されます。
													会社名			注文					日付																																		
													受注					顧客		注文																																	
													番号				番号				納期																																			
													99999999		999999				99/99/99																														
																			

画面設計機能を使用して、以下のような画面になるようレイアウトを変
更します。
												会社名			注文																																										
												受注					顧客																																								
												番号				番号																																								
												99999999		999999							日付	注文	納期	:	99/99/99									

この場合、DISPLAYコマンドのFIELDSパラメータは以下のように拡張



されます。
DISPLAY				FIELDS((#ORDNUM	*L2	*P3)	(#CUSTNUM	*L2	*P37)	(#DATEDUE	*L5	*P26	*LAB))	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	



7.28	DLT_ENTRY
DLT_ENTRYコマンドは、リストから個々の項目を削除するために使用
します。
指定するリストは、作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)でなければなりません。ブラウズ・リスト(ワークステーションに
情報を表示するために使用)に対してDLT_ENTRYコマンドを使用するこ
とはできません。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
DLT_ENTRYのパラメータ
DLT_ENTRYについてのコメント/警告
DLT_ENTRYの使用例
																																																								任意指定
	
				DLT_ENTRY	----	NUMBER	-------	*CURRENT	-------------------->
																																数値またはフィールド名					
																																																																
															>--	FROM_LIST	----	*FIRST	----------------------|
																																		リスト名																					
																																																																
																																																																
	



7.28.1	DLT_ENTRYのパラメータ
FROM_LIST
NUMBER

NUMBER
削除するリスト項目番号を指定します。
デフォルト値*CURRENTを指定した場合、リストで現在選択(すなわち
取得)されている項目が、SELECTLIST/ENDSELECTリスト処理ループあ
るいはGET_ENTRYまたはLOC_ENTRYコマンドによって、リストから
削除されます。
リストから削除する項目番号は、数値またはフィールド名で指定しま
す。各項目はADD_ENTRYコマンドによってリストに追加され、項目を
識別するための番号が割り当てられています。リスト項目には、1	(最初
の項目番号)から9999	(最大の項目番号)まで番号が付けられます。
ADD_ENTRYコマンドで既存のリスト項目の後に項目を追加したり、
DLT_ENTRYコマンドで既存のリスト項目を削除したりすると、この項
目番号が変化することがあります。リスト項目番号を指定すると、最初
に項目を選択(または取得)しなくても個々のリスト項目を削除できま
す。

FROM_LIST
項目の削除元のリスト名を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定した場合、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リ
ストの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(作業リスト)が使
用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。



7.28.2	DLT_ENTRYについてのコメント/警告
									DLT_ENTRYコマンドを使用すると、作業リストの実装を伴うため、パフォーマンス上
不利になる場合があります。頻繁に使用する場合は、実稼働環境への移行前に、現実的なサ
イズのデータ・セットを使用してベンチマーク・テストを行ってください。これに代わる設
計として、作業リストをキー付き作業リストに置き換えたり、最初の作業リストから別の作
業リストを構築したりすることが考えられます。

									DLT_ENTRYコマンドを使用すると、削除された項目に続くすべての項目番号が1つずつ
小さくなります。これにより、特定項目の項目番号が静的であると想定されている場合に問
題が生じることがあります。例えば、作業リストの項目に対して「ポインター」を使用し、
リスト内の項目をSELECTLIST/ENDSELECT以外のループで処理する場合がこれに該当しま
す。



7.28.3	DLT_ENTRYの使用例
例1：明細行作業リストから3番目の項目を削除します。このリストは、
プログラムで定義されている最初のリストです。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	TYPE(*WORKING)
*				...	<entries	added	to	the	order	line	list	via	ADD_ENTRY>					
GET_ENTRY		NUMBER(3)	FROM_LIST(#ORDERLINE)																			
DLT_ENTRY																																																				
	
これは以下の例と同じ結果になります。
GET_ENTRY		NUMBER(3)	FROM_LIST(#ORDERLINE)																			
DLT_ENTRY		NUMBER(*CURRENT)	FROM_LIST(*FIRST)																
	
これは以下の例とも同じ結果になります。
GET_ENTRY		NUMBER(3)	FROM_LIST(#ORDERLINE)																			
DLT_ENTRY		NUMBER(*CURRENT)	FROM_LIST(#ORDERLINE)												
	
これは以下の例とも同じ結果になります。
DLT_ENTRY		NUMBER(3)	FROM_LIST(#ORDERLINE)																			
	
例2：#ORDERLINEという既存の作業リストの項目をすべて削除しま
す。フィールド#QUANTITYの値は0以下です。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	TYPE(*WORKING)
DEFINE					FIELD(#ENTRY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
	
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)
IF									COND('#QUANTITY	*LE	0')
DLT_ENTRY		NUMBER(*CURRENT)	FROM_LIST(#ORDERLINE)
ENDIF
ENDSELECT
	



7.29	DLT_LIST
DLT_LISTコマンドは、リストのすべての項目を削除するために使用し
ます。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
通常、ファンクションの終了時、またはファンクション内で「アクティ
ブな」ブラウズ・リストの数を減らす目的でのみ使用します。1つの
ファンクション内で同時に「アクティブ」にできる(すなわち、情報を
保持できる)ブラウズ・リストは10個のみです。
機能的に、作業リストに対してDLT_LISTコマンドを実行することは、
CLR_LISTコマンドを実行することと同じです。
項目を含まないリストの削除は、有効な操作です。エラーにはなりませ
ん。

参照
DLT_LISTのパラメータ
DLT_LISTの使用例
																																																									任意指定
	
		DLT_LIST	-----	NAMED	--------	*FIRST	-------------------------|
																																リスト名
	



7.29.1	DLT_LISTのパラメータ
NAMED

NAMED
削除するリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リスト
または作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。
リストおよびリストの使用方法の詳細については、DEF_LISTコマンド
のセクションを参照してください。



7.29.2	DLT_LISTの使用例
以下は、DLT_LISTコマンドの例です。
#ORDERLINEというリストを削除します。
DLT_LIST			NAMED(#ORDERLINE)
	



7.30	DOUNTIL
DOUNTILコマンドは、条件付きループを作成し、条件に適合するまで
ループを継続するために使用します。DOUNTILコマンド･ループは、関
連付けられたENDUNTILコマンドで「終わりが指定」されます。
ENDUNTILコマンドは存在していなければなりません。
注：DOUNTILコマンドの構造は、DOWHILEコマンドの構造と似ていま
すが、重要な違いが1つあります。DOUNTILコマンドでは、最初の反復
の実行前に条件が検査されません。
これらのコマンドの詳細と使用例については、ENDUNTILコマンドのセ
クションを参照してください。

参照
DOUNTILのパラメータ
DOUNTILの使用例
BEGIN_LOOP
END_LOOP
ENDUNTIL
DOWHILE
ENDWHILE
																																																									必須
	
		DOUNTIL	------	COND	---------'条件'----------------------|
	



7.30.1	DOUNTILのパラメータ
COND

COND
適合した場合にループを終了させる条件を指定します。LANSAでの条
件および式の指定方法の詳細については、「条件および式の指定」を参
照してください。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


7.30.2	DOUNTILの使用例
DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILルーチンを実行する
DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILを実行して"n"個のレコードをファイルに入力
する
DOUNTILのパラメータでDEF_CONDの値を使用して、わかりやすく保
守しやすいコードにする
DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILとIF	.	.	.	GOTO	.	.	.	ENDIFの使用例を比較する
配列索引を使用してDOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILルーチンを実行する
DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILルーチンを実行する
以下は、ループを10回繰り返すDOUNTILおよびENDUNTILの単純な使
用例です。
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOUNTIL				COND('#COUNT	>	10')
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDUNTIL
	

DOUNTILコマンドの構造は、DOWHILEコマンドの構造に似ています
が、重要な違いが1つあります。DOUNTILコマンドでは、最初の反復の
実行前に条件が検査されません。以下はその例です。
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(5)
DOUNTIL				COND('#COUNT	>	1')
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
ENDUNTIL
	

#COUNTは1より大きいですが、ループは1回実行されます。
DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILを実行して"n"個のレコードをファイルに入力
する

以下の例では、10名の従業員の詳細がファイルに挿入されます。
GROUP_BY			NAME(#EMPDET)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_LIST			NAME(#WORKER)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)



CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOUNTIL				COND('#COUNT	>	10')
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#WORKER)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDUNTIL			
DISPLAY				BROWSELIST(#WORKER)
	

DOUNTILのパラメータでDEF_CONDの値を使用して、わかりやすく保
守しやすいコードにする

以下の例では、DOUNTILの実行前に、DEF_CONDコマンドによって
DOUNTILコマンドのCONDパラメータが設定されます。
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*COUNT_TEN)	COND('#COUNT	>	10')
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOUNTIL				COND(*COUNT_TEN)
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDUNTIL
	

DEF_CONDを使用すると、プログラマは、複雑な条件に、条件の検査理
由を示す意味のあるラベルを付けることができます。これにより、他の
プログラマがDOWHILEステートメントを見たときに、意味のあるラベ
ルからそのステートメントの目的を理解することができます。
また、DEF_CONDを使用すると、ファンクション内で同じ条件が複数回
参照される場合にも役立ちます。この場合、コード量が少なくなり、条
件を容易に保守できるようになります。詳細については、
<<DEF_CONDへのリンク>>コマンドのセクションを参照してくださ
い。

DOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILとIF	.	.	.	GOTO	.	.	.	ENDIFの使用例を比較する
以下は、DOUNTIL	....	ENDUNTILルーチンの単純な使用例です。
DOUNTIL				COND('#A	>=	B')
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>



ENDUNTIL
	
ここで、上記の例を、以下のIF	....	GOTO	....	ENDIFルーチンの使用例と
比較します。
L01:	IF									COND('#A	<	B')
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
GOTO							LABEL(L01)
ENDIF
	
単純なループの場合、IF	....	GOTO	....	ENDIFルーチンを使用するより
DOUNTIL	....	ENDUNTILルーチンを使用した方が簡潔でわかりやすくな
ります。

配列索引を使用してDOUNTIL	.	.	.	ENDUNTILルーチンを実行する
以下は、配列索引を使用したDOUNTIL	....	ENDUNTILルーチンの使用例
です。このルーチンでは、3つのフィールド値を1つの配列にグループ化
し、それぞれを10%増加させ、結果の値を合計して表示します。
DEFINE					FIELD(#VAL1)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#VAL2)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#VAL3)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#I1)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#TOTAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(2)	LABEL(TOTAL)	EDIT_CODE(3)
DEF_ARRAY		NAME(#ARR)	INDEXES(#I1)	OF_FIELDS(#VAL1	#VAL2	#VAL3)
CHANGE					FIELD(#TOTAL)	TO(1)
CHANGE					FIELD(#I1)	TO(1)
REQUEST				FIELDS(#VAL1	#VAL2	#VAL3)
DOUNTIL				COND('#I1	>	3')
CHANGE					FIELD(#ARR#I1)	TO('#ARR#I1	*	1.1')
CHANGE					FIELD(#TOTAL)	TO('#TOTAL	+	#ARR#I1')
CHANGE					FIELD(#I1)	TO('#I1	+	1')
ENDUNTIL			
DISPLAY	FIELDS(#TOTAL)
	
配列索引の詳細については、DOUNTILコマンドのセクションを参照し
てください。



7.31	DOWHILE
DOWHILEコマンドは、条件付きループを作成し、条件が適合している
限りループを継続するために使用します。ループは、関連付けられた
ENDWHILEコマンドで「終わりが指定」されます。
注：DOUNTILコマンドの構造は、DOWHILEコマンドの構造と似ていま
すが、DOUNTILコマンドでは、最初の反復の実行前に条件が検査され
ません。
これらのコマンドの詳細と使用例については、ENDUNTILコマンドのセ
クションを参照してください。

参照
DOWHILEのパラメータ
DOWHILEの使用例
BEGIN_LOOP
DOUNTIL
END_LOOP
ENDUNTIL
ENDWHILE
																																																									必須
	
		DOWHILE	------	COND	--------	'条件'	---------------------|
	



7.31.1	DOWHILEのパラメータ
COND

COND
適合した場合にループ処理を継続する条件を指定します。LANSAを使
用した条件および式の指定方法の詳細については、「条件および式の指
定」を参照してください。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


7.31.2	DOWHILEの使用例
DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEルーチンを実行する
DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEを実行して"n"個のレコードをファイルに入力
する
DOWHILEのパラメータでDEF_CONDの値を使用して、わかりやすく保
守しやすいコードにする
DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEとIF	.	.	.	GOTO	.	.	.	ENDIFの使用例を比較する
配列索引を使用してDOWHILE	.	.	.	ENDWHILEルーチンを実行する
DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEルーチンを実行する
以下は、ループを10回繰り返すDOWHILEおよびENDWHILEの単純な使
用例です。
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOWHILE				COND('#COUNT	<=	10')
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDWHILE
	

DOWHILEコマンドの構造は、DOUNTILコマンドの構造と似ています
が、重要な違いが1つあります。DOWHILEコマンドでは、最初の反復の
実行前に条件が検査されます。

DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEを実行して"n"個のレコードをファイルに入
力する

以下の例では、10名の従業員の詳細がファイルに挿入されます。
GROUP_BY			NAME(#EMPDET)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_LIST			NAME(#WORKER)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOWHILE				COND('#COUNT	<=	10')
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#SALARY)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#WORKER)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDWHILE			
DISPLAY				BROWSELIST(#WORKER)



	
DOWHILEのパラメータでDEF_CONDの値を使用して、わかりやすく保
守しやすいコードにする

以下の例では、DOWHILEの実行前に、DEF_CONDコマンドによって
DOWHILEコマンドのCONDパラメータが設定されます。
DEFINE					FIELD(#COUNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*COUNT_TEN)	COND('#COUNT	<=	10')
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO(1)
DOWHILE				COND(*COUNT_TEN)
DISPLAY				FIELDS(#COUNT)
CHANGE					FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
ENDWHILE
	

DEF_CONDを使用すると、プログラマは、複雑な条件に、条件の検査理
由を示す意味のあるラベルを付けることができます。これにより、他の
プログラマがDOWHILEステートメントを見たときに、意味のあるラベ
ルからそのステートメントの目的を理解することができます。
また、DEF_CONDを使用すると、ファンクション内で同じ条件が複数回
参照される場合にも役立ちます。この場合、コード量が少なくなり、条
件を容易に保守できるようになります。詳細については、DEF_CONDコ
マンドのセクションを参照してください。

DOWHILE	.	.	.	ENDWHILEとIF	.	.	.	GOTO	.	.	.	ENDIFの使用例を比較す
る

以下は、DOWHILE	....	ENDWHILEルーチンの単純な使用例です。
	DOWHILE				COND('#A	<	B')
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
ENDWHILE
	
ここで、上記の例を、以下のIF	....	GOTO	....	ENDIFルーチンの使用例と
比較します。
L01:	IF									COND('#A	<	B')
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>
											<<	logic	>>



GOTO							LABEL(L01)
ENDIF
	
単純なループの場合、IF	....	GOTO	....	ENDIFルーチンを使用するより
DOWHILE	....	ENDWHILEルーチンを使用した方が簡潔でわかりやすく
なります。

配列索引を使用してDOWHILE	.	.	.	ENDWHILEルーチンを実行する
以下は、配列索引を使用したDOWHILE	....	ENDWHILEルーチンの使用
例です。このルーチンでは、3つのフィールド値を1つの配列にグループ
化し、それぞれを10%増加させ、結果の値を合計して表示します。
DEFINE					FIELD(#VAL1)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#VAL2)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#VAL3)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#I1)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#TOTAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(2)	LABEL(TOTAL)	EDIT_CODE(3)
DEF_ARRAY		NAME(#ARR)	INDEXES(#I1)	OF_FIELDS(#VAL1	#VAL2	#VAL3)
CHANGE					FIELD(#TOTAL)	TO(1)
CHANGE					FIELD(#I1)	TO(1)
REQUEST				FIELDS(#VAL1	#VAL2	#VAL3)
DOWHILE				COND('#I1	<=	3')
CHANGE					FIELD(#ARR#I1)	TO('#ARR#I1	*	1.1')
CHANGE					FIELD(#TOTAL)	TO('#TOTAL	+	#ARR#I1')
CHANGE					FIELD(#I1)	TO('#I1	+	1')
ENDWHILE			
DISPLAY	FIELDS(#TOTAL)
	
配列索引の詳細については、DEF_ARRAYコマンドのセクションを参照
してください。



7.32	ELSE
ELSEコマンドは、IFコマンドと組み合わせて使用し、IF条件に適合しな
かった場合の処理を指定します。
これらのコマンドの詳細と使用例については、IFコマンドおよびENDIF
コマンドのセクションを参照してください。

参照
ELSEの使用例
ELSEのパラメータ
		ELSE	---------	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.32.1	ELSEのパラメータ
ELSEにパラメータはありません。



7.32.2	ELSEの使用例
例1：フィールド#Iが10より大きい場合は、その旨を示すメッセージを
発行し、それ以外の場合は、フィールド#Iが10以下であることを示す
メッセージを発行します。
IF							COND('#I	*GT	10')
MESSAGE		MSGTXT('#I	is	greater	than	10')
ELSE
MESSAGE		MSGTXT('#I	is	less	than	or	equal	to	10')
ENDIF
	
例2：#QUANTITYが10未満で、かつ#MEASUREが42.67より大きい場合
は、特定の一連のコマンドを実行し、それ以外の場合は、別の一連のコ
マンドを実行します。
IF							COND('(#QUANTITY	*LT	10)	*AND	(#MEASURE	*GT	42.67)')
*	<<	commands	to	execute	when	condition	is	true	>>
ELSE
*	<<	commands	to	execute	when	condition	is	false	>>
ENDIF
	



7.33	END_LOOP
END_LOOPコマンドは、BEGIN_LOOPコマンドで開始された処理ルー
プの終わりを指定するために使用します。

参照
END_LOOPのパラメータ
END_LOOPの使用例
		END_LOOP	-----	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.33.1	END_LOOPのパラメータ
END_LOOPにパラメータはありません。



7.33.2	END_LOOPの使用例
「BEGIN_LOOPの使用例」を参照してください。



7.34	ENDCASE
ENDCASEコマンドは、CASEコマンドと対で使用し、ステートメントの
CASEブロックの終わりを指定します。
CASE、WHEN、およびOTHERWISEコマンドの詳細と使用例について
は、これらのコマンドのセクションを参照してください。

参照
ENDCASEのパラメータ
ENDCASEの使用例
CASE
OTHERWISE
WHEN
		ENDCASE	------	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.34.1	ENDCASEのパラメータ
ENDCASEにパラメータはありません。



7.34.2	ENDCASEの使用例
ENDCASEコマンドの使用方法については、「CASEの使用例」を参照し
てください。



7.35	ENDCHECK
ENDCHECKコマンドは、BEGINCHECKコマンドと対で使用し、妥当性
検査ブロックの終わりを指定します。
また、妥当性検査ブロック内で妥当性検査エラーが検出された場合の処
理も指定します。
BEGINCHECKコマンドの詳細と使用例については、このコマンドのセ
クションを参照してください。

参照
ENDCHECKのパラメータ
ENDCHECKについてのコメント/警告
ENDCHECKの使用例
																																																									任意指定
	
		ENDCHECK	-----	IF_ERROR	-----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																															|拡張可能なグループ式|
																																-------	最大20	------------
	



7.35.1	ENDCHECKのパラメータ
IF_ERROR
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

IF_ERROR
妥当性検査ブロック内の1つ以上の妥当性検査コマンドにより妥当性検
査エラーが検出された場合に実行するアクションを指定します。妥当性
検査ブロック内で使用される妥当性検査コマンドとして、
CONDCHECK、RANGECHECK、VALUECHECK、CALLCHECK、およ
びDATECHECKがあります。
1つ以上の妥当性検査コマンドにより、*ERRORの「アクション」とし
て指定されている条件が検出されると、妥当性検査ブロック内で妥当性
検査エラーが発生します。妥当性検査コマンドで*ERROR「アクショ
ン」を指定する方法およびそのタイミングの詳細については、各妥当性
検査コマンドのセクションを参照してください。
また、妥当性検査ブロック内でSET_ERRORコマンドが実行されたこと
が原因で、妥当性検査エラーが発生することもあります。通常、これ
は、6個の標準妥当性検査コマンド以外の、ユーザーが作成した妥当性
検査ロジックを使用した場合に起こります。
最後に、"VE"	(妥当性検査エラー)戻りコードを受け取るデータベース
I/Oコマンドが(妥当性検査ブロック内で)実行されたことが原因で、妥当
性検査エラーが発生することもあります。通常、妥当性検査エラーを受
け取るのは、INSERT、UPDATE、およびDELETEデータベースI/Oコマ
ンドのみです。
デフォルト値*LASTDISを指定した場合、直前に表示されていた画面に
制御が戻されます。妥当性検査ブロック内で妥当性検査に失敗した
フィールドまたはSET_ERRORコマンドの実行対象となったフィールド
が反転表示され、画面上でエラーのある最初のフィールドにカーソルが
配置されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。



上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。



メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.35.2	ENDCHECKについてのコメント/警告
BEGINCHECK/ENDCHECKブロックはネスト可能です。ただし、「内
側」ブロックでエラーが検出された場合は、関連付けられたすべての
「外側」ブロックでもエラーがトリガーされます。
これは、以下のように表すことができます。
BEGINCHECK
					BEGINCHECK
									BEGINCHECK
										A	validation	error	in	this	block	will	"trigger"	a
										validation	error	at	all	levels	(marked	by	<-).
									ENDCHECK	<-
					ENDCHECK				<-
ENDCHECK								<-
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンドのネスト機能は、データ入力用のブ
ラウズ・リストが含まれる画面を処理する場合に特に役立ちます。以下
のようなデータ入力画面について考えます。
	
									受注番号	:	99999999																											
									顧客番号		:	999999																													
									納期					:	99/99/99																											
																																																											
									行																																														
									番号			製品	数量	価格																							
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
									99			9999999		99999		99999.99																					
	

この方法で入力されたデータを処理するRDMLプログラムは、以下のよ
うになります。
				GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
				DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
				SET_MODE			TO(*ADD)
				INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(20)
L1:	REQUEST				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)



	
BEGINCHECK
	
				<<	validate	order	header	details	>>
	
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)	<-
				BEGINCHECK																																						|
				<<	validate	order	line	details	>>															|
									IF_ERROR																																			|
									UPD_ENTRY		IN_LIST(#ORDERLINE)													|
									ENDIF																																						|
				ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)																						|
																																																				|
ENDSELECT	------------------------------------------
	
				ENDCHECK	IF_ERROR(*LASTDIS)
				<<	update	database	>>
	
「内側」のBEGINCHECK/ENDCHECKループでは、ユーザーが入力した
各ブラウズ・リスト項目が処理されます。また、IF_ERROR(*NEXT)パ
ラメータにより、SELECTLISTループですべてのブラウズ・リスト項目
の処理が継続され、エラーの初回検出時にこのループが停止しないこと
に注意してください。
「外側」のBEGINCHECK/ENDCHECKコマンドでは、
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されているため、妥当性検査エ
ラーが検出されると、REQUESTコマンドが再実行されます。妥当性検
査エラーは、以下の場合に「検出」されます。

									注文頭書きの詳細でエラーが見つかった場合。

または
									1つ以上の明細行の詳細でエラーが見つかった場合。これは、「内側」の妥当性検査ブ
ロックでのエラーにより「外側」の妥当性検査ブロックでエラーがトリガーされるためで
す。



7.35.3	ENDCHECKの使用例
例1：ユーザーに、製品番号、受注番号、および数量を入力するよう要
求し、次にフィールドに対して妥当性検査を実行します。
REQUEST					FIELDS(#PRODNO	#ORDNUM	#QUANTITY)
	
BEGINCHECK
FILECHECK			FIELD(#PRODNO)	USING_FILE(PRODUCT)	MSGTXT('Product	number	not	found	in	product	master')
RANGECHECK		FIELD(#ORDNUM)	RANGE(A000000	Z999999)	MSGTXT('Order	number	is	not	in	range	A000000	-	Z999999')
RANGECHECK		FIELD(#QUANTITY)	RANGE(1	9999)	MSGTXT('Quantity	ordered	must	be	in	range	1	-	9999')
ENDCHECK
	

ENDCHECKコマンドではデフォルト値IF_ERROR(*LASTDIS)が指定さ
れているため、以下のように指定しても同じ結果が得られます。
REQUEST					FIELDS(#PRODNO	#ORDNUM	#QUANTITY)
L1:
BEGINCHECK
FILECHECK			FIELD(#PRODNO)	USING_FILE(PRODUCT)	MSGTXT('Product	number	not	found	in	product	master')
RANGECHECK		FIELD(#ORDNUM)	RANGE(A000000	Z999999)	MSGTXT('Order	number	is	not	in	range	A000000	-	Z999999')
RANGECHECK		FIELD(#QUANTITY)	RANGE(1	9999)	MSGTXT('Quantity	ordered	must	be	in	range	1	-	9999')
ENDCHECK				IF_ERROR(L1)
	
例2：デフォルト値*LASTDISを指定すると、以下の例に示すように、実
際には「このネスト・レベル(またはそれ以上のレベル)で直前に表示さ
れた画面」が使用されます。
REQUEST					FIELDS(#FIELD01)	<-----------------------------
	IF									COND('#FIELD01	*LT	10')																								|
												REQUEST					FIELDS(#FIELD02)	<------------					|
												BEGINCHECK																																|				|
												RANGECHECK		FIELD(#FIELD01)	RANGE(5	9)				|				|
												RANGECHECK		FIELD(#FIELD02)	RANGE(10	20)		|				|
												ENDCHECK	---------------------------------					|
	ELSE																																																						|
												BEGINCHECK																																					|
												RANGECHECK		FIELD(#FIELD01)	RANGE(15	19)							|
												ENDCHECK	--------------------------------------
	ENDIF
	



矢印は、いずれかのENDCHECKコマンドの妥当性検査ブロック内で妥
当性検査エラーが検出された場合に制御が渡される先を示しています。
この例をそのままコーディングすると、ユーザーがFIELD01に指定した
値が10未満であっても、5〜9の範囲内にない場合、ユーザーにFIELD01
のエラーを修正する機会が与えられないため、実用性に欠けます。この
場合、エラー・メッセージが画面の22/24行目に表示されますが、
FIELD01は表示されないため、修正することができません。
この例は、以下のようにコーディングすることにより改善できます。
REQUEST					FIELDS(#FIELD01)		<----------------
BEGINCHECK																																					|
IF										COND('#FIELD01	*LT	10')												|
RANGECHECK		FIELD(#FIELD01)	RANGE(5	9)									|
ELSE																																											|
RANGECHECK		FIELD(#FIELD01)	RANGE(15	19)							|
ENDIF																																										|
ENDCHECK	--------------------------------------
	
IF										COND('#FIELD01	*LT	10')
												REQUEST					FIELDS(#FIELD02)	<-------------
												BEGINCHECK																																	|
												RANGECHECK		FIELD(#FIELD02)	RANGE(10	20)			|
												ENDCHECK	----------------------------------
ELSE
ENDIF
	



7.36	ENDIF
ENDIFコマンドは、IFコマンドと対で使用し、IF条件の終わりを指定し
ます。
IFおよびELSEコマンドの詳細と使用例については、これらのコマンド
のセクションを参照してください。

参照
ENDIFのパラメータ
ENDIFの使用例
		ENDIF	--------	パラメータはありません	---------------------------------|
	
	



7.36.1	ENDIFのパラメータ
ENDIFにパラメータはありません。



7.36.2	ENDIFの使用例
ENDIFコマンドの使用例については、「IFの使用例」および「ELSEの使
用例」を参照してください。



7.37	ENDPRINT
ENDPRINTコマンドは、PRINTまたはUPRINTコマンドによって開かれ
たプリンター・ファイルを終了し(閉じ)、レポートに印刷されたページ
数を示すメッセージを発行するために使用します。
プリンター・ファイルがPRINTまたはUPRINTコマンドで開かれ、
RDML	プログラム内にENDPRINTコマンドが存在しない場合、ファンク
ションの終了時にそのプリンター・ファイルは自動的に閉じられます。
開かれていないレポートに対して実行されたENDPRINTコマンドは無視
されます。

移植性に関する
考慮事項

UPRINTコマンドが関連付けられている場合
に、Visual	LANSAコード内で使用すると、ビ
ルド警告が生成され、実行時にエラーが発生
します。この機能を使用するコードは、この
環境で実行されないように条件付けすること
ができます。

他のレポート・コマンド(PRINT、SKIP、
SPACEなど)に関連付けられている場合は、完
全にサポートされます。

参照
ENDPRINTのパラメータ
ENDPRINTの使用例
																																																									任意指定
	
		ENDPRINT	-----	REPORT_NUM	----	1	----------------------------->
																																	レポート番号1〜8
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	-------------------------|
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	



7.37.1	ENDPRINTのパラメータ
IO_ERROR
IO_STATUS
REPORT_NUM

REPORT_NUM
終了するレポートの番号を指定します。レポート番号を指定しない場合
は、レポート番号1が使用されます。レポート番号として、1〜8の任意
の数値を指定できます。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。このパラメータは、UPRINTコマンドで開かれたプリンター・
ファイルに対してのみ有効です。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。このパラメータは、UPRINTコマンドで開かれたプリ
ンター・ファイルに対してのみ有効です。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからな
かった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
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し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。



7.37.2	ENDPRINTの使用例
例1：受注番号を入力するようユーザーに要求してから明細行の詳細を
印刷する以下の2つのRDMLプログラムについて考えます。
				GROUP_BY		NAME(#ORDERDET)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE	#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
				REQUEST			FIELDS(#ORDNUM)
L1:		FETCH					FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)	NOT_FOUND(L1)	ISSUE_MSG(*YES)
				SELECT				FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
				UPRINT				FIELDS(#ORDERDET)
				ENDSELECT
				GOTO						L1
	
もう1つのRDMLプログラムは以下のとおりです。
					GROUP_BY		NAME(#ORDERDET)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE	#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
					REQUEST			FIELDS(#ORDNUM)
L1:			FETCH					FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)	NOT_FOUND(L1)	ISSUE_MSG(*YES)
					SELECT				FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
					UPRINT				FIELDS(#ORDERDET)
					ENDSELECT
	
					ENDPRINT
					GOTO						L1
	
両方のプログラムがほぼ同じであることに注意してください。どちらも
受注番号の入力を要求し、注文頭書きの詳細を取得し、関連付けられた
明細行の詳細をすべて印刷します。
違いはENDPRINTコマンドにあります。
最初のプログラムは、REQUESTコマンドで、ユーザーが[終了]または
[メニュー]ファンクション・キーを使用するまで待機してから、ファン
クションの終了時にENDPRINTコマンドを自動的に実行します。すなわ
ち、要求されたすべての注文が1つの印刷/スプール・ファイルに出力さ
れます。
2番目のプログラムでは、各注文が印刷されるごとにENDPRINTが実行
されるため、印刷/スプール・ファイルが閉じます。その後、次の
UPRINTコマンドが実行されると、新しい印刷/スプール・ファイルが自
動的に開きます。すなわち、各注文は、別々の印刷/スプール・ファイ



ルに保管されます。



7.38	ENDROUTINE
ENDROUTINEコマンドは、以下のルーチンの終わりを指定するために
使用します。

									サブルーチン(SUBROUTINEコマンドで開始)

									イベント・ルーチン(EVTROUTINEコマンドで開始)

									メソッド・ルーチン(MTHROUTINEコマンドで開始)

									プロパティ・ルーチン(PTYROUTINEコマンドで開始)

SUBROUTINE、EVTROUTINE、MTHROUTINE、またはPTYROUTINE
の各コマンドに必要なENDROUTINEコマンドは1つのみです。
ENDROUTINEコマンドが実行されると、そのルーチンを呼び出したロ
ジックに制御が戻されます。

									SUBROUTINE内でENDROUTINEコマンドを実行すると、サブルーチンを実行した
EXECUTEコマンドに続くコマンドに制御が戻されます。

									EVTROUTINE、MTHROUTINE、またはPTYROUTINE内でENDROUTINEコマンドを実
行すると、そのルーチンを呼び出した制御ロジックに制御が戻されます。その後、制御ロ
ジックにより、ルーチンが呼び出された方法に基づいて、次の処理が決定されます。

移植性に関する
考慮事項

現在のリリースのVisual	LANSAでは、相互に
ネストされたサブルーチンはサポートされま
せん。これは、非常に稀なコーディング技法
であるため、問題が生じることはほとんどあ
りません。問題が発生した場合は、関連する
サブルーチンのネストを解除し、再コンパイ
ルしてください。

参照
ENDROUTINEパラメータ
ENDROUTINEの例
		ENDROUTINE	---	パラメータはありません	---------------------------------|
	
	



7.38.1	ENDROUTINEのパラメータ
ENDROUTINEにパラメータはありません。



7.38.2	ENDROUTINEの使用例
このコマンドの使用例については、以下を参照してください。
「SUBROUTINEの使用例	-	1」および「SUBROUTINEの使用例	-	2」
EVTROUTINEの例
MTHROUTINEの使用例
PTYROUTINEの使用例
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7.39	ENDSELECT
ENDSELECTコマンドは、以下の2つの目的に使用します。

									SELECTコマンドで開始されたデータベース・ファイル処理ループの「終わりを指定」
する

									SELECTLISTコマンドで開始されたリスト処理ループの「終わりを指定」する

このコマンドの詳細と使用例については、SELECTおよびSELECTLIST
コマンドのセクションを参照してください。

参照
ENDSELECTのパラメータ
ENDSELECTの使用例
		ENDSELECT	----	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.39.1	ENDSELECTのパラメータ
ENDSELECTにパラメータはありません。



7.39.2	ENDSELECTの使用例
例1：明細行ファイル内で受注番号がフィールド#ODRNUMの指定と一
致するレコードのフィールド#ORDLIN、#PRODUCT、#QUANTITY、お
よび#PRICEを選択して印刷します。
SELECT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
UPRINT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
ENDSELECT
	
または、以下のように指定しても同じです。
GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
例2：明細行ファイル内で#QUANTITY値が10より大きいか#PRICE値が
49.99未満のレコードのフィールド#ORDLIN、#PRODUCT、
#QUANTITY、および#PRICEフィールドを選択して印刷します。
SELECT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WHERE('(#QUANTITY	*GT	10)	*OR	(#PRICE	*LT	49.99)')
UPRINT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
ENDSELECT
	
または、以下のように指定しても同じです。
GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WHERE('(#QUANTITY	*GT	10)	*OR	(#PRICE	*LT	49.99)')
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
例3：#ORDERLINEというリストの、「変更された」項目をすべて処理
します。リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマン
ドのセクションを参照してください。
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*ALTERED)
*						<<	Commands	to	process	the	list	>>
*						<<	Commands	to	process	the	list	>>
*						<<	Commands	to	process	the	list	>>
ENDSELECT
	



7.40	ENDUNTIL
ENDUNTILコマンドは、DOUNTILコマンドで開始された処理ループの
「終わりを指定」するために使用します。
注：DOUNTILコマンドの構造は、DOWHILEコマンドの構造と似ていま
すが、DOUNTILコマンドでは、最初の反復の実行前に条件が検査され
ません。

参照
ENDUNTILのパラメータ
ENDUNTILの使用例
DOUNTIL
DOWHILE
ENDWHILE
END_LOOP
BEGIN_LOOP
			ENDUNTIL	-----	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.40.1	ENDUNTILのパラメータ
ENDUNTILにパラメータはありません。



7.40.2	ENDUNTILの使用例
このコマンドの使用例については、「DOUNTILの使用例」を参照して
ください。



7.41	ENDWHILE
ENDWHILEコマンドは、DOWHILEコマンドで開始された処理ループの
「終わりを指定」するために使用します。

参照
ENDWHILEのパラメータ
ENDWHILEの使用例
BEGIN_LOOP
DOUNTIL
DOWHILE
END_LOOP
ENDUNTIL
			ENDWHILE	-----	パラメータはありません	---------------------------------|
	
	



7.41.1	ENDWHILEのパラメータ
ENDWHILEにパラメータはありません。



7.41.2	ENDWHILEの使用例
このコマンドの使用例については、「DOWHILEの使用例」を参照して
ください。



7.42	EXCHANGE
EXCHANGEコマンドを使用すると、「交換リスト」と呼ばれるLANSA
内部の待ち行列を介してファンクション間で情報を交換できます。
「交換リスト」は、ファンクション間で情報を交換するための掲示板の
ようなものです。プログラム間で情報を交換するために従来使用されて
きたパラメータ・リストとは概念が異なります。
ファンクションがEXCHANGEコマンドを実行(またはEXCHANGEパラ
メータを使用)すると、掲示板に情報が「張り出され」ます。この情報
は、別のファンクションが呼び出されるまで掲示板に残されます。
別のファンクションが呼び出されると、そのファンクションは、まず掲
示板上の項目を調べます。そのファンクションに「該当」する項目があ
る場合、その項目が掲示板からファンクションにコピーされます。
その後、掲示板はクリアされます。この手順が必ず実行されることを覚
えておいてください。
コンポーネント内のEXCHANGEコマンドは、ファンクションとの情報
の受け渡しに対してのみ有効です。例えば、CALLまたはSUBMITコマ
ンドの使用は、コンポーネントで情報を受け取る方法として有効ではな
いため、予期しない結果が生じます(例えば、コンポーネントをインス
タンス化しても、交換リストはクリアされません)。コンポーネントと
情報を受け渡しするには、メソッド呼び出しを使用するか、プロパティ
を取得するか、またはプロパティを設定することをお勧めします。
ファンクションを呼び出す方法は多数あります。例えば、TRANSFERコ
マンド、CALLコマンド、またはSUBMITコマンドを実行するか、[プロ
ンプト]ファンクション・キーを押して、プロセスのメイン・メニュー
から選択することができます。

参照
EXCHANGEのパラメータ
EXCHANGEについてのコメント/警告
EXCHANGEによるRPG/COBOLから交換リストへのアクセス
EXCHANGEの使用例
																																																									任意指定	
	
		EXCHANGE	-----	FIELDS	-------	フィールド名	--------------------->
																											|	拡張可能なグループ式	|
																											|																													|
																												---------	最大100	-----------
	



																	OPTION	-------	*NOW	---------------------------|
																																*ALWAYS
	



7.42.1	EXCHANGEのパラメータ
FIELDS
OPTION

FIELDS
交換するフィールドの名前、または交換するフィールドを定義するグ
ループの名前を指定します。フィールド名およびグループ名の指定方法
の詳細については、「フィールド・グループおよび拡張可能なグルー
プ」を参照してください。または、このパラメータに拡張可能なグルー
プ式を入力することもできます。
サーバーを使用して、またはジョブ待ち行列を通して交換する場合、
ファイル名だけでなくBLOB/CLOBの内容も移動します。これは、通信
リンクの反対側でもファイルが見える必要があるためです。

OPTION
指定したフィールドを交換するタイミングを指定します。
デフォルト値*NOWまたはNを指定した場合、指定したすべてのフィー
ルドが直ちに(すなわち、プログラム・ロジックのこの時点で)交換リス
トにマッピングされます。このタイプのEXCHANGEコマンドは、
RDMLプログラムのこの時点でのみフィールドを交換リストに配置する
ことから、実行可能なコマンドとして見なされます。
*NOWまたはN以外に指定できる値は、*ALWAYSまたはAです。この値
を指定した場合、指定したすべてのフィールドが、プログラム実行中の
事前に定義された複数の時点で交換リストに自動的にマッピングされま
す。これらの事前に定義された時点には以下のものがあります。

									通常のプログラム終了時(終了のタイプは問わない)

									プロセスまたはファンクションの呼び出し(CALLコマンド)前

									PROMPT_KEY処理プロセスまたはファンクションの呼び出し前

									プロセスまたはファンクションの送信(SUBMITコマンド)前

OPTION(*ALWAYS)を指定した場合に作成されるEXCHANGEコマンド
は、プログラム内で直接実行されないことから宣言コマンドと見なさ
れ、特定のロジックをプログラム内の他の(事前に定義された)時点で実
行することを宣言します。このタイプのEXCHANGEコマンドは、一般
にはプログラムの先頭にコーディングしますが、プログラム内のどこに
コーディングしてもかまいません。

its:lansa015.CHM::/GROUPFIELDS.htm


7.42.2	EXCHANGEについてのコメント/警告
									情報は、「交換リスト」を介してファンクション間で交換されます。交換リストの形式
は以下のとおりです。

							||N|T|L|D|		V		||N|T|L|D|			V				|	.......	|N|T|L|D|					V				||
							ここで：

N フィールド名

T フィールド・タイプ

L フィールド長

D 小数点以下桁数

V 可変フィールド長

									交換リストは、ファンクションが呼び出されたとき、別ファンクションの呼び出し
(CALL)が完了したとき、または入力可能フィールドからのプロンプト要求後に
PROMPT_KEY処理ファンクションが完了したときに、必ず検索されます。	そのファンク
ションで使用したフィールドと同じ名前のフィールドが交換リストで見つかった場合、その
フィールドがファンクションに「マッピング」されます。交換リストでフィールドが見つか
りファンクションにマッピングされたかどうかに関わらず、検索の完了後に交換リストはク
リアされます。

									ファンクション間での情報交換は、通常のプログラム・パラメータのように位置ではな
く、名前によって行われると見なすことができます。

									交換リストには、RDMLおよびRDMLXの2種類があります。一般に、RDMLフィールド
はRDML交換リストに配置され、RDMLXフィールドはRDMLX交換リストに配置されます。
ただし、現在のファンクションまたはコンポーネントがRDMLXの場合は例外です。この場
合、フィールドがRDMLで、RDML交換リストがいっぱいのときは、RDMLフィールドが
RDMLX交換リストに配置されます。詳細については、「フィールドをRDMLXに分
類するもの」を参照してください。
									RDML交換リストがいっぱいでなければ、RDMLフィールドをRDMLXファンクション
またはコンポーネントからRDMLファンクションへ、さらにRDMLファンクションから
RDMLXファンクションまたはコンポーネントへ交換できます。交換リストがいっぱいの場
合、RDMLフィールド値がRDMLX交換リスト上にあるため、RDMLファンクションは値を交
換しません。

									フィールドの定義が交換リスト内とファンクション内とで異なっている場合、上記の
「マッピング」手順により、フィールドのタイプ、長さ、および小数点以下桁数が自動的に
変換されます。ただし、変換は必ず成功するわけではありません。交換値をターゲット・
フィールドの定義に合わせて変換するための「最善の試み」は行われますが、これは失敗す
る可能性もあります。交換リスト・メカニズムは、同一のフィールドを交換するよう設計さ
れているため、長さ以外の定義を変更しないことを強くお勧めします。
ターゲット・フィールドのタイプがAlphaまたはStringで、ターゲット・フィールド長が交換
値より短い場合、値はターゲット・フィールドの最大長に合わせて切り捨てられます。
ソース・フィールドのタイプがAlphaまたはString、ターゲット・フィールドが数値タイプ

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0215.htm


で、ターゲット・フィールド長が交換値より短い場合、値は、ターゲット・フィールドの長
さと小数点以下桁数に応じて、小数点の左右の値が切り捨てられます。
ターゲット・フィールドとソース・フィールドのタイプがその他の組み合わせで、フィール
ド長が交換値より短い場合の動作は不確定です。この不確定な動作は、将来的に変更される
可能性がありますが、どのように変更されるかについては未定です。この不確定な動作に
よって得られる結果は、将来的なリリースで変更されるものと考えてください。

									ASQN属性を持つフィールドを交換することは可能です。この場合、両方のコードで
フィールドの定義が同一(ASQN属性を含む)であることが前提となります。

									PROMPT_KEY処理ファンクションがDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドか
ら自動的に呼び出されると(すなわち、[プロンプト]ファンクション・キーが押されると)、以
下のイベントが発生します。

									EXCHANGE	OPTION(*ALWAYS)コマンドに指定されたすべてのフィールドが交換リス
トに配置されます。

									プロンプト要求されているフィールドが交換リストに配置されます。

									プロンプト要求されているフィールドが別のフィールドの定義を参照している場合、
「参照」フィールド名で再度交換リストに追加されます。

									特別なフィールドPROMPT$FNおよびPROMPT$RNが交換リストに配置されます。これ
らのフィールドにはそれぞれ、プロンプト要求されているフィールドの名前と、それに関連
付けられた参照フィールドの名前が保持されます。

									プログラムが使用するその他すべてのフィールドは、システム定義データ・エリアのフ
ラグの設定に従って、交換リストの残りスペースに収まる数だけ交換リストに追加されま
す。システム定義データ・エリアのフラグがこのように設定されていない場合は、交換され

るフィールドのみが交換リストに配置されます。『LANSA/ADユーザーガイド』の「シス
テム定義データ域の概要」を参照してください。
									[プロンプト]キー処理ファンクションが呼び出されます。

									[プロンプト]キー処理ファンクションが正常に完了し、

および

プロンプト要求されているフィールドが、プロンプト要求された時点で画面上で入力可能な
場合、プロンプト・ファンクションによって交換リストに配置されたフィールドが呼び出し
元プログラムの記憶域にマッピングされます。

									最後に、交換リストのすべての項目が必ずクリアされます。

									EXCHANGEコマンド、またはTRANSFERコマンドのEXCHANGEパラメータは、交換リ
ストに新しい項目を追加するために使用します。

									RDMLフィールドの交換リストの合計長さは2000文字を超えることはできません。2000
文字を超えた場合、EXCHANGEまたはTRANSFERコマンドによって情報をリストに追加し
ようとすると、異常終了します。

									RDMLX交換リストの長さは、使用可能なメモリー容量によってのみ制限されます。

									交換情報を受け取るファンクションを使用するときは、ファンクション内の最初の
RDMLコマンドが実行される前(すなわち、ファンクションの初期化手順の実行中)に情報交
換が行われることを覚えておいてください。
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									EXCHANGEコマンドまたはパラメータが正しく機能していないように見える場合、
ファンクション内の最初のRDMLコマンドによって、交換リストからマッピングされた直後
のフィールドが、*DEFAULTまたは*NULLに設定されている可能性があります。これによ
り、交換値は上書きされます。

									RPG/CLなどで交換リストからフィールドを取得(GET)する場合は、同じフィールド長と
小数点以下桁数を使用してください。異なる値を使用すると、予期しない結果になる可能性
があります。

									GETのフィールド長の方が短い場合、以下のようになります。

									小数部または整数部、あるいはその両方が切り捨てられる可能性があります。

									文字が切り捨てられる可能性があります。

									GETのフィールド長の方が長い場合、以下のようになります。

									値に0またはブランクが埋め込まれます。

CALL	PROCESS(*DIRECT)オプションの導入により、以前はLANSAで
推奨されていなかった大量の呼び出しが可能になりました。他のファン
クションの大量呼び出しを実装するときは、交換リストのサイズを考慮
してください。このような状況では、交換リスト上に多数のフィールド
が存在すると、パフォーマンス・オーバーヘッドが生じる可能性があり
ます。交換オプションを使用する代わりに、ファンクション間でデータ
構造(CALL	....	PASS_DS(#dddddd))を受け渡しするオプションを検討して
ください。



7.42.3	EXCHANGEによるRPG/COBOLから交換リストへのア
クセス
システム定義データ・エリアDC@A01のフラグ・フィールドは、交換機
能を要求するよう設定されている必要があります。『LANSA/ADユー
ザーガイド』の「システム定義データ域	DC@A01」を参照してくださ
い。
通常、交換リストは、LANSAプロセスおよびファンクション間で情報
を交換する目的にのみ使用されますが、RPG/COBOLなどのプログラム
からLANSAアプリケーションを呼び出したり、LANSAアプリケーショ
ンからRPG/COBOLなどのプログラムを呼び出して、交換リストにアク
セスすることもできます。
この機能は、実際には、LANSAに付属のM@EXCHLというプログラム
によって提供されます。RPG/COBOLなどのプログラムは、M@EXCHL
を呼び出すことにより、LANSAプロセスおよびファンクションと同様
に、情報を交換リストに配置したり、交換リストから情報を取得したり
できます。
X_RUN	は外部交換リストを認識しないため、RDMLXファンクションで
M@EXCHL機能を使用することはできません。交換リストが必要な場合
は、RDMLXではなく、LANSA	RDMLを呼び出してください。具体的に
は、以下のようにします。

									RPGからLANSAを呼び出す	-	これはRDMLファンクションでなければなりません。

									LANSAからRPGを呼び出す	-	RDMLファンクションまたはRDMLXファンクションのど
ちらも使用できます。これを行うには、MC@EXCHL値用の単純なRDMLファンクションを
作成する必要があります。これにより、値をRDMLXファンクションと交換できるようにな
ります。すなわち、RDMLからこのRDMLXファンクションを呼び出して、値を交換しま
す。

以下の2つのシナリオを通して、M@EXCHLの使用方法を説明します。

シナリオ1	-	RPG/COBOLなどからLANSAアプリケーションを
呼び出す
RPG/COBOLなどのプログラムに以下のようなロジックが組み込まれて
いるとします。
1.			M@EXCHLを呼び出し、リストに残されたごみを"CLR"	(クリア)しま
す。

2.			M@EXCHLを呼び出し、情報をリストに"PUT"	(配置)します。
3.			LANSAを呼び出し、LANSAファンクションを実行します。これは、
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(LANSA	X_RUNを介して呼び出される)RDMLXファンクションではな
く、RDMLファンクションでなければなりません。

4.			M@EXCHLを呼び出して、リストから情報を"GET"	(取得)します。
これらの操作の実際のロジック・フローは以下のようになります。
1.			M@EXCHLにより、ユーザー・リスト上のごみがクリアされます。
2.			M@EXCHLにより、要求された詳細がユーザー・リストに配置され
ます。

3.			LANSAが呼び出されると、現在の交換リストにユーザー・リストが
追加され、ユーザー・リストがクリアされます。その後、ファンク
ションは、通常の交換リストの規則に従って実行されます。制御が
RPG/COBOLなどのアプリケーションに戻される直前に、交換リスト
がユーザー・リストにマッピングされ、交換リストがクリアされま
す。

4.			M@EXCHLによりユーザー・リストが検索され、情報が返されま
す。

シナリオ2	-	LANSAアプリケーションからRPG/COBOLなどを
呼び出す
1.			LANSAファンクションがRDML	CALLコマンドを介してRPG/COBOL
などのプログラムを呼び出します。このプログラムは交換リストへの
アクセスを求めているため、PGM_EXCH(*YES)パラメータが使用さ
れます。RDMLファンクションまたはRDMLXファンクションを使用
できますが、交換できるのはRDMLフィールドのみです。詳細につい
ては、CALLコマンドのセクションを参照してください。

2.			RPG/COBOLなどのプログラムが制御を受け取ります。
3.			M@EXCHLを呼び出し、リストから詳細を"GET"	(取得)します。
4.			M@EXCHLを呼び出し、リストを"CLR"	(クリア)します。
5.			必要なすべての処理を実行します。
6.			その後、M@EXCHLを呼び出し、詳細をリストに"PUT"	(配置)しま
す。

7.			制御がLANSAファンクションに戻り、リストの詳細が表示され、他
のLANSAファンクションでの交換リストによる交換と同様に処理さ
れます。

これらの操作の実際のロジック・フローは以下のようになります。
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1.			すべてのOPTION(*ALWAYS)フィールドが交換リストに追加され、交
換リストがユーザー・リストにマッピングされます。その後、交換リ
ストがクリアされ、RPG/COBOLなどのアプリケーションが呼び出さ
れます。

2.			RPG/COBOLなどのプログラムが制御を受け取ります。
3.			M@EXCHLによりユーザー・リストが検索され、情報が返されま
す。

4.			M@EXCHLによりユーザー・リストがクリアされます。
5.			必要なすべての処理が実行されます。
6.			M@EXCHLにより、要求された詳細がユーザー・リストに配置され
ます。

7.			制御がLANSAファンクションに戻り、交換リストがユーザー・リス
トに置き換わり、ユーザー・リストがクリアされます。次に、交換リ
ストで、ファンクション内のフィールドとの一致が検索され、必要に
応じてマッピングが行われます。最後に、交換リストがクリアされま
す。

M@EXCHLで必要なパラメータ
M@EXCHLには、CALLで指定する必要のある1つのパラメータと、交換
リストを介してやり取りする情報を定義し、保持するための最大
10「組」のパラメータがあります。すなわち、1回の呼び出しで
M@EXCHLに渡すことのできるパラメータは1〜21個です。
これらのパラメータの詳細は以下のとおりです。

パラメー
タ番号

タイプ 最小
長

最大長 説明

01 Alpha 3 3 PUT：リストにデータを配置する
GET：リストからデータを取得す
る	
CLR：リストをクリアする

02,04,
06,08,
10,12,
14,16,
18,20

Alpha 15 15 形式：nnnnnnnnnntllld
表記の説明：	
nnnnnnnnnnはフィールド名
tはフィールド・タイプ(A/P/S)
lllはフィールド長または合計桁数



dは小数点以下桁数

03,05,
07,09,
11,13,
15,17,
19,21

指定し
ない

1 256 これはフィールド値です。

M@EXCHLの呼び出し例
例1：CL	(制御言語)プログラムから、フィールドCOMPNO	(会社名)およ
びACCTYP	(口座種別)の値を交換リストに配置します。LANSAファンク
ションを実行し、交換リストからTOTAMOUNTというフィールドを取得
します。
DCL	&COMPNO				*DEC	(3	0)
DCL	&ACCTYP				*CHAR	5
DCL	&TOTAMOUNT	*DEC	(13	2)
	
CALL	M@EXCHL	('CLR')
	
CALL	M@EXCHL	('PUT'	'COMPNO			P0030'	&COMPNO		ACCTYP			A0050'	&ACCTYP	)
	
LANSA	RUN	...	etc	.....
	
CALL	M@EXCHL	('GET'	'TOTAMOUNT	P0132'	&TOTAMOUNT)
	
例2：同じ操作をRPGから実行します。
E																				ATR					1			3	15
C*
C*	CLEAR	THE	LIST
C*
C																					CALL	'M@EXCHL'
C																					PARM	'CLR'					A@EXCH		3
C*
C*	PUT	TO	THE	LIST
C*
C																					CALL	'M@EXCHL'
C																					PARM	'PUT'					A@EXCH
C																					PARM											ATR,01



C																					PARM											COMPNO		30
C																					PARM											ATR,02
C																					PARM											ACCTYP			5
C*
C*	INVOKE	THE	FUNCTION
C*
C																					CALL	'LANSA'
C											----------	ETC	-----------
C											----------	ETC	-----------
C											----------	ETC	-----------
C*
C*	GET	FROM	THE	LIST
C*
C*	NOTE:	The	field	is	named	"TOTAMOUNT"	in	the	exchange
C*								list,	but	is	actually	returned	into	a	field
C*								called	TOTAMT.
C																					CALL	'M@EXCHL'
C																					PARM	'GET'					A@EXCH
C																					PARM											ATR,03
C																					PARM											TOTAMT	132
C*
C																					MOVE	'1'							*INLR
C																					RETRN
**
COMPNO				P0030
ACCTYP				A0050
TOTAMOUNT	P0132
	
例3：交換リストからファイルおよびライブラリの名前を受け取り、
ファイルをテープにコピーし、戻りコードを交換リストに配置するCL
プログラムを作成します。
COPYTAPE:	PGM
	
DCL	&FILE						*CHAR	10
DCL	&LIBRARY			*CHAR	10
DCL	&RETCODE			*CHAR		1
CALL	M@EXCHL	('GET'	'FILE						A0100'	&FILE				'LIBRARY			A0100'	&LIBRARY	)
CALL	M@EXCHL	('CLR')



	
CHGVAR	&RETCODE	'Y'
CPYTOTAP		...	etc	.....
MONMSG	(CPF0000	MCH0000)	EXEC(CHGVAR	&RETCODE	'N')
	
CALL	M@EXCHL	('PUT'	'RETCODE			A0010'	&RETCODE)
	
ENDPGM
	
例4：画面パネルを表示し、ファイルおよびライブラリ名を入力し、例3
のCLプログラムを呼び出し、戻りコードに基づいて操作を実行する
RDMLコードを作成します。
DEFINE	#FILE	*CHAR	10
DEFINE	#LIBRARY	*CHAR	10
DEFINE	#RETCODE	*CHAR	1
	
REQUEST		FIELDS(#FILE	#LIBRARY)
EXCHANGE	FIELDS(#FILE	#LIBRARY)
CALL					PGM(COPYTAPE)	PGM_EXCH(*YES)
IF							('#RETCODE	*NE	Y')
MESSAGE		MSGTXT('Copy	to	tape	failed')
ENDIF
	



7.42.4	EXCHANGEの使用例
以下は、一般的なEXCHANGEコマンドの例です。プログラム
M@EXCHLのものではありません。
以下のようなRDMLプログラムが含まれる、FUNC1およびFUNC2という
2つのファンクションについて考えます。
ファンクション：FUNC1
REQUEST				(#FIELD01	#FIELD02)
INSERT					FIELDS(#FIELD01	#FIELD02)	TO_FILE(FILE01)
	
ファンクション：FUNC2
REQUEST				(#FIELD01	#FIELD02	#FIELD03	#FIELD04)
INSERT					FIELDS(#FIELD01	#FIELD02	#FIELD03	#FIELD04)	TO_FILE(FILE02)
	

FUNC1に以下のコマンドを(最後のコマンドとして)追加し、再コンパイ
ルします。
EXCHANGE			FIELDS(#FIELD01	#FIELD02)
	
この場合、ユーザーがファンクションFUNC1、ファンクションFUNC2
の順に使用すると、FUNC2のREQUEST画面のフィールド#FIELD01およ
び#FIELD02に、ファンクションFUNC1でユーザーが入力した値が「デ
フォルトで入り」ます。
このような操作を行うために、FUNC2を再コンパイルする必要はありま
せん。ファンクションが呼び出されるたびに、交換リストが検索される
ことを覚えておいてください。フィールド#FIELD01および#FIELD02
は、交換リストに配置された直後にファンクションFUNC2に「マッピン
グ」されます。
さらに上記のEXCHANGEコマンドをFUNC2に追加し、FUNC2を再コン
パイルすると、以下のようになります。
FUNC1の後にFUNC2が呼び出されるたびに、FUNC2のREQUEST画面の
#FIELD01および#FIELD02に、FUNC1でユーザーが入力した値がデフォ
ルトで入ります。
FUNC2の後にFUNC1が呼び出されるたびに、FUNC1のREQUEST画面の
#FIELD01および#FIELD02に、FUNC2でユーザーが入力した値がデフォ
ルトで入ります。
プロセス・メニューからFUNC1が繰り返し呼び出されると、#FIELD01



および#FIELD02に、前の呼び出し時に入力された値がデフォルトで入
ります。
すなわち、FUNC1はそれ自体と情報を交換していることになります。
FUNC1が初めて呼び出されたときは(FUNC2がまだ使用されていないと
する)、交換リストは空です。この場合、#FIELD01および#FIELD02に
は、データ・ディクショナリまたはDEFINEコマンドでこれらのフィー
ルドに指定されたデフォルト値が入ります。



7.43	EXEC_CPF
このコマンドは廃止予定です。代わりにEXEC_OS400を使用してくださ
い。



7.44	EXEC_OS400
EXEC_OS400コマンドは、RDMLまたはRDMLXプログラム内から
System	iオペレーティング・システム・コマンドを実行するために使用
します。コマンド内でファンクションのフィールドを指定して、実行時
にそのフィールド値で置き換えることもできます。

移植性に関
する考慮事
項

このコマンドは、既存のRDMLコードとの互換性を
保つ目的でRDMLXプログラムでのみサポートされ
ます。そのため、実行時のRDMLフィールド値の置
き換えのみがサポートされます。

RDMLXプログラムでは、より優れた代替機能を提
供するSYSTEM_COMMAND組み込み関数を使用し
てください。

参照
EXEC_OS400のパラメータ
EXEC_OS400についてのコメント/警告
EXEC_OS400の使用例
																																																									必須
	
		EXEC_OS400			-----	COMMAND	------		AS/400コマンド'	----->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
															>--	IF_ERROR	-----	*ABORT			---------------------|
																																		*NEXT
																																		*RETURN
																																		ラベル
	



7.44.1	EXEC_OS400のパラメータ
COMMAND
IF_ERROR

COMMAND
ファンクション内から実行するSystem	i	(EXEC_OS400)コマンド文字列
を指定します。指定するコマンドは、IBM提供の実行プログラム
QCMDEXCから実行可能でなければなりません。

IF_ERROR
コマンドの実行時にエラーが発生した場合に実行するアクションを指定
します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、エ
ラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。



7.44.2	EXEC_OS400についてのコメント/警告
このコマンド文字列は、IBM提供のプログラムQCMDEXCによって実行
されます。そのため、i5/OS形式の有効なコマンドでなければなりませ
ん。また、System	iでのみ実行できます。
EXEC_OS400コマンドによって実行が指定されたオペレーティング・シ
ステム・コマンドの実行に失敗した場合は、ファンクションをLANSA
デバッグ・モードに切り替え、操作を再度行ってみてください。詳細に
ついては、『LANSA/ADユーザーガイド』の「LANSAデバッグ・モー
ド」を参照してください。
ファンクションがデバッグ・モードの場合、実際にコマンドの実行を処
理するルーチンは、コマンドの実行直前に処理を停止し、そのコマンド
全体が表示されます。これには、コマンドに埋め込まれたLANSA
フィールドの代替値が含まれます。
コマンド文字列に指定するファンクションのフィールドは、大文字でな
ければなりません。
コマンド文字列内のフィールドを置き換えるプロセスは、非常に複雑で
す。以下の例に、一般的な置換方法を示します。
以下のコマンドを実行するとします。
EXEC_OS400	COMMAND('CALL	PGM001	(#BATCH	#TRANS)')
	
ここで、#BATCHは数値フィールド(7	0)、#TRANSは10桁の英数字
フィールドです。以下の表に、#BATCHおよび#TRANSのさまざまな値
に対して実行される実際のコマンドを示します。

#Batchの
値

#Transの値 実行される実際のコマンド文字列/コ
メント

42 XXXXXXXXXX CALL	PGM001	(X'0000042F'
XXXXXXXXXX)

108 XXX	XXX CALL	PGM001	(X'0000108F'	'XXX
XXX	')	(#TRANSに埋め込みブランク
が含まれているため)

9999 1234567890 CALL	PGM001	(X'0009999F'
'1234567890')	(#TRANSに保持されてい
る値がすべて英数文字のため)
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コマンドを指定する際は、引用符で囲む必要があることに注意してくだ
さい。すなわち、コマンド自体に引用符を含める必要がある場合は、2
つの引用符を使用する必要があります。引用符および引用符で囲まれた
文字列の詳細については、「引用符および引用文字列」を参照してくだ
さい。

OS400の権限に関
する検討事項
EXEC_OS400によって実行されるコマンドでは、LANSAシステムの所有
者ユーザー・プロファイルの権限と、USEADPAUT(*NO)が指定された
呼び出しスタックでエントリーによって「チェーン」が中断されない限
り、USRPRF(*OWNER)が指定された呼び出しスタック内にある他のエ
ントリーのユーザー・プロファイルの権限が適用されます。
これが実際のサイト・セキュリティ・ポリシーに適さない場合は、以下
のコマンドを使用してください。

CHGPGM	PGM(M@CPEXEC)	USRPRF(<ユーザーの値>)
USEADPAUT(<ユーザーの値>)

CHGPGM	PGM(M@OSEXEC)	USRPRF(<ユーザーの値>)
USEADPAUT(<ユーザーの値>)
これらのいずれかのコマンドが失敗する場合は、LANSAの製品ベン
ダーにお問い合わせください。LANSAシステムを何らかの形でアップ
グレードした場合も、上記の値を確認してください。
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7.44.3	EXEC_OS400の使用例
例1：プログラムQCMDEXCから実行可能なi5/OSオペレーティング・シ
ステム・コマンドを実行し、コマンドが無効かエラーを含んでいても異
常終了しないRDMLプログラムを作成します。
				DEFINE					FIELD(#CMD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(200)
L1:	REQUEST				FIELDS(#CMD)
				EXEC_OS400	COMMAND(#CMD)	IF_ERROR(L1)
				GOTO							LABEL(L1)
	



7.45	EXECUTE
EXECUTEコマンドは、ファンクション内で定義されたサブルーチンを
実行するために使用します。サブルーチンにパラメータを渡すこともで
きます。
サブルーチンの実行が完了すると、EXECUTEコマンドの次のコマンド
に制御が渡されます。

参照
EXECUTEのパラメータ
EXECUTEの使用例
ENDROUTINE
SUBROUTINE
EVTROUTINE
MTHROUTINE
PTYROUTINE
																																																									必須
	
		EXECUTE	------	SUBROUTINE	---	サブルーチン名	---------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	WITH_PARMS	---	パラメータのリスト	-------------|
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															----------	最大50	-----------
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7.45.1	EXECUTEのパラメータ
SUBROUTINE
WITH_PARMS

SUBROUTINE
実行するサブルーチンの名前を指定します。このパラメータで指定する
サブルーチンは、ファンクション内でSUBROUTINEコマンドにより定
義されていなければなりません。

WITH_PARMS
任意で、サブルーチンに渡すパラメータのリストを定義します。拡張可
能なグループ式を指定することもできます。
EXECUTEコマンドのWITH_PARMSパラメータで指定するパラメータ
は、サブルーチンの実行時に、関連付けられたSUBROUTINEコマンド
のPARMSパラメータで定義されているパラメータと数およびタイプが
正確に一致している必要があります。



7.45.2	EXECUTEの使用例
このコマンドの使用例については、「SUBROUTINEの使用例	-	1」を参
照してください。



7.46	EXIT
EXITコマンドは、実行中のRDMLプログラムを終了し、LANSAを直ち
に終了するために使用します。現在のファンクション/プロセスだけで
なく、LANSAシステム全体が終了することに注意してください。
機能的には、EXITコマンドを使用すると、[終了]ファンクション・キー
を使用した場合と同じ結果になります。
また、メッセージを発行することもできます。このメッセージは、最初
にLANSAを呼び出したプログラムのプログラム・メッセージ待ち行列
に戻されます。

参照
EXITのパラメータ
EXITの使用例
																																																									任意指定
	
		EXIT	---------	MSGTXT	--------*NONE	-------------------------->
																																'メッセージ・テキスト'
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															----------	最大20	-----------
	



7.46.1	EXITのパラメータ
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。このテキストは、
最初にLANSAを呼び出したプログラムのプログラム・メッセージ待ち
行列に戻されます。メッセージ・テキストを指定するときは、引用符で
囲んでください。MSGTXTパラメータまたはMSGID/MSGFパラメータ
のいずれかを使用してください。両方は使用できません。

MSGID
ファンクションの終了時およびLANSAの終了時に発行するメッセージ
として、標準メッセージ識別子を指定できます。メッセージ識別子は7
文字である必要があります。このパラメータは、MSGFパラメータと組
み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ



は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
	"&1は在庫がありません	...	&2個を再発注してください。"
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.46.2	EXITの使用例
例1：ファンクションを終了し、テキスト・メッセージを発行します。
EXIT				MSGTXT('LANSA	ended	at	user	request')
	
例2：メッセージ識別子およびメッセージ・ファイルを使用してファン
クションを終了します。
EXIT		MSGID(USR0046)	MSGF(QUSRMSG)
	
EXIT		MSGID(USR0167)	MSGF(QUSRMSG.*LIBL)
	
EXIT		MSGID(USR8046)	MSGF(QUSRMSG.USERLIB01)
	



7.47	FETCH
FETCHコマンドは、ファイル内で、指定されたキー、条件、または相対
レコード番号に一致した最初のレコードのフィールドを取得するために
使用します。

移植性に関する
考慮事項

パラメータFROM_FILEおよびLOCKを参照し
てください。

参照
FETCHのパラメータ
FETCHの使用例
																																																							必須
	
		FETCH	--------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|*ALL																									|
																																|*ALL-REAL																				|
																																|*ALL-VIRT																				|
																																|*INCLUDING																			|
																																|*EXCLUDING																			|
																																|	拡張可能なグループ												|
																																|------	RDMLXの場合は最大1000----|
																																	-------	RDMLの場合は最大100----
	
													>--	FROM_FILE	----	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	WHERE	--------	'条件'	-------------------->
	
													>--	WITH_KEY	-----	キー・フィールド値	--------------->
																																拡張可能なグループ式
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN	
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN



																																ラベル
	
													>--	NOT_FOUND	----	*NEXT	-------------------------->
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	LOCK	---------	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	WITH_RRN	-----	*NONE	-------------------------->
	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
	
													>--	KEEP_LAST	----	*NONE	--------------------------|
																																1	-	9999
	



7.47.1	FETCHのパラメータ
FIELDS
FROM_FILE
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
KEEP_LAST
LOCK
NOT_FOUND
RETURN_RRN
VAL_ERROR
WHERE
WITH_KEY
WITH_RRN

FIELDS
ファイルから取得するフィールド、または取得するフィールドを指定す
るグループの名前を指定します。または、このパラメータに拡張可能な
グループ式を入力することもできます。詳細については、「拡張可能グ
ループ」を参照してください。
以下の特別な値を指定できます。

									*ALLを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべてのフィールドが取得されま
す。

									*ALL_REALを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての実フィールドが取
得されます。

									*ALL_VIRTを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての仮想フィールドが取
得されます。

									*EXCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストから除外されます。

									*INCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストに含められます。この特殊な値は、*EXCLUDINGエントリーによって、フィール
ド・リストが除外モードに移行した後にのみ必要です。

注：OTHERによって保守されている論理ファイルからすべてのフィールドを取得する
と、基になっている物理ファイルのすべてのフィールドがフィールド・リストに含めら
れます。

its:lansa015.CHM::/expandgrps.htm


特別な値*ALL、*ALL_REALまたは*ALL_VIRTは、必要な場合にのみ慎
重に使用することを強くお勧めします。必要のないフィールドを取得す
ると、ファンクションによって不要にフィールドの取得とマッピングが
行われます。また、クロスリファレンスの詳細(ファンクション内で使
用されていないフィールドを示す)が無効になり、ファンクションの
CRUDE項目の複雑度が無意味に高くなります。
BLOBまたはCLOBデータを取得すると、*SQLNULLまたはファイル名
になることに注意してください。ファイル名の場合、データベース・
ファイルのデータがそのファイルにコピーされています。
警告：ファイルからBLOBまたはCLOBフィールドを取得する操作には
時間がかかります。

BLOBおよびCLOBフィールドを使用する場合に推奨される
データベース設計
BLOBとCLOBフィールドを使用する場合に、それらのフィールドを他
のフィールドとは別のファイルに配置してメイン・ファイルと同じキー
を使用する設計をお勧めします。これによりプログラマは、BLOBや
CLOBデータのアクセスに別々のI/O操作を行わなければならなくなり、
このデータの無差別な使用によるデータベース・パフォーマンス上の影
響を軽減することができます。またこれは最も移植性の高い設計で、
BLOB以外またはCLOB以外のデータに常に迅速にアクセスできるよう
になります。

FROM_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WHERE
「条件および式の指定」および「I/OコマンドでのWHEREパラメータの
指定」を参照してください。
FETCHでWHERE条件を使用し、その条件によってレコードが見つから
なかった場合、フィールドの内容は予測できません。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
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ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
I/O操作の戻りコード値の詳細については、「RDML	I/O戻りコード」を
参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは「致命的」エラーと見なされ、ファイルが見つからなかっ
た、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができない、な
どがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、ファン
クションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が停止し
ます。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新または削除を行う情
報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され
ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
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ます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCHおよびSELECT)と同じレベルでなければなりま
せん。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が呼
び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンクショ
ンは異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

NOT_FOUND
WITH_KEYパラメータで指定されたキーと一致するキーを持つレコード
がファイルで見つからなかった場合に実行する処理を指定します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

ISSUE_MSG
「見つからない」メッセージを自動的に発行するかどうかを指定しま
す。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ



セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表示
されます。

LOCK
レコードを読み取る際に、そのレコードをロックするかどうかを指定し
ます。
デフォルト値*NOを指定した場合、レコードはロックされません。
*YESを指定した場合は、レコードがロックされます。ロックしたレ
コードは、後でユーザーの責任により解放してください。
注：LOCK(*YES)は、レコード・レベルのロックを実行します。これに
より、オペレーティング・システム内およびオペレーティング・システ
ム間の動作(コミット制御による複数レコードのロック、デフォルトの
待機時間など)が変化する可能性があります。そのため、LOCK_OBJECT
組み込み関数を使用して、適切かつ完全な「ユーザー・オブジェクト」
のロック・プロトコルを開発することをお勧めします。

移植性に関する
考慮事項

可搬性のあるアプリケーションではサポート
されないため、使用しないでください。Visual
LANSAで使用すると、ビルド警告が生成され
ます。

WITH_RRN
取得するレコードの相対レコード番号(相対レコード・ファイル処理の
ための番号)を保持するフィールドの名前を指定します。WITH_KEYま
たはWHEREパラメータを使用している場合、WITH_RRNパラメータは
使用できません。
このパラメータで指定するフィールドは数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。

注：FETCH、DELETEまたはUPDATEコマンドに対してWITH_RRNパラメータを使用す
ると、他の形式のデータベース・アクセスよりもレコードの取得、削除または更新を高
速に行うことができます。

WITH_RRNパラメータを使用する場合、実際にアクセス対象となるデー
タベース・ファイルとして論理ファイルを使用することはできません。
詳細については、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読
み込み」も参照してください。
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RETURN_RRN
取得されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。
このパラメータで指定するフィールドは数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
詳細については、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読
み込み」を参照してください。

KEEP_LAST
最近実行した"n"回のFETCH操作の詳細をコンパイル済みRDMLプログ
ラム内に保管するように指定します。FETCHコマンドが実行されるたび
に、まず、最近実行された"n"回のFETCH操作の詳細が検索されます。
プログラム内で必要な詳細が見つかった場合、実際にはデータベース
I/O操作は行われません。これにより、RDMLプログラムのパフォーマン
スを大幅に高めることができます。
デフォルト値*NONEを指定した場合、以前のFETCH操作の詳細は保管
されません。FETCHが実行されるたびに、関連付けられたデータベー
ス・ファイルに対してI/Oが行われます。
1〜9999の整数を指定できます。ここで指定する数値の回数分だけ、最
近実行されたFETCH操作の詳細が保管されます。指定する数値には、妥
当に予期できるFETCH操作の最大回数を反映させます。
例えば、会社数が15社のみのときに、(会社番号のキーによって)会社
ファイルに対してFETCHを実行して会社名を取得する場合は、値15が適
切でしょう。500を指定すると、実行中のRDMLプログラムの記憶域が
無駄になり、実際にパフォーマンスが低下する可能性があります。

指定する数値は、実行可能なFETCH操作の回数を制限するものではないことに注意して
ください。RDMLプログラム内にFETCHの詳細を保管するための容量がなくなると、
FETCHの詳細が最も古いものから上書きされます。

KEEP_LASTパラメータを指定する場合は、WITH_KEYパラメータを指
定し、WHEREパラメータは指定しないでください。

また、以前のFETCHの詳細はRDMLプログラム内に保管されるため、実際にデータベー
ス・ファイルの詳細に対して行った変更がRDMLプログラムに反映されているとは限り
ません。
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7.47.2	FETCHの使用例
例1：ファイルCUSTMST内で、キー#CUSNUMを持つレコードから
フィールド#NAME、#ADDL1、および#POSTCDを取得します。
FETCH							FIELDS(#NAME	#ADDL1	#POSTCD)	FROM_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSNUM)
	
または、以下のように指定しても同じ結果になります。
GROUP_BY				NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#NAME	#ADDL1	#POSTCD)
FETCH							FIELDS(#CUSTOMER)	FROM_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSNUM)
	
例2：有効な税コードのテーブルから税率(#TAXRATE)を取得します。
テーブルと照合する最初のキーは税タイプ(この例では常に「所得
税」)、2番目のキーは税コード(#TAXCDE)です。
FETCH				FIELDS(#TAXRATE)	FROM_FILE(TAXTAB)	WITH_KEY('INCOME'	#TAXCDE)
	
例3：明細行ファイル内で、#QUANTITYフィールドが10より大きい最初
の注文の製品番号(#PRODUCT)を取得します。
FETCH				FIELDS(#PRODUCT)	FROM_FILE(ORDLIN)	WHERE('#QUANTITY	>	10')
	
例4：GLTRANSというファイルからすべての元帳トランザクションの明
細を読み取り、印刷します。各トランザクションには会社番号
(#COMPNO)が関連付けられています。ファイルCOMPANYから実際の
会社名(#COMPNAME)を取得し、これをレポートに含めます。
GROUP_BY		NAME(#REPORTLIN)	FIELDS(#TRANSNUM	#TRANSTYP	#TRANSVAL	#COMPNO	#COMPNAME)
	
SELECT				FIELDS(#REPORTLIN)	FROM_FILE(GLTRANS)
FETCH					FIELDS(#COMPNAME)	FROM_FILE(COMPANY)	WITH_KEY(#COMPNO)	KEEP_LAST(15)
UPRINT				FIELDS(#REPORTLIN)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	

GLTRANSに10,000個のトランザクションが含まれ、会社数が15	(または
15未満)の場合、このプログラムが実行するデータベースI/O操作は最大
でも10,015回です。FETCHコマンドのKEEP_LASTパラメータを省略し
た場合は、20,000回のI/O操作が実行され、実行時間が2倍になる可能性
があります。



例5：キー#CUSNUMを使用して、現在アクティブなバージョンのファ
イルCUSMSTからすべてのフィールドを取得します。
FETCH							FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSNUM)
	
例6：現在アクティブなバージョンのファイルCUSMSTからすべての実
フィールドを取得しますが、住所情報は除外します。
GROUP_BY				NAME(#XG_ADDR)	FIELDS(#ADDL1	#ADDL2	#ADDL3	#POSTCD)
FETCH							FIELDS(*ALL_REAL	*EXCLUDING	#XG_ADDR)	FROM_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSNUM)
	



7.48	FILECHECK
FILECHECKコマンドは、フィールドをファイル内の項目と照合するた
めに使用されます。

移植性に関する
考慮事項

パラメータUSING_FILEを参照してください。

参照
FILECHECKのパラメータ
FILECHECKについてのコメント/警告
FILECHECKの使用例
BEGINCHECK
CALLCHECK
CONDCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
RANGECHECK
VALUECHECK
																																																									必須
	
		FILECHECK	----	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	USING_FILE	---	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	USING_KEY	----	*FIELD	------------------------->
																																キー・フィールド値
																																拡張可能なグループ式
	
													>--	FOUND	--------	*NEXT	-------------------------->
																																*ERROR
																																*ACCEPT
	
													>--	NOT_FOUND	----	*ERROR	------------------------->
																																*NEXT
																																*ACCEPT
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->



																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	DCU0003	------------------------>
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|拡張可能なグループ式	|
																															---------	最大20	----------
	



7.48.1	FILECHECKのパラメータ
FIELD
FOUND
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT
NOT_FOUND
USING_FILE
USING_KEY

FIELD
検査に関連付けるフィールドの名前を指定します。

USING_FILE
この検査で検索するファイルの名前を指定します。「I/Oコマンドでの
ファイル名の指定」を参照してください。

USING_KEY
USING_FILEパラメータで指定したファイルを検索する際に使用する
キーを指定します。
デフォルト値*FIELDを指定した場合、ファイルを検索する際のキーと
して、FIELDパラメータで指定したフィールドが使用されます。
他のキー・フィールドを指定する場合の詳細については、「I/Oコマン
ドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してください。

FOUND
指定したファイル内で、指定したキーを持つレコードが見つかった場合
に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
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ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

NOT_FOUND
指定したファイル内で、指定したキー値を持つレコードが見つからな
かった場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。



MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	は在庫がありません...&2個を再発注してください"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)



	
LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.48.2	FILECHECKについてのコメント/警告
									FILECHECKコマンドは、一致するキーが存在するかどうかの検査のみを行うもので、
ファイルのレコードはプログラムに読み込まれません。レコードをプログラムに読み込む必
要がある場合は、FETCHコマンドのセクションを参照してください。

									FILECHECKコマンドは、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブロック内で使用する
必要があります。詳細については、これらのコマンドのセクションを参照してください。



7.48.3	FILECHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようにファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようにファンクションを構築する
FILECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
FILECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行
する

インライン妥当性検査を実行するようにファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようにファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>



EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
*	<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
*
<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
FILECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、メイン・プログラム・ブロック内でFILECHECKコマンドを
使用して、従業員番号を人事ファイル内の項目と照合する方法を示して
います。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
											
BEGINCHECK	
FILECHECK		FIELD(#EMPNO)	USING_FILE(PSLMST)	FOUND(*ERROR)	NOT_FOUND(*NEXT)	MSGTXT('Employee	number	supplied	already	exists')
ENDCHECK			
											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP
	
ファイルPSLMST内で値#EMPNOが見つかった場合、FILECHECKコマ
ンドで定義されたメッセージが発行され、直前に表示されていた画面に
プログラム制御が戻されます。この例では、直前に表示されていた画面
はREQUEST画面です。
FILECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実行



する

この例は、サブルーチン内でFILECHECKコマンドを使用して、従業員
番号を人事ファイル内の項目と照合する方法を示しています。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。このサブルーチンは、値#EMPNOがPSLMSTファイル内
にすでに存在しているかどうかを検査します。存在する場合、
FILECHECKコマンドで定義されたメッセージが発行され、DOUNTIL
ループが再実行されます。入力された#EMPNO値がファイル内で見つか
らない場合、DOUNTILループが終了し、検証済みの入力の処理が実行
されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
FILECHECK		FIELD(#EMPNO)	USING_FILE(PSLMST)	FOUND(*ERROR)	NOT_FOUND(*NEXT)	MSGTXT('Employee	number	supplied	already	exists')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
											
ENDROUTINE
	



7.49	FUNCTION
FUNCTIONコマンドは、特定のコンパイル・オプションを指定するため
に使用します。コンパイル・オプションは、RDMLプログラムの生成方
法に影響を与えるため、結果的にRDMLプログラムの実行時の動作に影
響します。
このコマンドで特定の値を指定することで、通常、特定の実行環境にお
けるパフォーマンス特性を高めるようにRDMLファンクションの動作を
変更することができます。

移植性に関
する考慮事
項

このコマンドのパラメータに関するセクションに
記載されているVisual	LANSAに関する検討事項を
参照してください。

参照
FUNCTIONのパラメータ
FUNCTIONの使用例
																																																									任意指定
	
		FUNCTION	-----	OPTIONS	------	ファンクション制御オプション	-------->
																																					*NOMESSAGES
																																					*DEFERWRITE
																																					*HEAVYUSAGE
																																					*LIGHTUSAGE
																																					*DBOPTIMISE
																																					*DBOPTIMIZE
																																					*DBOPTIMISE_BATCH
																																					*DBOPTIMIZE_BATCH
																																					*PGMCOMMIT
																																					*NOPGMCOMMIT
																																					*NOIGCCNV
																																					*NO_RLTB_MIRROR
																																					*DIRECT
																																					*CLOSE_DISPLAY
																																					*MLOPTIMISE
																																					*MLOPTIMIZE
																																					*ALP_SYSTEM_VARIABLE
																																					*NUM_SYSTEM_VARIABLE
																																					*ALP_FIELD_VALIDATE
																																					*NUM_FIELD_VALIDATE
																																					*MINI_SCREEN
																																					*OS400_EXT_PRINT
																																					*BUILTIN
																																				|												|
																																					---	最大9	--



	
													>--	RCV_DS	-------	データ構造名	----------->
																																|																			|
																																	------	最大20	-----
	
													>--	RCV_LIST	-----	作業リスト名	------------->
																																|																			|
																																	------	最大20	-----
	
													>--	TRIGGER	------	*NONE		-----	名前	--------------|
																																*FIELD
																																*FILE
																																タイプ



7.49.1	FUNCTIONのパラメータ
OPTIONS
RCV_DS
RCV_LIST
TRIGGER

OPTIONS
最大9個のオプションを指定できます。このパラメータで指定できる値
は以下のとおりです。

*NOMESSAGES
プログラムに対し、呼び出し元からのメッセージの経路付けや呼び出し
元への経路付けが要求されません(失敗しない場合)。このオプションを
指定すると、コ	ンパイル済みRDMLファンクションで使用される開始時
および終了時のリソースを低減することができます。
このオプションを指定した場合、保留中の開発者メッセージは検査され
ません。	これにより、開発者サービスが実行されている実稼動環境にお
いて頻繁に使用/呼び出されるファンクションのパフォーマンスを高め
ることができます。

*DEFERWRITE

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAコードで使用した場合は無視され、ア
プリケーションには何の効果もありません。

このプログラム内でDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドに情
報を提供するSystem	i表示ファイルで常にDFRWRT(*YES)パラメータが
使用されます。このオプションを指定すると、プログラムがデバイスの
応答を待機する時間を短縮	できます。
POP_UPコマンドを使用するプログラムや、リモートで接続されたデバ
イスと情報をやり取りするプログラムでは、このオプションを使用して
ください。

*HEAVYUSAGEおよび*LIGHTUSAGE
関連付けられたプロセスで使用されるオプションに関わらず、コンパイ
ル済みRDMLファンクションでは、HEAVY使用(高使用頻度)オプション
または	LIGHT使用(低使用頻度)オプションが使用されます。



高使用頻度オプションおよび低使用頻度オプションの詳細については、
「[使用頻度]」を	参照してください。
デフォルトでは、RDMLXファンクションは、呼び出し間で状態を維持
することに注意してください。状態を維持しない場合は、*DYNAMIC
のコンポー	ネントを使用してください。

*DBOPTIMIZEまたは*DBOPTIMISE

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAおよびRDMLXコードで使用した場合
は無視され、アプリケーションには何の効果もあり
ません。

	

RDMLファンクションは、I/Oモジュールによってデータベース・ファイ
ルにアクセスせず、	直接I/O技術によってOPTIMIZEデータベース・アク
セスを行います。
このオプションを指定すると、アプリケーションのパフォーマンスが高
まりますが、多数の検討事項および制約が適用されます。
このオプションを使用する前に、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の
「*DBOPTIMIZE/*DBOPTIMIZE_BATCH	の使用」を	読むことを強	くお
勧めします。

*DBOPTIMIZE_BATCHまたは*DBOPTIMISE_BATCH

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAおよびRDMLXコードで使用した場合
は無視され、アプリケーションには何の効果もあり
ません。

RDMLファンクションは、I/Oモジュールによってデータベース・ファイ
ルにアクセスせず、	大量の更新または削除操作を含むバッチ処理に最適
な直接I/O技術によってOPTIMIZEデータベース・アクセスを行います。
このオプションを指定すると、バッチ・アプリケーションのパフォーマ
ンスが高まりますが、多数の検討事項および制約が適用されます。
このオプションを使用する前に、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の
「*DBOPTIMIZE/*DBOPTIMIZE_BATCH	の使用」を	読むことを強	くお
勧めします。

*PGMCOMMIT

移	植性に
関する考

Visual	LANSAおよびRDMLXコードで使用した場合
は無視され、アプリケーションには何の効果もあり

its:Lansa015.chm::/l4wtgu05_0090.htm
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its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10070.HTM


慮事項 ません。ビルド警告が生成されます。
	

あ	らゆるタイプの更新処理のためにこのRDMLファンクションが開	い
たす	べてのファイルに対して個々のプログラム・レベルのコミット制御
が要求されます。
このオプションを指定すると、コミット制御の状況/自動コミット・オ
プションに関する個々のデータベース・ファイルの定義またはRDMLコ
マンドが上書きされて置き換えら	れます。
また、オペレーティング・システムのコミット制御機能は、	RDMLファ
ンクションによって自動的に開始/終了し	ます。詳細については、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の｢ユー	ザー	出口	F@BGNCMT	-	コミッ
ト制御の開始｣および｢ユー	ザー	出口	F@ENDCMT	-	コミット制御の終
了｣を参照してくださ	い。
ユーザーの責任において、適切なトランザクションの境界でCOMMITお
よびROLLBACKコマンドを実行してください。
この機能は、主にバッチ処理を対象としています。
このオプションを使用する前に、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「コ
ミット制御を使用する」を	十分に読むことを強	くお勧めします。
*PGMCOMMITを指定すると、*DBOPTIMIZEオプションが実際に指定
されているかどうかに関わらず、*DBOPTIMIZEが自動的に使	用されま
す。

*NOPGMCOMMIT

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAおよびRDMLXコードで使用した場合
は無視され、アプリケーションには何の効果もあり
ません。ビルド警告が生成されます。

更新処理のタイプを問	わず、このRDMLファンクションが開いたすべて
のファ	イルに対して個々のプログラム・レベルのコミット制御は要求さ
れません。
このオプションを指定すると、コミット制御の状況/自動コミット・オ
プションに関する個々のデータベース・ファイルの定義またはRDMLコ
マンドが上書きされて置き換えら	れます。
*NOPGMCOMMITを指定すると、*DBOPTIMIZEオプションが実際に指
定されているかどうかに関わらず、*DBOPTIMIZEが自動的に使	用され
ます。

its:lansa010.chm::/lansa/ladtgubh_0160.HTM
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*NOIGCCNV

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAコードで使用した場合は無視され、ア
プリケーションには何の効果もありません。

	

現在の言語の定義における「漢字変換を要求」フラグの設定に関係な
く、このファンクションをサポートするために作成された表示ファイル
に対して、	IGCCNV	DDSキーワード(漢字変換用)は有効になりません。
通常、「漢字変換を要求」フラグが設定された言語では、ファンクショ
ン用に作成された表示ファイルに自動的にIGCCNV	DDSキーワードが生
成されます。
このオプションを指定すると、このファンクション用に生成されたすべ
ての表示ファイルDDSで、IGCCNVキーワードの自動有効化が抑制され
ます。

*NO_RLTB_MIRROR
ファンクションが、右から左へ記述する言語でコンパイルされるかどう
かに関わらず、このファンクションで、画面パネルおよびレポート・レ
イアウト上の	フィールド位置の自動「ミラーリング」が有効になりませ
ん。
自動「ミラーリング」機能およびこのパラメータ値は、右から左へ記述
する言語でコンパイルされるファンクションにのみ適用されます。その
他すべての言語グ	ループでは無視されます。

*DIRECT
このファンクションを別のファンクションから直接呼び出したり、この
ファンクションがプロンプト・キー要求に直接応じたりできるようにな
ります。
注：す	べてのRDMLXファンクションは、*DIRECTを使用する必要があ
ります。これにより、移植されたSystem	i	RDMLファンクションが固有
なものになります。
このオプションを指定することにより、このファンクションを別の呼び
出し元ファンクションから直接呼び出したり、このファンクションがプ
ロンプト・キー要	求に直接応じたりで	きるようになります。
この段階では、これがこのファンクションを呼び出す完全に有効な方法
かどうかは重要ではありません。このオプションは、単に、必要に応じ



てファンクション	を直接呼び出すことができることを示すものです。
すべてのファンクションに、このオプションが指定されたFUNCTIONコ
マンドを含めることをお勧めします。また、このオプションの提供前に
作成された	アプリケーション・テンプレートは、このオプションを使用
するFUNCTIONコマンドを自動的に生成するように変更してください。
ダイレクト・モード呼び出しの方法と、このタイプの呼び出し操作の使
用時に適用される制約の詳細については、CALLコマンドのセクション
を参照してくだ	さい。

*CLOSE_DISPLAY

移	植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAコードで使用した場合は無視され、
アプリケーションには何の効果もありません。

ファンクションがHEAVY使用(高使用頻度)プロセス、すなわち
*HEAVYUSAGEファンクションとしてアクティブなままでも、終了時に
表示ファイ	ルが閉じ、再度アクティブになったときに再度開きます。
このオプションは、主に、最新でない「復元」画面や「瞬間的」な画面
に悩まされるポップアップ・ウィンドウのプロンプト・キー・ファンク
ションで使用する	ためのものです。
このオプションを指定した場合、すべてのブラウズ・	リストが、ファン
クションの開始または再開ごとに明示的にクリア(CLR_LISTコマンド)さ
れます。これにより、カウンター・フィールドは、リスト内	の現在の項
目数に合わせて(表示ファイルが前回の終了時に閉じているため)	0にリ
セットされます。

*MLOPTIMIZEまたは*MLOPTIMISE

移	植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAおよびRDMLXコードで使用する場合
は無視されます。

多言語サポート(区画レベルで定義)を使用するRDMLファンクション
は、5言語以下の多言語アプリケーション・サポート用に最適化されま
す。
このオプションを指定すると、一般にサポートされる言語が5言語未満
のアプリケーションのパフォーマンスを高めることができます。
RDMLファンクションをコンパイルすると、メイン・プログラム・オブ
ジェクトになります。



RDMLファンクションが多言語区画にある場合は、「追加の」プログラ
ム・オブジェクトも生成されます。
コンパイル済みのメインRDMLファンクションは、言語による動的な変
更の影響を受けるすべての「リテラル」値を保持するための記憶域を宣
言します。
コンパイル済みのメインRDMLファンクションが呼び出されると、この
ファンクションは、現在の言語に適したリテラル値で記憶域を初期化す
る追加のプログ	ラムを呼び出します。
メイン・プログラムでは、1つの言語セットに十分な記憶域を宣言する
だけで済むため、これは、非常に多数の言語が使用される場合に効果的
な方法です。
追加のプログラムが呼び出されると、このプログラムは、すべての言語
に十分な記憶域を一時的に使用し、適切な言語の詳細をメイン・プログ
ラムの記憶域にコ	ピーしてから終了します。このとき、余分な(不要に
なった)言語の記憶域がすべて解放されます。
この方法には、2つの欠点もあります。1つは、2つのコンパイル済みオ
ブジェクトを生成する必要があるため、RDMLファンクションのコンパ
イル時間が長	くなることです。もう1つは、メインRDMLファンクショ
ンで、ファンクションの起動時に追加の初期化プログラムを呼び出す必
要があることです。
*MLOPTIMIZE	(または*MLOPTIMISE)を使用すると、RDMLファンク
ションで追加の初期化ファンクションを使用せずに済みます。すべての
言語に必要な記憶域	がメイン・プログラムで宣言され、現在の言語に使
用される記憶域がメイン・プログラムで初期化されます。
ファンクションで*MLOPTIMIZEを使用すると、メイン・プログラムで
必要な記憶域は大きくなりますが、コンパイル時およびファンクション
の呼び出	し時に使用されるリソースは少なくなります。
より大きな記憶域が使用されることから、*MLOPTIMIZEは、5言語未満
の言語をサポートするファンクションでのみ使用することをお勧めしま
す。
ただし、5という値は推奨される数に過ぎません。このオプションは、
アプリケーション設計者の判断で、さらに多くの言語をサポートする
ファンクションで使	用することもできます。
*MLOPTIMIZEについて、以下の点にも注意してください。

									OS/400	V2R1	(またはそれ以上)を使用している必要があります。

									ア	プリケーションは、多言語対応の区画内に存在している必要があります。



上記の条件が満たされていない状況で*MLOPTIMIZEを使用しても問題
はありませんが、警告メッセージが発行され、*MLOPTIMIZE要求は無
視されます。

*ALP_SYSTEM_VARIABLE
このファンクションは、(英数字変数のみを対象とした)システム変数評
価ファンクションになります。詳細については、『Visual	LANSA	開発者
ガイド』の「システム変数評価プログラム」を	参照してください。この
オプションを指定する場合は、オプション*DIRECTも指定してくださ
い。

*NUM_SYSTEM_VARIABLE
このファンクションは、(数値システム変数のみを対象とした)システム
変数評価ファンクションになります。詳細およびシステム変数評価のた
めのファンク	ションの使用における設計上の制約については、『Visual
LANSA	開発者ガイド』の「システム変数評価プログラム」を	参照して
ください。このオプションを指定する場合は、オプション*DIRECTも指
定してください。

*ALP_FIELD_VALIDATE
このファンクションは、(英数字フィールドのみを対象とした)複雑ロ
ジック検査ファンクションになります。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「複雑なロジック検
査」を	参照してください。このオプションを指定する場合は、オプショ
ン*DIRECTも指定してください。

*NUM_FIELD_VALIDATE
このファンクションは、(数値フィールドのみを対象とした)複雑ロジッ
ク検査ファンクションになります。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「複雑なロジック検
査」を	参照してください。このオプションを指定する場合は、オプショ
ン*DIRECTも指定してください。

*ALP_FIELD_VALIDATEおよび*NUM_FIELD_VALIDATEに
関する技術ノート
複雑ロジック妥当性検査ファンクションでは、フィールド長および小数
点以下桁数が異なるフィールドを処理できますが、タイプは同じでなけ
ればなりません。	FUNCTIONコマンドで*ALP_FIELD_VALIDATEオプ
ションを指定すると、これが英数字フィールドの妥当性検査を行うファ
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ンクションで	あることが示されます。また、FUNCTIONコマンドで
*NUM_FIELD_VALIDATEオプションを指定した場合は、数値フィール
ドの妥当性検	査を行うファンクションであることが示されます。
妥当性検査ファンクション内でフィールド名、フィールド長、および
フィールド値にアクセスするには、データ・ディクショナリに以下の
フィールドが定義され	ている必要があります。

									VALFLD$NM	A(10)：妥当性検査対象のフィールドの名前

									VALFLD$LN	P(7,0)：妥当性検査対象のフィールドの長さ

									VALFLD$DP	P(7,0)：妥当性検査対象のフィールドの小数点以下桁数

									VALFLD$AV	A(256)：現在のフィールド値(英数字フィールド)

									VALFLD$NV	P(30,9)：現在のフィールド値(数値フィールド)

									VALFLD$RT	A(1)：戻りコード

この実装により、事実上、有効桁数が21桁を超える数値フィールドの妥
当性検査が行えなくなることに注意してください。
ファンクション内でオプション*ALP_FIELD_VALIDATEまたは
*NUM_FIELD_VALIDATEを使用した場合、計算された戻りコー	ドが
フィールドVALFLD$RTに返されます。これは妥当性検査ファンクショ
ンによって返され、値は'1'	(正常)または'0'	(異常)です。
ファンクションに*ALP_FIELD_VALIDATEまたは
*NUM_FIELD_VALIDATEのいずれかのオプションを指定した場合、こ
の機能	を正しく使用するために、以下のような制約を提供するように
なっています。これは技術上の制約ではなく、あえて設計に盛り込んだ
制	約です。

									複	雑ロジック妥当性検査ファンクション内では、DISPLAY、REQUEST、または
POP_UPコマンドを使用できません。

									複	雑な検証処理が必要な場合であっても、ファンクション内から他のプロセス/ファン
クションを呼び出す(CALL)ことはできません。ただし、3GLプログ	ラムを呼び出すことは可
能です。

									ア	クション・バー･プロセス内に、複雑ロジック妥当性検査ファンクションを記述でき
ません。これは、アクション・バー内からこれらのファンクションを参照で	きないというこ
とではなく、アクション・バー・タイプのプロセスの一部として複雑ロジック・ファンク
ションを定義できないということです。

									複	雑ロジック妥当性検査ファンクションには、オプションRCV_DSまたはRCV_LISTを
指定できません。

									連	携するプロセスにパラメータを渡すことはできません。

									交	換リストは使えません。これにより、妥当性検査の独立性を高め、モジュール性を
保証しています。

									再	帰的なファンクション呼び出しを記述することは可能ですが、実行の段階で失敗し



ます。例えば、ファイルAへの挿入中に呼び出された妥当性検査ファンクショ	ンがファイル
Bにデータを挿入しようとすると、それ自体が呼び出されて再帰的な状況になり、失敗する
可能性があります。

									複	雑ロジック妥当性検査ファンクションでは、オプション*DBOPTIMIZEおよび
*NOMESSAGESを使用することをお勧めします。使用頻度の高い	妥当性検査ファンクション
では、*HEAVYUSAGEの使用を検討することもできます。

									多	言語アプリケーションで使う場合は、ぜひとも*MLOPTIMIZE	オプションを指定する
ことを推奨します。

*MINI_SCREEN

移	植性に
関する考
慮事項

ア	プリケーションがi5/OSベー	スで、画面パネル・
サイズが標準的な24行×80列よりも小さい「小型」
または「パームトップ」デバイスで使用する場合を
除き、この	オプションを使用し	ないでください。
通	常のフル・パネルのDISPLAYまたはREQUESTコ
マンドが含まれるファンクションでは、このオプ
ションを使用しないでください。

GUI	対応のファンクションでは、このオプションを
使用しないでください。Visual	LANSAコード内で使
用すると無視され、ビルド警告が生成されます。

このファンクション内で使用されるPOP_UPコマンドが、System	iシステ
ムに接続される「小型画面」表示デバイス用になります。このオプショ
ンを指定すると、POP_UPコマンド・ファンクションの通常のアクティ
ブ化	方法が以下のように変更されます。

									境	界線が表示されません。

									1	行目の1列目の位置までウィンドウを左寄せできます。

									境	界線のないウィンドウにより、一般的なポップアップ・ウィンドウではなく、「小
型」全画面パネルの表示が生成されます。

									ポッ	プアップ・ウィンドウ内に表示されるブラウズ・リストでは、すべてのフィール
ドの欄見出しがブランクで上書きされ、ブラウズ・リストと見出し領域が通常の	分割線に
よって区切られません。

そのため、手作業で定義したテキストを「見かけ上の」欄見出しとして指定することができ
ます。この機能は、ブラウズ・リスト内のすべての	フィールドで欄見出しがブランクに上書
きされている場合のみ使用されます。また、通常の分割線を、画面パネル内でブラウズ・リ
ストを「押し下げる」目標位	置として使用できないため、画面ペインターでまったく新しい
テ	キスト行を挿入することは困難です。新しいテキスト行を挿入するには、RDMLエディ
ターに戻り、FIELDSリストの末尾で見出し領域に「ダミー」	フィールドを定義して、画面
ペインターを再度呼び出します。これにより、ダミー・フィールドが配置され、画面パネル
内でブラウズ・リストが「押し下げ」ら	れます。その後、作成した新しい行に必要なテキス
ト/フィールドを追加/移動します。また、「ダミー」フィールドを削除することもできま



す。

この機能を大規模に使用する場合は、"ET"	(テンプレートの実行)エディター・アクションか
ら呼び出せるようにアプリケーション・テンプレートを構成することを強くお勧めします。
このようなテンプレートを使用すれば、ブラウズ・リスト部分を必要な開始行まで押し下
げ、見出し領域にフィールド/テキストを挿入するための十分なスペー	スを確保するための1
つ以上の初期「ダミー」フィールドを含む、すべての「小型画面」用の「標準レイアウト」
を構成することができます。

*OS400_EXT_PRINT

移	植性に
関する考慮
事項

Visual	LANSAおよびRDMLXコードではサポートさ
れません。使用すると、ビルド警告が生成されま
す。

	

LANSAにより、RDMLファンクション用のi5/OS固有の外部プリン
ター・ファイルが生成され、使用されます。このオプション単独では利
点がありま	せんが、RDMLファンクション内でユーザー定義レポート属
性を使用するために指定する必要があります。
このオプションを指定すると、ファンクションがSystem	iプラット
フォームに依存す	るようになります。
*OS400_EXT_PRINTを指定する場合、以下のような制約が適用されま
す。

									*DIRECT	も指定する必要があります。

									SKIP	コマンドを使用することはできません。

									レ	ポート番号1のみを使用できます。

上記の制約に従わないと、構文検査時に致命的エラーが発生します。
ユーザー定	義レポート属性および外部プリンター・ファイルの詳細につ
いて	は、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「ユーザー定義レポート属
性」を	参照してください。

*BUILTIN
このファンクションは組み込み関数になります。
詳細については、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「独自の組
み込み関数の作成」を	参照してください。このオプションを指定する場
合は、*DIRECTも指定してください。

*STRICT_NULL_ASSIGN
非NULL可能フィールドに*SQLNULLを割り当てるとエラーになりま
す。
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デフォルトの動作はこれほど厳密ではなく、*SQLNULL値を非NULL可
能フィールドに割り当てると、*NULLとして扱われます。各フィール
ド・タ	イプにおける*NULL値の定義については、「CHANGE	のパラ
メータ」を参照してください。
厳密なNULLの割り当てとデフォルトの動作の詳細については、「SQL
Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、式」を	参照してください。

RCV_DS
ファンクションが受け取ることのできる、最大20のデータ構造名を指定
できます。このパラメータを使用する際は、以下の点に注意してくださ
い。
各データ構造名は、LANSAに定義されている物理ファイルの名前でな
ければなりません。
このパラメータを使用する場合は、FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を
指定する必要があります。
特別な*EXCHANGEオプションが使用されている場合を除き、データ構
造を受け取るファンクションには、コンパイル中にプロセス・メニュー
(またはア	クション・バー)から直接アクセスできないことを示すフラグ
が立てられます。
このようなファンクションは、プロセス・メニューまたはアクション・
バーから直接呼び出すのではなく、正しいデータ構造を(正しい順序で)
渡す別のファン	クションから呼び出す必要があります。
指定された物理ファイル内のフィールド(すなわちデータ構造)を受け取
るには、ファンクション内のどこかでそのフィールドを参照する必要が
あります。参照	しないと、フィールドを受け取ることができません。こ
のことは、呼び出し元ファンクションにも当てはまります。ファイルか
ら渡すことができるのは実フィー	ルドのみで、仮想フィールドは渡すこ
とができません。
また、データ構造の、CALLコマンドのPASS_DSパラメータでの指定順
序および呼び出されるファンクションのFUNCTIONコマンドの	RCV_DS
パラメータでの指定順序も重要です。データ構造の順序は、呼び出され
るファンクションおよび呼び出し元ファンクションにおいて同じでなけ
れば	なりません。同じでないと、エラーが発生する可能性があります。
同様に、データ構造のレイアウトが変更された場合、変更されたデータ
構造が操作可能になった後に、RCV_DSまたはPASS_DSパラメータでそ
のデー	タ構造を参照するすべてのファンクションを再コンパイルする必
要があります。
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RCV_DSパラメータの最初の引数として、*EXCHANGEという特殊なオ
プションを使用できます(RCV_DS(*EXCHANGE	CUSMST	PRODMST)な
ど)。これは、指定されたデータ構造が渡され、実際のパラメータとし
てではなく、「交換リスト」タイプの構造を介して戻されることを示	し
ます。
この機能は非常に特殊で、以下の条件に正確に適合しているファンク
ションでのみ使用するように設計されています。ファンクションが以下
の条件に正確に適合	していない限り、このオプションを使用しないでく
ださい。

									ファ	ンクションがメニューまたはアクション・バーから直接呼び出されること。この
機能は、このようなファンクションが、EXCHANGEコマンドによって多数	のフィールドを
交換しなくても、ファンクション間で一連のデータ構造を「交換」できるようにするために
用意されたものです。

									ファ	ンクションが他のファンクションから呼び出されないこと。呼び出し元が通常の
方法でデータ方法を直接渡せる場合は、このオプションを使用する必要はありま	せん。

RCV_DS(*EXCHANGE)を使用するファンクションでは、以下のような
処理ロジックが使用されます。

									ファ	ンクションが開始されると、「交換領域」でデータ構造が(指定順序ではなくデー
タ構造名で)検索されます。一致するデータが見つかると、その内容がデータ	構造にコピー
されます。一致するデータが見つからなかった場合は、データ構造の内容は変更されませ
ん。

									そ	の後、「交換領域」のすべてのデータ構造がクリアされます。

									ファ	ンクションは、通常の処理に進みます。

									ファ	ンクションが(その方法を問わず)正常終了すると、RCV_DSパラメータで指定され
たすべてのデータ構造の内容が「交換領域」に戻されます。

このオプションを使用する際の技術上の検討事項は以下のとおりです。
									交	換領域を検索、クリア、および変更するのは、RCV_DS(*EXCHANGE	.....)を使用し
ているファンクションのみです。このオプションを使用していないファンクションは、交換
領域に何の影響も与えません。

									交	換領域の最大長は9999バイトです。合計長がこの制限を超える一連のデータ構造を
使用しようとすると、アプリケーションが失敗します。

									交	換領域への実際の保管は、M@EXCHDSという付属プログラムによって実行されま
す。i5/OSオペレーティング・システム環境でのパフォーマンスを最	適化し、PAG	(プロセ
ス・アクセス・グループ)の「穴」を避けるために、このプログラムには、LANSAの呼び出
し前(シ	ステムのサイン・オン中など)に使用可能な「開く」および「閉じる」オプションが
用意されています。この「開く」および「閉じる」オプションでは	LANSAの規則に従い、
開く場合はCALL	M@EXCHDS	(X'00')、閉じる場合はCALL	M@EXCHDS	(X'FF')が実行されま
す。明らかに、閉じる操作によって交換領域はクリアされます。LANSA	RDMLファンクショ
ン内からM@EXCHDSを呼び出さないでください。	これらのタイプの呼び出しは、実際にこ
の機能を使用するために必要なものではなく、	その使用を最適化するためのものです。

									RCV_DS(*EXCHANGE	....)は、通常のRCV_DS(.....)パラメータほど効率的ではありませ



んが、EXCHANGEコマンドで多数のフィールドを処理するよりも効	率的です。

RCV_LIST
最大20個の作業リスト名を指定できます。このパラメータを使用する際
は、以下の点に注意してください。
指定する各作業リストは、ファンクション内で定義されていなければな
りません。
このパラメータを使用する場合は、FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)を
指定する必要があります。
作業リストを受け取るファンクションには、コンパイル時にメイン・メ
ニューからアクセスできないことを示すフラグが立てられます。このよ
うなファンクショ	ンは、メニューからではなく、正しい作業リストを渡
す別のファンクションから呼び出す必要があります。
呼び出されるファンクションと呼び出し元ファンクションの両方で、作
業リストに同じ属性が定義されている必要があります。そうでないと、
エラーが発生しま	す。
また、作業リストの、呼び出し元ファンクションのPASS_LSTパラメー
タでの指定順序および呼び出されるファンクションのRCV_LISTでの指
定順	序も重要です。作業リストの順序は、呼び出されるファンクション
および呼び出し元ファンクションにおいて同じでなければなりません。
同じでないと、エラー	が発生する可能性があります。

TRIGGER
このファンクションが、データ・ディクショナリ・フィールドまたは
データベース・ファイルの「トリガー」として機能することを指定すた
めに使用します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、このファンクションはトリ
ガー・ファンクションではありません。
*FIELDを指定した場合、このファンクションはデータ・ディクショナ
リ・レベルのトリガーとして機能します。関連付けるデータ・ディク
ショナリ・	フィールドもこのパラメータで指定する必要があります。
*FILEを指定した場合、このファンクションはデータベース・レベルの
トリガーとして機能します。関連付けるデータベース・ファイル名もこ
のパラメータ	で指定する必要があります。指定するファイルは物理ファ
イルでなければなりません。
詳細については、「トリガー」を	参照してください。
ファンクションをトリガー・ファンクションとして定義する場合、以下
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のガイドラインに従う必要があります。
									パ	ラメータRCV_LIST(#TRIG_LIST)を使用してください。

									パ	ラメータRCV_DSは使用しないでください。

									オ	プション*DIRECTも使用する必要があります。

									オ	プションxxx_SYSTEM_VARIABLEまたはxxx_FIELD_VALIDATEは使用しないでくだ
さい。

									リ	スト#TRIG_LISTが、DEF_LISTコマンドでDEF_LIST	NAME(#TRIG_LIST)
TYPE(*WORKING)	ENTRYS(2)として定義されている必要があります。また、FIELDSパラ
メータにフィールドを含めないでください。必要なフィールドは自動的に追	加されます。

									DISPLAY、	REQUEST、またはPOP_UPコマンドは使用できません。これは、意図的に
適用されている設計/使用上の制約で、将来的なバージョンで排除される可	能性がありま
す。

									別	のプロセス/ファンクションを呼び出す(CALL)ことはできません。これは、意図的に
適用されている設計/使用上の制約で、将来的なバージョンで排除さ	れる可能性がありま
す。

									組	み込み関数CALL_SERVER_FUNCTIONを使用してスーパーサーバー経由でファンク
ションを呼び出す場合、リスト#TRIG_LISTをサー	バー・ファンクションに渡さないでくだ
さい。

									ア	クション・バー・プロセス内でトリガー・ファンクションを定義することはできま
せん。これは、アクション・バー内からこれらのファンクションを参照できな	いということ
ではなく、アクション・バー・タイプのプロセスの一部としてトリガー・ファンクションを
定義できないということです。

									関	連付けられたプロセスではパラメータを使用できません。

									交	換リストは使えません。これは、トリガー・ファンクションの設計および使用にお
ける独立性とモジュール性を確保するために意図的に適用されている設計/使	用上の制約で
す。

ファンクションをトリガー・ファンクションとして定義する場合、多く
の状況で以下のガイドラインに従う必要があります。

									「トリガー」を	読んで、トリガーの定義方法と使用方法を理解してください。

									オ	プション*NOMESSAGESおよび*MLOPTIMIZEを使用してください。

									オ	プション*HEAVYUSAGEおよび*DBOPTIMIZEの使用を検討することもできます。

									直	接または間接を問わず、トリガーがリンクされている、またはリンクされるデータ
ベース・ファイルにアクセスしないでください。

									ト	リガーが頻繁かつ継続的に呼び出される場合は、リソースを大量に消費する操作は
避けてください。このような操作を実行すると、関連付けられたファイルへの	アクセス速度
が低下します。

									再	帰的なファンクション呼び出しを記述することは可能ですが、実行の段階で失敗し
ます。例えば、ファイルAへの挿入中に呼び出されたフィールド・トリガー・	ファンクショ
ンがファイルBにデータを挿入しようとすると、それ自体が呼び出されて再帰的な状況にな
り、失敗します。
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7.49.2	FUNCTIONの使用例
例1：バッチ・サブルーチンRDMLプログラムに対して、指定可能なオ
プションを設定します。
FUNCTION		OPTIONS(*NOMESSAGES	*HEAVYUSAGE)
	
例2：対話型「ポップアップ・セレクター」RDMLサブルーチンに対し
て、指定可能なオプションを設定します。
FUNCTION		OPTIONS(*NOMESSAGES	*DEFERWRITE)
	
例3：このファンクションでデータ構造DATAFILEを受け取りします。
FUNCTION		OPTIONS(*DIRECT)	RCV_DS(DATAFILE)
	
これを行うには、DATAFILEというファイルをLANSAに定義する必要が
あります。このファイルの実フィールドは、データ構造として別のファ
ンクションから受け取ることができます。このデータ構造の末尾にはダ
ミー・フィールドがあるため、データ構造内にフィールドが追加される
たびに、そのデータ構造を参照する各ファンクションを再コンパイルす
る必要はありません。(データ構造内で既存のフィールドの長さ、位
置、またはタイプが変更されない限り)データ構造の長さが一定であれ
ば、そのデータ構造を使用するファンクションの再コンパイルは必要あ
りません。
例4：このファンクションで作業リスト#ORDERLINEを受け取ります。
FUNCTION		OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#ORDERLINE)
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	TYPE(*WORKING)
	



7.50	GET_ENTRY
GET_ENTRYコマンドは、リストから個々の項目を取得するために使用
します。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
GET_ENTRY
GET_ENTRYの使用例
																																																									必須
	
		GET_ENTRY	----	NUMBER	-------	数値またはフィールド名	---->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
												>---	FROM_LIST	----	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
													>--	RET_STATUS	---	*STATUS	------------------------|
																																フィールド名
	



7.50.1	GET_ENTRY
NUMBER
FROM_LIST
RET_STATUS

NUMBER
取得するリスト項目の項目番号を示す数値リテラルまたは数値フィール
ドを指定します。各項目はADD_ENTRYコマンドによってリストに追加
され、項目を識別するための番号が割り当てられています。リスト項目
には、1	(最初の項目番号)から9999	(最大の項目番号)まで連続番号が付
けられます。リスト項目番号を指定することにより、リスト項目を個々
に取得できます。

FROM_LIST
項目の取得元のリスト名を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リスト
または作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。

RET_STATUS
GET_ENTRYコマンドの結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの
名前を指定します。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
GET_ENTRYコマンドが返すステータス・コードは、"OK"	(項目が正常
に取得された)または"NR"	(項目が見つからなかった)の2種類のみです。



7.50.2	GET_ENTRYの使用例
例1：#ORDERLINEというリストから項目番号5の項目を取得します。
GET_ENTRY			NUMBER(5)	FROM_LIST(#ORDERLINE)
	
例2：#ORDERLINEという既存のリストから項目番号7〜42の項目を取得
し、フィールド#QUANTITYの値を10%増加させます。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
DEFINE					FIELD(#ENTRY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)
	
CHANGE					FIELD(#ENTRY)	TO(7)
DOWHILE				COND('#ENTRY	*LE	42')
GET_ENTRY		NUMBER(#ENTRY)	FROM_LIST(#ORDERLINE)
CHANGE					FIELD(#QUANTITY)	TO('#QUANTITY	*	1.1')
UPD_ENTRY		IN_LIST(#ORDERLINE)
CHANGE					FIELD(#ENTRY)	TO('#ENTRY	+	1')
ENDWHILE
	



7.51	GOTO
GOTOコマンドは、同じファンクション内の別のコマンドに制御を渡す
ために使用します。制御を受け取るコマンドは、それに関連付けられた
ラベルで指定します。

参照
GOTOのパラメータ
GOTOの使用例
																																																									必須
	
		GOTO	---------	LABEL	--------	ラベル	------------------|
	



7.51.1	GOTOのパラメータ
LABEL

LABEL
制御を受け取るコマンドのラベルを指定します。このパラメータで指定
するラベルは、同じファンクションに含まれる他の単一コマンドのラベ
ルでなければなりません。



7.51.2	GOTOの使用例
例1：フィールド#Xが10未満の場合、制御をラベルL10に渡します。
IF					COND('#X	*LT	10')
GOTO			LABEL(L10)
ENDIF
	
例2：フィールド#Xが10未満の場合、制御をラベルL10に渡します。そ
れ以外の場合は、制御をラベルL11に渡します。
IF					COND('#X	*LT	10')
GOTO			LABEL(L10)
ELSE
GOTO			LABEL(L11)
ENDIF
	



7.52	GROUP_BY
GROUP_BYコマンドは、多数のフィールドを共通の名前でグループ化
するために使用します。
「グループ名」でグループ化されたフィールドは、そのグループ名に
よってグループとして参照することができます。

参照
GROUP_BYのパラメータ
GROUP_BYについてのコメント/警告
GROUP_BYの使用例
GROUP_BYの拡張可能なグループの例
																																																									必須
	
		GROUP_BY	-----	NAME	---------	グループ名	--------------------->
	
													>--	FIELDS	---------	フィールド名		フィールド属性	-|
																																|													|															|	|
																																|														---	最大7	-----		|
																																|*INCLUDING																					|
																																|*EXCLUDING																					|
																																|	拡張可能なグループ														|
																																|--	RDMLXの場合は最大1000----------|
																																	--	RDMLの場合は最大100-----------	
	



7.52.1	GROUP_BYのパラメータ
FIELDS
NAME

NAME
フィールドのグループの名前を指定します。グループはこの名前で認識
されます。指定する名前は、先頭文字が#	(フィールド名と同様)でなけ
ればなりません。また、このファンクション内またはLANSAデータ・
ディクショナリで定義されているフィールドと同じ名前は使用できませ
ん。グループが拡張可能なグループの場合、グループ名の先頭に接頭
辞"#XG_"を付けます。これらの特別なタイプのグループの詳細につい
ては、「拡張可能グループ」を参照してください。

FIELDS
このグループに含めるフィールドを指定します。フィールド名に加え、
フィールド属性を指定することもできます。フィールド名とフィールド
属性の指定の詳細については、「形式、値、コード」を参照してくださ
い。
以下の特別な値は、拡張可能なグループでのみ使用できます。

									拡張可能なグループ名。フィールド・リストでは、グループ名項目でまとめられた
フィールドが拡張され、グループ自体としてではなく個々のフィールドとして含められま
す。

									*EXCLUDING。フィールド・リストでは、この特別な値に続けて指定したフィールド
がフィールド・リストから除外されます。すなわち、フィールド・リストが除外モードに切
り替わります。

									*INCLUDING。フィールド・リストでは、フィールドの除外モードが解除されます。こ
れは、リスト内で*EXCLUDING項目によってフィールド・リストが除外モードになった後
に、追加のフィールドをリストに追加する必要がある場合に使用します。

its:lansa015.CHM::/expandgrps.htm
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7.52.2	GROUP_BYについてのコメント/警告
1つのフィールドを複数のグループで指定することができます。



7.52.3	GROUP_BYの使用例
例1：以下の2つのRDMLプログラムについて考えます。
L1:	REQUEST	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F	#G	#H	#I)
				INSERT		FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F	#G	#H	#I)	TO_FILE(TESTFILE)
				GOTO				LABEL(L1)
	
上記のプログラムを、同じ機能を実行する以下のRDMLプログラムと比
較します。
				GROUP_BY	NAME(#GROUP)	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F	#G	#H	#I)
L1:	REQUEST		FIELDS(#GROUP)
				INSERT			FIELDS(#GROUP)	TO_FILE(TESTFILE)
				GOTO					LABEL(L1)
	
ここで、フィールド#J〜#ZがファイルTESTFILEに追加され、これらの
新しいフィールドを使用するようにファンクションを変更しなければな
らない場合、簡単に変更できるのはどちらのファンクションでしょう
か。



7.52.4	GROUP_BYの拡張可能なグループの例
例1：他のグループから組み立てられたグループ：
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP1)	FIELDS(#A	#B	#C	#D)
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP2)	FIELDS(#E	#F	#G	#H)
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#XG_GRP1	#XG_GRP2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F	#G	#H)
	
例2：共通のフィールドを共有している他のグループから組み立てられ
たグループ：
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP1)	FIELDS(#A	#B	#C	#D)															
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP2)	FIELDS(#C	#D	#E	#F)															
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#XG_GRP1	#XG_GRP2)								
	
上記の例は、以下の例と同等です。
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F)
	
フィールド・リストが拡張されるときに、すでにフィールド・リストに
存在するグループ#XG_GRP2内のフィールドが再度追加されることはあ
りません。
例3：フィールド・リストでの拡張可能なグループと個々のフィールド
の混在：
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP1)	FIELDS(#A	#B	#C)
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP2)	FIELDS(#E	#F	#G)
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#XG_GRP1	#D	#XG_GRP2	#H)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E	#F	#G	#H)		
	
例4：フィールド・リストでの特別な値*EXCLUDINGおよび
*INCLUDINGの使用：
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP1)	FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E)												
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP2)	FIELDS(#F	#G	#H	#I	#J)												
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#XG_GRP1	*EXCLUDING	#D	#E	*INCLUDING	#XG_GRP2	*EXCLUDING	#J)



	
上記の例は、以下の例と同等です。
GROUP_BY		NAME(#XG_GRP3)	FIELDS(#A	#B	#C	#F	#G	#H	#I)
	



7.53	IF
IFコマンドは、条件に適合しているかどうかを検査し、条件に適合して
いる場合のみ特定のRDMLコマンドを実行するために使用します。
IFコマンドとELSEコマンドを組み合わせて使用することで、条件に適
合した場合に実行するRDMLコマンドと、条件に適合しなかった場合に
実行するコマンドを指定できます。
IFコマンドは、必ずENDIFコマンドと対で使用します。また、ELSEコマ
ンドと組み合わせて使用することもできます。詳細については、これら
のコマンドのセクションを参照してください。

参照
IFのパラメータ
IFの使用例
																																																									必須
	
		IF	-----------	'条件'	-----------------------------------|
	



7.53.1	IFのパラメータ
COND

COND
IF条件に「適合」するかどうかを検査するために評価する条件を指定し
ます。詳細については、「条件および式の指定」を参照してください。
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7.53.2	IFの使用例
例1：フィールド#Iが10よりも大きい場合は、その旨を示すメッセージ
を発行し、それ以外の場合は、フィールド#Iが10以下であることを示す
メッセージを発行します。
IF							COND('#I	*GT	10')
MESSAGE		MSGTXT('#I	is	greater	than	10')
ELSE
MESSAGE		MSGTXT('#I	is	less	than	or	equal	to	10')
ENDIF
	
例2：#QUANTITYが10未満で、かつ#MEASUREが42.67よりも大きい場
合は、特定の一連のコマンドを実行し、それ以外の場合は、別の一連の
コマンドを実行します。
IF							COND('(#QUANTITY	*LT	10)	*AND	(#MEASURE	*GT	42.67)')
*	<<	commands	to	execute	when	condition	is	true	>>
ELSE
*	<<	commands	to	execute	when	condition	is	false	>>
ENDIF
	



7.54	IF_ERROR
IF_ERRORコマンドは、通常のIFコマンドの合成バージョンで、妥当性
検査ブロック内の「エラー条件」を検査することができます。
妥当性検査ブロック内での「エラー条件」の指定に関する詳細について
は、ENDCHECKコマンドのセクションを参照してください。
「エラー条件に適合」した場合にエラー・メッセージを発行することも
できます。

参照
IF_ERRORのパラメータ
IF_ERRORの使用例
																																																									任意指定
	
		IF_ERROR	-----	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															--------	最大20	-------------
	



7.54.1	IF_ERRORのパラメータ
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式



を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	は在庫がありません...&2個を再発注してください"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS	'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.54.2	IF_ERRORの使用例
IF_ERRORコマンドの例はありません。



7.55	IF_KEY
IF_KEYコマンドは、通常のIFコマンドの合成バージョンで、ワークス
テーションで最後に使用されたキーを検査することができます。
ワークステーションを使用するコマンドによって有効になるキーの詳細
については、DISPLAY、REQUEST、POP_UP、およびBROWSEコマン
ドのセクションを参照してください。

参照
IF_KEYのパラメータ
IF_KEYについてのコメント/警告
IF_KEYの使用例
																																																									必須
	
		IF_KEY	-------	WAS	----------	*ENTER	-------------------------|
																									|						*EXIT									|
																									|						*ADD										|
																									|						*CHANGE							|
																									|						*DELETE							|
																									|						*PROMPT							|
																									|						*CANCEL							|
																									|						*EXITHIGH					|
																									|						*EXITLOW						|
																									|						*ROLLUP							|
																									|						*ROLLDOWN					|
																									|						*USERKEY1					|
																									|						*USERKEY2					|
																									|						*USERKEY3					|
																									|						*USERKEY4					|
																									|						*USERKEY5					|
																									|						*BUTTONnn					|
																									|																				|
																										----	最大10	----
	
			注：nnは"1"〜"20"です。
	



7.55.1	IF_KEYのパラメータ
WAS

WAS
IF条件に適合させるワークステーションのキーを指定します。指定した
いずれかのキーと、ワークステーションで最後に押されたキーが一致す
ると、IF条件に「適合」したと見なされます(すなわち、この条件はOR
条件です)。



7.55.2	IF_KEYについてのコメント/警告
									IF_KEYコマンドは、必ず、ワークステーションを使用するDISPLAY、REQUEST、
POP_UP、BROWSEなどのコマンドの実行後に使用してください。ワークステーションとの
対話を行う前にIF_KEYコマンドを使用すると、予期しない結果になります。

									値*PROMPTを指定すると、[プロンプト]キーが使用されたかどうかを検査することがで
きます。ただし、多くのRDMLプログラムでは、関連するパラメータがPROMPT_KEY(*YES
*AUTO)としてコーディングされているため、[プロンプト]キーの処理は自動的に実行されま
す。[プロンプト]キーが自動的に処理されないようにするには、PROMPT_KEY(*YES
*NEXT)またはPROMPT_KEY(*YES	L10)をコーディングします(L10はコマンド・ラベルで
す)。この場合、[プロンプト]キーがRDMLプログラムで処理されるものと見なされるため、
IF_KEYコマンドでその使用を検査できるようになります。

									検査値*CANCEL、*EXITHIGH、および*EXITLOWは、SAA/CUAファンクション・キー
の割り当てとの完全な互換性のために用意されています。これらの値をSAA/CUA以外のアプ
リケーションで使用しないでください。

									*CANCELは機能的に*MENUと同じです。

									*EXITHIGHおよび*EXITLOWを検査する場合は、関連付けられたDISPLAY、
REQUEST、またはPOP_UPコマンドでEXIT_KEYパラメータによって高位または低位の[終
了]キーを適切に有効にする必要があります。1つのDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコ
マンドで高位および低位の[終了]キーを両方有効にすることはできません。

									LANSAディクショナリには、#IO$KEYという特別なフィールドが保持されています。
このフィールドには、ワークステーションとの対話で最後に使用されたファンクション・
キーが保管されます。このフィールドは、他のフィールドと同様に、IFまたはCASEステート
メント内で検査できます。状況によっては、合成コマンドIF_KEYを使用するよりも、IFまた
はCASEコマンドでこのフィールドを使用する方が適している場合もあります。

						以下は、このフィールドの使用例です。
				DISPLAY			USER_KEYS((15	'Purge')(16	'Commit')
(17	'Save')	(*ROLLUP	'Up')(*ROLLDOWN	'Down'))
	
				CASE						OF_FIELD(#IO$KEY)
											WHEN						VALUE_IS('=	''15''')
											WHEN						VALUE_IS('=	''16''')
											WHEN						VALUE_IS('=	''17''')
											WHEN						VALUE_IS('=	''UP''')
											WHEN						VALUE_IS('=	''DN''')
				ENDCASE
	

						ファンクション・キー番号(01〜24)を使用して、フィールド#IO$KEY
を通常のファンクション・キーと比較することができます。ただし、
RDMLプログラムの実行中に#IO$KEYがその他の値になることもあり
ます。例えば、レコードの自動前進/[OK]キーが押されたことを示



す'RA'、上スクロール・キーが押されたことを示す'UP'、下スクロー
ル・キーが押されたことを示す'DN'などです。これらの値はAIDS値と
呼ばれ、実際にはi5/05オペレーティング・システムの一部です。
									DISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドが実行され、これによって上スクロー
ル(*ROLLUP)キーまたは下スクロール(*ROLLDOWN)キーが有効になっており、かつブラウ
ズ・リストが表示されている場合、ユーザーがブラウズ・リストの「端」までスクロールし
ない限り、制御はRDMLプログラムに戻されません。

例えば、42個の項目で構成されるブラウズ・リストが表示されている場
合(画面の各「ページ」に15個の項目が表示されるものとする)、上スク
ロール・キーが3回使用されるまでは、上スクロール処理はi5/05オペ
レーティング・システムによって自動的に処理されます。3回目の使用
でユーザーはブラウズ・リストの「端」に達するため、制御がRDMLプ
ログラムに戻されます。下スクロール処理についても同様です。



7.55.3	IF_KEYの使用例
以下は、IF_KEYコマンドの例です。
IF_KEYコマンドを使用して、ユーザーがどのファンクション・キーを
押したかをユーザーに示します。
BEGIN_LOOP
	
DISPLAY		FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM
#DATEDUE)	EXIT_KEY(*YES	L01)	MENU_KEY(*YES	L01)	ADD_KEY(*YES)	USER_KEYS((15	'Task1')
(16	'Task2')(17	'Task3')	(18	'Task4')(19	'Task5'))
	
L01:		IF_KEY				WAS(*ENTER)
						MESSAGE			MSGTXT('The	ENTER	key	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*MENU)
						MESSAGE			MSGTXT('The	MENU	key	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*ADD)
						MESSAGE			MSGTXT('The	ADD	key	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*USERKEY1)
						MESSAGE			MSGTXT('User	key	1	(F15)	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*USERKEY2)
						MESSAGE			MSGTXT('User	key	2	(F16)	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*USERKEY3)
						MESSAGE			MSGTXT('User	key	3	(F17)	was	pressed')
						ENDIF
	
						IF_KEY				WAS(*USERKEY4)
						MESSAGE			MSGTXT('User	key	4	(F18)	was	pressed')
						ENDIF



	
						IF_KEY				WAS(*USERKEY5)
						MESSAGE			MSGTXT('User	key	5	(F19)	was	pressed')
						ENDIF
	
						END_LOOP
	
ファンクション・キーの使用および割り当ての詳細については、
DISPLAY、REQUEST、POP_UP、およびBROWSEコマンドのセクショ
ンを参照してください。



7.56	IF_MODE
IF_MODEコマンドは、通常のIFコマンドの合成バージョンで、現在の画
面「モード」を検査することができます。
詳細については、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照し
てください。

参照
IF_MODEのパラメータ
IF_MODEの使用例
																																																									任意指定
	
		IF_MODE	------	IS	-----------	*DISPLAY	-----------------------|
																																*ADD
																																*CHANGE
																																*DELETE
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7.56.1	IF_MODEのパラメータ
IS

IS
検査対象の画面モードを指定します。指定できる値は、*DISPLAY、
*ADD、*CHANGE、および*DELETEです。画面処理モードおよび標準
の画面処理ロジックの詳細については、「RDML画面モードとモード依
存コマンド」を参照してください。
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7.56.2	IF_MODEの使用例
以下は、IF_MODEコマンドの例です。
NAMESというファイルに対して単純な照会/追加/更新/削除を行うファ
ンクションを作成します。IF_MODEコマンドを使用して、[OK]キーが
押されたときの画面のモードを検査します。
					GROUP_BY	NAME(#NAMEINFO)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADD1	#ADD2	#POSTCD)
	
L10:	CHANGE			FIELD(#CUSTNO)	TO(*DEFAULT)
	
				MESSAGE		MSGTXT('Specify	customer	to	review	or	use	ADD	key	to	add	one')
	
L15:	SET_MODE	TO(*DISPLAY)
				REQUEST		FIELDS(#CUSTNO)	ADD_KEY(*YES)
				*
				*	Add	a	new	customer	to	the	file	......
				*
				IF_MODE		IS(*ADD)
									REQUEST		FIELDS(#NAMEINFO)
									INSERT			FIELDS(#NAMEINFO)	TO_FILE(NAMES)
				*
				*	Else	review	/	change	/	delete	an	existing	customer
				*
				ELSE
									FETCH				FIELDS(#NAMEINFO)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(CUSTNO)	NOT_FOUND(L15)	ISSUE_MSG(*YES)
	
									DISPLAY		FIELDS(#NAMEINFO)	CHANGE_KEY(*YES)	DELETE_KEY(*YES)
	
									IF_MODE		IS(*CHANGE)
									UPDATE			FIELDS(#NAMEINFO)	IN_FILE(NAMES)
									ENDIF
	
									IF_MODE		IS(*DELETE)
									DELETE			FROM_FILE(NAMES)
									ENDIF
	
				ENDIF
				*



				*	Go	back	and	request	next	customer
				*
				GOTO					LABEL(L10)
	



7.57	IF_NULL
IF_NULLコマンドは、通常のIFコマンドの合成バージョンで、1つ以上
のフィールドの値が"NULL"かどうかを検査することができます。
各フィールド・タイプにおける*NULL値の定義については、
「CHANGEのパラメータ」を参照してください。
参照
IF_NULLのパラメータ
IF_NULLについてのコメント/警告
IF_NULLの使用例
																																																									必須
	
		IF_NULL	------	FIELD	------------	フィールド名	-----------------|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																|																													|
																																	---------	最大100	----------
	



7.57.1	IF_NULLのパラメータ
FIELD

FIELD
"NULL"条件の検査対象のフィールドまたはグループ(GROUP_BYコマン
ドのセクションを参照)の名前を指定します。拡張可能なグループ式を
指定することもできます。

リスト内のフィールド間の関係はANDの関係です。すなわち、条件が満たされるために
は、指定したすべてのフィールドの値がNULLでなければなりません。



7.57.2	IF_NULLについてのコメント/警告
SQL	NullのフィールドはIF_NULL検査に失敗します。
SQL	Nullの検査のみが必要な場合は、以下のようなコードを使用しま
す。
If	'#FIELD.IsSqlNull'
…
Endif
	
フィールドがSQL	NullまたはNullの場合にTrueを返す条件が必要な場合
は、以下のようなコードを使用します。
If	'#FIELD.IsSqlNull	*OR	#FIELD.IsNull'
…
Endif
	
または、フィールド値とNULL値を比較することもできます。以下のIf
の例は、#Fieldが*SQLNULLまたは*NULLの場合にTrueを返します
(#Fieldは数値とします)。
If	'#FIELD	*EQ	*ZERO'
…
Endif
	



7.57.3	IF_NULLの使用例
例1：フィールド#Aおよび#Cが数値で、フィールド#Bが英数字の場合、
以下のIF条件はすべて同じです(どのフィールドもSQL	Nullではないもの
とします)。
IF_NULL			FIELD(#A	#B	#C)
	
これは以下の例と同じです。
GROUP_BY		NAME(#GROUP)	FIELDS(#A	#B	#C)
IF_NULL			FIELD(#GROUP)
	
これは以下の例と同じです。
IF								COND('(#A	=	0)	AND	(#B	=	*BLANKS)	AND	(#C	=	0)')
	
これは以下の例と同じです。
IF								COND('(#A	=	*ZERO)	AND	(#B	=	''	'')	AND	(#C	=	*ZERO)')
例2：フィールド#A、#B、および#Cに値を指定するようにユーザーに要
求します。値が指定されない場合、ユーザーがファンクションの終了を
希望しているものと見なし、プロセスのメイン・メニューを再表示しま
す。
GROUP_BY	NAME(#GROUP)	FIELDS(#A	#B	#C)
	
CHANGE			FIELD(#GROUP)	TO(*NULL)
REQUEST		FIELDS(#GROUP)
	
IF_NULL		FIELD(#GROUP)
MENU					MSGTXT('Since	no	data	entered,	end	of	function	assumed')
ENDIF
	



7.58	IF_STATUS
IF_STATUSコマンドは、通常のIFコマンドの合成バージョンで、I/O戻り
コードを参照しなくても、最後に実行されたI/Oコマンドの状況を検査
することができます。
詳細については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。
参照
IF_STATUSのパラメータ
IF_STATUSについてのコメント/警告
IF_STATUSの使用例
																																																									任意指定
	
		IF_STATUS	----	IS	-----------	*OKAY	-------------------------->
																																*ERROR
																																*VALERROR
																																*NORECORD
																																*ENDFILE
																																*BEGINFILE
																																*EQUALKEY
																																*NOTEQUALKEY
	
												>---	IS_NOT	-------	*OKAY	--------------------------|
																																*ERROR
																																*VALERROR
																																*NORECORD
																																*ENDFILE
																																*BEGINFILE
																																*EQUALKEY
																																*NOTEQUALKEY
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7.58.1	IF_STATUSのパラメータ
IS
IS_NOT

IS
IF条件に適合しているとするI/O戻りコードを指定します。いずれかの
I/Oコードが最後のI/O操作のI/O戻りコードに一致している場合、IFス
テートメントは「適合している」と見なされます。

IS_NOT
該当しない場合にIF条件に適合しているとするI/O戻りコードを指定しま
す。どのI/Oコードも最後のI/O操作のI/O戻りコードに一致していない場
合、IFステートメントは「適合している」と見なされます。



7.58.2	IF_STATUSについてのコメント/警告
									以下は、ISまたはIS_NOTパラメータで指定する値と実際のI/O戻りコードの対応表で
す。詳細については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

パラメータ値 I/O戻りコード

*OKAY 'OK'

*VALERROR 'VE'

*ERROR 'ER'

*NORECORD 'NR'

*ENDFILE 'EF'

*BEGINFILE 'BF'

*NOTEQUALKEY 'NE'

*EQUALKEY 'EQ'
	

									IF_STATUSは、#IO$STSの値を検査しません。最後に実行されたデータベースI/Oコマン
ドの状況を返すだけです。多くの場合、これはIF	COND(#IO$STS	*EQ	{何らかの値})と同じ
です。ただし、以下の場合はこれらのステートメントが異なることに注意してください。

									#IO$STSがMthRoutineの出力マッピングによって設定される場合

									#IO$STSがSubRoutineの出力マッピングによって設定される場合

									#IO$STSがUSEコマンドのTO_GETパラメータで使用される場合

									#IO$STSが別のプログラム/ファンクションとの間で交換(EXCHANGE)される場合

its:lansa015.CHM::/ioreturns.htm


7.58.3	IF_STATUSの使用例
例1：IF_STATUSコマンドを使用して、「見つからない」状態のレコー
ドをトラップし、ファンクションを異常終了してエラーを発行します。
FETCH					FIELDS(#NAMEINFO)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(#CUSTNO)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
ABORT					MSGTXT('Customer	name	details	not	found')
ENDIF
	
これは以下の例と同じです。
FETCH					FIELDS(#NAMEINFO)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(#CUSTNO)
IF								COND('#IO$STS	*NE	OK')
ABORT					MSGTXT('Customer	name	details	not	found')
ENDIF
	
例2：上記の例を、(レコードが見つかった場合は)詳細を表示し、それ以
外の場合はファンクションを異常終了するよう変更します。
FETCH					FIELDS(#NAMEINFO)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(#CUSTNO)
IF_STATUS	IS(*OKAY)
DISPLAY			FIELDS(#NAMEINFO)
ELSE
ABORT					MSGTXT('Customer	name	details	not	found')
ENDIF
	
これは以下の例と同じです。
FETCH					FIELDS(#NAMEINFO)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(#CUSTNO)
IF								COND('#IO$STS	=	OK')
DISPLAY			FIELDS(#NAMEINFO)
ELSE
ABORT					MSGTXT('Customer	name	details	not	found')
ENDIF
	



7.59	INCLUDE
INCLUDEコマンドは、別のファンクションのRDMLを取り込むために
使用します。

移植性に関する考
慮事項

「INCLUDEについてのコメント/警告」を参
照してください。

参照
INCLUDEのパラメータ
INCLUDEについてのコメント/警告
INCLUDEの使用例
	INCLUDE	-------	PROCESS--------	プロセス名	------------------->
																																*DIRECT
																																											
												>--	FUNCTION	-----	ファンクション名	-------------------



7.59.1	INCLUDEのパラメータ
FUNCTION
PROCESS

PROCESS
RDMLの取り込み元のLANSAプロセスの名前を指定します。このパラ
メータの指定は必須です。
RDMLの取り込み元のファンクション名が区画内で固有の場合は、この
パラメータで実際のプロセス名の代わりに名前*DIRECTを指定し、
FUNCTIONパラメータでファンクション名を指定します。

FUNCTION
RDMLの取り込み元のLANSAファンクションの名前を指定します。この
パラメータの指定は必須です。



7.59.2	INCLUDEについてのコメント/警告
以下の注意点はSystem	iにのみ適用されます。
PROCESS(*DIRECT)が指定され、ファンクション名が区画内で固有でな
い場合、RDMLコードは、指定のファンクションが見つかった、通常の
参照順序で最も上位にあるプロセス内のファンクションから取り込まれ
ます。例えば、ファンクションFがプロセスBおよびプロセスCの両方に
ある場合、INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(F)を実行する
と、プロセスB内のファンクションFからRDMLが取り込まれます。後で
ファンクションFがプロセスA内に作成された場合、以降のコンパイル
では、プロセスA内のファンクションFからRDMLが取り込まれます。

以下の注意点はVisual	LANSAにのみ適用されます。
PROCESS(*DIRECT)を指定する場合、ファンクション名は区画内で固有
でなければなりません。	
プロセスBおよびプロセスCの両方にファンクションFという同じ名前の
ファンクションがある場合、ファンクションFプロセスはプロセスBおよ
びプロセスCの両方でコンパイルされません。この場合、以下のエ
ラー・メッセージが表示されます。
Function	name	must	be	unique	within	the	partition	to	use
OPTIONS(*DIRECT).
ただし、OPTIONS(*DIRECT)を使用しない場合は、以下のメッセージが
表示されます。
To	generate	C	code	you	must	use	FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	in	this
function.
すなわち、1つの区画内で同じファンクション名を使用することはでき
ません。

INCLUDEについてのコメント/警告(すべてのLANSA)
									INCLUDEは、すでに取り込まれているRDML内に埋め込むことはできません。

									インポート/エクスポート、チェックイン/チェックアウト、および配布ツールでは、取
り込まれたファンクションが自動的には処理されません。

									影響分析では、取り込まれたファンクションと、関連オブジェクト検索によってそれを
取り込んだファンクションとの関連付けが自動的には行われません。RDMLコード内でファ
ンクション名をスキャンするプロファイル検索では、使用箇所特定(where	used)機能を使用で
きます。

									System	iでは、ファンクション内のRDMLコードの合計行数は、取り込まれたRDMLを
含めて4096行を超えることはできません。この制限は、Visual	LANSAのファンクションには
適用されません。



									取り込まれた画面(DISPLAY、REQUEST、POP_UP、それをサポートするDEF_LISTおよ
びGROUP_BY)およびレポート(DEF_LINE、DEF_HEAD、DEF_FOOT、DEF_BREAK)を構成
することはできません。

									取り込まれた画面およびレポートを使用することはお勧めしません。

									全構文検査では、取り込まれたRDML内で関連するINCLUDE	RDMLコマンドに対して
エラーが報告されます。

									INCLUDE	RDMLコマンドは、コンポーネントでは有効ではありません。

									ファンクションの印刷時に、取り込まれたRDMLコマンドは拡張されません。

									取り込まれたRDMLは、LANSA	for	System	iではデバッグできません。

									取り込まれたRDMLの実行時エラーは、関連するINCLUDE	RDMLコマンドに対して報
告されます。



7.59.3	INCLUDEの使用例
複数のファンクションに共通の実行可能コードを取り込む
複数のファンクションに共通の宣言を取り込む

複数のファンクションに共通の実行可能コードを取り込む

多数のファンクションから実行する必要のある共通の一連のコードがあ
る場合、以下のようにします。

FUNCA	RDML
SUBROUTINE	NAME(SUB1)
*<<common	set	of	code>>
ENDROUTINE
	

FUNCB	RDML
EXECUTE	SUBROUTINE(SUB1)
	
INCLUDE	PROCESS(PROCA)	FUNCTION(FUNCA)
	
または、共通コード用のファンクション内に共通コードを配置して必要
に応じて呼び出すか、またはそのコードを必要とする各ファンクション
にコピーすることもできます。INCLUDEコマンドを使用した方法を取
ることをお勧めします。

複数のファンクションに共通の宣言を取り込む

あるファンクションから別のファンクションを呼び出し、作業リストを
渡します。この作業リストは、両方のファンクションでまったく同じよ
うに定義されている必要があります。

FUNC1	RDML
DEF_LIST	NAME(#WRKLIST)	FIELDS(<<fields	needed>>)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)
	

FUNC2	RDML
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(FUNC1)
	
CALL	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(FUNC3)	PASS_LST(#WRKLIST)
	



FUNC3	RDML
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#WRKLIST)
INCLUDE	PROCESS(*DIRECT)	FUNCTION(FUNC1)
	
または、一方のファンクションで作業リストを定義してもう一方のファ
ンクションにコピーするか、作業リストを必要とするファンクション内
に作業リストを取り込むこともできます。



7.60	INSERT
INSERTコマンドは、ファイル内の新しいレコードにフィールドを挿入
するために使用します。

移植性に関する
考慮事項

パラメータAUTOCOMMITおよびTO_FILEを
参照してください。

参照
INSERTのパラメータ
INSERTについてのコメント/警告
INSERTの使用例
																																																									必須
	
		INSERT	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|*ALL																									|
																																|*ALL_REAL																				|
																																|*ALL_VIRT																				|
																																|*INCLUDING																			|
																																|*EXCLUDING																			|
																																|拡張可能なグループ													|
																																|																													|
																																|-----	RDMLXの場合は最大1000-----|
																																	-----	RDMLの場合は最大100	------
	
													>--	TO_FILE	------	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	



													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
	
													>--	CHECK_ONLY	---	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	AUTOCOMMIT	---	*FILEDEF	-----------------------|
																																*YES
																																*NO
	



7.60.1	INSERTのパラメータ
AUTOCOMMIT
CHECK_ONLY
FIELDS
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
RETURN_RRN
TO_FILE
VAL_ERROR

FIELDS
ファイルに挿入するフィールド、または挿入するフィールドを指定する
グループの名前を指定します。
または、このパラメータに拡張可能なグループ式を入力することもでき
ます。詳細については、「拡張可能グループ」を参照してください。以
下の特別な値を指定できます。

									*ALLを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべてのフィールドが挿入されま
す。

									*ALL_REALを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての実フィールドが挿
入されます。

									*ALL_VIRTを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての仮想フィールドが挿
入されます。

									*EXCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストから除外されます。

									*INCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストに含められます。この特殊な値は、*EXCLUDINGエントリーによって、フィール
ド・リストが除外モードに移行した後にのみ必要です。

注：OTHERによって保守されている論理ファイルからすべてのフィールドを挿入する
と、基になっている物理ファイルのすべてのフィールドがフィールド・リストに含めら
れます。

パラメータFIELDSでは、特別な値*ALL、*ALL_REAL、または
*ALL_VIRTを必要な場合にのみ慎重に使用することを強くお勧めしま
す。必要のないフィールドを挿入すると、クロスリファレンスの詳細
(ファンクション内で使用されていないフィールドを示す)が無効にな
り、ファンクションのCRUDE項目の複雑度が無意味に高くなります。
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TO_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSAの処理を続行することもできま
すが、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
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記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定した場合、直前に表示されていた画面に
制御が戻されます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗し
たフィールドが反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソ
ルが配置されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック



内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

ISSUE_MSG
このパラメータは他のパラメータと機能が重複しています。値を指定し
ても何の効果もありません。
デフォルト値は*NOです。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。

RETURN_RRN
挿入されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
詳細については、『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「外部ファイルの読
み込み」を参照してください。

CHECK_ONLY
I/O操作を実際に実行するか、実際に実行したときにファイルおよび
データ・ディクショナリ・レベルの妥当性検査の条件をすべて満たすこ
とができるかを検査するために「シミュレーション」のみを行うかを指
定します。
デフォルト値*NOを指定した場合、I/O操作は通常の方法で実行されま
す。
*YESを指定した場合、ファイルおよびデータ・ディクショナリ・レベ
ルの検査の条件をすべて満たすことができるかどうかを確認するため
に、I/O操作がシミュレートされます。このオプションを使用した場
合、この検査に関与するデータベース・ファイルがいかなる形でも変更
されることはありません。

AUTOCOMMIT
LANSAリリース4.0プログラム変更レベルE5により、このパラメータ
は、他のパラメータと機能が重複しています。
コミット制御を使用するには、アプリケーションでCOMMITまたは
ROLLBACKコマンド、あるいはその両方を指定してください。
通常は、COMMITコマンドのみが必要です。

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


System	iでのコミット制御の関連については、『LANSA	A/Dユーザーガ
イド』の「コミット制御を使用する」を参照してください。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAを使用している場合は、
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」を参照してくださ
い。

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10060.htm
its:lansa065.chm::/lansa/dsnbe_0060.htm


7.60.2	INSERTについてのコメント/警告
									新しいレコードに対してフィールドが指定されていない場合、データ・ディクショナリ
で定義されているデフォルト値が適用されます。例えば、ファイルNAMES内のレコードに
フィールド#CUSTNO	(顧客番号)、#NAME	(顧客名)、#ADD1	(住所1)、および#POSTCD	(郵便
番号)が含まれている場合に、以下のコマンドを実行します。

				INSERT	FIELDS(#CUSTNO	#NAME)	TO_FILE(NAMES)
	

						これにより、新しいレコードでは、#ADD1がブランクに設定され、
#POSTCDが2000に設定されます(データ･ディクショナリで各フィール
ドに対してこれらのデフォルト値が定義されている場合)。
									BLOBまたはCLOBデータを挿入すると、*SQLNULL、*NULL、またはファイル名にな
ることに注意してください。ファイル名の場合、ファイルが存在し、その内容がデータベー
ス内のBLOBまたはCLOBにコピーされるものと見なされます。

									INSERT操作では、少なくともファイルの「プライマリ・キー・フィールド」を指定す
る必要があります。プライマリ・キー・フィールドは、ファイルの設定時に指定します。プ
ライマリ・キー・フィールドが指定されていない場合、INSERT操作は、「情報不足」エラー
により失敗します。

						例えば、ファイルNAMESのプライマリ・キーが#CUSTNOの場合、
以下の操作は失敗します。

				INSERT	FIELDS(#NAME	#ADD1)	TO_FILE(NAMES)
	
				INSERT	FIELDS(#POSTCD)	TO_FILE(NAMES)
	
									SQL	Nullフィールドをテーブルのデータベース列に挿入すると、以下のいずれかが起こ
ります。

									(LANSAではなくDBMS内で)列にデフォルト値または自動生成値が定義されている場
合、SQL	Nullではなくデフォルト値が挿入されます。

									列にNOT	NULL制約が適用されていない場合、列はSQL	Nullに設定されます。

									列にNOT	NULL制約が適用されている場合、その挿入は失敗します(列のデータベース
定義がフィールドのLANSA定義と一致していない場合のみ失敗します)。



7.60.3	INSERTの使用例
例1：キーが指定されているCUSTMSTというファイルにフィールド
#CUSTNO、#NAME、#ADDL1、および#POSTCDを挿入します。
INSERT		FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDL1	#POSTCD)	TO_FILE(CUSMST)
	
または、以下のように指定しても同じ結果になります。
GROUP_BY		NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDL1	#POSTCD)
INSERT				FIELDS(#CUSTOMER)	TO_FILE(CUSMST)
	
例2：顧客の詳細を入力するようユーザーに要求します。入力された顧
客がすでに存在する場合はフィールドを更新し、それ以外の場合は新し
い顧客レコードを作成します。
GROUP_BY		NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDL1	#POSTCD)
	
REQUEST			FIELDS(#CUSTOMER)
CHECK_FOR	IN_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
	
IF_STATUS	IS(*EQUALKEY)
UPDATE				FIELDS(#CUSTOMER)	IN_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
ELSE
INSERT				FIELDS(#CUSTOMER)	TO_FILE(CUSMST)
ENDIF
	
例3：現在アクティブなバージョンのすべての実フィールドをファイル
CUSMSTに挿入します。
INSERT		FIELDS(*ALL_REAL)	TO_FILE(CUSMST)
	
例4：ファイルCUSMSTに新しいレコードを挿入する際に住所フィール
ドを除外します。
GROUP_BY		NAME(#XG_ADDR)	FIELDS(#ADDL1	#POSTCD)
INSERT				FIELDS(*ALL	*EXCLUDING
#XG_ADDR)	TO_FILE(CUSMST)
	



7.61	INZ_LIST
INZ_LISTコマンドは、指定された数の同一項目でリストを初期化する
ために使用します。すべての項目は、INZ_LISTコマンドの実行時にリ
ストのフィールドに保持されていた値に設定されます。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
通常、INZ_LISTコマンドは、データ入力(表示ではなく)のために使用す
る多数の"NULL"項目によってリストを初期化するために使用します。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
INZ_LISTのパラメータ
INZ_LISTについてのコメント/警告
INZ_LISTの使用例
																																																									任意指定
	
		INZ_LIST	-----	NAMED	--------	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
													>--	NUM_ENTRYS	---	1	------------------------------>
																																項目数
	
													>--	SET_SELECT	---	*YES	--------------------------->
																																*NO
	
													>--	WITH_MODE	----	*CURRENT	-----------------------|
																																*ADD
																																*CHANGE
																																*DELETE
																																*DISPLAY
																																フィールド名
	



7.61.1	INZ_LISTのパラメータ
NAMED
NUM_ENTRYS
SET_SELECT
WITH_MODE

NAMED
初期化するリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リスト
または作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。

NUM_ENTRYS
リストを初期化する際に使用する項目数を指定します。
デフォルト値は1です。他の値を指定する場合は、1〜9999の範囲でなけ
ればなりません。

SET_SELECT
リスト内に特別な属性*SELECTを持つフィールドがある場合、リストに
新しい項目を追加する前に、そのフィールドをブランクに設定するかど
うかを指定します。詳細については、DEF_LISTコマンドのセクション
を参照してください。
このパラメータは、ブラウズ・リストに対してのみ有効です。作業リス
トでは無視されます。

WITH_MODE
リストを初期化する際に使用する項目のモードを指定します。ここで指
定するモードにより、SET_MODEコマンド（SET_MODEコマンドのセ
クションを参照）で設定されたモードが上書きされます。
デフォルトは*CURRENTです。この場合、SET_MODEコマンドで設定
された現行モードが使用されます。この他、値として*ADD、
*CHANGE、*DELETE、および*DISPLAYを指定できます。ユーザー・
フィールド名を指定することもできます。この場合、ユーザー・フィー
ルド名は長さ3の英数字で、値が"ADD"、"CHG"、"DLT"、"DIS"のいず



れかでなければなりません。



7.61.2	INZ_LISTについてのコメント/警告
初期化するリストとしてブラウズ・リストを指定した場合、INZ_LIST
は「モード依存」コマンドになります。モード依存コマンドの詳細につ
いては、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してくださ
い。

its:lansa015.CHM::/scrnmodes.htm


7.61.3	INZ_LISTの使用例
例1：#ORDERLINEというリストを、データ入力用(画面上で入力可能)
の100個の"NULL"項目で初期化します。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY)
CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*NULL)
SET_MODE			TO(*ADD)
INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(100)
	
例2：例1で作成したリストを使用して、明細行ファイルに対して複数行
のデータ入力を実行します。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY)
CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*NULL)
SET_MODE			TO(*ADD)
INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(100)
	
REQUEST				FIELDS(#ORDNUM)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)		GET_ENTRYS(*NOTNULL)
INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	



7.62	KEEP_AVG
KEEP_AVGコマンドは、フィールドの平均値を別のフィールドに保管す
るために使用します。
注：このコマンドでは、フルRDMLXフィールドは使用できません。
KEEP_AVGコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド・ループ
内でのみ有効です。これは、使用される処理ロジックが暗黙的に
SELECT/SELECTLISTループ・ロジックにリンクされるからです。
通常、KEEP_AVGコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンドの
直後に入力します。ただし、例外もあります。詳細については、使用例
のセクションを参照してください。

参照
KEEP_AVGのパラメータ
KEEP_AVGの使用例
KEEP_AVGについてのコメント/警告
																																																									必須
	
		KEEP_AVG	---	OF_FIELD	----	フィールド名のリスト	--------------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																													------	--	最大50	-	-----------
	
																	IN_FIELD	----	フィールド名	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
																	BY_FIELD	----	*SELECTED	-----------------------|
																															フィールド名のリスト
																														|	拡張可能なグループ式|
																															---------		最大20	----------
	



7.62.1	KEEP_AVGのパラメータ
BY_FIELD
IN_FIELD
OF_FIELD

OF_FIELD
KEEP_AVGコマンドで平均値を算出する1〜50個のフィールドを指定し
ます。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。このパラメータでは、拡張可能なグループ
式も有効です。
また、指定するフィールドは数値タイプでなければなりません。

IN_FIELD
OF_FIELDパラメータで指定したフィールドの平均結果を保管する
フィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。
このフィールドは、各SELECT/SELECTLISTループの最初にリセットさ
れます。

BY_FIELD
フィールドの平均を求める条件を指定します。
デフォルト値*SELECTEDを指定した場合、SELECT/SELECTLISTループ
が終了するまで(すなわち、選択されたすべての情報について)平均値の
算出が継続されます。
*SELECTEDを指定しない場合は、1〜20個のフィールド名のリストを指
定します(または、拡張可能なグループ式を入力します)。平均値の算出
は、リスト内の1つ以上のフィールド値が変更されるまで継続されま
す。1つ以上のフィールド値が変更されると、「累計機能」がNULL値に
リセットされ、新しい平均値算出サイクルが開始されます。
「累計機能」は、平均を計算する作業フィールドです。
このパラメータの使用方法に関する詳細については、使用例のセクショ
ンを参照してください。



7.62.2	KEEP_AVGについてのコメント/警告
「KEEP_COUNTについてのコメント/警告」を参照してください。この
セクションの内容はKEEP_AVGにも適用されます。



7.62.3	KEEP_AVGの使用例
例1：販売履歴ファイルには、会社名(#COMPANY)、部門名
(#DIVNAM)、および売り上げ額(#SALES)の詳細が保持されています。
すべての売り上げ明細を印刷し、部門別、会社別、およびレポート別
(総計)の売り上げの総額と平均額の明細を印刷します。
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)	FIELDS(#COMPANY	#DIVNAM	#SALES)
DEF_BREAK	NAME(#SUBDIV)	FIELDS(#DIVTOT	#DIVAVG)	TRIGGER_BY(#COMPANY	#DIVNAM)
DEF_BREAK	NAME(#SUBCOM)	FIELDS(#COMTOT	#COMAVG)	TRIGGER_BY(#COMPANY)
DEF_BREAK	NAME(#GRAND)		FIELDS(#GRDTOT	#GRDAVG)
SELECT				FIELDS(#DETAIL)		FROM_FILE(SALEHIST)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#DIVTOT)	BY_FIELD(#COMPANY	#DIVNAM)
		KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#DIVAVG)	BY_FIELD(#COMPANY	#DIVNAM)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#COMTOT)	BY_FIELD(#COMPANY)
		KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#COMAVG)	BY_FIELD(#COMPANY)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#GRDTOT)
		KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#GRDAVG)
		PRINT			LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
ENDPRINT
	
例2：売り上げファイルには、部門名(#DIVNAM)および4四半期
(#QTR01〜#QTR04)の年間売り上げ額の詳細が保持されています。部門
別の年間売り上げの総額と平均額をまとめたレポートを生成します。
DEF_BREAK				NAME(#SUMMARY)	FIELDS(#TOTAL	#AVERAGE)	TRIGGER_BY(#DIVNAM)
	
SELECT							FIELDS(#DIVNAM	#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	FROM_FILE(DIVSALES)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#TOTAL)	BY_FIELD(#DIVNAM)
KEEP_AVG			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#AVERAGE)	BY_FIELD(#DIVNAM)
PRINT						LINE(*BREAKS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	



7.63	KEEP_COUNT
KEEP_COUNTコマンドは、フィールドの変更カウントを別のフィール
ドに保管するために使用します。
注：このコマンドでは、フルRDMLXフィールドは使用できません。
KEEP_COUNTコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド・ルー
プ内でのみ有効です。これは、使用される処理ロジックが暗黙的に
SELECT/SELECTLISTループ・ロジックにリンクされるからです。
通常、KEEP_COUNTコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド
の直後に入力します。ただし、例外もあります。詳細については、使用
例のセクションを参照してください。

参照
KEEP_COUNTのパラメータ
KEEP_COUNTの使用例
KEEP_COUNTについてのコメント/警告
																																																									必須
	
		KEEP_COUNT	---	OF_FIELD	----	フィールド名のリスト	------------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																													------	--	最大50	-	-----------
	
																	IN_FIELD	----	フィールド名	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
																	BY_FIELD	----	*SELECTED	-----------------------|
																															フィールド名のリスト
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------		最大20	----------
	



7.63.1	KEEP_COUNTのパラメータ
BY_FIELD
IN_FIELD
OF_FIELD

OF_FIELD
KEEP_COUNTコマンドでカウントする1〜50個のフィールドを指定しま
す。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。このパラメータでは、拡張可能なグループ
式も有効です。
指定するフィールドとして、数値フィールドまたは非数値フィールドを
使用できます。非数値フィールドの変更をカウントすることも可能で
す。

IN_FIELD
OF_FIELDパラメータで指定したフィールドのカウント結果を保管する
フィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。
このフィールドは、各SELECT/SELECTLISTループの最初にリセットさ
れます。

BY_FIELD
フィールドをカウントする条件を指定します。
デフォルト値*SELECTEDを指定した場合、SELECT/SELECTLISTループ
が終了するまで(すなわち、選択されたすべての情報について)カウント
が継続されます。
*SELECTEDを指定しない場合は、1〜20個のフィールド名のリストを指
定します(または、拡張可能なグループ式を入力します)。カウントは、
リスト内の1つ以上のフィールド値が変更されるまで継続されます。1つ
以上のフィールド値が変化すると、「累計機能」がNULL値にリセット
され、新しいカウント・サイクルが開始されます。
「累計機能」は、変更をカウントする作業フィールドです。



このパラメータの使用方法に関する詳細については、使用例のセクショ
ンを参照してください。



7.63.2	KEEP_COUNTについてのコメント/警告
以下のコメント/警告は、KEEP_AVG、KEEP_COUNT、KEEP_MAX、
KEEP_MIN、およびKEEP_TOTALの各コマンドに適用されます。
これらのコマンドで使用される処理ロジックについて、例を通して説明
します。
請求明細行を選択して印刷する、以下のようなSELECTループについて
考えます。
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)	FIELDS(#INVNUM	#VALUE)
DEF_BREAK	NAME(#TOTAL)		FIELDS(#INV_TOTAL)	TRIGGER_BY(#INVNUM)
DEF_BREAK	NAME(#GRAND)		FIELDS(#GRD_TOTAL)
	
SELECT	FIELDS(#INVNUM	#VALUE)	FROM_FILE(INVLIN)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#VALUE)	IN_FIELD(#INV_TOTAL)BY_FIELD(#INVNUM)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#VALUE)	IN_FIELD(#GRD_TOTAL)
		PRINT	LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	
簡単に言うと、実際には以下のような処理が行われます。
								#INV_TOTALおよび#GRD_TOTALを0に設定する
			--->	次のレコードを選択する
		|							#INVNUMが変更された場合、#INV_TOTALを0に設
定する
		|							#VALUEを#INV_TOTALに加算する
		|							#VALUEを#GRD_TOTALに加算する
		|							#INVNUMが変更された場合、「後置型」ブレークを
印刷する
		|										行#TOTAL
		|							#DETAIL行を印刷する
			----	Endselect
								総計行#GRANDを印刷する
	
このロジックは非常に簡略化されていますが、基本的な処理ロジックを
示しており、すべてのKEEP_XXXXXコマンド、およびKEEP_XXXXXコ
マンドとSELECT/SELECTLISTコマンドの関係に共通しています。結果



を平均、カウント、最大、最小、または合計として「累計」する方法の
みが異なります。
ブレーク行が「トリガー」される方法とそのタイミング、印刷前に
#INV_TOTALがKEEP_TOTALコマンドによってクリアされ、リセットさ
れているように見えても、常に正しい#INV_TOTAL値が印刷される理由
の詳細については、DEF_BREAKコマンドのセクションを参照してくだ
さい。
KEEP_XXXXXコマンドが条件(IFやCASE/WHENなど)内にあり、
BY_FIELDが指定されている場合、合計は正しくリセットされません。



7.63.3	KEEP_COUNTの使用例
人事ファイルには、従業員の詳細と、その従業員の部門、部課、および
給与が保持されています。部門および部課のカウントの詳細と、部門別
および部課別の給与合計を印刷します。
DEF_LINE	NAME(#DETAIL)	FIELDS(#EMPNO	#FULLNAME	#DEPTMENT	#SECTION	#SALARY)
*
DEF_BREAK	NAME(#SECSUM)	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION	#DEM_SCTOT	#DEM_SCSEM)	TRIGGER_BY(#DEPTMENT	#SECTION)
DEF_BREAK	NAME(#DEPSUM)	FIELDS(#DEPTMENT	#DEM_DPTOT	#DEM_DPSEM)	TRIGGER_BY(#DEPTMENT)
*
SELECT	FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(PERSNEL)
KEEP_COUNT	OF_FIELD(#EMPNO)	IN_FIELD(#DEM_DPSEM)	BY_FIELD(#DEPTMENT)
KEEP_COUNT	OF_FIELD(#EMPNO)	IN_FIELD(#DEM_SCSEM)	BY_FIELD(#DEPTMENT	#SECTION)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALARY)	IN_FIELD(#DEM_DPTOT)	BY_FIELD(#DEPTMENT)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALARY)	IN_FIELD(#DEM_SCTOT)	BY_FIELD(#DEPTMENT	#SECTION)
PRINT	LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
*
ENDPRINT
	



7.64	KEEP_MAX
KEEP_MAXコマンドは、最大のフィールド値を保持しているフィール
ドの値を別のフィールドに保管するために使用します。
注：このコマンドでは、フルRDMLXフィールドは使用できません。
KEEP_MAXコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド・ループ
内でのみ有効です。これは、使用される処理ロジックが暗黙的に
SELECT/SELECTLISTループ・ロジックにリンクされるからです。
通常、KEEP_MAXコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンドの
直後に入力します。ただし、例外もあります。詳細については、使用例
のセクションを参照してください。

参照
KEEP_MAXのパラメータ
KEEP_MAXの使用例
KEEP_MAXについてのコメント/警告
																																																									必須
	
		KEEP_MAX	---	OF_FIELD	----	フィールド名のリスト	--------------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																													------	--	最大50	-	-----------
	
																	IN_FIELD	----	フィールド名	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
																	BY_FIELD	----	*SELECTED	-----------------------|
																															フィールド名のリスト
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------		最大20	----------
	



7.64.1	KEEP_MAXのパラメータ
BY_FIELD
IN_FIELD
OF_FIELD

OF_FIELD
KEEP_MAXコマンドで最大値をスキャンする1〜50個のフィールドを指
定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。このパラメータでは、拡張可能なグループ
式も有効です。
また、指定するフィールドは数値タイプでなければなりません。

IN_FIELD
OF_FIELDパラメータで指定したフィールドのうち最大値を保持してい
るフィールドの値を保管するフィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。
このフィールドは、各SELECT/SELECTLISTループの最初にリセットさ
れます。

BY_FIELD
フィールドで最大値をスキャンする条件を指定します。
デフォルト値*SELECTEDを指定した場合、SELECT/SELECTLISTループ
が終了するまで(すなわち、選択されたすべての情報について)最大値の
スキャンが継続されます。
*SELECTEDを指定しない場合は、1〜20個のフィールド名のリストを指
定します(または、拡張可能なグループ式を入力します)。最大値のス
キャンは、リスト内の1つ以上のフィールド値が変更されるまで継続さ
れます。1つ以上のフィールド値が変更されると、「累計機能」がNULL
値にリセットされ、新しい最大値のスキャン・サイクルが開始されま
す。
「累計機能」は、最大値を追跡する作業フィールドです。
このパラメータの使用方法に関する詳細については、使用例のセクショ



ンを参照してください。



7.64.2	KEEP_MAXについてのコメント/警告
「KEEP_COUNTについてのコメント/警告」を参照してください。この
セクションの内容はKEEP_MAXにも適用されます。



7.64.3	KEEP_MAXの使用例
売り上げファイルには、部門名(#DIVNAM)および4四半期(#QTR01〜
#QTR04)の年間売り上げ額の詳細が保持されています。最大値および最
小値と、部門別の年間売り上げ総額をまとめたレポートを生成します。
DEF_BREAK				NAME(#SUMMARY)	FIELDS(#TOTAL	#MAXIMUM	#MINIMUM)	TRIGGER_BY(#DIVNAM)
	
SELECT							FIELDS(#DIVNAM	#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	FROM_FILE(DIVSALES)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#TOTAL)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		KEEP_MAX			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#MAXIMUM)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		KEEP_MIN			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#MINIMUM)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		PRINT						LINE(*BREAKS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	



7.65	KEEP_MIN
KEEP_MINコマンドは、最小のフィールド値を保持しているフィールド
の値を別のフィールドに保管するために使用します。
注：このコマンドでは、フルRDMLXフィールドは使用できません。
KEEP_MINコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド・ループ
内でのみ有効です。これは、使用される処理ロジックが暗黙的に
SELECT/SELECTLISTループ・ロジックにリンクされるからです。
通常、KEEP_MINコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンドの
直後に入力します。ただし、例外もあります。詳細については、使用例
のセクションを参照してください。

参照
KEEP_MINのパラメータ
KEEP_MINの使用例
KEEP_MINについてのコメント/警告
																																																									必須
	
		KEEP_MIN	---	OF_FIELD	----	フィールド名のリスト	--------------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																													------	--	最大50	-	-----------
	
																	IN_FIELD	----	フィールド名	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
																	BY_FIELD	----	*SELECTED	-----------------------|
																															フィールド名のリスト
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------		最大20	----------
	



7.65.1	KEEP_MINのパラメータ
BY_FIELD
IN_FIELD
OF_FIELD

OF_FIELD
KEEP_MINコマンドで最小値をスキャンする1〜50個のフィールドを指
定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。このパラメータでは、拡張可能なグループ
式も有効です。
また、指定するフィールドは数値タイプでなければなりません。

IN_FIELD
OF_FIELDパラメータで指定したフィールドのうち最小値を保持してい
るフィールドの値を保管するフィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。
このフィールドは、各SELECT/SELECTLISTループの最初にリセットさ
れます。

BY_FIELD
フィールドで最小値をスキャンする条件を指定します。
デフォルト値*SELECTEDを指定した場合、SELECT/SELECTLISTループ
が終了するまで(すなわち、選択されたすべての情報について)最小値の
スキャンが継続されます。
*SELECTEDを指定しない場合は、1〜20個のフィールド名のリストを指
定します(または、拡張可能なグループ式を入力します)。最小値のス
キャンは、リスト内の1つ以上のフィールド値が変更されるまで継続さ
れます。1つ以上のフィールド値が変更されると、「累計機能」がNULL
値にリセットされ、新しい最小値のスキャン・サイクルが開始されま
す。
「累計機能」は、最小値を追跡する作業フィールドです。



7.65.2	KEEP_MINについてのコメント/警告
「KEEP_COUNTについてのコメント/警告」を参照してください。この
セクションの内容はKEEP_MINにも適用されます。



7.65.3	KEEP_MINの使用例
売り上げファイルには、部門名(#DIVNAM)および4四半期(#QTR01〜
#QTR04)の年間売り上げ額の詳細が保持されています。最大値および最
小値と、部門別の年間売り上げ総額をまとめたレポートを生成します。
DEF_BREAK				NAME(#SUMMARY)	FIELDS(#TOTAL	#MAXIMUM	#MINIMUM)	TRIGGER_BY(#DIVNAM)
	
SELECT							FIELDS(#DIVNAM	#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	FROM_FILE(DIVSALES)
		KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#TOTAL)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		KEEP_MAX			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#MAXIMUM)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		KEEP_MIN			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#MINIMUM)	BY_FIELD(#DIVNAM)
		PRINT						LINE(*BREAKS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	



7.66	KEEP_TOTAL
KEEP_TOTALコマンドは、フィールドの合計を別のフィールドに保管す
るために使用します。
注：このコマンドでは、フルRDMLXフィールドは使用できません。
KEEP_TOTALコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド・ルー
プ内でのみ有効です。これは、使用される処理ロジックが暗黙的に
SELECT/SELECTLISTループ・ロジックにリンクされるからです。
通常、KEEP_TOTALコマンドは、SELECTまたはSELECTLISTコマンド
の直後に入力します。ただし、例外もあります。詳細については、使用
例のセクションを参照してください。

参照
KEEP_TOTALのパラメータ
KEEP_TOTALの使用例
KEEP_TOTALについてのコメント/警告
																																																									必須
	
		KEEP_TOTAL	---	OF_FIELD	----	フィールド名のリスト	--------------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																													------	--	最大50	-	-----------
	
																	IN_FIELD	----	フィールド名	---------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
																	BY_FIELD	----	*SELECTED	-----------------------|
																															フィールド名のリスト
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------		最大20	----------
	



7.66.1	KEEP_TOTALのパラメータ
BY_FIELD
IN_FIELD
OF_FIELD

OF_FIELD
KEEP_TOTALコマンドで合計する1〜50個のフィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。このパラメータでは、拡張可能なグループ
式も有効です。
また、指定するフィールドは数値タイプでなければなりません。

IN_FIELD
OF_FIELDパラメータで指定したフィールドの合計結果を保管する
フィールドを指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはこのファンクション内でDEFINEコマンドによって定義さ
れていなければなりません。
このフィールドは、各SELECT/SELECTLISTループの最初にリセットさ
れます。

BY_FIELD
フィールドを合計する条件を指定します。
デフォルト値*SELECTEDを指定した場合、SELECT/SELECTLISTループ
が終了するまで(すなわち、選択されたすべての情報について)合計が継
続されます。
*SELECTEDを指定しない場合は、1〜20個のフィールド名のリストを指
定します(または、拡張可能なグループ式を入力します)。合計は、リス
ト内の1つ以上のフィールド値が変更されるまで継続されます。1つ以上
のフィールド値が変更されると、「累計機能」がNULL値にリセットさ
れ、新しい合計サイクルが開始されます。
「累計機能」は、合計を計算する作業フィールドです。
このパラメータの使用方法に関する詳細については、使用例のセクショ
ンを参照してください。



7.66.2	KEEP_TOTALについてのコメント/警告
「KEEP_COUNTについてのコメント/警告」を参照してください。この
セクションの内容はKEEP_TOTALにも適用されます。



7.66.3	KEEP_TOTALの使用例
例1：販売履歴ファイルには、会社名(#COMPANY)、部門名
(#DIVNAM)、および売り上げ額(#SALES)の詳細が保持されています。
すべての売り上げ明細を印刷し、部門別、会社別、およびレポート別
(総計)の売り上げの総額と平均額の明細を印刷します。
DEF_LINE		NAME(#DETAIL)	FIELDS(#COMPANY	#DIVNAM	#SALES)
DEF_BREAK	NAME(#SUBDIV)	FIELDS(#DIVTOT	#DIVAVG)	TRIGGER_BY(#COMPANY	#DIVNAM)
DEF_BREAK	NAME(#SUBCOM)	FIELDS(#COMTOT	#COMAVG)	TRIGGER_BY(#COMPANY)
DEF_BREAK	NAME(#GRAND)		FIELDS(#GRDTOT	#GRDAVG)
SELECT				FIELDS(#DETAIL)		FROM_FILE(SALEHIST)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#DIVTOT)	BY_FIELD(#COMPANY	#DIVNAM)
KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#DIVAVG)	BY_FIELD(#COMPANY	#DIVNAM)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#COMTOT)	BY_FIELD(#COMPANY)
KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#COMAVG)	BY_FIELD(#COMPANY)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#GRDTOT)
KEEP_AVG			OF_FIELD(#SALES)	IN_FIELD(#GRDAVG)
PRINT			LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
ENDPRINT
	
例2：売り上げファイルには、部門名(#DIVNAM)および4四半期
(#QTR01〜#QTR04)の年間売り上げ額の詳細が保持されています。部門
別の年間売り上げの総額と平均額をまとめたレポートを生成します。
DEF_BREAK				NAME(#SUMMARY)	FIELDS(#TOTAL	#AVERAGE)	TRIGGER_BY(#DIVNAM)
	
SELECT							FIELDS(#DIVNAM	#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	FROM_FILE(DIVSALES)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#TOTAL)	BY_FIELD(#DIVNAM)
KEEP_AVG			OF_FIELD(#QTR01	#QTR02	#QTR03	#QTR04)	IN_FIELD(#AVERAGE)	BY_FIELD(#DIVNAM)
PRINT						LINE(*BREAKS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	



7.67	LEAVE
LEAVEコマンドは、ループ変更コマンドです。現在のループを終了し、
ループ終了コマンドに続くステートメントで実行を継続します。
CONTINUE/LEAVEコマンドは、あらゆるループ・コマンド内で動作し
ます。

参照
LEAVEのパラメータ
LEAVEについてのコメント/警告
LEAVEの使用例
BEGIN_LOOP
CONTINUE
DOUNTIL
DOWHILE
SELECT
																																																									必須
	
		LEAVE	-------------------------------------------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IF	-----------	'条件'	--------------------|
	



7.67.1	LEAVEのパラメータ
IF

IF
任意で、LEAVEを実行するかどうかを判断するために評価する条件を指
定します。指定しない場合、LEAVEは直ちに実行されます。詳細につい
ては、「条件および式の指定」を参照してください。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


7.67.2	LEAVEについてのコメント/警告
LEAVEループ変更コマンドは以下のように動作します。
																			<ループ・コマンド>
														----	LEAVE
													|
													|					<ループ終了コマンド>
														--->
	

<ループ・コマンド>および<ループ終了コマンド>として、以下のコマ
ンドを使用できます。

									SELECT/ENDSELECT

									SELECTLIST/ENDSELECT

									SELECT_SQL/ENDSELECT

									DOWHILE/ENDWHILE

									DOUNTIL/ENDUNTIL

									BEGIN_LOOP/END_LOOP



7.67.3	LEAVEの使用例
SELECTループ内でLEAVEを使用する
BEGIN_LOOPループ内でLEAVEを使用する
SELECTループ内でLEAVEを使用する
SELECTループ内で1つのレコードを読み取った場合に、これ以上読み取
りが必要ないことがあります。この例は、SELECTループ内でLEAVEコ
マンドを使用して、このような状況に対処する方法を示しています。
例えば、価格ファイルが以下のように定義され、以下のプライマリ・
キーでソートされているとします。
1.			#ITEMNO	(昇順)
2.			#EFF_DATE	(昇順)

品目番号
(パック10進数
(7,0))

有効日
(パック10進数(8,0))

価格($)
(パック10進数(9,2))

116 2000/01/01 4.00

116 2000/07/01 4.25

116 2001/01/01 4.50

116 2001/07/01 4.75

116 2002/01/01 5.00

請求のため、08/02/2001時点の品目116の価格が必要だとします。
DEFINE					FIELD(#REQITEM)	REFFLD(#ITEMNO)
DEFINE					FIELD(#REQDATE)	REFFLD(#EFF_DATE)
DEFINE					FIELD(#PRICEOUT)	REFFLD(#PRICE)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#REQITEM	#REQDATE)
CHANGE					FIELD(#PRICEOUT)	TO(0)
EXECUTE				SUBROUTINE(GETPRICE)	WITH_PARMS(#REQITEM	#REQDATE	#PRICEOUT)
DISPLAY				FIELDS(#REQITEM	#PRICEOUT)
END_LOOP			
										



SUBROUTINE	NAME(GETPRICE)	PARMS((#REQITEM	*RECEIVED)	(#REQDATE	*RECEIVED)	(#PRICEOUT	*RETURNED))
SELECT					FIELDS(#ITEMNO	#EFF_DATE	#PRICE)	FROM_FILE(PRICING)	WHERE('#ITEMNO	=	#REQITEM')	WITH_KEY(#REQITEM	#REQDATE)	OPTIONS(*BACKWARDS	*STARTKEY	*ENDWHERE)
CHANGE					FIELD(#PRICEOUT)	TO(#PRICE)
LEAVE						
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
	

SELECTは、有効日が要求の日付以前の価格レコードを見つけ、そのレ
コードを読み取ります。該当するレコードが見つかった場合、#PRICE
の値が#PRICEOUTに移動されます。必要なレコードが見つかった場合
はこれ以上価格レコードを読み取り続ける必要がないため、LEAVEに
よってSELECTループを終了します。
要求された日付以前の、要求された品目のレコードが見つからない場
合、#PRICEOUTの値は0のままです。
または、特定の日付「時点」のレコードを要求する代わりに、今日の日
付を自動的に使用することもできます。
DEFINE					FIELD(#REQITEM)	REFFLD(#ITEMNO)
DEFINE					FIELD(#PRICEOUT)	REFFLD(#PRICE)
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#REQITEM)
CHANGE					FIELD(#PRICEOUT)	TO(0)
EXECUTE				SUBROUTINE(GETPRICE)	WITH_PARMS(#REQITEM	#PRICEOUT)
DISPLAY				FIELDS(#REQITEM	#PRICEOUT)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(GETPRICE)	PARMS((#REQITEM	*RECEIVED)
(#PRICEOUT	*RETURNED))
SELECT					FIELDS(#ITEMNO	#EFF_DATE	#PRICE)	FROM_FILE(PRICING)	WHERE('#ITEMNO	=	#REQITEM')	WITH_KEY(#REQITEM	*YYYYMMDD)	OPTIONS(*BACKWARDS	*STARTKEY	*ENDWHERE)
CHANGE					FIELD(#PRICEOUT)	TO(#PRICE)
LEAVE						
ENDSELECT		
ENDROUTINE
	

BEGIN_LOOPループ内でLEAVEを使用する
この例は、BEGIN_LOOPループ内でLEAVEコマンドを使用する方法を
示しています。追加のユーザー・ファンクション・キーと定義済みの条



件を利用することで、ユーザーが[終了]キーを押したときにLEAVEコマ
ンドによってループを終了することができます。
DEF_COND			NAME(*FINISHED)	COND('#IO$KEY	=	''09''')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
	
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)	USER_KEYS((09	'Finish'))
LEAVE						IF(*FINISHED)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
MESSAGE	MSGTXT('Input	of	Employees	Completed')
	



7.68	LOC_ENTRY
LOC_ENTRYコマンドは、リスト内で、指定された条件に適合する最初
の項目を見つけるために使用します。
指定するリストは、作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)でなければなりません。ブラウズ・リスト(ワークステーションに
情報を表示するために使用)に対してLOC_ENTRYコマンドを使用するこ
とはできません。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
LOC_ENTRYのパラメータ
LOC_ENTRYの使用例
																																																									任意指定
	
		LOC_ENTRY	----	IN_LIST	------	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
													>--	WHERE	--------	'条件'	-------------------->
	
													>--	RET_NUMBER	---	*NONE	-------------------------->
																																フィールド名
	
													>--	RET_STATUS	---	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	RET_ENTRY	----	*YES	---------------------------|
																																*NO
	



7.68.1	LOC_ENTRYのパラメータ
IN_LIST
RET_ENTRY
RET_NUMBER
RET_STATUS
WHERE

IN_LIST
このコマンドで検索するリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定した場合、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リ
ストの定義)コマンドによって宣言された最初のリストが使用されま
す。このリストは、TYPE(*WORKING)パラメータが有効でなければな
りません。
リスト名を指定する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。また、そのリストにTYPE(*WORKING)パラメータが設定されてい
なければなりません。

WHERE
「条件および式の指定」を参照してください。
WHEREパラメータを指定しない場合、LOC_ENTRYコマンドでは、常
にリスト内の最初の項目が返されます。

RET_NUMBER
任意で、見つかった項目の項目番号を保管するためにLOC_ENTRYコマ
ンドによって設定されるフィールドの名前を指定します。
条件に適合する項目がリストで見つからない場合、フィールドの値は
LOC_ENTRYコマンドで変更されません。
デフォルト値*NONEを指定した場合、見つかったリスト項目番号を
フィールドに保管しません。フィールドを指定する場合、そのフィール
ドは数値タイプで、事前にLANSAデータ・ディクショナリまたはファ
ンクション内で定義されている必要があります。
各項目はADD_ENTRYコマンドによってリストに追加され、項目を識別
するための番号が割り当てられています。リスト項目には、1	(最初の項
目番号)から9999	(最大の項目番号)まで連続番号が付けられます。
リスト項目番号がわかってれば、個々のリスト項目を直接取得すること
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ができます(詳細については、GET_ENTRYコマンドのセクションを参照
してください)。

RET_STATUS
LOC_ENTRYコマンドの結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの
名前を指定します。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るユーザー・フィールドを指定する場合、その
フィールドは2桁の英数字フィールドで、LANSAデータ・ディクショナ
リまたはファンクション内で定義されている必要があります。ユー
ザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィールド#IO$STSは更新
されます。
LOC_ENTRYコマンドが返す状況コードは2種類のみで、"OK"	(項目が見
つかった)または"NR"	(項目が見つからなかった)のいずれかです。

RET_ENTRY
見つかったリスト項目をリストからRDMLプログラムに戻すかどうかを
指定します。
デフォルト値*YESを指定した場合、見つかったリスト項目がRDMLプ
ログラムに戻されます。
*NOを指定した場合、リスト項目をRDMLプログラムに戻す必要はあり
ません。通常、このオプションは、リストを妥当性検査のために使用す
る場合に指定します。このような場合、重要になるのは、項目の場所や
内容ではなく、その項目がリスト内に存在する(または存在しない)こと
のみです。
以下は、LOC_ENTRYコマンドの一例です。
LOC_ENTRY	IN_LIST(#COUNTRIES)	WHERE('#CNTRY	=	AUST')
	
これは、以下のコマンドと機能的に同じです。
LOC_ENTRY	IN_LIST(#COUNTRIES)	WHERE('#CNTRY	=	AUST')	RET_NUMBER(#NUMBER)	RET_ENTRY(*NO)
IF_STATUS	IS(*OKAY)
GET_ENTRY	NUMBER(#NUMBER)	FROM_LIST(#COUNTRIES)
ENDIF
	



7.68.2	LOC_ENTRYの使用例
例1：#ORDERLINEというリスト内で、数量×価格が1000を超えている最
初の項目を見つけます。
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	TYPE(*WORKING)
	
LOC_ENTRY	IN_LIST(#ORDERLINE)	WHERE('(#QUANTITY	*	#PRICE)	*GT	1000')
	
例2：#COUNTRY	(国のリスト)という「テーブル・ファイル」は、
#CCODE	(国コード)、#CMNEM	(国の略称)、および#CNAME	(国の正式
名称)というフィールドで構成されています。作業リストを使用して、
このファイルに対するI/Oを最小限にするサブルーチンを作成します(す
なわち、FETCHコマンドをLOC_ENTRYコマンドで置き換えます)。
SUBROUTINE	NAME(GET_CNTRY)	PARMS((#GETCODE	*RECEIVED)
(#CMNEM	*RETURNED)	(#CNAME	*RETURNED))
	
DEFINE					FIELD(#GETCODE)	REFFLD(#CCODE)
DEF_LIST			NAME(#COUNTRIES)	FIELDS(#CCODE	#CMNEM	#CNAME)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100)
	
LOC_ENTRY		IN_LIST(#COUNTRIES)	WHERE('#CCODE	=	#GETCODE')
	
IF_STATUS		IS_NOT(*OKAY)
FETCH						FIELDS(#COUNTRIES)	FROM_FILE(COUNTRY)	WITH_KEY(#GETCODE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#COUNTRIES)
ENDIF
	
ENDROUTINE
	
このルーチンでは、ファイル#COUNTRY内で国コードが見つからない
状況が考慮されていないことに注意してください。国が見つかったかど
うかに関わらず、項目がリストに追加されます。
また、パラメータ・リストで(#CCODEの代わりに)フィールド
#GETCODEを使用していることにも注意してください。このフィールド
を使用しない場合、LOC_ENTRYコマンドのWHERE条件を
WHERE('#CCODE	=	#CCODE')として記述する必要がありますが、これ
は常にtrueのため、常に最初の項目が取得されることになります。
WHERE条件で参照されるフィールドが作業リストの一部である場合、



プログラムで認識されている実際のフィールドではなく、作業リスト内
のそのフィールドのオカレンスが評価されます。
すなわち、条件WHERE('#CCODE	=	#GETCODE')は、実際には「作業リ
スト項目内の国コード・フィールドの値が、プログラム内の取得コー
ド・フィールドの値と等しい場合」という意味になります。



7.69	MENU
MENUコマンドは、実行中のRDMLプログラムを終了し、プロセスのメ
イン・メニューを再表示するために使用します。実行中のファンクショ
ンが終了し、プロセス・コントローラに制御が戻されることに注意して
ください。
機能的には、MENUコマンドを使用すると、[メニュー]ファンクショ
ン・キーを使用した場合と同じ結果になります。
プロセス・コントローラのメッセージ待ち行列に戻されるメッセージを
発行することもできます。このメッセージは、プロセスのメイン・メ
ニューの(再)表示時に22/24行目に表示されます。
注：MENUコマンドは、直前に表示されていたプロセス・メニューに制
御を戻すよう指定します。したがって、非手続き型ファンクションまた
はフルRDMLXファンクションでは、MENUコマンドを合理的に、また
予測に基づいて使用することはできません。

参照
MENUのパラメータ
MENUの使用例
																																																									任意指定
	
		MENU	---------	MSGTXT	--------*NONE	-------------------------->
																																'メッセージ・テキスト'
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------	最大20	------------
	



7.69.1	MENUのパラメータ
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。このテキストは、
プロセスのメイン・メニューの(再)表示時に22/24行目に表示されます。
メッセージ・テキストを指定するときは、引用符で囲んでください。
MSGTXTパラメータまたはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用
してください。両方は使用できません。

MSGID
ファンクションが終了し、プロセスのメイン・メニューが(再)表示され
るときに発行されるメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定で
きます。メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラ
メータは、MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ



は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.69.2	MENUの使用例
例1：ファンクションを終了し、プロセス・メニューを再表示します。
MENU				MSGTXT('Previous	function	ended	at	user	request')
	
例2：ファンクションを終了し、プロセス・メイン・メニューを再表示
して、System	iメッセージ・ファイルに定義されているメッセージの詳
細を表示します。
MENU		MSGID(USR0046)	MSGF(QUSRMSG)
	

System	iのみ：
MENU		MSGID(USR0167)	MSGF(QUSRMSG.*LIBL)
	
MENU		MSGID(USR8046)	MSGF(QUSRMSG.USERLIB01)
	



7.70	MESSAGE
MESSAGEコマンドは、主に以下の4つの目的に使用します。

									メッセージをユーザーに表示される次の画面形式の22/24行目に表示する

									メッセージを現在の画面形式(その内容は問わない)の22/24行目に表示し、次の画面形式
がユーザーに表示されたときに消す

									メッセージを現在の画面形式(その内容は問わない)の22/24行目に表示し、実行中のジョ
ブを最短時間遅らせる

									単一のメッセージを現在の画面形式の前面にメッセージ「ウィンドウ」として表示し、
任意でメッセージに対する応答をRDMLプログラムに戻す。メッセージ・ウィンドウは、現
在の画面形式上の上部、中央、または下部に配置可能

移植性に関する
考慮事項

パラメータMIN_TIMEおよびTYPEを参照して
ください。

参照
MESSAGEのパラメータ
MESSAGEについてのコメント/警告
MESSAGEの使用例
GET_MESSAGE組み込み関数
CLR_MESSAGES組み込み関数
MESSAGE_COLLECTOR組み込み関数
																																																									任意指定
	
		MESSAGE	------	MSGTXT	--------*NONE	-------------------------->
																																'メッセージ・テキスト'
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	--------->
																																	|拡張可能なグループ式|
																																		-----------	最大20	--------
	
													>--	TYPE	---------	*INFO	-------------------------->
																																*STATUS
																																*WINDOW
																																*WINDOWBUZ
	
													>--	MIN_TIME	-----	0	------------------------------>

its:lansa015.CHM::/get_message.HTM
its:lansa015.CHM::/clr_messages.HTM
its:lansa015.CHM::/message_collector.HTM


																																秒数
	
													>--	REPLY	--------	*NONE	-------------------------->
																																フィールド名
	
													>--	BORDER	-------	*YES---------------------------->
																																*NO
	
													>--	LOCATE	-------	*BOTTOM	------------------------|
																																*MIDDLE
																																*TOP
	



7.70.1	MESSAGEのパラメータ
BORDER
LOCATE
MIN_TIME
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT
REPLY
TYPE

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。このテキストは、
ユーザーに表示される現在または次の画面形式の22/24行目に表示され
ます。メッセージ・テキストを指定するときは、引用符で囲んでくださ
い。MSGTXTパラメータまたはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを
使用してください。両方は使用できません。

MSGID
ユーザーに表示される現在または次の画面の22/24行目に表示するメッ
セージとして標準のメッセージ識別子を指定できます。メッセージ識別
子は7文字である必要があります。このパラメータは、MSGFパラメータ
と組み合わせて使用してください。

移植性に関
する考慮事
項

アプリケーションで特定のメッセージ識別子を受け
取ることに依存する場合、以下の点に注意してくだ
さい。	System	iでは、RDMLXコンポーネントまた
はファンクションとRDMLファンクション間でメッ
セージを経路設定する際に、元のメッセージ識別子
が維持されませません。このようなメッセージは、
メッセージ識別子DCM9899のテキスト・メッセー
ジとして再発行されます。

	

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー



ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。



MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。

TYPE
発行するメッセージのタイプを指定します。
デフォルト値*INFOを指定した場合、ユーザーに表示される次の画面形
式の22/24行目にメッセージが表示されます。このメッセージは、ユー
ザーが再度Enterキーを押すまで22/24行目に表示されたままになりま
す。
*STATUSを指定した場合、メッセージは、現在の画面(その内容は問わ
ない)の22/24行目に表示されます。現在の画面がLANSAシステムの一部
とは限りません。状況メッセージは、次の画面形式がユーザーに表示さ
れると画面から消えます。通常、「状況」メッセージは、何らかの拡張
アクションが進行中のため待機する必要があることをユーザーに通知す
るために発行されます。詳細については、使用例のセクションを参照し
てください。
*WINDOWを指定した場合、メッセージは、メッセージ「ウィンドウ」
としてユーザーに表示されます。このウィンドウは、現在の画面形式
(その内容は問わない)の前面に表示され、画面の上部、中央、または下
部に配置できます(LOCATEパラメータを参照してください)。ウィンド
ウが表示された場合、ユーザーは処理を再開するためにEnterキーを押す
必要があります。処理が再開されると、画面は、メッセージ・ウィンド
ウの表示前の状態に戻ります。また、メッセージに対する応答をRDML
プログラムに戻すこともできます(REPLYパラメータを参照してくださ
い)。
*WINDOWBUZを指定した場合、メッセージは、メッセージ「ウィンド
ウ」としてユーザーに表示されます。このウィンドウの表示時に、ワー
クステーションでアラームが鳴ります(詳細については、
TYPE(*WINDOW)を参照してください)。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAで使用すると、*WINDOWBUZ
は*WINDOWとして解釈され、ビルド警告が
生成されます。

MIN_TIME
現在の画面の22/24行目に*STATUSメッセージを表示する最短時間を指



定します。このパラメータは、ユーザーが内容を読めるよう状況メッ
セージの表示時間を延長するために使用します。このパラメータに値を
指定しない場合、デフォルト値の0秒が使用されます(メッセージは画面
に瞬間的に表示されます)。それ以外の場合は、必要な最短表示時間を
秒単位で指定してください。このパラメータで指定する秒数の間、ユー
ザーのジョブが待機する(また、有益な作業を実行しない)ことに注意し
てください。
このパラメータは、他のファンクションが完了するまで待機する間、
ファンクションを特定時間「中断」するために使用できます。

移植性に関する
考慮事項

現在のリリースのVisual	LANSAではサポート
されていませんが、将来的なリリースでサ
ポートされる予定です。Visual	LANSAで使用
すると、ビルド警告が生成されます。

REPLY
任意で、メッセージに対するユーザーの応答を受け取るフィールドを指
定します。このパラメータは、TYPE(*WINDOW)パラメータを使用して
いるメッセージに対してのみ有効です。
デフォルト値*NONEを指定した場合、ユーザーはメッセージに応答で
きません。この場合、メッセージ・ウィンドウには、ユーザーに対する
メッセージ・テキストのみが表示されます。
フィールド名を指定する場合、そのフィールドは、LANSAデータ・
ディクショナリまたはファンクション内で定義されていなければなりま
せん。フィールドとして、英数字または数値フィールドを使用できま
す。フィールドが20文字を超える英数字フィールドの場合、ユーザーが
指定できるのは最初の20文字のみです。フィールドが数値フィールドの
場合は、整数でなければなりません(すなわち、小数点以下の桁があっ
てはなりません)。フィールド名を指定した場合、メッセージ・ウィン
ドウには、メッセージ・テキストと、メッセージに対する必要な応答を
ユーザーが入力するための、文字列"Reply?"で示される入力フィールド
が表示されます。

BORDER
TYPE(*WINDOW)のメッセージに対して、メッセージ・ウィンドウを境
界線で囲むかどうかを指定します。デフォルト値は*YESです。*YES以
外にこのパラメータに指定できる値は*NOのみです。この場合、境界線
は要求されません。



LOCATE
TYPE(*WINDOW)のメッセージに対して、メッセージ・ウィンドウを画
面上のどこに配置するかを指定します。
デフォルト値*BOTTOMを指定した場合、ウィンドウは画面の下部に配
置されます。
*BOTTOM以外に指定できる値は*TOPおよび*MIDDLEです。この場
合、ウィンドウはそれぞれ画面の上部または中央に配置されます。



7.70.2	MESSAGEについてのコメント/警告
									現時点では、LANSA	GUI	(グラフィカル・ユーザー・インターフェース)に対応したアプ
リケーションでMESSAGE	TYPE(*WINDOW)またはTYPE(*WINDOWBUZ)を使用することは
できません。

									LANSA	for	the	WEBに対応したアプリケーションでは、MESSAGE	TYPE(*WINDOW)、
TYPE(*WINDOWBUZ)、またはTYPE(*STATUS)を使用できません。

									TYPE(*INFO)メッセージは、必要な数だけ発行することができます。最初に発行された
メッセージは、ユーザーに表示される次の画面の22/24行目に、さらにメッセージが続くこと
を示す"+"記号付きで表示されます。これらのメッセージは、スクロール・キーまたは[メッ
セージ]ファンクション・キーを使用して確認できます。詳細については、『LANSA/ADユー
ザーガイド』の「メッセージとヘルプ・キー」を参照してください。
									ファンクションをバッチ実行している場合は、TYPE(*WINDOW)のメッセージを発行し
ないでください。

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_1012.htm


7.70.3	MESSAGEの使用例
プレーン・テキスト・メッセージを発行する
異常終了中に複数のメッセージを発行する
動的に構築されるテキストを含むメッセージを発行する
*MTXT変数のテキストを含むメッセージを発行する
代替変数を含むメッセージを発行する
メッセージを使用してユーザーに指示と通知を行う
メッセージを使用してテキストの形式設定を行う

プレーン・テキスト・メッセージを発行する

以下の例は、ユーザーの画面に表示されるテキスト・メッセージを発行
する方法を示しています。
	MESSAGE	MSGTXT('Welcome	to	the	LANSA	system')
	

異常終了中に複数のメッセージを発行する

以下の例は、異常終了シーケンス中に複数のメッセージを発行する方法
を示しています。
MESSAGE				MSGTXT('=============================================')
MESSAGE				MSGTXT('==		EMPLOYEE	DETAILS	NOT	FOUND	IN	PSLMST			==')
MESSAGE				MSGTXT('=============================================')
MESSAGE				MSGTXT('==	FATAL	ERROR	-	CONTACT	YOUR	SUPERVISOR	==')
ABORT						MSGTXT('=============================================')
	

動的に構築されるテキストを含むメッセージを発行する

以下のサブルーチンは、関連する詳細がすべて含まれるメッセージを、
メッセージの発行が必要になった時点で動的に構築する方法を示してい
ます。
SUBROUTINE	NAME(MESSAGE)	PARMS((#MSGTXT1	*RECEIVED)	(#MSGTXT2	*RECEIVED)	(#MSGTXT3	*RECEIVED))
DEFINE					FIELD(#MSGTXT1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(40)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#MSGTXT2)	REFFLD(#MSGTXT1)
DEFINE					FIELD(#MSGTXT3)	REFFLD(#MSGTXT1)
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	DECIMALS(0)
USE								BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#MSGTXT1	#MSGTXT2	#MSGTXT3)	TO_GET(#MSGDTA)
ABORT						MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDROUTINE	



	
その後、以下のようにサブルーチンを使用してメッセージを発行できま
す。
	EXECUTE	SUBROUTINE(MESSAGE)	WITH_PARMS('Details	for	employee'	#EMPNO	'saved	to	file')
	
または、以下のようにメッセージを発行することもできます。
	EXECUTE	SUBROUTINE(MESSAGE)	WITH_PARMS(#DEPTMENT	'	department	has	been	created'	*BLANKS)
	

*MTXT変数のテキストを含むメッセージを発行する
多言語アプリケーションでは、*MTXT変数をメッセージ・テキストと
して含むエラー・メッセージを発行することが必要になる場合がありま
す。以下のサブルーチンは、これを行う1つの方法です。
SUBROUTINE	NAME(MTXTMESSGE)	PARMS((#MSGDTA	*RECEIVED))
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	DECIMALS(0)
MESSAGE				MSGID(DCM9899)	MSGF(DC@M01)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDROUTINE	
	
その後、以下のようにサブルーチンを使用してメッセージを送信できま
す。
	EXECUTE	SUBROUTINE(MTXTMESSGE)	WITH_PARMS(*MTXTDEMEMPLO05501)
	
代替変数を含むメッセージを発行する

以下の例は、メッセージの文言をメッセージ・ファイルで定義し、必要
な詳細をメッセージの発行時に変数として置換する方法を示していま
す。メッセージが以下のように定義されているとします。

メッセージ・
ファイル：

MYMSGF

メッセージID：MSG0002

メッセージ・テ
キスト：

'The	salary	for	&1	&2	&3	is	&4.'

変数

ラベ 長
小数
点以



ル タイプ さ 下桁
数

想定される内容

&1 *CHAR 5 	 #EMPNO	(従業員番号)

&2 *CHAR 20 	 #GIVENAME

&3 *CHAR 20 	 #SURNAME

&4 *DEC 11 2 #SALARY

この場合、メッセージを以下のように発行します。
GROUP_BY			NAME(#XG_EMPLOY)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME	#SALARY)
											
REQUEST				FIELDS(#EMPNO)
FETCH						FIELDS(#XG_EMPLOY)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
IF_STATUS		IS(*OKAY)
MESSAGE				MSGID(MSG0002)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#XG_EMPLOY)
ELSE							
MESSAGE				MSGTXT('Details	for	employee	can	not	be	found')
ENDIF	
	
メッセージを使用してユーザーに指示と通知を行う

以下の例は、メッセージを使用して、ユーザーに対して次に行うべき操
作を指示し、プログラムが実行中の処理をユーザーに通知する方法を示
しています。この例では、いくつかの入力指示を行ってから入力要求サ
イクルを開始し、さまざまな処理ステップを実行しながらそれをユー
ザーに通知して、最後に次の入力を要求する前に処理が完了したことを
ユーザーに通知します。
MESSAGE				MSGTXT('Input	instructions	appear	here.	Press	Enter')
											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#STD_TEXT)
MESSAGE				MSGTXT('Processing	Step	1.	Please	wait.')	TYPE(*STATUS)
EXECUTE				SUBROUTINE(WAIT)
MESSAGE				MSGTXT('Processing	Step	2.	Please	wait.')	TYPE(*STATUS)
EXECUTE				SUBROUTINE(WAIT)
MESSAGE				MSGTXT('Processing	Step	3.	Please	wait.')	TYPE(*STATUS)
EXECUTE				SUBROUTINE(WAIT)



MESSAGE				MSGTXT('Processing	has	completed.	Please	input	next')
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(WAIT)
BEGIN_LOOP	TO(20000000)
END_LOOP			
ENDROUTINE	
	

*STATUSメッセージのTYPEパラメータを*INFOに変更した場合、処理
が完了し、次のREQUESTコマンドが実行されるまでメッセージは表示
されません。その後、メッセージは、次のREQUESTコマンドが実行さ
れるまで表示されたままになります。

メッセージを使用してテキストの形式設定を行う

以下の例は、メッセージを使用して、変数とテキストを連結テキストに
形式設定する方法を示しています。データ・タイプを変換したり、文字
列を連結する必要はありません。以下のようにメッセージ定義が作成さ
れています。

メッセージ・
ファイル：

MYMSGF

メッセージID：MSG0004

メッセージ・テ
キスト：

'The	name	of	employee	&1	is	&2	&3.'

変数

ラベ
ル

タイプ 長
さ

小数
点以
下桁
数

想定される内容

&1 *CHAR 5 	 #EMPNO	(従業員番号)

&2 *CHAR 20 	 #GIVENAME

&3 *CHAR 20 	 #SURNAME

メッセージ・
ファイル：

MYMSGF



メッセージID：MSG0005

メッセージ・テ
キスト：

'The	department	and	section	of	employee	&1	is	&2	&3.'

変数

ラベ
ル

タイプ 長
さ

小数
点以
下桁
数

想定される内容

&1 *CHAR 5 	 #EMPNO	(従業員番号)

&2 *CHAR 20 	 #DEPTMENT

&3 *CHAR 20 	 #SECTION

メッセージ・
ファイル：

MYMSGF

メッセージID：MSG0006

メッセージ・テ
キスト：

'The	salary	of	employee	&1	is	&2.'

変数

ラベ
ル

タイプ 長
さ

小数
点以
下桁
数

想定される内容

&1 *CHAR 5 	 #EMPNO	(従業員番号)

&2 *DEC 11 2 #SALARY

この場合、これらのメッセージは適切な変数を使用して発行されます。
サブルーチン内では、画面に表示されるブラウズ・リストにメッセージ
をコピーするため、またユーザーが希望した場合には印刷用のレポート
行にコピーするために、GET_MESSAGES	BIFが使用されています。
DEFINE					FIELD(#PRINT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('PRINT?')	DEFAULT(N)
DEFINE					FIELD(#EMPTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(78)
DEFINE					FIELD(#RETCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)



DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPTXT)
DEF_LINE			NAME(#EMPLOYEE)	FIELDS(#EMPTXT)
											
REQUEST				FIELDS(#PRINT)
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
											
SELECT					FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(PSLMST1)
MESSAGE				MSGID(MSG0004)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
MESSAGE				MSGID(MSG0005)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#EMPNO	#DEPTMENT	#SECTION)
MESSAGE				MSGID(MSG0006)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#EMPNO	#SALARY)
IF									COND('#TERMDATE	*NE	0')
MESSAGE				MSGID(MSG0003)	MSGF(MYMSGF)	MSGDTA(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
ENDIF						
ENDSELECT		
											
EXECUTE				SUBROUTINE(SHOWMSGS)
DISPLAY				BROWSELIST(#EMPBROWSE)
											
SUBROUTINE	NAME(SHOWMSGS)
USE								BUILTIN(GET_MESSAGE)	TO_GET(#RETCODE	#EMPTXT)
DOWHILE				COND('#RETCODE	=	OK')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
IF									COND('#PRINT	*NE	N')
PRINT						LINE(#EMPLOYEE)
ENDIF						
USE								BUILTIN(GET_MESSAGE)	TO_GET(#RETCODE	#EMPTXT)
ENDWHILE			
ENDROUTINE	
	
メッセージ・ファイル内のメッセージの文言は、変更したり別の言語に
翻訳したりすることが可能です。このとき、プログラムの変更や再コン
パイルは必要ありません。



7.71	ON_ERROR
ON_ERRORコマンドは、妥当性検査ブロック内で「エラー条件」に適
合した場合に、別のコマンドに制御を渡すために使用します。
妥当性検査ブロック内での「エラー条件」の指定に関する詳細について
は、ENDCHECKコマンドのセクションを参照してください。
「エラー条件」に適合した場合にエラー・メッセージを発行することも
できます。

参照
ON_ERRORのパラメータ
ON_ERRORについてのコメント/警告
ON_ERRORの使用例
																																																									必須
	
		ON_ERROR	-----	GOTO	---------	ラベル	--------------------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																														|拡張可能なグループ式	|
																															----------	最大20	----------
	



7.71.1	ON_ERRORのパラメータ
GOTO
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

GOTO
妥当性検査ブロック内で「エラー条件」に適合した場合に制御を渡す先
のコマンドのラベルを指定します。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序



と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.71.2	ON_ERRORについてのコメント/警告
ON_ERRORコマンドは、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブロッ
ク内でのみ使用できます。妥当性検査ブロックの詳細については、これ
らのコマンドのセクションを参照してください。



7.71.3	ON_ERRORの使用例
以下は、ON_ERRORコマンドの例です。
以下のRDML「入力および妥当性検査」プログラムについて考えます。
REQUEST				FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E)
	
BEGINCHECK
FILECHECK		FIELD(#A)	USING_FILE(ACHECK)
FILECHECK		FIELD(#B)	USING_FILE(BCHECK)
FILECHECK		FIELD(#C)	USING_FILE(CCHECK)
FILECHECK		FIELD(#D)	USING_FILE(DCHECK)
FILECHECK		FIELD(#E)	USING_FILE(ECHECK)
ENDCHECK
	
この妥当性検査ブロックは、前の検査に失敗した場合でも以降の検査が
すべて実行されるため、あまり効率的とは言えません。例えば、#Aがエ
ラーになった場合、#B、#C、#D、および#Eの検査は無駄になります。
これは、ユーザーがフィールド#Aを修正したときに、これらのフィール
ドの検査を再度実行する必要があるからです。
ON_ERRORコマンドを使用すると、以下のように一連の「早期終了」
を指定することで、上記の例ような妥当性検査ブロックの効率を高める
ことができます。
L10:	REQUEST				FIELDS(#A	#B	#C	#D	#E)
	
					BEGINCHECK
					FILECHECK		FIELD(#A)	USING_FILE(ACHECK)
					ON_ERROR			GOTO(L10)
					FILECHECK		FIELD(#B)	USING_FILE(BCHECK)
					ON_ERROR			GOTO(L10)
					FILECHECK		FIELD(#C)	USING_FILE(CCHECK)
					ON_ERROR			GOTO(L10)
					FILECHECK		FIELD(#D)	USING_FILE(DCHECK)
					ON_ERROR			GOTO(L10)
					FILECHECK		FIELD(#E)	USING_FILE(ECHECK)
					ENDCHECK
	
すなわち、検査に失敗すると、制御がREQUESTコマンドに戻され、修



正を促すためにエラーの詳細が表示されます。当然ながら、この手法に
は、特定のフィールドがエラーになった場合に、その最初のエラーが修
正されない限り、以降のすべてのフィールドが検査されないという欠点
もあります。



7.72	OPEN
OPENコマンドは、FILEパラメータで指定されたデータベース・ファイ
ルを開く(または開く操作を制御する)ために使用します。個々のファイ
ルまたはすべてのファイルを開くか、制御することができます。
OPENコマンドには2つの形式があります。
最初の形式は実行可能形式です。実行可能形式と呼ばれるのは、ファイ
ルがOPENコマンドの実行時に開かれるからです。この形式では、
System	iオペレーティング・システム・コマンドOPNQRYF	(オープン・
クエリー・ファイル)へのアクセスがサポートされます。
2つ目の形式は宣言形式です。宣言形式と呼ばれるのは、実際にはOPEN
コマンドが実行されないからです。RDMLプログラム内にこのコマンド
が存在することで、LANSAがファイルを自動的に開く方法とそのタイ
ミングが宣言されます。
上記の2つのコマンド形式については、後で詳しく説明します。
通常、RDMLプログラムにOPENまたはCLOSEコマンドをコーディング
する必要はありません。ファイルを開く/閉じる操作は、必要に応じて
LANSAが自動的に実行します。OPENおよびCLOSEコマンドは、ファイ
ルを明示的に開く/閉じる操作を実行したり、LANSAがファイルを自動
的に開く/閉じる方法およびそのタイミングを変更したりする場合のみ
使用します。

移
植
性
に
関
す
る
考
慮
事
項

Visual	LANSAでは、FILE	(ライブラリ)はサポートされません。Visual	LANSAコード内で使
用すると、ビルド警告が生成されます。パラメータ
ALWCPYDTA、COMMIT、FILE、KEYFLD、OPTIMIZE、QRYSLT、
よびUSE_OPTIONを参照してください。

参照
OPENのパラメータ
OPENについてのコメント/警告
OPENの使用例



																																																									任意指定
	
		OPEN	---------	FILE----------	*ALL.	*FIRST	------------------->
																																ファイル名.ライブラリ名
	
													>--	USE_OPTION	---	*FIRSTSCREEN	------------------->
																																*IMMEDIATE
																																*ONDEMAND
																																*OPNQRYF
																																*KEEPOPEN
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	QRYSLT	-------	*ALL	--------------------------->
																																'選択条件'
																																#フィールド名
																																'=EXCHANGE'
	
													>--	KEYFLD	-------	*NONE	-------------------------->
																																*FILE
																																'必要なキー/ソート順'
																																#フィールド名
	
													>--	ALWCPYDTA	----	*YES	--------------------------->
																																*NO
	
													>--	OPTIMIZE	-----	*ALLIO	------------------------->
																																*FIRSTIO
																																*MINWAIT
	
													>--	SEQONLY	------	*YES	---	レコード数	----->
																																*NO
	
													>--	COMMIT	-------	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	TYPE	---------	*NORMAL	------------------------|
																																*PERM
	



7.72.1	OPENのパラメータ
ALWCPYDTA
COMMIT
ファイル
IO_ERROR
IO_STATUS
KEYFLD
OPTIMIZE
QRYSLT
SEQONLY
TYPE
USE_OPTION

FILE
開くファイルまたは制御するファイルを指定します。個々のファイルを
指定することも、デフォルト値*ALLを指定することもできます。詳細
については、「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してくださ
い。
注：パラメータFILE(*ALL)とUSE_OPTION(*OPNQRYF)を組み合わせて
指定することはできません。クエリー・ファイルを開く場合は、FILEパ
ラメータで特定のファイルを指定する必要があります。

移植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAでは、FILE	(ライブラリ)はサポート
されません。Visual	LANSAコード内で使用すると、
ビルド警告が生成されます。

USE_OPTION
LANSAがこのファイルを開くときに使用する、開く操作または制御に
関連するオプションを指定します。このパラメータに指定できる値は以
下のとおりです。
デフォルト値*FIRSTSCREEN(FSS)を指定した場合、このコマンドは
「宣言」形式になります。指定したファイルは、最初の画面とユーザー
との対話処理と「並行」して開かれます。すなわち、最初の画面がユー
ザーに表示され、ユーザーがデータを入力している間にファイルが開か
れます。
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*IMMEDIATE(IMD)を指定した場合、このコマンドは「実行可能」形式
になります。指定したファイルは、直ちに(すなわち、OPENコマンドの
実行時に)開かれます。
*ONDEMAND(OND)を指定した場合、このコマンドは「宣言」形式にな
ります。指定したファイルは必要に応じて開かれます。すなわち、ファ
イルに対する最初のI/O要求により、自動的にファイルが開かれます。
ファイルに対してI/O要求が行われない場合、ファイルは開かれませ
ん。
*OPNQRYF(UOQ)を指定した場合、このコマンドは「実行可能」形式に
なります。ファイルを開く間、ファイル内のデータを選択/順序設定す
るために、IBM	iオペレーティング・システム・コマンドOPNQRYFが使
用されます。ファイルは、OPENコマンドの実行時に開かれます。
OPNQRYFは、非常に強力で便利なコマンドです。ただし、状況によっ
てはパフォーマンスが大幅に低下することがあります。OPNQRYFコマ
ンドと、関連するパラメータ値およびパフォーマンスへの影響の詳細に
ついては、IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。
*KEEPOPEN(KPO)を指定した場合、このコマンドは「実行可能」形式
になります。ファイルは直ちに(すなわち、OPENコマンドの実行時に)
開かれ、明示的なCLOSEコマンドの発行によって閉じられるまで開いた
ままになります。この方法で開かれたファイルは、LANSA内での明示
的なCLOSEコマンドの発行によってのみ閉じることができます。
このオプションで開かれたファイルは、RDMLプログラムの終了時に
LANSAが使用する、自動的にファイルを閉じるロジックで閉じること
はできません。
通常、このオプションは、頻繁に使用されるファイルを常時開いたまま
にするために、パフォーマンス上の理由で使用します。

移植性に
関する考
慮事項

*FIRSTSCREENは無視されます。アプリケーション
に対する影響は不明です。

*ONDEMANDは無視されます。アプリケーションに
対する影響は不明です。
*OPNQRYFは、IBM	iでのみ実行がサポートされま
す。その他すべてのプラットフォームでは、実行エ
ラーが発生しますが、コードの実行に条件を付ける
ことができます。
*KEEPOPENは無視されます。アプリケーションの
検査が必要です。Visual	LANSAで使用すると、ビル



ド警告が生成されます。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
このコマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクショ
ンを指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSAの処理を続行することもできま
すが、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
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したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

QRYSLT

移植性に関
する考慮事
項

LANSA/スーパーサーバー経由でIBM	iサーバーを
使用しない限り、現在のリリースのVisual	LANSA
ではサポートされません。

QRYSLT('=EXCHANGE')の使用はRDMLフィールド
でのみサポートされます。RDMLXの交換リストに
フィールドを配置すると、交換リストに配置され
た値から末尾ブランクが切り捨てられます。

このパラメータは、USE_OPTION(*OPNQRYF)パラメータと組み合わせ
て使用した場合のみ有効です。それ以外の場合は無視されます。ファイ
ル内のデータへのアクセス・パスを作成する際にOPNQRYFコマンドで
使用する選択条件を指定するために使用します。
以下のように英数字リテラルを指定することもできます。
OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT('STATE	*EQ	"NSW"')
	
または、以下のように、選択条件が保持されているフィールドの名前を
指定することもできます。
CHANGE	FIELD(#SELECTION)	TO('STATE	*EQ	"NSW"')
OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT(#SELECTION)
	
または、以下のように交換リストを利用することもできます。
OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT('=EXCHANGE')
	

2番目の方法では、RDMLプログラムで実行時に選択条件を変更できま
す。フィールド#SELECTIONの内容を変更することで、プログラムが実
際に選択するデータを変更することが可能です。これは、OPNQRYFコ
マンドで提供される強力な機能の1つです。Visual	LANSAでは、



SELECT_SQLコマンドによってこれと同様の動作が実行されますが、利
用できるのはIBM	i上のRDMLXオブジェクトのみです。以下は、クロス
プラットフォーム・コードの例です。クロスプラットフォームで動作す
るクエリーを作成する際は十分に注意してください。特に、リテラルを
一重引用符で囲み、ファイルをIBM	i上で閉じてください。
EXECUTE	SUBROUTINE(QUOTE)	WITH_PARMS('NSW'	#QUOTED)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('STATE	='	#QUOTED)	TO_GET(#SELECTION)
IF	COND('*CPUTYPE	*NE	AS400')
			SELECT_SQL	FIELDS(#STATE)	FROM_FILES((#STATES))	WHERE(#SELECTION)
						DISPLAY	FIELDS(#STATE)
			ENDSELECT
ELSE
			OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT(#SELECTION)
			SELECT	FIELDS(#STATE)	FROM_FILE((#STATES))
						DISPLAY	FIELDS(#STATE)
			ENDSELECT			
			CLOSE	FILE(STATES)	
ENDIF
SUBROUTINE	NAME(QUOTE)	PARMS((#TEXT1	*RECEIVED)	(#TEXT2	*RETURNED))
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(*QUOTE	#TEXT1	*QUOTE)	TO_GET(#TEXT2)
ENDROUTINE
	

3番目の方法では、各フィールドに最大256文字まで指定でき、クエリー
選択を定義するために必要な数だけ交換フィールドを指定できま
す。'=EXCHANGE'はEXCHANGEコマンドと組み合わせて使用します。
クエリー選択が複雑で、その定義に256文字以上必要な場合は、2番目の
方法よりこの方法の方が適しています。3番目の方法は、IBM	i上でロー
カル実行する場合のみサポートされます。Visual	LANSAから使用する
場合は、以下の例に示すように、LANSA/スーパーサーバーを介して
IBM	iファンクションを実行する必要があります。



注:QRYSLTパラメータ内での"記号(二重引用符)の使用に注意してくださ
い。OPNQRYFでは、"記号(二重引用符)を'記号(一重引用符)と同じよう
に使用できます。LANSAからOPNQRYFを使用する場合は、英数字リテ
ラルへのコーディングが容易なことから"記号の方が適しています。
この例では、フィールド名STATEの前に#	(ハッシュ(シャープ))記号があ
りません。これは、実際の選択要求がLANSAではなくOPNQRYFコマン
ドに対して行われるためです。
QRYSLTパラメータの詳細、このパラメータの値、動作、およびサポー
トされるオプションについては、IBM提供の該当のマニュアルに記載さ
れているOPNQRYFコマンドに関するセクションを参照してください。

KEYFLD
このパラメータは、USE_OPTION(*OPNQRYF)パラメータと組み合わせ
て使用した場合のみ有効です。それ以外の場合は無視されます。
このパラメータは、ファイル内のデータへのアクセス・パスを作成する
際にOPNQRYFコマンドで使用するキー・フィールドを指定するために
使用します。これにより、ファイル内のデータに、要求されたキー順で
アクセスできるようになります。以下のように英数字リテラルとして指
定することもできます。
OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	
					KEYFLD('STATE	POSTCD')
	
または、以下のように、キー・フィールドが保持されているフィールド
の名前を指定することもできます。
CHANGE	FIELD(#ORDER_BY)	TO('STATE	POSTCD')
OPEN	FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	KEYFLD(#ORDER_BY)



	
2番目の方法を使用した場合、キー・フィールド(すなわち、ファイルの
データの処理順序)をプログラムで実行時に変更できます。フィールド
#ORDER_BYの内容を変更することで、ファイルSTATESからレコードが
処理される順序を動的に変更することが可能です。これは、OPNQRYF
コマンドで提供されるもう1つの強力な機能です。
また、この例では、フィールド名STATEおよびPOSTCDの前に#	(ハッ
シュ(シャープ))記号が付いていないことに注意してください。これは、
実際のキー/順序要求がLANSAではなくOPNQRYFコマンドに対して行わ
れるためです。
KEYFLDパラメータの詳細、このパラメータの値、動作、およびサポー
トされるオプションについては、IBM提供の該当のマニュアルに記載さ
れているOPNQRYFコマンドに関するセクションを参照してください。

移植性に
関する考
慮事項

LANSA/スーパーサーバー経由でIBM	iサーバーを使
用しない限り、現在のリリースのVisual	LANSAでは
サポートされません。

ALWCPYDTA、
OPTIMIZE、
SEQONLY、
COMMIT、および
TYPE
これらのパラメータは、USE_OPTION(*OPNQRYF)パラメータと組み合
わせて使用した場合のみ有効です。それ以外の場合は無視されます。
これらのパラメータの詳細、これらパラメータの値、動作、およびサ
ポートされるオプションについては、IBM提供の該当のマニュアルに記
載されているOPNQRYFコマンドに関するセクションを参照してくださ
い。

移植性に
関する考
慮事項

LANSA/スーパーサーバー経由でIBM	iサーバーを使
用しない限り、これらのパラメータは現在のリリー
スのVisual	LANSAではサポートされません。



7.72.2	OPENについてのコメント/警告
									対話型RDMLプログラム内で明示的なOPENコマンドがコーディングされていないファ
イルは、OPEN	USE_OPTION(*FIRSTSCREEN)コマンドが使用されたかのように開かれま
す。

									バッチRDMLプログラム内で明示的なOPENコマンドがコーディングされていないファ
イルは、OPEN	USE_OPTION(*ONDEMAND)コマンドが使用されたかのように開かれます。

									ファイルがすでに開いている場合、OPENコマンドまたは要求は無視されます。ただ
し、*OPNQRYFオプションが指定されている場合は例外です。この場合、開いているファイ
ルが閉じ、適切なOPNQRYFパラメータを使用して再度開かれます。

また、すでに開いているファイルに対して*KEEPOPENオプションを使
用すると、そのファイルを明示的なCLOSEコマンドでのみ閉じることが
できることを示すフラグが立てられます。このファイルは(*OPNQRYF
オプションを使用した場合のように)実際に閉じてから再度開かれるこ
とはありませんが、明示的なCLOSE要求が発行されない限り閉じること
ができないよう内部的にタグ付けされます。
ファイルは2通りの方法で閉じることができます。

									1つは、通常のRDMLプログラム終了ロジックによって自動的にファイルを閉じる
(CLOSE)方法です。

									もう1つは、RDMLプログラム内で明示的なCLOSEコマンドを発行する方法です。

RDMLプログラムは、通常の方法で終了するときに、使用していたすべ
てのデータベース・ファイルを自動的に閉じようとします。ただし、以
下のいずれかの条件に該当する場合、ファイルを閉じる要求は無視され
ます。

									ファイルがすでに閉じられているか開かれていない

									関連付けられたプロセスが高使用頻度オプションを使用している

									ファイルが*KEEPOPENオプションで開かれている

									ファイルを閉じようとしているファンクションが、そのファイルを最初に開いたファン
クションではない

									明示的なCLOSEコマンド(すなわち、RDMLプログラムにコーディングされているもの)
は、ファイルがすでに閉じている場合のみ無視されます。それ以外の状況では、そのファイ
ルが*KEEPOPENオプションを使用して開かれた場合でも、また他のプログラムによって開
かれた場合でも、ファイルを強制的に閉じます。

									RDMLが参照している、明示的に(すなわちOPENコマンドによって)開かれる前または自
動的に開かれる(すなわち最初の画面対話処理時の)前のファイルは、「必要に応じて」自動
的に開かれます。すなわち、閉じているファイルに対してI/O操作を実行しようとすると、そ
のファイルが自動的に開かれます。

									USE_OPTION(*OPNQRYF)を使用する場合は、RDMLプログラムに明示的なCLOSEコマ
ンドをコーディングすることをお勧めします。これにより、OPNQRYFコマンドによって作
成される一時アクセス・パスが破棄されます。



また、(特別な*FILEパラメータではなく)明示的なKEYFLDパラメータと
組み合わせて*OPNQRYFオプションを使用した後は、単純なSELECT
ループによって、OPNQRYFコマンドで作成された一時アクセス・パス
からすべてのレコードを読み取ることをお勧めします。
WITH_KEYパラメータが指定されたSELECTコマンド(またはその他の
I/Oコマンド)を使用しようとすると、I/Oモジュールが使用するファイ
ル・キーが、OPNQRYFコマンドで作成される一時ファイルの実際の
キーと一致しないため、予期しない結果になる可能性があります。

									USE_OPTION(*FIRSTSCREEN)パラメータを使用すると、ユーザーに最初の画面を表示
する際に、開く操作が「並行」して試行されます。この画面は、プログラムで実際に実行さ
れる最初のDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドです(プログラム内に最初にコー
ディングされているものとは限りません)。

また、このオプションを使用すると、関連付けられたSystem	i表示ファ
イル内でDFRWRT	(画面書き込みを読み取りまで延期)オプションを使用
できないため、通信回線のパフォーマンスがわずかに低下することがあ
ります。
DFRWRTパラメータの詳細については、IBM提供の該当のマニュアルに
記載されているSystem	i	CRTDSPFコマンドに関するセクションを参照し
てください。
手作業で表示ファイルをDFRWRT(*YES)に変更しようとすると、この
「並行」機能が完全に無効になり、ユーザーは、ファイルが開かれるま
で、最初の画面が表示されるのを待つ必要があります。



7.72.3	OPENの使用例
例1：最初の画面対話処理中に顧客マスター・ファイルCUSTMSTを開き
ます。
OPEN	FILE(CUSTMST)
	
または
OPEN	FILE(CUSTMST)	USE_OPTION(*FIRSTSCREEN)
	
例2：「必要に応じて」開かれる顧客マスター・ファイルを除くすべて
のファイルを直ちに開きます。
OPEN	FILE(*ALL)	USE_OPTION(*IMMEDIATE)
OPEN	FILE(CUSTMST)	USE_OPTION(*ONDEMAND)
	
例3：ファイルSTATESを開き、すべてのレコードを作業リスト
#WRK_LISTにロードしてから、ファイルSTATESを閉じます。
OPEN						FILE(STATES)	USE_OPTION(*IMMEDIATE)
SELECT				FIELDS(#WRK_LIST)	FROM_FILE(STATES)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRK_LIST)
ENDSELECT
CLOSE					FILE(STATES)
	
例4：ファイルSTATESを開き、すべてのレコードを州名(STATNM)順に
作業リスト#WRK_LISTにロードしてから、ファイルSTATESを閉じま
す。
OPEN						FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	KEYFLD('STATNM')
SELECT				FIELDS(#WRK_LIST)	FROM_FILE(STATES)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRK_LIST)
ENDSELECT
CLOSE					FILE(STATES)
	
例5：ファイルSTATESを開き、すべてのレコードを州名(STATNM)順に
作業リスト#WRK_LISTにロードします。次に、郵便番号(POSTCD)が
2000〜3999のレコードのみを選択し、ファイルSTATESを閉じます。
OPEN						FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	KEYFLD('STATNM')	QRYSLT('(POSTCD	*GE	2000)	*AND	(POSTCD	*LE	3999)')
SELECT				FIELDS(#WRK_LIST)	FROM_FILE(STATES)



ADD_ENTRY	TO_LIST(#WRK_LIST)
ENDSELECT
CLOSE					FILE(STATES)
	
例6：名前および住所のクエリー要求についてのみ応答する、完全な
ユーザー駆動型の名前/住所レポートを作成します。名前/住所ファイル
の名前はNAMESです。
				DEFINE				FIELD(#SELECTION)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)	LABEL('Select	:')
				DEFINE				FIELD(#ORDER_BY)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)	LABEL('Sort			:')
				DEF_LINE		NAME(#LINE1)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDR1	#ADDR2	#ADDR3	#POSTCD	#CRTDATE)
L1:	REQUEST			FIELDS(#SELECTION	#ORDER_BY)
	
				OPEN						FILE(NAMES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	IO_ERROR(L1)	QRYSLT(#SELECTION)	KEYFLD(#ORDER_BY)
	
				SELECT				FIELDS(#LINE1)	FROM_FILE(NAMES)
				PRINT					LINE(#LINE1)
				ENDSELECT
	
				CLOSE					FILE(NAMES)
	
例7：ユーザーが名前/住所ファイルの住所行3行で地区名をスキャンす
ることのできるレポートを作成します。要求された地区を含むすべての
顧客の詳細を印刷します。
DEFINE				FIELD(#SRCHSUB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Suburb	:')
DEFINE				FIELD(#SELECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
DEF_LINE		NAME(#LINE1)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDR1	#ADDR2	#ADDR3	#POSTCD	#CRTDATE)
REQUEST			FIELDS(#SRCHSUB)
USE		BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS('''(ADDR1	*CT	"'''		#SRCHSUB	'''")''')	TO_GET(#SELECT)
USE		BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#SELECT	'''	*OR	(ADDR2	*CT	"'''	#SRCHSUB	'''")''')	TO_GET(#SELECT)
USE		BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#SELECT	'''	*OR	(ADDR3	*CT	"'''	#SRCHSUB	'''")''')	TO_GET(#SELECT)
OPEN						FILE(NAMES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT(#SELECT)	KEYFLD(*FILE)
SELECT				FIELDS(#LINE1)	FROM_FILE(NAMES)
PRINT					LINE(#LINE1)
ENDSELECT
CLOSE					FILE(NAMES)
	
例8：ファイルSTATESを開き、すべてのレコードをブラウズ・リスト
#BROWSELにロードし、州が'NSW'および'QLD'、郵便番号が2000〜



4999のレコードのみを選択します。
DEFINE				FIELD(#FIELDA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	
DEFINE				FIELD(#FIELDB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	
CHANGE				FIELD(#FIELDA)	TO('(DEPTMENT	*EQ	"ADM")	*OR	(DEPTMENT	*EQ	"MNT")	OR	')
CHANGE				FIELD(#FIELDB)	TO('(DEPTMENT	*EQ	"FLT")	*OR	(DEPTMENT	*EQ	"MIS")')
EXCHANGE		FIELDS(#FIELDA)
EXCHANGE		FIELDS(#FIELDB)
OPEN						FILE(STATES)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT('=EXCHANGE')
SELECT				FIELDS((#BROWSEL))	FROM_FILE(STATES)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSEL)
ENDSELECT
	



7.73	OTHERWISE
OTHERWISEコマンドは、CASE/ENDCASEブロック内で、WHENコマン
ドと組み合わせて使用します。
OTHERWISEコマンドは、どのWHENコマンドの条件にも適合せず、し
たがってどのWHENコマンドも実行されない場合に実行するコマンドを
指定するために使用します。
CASE、WHEN、およびENDCASEコマンドの詳細と使用例については、
これらのコマンドのセクションを参照してください。
CASE/ENDCASEブロックへのOTHERWISEコマンドの組み込みは任意で
す。ただし、OTHERWISEコマンドを使用する場合は、最後のWHENコ
マンドからENDCASEコマンドまでの間に配置してください。
参照
OTHERWISEのパラメータ
OTHERWISEの使用例
CASE
ENDCASE
WHEN
		OTHERWISE	------	パラメータはありません	-------------------------------|
	



7.73.1	OTHERWISEのパラメータ
OTHERWISEコマンドにはパラメータはありません。



7.73.2	OTHERWISEの使用例
OTHERWISEコマンドの使用方法については、「CASE」を参照してく
ださい。



7.74	OVERRIDE
OVERRIDEコマンドは、ファンクションまたはコンポーネント内の
フィールドのデータ・ディクショナリ属性を上書きするために使用しま
す。
任意のフィールド属性(タイプを除く)を上書きできます。
指定した上書きは、そのファンクション内でのみ有効になります。
LANSAデータ・ディクショナリは、上書きによる影響をまったく受け
ません。

参照
OVERRIDEのパラメータ
OVERRIDEの使用例
																																																									必須
		OVERRIDE	-----	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	LENGTH	-------	*SAME	-------------------------->
																																数値
																																						桁数の増減						*PLUS
																																																					*MINUS
																																																					*NONE
																																						増減桁数	*NONE
																																																					数値
													>--	DECIMALS	-----	*SAME	-------------------------->
																																数値
																																						桁数の増減						*PLUS
																																																					*MINUS
																																																					*NONE
																																						増減桁数	*NONE
																																																					数値
													>--	LABEL	--------	*SAME	-------------------------->
																																ラベル名
													>--	DESC	---------	*SAME	-------------------------->
																																テキスト記述
													>--	COLHDG	-------	*SAME	-------------------------->
																																欄見出し
																																|													|
																																--	最大3	--
													>--	EDIT_CODE	----	*SAME	-------------------------->
																																編集コード
													>--	EDIT_WORD	----	*SAME	-------------------------->
																																編集語
													>--	INPUT_ATR	----	*SAME	-------------------------->
																																入力属性
													>--	OUTPUT_ATR	---	*SAME	-------------------------->



																																出力属性
													>--	DEFAULT	------	*SAME	-------------------------->
																																デフォルト値
													>--	TO_OVERLAY	---	*NONE	--------------	1	--------	
																																#フィールド名				開始位置
													>--	SHIFT	------	*SAME	--------------------------|
																																キーボード・シフト



7.74.1	OVERRIDEのパラメータ
COLHDG
DECIMALS
DEFAULT
DESC
EDIT_CODE
EDIT_WORD
FIELD
INPUT_ATR
LABEL
LENGTH
OUTPUT_ATR
SHIFT
TO_OVERLAY

FIELD
上書きするフィールドの名前を指定します。フィールド名は、先頭文字
が#でなければなりません。また、LANSAデータ・ディクショナリに定
義されていなければなりません。

LENGTH
上書き後のフィールド長を指定します。値*SAMEを指定した場合、
フィールド長は上書きされません。許容されるフィールド長の詳細につ
いては、「フィールド・タイプ」を参照してください。

タイプ Lengthパラメータに関する注意事項

*DECまたは
同義の
*PACKED

フィールドがRDMLフィールドの場合、フィールド長
を31桁以上に変更すると、作業フィールドがRDMLX
フィールドになります。

*SIGNED フィールドがRDMLフィールドの場合、フィールド長
を31桁以上に変更すると、作業フィールドがRDMLX
フィールドになります。

*DATE 日付は固定サイズ(常に10桁)です。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
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増減桁数は*NONEでなければなりません。

*TIME 時刻は固定サイズ(常に8桁)です。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
増減桁数は*NONEでなければなりません。

*DATETIME 19、21〜29
長さによって、秒の小数部の桁数は異なってきます。
これについて明確にしておく必要があります。長さ19
桁は、秒の小数部がないことを意味し、21〜29桁は、
秒の小数部の桁数が1〜9桁であることを意味します。
DECIMALSパラメータの影響は受けません。
桁数の増減は*NONEでなければなりません。
増減桁数は*NONEでなければなりません。

「桁数の増減」値は、LENGTHパラメータで*SAMEと組み合わせて使
用されます。このフィールドの目的は、フィールド長を特定量だけ増減
できるようにすることです。指定できる値は、*PLUS、*MINUS、およ
び*NONEです。

									*PLUSを指定した場合、フィールド長属性の値が増加します。

									*MINUSを指定した場合、フィールド長属性の値が減少します。

									*NONEを指定した場合、フィールド長属性の値は変わりません。

「増減桁数」値は、LENGTHパラメータで*SAME値と組み合わせて使
用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィールドの目
的は、フィールド長の値を増加または減少させる増分値または減分値を
指定することです。このフィールドには、数値または値*NONEを指定
できます。
注：
リリース4PC	E2までのLANSAでは、最大15桁の数値フィールドがサ
ポートされていました。PC	E2より、30桁の数値フィールドがサポート
されるようになりました。このコマンドを使用して、長さが15桁以下の
フィールド長を16桁以上で上書きする場合は、下位互換性を保つため
に、FUNCTIONコマンドのOPTIONSパラメータで*DBOPTIMISEを指定
してください。
同様に、*DBOPTIMISEを指定せずに、15桁以上のフィールド長を15桁
未満で上書きしないでください。この制限は、さらに長いフィールドが
サポートされるようになったときに、既存のI/Oモジュールでは8バイ



ト・フィールドと16バイト・フィールド間の変換を処理できないという
事実に基づいています。

DECIMALS
上書き後のフィールドの小数点以下桁数を指定します。値*SAMEを指
定した場合、小数点以下桁数は上書きされません。それ以外の場合は、
0〜63の値を指定してください。
「桁数の増減」値は、DECIMALSパラメータで*SAMEと組み合わせて
使用されます。このフィールドの目的は、小数点以下桁数を指定量だけ
増減できるようにすることです。指定できる値は、*PLUS、*MINUS、
および*NONEです。*PLUSを指定した場合、フィールドの小数点以下桁
数属性の値が増加します。*MINUSの場合は、フィールドの小数点以下
桁数属性の値が減少します。*NONEを指定した場合、フィールドの小
数点以下桁数属性の値は変わりません。
「増減桁数」値は、小数点以下桁数パラメータで*SAME値と組み合わ
せて使用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィール
ドの目的は、フィールドの小数点以下桁数の値を増加または減少させる
増分値または減分値を指定することです。このフィールドには、数値ま
たは値*NONEを指定できます。

LABEL
このフィールドに割り当てる15文字のラベルを指定します。*SAMEを
指定した場合、ラベルは上書きされません。それ以外の場合は、上書き
後のラベルを引用符で囲んで指定してください。

DESC
このフィールドに割り当てる40文字の記述を指定します。*SAMEを指
定した場合、フィールド記述は上書きされません。それ以外の場合は、
上書き後の記述を引用符で囲んで指定してください。

COLHDG
このフィールドに割り当てる3×20文字の欄見出しを指定します。
*SAMEを指定した場合、欄見出しは上書きされません。それ以外の場
合は、必要な上書き後の欄見出しを引用符で囲んで指定してください。

EDIT_CODE
数値フィールドに対してフィールド編集コードを指定します。*SAME
を指定した場合、フィールド編集コードは上書きされません。それ以外
の場合は、上書き後の編集コードとして、以下のリストのいずれかを指



定してください。
タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。あるいは、どちらも*SAMEのままにする
こともできます。ただし、Integerタイプのフィールドには編集コードW
およびYを使用できません。その他すべてのフィールド・タイプの場合
は、EDIT_CODE(*SAME)	EDIT_WORD(*SAME)でなければなりませ
ん。
LANSAでサポートされる編集コードについては、「標準フィールド編
集コード」を参照してください。

EDIT_WORD
フィールドに割り当てる上書き後の編集語を指定します。*SAMEを指
定した場合、編集語は上書きされません。それ以外の場合は、必要に応
じて上書き後の編集語を指定してください。
LANSAが実行する妥当性検査は単純なため、編集語の使用は経験のあ
るユーザーに限るべきです。
タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。あるいは、どちらも*SAMEのままにする
こともできます。その他すべてのフィールド・タイプの場合は、
EDIT_CODE(*SAME)	EDIT_WORD(*SAME)でなければなりません。
フィールド長を上書きし、EDIT_WORD(*SAME)を使用すると、デー
タ・ディクショナリに関連付けられた編集語が使用されることに注意し
てください。ただし、使用するフィールド長または小数点以下桁数が
データ・ディクショナリの定義と異なる場合は、関連付けられた編集語
が無効になる可能性があります。このような場合、編集語も上書きする
必要があります。
また、オペレーティング・システムによる浮動通貨記号を含む編集語の
処理が、画面パネル上とレポート上とで異なることに注意してくださ
い。このような場合、レポートの生成用に、別のフィールド(または
「仮想」フィールド)を使用することをお勧めします。
編集語がLANSAでRDMLコマンド言語により定義されている場合は、そ
の編集語を単一引用符ではなく三重引用符で囲んでください。
例えば：
末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの場合、編集語を上書きする正し
い方法は以下のとおりです。
OVERRIDE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)
									LABEL('Sales	Increase')	EDIT_WORD('''			.		%''')
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以下は、末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの編集語を上書きする方
法として正しくありません。
OVERRIDE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)
									LABEL('Sales	Increase')	EDIT_WORD('			.		%')
	
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を
参照してください。キーワードEDTWRDを参照してください。

INPUT_ATR
必要な入力属性の上書き値を指定します。*SAMEを指定した場合、入
力属性の上書き値は不要です。
RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイプ」を参照してください。
タイプA	(英数字)、P	(パック10進数)、およびS	(符号付き)の有効な入力
属性は以下のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

AB ブランク入力可能 Y Y Y

ME 入力必須項目チェック Y Y Y

MF 全桁入力チェック Y Y Y

M10 Modulus	10	のチェック 	 Y Y

M11 Modulus	11	のチェック 	 Y Y

VN 名前の妥当性チェック Y 	 	

FE フィールド	EXITキーを必要に
設定

Y Y Y

LC 小文字入力可能この属性を設
定しない場合は、『LANSA/AD
ユーザーガイド』の「システ
ム区画の言語属性を表示また
は変更する」の「PC	ロケール
による大文字変換指定」を参
照してください。

Y 	 	
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RB 右寄せブランクの組み込み 	 Y Y

RZ 右寄せゼロの組み込み 	 Y Y

RL カーソルを右から左に移動 Y Y Y

RLTB カーソルを左から右、上から
下にタブﾞ移動

SAA/CUA区画でのみ有効。
ファンクションの画面パネル
すべてに影響します。

Y Y Y

GRN 緑色表示 Y Y Y

WHT 白色表示 Y Y Y

RED 赤色表示 Y Y Y

TRQ 青緑色表示 Y Y Y

YLW 黄色表示 Y Y Y

PNK ピンク色表示 Y Y Y

BLU 青色表示 Y Y Y

BL 明滅表示 Y Y Y

CS 欄の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高輝度表示 Y Y Y

ND 非表示(非表示フィールド) Y Y Y

RA レコードの自動前進フィール
ド

Y Y Y

SREV 反転形式で保存。

この特別な属性は、双方向言
語用です。このコンテキスト
には適用できません。

Y N N

SBIN Binary形式で保存。この特別な
属性は、リポジトリ・フィー

Y N N



ルド用です。このコンテキス
トには適用できません。

HIND ヒンディー数字
ヒンディー数字で表示。
『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「ヒンディー数字」を
参照してください。

N Y Y

CBOX	* チェック・ボックス Y N N

RBnn	* ラジオ・ボタン Y N N

PBnn	* プッシュ・ボタン Y N N

DDxx	* ドロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/ADユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を参照してください。
SAA/CUAガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用できま
す(実際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH アクション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画面のタイトル

PBPI 画面の識別子

PBIN ユーザーへの説明

PBFP フィールドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括弧

PBCM フィールド欄見出し

PBGH グループ見出し

PBNT 標準のテキスト

PBET 強調のテキスト
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PBEN	* 入力可能のフィールド(標準)

PBEE	* 入力可能のフィールド(強調)

PBCH メニューに表示される選択項目

PBSC 最後にメニューから選択された項目

PBUC 使用不可の選択項目

PBCN 入力不可のフィールド(標準)

PBCE 入力不可のフィールド(強調)

PBSI スクロール情報

PBSL 区切り線

PBWB ポップアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファンクション・キーの情報

注：通常、PBENおよびPBEEは入力属性としてのみ指定します。これら
の属性の詳細については、『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「OS/400のSAA/CUAインプリメンテーション」を参照してください。ま
た、1つのフィールドに指定できる色は1つのみであることに注意してく
ださい。複数の色を使用すると、他の属性に影響を与える可能性があり
ます。詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description
Specifications』を参照してください。検討する必要のあるキーワード
は、CHECK、COLOR、およびDSPATRです。

OUTPUT_ATR
必要な出力属性の上書き値を指定します。*SAMEを指定した場合、出
力属性の上書き値は不要です。それ以外の場合は、以下のリストのうち
必要な出力属性の上書き値を指定してください。
RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイプ」を参照してください。
タイプAlpha	(A)、Packed	(P)、および	Signed	(S)の有効な出力属性は以下
のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

GRN 緑色表示 Y Y Y
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WHT 白色表示 Y Y Y

RED 赤色表示 Y Y Y

TRQ 青緑色表示 Y Y Y

YLW 黄色表示 Y Y Y

PNK ピンク色表示 Y Y Y

BLU 青色表示 Y Y Y

BL 明滅表示 Y Y Y

CS 欄の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高輝度表示 Y Y Y

ND 非表示(非表示フィールド) Y Y Y

SREV 反転形式で保存。

この特別な属性は、双方向
言語用です。このコンテキ
ストには適用できません。

Y N N

SBIN Binary形式で保存。この特
別な属性は、リポジトリ・
フィールド用です。このコ
ンテキストには適用できま
せん。

Y N N

Urxx ユーザー定義のレポート属
性
プリンター・ファイルの
i5/OS	DDSステートメント
へのアクセスを提供しま
す。『LANSA/ADユーザー
ガイド』の「ユーザー定義
レポート属性」を参照して
ください。

Y Y Y

HIND ヒンディー数字 N Y Y
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ヒンディー数字で表示。
『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「ヒンディー数字」
を参照してください。

CBOX	* チェック・ボックス Y N N

RBnn	* ラジオ・ボタン Y N N

PBnn	* プッシュ・ボタン Y N N

DDxx	* ドロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/ADユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を参照してください。
SAA/CUAガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用できま
す(実際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH アクション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画面のタイトル

PBPI 画面の識別子

PBIN ユーザーへの説明

PBFP フィールドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括弧

PBCM フィールド欄見出し

PBGH グループ見出し

PBNT 標準のテキスト

PBET 強調のテキスト

PBEN 入力可能のフィールド(標準)

PBEE 入力可能のフィールド(強調)
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PBCH メニューに表示される選択項目

PBSC 最後にメニューから選択された項目

PBUC 使用不可の選択項目

PBCN	* 入力不可のフィールド(標準)

PBCE	* 入力不可のフィールド(強調)

PBSI スクロール情報

PBSL 区切り線

PBWB ポップアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファンクション・キーの情報

注：通常、PBCNおよびPBCEは出力属性としてのみ指定します。これら
の属性の詳細については、『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「OS/400のSAA/CUAインプリメンテーション」を参照してください。ま
た、1つのフィールドに指定できる色は1つのみであることに注意してく
ださい。複数の色を使用すると、他の属性に影響を与える可能性があり
ます。詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description
Specifications』を参照してください。検討する必要のあるキーワード
は、COLOR、DSPATRです。

DEFAULT
フィールドに適用するデフォルト値を指定します。*SAMEを指定した
場合、フィールドのデフォルト値の上書き値は不要です。それ以外の場
合は、フィールドに適用する上書き後のデフォルト値を指定してくださ
い。
RDMLXフィールドにおけるDEFAULT(*DEFAULT)の意味については、
「フィールド・タイプ」を参照してください。
指定できるデフォルト値は以下のとおりです。

									*BLANKS、*ZERO、*DATEなどのシステム変数、またはユーザーがインストール時に
明示的に定義したその他の変数

									BALMAINなどの英数字リテラル

									1、10.43、-1.341217などの数字リテラル

									*UP01などのプロセス・パラメータ

									#ORDNUMなどの別のフィールド名
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TO_OVERLAY
上書きするフィールドで、このパラメータで参照するフィールド全体ま
たはその一部をオーバーレイする(すなわち、同じ記憶域の場所を占有
する)よう指定します。
RDMLXフィールドのオーバーレイや、RDMLXフィールドによる別
フィールドのオーバーレイは無効です。
デフォルト値*NONEを指定した場合、フィールドは、そのフィールド
専用の記憶域を占有し、他のフィールドをオーバーレイしません。
*NONE以外にこのパラメータで指定できる値は、このプログラムまた
はデータ・ディクショナリで定義されている別のフィールドの名前のみ
です。この場合、開始位置を指定することもできます。
TO_OVERLAYパラメータは、フィールドが別のフィールドと同じ記憶
域(すなわち、メモリー内の場所)を占有することのできる強力な機能で
す。このパラメータが強力だからこそ、その使用により、どのような処
理が行われ、どのような問題が生じる可能性があるかを正確に理解して
おく必要があります。
このパラメータを使用する前に、以下の注意事項およびコメントに十分
目を通しておいてください。

									フィールドで、別のフィールドをオーバーレイしているフィールドをオーバーレイしな
いでください。これは全構文検査で検査されないため、コンパイル・エラーが生じる可能性
があります。

									さまざまなタイプのフィールドをオーバーレイする前に、System	iの文字、符号付き/
ゾーン10進数、パック10進数といったデータ記憶域形式について十分に理解しておいてくだ
さい。フィールドをオーバーレイすると、無効な10進数データが10進数フィールドに配置さ
れる可能性があり、これによって予期しない形でプログラムがエラーになる場合がありま
す。

									このパラメータの開始位置コンポーネントを使用すると、フィールド全体ではなく、特
定フィールドの一部のみをオーバーレイできます。開始位置は、パック10進数フィールドを
使用する場合も、1バイト単位の位置です。開始位置を指定する際は、オーバーレイされる
フィールドの終了位置を超えてフィールドをオーバーレイしないようにしてください。

これは、全構文検査で検査されません。この規則に従わないと、危険な結果または予期しな
い結果になる可能性があります。

									(いかなる状況でも)配列索引フィールドで他のフィールドをオーバーレイしたり、配列
索引フィールドを他のフィールドでオーバーレイしたりしないでください。

									偶数の長さのパック10進数フィールドで別のフィールドをオーバーレイできますが、
RPGコンパイラでは常に、オーバーレイするフィールドが、1桁多い奇数の長さとして解釈さ
れます。例えば、データ・ディクショナリに、#DEC6および#OVR6という、長さ6.0のパック
10進数(タイプP)フィールドが保持されている場合、以下のコマンドにより、#DEC6はRPGコ
ンパイラでパック10進数(6,0)値として扱われます。



									OVERRIDE	FIELD(#OVR6)	TO_OVERLAY(#DEC6)
	

						一方、#OVR6はRPGコンパイラでパック10進数(7,0)値として扱われ
ます。どちらのフィールドも保管に必要なメモリー容量は4バイト
で、メモリーの長さに関する問題は生じません。RPGコンパイラの動
作が問題になるのは、レポート上に表示する際です。

									オーバーレイするフィールドに対してデータ妥当性検査コマンドRANGECHECK、
VALUECHECK、DATECHECK、CALLCHECK、CONDCHECK、FILECHECKまたは、
SET_ERRORを使用すると、オーバーレイされるフィールドに対してもエラーが設定されま
す。例えば、データ・ディクショナリに、フィールド#INPUT	(長さ3文字)、#INPC1	(長さ1文
字)、および#INPC3	(長さ1文字)が保持されている場合、以下のコードは、ワークステーショ
ンから3文字のフィールド(#INPUT)を受け入れ、最初の文字がA、B、またはCのいずれかで
あることと、最後の文字がX、Y、またはZのいずれかであることを検証します。

																		OVERRIDE	FIELD(#INPC1)	TO_OVERLAY(#INPUT	1)
																		OVERRIDE	FIELD(#INPC3)	TO_OVERLAY(#INPUT	3)
	
																		REQUEST	FIELDS(#INPUT)
	
																		BEGINCHECK
																		VALUECHECK	FIELD(#INPC1)	WITH_LIST('A'	'B'	'C')
																		VALUECHECK	FIELD(#INPC3)	WITH_LIST('X'	'Y'	'Z')
																		ENDCHECK
	

						VALUECHECKコマンドによって、オーバーレイされるフィールド
#INPC1または#INPC3に対してエラーがトリガーされると、オーバー
レイされるフィールド#INPUTに対してもエラーがトリガーされま
す。すなわち、エラーのある状態でREQUESTコマンドが(再)実行され
ると、フィールド#INPUTは反転表示されます。
									以下の例のように、すべてのプログラムで繰り返しフィールドをオーバーレイ位置に上
書きしている場合は、以下の事柄を考慮してください。

																		OVERRIDE	FIELD(#COMPANY)	TO_OVERLAY(#ACCOUNT	1)
																		OVERRIDE	FIELD(#DEPTMENT)	TO_OVERLAY(#ACCOUNT	4)
																		OVERRIDE	FIELD(#SECTION)	TO_OVERLAY(#ACCOUNT	6)
																		OVERRIDE	FIELD(#SUBACC)	TO_OVERLAY(#ACCOUNT	7)
	
									設計全体の基礎となっているデータ・モデルやファンクション・モデルに問題がある
可能性が疑われます。明らかに、会社、部門、部署、および「サブアカウント」番号とい
う4つの独立した「要素」がありますが、これらを「アカウント」という1つのフィールド
に集約しているのはなぜせしょうか?この操作は本当に必要でしょうか?単に前例に倣って
いるだけなのでしょうか?他の方法はないのでしょうか?十分な検討と調査がなされた結果



なのでしょうか?エンド・ユーザーにとって、このシステムは新たな観点をもたらし、わ
かりやすいものになっているでしょうか?

									この構造を実装する場合は、オーバーレイ・ロジックを「仮想フィールド」領域に移
動する必要があるでしょう。これにより、このロジックが集中管理され、プログラマがロ
ジックの保守をすべてのプログラムで繰り返す必要がなくなります。

SHIFT
既存のキーボード・シフトを上書きするためのキーボード・シフトを指
定します。キーボード・シフトを指定しない場合は、値*SAMEが使用
されます。
*DEFAULT以外に、各作業フィールド・タイプで有効なSHIFTの値につ
いては、「フィールド・タイプ」を参照してください。
タイプBooleanの作業フィールドの場合、SHIFTは*DEFAULTである必要
があります。
*SAMEを指定した場合、キーボード・シフトは上書きされません。
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を
参照してください。参照する場所は、表示ファイルの35桁目の項目で
す。
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7.74.2	OVERRIDEの使用例
例1：#ORDERというフィールドの属性を上書きして、このフィールド
が使用された場合に、それが「最後の」注文番号になるようにします。
OVERRIDE	FIELD(#ORDER)	DESC('Last	Order	Number')	LABEL('Last	Order')	COLHDG('Last'	'Order'	'Number')
	
例2：フィールド#QTYを上書きして、このフィールドの有効桁数を3桁
増やします。
OVERRIDE	FIELD(#QTY)	LENGTH(*SAME	*PLUS	3)
	
例3：フィールド#QTYを上書きして、そのフィールドの有効桁数を3
桁、小数点以下桁数を2桁増やします。
OVERRIDE	FIELD(#QTY)	LENGTH(*SAME	*PLUS	5)	DECIMALS(*SAME	*PLUS	2)
	
例4：フィールド#SHORTの長さを上書きして10文字にします。
OVERRIDE	FIELD(#SHORT)	LENGTH(10)
	
例5：フィールド#SHORTを上書きして、このフィールドを10文字短くし
ます。
OVERRIDE	FIELD(#SHORT)	LENGTH(*SAME	*MINUS	10)
	
例6：キーボード・シフトSの数値フィールドを上書きして、このフィー
ルドをJ編集コードで表示できるようにします。
OVERRIDE	FIELD(#SHIFTS)	EDIT_CODE(J)	SHIFT(Y)
	



7.75	POINT
SELECT_SQLを使用している場合を除き、POINTコマンドは、ファイル
に対するすべてのI/O要求を以下のものに「向ける」、「リダイレクト
する」、または「上書きする」ために使用します。

									同じライブラリ内の別ファイル

									別ライブラリ内の別ファイル

									別ライブラリ内の同じファイル

									ファイル内の特定メンバー

このコマンドは、下位互換性を保つために用意されているもので、特定の機能を提供す
るためのものではありません。同様の機能を実行するための、全体的により優れたメカ

ニズムについては、『LANSA/ADユーザーガイド』の「永久ファイルのオー
バーライド機能」を参照してください。

	

移植性
に関す
る考慮
事項

POINTコマンドは、既存のRDMLコードとの互換性を
保つ目的でRDMLXコードでサポートされます。
System	i以外のプラットフォームで実行しても、何の
効果もありません。
コードの生成はRDMLファンクションとRDMLXコー
ドとで異なり、同じ名前のファイルが複数存在する場
合は、使用されるライブラリに違いが生じる可能性が
あります。iSeriesでは、オブジェクトをコンパイルし
ているジョブのライブラリ・リストを使用し、ライブ
ラリへのファイル参照に合わせてRDMLファンクショ
ンが生成されます。ライブラリ・リストで見つからな
い場合は、EBCDIC参照シーケンスで見つかったリポ
ジトリ内の最初のファイルが使用されます。一方、ラ
イブラリ・リストを持たないWindowsでは、RDMLX
オブジェクトが生成され、ANSIシーケンス順序で見
つかったリポジトリ内の最初のファイルが使用されま
す。したがって、ライブラリをPOINTコマンドで指定
し、IOコマンドで指定しない(または、その逆)場合、
同じ名前のファイルが複数存在すると、コードの生成
時にRPGとCとで異なるライブラリが使用される可能
性があります。

参照
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POINTのパラメータ
POINTについてのコメント/警告
POINTの使用例
																																																									必須
	
		POINT	--------	FILE	---------	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	TO_FILE	-	----	*SAME	-------------------------->
																																ファイル名
	
													>--	TO_LIBRARY	---	*LIBL	-------------------------->
																																ライブラリ名
	
													>--	TO_MEMBER	----	*FIRST	-------------------------|
																																メンバー名
	

	



7.75.1	POINTのパラメータ
FILE
TO_FILE
TO_LIBRARY
TO_MEMBER

FILE
ファイル名の指定方法の詳細については、「I/Oコマンドでのファイル
名の指定」を参照してください。ここで指定する名前は、このファンク
ション内で認識またはコーディングされているファイルの名前です。

TO_FILE
ファンクションの実行時に、すべてのI/O要求を実際に向ける先のファ
イルの名前を指定します。デフォルト値*SAMEを指定した場合、ファ
イル名は現在の値から変更されません。
ファイル名は、英数字リテラル(CUSTMSTなど)、英数字変数名(#FILEな
ど)、または英数字システム変数(*PERIODFILEなど)で指定できます。

TO_LIBRARY
ファイルが存在するライブラリの名前を指定します。デフォルト値
*LIBLを指定した場合、実行時にファンクションのライブラリ・リスト
でファイルが検索されます。ファイルが見つからない場合は、エラーが
発生します。
ライブラリ名は、英数字リテラル(QGPLなど)、英数字変数名
(#USINGLIBなど)、または英数字システム変数(*COMPANYLIBなど)で
指定できます。

TO_MEMBER
使用する、ファイル内のメンバーの名前を指定します。デフォルト値
*FIRSTを指定した場合、ファイル内の最初のメンバーが使用されます。
ファイル・メンバーと複数メンバー・ファイルの詳細については、該当
するIBMマニュアルを参照してください。
新しいアプリケーション内で複数メンバー・ファイルを使用すること
は、メンテナンスの問題を伴うためお勧めしません。この機能は、主
に、複数メンバー・ファイルを含む既存データベースへのアクセス手段
として提供されているものです。
メンバー名は、英数字リテラル(COMP010など)、英数字変数名
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(#USINGMBRなど)、または英数字システム変数(*COMPANYMBRなど)
で指定できます。



7.75.2	POINTについてのコメント/警告
									RDMLプログラムが最初に呼び出されたときに(または、その後、低使用頻度モードで呼
び出されたときに)、プログラムが使用するすべてのファイルに対して以下のコマンドが実行
されたかのように、使用されるすべてのファイル、ライブラリ、およびメンバーの内部詳細
が初期化されます。

						POINT	FILE(XXXXX)	TO_FILE(XXXXX)	TO_LIBRARY(*LIBL)	
											TO_MEMBER(*FIRST)
	

						すなわち、デフォルトでは、ファイルはコーディングされた名前と
同じ名前で開かれます。このとき、ライブラリ・リストでファイルが
検索され、そのファイル内の最初のメンバーへのアクセスが行われま
す。

									POINTコマンドは実行可能形式のコマンドです。使用されるファイル、ライブラリ、お
よびメンバーに関する内部詳細が、POINTコマンドの実行時に更新されます。

									対話型RDMLファンクションは、最初の画面の対話処理と並行してデータベース・ファ
イルを開こうとします。そのため、最初のDISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドを
発行する前に、必要なすべてのPOINTコマンドを実行することをお勧めします。

									POINTコマンドで提供されるファイル・リダイレクトの詳細は、現在のファンクション
のみに適用され、呼び出されたファンクションや以降に呼び出されるファンクションには適
用されません。POINTコマンドは、ファンクションごと指定する必要があります。

									論理ファイルに対してPOINTコマンドを発行するときは、関連付けられた/基となる物理
ファイルに対してもPOINTコマンドを指定する必要があります。これは、論理ファイルを通
して行われる多くのI/O要求が、実際には物理ファイルを通して実行されるからです(例：
UPDATE、DELETE、LOCK(*YES))。この要件は全構文検査で検査され、要件が満たされて
いない場合は、致命的エラーが発行されます。

									同様の理由から、物理ファイルに対してPOINTコマンドを発行するときは、ファンク
ションが使用するすべての関連論理ファイルに対してもPOINTコマンドを発行する必要があ
ります。この要件は全構文検査で検査され、要件が満たされていない場合は、致命的エ
ラー・メッセージが発行されます。

									物理ファイルを特定のメンバーにリダイレクトし、関連付けられた論理ビューを別のメ
ンバーにリダイレクトするPOINTコマンドを使用することもできますが、このような状況で
は、予期しない結果になる可能性があります。例えば、論理ビューを通してメンバーAから
レコードを読み取り、更新した場合、実際にはメンバーBのまったく異なるレコードが更新
されることがあります。

									POINTコマンドを使用する際は注意が必要です。POINTコマンドが関与する論理ファイ
ルと物理ファイルが、最終的に同じ物理ファイル・メンバーのデータを「指す」ようにして
ください。

									アクセスする実際のファイル、ライブラリ、またはメンバーがファンクションの実行中
に変更される場合、そのファイルをCLOSEコマンドで閉じる必要があります。そうしない
と、I/Oモジュールにより致命的エラーが発行されます。

例えば、以下のコマンドは2番目のFETCHで失敗します。



										POINT	FILE(CUSTMST)	TO_MEMBER(CURRENT)
										FETCH	FIELDS(#NAME)	FROM_FILE(CUSTMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
										POINT	FILE(CUSTMST)	TO_MEMBER(ARCHIVE)
										FETCH	FIELDS(#NAME)	FROM_FILE(CUSTMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
	

						I/Oモジュールは異常終了し、メンバーCURRENTが開いている状態
でメンバーARCHIVEに対してI/O要求が行われたことを示すエラーが
発行されます。

						正しくは、以下のように指定します。
										POINT	FILE(CUSTMST)	TO_MEMBER(CURRENT)
										FETCH	FIELDS(#NAME)	FROM_FILE(CUSTMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
										CLOSE	FILE(CUSTMST)
										POINT	FILE(CUSTMST)	TO_MEMBER(ARCHIVE)
										FETCH	FIELDS(#NAME)	FROM_FILE(CUSTMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)
	
									アプリケーション・システム全体で複数メンバー・ファイルを使用する場合、通常、
ファイル・メンバーに対して特定の命名規則使用されます。例えば、複数企業の財務システ
ムでは、"M"の後に会社番号を続けたメンバー名が使用されることがあります。このような
場合、使用するメンバー名を自動的に設定するシステム変数を作成しておくと便利です。

						複数メンバー財務システムで使用されるすべてのRDMLプログラム
の先頭部分で一般的に見られる以下のコーディングの例について考え
ます。

										POINT	FILE(GLMAST)	TO_MEMBER(*COMPANY_MBR)
										POINT	FILE(SUMAST)	TO_MEMBER(*COMPANY_MBR)
										POINT	FILE(FTMAST)	TO_MEMBER(*COMPANY_MBR)
	

						同じ機能を使用して、使用するライブラリの名前を決定することが
できます。例えば、PRODUCTION、TESTING1、およびTESTING2と
いうまったく同じ3つデータ・ライブラリを使用するシステムでは、
すべてのRDMLプログラムの先頭部分に以下のようにコーディングし
ます。

										POINT	FILE(GLMAST)	TO_LIBRARY(*DATA_LIBRARY)
										POINT	FILE(SUMAST)	TO_LIBRARY(*DATA_LIBRARY)
										POINT	FILE(FTMAST)	TO_LIBRARY(*DATA_LIBRARY)
	

						システム変数"*DATA_LIBRARY"を処理するプログラムは、ユー
ザー・プロファイルまたはその他の識別子から必要なライブラリ名を



導き出します。

									現在のリリースのLANSAでは、データの検証やバッチ制御ロジックなど他の目的のた
めにI/Oモジュールで使用されるファイルをリダイレクトすることはできません。これらの
ファイルは、常に、ライブラリ・リストを検索してファイル内の最初のメンバーを使用する
ことで開かれます。

									I/Oが、LANSAに定義されていないファイルにリダイレクトされる場合、LANSAは、
ユーザーのアクセス権限を内部のセキュリティ情報と照合することができません。このよう
な場合、ユーザーには「特別なアクセス権限」が与えられ、警告メッセージが発行されま
す。このようなアクセスも、通常のi5/OSオペレーティング・システムのセキュリティに制約
されます。

									RDMLプログラムでPOINTコマンドを使用することにより生じる影響の確認と検査は、
開発者の責任において行ってください。



7.75.3	POINTの使用例
例1：ファイルCUSTMSTに対するI/O要求をライブラリTESTDATAに向
けます。
POINT	FILE(CUSTMST)	TO_LIBRARY(TESTDATA)
	
または
DEFINE	FIELD(#LIBRARY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
CHANGE	FIELD(#LIBRARY)	TO('TESTDATA')
POINT		FILE(CUSTMST)	TO_LIBRARY(#LIBRARY)
	
例2：ファイルGLTRANSに対するI/O要求を、現在のワークステーショ
ンと同じ名前のメンバーに向けます。
POINT	FILE(GLTRANS)	TO_MEMBER(*JOB)
	
または
DEFINE	FIELD(#MEMBER)	TYPE(*DEC)	LENGTH(2)	DECIMALS(0)
CHANGE	FIELD(#MEMBER)	TO(*JOB)
POINT		FILE(GLTRANS)		TO_MEMBER(#MEMBER)
	
例3：ファイルGLTRANSに対するI/O要求を、"M"と現在のジョブ番号を
連結した名前のメンバーに向けます。
DEFINE	FIELD(#MEMBER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
USE				BUILTIN(CONCAT)	WITH_ARGS('M'	*JOBNBR)	TO_GET(#MEMBER)
POINT		FILE(GLTRANS)	TO_MEMBER(#MEMBER)
	



7.76	POP_UP
POP_UPコマンドは、ワークステーションでポップアップ・ウィンドウ
に情報を表示します。
POP_UPコマンドは、Web上で使用しているRDMLXファンクション内で
のみ有効です。それ以外の場所で使用すると、実行時に致命的エラーが
発生します。この場合は、RDMLファンクション内にPOP_UPコマンド
を組み込むか、フォームを使用してユーザーに情報を表示してくださ
い。
POP_UPコマンドは、機能的にDISPLAYコマンドと非常によく似ていま
すが、画面上の情報の前面に表示される(すなわち、ポップアップする)
ウィンドウ内に表示されます。
例えば、DISPLAYコマンドが以下のように指定されているとします。
DISPLAY	FIELDS(#CUSTNUM	#NAME	#ADDR1	#ADDR2	#ADDR3	#PHONE	#ZIP)
	
この場合、以下のようなパネルがワークステーションに表示されます。
									顧客番号		:	99999999
									名前									:	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
									住所						:	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
																						:	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
																						:	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
									電話番号				:	9999999999
									郵便番号										:	999999

ここで、以下のようなPOP_UPコマンドが実行されたとします。
POP_UP	FIELDS(#DEBIT	#CREDIT)
	
これにより、ワークステーション上のパネルは以下のようになります。
									顧客番号		:	99999999
									名前									:	XXXXXXXX	----------------------	XX
									住所						:	XXXXXXXX	|																				|	XX
																						:	XXXXXXXX	|	借方		:	999999.99	|	XX
																						:	XXXXXXXX	|	貸方	:	999999.99	|	XX
									電話番号				:	99999999	|																				|
									郵便番号										:	999999			----------------------

移植性に関する
考慮事項

パラメータFIELDS、IGCCNV_KEY、およ
びTEXTを参照してください。

参照
POP_UPのパラメータ



POP_UPについてのコメント/警告
POP_UPの使用例
																																																									任意指定	
	
		POP_UP	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																|------	RDMLXの場合は最大1000	----|
																																	-------	RDMLの場合は最大100	----
	
													>--	DESIGN	-------	*ACROSS	------------------------>
																																*DOWN
	
													>--	IDENTIFY	-----	*LABEL	------------------------->
																																*COLHDG
																																*DESC
																																*NOID
	
													>--	IDENT_ATR	----	*DEFAULT	----------------------->
																																*NONE
																																*HI	*RI	*UL	(最大3)
	
													>--	DOWN_SEP	-----	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	ACROSS_SEP	---	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	AT_LOC	-------	*CENTRE	------------------------>
																													または*QUAD1	*QUAD2	*QUAD3	*QUAD4
																													または	*UPPER	*LOWER	*LEFT	*RIGHT
																													または(行番号				列番号)
	
													>--	WITH_SIZE	----	*AUTO	-------------------------->
																													または(幅			長さ)
	
													>--	PANEL_ID	-----	*AUTO	-------------------------->
																													または*NONE
																													またはパネル識別子
	
													>--	PANEL_TITL	---	*FUNCTION	---------------------->
																													または'パネル・タイトル'
	
													>--	BROWSELIST	---	*NONE	-------------------------->
																																リスト名
	
													>--	EXIT_KEY	-----	*YES	--	*EXIT	--	*HIGH	-	*NONE	->



																																*NO					*MENU				*LOW			条件
																																								*NEXT
																																								*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	MENU_KEY	-----	*YES	--	*MENU	----	*NONE	------->
																																*NO					*EXIT						条件
																																								*NEXT	
																																								*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	ADD_KEY	------	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																									ラベル
	
													>--	CHANGE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																									ラベル
	
													>--	DELETE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																									ラベル
	
													>--	PROMPT_KEY	---	*DFT	---	*AUTO	---	*NONE	------->
																																*YES					*NEXT					条件
																																*NO						*RETURN
																																									ラベル
	
													>--	USER_KEYS	---	ファンクション・キー--'記述'--*NEXT	--	*NONE	->
																														|																	*RETURN			条件	|
																														|																	ラベル										|
																														|																																|
																															---------	最大5	------------
	
													>--	SHOW_NEXT	----	*PRO	--------------------------->
																																*YES
																																*NO
	
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
	
													>--	CURSOR_LOC	---	*NONE		-------	*NONE	----------->
																																*ATFIELD							フィールド名
																																行値						列値
	
													>--	STD_HEAD	-----	*DFT	--------------------------->
																																*YES
																																*NO



	
													>--	IGCCNV_KEY		--	*AUTO	--------------------------|
																																*YES
																																*NO
																																条件名
	



7.76.1	POP_UPのパラメータ
ACROSS_SEP
ADD_KEY
AT_LOC
BROWSELIST
CHANGE_KEY
CURSOR_LOC
DELETE_KEY
DESIGN
DOWN_SEP
EXIT_KEY
FIELDS
IDENT_ATR
IDENTIFY
IGCCNV_KEY
MENU_KEY
PANEL_ID
PANEL_TITL
PROMPT_KEY
STD_HEAD
TEXT
USER_KEYS
WITH_SIZE

FIELDS
ポップアップ・ウィンドウに表示するフィールド、またはフィールドを
指定するグループの名前を指定します。または、このパラメータに拡張
可能なグループ式を入力することもできます。

移植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAには、複数ページおよび複数行にまた
がるフィールドに関して以下の制約があります。

複数ページ・データ(すなわち、画面形式が1ページ
に収まらない場合)は、Webブラウザー・ウィンドウ
では表示できますが、LANSAファンクションでは表



示できません。	
複数ページ・データを含むプロセスをコンパイルす
ると、そのプロセスがWEB/XMLに対応している場合
に、警告が発行されます。プロセスがWEB/XMLに対
応していない場合は、全構文検査エラーが発行され
ます。
複数行にまたがるフィールド(すなわち、フィールド
が画面の1行に収まらない場合)はサポートされませ
ん。1行のみ表示されます。エラーや警告は生成され
ません。

DESIGN
特定の位置決め属性が関連付けられていないフィールドに対して使用す
る設計/位置決め方法を指定します。
デフォルト値*ACROSSを指定した場合、ウィンドウ内で「横方向」に
配置されます。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、ウィンドウ内の1つの列内に
「下方向」に配置されます。
注：このパラメータのデフォルト値は、DISPLAYまたはREQUESTコマ
ンドで使用される、これに相当するデフォルト値と異なります。

IDENTIFY
特定の識別属性が関連付けられていないフィールドに対して使用するデ
フォルトの識別方法を指定します。
デフォルト値*LABELを指定した場合、フィールドは、ウィンドウ内
で、それに関連付けられたラベルで識別されます。
*DESCを指定した場合、フィールドは、ウィンドウ内で、それに関連付
けられた記述で識別されます。
*COLHDGを指定した場合、フィールドは、ウィンドウ内で、それに関
連付けられた欄見出しで識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体がウィンドウに挿入されます。
注：このパラメータのデフォルト値は、DISPLAYまたはREQUESTコマ
ンドで使用される、これに相当するデフォルト値と異なります。

IDENT_ATR
ウィンドウに表示される識別用のテキスト(ラベル、欄見出し、記述な



ど)に関連付ける表示属性を指定します。
デフォルト値*DEFAULTを指定した場合、識別表示属性のシステム・デ
フォルト値が使用されます。これらのデフォルト値は、システム全体の
デフォルト値としてシステム定義ブロックで設定されています。システ
ム定義ブロックとその変更方法の詳細については、『LANSA/ADユー
ザーガイド』の「システム定義データ域の概要」を参照してください。
*NONEを指定した場合、識別用のテキストには、特別な表示属性が関
連付けられません。
上記の値を指定しない場合は、*HI	(高輝度)、*RI	(反転表示)、および
*UL	(下線)のうち1つ以上を指定してください。
このパラメータは、SAA/CUA準拠の区画内でのSAA/CUAプロセスでは
無視されます。このような区画では、ラベルおよび欄見出しに対する区
画全体の標準によって属性が決定されます。

DOWN_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の行間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

ACROSS_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の列間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

AT_LOC
画面パネルにおけるウィンドウの位置を指定します。以下の表に従って
自動的に行番号と列番号を指定する特別な値として入力することも、実
際の行番号と列番号として入力することもできます。指定した値は固定
されるため、実行時に変更することはできません。特別な値と、実際に
使用される行番号および列番号は、以下のとおりです。

特殊値 行番号 列番号

*CENTRE 8 22

*QUAD1 2 3

*QUAD2 2 43

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10010.htm


*QUAD3 14 3

*QUAD4 14 43

*UPPER 2 3

*LOWER 14 3

*LEFT 2 3

*RIGHT 2 43
	

WITH_SIZE
ウィンドウのサイズ(すなわち、幅と長さ)を指定します。幅と長さを自
動的に計算する特別な値*AUTOとして入力することも、実際の幅およ
び長さの値として入力することもできます。
指定した値は固定されるため、実行時に変更することはできません。
AT_LOCパラメータを以下のいずれかの特別な値に指定した場合、
WITH_SIZEパラメータに指定する値に関係なく、このパラメータは以下
の表に従って自動的に計算されます。

特殊値 幅 長さ

*CENTRE 38 10

*QUAD1 36 10

*QUAD2 35 10

*QUAD3 36 10

*QUAD4 35 10

*UPPER 75 10

*LOWER 75 10

*LEFT 36 22

*RIGHT 35 22
	



AT_LOCパラメータに特定の行値と列値を指定し、WITH_SIZEパラメー
タを*AUTOのままにすると、画面パネルが、指定の行番号と列番号を
右下角とするウィンドウで覆われるよう幅と長さの値が自動的に計算さ
れます。

PANEL_ID
このコマンドで作成されるパネルまたはポップアップ・ウィンドウに割
り当てる識別子を指定します。
*AUTOを指定した場合、識別子は、LANSAによってファンクション名
とRDMLプログラムのソース・ステートメント番号から自動的に生成さ
れます。
*NONEを指定した場合、このパネルまたはポップアップ・ウィンドウ
に対してパネル識別子は要求されません。
上記の値を指定しない場合は、1〜10文字のパネル識別子を指定してく
ださい。指定した値は固定されるため、実行時に変更することはできま
せん。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションおよび非SAA/CUAアプ
リケーションに対して有効です。
現在の区画定義で、パネル識別子が要求されないよう指定されている場
合は、指定する値に関係なく、このパラメータは無視されます。

PANEL_TITL
ウィンドウ・パネルに割り当てるタイトルを指定します。
*FUNCTIONを指定した場合、タイトルは、RDMLファンクションの記
述から作成されます。
*FUNCTIONを指定しない場合は、1〜40文字のパネル・タイトルを指定
してください。指定した値は固定されるため、実行時に変更することは
できません。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションおよび非SAA/CUAアプ
リケーションに対して有効です。

BROWSELIST
ウィンドウに組み込むブラウズ・リストの名前を指定します。
*NONEを指定した場合、ブラウズ・リストは要求されません。設計さ
れるウィンドウには、ブラウズ・コンポーネントが含まれません。
ブラウズ・リストを指定する場合、そのブラウズ・リストは、
DEF_LIST	(リストの定義)コマンドによってRDMLプログラム内のどこ



かに定義されていなければなりません。

EXIT_KEY
[終了]ファンクション・キーについて、以下の事柄を指定します。

									[終了]ファンクション・キーを有効にするかどうか

									[終了]ファンクション・キーが押されたときにどのような処理を実行するか

									SAA/CUA区画内で、どの[終了]ファンクション・キーを要求するか

									[終了]ファンクション・キーをどのような場合に有効にするかを制御する条件

デフォルトでは、[終了]ファンクション・キーは有効になります。[終
了]ファンクション・キーを無効にするには、このパラメータの最初の
値として*NOを指定します。
[終了]ファンクション・キーが有効な場合、そのキーが押されたときに
どのような処理を実行するかを指定できます。EXIT_KEYパラメータの
2番目のパラメータに指定できる値は以下のとおりです。

*EXIT アプリケーションは、LANSAを完全に終了します
(EXITコマンドを実行した場合と同じです)。

*MENU プロセスのメイン・メニューが再表示されます(MENU
コマンドを実行した場合と同じです)。

*NEXT 次のコマンドに制御が渡されます。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元に戻
され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンま
たはプログラム・メインラインに戻されます。

上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータのデフォルト値は*EXITです。
また、SAA/CUA区画では、有効にする[終了]ファンクション・キーを
「高位」の[終了]キーにするか「低位」の[終了]キーにするかを指定で
きます。
このパラメータのデフォルト値は*HIGHです。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド



によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。
注：SAA/CUAアプリケーションでEXIT_KEYパラメータを指定する際
は、以下の2通りの方法のみを使用することをお勧めします。
										EXIT_KEY(*YES	*EXIT	*HIGH)		(「メイン・プログラム」内)
										EXIT_KEY(*YES	*RETURN	*LOW)		(「サブルーチン」内)
	

MENU_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[メニュー]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[メ
ニュー]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*YESを指定すると、画面の表示時に[メニュー]キーが有効
になります。*YESを指定する場合は、[メニュー]キーが押されたときに
実行するアクションを指定することもできます。
デフォルト値*MENUを指定した場合、プロセスのメイン・メニューが
再表示されます。
*EXITを指定した場合は、アプリケーションによりLANSAが完全に終了
します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
*NOを指定すると、画面の表示時に[メニュー]ファンクション・キーは
有効になりません。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

ADD_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[追加]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[追加]キーが
押されたときの処理も指定します。



デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[追加]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[追加]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[追加]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

CHANGE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[変更]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[変更]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[変更]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[変更]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[変更]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ



ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

DELETE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[削除]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[削除]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[削除]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[削除]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[削除]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

PROMPT_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[プロンプト]
ファンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[プ
ロンプト]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*DFTを指定した場合、システム定義データ・エリア
DC@A01に定義されているデフォルト値に従って、[プロンプト]ファン
クション・キーが自動的に有効/無効になります。『LANSA/ADユーザー
ガイド』の「システム定義データ域	DC@A01」を参照してください。
*YESを指定すると、画面の表示時に[プロンプト]キーが有効になりま
す。
*NOを指定した場合、画面の表示時に[プロンプト]キーは有効になりま

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10015.htm


せん。
どの場合も、[プロンプト]ファンクション・キーが(このパラメータの最
初の部分で*DFTまたは*YESを指定することにより)有効になっていると
きは、そのファンクション・キーが押されたときに実行する処理も指定
できます。パラメータのこの部分に指定できる値は以下のとおりです。
*AUTOを指定した場合、[プロンプト]キーの処理は、LANSAによって
自動的に行われます。このオプションを使用する前に、「Prompt_Keyの
処理」を参照してください。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

USER_KEYS
ワークステーションで画面形式を表示するときに有効にする追加のユー
ザー・ファンクション・キーを最大5個指定します。
割り当てるユーザー・ファンクション・キーがコマンドで有効になった
ときに、LANSAの標準機能である[終了]、[メニュー]、[メッセージ]、
[追加]、[変更]、[削除]、または[プロンプト]に割り当てられているファ
ンクション・キーと競合しないようにしてください(すなわち、1つの
ファンクション・キーを複数の機能に割り当てることはできません)。
追加のユーザー・ファンクション・キーは、以下の形式で指定します。

(ファンク
ション・
キー番号

'記述' *NEXT *NONE)

	 	 *RETURN 条件名

	 	 ラベル 	

its:LANSA015.CHM::/promptkey.HTM


表記の説明：

ファンクション・
キー番号

1〜24のファンクション・キー番号、または特別
な値*ROLLUP	(上スクロール・キー)または
*ROLLDOWN	(下スクロール・キー)のいずれか
です。

'記述' ファンクション・キーに割り当てるファンクショ
ンの記述。この記述は、画面形式の23行目に表示
されます。最大長は8文字です。

*NEXT デフォルト値。(このコマンドの)次のコマンドが
制御を受け取ります。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元
に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元
ルーチンまたはプログラム・メインラインに戻さ
れます。

ラベル コマンド・キーが押されたときに制御を渡す先の
コマンド・ラベル。

*NONE ファンクション・キーの有効/無効を制御するた
めの条件は適用されません。

条件名 ファンクション・キーの有効/無効を決定するた
めに、DEF_CONDコマンドで定義された条件が
評価されます。

押されたファンクション・キーをRDMLプログラムでテストする方法の
詳細については、IF_KEYコマンドのセクションを参照してください。
以下の使用例について考えます。
POP_UP	FIELDS(#PRODUCT)	USER_KEYS((14	'Commit')(15	'Purge'))
			IF_KEY		WAS(*USERKEY1)
				<<	Commit	logic	>>
			ENDIF
			IF_KEY		WAS(*USERKEY2)
				<<	Purge	logic	>>
			ENDIF
	

IF_KEYコマンドは、割り当てられている実際のファンクション・キー
番号ではなく、USER_	KEYSパラメータで宣言されている順序を示すシ



ンボリック名でキーを参照します。これにより、ファンクション・キー
の割り当てを簡単に変更することができます。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を
指定します。
例：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
目の2番目の位置に出力されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター
を使用してください。コマンド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し
ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用されます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキスト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト･マップの存在は、以下のようなTEXTパラメータで示されま
す。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この



ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な事柄について理解しておく必要があります。

									独自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面およびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。

									コマンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除されるか、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがあります。

									アプリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ
レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。アプリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用してください。

CURSOR_LOC
必要なユーザー制御のカーソル位置を指定します。CURSOR_LOCパラ
メータには、必ず以下のいずれかの形式で2つの値を指定する必要があ
ります。
*NONE/*NONE：デフォルト値です。ユーザー制御のカーソルの位置は
要求されません。通常のLANSAカーソル制御が使用されます。画面の
表示時には、カーソルは、入力可能な最初のフィールドまたはエラーの
ある最初のフィールドに配置されます。
*ATFIELD/フィールド名：カーソルは、指定したフィールドに配置され
ます。指定したフィールドが画面上にないか、フィールド・エラーが存
在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ以外
の場合、カーソルは、指定したフィールドに配置されます。
行値/列値：指定する「値」は、カーソルを配置する行番号と列番号を
示します。「値」として、英数字リテラル(15など)またはその値を含む
フィールドの名前(#ROWなど)を指定できます。どの場合も、値は数値
でなければなりません。行値または列値が無効か、フィールド・エラー
が存在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ
以外の場合、カーソルは、指定した行および列の位置に配置されます。
行および列のオプションを使用し、かつ行値および列値を(数値リテラ



ルではなく)フィールドで指定した場合、コマンドの実行完了時におけ
るカーソル位置の行番号と列番号がそのフィールドに返されます。
注:CURSOR_LOCの動作は、WindowsとSystem	iとで異なります。
Windowsプラットフォームの場合、カーソルが現在位置しているフィー
ルドの最初の位置が取得されます。
この機能は、コマンドの実行完了時における画面カーソルの位置を取得
する方法として役立ちます。カーソル位置を取得し、画面への出力前に
そのカーソル位置を指定したくない場合は、以下のようにコーディング
します。
CHANGE		FIELD(#ROW	#COL)	TO(0)
POP_UP		FIELDS(#FIELD1	..	#FIELD10)	CURSOR_LOC(#ROW	#COL)
	

POP_UPコマンドの実行時に#ROWおよび#COLがどちらも0の場合、
カーソル位置は無効です。このような場合は、通常のLANSAカーソル
制御が再開され、ユーザー制御の位置指定要求は無視されます。ただ
し、コマンドの完了後、フィールド#ROWおよび#COLには、POP_UPコ
マンドの実行完了時におけるカーソル位置が保持されます。

STD_HEAD
画面の見出し行(1行目および2行目)に、LANSAの標準的な設計を使用す
るかどうかを指定します。
デフォルト値*DFTを指定した場合、STD_HEADパラメータのシステ
ム・デフォルト値が使用されます。システム・デフォルト値は、
LANSAシステム定義ブロックに保管されています。システム定義ブ
ロックとその変更方法の詳細については、『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「システム定義データ域の概要」を参照してください。
*YESを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行が使用されま
す。このオプションを使用した場合、画面の1行目と2行目にはユー
ザー・フィールドを配置できません。
*NOを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行は使用されませ
ん。この場合は、画面の1行目と2行目にユーザー・フィールドを配置で
きます。

IGCCNV_KEY
ファンクション・キー領域のテキスト"Fnn=XXXXXX"と、漢字変換を
サポートするために割り当てられたファンクション・キーの表示/非表
示を制御します。
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このファンクションがコンパイルされる言語で「漢字変換を要求」フラ
グが有効になっていない場合、またはこのファンクションが
*NOIGCCNVオプション・キーワードを使用している場合(FUNCTIONコ
マンドのセクションを参照)、このパラメータは無視されます。
また、このパラメータは、ファンクション・キー領域のテキス
ト"Fnn=XXXXX"の表示/非表示のみを制御するもので、このファンク
ションに関連付けられた表示ファイルのIGCCNV	DDSキーワードの有効
化は制御しないことに注意してください。これは、「漢字変換を要求」
フラグの設定と*NOIGCCNVオプションの使用によって制御されます。
デフォルト値*AUTOを指定した場合、ファンクション・キー・テキス
トの表示/非表示は、自動的に決定されます。ファンクション・キー・
テキストを表示するかどうかは、以下の自動ルールによって決定されま
す。

									キーボード・シフトJ、E、またはOが割り当てられたフィールドがない場合、テキスト
は表示されません(以下の規則はすべて無視されます)。

									REQUESTコマンドの場合、テキストは常に表示されます。

									DISPLAYまたはPOP_UPコマンドの場合、現在の「モード」が検査されます。「変更」
モード(すなわち、画面上のフィールドが入力可能)の場合、テキストは表示されます。その
他すべてのモードの場合、テキストは表示されません。

このパラメータには、*AUTO以外に、テキストを常に表示する*YES
と、テキストを表示しない*NOを指定できます。
最後のオプションでは、DEF_CONDコマンドで定義済みの条件を指定で
きます。条件に適合している場合は、テキストが表示され、適合してい
ない場合は、テキストが表示されません。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAで使用すると、このパラメータ
は無視され、アプリケーションには何の効果
もありません。



7.76.2	POP_UPについてのコメント/警告
POP_UPウィンドウは、従来のDDS	(Data	Description	Specifications:	デー
タ記述仕様)に従って定義され、表示されます。「ユーザー定義のデー
タ・ストリーム」は使用されないため、上位互換性に関する問題は発生
しません。また、今後発生することもありません。
POP_UPコマンドは、「モード依存」コマンドです。「モード依存」コ
マンドの処理の詳細については、「RDML画面モードとモード依存コマ
ンド」を参照してください。
ポップアップ・ウィンドウが表示されると、すでに画面に表示されてい
たすべてのフィールドは保護され、ユーザーが変更することはできなく
なります。
POP_UPウィンドウによって有効になったファンクション・キーのみが
有効になります。ポップアップ・ウィンドウの背面にあるパネルで有効
になっていたファンクション・キーは無効になり、使用できなくなりま
す。
ポップアップ・ウィンドウは「小型」画面パネルで、そのレイアウトは
全画面パネルとまったく同じです。次の例を考えてみましょう。
	------------------	l	:	行番号と列番号で指定された
|																							ウィンドウ位置(AT_LOC)
|
|			BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB
	--->l	iiiiiii							ttttttttttttttttttttttttt	|									B
				B																																										|									B
				B																																										|									B
				B																																								長さ						B
				B																																										|									B
				B<-----------------------	幅	-----------|-------->B
				B																																										|									B
				B																																										|									B
				B																																										|									B
				B	MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM	|	MMMMMMM	B
				B	FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF	|	FFFFFFF	B
				B	FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF	|	FFFFFFF	B
				B																																										|									B
				BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB
	
			*	表記の説明：			"iiiiiiii"はパネル識別子
														"ttt...tt"はパネル・タイトル
														"MMM...MM"はメッセージ行
														"FFFFFFFF"は2行のファンクション・キー行
														"BB....BB"はウィンドウ境界の充填文字
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パネル識別子とタイトル行は省略可能です。メッセージ行およびファン
クション・キー行は、区画に対して定義されている場合は表示順序が異
なる場合があります。非SAA/CUAファンクションでは、表示される
ファンクション・キー行は1行のみです。
ウィンドウ位置は、行番号と列番号で指定し、ウィンドウの左上角(境
界内)の位置を指定するために使用します。ウィンドウ境界も表示する
必要があるため、行の最小値は2、最大値は23です。同様に、列の最小
値は3、最大値は77です。
SAA/CUAアプリケーションでは、ポップアップ・ウィンドウの境界
は、パネル要素カテゴリーPBWB(通常は青色反転表示)に関するパー
ティション・レベルの定義に従って表示されます。非SAA/CUAアプリ
ケーションの場合は、緑色反転表示が使用されます。
ポップアップ・ウィンドウの幅と長さは文字位置で指定し、これによっ
て境界内(ただし、境界は含まない)の寸法を指定します。
ウィンドウ内でパネル識別子、メッセージ、およびファンクション・
キーに使用される行は予約済みのため、これらの行にフィールドを配置
することはできません。
ポップアップ・ウィンドウ内の最初の2列と最後の2列は予約済みのた
め、これらの列にかかる位置にフィールドを配置することはできませ
ん。
フィールドをポップアップ・ウィンドウに配置するときは、フィールド
(ラベルまたは記述を含む)とすべての先頭および末尾属性バイトがウィ
ンドウの1行にすべて収まらなければなりません。1つのフィールドを
ポップアップ・ウィンドウの複数の行に渡って表示することはできませ
ん。
ポップアップ・ウィンドウは、DISPLAYコマンドと同様に、入力または
出力操作に使用できます。また、POP_UPコマンドがDISPLAYコマンド
と同様に「モード依存」コマンドであることに注意してください。
ポップアップ・ウィンドウにブラウズ・リストを組み込み、入力または
出力操作に使用することができます。
ウィンドウ内でのフィールド位置を指定するときは、その位置がウィン
ドウ位置に対する相対位置であることに注意してください。例えば、以
下のようにPOP_UPコマンドを指定したとします。
POP_UP	FIELDS((#DATE	*R2	*C3))
	
この場合、DATEは、ポップアップ・ウィンドウ内の2行目の3列目に配



置されます。
CURSOR_LOCパラメータで、カーソルを配置する特定の行と列を指定
するときは、これらの位置が絶対位置であることに注意してください。
値を指定するときは、ウィンドウではなく、画面パネル全体に対する位
置を指定します。すなわち、ポップアップ・ウィンドウ境界外の値を指
定することも可能です。
Enterキーまたはその他のAIDキーが押されたときにカーソルが置かれて
いたフィールドの名前をファンクションに返すには、ファンクション内
で#CURLOC$FNというフィールドを参照してください。	
#CURLOC$FN	(alpha,	10)には、フィールドの名前が保持されます。
以下の表に、DESIGNおよびIDENTIFYパラメータのあらゆる組み合わ
せと、関連付けられたDOWN_SEPまたはACROSS_SEPパラメータでデ
フォルト値*DESIGNを使用した場合に実際に使用される値を示します。

指定する値：
DESIGN

指定する値：
IDENTIFY

*DESIGNを指
定：
DOWN_SEP

*DESIGNを指定：
ACROSS_SEP

*DOWN *COLHDG 5 1

*DOWN *LABEL 1 1

*DOWN *DESC 1 1

*DOWN *NOID 1 1

*ACROSS *COLHDG 5 1

*ACROSS *LABEL 1 1

*ACROSS *DESC 1 1

*ACROSS *NOID 1 1
	

場合によっては、FIELDSパラメータで指定したすべてのフィールドが1
画面に収まらないこともあります。この場合は、2番目のウィンドウ、3
番目のウィンドウ、4番目のウィンドウというように、必要に応じて
ウィンドウが自動的に設計されます。
RDMLプログラムでは、FIELDSパラメータで指定したフィールドは1つ
の「長い」ウィンドウのように扱うことができます。LANSAは、すべ
てのウィンドウの処理が完了するまで、自動的にウィンドウを連続的に



処理します。すべてのウィンドウの処理が終了すると、次のRDMLコマ
ンドが実行されます。
そのため、POP_UPコマンドを使用すると、	実際には、2番目のウィン
ドウ、3番目のウィンドウというように次々にウィンドウを表示するよ
う要求していることになります。
これは、自動設計処理の機能です。RDMLプログラムを独自にコーディ
ングする場合は、POP_UPコマンドを、それぞれのウィンドウ形式が1つ
のみの複数のPOP_UPコマンドに「分割」するか、ウィンドウのサイズ
を大きくすることをお勧めします。
POP_UPからメッセージを表示する場合、二次レベルのテキスト・メッ
セージに含まれる形式制御文字には何の効果もないことに注意してくだ
さい。



7.76.3	POP_UPの使用例
以下は、POP_UPコマンドの例です。その他の例については、同じ機能
を提供するDISPLAYコマンドのセクションを参照してください。
例1：画面の中央に配置されたポップアップ・ウィンドウでフィールド
#ORDNUM、#CUSTNUM、および#DATEDUEをユーザーに表示しま
す。
POP_UP				FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
	
または、以下のように指定しても同じです。
GROUP_BY		NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
POP_UP				FIELDS(#ORDERHEAD)
	
例2：ポップアップ・ウィンドウに1つの注文を表示し、このウィンドウ
内のスクロール可能な領域にすべての明細行を表示します。
GROUP_BY		NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DEF_LIST		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
POP_UP				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)	AT_LOC(5	10)	WITH_SIZE(*AUTO)
	
例3：#ORDNUM、#CUSTNUM、および#DATEDUEを要求し、特定の位
置および識別方法をフィールド属性として指定します。
フィールド属性の詳細については、「RDMLフィールド属性およびその
使用法」を参照してください。
フィールドに対して特定の位置を指定すると、事実上、自動設計機能は
「無効」になります。例えば、以下のようになります。
GROUP_BY		NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS((#ORDNUM		*COLHDG	*L3	*P3	)	(#CUSTNUM	*LABEL		*L3	*P24)	(#DATEDUE	*NOID			*L7	*P37))	
	
POP_UP				FIELDS(#ORDERHEAD)	AT_LOC(*UPPER)	TEXT(('--DATE--
'	6	37))
	
この場合、以下のようなポップアップが設計されます。
									-----------------------------------------------------	
								:																																																					:
								:		会社名				顧客番号:																												:
								:		受注																																														:
								:		番号																																													:

its:lansa015.CHM::/fieldattribs.htm


								:																																								--日付--					:
									-----------------------------------------------------	
	

行番号と列番号および「テキスト」を手作業で指定する必要はありませ
ん。画面設計機能を使用すれば、「自動」設計を大幅に素早く簡単に変
更できます。詳細については、『LANSA/ADユーザーガイド』の「画面
設計機能を使用する」を参照してください。
POP_UPコマンドで画面設計機能を使用すると、(POP_UPまたは
GROUP_BYコマンドの)関連付けられたFIELDSパラメータの指定が、必
要な行、列、および識別方法の属性により自動的に変更されます。
拡張可能なグループ式を使用した場合は、LANSAにより、式が、その
式を構成するフィールドで置き換えられることに注意してください。
また、POP_UPコマンドのTEXTパラメータの指定も自動的に変更されま
す。
例4：拡張可能なグループ式を使用して、画面設計機能でレイアウトの
設計を変更します。
GROUP_BY			NAME(#XG_ORDHDG)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
POP_UP					FIELDS(#XG_ORDHDG)	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	
以下のようなポップアップが自動的に設計されます。
										---------------------------------------------	
									:																																													:
									:			会社名			注文					日付																		:
									:			受注					顧客		注文																	:
									:			番号				番号				納期																			:
									:			________		______				______																:
									:																																													:
										---------------------------------------------	
	

画面設計機能を使用して、以下のような画面になるようレイアウトを変
更します。
												会社名			注文																																											
												受注					顧客																																								
												番号				番号																																										
												________		______							納期			______												
	

この場合、POP_UPコマンドのFIELDSパラメータは以下のように拡張さ
れます。
POP_UP					FIELDS((#ORDNUM	*L2	*P3)	(#CUSTNUM	*L2	*P13)	(#DATEDUE	*L5	*P26	*LAB))	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_40067.htm


7.77	PRINT
PRINTコマンドは、すべてのブレーク行の「トリガー」を検査したり、
1行以上の明細行を印刷したりするために使用します。
ブレーク行(DEF_BREAKコマンドのセクションを参照)は、それに関連
付けられた「トリガー」が満たされ、LANSAによって適切な時点で
「トリガー」値を検査することが必要な場合のみ印刷されます。「トリ
ガー」が満たされていれば、ブレーク行は印刷されます。
明細行(DEF_LINEコマンドのセクションを参照)は、自動的には印刷さ
れません。また、ブレーク行(DEF_BREAKコマンドのセクションを参
照)、見出し行(DEF_HEADコマンドのセクションを参照)、またはフッ
ター行(DEF_FOOTコマンドのセクションを参照)のように「トリガー」
されません。明細行を印刷するには、PRINTコマンドを実行して、明細
行を印刷するよう要求する必要があります。
PRINTコマンドを使用する前に、「LANSAによるレポート作成」をお読
みください。

参照
PRINTのパラメータ
PRINTの使用例
																																																									任意指定
	
		PRINT	--------	LINE	---------	*BREAKS	------------------------>
																																DEF_LINEグループ名のリスト
																																|																										|
																																	----------	最大20	--------
	
													>--	ON_REPORT	----	1	------------------------------|
																																レポート番号1〜8
	

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev05_0030.htm


7.77.1	PRINTのパラメータ
LINE
ON_REPORT

LINE
このコマンドで印刷する内容を指定します。
デフォルト値*BREAKSを指定した場合、明細行(DEF_LINEコマンドの
セクションを参照)は印刷されませんが、すべてのブレーク行
(DEF_BREAKコマンドのセクションを参照)が検査され、その「トリ
ガー」が満たされていれば印刷されます。
*BREAKSを指定しない場合は、DEF_LINEコマンドで定義済みの1〜20
個の明細行グループ名を指定してください。このオプションを使用する
と、暗黙的にすべてのブレーク行の「トリガー」も検査されます。

ON_REPORT
指定した行グループの印刷先のレポートを指定します。1つのファンク
ションで一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8
の番号で識別されます。このレポートのデフォルト値はレポート番号1
です。



7.77.2	PRINTの使用例
例1：地域売り上げファイルを読み取り、読み取った各レコードの明細
を印刷するRDMLプログラムを作成します。
DEF_LINE			NAME(#DETAIL)	FIELDS(#REGION	#PRODES	#VALUE)
	
SELECT					FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(SALEHIST)
PRINT						LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	
例2：地域売り上げファイルを読み取り、読み取った各レコードの明細
を印刷し、地域小計を生成するRDMLプログラムを作成します。
DEF_LINE			NAME(#DETAIL)	FIELDS(#REGION	#PRODES	#VALUE)
DEF_BREAK		NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
	
SELECT					FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(SALEHIST)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#VALUE)	IN_FIELD(#REGVAL)	BY_FIELD(#REGION)
PRINT						LINE(#DETAIL)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	
例3：地域売り上げファイルを読み取り、地域小計のみ(すなわち、要約
レポート)を印刷するRDMLプログラムを作成します。
DEF_BREAK		NAME(#REGTOT)	FIELDS(#REGION	#REGVAL)	TRIGGER_BY(#REGION)
SELECT					FIELDS(#REGION	#VALUE)	FROM_FILE(SALEHIST)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#VALUE)	IN_FIELD(#REGVAL)	BY_FIELD(#REGION)
PRINT						LINE(*BREAKS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	



7.78	RANGECHECK
RANGECHECKコマンドは、フィールドを1つ以上の値の範囲と照合す
るために使用します。

参照
RANGECHECKのパラメータ
RANGECHECKの使用例
BEGINCHECK
CALLCHECK
CONDCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
FILECHECK
VALUECHECK
																																																									必須
	
		RANGECHECK	---	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	RANGE	--------	下限値	--	上限値	-------->
																													|																											|
																														---------	最大20	----------
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IN_RANGE	-----	*NEXT	-------------------------->
																																*ERROR
																																*ACCEPT
	
													>--	OUT_RANGE	----	*ERROR	------------------------->
																																*NEXT
																																*ACCEPT
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	DCU0001	------------------------>
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|



																															|拡張可能なグループ式	|
																																---------	最大20	-----------
	



7.78.1	RANGECHECKのパラメータ
FIELD
IN_RANGE
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT
OUT_RANGE
RANGE

FIELD
検査対象のフィールドの名前を指定します。

RANGE
フィールドと照合する1〜20個の値範囲を指定します。各範囲は、「下
限」値と「上限」値で構成します。詳細については、使用例のセクショ
ンを参照してください。

IN_RANGE
フィールドが、RANGEパラメータで指定された1つ(または、それ以上)
の範囲内にあることが判明した場合に実行するアクションを指定しま
す。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が



「無効」になり、実行されません。

OUT_RANGE
フィールドが、RANGEパラメータで指定されたどの範囲内にもないこ
とが判明した場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。



MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.78.2	RANGECHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
RANGECKECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
RANGECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実
行する

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST				<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
											<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			
											<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				<<	INPUT	>>
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)



ENDUNTIL			
											<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
											<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
RANGECKECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、メイン・プログラム・ブロック内でRANGECHECKコマンド
を使用して、従業員番号が特定の値範囲内にあることを検査する方法を
示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
*											
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
*											
BEGINCHECK	
RANGECHECK	FIELD(#EMPNO)	RANGE((A0000	A9999))	MSGTXT('Employee	number	has	to	be	in	the	range	A0000	-	A9999')
ENDCHECK			
*											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP	
	

#EMPNOの値がA0000〜A9999の範囲外の場合、RANGECHECKコマン
ドで定義されたメッセージが発行され、直前に表示されていた画面にプ
ログラム制御が戻されます。この例では、直前に表示されていた画面は
REQUEST画面です。
RANGECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実
行する

この例は、サブルーチン内でRANGECHECKコマンドを使用して、従業



員番号が特定の値範囲内にあることを検査する方法を示しています。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。このサブルーチンでは、#EMPNOの値がA0000〜A9999
の範囲内にあることを検査します。この条件に適合しない場合、
RANGECHECKコマンドで定義されたメッセージが発行され、
DOUNTILループが再実行されます。入力された#EMPNO値が指定の範
囲内にある場合、DOUNTILループが終了し、検証済みの入力の処理が
実行されます。
DEFINE					FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND			NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)
*											
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL				COND(*NOERRORS)
REQUEST				FIELDS(#EMPNO	#GIVENAME	#SURNAME)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE				SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL			
*											
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
*											
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE					FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
*											
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
RANGECHECK	FIELD(#EMPNO)	RANGE((A0000	A9999))	MSGTXT('Employee	number	has	to	be	in	the	range	A0000	-	A9999')
ENDCHECK			IF_ERROR(*NEXT)
*											
ENDROUTINE	
	



7.79	RENAME
RENAMEコマンドは、ファンクションが参照するファイル内のフィール
ドの名前を変更するために使用します。
一般に、RENAMEコマンドは、名前が同じで「意味」または「値」が異
なるフィールドを含む複数のファイルを参照する場合に使用します。1
つ以上のファイルでフィールド名を変更することで、全ファイルの個々
のフィールドをより容易に参照できるようになります。
名前変更は、関連するファンクション内でのみ有効になり、ファイル定
義やデータ・ディクショナリには影響しません。
現在のリリースのLANSAでは、*DBOPTIMISE機能を使用するファンク
ション内でRENAMEコマンドを使用することはできません。この機能の
詳細については、FUNCTIONコマンドのセクションを参照してくださ
い。

移植性に関する
考慮事項

パラメータFROM_FILEを参照してください。

参照
RENAMEのパラメータ
RENAMEについてのコメント/警告
RENAMEの使用例
																																																									必須
	
		RENAME	-------	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	FROM_FILE	----	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
													>--	WITH_NAME	----	新しいフィールド名	-----------------|
	



7.79.1	RENAMEのパラメータ
FIELD
FROM_FILE
WITH_NAME

FIELD
名前を変更するフィールド(FROM_FILEパラメータで指定するファイル
内)を指定します。指定するフィールドは、先頭文字が#で、指定のファ
イルに定義されていなければなりません。

FROM_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WITH_NAME
FIELDパラメータで指定したフィールドに付ける新しい名前を指定しま
す。新しい名前は、先頭文字が#でなければなりません。また、LANSA
データ・ディクショナリ内の別のフィールドや、グループまたはリスト
と同じ名前を使用することはできません。

its:lansa015.CHM::/specfilnames.htm


7.79.2	RENAMEについてのコメント/警告
処理上、フィールド名を変更すると、新しい名前がファイルにおけるそ
のフィールドの名前であるかのように扱われます。いかなる状況でも
「古い」名前を使用しようとすると、目的とする結果が得られない可能
性があります。



7.79.3	RENAMEの使用例
以下は、RENAMEコマンドの例です。
CUSMST1およびCUSTMST2という2つの顧客マスター・ファイルを使用
するファンクションがあります。どちらのファイルにもフィールド
CUSTNOが含まれています。CUSMST2内のCUSTNOをCUSTNO2という
名前に変更します。
RENAME	FIELD(#CUSTNO)	FROM_FILE(CUSTMST2)	WITH_NAME(#CUSTNO2)
	



7.80	REQUEST
REQUESTコマンドを使用すると、ユーザーがワークステーションで情
報を入力できます。
REQUESTコマンドは、Web上で使用しているRDMLXファンクション内
でのみ有効です。それ以外の場所で使用すると、実行時に致命的エラー
が発生します。この場合は、RDMLファンクション内にREQUESTコマ
ンドを組み込むか、フォームを使用してユーザーに情報を表示してくだ
さい。

移植性に関する
考慮事項

パラメータFIELDS、	
IGCCNV_KEY、OPTIONS、SHOW_NEXT、
およびTEXTを参照してください。

参照
REQUESTのパラメータ
REQUESTについてのコメント/警告
REQUESTの使用例
																																																									任意指定
	
		REQUEST	------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|	拡張可能なグループ式	|
																																|-----	RDMLXの場合は最大1000	-----|
																																	-----	RDMLの場合は最大100	------
	
													>--	DESIGN	-------	*IDENTIFY	---------------------->
																																*DOWN
																																*ACROSS
	
													>--	IDENTIFY	-----	*DESIGN	------------------------>
																																*COLHDG
																																*LABEL
																																*DESC
																																*NOID
	
													>--	IDENT_ATR	----	*DEFAULT	----------------------->
																																*NONE
																																*HI	*RI	*UL	(最大3)
	
													>--	DOWN_SEP	-----	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	



													>--	ACROSS_SEP	---	*DESIGN	------------------------>
																																10進数値
	
													>--	BROWSELIST	---	*NONE	--------	999	------------->
																																リスト名			1ページあたりの項目数
	
													>--	EXIT_KEY	-----	*YES	--	*EXIT	--	*HIGH	-	*NONE	->
																																*NO					*MENU				*LOW			条件
																																								*NEXT
																																								*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	MENU_KEY	-----	*YES	--	*MENU	----	*NONE	------->
																																*NO					*EXIT						条件
																																								*NEXT		
																																								*RETURN
																																								ラベル
	
													>--	ADD_KEY	------	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																										ラベル
	
													>--	CHANGE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																									ラベル
	
													>--	DELETE_KEY	---	*NO	----	*NEXT	---	*NONE	------->
																																*YES					*RETURN			条件
																																									ラベル
	
													>--	PROMPT_KEY	---	*DFT	---	*AUTO	---	*NONE	------->
																																*YES					*NEXT					条件
																																*NO						ラベル
	
													>--	USER_KEYS	---	ファンクション・キー--'記述'--*NEXT	--	*NONE	->
																														|																	*RETURN			条件	|
																														|																	ラベル										|
																														|																																|
																															---------	最大5	------------
	
													>--	PANEL_ID	-----	*AUTO	-------------------------->
																													または*NONE
																													またはパネル識別子
	
													>--	PANEL_TITL	---	*FUNCTION	---------------------->
																													または'パネル・タイトル'
	
													>--	SHOW_NEXT	----	*PRO	--------------------------->
																																*YES
																																*NO



	
													>--	TEXT	---------	'テキスト'	---	行/	---	位置	-->
																															|											行							列			|
																																-----------	最大50	-----------
																																	*TMAPnnn		1		1		(特別な値)
	
													>--	CURSOR_LOC	---	*NONE		-------	*NONE	----------->
																																*ATFIELD							フィールド名
																																行値						列値
	
													>--	STD_HEAD	-----	*DFT	--------------------------->
																																*YES
																																*NO
	
													>--	OPTIONS	------	*NONE	-------------------------->
																																*NOREAD	*OVERLAY	(最大2)
	
													>--	IGCCNV_KEY		--	*AUTO	--------------------------|
																																*YES
																																*NO
																																条件名
	



7.80.1	REQUESTのパラメータ
ACROSS_SEP
ADD_KEY
BROWSELIST
CHANGE_KEY
CURSOR_LOC
DELETE_KEY
DESIGN
DOWN_SEP
EXIT_KEY
FIELDS
IDENT_ATR
IDENTIFY
IGCCNV_KEY
MENU_KEY
OPTIONS
PANEL_ID
PANEL_TITL
PROMPT_KEY
SHOW_NEXT
STD_HEAD
TEXT
USER_KEYS

FIELDS
ワークステーションで入力するフィールド、または入力するフィールド
を指定するグループの名前を指定します。拡張可能なグループ式を指定
することもできます。

移植性に
関する考
慮事項

Visual	LANSAには、複数ページおよび複数行にまた
がるフィールドに関して以下の制約があります。

複数ページ・データ(すなわち、画面形式が1ページ
に収まらない場合)は、Webブラウザー・ウィンドウ
では表示できますが、LANSAファンクションでは表



示できません。	
複数ページ・データを含むプロセスをコンパイルす
ると、そのプロセスがWEB/XMLに対応している場
合に、警告が発行されます。プロセスがWEB/XML
に対応していない場合は、全構文検査エラーが発行
されます。
複数行にまたがるフィールド(すなわち、フィールド
が画面の1行に収まらない場合)はサポートされませ
ん。1行のみ表示されます。エラーや警告は生成さ
れません。

DESIGN
特定の位置決め属性を持たないフィールドに対して使用する設計/位置
決め方法を指定します。
デフォルト値*IDENTIFYを指定した場合、設計方法として、IDENTIFY
パラメータに関連付けられたデフォルトの方法が使用されます。詳細に
ついては、「コメント/警告」の表を参照してください。
*DOWNを指定した場合、フィールドは、画面上の1つの列内に「下方
向」に配置されます。
*ACROSSを指定した場合、フィールドは、画面上で1つの行内に「横方
向」に配置されます。

IDENTIFY
特定の識別属性を持たないフィールドに対して使用するデフォルトの識
別方法を指定します。
デフォルト値*DESIGNを指定した場合、フィールドは、DESIGNパラ
メータに関連付けられたデフォルトの方法で識別されます。詳細につい
ては、「コメント/警告」の表を参照してください。
*LABELを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付けら
れたラベルで識別されます。
*DESCを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付けられ
た記述で識別されます。
*COLHDGを指定した場合、フィールドは、画面上で、それに関連付け
られた欄見出しで識別されます。
*NOIDを指定した場合、フィールドの識別が要求されず、単にフィール
ド自体が画面設計に挿入されます。



IDENT_ATR
画面に表示される識別用のテキスト(ラベル、記述、欄見出しなど)に関
連付ける表示属性を指定します。
デフォルト値*DEFAULTを指定した場合、識別表示属性のシステム・デ
フォルト値が使用されます。これらのデフォルト値は、システム全体の
デフォルト値としてシステム定義ブロックで設定されています。システ
ム定義ブロックとその変更方法の詳細については、『LANSA/ADユー
ザーガイド』の「システム定義データ域」を参照してください。
*NONEを指定した場合、識別用のテキストには、特別な表示属性が関
連付けられません。
上記の値を指定しない場合は、*HI	(高輝度)、*RI	(反転表示)、および
*UL	(下線)のうち1つ以上を指定してください。
このパラメータは、SAA/CUA準拠の区画内でのSAA/CUAプロセスでは
無視されます。このような区画では、ラベルおよび欄見出しに対する区
画全体の標準によって属性が決定されます。

DOWN_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の行間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

ACROSS_SEP
画面を自動設計する際に使用する画面上の列間隔を指定します。指定す
る値は、*DESIGNまたは1〜10の数値でなければなりません。値
*DESIGNによって実際に指定される値の詳細については、「コメント/
警告」の表を参照してください。

BROWSELIST
画面形式に含めるブラウズ・リストの名前を指定します。また、画面パ
ネルに表示するブラウズ・リストの項目数を指定することもできます。
*NONEを指定した場合、ブラウズ・リストは要求されません。設計さ
れる画面には、ブラウズ・コンポーネントが含まれません。
ブラウズ・リストを指定する場合、画面パネルに表示するブラウズ・リ
ストの項目数を指定することもできます。これにより、ブラウズ・リス
トの下に、他の詳細を表示するためのスペース(次の画面によってオー
バーレイ可能)を残すことができます。デフォルトの999項目を指定する
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と、ブラウズ・リストが画面パネルの最下部まで拡張されます。
ブラウズ・リストを指定する場合、そのブラウズ・リストは、
DEF_LIST	(リストの定義)コマンドによってRDMLプログラム内のどこ
かに定義されていなければなりません。

EXIT_KEY
[終了]ファンクション・キーについて、以下の事柄を指定します。

									[終了]ファンクション・キーを有効にするかどうか

									[終了]ファンクション・キーが押されたときにどのような処理を実行するか

									SAA/CUA区画内で、どの[終了]ファンクション・キーを要求するか

									[終了]ファンクション・キーをどのような場合に有効にするかを制御する条件

デフォルトでは、[終了]ファンクション・キーは有効になります。[終
了]ファンクション・キーを無効にするには、このパラメータの最初の
値として*NOを指定します。
[終了]ファンクション・キーが有効な場合、そのキーが押されたときに
どのような処理を実行するかを指定できます。EXIT_KEYパラメータの
2番目のパラメータに指定できる値は以下のとおりです。

*EXIT アプリケーションは、LANSAを完全に終了します
(EXITコマンドを実行した場合と同じです)。

*MENU プロセスのメイン・メニューが再表示されます
(MENUコマンドを実行した場合と同じです)。

*NEXT 次のコマンドに制御が渡されます。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元に戻
され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンま
たはプログラム・メインラインに戻されます。

上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータのデフォルト値は*EXITです。
また、SAA/CUA区画では、有効にする[終了]ファンクション・キーを
「高位」の[終了]キーにするか「低位」の[終了]キーにするかを指定で
きます。
このパラメータのデフォルト値は*HIGHです。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル



ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。
注：SAA/CUAアプリケーションでEXIT_KEYパラメータを指定する際
は、以下の2通りの方法のみを使用することをお勧めします。
												EXIT_KEY(*YES	*EXIT	*HIGH)		(「メイン・プログ
ラム」内)
											EXIT_KEY(*YES	*RETURN	*LOW)		(「サブルーチ
ン」内)
	

MENU_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[メニュー]ファ
ンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[メ
ニュー]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*YESを指定すると、画面の表示時に[メニュー]キーが有効
になります。*YESを使用する場合、[メニュー]キーが押されたときに制
御を渡す先のコマンド・ラベルを指定することもできます。
デフォルト値*MENUを指定した場合、プロセスのメイン・メニューが
再表示されます。
*EXITを指定した場合は、アプリケーションによりLANSAが完全に終了
します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
*NOを指定すると、画面の表示時に[メニュー]ファンクション・キーは
有効になりません。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド



によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

ADD_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[追加]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[追加]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[追加]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[追加]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[追加]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

CHANGE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[変更]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[変更]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[変更]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[変更]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[変更]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。



上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

DELETE_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[削除]ファンク
ション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[削除]キーが
押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、画面の表示時に[削除]ファンクショ
ン・キーは有効になりません。
*YESを指定すると、画面の表示時に[削除]キーが有効になります。
*YESを使用する場合、[削除]キーが押されたときに制御を渡す先のコマ
ンド・ラベルを指定することもできます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

PROMPT_KEY
ワークステーションでこの画面形式を表示するときに、[プロンプト]
ファンクション・キーを有効にするかどうかを指定します。また、[プ
ロンプト]キーが押されたときの処理も指定します。
デフォルト値*DFTを指定した場合、システム定義データ域DC@A01に
定義されているデフォルト値に従って、[プロンプト]ファンクション・



キーが自動的に有効/無効になります。システム定義データ域DC@A01
の詳細については、『LANSA/ADユーザーガイド』の「システム定義
データ域	DC@A01」を参照してください。
*YESを指定すると、画面の表示時に[プロンプト]キーが有効になりま
す。
*NOを指定した場合、画面の表示時に[プロンプト]キーは有効になりま
せん。
どの場合も、[プロンプト]ファンクション・キーが(このパラメータの最
初の部分で*DFTまたは*YESを指定することにより)有効になっていると
きは、そのファンクション・キーが押されたときに実行する処理も指定
できます。パラメータのこの部分に指定できる値は以下のとおりです。
*AUTOを指定した場合、[プロンプト]キーの処理は、LANSAによって
自動的に行われます。このオプションを使用する前に、「Prompt_Keyの
処理」を参照してください。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
このパラメータに指定できる最後の値では、どのような場合にファンク
ション・キーを有効にするかを制御する条件を指定できます。デフォル
ト値*NONEを指定した場合、条件は適用されません。ファンクショ
ン・キーは、通常の規則に従って有効になります。
条件名を指定する場合、その条件は、DEF_COND	(条件の定義)コマンド
によってRDMLプログラム内で定義されていなければなりません。

USER_KEYS
ワークステーションで画面形式を表示するときに有効にする追加のユー
ザー・ファンクション・キーを最大5個指定します。
割り当てるユーザー・ファンクション・キーがコマンドで有効になった
ときに、LANSAの標準機能である[終了]、[メニュー]、[メッセージ]、
[追加]、[変更]、[削除]、または[プロンプト]に割り当てられているファ
ンクション・キーと競合しないようにしてください(すなわち、1つの
ファンクション・キーを複数の機能に割り当てることはできません)。
追加のユーザー・ファンクション・キーは、以下の形式で指定します。
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(ファンク
ション・
キー番号

'記述' *NEXT *NONE)

	 	 *RETURN 条件名

	 	 ラベル 	

ここで、各部分の意味は次の通りです。

ファンクショ
ン・キー番号

1〜24のファンクション・キー番号、または特別な
値*ROLLUP	(上スクロール・キー)または
*ROLLDOWN	(下スクロール・キー)のいずれかで
す。

'記述' ファンクション・キーに割り当てるファンクショ
ンの記述。この記述は、画面形式の23行目に表示
されます。最大長は8文字です。

*NEXT デフォルト値。(このコマンドの)次のコマンドが制
御を受け取ります。

*RETURN プログラム・メインラインでは制御が呼び出し元
に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元
ルーチンまたはプログラム・メインラインに戻さ
れます。

ラベル コマンド・キーが押されたときに制御を渡す先の
コマンド・ラベル。

*NONE ファンクション・キーの有効/無効を制御するため
の条件は適用されません。

条件名 ファンクション・キーの有効/無効を決定するため
に、DEF_CONDコマンドで定義された条件が評価
されます。

	

押されたファンクション・キーをRDMLプログラムでテストする方法の
詳細については、IF_KEYコマンドのセクションを参照してください。
以下の使用例について考えます。
DISPLAY	FIELDS(#PRODUCT)	USER_KEYS((14	'Commit')(15	'Purge'))
			IF_KEY		WAS(*USERKEY1)



				<<	Commit	logic	>>
			ENDIF
			IF_KEY		WAS(*USERKEY2)
				<<	Purge	logic	>>
			ENDIF
	

IF_KEYコマンドは、割り当てられている実際のファンクション・キー
番号ではなく、USER_	KEYSパラメータで宣言されている順序を示すシ
ンボリック名でキーを参照します。これにより、ファンクション・キー
の割り当てを簡単に変更することができます。

PANEL_ID
このコマンドで作成されるパネルまたはポップアップ・ウィンドウに割
り当てる識別子を指定します。
*AUTOを指定した場合、識別子は、LANSAによってファンクション名
とRDMLプログラムのソース・ステートメント番号から自動的に生成さ
れます。
*NONEを指定した場合、このパネルまたはポップアップ・ウィンドウ
に対してパネル識別子は要求されません。
上記の値を指定しない場合は、1〜10文字のパネル識別子を指定してく
ださい。指定した値は固定されるため、実行時に変更することはできま
せん。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションに対してのみ有効で
す。
現在の区画定義で、パネル識別子が要求されないよう指定されている場
合は、指定する値に関係なく、このパラメータは無視されます。

PANEL_TITL
ウィンドウ・パネルに割り当てるタイトルを指定します。
*FUNCTIONを指定した場合、タイトルは、RDMLファンクションの記
述から作成されます。
*FUNCTIONを指定しない場合は、1〜40文字のパネル・タイトルを指定
してください。指定した値は固定されるため、実行時に変更することは
できません。
このパラメータは、SAA/CUAアプリケーションに対してのみ有効で
す。



SHOW_NEXT
[次ファンクション]フィールドを画面の22行目に表示するかどうかを指
定します。[次ファンクション]フィールドは、そのたびに[プロセス]メ
ニューに戻らなくても、1つのプロセス内でファンクション間を移動で
きるようにする機能です。「次ファンクション」処理の詳細について
は、『LANSA/ADユーザーガイド』の「ファンクション制御テーブル」
を参照してください。
デフォルト値*PROを指定すると、このファンクションが属しているプ
ロセスのメニュー選択スタイルが"FUNCTION"の場合のみ、[次ファンク
ション]フィールドが表示されます。[プロセス]メニューの選択スタイル
が"NUMBER"または"CURSOR"の場合、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
*YESを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用
されるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィール
ドが表示されます。
*NOを指定すると、このファンクションが属しているプロセスで使用さ
れるメニュー選択スタイルに関係なく、[次ファンクション]フィールド
は表示されません。
注：SAA/CUAアプリケーションでは、SHOW_NEXTパラメータは無視
されます。

移植性に関する
考慮事項

この機能は、Visual	LANSAでは認識されず、
無視されるため、Visual	LANSAコードで使用
しても、アプリケーションには何の効果もあ
りません。

TEXT
画面パネルまたはレポート上に出力する最大50個の「テキスト文字列」
を指定できます。指定する各テキスト文字列は、最大20文字に制限され
ます。
テキスト文字列を指定する際は、テキスト文字列の後に、そのテキスト
文字列を画面パネルまたはレポートに出力する行番号と列/位置番号を
指定します。
例えば：
TEXT(('ACME'	6	2)('ENGINEERING'	7	2))
	
この場合、2つのテキスト文字列は、それぞれ6行目の2番目の位置と7行
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目の2番目の位置に出力されます。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAでこのパラメータを編集すると
きは、必ず、テキストをテキスト・マップで
置き換える画面またはレポート・ペインター
を使用してください。コマンド・プロンプト
や自由形式のエディターでテキストを入力し
ないでください。LANSA/ADにチェックイン
したときに、全構文検査に失敗します。

すべてのプラットフォーム
テキスト・マップは、画面パネルまたはレポート行に関連付けられたす
べてのテキスト文字列の詳細を保管するために、画面またはレポート設
計機能で使用されます。
画面またはレポートのレイアウトを「構成」して保管すると、レイアウ
トに含まれるすべてのテキストの詳細が「テキスト・マップ」に保管さ
れます。このテキスト・マップは、再度「ペインター」を使用すること
で変更できます。
テキスト･マップの存在は、以下のようなTEXTパラメータで示されま
す。
TEXT((*TMAPnnn	1	1))
	
ここで、"nnn"は、保管されているテキスト・マップを識別する(この
ファンクション内で)固有の番号です。
以下の「テキスト・マップ」および*TMAPnnn識別子に関する非常に重
要な事柄について理解しておく必要があります。

									独自の*TMAPnnn識別子を指定したり、*TMAPnnn識別子の値を変更したりしないでく
ださい。*TMAPnnn識別子の割り当てと管理は、画面およびレポートの設計機能に任せてお
いてください。

									*TMAPnnn識別子を含むコマンドをコピーするときは、コピーしたコマンドから
*TMAPnnn参照(すなわち、TEXTパラメータ全体)を削除してください。これを行わないと、
全構文検査で*TMAPnnn識別子の重複使用が検出され、データ損失前に致命的エラー・メッ
セージが発行されます。

									コマンドから*TMAPnnn識別子を削除しないでください。削除すると、全構文検査また
はコンパイル中に、関連付けられたテキスト・マップが削除されるか、別のコマンドで再利
用される可能性があります。また、結果的にテキストの詳細が失われる可能性があります。

									有効な*TMAPnnn識別子を含むコマンドを「コメント」にしないでください。上記の警
告と同様に、テキストが失われたり再利用されたりする恐れがあります。

									アプリケーション・テンプレート内で*TMAPnnn値を指定しないでください。テンプ



レート内では、*TMAPnnn値を指定しても意味がありません。アプリケーション・テンプ
レートによって生成され、そのアプリケーション・テンプレート内で使用されているコマン
ドでは、「テキスト文字列」形式を使用してください。

CURSOR_LOC
必要なユーザー制御のカーソル位置を指定します。CURSOR_LOCパラ
メータには、必ず以下のいずれかの形式で2つの値を指定する必要があ
ります。
*NONE/*NONE：デフォルト値です。ユーザー制御のカーソルの位置は
要求されません。通常のLANSAカーソル制御が使用されます。画面の
表示時には、カーソルは、入力可能な最初のフィールドまたはエラーの
ある最初のフィールドに配置されます。
*ATFIELD/フィールド名：カーソルは、指定したフィールドに配置され
ます。指定したフィールドが画面上にないか、フィールド・エラーが存
在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ以外
の場合、カーソルは、指定したフィールドに配置されます。
行値/列値：指定する「値」は、カーソルを配置する行番号と列番号を
示します。「値」として、英数字リテラル(15など)またはその値を含む
フィールドの名前(#ROWなど)を指定できます。どの場合も、値は数値
でなければなりません。行値または列値が無効か、フィールド・エラー
が存在する場合は、通常のLANSAカーソル制御が使用されます。それ
以外の場合、カーソルは、指定した行および列の位置に配置されます。
行および列のオプションを使用し、かつ行値および列値を(数値リテラ
ルではなく)フィールドで指定した場合、コマンドの実行完了時におけ
るカーソル位置の行番号と列番号がそのフィールドに返されます。
注:CURSOR_LOCの動作は、WindowsとSystem	iとで異なります。
Windowsプラットフォームの場合、カーソルが現在位置しているフィー
ルドの最初の位置が取得されます。
この機能は、コマンドの実行完了時における画面カーソルの位置を取得
する方法として役立ちます。カーソル位置を取得し、画面への出力前に
そのカーソル位置を指定したくない場合は、以下のようにコーディング
します。
CHANGE			FIELD(#ROW	#COL)	TO(0)
REQUEST		FIELDS(#FIELD1	..	#FIELD10)	CURSOR_LOC(#ROW	#COL)
	

REQUESTコマンドの実行時に#ROWおよび#COLがどちらも0の場合、
カーソル位置は無効です。このような場合は、通常のLANSAカーソル
制御が再開され、ユーザー制御の位置指定要求は無視されます。ただ



し、コマンドの完了後、フィールド#ROWおよび#COLには、REQUEST
コマンドの実行完了時におけるカーソル位置が保持されます。

STD_HEAD
画面の見出し行(1行目および2行目)に、LANSAの標準的な設計を使用す
るかどうかを指定します。
デフォルト値*DFTを指定した場合、STD_HEADパラメータでシステ
ム・デフォルト値が使用されます。システム・デフォルト値は、
LANSAシステム定義ブロックに保管されています。システム定義ブ
ロックとその変更方法の詳細については、『LANSA/ADユーザーガイ
ド』の「システム定義データ域」を参照してください。
*YESを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行が使用されま
す。このオプションを使用した場合、画面の1行目と2行目にはユー
ザー・フィールドを配置できません。
*NOを指定した場合、LANSAの標準的な画面見出し行は使用されませ
ん。この場合は、画面の1行目と2行目にユーザー・フィールドを配置で
きます。

OPTIONS
この画面パネルの特別な表示オプションを指定します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、この画面パネルには特別な表示
オプションは使用されません。
*NONEを指定しない場合は、以下のうち1つ以上の値を指定してくださ
い。
*NOREADを指定した場合、表示される詳細は、画面からリードバック
されません。すなわち、詳細はユーザーに表示されますが、プログラム
に読み込むことはできません。また、プログラムがこのコマンドで停止
して、ユーザーの操作を待機することはありません。この停止および待
機イベントは、*NOREADオプションを使用しない後続のDISPLAYまた
はREQUESTが実行された場合のみ起こります。
*OVERLAYを指定した場合、画面パネルにより、画面上にすでに表示さ
れている詳細がオーバーレイされます。画面にすでに表示されている詳
細は保護されるため、デバイスから読み取ることができなくなります
が、ユーザーには表示されます。
*OVERLAYを使用する場合、STD_HEADパラメータのデフォルト値は
*NOです。すなわち、STD_HEAD(*YES)がコーディングされていない場
合は、OPTIONS(*OVERLAY)を使用しても画面見出し行は表示されませ
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ん。「標準の見出し」(*YES)が画面に送信されると、画面全体がクリア
されることに注意してください。また、STD_HEAD(*NO)を使用した場
合、以前のコマンドで画面に表示された標準の見出しは、何の影響も受
けません。
*NOREADまたは*OVERLAYオプションを使用する場合、画面詳細全体
が1画面パネル内に収まらなければなりません。
注：これらの表示オプションは、System	i	3GLプログラムのエニュメ
レーションを可能にするために用意されたものであり、他のプラット
フォームに移植することはできません。現在のGUIまたはLANSA	for	the
Webではサポートされないため、これらのオプションを使用することは
お勧めしません。

移植性に関する
考慮事項

可搬性のあるアプリケーションではサポート
されないため、使用しないでください。Visual
LANSAコードで使用すると、全構文検査で致
命的エラーが発行されます。

IGCCNV_KEY
ファンクション・キー領域のテキスト"Fnn=XXXXXX"と、漢字変換を
サポートするために割り当てられたファンクション・キーの表示/非表
示を制御します。
このファンクションがコンパイルされる言語で「漢字変換を要求」フラ
グが有効になっていない場合、またはこのファンクションが
*NOIGCCNVオプション・キーワードを使用している場合(FUNCTIONコ
マンドのセクションを参照)、このパラメータは無視されます。
また、このパラメータは、ファンクション・キー領域のテキス
ト"Fnn=XXXXX"の表示/非表示のみを制御するもので、このファンク
ションに関連付けられた表示ファイルのIGCCNV	DDSキーワードの有効
化は制御しないことに注意してください。これは、「漢字変換を要求」
フラグの設定と*NOIGCCNVオプションの使用によって制御されます。
デフォルト値*AUTOを指定した場合、ファンクション・キー・テキス
トの表示/非表示は、自動的に決定されます。ファンクション・キー・
テキストを表示するかどうかは、以下の自動ルールによって決定されま
す。

									キーボード・シフトJ、E、またはOが割り当てられたフィールドがない場合、テキスト
は表示されません(以下の規則はすべて無視されます)。

									REQUESTコマンドの場合、テキストは常に表示されます。

									DISPLAYまたはPOP_UPコマンドの場合、現在の「モード」が検査されます。「変更」



モード(すなわち、画面上のフィールドが入力可能)の場合、テキストは表示されます。その
他すべてのモードの場合、テキストは表示されません。

このパラメータには、*AUTO以外に、テキストを常に表示する*YES
と、テキストを表示しない*NOを指定できます。
最後のオプションでは、DEF_CONDコマンドで定義済みの条件を指定で
きます。条件に適合している場合は、テキストが表示され、適合してい
ない場合は、テキストが表示されません。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAコードで使用した場合は無視さ
れ、アプリケーションには何の効果もありま
せん。



7.80.2	REQUESTについてのコメント/警告
REQUESTコマンドは、「モード依存」コマンドではありません。モー
ド依存コマンドの処理の詳細については、「RDML画面モードとモード
依存コマンド」を参照してください。FIELDSパラメータに指定された
すべてのフィールドは、特別な属性*NOCHGまたは*OUTPUTが指定さ
れていない限り、入力可能になります。
以下の表に、DESIGNおよびIDENTIFYパラメータのあらゆる組み合わ
せと、デフォルト値を使用した場合に実際に使用される値を示します。

指定する値：
DESIGN

指定する値：
IDENTIFY

LANSAで使用
される値：
DESIGN

LANSAで使用
される値：
IDENTIFY

*IDENTIFY *DESIGN *DOWN *LABEL

*IDENTIFY *COLHDG *ACROSS *COLHDG

*IDENTIFY *LABEL *DOWN *LABEL

*IDENTIFY *DESC *DOWN *DESC

*IDENTIFY *NOID *ACROSS *NOID

*DOWN *DESIGN *DOWN *LABEL

*DOWN *COLHDG *DOWN *COLHDG

*DOWN *LABEL *DOWN *LABEL

*DOWN *DESC *DOWN *DESC

*DOWN *NOID *DOWN *NOID

*ACROSS *DESIGN *ACROSS *COLHDG

*ACROSS *COLHDG *ACROSS *COLHDG

*ACROSS *LABEL *ACROSS *LABEL

*ACROSS *DESC *ACROSS *DESC

*ACROSS *NOID *ACROSS *NOID

以下の表に、DESIGNおよびIDENTIFYパラメータのあらゆる組み合わ

its:lansa015.CHM::/scrnmodes.htm


せと、関連付けられたDOWN_SEPまたはACROSS_SEPパラメータでデ
フォルト値*DESIGNを使用した場合に実際に使用される値を示します。

指定する値：
DESIGN

指定する値：
IDENTIFY

*DESIGNを指
定：
DOWN_SEP

*DESIGNを指
定：
ACROSS_SEP

*IDENTIFY *DESIGN 1 1

*IDENTIFY *COLHDG 5 1

*IDENTIFY *LABEL 1 1

*IDENTIFY *DESC 1 1

*IDENTIFY *NOID 1 1

*DOWN *DESIGN 1 1

*DOWN *COLHDG 5 1

*DOWN *LABEL 1 1

*DOWN *DESC 1 1

*DOWN *NOID 1 1

*ACROSS *DESIGN 5 1

*ACROSS *COLHDG 5 1

*ACROSS *LABEL 1 1

*ACROSS *DESC 1 1

*ACROSS *NOID 1 1

									場合によっては、FIELDSパラメータで指定したすべてのフィールドが1画面に収まらな
いこともあります。この場合は、2番目の画面、3番目の画面、4番目の画面というように、
必要に応じて画面が自動的に設計されます。

									RDMLプログラムでは、FIELDSパラメータで指定したフィールドは1つの「長い」画面
のように扱うことができます。LANSAは、すべての画面の処理が完了するまで、自動的に画
面を連続的に処理します。すべての画面の処理が終了すると、次のRDMLコマンドが実行さ
れます。そのため、REQUESTコマンドを使用すると、実際には、2番目の画面、3番目の画
面というように次々に画面を入力するよう要求していることになります。

									これは、自動設計処理の機能です。RDMLプログラムを独自にコーディングする場合、



状況によっては、REQUESTコマンドを、それぞれ画面形式が1つのみの複数のREQUESTコマ
ンドに「分割」するのが望ましいことがあります。

									Enterキーまたはその他のAIDキーが押されたときにカーソルが置かれていたフィールド
の名前をファンクションに返すには、ファンクション内で#CURLOC$FNというフィールドを
参照してください。	
#CURLOC$FN	(alpha,	10)には、フィールドの名前が保持されます。



7.80.3	REQUESTの使用例
例1：ワークステーションからフィールド#ORDNUM、#CUSTNUM、お
よび#DATEDUEに入力します。
REQUEST				FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
または、以下のように指定しても同じです。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
REQUEST				FIELDS(#ORDERHEAD)
	
どちらの例でも、すべてのパラメータでデフォルト値が使用されてお
り、以下のような画面が自動的に設計されます。
			受注番号	:	__________
			顧客番号		:	_________
			納期					:	___________

例2：上記の例を変更して、項目が横に並ぶよう画面を設計し、欄見出
しによってフィールドを識別します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
REQUEST				FIELDS(#ORDERHEAD)	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	
この場合、以下のような画面が自動的に設計されます。
			会社名					注文							日付
			受注							顧客				注文
			番号						番号						納期
			______						______						________	

例3：#ORDNUM、#CUSTNUM、および#DATEDUEを要求し、フィール
ド属性として特定の位置と識別方法を指定します。
フィールド属性の詳細については、「RDMLフィールド属性およびその
使用法」を参照してください。
フィールドに対して特定のフィールド位置を指定すると、事実上、自動
設計機能は「無効」になります。
GROUP_BY		NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS((#ORDNUM		*COLHDG	*L3	*P3	)	(#CUSTNUM	*LABEL		*L3	*P14)	(#DATEDUE	*NOID			*L7	*P37))
	
REQUEST			FIELDS(#ORDERHEAD)	TEXT(('--DATE--'	6	37))
	
この場合、以下のような画面が設計されます。
	会社名				顧客番号	:	_______
	受注
	番号
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	______																																									--日付--
																																															__________

行番号と列番号および「テキスト」を手作業で指定する必要はありませ
ん。画面設計機能を使用すれば、「自動」設計を大幅に素早く簡単に変
更できます。画面設計機能の使用方法の詳細については、『LANSA/AD
ユーザーガイド』を参照してください。
REQUESTコマンドで画面設計機能を使用すると、(REQUESTまたは
GROUP_BYコマンドの)関連付けられたFIELDSパラメータの指定が、必
要な行、列、および識別方法の属性で自動的に変更されます。
また、REQUESTコマンドのTEXTパラメータの指定も自動的に変更され
ます。
例4：拡張可能なグループ式を使用して、画面設計機能でレイアウトの
設計を変更します。
GROUP_BY			NAME(#XG_ORDHDG)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
REQUEST				FIELDS(#XG_ORDHDG)	DESIGN(*ACROSS)	IDENTIFY(*COLHDG)
	
以下のような画面が自動的に設計されます。
																																																																				
							会社名			注文					日付																																					
							受注					顧客		注文																																				
							番号				番号				納期																																						
							________		______				______																																			
																																																																				
																

画面設計機能を使用して、以下のような画面になるようレイアウトを変
更します。
																																																																
						会社名			注文																																											
						受注					顧客																																								
						番号				番号																																										
						________		______							納期			______												
																																																																
												
	

REQUESTコマンドのFIELDSパラメータは以下のように拡張されます。
REQUEST				FIELDS((#ORDNUM	*L2	*P3)	(#CUSTNUM	*L2	*P13)	(#DATEDUE	*L5	*P26	*LAB))	DESIGN(*ACROSS)IDENTIFY(*COLHDG)
	



7.81	RETURN
RETURNコマンドは、実行中のサブルーチンまたはファンクションを終
了し、制御を呼び出し元ファンクションまたはプロセスに戻すために使
用します。呼び出し元ファンクションは、ファンクションの「メインラ
イン」、ファンクション内の別のサブルーチン、またはまったく別のプ
ロセスの場合があります。
RETURNコマンドがファンクションの「メインライン」で実行された場
合、現在のファンクション(およびそれが属するプロセス)が終了し、そ
のファンクションを呼び出したプロセスまたはファンクションに制御が
戻されます。プロセスまたはファンクションを別のファンクションから
呼び出す方法の詳細については、CALLコマンドのセクションを参照し
てください。
RETURNコマンドがサブルーチン内で実行された場合(SUBROUTINEコ
マンドのセクションを参照)、そのサブルーチンを呼び出したEXECUTE
コマンドの次のコマンドに制御が戻されます。EXECUTEコマンドは、
別のサブルーチン内またはファンクションの「メインライン」内にある
場合があります。

参照
RETURNのパラメータ
RETURNの使用例
		RETURN	-------	パラメータはありません	---------------------------------|
	



7.81.1	RETURNのパラメータ
RETURNコマンドには、パラメータはありません。



7.81.2	RETURNの使用例
以下の例のサブルーチンは、複雑なIF-ELSE構造の代わりに、RETURN
コマンドを使用しています。
SUBROUTINE		NAME(MATHS)	PARMS(#F1	#OP	#F2	#RS)
	
DEFINE						FIELD(#F1)	TYPE(*DEC)		LENGTH(7)		DECIMALS(0)
DEFINE						FIELD(#OP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE						FIELD(#F2)	TYPE(*DEC)		LENGTH(7)		DECIMALS(0)
DEFINE						FIELD(#RS)	TYPE(*DEC)		LENGTH(15)	DECIMALS(5)
	
IF										COND('#OP	=	''+''')
CHANGE						FIELD(#RS)	TO('#F1	+	#F2')
RETURN
ENDIF
	
IF										COND('#OP	=	''-''')
CHANGE						FIELD(#RS)	TO('#F1	-	#F2')
RETURN
ENDIF
	
IF										COND('#OP	=	''*''')
CHANGE						FIELD(#RS)	TO('#F1	*	#F2')
RETURN
ENDIF
	
IF										COND('#OP	=	''/''')
CHANGE						FIELD(#RS)	TO('#F1	/	#F2')
RETURN
ENDIF
	
MESSAGE					MSGTXT('Operation	specified	is	not	+,-,*	or	/')
	
ENDROUTINE
	



7.82	ROLLBACK
ROLLBACKコマンドは、System	iオペレーティング・システムの「ロー
ルバック」操作を実行するために使用します。ロールバック操作では、
コミットされていないすべての変更がデータベースから「ロールバッ
ク」(すなわち、削除)されます。
このコマンドを使用する前に、System	iのコミット制御処理の詳細につ
いて、IBM提供の適切なマニュアルを参照してください。
また、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「コミット制御を使用する」を
読むことをお勧めします。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAを使用している場合は、
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」を参照してくださ
い。

参照
ROLLBACKのパラメータ
ROLLBACKの使用例
		ROLLBACK	-----	パラメータはありません	---------------------------------|
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7.82.1	ROLLBACKのパラメータ
ROLLBACKコマンドには、パラメータはありません。



7.82.2	ROLLBACKの使用例
注文の明細を入力するようユーザーに要求し、注文の頭書きと関連する
すべての明細行をデータベースに書き込みます。注文を保管するかどう
かをユーザーに問い合わせ、応答が[YES]でない場合は、注文をデータ
ベースから削除します。
GROUP_BY			NAME(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE)
DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
DEFINE					FIELD(#CONFIRM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)	LABEL('Confirm	order	:')
	
SET_MODE			TO(*ADD)
INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(20)
REQUEST				FIELDS(#ORDERHEAD)	BROWSELIST(#ORDERLINE)
	
INSERT					FIELDS(#ORDERHEAD)	TO_FILE(ORDHDR)
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)
INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	
REQUEST				FIELDS((#CONFIRM)(#ORDNUM	*NOCHG))
	
IF									COND('#CONFIRM	=	YES')
COMMIT
MESSAGE				MSGTXT('Order	has	been	commited	to	the	database')
ELSE
ROLLBACK
MESSAGE				MSGTXT('Order	has	been	removed	from	the	database')
ENDIF
	

(例えば)	4行目の明細行の書き込み中にこのファンクションが失敗した
場合、自動ロールバックが実行されます。これにより、注文の頭書きと
作成済みのすべての明細行がファイルでロールバックされます。



7.83	SELECT
SELECTコマンドは、ENDSELECTコマンドと対で使用して、ファイル
内で特定の条件に一致した1つ以上のレコードを処理するための「ルー
プ」を作成するために使用します。
SELECT/ENDSELECTループの例を以下に示します。
	--->SELECT		FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY)	
|							FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDER)
|				
|				DISPLAY	FIELDS(#ORDER	#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY)
|				
	----ENDSELECT
	
これにより、ファイルORDLINから、受注番号がフィールド#ORDERの
値に一致しているすべてのレコードを読み取るループが作成されます。
レコードが読み取られるたびに、SELECT/ENDSELECTループ内に定義
されたDISPLAYコマンドによって、そのレコードの明細が表示されま
す。
SELECTコマンドは、LANSA	RDMLで最も柔軟なコマンドでしょう。こ
のコマンドを最大限に活用するには、ある程度の経験が必要です。この
コマンドでサポートされるデータベース処理のタイプの例を以下に示し
ます。

									項目の順次処理

									全体キー処理

									部分キー処理

									総称キー処理

									実行時における使用キー数の変更

									レコードの条件付き選択

									選択されたレコードの正方向または逆方向処理

									キー(またはキーの近く)で開始して逆方向または正方向に処理

また、SELECTコマンドを、i5/OSオペレーティング・システム・コマン
ドOPNQRYF	(オープン・クエリー・ファイル)と組み合わせて使用する
こともできます。この場合、SELECTコマンドの機能が拡張され、以下
の操作が可能になります。

									実行時におけるレコード選択条件の変更

									実行時におけるレコード処理順序の変更



									フィールド内容の検索

									選択比較時のフィールドのサブストリング操作

									フィールドの大文字/小文字を区別しない検索

i5/OSオペレーティング・システム・コマンドOPNQRYFの使用方法の詳
細については、まずこのガイドに記載されているOPENコマンドのセク
ションを参照してください。

回避すべきSELECTループ・ロジック
以下のように、SELECTループでフィールドA、B、およびCが選択され
る場合について考えます。
SELECT	FIELDS(#A	#B	#C)	
FROM_FILE(...)									
WHERE(...............)	
.......	
.......	
ENDSELECT
	
このループ内では、これらのフィールド値は予測可能で、すべてのプ
ラットフォームに渡って一定です。
ただし、ループ外では、フィールド値は予測不可能で一定になりませ
ん。そこで、以下のように指定します。
SELECT	FIELDS(#A	#B	#C)	FROM_FILE(...)	
.......	
IF	COND(#A	<	35.5)	
.......	
ENDIF	
.......	
ENDSELECT
	
上記の例は、予測可能なロジックです。一方、以下のように指定したと
します。
SELECT	FIELDS(#A	#B	#C)	
FROM_FILE(...)									
WHERE(...............)	
.......	
.......	
ENDSELECT



IF	COND(#A	<	35.5)	
.......	
ENDIF
	
このロジックは、その形式やバリエーションに関係なく予測不可能で
す。
A	(BおよびC)の値は、選択テーブルから読み取られたデータであるとい
う観点から、実際にはSELECTループの終了後に「未定義」として定義
されます。すなわち、SELECT/ENDSELECTループ終了時におけるこれ
らのフィールド値は予測不可能で、プラットフォームに渡って一定では
ありません。

移植性に関する
考慮事項

パラメータFROM_FILE、GENERIC、LOCK、
およびOPTIONSを参照してください。

参照
SELECTのパラメータ
SELECTについてのコメント/警告
SELECTの使用例
																																																									必須
	
		SELECT	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|*ALL																									|
																																|*ALL_REAL																				|
																																|*ALL_VIRT																				|
																																|*INCLUDING																			|
																																|*EXCLUDING																			|
																																|拡張可能なグループ													|
																																|																													|
																																|-------	RDMLXの場合は最大1000	---|
																																	-------	RDMLの場合は最大100	----
	
													>--	FROM_FILE	----	ファイル名	.	*FIRST	------------->
																																												ライブラリ名
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	WHERE	--------	'条件'	-------------------->
	
													>--	WITH_KEY	-----	キー・フィールド値	--------------->
																															拡張可能なグループ式
	



													>--	NBR_KEYS	-----	*WITHKEY	----------------------->
																																*COMPUTE
																																数値フィールド名
	
													>--	GENERIC	------	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN	
																																ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	END_FILE	-----	*NEXT	-------------------------->
																																*RETURN
																																ラベル
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	LOCK	---------	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
																																フィールド名
	
													>--	OPTIONS	-----	最大5個のオプションを指定可能	---------|
	
																																*BACKWARDS
																																*STARTKEY
																																*ENDWHERE
																																*ENDWHERESQL
																																*BLOCKnnn
	



7.83.1	SELECTのパラメータ
END_FILE
FIELDS
FROM_FILE
GENERIC
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
LOCK
NBR_KEYS
OPTIONS
RETURN_RRN
VAL_ERROR
WHERE
WITH_KEY

FIELDS
ファイル内のレコードから選択するフィールド、または選択するフィー
ルドを指定するグループの名前を指定します。または、このパラメータ
に拡張可能なグループ式を入力することもできます。
以下の特別な値を指定できます。

									*ALLを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべてのフィールドが選択されま
す。

									*ALL_REALを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての実フィールドが選
択されます。

									*ALL_VIRTを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての仮想フィールドが選
択されます。

									*EXCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストから除外されます。

									*INCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストに含められます。この特殊な値は、*EXCLUDINGエントリーによって、フィール
ド・リストが除外モードに移行した後にのみ必要です。

注：OTHERによって保守されている論理ファイルからすべてのフィールドを選択する
と、基になっている物理ファイルのすべてのフィールドがフィールド・リストに含めら
れます。



パラメータFIELDSでは、特別な値*ALL、*ALL_REAL、または
*ALL_VIRTを必要な場合にのみ慎重に使用することを強くお勧めしま
す。必要のないフィールドを選択すると、クロスリファレンスの詳細
(ファンクション内で使用されていないフィールドを示す)が無効にな
り、ファンクションのCRUDE項目の複雑度が無意味に高くなります。
BLOBまたはCLOBデータを取得すると、*SQLNULLまたはファイル名
になることに注意してください。ファイル名の場合、データベース・
ファイルのデータがそのファイルにコピーされています。
警告：ファイルからBLOBまたはCLOBフィールドを取得する操作には
時間がかかります。

BLOBおよびCLOBフィールドを使用する場合に推奨される
データベース設計
BLOBとCLOBフィールドを使用する場合に、それらのフィールドを他
のフィールドとは別のファイルに配置してメイン・ファイルと同じキー
を使用する設計をお勧めします。これによりプログラマは、BLOBや
CLOBデータのアクセスに別々のI/O操作を行わなければならなくなり、
このデータの無差別な使用によるデータベース・パフォーマンス上の影
響を軽減することができます。またこれは最も移植性の高い設計で、
BLOB以外またはCLOB以外のデータに常に迅速にアクセスできるよう
になります。

FROM_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WHERE
「条件および式の指定」および「I/OコマンドでのWHEREパラメータの
指定」を参照してください。
SELECT/ENDSELECTループでWHERE条件を使用した後のフィールドの
内容は予測できません。WHERE条件に一致するレコードのみが
SELECT/ENDSELECTループで処理されます。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。

NBR_KEYS
このパラメータをWITH_KEYパラメータと組み合わせて使用すると、レ
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コードを取得するために実際に使用されるキー・フィールドの数を実行
時に変更することができます。
デフォルト値*WITHKEYを指定すると、キー・フィールドの数が、
WITH_KEYパラメータに指定された数と常に同じになり、実行時にこの
値は変更されません。
このパラメータに*COMPUTEを指定することもできます。この場合、
キーの数は、WITH_KEYパラメータで指定されたフィールドの内容を実
行時に検査することによって決定されます。
キーの数を決定するためのロジックは以下のように動作します。
<n>を、WITH_KEYパラメータで指定されたフィールド数に設定
Dowhile	nが0より大きく、keyfield(n)が*NULLまたは*SQLNULL
nから1を引く
Endwhile
<キーの数>を<n>に設定
	
各フィールド・タイプにおける*NULL値の定義については、
「CHANGEのパラメータ」を参照してください。
直接的なRDMLロジックによってキー・フィールドの数を変化させる場
合は、このパラメータに数値フィールドの名前を指定します。指定する
フィールドには、実行時にキー数の値が保持されていなければなりませ
ん。指定するフィールドは、数値タイプで、このファンクションまたは
データ・ディクショナリで定義されていなければなりません。
実行時にNBR_KEYSフィールドに保持されている値が、0未満であった
り、WITH_KEYパラメータで指定されたキー・フィールドの数を超えて
いてはなりません。
SELECTコマンドの実行時にNBR_KEYSフィールドが0に設定されてい
ると、事実上、選択においてWITH_KEYパラメータ全体が無視されま
す。
詳細については、使用例を参照してください。

GENERIC
総称検索を要求するかどうかを指定します。総称検索では、検索キーと
ファイル・キーとの比較時にキー値のブランク以外または0以外の部分
のみが使用されるため、全キー検索または部分キー検索とは異なりま
す。

GENERICは、Date、Time、Datetime、Integer、およびFloatでは無視されます。



英数字フィールドに対して総称検索を使用すると、検索フィールドの一
番左にあるブランク以外の部分のみがファイル・キーと比較されます
(すなわち、比較において末尾ブランクは無視されます)。
数値フィールドに対して総称検索を使用すると、検索フィールドの一番
左にある0以外の部分のみがファイル・キーと比較されます(すなわち、
比較において末尾ゼロは無視されます)。また、数値フィールドの総称
比較は、検索キーとファイル・キーの実際の値に関わらず、どちらの数
値も正であるものとして実行されます。
これらの総称検索の規則により、ブランクの英数字検索キーまたは0の
数値キーは、選択されたすべてのレコードに一致することに注意してく
ださい。
例えば、ファイルに名前フィールドのキーが指定され、以下の値が保持
されているとします。
SM
SMIT
SMITH
SMITHS
SMITHY
SMYTHE
	
ここで、以下のSELECTステートメントを使用します。
SELECT		WITH_KEY('SM')
	
この場合、ファイル内では、完全なキー値'SM'に一致するレコードは最
初のレコードのみであるため、そのレコードのみが選択されます。
SELECTステートメントを以下のように変更します。
SELECT		WITH_KEY('SM')	GENERIC(*YES)
	
この場合、指定されたキー値の非ブランク部分のみがファイル・キーと
比較されるため、ファイル内のすべてのレコードが選択されます。
デフォルト値*NOを指定すると、総称検索は要求されません。
*YESを指定すると、総称検索が実行されます。総称検索は、実際に
は、実行時に指定された最後のキーに対してのみ実行されます。
WITH_KEYパラメータで指定された他の(それより前にある)キーは、
ファイル内の値と正確に一致しなければなりません。ファイル内のデー
タとの総称的な比較は行われません。



例えば、州、郵便番号、および名前のキーが指定された名前/住所ファ
イルについて考えます。以下のコマンドを使用します。
SELECT		WITH_KEY('NSW'	2000	'SM')	NBR_KEYS(3)	GENERIC(*YES)
	
この場合、名前がSMで始まる、州がNSW、郵便番号が2000のすべての
名前が選択されます。これは、英数字フィールドに対する総称検索の一
例です。検索キーと、ファイルから読み取られたデータとの比較時に
は、末尾ブランクは無視されます。また、ファイルのデータと実際に総
称的に比較されるのは、最後のキー('SM')のみであることに注意してく
ださい。他のキーである'NSW'および2000は、ファイルから読み取られ
たデータと正確に一致していなければなりません。実行時に、以下のよ
うに2つのキーを使用するようコマンドを動的に変更したとします。
SELECT		WITH_KEY('NSW'	2000	'SM')	NBR_KEYS(2)	GENERIC(*YES)
	
この場合、郵便番号が2で始まる(すなわち、2000〜2999)、州がNSWの
すべての名前が選択されます。これは、末尾ゼロが無視される、数値
フィールドに対する総称検索の一例です。

移植性に関
する考慮事
項

ネイティブI/Oを使用する場合、総称的に検索キー
に一致しないキーが検出されると、暗黙的に
*ENDWHEREが使用されます。アプリケーションが
要求どおりに機能することを検査によって確認する
必要があります。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
値については、「RDML	I/O戻りコード」を参照してください。

IO_ERROR
コマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクションを

its:lansa015.CHM::/ioreturns.htm


指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSAの処理を続行することもできま
すが、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され



ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
ます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・パーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

END_FILE
「ファイルの末尾」に到達した場合の処理を指定します。「ファイルの
末尾」とは、選択条件に一致する最後のレコードの処理が完了したこと
を表し、必ずしもファイル内の最後のレコードが処理されたことを意味
するわけではありません。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。
SELECTループを終了するタイミングを決定するために追加のレコード
が読み取られるため、SELECTループ終了時の値が予期した値と異なる



場合があります。

ISSUE_MSG
「ファイルの終わり」メッセージを自動的に発行するかどうかを指定し
ます。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。
*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ
セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目、またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表
示されます。

LOCK
レコードを読み取る際に、そのレコードをロックするかどうかを指定し
ます。
デフォルト値*NOを指定した場合、レコードはロックされません。
*YESを指定した場合は、レコードがロックされます。ロックしたレ
コードは、後でユーザーの責任により解放してください。
注：LOCK(*YES)は、レコード・レベルのロックを実行します。これに
より、オペレーティング・システム内およびオペレーティング・システ
ム間の動作(コミット制御による複数レコードのロック、デフォルトの
待機時間など)が変化する場合があります。そのため、LOCK_OBJECT組
み込み関数を使用して、適切かつ完全な「ユーザー・オブジェクト」の
ロック・プロトコルを開発することをお勧めします。

移植性に関する
考慮事項

可搬性のあるアプリケーションではサポート
されないため、使用しないでください。Visual
LANSAで使用すると、ビルド警告が生成され
ます。

RETURN_RRN
選択されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
注：OPTIONS(*BLOCKnnn)を使用した場合にこのパラメータで返され
る値は、読み取られたばかりのレコード・ブロック内で最後のレコード
の相対レコード番号を表し、必ずしもSELECT/ENDSELECTループで処



理されているレコードの番号ではないため、役に立たない場合がほとん
どです。
詳細については、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読
み込み」を参照してください。

OPTIONS
ファイルのレコードを処理する際に使用できる特別なオプションを1〜4
個指定します。指定できる特別なオプションは以下のとおりです。
*BACKWARDS：レコードは、通常とは逆の順序で処理されます。通
常、レコードは、FROM_FILEパラメータで指定されたキーの順序で読
み取られます。
*BACKWARDSオプションを指定した場合、レコードは逆の順序で読み
取られます。順次キー、全体キー、または部分キーによる逆方向処理が
サポートされます(RPGなど、他の高水準言語でサポートされていない
場合も同様です)。総称キーによる逆方向処理もサポートされます(ただ
し、効果的な実装が困難な場合があります)。
*STARTKEY：WITH_KEYパラメータで指定されたキーは、最初の読み
取り操作の開始位置を決定する目的にのみ使用されます。
読み取られる最初のレコードは、WITH_KEYパラメータで指定された
キー値以上のキーを持つ最初のレコードです。以降のすべてのレコード
は、WITH_KEY値とは関係なく処理されます。このような状況では、通
常、SELECTループをプログラム・ロジックまたは特別なオプション
*ENDWHEREによって終了する必要があります。
*ENDWHERE：WHEREパラメータで指定された条件がfalseである(すな
わち、trueでない)ことが判明した場合、SELECTループは終了します。
その後、END_FILEパラメータで指定されたプログラム内の位置に制御
が渡されます。
通常、SELECTループが終了するのは、SELECTループによって、選択
条件に一致するすべてのレコードが読み取られ、選択の可能性が検査さ
れ、処理された場合のみです。*ENDWHEREオプションを指定した場
合、WHERE条件がfalseになるレコードが初めて読み取られた時点で
SELECTループが終了します。

移植性に
関する考
慮事項

可搬性のあるアプリケーションでSELECTオプショ
ン*STARTKEYおよび*ENDWHEREを使用すること
はお勧めしません。これらのオプションを使用する
と、SQL要求を使用したときに、パフォーマンスに
悪影響を及ぼす可能性があります。	
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*STARTKEYオプションは、「ファイル・カーソ
ル」の配置をエミュレートします。
SQLを使用する場合、*ENDWHEREオプションは、
SELECTループ内の条件を検査します。WHERE句内
には配置しません。

	

*ENDWHERESQL：WHERE条件に従って、最適な方法でSELECTコマン
ドを処理することができます。
SQL	(ODBCを使用)によるテーブル操作は、System	iのネイティブI/Oと
同じではありません。さまざまなテーブル(SQLおよびネイティブI/O)で
のSELECTコマンドのパフォーマンスを高めるために、この値は
*ENDWHEREより優先されます。
新しい値を適用するには、[区画の定義]タブで[*ENDWHERESQLを強制
的に行う]オプションを選択します。この区画オプションは、SELECTコ
マンド内のすべての*ENDWHEREオプションを、*ENDWHERESQLが
コーディングされているかのように解釈するようLANSAに指示しま
す。コードを更新または新しいコードを作成する際は、適切な箇所でこ
の新しいオプションを使用するようSELECTコマンドを変更することを
お勧めします。

移植性に
関する考
慮事項

この値を指定すると、実行時のSELECT操作の解釈
が異なってきます。
-	SQLを使用するようコードが生成されている場
合、この*ENDWHERESQLオプションは事実上無視
され、WHERE条件がSQL要求のWHERE句内に配置
されます(実列がすべて指定されている場合)。
-	ネイティブI/Oアクセスを使用するようコードが生
成されている場合、*ENDWHERESQLオプション
は、*ENDWHEREオプションと同ものとして解釈さ
れます。

	

*	BLOCKnnn：実行する実データベースI/O操作の数を減らすために、
ファイルから選択されたレコードがブロックで読み取られます。
						このオプションを適切に使用すれば、SELECT/ENDSELECTループの
パフォーマンスを大幅に向上させることができます。

						ただし、使用する際は、以下のLANSAおよびi5/OSの条件が適用され
ます。



									*BLOCKnnnパラメータ値の'nnn'コンポーネントでは、各ブロックで読み取るレコード
数を指定します。'nnn'に指定可能な値は、010、020、030、040、050、060、070、080、
090、100、150、200、250、300、400、または500です。値として、32Kブロックに収まる
最大レコード数を指定することをお勧めします。

									*BLOCKnnnを使用すると、FUNCTIONコマンドで実際に*DBOPTIMISEが指定されて
いるかどうかに関わらず、*DBOPTIMISEが使用されます。

									SELECTコマンドでWITH_KEYパラメータを指定しないでください。WITH_KEYパラ
メータを指定すると、ファイル・カーソルの配置操作が実行され、ブロック・ロジックが
無効になります。

									ファンクション内の他の場所でFROM_FILEパラメータに指定されたファイルに対して
他のI/O操作を実行しないでください。

									SELECT/ENDSELECTループは、プログラム呼び出し時に一度のみ実行してください。
その後、SELECT/ENDSELECTループを(再)実行しようとすると、ファイル・カーソルが
ファイルの先頭に(再)配置されないため、予期しない結果になります。この機能が必要な
場合は、SELECT/ENDSELECTループを(再)実行する前に閉じて(CLOSE)ください。

									ファイルをオプション*KEEPOPENで開いたままにしないでください。また、ファイル
は、このファンクションを含めて他のファンクション/プログラムによってすでに開かれ
た状態(または開いたまま)ではなりません。ファイルがすでに開かれている場合、ファイ
ル・カーソルの現在位置は予期できません。ファイルが開かれた状態である可能性がある
場合は、まずCLOSEコマンドでファイルを閉じてください。

									OPTIONS(*BLOCKnnn)を使用する場合、RETURN_RRNパラメータで返される相対レ
コード番号は無意味になります。この番号は、現在のブロックで読み取られた最後のレ
コードの番号を表し、必ずしもSELECT/ENDSELECTループで処理されるレコードとは限
らないためです。

移植性に関する
考慮事項

可搬性のあるアプリケーションではサポート
されないため、使用しないでください。Visual
LANSAで使用すると、全構文検査で致命的エ
ラーが発行されます。*BLOCKnnnオプション
は無視されるため、アプリケーションには何
の効果もありません。



7.83.2	SELECTについてのコメント/警告
SQLでは、すべ	てのテーブル操作がSystem	iでのファイル操作と同じ方
法で処理されるわけではありません。認識しておかなければならない重
要な点を以下に挙げます。

									SQL	ベースのSELECT操作では、最初の実行時	に一致するすべての行を選択し(一時
ファイルに保管)、その後、選択した一連の行を(1行ずつ)処理することができます。

この処理形式が原因で、行を「選択可能」な行に含めるためにSELECTループで実際にその
行を挿入または更新する際に、System	iアプリケーションとVisual	LANSAアプリケーション
とで機能が変化する場	合があります。	

i5/OS環境では、このような行はSELECTループで処理されます。一方、Visual	LANSA環境で
は、これらの行は最初に選択された行に含まれていないため、SELECTループで処理されな
い可能性があります。

この処理形式は無限ループに陥る可能性があるため、i5/OS環境で使用されること	は稀で	す
が、この処理の違いを理解し、この形式の処理を行わないようにしてください。

									SELECT	ループをGOTOコマンドによって中断しないでください。このような操作を行
うと、SQLカーソルが開いたままになる可能性があります。SELECTルー	プを終了する場合
は、代わりにLEAVE	RDMLコマンドを使用してください。

									い	かなる状況でも、SELECTループの途中に分岐しないでください。このように不自然
なコーディング技法を使用すると、プラットフォームに関係なく予期し	ない結果になりま
す。

									上	記の重要点と同様の理由で、SELECTループ内の選択条件の値を変更すると、プラッ
トフォームによって異なる結果になる可能性があります。
以下のSELECTループについて考えます。ここで、SALARYはSQLテーブルの列、
REQSALARYは何らかの選択値です。

						SELECT	FIELDS(...)	FROM_FILE(...)	WHERE('#SALARY	<			
													#REQSALARY')	
										.......	
										.......	
										.......
									CHANGE	#REQSALARY	('#REQSALARY	*	1.1')	
						ENDSELECT
	
									上	記のロジックは、適切に作成されているとは言えません。また、	プラットフォーム
によって結果が異なる可能性があります。

									Visual	LANSAは、SELECTが最初に実行された時点の値に従って評価と選択を行いま
す。すでに確立されている選択条件の値を変更しないでください。	変更すると、予期し
ない結果になる可能性があります。

									SQL	ベースのSELECT操作に、指定ファイル内の「実」フィールドのみが関与する
WHERE条件が含まれている場合、そのファイルから一致する一連の行のみ	が選択されま



す。すなわち、読み取り後のトリガーは、WHERE条件に一致しない行に対して呼び出され
ません。

これは、WHERE条件の検査前にすべての行が読み取	られるIBM	iのRDMLと機能的に異なる
場合があります。

WHERE条件に、ファイル内の「実」フィールド以外のフィールドが関与する場合は、Visual
LANSA環境とi5/OS環境(RDMLおよびRDMLX)で実行される処理はまったく同じです。

									検	索文字列に'%'文字が含まれる場合、総称検索の動作がIBM	iとは異なることがありま
す。

該当するSQLリファレンス・マニュアルのSQL	LIKEに関する説明を参照してください。

									SELECT	のオプション*STARTKEYを使用すると、SQL要求によって「ファイル・カー
ソル」の配置をエミュレートするときにパフォーマンスに悪影響を及ぼす	可能性があるた
め、このオプションの使用はお勧めしません。



7.83.3	SELECTの使用例
例1：明細行ファイル内の、受注番号がフィールド#ODRNUMの値と一
致しているすべてのレコードからフィールド#ORDLIN、#PRODUCT、
#QUANTITY、および#PRICEを選択して印刷します。
SELECT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
UPRINT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
ENDSELECT
	
または、以下のように指定しても同じ結果になります。
GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
例2：明細行ファイル内の、#QUANTITY値が10より大きいか#PRICE値
が49.99未満のすべてのレコードからフィールド#ORDLIN、
#PRODUCT、#QUANTITY、および#PRICEフィールドを選択して印刷し
ます。
SELECT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WHERE('(#QUANTITY	*GT	10)	*OR	(#PRICE	*LT	49.99)')
UPRINT				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
ENDSELECT
	
または、以下のように指定しても同じ結果になります。
GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WHERE('(#QUANTITY	*GT	10)	*OR	(#PRICE	*LT	49.99)')
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
例3：以下のフィールドとデータで構成されるACCOUNTというファイ
ルがあるとします。

会社
(#COMP)

部門
(#DIV)

課(#DEPT) 支出
(#EXPEND)

収入
(#REVNU)

01 1 ADM 400 576



" " MKT 678 56

" " SAL 123 6784

	 	 	 	 	

" 2 ADM 46 52

" " SAL 978 456

	 	 	 	 	

" 3 ACC 456 678

" " SAL 123 679

	 	 	 	 	

02 1 ACC 843 400

" " MKT 23 0

" " SAL 876 10

	 	 	 	 	

" 2 ACC 0 43
	

また、このファイルではキーとして#COMP、#DIV、および#DEPTが設
定されています。SELECTコマンドのNBR_KEYSパラメータを使用し
て、非常に柔軟なブラウズ・ファンクションを作成します。
DEF_LIST			NAME(#ACCOUNTS)		FIELDS(#COMP	#DIV	#DEPT	#EXPEND	#REVNU)
DEFINE					FIELD(#NBRKEYS)	TYPE(*DEC)	LENGTH(1)	DECIMALS(0)
	
BEGIN_LOOP
	
CHANGE					(#COMP	#DIV	#DEPT)	*NULL
REQUEST				FIELDS(#COMP	#DIV	#DEPT)
	
IF_NULL				FIELD(#COMP	#DIV	#DEPT)
CHANGE					#NBRKEYS	0
ELSE
IF_NULL				FIELD(#DIV	#DEPT)



CHANGE					#NBRKEYS	1
ELSE
IF_NULL				FIELD(#DEPT)
CHANGE					#NBRKEYS	2
ELSE
CHANGE					#NBRKEYS	3
ENDIF
ENDIF
ENDIF
CLR_LIST			NAMED(#ACCOUNTS)
SELECT					FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)	WITH_KEY(#COMP	#DIV	#DEPT)	NBR_KEYS(#NBRKEYS)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#ACCOUNTS)
ENDSELECT
	
DISPLAY				BROWSELIST(#ACCOUNTS)
	
END_LOOP
	
ユーザーがREQUESTコマンドで値を何も入力しない場合、SELECTコマ
ンド実行時の#NBRKEYSの値は0になるため、実質的には、以下のよう
なSELECTコマンドが実行されることになります。
SELECT					FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)
	
この場合、ファイル内のすべてのレコードが表示されます。
ユーザーがREQUESTコマンドで#COMPの値を入力した場合、SELECT
コマンド実行時の#NBRKEYSの値は1になり、実質的には、以下のよう
なSELECTコマンドが実行されることになります。
SELECT		FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)	WITH_KEY(#COMP)
	
この場合、ファイル内の、要求された会社番号を持つすべてのレコード
が表示されます。
ユーザーがREQUESTコマンドで#COMPの値と#DIVの値を入力した場
合、SELECTコマンド実行時の#NBRKEYSの値は2になり、実質的に
は、以下のようなSELECTコマンドが実行されることになります。
SELECT		FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)	WITH_KEY(#COMP	#DIV)
	
この場合、ファイル内の、要求された会社番号と部門番号を持つすべて



のレコードが表示されます。
ユーザーがREQUESTコマンドで#COMPの値、#DIVの値、および#DEPT
の値を入力した場合、SELECTコマンド実行時の#NBRKEYSの値は3に
なり、実質的には、以下のようなSELECTコマンドが実行されることに
なります。
SELECT			FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)	WITH_KEY(#COMP	#DIV	#DEPT)
	
この場合、ファイル内の、要求された会社番号、部門番号、および課番
号を持つすべてのレコードが表示されます。このとき、指定されたデー
タに対して表示されるレコードは1つのみです。
例4：NBR_KEYS(*COMPUTE)パラメータを使用して、例3と機能的に同
じソリューションを作成します。
DEF_LIST			NAME(#ACCOUNTS)		FIELDS(#COMP	#DIV	#DEPT	#EXPEND	#REVNU)
	
BEGIN_LOOP
CHANGE					(#COMP	#DIV	#DEPT)	*NULL
REQUEST				FIELDS(#COMP	#DIV	#DEPT)
CLR_LIST			NAMED(#ACCOUNTS)
SELECT					FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)	WITH_KEY(#COMP	#DIV	#DEPT)	NBR_KEYS(*COMPUTE)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#ACCOUNTS)
ENDSELECT
DISPLAY				BROWSELIST(#ACCOUNTS)
END_LOOP
	
例5：明細行ファイル内の、受注番号がフィールド#ODRNUMの値と一
致しているすべてのレコードからフィールド#ORDLIN、#PRODUCT、
#QUANTITY、および#PRICEを選択して印刷します。情報を逆の順序で
(すなわち、行番号が大きいものから)印刷します。
GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	
WITH_KEY(#ORDNUM)	OPTIONS(*BACKWARDS)
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
例6：例5とまったく同じロジックを使用し、印刷される行を3行までに
します。



GROUP_BY		NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
CHANGE				FIELD(#COUNTER)	TO(0)
SELECT				FIELDS(#ORDERLINE)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)	WHERE('#COUNTER	*LT	3')	OPTIONS(*BACKWARDS	*ENDWHERE)
UPRINT				FIELDS(#ORDERLINE)
CHANGE				FIELD(#COUNTER)	TO('#COUNTER	+	1')
ENDSELECT
	
例7：顧客名を入力するようユーザーに要求します。次に、名前/住所
ファイルから、指定された名前に「最も近い」ものから10個の名前を選
択し、その詳細を表示します。
DEF_LIST		NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#NAME	#CUSTNO	#ADDR1	#POSTCODE)	COUNTER(#NUMCUSTS)
	
REQUEST			FIELDS(#NAME)
CLR_LIST		NAMED(#CUSTOMER)
SELECT				FIELDS(#CUSTOMER)	FROM_FILE(NAMES)	WITH_KEY(#NAME)	WHERE('#NUMCUSTS	*LT	10')	OPTIONS(*STARTKEY	*ENDWHERE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#CUSTOMER)
ENDSELECT
DISPLAY			BROWSELIST(#CUSTOMER)
	
例8：現在アクティブなバージョンのファイルORDLINからすべての
フィールドを選択し、このファイルのすべてのフィールドについてさま
ざまな計算を実行し、選択された各レコードの結果を印刷します。
SELECT				FIELDS(*ALL)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)				
.......
.......
.......
	
UPRINT				FIELDS(#RESULT1	#RESULT2	#RESULT3)																	
	



7.84	SELECTLIST
SELECTLISTコマンドは、ENDSELECTコマンドと対で使用して、リス
ト内で特定の条件に一致したすべての項目を処理するための「ループ」
を作成します。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
SELECTLIST/ENDSELECTループの例を以下に示します。
-----
>	SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*ALTERED)
|						UPDATE					FIELDS(#ORDERLINE)	IN_FILE(ORDLIN)
|																	WITH_KEY(#ORDER)
-----		ENDSELECT
	
これにより、#ORDERLINEというリスト内の、追加後に変更されたすべ
ての項目を処理するためのループが作成されます。変更された各項目は
UPDATEコマンドで処理され、変更がファイルORDLINに反映されま
す。
リストの種類とリスト処理の詳細については、DEF_LIST	(リストの定
義)コマンドのセクションを参照してください。
参照
SELECTLISTのパラメータ
SELECTLISTの使用例
																																																									任意指定
	
		SELECTLIST	---	NAMED	--------	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
													>--	GET_ENTRYS	---	*ALL	--------------------------->
																																*SELECT				<----
																																*ALTERED								|			ブラウズ・リストに
																																*NOTNULL								|		対してのみ
																																*DISPLAY								|					有効
																																*ADD												|
																																*CHANGE									|
																																*DELETE				<----
	
												>---	WHERE	--------	'条件'	-------------------|
	



7.84.1	SELECTLISTのパラメータ
GET_ENTRYS
NAMED
WHERE

NAMED
SELECTLIST/ENDSELECTループで処理するリストの名前を指定しま
す。
デフォルト値*FIRSTを指定すると、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リス
トの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リスト
または作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。

GET_ENTRYS
リスト内の、SELECTLIST/ENDSELECTループで処理する項目を指定し
ます。
デフォルト値*ALLを指定した場合、リスト内のすべての項目がループ
で処理されます。処理するリストが作業リストの場合、これは有効なパ
ラメータ値です。
*SELECTを指定した場合、非ブランクの「選択」フィールドが含まれる
項目のみがループで処理されます。リスト内の「選択」フィールドに
は、フィールド属性*SELECTが関連付けられています。詳細について
は、DEF_LISTコマンドのセクションを参照してください。また、
フィールド属性がどのように使用されるかも参照してください。
*ALTEREDを指定した場合、ADD_ENTRYまたはINZ_LISTコマンドでリ
ストに追加された後に変更された項目のみがループで処理されます。
*NOTNULLを指定した場合、1つ以上のフィールドの値が非"NULL"の項
目のみがループで処理されます。"NULL"値は、英数字フィールドの場
合はブランク、数値フィールドの場合は0です。
*DISPLAYを指定した場合、画面処理モードが*DISPLAYのときにリス
ト内で追加または更新された項目のみがループで処理されます。詳細に
ついては、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してくだ
さい。
*ADDを指定した場合、画面処理モードが*ADDのときにリスト内で追
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加または更新された項目のみがループで処理されます。詳細について
は、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してください。
*CHANGEを指定した場合、画面処理モードが*CHANGEのときにリス
ト内で追加または更新された項目のみがループで処理されます。詳細に
ついては、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してくだ
さい。
*DELETEを指定した場合、画面処理モードが*DELETEのときにリスト
内で追加または更新された項目のみがループで処理されます。詳細につ
いては、「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してくださ
い。
SELECTLISTループを終了するタイミングを決定するために追加のレ
コードが読み取られるため、SELECTLISTループ終了時の値が予期した
値と異なる場合があります。

WHERE
詳細については、「条件および式の指定」に記載されている条件および
式の指定方法を参照してください。
WHEREパラメータは、作業リストに対してのみ有効です。WHEREパラ
メータを指定しない場合、作業リスト内のすべての項目が返されます。
WHERE条件を使用するSELECTLIST/ENDSELECTループ後のフィール
ドの内容は予測できません。SELECTLIST/ENDSELECTループでは、
WHERE条件に一致する項目のみが処理されます。
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7.84.2	SELECTLISTの使用例
例1：#ORDERLINEというリストの、「変更された」項目をすべて処理
します。リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマン
ドのセクションを参照してください。
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*ALTERED)
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
ENDSELECT
	
例2：#ORDERLINEというリストの、「選択された」項目をすべて処理
します。
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*SELECT)
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
ENDSELECT
	
例3：作業リスト#ORDERLINEの、数量が0より大きい項目をすべて処理
します。
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	WHERE('#QUANTITY	*GT	0')
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
						<<	Commands	to	process	the	list	>>
ENDSELECT
	



7.85	SELECT_SQL
ネイティブi5/OSデータベース・アクセスを使用する標準のSELECTコマ
ンドとは異なり、SELECT_SQLコマンドは、SQL/400製品を使用して
データベース・アクセスを実行します。
SELECT_SQLコマンドには2つの形式があります。1つは、このセクショ
ンで説明する十分に構造化された形式です。この形式では、SQLを正し
く構成し、プラットフォームによって異なるオブジェクト名に対応する
ことができますが、SELECTステートメントのタイプは非常に単純なも
のに制限されます。もう1つは、自由形式のSELECT_SQLです。この形
式では、データベース・エンジンが有効な構文として受け入れる任意の
SELECTステートメントを入力できますが、LANSAでは、複数のプラッ
トフォームに渡るオブジェクト名の互換性維持について考慮されませ
ん。これらの2つの違いにより、SQLが複数のデータベースに渡って予
想どおりに実行されない可能性が高くなります。詳細については、「自
由形式のSELECT_SQL」を参照してください。
SELECT_SQLコマンドは、ENDSELECTコマンドと対で使用し、1つ以
上のテーブル(ファイル)の、1行以上の行(レコード)を処理するための
「ループ」を作成します。
例として、以下のSELECT_SQL	/	ENDSELECT	ループはテーブル
ORDLINの製品および数量の値がすべて選択され、リストに1つずつ
セットされます:
---->	DEF_LIST	NAME(#ALIST)	FIELDS(#PRODUCT	#QUANTITY)
	--->	SELECT_SQL	FIELDS(#PRODUCT	#QUANTITY)
|															USING('SELECT	"PRODUCT",	"QUANTITY"	FROM
"MYDTALIB"."ORDLIN"')
|	
|				ADD_ENTRY(#ALIST)
|
	---	ENDSELECT

	

SELECT_SQLの実装方法は、IBM	i	上でRPGとして生成されたオブジェクトと、Cとして
生成されたオブジェクトとでは異なります。RPGは、SELECT_SQLを静的な埋め込み
SQLに実装します。一方、Cは、SELECT_SQLを呼び出しレベル・インターフェース
(CLI)に実装するため、動的になります。この違いの効果については、以降、関連する箇
所で説明していきます。

SELECT_SQLを使用する前に、以下の点を認識しておいてください。



1.			SELECT_SQLコマンドを含むファンクションをコンパイルするに
は、ライセンス交付された以下の製品が必要です。

IBM	i	RPGファンク
ション：

IBM	-	SQL	DevKit

C実行可能プログラ
ム：

他の製品は不要

						SELECT_SQLを使用するIBM	i	RPGアプリケーションをコンパイル済
みの形式で特定のIBM	iから別のIBM	i	に移植する場合、移植先マシン
にライセンス交付済みのIBM製品がインストールされていなくても、
そのアプリケーションを実行できます。ただし、移植先マシンでアプ
リケーションの再コンパイルが必要になった場合、問題が発生しま
す。

2.			SELECT_SQLによってアクセスする情報は読み取り専用です。情報
を更新する場合は、一般に、標準のSELECTコマンドを使用する方が
簡単です。

3.			SELECT_SQLコマンドは、主に、レポート、画面、または他のテー
ブルに出力するために、1つ以上のSQLデータベース・テーブル(ファ
イル)からの複雑な抽出/結合/要約抽出を実行するためのものです。大
容量または頻繁に使用される対話型アプリケーションでの使用は想定
されていません。このように使用目的に制限がある一方、
SELECT_SQLは、結果の出力先が画面、プリンター、または別ファイ
ル(テーブル)のどれであっても、多くの結合/抽出/要約アプリケー
ションを大幅に単純化し、高速化することのできる非常に強力で便利
なコマンドです。

4.			SELECT_SQLコマンドは、SQLデータベース機能で直接サポートさ
れる、非常に強力なデータベース抽出/結合/要約機能を提供します。
ただし現時点では、状況によって、i5/OSにおけるSQLの実装に大量
のリソースが必要になる場合があります。このコマンドでもたらされ
る大きな利点と必要リソースのバランスの比較検討およびその適切な
使用は、すべてユーザーの責任において行ってください。考慮すべき
要因の1つに、WHEREパラメータで非キー・フィールドを使用するか
どうかがあります。使用する場合、通常、SELECT_SQLの方が
SELECTより高速です。使用しない場合は、SELECTの方が高速で
す。このことは、IBM	i	でも実行予定のプログラムをまずVisual
LANSAで開発する場合に特に重要になります。これは、Visual
LANSAでは、SELECTおよびSELECT_SQL間のパフォーマンスの差が



それほど大きくないためです。

5.			このセクションでは、ユーザーにSQLの'SELECT'コマンドに関する
知識があることを前提としています。ここでは、RDMLファンクショ
ンからSQLの'SELECT'コマンドに直接アクセスする方法について説明
しますが、SQLの'SELECT'コマンドの構文、形式、および使用につい
ては扱いません。

6.			WHERE、GROUP_BY、HAVING、およびORDER_BYパラメータが
正しく指定されているかどうかの検査は非常に限定的です。

7.			SELECT_SQLはIOモジュール/OAMを使用しないため、リポジトリの
検証およびトリガーは省略されます。

8.			ファイルがIBM	i	以外のプラッフォームに配布される場合、省略値で
はターゲット・プラットフォームのデータ・ライブラリを使用して
テーブルが作成されます。ただし、SELECT_SQLへの呼び出しはソー
ス区画のデータ・ライブラリでコンパイルされています。ですから、
名前が異なる場合は、組み込み関数DEFINE_OVERRIDE_FILEを使っ
てテーブル・オーナーを変更する必要があります。

エラー処理
SQL機能がSELECT_SQLにより正しく	使用されていない場合エラーにな
ります。SQLサーバーでは、エラーは例えば次のように表示されま
す。"SQL	error	code	16954…	Executing	SQL	directly;	no	cursor"	同じ理由で
も別のエラーコードになることもあります。またデータベースによって
異なるエラーコードになります。
これはLANSAにより機能が認識されていない場合に起こり、単語が識
別子だと仮定されて表示されています。この回避策としては、
SELECT_SQLの自由形式のバージョンのコマンドを使用することです。

IBM	i	RPGファンクション
コマンドが正しくない場合、以下の2つの時点で失敗する可能性があり
ます。

									RDMLファンクションのコンパイル時。SQLコマンドのプリプロセッサにより、コマン
ドにエラーがあることが示されます。LANSAでは、このエラーが結果的なRPGのコンパイ
ル・エラーとして解釈されます。この場合、結果的なRPGに埋め込まれたSQLコマンドで、
エラー・メッセージの詳細を調べる必要があります。

									実行時。アプリケーションをコンパイルしても、SELECT_SQLコマンドが実際に実行さ
れるときに、SQLによってアプリケーションが失敗する場合があります。この場合、発行さ
れたすべてのエラー・メッセージを調べ、正確な原因を突き止めてください。
SQLを使用する際は、SELECT_SQLコマンドにコンパイルする前に、対話型SQLを使用して



コマンド(およびその構文)が「期待どおりに動作するかを検査」すると便利です。
実行時エラーに対処する際に、ファンクションでデバッグを使用すると、SQLにより役立つ
エラー分析情報が提供されます。これは、LANSAではなくSQL/400の機能ですが、通常の
LANSAデバッグ・モード(i5/OSのみ)と連携して動作することに注意してください。

C実行可能プログラム
コマンドが正しくない場合、以下の診断を行えます。

									ファンクション/コンポーネントの作成時に警告メッセージが表示されます。以下の表
に、これらのメッセージの一部について説明します。

									SQLは実行時に評価されるため、ファンクション/コンポーネントのコンパイル時には、
それ以上の情報は得られません。すなわち、SQLは動的です。

									実行時。アプリケーションのコンパイル後も、SELECT_SQLコマンドが実際に実行され
るときに、SQLによってアプリケーションが失敗する場合があります。この場合、発行され
たすべてのエラー・メッセージを調べ、正確な原因を突き止めてください。	

SQLを使用する際は、SELECT_SQLコマンドにコンパイルする前に、対話型SQLを使用して
コマンド(およびその構文)が「期待どおりに動作するかを検査」すると便利です。

実行時エラーに対処する際に、ファンクションに対してトレース機能を使用すると、
SELECT_SQLコマンドから生成された正確なSQLをキャプチャすることができます。最新の
トレース・ファイルを開き、"***ERROR"を検索してください。これは、エラー・メッセー
ジ内のテキストと同じです。8行目または"Preparing"メッセージに戻ると、エラー原因になっ
ているSELECTステートメントがわかります。これをコピーして対話型SQLに貼り付け、問
題をさらに診断することができます。

									サポートを受けるためにSELECT_SQLに関する問題を報告する場合は、トレース・ファ
イルと、生成されたCソース・コードを提出してください。

IBM	i	RPGファンクションのみ
									クロスリファレンス情報は、FIELDSおよびFROM_FILESパラメータからのみ取得され
ます。現在のリリースでは、このコマンドの他のパラメータに埋め込まれたフィールドおよ
びファイルの参照は、LANSAクロスリファレンス機能に反映されません。

									SQLからアクセスする際は、データベースの列名を使用する必要があります。C実行可
能プログラムでは、データベースの列名、またはLANSAがその列を認識するために使用する
フィールド名を使用できます。これは、命名レベル0のファイルを使用している場合は、異
なる可能性があります。フィールド名を使用する場合(#なし)、LANSAは実行時にそのフィー
ルド名を列名に変換します。そのため、実行時に使用される名前をすべてのプラットフォー
ム間で移植することが可能です。この動作は、列名を受け入れるすべてのパラメータで見ら
れます。例として、命名レベル0のファイル#MYFILEを使用する以下のRDMLについて考え
ます。

						SELECT_SQL	FIELDS(#A$	#B)	FROM_FILES((#MYFILE))	WHERE('A_
						DISPLAY	FIELDS(#A$	#B)	
						ENDSELECT
	

						このRDMLは、IBM	i	以外のプラットフォームでは正常に動作します



が、IBM	i	では失敗します。A_が、FROM_FILESパラメータで指定さ
れたいずれかのファイルの物理フィールドでない場合、Visual	LANSA
により警告PRC1065が発行されます。すべてのLANSAプラット
フォームで動作するよう可搬性のある方法で作成するには、以下のよ
うにします。

						SELECT_SQL	FIELDS(#A$	#B)	FROM_FILES((#MYFILE))	WHERE('A$
								DISPLAY	FIELDS(#A$	#B)	
						ENDSELECT	
	

Visual	LANSA	Cファンクションのみ
									1つのフィールドを最大50個のSELECT_SQLコマンドで指定できます。

									SELECT_SQL内で使用されるLANSAフィールドの名前変更は、1つのフィールドにつき
ファンクションまたはコンポーネント全体で1回のみです。名前変更は、VL外部ファイルお
よびIBM	i	外部ファイルで使用されます。外部ファイルをロードすると、列が既存のフィー
ルドと一致した場合に別のフィールドが作成されるため、問題が生じることはありません。

									CLIはデータの取得時に論理ファイルを使用しないため、FROM_FILEパラメータで指定
された論理ファイル内の*	SELECT/OMIT基準は無視されます。

以下の理由から、SELECT_SQLコマンドを多用することはお勧めしませ
ん。

									SQLアクセス・コマンドは、RDMLファンクションに直接埋め込まれます。DBMSアク
セスは直接的であり、IOM/OAMアクセス・ルーチンを経由しません。この方法では、読み
取り前後のトリガーや、LANSA/スーパーサーバーによって実装された「シン・クライアン
ト」型設計を適切に使用できなくなる可能性があります。

									SELECT_SQLのコンテンツが画面のフィールドからのものである場合は、エンド・ユー
ザーがSELECT以外の処理が可能になります。特にプログラム可能な自由形式のバージョン
だと次のようなことが簡単にできます。

REQUEST	FIELD(#ANYSQL)
Select_Sql	Fields(#STD_NUM)	Using(#ANYSQL)
endselect.
				また、エンド・ユーザーは画面に次のように入力することも可能です。	"delete	from
mylib.afile;select	count(*)	from	mylib.afile"
									埋め込まれたSQL機能を使用すると、アプリケーションがプラットフォームに依存する
ようになる可能性があります。すべてのSQL機能がすべてのDBMSでサポートされるわけで
はありません。テーブルに関連付けられたIOM/OAMを省略すると、IOM/OAMによって提供
される機能分離が省略されます。DBMSで定義された、プラットフォームに依存する拡張機
能であるSQL機能は、アプリケーション設計者の判断で、アプリケーション設計者の責任に
おいて使用してください。

									SELECT_SQLを使用する場合は、その使用を特定のファンクション内に限定し、ユー
ザー・インターフェース操作から分離してください。こうすることで、クライアント設計モ



デルでファンクションを"RPC"	(リモート・プロシージャ・コール)として呼び出せるように
なります。

作成時にVisual	LANSAから発行されるメッセージ

LII0898W あいまいです。フィールド#A$は複数のファイルに存
在しており、異なる命名規則を使用しています。

このメッセージは、実行時にフィールドに対して使用
されるSQL名に関するものです。このメッセージに
は、詳細な情報を提供するメッセージがさらに2つ続き
ます。ジェネレータは、次の優先順位に基づいて、使
用する命名アルゴリズムを決定します。(1)古いVisual
LANSAファイルではLANSA短縮名(mangled	name)を使
用(#A$をA_にするなど)、(2)	LANSA定義の名前を使用
する命名レベル1のファイル(すなわち、SQL名が
フィールド名と同じ)、(3)	FROM_FILESパラメータで
最初に指定されている、VL外部ファイルの命名または
IBM	i外部ファイルの命名。
メッセージに対処するために、RDMLを変更する必要
はありません。メッセージに対する対応は、アクセス
する必要のあるファイルのデータによって異なりま
す。デフォルト以外の動作が必要な場合は、必要とす
る実際の名前でSQLソース・パラメータを追加しま
す。

実行時およびIBM	iでの実行中の成功率を高めるには、以下の警告に対
処してください。

PRC1064 **	WARNING:	Name	is	not	a	defined	field.	Correct	it	for
portability.
フィールド名としていずれかのファイルの実列を使用
できるため、選択は機能しますが、LANSAでサポート
されるすべてのデータベースで機能するためには、
フィールド名(ハッシュ記号なし)を使用する必要があり
ます。

PRC1065 **	WARNING:	Field	<afield>	is	not	a	physical	field	in	any	of
the	files	in	the	FROM_FILES	parameter.
LANSAは、FROM_FILESパラメータで指定されたいず
れかのファイルにおいて、SQLで指定された名前が



LANSAで認識されているかどうかを検査します。その
名前がLANSA名であるか、変換された名前であるか、
または列名の変更であるかを検査する他、予約済みの
SQLキーワードであるかどうかも検査します。どれにも
該当しない場合、この警告が表示されます。
この警告の原因として、フィールド名の代わりに列名
が使用されていることが考えられます。この場合、SQL
はVisual	LANSAで動作します。または、フィールドが
正しくない可能性があり、この場合は実行時に失敗し
ます。

PRC1067 **	Fields	A$	and	A_	both	resolve	to	A_	so	A_	in
SELECT_SQL	will	be	set	with	Non-IBM	i	text	A_
同じ名前に解決されるフィールドが複数ある場合、生
成されたコードで各フィールドを識別できなくなり、
コンパイル・エラーが発生します。SELECT_SQLで
は、下位互換性を保つために固定リテラル値が使用さ
れるため、コンパイルは成功します。ただし、これは
IBM	i	で実行されない場合があります。1つのファンク
ション内でこのように一致するフィールドを使用しな
いようコードを変更してください。
例えば、列名がA_で固定されている場合、IBM	iでは実
行されません。代わりにA$を使用してください。

移植性に関
する考慮事
項

複数のプラットフォームを使用する場合、各プ
ラットフォームで使用されるフィールド長を考慮
してください。WHEREパラメータを参照してく
ださい。

Visual	LANSAからIBM	i	上のデータベースに接続
するためにこのコマンドを使用しないでくださ
い。この目的でSELECT_SQLコマンドを使用して
も、IBM	i	上のデータベースではなく、PC上への
データベースにアクセスします。このタイプの接
続を行うには、リモート・プロシージャ・コール
(すなわち、call_server_function)を使用する必要が
あります。

参照
SELECT_SQLのパラメータ



SELECT_SQLの列名と列値
SELECT_SQLの使用例
SELECT_SQLの参照ドキュメント
SELECT-SQLの強制変換
																																																									必須
		SELECT_SQL	---	FIELDS	-------	フィールド名	---	*SAME	----------->
																																|													SQLフィールド・ソース	|
																																	------	最大1000	--------------
													>--	FROM_FILES	-------	フィールド名	--	相関	--->
																																|																														|
																																	------------	最大20	-----------
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	WHERE	--------	'SQL	where条件'	---------->
													>--	GROUP_BY	-----	'SQL	group	by句'	---------->
													>--	HAVING	-------	'SQL	having条件'	--------->
													>--	ORDER_BY	-----	'SQL	order	byパラメータ'	------->
													>--	DISTINCT	-----	*NO	---------------------------->
																																*YES
													>--	IO_STATUS	----	フィールド名	--------------------->
																																*STATUS
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	-------------------------|
																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル



7.85.1	SELECT_SQLのパラメータ
DISTINCT
FIELDS
FROM_FILE
GROUP_BY
HAVING
IO_ERROR
IO_STATUS
ORDER_BY
WHERE
また「SELECT_SQLの列名	と列値」も	参照してください。

FIELDS
列(フィールド)とそれに関連付けられた「SQLソース」またはファンク
ションを指定します。

SELECT_SQLコマンドでは、タイプBLOBおよびCLOBのフィールドはサポートされま
せん。これらのフィールドを指定すると、コマンドのコンパ	イル時に致命的エラーが発
生します。

このパラメータで指定するすべての列は、現在のファンクションまたは
LANSAデータ・ディクショナリで有効なRDML変数として定義されてい
なければな	りません。
指定する各列について、任意指定の「SQLソース」フィールドを指定す
ることもできます。このフィールドの最大長は50文字です。
ソースを指定しない場合、デフォルト値*SAME	(列名と同じ)が使用され
ます。すなわち、ファンクション内の列名と、SQLテーブル内のその
「ソース」が同じであると見なされます。この値を使用する場	合、列
が、FROM_FILESパラメータで指定する1つ以上のテーブル内の有効な
実列として定義されていなければなりません。
例えば：
SELECT_SQL	FIELDS((#CUSTNAM))	FROM_FILES(CUSTMST)
	
この場合、CUSTNAMという列がテーブルCUSTMSTから抽出され、そ
の値がRDMLファンクションの#CUSTNAMというフィールドに返され
ま	す。この例では、デフォルト値*SAMEが使用されます。次に、以下



の例について考えます。
SELECT_SQL	FIELDS((#CUSTNO	CUSTNAM))	FROM_FILES(CUSTMST)
	
この場合、CUSTNAMという列がテーブルCUSTMSTから抽出され、そ
の値がRDMLファンクションの#CUSTNOというフィールドに返されま
す。
さらに、以下の例について考えます。
SELECT_SQL	FIELDS((#SHORTNAME	'SUBSTR(CUSTNAM,3,10)'))
	
この場合、(SQLテーブルの)列CUSTNAMのサブストリングがRDML
ファンクションのフィールド#SHORTNAMEに返されます。
また、以下の例では、CUSTNAMという列が含まれる2つのファイルが
結合され、データ取得元のテーブルがCUSTMSTまたはCUSTMST2のど
ち	らかを明確にするために相関が使用されます。
SELECT_SQL	FIELDS((#CUSTNAM	'A.CUSTNAM'))	FROM_FILES((CUSTMST	A)
(CUSTMST2	B))	WHERE('A.CUSTID	=	B.CUSTID')
	
最後に、以下の例について考えます。
SELECT_SQL	FIELDS(#DEPTMENT	(#VALUE1	'AVG(SALARY)')	(#VALUE2	'SUM(SALARY)')
(#VALUE3	'MAX(SALARY)')
	
この場合、SQLテーブルの列DEPTMENTがRDML変数#DEPTMENTに返
され、SQLテーブルのフィールドSALARYの平均がRDML変数	#VALUE1
に返されます。また、合計が#VALUE2に返され、最大値が#VALUE3に
返されます。

FROM_FILES
「I/O	コマンドでのファイル名の指定」を参照してください。
注：こ	のコマンドで使用するファイル(テーブル)名を最大20個指定でき
ます。
注:他	のデータベースの外部ファイルにアクセスする場合、LANSAは、
外部ファイルをLANSAにロードするために使用されたデータベース接
続情報を見つけま	す。これは、DEFINE_DB_SERVERおよび
CONNECT_FILE	BIFを使用することによって、さらに洗練することがで
きます。
指定する各ファイル名について、任意指定の「相関」フィールドを指定
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することもできます。
相関を指定しない場合、デフォルト値*SAME	(ファイル名と同じ)が使用
されます。すなわち、特定のテーブル内の列を参照する場合は、実際の
テーブル名を使用する必要があります。相関名を使用する場	合、その相
関名で特定のテーブルの列を識別する必要があります。
例
.	.	.	FROM_FILES((ORDLIN)	(ORDDTL))	WHERE('ORDLIN.CUSTNO	=	ORDDTL.CUSTNO')
	
相関を使用した場合、このステートメントは以下のようになります。
.	.	.	FROM_FILES((ORDLIN	A)	(ORDDTL	B))	WHERE('A.CUSTNO	=	B.CUSTNO')
	
移	植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAでは、テーブル名に@#$が使用され
ません。この変換は、FROM_FILESパラメータに
対して行われ、他のパラメータ(WHEREパラメー
タなど)のテーブル名に対しては行われません。そ
のため、SQLがすべてのLANSAプラットフォーム
で動作するようにするには、上記の2番目の例のよ
う	に、必ず相関を使用してください。
Visual	LANSAでは、Visual	LANSA外部ファイルを
使用して複数のデータベースにアクセスすること
ができます。Visual	LANSA外部ファイルは、
SELECT_SQLで使用できますが、すべて同じデー
タベースのものでなければなりません。Visual
LANSA外部ファイルがLANSAファイルと同じデー
タベースにある場合、同じSELECT_SQLコマンド
で2つのファイルを使用できます。

	

WHERE
SQL_SELECTのWHERE句は、以下に示すように引用符で囲む必要があ
ります。
.	.	.	WHERE('EMPNO	<	''A9999''')
.	.	.	WHERE('NOT	EMPNO	LIKE	''%a''')
	

WHERE句では、LANSAフィールド名または列名を指定することができ
ます(詳細については、FIELDSパラメータの説明を参照してください)。



SQL言語では、SQL構文として解釈される可能性のある識別子を二重引
用符で囲みます。LNSAでは、二重引用符で囲まれたテキストに対して
何の処理も	行われません。これは二重引用符(")であり、2つの一重引用
符('')ではないことに注意してください。

移
植
性
に
関
す
る
考
慮
事
項

WHERE	パラメータのLANSAフィールドが、FROM_FILESパラ
メータで指定されたいずれかのファイルのものであると認識され
ている限り、そのフィールド	名は、二重引用符で囲まれた列名と
してSQLステートメントに作成されます。この列名が必ずしも
フィールド名と同じでないことに注意してください。一般	に、こ
のような状況は外部ファイルで起こりますが、LANSAファイルの
特定のフィールド名でも起こることがあります。「[フィールド名
の特	殊文字の変換]」を参照してください。
た	だし、引用符で囲まれていないLANSAフィールド名がSQLキー
ワードと競合する場合は例外です。この場合、フィールド名は変
換されません。詳細につい	ては、「SQL/ODBC	の文法：キーワー
ドの重複」を参照してください。
例えば、SECTIONがSECTAB内のLANSAフィールドの場合、この
フィールドは列S_CTIONとして作成されます。	
WHEREパラメータがWHERE(	'SECTION	=	''1''')と	して指定されて
いる場合、SECTIONは変更されないため、実行時にSQL構文エ
ラーが発生します。	
これを回避するには、相関を使用して、SECTIONをSQLキーワー
ドとして使用せず、この列にアクセスしようとしていることを
LANSAが認識できる	ようにします。すなわ
ち、FROM_FILES((SECTAB	SEC))	WHERE('SEC.SECTION	=	''1''')と
指定します。
同	じLANSAフィールドを含む複数のファイルから選択する場合、
列名がファイルによって異なることがあります。「[フィールド名
の特	殊文字の変換]」を参照してください。この場合、開発者は2
通りの方法	でLANSAが生成するSQL	WHERE句を制御できます。
その1つは、LANSAがそのファイルの規則に従ってフィールド名
を変更できるよう相関(FROM_FILESパラメータを	参照)を使用す
る方法です。2つ目は、列名を使用して、それを二重引用符で囲む
方法です。
WHERE	パラメータでフィールド名を使用する場合、LANSAがそ
のフィールド名を認識し、適切に変換できるよう、フィールド名
の前後にスペースを残すことをお勧	めします。例えば、WHERE(
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'a=b')の代わりにWHERE	(	'a	=	b'	)と指定します。
	

Visual	LANSAでは、以下に示すように、代わりに単一のフィールド名を
指定できます。
CHANGE	FIELDS(#SELECTION)	TO('STATE	=	''NSW''')
SELECT_SQL	FIELDS(#STATE)	FROM_FILES((#STATES))	WHERE(#SELECTION)
			DISPLAY	FIELDS(#STATE)
ENDSELECT
	
フィールドの内容はWHERE句として使用されるため、以下の事柄を考
慮する必要があります。

									LANSA/AD	RPGファンクションで単一のフィールド名を使用すると、ビルド警告が生
成され、実行時にエラーが発生します。この機能を使用するコードは、この環境で実	行され
ないように条件付けすることができます。代替のプログラミング方法と移植可能なコードの
作成方法については、*OPNQRYFコマンドのセクション	を参照してください。

									こ	の例では、フィールド名STATEの前に#	(ハッシュ(シャープ))記号がありません。こ
れは、実際の選択要求がLANSAではなくSQLデータベースに対して行われるためです。すな
わち、実際の	列名を使用する必要があります。Visual	LANSAは、@、#、または$が含まれる
列名を変更し、命名レベル0のファイルでこれらの記号をアンダースコアに置き換えます。
ただし、LANSA/ADでは、この処理が行われません。すなわち、実際の列名ではなくLANSA
フィールド名が使用されていれば、コードは移植可能です。例えば、フィールドが
CUST$NAMの場合、CUST_NAMではなくCUST$NAMを使用する必要があります。Visual
LANSAは、実行時にCUST$NAMをCUST_NAMに変更します(命名レベル0のファイル)。
LANSA/ADでは、そのままになります。

									:KARTIC	などの変数比較値は置き換えられません。代わりに、値が#SELECTIONフィー
ルドに連結されます。

WHERE句のヒント
like条件を使用してデータを検索する場合、SQLにとって特別な意味を
持つ文字をそのまま使用する必要があるときは、その文字をエスケープ
する必要が	あります。例えば、文字'_'は任意の文字に一致します。'_'と
いう文字に一致させるには、以下の構文を使用する必要があります。こ
れにより、'B_'	で始まるすべての状態が検索されます。
CHANGE	FIELDS(#SELECTION)	TO('STATE	LIKE	''B!_%''	ESCAPE	''!''')
	
注：この例では、エスケープ文字として感嘆符記号を指定していますが、ASCIIテーブ
ルの127以下の任意の「標準」文字を使用できます(文字%、_、	[は、すべてのDBMSシ
ステムで使用できるわけではないため、これらの記号の使用はお勧めしません)。

これは、ASA、DB2400、SQL	Server、およびOracleで検査済みです。MS	Accessのみが例
外で、代わりにエスケープする文字を[]で囲む必要があります。例えば、WHERE



STATE	LIKE	'B[_]%'と	指定します。

変数比較値でのフィールドの使用
WHERE句に指定された名前を使用するよう指定するには、フィールド
名の直前にコロン(:)を挿入します。このとき、コロンとフィールド名の
間にはス	ペースを入れません(フィールド名が6文字を超えていると、
LANSA/AD	RPGファンクションで予期しない結果になります)。

移	植性
に関する
考慮事項

LANSA	では、WHERE句内で変数比較値を保管する
ために使用するフィールドが変換されません。すな
わち、この方法でフィールドを使用する場合は、
フィールド名	が6文字以下でなければなりません(こ
れは、LANSA/ADの生成済みRPGでは、フィールド
名が実際の名前で使用されるためです)。
LANSA/ADのRPGファンクションでは、コロンと
フィールド名の間にスペースを入れることができま
すが、生成済みCコードでは、スペースは許可されま
せん。可搬性を確	保するために、コロンとフィール
ド名の間にスペースを残さないでください。

コードをLANSA/AD	RPGファンクションで実行し、長さが6文字を超え
るフィールド名をWHERE句で使用する場合、以下の例のように、これ
らのフィールド名用の作業フィー	ルドを6文字以下の名前で定義する必
要があります。
例
DEFINE						#KARTIC	REFFLD	(#ARTICO)
DEFINE						#KADTRG	REFFLD	(#MADTRG)
	
.	.	.	WHERE	('ARTICO	=	:KARTIC	AND	MADTRG	>	:KADTRG')
	
条件の指定の詳細については、「条件および式の指定」を参照してくだ
さい。こ	の句の構造に関する詳細については、SQLのガイドを参照して
ください。

Unicodeフィールドを含むRDMLX	IBM	i外部ファイル
iSeries上のSQLは、グラフィックUnicodeフィールドと文字列リテラルま
たはCharタイプの列を直接比較することができず、変換エラーが	発生し
ます。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


変換エラーを回避しながら式をUnicodeに変換するには、以下の3通りの
方法を使用します。
1.			比較にLANSAフィールドを使用します。例え
ば、WHERE('MYUNIGRPH	=	:STD_TEXT')の	ように指定します。

2.			リテラルをUnicode	(UX'ssss')リ	テラルとして渡します。例えば、以
下の指定があるとします。

						WHERE('UNIFLD	LIKE	'C%')
						これを以下のように指定し	ます。
						WHERE('UNIFLD	LIKE	UX''00430025''').
3.			SQLファンクションを使用してリテラルまたは列を変換します。こ
れにより、	Unicode式になります。例えば、CHARFLDがChar	タイプ
の列の場合、以下の指定があるとします。

						WHERE('UNIFLD	=	CHARFLD')
						これを以下のように指定し	ます。
						WHERE('UNIFLD	=	CAST(CHARFLD	AS	GRAPHIC(6)	CCSID	13488)')
詳細については、IBMマニュアル『DB2	UDB	for	iSeries	SQL	Reference』
を	参照してください。

GROUP_BY
個々の行ではなく、行のグループの特性を見つけるために使用します。
グループ化はソートではなく、選択された各行をグループに追加するこ
とであり、グルー	プをSQLで処理することにより、そのグループの特性
を導き出すことができます。
選択された行のグループ化の基準にする列を指定します。1列以上指定
する場合、そのデータを分けるためにコンマを使用する必要が	ありま
す。例：GROUP_BY('EMPTSYEAR,EMPTSWEEK')

HAVING
GROUP_BY句に基づいて選択されたグループの検索条件を指定するた
めに使用します。HAVINGパラメータによって、この句で指定する条件
に適合す	るグループのみが必要であることを示します。すなわち、
HAVING句では、グループに含まれる個々の行のプロパティではなく、
各グループのプロパティを	検査します。
HAVING句には、WHEREパラメータで使用できるものと同様の検索条
件を指定できます。



ORDER_BY
選択された行	の取得順序を指定するために使用します。ORDER	BYパ
ラメータは、	GROUP_BYパラメータと同じ方法で使用できます。
列内の行を取得するときにSQLが使用する列の名前を指定します。1列
以上指定する場合、そのデータを分けるためにコンマを使用する必要が
あります。例：	ORDER_BY('SURNAME,GIVENAME')

DISTINCT
SELECT_SQLの結果で重複した行が必要ない場合は、このパラメータに
*YESを指定します。
結果のテーブルで重複した行が必要な場合は、*NOを指定します。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様	にRDMLプログラムで参照できます。
I/O戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指
定する場合、そのフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである
必要がありま	す。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別な
フィールド#IO$STSは更新されます。
値については、「I/Oコマンド	でのファイル・キー・リストの指定」を
参照してください。

IO_ERROR
コマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクションを
指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれ	に該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
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し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メイ	ンラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。



7.85	2	SELECT_SQLの列名と列値
基本ルールは次の	通りです:

&	nbsp;				名前が	'#'	で始まる場合、列名を使います。
&	nbsp;				名前が	':'	で始まる場合、列値を使います。

例外として、	WHEREやHAVINGのパラメータ内で使用された場合、"#
フィールド"はパラメータ内の唯	一の値となります。つまり、この場合
は列値を使います。
第2のルールとし	て、識別子に'#'	や	':'	がない時は、その識別子がSQL名
の場合を除き、列名と解釈されます。SQL名の場合は生成されたコード
の中にタイプしたそのままのものが残ります。
これについては、	以下で更に詳しく説明します。
SQLキーワード	の列名が使用される場合、LANSAでは変換されませ
ん。つまり、テーブルがどのように作成されているかによりますが、識
別子付きの名前またはLANSA	名もしくはロングネームで明確に指定さ
れている必要があります。例えば	#SECTION、これはS_CTIONに識別子
が付けられたもので、このロングネームは、SectionCodeと設定すること
ができます。
ファイルで識別子	付きの名前やロングネームが使用されている場合、次
のコードは正しく作動しません。
Select_Sql	Fields(#SECTION)	From_Files((PSLMSTX2))
Group_By(SECTION)		
Add_Entry
Endselect
	

SQLは次のよう	になります:
SELECT	"SectionCode"	FROM		"EVDEXLIB"."PersonnelMaster2"	GROUP
BY		"SECTION"
	

Group_By(SECTION)	はそのまま残され、実際の列名のS_CTION	や
SectionCodeと一致しません。
このコードを最も	順応性のある方法(注	２参照)で修正するには、以下の
ように名前の先頭に	'#'	を付けます。
Select_Sql	Fields(#SECTION)	From_Files((PSLMSTX2))
Group_By(#SECTION)		
Add_Entry



Endselect
	

SQLは次のよう	になります:
SELECT	"SectionCode"	FROM		"EVDEXLIB"."PersonnelMaster2"	GROUP
BY		"SectionCode"
ただし、次の例の	EMPNOのようにフィールド名がSQLキーワードでな
い場合は、'#'が付いていてもいなくても自動的にフィールド名が実際の
列名に変換されます。
Select_Sql	Fields(#EMPNO)	From_Files((PSLMSTX2))	Group_By(EMPNO)
Add_Entry
Endselect
	

EMPNOのロングネームがEmployeeNumberで、PSLMSTX2でロングネー
ムが許可されている	場合は、Group_By	のEMPNOはEmployeeNumberと
なります。SQLは次のようになります:
SELECT	"EmployeeNumber"	FROM		"EVDEXLIB"."PersonnelMaster2"
GROUP	BY		"EmployeeNumber"
	
注1：'#	フィールド'	は、生成されたSQLの全てのパラメータで列名が使
用されることを意味します。例外として、WHEREやHAVING内で使用
される唯一の値のときは、そ	のフィールドの実行時の内容が生成されま
す。自由形式のSELECT_SQL	-	USING	パラメータ	-	はこれに含まれませ
ん。このUSINGパラメータを使用した際の動作については、「自	由形
式のSELECT_SQLのパラメータ」を	参照してください。
注2：こ	こで説明されている'順応性のある方法'とは、Windowsの古い形
式の列名の識別子が使用された場合、ジェネレーターは自動的に
Windowsと	Linuxには"S_CTION"	を、そして	IBM	i	には"SECTION"	を使
用するということです。



7.85.3	SELECT_SQLの使用例
SELECT_SQLでDISTINCTオプションを使用する
SELECT_SQLと計算を組み合わせて使用する
SELECT_SQLでANDおよびOR演算子を使用する
SELECT_SQLでBETWEEN演算子を使用する
SELECT_SQLでDISTINCTオプションを使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドでDISTINCTオプションを指定し
て、重複したフィールド値を排除する方法を示しています。また、追加
オプションを指定しない標準のSELECT_SQLコマンドの使用方法も示し
ます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#NDSTEMPNO	#DSTEMPNO)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#NDSTEMPNO)	REFFLD(#EMPNO)	COLHDG('Employee	number'	'Not	Distinct')
DEFINE					FIELD(#DSTEMPNO)	REFFLD(#EMPNO)	COLHDG('Employee	Number'	'Distinct')
DEFINE					FIELD(#ENTRYNO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)	DESC('List	entry	counter')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLSKL.''')
											
BEGIN_LOOP	
EXECUTE				SUBROUTINE(NOTDISTINC)
EXECUTE				SUBROUTINE(DISTINCT)
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(NOTDISTINC)
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#DSTEMPNO)	TO(*NULL)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO)	FROM_FILES((PSLSKL))
CHANGE					FIELD(#NDSTEMPNO)	TO(#EMPNO)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
											
SUBROUTINE	NAME(DISTINCT)
CHANGE					FIELD(#ENTRYNO)	TO(1)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO)	FROM_FILES((PSLSKL))	DISTINCT(*YES)



GET_ENTRY		NUMBER(#ENTRYNO)	FROM_LIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#DSTEMPNO)	TO(#EMPNO)
UPD_ENTRY		IN_LIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#ENTRYNO)	TO('#ENTRYNO	+	1')
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
	

SELECT_SQLと計算を組み合わせて使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドで取得した日付に対して計算を実行
する方法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#SURNAME	#SALARY	#STD_AMNT)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
											
OVERRIDE			FIELD(#STD_AMNT)	COLHDG('Salary	+	10%')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLMST.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO('''This	shows	a	list	of	employee	surnames	and	salaries	and	the	salary	+	10%.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#SURNAME	#SALARY	(#STD_AMNT	'SALARY	*	1.10'))	FROM_FILES((PSLMST))
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP	
	

SELECT_SQLでANDおよびOR演算子を使用する
以下の例は、SLECT_SQLコマンドでANDおよびOR演算子を使用して、
さらに複雑なクエリーを実行する方法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#ADDRESS2	#SALARY	#SURNAME)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
											



CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLMST.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO('''This	lists	all	employees	who	either	have	a	salary	in	the	range	10000	to	20000,''')
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''or	who	live	in	SEVEN	HILLS.	This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#ADDRESS2	#SALARY)	FROM_FILES((PSLMST))	WHERE('((SALARY	>	10000)	AND	(SALARY	<	20000))	OR	(ADDRESS2	=	''SEVEN	HILLS.'')')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP	
	

SELECT_SQLでBETWEEN演算子を使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドでBETWEEN演算子を使用する方法
を示しています。BETWEEN演算子は、指定された値範囲のデータを取
得するためにWHERE句内で使用できます。また、指定された値範囲を
除外したデータを取得することもできます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEF_COND			NAME(*AS400)	COND('*CPUTYPE	=	AS400')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	1:	Select	all	employees	with	a	salary	between	30,000	and	60,000.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO(*BLANKS)
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	1:	Select	all	employees	with	a	salary	between	30,000	and	60,000.''')
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	FROM_FILES((PSLMST))	WHERE('SALARY	BETWEEN	30000	AND	60000')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
											
EXECUTE				SUBROUTINE(DISP)
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	2:	Select	all	employees	with	a	salary	outside	range	30,000	to	60,000.''')
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	FROM_FILES((PSLMST))	WHERE('SALARY	NOT	BETWEEN	30000	AND	60000')



ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
EXECUTE				SUBROUTINE(DISP)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(DISP)
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
ENDROUTINE	
	

SELECT_SQLコマンドの他の例については、SET	コレクションの「All
About	SELECT_SQL」を参照してください。



7.85.4	SELECT_SQLの参考文献
『SAA	Structured	Query	Language/400	Reference』(SC41-9608)
『SAA	Structured	Query	Language/400	Programmers	Guide』	(SC41-9609)



7.85.5	SELECT-SQLの強制変換
以下の表は、列のフィールド・タイプとLANSAフィールド・タイプが
同じでない状況でSELECT_SQLを使用したときに予測される結果の例で
す。このような場合、強制変換が必要になります。
検査値はすべて数値です。Alpha/Stringフィールドに数値以外のデータが
含まれる場合、数値への強制変換は定義されていません。結果が0にな
る場合と、数値以外の文字が無視され、残りが変換される場合と、異常
終了する場合があります。
値のオーバーフローについては定義されていないことに注意してくださ
い。例えば、数値がフィールドに収まらない場合、値の左または右が切
り捨てられるか、または不確定の値になる可能性があります。IBM	iで
は、通常、致命的エラーになります。
表中「NO」と記載されている場合、強制変換は実行されますが、形式
設定要件により、有効な強制変換が実行されることは稀です。

	ター
ゲット・
フィール
ド・タイ
プ

WindowsPacked
(63,0)

RDMLX
IBM	i
Packed
(63,0)

WindowsAlpha RDMLX
IBM	i
Alpha

Windows
Signed
(63,0)

RDMLX
IBM	i
Signed
(63,0)

WindowsChar
(300)

Char
(65535)

可 可 可 可 可 可 可

Signed
(63,0)

可 No 可 可 可 可 可

Time No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Date No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Binary 可 可 可 異常終
了

可 可 可

Alpha 可 可 可 可 可 可 可

Signed
(63,63)

可 No 可 可 可 可 可

DateTime No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Packed
(63,0)

可 可 可 可 可 No 可

Char
(300)

可 可 可 可 可 可 可



Packed
(63,63)

可 可 可 可 可 No 可

Integer
(4)

可 可 可 可 可 可 可

Float(8) 可 可 可 可 可 可 可

強制変換：一方のタイプの値を、もう一方のタイプで意味を持たせるた
めの最善の試行。例えば、Packedタイプの値1234は、フォームで表示し
たときにAlphaタイプの値"1234"になります。この場合、基となるPacked
データが文字列に変換され、Alphaフィールドに割り当てられます。こ
れは、変換が実行されず、AlphaフィールドにPackedフィールドと同じ
バイナリー・データが保管されるLANSAのオーバーレイとは対照的で
す。この場合、フォーム上に表示したときに、Alphaフィールドに数値
は表示されません。アプリケーションを実行するすべてのデータベース
で予期される全ソース値について、強制変換への依存を十分に検査する
必要があります。
RDMLファンクション内のRDMLフィールド・タイプは、すべて相互に
強制変換可能です。プラットフォームによる唯一の違いは、オーバーフ
ローまたはアンダーフローが生じた場合、Visual	LANSAプラットフォー
ムではフィールド値が0に設定されることです。IBM	iの場合は、異常終
了になります。例えば、123をPacked(7,7)に割り当てる場合がこれに該
当します。



7.86	自由形式のSELECT_SQL
SELECT_SQLコマンドには2つの形式があります。このセクションで
は、特定のデータベース・エンジンで有効な任意のSQLを使用できる自
由形式のSELECT_SQLコマンドについて説明します。コンパイル時にも
実行時にもSQLの解析は実行されません。入力されたSQLコマンドは、
そのままデータベース・エンジンに渡されます。RDMLプログラマの責
任で、データベース・エンジンから返されるデータがFIELDSパラメー
タのフィールド・リストと一致するようにしてください。SELECT_SQL
のもう1つの形式については、「SELECT_SQL」を参照してください。
この形式のSELECT_SQLコマンドは、RDMLXファンクションおよびコ
ンポーネントでのみ使用できます。
SELECT_SQLコマンドは、ENDSELECTコマンドと対で使用し、1つ以
上のテーブル(ファイル)の、1行以上の行(レコード)を処理するための
「ループ」を作成します。
例として、以下のSELECT_SQL	/	ENDSELECT	ループはテーブル
ORDLINの製品および数量の値がすべて選択され、リストに1つずつ
セットされます:
---->	DEF_LIST	NAME(#ALIST)	FIELDS(#PRODUCT	#QUANTITY)
	--->	SELECT_SQL	FIELDS(#PRODUCT	#QUANTITY)
|															USING('SELECT	"PRODUCT",	"QUANTITY"	FROM
"MYDTALIB"."ORDLIN"')
|	
|				ADD_ENTRY(#ALIST)
|
	---	ENDSELECT
自由形式のSELECT_SQLを使用する前に、以下の点を認識しておいてく
ださい。
1.			SELECT_SQLによってアクセスする情報は読み取り専用です。

USINGパラメータでINSERTまたはUPDATEステートメントを使用す
る場合は、各自の責任において行ってください。

2.			SELECT_SQLはIOモジュール/OAMを使用しないため、リポジトリの
検証およびトリガーは省略されます。

3.			SELECT_SQLコマンドは、主に、レポート、画面、または他のテー
ブルに出力するために、1つ以上のSQLデータベース・テーブル(ファ
イル)からの複雑な抽出/結合/要約抽出を実行するためのものです。大
容量または頻繁に使用される対話型アプリケーションでの使用は想定



されていません。このように使用目的に制限がある一方、
SELECT_SQLは、結果の出力先が画面、プリンター、または別ファイ
ル(テーブル)のどれであっても、多くの結合/抽出/要約アプリケー
ションを大幅に単純化し、高速化することのできる非常に強力で便利
なコマンドです。

4.			SELECT_SQLコマンドは、SQLデータベース機能で直接サポートさ
れる、非常に強力なデータベース抽出/結合/要約機能を提供します。
ただし、現時点では、i5/OSにおけるSQLの実装に、状況によって大
量のリソースが必要になる場合があります。このコマンドでもたらさ
れる大きな利点と必要リソースのバランスの比較検討およびその適切
な使用は、すべてユーザーの責任において行ってください。考慮すべ
き要因の1つに、USINGパラメータで、非キー・フィールドを使用す
るかどうかがあります。使用する場合、通常、SELECT_SQLの方が
SELECTより高速です。使用しない場合は、SELECTの方が高速で
す。このことは、System	iでも実行予定のプログラムをまずVisual
LANSAで開発する場合に特に重要になります。これは、Visual
LANSAでは、SELECTおよびSELECT_SQL間のパフォーマンスの差が
それほど大きくないためです。

5.			このセクションでは、ユーザーにSQLの'SELECT'コマンドに関する
知識があることを前提としています。ここでは、RDMLファンクショ
ンからSQLの'SELECT'コマンドに直接アクセスする方法について説明
しますが、SQLの'SELECT'コマンドの構文、形式、および使用につい
ては扱いません。

コマンドが正しくない場合、以下の診断を行えます。
									SQLを使用する際は、SELECT_SQLコマンドにコンパイルする前に、対話型SQLを使用
してコマンド(およびその構文)が「期待どおりに動作するかを検査」すると便利です。

									実行時。自由形式のSELECT_SQLコマンドのコンパイルは、ほとんど不要であることが
わかっています。ほとんどの解析はSQLデータベース・エンジンで実行されます。この場
合、発行されたすべてのエラー・メッセージを調べ、正確な原因を突き止めてください。	

実行時エラーに対処する際に、ファンクションに対してトレース機能を使用すると、
SELECT_SQLコマンドから生成された正確なSQLをキャプチャすることができます。最新の
トレース・ファイルを開き、"***ERROR"を検索してください。これは、エラー・メッセー
ジ内のテキストと同じです。8行目または"Preparing"メッセージに戻ると、エラー原因になっ
ているSELECTステートメントがわかります。これをコピーして対話型SQLに貼り付け、問
題をさらに診断することができます。

									構文エラーを除き、最も一般的な実行エラーの1つとして、フィールド・リストが、
USINGパラメータ内のSQLステートメントによって返されたデータと一致しないことが挙げ
られます。

									サポートを受けるためにSELECT_SQLに関する問題を報告する場合は、トレース・ファ



イルと、生成されたCソース・コードを提出してください。

以下の理由から、SELECT_SQLコマンドを多用することはお勧めしませ
ん。

									SQLアクセス・コマンドは、RDMLファンクションに直接埋め込まれます。DBMSアク
セスは直接的であり、IOM/OAMアクセス・ルーチンを経由しません。この方法では、読み
取り前後のトリガーや、LANSA/スーパーサーバーによって実装された「シン・クライアン
ト」型設計を適切に使用できなくなる可能性があります。

									埋め込まれたSQL機能を使用すると、アプリケーションがプラットフォームに依存する
ようになる可能性があります。すべてのSQL機能がすべてのDBMSでサポートされるわけで
はありません。テーブルに関連付けられたIOM/OAMを省略すると、IOM/OAMによって提供
される機能分離が省略されます。DBMSで定義された、プラットフォームに依存する拡張機
能であるSQL機能は、アプリケーション設計者の判断で、アプリケーション設計者の責任に
おいて使用してください。

									SELECT_SQLを使用する場合は、その使用を特定のファンクション内に限定し、ユー
ザー・インターフェース操作から分離してください。こうすることで、クライアント設計モ
デルでファンクションを"RPC"	(リモート・プロシージャ・コール)として呼び出せるように
なります。

移植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAからSystem	i上のデータベースに接
続するためにこのコマンドを使用しないでくださ
い。この目的でSELECT_SQLコマンドを使用して
も、System	i上のデータベースではなく、PC上へ
のデータベースにアクセスします。このタイプの
接続を行うには、リモート・プロシージャ・コー
ル(すなわち、call_server_function)を使用する必要
があります。

参照
SELECT_SQLのパラメータ
SELECT_SQLの使用例
SELECT_SQLの参照ドキュメント
SELECT-SQLの強制変換
																																																									必須
		SELECT_SQL	---	FIELDS	-------	フィールド名	--------------------->
													>--	USING	--------	SQL	selectコマンド	------------->
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	FROM_FILES	---	ファイル名	---------------------->
																																|																														|
																																	------------	最大20	-----------
													>--	IO_STATUS	----	フィールド名	--------------------->
																																*STATUS
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	-------------------------|



																																*NEXT
																																*RETURN
																																ラベル



7.86.1	自由形式のSELECT_SQLのパラメータ
FIELDS
FROM_FILES
IO_ERROR
IO_STATUS
USING

FIELDS
USINGパラメータで指定したSQLコマンドの結果を受け取るフィールド
を指定します。このパラメータに指定できるのは、フィールド、グルー
プ、および拡張可能なグループのみです。
このパラメータで指定するすべての列は、現在のファンクションまたは
LANSAデータ・ディクショナリで有効なRDML変数として定義されてい
なければなりません。
SELECT_SQLコマンドでは、タイプBLOBおよびCLOBのフィールドは
サポートされません。これらのフィールドを指定すると、コマンドのコ
ンパイル時に致命的エラーが発生します。

USING
SQL_SELECTのUSINGパラメータには、有効な任意の拡張可能な式を指
定できます。文字列を区切る際は一重引用符を使用することをお勧めし
ます。これにより、二重引用符を、SQL識別子を囲むために使用できる
ようになります。すなわち、文字列リテラルを囲む一重引用符を倍にす
る必要があります。最初および2番目の例は、SQLリテラルを終了する
ための最後の一重引用符が異なる方法(''''と"'")で指定されていることを
除き、同じ結果になります。4番目の例では、値と引用符を1つの作業
フィールド内で指定しています。これが最もわかりやすく保守しやすい
方法でしょう。
.	.	.	USING('SELECT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	WHERE	"EMPNO"	<	'''	+	#EMPNO	+	'''')
.	.	.	USING('SELECT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	WHERE	"EMPNO"	<	'''	+	#EMPNO	+	"'")
.	.	.	USING('SELECT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	WHERE	NOT	"EMPNO"	LIKE	''%a''')
.	.	.	#STD_TEXT	:=	"'%a'"
.	.	.	USING('SELECT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	WHERE	NOT	"EMPNO"	LIKE	'
+	#STD_TEXT)
	

SQL言語では、SQL構文として解釈される可能性のある識別子を囲むた
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めに二重引用符(一部のデータベースでは、引用符文字が異なる場合が
ある)が使用されます。識別子を引用符で囲むことで、データベース上
で識別子とSQL構文の競合を防ぐことができます。

WHEREパラメータとは異なり、USINGパラメータでは、埋め込みフィールド(KARTIC
など)はサポートされません。

移植性に関
する考慮事
項

Visual	LANSAでは、Visual	LANSA外部ファイルを
使用して複数のデータベースにアクセスすることが
できます。Visual	LANSA外部ファイルは、
SELECT_SQLで使用できますが、すべて同じデータ
ベースのものでなければなりません。Visual	LANSA
外部ファイルがLANSAファイルと同じデータベー
スにある場合、同じSELECT_SQLコマンドで2つの
ファイルを使用できます。

例えば、名前に@、#、または$が含まれている場
合、SQLテーブル名がLANSAファイル名と異なる
ことがあります。この名前は、オペレーティング・
システムによっても異なる可能性があります。SQL
コマンドを複数のプラットフォームで実行する場合
は、テーブル名を同じにするか、テーブル名を
USINGパラメータで変数として指定してください。

	

USING句のヒント
通常、テーブルが属しているコレクションを指定する必要があります
が、WHEREパラメータでは不要です。これは、LANSAによってSQLが
解析され、使用すべき適切なコレクションが判断されるためです。
すべての識別子は、データベースの要件に従って正確に記述する必要が
あります。例えば、外部ファイルのLANSA名は、同じテーブル名がす
でに存在していたり、テーブル名が10文字を超えていたりすると、実際
のテーブル名と異なる場合があります。指定しなければならないのは
テーブル名です。以下の例では、"Long	Field	Name	1"および"Long	Field
Name	2"という列が含まれる、"Long	Table	Name	With	Spaces"というテー
ブルを使用しています。LANSAはこのテーブルを"LONG_TABLE"とし
てロードし、フィールドに"LONG_FIEL"および"LONG_FIE1"という名
前を付けています。
SELECT_SQL	FIELDS(#LONG_FIEL	#LONG_FIE1)
FROM_FILES((LONG_TABLE))	IO_ERROR(*NEXT)



USING('select	"Long	Field	Name	1",	"Long	Field	Name	2"
FROM	LX_DTA."Long	Table	Name	With	Spaces"')

like条件を使用してデータを検索する場合、SQLにとって特別な意味を
持つ文字をそのまま使用する必要があるときは、その文字をエスケープ
する必要があります。例えば、文字'_'は任意の文字に一致します。'_'と
いう文字に一致させるには、以下の構文を使用する必要があります。こ
れにより、'B_'で始まるすべての状態が検索されます。
CHANGE
FIELDS(#TABLE)	TO('SELECT	"CUSTNUM"	FROM	"XDEMOLIB"."CUSTOMERS"
')
CHANGE	FIELDS(#SELECTION)	TO('WHERE	STATE	LIKE	''B!_%''	ESCAPE	''!''')
SELECT_SQL	FIELDS(#CUSTNUM")	USING(#TABLE	+
#SELECTION)
									DISPLAY	FIELDS(#CUSTNUM)
ENDSELECT
	
注：この例では、エスケープ文字として感嘆符記号を指定していますが、ASCIIテーブ
ルの127以下の任意の「標準」文字を使用できます(文字%、_、[は、すべてのDBMSシス
テムで使用できるわけではないため、これらの記号の使用はお勧めしません)。

これは、ASA、DB2400、SQL	Server、およびOracleで検査済みです。MS	Accessのみが例
外で、代わりにエスケープする文字を[]で囲む必要があります。例えば、WHERE
"STATE"	LIKE	'B[_]%'と指定します。

条件の指定の詳細については、「条件および式の指定」を参照してくだ
さい。この句の構造に関する詳細については、SQLのガイドを参照して
ください。

Unicodeフィールドを含むRDMLX	System	i外部ファイル
iSeries上のSQLは、グラフィックUnicodeフィールドと文字列リテラルま
たはCharタイプの列を直接比較することができず、変換エラーが発生し
ます。
変換エラーを回避しながら式をUnicodeに変換するには、以下の3通りの
方法を使用します。
1.			リテラルをUnicode	(UX'ssss')リテラルとして渡します。例えば、以下
の指定があるとします。

						'WHERE	"UNIFLD"	LIKE	''C%'''
						これを以下のように指定します。
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						'WHERE	"UNIFLD"	LIKE	UX''00430025''').
2.			SQLファンクションを使用してリテラルまたは列を変換します。こ
れにより、Unicode式になります。例えば、CHARFLDがCharタイプの
列の場合、以下の指定があるとします。

						'WHERE	"UNIFLD"	=	"CHARFLD"')
						これを以下のように指定します。
						'WHERE	"UNIFLD"	=	CAST	"CHARFLD"	AS	GRAPHIC(6)	CCSID

13488)')
詳細については、IBMマニュアル『DB2	UDB	for	iSeries	SQL	Reference』
を参照してください。

FROM_FILES
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。
これは、LANSAで解析される形式のSELECT_SQLコマンドにおける同
名のパラメータとは異なり、任意指定のパラメータです。これは、ここ
で使用されるファイル名が、実行時にアクセスされるファイルに影響し
ないためです。このパラメータには2つの目的があり、その1つは、他の
データベース内の外部ファイルへのアクセス時に使用することです。
ファイル名を指定することで、LANSAは、外部ファイルをLANSAに
ロードするために使用されたデータベース接続情報を見つけることがで
きます。これは、DEFINE_DB_SERVERおよびCONNECT_FILE	BIFを使
用することによって、さらに洗練することができます。
2つ目の目的は、クロスリファレンス情報を生成し、USINGパラメータ
のファイルの使用を追跡できるようにすることです。この情報は、後で
影響分析に使用できますが、明らかに手作業によるクロスリファレンス
であるため、プログラマが最新の状態に保つ必要があります。これにつ
いて、プログラム文書化規則にすることをお勧めします。
例
.	.	.	FROM_FILES(ORDLIN)	
.	.	.	USING('SELECT	*	FROM	"MYLIB"."ORDLIN",	"MYLIB"."ORDDTL"	
.	.	.	.	.	.	WHERE	"MYLIB"."ORDLIN"."CUSTNO"	=	"MYLIB"."ORDDTL"."CUSTNO"')

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
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別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
I/O戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指
定する場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである
必要があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別な
フィールド#IO$STSは更新されます。
値については、「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を
参照してください。

IO_ERROR
コマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクションを
指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

its:lansa015.chm::/specfilklists_1.htm


7.86.2	自由形式のSELECT_SQLの使用例
SELECT_SQLでDISTINCTオプションを使用する
SELECT_SQLと計算を組み合わせて使用する
SELECT_SQLでANDおよびOR演算子を使用する
SELECT_SQLでBETWEEN演算子を使用する
SELECT_SQLでDISTINCTオプションを使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドでDISTINCTオプションを指定し
て、重複したフィールド値を排除する方法を示しています。また、追加
オプションを指定しない標準のSELECT_SQLコマンドの使用方法も示し
ます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#NDSTEMPNO	#DSTEMPNO)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#NDSTEMPNO)	REFFLD(#EMPNO)	COLHDG('Employee	number'	'Not	Distinct')
DEFINE					FIELD(#DSTEMPNO)	REFFLD(#EMPNO)	COLHDG('Employee	Number'	'Distinct')
DEFINE					FIELD(#ENTRYNO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)	DESC('List	entry	counter')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLSKL.''')
											
BEGIN_LOOP	
EXECUTE				SUBROUTINE(NOTDISTINC)
EXECUTE				SUBROUTINE(DISTINCT)
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(NOTDISTINC)
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#DSTEMPNO)	TO(*NULL)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO)	USING('SELECT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLSKL"')
CHANGE					FIELD(#NDSTEMPNO)	TO(#EMPNO)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
											
SUBROUTINE	NAME(DISTINCT)
CHANGE					FIELD(#ENTRYNO)	TO(1)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO)	USING('SELECT	DISTINCT	"EMPNO"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLSKL"')



GET_ENTRY		NUMBER(#ENTRYNO)	FROM_LIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#DSTEMPNO)	TO(#EMPNO)
UPD_ENTRY		IN_LIST(#EMPBROWSE)
CHANGE					FIELD(#ENTRYNO)	TO('#ENTRYNO	+	1')
ENDSELECT		
ENDROUTINE	
	

SELECT_SQLと計算を組み合わせて使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドで取得した日付に対して計算を実行
する方法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#SURNAME	#SALARY	#STD_AMNT)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
											
OVERRIDE			FIELD(#STD_AMNT)	COLHDG('Salary	+	10%')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLMST.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO('''This	shows	a	list	of	employee	surnames	and	salaries	and	the	salary	+	10%.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#SURNAME	#SALARY	#STD_AMNT)
											USING('SELECT	"SURNAME",	"SALARY",	"SALARY"	*	1.10	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"'))	)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP	
	

SELECT_SQLでANDおよびOR演算子を使用する
以下の例は、SLECT_SQLコマンドでANDおよびOR演算子を使用して、
さらに複雑なクエリーを実行する方法を示しています。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#ADDRESS2	#SALARY	#SURNAME)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	INPUT_ATR(LC)



											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''This	function	uses	SELECT_SQL	from	PSLMST.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO('''This	lists	all	employees	who	either	have	a	salary	in	the	range	10000	to	20000,''')
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''or	who	live	in	SEVEN	HILLS.	This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#ADDRESS2	#SALARY)
											USING('SELECT	"EMPNO",	"SURNAME",	"ADDRESS2",	"SALARY"	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	
																		WHERE	(("SALARY"	>	10000)	AND	("SALARY"	<	20000))	
																										OR	("ADDRESS2"	=	''SEVEN	HILLS.'')')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP	
	

SELECT_SQLでBETWEEN演算子を使用する
以下の例は、SELECT_SQLコマンドでBETWEEN演算子を使用する方法
を示しています。BETWEEN演算子は、指定された値範囲のデータを取
得するためにWHERE句内で使用できます。また、指定された値範囲を
除外したデータを取得することもできます。
DEF_LIST			NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)
DEFINE					FIELD(#HEADING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#HEADING3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(079)	INPUT_ATR(LC)
DEF_COND			NAME(*AS400)	COND('*CPUTYPE	=	AS400')
											
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	1:	Select	all	employees	with	a	salary	between	30,000	and	60,000.''')
CHANGE					FIELD(#HEADING2)	TO(*BLANKS)
CHANGE					FIELD(#HEADING3)	TO('''This	can	be	done	with	one	SELECT_SQL	statement.''')
											
BEGIN_LOOP	
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	1:	Select	all	employees	with	a	salary	between	30,000	and	60,000.''')
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	
											USING('SELECT	"EMPNO",	"SALARY",	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	
																		WHERE	"SALARY"	BETWEEN	30000	AND	60000'
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)



ENDSELECT		
											
EXECUTE				SUBROUTINE(DISP)
CHANGE					FIELD(#HEADING1)	TO('''EXAMPLE	2:	Select	all	employees	with	a	salary	outside	range	30,000	to	60,000.''')
CLR_LIST			NAMED(#EMPBROWSE)
SELECT_SQL	FIELDS(#EMPNO	#SALARY)	
											USING('SELECT	"EMPNO",	"SALARY",	FROM	"XDEMOLIB"."PSLMST"	
																		WHERE	"SALARY"	NOT	BETWEEN	30000	AND	60000')
ADD_ENTRY		TO_LIST(#EMPBROWSE)
ENDSELECT		
EXECUTE				SUBROUTINE(DISP)
END_LOOP			
											
SUBROUTINE	NAME(DISP)
DISPLAY				FIELDS(#HEADING1	#HEADING2	#HEADING3)	DESIGN(*DOWN)	IDENTIFY(*NOID)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
ENDROUTINE	
	

SELECT_SQLコマンドの他の例については、SET	コレクションの「All
About	SELECT_SQL」を参照してください。



7.86.3	自由形式のSELECT_SQLの参考文献
『SAA	Structured	Query	Language/400	Reference』(SC41-9608)
『SAA	Structured	Query	Language/400	Programmers	Guide』	(SC41-9609)



7.86.4	自由形式のSELECT-SQLの強制変換
以下の表は、列のフィールド・タイプとLANSAフィールド・タイプが
同じでない状況でSELECT_SQLを使用したときに予測される結果の例で
す。このような場合、強制変換が必要になります。
検査値はすべて数値です。Alpha/Stringフィールドに数値以外のデータが
含まれる場合、数値への強制変換は定義されていません。結果が0にな
る場合と、数値以外の文字が無視され、残りが変換される場合と、異常
終了する場合があります。
値のオーバーフローについては定義されていないことに注意してくださ
い。例えば、数値がフィールドに収まらない場合、値の左または右が切
り捨てられるか、または不確定の値になる可能性があります。System	i
では、通常、致命的エラーになります。
表中「NO」と記載されている場合、強制変換は実行されますが、形式
設定要件により、有効な強制変換が実行されることは稀です。
	
	ター
ゲット・
フィール
ド・タイ
プ

WindowsPacked
(63,0)

RDMLX
System	i
Packed
(63,0)

WindowsAlpha RDMLX
System	i
Alpha

Windows
Signed
(63,0)

RDMLX
System	i
Signed
(63,0)

WindowsChar
(300)

Char
(65535)

可 可 可 可 可 可 可

Signed
(63,0)

可 No 可 可 可 可 可

Time No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Date No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Binary 可 可 可 異常終
了

可 可 可

Alpha 可 可 可 可 可 可 可

Signed
(63,63)

可 No 可 可 可 可 可

DateTime No 異常終
了

No 異常終
了

No 異常終
了

No

Packed
(63,0)

可 可 可 可 可 No 可

Char
(300)

可 可 可 可 可 可 可



Packed
(63,63)

可 可 可 可 可 No 可

Integer
(4)

可 可 可 可 可 可 可

Float(8) 可 可 可 可 可 可 可

	



7.87	SET_ERROR
SET_ERRORコマンドは、BEGINCHECK/ENDCHECK妥当性検査ブロッ
ク内でフィールドに対してエラーを設定するために使用します。
通常、SET_ERRORは、RANGECHECK、DATECHECK、VALUECHECK
などの標準コマンド以外の一連のRDMLコマンドを使用してフィールド
の妥当性を検査する場合に使用します。

参照
SET_ERRORのパラメータ
SET_ERRORの使用例
																																																									必須
	
		SET_ERROR	----	FOR_FIELD	----	フィールド名	--------------------->
																													|拡張可能なグループ式	|
																														--------	最大100	-----------
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	*NONE		.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|
																													|拡張可能なグループ式	|
																														--------	最大20	------------
	



7.87.1	SET_ERRORのパラメータ
FOR_FIELD
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT

FOR_FIELD
エラーを設定する対象のフィールドの名前を指定します。ユーザーに表
示される次の画面では、フィールドが反転表示され、エラーのある最初
のフィールドにカーソルが配置されます。このパラメータに拡張可能な
グループ式を入力することもできます。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA
このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英



数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
あるいは次のように記述することも可能です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.87.2	SET_ERRORの使用例
例1：以下の2つの妥当性検査ブロックは、機能的にまったく同じです。
最初の例では、「標準」の妥当性検査ブロックを使用しています。
BEGINCHECK
	
CONDCHECK	FIELD(#QUANTITY)	COND('(#QUANTITY	>=	0)	AND	(#QUANTITY	<=	(#MEASURE	*	1.462))')	MSGTXT('Quantity	exceeds	top	measurement	factor	or	is	negative')
	
ENDCHECK
	

2番目の例では、SET_ERRORコマンドを使用しています。結果は、上記
の例とまったく同じです。
BEGINCHECK
	
IF										COND('(#QUANTITY	<	0)	OR	(#QUANTITY	>	(#MEASURE	*	1.462))')
SET_ERROR	FOR_FIELD(#QUANTITY)	MSGTXT('Quantity	exceeds	top	measurement	factor	or	is	negative')
ENDIF
	
ENDCHECK
	
例2：以下の2つの妥当性検査ブロックも、機能的にまったく同じです。
BEGINCHECK
	
FILECHECK		FIELD(#PRODNO)	USING_FILE(PRODUCT)	MSGTXT('Product	number	not	found	in	product	master')
	
RANGECHECK	FIELD(#ORDNUM)	RANGE(A000000	Z999999)	MSGTXT('Order	number	is	not	in	range	A000000	to	Z999999')
	
RANGECHECK	FIELD(#QUANTITY)	RANGE(1	9999)	MSGTXT('Quantity	ordered	must	be	in	range	1	-	9999')
	
ENDCHECK
	
および
BEGINCHECK
	
CHECK_FOR		IN_FILE(PRODUCT)	WITH_KEY(#PRODNO)
IF_STATUS		IS_NOT(*EQUALKEY)
SET_ERROR		FOR_FIELD(#PRODNO)	MSGTXT('Product	number	not	found	in	product	master')



ENDIF
	
IF									'(#ORDNUM	<	A000000)	OR	(#ORDNUM	>	Z999999)'
SET_ERROR		FOR_FIELD(#ORDNUM)	MSGTXT('Order	number	is	not	in	range	A000000	-	Z999999')
ENDIF
	
IF									'(#QUANTITY	<	1)	OR	(#QUANTITY	>	9999)'
SET_ERROR		FOR_FIELD(#QUANTITY)	MSGTXT('Quantity	ordered	must	be	in	range	1	-	9999')
ENDIF
	
ENDCHECK
	



7.88	SET_MODE
SET_MODEコマンドは、後続の「モード依存」コマンドに対して画面
モードを設定するために使用します。「モード依存」コマンドおよび画
面モード処理技術の詳細については、「RDML画面モードとモード依存
コマンド」を参照してください。モード依存コマンドとして、
DISPLAY、ADD_ENTRY、INZ_LIST、およびUPD_ENTRYがあります。
参照
SET_MODEのパラメータ
SET_MODEの使用例
																																																									必須
	
		SET_MODE	-----	TO	-----------	*DISPLAY	-----------------------|
																																*ADD
																																*CHANGE
																																*DELETE
	

its:LANSA015.CHM::/scrnmodes.HTM


7.88.1	SET_MODEのパラメータ
TO

TO
システムの設定後のモードを指定します。指定できる値は、
*DISPLAY、*ADD、*CHANGE、および*DELETEです。



7.88.2	SET_MODEの使用例
例1：一連のフィールドをユーザーに表示する前に、画面を表示モード
に設定します。
SET_MODE			TO(*DISPLAY)
DISPLAY				FIELDS(#ORDER	#CUSTNO	#ADDRL1	#ADDRL2	#POSTCD)
	
例2：リストを20個の項目で初期化する前に、追加モードに設定しま
す。
SET_MODE			TO(*ADD)
CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*NULL)
INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(20)
	



7.89	SKIP
SKIPコマンドは、情報をレポートに印刷する前に、レポート上の指定の
行にスキップするために使用します。

参照
SKIPのパラメータ
SKIPの使用例
																																																									任意指定
	
		SKIP	---------	TO_LINE	------	1	------------------------------>
																																10進数値
	
													>--	ON_REPORT	----	1	------------------------------|
																																レポート番号1〜8
	



7.89.1	SKIPのパラメータ
ON_REPORT
TO_LINE

TO_LINE
スキップ先のレポート行を指定します。デフォルト値は1です。デフォ
ルト値を使用しない場合は、1からレポートに関連付けられたオーバー
フロー行までの範囲の行番号を指定してください。オーバーフロー行の
詳細については、DEF_REPORTコマンドのセクションを参照してくださ
い。

ON_REPORT
このコマンドで使用するレポートを指定します。1つのファンクション
で一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番号
で識別されます。このパラメータのデフォルト値はレポート番号1で
す。



7.89.2	SKIPの使用例
#TOTALという行を印刷する前に、レポート1上の32行目にスキップしま
す。
SKIP							TO_LINE(32)
PRINT						LINE(#TOTAL)
	



7.90	SORT_LIST
SORT_LISTコマンドは、リストを指定の順序でソートするために使用し
ます。
指定するリストは、作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)でなければなりません。ブラウズ・リスト(ワークステーションに
情報を表示するために使用)に対してSORT_LISTコマンドを使用するこ
とはできません。
すべての項目が1つのメモリー・ブロックに保管されているスタティッ
ク作業リストまたはダイナミック作業リストのソートは、そのメモ
リー・ブロック内で項目をソートすることによって行われます。
ダイナミック作業リストの項目が複数のメモリー・ブロックにまたがっ
ている場合、Visual	LANSAは、1つのブロック・メモリーを割り当て、
作業リスト内の各項目をアドレス指定するポインターをこのブロックに
保管し、ポインター・ブロックをソートすることによって、ソートを実
行します。
この技術により、SORT_LISTコマンドで複数のブロック・メモリーを管
理してダイナミック作業リストを操作することができます。ただし、
SORT_LISTコマンドには、作業リスト内の各項目へのポインターを保管
するための1つのメモリー・ブロックを割り当てなければならないとい
う制限が伴います。

									各ポインターが16バイトで、最大ブロック・サイズが16MBのSystem	iの場合、ソート可
能な項目は最大1MBに制限されます。

									ポインターが4バイトで、理論上1GBのメモリー・ブロックを割り当て可能な32ビット
Windowsの場合、制限は大幅に大きくなります。

リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
SORT_LISTのパラメータ
SORT_LISTの使用例
																																																									任意指定
	
		SORT_LIST	----	NAMED	--------	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
																	BY_FIELDS	----	フィールド名	---	*ASCEND	------|
																													|																				*DESCEND	|
																													|	拡張可能なグループ式	|
																														--------	最大100	--------



	



7.90.1	SORT_LISTのパラメータ
BY_FIELDS
NAMED

NAMED
ソートするリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定した場合、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リ
ストの定義)コマンドによって宣言された最初のリストが使用されま
す。このリストは、TYPE(*WORKING)パラメータが有効でなければな
りません。
リスト名を指定する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。また、そのリストにTYPE(*WORKING)パラメータが設定されてい
なければなりません。

BY_FIELDS
リストをソートする際に基準にするフィールドを指定します。また、昇
順でソートするか、降順でソートするかを指定することもできます。こ
のパラメータに拡張可能なグループ式を入力することもできます。
このパラメータで指定するフィールドは、NAMEDパラメータで指定す
るリスト内に定義されていなければなりません。
フィールドに対してソート順を指定しない場合は、昇順(*ASCEND)が使
用されます。



7.90.2	SORT_LISTの使用例
例1：#TOTALSというリストの項目を、フィールド#COMPを基準に昇順
でソートします。
DEF_LIST			NAME(#TOTALS)	FIELDS(#COMP	#DEPT	#DIV	#SALES)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(200)
SORT_LIST		NAMED(#TOTALS)	BY_FIELDS(#COMP)
	
例2：#TOTALSというリストの項目を、フィールド#COMPおよび#DEPT
を基準に昇順でソートします。
DEF_LIST			NAME(#TOTALS)	FIELDS(#COMP	#DEPT	#DIV	#SALES)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(200)
SORT_LIST		NAMED(#TOTALS)	BY_FIELDS(#COMP	#DEPT)
	
例3：#TOTALSというリストの項目を、フィールド#SALESを基準に降
順でソートし、次にフィールド#COMP、#DEPT、および#DIVを基準に
昇順でソートします。
DEF_LIST			NAME(#TOTALS)	FIELDS(#COMP	#DEPT	#DIV	#SALES)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(200)
SORT_LIST		NAMED(#TOTALS)	BY_FIELDS((#SALES	*DESCEND)	#COMP	#DEPT	#DIV)
	



7.91	SPACE
SPACEコマンドは、情報をレポートに印刷する前に、指定の行数分のス
ペースを空けるために使用します。

参照
SPACEのパラメータ
SPACEの使用例
																																																									任意指定
	
		SPACE	--------	NUM_LINES	----	1	------------------------------>
																																10進数値
	
													>--	ON_REPORT	----	1	------------------------------|
																																レポート番号1〜8
	



7.91.1	SPACEのパラメータ
NUM_LINES
ON_REPORT

NUM_LINES
レポート上に空けるスペースの行数を指定します。デフォルト値は1で
す。デフォルト値を使用しない場合は、1〜100の値を指定してくださ
い。

ON_REPORT
このコマンドで使用するレポートを指定します。1つのファンクション
で一度に生成できるレポートは最大8個です。各レポートは1〜8の番号
で識別されます。このパラメータのデフォルト値はレポート番号1で
す。
	



7.91.2	SPACEの使用例
例1：#TOTALという行を印刷する前に、1行分のスペースを空けます。
SPACE
PRINT						LINE(#TOTAL)
	
例2：#TOTALという行の印刷前後に、それぞれ5行分のスペースを空け
ます。
SPACE						NUM_LINES(5)
PRINT						LINE(#TOTAL)
SPACE						NUM_LINES(5)
	



7.92	SUBMIT
SUBMITコマンドは、プログラムまたはプロセス/ファンクションの呼び
出しをバッチに送信するために使用します。または、Windowsで実行し
ている場合は、フォームを開始します。
プログラムまたはLANSAプロセス/ファンクションにパラメータを渡す
こともできます。
送信する呼び出しがプロセス/ファンクションまたはフォームに対する
ものである場合、交換リストを使用して情報を交換することも可能で
す。交換リストとその使用方法の詳細については、EXCHANGEコマン
ドのセクションを参照してください。

移植性に関する考
慮事項

パラメータJOBD、JOBQ、PARM、PGM、お
よびOUTQを参照してください。

参照
SUBMITのパラメータ
SUBMITについてのコメント/警告
SUBMITの使用例
																																																									任意指定
	
		SUBMIT	-------	PGM	----------	*NONE	----------------------->
																																プログラム名	.	*LIBL
																																プログラム名	.	ライブラリ名
	
													>--	PROCESS	------	*NONE	----------------------->
																																プロセス名またはフォーム名
	
													>--	FUNCTION	-----	*FIRST	---------------------->
																																ファンクション名、またはフォームを実行する場合は
*FORM
	
													>--	PARM	---------	パラメータのリスト	---------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																														---------	最大20	--------
	
													>--	EXCHANGE	-----	フィールド名	------------------>
																											|拡張可能なグループ式	|
																											|																												|
																												---------	最大100	----------
	
													>--	JOB	----------	*PGMPRO	--------------------->
																																ジョブ名
	



												>---	JOBD	---------	QBATCH	.	*LIBL	-------------->
																																*USRPRF
																																ジョブ記述	.	*LIBL
																																ジョブ記述	.	ライブラリ名
	
												>---	JOBQ	---------	*JOBD	----------------------->
																																ジョブ待ち行列	.	*LIBL
																																ジョブ待ち行列	.	ライブラリ名
	
												>---	OUTQ	---------	*JOBD	-----------------------|
																																*CURRENT
																																*USRPRF
																																*DEV
																																出力待ち行列	.	*LIBL
																																出力待ち行列	.	ライブラリ名
	



7.92.1	SUBMITのパラメータ
EXCHANGE
FUNCTION
JOB
JOBD
JOBQ
OUTQ
PARM
PGM
PROCESS

PGM
バッチ方式で呼び出すプログラムの名前を指定します。このパラメータ
は修飾名です。このコマンドでは、プログラム名またはプロセス名(た
だし、いずれか一	方)を指定する必要があります。必要に応じて、プロ
グラムが存在するライブラリを指定することもできます。ライブラリ名
を指定しない場合は、ライブラリ	*LIBLが使用され、バッ	チ・ジョブの
実行時ライブラリ・リストでプログラムが検索されま	す。

移	植性に関する
考慮事項

既	存のRDMLコードとの互換性を保つため、
3GLプログラムの送信は、System	iでのみサ
ポートされます。そのため、RDMLフィール
ドは、3GLプログラムの送信に使用される可
能性のあるPARMパラメータでのみサポート
されま	す。
現	在のバージョンのVisual	LANSAではサポー
トされていませんが、将来的なリリースでサ
ポートされる予定です。Visual	LANSAで使用
すると、ビルド警告が生成され、実行時にエ
ラーが発生します。この機能を使用するコー
ドは、この環境で実行されないように条件付
けするこ	とができます。

PROCESS
呼び出すLANSAプロセスまたはフォームの名前を指定します。PGMパ
ラメータまたはPROCESSパラメータのいずれか一方を指定してくださ



い。両方	指定することはできません。

移	植性に関する
考慮事項

フォー	ムは、Windowsでのみ実行できます。

FUNCTION
任意で、バッチ方式で呼び出すよう指定したプロセス内のファンクショ
ンを指定します。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値
*FIRSTが使用さ	れます。この場合、指定したプロセスに関連付けられ
た最初のファンクション(アルファベット順)が呼び出されます。
PROCESSパラメータでフォームを指定する場合、この値は*FORMでな
ければなりません。

PARM
任意で、バッチ・プログラムまたはプロセスに渡すパラメータのリスト
を定義します。パラメータの数およびタイプは、プログラムまたはプロ
セスで要求される	ものと一致していなければなりません。これは
LANSAで検査されません。
パラメータとして、英数字リテラル、数値リテラル、フィールド名、拡
張可能グループ式、システム変数、またはプロセス・パラメータを指定
できます。呼び出	されたプログラムまたはプロセスに渡すパラメータ
は、タイプおよび長さの属性がLANSAの定義と同じでなければなりま
せん。
数値パラメータをプロセスに渡す場合、必ずパック10進数形式でなけれ
ばなりません。ただし、RPGやCOBOLなど他の言語で作成されたユー
ザー・アプ	リケーション・プログラムの場合は、この規則が必ずしも適
用されるわけではありません。
プロセスにパラメータを渡すことはお勧めしません。代わりに、交換リ
ストを使用した方が、情報を柔軟にバッチ・プロセスに渡すことができ
ます。交換リスト	と交換リスト処理の詳細については、このコマンドの
EXCHANGEパラメータと、EXCHANGEコマンドのセクションを参照し
てください。

移	植性に
関する考
慮事項

現	在のリリースのVisual	LANSAではサポートされて
いません。また、今後もサポートされる予定はあり
ません。

EXCHANGE



任意で、バッチ・ファンクションとの間で値を交換するフィールドの名
前、または交換する値が保持されているフィールドを定義するグループ
の名前を指定しま	す。
このパラメータでのフィールド名およびグループ名の指定方法に関する
詳細については、「フィールド・グループお	よび拡張可能なグループ」
を参照してください。ファンクション間での情	報の交換方法に関する詳
細については、EXCHANGEコ	マンドのセクションを参照してくださ
い。
EXCHANGEパラメータは、プロセス/ファンクション/フォームをバッチ
に送信する場合のみ有効です。プログラムをバッチに送信する場合は無
視されま	す。
このコマンドのEXCHANGEパラメータは、利便性を高める目的で用意
されているものです。SUBMITコマンドの前に1つ以上のEXCHANGEコ
マ	ンドを使用しても同じ結果が得られます。例えば、以下のように
SUBMITコマンドを指定したとします。
SUBMIT			PROCESS(PROC01)	FUNCTION(FUN1)	EXCHANGE(#A	#B	#C	#D)
これは、機能的に以下の例と同じです。
EXCHANGE		FIELDS(#A	#B	#C	#D)
SUBMIT				PROCESS(PROC01)	FUNCTION(FUN1)
	
これは、機能的に以下の例と同じです。
EXCHANGE		FIELDS(#A)
EXCHANGE		FIELDS(#B)
EXCHANGE		FIELDS(#C)
EXCHANGE		FIELDS(#D)
SUBMIT				PROCESS(PROC01)	FUNCTION(FUN1)
	

SUBMITコマンドの実行完了後、交換リストのすべての項目がクリアさ
れるこ	とに注意してください。

JOB
任意で、バッチ・ジョブの送信時に、そのバッチ・ジョブに付ける名前
を指定します。指定する名前は、IBM	i命名規則に従っていなければな
りません。LANSAの命名規則については、『LANSAアプリケーション
設	計ガイド』を	参照してください。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値*PGMPROが使用され
ます。この場合、送信されるジョブには、PGMパラメータで指定したプ

its:lansa015.CHM::/GROUPFIELDS.htm
its:LANSA015.CHM::/exchange.htm


ログラムま	たはPROCESSパラメータで指定したプロセス/フォームと同
じ名前が付けられます。

JOBD
ジョブをバッチに送信する際に使用するジョブ記述(および任意でライ
ブラリ)の名前を指定します。
IBM	iでジョブを送信する場合、ジョブ記述は必ず必要です。ジョブ記
述およびその使用方法の詳細は、このガイドの範囲外です。ジョブ記述
の詳細については、	IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。
このパラメータは修飾名です。使用するジョブ記述の名前を指定しま
す。必要に応じて、ジョブ記述が存在するライブラリを指定することも
できます。ライブラ	リ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用
されます。この場合、このジョブ(すなわち、SUBMITコマンドを実行し
ているジョブ)の実行時ラ	イブラリ・リストでジョブ記述が検索されま
す。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値QBATCH.*LIBLが使用
されます。この場合、このジョブのライブラリ・リストでQBATCHとい
う	ジョブ記述が検索されます。
特別な値*USRPRFを指定した場合、送信されたジョブの実行ユーザーの
ユーザー・プロファイルに関連付けられたジョブ記述が使用されます。
通常、送信	されたジョブは、ジョブを送信したユーザーのユーザー・プ
ロファイルで実行されます。

移	植性に関する
考慮事項

「IBM	i	ジョブ待ち行列エミュレーション」
を	参照してください。

JOBQ
バッチ・ジョブを配置する先のジョブ待ち行列(および任意でライブラ
リ)の名前を指定します。
IBM	iで送信されるすべてのバッチ・ジョブは、1つのジョブ待ち行列に
配置されなければなりません。ジョブ待ち行列およびその使用方法の詳
細は、このガイドの	範囲外です。ジョブ待ち行列の詳細については、
IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。
このパラメータは修飾名です。使用するジョブ待ち行列の名前を指定し
ます。必要に応じて、ジョブ待ち行列が存在するライブラリを指定する
こともできます。	ライブラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBL
が使用されます。この場合、このジョブ(すなわち、SUBMITコマンドを
実行しているジョブ)の	実行時ライブラリ・リストでジョブ待ち行列が

its:lansa015.chm::/lansa/depb7_0005.HTM


検索されます。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値*JOBDが使用されま
す。この場合、JOBDパラメータで指定したジョブ記述に関連付けられ
たジョブ待ち	行列が使用されます。

移	植性に関する
考慮事項

「IBM	i	ジョブ待ち行	列エミュレーション」
を	参照してください。

OUTQ
バッチ・ジョブの出力を配置する出力待ち行列(および任意でライブラ
リ)の名前を指定します。
IBM	iで送信されるすべてのバッチ・ジョブには、出力待ち行列が関連
付けられていなければなりません。出力待ち行列およびその使用方法の
詳細は、このガイドの	範囲外です。出力待ち行列の詳細については、
IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。
このパラメータは修飾名です。使用する出力待ち行列の名前を指定しま
す。必要に応じて、出力待ち行列が存在するライブラリを指定すること
もできます。ライ	ブラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使
用されます。この場合、このジョブ(すなわち、SUBMITコマンドを実行
しているジョブ)の実行	時ライブラリ・リストで出力待ち行列が検索さ
れます。
このパラメータを指定しない場合、デフォルト値*JOBDが使用されま
す。この場合、JOBDパラメータで指定したジョブ記述に関連付けられ
た出力待ち行	列が使用されます。
特別なパラメータ値*CURRENT、*USRPRF、および*DEVの使用方法の
詳細については、IBM提供の該当のマニュアルを参照してください。

移	植性に関する
考慮事項

SET_SESSION_VALUE組	み込み関数のセク
ションを参照してください。

its:lansa015.chm::/lansa/depb7_0005.HTM
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7.92.2	SUBMITについてのコメント/警告
SUBMITコマンドでのフィールド(変数)の使用
SUBMITコマンドのパラメータPGM、PROCESS、FUNCTION、JOB、
JOBD、JOBQ、およびOUTQには、英数字リテラル(GLR001など)または
LANSAフィールド名(#PGMNAMEなど)を指定できます。
そのため、1つのSUBMITコマンド内で非常に柔軟にコーディングする
ことができます。以下のRDMLプログラムについて考えます。
REQUEST	FIELDS(#OPTION)
	
CASE	OF_FIELD(#OPTION)
				WHEN	VALUE_IS('=	1')
									CHANGE	FIELD(#FUNCTION)	TO(PRINT)
				WHEN	VALUE_IS('=	2')
									CHANGE	FIELD(#FUNCTION)	TO(BATCH)
				WHEN	VALUE_IS('=	3')
									CHANGE	FIELD(#FUNCTION)	TO(PURGE)
				WHEN	VALUE_IS('=	4')
									CHANGE	FIELD(#FUNCTION)	TO(BACKUP)
ENDCASE
	
SUBMIT	PROCESS(ORDERS)	FUNCTION(#FUNCTION)	JOB(#FUNCTION)
	
このプログラムでは、ユーザーが1、2、3、または4のオプションを指定
することにより、それぞれファンクションPRINT、BATCH、PURGE、
またはBACKUP	(すべてプロセスORDERSに属する)を送信することがで
きます。送信されるジョブの名前は、ファンクションと同じになりま
す。

プロセスまたはファンクションの送信
									プロセス/ファンクションを送信するときは、渡すパラメータの数およびタイプ(数値か
文字か)が、プロセスで要求されるものと正確に一致していなければなりません。

									バッチ・プロセスまたはファンクションに渡すパラメータとして、フィールド名、英数
字リテラル、数値リテラル、システム変数、またはプロセス・パラメータを使用できます。

									プロセスに数値パラメータが定義されている場合、これらのパラメータは常にパック10
進数であることに注意してください。すなわち、LANSAプロセスに渡す数値パラメータも、
長さおよび小数点以下桁数が同じパック10進数でなければなりません。この規則に従わない
と、予期しない結果になる可能性があります。



ユーザー・プログラムの呼び出し
									バッチ・プログラムに渡すパラメータとして、フィールド名、英数字リテラル、数値リ
テラル、システム変数、またはプロセス・パラメータを使用できます。

									バッチ方式で呼び出すプログラムが保持されているライブラリとして特別な値*LIBLを
指定した場合、そのプログラムは、このコマンドのJOBD	(ジョブ記述)パラメータで指定する
ジョブ記述のINLLIBL	(初期ライブラリ・リスト)パラメータで指定されているいずれかのラ
イブラリに含まれていなければなりません。

フォームの送信
									フォームを送信するときは、SUBMITコマンドのFUNCTIONパラメータに値*FORMを指
定しなければなりません。例えば、以下のようになります。

				CHANGE	FIELD(#FORM)	TO	('''*FORM''')
				SUBMIT	PROCESS(ORDERFRM)	FUNCTION	(#FORM)
	



7.92.3	SUBMITの使用例
例1：請求書番号および照会日の2つのパラメータをリテラルとして渡し
て、ライブラリPRODLIB内のINVOICEというプログラムの呼び出しを
送信します。
SUBMIT	PGM(INVOICE.PRODLIB)	PARM('INV123'	'010187')
	
例2：フィールド#BATCH、#ORDER、および現在の日付(システム変数
*DATEから取得)をパラメータとして渡して、プログラムPUTBATCHの
呼び出しを送信します。ジョブの送信には、ジョブ記述GLEDGERおよ
びジョブ待ち行列QNIGHTを使用します。
SUBMIT	PGM(PUTBATCH)	PARM(#BATCH	#ORDER	*DATE)	JOBD(GLEDGER)	JOBQ(QNIGHT)
例3：LANSAプロセスORDERSの呼び出しを送信し、プロセス内の最初
のファンクションを実行するよう要求します。
SUBMIT	PROCESS(ORDERS)
	
例4：LANSAプロセスORDERS2の呼び出しを送信し、ファンクション
PURGEを実行するよう要求します。このファンクションとの間で、受
注番号およびバッチ番号を交換します。
SUBMIT	PROCESS(ORDERS2)	FUNCTION(PURGE)	EXCHANGE(#ORDER	#BATCH)
	
例5：PRNTBCHというファンクション(プロセスGLPROC01に属する)を
作成します。このファンクションは、対話方式で呼び出されると、印刷
条件を指定するようユーザーに要求して、それ自体をバッチに送信しま
す。また、バッチ方式で呼び出されると、その印刷条件を使用して、
ユーザーが要求したレポートを作成します。また、この例では、拡張可
能なグループを使用することによって、フィールド・リストを簡略化し
ています。
GROUP_BY	NAME(#XG_EXCH)	FIELDS(#GLNUMB	#BATCH	#MINCREDIT)
IF	COND('*JOBMODE	=	I')
										REQUEST	FIELDS(#XG_EXCH)
										SUBMIT		PROCESS(GLPROC01)	FUNCTION(PRNTBCH)	EXCHANGE(#XG_EXCH)
ELSE
										SELECT		FIELDS(#CREDIT	#DEBIT)	FROM_FILE(GLMASTV3)	WITH_KEY(#GLNUMB	#BATCH)	WHERE('#CREDIT	*GE	#MINCREDIT')
										UPRINT		FIELDS(#GLNUMB	#BATCH	#CREDIT	#DEBIT)
										ENDSELECT
										ENDPRINT



ENDIF
	
対話方式(*JOBMODE	=	I)で実行した場合、このファンクションは、元
帳番号、バッチ番号、および貸方金額の最小値を入力するようユーザー
に要求します。その後、それ自体をバッチに送信して、ユーザーが入力
したこれらの情報を交換します。
また、バッチ方式で呼び出された場合は、論理ファイルGLMASTV3か
ら、ユーザーの要求に一致するレコードのみを選択して印刷します。
#GLNUMB、#BATCH、#MINCREDITの各フィールドの初期値は、対話
的に起動されたファンクションから呼び出される際に渡された、パラ
メータによって決まります。
例6：ORDERFRMというフォームを送信します。
				CHANGE	FIELD(#FORM)	TO	('''*FORM''')
				SUBMIT	PROCESS(ORDERFRM)	FUNCTION	(#FORM)
	



7.93	SUBROUTINE
SUBROUTINEコマンドは、サブルーチンの開始を定義するために使用
します。また、サブルーチンに渡すパラメータを指定することもできま
す。

移植性に関
する考慮事
項

現在のリリースのVisual	LANSAでは、相互にネスト
されたサブルーチンはサポートされません。これ
は、非常に稀なコーディング技法であるため、問題
が生じることはほとんどありません。問題が発生し
た場合は、関連するサブルーチンのネストを解除
し、再コンパイルしてください。

参照
SUBROUTINEのパラメータ
SUBROUTINEについてのコメント/警告
SUBROUTINEの使用例	-	1
SUBROUTINEの使用例	-	2
ENDROUTINE
EXECUTE
EVTROUTINE
MTHROUTINE
PTYROUTINE
																																																									必須
	
		SUBROUTINE	---	NAME	---------	サブルーチン名	---------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	PARMS	--------	フィールド名	--		*BOTH	-----------|
																													|																	*RECEIVED		|
																													|																	*RETURNED		|
																													|																												|
																														-----------	最大50	---------
	

its:lansa015.CHM::/EVTROUTINE.HTM
its:lansa015.CHM::/MTHROUTINE.HTM
its:lansa015.CHM::/PTYROUTINE.HTM


7.93.1	SUBROUTINEのパラメータ
NAME
PARMS

NAME
実行するサブルーチンの名前を指定します。指定する名前は、ファンク
ション内で固有でなければなりません。

PARMS
任意で、サブルーチンを使用するEXECUTEコマンドによってサブルー
チンに渡す必要のあるパラメータのリストを定義します。すべてのパラ
メータは、LANSAデータ・ディクショナリ内、またはファンクション
内でDEFINEコマンドによって、フィールドとして定義されていなけれ
ばなりません。
パラメータ・リスト内の各フィールドに続き、任意で、そのパラメータ
をサブルーチンで受け取るか、サブルーチンから返すか(またはその両
方)を指定する値を指定します。
デフォルト値*BOTHを指定した場合、呼び出し元のWITH_PARMSリス
トの値からパラメータを受け取り、呼び出し元のWITH_PARMS値に返
します(フィールド名の場合)。
*RECEIVEDを指定した場合、呼び出し元のWITH_PARMSリストの値か
らパラメータを受け取りますが、呼び出し元のWITH_PARMS値には返
しません。
*RETURNEDを指定した場合、呼び出し元のWITH_PARMSリストの値か
らパラメータを受け取りませんが、呼び出し元のWITH_PARMS値に返
します(フィールド名の場合)。
サブルーチンの実行時に、EXECUTEコマンドのWITH_PARMSパラメー
タで指定されたパラメータは、関連付けられたSUBROUTINEコマンド
のPARMSパラメータで定義したパラメータと数およびタイプが正確に
一致している必要があります。



7.93.2	SUBROUTINEについてのコメント/警告
EXECUTEコマンドでサブルーチンに渡すパラメータとして、フィール
ド名、英数字リテラル、数値リテラル、システム変数、またはプロセ
ス・パラメータを使用できます。
サブルーチン内で定義する(すなわち、PARMSパラメータで指定する)パ
ラメータは、フィールド名でなければなりません。また、PARMSパラ
メータで指定するすべてのフィールドは、LANSAデータ・ディクショ
ナリ、またはファンクション内でDEFINEコマンドによって定義されて
いなければなりません。
PARMSパラメータに属性*BOTHまたは*RECEIVEDを指定した場合、
EXECUTEコマンドのWITH_PARMSパラメータで指定された値が、サブ
ルーチンの実行直前に、関連付けられたSUBROUTINEコマンドの
PARMSパラメータで指定したフィールドにマッピングされます。
サブルーチンの実行が完了すると、SUBROUTINEコマンドのPARMSパ
ラメータで指定したフィールドが、EXECUTEコマンドのWITH_PARMS
パラメータで指定された値にマッピングされます。ただし、
WITH_PARMS値がリテラル値(英数字または数値)、システム変数、プロ
セス・パラメータである場合、またはパラメータに属性*RECEIVEDが
指定されている場合、フィールドはマッピングされません。
パラメータのデフォルトのマッピング値は*BOTHです。ただし、多少の
手間はかかっても、RECEIVEDまたは*RETURNEDを指定すると、パラ
メータのマッピングに要する時間を短縮することができます。
サブルーチンは、ファンクション内の任意の場所にコーディングできま
す。また、以下のように、相互にネストすることも可能です。
SUBROUTINE	NAME(SUB01)
..........
DISPLAY	..	etc,	etc
	
						SUBROUTINE	NAME(SUB02)
						..........
						..........
						..........
						ENDROUTINE	(subroutine	SUB02)
	
CHANGE	..	etc,etc
..........



	
						SUBROUTINE	NAME(SUB03)
						..........
						..........
						..........
						ENDROUTINE	(subroutine	SUB03)
..........
GOTO	.....
..........
..........
ENDROUTINE	(subroutine	SUB01)
	
ただし、多くのプログラマは、サブルーチンをネストせずに、ファンク
ションの最後にプログラムすることを好む傾向にあります。
サブルーチンを使用頻度の高いものから順にコーディングすると、パ
フォーマンスがわずかに向上するという利点が得られます。最も使用頻
度の高いサブルーチンを最初にコーディングすれば、サブルーチンの実
行を要求した際のオペレーティング・システムの負荷が小さくなりま
す。
上記の例では、サブルーチンSUB02がDISPLAYコマンドとCHANGEコマ
ンドの間にあるにも関わらず、DISPLAYコマンドに「続いて」(すなわ
ち、DISPLAYコマンドの実行後に)	CHANGEコマンドが実行されます。
この位置にSUB02を配置しても、このサブルーチンは実行されません。
SUB02を実行するには、EXECUTEコマンドを使用しなければなりませ
ん。

									サブルーチンは、ファンクション内の任意の場所にコーディングしたり、相互にネスト
したりできますが、これによって、サブルーチンまたはサブルーチンで宣言されるフィール
ドの「スコープ」が指定されるわけではありません。「スコープ」または「スコープ指定」
は、PL/1など一部のコンピュータ言語の機能で、LANSAでは提供されません。



7.93.3	SUBROUTINEの使用例	-	1
SUBROUTINEを実行する
パラメータを指定してSUBROUTINEを実行する
パラメータとして数値リテラルを指定してSUBROUTINEを実行する
パラメータとして英数字リテラルを指定してSUBROUTINEを実行する
パラメータとしてシステム変数を指定してSUBROUTINEを実行する
SUBROUTINEを使用してコーディング量を減らす
SUBROUTINEを使用して従業員の詳細を印刷する
BBUSEテンプレートを使用したSUBROUTINEのドキュメント化技法
再帰
サブルーチン変数はローカルでスコープ指定されない
命名標準を使用してローカル・スコープ指定をエミュレートする
グローバルにスコープ指定された変数の保管/復元技法
SUBROUTINEの使用例	-	2
SUBROUTINEを実行する
以下の例は、パラメータを渡さずにサブルーチンを実行する方法を示し
ています。
EXECUTE				SUBROUTINE(SUB1)
SUBROUTINE	NAME(SUB1)
*	<<Logic>>
ENDROUTINE	
	

パラメータを指定してSUBROUTINEを実行する
サブルーチンにパラメータを渡すには、EXECUTEコマンドの
WITH_PARMS()パラメータを使用します。EXECUTEコマンドで渡す
フィールドまたは値(WITH_PARMS)の数は、SUBROUTINEコマンドが
想定している数と同じでなければなりません。
EXECUTE				SUBROUTINE(SUB1)	WITH_PARMS(#EMPNO)
EXECUTE				SUBROUTINE(SUB2)	WITH_PARMS(#GIVENAME	#SURNAME)
EXECUTE				SUBROUTINE(SUB3)	WITH_PARMS(#SALARY	#TOTAL)
SUBROUTINE	NAME(SUB1)	PARMS((#EMP1	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#EMP1)	TO(A0088)
ENDROUTINE	



SUBROUTINE	NAME(SUB2)	PARMS((#NAME1	*RETURNED)	(#NAME2	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#NAME1)	TO(JOHN)
CHANGE					FIELD(#NAME2)	TO(COOK)
ENDROUTINE	
SUBROUTINE	NAME(SUB3)	PARMS((#WAGES	*RECEIVED)	(#SUM	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#WAGES)	TO(230000)
CHANGE					FIELD(#SUM)	TO('#WAGES	*	1.1')
ENDROUTINE
	
この例では、*RETURNEDが指定された#EMP1などのフィールドは、サ
ブルーチンの完了時に#EMPNOにマッピングされます。
ファンクションをこのロジックでコーティングした場合、各サブルーチ
ンのフィールド#EMPNO、#GIVENAME、#SURNAME、および#TOTAL
の結果は以下のようになります。
				#EMPNO	=	A0080
				#GIVENAME	=	John
				#SURNAME	=	COOK
				#TOTAL	=	253,000.00
	
パラメータとして数値リテラルを指定してSUBROUTINEを実行する
以下の例では、サブルーチンAは2つの数値を受け取ります。1つの数値
はフィールド#STD_NUMで渡され、もう1つは数値リテラル(0.75)として
渡されます。このサブルーチンは計算を実行し、値をフィールド
#DISCOUNTに返します。
DEFINE					FIELD(#DISCOUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)	LABEL(DISCOUNT)	EDIT_CODE(3)
DEFINE					FIELD(#Q)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#N)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(2)
DEFINE					FIELD(#D)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)	EDIT_CODE(3)
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#STD_NUM)
EXECUTE				SUBROUTINE(A)	WITH_PARMS(#STD_NUM	0.75	#DISCOUNT)
DISPLAY				FIELDS(#DISCOUNT)
CHANGE					FIELD(#DISCOUNT)	TO(#ZEROS)
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(A)	PARMS((#Q	*RECEIVED)	(#N	*RECEIVED)	(#D	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#D)	TO('#Q	*	#N')
ENDROUTINE



	
以下の例のように、サブルーチン内の*RECEIVEDまたは*RETURNED
パラメータのフィールドが、EXECUTEコマンドで使用されるフィール
ドまたはリテラルと同じフィールド形式(長さ、タイプなど)で定義され
ていない場合、問題が発生することがあります。
DEFINE					FIELD(#DISCOUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)	LABEL(DISCOUNT)	EDIT_CODE(3)
DEFINE					FIELD(#Q)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#N)	REFFLD(#STD_NUM)
DEFINE					FIELD(#D)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(2)	EDIT_CODE(3)
BEGIN_LOOP	
EXECUTE				SUBROUTINE(A)	WITH_PARMS(1234	0.75	#DISCOUNT)
DISPLAY				FIELDS(#DISCOUNT)
CHANGE					FIELD(#DISCOUNT)	TO(#ZEROS)
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(A)	PARMS((#Q	*RECEIVED)	(#N	*RECEIVED)	(#D	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#D)	TO('#Q	*	#N')
ENDROUTINE
	
フィールド#Nはパック10進数(7,0)として定義されています。
リテラル0.75がサブルーチンに渡されますが、この値の小数点以下桁数
は、サブルーチンがフィールド#Nに対して想定しているものと一致しま
せん。
その結果、サブルーチンが受け取るフィールド#Nには、不適切に値0が
保管されます。
正しく動作させるには、フィールド#Nを以下のように定義しなければな
りません。
DEFINE					FIELD(#N)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(2)
	
パラメータとして英数字リテラルを指定してSUBROUTINEを実行する
以下の例では、サブルーチンSTDNAMEは、フィールド#STRING1およ
び#STRING2の2つの文字列を連結してフィールド#TEXTに保管します。
このフィールドは、#CTEXTにマッピング(*RETURNED)されます。
DEFINE					FIELD(#OPTION)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#CTEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Text')
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#OPTION)



CASE							OF_FIELD(#OPTION)
WHEN							VALUE_IS('=	C')
EXECUTE				SUBROUTINE(STDNAME)	WITH_PARMS(WILSON	COOKSON	#CTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#CTEXT)
OTHERWISE		
MESSAGE				MSGTXT('Not	a	valid	option')
ENDCASE				
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(STDNAME)	PARMS((#STRING1	*RECEIVED)	(#STRING2	*RECEIVED)	(#TEXT	*RETURNED))
DEFINE					FIELD(#STRING1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#STRING2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#TEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
USE								BUILTIN(CONCAT)	WITH_ARGS(#STRING1	#STRING2)	TO_GET(#TEXT)
ENDROUTINE	
	

パラメータとしてシステム変数を指定してSUBROUTINEを実行する
パラメータとしてシステム変数を渡すこともできます。以下の例では、
システム変数*FUNCTIONを渡します。
DEFINE					FIELD(#TEMP)	REFFLD(#FUNCTION)
DEFINE					FIELD(#TEMP2)	REFFLD(#STD_TEXT)
DEFINE					FIELD(#TEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
BEGIN_LOOP	
EXECUTE				SUBROUTINE(VARIABLE)	WITH_PARMS(*FUNCTION	#STD_TEXT)
DISPLAY				FIELDS(#STD_TEXT)
MESSAGE				MSGTXT('Not	a	valid	option')
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(VARIABLE)	PARMS((#TEMP	*RECEIVED)	(#TEMP2	*RETURNED))
CHANGE					FIELD(#TEXT)	TO('Function	name:')
USE								BUILTIN(CONCAT)	WITH_ARGS(#TEXT	#TEMP)	TO_GET(#TEMP2)
ENDROUTINE	
	

SUBROUTINEを使用してコーディング量を減らす
SUBROUTINEを使用すると、RDMLコードの量を減らすとともに、コー
ドをより簡潔に、わかりやすくすることができます。CHANGEコマンド
を使用して値を作業リストに追加する、以下の例について考えます。
CHANGE					FIELD(#EMPNO)	TO(A0090)
CHANGE					FIELD(#NAME)	TO('Fred')



CHANGE					FIELD(#SALARY)	TO(23456.78)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST)
CHANGE					FIELD(#EMPNO)	TO(A0070)
CHANGE					FIELD(#NAME)	TO('Mary')
CHANGE					FIELD(#SALARY)	TO(43456.78)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST)
CHANGE					FIELD(#EMPNO)	TO(A0072)
CHANGE					FIELD(#NAME)	TO('William')
CHANGE					FIELD(#SALARY)	TO(33456.78)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST)
	
このコードを変更して、作業リストに追加する値を受け取るサブルーチ
ンを使用することにより、ファンクションが整然となり、コードの構造
が明確になります。
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOLIST)	WITH_PARMS(A0090	'Fred'	23456.78)
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOLIST)	WITH_PARMS(A0070	'Mary'	43456.78)
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOLIST)	WITH_PARMS(A0072	'William'	33456.78)
SUBROUTINE	NAME(ADDTOLIST)	PARMS((#EMPNO	*RECEIVED)	(#NAME	*RECEIVED)	(#SALARY	*RECEIVED))
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST)
ENDROUTINE	
	

SUBROUTINEを使用して従業員の詳細を印刷する
他の例と同様に、この例では、サブルーチンを使用して、PSLMSTから
選択された従業員の詳細を印刷(PRINT)します。
行を印刷するサブルーチンは、同じLANSAファンクションの複数の部
分で同じ行を印刷する必要がある場合に便利な方法です。
DEFINE					FIELD(#D1)	REFFLD(#EMPNO)
DEFINE					FIELD(#D2)	REFFLD(#SURNAME)
DEFINE					FIELD(#D3)	REFFLD(#GIVENAME)
DEFINE					FIELD(#OPTION)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEF_LIST			NAME(#LIST1)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
BEGIN_LOOP	
REQUEST				FIELDS(#OPTION)
CASE							OF_FIELD(#OPTION)
WHEN							VALUE_IS('=	A')
SELECT					FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	FROM_FILE(PSLMST)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST1)



EXECUTE				SUBROUTINE(PRINT)	WITH_PARMS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
ENDSELECT		
OTHERWISE		
CALL							PROCESS(PSLSYS)
ENDCASE				
DISPLAY				FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)	BROWSELIST(#LIST1)
END_LOOP			
SUBROUTINE	NAME(PRINT)	PARMS((#D1	*RECEIVED)	(#D2	*RECEIVED)	(#D3	*RECEIVED))
DEF_LINE			NAME(#NAME)	FIELDS(#D1	#D2	#D3)
PRINT						LINE(#NAME)
ENDROUTINE	
	



7.93.4	SUBROUTINEの使用例	-	2
BBUSEテンプレートを使用したSUBROUTINEのドキュメント化技法
再帰
サブルーチン変数はローカルでスコープ指定されない
命名標準を使用してローカル・スコープ指定をエミュレートする
グローバルにスコープ指定された変数の保管/復元技法
SUBROUTINEの使用例	-	1
BBUSEテンプレートを使用したSUBROUTINEのドキュメント化技法
SUBROUTINEコマンドを使用するときは、一般に、BBSUBという
LANSAテンプレート(Visual	LANSAおよびLANSA	for	System	i用)を使用
することをお勧めします。
このテンプレートでは、以下のようなサブルーチンの基本コーディン
グ・レイアウトが提供されます。
*=============================================================================
*Subroutine	....:
*Description....:
*=============================================================================
SUBROUTINE	NAME(SUB1)
ENDROUTINE
	
サブルーチンにパラメータが必要な場合は、このテンプレートにより、
以下のような基本コーディング・レイアウトが自動的に提供されます。
*=============================================================================
*Subroutine	....:
*Description....:
*Parameters	....:			Name		Type		Len		Description
*-----	-------	-------	--------	-------------
*#XXXXXX				XXX		99,9	XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
				*=============================================================================
SUBROUTINE	NAME(SUB1)	PARMS(#XXXX)
ENDROUTINE	
	
例えば、SUB1というサブルーチンでパラメータ#EMPNO、
#SURNAME、および#GIVENAMEが使用されている場合、これらのパラ
メータを、BBUSEテンプレートで作成される基本レイアウトでコメント



にすることにより、サブルーチンをわかりやすく、また将来的に実装し
やすくすることができます。
すなわち、レイアウトには、以下のように、サブルーチンでパラメータ
として使用されるフィールドについての情報を含めることができます。
*=============================================================================
*Subroutine....:SUB1
*Description....:	To	retrieve	an	employee	record	from	file	PSLMST
*Parameters	....:	#EMPNO,	#SURNAME	and	#GIVENAME		
*Name								Type						Len						Description							
*-----							-------			-------		-----------------------------
*#EMPNO1					A									5								Employee	number
*#NAME1						A									20							Surname
*#NAME2						A									20							Givename	
				*==========================================================================
SUBROUTINE
NAME(SUB1)	PARMS((#EMPNO1	*RETURNED)	(#SURNAME	*RETURNED)	(#GIVENAME	*RETURNED))
ENDROUTINE
	
再帰

直接または間接を問わず、SUBROUTINEを再帰的に呼び出すことは避
けてください。
以下の例では、SUBROUTINE	SUB_Aがそれ自体によって再帰的に呼び
出されます。
SUBROUTINE	SUB_A
<<	ETC	>>
EXECUTE	SUB_A
<<	ETC	>>
ENDROUTINE		
	
この例では、Visual	LANSAでは致命的エラーが発生し、LANSA	for
System	iでは単にコンパイルに失敗します。
以下の例では、SUBROUTINE	SUB_AがSUBROUTINE	SUB_Bによって
再帰的に呼び出されます。
SUBROUTINE	SUB_A
<<	ETC	>>
EXECUTE	SUB_B



<<	ETC	>>
ENDROUTINE		
	
SUBROUTINE	SUB_B
<<	ETC	>>
EXECUTE	SUB_A
<<	ETC	>>
ENDROUTINE		
	
この例でも、"Visual	LANSA"では致命的エラーが発生しますが、LANSA
for	System	iでは、手作業での終了が必要な再帰的ループになります。
一方、RDMLXのサブルーチンMTHROUTINE	(メソッド・ルーチン)では
再帰が許容されるため、以下の階乗計算は正しく機能します。
Mthroutine	Factorial
Define_Map	*input	#Std_Num	#OfNumber
Define_Map	*output	#Std_Num	#ReturnResult
If								'#OfNumber.Value	=	1'
Set							#ReturnResult	Value(1)
Else						
Change				#Std_Num	'#OfNumber.Value	-	1'
Invoke				#Com_Owner.Factorial	OfNumber(#Std_Num)	ReturnResult(#ReturnResult)
Change				#Std_NumL	'#OfNumber.Value	*	#ReturnResult.Value'
Set							#ReturnResult	Value(#Std_Num)
Endif					
Endroutine
	
そのため、Invoke	#Com_Owner.factorial	ofNumber(4)
ReturnResult(#Std_Num)により、4	*	3	*	2	*1	=	24という結果が返されま
す。

サブルーチン変数はローカルでスコープ指定されない

一般に、サブルーチンが受け取り、サブルーチンによって返される引数
は、以下のようにそのサブルーチン内で定義します。
SUBROUTINE	NAME(A)	PARMS(#A	#B	#C)
DEFINE				FIELD(#A)	REFFLD(#SALARY)
DEFINE				FIELD(#B)	REFFLD(#PERCENT)
DEFINE				FIELD(#C)	REFFLD(#SALARY)
	



RDMLでは、このようなフィールド定義は単なる慣習的なものです。こ
れらのフィールドはローカルでスコープ指定されず、RDMLファンク
ション内でグローバルにスコープ指定されます(すなわち、ファンク
ション内のすべてのコードからアクセスできます)。
そのため、このコードに含まれる以下の例では、SUBROUTINE	SUB_A
によって返される値は、値17.72ではなく42.45になります。
FUNCTION		OPTIONS(*DIRECT)
Define				Field(#newsal)	Reffld(#salary)
Execute			Subroutine(SUB_A)	With_Parms(#newsal)
Display			Fields(#newsal)
									
Subroutine	SUB_A	((#A	*returned))
Define				#A	reffld(#salary)
Change				#A	17.72
Execute			SUB_B
Endroutine	
									
Subroutine	SUB_B
Change					#A	42.45
Endroutine
	
これは、#Aがグローバルにスコープ指定されるためです。すなわち、
コード内で#Aを参照するときは、常に#Aの同じインスタンスを参照す
ることになります。
一方、RDMLXでは、EVTROUTINE、MTHROUTINE、およ
びPTYROUTINEでローカル・スコープ指定がサポートされます。
上記のSUB_AおよびSUB_Bサブルーチンを以下のようにメソッドとし
てコーディングしたとします。
Function		Options(*Direct)
Begin_Com	Role(*Extends	#Prim_Form)
Define_Com	Class(#Salary.Visual)	Name(#Salary)	DisplayPosition(1)	Height(19)	Left(43)	Parent(#Com_Owner)	TabPosition(1)	Top(72)	Width(278)
									
Evtroutine	handling(#com_owner.Initialize)
Set							#com_owner	caption(*component_desc)
Invoke				#com_owner.SUB_A	A(#Salary)
Endroutine	
									



Mthroutine	SUB_A
Define_Map	*output	#Salary	#A		
Set							#A	Value(17.72)
Invoke				#com_owner.SUB_B
Endroutine	
									
Mthroutine	SUB_B
Define_Com	Class(#Salary)	Name(#A)		
Set							#A	Value(42.45)
Endroutine
End_Com
	
この場合、メソッドSUB_Aにより17.72が返されます。
これは、ローカルでスコープ指定された2つの#Aが定義されるためで
す。
1つはメソッドSUB_Aで、もう1つはメソッドSUB_Bで定義されます。
ただし、コードを以下のように定義したとします。
Define_Com	Class(#Salary)	Name(#A)
									
Mthroutine	SUB_A
Define_Map	*output	#Salary	#ReturnValue		
Set							#A	Value(17.72)
Invoke				#com_owner.SUB_B
Set							#ReturnValue	Value(#A)
Endroutine	
									
Mthroutine	SUB_B
Set							#A	Value(42.45)
Endroutine
	

#Aはグローバルにスコープ指定されたコンポーネントであるため、この
場合もメソッドSUB_Aにより42.45が返されます。すなわち、SUB_Aお
よびSUB_Bの両方が同じ#Aを参照します。
命名標準を使用してローカル・スコープ指定をエミュレートする

サブルーチンでは、ローカルでスコープ指定された変数がサポートされ
ませんが、単純な命名標準を使用することにより、(必要に応じて)この
ような変数をエミュレートすることができます。



例えば、各サブルーチンでは、その引数および変数が一意に定義されま
す。
FUNCTION		OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE				FIELD(#PERCENT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(4)	DECIMALS(1)	DESC(PERCENTAGE)	EDIT_CODE(3)
REQUEST			FIELDS(#EMPNO	#PERCENT)
FETCH					FIELDS(#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)
EXECUTE			SUBROUTINE(SUB_A)	WITH_PARMS(#SALARY	#PERCENT	#EMPNO)
*									
SUBROUTINE	NAME(SUB_A)	PARMS((#A_001	*Received)
(#B_001	*received)(#C_001	*Received))
DEFINE				FIELD(#A_001)	REFFLD(#SALARY)
DEFINE				FIELD(#B_001)	REFFLD(#PERCENT)
DEFINE				FIELD(#C_001)	REFFLD(#EMPNO)
CHANGE				FIELD(#A_001)	TO('#A_001	*	#B_001')
DISPLAY			FIELDS(#C_001	#A_001)
EXECUTE			SUB_B	(#A_001	#B_001	#C_001)	
ENDROUTINE	
*									
SUBROUTINE	NAME(SUB_B)	PARMS((#A_002	*Received)
(#B_002	*received)(#C_002	*Received))
DEFINE				FIELD(#A_002)	REFFLD(#SALARY)
DEFINE				FIELD(#B_002)	REFFLD(#PERCENT)
DEFINE				FIELD(#C_002)	REFFLD(#EMPNO)
CHANGE				FIELD(#A_002)	TO('#A_002	-	500')
DISPLAY			FIELDS(#C_002	#A_002)
EXECUTE			SUBROUTINE(SUB_C)	WITH_PARMS(#A_002	#C_002)
ENDROUTINE	
*									
SUBROUTINE	NAME(SUB_C)	PARMS((#A_003	*received)
(#C_003	*Received))
DEFINE				FIELD(#A_003)	REFFLD(#PERCENT)
DEFINE				FIELD(#C_003)	REFFLD(#EMPNO)
CHANGE				FIELD(#A_003)	TO('#A_003	-	100')
DISPLAY			FIELDS(#EMPNO	#A_003)
ENDROUTINE
	

Execute	SUB_A	(#Salary	#Percent	#Empno)をコーディングした場合、さま
ざまなサブルーチン間で受け渡しされるこれらの値が、グローバルにス



コープ指定された値#Salary	#Percent	#Empnoに誤って干渉することはあ
りません。

グローバルにスコープ指定された変数の保管/復元技法
上記の例では、ローカルでスコープ指定された変数をエミュレートする
簡単な方法を示しました。
サブルーチンを作成する際に、グローバルにスコープ指定された変数の
上書きを避けることができない場合もあります(ファイルからフィール
ドを取得する必要がある場合など)。
同様に、サブルーチンの保守を行う際に、詳細な検査を行うことなく、
プログラム内の他の場所でグローバルにスコープ指定された変数がどの
ように使用されているかについて常に確信を持てるわけではありませ
ん。
このような状況では、通常、単純な保管/復元技法を使用することに
よって、グローバルにスコープ指定された変数がサブルーチンの実行に
よって変更されないようにすることができます。
例えば、ロジック内で、従業員が所属する部門(#DEPTMEN)を取得する
SUB_Aというサブルーチンを作成する必要がある場合について考えま
す。
Subroutine	Name(SUB_A)	Parms((#A_001	*received))
Define				#A_001	Reffld(#Empno)		
*<<etc>>			
Fetch					(#Deptment)	from_file(pslmst)	with_key(#A_001)
*<<	etc	>>	
Endroutine
	
ここで、フィールド#DEPTMENTが、すでにプログラムの複数の場所で
使用されているとします。
新しいサブルーチンで、フィールド#DEPTMENTの値について混乱しな
いためには、以下のようにコーディングします。
Subroutine	Name(SUB_A)	Parms((#A_001	*received))
Define				#A_001	Reffld(#Empno)		
Define				#Save_001	Reffld(#Deptment)		
*<<	etc	>>	
Change				#Save_001	#Deptment
*<<	etc	>>	
Fetch					(#Deptment)	from_file(pslmst)	with_key(#A_001)



*<<	etc	>>	
Change				#Deptment	#Save_001
*<<	etc	>>	
Endroutine
	
これにより、#DEPTMENTの値がサブルーチンの実行によって変更され
ることはありません。
ここで、#SECTION、#SURNAME、および#STARTDTEも参照しなけれ
ばならないとします。
この場合、サブルーチンは以下のようになります。
Subroutine	Name(SUB_A)	Parms((#A_001	*received))
Define				#A_001	Reffld(#Empno)		
Define				#SavA_001	Reffld(#Deptment)		
Define				#SavB_001	Reffld(#Section)		
Define				#SavC_001	Reffld(#Surname)		
Define				#SavD_001	Reffld(#Startdte)		
*<<	etc	>>	
Change				#SavA_001	#Deptment
Change				#SavB_001	#Section
Change				#SavC_001	#Surname
Change				#SavD_001	#Startdte
*<<	etc	>>	
Fetch					(#Deptment)	from_file(pslmst)	with_key(#A_001)
*<<	etc	>>	
Change				#Deptment	#SavA_001
Change				#Section	#SavB_001	
Change				#Surname	#SavC_001	
Change				#Startdte	#SavD_001	
*<<	etc	>>	
Endroutine
	
ただし、単純な作業リストを使用すれば、より効率的でわかりやすく、
保守しやすい方法で、同じ結果を得ることができます。
Subroutine	Name(SUB_A)	Parms((#A_001	*received))
Define				#A_001	Reffld(#Empno)	
	
このサブルーチンによって上書きされている可能性のあるグローバル・



フィールドは以下のとおりです。
Def_List		#Save_001	(#Deptment	#Section	#Surname	#StartDte)	Type(*Working)	Entrys(1)
	
上書きされる可能性ある、グローバルに定義されているすべてのフィー
ルドの値を保存します。
Inz_List		#Save_001	Num_Entrys(1)
*<<	etc	>>	
Fetch					(#Deptment	#Section	#StartDte	#Surname)	from_file(pslmst)	with_key(#A_001)
*<<	etc	>>
	
上書きされている可能性ある、グローバルに定義されているすべての
フィールドの値を復元します。
Get_Entry	1	#Save_001
Endroutine
	



7.94	SUBSTRING
SUBSTRINGコマンドは、1つのフィールドから別のフィールドに文字列
をコピーするために使用します。
最初のフィールドから、フィールド全体の文字列をコピーすることも、
フィールドの一部の文字列をコピーすることもできます。
文字列は、結果のフィールド全体にコピーすることも、フィールドの一
部にコピーすることもできます。

参照
SUBSTRINGのパラメータ
SUBSTRINGの使用例
																																																									必須
	
		SUBSTRING	----	FIELD	--------	フィールド名	----	1	-----	*END	--->
																																													フィールド名	フィールド名
																																												(開始位置)	(長さ)
	
												>---	INTO_FIELD	---	フィールド名	----	1	-----	*END	---|
																																													フィールド名	フィールド名
																																												(開始位置)	(長さ)
	



7.94.1	SUBSTRINGのパラメータ
FIELD
INTO_FIELD

FIELD
文字列の抽出元のフィールドを指定します。任意で、文字列の開始位置
と長さを指定することもできます。
このパラメータには、英数字タイプまたは数値タイプのフィールドを指
定できます。パック10進数タイプの数値フィールドに対して特定の開始
位置と長さを指	定する場合は、桁位置と長さがバイト位置とバイト長で
はないこ	とに注意してください。
文字列の開始位置を指定しない場合、開始位置1が使用されます。
文字列長を指定しない場合、*ENDが使用されます。この場合、開始位
置からフィールド末尾までのすべての文字列が使用されます。
開始位置と長さの値は、リテラル値(10など)、または値が保持されてい
るフィールドの名前(#LENGTHなど)として指定できます。
指定した開始位置と終了位置は、(変数である可能性があるため)実行時
に検証されます。指定した開始位置または終了位置が無効の場合、ファ
ンクションが異	常終了し、失敗原因を示すエラー・メッセージが発行さ
れます。
英数字フィールドから数値フィールドへのサブストリング操作に関する
特記事項：
注1：フィー	ルドには、0〜9の数字のみが含まれている必要がありま
す。符号記号('+'または'-')を含むその他の文字が含まれていると、予期
しない結果になりま	す。
注2：サ	ブストリング操	作は左から右に向かって実行されます。した
がって、フィールド値が'123.45'の場合、符号付きフィールド(6.2)	(初期
設定は*ZERO)の1文字目から右に向かってサブストリングされ、値は
1234.50に設定されます。
注3：Unicodeフィールドの長さと開始位置は文字で指定されま	す。全て
の文字は2バイト単位です。

INTO_FIELD
FIELDパラメータで指定したフィールドから抽出した文字列を配置する
先のフィールドを指定します。
このパラメータには、英数字タイプまたは数値タイプのフィールドを指



定できます。パック10進数タイプの数値フィールドに対して特定の開始
位置と長さを指	定する場合は、桁位置と長さがバイト位置とバイト長で
はないこ	とに注意してください。
文字列の開始位置を指定しない場合、開始位置1が使用されます。
文字列長を指定しない場合、*ENDが使用されます。この場合、開始位
置からフィールド末尾までのすべての文字列が使用されます。
開始位置と長さの値は、リテラル値(10など)、または値が保持されてい
るフィールドの名前(#LENGTHなど)として指定できます。
指定した開始位置と終了位置は、(変数である可能性があるため)実行時
に検証されます。指定した開始位置または終了位置が無効の場合、ファ
ンクションが異	常終了し、失敗原因を示すエラー・メッセージが発行さ
れます。



7.94.2	SUBSTRINGの使用例
例1：以下の表に、フィールド#Aが長さ10文字の英数字フィールド、
フィールド#Bが長さ5文字の英数字フィールドの場合に、さまざまな
SUBSTRINGコマンドを使用したときの結果を示します。

SUBSTRING
実行前の#A

SUBSTRING
実行前の#B

SUBSTRINGコマ
ンド

SUBSTRING
実行後の#B

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A)
INTO_FIELD(#B)

ABCDE

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	1	1)
INTO_FIELD(#B)

A

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	1	1)
INTO_FIELD(#B
1	1)

AXXXX

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	2	2)
INTO_FIELD(#B)

BC

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	2	2)
INTO_FIELD(#B
2)

XBC

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	2	2)
INTO_FIELD(#B
2	2)

XBCXX

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	9	1)
INTO_FIELD(#B)

I

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	9	2)
INTO_FIELD(#B)

IJ

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	9	2)
INTO_FIELD(#B
2)

XIJ

ABCDEFGHIJ XXXXX FIELD(#A	9	2)
INTO_FIELD(#B
2	2)

XIJXX



	

例2：SUBSTRINGコマンドを使用して、#DDMMYYという6桁の数値タ
イプ日付フィールドの形式をDDMMYYからYYMMDDに変更します。
DEFINE	FIELD(#WORK02)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
	
SUBSTRING	FIELD(#DDMMYY	1	2)	INTO_FIELD(#WORK02)
SUBSTRING	FIELD(#DDMMYY	5	2)	INTO_FIELD(#DDMMYY	1	2)
SUBSTRING	FIELD(#WORK02)					INTO_FIELD(#DDMMYY	5	2)
	
例3：以下のRDMLプログラムは、ユーザーが入力した最大20個の製品
番号を、#PRODUCTSという1つの長い文字列に保管し、入力完了後にそ
のすべての製品番号を印刷します。
DEFINE	FIELD(#PRODUCTS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(200)
DEFINE	FIELD(#ENTERED)		TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFAULT(0)
DEFINE	FIELD(#I)								TYPE(*DEC)	LENGTH(3)		DECIMALS(0)
	
DOUNTIL	'(#PRODNO	=	*BLANKS)	*OR	(#ENTERED	=	20)'
	CHANGE		#PRODNO	*BLANKS
	REQUEST	FIELDS(#PRODNO)
		IF						'#PRODNO	*NE	*BLANKS'
		CHANGE		#ENTERED	('#ENTERED	+	1')
		CHANGE		#I	'((#ENTERED	-	1)	*	10)	+	1'
		SUBSTRING	FIELD(#PRODNO)	INTO_FIELD(#PRODUCTS	#I	10)
		ENDIF
ENDUNTIL
	
DOWHILE	'#ENTERED	*GT	0'
		CHANGE		#I	'((#ENTERED	-	1)	*	10)	+	1'
		SUBSTRING	FIELD(#PRODUCTS	#I	10)	INTO_FIELD(#PRODNO)
		FETCH		FIELDS(#DESCRIPT	#PRICE	#QUANTITY)	FROM_FILE(PRODMAST)	WITH_KEY(#PRODNO)
		UPRINT	FIELDS(#PRODNO	#DESCRIPT	#PRICE	#QUANTITY)
		CHANGE	#ENTERED	('#ENTERED	-	1')
ENDWHILE
	



7.95	TRANSFER
TRANSFERコマンドは、ファンクション間で制御を渡すために使用しま
す。また、他のファンクションとの間で情報を交換することもできま
す。TRANSFERコマンドをWAMコンポーネント内で使用すると、同じ
WAMコンポーネントまたは別のWAMコンポーネント内の他の
WEBROUTINEに制御を渡すことができます。
参照
TRANSFERのパラメータ
TRANSFERについてのコメント/警告
TRANSFERの使用例
																																																									任意指定
	
		TRANSFER	-----	TOFUNCTION	--	*NEXT	-------------------------->
																																*LAST
																																*EXIT
																																*MENU
																																*HELP
																																*EOJ
																																ファンクション名
	
											>----	EXCHANGE	-----	フィールド名	---------------------|
																											|	拡張可能なグループ式	|
																											|																													|
																												---------	最大100	-----------
											>----	TOROUTINE	----	webroutine名	---------------->
																																		*SERVICEサービス名
																																		*EVALUATEフィールド名
	
										>----	ONENTRY	------	*MAP_NONE	---------------------->
																																		*MAP_ALL
																																		*MAP_LOCAL
																																		*MAP_SHARED
	



7.95.1	TRANSFERのパラメータ
EXCHANGE
ONENTRY
TOFUNCTION
TOROUTINE

TOFUNCTION
制御を受け取るファンクションの名前を指定します。このコマンドが実
行されると、現在のファンクションが終了し、このパラメータで指定し
たファンクションが制御を受け取ります。
デフォルト値*NEXTを指定した場合、画面から入力されたファンクショ
ン名が次に制御を受け取ります。通常、これは、デフォルトの次ファン
クションとしてファンクション・コントロール・テーブルに指定されて
いるファンクションです。ただし、メニュー選択スタイルと、DISPLAY
またはREQUESTコマンドのSHOW_NEXTパラメータによっては、ユー
ザーによって変更されている場合があります。このパラメータを使用す
る前に、「ファンクション・コントロール・テーブル」に記載されてい
るファンクション・コントロール・テーブルの詳細を参照してくださ
い。
*LASTを指定した場合、このファンクションの直前に使用されていた
ファンクションに制御が渡されます。
*EXITを指定した場合、LANSAシステムから、LANSAを呼び出したア
プリケーションに制御が渡されます。このオプションを指定すると、
EXITコマンドを使用した場合と同じ結果になります。
*MENUを指定した場合、プロセスのメイン・メニューに制御が渡され
ます。このオプションを指定すると、MENUコマンドを使用した場合と
同じ結果になります。
*HELPを指定した場合、オンライン・ヘルプ機能に制御が渡されます。
このオプションを指定すると、[ヘルプ]ファンクション・キーを押した
場合と同様の結果になります。
*EOJを指定した場合、バッチ・ファンクションが終了します。このオプ
ションを指定すると、対話型ファンクションで*EXITオプションを使用
した場合と同様の結果になります。
上記の値を使用しない場合は、同じプロセス内で定義されている別の
ファンクションの名前を指定してください。

its:lansa015.chm::/l4wtgu05_0025.htm


EXCHANGE
交換するフィールドの名前、または交換するフィールドを定義するグ
ループの名前を指定します。拡張可能な式を使用する場合、拡張フィー
ルド・リストが、パラメータで許容される代替変数の最大数を超えない
ようにしてください。
フィールド名およびグループ名の指定方法の詳細については、「フィー
ルド・グループおよび拡張可能なグループ」を参照してください。ファ
ンクション間での情報の交換方法に関する詳細について
は、EXCHANGEコマンドのセクションを参照してください。
このコマンドのEXCHANGEパラメータは、利便性を高める目的で用意
されているものです。このパラメータを使用すると、TRANSFERコマン
ドの前に1つ以上のEXCHANGEコマンドを使用した場合と同じ結果にな
ります。例えば、以下のようにTRANSFERコマンドを指定したとしま
す。
TRANSFER		TOFUNCTION(INPUT)	EXCHANGE(#A	#B	#C	#D)
	
これは、機能的に以下の例と同じです。
EXCHANGE		FIELDS(#A	#B	#C	#D)
TRANSFER		TOFUNCTION(INPUT)
	
これは、機能的に以下の例と同じです。
EXCHANGE		FIELDS(#A)
EXCHANGE		FIELDS(#B)
EXCHANGE		FIELDS(#C)
EXCHANGE		FIELDS(#D)
TRANSFER		TOFUNCTION(INPUT)
	

TOROUTINE
制御を渡す先のWEBROUTINEの名前を指定します。別のWAMを指定す
ることも可能です。その場合は、WAM名の後にWEBROUTINE名を指定
し、その間をピリオドで区切ります(例えば、#PSLSYS.Browseのように
入力します)。CALLコマンドとは異なり、制御を渡した後に、制御を渡
したWEBROUTINEに制御は戻りません。
サービス名も指定できます。その場合は、*SERVICE修飾子を接頭辞と
して使用します。

its:lansa015.chm::/groupfields.htm


フィールドから値を取り込むことも可能です。その場合は、
*EVALUATE修飾子を接頭辞として使用します。

ONENTRY
別のWEBROUTINEに制御を渡す場合のみ有効です。WEBROUTINEにつ
いては、「WEBROUTINE」を参照してください。
受信フィールドおよびリストをターゲットWEBROUTINEにマッピング
するために使用します。以下のいずれかの値になります。
*MAP_NONE	(どのフィールドまたはリストもマッピングしない)
*MAP_ALL	(要求されたフィールドとリストをすべてマッピング)
*MAP_LOCAL	(WEBROUTINEのWEB_MAPのフィールドとリストのみ
をマッピング)
*MAP_SHARED	(WEBROUTINEレベルではなく、WAMレベルで
WEB_MAPに指定されているフィールドやリストの対応付けだけを行う)
デフォルトは、*MAP_ALLです。

its:lansa015.CHM::/WEBROUTINE.HTM


7.95.2	TRANSFERについてのコメント/警告
情報は、「交換リスト」を介してファンクション間で交換されます。交
換リストの形式は以下のとおりです。
||N|T|L|D|		V		||N|T|L|D|			V				|	.......	|N|T|L|D|					V				||

表記の説明：

N	 フィールド名

T	 フィールド・タイプ

L	 フィールド長

D	 小数点以下桁数

V	 可変フィールド長

ファンクションが呼び出されるたびに、交換リストが検索されます。そ
のファンクションで使用したフィールドと同じ名前のフィールドが交換
リストで見つかった場合、そのフィールドがファンクションに「マッピ
ング」されます。交換リストでフィールドが見つかったかどうか、また
そのフィールドがファンクションにマッピングされたかどうかに関わら
ず、検索の完了後に交換リストはクリアされます。
ファンクション間での情報交換は、通常のプログラム・パラメータのよ
うに位置ではなく、名前によって行われると考えることができます。
フィールドの定義が交換リスト内とファンクション内とで異なっている
場合、上記の「マッピング」手順により、フィールドのタイプ、長さ、
および小数点以下桁数が自動的に変換されます。
EXCHANGEコマンド、またはTRANSFERコマンドのEXCHANGEパラ
メータは、交換リストに新しい項目を追加するために使用します。
交換リストの合計長さは2000文字を超えることはできません。2000文字
を超える場合、EXCHANGEまたはTRANSFERコマンドによって情報を
リストに追加しようとすると、異常終了します。
交換情報を受け取るファンクションを使用するときは、情報交換が、
ファンクション内の最初のRDMLコマンドが実行される前に行われるこ
とに注意してください。
EXCHANGEコマンドまたはEXCHANGEパラメータが正しく機能してい
ないように見える場合、ファンクション内の最初のRDMLコマンドに
よって、直前に交換リストからマッピングされたフィールドが
*DEFAULTまたは*NULLに設定されている可能性があります。この場



合、EXCHANGEの値が失われます/上書きされます。



7.95.3	TRANSFERの使用例
例1：デフォルトの次ファンクションに制御を渡します。情報は交換さ
れません。
TRANSFER
	
例2：INPUTというファンクションに制御を渡します。情報は交換され
ません。
TRANSFER		TOFUNCTION(INPUT)
	
例3：INPUTというファンクションに制御を渡します。INPUTファンク
ションとの間で、フィールド#CUSTNO、#BATCH、および#USERの値
を交換します。
TRANSFER		TOFUNCTION(INPUT)	EXCHANGE(#CUSTNO	#BATCH	#USER)
	
例4：WEBROUTINE	ORDERに制御を渡します。
TRANSFER						TOROUTINE(ORDER)
	

ORDER	WEBROUTINEでFOR(*INPUT)に指定されたすべてのフィール
ドおよびリストの値が渡されます。
例5：ORDERS	WAM内のWEBROUTINE	ORDERに制御を渡します。
TRANSFER						TOROUTINE(#ORDERS.ORDER)
	

ORDER	WEBROUTINEでFOR(*INPUT)に指定されたすべてのフィール
ドおよびリストの値が渡されます。
例6：フィールドから、制御を渡す先のWEBROUTINEの名前を指定しま
す。
#WEBRTN	:=	'ORDERS.ORDER'
TRANSFER						TOROUTINE(*EVALUATE	#WEBRTN)
	



7.96	UPD_ENTRY
UPD_ENTRYコマンドは、リスト内の既存の項目を更新するために使用
します。
リストとして、ブラウズ・リスト(ワークステーションで情報を使用す
るために使用)または作業リスト(プログラム内で情報を保管するために
使用)を使用できます。
UPD_ENTRYコマンドでリスト項目を更新する前に、
SELECTLIST/ENDSELECTリスト処理ループ内で、あるいは
GET_ENTRYまたはLOC_ENTRYコマンドによって、その項目がリスト
から選択(取得)されていなければなりません。
リストおよびリスト処理の詳細については、DEF_LISTコマンドのセク
ションを参照してください。

参照
UPD_ENTRYのパラメータ
UPD_ENTRYについてのコメント/警告
UPD_ENTRYの使用例
																																																									任意指定
	
		UPD_ENTRY	----	IN_LIST	------	*FIRST	------------------------->
																																リスト名
	
													>--	WITH_MODE	----	*CURRENT	-----------------------|
																																*ADD
																																*CHANGE
																																*DELETE
																																*DISPLAY
																																*SAME
																																フィールド名
	



7.96.1	UPD_ENTRYのパラメータ
IN_LIST
WITH_MODE

IN_LIST
更新する項目が保持されているリストの名前を指定します。
デフォルト値*FIRSTを指定した場合、RDMLプログラムでDEF_LIST	(リ
ストの定義)コマンドによって宣言された最初のリスト(ブラウズ・リス
トまたは作業リスト)が使用されます。
リスト名を使用する場合、RDMLプログラム内の他の場所でDEF_LIST
(リストの定義)コマンドによってそのリスト名を宣言する必要がありま
す。

WITH_MODE
更新する項目に設定するモードを指定します。ここで指定するモードに
より、SET_MODEコマンド（SET_MODEコマンドのセクションを参
照）で設定されたモードが上書きされます。
デフォルトは*CURRENTです。この場合、SET_MODEコマンドで設定
された現行モードが使用されます。*CURRENT以外に指定できる値は、
*ADD、*CHANGE、*DELETE、*DISPLAY、および*SAME	(リスト項目
のモードは、リストへの追加時と同じ。すなわち、リストに追加された
ときのモードが*CHANGEの場合、項目は*CHANGEモードのまま)で
す。ユーザー・フィールド名を指定することもできます。この場合、
ユーザー・フィールド名は長さ3の英数字で、値
が"ADD"、"CHG"、"DLT"、"DIS"のいずれかでなければなりません。



7.96.2	UPD_ENTRYについてのコメント/警告
項目を更新するリストとしてブラウズ・リストを指定した場合、
UPD_ENTRYは「モード依存」コマンドになります。詳細については、
「RDML画面モードとモード依存コマンド」を参照してください。
i5/OSおよびCPFオペレーティング・システムの制限により、以下の例
のようなロジックは、2つ(またはそれ以上)のブラウズ・リストに対して
正常に動作しません。
SELECTLIST	NAMED(#LIST01)
<<	process	LIST01	entry	>>
											SELECTLIST	NAMED(#LIST02)
											<<	process	LIST02	entry	>>
											UPD_ENTRY		IN_LIST(#LIST02)
											ENDSELECT
UPD_ENTRY	IN_LIST(#LIST01)
									ENDSELECT
	
これは、すべてのブラウズ・リストが同じ「ファイル」(表示ファイル)
に属していることから、更新操作では、その「ファイル」内で最後に処
理された「レコード」の更新が試行されるためです。この例のようなプ
ログラムをコンパイルすると、#LIST01に対するUPD_ENTRYコマンド
で失敗し、「先に読み取ることなく」更新が試行されたことを示すエ
ラーが発行されます。
すなわち、ブラウズ・リストの項目を更新できるのは、どのブラウズ・
リストの場合も、ブラウズ・リストに対して最後に実行された操作が更
新対象のブラウズ・リストに対する読み取り操作(SELECTLISTまたは
GET_ENTRY)である場合だけです。
通常、以下のように更新操作を実行するタイミングを変更することによ
り、この制限に対処することができます。
			SELECTLIST	NAMED(#LIST01)
			<<	process	LIST01	entry	>>
=>	UPD_ENTRY	IN_LIST(#LIST01)
														SELECTLIST	NAMED(#LIST02)
														<<	process	LIST02	entry	>>
														UPD_ENTRY		IN_LIST(#LIST02)
														ENDSELECT
			ENDSELECT
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上記のようなソリューションを実装できない場合は、UPD_ENTRYコマ
ンドの直前にGET_ENTRYコマンドを使用してください。
この制限は、作業リストには適用されません。



7.96.3	UPD_ENTRYの使用例
例1：ワークステーションからリストへの入力を定義、初期化し、受け
入れます。入力を処理し、妥当性検査を実行してから、データベースを
更新します。
					DEF_LIST			NAME(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
					SET_MODE			TO(*ADD)
					CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*NULL)
					INZ_LIST			NAMED(#ORDERLINE)	NUM_ENTRYS(10)
	
					DISPLAY				BROWSELIST(#ORDERLINE)
	
					BEGINCHECK
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*NOTNULL)

*			VALUECHECK	--
*			CONDCHECK				|		Various	validation	checks
*			RANGECHECK			|		performed	against	each	list	entry
*			FILECHECK		--

			UPD_ENTRY		IN_LIST(#ORDERLINE)
ENDSELECT
	
					ENDCHECK			IF_ERROR(*LASTDIS)
	
SELECTLIST	NAMED(#ORDERLINE)	GET_ENTRYS(*ALL)
				INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	



7.97	UPDATE
UPDATEコマンドを使用すると、ファイル内のレコードのフィールドを
更新できます。

移植性に関す
る考慮事項

パラメータAUTOCOMMIT、FIELDS、およ
びIN_FILEを参照してください。

参照
UPDATEのパラメータ
UPDATEについてのコメント/警告
UPDATEの使用例
																																																									必須
		UPDATE	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																|*ALL																									|
																																|*ALL_REAL																				|
																																|*ALL_VIRT																				|
																																|*EXCLUDING																			|
																																|*INCLUDING																			|
																																|拡張可能なグループ													|
																																|																													|
																																|------	RDMLXの場合は最大1000	----|
																																	-------	RDMLの場合は最大100	----
	
													>--	IN_FILE	------	ファイル名	.	*FIRST	------------->
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
													>--	WITH_KEY	-----	キー値	---------------------->
																															|拡張可能なグループ式|
																																---------	最大20	-------
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	------------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																コマンド・ラベル
	
													>--	VAL_ERROR	----	*LASTDIS	----------------------->
																																*NEXT
																																*RETURN
																																コマンド・ラベル



	
													>--	NOT_FOUND	----	*NEXT	-------------------------->
																																*RETURN
																																コマンド・ラベル
	
													>--	ISSUE_MSG	----	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	WITH_RRN	-----	*NONE	-------------------------->
	
													>--	RETURN_RRN	---	*NONE	-------------------------->
	
													>--	CHECK_ONLY	---	*NO	---------------------------->
																																*YES
	
													>--	AUTOCOMMIT	---	*FILEDEF	-----------------------|
																																*YES
																																*NO
	



7.97.1	UPDATEのパラメータ
AUTOCOMMIT
CHECK_ONLY
FIELDS
IN_FILE
IO_ERROR
IO_STATUS
ISSUE_MSG
NOT_FOUND
RETURN_RRN
VAL_ERROR
WITH_KEY
WITH_RRN

FIELDS
ファイル内の更新するフィールド、または更新するフィールドを指定す
るグループの名前を指定します。
拡張可能なグループ式を指定することもできます。詳細については、
「フィールド・グループおよび拡張可能なグループ」を参照してくさだ
い。以下の特別な値を指定できます。

									*ALLを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべてのフィールドが更新されま
す。

									*ALL_REALを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての実フィールドが更
新されます。

									*ALL_VIRTを指定した場合、現在アクティブなファイルのすべての仮想フィールドが更
新されます。

									*EXCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストから除外されます。

									*INCLUDINGを指定した場合、この特別な値に続けて指定するフィールドがフィール
ド・リストに含められます。この特殊な値は、*EXCLUDINGエントリーによって、フィール
ド・リストが除外モードに移行した後にのみ必要です。

注：OTHERによって保守されている論理ファイルからすべてのフィールドを更新する
と、基になっている物理ファイルのすべてのフィールドがフィールド・リストに含めら
れます。

パラメータFIELDSでは、特別な値*ALL、*ALL_REAL、または
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*ALL_VIRTを必要な場合にのみ慎重に使用することを強くお勧めしま
す。必要のないフィールドを更新すると、クロスリファレンスの詳細
(ファンクション内で使用されていないフィールドを示す)が無効にな
り、ファンクションのCRUDE項目の複雑度が無意味に高くなります。

移植性に関する
考慮事項

System	iで、コミット制御下にないファイルの
1つ以上のLOBフィールドを更新する場合に
I/Oエラーが発生すると、LOB以外のフィール
ドが更新され、1つ以上のLOBフィールドが更
新されない可能性があります。
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」も参照してくださ
い。

IN_FILE
「I/Oコマンドでのファイル名の指定」を参照してください。

WITH_KEY
「I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定」を参照してくださ
い。
このパラメータによる自動「相互更新」検査への影響の詳細について
は、次のコメント/警告のセクションを参照してください。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
I/O操作の戻りコードについては、「I/Oコマンド戻りコード表」を参照
してください。

IO_ERROR
コマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクションを
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指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。*NEXTは、
デフォルトのABORTを使用するのではなく、エラー・メッセージを
RDMLで処理し、次にABORTで処理できるようにすることを目的として
います(LANSA/ADおよびVisual	LANSAの処理を続行することもできま
すが、この方法でLANSAを使用することはお勧めしません)。
データベース操作から返されるERは致命的エラーです。この場合、
LANSAは、処理が続行されないものと想定します。IOモジュールがリ
セットされ、以降のIOは、そのファイルでこれまでにIOが行われなかっ
たかのように実行されます。そのため、ファイルの状態について推定を
行わないでください。例えば、最後に読み取られたレコードは設定され
ません。IO_ERRORの特別なケースとして、TRIG_RETCでERを返すよ
うトリガー・ファンクションがコード化されている場合があります。上
記の説明は、このケースにも当てはまります。	
したがって、LANSAでは、さらにIOを実行する前にABORTまたはEXIT
以外の何らかの処理を実行する目的で、トリガー・ファンクションから
返された戻りコードERを使用しないことをお勧めします。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

VAL_ERROR
このコマンドで妥当性検査エラーが検出された場合に実行するアクショ
ンを指定します。
妥当性検査エラーは、ファイルに対して追加、更新、または削除を行う
情報が、そのファイル内のフィールドに関連付けられたFILEまたは
DICTIONARYレベルの妥当性検査に合格しなかった場合に発生します。
デフォルト値*LASTDISを指定すると、直前の表示画面に制御が戻され



ます。この画面では、関連付けられた妥当性検査に失敗したフィールド
が反転表示され、エラーのある最初のフィールドにカーソルが配置され
ます。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

*LASTDISは、「直前の表示画面」がない場合(バッチ・ファンクション内など)でも有効
です。この場合、ファンクションが異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行さ
れます。

*LASTDISを使用する場合、「直前の表示画面」は、データベース・コマンド
(INSERT、UPDATE、DELETE、FETCH、およびSELECT)と同じレベルでなければなり
ません。データベース・コマンドがSUBROUTINE内で指定され、「直前の表示画面」が
呼び出し元ルーチンまたはメインラインの場合など、レベルが異なるとこのファンク
ションは異常終了し、該当するエラー・メッセージが発行されます。

これは、Visual	LANSAでイベント・ルーチンとメソッド・ルーチンを使用する場合には
当てはまりません。これらの場合、制御は呼び出しルーチンに戻されます。フィールド
には、エラーがあることと、フォームの親階層で見つかった最初のステータス・バーに
返されたメッセージが表示されます。または、メッセージがない場合は、実行スタック
内で見つかったステータス・バーを持つ最初のフォーム(PRIM_OBJTから継承した再利
用可能パーツなど)が表示されます。

NOT_FOUND
ファイル内で更新対象のレコードが見つからなかった場合に実行するア
クションを指定します。
*NEXTを指定すると、制御が次のコマンドに渡されます。
*RETURNを指定すると、プログラム・メインラインでは制御が呼び出
し元に戻され、サブルーチンでは制御が呼び出し元ルーチンまたはプロ
グラム・メインラインに戻されます。
上記の値をどれも使用しない場合は、制御を渡す先の有効なコマンド・
ラベルを指定してください。

ISSUE_MSG
「レコードが見つからない」メッセージを自動的に発行するかどうかを
指定します。
デフォルト値*NOを指定すると、メッセージは発行されません。



*NO以外に指定できる値は*YESのみです。この値を指定すると、メッ
セージが自動的に発行されます。メッセージは、ユーザーに表示される
次の画面形式の22/24行目、またはバッチ・ジョブのジョブ・ログに表
示されます。

WITH_RRN
更新するレコードの相対レコード番号(相対レコード・ファイル処理の
ための番号)を保持するフィールドの名前を指定します。
WITH_RRNパラメータとWITH_KEYパラメータを両方使用することは
できません。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
注：FETCH、DELETE、またはUPDATEコマンドに対してWITH_RRNパ
ラメータを使用すると、他の形式のデータベース・アクセスよりレコー
ドの取得、削除、または更新を高速に行えます。
このコマンドで指定するファイルが論理ファイルかどうかに関係なく、
実際にアクセス対象になるデータベース・ファイルは物理ファイルで
す。そのため、WITH_RRNパラメータを使用して論理ファイルにアクセ
スする場合は、論理ファイルの選択/除外基準は使用されません。
以下も参照してください。

									「UPDATEについてのコメント/警告」に記載されている、このパラメータ
の使用による自動「相互更新」検査への影響の詳細

									『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読み込み」

RETURN_RRN
更新されたレコードの相対レコード番号を返す先のフィールドの名前を
指定します。UPDATEコマンドによってファイル内の複数のレコードを
更新した場合は、このフィールドに返される値を使用できません。
このパラメータで指定するフィールドは、数値タイプで、このファンク
ションまたはLANSAデータ・ディクショナリで定義されていなければ
なりません。
詳細については、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「外部ファイルの読
み込み」を参照してください。

CHECK_ONLY
I/O操作を実際に実行するか、実際に実行したときにファイルおよび

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm
its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev04_0320.htm


データ・ディクショナリ・レベルの妥当性検査の条件をすべて満たすこ
とができるかを検査するために「シミュレーション」のみを行うかを指
定します。
デフォルト値*NOを指定した場合、I/O操作は通常の方法で実行されま
す。
*YESを指定した場合、ファイルおよびデータ・ディクショナリ・レベ
ルの検査の条件をすべて満たすことができるかどうかを確認するため
に、I/O操作がシミュレートされます。このオプションを使用した場
合、この検査に関与するデータベース・ファイルがいかなる形でも変更
されることはありません。

AUTOCOMMIT
LANSAリリース4.0プログラム変更レベルE5により、このパラメータ
は、他のパラメータと機能が重複しています。
コミット制御を使用するには、アプリケーションでCOMMITまたは
ROLLBACKコマンド、あるいはその両方を指定してください。
通常は、COMMITコマンドのみが必要です。
System	iでのコミット制御の関連については、『LANSA	A/Dユーザーガ
イド』の「コミット制御を使用する」を参照してください。

移植性に関する
考慮事項

Visual	LANSAを使用している場合は、
『LANSAアプリケーション設計ガイド』の
「コミットメント制御」を参照してくださ
い。
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7.97.2	UPDATEについてのコメント/警告
									UPDATEコマンドによる自動「相互更新」検査の使用方法について明確に理解しておい
てください。

以下のようなコマンド・フローについて考えます。
FETCH			WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
DISPLAY
IF_MODE	*CHANGE
UPDATE
ENDIF
	
このUPDATEコマンドにはWITH_KEYまたはWITH_RRNパラメータが指
定されていないため、(FETCHコマンドによって)最後に読み取られたレ
コードが更新されます。
この状況では、レコードが取得(FETCH)されてから更新(UPDATE)され
るまでの間が「相互更新時間枠」になります。DISPLAYコマンドがユー
ザーのワークステーションで実行されたときにユーザーが席を離れて
コーヒーを飲みに行っていれば、この時間は非常に長くなる可能性があ
ります。
これは、自動「相互更新」検査機能の正しく有効な使用方法です。
FETCHからUPDATEまでの間にレコードが別のジョブ/ユーザーによっ
て変更された場合、UPDATEによって「相互更新エラー」(他の妥当性検
査エラーと同様に処理される)が生成されます。
ここで、以下のようなコマンド・フローについて考えます。
FETCH			WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
DISPLAY
IF_MODE	*CHANGE
UPDATE		WITH_KEY(	)	or	WITH_RRN(	)
ENDIF
	
このUPDATEコマンドにはWITH_KEYまたはWITH_RRNパラメータが指
定されているため、特定のレコード(またはレコードのグループ)が読み
取られ、更新されます。
これは、陥りやすいコーディングの間違いです。UPDATEコマンドの
WITH_KEYまたはWITH_RRNの値は、FETCHコマンドのものと同じに
なります。ただし、RDMLコンパイラには、その値が変更されたかどう
かがわらないため、UPDATEの実行前にレコードを(再)読み取りせざる



を得ません。
この状況では、UPDATEコマンドによってレコードが(再)読み取りされ
てからUPDATEコマンドによって更新されるまでの間が「相互更新時間
枠」です。この間隔は非常に短いため、実質的には「相互更新」検査に
意味がなくなります。
このように、実質的に自動「相互更新」検査に意味がなくなることか
ら、上記のような対話型プログラムでは、これはUPDATEコマンドの有
効で正しい使用方法とは言えません。

									WITH_KEYまたはWITH_RRNパラメータを指定せずにUPDATE操作を実行すると、ファ
イルから最後に読み取られたレコードが更新されます。これは、以下のように指定した場合
と同じです。

CHANGE	FIELD(#DATDUE)	TO(*DATE)
UPDATE	FIELDS(#DATDUE)	IN_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
これは機能的に以下と同等です。
FETCH		FIELDS(#DATEDUE)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
CHANGE	FIELD(#DATDUE)	TO(*DATE)
UPDATE	FIELDS(#DATDUE)	IN_FILE(ORDHDR)
	
また、以下とも同等です。
CHANGE	FIELD(#QUANTITY)	TO(100)
UPDATE	FIELDS(#QUANTITY)	IN_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
これは機能的に以下と同等です。
SELECT	FIELDS(#QUANTITY)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
CHANGE	FIELD(#QUANTITY)	TO(100)
UPDATE	FIELDS(#QUANTITY)	IN_FILE(ORDLIN)
ENDSELECT
	
最後の2つの例では、すべての明細行の#QUANTITYフィールドが100に
変更されることに注意してください。	これは、複数レコードの更新(す
なわち「一括設定」更新)の例です。
SELECTループ内、またはSELECTループ内から呼び出されたサブルー
チン内では、'UPDATE	WITH_KEY'を使用しないでください。

									SQL	Nullフィールドを更新してテーブルのデータベース列に設定すると、以下のいずれ
かが起こります。

									列にNOT	NULL制約が適用されていない場合、列はSQL	Nullに設定されます。



									列にNOT	NULL制約が適用されている場合、その更新は失敗します(列のデータベース
定義がフィールドのLANSA定義と一致していない場合のみ失敗します)。



7.97.3	UPDATEの使用例
例1：ワークステーションから受注番号と顧客番号を入力するようユー
ザーに要求し、それに関連付けられた注文頭書きレコードを更新しま
す。
REQUEST		FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNO)
UPDATE			FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNO)	IN_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)
	
例2：ワークステーションで既存の受注番号と新しい受注番号を入力す
るようユーザーに要求します。既存の注文頭書きとそれに関連付けられ
たすべての明細行を新しい受注番号に更新します。
DEFINE		FIELD(#OLDORDNUM)	REFFLD(#ORDNUM)	LABEL('Existing	order')
DEFINE		FIELD(#NEWORDNUM)	REFFLD(#ORDNUM)	LABEL('New	order')
	
REQUEST	FIELDS(#OLDORDNUM	#NEWORDNUM)
	
CHANGE		FIELD(#ORDNUM)	TO(#NEWORDNUM)
UPDATE		FIELDS(#ORDNUM)	IN_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#OLDORDNUM)
UPDATE		FIELDS(#ORDNUM)	IN_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#OLDORDNUM)
	
例3：指定された製品カテゴリー(#CAT)の全レコードの価格(#PRICE)を
$100.00に変更します。
CHANGE		FIELD(#PRICE)	TO(100.00)
UPDATE		FIELDS(#PRICE)	IN_FILE(PROMSTV1)	WITH_KEY(#CAT)
	
例4：指定された製品カテゴリー(#CAT)の全レコードの価格(#PRICE)を
$100.00高くします。
SELECT		FIELDS(#PRICE)	FROM_FILE(PROMSTV1)	WITH_KEY(#CAT)
CHANGE		FIELD(#PRICE)	TO('#PRICE	+	100.00')
UPDATE		FIELDS(#PRICE)	IN_FILE(PROMSTV1)
ENDSELECT
	
例5：指定された製品カテゴリー(#CAT)のすべてのコスト関連フィール
ドをリセットします。
GROUP_BY			NAME(#XG_COST)	FIELDS(#COST1	#COST2	#COST3	#COST4)
CHANGE					FIELD(#XG_COST)	TO(*DEFAULT)
UPDATE					FIELDS(#XG_COST)	IN_FILE(PROMSTV1)	WITH_KEY(#CAT)



	



7.98	UPRINT
UPRINTコマンドは、フィールドをレポート上に印刷するために使用し
ます。
UPRINTコマンドを使用すると、ページ番号と小計付きの単純なリスト
を生成できます。UPRINTコマンドで使用できるフィールド属性の詳細
については、「RDMLフィールド属性およびその使用法」を参照してく
ださい。
非常に簡単なリスト形式のレポートに対してのみUPRINTコマンドを使
用することをお勧めします。重要なアプリケーション・レポート、多言
語レポート、双方向言語レポートには、PRINTコマンドのみを使用して
ください。
複雑なレポートや、特定のレイアウトが必要なレポートの生成方法につ
いては、PRINTコマンドのセクションを参照してください。
また、UPRINTコマンドで生成されたレポートを閉じる(終了する)ため
のENDPRINTコマンドのセクションも参照してください。

移植性に
関する考
慮事項

このコマンドは、Visual	LANSAでサポートされてい
ません。また、今後もサポートされる予定はありま
せん。Visual	LANSAで使用すると、ビルド警告が生
成され、実行時にエラーが発生します。この機能を
使用するコードは、この環境で実行されないように
条件付けすることができます。

参照
UPRINTのパラメータ
UPRINTの使用例
																																																									必須
	
		UPRINT	-------	FIELDS	-------	フィールド名		フィールド属性	--->
																																|											|															|	|
																																|												---	最大7	-----		|
																																	------	最大100	--------------
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	TITLE	--------	*NONE	-------------------------->
																																'レポート・タイトル'
	
													>--	REPORT_NUM	---	1	------------------------------>

its:lansa015.chm::/fieldattribs.htm


																																レポート番号1〜9
	
													>--	SPACE	--------	1	------------------------------>
																																スペースとして空ける行数
	
													>--	WIDTH	--------	*DEFAULT	----------------------->
																																レポートの幅
	
													>--	COLUMN_SEP	---	1	------------------------------>
																																列間の間隔
	
													>--	START_COL	----	1	------------------------------>
																																開始列番号
	
													>--	IO_STATUS	----	*STATUS	------------------------>
																																フィールド名
	
													>--	IO_ERROR	-----	*ABORT	-------------------------|
	



7.98.1	UPRINTのパラメータ
COLUMN_SEP
FIELDS
IO_ERROR
IO_STATUS
REPORT_NUM
SPACE
START_COL
TITLE
USE

FIELDS
印刷するフィールド、または印刷するフィールドを指定するグループの
名前を指定します。

TITLE
レポート上に印刷するタイトルを指定します。
デフォルト値*NONEを指定した場合、タイトルは要求されません。
タイトルが必要な場合は、タイトルを引用符で囲んで指定してくださ
い。

REPORT_NUM
行を印刷するために使用するレポートの番号を指定します。レポート番
号を指定しない場合は、レポート番号1が使用されます。レポート番号
として、1〜9の任意の数値を指定できます。	最大9個のレポートを同時
に生成することができます。

SPACE
行を印刷する前にスペースとして空ける行数を指定します。値を指定し
ない場合は、1が使用されます。指定する値は、1〜3の範囲でなければ
なりません。

WIDTH
レポートの幅を(文字数で)指定します。値を指定しない場合は、
*DEFAULTが使用され、システムのデフォルトのレポート幅が使用され
ます。システムのデフォルト値の詳細については、このガイドの他のセ



クションを参照してください。*DEFAULT以外の値を使用する場合は、
1〜198の範囲の値を指定してください。

COLUMN_SEP
レポート上の列間に空けるスペースを(文字数で)指定します。値を指定
しない場合は、1が使用されます。それ以外の値を使用する場合は、1〜
20の範囲の値を指定してください。

START_COL
最初のフィールドを印刷する列を指定します。値を指定しない場合は、
1が使用されます。それ以外の値を使用する場合は、1〜198の範囲の値
を指定してください。

IO_STATUS
I/O操作の結果の「戻りコード」を受け取るフィールドの名前を指定し
ます。
デフォルト値*STATUSを指定すると、戻りコードは、#IO$STSという特
別なフィールドに保管されます。このフィールドは、他のフィールドと
同様にRDMLプログラムで参照できます。
戻りコードを受け取るフィールドとしてユーザー・フィールドを指定す
る場合、このフィールドは、長さ2文字の英数字フィールドである必要
があります。ユーザー・フィールドを指定した場合も、特別なフィール
ド#IO$STSは更新されます。
I/O操作の戻りコードについては、「I/Oコマンド戻りコード表」を参照
してください。

IO_ERROR
コマンドの実行時にI/Oエラーが発生した場合に実行するアクションを
指定します。
I/Oエラーは、「致命的」エラーと見なされます。ファイルが見つから
なかった、ファイルが壊れている、ファイルを割り当てることができな
い、などがこれに該当します。これらのタイプのエラーが発生すると、
ファンクションにおいて、そのファイルが関与しているすべての処理が
停止します。
デフォルト値*ABORTを指定すると、ファンクションが異常終了し、I/O
エラーの性質を示すエラー・メッセージが発行されます。
デフォルト値*ABORTを使用しない場合は、I/Oエラーの発生時に制御を
渡す先の有効なコマンド・ラベルを指定する必要があります。

its:lansa015.chm::/specfilklists_1.htm


7.98.2	UPRINTの使用例
例1：以下のRDMLプログラムは、受注番号を入力するようユーザーに
要求し、注文の詳細とそれに関連付けられた明細行を印刷します。
					GROUP_BY		NAME(#ORDERDET)	FIELDS(#ORDNUM	#CUSTNUM	#DATEDUE	#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
	
L1:		REQUEST			FIELDS(#ORDNUM)
					FETCH					FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDNUM)	NOT_FOUND(L1)	ISSUE_MSG(*YES)
	
					SELECT				FIELDS(#ORDERDET)	FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM)
					UPRINT				FIELDS(#ORDERDET)
					ENDSELECT
	
					ENDPRINT
	
例2：ACCOUNTというファイルに以下のフィールドとデータが保持さ
れているとします。

会社
(#COMP)

部門
(#DIV)

課(#DEPT) 支出
(#EXPEND)

収入
(#REVNU)

01 1 ADM 400 576

" " MKT 678 56

" " SAL 123 6784

" 2 ADM 46 52

" " SAL 978 456

" 3 ACC 456 678

" " SAL 123 679

02 1 ACC 843 400

" " MKT 23 0

" " SAL 876 10

" 2 ACC 0 43



	

ファイルのキーが#COMP、#DIV、#DEPTの場合、以下のRDMLプログ
ラムによって、このファイルからページ番号と小計付きのレポートが生
成されます。
GROUP_BY		NAME(#ACCOUNTS)		FIELDS((#COMP	*TOTLEVEL1	*NEWPAGE)	(#DIV		*TOTLEVEL2)	(#DEPT		*TOTLEVEL3)	(#EXPEND	*TOTAL)	(#REVNU		*TOTAL))
	
SELECT				FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)
UPRINT				FIELDS(#ACCOUNTS)
ENDSELECT
	
ENDPRINT
	
フィールド属性について、以下の点に注意してください。

									*NEWPAGE属性を使用すると、会社番号が変更されると必ず新しいページが開始され
ます。

									*TOTLEVELn属性によって、要求される合計「レベル制御切れ」を示します。この場
合、会社、部門(会社内)、および課(会社の部門内)別の合計が必要になります。

									*TOTAL属性を使用すると、フィールドが合計されます。この場合、支出フィールドと
収入フィールドが合計されます。

フィールド属性とその使用方法の詳細については、「フィールド属性」
を参照してください。
また、LANSAがデータをソートしないことに注意してください。デー
タは、UPRINTコマンドに渡された順序で印刷されます。情報の印刷順
序に関し、プログラマの責任において、新しいページおよび合計レベル
属性を「意味のあるもの」にしてください。
上記のRDMLプログラムは、以下のようにコーディングすることもでき
ます。
SELECT					FIELDS(#COMP	#DIV	#DEPT	#EXPEND	#REVNU)	FROM_FILE(ACCOUNT)
UPRINT					FIELDS((#COMP	*TOTLEVEL1	*NEWPAGE)	(#DIV		*TOTLEVEL2)	(#DEPT		*TOTLEVEL3)	(#EXPEND	*TOTAL)	(#REVNU		*TOTAL))
ENDSELECT
	
ENDPRINT	
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7.99	USE
USEコマンドは、組み込み関数	(BIF)を呼び出すために使用します。組
み込み関数に引数を渡したり、組み込み関数から値が返されるようにす
ることもできます。

参照
USEのパラメータ
USEの使用例
																																																									必須
	
		USE	----------	BUILTIN	------	組み込み関数名	------>
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	WITH_ARGS	----	引数のリスト	----------->
																													|	拡張可能なグループ式	|
																														---------	最大20	--------
	
													>--	TO_GET	-------	フィールド名のリスト	---------|
																													|	拡張可能なグループ式	|
																														--------	最大20	---------
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7.99.1	USEのパラメータ
BUILTIN
TO_GET
WITH_ARGS

BUILTIN
呼び出す組み込み関数の名前を指定します。指定する名前は、「組み込
み関数」に明記されている名前と一致していなければなりません。

WITH_ARGS
任意で、最大20個の引数で構成されるリストを組み込み関数に渡すこと
ができます。
引数リストの項目として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英数
字リテラル、数値リテラル、またはシステム変数名を使用できます。引
数リストに指定する項目の値は、(同じフィールド名がRET_VALSリスト
で繰り返されない限り)組み込み関数で変更されません。
引数リストに指定する項目は、そのタイプおよび数が組み込み関数での
指定と一致していなければなりません。詳細については、「組み込み関
数」を参照してください。

TO_GET
任意で、組み込み関数から返される「戻り値」として、最大20個の
フィールド名で構成されるリストを指定することができます。
一部の組み込み関数は、呼び出し元のプログラムに情報を返すことがで
きます。このような場合、戻り値は、RET_VALSリストで指定された
フィールドにマッピングされます。
戻り値リストの項目として指定できるのはフィールド名のみです。指定
するフィールドは、LANSAディクショナリ、またはファンクション内
でDEFINEコマンドによって定義されていなければなりません。このパ
ラメータでは、拡張可能なグループ式も使用できます。
戻り値リストに指定する項目は、そのタイプおよび数が組み込み関数で
の指定と一致していなければなりません。詳細については、「組み込み
関数」を参照してください。



7.99.2	USEの使用例
例1：連結組み込み関数を使用して、さまざまな方法で名前フィールド
#FIRST、#SECOND、および#THIRDを連結してフィールド#NAMEを形
成します。
USE	BUILTIN(CONCAT)		WITH_ARGS(#FIRST	#SECOND)	TO_GET(#NAME)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#FIRST	#SECOND	#THIRD)	TO_GET(#NAME)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#SECOND	''',	'''	#FIRST)	TO_GET(#NAME)
GROUP_BY	NAME(#XG_PARMS)	FIELDS(#FIRST	#SECOND	#THIRD)
USE	BUILTIN(CONCAT)		WITH_ARGS(#XG_PARMS)	TO_GET(#NAME)
	
例2：組み込み関数UPPERCASEを使用して、フィールド#NAMEの内容
を大文字に変換します。
USE	BUILTIN(UPPERCASE)	WITH_ARGS(#NAME)	TO_GET(#NAME)
	



7.100	VALUECHECK
VALUECHECKコマンドは、フィールドを1つ以上の特定の値と照合する
ために使用します。

参照
VALUECHECKのパラメータ
VALUECHECKの使用例
BEGINCHECK
CALLCHECK
CONDCHECK
DATECHECK
ENDCHECK
FILECHECK
RANGECHECK
																																																									必須
	
		VALUECHECK	---	FIELD	--------	フィールド名	--------------------->
	
													>--	WITH_LIST	----	比較値	------------------>
																													|																			|
																														-----	最大50	------
	
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定
	
													>--	IN_LIST	------	*NEXT	-------------------------->
																																*ERROR
																																*ACCEPT
	
													>--	NOT_INLIST	---	*ERROR	------------------------->
																																*NEXT
																																*ACCEPT
	
													>--	MSGTXT	-------	*NONE	-------------------------->
																																メッセージ・テキスト
	
													>--	MSGID	--------	DCU0002	------------------------>
																																メッセージ識別子
	
													>--	MSGF	---------	DC@M01	.	*LIBL	----------------->
																																メッセージ・ファイル	.	ライブラリ名
	
													>--	MSGDTA	-------	代替変数	---------|



																														|	拡張可能なグループ式	|
																															---------	最大20	------------
	



7.100.1	VALUECHECKのパラメータ
FIELD
IN_LIST
MSGDTA
MSGF
MSGID
MSGTXT
NOT_INLIST
WITH_LIST

FIELD
検査対象のフィールドの名前を指定します。

WITH_LIST
フィールドと照合する1〜50個の値を指定します。詳細については、使
用例のセクションを参照してください。

IN_LIST
フィールドが、WITH_LISTパラメータで指定したいずれかの値に一致す
ることが判明した場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。



NOT_INLIST
フィールドが、WITH_LISTパラメータで指定したリストのどの値にも一
致しない場合に実行するアクションを指定します。
*NEXTを指定した場合、そのフィールドは妥当性検査に合格したものと
見なされます。次のRDMLコマンドで処理が続行されます。
*ERRORを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に失敗したものと
見なされ、MSGTXTで指定されたメッセージ・テキストまたはMSGID
およびMSGFパラメータで指定されたメッセージが、ユーザーに表示さ
れる次の画面形式の22/24行目に表示されます。また、FIELDパラメータ
で指定されたフィールドが反転表示され、画面カーソルが、画面上でエ
ラーのある最初のフィールドに配置されます。処理は、次のRDMLコマ
ンドで続行されます。
*ACCEPTを指定した場合、フィールドは、妥当性検査に合格したもの
と見なされ、かつ、妥当性検査ブロック内では、FIELDパラメータに指
定されたフィールドに対してこれ以上の妥当性検査は実行されません。
処理は、次のRDMLコマンドで続行されます。ただし、これが同じ
フィールドに対する別の妥当性検査である場合は、事実上この処理が
「無効」になり、実行されません。

MSGTXT
最大80文字のメッセージ・テキストを指定できます。メッセージ・テキ
ストを指定するときは、引用符で囲んでください。MSGTXTパラメータ
またはMSGID/MSGFパラメータのいずれかを使用してください。両方は
使用できません。

MSGID
使用するメッセージとして、標準メッセージ識別子を指定できます。
メッセージ識別子は7文字である必要があります。このパラメータは、
MSGFパラメータと組み合わせて使用してください。

MSGF
MSGIDパラメータで指定されたメッセージが記述されているメッセー
ジ・ファイルを指定します。このパラメータは修飾名です。メッセー
ジ・ファイル名を指定する必要があります。必要に応じて、メッセー
ジ・ファイルが存在するライブラリを指定することもできます。ライブ
ラリ名を指定しない場合は、ライブラリ*LIBLが使用されます。

MSGDTA



このパラメータは、必ずMSGIDおよびMSGFパラメータと組み合わせて
使用してください。MSGIDパラメータに指定されたメッセージ内
の"&n"代替変数を置き換えるために使用される1〜20個の値を指定しま
す。
このパラメータの値として、フィールド名、拡張可能なグループ式、英
数字リテラル、または数値リテラルを指定できます。これらの値は、
メッセージに定義されている代替変数のタイプ、長さ、および指定順序
と一致している必要があります。
このパラメータで指定するフィールドのタイプが符号付き(ゾーンとも
言う)	10進数の場合、メッセージ内でそれに対応する"&n"変数のタイプ
は*CHAR	(文字)である必要があります。これは、負の値を処理するとき
に問題になる場合があります。この場合は、代わりにパック10進数形式
を使用してください。
メッセージ内の"&n"変数のタイプが*DEC	(パック10進数)の場合、この
メッセージ内で指定されるフィールドのタイプもパック10進数である必
要があります。
このパラメータで英数字リテラルを使用するときは、末尾ブランクが重
要になる場合があることを覚えておいてください。例えば、メッセージ
が以下のように定義されているとします。
"&1	are	out	of	stock	...	reorder	&2"
	
ここで、&1が(*CHAR	10)として、&2が(*DEC	7	0)として定義されてい
る場合、以下のように指定すると、メッセージが正しく発行されませ
ん。
MSGDTA('BOLTS'	#ORDQTY)
	
または、以下のように指定した場合も同様です。
MSGDTA('BOLTS					'	#ORDQTY)
	

LANSAに末尾ブランクを認識させるには、このパラメータを以下のよ
うに指定する必要があります。
MSGDTA('''BOLTS					'''	#ORDQTY)
	
拡張可能な式を使用する場合、拡張フィールド・リストが、パラメータ
で許容される代替変数の最大数を超えないようにしてください。



7.100.2	VALUECHECKの使用例
インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する
VALUECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
VALUECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実
行する

インライン妥当性検査を実行するようファンクションを構築する

通常、インライン妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマンド
(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
BEGIN_LOOP	
REQUEST			<<	INPUT	>>
BEGINCHECK	
									<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK		
									<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP		
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、REQUESTコマンドに制御が戻され
ます。これは、ENDCHECKコマンドでデフォルトの
IF_ERROR(*LASTDIS)パラメータが指定されるためです。
妥当性検査サブルーチンを使用するようファンクションを構築する

通常、サブルーチンによる妥当性検査を実行する場合、妥当性検査コマ
ンド(CONDCHECK、DATECHECK、FILECHECK、RANGECHECK、
VALUECHECKなど)を使用するファンクションを以下のように構築しま
す。
DEFINE				FIELD(#ERRORCNT)	REFFLD(#STD_NUM)
DEF_COND		NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
									
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL			COND(*NOERRORS)
REQUEST			<<	INPUT	>>
EXECUTE			SUBROUTINE(VALIDATE)



ENDUNTIL		
									<<	PROCESS	THE	VALIDATED	INPUT	HERE	>>
END_LOOP		
									
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE				FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
									<<	USE	CHECK	COMMANDS	TO	VALIDATE	INPUT	HERE	>>
ENDCHECK		IF_ERROR(*NEXT)
ENDROUTINE	
	

BEGINCHECK/ENDCHECKコマンド・ブロック内の妥当性検査コマンド
が妥当性検査エラーを検出すると、メイン・ファンクション・ループに
#ERRORCNT	>	0で制御が戻されます。
VALUECHECKコマンドを使用してインライン妥当性検査を実行する
この例は、メイン・プログラム・ブロック内でVALUECHECKコマンド
を使用して、部門コードが一連の値のいずれかであることを検査する方
法を示しています。
DEF_LIST		NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#DEPTMENT)
									
BEGIN_LOOP	
REQUEST			FIELDS(#EMPNO	#DEPTMENT)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
									
BEGINCHECK	
VALUECHECK	FIELD(#DEPTMENT)	WITH_LIST(ADM	AUD	FLT	GAC)	MSGTXT('The	department	code	entered	is	not	valid')
ENDCHECK		
									
ADD_ENTRY	TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP		
	

#DEPTMENTの値が、'WITH_LIST'パラメータで指定された値リストに
含まれていない場合、VALUECHECKコマンドで定義されたメッセージ
が発行され、直前に表示されていた画面にプログラム制御が戻されま
す。この例では、直前に表示されていた画面はREQUEST画面です。
VALUECHECKコマンドを使用してサブルーチンによる妥当性検査を実
行する

この例は、サブルーチン内でVALUECHECKコマンドを使用して、部門



コードが一連の値に含まれていることを検査する方法を示しています。
ユーザーが要求された詳細を入力すると、VALIDATEサブルーチンが呼
び出されます。このサブルーチンでは、#DEPTMENTの値
が、'WITH_LIST'パラメータで指定された一連の値に含まれているかど
うかが検査されます。含まれていない場合、VALUECHECKコマンドで
定義されたメッセージが発行され、DOUNTILループが再実行されま
す。入力された#	DEPTMENT値が指定の一連の値に含まれている場合、
DOUNTILループが終了し、検証済みの入力の処理が実行されます。
DEFINE				FIELD(#ERRORCNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEF_COND		NAME(*NOERRORS)	COND('#ERRORCNT	=	0')
DEF_LIST		NAME(#EMPBROWSE)	FIELDS(#EMPNO	#DEPTMENT)
									
BEGIN_LOOP	
DOUNTIL			COND(*NOERRORS)
REQUEST			FIELDS(#EMPNO	#DEPTMENT)	BROWSELIST(#EMPBROWSE)
EXECUTE			SUBROUTINE(VALIDATE)
ENDUNTIL		
ADD_ENTRY	TO_LIST(#EMPBROWSE)
END_LOOP		
									
SUBROUTINE	NAME(VALIDATE)
CHANGE				FIELD(#ERRORCNT)	TO(0)
									
BEGINCHECK	KEEP_COUNT(#ERRORCNT)
VALUECHECK	FIELD(#DEPTMENT)	WITH_LIST(ADM	AUD	FLT	GAC)	MSGTXT('The	department	code	entered	is	not	valid')	
ENDCHECK		IF_ERROR(*NEXT)
									
ENDROUTINE
	



7.101	WHEN
WHENコマンドは、RDMLコマンドの実行を条件付けるために、
CASE/ENDCASEブロック内で他のWHENコマンドと組み合わせて使用
します。また、OTHERWISEコマンドを使用することもできます。
WHENコマンドは、後続のRDMLコマンドの実行を条件付けるための、
(CASEと組み合わせて)	true/falseで評価される式を指定するために使用し
ます。
1つのCASE/ENDCASE構造内でtrueとして評価できるWHENコマンドは1
つのみです。
CASE、ENDCASE、およびOTHERWISEコマンドの詳細と使用例につい
ては、これらのコマンドのセクションを参照してください。

参照
WHENのパラメータ
WHENの使用例
CASE
ENDCASE
OTHERWISE
																																																									必須
	
		WHEN	---------	VALUE_IS	-----	'式'	-------------------|
																													|															|
																													|															|
																														---	最大20	----
	



7.101.1	WHENのパラメータ
VALUE_IS

VALUE_IS
関連付けられたCASEコマンドのOF_FIELDパラメータと組み合わせる式
を1〜20個指定します。詳細については、「WHENの使用例」を参照し
てください。条件および式の指定の詳細については、「条件および式の
指定」を参照してください。

its:lansa015.chm::/condexprsns.htm


7.101.2	WHENの使用例
例については、CASEコマンドのセクションを参照してください。



8.	RDMLXコマンドとRDMLX機能
RDMLXコマンド
RDMLXコマンドの概要については、「RDMLXコマンド」を参照してく
ださい。
RDMLXコマンドは、Visual	LANSAエディターと開発環境によってサ
ポートされています。
RDMLXコマンドは、フルRDMLXに対応しているコンポーネントおよび
LANSAオブジェクトで使用できます。『Visual	LANSA管理者ガイド』
の「RDML区画およびRDMLX区画」を参照してください。

RDMLX機能
フルRDMLXに対応しているLANSAオブジェクトでは、以下の機能を使
用できます。
組み込みファンクション
関数ライブラリ
バリアントの処理
式の機能強化
RDMLコマンド内の引用符
コンポーネントの変数と値

参照
RDMLコマンド

its:LANSA015.CHM::/rdmlx_commands.htm
its:lansa011.chm::/lansa/l4wpar01_0020.htm
its:Lansa015.chm::/l4wtgu06_0010.htm
its:LANSA015.CHM::/tgub2_begin.htm


8.1	ASSIGN
これまでは、1つ以上の変数に値を割り当てる手段として、LANSA
のCHANGEコマンドを使用してきましたが、これはほとんどの状況で
は、手間がかかりすぎる方法です。フルRDMLXでは、プログラムの中
にコマンド名なしで指定できるASSIGNコマンドが用意されています。
#FULLNAME	:=	#SURNAME.Trim	+	','	+	#GIVENAME.Trim	
#STD_NUM	+=	10
#ADDRESS1	#ADDRESS2	#ADDRESS3	:=	*DEFAULT
	
このコマンドの最も重要な特色は、コマンド自体とすべてのキーワード
が任意指定だということです。
したがって、PRECISIONオプションとROUND_UPオプションを制御す
る必要がある場合には、CHANGEコマンドを使用することをお勧めしま
す。それ以外の場合は、常にASSIGNを使用してください。
参照
ASSIGNパラメータ
ASSIGNの使用例
																																																											任意指定							
																																																																										
				ASSIGN	-------	Variables	(変数リスト)	--------------------->							
																																																																										
															>--	Using	(演算子)	------------------------------->						
																																																																										
															>--	Expression	(割り当て式)	------------->						

its:lansa015.chm::/change.htm


8.1.1	ASSIGNのパラメータ
コマンドとすべてのキーワードは任意です。

有効な演算子
ASSIGNコマンドでサポートされている演算子を以下にまとめます。

:= 簡単な値の割り当て

+= 変数の値＋右辺の値

-= 変数の値−右辺の値

*= 変数の値×右辺の値

/= 変数の値÷右辺の値

<= 右辺の参照を対象に割り当て

参照
式の機能強化



8.1.2	ASSIGNの使用例
簡単な値の割り当て
#PHBN_1.Left	:=	10
#PHBN_2.Left	:=	#PHBN_1.Left	+	10
#PHBN_3.Left	:=	#PHBN_2.Left	+	10
	

文字列の割り当て
#FullAddress	:=	#Address1.RightTrim	+	'	'	+	#Address2.RightTrim	+	'	'	+	#Address3.RightTrim
	

計算式の割り当て
#PHBN_1.Width	+=	10
#PHBN_1.Height	*=	2
	

複数の割り当て
#ADDRESS1	#ADDRESS2	#ADDRESS3	:=	*DEFAULT
	

参照の割り当て
#REF_ONE	#REF_TWO	#REF_THREE	<=	*NULL
	
Mthroutine	Assign_example
Define_Map	For(*input)	Class(#prim_objt)	name(#Object)	Pass(*by_Reference)
Define_Com	Class(#Prim_phbn)	Name(#Current_button)	Reference(*dynamic)
#Current_button	<=	#Object	*as	#prim_phbn
Endroutine
	



8.2	ATTRIBUTE
新しいRDMLXコマンドであるATTRIBUTEを使用すれば、宣言属性をコ
ンポーネント・クラスの機能に割り当てることができます。
ATTRIBUTEコマンドは、以下のコマンドの直後に記述できます。

									BEGIN_COM

									DEFINE_COM

									DEFINE_PTY

									DEFINE_EVT

									MTHROUTINE

									DEFINE_MAP

Visual	LANSAは、基本的に命令言語ですが、他の命令言語の場合と同じ
ように宣言的な要素もいくらか含んでいます。例えば、FUNCTIONコマ
ンドでは、ファンクションやコンポーネントに宣言属性を割り当てるこ
とができ、そのような属性は、LANSAのビルド環境や実行時環境で後
から処理することが可能です。
Visual	LANSAは、属性のサポートによってこの機能を汎用化しているの
で、プログラマとしては、新しい種類の宣言情報を作成し、その宣言情
報をさまざまなプログラム要素に組み込み、実行時にその宣言情報を取
得することが可能になっています。コンポーネントでは、属性の定義と
使用によって、その追加の宣言情報を指定します。
例えば、Visual	LANSAでは、WinHelpAttribute属性を定義して、ビジュア
ル・メンバー変数などのプログラム要素に組み込むことができるので、
開発者としては、F1キーを押すことによってWindowのヘルプを独自の
アプリケーションのために表示するといった機能を実現できます。
また、RDMLXソース・コードと一緒に関連した宣言情報を格納(コ
ピー)することも可能になっています。
属性クラスは、ActiveX統合に対応したコンポーネント・クラスのタイ
プ・ライブラリ情報の管理で重要な役割を果たします。
コンポーネント・ソースにAttributeステートメントを手動で宣言するこ
ともできますが、ActiveX属性の詳細を指定するには自動ActiveXツール
を使用することを強くお勧めします。

属性クラス
抽象クラス#PRIM_ATTRから直接的または間接的に継承しているコン
ポーネント・クラスは、属性クラスです。LANSAが提供する属性クラ
スだけがサポートされています。



属性の使用法
属性クラスのAttributeUsage属性によって、属性の使用法を記述します。
AttributeUsage属性のコンストラクタには、その属性を使用できる宣言の
種類を属性クラスで指定するための定位置パラメータがあります。
AttributeUsageのコンストラクタには、その属性を1つの宣言に対して複
数回指定できるかどうかを記述するためのオプション・パラメータも含
まれています。

インスタンス・コンストラクタ
属性クラスのインスタンス・コンストラクタでは、属性の定義を完成さ
せるために必要な必須パラメータとオプション・パラメータを定義しま
す。

リフレクション
Visual	LANSAのタイプ、メソッド、イベント、プロパティや各機能のプ
ロパティにアクセスできるコンポーネント・クラスには、それぞれの機
能に割り当てられている属性にアクセスできるプロパティが用意されて
います。

参照
ATTRIBUTEのパラメータ
ATTRIBUTEの使用例
	
																																																											必須/省略可						
																																																																									
			ATTRIBUTE	-----CLASS	-------クラス名	------------------------>						
																																																																									
			-------------------------------------------------------------------			
																																																																									
																																																											任意指定						
																																																																									
														>--	DESC	-------	イベントの短い記述	-------->
																																																																									
														>--	HELP	-------	属性の長い記述	-->					
																																																																								



8.2.1	ATTRIBUTEのパラメータ
CLASS
DESC
HELP

CLASS
属性のタイプを定義するために使用します。

DESC
DESCパラメータは、Attributeの短い記述を定義するために使用します。

HELP
DESCパラメータは、Attributeの最大250文字までの長い記述を定義する
ために使用します。



8.2.2	ATTRIBUTEの使用例
コンポーネントをActiveXとして定義する場合は、LANSAを使用して属
性を定義することを強くお勧めします。
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(306)	Clientwidth(492)
	
Define_Pty	Name(Property)	Get(*auto	#std_text)
	
Define_Evt	Name(Text_Changed)
Define_Map	For(*input)	Class(#Std_text)	Name(#Text)
	
Mthroutine	Name(Method_1)
Define_Map	For(*input)	Class(#Std_text)	Name(#Text)
Define_Map	For(*Result)	Class(#Std_text)	Name(#Result)
	
	
Endroutine
	
End_Com
	

ActiveXコントロールとして使用可能にするには、上記のフォームを必
ず作成する必要があります。編集メニューのActiveX	属性の設定メ
ニュー・オプションを選択します。結果は以下のようになります。
Function	Options(*DIRECT)
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Clientheight(306)	Clientwidth(492)
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_TYPELIB)	Guid('{0BA92712-162E-
48CB-AF41-7087EA05BD5E}')	Typelibname('LANSA_AAA_LIB')
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_CLASS)	Guid('{ADC02BD2-C249-
48B1-A0B1-30900707B32C}')	Progid('LANSA.AAA')
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_IN_INTERFACE)	Guid('{5A2034F3-
2E84-4475-A90E-B6857E62C892}')	Basedispid(0)
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_EVT_INTERFACE)	Guid('{58DACA90-
A2D7-48F9-B459-E56DBFE9E810}')	Basedispid(0)
	
Define_Pty	Name(Property)	Get(*auto	#std_text)
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_IN_MEMBER)	Dispid(0)	Name('Property')
	



Define_Evt	Name(Text_Changed)
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_EVT_MEMBER)	Dispid(0)	Name('Text_Changed')
Define_Map	For(*input)	Class(#Std_text)	Name(#Text)
	
Mthroutine	Name(Method_1)
Attribute	Class(#PRIM_ATTR.AX_IN_MEMBER)	Dispid(1)	Name('Method_1')
Define_Map	For(*input)	Class(#Std_text)	Name(#Text)
Define_Map	For(*Result)	Class(#Std_text)	Name(#Result)
	
	
Endroutine
	
End_Com
	
コンポーネントにAttributeステートメントが挿入され、その各機能(プロ
パティ、イベント、メソッド)がソース内に定義されます。



8.3	BEGIN_COM
BEGIN_COMは、コンポーネント定義を開始します。このコマンドに
は、コンポーネント定義を終了する、関連のEND_COMステートメント
があります。
このコマンドは、新規コンポーネントの作成時にエディターによって自
動的に挿入されます。
コンポーネントのプロパティの省略値を変更すると、コンポーネント定
義に表示されます。例えば、編集中のフォームのVisibleプロパティを
Falseに変更すると、BEGIN_COMステートメントは以下のようになりま
す。
BEGIN_COM	VISIBLE(False)
	
通常、コンポーネント・ビューを使用してコンポーネントのプロパティ
を変更しますが、ソース・ビューで入力することも可能です。

参照
BEGIN_COMのパラメータ
BEGIN_COMの使用例
END_COM
	
																																																											任意指定							
																																																																										
				BEGIN_COM		---	プロパティ値	------------------------------->							
																																																																										
																																																																										
															>--	HELP	-------	ヘルプ・テキスト	------------------------->						
																																																																										
																																																																										
															>--	PUBLIC	-----	名前	------------------------------>						
																																																																										
																																																																										
															>--	PROTECT	----	名前	------------------------------>						
																																																																										
																																																																										
															>--	PRIVATE	----	名前	------------------------------>						
																																																																										
																																																																										
															>--	DEFAULTPTY--	名前	------------------------------>						
																																																																										
																																																																										
															>--	OPTIONS-----	*FINAL----------------------------->						
																																*ABSTRACT																																	



																																																																										
															>--	ROLE	-------	ヘルプ・テキスト	-------------------------|						
																																																																										
																																																																									
		



8.3.1	BEGIN_COMのパラメータ
HELP
PUBLIC
PROTECT
PRIVATE
OPTIONS
DEFAULTPTY
ROLE

HELP
HELPパラメータを使用してコンポーネントの内容を記述します。250文
字が最長です。

PUBLIC
フォームのPublicプロパティまたは再利用可能なパーツを使用して、祖
先ではprotectedと定義されていたカスタム定義イベント、メソッドまた
はプロパティをpublicに定義します。
フォームまたは再利用可能なパーツは、そのフォームまたは再利用可能
なパーツのProtectプロパティを使用して、外部からアクセスできないカ
スタム定義のイベント、メソッド、およびプロパティとして定義するこ
とができます。protectedとして定義されたイベント、メソッド、プロパ
ティは、フォームおよび再利用可能なパーツには表示可能で、これらか
ら継承されますが、所有者のフォームまたは再利用可能パーツには表示
されません。
継承元のフォームまたは再利用可能なパーツは、継承先のprotectedのイ
ベント、メソッド、またはプロパティをPublicと定義することにより、
他のすべてのコンポーネントで表示可能にすることができます。Public
の値リストは、CreateInstanceおよびDestroyInstanceという2つの内部シス
テム値を表示します。これらの値は使用できません。
Publicパラメータを設定する最も簡単な方法は、[詳細]タブの[プロパ
ティ]の表示を使用することです。Publicプロパティ上でクリックする
と、protectedに定義されているイベント、メソッド、およびプロパティ
のリストが表示されます。

PROTECT
このプロパティを使用して、所有者の再利用可能なパーツまたはフォー



ムでカスタム定義のイベント、プロパティまたはメソッドを非表示にし
ます。protectedとして定義されているイベント、メソッド、またはプロ
パティは、継承元の再利用可能なパーツおよびフォームで表示可能にな
ります。これでprotectedと定義されているイベント、プロパティ、また
はメソッドをPublicと定義することによって、所有者で表示可能になり
ます。
Protectパラメータを設定する最も簡単な方法は、[詳細]タブの[プロパ
ティ]を表示することです。Protectプロパティ上でクリックすると、ユー
ザー定義されているイベント、メソッド、およびプロパティのリストが
表示されます。

PRIVATE
フォームまたは再利用可能なパーツのPrivateプロパティを使用すると、
カスタム定義のイベント、メソッド、またはプロパティを他のフォーム
または再利用可能なパーツで非表示にできます。Privateとして定義され
ているイベント、メソッド、またはプロパティは、継承元または所有す
る再利用可能なパーツおよびフォームでは表示されません。
Privateパラメータを設定する最も簡単な方法は、[詳細]タブの[プロパ
ティ]の表示を使用することです。Privateプロパティ上でクリックする
と、ユーザー定義されているイベント、メソッド、およびプロパティの
リストが表示されます。

OPTIONS
コンポーネントの継承およびインスタンス化の方法を制御するためにこ
のパラメータを使用します。

*FINAL コンポーネント・クラスはこれ以上継承できませ
ん。

*ABSTRACT コンポーネント・クラスはインスタンス化できませ
ん。このクラスから継承して派生クラスのインスタ
ンスを作成する必要があります。

DEFAULTPTY
このコンポーネントの省略値のプロパティです。
これは、このコンポーネントに*BY_VALUEパラメータとして参照を渡
すと(DEFINE_MAPで)、これが値を取得する省略値のプロパティとして
自動的に使用されることを意味しています。
これは、フィールドのデフォルト・プロパティであるValueを使用する



場合と似ています。例えば、コードで#SALARYを参照すると、実際に
は#SALARY.VALUEを参照していることになります。これは、Valueプロ
パティがSALARYクラスの省略値のプロパティであるためです。

ROLE
Role	パラメータには、多くの機能があります。

*Extends
*Extendsはコンポーネントの祖先クラスのすぐ前に来ます。以下の例で
は、コンポーネントはVisual	LANSAのプリミティブ・フォーム・クラス
#Prim_FORMから継承されます。
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)

End_Com
	

*Extendsは、プロパティ詳細を見ても分かる通り、祖先プロパティと直
接連携していて、詳細で入力することも可能ですし、ソースに直接書き
込むこともできます。

*Implements
*Implementを使って、コンポーネントが導入するインターフェイスを指
定します。単一のコンポーネントに限定されている*Extendsとは異な
り、*Implementsには以下の通り複数の引数があります。
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_PANL	*implements
#Prim_dc.iMonitorSubject	#Prim_dc.iContextualSubject)
	
End_Com
	

*ListFields
*ListFieldsは再利用可能パーツが、ユーザー定義コントロール(UDC)の
デザイン要素として使用された時に適用されます。ADD_ENTRYを使っ
てUDCにリスト・エントリーが作成された時、*ListFieldsの後に続く変
数に指定されたフィールドやフィールド・グループは、ADD_ENTRYを
含むコンポーネント内の対応するフィールド値で初期化されます。	
Begin_Com	Role(*EXTENDS	*Implements	#Prim_Tile.iTileDesign
#PRIM_PANL	*ListFields	#ListFields)
	



Group_by	Name(#ListFields)	Fields(#Field	#Field2	#Field3)
	
End_Com
	



8.3.2	BEGIN_COMの使用例
実行時に表示可能なBegin_Comのコンポーネントの例です。
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	Height(338)	Left(118)	Top(163)	Width(574)	Caption('Sample	Form	')
End_com
	
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_PANL)
End_Com
	

PRIM_OBJTの祖先を使用して、表示可能な部分のないコンポーネント
を作成することができます。
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#PRIM_OBJT)
End_Com
	
また以下のように、ユーザー独自の既定のコンポーネント・クラスを祖
先として使用することもできます。XXXXXXXXはユーザーのコンポー
ネントの名前です。
Begin_Com	Role(*EXTENDS	#XXXXXXXXX)
End_Com
	



8.4	DEFINE_COM
このコマンドは、編集中のコンポーネントに別のコンポーネントを含め
ようとしてドラッグすると、自動的に挿入されます。
DEFINE_COMは、編集中のコンポーネントに含めるための他のコン
ポーネントのインスタンスを定義します。
コンポーネントのクラスと名前に加え、このコマンドは、デフォルトが
オーバーライドされているすべてのプロパティの値を表示します。
*HEAVYUSAGEとして実行するファンクションは、呼び出しの期間中、
参照されるコンポーネントのスタータスが保持されます。ステータスが
保持されない場合は、*DYNAMICのコンポーネントを使用してくださ
い。

参照
DEFINE_COMのパラメータ
DEFINE_COMの使用例
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				DEFINE_COM	----CLASS	-------コンポーネント・クラス	------------------>							
																																*VARIANT																																		
																																																																										
															>--	NAME	-------	コンポーネント名		------------------>							
																																																																										
															>--	SCOPE	------	*DEFAULT-------------------------->							
																																*LOCAL																																				
																																*INSTANCE																																	
																																*SHARED																																			
				DEFINE_COM	----CLASS	-------コンポーネント・クラス	------------------>							
																																																																										
															>--	REFERENCE---	*DEFAULT-------------------------->							
																																*STATIC																																			
																																*DEFERRED																																	
																																*DYNAMIC																																		
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																										任意指定								
																																																																										
															>--	DESC	-------	記述		--------------------->							
																																																																										
															>--	HELP	-------	ヘルプ・テキスト	---------------------------|				
																																																																										
																																																																										
	



8.4.1	DEFINE_COMのパラメータ
CLASS
DESC
HELP
NAME
OPTIONS
SCOPE
REFERENCE

CLASS
CLASSは、コマンド・ボタン、チェックボックス、フォームなどのコン
ポーネントのタイプです。
フィールドには、#SALARYなどの単純なフィールドをクラスにする
か、#SALARY.VISUALまたは#SALARY.MYPARTなどの表示方法にする
ことができます。
*VARIANTには、バリアント型変数を使用できます。バリアント型変数
から値を読み書きできます。プロパティはありません。今のところ、バ
リアント型変数を使用するのがより望ましい選択肢です。

OPTIONS
OPTIONSパラメータには、以下のように、COMPUTEか*MAX.の値を指
定したキーワードLIST_ENTRIESを追加することができます。
OPTIONS(*LIST_ENTRIES	*MAX)
	
この*List_Entriesキーワードでは、リストタイプのコンポーネントが持
つことのできる項目数を指定します。リストタイプのコンポーネントに
は以下のものがあります。
						Grid
						ListView
						TreeView
						ComboBox
						ListBox
						Memo
						Graph



						Property	Sheet
許可される項目の数は、リストにRDMLXフィールドが含まれるかどう
か、および、フルRDMLXを使用可能なコンポーネントにリストがある
かどうかによって異なります。
*COMPUTEは、リストのフィールドに基づいた最大の項目数が必須と
されることを設定します。リストに含まれるのがRDMLフィールドのみ
の場合は、項目数はRDMLレベルに制限されます(最大32767項目)。リス
トにRDMLXフィールドが含まれる場合は、リストはフルRDMLXリスト
とみなされ、プラットフォームに応じてより多くの最大項目数が許可さ
れます。
*MAXは、項目数の上限を、リストが含まれるコンポーネントに許可さ
れている最大数に設定します。リスト内のフィールドがRDMLXである
かどうかにかかわらず、リストがRDMLコンポーネントにある場合は
RDMLのリスト項目数に上限が設定されますが、フルRDMLXコンポー
ネントにある場合はRDMLXのリスト項目数に設定されます。

NAME
NAMEは、コンポーネントのこのインスタンスの固有の名前です。

SCOPE
SCOPEパラメータを使用して(値に*SHAREDを指定)、オーナー・コン
ポーネントの異なるインスタンス間で共有されるコンポーネント・イン
スタンスを作成することができます。DEFINE_COM内で*SHAREDが指
定されると、メンバー・コンポーネントの共有インスタンスが1つだけ
作成されます。これは、オーナー・コンポーネントのインスタンスがい
くつ作成されているかには関係ありません。
*SHAREDを使用できるのは、コンポーネントのBEGIN_COMステート
メントのすぐ後ろにあるDEFINE_COMコマンド内だけです。
SCOPEパラメータの値が*DEFAULTである場合は、DEFINE_COMコマ
ンドの有効範囲は、その位置によって決まります。BEGIN_COMステー
トメントのすぐ後ろにある場合、有効範囲は*INSTANCEとして解釈さ
れます。DEFINE_COMコマンドがイベント、メソッド、プロパティ・
ルーチンの後ろにある場合は、*LOCALとして解釈されます。
有効範囲が*INSTANCEであると、オーナー・コンポーネントの新しい
インスタンスが作成されるたびに、メンバー・コンポーネントの新しい
インスタンスが作成されます。この値を指定できるのは、コンポーネン
トのBEGIN_COMステートメントのすぐ後ろにあるDEFINE_COMコマン



ド内だけです。
有効範囲が*LOCALであると、イベント、メソッド、プロパティ・ルー
チンが実行されるたびに、コンポーネントの新しいローカル・インスタ
ンスが作成されます。この値を指定できるのは、イベント、メソッド、
プロパティ・ルーチンのすぐ後ろにあるDEFINE_COMコマンド内だけ
です。
すべての*APPLICATION変数は、変数名で識別できます。したがって、
対象の変数名に関するDEFINE_COMを組み込み、スコープとして
*APPLICATIONを指定するだけで、1つのコンポーネント・インスタン
スを2つのコンポーネント・クラスで共有することが可能になります。
*DYNAMICではない*APPLICATIONスコープの変数に対する最初の参照
によって、コンポーネント・インスタンスが作成されます。それ以降の
すべてのアクセスでは、そのインスタンスが取得されます。
*APPLICATIONスコープのコンポーネント・インスタンスの取得時に
チェックされるのは、そのコンポーネント・インスタンスのクラスが、
その変数のDEFINE_COMで指定されているクラスに間違いなくキャス
トされるかどうかという点だけです。
*APPLICATION変数は、アプリケーションの終了時に解放されます。し
たがって、*APPLICATIONスコープのコンポーネント・インスタンスが
使用するコンポーネント・クラスを十分に理解しているかどうかを慎重
に確認する必要があります。そのコンポーネント・クラスを実装するた
めに必要なすべてのコンポーネントDLLがメモリー内に留まっているの
は、コンポーネント・インスタンスの存続期間中であり、それはアプリ
ケーションの存続期間と同一である場合もあります。

REFERENCE
REFERENCEパラメータは、定義中のコンポーネントへの参照を解決す
る方法を定義するために使用します。参照は、CLASSパラメータで定義
されたオブジェクトに対して作成され、DEFINE_COMステートメント
中のNAMEパラメータによって定義される変数に割り当てられます。
参照を割り当てることによって、オブジェクトへの参照を作成および解
放する時期を制御できることから、不要になったメモリの位置を空ける
ことができるため、システム・リソースを経済的に使用できます。ま
た、ActiveXを介して外部コンポーネントおよびアプリケーションを使
用するときに、実行時参照を設定する必要があります。
*DEFAULTを指定すると、*SCOPEパラメータによって決定される省略
時の参照が使用されます。



*STATICを指定すると、実行中にDEFINE_COMステートメントに到達し
た時点で、CLASSパラメータで定義されたコンポーネントに対して参照
が作成され、NAMEパラメータで定義された変数にこの参照が割り当て
られます。CLASSパラメータでは、具体的なクラスを定義する必要があ
ります。これは、SCOPEに*INSTANCE(フォームを除く)または*LOCAL
が指定されているときのデフォルトです。
*DEFERREDを指定すると、実行中にDEFINE_COMステートメントに到
達した時点で、コンポーネント参照が*NULLに設定されます。その後
は、コンポーネントがコード内で使用されると、CLASSパラメータで定
義されたコンポーネントに対して参照が作成され、NAMEパラメータで
定義された変数にこの参照が割り当てられます。このコンポーネントを
使用するコードが実行されないと、参照は作成されないことになりま
す。CLASSパラメータでは、具体的なクラスを定義する必要がありま
す。これはSCOPEに*INSTANCEが指定されているときのデフォルトで
す。
*DYNAMICを指定すると、実行中にDEFINE_COMステートメントに到
達した時点で、コンポーネント参照が*NULLに設定され、コンポーネン
トに対しては自動的に参照が作成されません。CLASSパラメータで定義
されたコンポーネントに参照を割り当て、NAMEパラメータで定義され
た変数に参照を割り当てるには、SET_REFコマンドを使用する必要があ
ります。
RDMLXファンクションでDEFINE_COMコマンドを使用することができ
ます。*HEAVYUSAGEとして実行するファンクションは、	呼び出しの
期間中、参照されるコンポーネントのステータスが保持されます。ス
テータスが保持されない場合は、*DYNAMICのコンポーネントを使用
してください。
注：
コンポーネントのこのインスタンスに対するプロパティのうち、変更さ
れたものがDEFINE_COMステートメントに表示されます。プロパティ
のデフォルトは表示されません。

DESC
DESCパラメータを使用して、コンポーネントのこのインスタンスに対
する短い記述を指定することができます。40文字が最長です。
DEFINE_EVTコマンドのOPTIONSパラメータの設定によって、イベント
を処理するEVTROUTINEコマンドのOPTIONSパラメータの値が自動的
に設定されます。



HELP
HELPパラメータを使用して、コンポーネントのこのインスタンスに対
する長い記述を指定することができます。ヘルプ・テキストは、ヘルプ
メニューの機能オプションを使用して表示することができます。250文
字が最長です。



8.4.2	DEFINE_COMの使用例
以下のコードは、フォームにプッシュボタンが追加されると自動的に挿
入され、キャプションはOKになります。DisplayPosition、Left、Topの各
プロパティでは、その位置が指定されます。TabPositionには、タブ・
キーが押されたときに、フォームでコントロールが選択される順番を指
定します。
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_1)	CAPTION(OK)	DISPLAYPOSITION(1)	LEFT(116)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(1)	TOP(132)
	



8.5	DEFINE_EVT
DEFINE_EVTコマンドは、フォームに対するユーザー定義のイベントを
定義します。フォームは、SIGNALコマンドを使用して、指定されたイ
ベントを送信します。
ユーザー定義イベントは、複数フォーム・アプリケーションにおいて、
フォーム・インスタンスからオーナー・フォームにイベントを送信する
ために使用されます。値をイベントにマッピングする方法については、
DEFINE_MAPコマンドの記述を参照してください。
参照
DEFINE_EVTのパラメータ
DEFINE_EVTの使用例
DEFINE_MAP
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				DEFINE_EVT	----NAME	-------イベント名	------------------------>							
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																											任意指定							
																																																																										
															>--	DESC	------	イベントの記述	-------------->					
																																																																										
															>--	OPTIONS	---	メッセージおよびエラーのクリア・オプション->					
																																																																										
															>--	ACCESS		---	*PUBLIC/*PROTECT/*PRIVATE	--------->				
																																																																										
															>--	HELP	------	イベントのヘルプ・テキスト	-----------------|				
																																																																										
	



8.5.1	DEFINE_EVTのパラメータ
NAME
DESC
OPTIONS
ACCESS
HELP

NAME
NAMEは、イベントの固有の名前です。名前は、最大20文字まで指定す
ることができます。

DESC
DESCパラメータを使用してイベントの内容を短く記述します。40文字
が最長です。

OPTIONS
OPTIONSパラメータには、以下の2つの値を指定することができます。

*CLEARERRORSまた
は

*NOCLEARERRORS

*CLEARERRORSは、メンバー・フォーム上
のShowErrorステータスをクリアします。
*NOCLEARERRORSは、メンバー・フォー
ム上のShowErrorステータスのクリアを停止
します。

*CLEARMESSAGESま
たは

*NOCLEARMESSAGES

*CLEARMESSAGESは、イベントを処理し
ているフォーム上のメッセージをクリアし
ます。

*NOCLEARMESSAGESは、イベントを処理
しているフォーム上のメッセージのクリア
を停止します。

DEFINE_EVTコマンドのOPTIONSパラメータの設定によって、イベント
を処理するEVTROUTINEコマンドのOPTIONSパラメータの値が自動的
に設定されます。

ACCESS
このパラメータは、リストの*PUBLIC、*PROTECT、*PRIVATEのいずれ
かのオプションをサポートします。



HELP
HELPパラメータを使用して、イベントに関する長い記述を指定しま
す。ヘルプ・テキストは、ヘルプメニューの機能オプションを使用して
表示することができます。250文字が最長です。



8.5.2	DEFINE_EVTの使用例
このコマンドは、以下のように、フォームでADRESSCHANGEDという
イベントを定義します。
define_evt	name(ADDRESSCHANGED)	help('This	event	tells	that	the	#ADDRESS1	field	on	this	form	has	changed.')
	
フォームには、SIGNALコマンドも含まれていて、フォーム上の
#ADDRESS1フィールドの内容が変更されると、このイベントがトリ
ガーされます。
EVTROUTINE	HANDLING(#address1.changed)
			signal	event(ADDRESSCHANGED)
ENDROUTINE	
	
この方法では、これらのコマンドが指定されているフォームは、
#ADDRESSフィールドの内容が変更されているオーナー・フォームと対
話することができます。オーナー・フォームは、以下のように、イベン
ト・ルーチンによってこのイベントに応えることができます。
EVTROUTINE	HANDLING(#FormB.ADDRESSCHANGED)
			execute	RfrshDtls
ENDROUTINE	
	
「DEFINE_EVTで使用するDEFINE_MAP」も参照してください。



8.6	DEFINE_MAP
DEFINE_MAPコマンドは、イベントに対する入力値と出力値、メソッ
ド、プロパティ・ルーチンを定義します。
DEFINE_MAPステートメントは、DEFINE_EVTステートメントの後、ま
たはMTHROUTINEかPTYROUTINEブロックの内部に指定されます。入
力値および出力値は、別のDEFINE_MAPステートメント内に定義されて
いる必要があります。
イベント・ルーチンが複数の値を渡すようにするには、DEFINE_EVTブ
ロックにおけるすべての値に対して別のDEFINE_MAPステートメントを
指定する必要があります。複数の入力パラメータを受け入れることので
きるメソッド・ルーチンにも、同じことが当てはまります。プロパティ
は常に1つの値であるため、プロパティ・ルーチンは、入力と出力に対
してそれぞれ1つだけDEFINE_MAPステートメントを持つことができま
す。

参照
DEFINE_MAPのパラメータ
MTHROUTINEで使用するDEFINE_MAP
PTYROUTINEで使用するDEFINE_MAP
DEFINE_EVTで使用するDEFINE_MAP
MTHROUTINE
PTYROUTINE
DEFINE_EVT
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				DEFINE_MAP	---	FOR	-------*INPUT	----------------------------->							
																														*OUTPUT																																					
																														*BOTH																																							
																														*RESULT																																					
																																																																										
																																																																										
															>---CLASS	------	コンポーネント・クラス	------------------>							
																															*Variant																																			
																																																																										
																																																																										
															>--	NAME	-------	コンポーネント名		------------------>							
																																																																										
															>--	PASS	-------	*BY_VALUE		-------------------->										
																																*BY_REFERENCE																													



																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																									任意指定									
																																																																										
																																																																										
															>--	DESC	-------	記述		----------------------->					
																																																																										
															>--	MANDATORY	--*YES	-------------------------------->					
																															*NULL																																						
																															デフォルト値																														
																																																																										
															>--	HELP	-------	ヘルプ・テキスト	---------------------------|				
																																																																										
																																																																										
	



8.6.1	DEFINE_MAPのパラメータ
FOR
CLASS
NAME
PASS
MANDATORY
DESC
HELP

FOR
パラメータを関連ルーチンから受け取ります。
以下の値が使用可能です。
*Input
*Output
*Both
*Result
*Input
*Output
パラメータが関連ルーチンから戻されます。
*Both
パラメータを関連ルーチンから受け取り、その後、パラメータを関連
ルーチンに戻します。
*Result
パラメータが関連ルーチンから戻されます。
*Resultは、メソッド・ルーチンでのみ有効で、メソッドごとに1つの
*Resultのみ許容されます。複数の結果を戻すには、*Outputを使用しま
す。
DEFINE_MAPに*Resultが指定されている場合は、メソッド・ルーチン
に定義済みの結果パラメータがあることを示します。これは、固有ファ
ンクションの概念に似ているため、メソッド・ルーチンを式の一部とし
て使用するようにできます。

CLASS
CLASSは、渡される値のタイプを定義します。CLASSの値は、リポジト
リに定義されているフィールドにすることができます。フィールドは、



#SALARYなどの単純なフィールドにするか、#SALARY.VISUALまたは
#SALARY.MYPARTなどの表示方法にすることができます。
*VARIANTは、バリアント型変数を使用できます。バリアント型変数か
ら値を読み書きできますが、プロパティはありません。今のところ、バ
リアント型変数(#PRIM_VAR)を使用するのがより望ましい選択肢です。
1つのDEFINE_MAPステートメントでは1つの値のみを渡すことができる
ことに注意してください。

NAME
名前によって、マップされた値を固有に識別します。名前は最大20文字
まで入力することができ、フィールド名と同様、ハッシュ(#)で始まって
いる必要があります。
名前は、必ずシステム内で固有のものにしてください。プログラム内の
他のフィールドやコンポーネントと同じ名前にすることはできません。
また、リポジトリに定義されているすべてのフィールドやコンポーネン
トととも同じ名前にしないでください。
名前では、以下の点について注意する必要があります。

									フィールドに対する値を設定するためにCHANGEコマンドを使用する場合は、以下のよ
うに値のプロパティを参照する必要があります。

					change	#empno	#curemp.value
	
									値を変更する場合は、以下のようにSETコマンドを使用してください。

					set	com(#curemp)	value('A0070')
	
									サブルーチンおよび組み込み関数では、以下のように、値のプロパティなしで名前を参
照することができます。

					use	builtin(reverse)	with_args(#curemp)	to_get(#revname)
	
									同じ名前を異なるイベント、メソッド、およびプロパティ・ルーチンで使用することが
できます。

									名前には、LANSA専用として予約されている、#PRIM_、#LANSA、#SYS、#COM、お
よび#LPの接頭辞を含まないようにしてください。

PASS
このパラメータを使用して、提供されているパラメータを変数名にマッ
ピングする方法を指定します。
提供されているパラメータ*BY_VALUEがデフォルトです。つまり、こ



の値のコピーが渡されることになります。
値が*BY_REFERENCEとして渡されると、ルーチンでフィールド値にア
クセスし、フィールド値を変更することができます。

MANDATORY
このパラメータを使用して、指定されるパラメータを必須指定(*YES)に
設定します。
*NULLを指定すると、PASSが*BY_REFERENCEの場合に、メソッドの
ユーザーは、デフォルトでは参照パラメータを提供しなくてもよくなり
ます。その後、メソッドのコードでIF_REFコマンドを使用してパラメー
タが提供されているかどうかを確認することができます。
パラメータが任意指定の場合は、パラメータのデフォルトをここで指定
する必要があります。
以下のコードでは、任意指定のパラメータ#this_empのデフォルト値を定
義します。
define_map	*input	class(#empno)	name(#this_emp)	mandatory('A1234')
	
以下のコードでは、任意指定のパラメータ#this_empのデフォルト値をブ
ランクに定義します。
define_map	*input	class(#empno)	name(#this_emp)	mandatory('')
	
任意指定の出力パラメータに値を指定することもできます。この値は、
ルーチンの開始時に変数を初期化するために使用されます。ルーチンの
呼び出し時にパラメータが指定されている場合は、この値は置き換えら
れます。
以下のコードでは、#mNumberOfTimesをデフォルト値99に初期化し、
#mValidをfalseに設定します。
define_map	*output	class(#std_count)	name(#mNumberofTimes)	mandatory(99)
define_map	*result	class(#prim_boln)	name(#mValid)	mandatory(false)
	

DESC
マッピングされた値について、DESCパラメータを使用して短い記述を
指定できます。40文字が最長です。

HELP
HELPパラメータを使用して、マッピングされた値の長い記述を指定す



ることができます。ヘルプ・テキストは、ヘルプメニューの機能オプ
ションを使用して表示することができます。250文字が最長です。



8.6.2	DEFINE_EVTで使用するDEFINE_MAP
ClickやInitializeのような標準のイベントとは異なり、ユーザー定義のイ
ベントも値を受け取ることができます。イベントに渡す値を指定するに
は、DEFINE_MAPステートメントをDEFINE_EVTステートメントの後に
追加してください。
例として、Form	Bという名前のフォームを使用してみましょう。この
フォームには、ユーザーが新しい社員レコードを作成すると、それを知
らせるユーザー定義のイベントEMPLOYEE_CREATEDがあります。
DEFINE_MAPステートメントは、イベントでも新しく追加された社員の
社員番号を受け取るように定義します。
以下に、Form	BのDEFINE_EVENTブロックを示します。
define_evt	name(employee_created)
define_map	*input	class(#empno)	name(#this_emp)
	

Form	BにはSIGNALコマンドもあり、このコマンドは、イベントがトリ
ガーされて新しい社員の社員番号がイベント・ルーチンに渡されるとそ
れを以下のように知らせます。
signal	event(employee_created)	this_emp(#empno)
	

Form	Bのオーナー・フォームには、employee_createdイベントのイベン
ト・ルーチンが含まれています。このイベント・ルーチンは、社員番号
を受けとると、この番号を変数#TheValueにマッピングし、その後、こ
の値をオーナー・フォームのフィールド#empnoに割り当てます。
EVTROUTINE	HANDLING(#FormB.employee_created)	this_emp(#TheValue)
			set	com(#empno)	value(#TheValue)
ENDROUTINE
	



8.6.3	MTHROUTINEで使用するDEFINE_MAP
MTHROUTINEコマンドを使用してユーザー定義メソッドを作成する場
合、オプションにDEFINE_MAPステートメントを指定すると、このメ
ソッドが受け取ることのできる入力値と戻す出力値を指定することがで
きます。

例	1
フォーム上の社員に関する詳細情報を取り出すメソッドを定義できま
す。このメソッドは、以下のように、社員番号(#curemp)を入力値として
受け取り、トランザクション番号(#trnno)を返します。
mthroutine	name(GetInfo)
			define_map	for(*input)	class(#empno)	name(#curemp)
			define_map	for(*output)	class(#STD_NUM)	name(#trnno)
			change	#empno	#curemp.value
			fetch	fields(#detflds)	from_file(pslmst)	with_key(#empno)
			change	#STD_NUM	'#STD_NUM	+	1'
			set	com(#trnno)	value(#STD_NUM)
endroutine		
	
次に、このフォームのオーナー・フォームから、このメソッドを実行す
るように指示を出すことができます。#empnoフィールドの現在値を渡
し、トランザクション番号を受け取ります。トランザクション番号の値
がオーナー・フォームのフィールド#TRANSAに割り当てられます。
EVTROUTINE	HANDLING(#MOVETO.Click)
			invoke	#frmdetail.GetInfo	curemp(#empno)	trnno(#transa)
ENDROUTINE
	

例	2
この例のフォームでは、プッシュ・ボタンのClickイベントから
LoadFormメソッドを呼び出し、表示されるフォームの名前を渡して、作
成されたフォーム・インスタンスへの参照を返します。
このソース・コードをフォーム・コンポーネントにコピー・アンド・
ペーストして、コンパイルしてください。フォームを実行します。さら
に、このフォームを使用して他のフォームのインスタンスの作成および
表示を行うには、表示する名前を指定してロードボタンをクリックしま
す。入力するフォーム名は、直前に作成したフォームの名前である必要



があります。
BEGIN_COM	HEIGHT(123)	LEFT(296)	TOP(120)	WIDTH(209)
DEFINE_COM	CLASS(#STD_OBJ.Visual)	NAME(#STD_OBJ)	CAPTION('Form	to	Load:')	DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(19)	LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	MARGINLEFT(80)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(1)	TOP(8)	WIDTH(161)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_1)	CAPTION('Load')	DISPLAYPOSITION(2)	LEFT(16)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(2)	TOP(45)
	
*	form	collection	counter	and	form	collection
define	#FormTot	Reffld(#STD_NUM)	default(0)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_KCOL)	NAME(#FORMS)	COLLECTS(#PRIM_FORM)	KEYEDBY(#STD_NUM)	STYLE(Collection)
	
define	#Position	Reffld(#STD_NUM)	default(1)
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click)
Change	#FormTot	'#FormTot	+	1'
*	call	the	LoadForm	method,	pass	it	the	name	of	the	form	to	be	instantiated	and	return	a	reference	to	it.
Invoke	#COM_OWNER.LoadForm	FormName(#Std_Obj)	FormReference(#Forms<#FormTot>)
ENDROUTINE
	
Mthroutine	LoadForm
*	receive	the	name	of	the	form	and	return	a	reference	of	the	form	instance	which	has	been	created
Define_map	*input		#Std_Obj				#FormName
Define_map	*output	#prim_form		#FormReference	pass(*by_Reference)
	
*Create	an	instance	of	the	named	form	and	set	reference	to	it
Set_Ref	#FormReference	(*Create_from	#FormName.Value)
	
Set	#FormReference	Left(#Position)	Top(#Position)
Change	#Position	'#Position	+	10'
	
Invoke	#FormReference.ShowForm
Endroutine
END_COM
	



8.6.4	PTYROUTINEで使用するDEFINE_MAP
コンポーネントのプロパティを定義する場合は、オプションとして
PTYROUTINコマンドを使用すると、プロパティ値を設定するルーチン
を指定したりプロパティの値を返すことができます。プロパティのルー
チンは、値を派生させたりフォーマットするなど、何らかの方法で値を
操作する場合にのみ使用できます。
値を設定するプロパティ・ルーチンには、DEFINE_MAPステートメント
が含まれていて、これによってルーチンに入力する値のタイプ(*INPUT)
を指定します。プロパティの値を返すプロパティ・ルーチンには、ルー
チンが返す値の種類(*OUTPUT)を定義するDEFINE_MAPステートメン
トが含まれています。
例として、Form	Bを使用してみましょう。このフォームには、ユーザー
定義のプロパティである、EMP_NAMEが含まれています。このプロパ
ティは、Form	Bに記載されている社員名の値を設定するために、Form	B
のオーナー・フォームで使用することができます。	プロパティは、
Form	Bに記載されている社員名の現在値を取得する目的でも、Form	Bの
オーナー・フォームで使用することができます。Form	Bの社員名は、
#GIVENAMEと#SURNAMEという2種類の個別のフィールドとして処理
されます。
以下のコードでは、Form	Bでプロパティを定義し、その値を
SET_EMP_NAMEという名前のプロパティ値を使用して設定し、
GET_EMP_NAMEというプロパティ・ルーチンによって値を返します。
define_pty	name(EMP_NAME)	set(SET_EMP_NAME)	get(GET_EMP_NAME)
	

入力パラメータの
定義
Form	Bには、以下のように、このSET_EMP_NAMEルーチンが含まれて
います。
ptyroutine	name(SET_EMP_NAME)	
		define_map	*input	class(#fullname)	name(#this_emp)
*		<<logic	to	split	#this_emp	to	#GIVENAME	and	#SURNAME>>
endroutine	
	
このルーチンのDEFINE_MAPステートメントでは、EMP_NAMEプロパ
ティによって、#FULLNAMEフィールドに対して有効な値を取り出すこ



とができ、その値は、このルーチン内の#this_empという名前を使用して
識別されることが指定されます。
これで、オーナー・フォームはForm	BのEMP_NAMEプロパティの値を
設定することができます。以下にその例を示します。
set	#FORMB	EMP_NAME(#fullname)
	
または
set	#FORMB	EMP_NAME('John	Smith')
	

出力パラメータの
定義
Form	Bには、以下のように、EMP_NAMEプロパティの値を返す
GET_EMP_NAMEルーチンも含まれています。
ptyroutine	name(GET_EMP_NAME)	
			define_map	*output	class(#fullname)	name(#this_emp)
*		<<logic	to	concatenate	#GIVENAME	and	#SURNAME	to	form	#this_emp>>
endroutine	
	
このルーチン内のDEFINE_MAPステートメントでは、#FULLNAMEに対
して有効な値をEMP_NAMEプロパティが返すように指定されていま
す。出力値は、名前を表す#this_empを参照した値です。その後、この
ルーチンは#GIVENAMEと#SURNAMEの値を連結して、値#this_empを
作成し、これがEMP_NAMEプロパティの値として返されます。
これで、オーナー・フォームは以下のように、EMP_NAMEの値に対す
るクエリーを実行することができます。
IF	COND(#FormB.Emp_Name	*eq	'John	Smith')
	



8.7	DEFINE_PTY
DEFINE_PTYコマンドは、ユーザー指定プロパティを定義します。
ユーザー指定のプロパティは、複数フォームのアプリケーションで、コ
ンポーネントからオーナー・コンポーネントに情報を渡したり、再利用
可能なパーツからオーナー・フォームに情報を渡すために使用されるの
が一般的です。

参照
DEFINE_PTYのパラメータ
DEFINE_PTYの使用例
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				DEFINE_PTY	----NAME	-------プロパティ名	--------------------->							
																																																																										
																																																																										
															>--	SET	-------	*NONE		---------------------------->							
																												--	*AUTO	---	メンバー・コンポーネント名----|							
																												--	*REFERENCE	--	#Variable	-----------|							
																												--	プロパティ・ルーチン	------------------|							
																																																																										
															>--	GET	-------	*NONE		---------------------------->							
																												--	*AUTO	---	メンバー・コンポーネント名----|							
																												--	*REFERENCE	-	#Variable	------------|							
																												--	*COLLECTION	-	#CollectionVariable	-|							
																												--	プロパティ・ルーチン	------------------|							
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																						任意指定												
																																																																										
															>--	DESC	-------	プロパティの記述	---------->							
																																																																										
															>--	ACCESS		----	*PUBLIC/*PROTECT/*PRIVATE	-------->							
																																																																										
															>--	HELP	-------	プロパティのヘルプ・テキスト	-----------|							
																																																																										
																																																																										
	



8.7.1	DEFINE_PTYのパラメータ
NAME
SET
GET
DESC
ACCESS
HELP

NAME
NAMEは、プロパティの固有の名前です。名前は、最大20文字まで指定
することができます。

SET
SETは、オーナー・コンポーネントがこのプロパティの値を設定する際
の処理について指定します。

*NONE オーナー・コンポーネントはこのプロパティの値を
設定できないことを示します。

*AUTOとコン
ポーネント名

オーナー・コンポーネントはこのプロパティの値を
設定できることを示します。このプロパティに渡さ
れる値は、このパラメータで指定されたコンポーネ
ントに自動的に割り当てられます。

*REFERENCE
#variable

変数で定義されるコンポーネントに参照を設定しま
す。変数は*DYNAMICに定義する必要がありま
す。

プロパティ・
ルーチン

オーナー・コンポーネントはプロパティ・ルーチン
を使用してプロパティの値を設定できることを示し
ます。ルーチンは、プロパティを所有するフォーム
でPTYROUTINEコマンドを使用して指定します。
このオプションは、戻される値を派生あるいは
フォーマットする必要がある場合にのみ使用されま
す。

GET
GETは、オーナー・コンポーネントがこのプロパティの値を取得する際



の処理について指定します。

*NONE 他のコンポーネントはこのプロパティの値に対す
るクエリーを実行できないことを示します。

*AUTOとコン
ポーネント名

このパラメータで指定されたコンポーネントの現
在の値は、情報に対するクエリーを実行している
コンポーネントに戻されることを示します。

*REFERENCE
#variable

変数で定義されるコンポーネントに参照を戻しま
す。変数は*DYNAMICに定義する必要がありま
す。

*COLLECTION
#CollectionVariable

#CollectionVariableに指定したコレクションに読み
取り専用の参照を返します。

これらの各種プロパティを使用してコレクション
にアクセスし、コレクションのコンテンツ間を検
索およびループすることができます。このプロパ
ティでは、コレクションのコンテンツを変更する
ことはできません。

プロパティ・ルー
チン

プロパティ・ルーチンによって値が決定されるこ
とを示します。ルーチンは、PTYROUTINEコマ
ンドを使用してコンポーネント内に指定する必要
があります。

このオプションは、戻される値を派生あるいは
フォーマットする必要がある場合にのみ使用され
ます。

DESC
DESCパラメータを使用してプロパティの内容を短く記述します。40文
字が最長です。

ACCESS
このパラメータは、リストの*PUBLIC、*PROTECT、*PRIVATEのいずれ
かのオプションをサポートします。

HELP
HELPパラメータを使用して、プロパティに関する長い記述を指定しま
す。ヘルプ・テキストは、ヘルプメニューの機能オプションを使用して



表示することができます。250文字が最長です。



8.7.2	DEFINE_PTYの使用例
例	1
このコマンドは、フォームBのプロパティSTREETNOを定義します。
オーナー・フォームでこのプロパティの値を設定する際に、フォームB
の#address1フィールドに自動的に値が割り当てられます。オーナー・
フォームでこのプロパティの値を検索すると、フォームBの#address1
フィールドに設定されている現在の値が返されます。
define_pty	name(STREETNO)	set(*auto	#address1)	get(*auto	#address1)
	
これで、オーナー・フォームは、以下のように、プロパティの値を設定
することができます。
set	COM(#FORMB)	STREETNO('58	Surrey	St')
	
または、#ADDRESS1を含む場合は、以下のように、このフィールドの
現在の値を渡すことができます。
set	COM(#FORMB)	STREETNO(#ADDRESS1)
	

例	2
この例では、PHBNボタンへの参照を取得するプロパティを定義しま
す。
Define_Pty	Name(Button1)	Get(*Reference	#Phbn_1)
	
すると、オーナー・コンポーネントのButton1プロパティを使用して、
Parentプロパティを変更するために、以下のように、#Phbn_1にアクセス
できます。
Set	Com(#COM_OWNER.Button1)	Parent(#GPBX_1)	
	

例	3
この例ではコレクションへの参照を取得します。
Define_Pty	Name(TheCollection)	Get(*Collection	#Collection)
	
これは、その後、参照を使用してコレクションの中で繰り返され、以下
のように、値とコレクション項目のキャプションをリストに追加しま
す。



For	Each(#Current)	In(#COM_OWNER.TheCollection)	Key(#CurrentKey)
	
Change	Field(#STD_COUNT)	To('#CurrentKey.Value')
Change	Field(#STD_DESCS)	To('#Current.Caption')
	
Add_Entry	To_List(#GRID_1)
	
Endfor
	



8.8	END_COM
このコマンドはエディターにより自動で挿入されます。
END_COMによりコンポーネントの定義を終了します。このコマンドに
対応するBEGIN_COMステートメントでコンポーネントの定義を開始し
ます。END_COMは必ずコンポーネントの最後のステートメントになり
ます。

さらに、次のトピックも参照してください。
END_COM	パラメータ
END_COMの例
BEGIN_COM
	
																																																																										
				END_COM		-----	パラメータはありません	---------------------------------|							
																																																																										
	



8.8.1	END_COMのパラメータ
END_COMにパラメータはありません。



8.8.2	END_COMの使用例
END_COMの例については、「BEGIN_COMの使用例」を参照してくだ
さい。



8.9	ENDFOR
ENDFORは、FORループを終了します。このコマンドには対応するFOR
ステートメントがあり、これでループを開始します。

さらに、次のトピックも参照してください。
ENDFORのパラメータ
ENDFORの使用例
FOR
	
																																																																										
				ENDFOR		-----	パラメータはありません	---------------------------------|							
																																																																										
	



8.9.1	ENDFORのパラメータ
ENDFORにパラメータはありません。



8.9.2	ENDFORの使用例
ENDFORコマンドの使用例については、「FORの使用例」を参照してく
ださい。



8.10	ENDROUTINE
ENDROUTINEコマンドを使用してEVTROUTINE、MTHROUTINE、
PTYROUTINEなどのブロックを終了します。
イベントタブでイベントをクリックするとEVTROUTINEコマンドと共
に自動で挿入されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
ENDROUTINEパラメータ
ENDROUTINEの例
ENDROUTINE	(「RDMLコマンド」内)
MTHROUTINE
PTYROUTINE
WEBROUTINE
	
																																																																										
				ENDROUTINE		-----	パラメータはありません	------------------------------|							
																																																																										
	

its:lansa015.CHM::/endroutine.HTM


8.10.1	ENDROUTINEのパラメータ
ENDROUTINEにパラメータはありません。



8.10.2	ENDROUTINEの使用例
ENDROUTINEコマンドの例については、	「EVTROUTINEの例」、
「MTHROUTINE」、「PTYROUTINE」、または「WEBROUTINE」を
参照してください。



8.11	EVTROUTINE
このコマンドは、イベントタブでイベントをクリックすると、
ENDROUTINEコマンドと共に自動で挿入されます。
EVTROUTINEはイベント処理ルーチンを定義します。
さらに、次のトピックも参照してください。
EVTROUTINEパラメータ
EVTROUTINEの例
ENDROUTINE
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				EVTROUTINE	----HANDLING	-------コンポーネント名.イベント名	------->							
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																										任意指定								
																																																																										
															>--	COM_SENDER	-	名前	---------------------------->								
																																																																										
															>--	COM_CURSOR	-	オプション名	--------------------->								
																																																																										
															>--	OPTIONS	----	メッセージおよびエラーのクリア・オプション	-|					
																																																																										
	



8.11.1	EVTROUTINEのパラメータ
HANDLING
COM_SENDER
COM_CURSOR
OPTIONS

HANDLING
HANDLINGでは、処理するコンポーネントとイベントを指定します。
このパラメータには50通りのコンポーネントとイベントの組み合わせを
入力できます。
イベント名はコンポーネント名で修飾されます。

COM_SENDER
COM_SENDERを使ってイベントを送信したコンポーネントを総称的に
参照することができます。
COM_SENDERを使ってイベントを送信したコンポーネントすべてに総
称名を指定した後、イベント・ルーチンの中でこの総称名を使用して送
信コンポーネントを参照することができます。
このコンポーネントには、個々のコンポーネントやコレクションのイン
スタンスなどもあります。

COM_CURSOR
COM_CURSORを使って、操作実行中のデスクトップ・カーソルの動作
を制御することができます。このパラメータには次のオプションがあり
ます。

*DEFAULT *DELAY_01と同じ

*NEVER ビジー・カーソルなし

*IMMEDIATEビジー・カーソルを直ちに表示する

*DELAY_01 動作が1秒を超える場合、ビジー・カーソルを表示す
る

*DELAY_02 動作が2秒を超える場合、ビジー・カーソルを表示す
る

*DELAY_04 動作が4秒を超える場合、ビジー・カーソルを表示す



る

OPTIONS
OPTIONSパラメータには、以下の2つの値を指定することができます。

*CLEARERRORSまた
は

*NOCLEARERRORS

*CLEARERRORSは、メンバー・フォーム上
のShowErrorステータスをクリアする
*NOCLEARERRORSは、メンバー・フォー
ム上のShowErrorステータスのクリアを停止
する

*CLEARMESSAGESま
たは

*NOCLEARMESSAGES

*CLEARMESSAGESは、イベントを処理し
ているフォーム上のメッセージをクリアす
る

*NOCLEARMESSAGESは、イベントを処理
しているフォーム上のメッセージのクリア
を停止する



8.11.2	EVTROUTINEの使用例
次のプログラムは、ユーザーが#HelloBtnをクリックするか、メニュー項
目の#HelloMitを選択したときに、"hello"のメッセージを出力します。
EVTROUTINE	HANDLING(#HelloBtn.Click	#HelloMit.Click)
									MESSAGE	MSGTXT('hello')
ENDROUTINE
	
次のプログラムでは、まずクリック・イベントが処理される#PHBN_1、
#PHBN_2、#PHBN_3という3つのプッシュ・ボタンに総称名の
#AnyComponentを定義します。次に、#Button_Captionフィールドの値を
クリックされたボタンのキャプションに設定します。
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click	#PHBN_2.Click	#PHBN_3.Click)	COM_SENDER(#AnyComponent)
				#Button_Caption	:=	#AnyComponent.Caption
ENDROUTINE		
	

次のプログラムは、メニュー項目にポップアップ・メニューとコレク
ションを定義します。フォームが初期化されるとコレクションに5つの
メニュー項目が作成されます。メニュー項目コレクションのクリック・
イベントのイベント・ルーチンでは、項目に総称名の#AnyOfTheGroup
が指定されます。次にこの名前を使用して、クリックされたメニュー項
目のキャプションを#M_Captionという名前のフィールドに割り当てま
す。
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PMNU)	NAME(#PMNU_1)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_KCOL)	NAME(#ITEMS)	COLLECTS(#PRIM_MITM)	KEYEDBY(#STD_NUM)
	
EVTROUTINE	HANDLING(#COM_OWNER.Initialize)	OPTIONS(*NOCLEARMESSAGES	*NOCLEARERRORS)
			Set	Com(#Items<1>)	Caption('Item	One')	Parent(#PMNU_1)	
			Set	Com(#Items<2>)	Caption('Item	Two')	Parent(#PMNU_1)	



			Set	Com(#Items<3>)	Caption('Item	Three')	Parent(#PMNU_1)
			Set	Com(#Items<4>)	Caption('Item	Four')	Parent(#PMNU_1)	
			Set	Com(#Items<5>)	Caption('Item	Five')	Parent(#PMNU_1)	
ENDROUTINE		
	
EVTROUTINE	HANDLING(#Items<>.Click)	COM_SENDER(#AnyOfTheGroup)
			Change	#M_Caption	#AnyOfTheGroup.Caption
ENDROUTINE		
	



8.12	FOR
FOR/ENDFORコマンドを使用してコードのループ・ブロックを定義しま
す。このループ・ブロックを使えばユーザー定義コレクションや
LANSA提供コレクションを反復することができます。
EACHパラメータに指定された項目につき1回ループが実行されます。
さらに、次のトピックも参照してください。
FORパラメータ
FORの例
ENDFOR
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
							FOR				---	EACH	---------	#変数名	------------------->							
																																																																										
															>--	IN	----------	#式	--------------------->						
																																																																										
																																																											任意指定							
															>--	KEY----------	#キー変数名	---------------->							
																																																																										
															>--	OPERATION----*DEFAULT	-------------------------|							
																																*INSTANCE_OF	----	#クラス名														
																																*KIND_OF	--------	#クラス名														
																																*DYNAMIC	--------	#変数名											
																																																																										
	



8.12.1	FORのパラメータ
EACH
IN
KEY
OPERATION

EACH
EACHパラメータを使用して、FOR/ENDFORブロックの範囲を定義する
変数に名前を付け、反復子により提供される現在のコンポーネントへの
参照とします。
デフォルトでは、この変数のタイプは、反復子が作成されたコレクショ
ンで集められるコンポーネントと同じタイプになります。これは
OPERATION(…)パラメータで変更することができます。

IN
INパラメータで反復するコレクションを特定します。このコレクション
にはユーザー定義コレクションやLANSAの基本コレクションなどがあ
ります。
ユーザー定義のコレクション・タイプには以下のものがあります。

キー付きコレクション キー付きコレクション。キー付きコレク
ションでは、キー値により識別されるコン
ポーネントが不規則な順番で並んでいま
す。キー値は重複できません。

キー付きコレクションは、あらかじめ項目
の順序を定義したものがないため、コレク
ションを反復するときに、項目が戻される
順序は保証されません。

リスト・コレクション リスト・コレクション。リスト・コレク
ションでは、規則どおりに並んだコンポー
ネントの集まりが提供されます。リスト・
コンポーネントの特徴は、指定された索引
またはリストの開始や終了を参照して実際
の位置を決めることです。常に索引は1に
対する値が付けられます。

配列コレクション 配列コレクション。配列コレクションはサ



イズや順序を動的に変えられるコンポーネ
ントの集まりで、索引により検索すること
ができます。常に索引は1に対する値が付
けられます。

ソート済み配列コレク
ション

ソート済み配列コレクション。ソート済み
配列コレクションはサイズやソート順を動
的に変えられるコンポーネントの集まり
で、索引により検索することができます。
常に索引は1に対する値が付けられます。

セット・コレクション セット・コレクション。セット・コレク
ションは不規則に並んだコンポーネントの
集まりで重複データを含めることはできま
せん。

ディクショナリ・コレ
クション

ディクショナリ・コレクション。ディク
ショナリ・コレクションは、キー値コン
ポーネントのペアが不規則に並んでおり、
重複するキーはありません。

ソート済みディクショ
ナリ・コレクション

ソート済みディクショナリ・コレクショ
ン。ソート済みディクショナリ・コレク
ションは、キー値コンポーネントのペアが
集まったものです。このコレクションは、
キー・コンポーネントの順で並んでおり、
重複キーは許されません。

LANSAの基本コレクションは次のプロパティを使用してアクセスしま
す。

ComponentMembersプロ
パティ

コンポーネントのComponentMembersプロ
パティにより、そのコンポーネントの全
メンバー・コンポーネントのコレクショ
ンにアクセスすることができます。別の
コンポーネントのオーナーとなっている
コンポーネントはすべてこのプロパティ
を持っています。

ComponentControlsプロパ
ティ

構成ビジュアル・コンポーネント(フォー
ム、パネル、タブ・フォルダーなど)はす
べてがComponentControlsプロパティに対



応しており、その子コントロールにアク
セスすることができます。

Itemsプロパティ Itemsプロパティにより、グリッド、リス
ト・ビュー、ツリー・ビュー、ツリー・
ビュー項目、リスト・ボックス、コン
ボ・ボックス、プロパティ・シート、メ
ニュー内の各種項目にアクセスすること
ができます。

メニューの場合、Itemsプロパティは、メ
ニューバー、ポップアップ、サブメ
ニューなどのコンポーネントに含まれる
すべてのメニュー・アイテムのコレク
ションを提供します。

Columnsプロパティ Columnsプロパティにより、グリッド、リ
スト・ビュー、ツリー・ビュー、リス
ト・ボックス、コンボ・ボックス、プロ
パティ・シート内の列の各種属性にアク
セスすることができます。

ComponentFormsプロパ
ティ

#SYS_APPLNコンポーネントの
ComponentFormsプロパティは、現在アプ
リケーションに認識されているすべての
フォームのコレクションを提供します。

KEY
コレクションにはキーが提供されているものもあります。
キー付きコレクションはキーを持っています。キーはKeyedByパラメー
タにより定義されたタイプのフィールドです。他のコレクションは単に
索引キーを持っているだけです。
現在のコンポーネントの現在のキーにアクセスする場合は、KEYパラ
メータに名前を指定します。FOR/ENDFORブロックの中で変数名を参照
するたびに、現在のキーへのアクセスがVisual	LANSAにより自動で提供
されます。

OPERATION
このパラメータを使ってキャスティング操作を行い、コレクションから
特定の種類のオブジェクトを選択することができます。



*DEFAULT すべての項目が選択されます。

*INSTANCE_OF	ク
ラス名

変数が、クラス名に指定されたタイプと同じで
あるか、またはクラス名に指定された祖先のタ
イプと同じであるかを検査します。

*KIND_OF	クラス
名

変数が、クラス名に指定された値と同じクラス
であるかどうかを検査します。

*DYNAMIC	#変数
名

変数名に含まれている参照をEACHパラメータ
で指定された各変数に割り当てます。コンパイ
ル時に、変数に互換性があるかどうかの検査は
実行されません。

実行時に、変数名をEACHパラメータに指定さ
れたどの変数にもキャストできない場合、エ
ラーが発生します。



8.12.2	FORの使用例
Columnsコレクション
この例では、リスト・ビューの列を反復して列のDisplayPosition属性と
Width属性をグリッドに取り込みます。
For	Each(#Current)	In(#ltvw_1.Columns)
Set	Com(#STD_NUM)	Value(#current.displayposition)
Set	Com(#std_amnt)	Value(#current.width)
Add_Entry	To_List(#GRID_1)
Endfor
	

ComponentMembersコレクション
この例では、フォーム上の全メンバー・コンポーネントを記録してグ
リッドに記載します。
For	Each(#Current)	In(#COM_OWNER.ComponentMembers)
Change	Field(#STD_NAME)	To('#CURRENT.NAME')
Add_Entry	To_List(#GRID_1)
Endfor
	

ComponentFormsコレクション
この例では、現在アプリケーションに認識されている全フォームのコレ
クションを反復ループしてそのコレクションをグリッドに記録します。
For	Each(#Current)	In(#SYS_APPLN.ComponentForms)
Change	Field(#STD_NAME)	To('#CURRENT.ComponentTypeName')
Add_Entry	To_List(#GRID_1)
Endfor
	

Itemsコレクション
この例では、#PHBN_1がクリックされると#SMNU_1サブメニューのメ
ニュー項目はすべて無効になり、#PHBN_2がクリックされるとメニュー
項目は有効になります。
Evtroutine	Handling(#PHBN_1.Click)
For	Each(#Current)	In(#smnu_1.Items)
Set	Com(#Current)	Enabled(False)
Endfor



Endroutine
	
Evtroutine	Handling(#PHBN_2.Click)
For	Each(#Current)	In(#smnu_1.Items)
Set	Com(#Current)	Enabled(True)
Endfor
Endroutine
	



8.13	IF_REF
IF_REFコマンドを使ってコンポーネントの参照値を比較します。
さらに、次のトピックも参照してください。
IF_REFパラメータ
IF_REFの例
SET_REF
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
							IF_REF	---	COM	---------	変数名|変数名	------>							
																																																																										
															>--	IS		--------	参照式	------------->							
																																																																										
															>--	IS_NOT	------	参照式	------------|							
																																																																										
	



8.13.1	IF_REFのパラメータ
COM
ISおよびIS_NOT

COM
COMパラメータで比較の対象となる1つまたは複数のコンポーネント変
数を指定します。

ISおよびIS_NOT
IF条件を真とするための、真となるべき参照式を指定します。以下の1
つを指定できます。

*NULL COMパラメータに指定された変数が*NULLで
あるかどうかを検査します。

*EQUAL_TO	#変数
名

COMパラメータに指定された変数がこの変数と
等しいかどうかを検査します。つまり、この条
件は両変数が同じコンポーネントのインスタン
スを参照しているかどうかを検査します。

*INSTANCE_OF	ク
ラス名

COMパラメータに指定された変数が、クラス名
に指定されたタイプと同じであるか、またはク
ラス名に指定された祖先のタイプと同じである
かを検査します。

*KIND_OF	クラス
名

COMパラメータに指定された変数が、クラス名
の値に指定されたクラスと同じであるかを検査
します。

「条件および式の指定」も参照してください。

its:lansa015.CHM::/condexprsns.htm


8.13.2	IF_REFの使用例
以下の例では、#WordAppコンポーネントへの参照がある場合にメッ
セージ・ボックスが表示されます。
If_ref	Com(#WordApp)	Is_Not(*null)
			Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Reference'	'#WordApp	is	referenced.')
Endif
	



8.14	IMPORT
IMPORTコマンドを使ってファンクション・ライブラリをオブジェクト
に含めます。ファンクション・ライブラリはLANSA定義のprimitive型で
ルーチンやファンクション一式が含まれています。
IMPORTコマンドはFUNCTIONステートメントの直後、かつ
BEGIN_COMの直前に指定します。
関数ライブラリをインポートすると、そのライブラリに定義されている
ルーチンを式の中で使用できるようになります。
FUNCTION	Options(*DIRECT)
*	import	the	variant	function	library	named	#PRIM_LIBV
IMPORT	Libraries(#PRIM_LIBV)
	

さらに、次のトピックも参照してください。
IMPORTパラメータ
IMPORTの例
				
																																																							必須/省略可							
																																																																										
							IMPORT	---	ライブラリ----	ライブラリ名のリスト	------------->							
																																																																										
																																																																										
																																																																										



8.14.1	IMPORTのパラメータ
LIBRARIES
このパラメータを使用してインポートするライブラリを指定します。
定義済みのライブラリが5つ使用できます。
PRIM_LIBD	-	日時ライブラリ
PRIM_LIBI	-	組み込みライブラリ
PRIM_LIBN	-	数字関数ライブラリ
PRIM_LIBS	-	文字列関数ライブラリ
PRIM_LIBV	-	バリアント関数ライブラリ
注：バリアント関数ライブラリ以外は、固有ファンクションを通じてラ
イブラリのすべての機能が使用できます。この技法をお勧めいたしま
す。
バリアントは、その性格から、大量の固有ファンクションの配列に対応
できません。したがって、使用可能な関数で、バリアントが簡単に処理
できるものをIMPORTする必要があります。



8.14.2	IMPORTの使用例
IMPORTコマンドはFUNCTIONステートメントの直後、かつ
BEGIN_COMの直前に指定します。以下のコマンドは、バリアント関数
ライブラリをインポートします。
FUNCTION	Options(*DIRECT)
*	import	variant	library
IMPORT	Libraries(#PRIM_LIBV)
	
インポートされた関数の使用方法の例です。以下のメソッドはバリアン
トを受け取ります。バリアントが文字列の場合、#Result	Define_mapに文
字列として返されます。
Mthroutine	Name(Get_Variant_value)
Define_Map	For(*Input)	Class(*Variant)	Name(#iVariant)
Define_Map	For(*Result)	Class(#Prim_alph)	Name(#Result)
	
*	Call	the	Varisstring	function		
If	(VarisString(	#iVariant	))
	
#result	:=	VarasString(	#iVariant	)
	
Endif
	
Endroutine
	



8.15	INVOKE
INVOKEコマンドはメソッドを呼び出します。呼び出し可能なメソッド
は、フォームのShow/Hideメソッドなどの標準メソッドやユーザー定義
のメソッドです。
カスタム定義のメソッドでは入力値が許され、出力値を戻すこともでき
ます。このようなメソッドを呼び出す場合は、値を渡し、かつ戻り値に
対してフィールドを割り当てる必要があります。
オーナー・フォームがメンバー・フォームに処理の実行を指示する場合
にメソッドがよく使われます。注：コンポーネントは自身のメソッドを
呼び出すこともできます。例えば、フォームは自身の非表示メソッドを
呼び出して自身を閉じることができます。
INVOKEコマンドの仕様は、以下のとおりです。
INVOKE	Method(method_expression)	ParmOne(#ArgOne)	ParmTwo(#ArgTwo)
	
コマンド名を指定しない場合は、フルRDMLXを使って以下のようにコ
マンドを入力できます。
method_expression	ParmOne(#ArgOne)	ParmTwo(#ArgTwo)
	

さらに、次のトピックも参照してください。
INVOKEパラメータ
INVOKEの例
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				INVOKE	-------------Component.Method		-------------------------->					
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																						任意指定												
																								>----	パラメータおよび値		-----------------|					
																																																																										
																																																																										
	



8.15.1	INVOKEのパラメータ
コンポーネント.メソッド
パラメータと値

コンポーネント.メ
ソッド
コンポーネント名により修飾され呼び出されるメソッド

パラメータと値
MTHROUTINEコマンドに出力パラメータが指定されている場合に渡さ
れるパラメータ名と値



8.15.2	INVOKEの使用例
以下のコードはShowメソッドを使ってMyFormを表示します。
INVOKE	#MyForm.ShowForm
	
以下のコードは、GetInfoメソッドを実行して、#employeeフィールドの
現在の値を渡し、#transaに割り当てられたトランザクション番号(trrno)
を受け取ります。
INVOKE	#frmDetails.GetInfo	CurEmp(#EMPNO)	trnno(#TRANSA)
	
以下はフルRDMLXを使用した簡単な呼び出しの例です。
#Com_Owner.StringMethod	String1(#Address1)	String2(#Address2)	String3(#Address3)
#Com_Owner.StringMethod	String2(#Address2)	String3(#Address3)	String1(#Address1)
	
メソッドの入力パラメータの詳細については、「DEFINE_MAP」および
「MTHROUTINE」を参照してください。



8.16	MTHROUTINE
MTHROUTINEを使用してユーザー定義メソッドを定義します。メソッ
ドはコンポーネントに何らかの作業を指示します。
メソッド・ルーチンは、任意で入力パラメータを受け取ることができま
す。詳細については、DEFINE_MAPの説明を参照してください。
MTHROUTINEには、必ず、対応するENDROUTINEコマンドがありま
す。メソッドの実行にはINVOKEコマンドが使用されます。
参照
MTHROUTINEパラメータ
MTHROUTINEの例
ENDROUTINE
DEFINE_MAP
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				MTHROUTINE	----	NAME	-------ルーチン名	---------------------->						
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																						任意指定												
																																																																										
															>--	DESC	-------	記述	------------------------->				
																																																																										
															>--	OPTIONS	----	*REDEFINE/*FINAL/*ABSTRACT----------->				
																																																																										
															>--	ACCESS		----	*PUBLIC/*PROTECT/*PRIVATE/*DEFAULT--->				
																																																																										
															>--	HELP	-------	ヘルプ・テキスト----------------------------|				
																																																																										
	



8.16.1	MTHROUTINEのパラメータ
NAME
DESC
OPTIONS
ACCESS
HELP

NAME
メソッド・ルーチンの名前。名前は、最大20文字まで指定することがで
きます。

DESC
DESCパラメータを使用してメソッドの内容を簡潔に記述します。40文
字が最長です。

OPTIONS
OPTIONSパラメータ値は、祖先から継承されたメソッドを再定義できる
かどうかを決定します。

*REDEFINE メソッドは、コンポーネントの祖先のメソッド実装を
再定義(上書き)します。

*FINAL メソッドを定義するコンポーネントから継承されたコ
ンポーネントによって、メソッドを再定義することは
できません。

ACCESS
このパラメータは、リストの*PUBLIC、*PROTECT、*PRIVATEのいずれ
かのオプションをサポートします。

HELP
HELPパラメータを使用して、メソッドについてのより詳細な説明を記
述します。ヘルプ・テキストは、ヘルプメニューの機能オプションを使
用して表示することができます。250文字が最長です。



8.16.2	MTHROUTINEの使用例
次のようなユーザー定義メソッドを定義して、ファイルから詳細を取得
するようフォームに指示することができます。
MTHROUTINE	Name(GetInfo)	Help('This	method	gets	the	details	of	the	employee.')
				FETCH	Fields(#detflds)	From_File(pslmst)	With_Key(#empno)
ENDROUTINE	
	
このメソッドを呼び出せば、オーナー・フォームはこの処理の実行を
フォームに指示できるようになります。
INVOKE	#frmDetail.GetInfo
	
メソッド・ルーチンに値を渡す方法については、「MTHROUTINEで使
用するDEFINE_MAP」の例を参照してください。



8.17	PERFORM
PERFORMコマンドで、コンポーネント・メソッド、ライブラリ関数、
組み込み機能を呼びだすことができます。この時、呼び出されるルーチ
ンはパラメータを必要としないか、または括弧で囲まれたパラメータ・
リストとしてパラメータが指定されています。
PERFORMコマンドの仕様は、以下のとおりです。
PERFORM		EXPRESSION(expression)
	
このコマンドの最も重要な特色は、コマンド自体とすべてのキーワード
が任意指定だということです。

参照
PERFORMパラメータ
PERFORMの例
																																																							必須/省略可							
																																																																										
							PERFORM	---	式----	式	------------->							
																																																																										
																																																																										
																																																																									



8.17.1	PERFORMのパラメータ
コマンドとすべてのキーワードは任意です。



8.17.2	PERFORMの使用例
単純な実行操作：
#Com_Owner.Realize
#Com_Owner.SetFocus
#Com_Owner.StringMethod(#Address1	#Address2	#Address3)
	



8.18	PTYROUTINE
PTYROUTINEコマンドを使用して、ユーザー定義のプロパティ値を操
作するルーチンを作成します。
DEFINE_PTYコマンドを使用してフォームのプロパティを定義する場合
は、PTYROUTINコマンドを使用すると、プロパティ値を設定したりプ
ロパティ値を戻したりするルーチンを指定することができます。プロパ
ティを値を操作する時にこのコマンドを実行します。例えば、以下のよ
うな操作を行うことができます。

									プロパティに渡された値を分割して、結果の値を複数のフィールドに割り当てます。例
えば、Addressプロパティの値を分割して、番地、市、州や国、郵便番号など、別々のフィー
ルドに挿入することができます。

									プロパティ値が取得される時に、複数のフィールド値を連結してプロパティ値を形成し
ます。

									プロパティ値を計算したり導き出したりします。

プロパティ・ルーチンの入出力値は、DEFINE_MAPコマンドで定義され
ます。詳細については、「DEFINE_MAP」の説明を参照してください。
ここで重要なことは、ユーザー定義のプロパティ(DEFINE_PTY)および
プロパティ・ルーチンがすべてフォームの中に含まれるということで
す。この結果、フォームはそのオーナー・フォームからプロパティ値を
受け取るだけでなく戻すことができます。しかし、フォーム内部でこの
値がどのように処理されているのかは、オーナー・フォームにはわかり
ません。したがって、フォームでのプロパティ値の処理方法を変更する
のに、このプロパティを使用するフォームを変更する必要はなくなりま
す。
例えば、Addressプロパティを持つフォームについて、以前は郵便番号
と州の情報を1個のフィールドで扱っていたものを2個のフィールドで扱
うように変更することができます。この結果、フォーム内のプロパ
ティ・ルーチンは変更する必要がありますが、プロパティそのものは何
も変わらないため、Addressプロパティ値の設定や取得を行う他の
フォームを変更する必要はありません。
PTYROUTINEの名前は、DEFINE_PTYコマンドのSETまたはGETパラ
メータの値にすることができます。「DEFINE_PTY」の説明を参照して
ください。

参照
PTYROUTINEパラメータ
PTYROUTINEで使用するDEFINE_MAP



ENDROUTINE
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				PTYROUTINE	----	NAME	-------ルーチン名	-------|																					
																																																																										



8.18.1	PTYROUTINEのパラメータ
NAME

NAME
ルーチンの名前



8.18.2	PTYROUTINEの使用例
「PTYROUTINEで使用するDEFINE_MAP」を参照してください。



8.19	SET
SETコマンドを使用して、コンポーネントのプロパティを設定します。
さらに、次のトピックも参照してください。
SETパラメータ
SETの使用例
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
				SET	----	COM	-------	コンポーネント名	------->																											
																																																																										
							>----	プロパティ値	------------------|																										
																																																																										
																																																																										
	



8.19.1	SETのパラメータ
COM
プロパティと値

COM
COMは、コンポーネントを指定します。最大50個のコンポーネントを
指定することができます。

プロパティと値
コンポーネントに設定するプロパティと値。別のコンポーネントの現在
の値を設定することも可能です。



8.19.2	SETの使用例
以下のコードは、#MyButtonのキャプションを"OK"に設定します。
SET	COM(#MyButton)	Caption('OK')
	
以下のコードは、#PHBN_1ボタンおよび#PHBN_2ボタンを使用不可に
します。
set	COM(#phbn_1	#phbn_2)	Enabled(false)
	
以下のコードは、ActiveXグリッドにある最初のグリッドの列幅を50に
設定します。
SET	COM(#Com_Grid)	ColumnWidth<1>(50)
	
以下のコードは、ラベルのキャプションをフォーム上の#SURNAME
フィールドの現在の値に設定します。
SET	COM(#label_1)	Caption(#SURNAME)
	
フィールドがフォーム内のリスト・タイプのコンポーネントで使用され
ている場合、実際のフィールドがフォーム上に存在する場合と同じよう
に、フィールド名を使用してその現在の値を渡すことができます。した
がって、上記のコードは、ソース・プロパティが#SURNAMEに設定さ
れている列を持つリスト・タイプのコンポーネントがフォームに含まれ
ている場合に機能します。



8.20	SET_REF
SET_REFコマンドは、DEFINE_COMステートメントの動的参照によっ
て定義された変数にコンポーネント参照を割り当てるために使用しま
す。動的参照がある場合、コンポーネントのインスタンスは、そのコン
ポーネントへの参照がSET_REFコマンドによって割り当てられている場
合のみ作成されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
SET_REFパラメータ
SET_REFの使用例
IF_REF
	
																																																											必須/省略可							
																																																																										
							SET_REF	---	COM---------変数名|変数名------->						
																																																																										
															>--	TO		--------	参照式	------------->							
																																																																										
															>--	CONTEXT		---	*DEFAULT		------------------------>							
																																*OWNER																																				
																																*MODULE																																			
																																*NEW																																						
																																*NAMED	----	#変数																					
																																																																										
															>--	COM_ERROR---	*ABORT	---------------------------|							
																																*IGNORE																																			
																																*SET_NULL																																	
																																																																										
	



8.20.1	SET_REFのパラメータ
COM
TO
CONTEXT
COM_ERROR

COM
COMパラメータでは、TOパラメータに指定された参照式の結果を割り
当てる1つまたは複数のコンポーネントを指定します。このパラメータ
で指定するコンポーネントは、DEFINE_COMパラメータの動的参照で
指定されている必要があります。

TO
TOパラメータは、COMパラメータに指定された変数に割り当てられる
コンポーネント参照を抽出します。参照式は、次のいずれかの形式で指
定する必要があります。

#変数名 変数名に含まれる参照をCOMパラメータに
よって識別される各変数に割り当てます。変
数には互換性が必要です。

*NULL COMパラメータによって識別されるすべて
のコンポーネント変数に*NULL参照を割り
当てます。

*DYNAMIC	#変数名 変数名に含まれる参照をCOMパラメータに
よって識別される各変数に割り当てます。コ
ンパイル時に、変数に互換性があるかどうか
の検査は実行されません。

実行時に、COMパラメータによって識別さ
れるどの変数にも変数名をキャストできない
場合、エラーが発生します。

*CREATE_AS	クラス
名

クラス名によって識別されるコンポーネント
のインスタンスを作成します。クラスは、
#SALARY.Visualなど、LANSAリポジトリで
定義される必要があります。
キー付きコレクションのインスタンスを作
成する場合、次のようにパラメータ化され



たコレクション構文を使用する必要があり
ます。
SET_REF	#variable	To(*Create_As	#Prim-
KCol<#PRIM_PHBN	#STD_NUM>)

*CREATE_FROM	クラ
ス名

クラス名によって識別されるコンポーネント
のインスタンスを作成します。クラス名は、
文字列または変数で指定することができま
す。

実行時に、クラス名が解決できない場合、エ
ラーが発生します。

CONTEXT
CONTEXTパラメータは、新しいコンポーネント参照がメモリーを取得
できるコンテキストにどのように割り当てられるかを制御します。この
パラメータによって、オブジェクト・プーリングを管理することができ
ます。
デフォルトでは、オブジェクトのメモリー使用量は、DLLのロード/アン
ロードによって、またはあるフォームから別のフォームにコンポーネン
トを渡すことによって、自動的に管理されます。メモリーは、プールに
アクティブなオブジェクトがなくなると、破棄されます。
CONTEXTパラメータを使用すると、オブジェクトのメモリー・プーリ
ングをプログラムで管理することができます。例えば、関連するオブ
ジェクトをそのオブジェクト自身のメモリ領域にロードすることができ
ます。
例えば、大きくて複雑なフォームをメモリーにロードし、その後その
フォームを閉じることがあります。このとき、フォーム内のコンポーネ
ント(またはオブジェクトのインスタンス)が1つでもアクティブな場合、
メモリーは解放されません。CONTEXTパラメータでは、メイン・メモ
リーを解放できるように残りのオブジェクト用のプールを個別に作成す
ることによって、このようなフォームを管理することができます。
CONTEXTパラメータを使用できるのは、TOパラメータが*CREATE_AS
または*CREATE_FROMに設定されている場合だけです。このパラメー
タは、次のいずれかの値を取ることができます。

*DEFAULT 基本コンポーネント・クラスの場合、*DEFAULTは
*OWNERです。基本以外のコンポーネント・クラス
の場合、*DEFAULTは*MODULEです。



*OWNER ルーチンが実行されているコンポーネントのインス
タンスのコンテキストを使用します。

*MODULE SET_REFコマンドを実行しているルーチンを含むモ
ジュール(DLL)に割り当てられたコンテキストを使
用します。

*NEW このコンポーネント用に新しいコンテキストを作成
します。

*NAMED	#変数コンテキストは、変数名によって識別されるコン
ポーネント参照です。

COM_ERROR
COM_ERRORパラメータは、SET_REFの割り当てが失敗した場合に実行
されるアクションを示します。次のような理由によって、割り当てが失
敗する可能性があります。

									*CREATE_FROM/*CREATE_ASオプションに指定された名前に対するコンポーネント
DLLを検出できない

									SET_REFのCOM()パラメータに指定された変数に必要なクラスにコンポーネントをキャ
ストできない

COM_ERRORパラメータは、次の値を取ることができます。

*ABORT SET_REF割り当てが失敗した場合、コンポーネント実
行は中止されます。

*IGNORE 失敗したSET_REF割り当ては無視されます。*IGNORE
によって、参照変数の値は変更されません。

*SET_NULL失敗したSET_REF割り当ては無視されます。*NULL参
照は、SET_REFのCOM()パラメータに指定された変数
に設定されます。



8.20.2	SET_REFの使用例
例1：*CREATE_FROM
以下のフォームを使用して、他のフォームのインスタンスをロード(作
成および表示)することができます。

このロード用フォームには、フォーム(#FORMS)のコレクションがあり
ます。ロードボタンをクリックすると、指定したフォームの新規インス
タンスが作成され、#FORMSコレクションに追加された後で表示されま
す。
BEGIN_COM	HEIGHT(123)	LEFT(296)	TOP(120)	WIDTH(209)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_PHBN)	NAME(#PHBN_1)	CAPTION('Load')	DISPLAYPOSITION(2)	LEFT(16)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(2)	TOP(45)
*The	name	of	the	form	to	be	loaded
DEFINE_COM	CLASS(#STD_OBJ.Visual)	NAME(#STD_OBJ)	CAPTION('Form	to	Load:')	DISPLAYPOSITION(1)	HEIGHT(19)	LABELTYPE(Caption)	LEFT(8)	MARGINLEFT(80)	PARENT(#COM_OWNER)	TABPOSITION(1)	TOP(8)	WIDTH(161)
*The	form	counter	and	collection
define	#FormTot	Reffld(#STD_NUM)	default(0)
DEFINE_COM	CLASS(#PRIM_KCOL)	NAME(#FORMS)	COLLECTS(#PRIM_FORM)	KEYEDBY(#STD_NUM)	STYLE(Collection)
	
define	#Position	Reffld(#STD_NUM)	default(1)
	
EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_1.Click)
*	increase	form	counter	by	one
Change	#FormTot	'#FormTot	+	1'
	
*	create	a	new	instance	of	the	named	form	and	set	a	reference	to	it
Set_Ref	#Forms<#FormTot>	(*Create_from	#Std_Obj.Value)
	
*	control	the	position	of	the	form
Set	#Forms<#FormTot>	Left(#Position)	Top(#Position)
Change	#Position	'#Position	+	10'
	
*show	the	form
Invoke	#Forms<#FormTot>.ShowForm



ENDROUTINE
	
END_COM
	
上記のソース・コードをフォームのコンポーネントにコピー・アンド・
ペーストし、コンパイルしてみてください。フォームを実行します。さ
らに、このフォームを使用して他のフォームのインスタンスの作成およ
び表示を行うには、表示する名前を指定してロードボタンをクリックし
ます。

例2：*CREATE_AS
Microsoft	WordのActiveXコンポーネントへのコンポーネント参照が動的
に定義されるため、コンポーネント定義のステートメントが実行されて
も参照は作成されません。
DEFINE_COM	Class(#VA_WORD.Application)	Name(#WordApp)	Reference(*DYNAMIC)
	
オブジェクトへの参照は、SET_REFコマンドで明示的に宣言された場合
のみ作成されます。
SET_REF	COM(#WordApp)	To(*CREATE_AS	#VA_WORD.application)
	
参照は*CREATE_ASというキーワードを使用して作成されるため、
#WordAppコンポーネントの新規インスタンスが作成されます。

例3：*DYNAMICと変数名
Microsoft	Wordドキュメント・タイプの変数が定義されるため、この変
数を使用してドキュメントを参照することができます。
DEFINE_COM	Class(#VA_WORD.Document)	Name(#WordDoc)	Reference(*DYNAMIC)
	
変数名は、ドキュメント作成時にパラメータadd_retvalで戻される新たに
作成したドキュメントへの参照を作成するために使用します。
INVOKE	Method(#WordApp.documents.add)	add_retval(#WordDoc)
	
この参照は、ドキュメントのメソッド、プロパティ、およびイベントに
アクセスするために使用されます。
Set	Com(#edit_1)	Value(#WordDoc.Name_COM)
INVOKE	Method(#WordDoc.PrintOut)
	



その後、同じ変数を変更して、その時点でアクティブなドキュメントを
参照するように設定します。
SET_REF	COM(#WordDoc)	To(#WordApp.ActiveDocument)
	



8.21	SIGNAL
SIGNALコマンドは、フォーム内のユーザー定義のイベントをトリガー
します。フォームには、イベントを定義するためのDEFINE_EVTコマン
ドを入れる必要があります。
ユーザー定義のイベントは、オーナー・フォームにイベントを通知する
ためにマルチ・フォーム・アプリケーションで使用されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
SIGNALパラメータ
SIGNALの使用例
DEFINE_EVT
	
																																																						必須/省略可												
																																																																										
				SIGNAL	----	EVENT	------	イベント名	-------------------------->							
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																						任意指定												
																																																																										
																								>----	パラメータおよび値		-------------|									
																																																																										
																																																																										
	



8.21.1	SIGNALのパラメータ
EVENT
パラメータと値

EVENT
EVENTでは、コンポーネントとトリガーされるイベントを指定しま
す。

パラメータと値
通知されているイベントに出力パラメータ(DEFINE_EVTブロックの
DEFINE_MAPステートメントで指定)がある場合、このパラメータの値
は、SIGNALコマンドで指定されます。



8.21.2	SIGNALの使用例
以下のステートメントは、ユーザー定義のイベントButton_1_Clickedを
通知します。
SIGNAL	Event(Button_1_Clicked)
	
以下のステートメントは、Employee_Createdイベントがトリガーされ、
そのイベントが新しい従業員の従業員番号をオーナー・フォームに渡す
ことを通知します。
SIGNAL	Event(employee_created)	this_emp(#empno)
	
オーナー・フォームは、以下のイベント・ルーチンを使用してこのイベ
ントに応答することができます。
EVTROUTINE	Handling(#FormB.employee_created)	this_emp(#TheValue)
Set	Com(#empno)	Value(#TheValue)
ENDROUTINE
	



8.22.1	WEB_MAPのパラメータ
FIELDS
FOR
OPTIONS

FOR
FORパラメータには次の値の1つを指定することができます。

*INPUT 入力データ

*OUTPUT出力データ

*BOTH 入力データと出力データの両方

*NONE 入力データでも出力データでもない。セッション状
況の宣言に使用する

属性の指定がない場合、デフォルトの*INPUTが仮定されます。
FOR(*NONE)宣言が使われた場合、宣言されたフィールドとリストは、
WEBROUTINEにも、WEBROUTINEからもマッピングされません。
OPTIONS(*PERSIST)がFOR(*NONE)と共に指定された場合、そのように
宣言されたフィールドとリストは、セッション・データの一部として維
持されます。WAMレベル(つまりBEGIN_COM以後)でフィールドとリス
トをこのように宣言すると、そのフィールドとリストの値はWAM内の
すべてのWEBROUTINEで利用できるようになります。さらに値はセッ
ション・データの一部として(つまり複数のWEBROUTINE実行にまた
がって)維持されます。

FIELDS
WEB_MAP内で使用されるフィールドの名前またはリストの名前を指定
します。
このパラメータで指定されたすべてのフィールドはLANSAリポジトリ
に定義することができます。またWAMのDEFINE	FIELDコマンドで定義
することができます。
フィールドに割り当てる属性には以下のものがあります。

									*INPUT	-	入力を受け取るフィールド(例：HTMLテクノロジ・サービスの入力ボック
ス)

									*OUTPUT	-	出力を表示するだけのフィールド



									*HIDDEN	-	値は含まれるがディスプレイ上では非表示のフィールド

									*PRIVATE	-	このフィールドまたはリストの値を使用することはできますが、XSL
ジェネレータはこの値をXSLのStylesheetに生成しません。この属性は、直接的に表示された
り入力を受け取ったりする以外の目的で使用されるフィールドやリストに便利です。例え
ば、ドロップダウン・ウェブレットでドロップダウン・ボックスの項目が含まれるリストに
使用することができます。ただし、この属性が指定されたフィールドにブラウズ・リスト・
テーブルは生成されません。

									*INLINE	-	XSLTの代わりにインライン・パーサーを使用してリストを生成します。
BEGIN_COMのINLINEパラメータでWAMのデフォルトがINLINEに設定されている場合は必
要ありません。

									*NOINLINE	-	インライン・パーサーの代わりにXSLTを使用してリストを生成します。
BEGIN_COMのINLINEパラメータでWAMのデフォルトがINLINEに設定されている場合のみ
必要になります。

OPTIONS
OPTIONSパラメータには次の値を指定することができます。

*PERSIST Webセッション期間中に、フィールドまたはリストを
WEBROUTINE実行にまたがって利用できるように、
データを保持または持続することを宣言します。

OPTIONS(*PERSIST)宣言に加えて、WEBROUTINEの初期SessionStatus
をアクティブに設定する必要があります。これには、WAMに対して
SessionStatusを設定する方法、または個々のWEBROUTINEに対して
OnEntry(*SessionStatus_Active)キーワードを設定する方法があります。
このような方法で、SessionStatusをアクティブに設定することにより、
WEBROUTINEが実行を開始する前に、WEBROUTINEはセッション状態
をロードするようになります。



8.22.2	WEB_MAPの使用例
以下は、WebRoutineのSearchQueryが、ユーザーが検索の要求を行える
ページを表示する例です。このWebroutineに値は返信されないため、
フィールドは*OUTPUTのみです。その次のWebroutine(Browse)は
#SURNAMEを入力形式で指定します。#SURNAME、#STDRENTRY、お
よび#STD_COUNTが次または前を取得できるようにする必要がありま
す。
WEBROUTINE	NAME(SearchQuery)	DESC('Search	Criteria')
WEB_MAP	FOR(*OUTPUT)	FIELDS(#SURNAME	(#STDRENTRY	*HIDDEN))
	
ENDROUTINE
	

WebRoutineのBrowseにより、ユーザーは従業員リスト(#EMPLISTPG)を
一度に1ページ閲覧することができます。#SURNAME、#STDRENTRY、
および#STD_COUNTが次または前を取得できるようにする必要があり
ます。
WEBROUTINE	NAME(Browse)	DESC('Browse	Employees')
WEB_MAP	FOR(*BOTH)	FIELDS((#SURNAME	*HIDDEN)	(#STD_COUNT	*HIDDEN)	(#STDRENTRY	*HIDDEN)	(#STDPREV	*HIDDEN)	(#STDMORE	*HIDDEN))
WEB_MAP	FOR(*OUTPUT)	FIELDS(#EMPLISTPG)
	
ENDROUTINE
	
最後に、WebRoutineのDetailsでユーザーに表示する従業員の詳細を取得
します。#EMPNOおよび#SURNAMEは送信も受信もされますが、表示
では出力のみのフィールドとされます。#STDRENTRYフィールドは他
のWebroutineとの状況の伝達に使用されます。
WEBROUTINE	NAME(Details)
WEB_MAP	FOR(*OUTPUT)	FIELDS((#GIVENAME	*OUTPUT)	(#ADDRESS1	*OUTPUT)	(#ADDRESS2	*OUTPUT)	(#ADDRESS3	*OUTPUT)	(#POSTCODE	*OUTPUT)	(#PHONEHME	*OUTPUT)	(#PHONEBUS	*OUTPUT)	(#STARTDTER	*OUTPUT)	(#TERMDATER	*OUTPUT)	(#DEPTDESC	*OUTPUT)	(#SECDESC	*OUTPUT)	(#SALARY	*OUTPUT)	(#MNTHSAL	*OUTPUT)	(#STARTDTE	*OUTPUT)	(#TERMDATE	*OUTPUT))
WEB_MAP	FOR(*BOTH)	FIELDS((#EMPNO	*OUTPUT)	(#SURNAME	*OUTPUT)	(#STDRENTRY	*HIDDEN)	(#STD_COUNT	*HIDDEN))
	
ENDROUTINE
	



8.23	WEBROUTINE
WEBROUTINE	とは、WAMに追加するエントリー・ポイントです。
WAMには、複数のWEBROUTINEを入れることができます。
WEBROUTINE名が一意でなけ	ればならないのは、1つのWAM内だけで
す。複数のWAMに同じ名前のWEBROUTINEを入れることができます。
WEBROUTINEキーワードを使用することによって、WAMコンポーネン
トのBEGIN_COMブロックの内側であればどこにでも新しい
WEBROUTINEを追加することができます。
WEBROUTINEコマンドの後に、1つ以上のWEB_MAPコマンドが続きま
す。各WEB_MAPコマンドによって、Webroutineの入力また	は出力とし
てマップされるフィールドまたはリストを識別します。WEB_MAPコマ
ンドによってWebroutineの入出力すべてを一括で定義します。
FOR(*INPUT)に定義されたフィールドとリストをすべて、	呼び出し先
のWEBROUTINEに送信することができます。フィールドとリストは、
呼び出し先のフィールドとリストにマップされます。FOR	(*OUTPUT)
に定義されたフィールドまたはリストは、WEBROUTINEから出力さ
れ、出力ページに表示することができます。また、フィールドと	リスト
のマッピングは、FOR(*BOTH)を使用した場合、双方向にすることがで
きます。
WEBROUTINEは、URL要求によって呼び出され、Webアプリケーショ
ン・モジュール(最大10文字)とWEBROUTINE	名(最大20文字)のキーに
よって一意に識別されます。
各WEBROUTINEによって、個別のXMLデータとXSLデータが生成され
ます。XMLデータには、WEB_MAP	FOR(*OUTPUT)またはFOR(*BOTH)
コマンドによって指定されたフィールドとリストがすべて追加されま
す。

さらに、次のトピックも参照してください。
WEBROUTINE	パラメータ
WEBROUTINE	の例
	
																																																											必須											
																																																																										
				WEBROUTINE	----NAME	-------	WebRoutine名	---------------->				
																																																																										
			-------------------------------------------------------------------				
																																																																										
																																																									任意指定							
																																																																										



															>--	DESC	-------	ルーチンの記述	---------	-->					
																																																																								
															>--	RESPONSE	----*DEFAULT	------------------------->					
																																*NONE
																																*JSON
																																応答変数	(LOB)
																																																																								
															>--	OPTIONS	-----*METADATA	------------------------>					
																																																																								
															>--	ONENTRY-----*SESSIONSTATUS_OF_WAM------------->					
																																*SESSIONSTATUS_NONE
																																*SESSIOSTATUS_ACTIVE
	
															>--	HELP	--------ヘルプ	テキスト	------------------------>					
	
															>--	ServiceName-	サービス名	-------	-------------	-|				



8.23.1	WEBROUTINEのパラメータ
DESC
HELP
NAME
ONENTRY
OPTIONS
RESPONSE
SERVICENAME

NAME
NAMEは、WebRoutineの固有の名前です。名前はWAMの中で一意とす
る必要があります。名前は、最大20文字まで指定することができます。

DESC
DESCパラメータを使用してWebRoutineの内容を簡潔に記述します。40
文字が最長です。	デフォルトでは、この記述は出力ページに表示されま
す。

RESPONSE
RESPONSEパラメータを使用して、省略値(DEFAULT)の応答タイプ、つ
まり結果ドキュメントを送信	するタイプ以外の応答タイプを指定できま
す。
応答タイプは次の通りです。
*DEFAULT:	結果ドキュメントを送信する。	(例えば、XHTMLページな
ど)
*NONE:	ウェブルーチンは何も出力しません。
*JSON:	ウェブルーチンのウェブ・マップ(フィールドとリスト)がMIME
タイプのアプリケーションまたはjsonでJSON応答として送信され、
UTF-8にエ	ンコードされます。
応答変数名:	LOB応答の変数名を入力します。詳細はWeb	アプリケー
ション	モジュール(WAM)ガイドの「LOB	データ・タイプとストリー
ム・ファイル」を参照してください。

OPTIONS
RESPONSE(*JSON)の時のみ有効です。OPTIONSパラメータでは、JSON
応答にキャプション	を含むかどうかを指定できます。	

its:lansa087.chm::/lansa/wamengb3_0020.HTM


*METADATA:	JSON応答にフィールド/リスト・キャプションを含みま
す。

HELP
まだ導入されていません。

SERVICENAME
サービス名はすべてのWAMに固有のものです。つまり、1つのLANSA
区画に1つのサービス名だけを使用できます。一旦配布されると、URL
にサービス	名と区画キーワード(他のキーワードはなし)を指定するだけ
で、WEBROUTINEをブラウザーから呼び出すことができます。LANSA
for	the	Webが、構成区画で必ず実行されるように設定されていれば、区
画キーワードは省略することができます。
サービス名を使用することで、WAMアプリケーション配布時の柔軟性
を高めることができます。例えば、アプリケーションを別の区画、
WAM、または	WEBROUTINEに再配布するときに、サービスへの外部
URL参照を修正する必要はありません。

ONENTRY
個々のWEBROUTINEのSessionStatusプロパティ設定を上書きするために
使用されます。
これはSessionStatusのデフォルトがアクティブの時に便利で、セッショ
ンが作成されない限り、WAMのWEBROUTINEが実行されないよ	うに
します。この場合、セッションを作成できる、少なくとも1つの
WEBROUTINEを最初に実行する必要があります。ONENTRYパラメー
タ値の	*SESSIONSTATUS_NONEを使用して、セッションの妥当性検査
およびWEBROUTINEへのセッション・データのロードを無効にするこ
と	ができます。
次のいずれかを指定できます。
*SESSIONSTATUS_NONEでは、セッションの妥当性検査は行われず、
WEBROUTINEが入ってきたときにセッション・データはロードさ	れま
せん。
*SESSIONSTATUS_OF_WAMでは、WAMのSessionStatusプロパティで指
定された値が使用されます。
*SESSIONSTATUS_ACTIVEでは、セッションの妥当性検査が有効にな
ります。そしてWEBROUTINEが入ってきたときにセッションが	有効な
場合、セッション・データがロードされます。
デフォルトは*SESSIONSTATUS_OF_WAMです。



8.23.2	WEBROUTINEの使用例
例えば、すべての	ユーザーが、ファイル内の従業員を検索し、検索リス
トから従業員を選択して、従業員の詳細を表示するWAMを作成するこ
とができます。以下の3つの	WebRoutineが定義できます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#PRIM_WAM)
	
WEBROUTINE	NAME(SearchQuery)DESC('Search	Criteria')
ENDROUTINE
	
WEBROUTINE	NAME(Browse)DESC('Browse	Employees')
ENDROUTINE
	
WEBROUTINE	NAME(Details)DESC('Details')	SERVICENAME(EmpDetails)
ENDROUTINE
	
WEBROUTINE	NAME(Send_Sample)	DESC('Sample	Document')
RESPONSE(#HTTPR)
ENDROUTINE
WEBROUTINE	NAME(Update)	DESC('JSON	response')
RESPONSE(*JSON)
END_COM
	

URLにサービス名キーワード(他のキーワードはなし)を指定するだけ
で、WEBROUTINEのDetailsをブラウザーから呼び出すことができま
す。
http://localhost/cgi-bin/lansaweb?srve=EmpDetails	
	
データを各WEBROUTINEへマッピングする方法については、
「WEB_MAPの使用例」を	参照してください。



8.24	コンポーネントの変数と値
プロパティ値の参照
コ	ンポーネントの総称参照-Com_Owner、Com_Ancestor	およびCom_Self
バ	リアント型変数
修	飾されたプロパティ
参照
RDMLX	コマンドとRDMLX機能



8.24.1	プロパティ値の参照
プロパティ値やイベント名を参照するときは、それらが属するコンポー
ネント名で必ず修飾しなければなりません。
プロパティ値は別のコンポーネントに割り当てることができます。例え
ば以下のステートメントでは、ツリー表示の現在の項目のLevelプロパ
ティ値を#levelと呼ばれるフィールドに割り当てています。
Change	#LEVEL		#Trvw_1.CurrentItem.Level
	
ユーザー・コードの中でプロパティ値を検査することはよくあります。
検査には、IFステートメントを使用します。IFステートメントでは、以
下のように、コンポーネント名で修飾されたプロパティ名、標準の演算
子、プロパティ値を使用して条件を指定します。
IF	COND('#rdbn_3.ButtonChecked	*eq	True')
			Set	Com(#SPOUSE	#MARRIED	#DIVORCED)	Enabled(true)
ENDIF		
	
次も同様の例です。
IF	COND('#lvcl_1.SortDirection	*eq	Ascending')
				Set	Com(#lvcl_1)	SortDirection(Descending)
ENDIF
	



8.24	2	コンポーネントの総称参照	Com_Owner、Com_Ancestor
およびCom_Self
Com_Owner
Com_OwnerはRDMLXで頻繁に使用され、コマンドが指定されているオ
ブジェクトを常に示す変数です。
デザイナーを使ってコンポーネントにコントロールを追加する場合や、
イベントまたはメソッド・ルーチンを作成する場合、エディターで生成
されたソース・コードでは、総称名#COM_OWNERは現在編集中のコン
ポーネントを指します。
Define_Com	Class(#PRIM_LABL)	Name(#Label)	Parent(#COM_OWNER)	
	

または
Evtroutine	Handling(#Com_Owner.Initialize)

#Com_owner.Prepare

Endroutine
	
多くのプログラムで現在位置を参照する必要があるので、総称の
Com_ownerを使用することで、'ここ'であることが示され、プログラム
が非常に理解しやすくなります。またコードをコピーして、コンポーネ
ントの特定クラス名への参照を更新せずに、直接ターゲットに貼り付け
ることが可能になります。
単一レベルを超える継承が使用されていない、比較的簡素なアプリケー
ションでは、このCom_Ownerを使用します。複数層の継承が使用されて
いる場合は、Com_AncestorとCom_Selfを使用して、継承の階層構造の異
なる層で定義されたプログラムを実行します。

Com_Ancestor
Com_Ancestorは現在のコンポーネントの祖先として指定されたクラスを
直接参照します。
継承を使用するアプリケーション内のベースの祖先クラスで基本的な動
作を定義し、継承クラス内でメソッドを再定義することで、この動作の
上書きをすることが可能になります。そして祖先クラスの処理は実行時
に無視され、再定義されたメソッドが実行されます。
Mthroutine	Name(Prepare)	Options(*Redefine)



	
*	Class	specific	processing
	
Endroutine
	
通常はこの再定義メソッドの使用が望ましいです。ただし、処理を全く
変更するというよりも、少しだけ拡張したいという場面もあるでしょ
う。これを可能にするには、次のようなコードを書きます。

Mthroutine	Name(Prepare)	Options(*Redefine)
	
#Com_Ancestor.Prepare
	
*	Class	specific	processing
	
Endroutine
	
ここでは、メソッドは再定義されますが、一番最初の行の新しいメソッ
ドで祖先バージョンのメソッドが実行されます。この技法は、祖先の処
理への変更が規則的な処理ではなく、例外的な場合に使用されます。

Com_Self
Com_SelfとCom_ownerは、それぞれ独自の特徴を除いては、非常によく
似ています。Com_ownerは常に現在のコンポーネントを参照するのに対
し、Com_Selfは継承チェーンに遡って再定義されたメソッドも考慮に入
れた上で、現在のコンポーネントを参照します。
上記のCom_ancestor例の中で、再定義メソッドは例外的な処理の場合で
したが、これが通常の処理の時は実行する祖先のコードを記憶しておく
必要があり、複雑になります。このような状況では、祖先クラスから処
理を操作する方が望ましいです。
つまり、祖先クラスでは以下のようになります。
Mthroutine	Name(Prepare)
	
*	ベース・コードを実行し、クラス特有のコードへ
#Com_owner.PrepareBase
	
#Com_Self.PrepareSelf



	
Endroutine
	
Mthroutine	Name(PrepareBase)	Options(*Final)
	
*	ベースのクラス処理
*	Final	–	このメソッドは再定義できません。
	
Endroutine
	
Mthroutine	Name(PrepareSelf)	
	
*	継承クラスで再定義
	
Endroutine
	
そして継承クラスでは、次のようなコードになります。
Mthroutine	Name(PrepareSelf)	Options(*Redefine)
	
*	クラス独自の処理をここに入れます。
	
Endroutine
	
実行時、Prepareメソッドを起動すると、PrepareBaseメソッドが実行され
ます。PrepareSelfの起動時にCom_Selfが使われているので、実行時には
継承チェーンに遡って再定義されたバージョンが検索され、祖先で定義
されたバージョンではなく、このバージョンのメソッドが実行されま
す。
開発時に誤ってCom_SelfではなくCom_ownerが使用されているケースが
よく見かけられ、再定義されたプログラムが実際には実行されないとい
うことがありますので、注意してください。



8.24.3	バリアント型変数
バリアント・コンポーネント・クラスの#PRIM_VARを使用してバリア
ント・コンポーネント変数を作ることができます。バリアント・コン
ポーネント変数には、どのようなタイプのデータでも格納することがで
きます(文字列、整数、小数、ブール値、コンポーネント)。
バリアント・コンポーネントには、コンポーネントによって入れられた
値の種類を検査するプロパティがあります。その値は、数値、文字列、
またはブール値などの変換された形式で取得することができます。
バリアントを使えば、コンポーネントは、静的に判別不可能なタイプの
値にアクセスできるようになります。例えば、グリッド内のセルの値を
静的に定義することはできません。それはセルの列のタイプに依存する
からです。グリッド制御はバリアントを戻すことでセル値へのアクセス
を可能にします。宣言された値のタイプに関するコンパイル・エラーは
発生しません。もちろん、この場合は、グリッドの値のタイプを識別で
きるようにプログラムを記述することが必要です。
バリアントは動的プログラミングにも使用されます。コンパイル時にコ
ンポーネントのタイプ情報を決定できない場合(特にActiveX)がありま
す。この場合、実行時に処理する必要があります。バリアントを使用す
る場合、Visual	LANSAコンパイラはメソッドやプロパティの解決を試み
ません。バリアントに保管されるコンポーネントのタイプがわからない
ためです。このすべての情報を解決するには実行時まで待つ必要があり
ます。この手法により、ActiveX制御は不明なタイプのコンポーネント
を提供することができます。そして、このコンポーネントが呼び出され
た時にだけ、タイプ情報が要求されます。
以下のステートメントでは、#MYVARIANTと呼ばれるバリアント型変
数を定義しています。
Define_Com	Class(#PRIM_VAR)	Name(#MYVARIANT)
	
バリアント型変数には、そのValueプロパティを使用して値を割り当て
ることができます(この場合、値のタイプは不明なタイプです)。
Set	Com(#myvariant)	Value(#XYZ)
	
また、変数の文字列、整数、ブール値、小数、コンポーネント・プロパ
ティを使用して、明示的に値のタイプを割り当てる方法もあります。
Set	Com(#myvariant)	Integer(#XYZ)	
	



明示的に値のタイプを割り当てる方法が必要なのは、RDMLコマンドで
この変数を使用する場合だけです。RDMLXではタイプを不明とするこ
とができます。
変数の値を読み取るときに、値は自動的に値を受け取るフィールドのタ
イプに変換されます。
Set	Com(#Out_INTEGER)	Value(#myvariant)
	
また、値のタイプを明示的に指定することもできます。
Set	Com(#Out_INTEGER)	Value(#myvariant.Integer)
	
バリアントの値がサポート可能なタイプかどうかを確認するには、変数
のValueTypeプロパティを使用します。
IF	Cond('#myvariant.ValueType	=	VarInteger')
Set	Com(#Out_INTEGER)	Value(#myvariant)
ELSE
Set	Com(#Out_INTEGER)	Value(0)
ENDIF
	
このチェックが実行されず、実行時に値が変換できない場合は、実行時
エラーになります。
ValueTypeプロパティは列挙型です。値は以下のいずれかの記号になり
ます。

									varNull

									varEmpty

									varInteger

									varDouble

									varString

									varDecimal

									varBoolean

									varComponent



8.24.4	修飾されたプロパティ
ActiveXコンポーネントの多くは、修飾引数の付いたプロパティを使用
します。修飾されたプロパティの構文は以下のようになります。
Component.property<qualifier>
	
以下の例は、修飾されたColumnWidthプロパティを参照する方法です。
ColumnWidthプロパティはActiveXグリッドの特定の列の幅を設定してい
ます。
#Com_Grid.ColumnWidth<1>
	
修飾されていないプロパティと同様の方法で、このプロパティの値を取
得することができます。
IF	'#Com_Grid.ColumnWidth<1>	*GT	100'
*			Some	code
ENDIF
	
同じように、修飾されていないプロパティと同様の方法で、修飾された
プロパティの値を設定することができます。
SET	COM(#Com_Grid)	ColumnWidth<1>(50)
	
フィールドを修飾子として使用することができます。この例では、列の
修飾子が#STD_NUMフィールドにより設定されています。
SET	COM(#Com_Grid)	ColumnWidth<#STD_NUM>(50)
	
プロパティは複数の修飾子を持つことができます。例えば、ActiveXグ
リッドのCellプロパティは2つの修飾引数(行と列に該当)でグリッド内の
セルの位置を示すことができます。
#Com_Grid.Cell<1,1>
	



8.25	関数ライブラリ
組み込みファンクションを使用する代わりに、関数ライブラリをイン
ポートすることも可能です。関数ライブラリは、MthRoutineコマンドで
定義した一連のルーチンを含んだコンポーネントです。関数ライブラリ
のルーチンは、式の中で使用できます。
関数ライブラリには以下のものがあります。

文字列 #PRIM_LIBS

数字 #PRIM_LIBN

日付と時間 #PRIM_LIBD

*VARIANT #PRIM_LIBV

文字列、数字、日付、および時刻の場合、関数ライブラリよりも組み込
みファンクションを使用した方が簡単です。
*VARIANTタイプのオブジェクトを処理するには、バリアント関数ライ
ブラリ#PRIM_LIBVを使用する必要があります(「バリアントの処理」を
参照してください)。
関数ライブラリ・メソッドを使用する場合は、構文が異なります。
以下はUppercaseメソッドの例です。
#Subject.Uppercase()
	
これは以下のように指定できます。
Uppercase(	Subject	)
	
関数ライブラリをRDMLXオブジェクトに導入するには、FUNCTIONス
テートメントの直後にIMPORTコマンドを指定します。例えば、以下の
ようになります。
Function	Options(*DIRECT)
*	Import	the	variant	library	#prim_libv.
Import	Libraries(#PRIM_LIBV)
	
関数ライブラリをインポートすると、そのライブラリに定義されている
ルーチンを式の中で使用できるようになります。

参照

its:Lansa015.chm::/l4wtgu06_0010.htm
its:Lansa015.chm::/l4wtgu06_0010.htm


RDMLXコマンドとRDMLX機能



8.26	バリアントの処理
関数ライブラリは、MthRoutineコマンドで定義された一連のルーチンが
含まれるコンポーネントです(「関数ライブラリ」を参照してくださ
い)。関数ライブラリのルーチンは、式の中で使用できます。*VARIANT
タイプのオブジェクトを処理するには、バリアント関数ライブラリ
#PRIM_LIBVを使用する必要があります(文字列、数字、日付、および時
刻の場合、関数ライブラリよりも組み込みファンクションを使用した方
が簡単です)。
バリアントには、どんなタイプのデータでも格納できます(文字列、整
数、小数、ブール値、コンポーネント)。バリアント関数を使用すれ
ば、変数に格納されている値の種類を確認し、その値を変換後の形式
(数字、文字列、ブール値など)で取得できます。
バリアントを使用すれば、値のタイプにかかわらず、値を汎用的に処理
することが可能になります。例えば、コンパイラは、アプリケーション
の実行前にグリッドのセルの値を認識できませんが、グリッドの
EditorChangedイベントとItemChangedAcceptイベントのValueパラメータ
は、グリッドの値をバリアントとして返すので、値に宣言されているタ
イプに関するコンパイラ・エラーは発生しません。もちろん、この場合
は、グリッドの値のタイプを識別できるようにプログラムを記述するこ
とが必要です。
ツリー・ビューとリスト・ビューのEditorChangedイベントと
ItemChangedAcceptイベントも、Valueパラメータをバリアントとして返
します。さらに、多くのActiveXコントロールも、バリアントとして値
を返したり、受け入れたりします。ユーザー独自の動的プログラムの中
でバリアントを使用して、値のタイプに関係なく値を汎用的に処理する
ことも可能です。例えば、以下のようになります。
Define_Com	Class(*VARIANT)	Name(#lclVariant)
	

*VARIANTクラスを使用するのが望ましいですが、基本バリアント・コ
ンポーネントである#PRIM_VARのプロパティやメソッドを使用するこ
とも可能です。
#PRIM_LIBVは、以下の関数をサポートしています。

VarAsBoolean VarIsNull

VarAsDecimal VarIsNullReference

VarAsInteger VarIsNumber

its:Lansa015.chm::/l4wtgu06_0010.htm


VarAsReference VarIsReference

VarAsString VarIsString

VarIsBoolean VarType

VarIsEmpty 	

参照
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8.26.1	VarAsBoolean
VarAsBooleanは、Subjectバリアントをブール値として返します。
VarAsBoolean(	Subject	)
	

参照
バリアントの処理



8.26.2	VarAsDecimal
VarAsDecimalは、Subjectバリアントを小数として返します。
VarAsDecimal(	Subject	)
	

参照
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8.26.3	VarAsInteger
VarAsIntegerは、Subjectバリアントを整数として返します。
VarAsInteger(	Subject	)
	

参照
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8.26.4	VarAsReference
VarAsReferenceは、Subjectバリアントをコンポーネント参照として返し
ます。
VarAsReference(	Subject	)
	

参照
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8.26.5	VarAsString
VarAsStringは、Subjectバリアントを文字列として返します。
VarAsString(	Subject	)
	

参照
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8.26.6	VarIsBoolean
VarIsBooleanは、Subjectバリアントをブール値に変換できる場合にブー
ル値のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsBoolean(	Subject	)
	

例
以下は、変数がブール値であるかどうかを確認するプロパティ・ルーチ
ンです。
Ptyroutine	Name(Set_uSignalSelection)
Define_Map	For(*input)	Class(*variant)	Name(#lcVariant)

If	Cond(VarIsBoolean(	#lcVariant	)	*EQ	True)
Execute	Subroutine(FP_SETB)	With_Parms(#USE_NAME	uSignalSelection	1	#USE_OCUR	#lclVariant.Boolean)
Else
Execute	Subroutine(FP_SET)	With_Parms(#USE_NAME	uSignalSelection	1	#USE_OCUR	#LCLVARIANT.String)
Endif
	

参照
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8.26.7	VarIsEmpty
VarIsEmptyは、Subjectバリアントに値が入っていない場合にブール値
のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsEmpty(	Subject	)
	

例
以下は、グリッドのセルに値が割り当てられているかどうかを確認する
ステートメントです。
If	(VarIsEmpty(	#grid_1.focusCell.column.EditorPArt	))
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant'	'The	variant	has	not	yet	been	assigned	a	value.')
Endif
	

参照
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8.26.8	VarIsNull
VarIsNullは、Subjectバリアントに特別なNULL値が入っている場合に
ブール値のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsNull(	Subject	)
	

例
以下は、グリッドのセルに入っている値が不明であったり欠落していた
りするかどうかを確認するステートメントです。
If	(VarIsNull(	#grid_1.focusCell.value	))
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant'	'The	value	is	unknown	or	missing.')
Endif
	

参照
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8.26.9	VarIsNullReference
VarIsNullReferenceは、Subjectバリアントにコンポーネント参照が入って
いて、その参照が*NULLコンポーネント参照である場合にブール値
のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsNullReference(	Subject	)
	

参照
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8.26.10	VarIsNumber
VarIsNumberは、Subjectバリアントを数字に変換できる場合にブール値
のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsNumber(	Subject	)
	

例
以下は、値が文字列であるかどうかを確認するステートメントです。
If	Cond(VarIsNumber(	#TheValue	)	*EQ	True)
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant	Type'	'The	value	is	a	decimal.')
Endif
	

参照
バリアントの処理



8.26.11	VarIsReference
VarIsReferenceは、Subjectバリアントがコンポーネント参照である場合に
ブール値のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsReference(	Subject	)
	

参照
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8.26.12	VarIsString
VarIsStringは、Subjectバリアントを文字列に変換できる場合にブール値
のTrueを返し、そうでない場合にブール値のFalseを返します。
VarIsString(	Subject	)
	

例
以下は、値が文字列であるかどうかを確認するステートメントです。
If	Cond(VarIsString(	#TheValue	)	*EQ	True)
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant	Type'	'The	value	is	a	string.')
Else
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant	Type'	'The	value	is	a	decimal.')
Endif
	

参照
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8.26.13	VarType
VarTypeは、Subjectバリアントに現在格納されている値のタイプを返し
ます。
VarType(	Subject	)
	
返される結果は、以下のとおりです。

									VarNull

									VarEmpty

									VarInteger

									VarDouble

									VarString

									VarDecimal

									VarBoolean

									VarComponent

例
以下は、グリッドから返される値が文字列かどうかを確認する例です。
If	Cond(VarType(	#TheValue	)	*EQ	VarString)
Use	Builtin(MESSAGE_BOX_SHOW)	With_Args(OK	OK	Information	'Variant	Type'	'The	value	is	a	string.')
Endif
	

参照
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8.27	式の機能強化
フルRDMLXで	は、多くのコマンド・パラメータの値に式を使用できる
ようになったので、必要な値を用意するために他のコマンドを追加する
必要がなくなりました(「値として式を指定できる箇所」を	参照)。例え
ば、以下のように指定できます。
MESSAGE	MSGTXT('Message:	name	is	'		+	#fullname)
	
式の中でコンポーネント・メソッドを使用できるようになりました
(「式の中のメソッド」を	参照)。例えば、以下のようになります。
Change	#STD_TEXT	To(#COM_OWNER.StringMethod(#ADDRESS1,	#ADDRESS2))
	
「メ	ソッドの結果」を返すためにメソッドのパラメータを定義できま
す。
	

パラメータを位置で参照する代わりに、「名	前付きのパラメータ」を使
用することもできます。
#RESULT	=	#COM_OWNER.MethodOne(	ParmTwo	:=	2	)
	
他の利用可能な式は次の通りです
「*Not	演算子」
「*IS演算子と*ISNOT演算子」
「*IsEqualTo演算子と*IsOfType	演算子」
「*AS演算子」
「*ANDIF論理演算子と*ORIF論理演算子」
参照
RDMLX	コマンドとRDMLX機能



8.27.1	値として式を指定できる箇所
フルRDMLXでは、多くのパラメータやプロパティで式を使用できま
す。

EXECUTEコマンド
EXECUTEコマンドのWITH_PARMSパラメータの値として式を使用でき
るようになったので、必要な値を用意するために他のコマンドを追加す
る必要がなくなりました。例えば、以下のようになります。
Execute	Subroutine(Routine2)	With_Parms(#STD_DESC	('B'	+	#Phbn_2.Caption	+	'B')	'AaBbCcDd')
	

さまざまなコマンドのMSGTXTパラメータ
MSGTXTパラメータでは、複数の項目を組み込んだ式を値として使用で
きます。式は括弧で囲みます。例えば、以下のようになります。
Message	Msgtxt('Message:	name	is	'	+	#fullname)
	
Mthroutine	Name(Trace)
Define_Map	For(*INPUT)	Class(#STD_TEXT)	Name(#InTextOne)
Define_Map	For(*INPUT)	Class(#STD_TEXT)	Name(#InTextTwo)
Message	Msgtxt(#InTextOne.Value	+	"	"	+	#InTextTwo.Value)
Endroutine
	

SETコマンド
SETコマンドで選択するプロパティに割り当てる値として、式を使用で
きます。
SET	#COM_OWNER	Left(#COM_OWNER.Left	+	2)	Top(#COM_OWNER.Top	+	2)
	

INVOKEコマンド
INVOKEコマンドで選択するメソッド・パラメータに割り当てる値とし
て、式を使用できます。
INVOKE	#COM_OWNER.MethodOne	ParmOne(#COM_OWNER.Left	+	2)	ParmTwo(#COM_OWNER.Top	+	2)
	

SIGNALコマンド
SIGNALコマンドで選択するイベント・パラメータに割り当てる値とし
て、式を使用できます。



SIGNAL	EventOne	ParmOne(#COM_OWNER.Left	+	2)	ParmTwo(#COM_OWNER.Top	+	2)
	

SET_REFコマンド
SET_REFコマンドで式を使用できます。
Set_Ref	#CurrentDepartment			(*dynamic		#COM_OWNER.dosomething(#STD_NUM))
Set_Ref	#CurrentDepartment			(*dynamic		#COM_OWNER.dosomething(iNumber	:=	10))
	
MTHROUTINE	NAME(dosomething	)
DEFINE_MAP	FOR(	*INPUT	)	CLASS(	#STD_NUM)	name(#iNumber)
DEFINE_MAP	FOR(*RESULT)	CLASS(#DEPTMENT)	NAME(#oDepartment)	PASS(*BY_REFERENCE)
	
Set_Ref	#oDepartment	(*create_As	#DEPTMENT)
	
ENDROUTINE
	
参照
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8.27.2	式の中のメソッド
式の中でコンポーネント・メソッドや組み込みファンクションを使用で
きるようになりました。例えば、以下のようになります。
Change	#STD_TEXT	To(	#COM_OWNER.StringMethod(	#ADDRESS1,	#ADDRESS2))
Change	#STD_NUM	To(	#COM_OWNER.NumberMethod(	#SALARY	)	*	2	)
Change	#STD_COUNT	To(	#ADDRESS1.Trim.CurSize)
	
構文は、以下のとおりです。
#VariableName[.Features].MethodName[	(	[Parameters]	)	]
	
メソッドにパラメータを指定する場合は、MethodNameの後に、パラ
メータの指定を始めるための左括弧を記述する必要があります。埋め込
みスペースは使用できません。
パラメータが不要な場合は、括弧も省略できますが、左括弧を指定した
場合は、その後に埋め込みスペースなしでメソッド名を記述しなければ
なりません。
パラメータは、位置で指定することも、「名前付きのパラメータ」を使
用することもできます。

参照
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8.27.3	メソッドの結果
メソッドでは、*OUTPUTマップのいずれか1つを*RESULTとして定義で
きます。このようにすれば、式の中で、式の要素を生成する関数呼び出
しとしてメソッドを使用できます。
例えば、以下のようになります。
Mthroutine	Name(MakeMessage)
Define_Map	For(*RESULT)	Class(#STD_TEXT)	Name(#OutTextOne)
Define_Map	For(*INPUT)	Class(#STD_TEXT)	Name(#InTextOne)
Define_Map	For(*INPUT)	Class(#STD_TEXT)	Name(#InTextTwo)
#OutTextOne	:=	#InTextOne.Value	+	"	"	+	#InTextTwo.Value
Endroutine

Evtroutine	Handling(#PHBN_2.Click)
Begincheck
Datecheck	Field(#STD_DATE)	In_Format(*DDMMYY)
Endcheck	Msgtxt(#COM_OWNER.MakeMessage(	"#Phbn_2.Click",	"Bad	Date"	))
Endroutine
	

IFステートメントでは、ブール値の結果を返すメソッドまたは組み込み
ファンクションを使用できます。考え方としては、定義済みの条件を使
用する場合と同じですが(DEF_CONDコマンドを参照)、この場合はメ
ソッドを呼び出すので、条件の性質に関する制限がありません。
Mthroutine	Name(Set_availability)

#Button1.Enabled	:=	#COM_OWNER.Allow_Access
#SURNAME.readonly	:=	*Not	#COM_OWNER.Allow_Access

Endroutine

Mthroutine	Name(Allow_Access)
Define_Map	For(*RESULT)	Class(#Prim_boln)	Name(#RESULT)

#RESULT	:=	True

If	(#GIVENAME.Contains(	'ABC'	))
#RESULT	:=	False
Endif



Endroutine
	
参照
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8.27.4	名前付きのパラメータ
メソッド、キー付きプロパティ、関数ライブラリ・ルーチンのすべての
パラメータには、名前があります。そのようなルーチンを式の中の操作
として呼び出す場合は、以下のように記述するのが普通です。
Invoke	#COM_OWNER.MethodOne	ParmOne(1)	ParmTwo(2)	ParmThree(#RESULT)	
	
これと同じ結果を得るために、以下の構文で割り当てステートメントを
使用することもできます。
#RESULT	=	#COM_OWNER.MethodOne(	1,	2	)	
	

ParmOneが任意指定で、デフォルトを使用するのであれば、ParmTwoを
名前で指定することによって、ParmOneの位置の値を指定しないで簡単
にParmTwoの値を渡すことができます。
#RESULT	=	#COM_OWNER.MethodOne(	ParmTwo	:=	2	)	
#RESULT	=	#COM_OWNER.MethodOne(	ParmTwo	:=	((#A	+	#B)	*	#C)	)	
	

参照
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8.27.5	*Not演算子
*Notは、ブール値の逆の結果をテストしたり、設定したりするときに使
用します。
例えば、以下のようになります。
If	(*Not	#Object.Boolean)
	
または
#button.enabled	:=	*not	#button.enabled
	
「良い」結果と「悪い」結果を定義するために複雑な論理処理が必要な
場合は、ブール値を返すメソッドの中にコードをカプセル化するのが望
ましい方法です。その点で便利なのが、逆の結果に基づく処理を実行す
るために使用できる*Notです。
Evtroutine	Handling(#STD_NUM.Changed)
If	(*Not	#COM_OWNER.IsValidEntry(	#STD_NUM	))
*	Do	something
Endif
Endroutine
	
Mthroutine	Name(IsValidEntry)
Define_Map	For(*input)	Class(#STD_NUM)	Name(#NUMBER)
Define_Map	For(*RESULT)	Class(#prim_boln)	Name(#RESULT)
#RESULT	:=	False
If	((#NUMBER	>	100)	*And	(#NUMBER	<	200))
#RESULT	:=	true
Endif
If	((#NUMBER	>	300)	*And	(#NUMBER	<	400))
#RESULT	:=	true
Endif
Endroutine
	

参照
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8.27.6	*IS演算子と*ISNOT演算子
*IS演算子と*ISNOT演算子は、コンポーネント参照変数のタイプをテス
トするときに使用できます。以下は、これらの演算子の構文を示した
コード・フラグメントです。
#Variable1	*IS	#ClassName
#Variable2	*ISNOT	*NULL
	

*IS演算子は、指定されている変数のクラスをテストして、その変数ま
たはその祖先のタイプが、クラス名で指定されているタイプと一致する
かどうかをチェックします。
*ISNOT演算子は、指定されている変数のクラスをテストして、その変
数またはその祖先のタイプが、クラス名で指定されているタイプと一致
しないかどうかをチェックします。
これらの演算子は、変数がNULL参照であるかどうかをテストするとき
にも使用できます。

例
以下は、*IS演算子と*IS演算子の使用法を示したコード・フラグメント
です。
...
DEFINE_COM	CLASS(#DEPTMENT)	NAME(#DEPARTMENT)
SET	COM(#COM_OWNER)	PSCENARIO('if	cond(#DEPARTMENT	*IsNot	*null))')
SET	COM(#PASS)	VALUE(FALSE)
IF	COND(#DEPARTMENT	*IsNot	*null)
SET	COM(#PASS)	VALUE(TRUE)
ENDIF

SET	COM(#COM_OWNER)	PSCENARIO('if	(#DEPARTMENT	*IS	#DEPTMENT)')
	(#ReferenceOne.Left	<=	0))
SET	COM(#PASS)	VALUE(FALSE)
IF	(#DEPARTMENT	*Is	#DEPTMENT)
SET	COM(#PASS)	VALUE(TRUE)
ENDIF

IF	(((#DEPARTMENT	*IsNot	*null)	*AndIf	(#DEPARTMENT	*Is	#DEPTMENT))	*OrIf	(#ADDRESS1	*Is	*null))
SET	COM(#PASS)	VALUE(TRUE)
ENDIF



...
	
参照
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8.27.7	*IsEqualTo演算子と*IsOfType演算子
「*IS演算子と*ISNOT演算子」の場合と同じように、*IsEqualTo、
*IsNotEqualTo、*IsOfType、*IsNotOfTypeの各演算子を使用して、コン
ポーネント参照変数をテストできます。
If	(#COM_OWNER	*IsEqualTo	#Phbn_1.Parent)
Use	Builtin(Ov_Message_box)	With_Args("3.	#COM_OWNER	is	equal	to	#PHBN_1.Parent")
Endif
If	(#COM_OWNER	*IsNotEqualTo	#Phbn_1)
Use	Builtin(Ov_Message_box)	With_Args("4.	#COM_OWNER	is	not	equal	to	#PHBN_1")
Endif
If	(#COM_OWNER	*IsOfType	#AADFORM22)
Use	Builtin(Ov_Message_box)	With_Args("5.	#COM_OWNER	is	of	type	#AADFORM22")
Endif
If	(#COM_OWNER	*IsNotOfType	#PRIM_PHBN)
Use	Builtin(Ov_Message_box)	With_Args("6.	#COM_OWNER	is	not	of	type	#PRIM_PHBN")
Endif
	

参照
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8.27.8	*AS演算子
*AS演算子を使用して、コンポーネント参照変数のタイプをキャストで
きます。以下は、*AS演算子の構文を示したコード・フラグメントで
す。
If	((#Object1	*As	#Prim_Form).Visible	=	True)
Set	#COM_OWNER	Left((#Object1	*As	#Prim_Form).Left)	
EndIf
	

参照
式の機能強化



8.27.9	*ANDIF論理演算子と*ORIF論理演算子
RDMLXでは、*AND論理演算子と*OR論理演算子をサポートしていま
す。以下は、これらの演算子の構文を示したコード・フラグメントで
す。
ConditionalExpression1	*OR		ConditionalExpression2
ConditionalExpression1	*AND	ConditionalExpression2
	
どちらの演算子も、演算子の両側にある2つの条件式を完全に評価して
から、それぞれのブール値の結果を1つの論理結果として組み合わせま
す。したがって、第1の条件式の結果に基づいて、第2の条件式の計算を
停止する方法はありません。
ところが、第1の条件式の結果に基づいて、第2の条件式の計算を停止す
る場合もあります。旧リリースでは、論理演算子を以下のように使用し
て、いわゆる短絡評価を記述していました。
If_Ref	Com(#ReferenceOne)	Is_Not(*null)
			If	Cond('#ReferenceOne.Left	<=	0')
			Set	#ReferenceOne	Left(100)
			Endif
Endif
	
つまり、2つの条件コマンドを記述する必要がありました。第1の条件コ
マンドでは、#ReferenceOne変数がNULLでない(したがって、参照可能で
ある)ことを確認します。第2の条件コマンドでは、SETコマンドの実行
前にコンポーネントの状態をチェックします。
フルRDMLXでは、*ANDIF演算子と*ORIF演算子を使用した短絡評価を
サポートしています。
*ANDIF演算子は、第1の条件式がTrueを返した場合にのみ第2の条件式
を実行します。*ORIF演算子は、第1の条件式がFalseを返した場合にの
み第2の条件式を実行します。
したがって、上の例は、以下のように記述できます。
If	Cond(	(#ReferenceOne	*IsNot	*Null)	*AndIf	(#ReferenceOne.Left	<=	0))
Set	#ReferenceOne	Left(100)
Endif
	

例



以下は、*ORIF演算子と*ANDIF演算子の使用法を示したコード・フラ
グメントです。
...
DEFINE_COM	CLASS(#DEPTMENT)	NAME(#DEPARTMENT)
SET	COM(#COM_OWNER)	PSCENARIO('(#ReferenceOne	*isnot	*null)	*andif	(#ReferenceOne.Left	<=	0))')
(#ReferenceOne.Left	<=	0))
IF	COND((#DEPTMENT	*IsNot	*null)	*AndIf	(#DEPTMENT.Value	=	ADM))
SET	COM(#pass)	VALUE(TRUE)
ENDIF

SET	COM(#COM_OWNER)	PSCENARIO('if	(#DEPTMENT.value	=	FIN)	*orif	(#section.value	=		''05'')')
IF	((#DEPTMENT.value	=	ADM)	*OrIf	(#section.value	=	'05'))
SET	COM(#pass)	VALUE(TRUE)
ENDIF

SET	COM(#COM_OWNER)	PSCENARIO('if	cond(	(#COM_OWNER.ComponentPatternName	=	QAP308)	*andif	(#com_self.componentpatternname	=	QAP308))')
IF	((#COM_OWNER.ComponentPatternName	=	QAP308)	*AndIf	(#com_self.componentpatternname	=	QAP308))
SET	COM(#pass)	VALUE(TRUE)
ENDIF
...
参照
式の機能強化



8.28	RDMLコマンド内の引用符
引用符が不要になった箇所
条件コマンドやCHANGEコマンドでは、式を単一引用符で囲む必要がな
くなりました。

条件コマンド
以下のコマンドの条件式から引用符を省略することができます。（IF、
DOUNTIL、DOWHILE、CONTINUE、LEAVE、CONDCHECK)また、IF
とCONDでは、パラメータ名をそのまま使用できます。
IF	(	(	#QUANTITY	*LT	10	)	*AND	(	#MEASURE	*GT	42.67	)	)	
	DOUNTIL	(	#I	>=	11	)
		DOWHILE	(	#J	<	11	)
			#J	+=	1
		ENDWHILE
		#I	+=	1	
	ENDUNTIL
ENDIF
	

CHANGEコマンド
式を単一引用符で囲む必要はなくなりました。
CHANGE	#STD_NUM	To(1	+	1)
CHANGE	#STD_NUM	To(#AMNT	+	#PRICE)
CHANGE	#STD_TEXT	To(#ADDRESS1	+	#ADDRESS2)
下位互換性を保つために式を単一引用符で囲むこともできます。
CHANGE	#STD_NUM	To('1	+	1')
	
文字列は二重引用符で囲みます。
CHANGE	Field(#STD_TEXT)	To("a"	+	"b"	+	"c")	
	
結果は、abcになります。
CHANGE	Field(#STD_TEXT)	To("a	+	b	+	c")
	
結果は、a	+	b	+	cになります。
注：多くの場合、CHANGEコマンドの代わりにASSIGNコマンドを使用



することができます。

二重引用符に関する注意点
RDML/RDMLXで記述された以下のCHANGEコマンドは、フルRDMLX
でも構文的には正しいコマンドですが、意味は異なります。
CHANGE	Field(#STD_TEXT)	To("abc")
	

RDML/RDMLXでは、このコマンドは値"ABC"を#STD_TEXTに割り当て
ます。
フルRDMLXでは、この同じコマンドはABCを割り当てるだけです。
この問題に対応するために、Visual	LANSAの機能が強化されており、
RDML/RDMLXコマンドの項目の二重引用符に意味を持たせることがで
きるようになっています。例えば、このCHANGEコマンドは以下のよう
に変換されます。
CHANGE	Field(#STD_TEXT)	To('"abc"')
	
このコマンドは"ABC"の値を割り当てます。
参照
RDMLXコマンドとRDMLX機能



9.	組み込み関数
LANSAには、	一般的なデータ処理を実行する多数の組み込み関数(BIF)
が搭載されています。
組み込み関数は、RDMLプログラムからUSEコマンドにより呼び出され
ます。BIFを使用する前に、USEコ	マンドをお読みください。
また、以下も参照してください。
組み込み	関数の規則
すべての組み込み関数に関するリストについては、	カテゴリー別組み込
み関数を参照してください。

its:Lansa015.chm::/use.htm
its:lansa015.chm::/bif_list.htm


9.1	組み込み関数の規則
ロングネーム

LANSAオブジェクトを参照する場合、大多数の既存の組み込み関数
は、オブジェクトIDにのみに対	応しています。ロングネームをサポー
トする組み込み関数はそ	れ	ぞ	れ明示されています。
BIF	の引数と戻り値のタイプ
入力引数または戻り値のタイプはA、N、L、u、w	またはXが使用できま
す。

タイ
プ

説明

A 英数	字	-	指定できるフィールド・タイプ
はAlpha、String	およびChar

N 数値	-	指定できるフィールド・タイプは
Packed、Signed、Float	およびInteger

L リス	ト

u Unicodo	-	指定できるフィールド・タイプ
はAlpha、String、Char、Nchar	および
Nvarchar

w Unicode	を除くすべてのフィールド・タ
イプが指定可能（ただしリスト以外）。
つまり、Xと同じであるがUnicodeを含ま
ない

X すべ	てのフィールド・タイプを指定可能
(ただしリスト以外)

	

Date、Datetime、およびBLOBなどのその他のフィールド・タイプはすべ
て独自タイプに分類されます。したがって、'A'または'N'タイプ	の引数/
戻り値に有効ではありません。これらのフィールド・タイプを使用する
には、組み込みファンクションを使って適切なクラスに強制型変換する
必要があ	ります。組み	込みファンクションの使用に関する詳細および
例については、「組み込みファンクション」を	参照してください。



ユーザーが定義した組み込み関数のフィールド・タイプはすべての
RDMLXフィールド・タイプと正確に一致させる必要があります。その
ため、ユーザーが定	義した組み込み関数の宣言でStringが使用される場
合、呼び出し時に使用できるものはStringのみです。Alpaフィールドは
使用できません。し	か	し、Alphaで引数として宣言された場合は、
Stringフィールドを利用できます。これは、下位互換性をサポートする
ための例外です。ユーザーが定義	した組み込み関数は、X、u	またはw
タイプで引数または戻り値を宣言できません。
'X'	は特別な引数/戻り値のタイプで、すべてのフィールド・タイプを使
用できます。

フィールドとリテラル
引	数の長さに50を超える値の指定が許されるのは、フィールドの場合だ
けです。リテラル値	は最大長が50に制限されます。
RDMLX	の引数や戻り値に対するFFC警告(FFC	エラーではない)
最大長が256桁のA、u、w	またはX(すべて)の引数または戻り値に、それ
よりも長いフィールドが渡された場合、エラーではなくFFC警告が発生
します(BIF	は256バイト長を超えるフィールドに対処することができま
せん)。
最大長が30桁で最大小数点以下桁数が9桁のNタイプの引数または戻り値
に、それよりも長い	フィールドが渡された場合、エラーではなくFFC警
告が発生し	ます(BIFは30,9を超えるフィールドに対処することができま
せん)。
RDMLX	の無制限長/	無制限小数点以下桁数
BIFの引数や戻り値の中には、新しい最大長の値である2147483647、つ
まり無制限を	定義できるものがあります。この場合、フィールド長の最
大/最小をチェックする必要はありません。
NまたはXの引数や戻り値の中には、新しい小数点以下桁数の最大値で
ある32767、つまり無制限を定義できるものがあります。この場合、小
数点以下桁数	の最大/最小をチェックする必要はありません。

Integer	フィールド・タイプ
Integerフィールド・タイプは、長さではなくバイト数でサイズを指定し
ます。小数部はなく正確です。
次のテーブルにはIntegerで考えられる各バイト長の暗黙の長さが示され
ています。暗黙の長さは、SignedまたはPackedフィールドの実際の	長さ
に相当します。



バイ
ト数

最大値
(符号付き)

最大値
(符号なし)

最大桁数
(暗黙の
長さ)

1 127 255 3

2 32767 65535* 5

4 2147483647 4294967295* 10

8 9223372036854775807 18446744073709551615* 19	符号
付き	
20	符号
なし*

Integerタイプのフィールドは、以下の条件下でのみ、数値の引数または
数値の戻り値として使用することができます。

									引	数または戻り値の最小小数点以下桁数が0であること

									引	数または戻り値の最小長がIntegerフィールドの暗黙の長さ以下であること。例えば、
引数の最小長が4の場合、1バイトのIntegerを使用するこ	とはできません(暗黙の長さが3しか
ないため)。

									引	数または戻り値の最大長が2147483647、または引数または戻り値の最大長がInteger
フィールドの暗黙の長さ以上であること。例えば、引数の	最大長が4の場合、2、4、8バイト
のIntegerを使用することはできません(暗黙の長さが5以上のため)。

タイプFloatのフィールド
Floatフィールド・タイプは、長さではなくバイト数でサイズを指定しま
す。小数部を仮定することはできますが固定長ではありません。また、
特定の桁数	に対して正確です。
次のテーブルはFloatで考えられる各バイト長の正確な長さの一覧です。
正確な長さはSignedまたはPackedフィールドの実際の長さに相当する	と
考えることができます。考えられる実行時の小数点以下桁数もテーブル
に示されています。

バイト
数

正確な桁数(正確な長さ) 考えられる小数点
以下桁数

4 6 0	-	6

8 15 0	-	15



Floatタイプのフィールドは、実行時に0から15桁の間のどこにでも小数
点を持つことができるため、一般的にBIFの数値引数に	は不適切である
と考えられています。実際の小数点位置を予測することが不可能なため
です。数値引数にFloatタイプのフィールドが使用された場合、引数	の
最大長が2147483647でなければ、FFC警告が発生します。
ただし、Floatタイプのフィールドは以下の条件下では、数値の戻り値に
適します。

									最	大長が2147483647に定義された場合、どのようなサイズも受け入れられます。また
戻り値の最大小数点以下桁数が1以上の場合、どのような小数点以	下桁数も正常であり受け
入れられます。

									戻	り値の最小長および	最小小数点以下桁数がFloatフィールドの正確な長さ以下である
こと。例えば、引数の最小長が10の場合、4バイトのFloatを使	用することはできません(6桁
までしか正確ではないため)。また、例えば、引数の最小小数点以下桁数が7の場合、4バイト
のFloatを使用することはで	きません(小数点以下6桁までしか正確ではないため)。これは、
Float長が上記表のように調整されることを前提として、通常の数値チェックの一部と	して実
行します。最小長が10桁の場合、使用される数値のタイプにかかわらず6桁の数値はエラー
となります。同様に、最小小数点以下桁数が7桁の場	合、最小長は7桁以上にする必要があり
ます。したがって、この場合も6桁の数値はエラーになります。

									現	在、LANSAに搭載されているすべてのBIFにおいて、最大の最小小数点以下桁数は1
です。では、なぜ最小小数点以下桁数に制限があるのでしょうか。さ	らに大きな最小小数点
以下桁数が必要なユーザー(または新しいLANSA	BIF)により、BIFが定義される場合があるか
らです。

英数字の引数と戻り値の規則
英数字の引数または戻り値が必要な場合、BIFの引数と戻り値のタイプ
に	加えて以下の規則が適用されます。

									Stringま	たはCharタ	イプのフィールドの長さが、引数または戻り値に指定された長さ
の範囲内であれば、そのフィールドを使用することができます。注：最大長が	2147483647の
場合、どのような長さでも使用することができます。

									Nchar	または	Nvarchar	のフィールド・タイプは、asNativeString組み込みファンクショ
ンを使用して英数字の引数に強制型変換し、かつ上記と同様に長さを制限する必	要がありま
す。この組み込みファンクションの例については	｢asNativeString｣	を参照してくださ
い。

									他	のすべてのRDMLXフィールド・タイプは、asString組み込みファンクションを使用し
て英数字の引数に強制型変換し、かつ上記と同様に長さを制限	する必要があります。組み
込みファンクションの使用に関する詳細および例については、「組み込みファンク
ション」を	参照してください。

									BLOBお	よびCLOBタ	イプのフィールドに実際に含まれているのは、ファイル名(最大
長は256)です。ファイル名にアクセスするには#Myblob.Value構文のほかに	#Myblob.asStringも
使用することができます(BLOBまたはCLOBファイル名の内容をＢＩＦの引数や戻り値とし
て有効とするかどうかに	ついては開発者が決定します)。

									Date(長	さは常に10桁)、Time(長	さは常に8桁)、およびDateTime(長	さは19から29桁の



間)は、asStringと指定通りの長さチェックが必要です(Date、Time、またはDateTimeの内容を
ＢＩＦの引数や	戻り値として有効とするかどうかについては開発者が決定します)。

Unicode	の引数と戻り値の規則
Xおよびuタイプ	の引数および戻り値がUnicodeをサポートしています。
Unicodeの	引数および戻り値の規則は英数字のものと同じです。例外は
以下のとおりです。

										RDML	オブジェクトでは、Unicodeの引数または戻り値は、英数字の引数または戻り値
と全く同じように扱われます。

									RDMLX	オブジェクトでは、Nchar	およびNvarcharタイプのフィールドを直接かつデー
タ損失なく使用できます。

									Unicode	の引数をUnicodeフィー	ルドで	使用する場合、Unicodeの戻り値にはUnicode
フィールドを使用しなければなりません。これにより、	Unicodeがネイティブに変換される
時の暗黙的なデータ損失を防ぎます。ただし、逆のケースは違います。Unicodeの戻り値をネ
イティブ・フィー	ルドで使用する場合、Unicodeの戻り値はUnicodeフィールドまたはネイ
ティブ・フィールドのいずれも使用できます。暗示的なデータ損失がない	た	めです。

リスト	の引数と戻り値の規則
FFCは作業リストの合計バイト長を検査しません。BIFが特定の合計バ
イト長を必要とする場合、合計バイト長が正しいかどうかを確認する必
要がありま	す。

すべての多言語組み込み関数
DBCS	SQL	Server以外のデータベース・サーバーでは、DBCSデータが壊
れる可能性があります。DBCS	SQL	Serverでは、その他すべての言語の
テキストが壊れる可能性があります。データの破損を確実に防ぐには、
データベース・サーバーの文字セットと互換性	があるテキストのみ変更
してください。
Visual	LANSAに統合されている開発環境では、さまざまな方法でデータ
ベースIOが実行されるため、データの破損を防ぐことができます。
組み込み関数



9.2	開発環境だけの組み込み関数
組み込み関数の中	には、開発環境だけでの使用が勧められているものが
あります。これらのBIFは特殊BIFとも呼ば	れ、開発環境のみのリンク
で確認できます。これらのBIFは以下の理由により制限されます。

									こ	の使用にはLANSA開発ライセンスまたはハードウェア・キー(ドングル)が必要な場
合があります。例えば、配布環境でLANSAオブジェクトの生成やコ	ンパイルを実施しよう
とする場合、おそらくそのシステムには何らかのライセンスが必要となります。ソフトウェ
ア・キー・ライセンスでは、開発環境だけの	BIFはサポートされないので注意してくださ
い。

									純	粋にアプリケーション開発者支援のために作成されたBIFは、必ずしも、あらゆる状
況で最高のパフォーマンスを発揮するために最適化されているとは限りま	せん。

									純	粋にアプリケーション開発者支援のために作成されたBIFの中には、Visual	LANSA開
発環境の一部を使用するものがあります。Visual	LANSA開発環境のほとんどは、配布された
Visual	LANSA環境で利用することができません。

									こ	のBIFは、リポジトリの詳細にアクセスしたりリポジトリの詳細を更新したりする場
合があります。配布されるシステムは、これにより複雑化してしまう場合	があります。BIF
がBIFの実行されるシステムに開発データベースがあることを前提とする場合、適切なリポ
ジトリの詳細がアプリケーションと共に配布さ	れない場合、また、リポジトリの詳細が後々
再配布される時に更新情報が上書きされる場合などです。

注：こ	れらの特殊BIFを使用するアプリケーションをWindows上で実行する場合は、そ
のオブジェクト・ロックが解放されるように、X_RUNの引数	LOCK=Yを指定する必要
があります。

組み込み関数



9.3	ACCESS_FILE
	注：組み込み関数の規則
システムの任意のファイルからレコードを読み出します。これには、
LANSAで認識されていないファイルを含まれます。
警告：
このBIFを使用するときは、ファイルまたはメンバーが存在することを
確認してください。ファイルまたはメンバーがシステムに存在しないと
ジョブは失敗します。
ファイルからレコードを読み取るには、その前にファイルがオープンさ
れている必要があります。
ファイルは一度オープンされると、ファイル/メンバーを変更すること
はできません。新しいファイル/メンバーにアクセスするには、最初に
オープンされているファイル/メンバーをクローズする必要がありま
す。
ライブラリが指定されていない場合は、要求されたファイル名とライブ
ラリ・リストで名前が最初に一致したファイルが使用されます。
メンバーが指定されていない場合は、ファイルの最初のメンバーが使用
されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 アクション：

OPEN：	
ファイルをオープンす

4 5 	 	



る
READ：	
レコードを読み取る

CLOSE：	
ファイルをクローズす
る

2 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

3 A 任意 ライブラリ名

デフォルトは*LIBL
1 10 	 	

4 A 任意 メンバー名 1 10 	 	
	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完了し
た
ER：エラーが発生した
EF：ファイルの終わりに
達した

2 2 	 	

2 A 任意 戻りデータ・ブロック1 1 256 	 	

3 A 任意 戻りデータ・ブロック2 1 256 	 	

4 A 任意 戻りデータ・ブロック3 1 256 	 	

5 A 任意 戻りデータ・ブロック4 1 256 	 	

6 A 任意 戻りデータ・ブロック5 1 256 	 	

7 A 任意 戻りデータ・ブロック6 1 256 	 	



8 A 任意 戻りデータ・ブロック7 1 256 	 	

9 A 任意 戻りデータ・ブロック8 1 256 	 	
	

ファイルのレコード長が256バイトを超える場合は、レコードの1から
256バイトまでがデータ・ブロック1で戻され、257から512バイトまでが
データ・ブロック2で、513から768バイトまでがデータ・ブロック3で、
という具合に、それぞれ対応するブロックで戻されます。

例
要求されたファイルおよびメンバーから最初の10レコードを読み取りま
す。
DEFINE					FIELD(#FILENM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LIBRARY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#MEMBER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#DATA1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
**********
REQUEST		FIELDS(#FILENM	#LIBRARY	#MEMBER)

USE						BUILTIN(ACCESS_FILE)	WITH_ARGS(OPEN	#FILENM	#LIBRARY	
									#MEMBER)	TO_GET(#RETCOD)

DOUNTIL		COND('(#I	*GE	10)	*OR	(#RETCOD	*NE	OK)')
USE						BUILTIN(ACCESS_FILE)	WITH_ARGS(READ	#FILENM)		
									TO_GET(#RETCOD	#DATA1)

*	<	process	data1	>

ENDUNTIL

USE								BUILTIN(ACCESS_FILE)	WITH_ARGS(CLOSE
#FILENM....)	TO_GET(#RETCOD)
	



9.4	ACCESS_RTE
	注：組	み込み関数の規則
編集中のファイルの定義とLANSAシステム内に定義されている別の
ファイルとの間のアクセス経路の属性を指定または再指定します。
アクセス経路とは何か、および、LANSAシステムでのアクセス経路の
使用法については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「他のファイルへ
のアクセ	ス	経路」を参照してください。
この組み込み関数を使用して基本的なアクセス経路の属性を定義した
ら、ACCESS_RTE_KEY組み込み関数を繰り返し使用して、経路キー・
フィール	ドまたは値を指定または再指定します。
ACCESS_RTEを使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを使用
して編集セッションを開始する必要があります。
許可される引数の値および適用されるデフォルトについては、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「アクセス経路明細の保守」を	参照し
てください。

こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 RDMLX	パーティションで
はiSeriesを使用しません。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未	対応 	

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必 名	前の最初の3文字は、組み込 1 10 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30041.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30045.htm


須 み関数START_FILE_EDITで指定
されている編集「ソース」と同
じものである必要があります。

2 A 必
須

ア	クセス経路の記述 1 40 	 	

3 A 必
須

経	路を通じたアクセス先ファイ
ル

1 10 	 	

4 A 必
須

*FIRST	および*DEFAULTを使用
するファイルが常駐するライブ
ラリは許容されます。	
Visual	LANSAでは、下位互換性
を保つためにブランクまたは
*LIBLも有効です。

1 10 	 	

5 N 必
須

予	期される最大レコード長は、
1から9999の範囲である必要があ
ります。

1 4 0 0

6 A 任
意

こ	の経路を通じてレコードが見
つからなかった場合のアクショ
ン。ABORT、IGNORE、
N/AVAILまたはDUMMYのいず
れかである必要がありま	す。

1 10 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻	りコード
OK：	アクセス経路が定
義された
ER：	エラーが検出された

2 2 	 	



戻	りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションは継続し
ます。編集セッションの
間、今回および以降のす
べての要求に	おいて、エ
ラーを引き起こしたアク
セス経路は無視されま
す。

	



9.5	ACCESS_RTE_KEY
	注：組	み込み関数の規則
すでに組み込み関数ACCESS_RTEによって定義されているアクセス経路
を通じてデータにアクセスするために使用されるフィールド名または値
を指定ま	たは再指定します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。
許可される引数の値および適用されるデフォルトは、『LANSA/AD	ユー
ザーガイド』の「アクセス経路明細の保	守」に	記載されています。
こ	れは、	LANSA	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未	対応 	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

ア	クセス経路の名前 1 10 	 	

2 A 必
須

ア	クセス経路を通じて
データにアクセスするた
めのキーを構成するため
に使用される、編集中の
ファイルのフィールド名

1 20 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30045.htm


またはリテラル値

3 N 任
意

任	意の順位番号。キー・
フィールドの順位番号と
して使用されます。指定
されない場合は、キーの
順序は、表示されている
順序と同じになります。

1 5 0 0

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻	りコード
OK：	アクセス・キーが
定義された
ER：	エラーが検出された
戻	りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションは継続し
ます。編集セッションの
間、今回および以降のす
べての要求に	おいて、エ
ラーを引き起こしたアク
セス経路は無視されま
す。

2 2 	 	

	



9.6	ADD_DD_VALUES
	注：組み込み関数の規則
新しいドロップダウン値のセットを追加するか、既存のドロップダウン
値のセットに値を追加します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可

Visual	LANSA	for
Linux

使用可
(V10.0
からサ
ポー
ト)

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドロップダウン名はDDで
始まっている必要があり
ます。

4 4 	 	

2 A 必須 区切り値：ブランクまた
は*LOVALはすべて1つの
値を意味します。

1 1 	 	

3 A 必須 ドロップダウン値 1 256 	 	
	

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最



号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード。可能な戻り
値：

OK：値は正常に追加され
た
ER：エラーが発生した

2 2 	 	

	

例
受注状況フィールドに対してドロップダウン値をセットアップします。
DEFINE			FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
USE						BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDST	'/'	
								'Raised/Open/Closed/Invoiced/History/Back	Ordered')
											TO_GET(#RETCOD)
IF							COND('#RETCOD	*NE	OK')
*	<<	error	processing	>>
ENDIF
USE						BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDST	'	'	'Cancelled')
											TO_GET(#RETCOD)
IF							COND('#RETCOD	*NE	OK')
*	<<	error	processing	>>
ENDIF
	



9.7	ALLOW_EXTRA_USER_KEY
	注：組み込み関数の規則

DISPLAY、	REQUEST、またはPOP_UPコマンドのパラメータによって
使用可能になる通常のユーザー定義のファンクション・キーに加えて、
「拡張」ユーザー定義のファンクション・キーを使用可能にします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 使用可能にする拡張ファ
ンクション・キーの番号
を指定するか、これを含
むリテラルまたは変数。
指定される値は、1から24
の範囲にある必要があり
ます。それ以外の場合は
無視されます。

1 2 0 0

2 A 任意 画面パネルのファンク
ション・キー領域に表示
される際に、ファンク
ション・キーに関連付け
る記述を指定するかこれ

1 10 	 	



を含むリテラルまたは変
数

	

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記
									ALLOW_EXTRA_USER_KEYによって拡張ファンクション・キーが使用可能になると、
現在のファンクション内で後続するDISPLAY、REQUESTまたはPOP_UPの各コマンドの処理
が影響を受けます。

									ALLOW_EXTRA_USER_KEYが実行されるたびに、以降のすべてのDISPLAY、
REQUEST、またはPOP_UPコマンドによって使用可能になる拡張キーの「スタック」に別の
(または同じ)ファンクション・キーが追加されます。この使用可能になった拡張ファンク
ション・キーの「スタック」は、最大24個の項目を含むことができます。24個を超える拡張
ファンクション・キーを使用可能にしようとすると(同じファンクション・キーを繰り返し使
用可能にする場合を含む)、実行時アプリケーション・エラーを引き起こします。

									組み込み関数DROP_EXTRA_USER_KEYSを使用すると、拡張ファンクション・キーの
「スタック」にあるすべての項目は削除されます。

									この方法で使用可能にする拡張ファンクション・キーが、DISPLAY、REQUEST、また
はPOP_UPコマンドによって自動的に使用可能になるファンクション・キーと競合しないよ
うに十分注意してください。このような競合があると、予測不可能または予期しない結果が
発生する場合があります。

									この組み込み関数は、ファンクション・キーをダイナミックに使用可能または使用不能
にし、関連する記述をダイナミックに変更することができるので、全構文検査および画面設
計機能によって使用される画面パネル・イメージでは、イメージのファンクション・キー領
域にそれらのファンクション・キーが表示されません。このようなファンクション・キー
は、アプリケーションの実行時にのみファンクション・キー領域に表示されます。

使用例
ファンクション内のすべてのパネルおよびポップアップ上で、ファンク
ション・キー5を使用可能にします。
FUNCTION	OPTIONS(	........)
USE						BUILTIN(ALLOW_EXTRA_USER_KEY)	WITH_ARGS(5	'Refresh')
	
特定のパネル上で、ファンクション・キー18および19を使用可能にし、
その他の余分なキーが偶発的に使用可能になることがないようにしま
す。
USE						BUILTIN(DROP_EXTRA_USER_KEYS)
USE						BUILTIN(ALLOW_EXTRA_USER_KEY)	WITH_ARGS(18	'''Hold''')
USE						BUILTIN(ALLOW_EXTRA_USER_KEY)	WITH_ARGS(19	'''Save''')



	
DISPLAY		FIELDS(........)
	
CASE					OF_FIELD(#IO$KEY)
WHEN					VALUE_IS('=	''18''')
									<<	hold	processing	>>
WHEN					VALUE_IS('=	''19''')
									<<	save	processing	>>
ENDCASE
	
ファンクション・キー14から21を使用可能にします。
DEFINE					FIELD(#I)	TYPE(*DEC)	LENGTH(2)	DECIMALS(0)
USE								BUILTIN(DROP_EXTRA_USER_KEYS)
BEGIN_LOOP	FROM(14)	TO(21)	USING(#I)
USE						BUILTIN(ALLOW_EXTRA_USER_KEY)	WITH_ARGS(#I)
END_LOOP
	



9.8	BCONCAT
	注：組	み込み関数の規則
最大5つまでの英数字文字列を連結して、戻り値として1つの文字を形成
します。各文字列に後続するブランクは切り捨てられ、各文字列の連結
操作中に、1文	字列につき1つのブランクが再挿入されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可

Visual	LANSA	for	Windows使	用可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用可
	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必
須

連	結する1番目の文字列 1 無
制
限

	 	

2 U 必
須

連	結する2番目の文字列 1 無
制
限

	 	

3 U 任
意

連	結する3番目の文字列 1 無
制
限

	 	

4 U 任
意

連	結する4番目の文字列 1 無
制
限

	 	

5 U 任
意

連	結する5番目の文字列 1 無
制

	 	



限
	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必
須

連	結結果の文字列 1 無
制
限

	 	

2 N 任
意

戻	される文字列の長さ 1 15 0 0

	

例
名前と苗字を連結して印刷名フィールドとします。
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#FNAME	#SURNAME)	TO_GET(#PRTNAME)
	



9.9	BINTOHEX
	注：組	み込み関数の規則
ソース・フィールドの内容を、バイナリ形式から、ソース内のバイトあ
たり2文字ずつで構成される英数字文字列に変換します。
例えば、ソースにABという文字が含まれる場合、戻される英数字文字
列は、C1C2(iSeries)	4142(Windows)になります。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

Visual	LANSA	for	Windows 使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最大長 最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 w 必	須ソー	ス：	
Visual	LANSAに関する注
意事項：	ソース・フィー
ルドのタイプは、無制限の
長さの任意のRDMLXにす
ることができます。

1 無	制限 	 	

2 N 任	意変	換されるバイト数。以
下の「技術ノート」を参照
してください。

1 11 0 0

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/

記述 最
小

最大長 最小
小数

最大
小数



任意 長 桁数桁数

1 X 必	須戻	される文字列
文字は	0〜9、A〜Fです。

2 無	制限 	 	

2 A 任	意戻	りコード	
OK：アクションが完了し
た
ER：エラーが発生した

2 2 	 	

	

技術ノート

2番目の引数 組み込み関数の動作

0	(デフォルト) 最	初の引数(ソース)の値がNULL終了文字列として
扱われます。

ソー	ス内の最初のNULLバイトが文字列の終了文字
になります。
ソー	ス内にNULLバイトがない場合、BIFはフィー
ルド全体を処理します。
処	理対象の文字列の末尾ブランク、復帰(CR)、また
は改行(LF)は切り捨てられます。
例(Windows)：	
ソースの値が以下の場合について考えます。

0xC1D4D840C1D4E2E8C4F0F220001F01
こ	のBIFで処理される実際の値は以下のとおりで
す。
0xC1D4D840C1D4E2E8C4F0F2
そ	の理由は以下のとおりです。
最	初のNULL(	0x00	)までは入力値のみが読み取られ
る
そ	の後、末尾ブランク(0x20)が切り捨てられる

負	の値 ソー	ス・フィールドの値全体が処理されます。切り
捨ては行われません。

正	の値、最初
の引数フィー

BIF	は、ソース・フィールドから指定数のバイトの
みを処理します。ソース値のこの部分に対して切り



ルドの現行サ
イズ以下

捨ては行われません。

最	初の引数
フィールドの
現行サイズを
超える値

ER	を返します。	
変換は行われません。

	



9.10	BUILD_WORK_OPTIONS
	注：組み込み関数の規則
プロセスとファンクション名のリストをダイナミックに変換して、
RDMLファンクション・ドライバーと連携することで容易に使用できる
形式のリスト・セットにします。
プロセスとファンクション名のリストは、タイプ・コードと共に組み込
み関数に渡されます。タイプ・コード別のファンクションのアクション
は次のとおりです。

									O：このファンクションは、作業リストの単一オブジェクトの単一のインスタンスで動
作します。

									M：このファンクションは、作業リストの複数のオブジェクトの複数のインスタンスで
動作します。

									B：	このファンクションは、作業リストの複数のオブジェクトの複数のインスタンスで
動作します(バッチ)。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 ファンクションの詳細を
含む作業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長

50 50 	 	



さの合計が正確に50バイ
トの作業リストを提供す
る必要があります。
各リスト項目は、正確に
次のような形式にする必
要があります。
1-2バイト：オプション番号(パッ
ク数字形式)
3-3バイト：ファンクション・タイ
プ(O、M、またはB)
4-13バイト：プロセス名
バイト：14-20:	ファンクション名
21-50バイト：ファンクションの記
述

このリストは、以下の
ルールに従って組み込み
関数によって更新されま
す。

ユーザーが使用権限を持
たないすべてのファンク
ションはリストから削除
されます。
すべての"O"項目は削除さ
れ、戻りリストに移され
ます。
ブランクのすべてのファ
ンクションの記述は、正
しい現在値に設定されま
す(この値が検出可能な場
合)。

2 N 必須 戻される最初のリストの
項目の長さ。この値は、
40から80の範囲である必
要があります。

1 15 0 0

	

戻り値



番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 最初の引数リストの項目
がすべて有効な"O"であ
り、これらの項目で構成
されたオプション行が含
まれる作業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が2番目の引数で
指定された長さと正確に
一致する作業リストを提
供する必要があります。

1 80 	 	

2 L 必須 以前のリストに有効なオ
プションとしてテキスト
形式で指定されてい
る"O"タイプのファンク
ションのオプション番号
を含む作業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に2バイト
の作業リストを提供する
必要があります。
各リスト項目は、次のよ
うな形式にする必要があ
ります。
1-2バイト：有効なオプ
ション番号(パック数字形
式)

1 2 	 	

	

使用例



この組み込み関数に、以下のような項目を含む定義リストを入力する場
合の例を示します。

オプ
ション

タイ
プ

プロセス ファンク
ション

記述

3 O PROC01 FUNC01 顧客の印刷

4 O PROC01 FUNC02 変更

5 O PROC01 FUNC03 	

0 M PROC01 FUNC04 全顧客の印刷

0 M PROC01 FUNC05 	

0 B PROC01 FUNC06 地区別顧客別売り上げの印
刷

4 O PROC01 FUNC07 顧客の削除
	

この組み込み関数が実行されると、連携形式のファンクションを実装し
やすくする3つのリストが戻されます。

戻される定義リスト

オプ
ション

タイプ プロセス ファンク
ション

記述

0 M PROC01 FUNC05 保留中のFAXの送信

0 B PROC01 FUNC06 地区別顧客別売り上げの印
刷

	

注：
									すべての"O"項目が削除されています。

									FUNC04は、ユーザーに使用権限がないため削除されています。

									FUNC05の記述が挿入されています。

									このリストを使用して、呼び出し(M)または送信(B)を実行するための関数のダイナミッ
ク・メニューを作成することができます。

戻されるテキスト・リスト



Text	(length	30,	say)	
3=Print	Customer	4=Change	
5=Send	FAX	to	Customer
	
注：

									すべてのテキストの詳細が、テキスト行の長さ30に一致するわけではないため、2つの
リスト項目が戻されます。

									オプションは折り返されるため、オプション・テキスト「行」にまたがることはありま
せん。

									オプション5の記述が挿入されています。

									ユーザーに使用権限がないため、FUNC07(オプション番号4)は含まれていません。

									このリストを使用すると、連携形式の画面パネル上で、ダイナミックにオプション域を
作成することができます。

戻される有効なオプション・リスト
オプション	
		03	
		04	
		05
	
注：

									ユーザーに使用権限がないため、FUNC07(オプション番号4)は含まれていません。

									このリストを使用すると、ユーザーが処理リストに入力したオプション番号に対する使
用権限を持つかどうかをダイナミックに検証できます。



9.11	CALL_SERVER_FUNCTION
	注：組み込み関数の規則
指定されたサーバー上でLANSAアプリケーションを呼び出し(実行し)、
実行が完了するまで待機します。ファンクションは*DIRECTである必要
があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 定義されているサーバー
のSSN

1 10 	 	

2 A 必須 呼び出されるファンク
ションの名前

1 7 	 	

3 A 任意 交換リストを渡す

Y：交換リストを渡す
その他：交換リストを渡
さない
デフォルトはNです。

1 1 	 	

4 A 任意 交換リストを戻す 1 1 	 	



Y：交換リストを戻す
その他：交換リストを戻
さない

デフォルトはNです。

5	-
14

L 任意 サーバー上のファンク
ションに渡される1から10
の作業リスト

	 	 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK：呼び出し完了
ER：呼び出し中にエラー
が発生し、エラー・メッ
セージが発行される

2 2 	 	

	

技術上の注記
									呼び出されるサーバー・ファンクションは、完全な「バッチ」ジョブです。どのような
方法を用いても(Windowsを使うなどしても)、DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドを実行す
ることはできません。これは、どの形式のユーザー・インターフェースにも論理的に接続し
ていないためです。同様に、ユーザー・インターフェースへの論理的な接続を必要とする他
のiSeries製品(STRSEU、WAF/400など)も使用できません。

この点については、アプリケーションの設計にかかわりが深いため、明確に理解しておく必
要があります。クライアント・ファンクションは、DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドを
介してユーザーと「対話」します。サーバー・ファンクションは、実際にサーバー上で実行
されるため、ユーザーと「対話」するための直接的または論理的方法は存在しません。

サーバー・ファンクションは、主に、別のプラットフォームで偶然実行されるクライアン
ト・ファンクションの「サブルーチン」です。

									作業リストに交換または渡されるフィールドは、ASCIIからEBCDICに自動的に変換さ
れます(その後、ASCIIに戻されます)。この変換はクライアントまたはサーバー・ファンク



ションからは不可視です。RDML	CALLコマンドを通じて同一のマシン上で呼び出されたよ
うに見えるだけです。

									作業リストの受け渡しのためのRDML	CALLコマンドに適用されるものと同じ規則がこ
の組み込み関数にも適用されます。

例：すべての作業リストは、呼び出し元でも受け取り先でも常に同じ定義がされている必要
があります。リストの定義が変更された場合は、両方とも再コンパイルする必要がありま
す。

									フィールドは、サーバー・ファンクションとの間で交換したり戻したりできます。

									作業リストは、サーバー・ファンクションに渡したり、サーバー・ファンクションから
戻したりできます。

									DBCS属性を持つ英数字フィールドは、ASCIIからEBCDIC	DBCSに、またはその逆方向
に変換されます。このタイプの変換は、フィールドがDBCS属性(J、E、Oなど)を持ち、
DBCS使用可能オプションをYに設定してサーバー接続している場合にのみ行われます。

									作業リストの詳細をサーバー・ファンクションにのみ渡す必要がある場合は、受け渡し
が完了する前に、作業リストをクリアしてください。これにより、リストをクライアントに
再度戻す手間を省き、通信トラフィックを軽減できます。

									作業リストがサーバー・ファンクションによってのみ戻される必要がある場合は、サー
バー・ファンクションを呼び出す前に作業リストをクリアしてください。これにより、リス
トの詳細をサーバーに送信する手間を省き、通信トラフィックを軽減できます。
さらに、これはサーバー・ファンクションが空またはクリアされたリストを受信していると
想定される場合に偶発的な「リストあふれ」を防ぐことにもなります。「リストあふれ」の
詳細については、以下のポイントを参照してください。

									サーバー・マシンから任意の形式で送付されるメッセージ情報は、テキスト形式で届き
ます。これは、純粋なテキストとして通常の方法(例：GET_MESSAGE)でRDMLファンク
ションに表示およびアクセスすることができます。サーバーから送付されたメッセージにつ
いては、メッセージIDおよびメッセージ・ファイル名などの詳細はわかりません。アプリ
ケーション・メッセージ待ち行列から特定のメッセージIDを読み取るようなクライアント・
アプリケーションを設計すべきではありません。

移植性に関する
考慮事項

DEFINE_OS_400_SERVERで定義されるサー
バー：
サーバーに渡される作業リストの合計バイト長
は、最大で32,000バイトです。合計バイト長と
は、項目のバイト長に現在の項目数を乗算した長
さです。1から10までの作業リストをサーバー上
のファンクションに渡す場合、サーバーに渡すこ
とができるバイトの合計は320,000になります。
つまり、32,000バイトの作業リストが10あること
になります。
クライアント・ファンクションが大きすぎるリス
トを渡した場合、この組み込み関数は致命的なエ



ラー・メッセージを出力します。ただし、サー
バー・ファンクションでは事情が異なります。
サーバーがパラメータとして受け取る作業リスト
は、呼び出し元(iSeriesベースのサーバー制御プ
ログラム)によって割り当てられたメモリーの中
に存在します。その作業リストにあまりにも多く
の項目を追加しようとすると、サーバー制御プロ
グラムは打ち切られ、アプリケーション・エラー
が発生します。
この警告を無視しないでください。クライアント
(Windowsなど)のファンクションからこの組み込
み関数を使用して作業リストをサーバー(iSeries
ベース)のファンクションへ渡すなどの場合、渡
される作業リストが「リストあふれ」を起こさな
いように十分に注意してください。
作業リストが含まれる
CALL_SERVER_FUNCTIONで予期しないエラー
が発生した場合は、まず、作業リストの「リスト
あふれ」が第1の原因として考えられます。

	

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
					abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。



9.12	CENTRE
	注：組み込み関数の規則
引数の文字列を戻り文字列にセンタリングします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数
以下の表に、このファンクションで使用される引数を示します。

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 センタリングする文字列 1 256 	 	

2 A 任意 組み込みブランク・フラ
グを削除する

値：
Y：削除する
N：削除しない
デフォルト：N

1 1 	 	

	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数

最大
小数



桁数 桁数

1 A 必須 戻されるセンタリン
グ文字列

1 256 	 	

	



9.13	CHECK_AUTHORITY
	注：組	み込み関数の規則
ユーザーがオブジェクトに対する特定の権限を持っているかどうかを検
査します。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

オ	ブジェクト・タイプP#およ
びATには、このプラット
フォームの文脈上何の意味もあ
りません。これらのオブジェク
ト・タイプのいずれかがこの組
み込	み関数に渡されると、エ
ラーが戻されます。

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

オ	ブジェクト名 1 10 	 	

2 A 必
須

オ	ブジェクト名
拡張子の値：

-	ブランク	
-	リテラル
-	*LIBL

1 10 	 	

3 A 必 オ	ブジェクト・タイプ 2 2 	 	



須 値：
DF	-	フィールド
AT	-	アプリケーション・
テンプレート*
PF	-	ファンクション
PD	-	プロセス
FD	-	フィル
P#	-	区画*
SV	-	システム変数
MT	-	多言語文字列
*注：オブジェクト・タイ
プP#とATは、Visual
LANSAの文脈上は何の意
味もありません。

4 A 必
須

オ	ブジェクトに必要な権
限：

値：
操	作上	
UD	-	定義を使用する	
MD	-	定義を変更する	
DD	-	定義を削除する
デー	タ	
DS	-	表示する	
AD-	追加する	
CH	-	変更する	
DL	-	削除する	

2 2 	 	

	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必	須 与	えられる権
限

1 1 	 	

	

このファンクションを使用して、ユーザーがファイルのレコードを更新



できるか、またはフィールド定義を使用できるかを判定することができ
ます。
DEFINE			FIELD(#OBJEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DEFAULT('''*LIBL''')
*	<	OR	>
DEFINE			FIELD(#OBJEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DEFAULT(*BLANKS)
USE						BUILTIN(CHECK_AUTHORITY)	WITH_ARGS	(#FILENAME	#OBJEXT	FD	CH)	TO_GET(#OKAY)
IF							COND('#OKAY	*EQ	Y')
UPDATE			FILE(#FILENAME)
ELSE
MESSAGE		MSGTXT('Not	authorized	to	update	file')
ENDIF
DEFINE			FIELD(#OBJEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DEFAULT(*BLANKS)
USE						BUILTIN(CHECK_AUTHORITY)	WITH_ARGS	#FLDNAME	#OBJEXT	DF	UD)	TO_GET(#OKAY)
IF							COND('#OKAY	*EQ	Y')
USE						BUILTIN(GET_FIELD)	WITH_ARGS(#FIELDNAME)	TO_GET(#RETC	#TYPE	#LEN....)
ENDIF
	
値*CHECK_AUTH_DYNLIBLがデータ領域DC@OSVEROPに指定されて
いない場合、ファイルに対する権限(FD)を検査する際にライブ	ラリまた
は*LIBLが指定されていないときは、LANSAに入力された時点では存在
したファイルが現在はライブラリ・リストにあることが想定されます。
ライブラリ・リストをダイナミックに変更することはできません。
LANSAセッションの間にライブラリ・リストが変更された場合は、新
しいライブラリ・リ	ストを認識させるためにLANSAを一度終了してか
ら再起動する必要があります。

ヒ	ント
値*CHECK_AUTH_DYNLIBLがデータ領域DC@OSVEROPに指定されて
いる場合は、ファイルに対する権限(FD)を検査する際にライブ	ラリまた
はLIBLが指定されていないときは、そのつどライブラリ・リストが取得
されて、CHECK_AUTHORITYで実際に使用するライブラリがダ	イナ
ミックに決定されます。この設定を使用すると、パフォーマンスに影響
が生じる場合があります。
ファイルに対する権限を検査する場合は、オブジェクト拡張子の値にシ
ステム変数*PARTDTALIBを使用します。
注：FUNCTION	権限(タイプPF)を検査する場合は、引数として
PROCESSとFUNCTIONの両方を指定する必要があります。つまり、オ
ブジェクト名は	PROCESSで、オブジェクト拡張子はFUNCTIONになり



ます。
USE						BUILTIN(CHECK_AUTHORITY)	
									WITH_ARGS	(#PROCESS	CONTROL	PF	UD	)	TO_GET(#OKAY)
IF							COND('#OKAY	*EQ	Y')
CALL					PROCESS(#PROCESS)	FUNCTION(CONTROL)
ELSE
MESSAGE		MSGTXT('Not	authorized	to	function	CONTROL')
ENDIF
	



9.14	CHECKNUMERIC
	注：組み込み関数の規則
文字列が許容される値のみで構成されているかどうかを検査し、整数部
と小数部を数値変数に変換します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 変換する文字列 1 256 	 	

2 N 任意 許可される整数部の最大
桁数

範囲：	0	-	63
デフォルト：	15

1 3 0 0

3 N 任意 許可される小数部の最大
桁数

範囲：	0	-	63
デフォルト：	9

1 3 0 0

4 A 任意 $、%、C、Rなど、許可
される文字から無視する

1 50 	 	



文字のリスト
	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 戻される整数部分 1 無
制
限

0 0

2 N 任意 戻される小数部分 1 無
制
限

1 無
制
限

3 A 任意 OKかどうかを示す戻り
コード(Y/N)

1 1 	 	

4 A 任意 戻される数値の符合(+ま
たは-)

1 1 	 	

5 N 任意 戻される整数桁数 1 3 0 0

6 N 任意 戻される小数桁数 1 3 0 0
	

例
#P90および#DECという中間作業フィールドを使用して、英数字フィー
ルド#Aから、パック10進数9、2の結果フィールド#P92を取得します。
USE								BUILTIN(CHECKNUMERIC)	WITH_ARGS(#A	7	2)	TO_GET(#P90	#DEC)
CHANGE					FIELD(#P92)	TO('#P90	+	#DEC')
	



9.15	CHECKSTRING
	注：組み込み関数の規則
文字列が許可されている文字のみを含んでいるか検査します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 チェックする文字列 1 無
制
限

	 	

2 A 必須 許可されている文字のリ
スト

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 OKかどうかを示す戻り
コード(Y/N)
Y：指定されている文字
のみを含んでいる

N：それ以外の文字を含
んでいる

1 1 	 	

	

技術ノート
Alphaフィールドには、常に、フィールド長になるまで末尾にブランク
が埋め込まれます。このBIFを使用するときにAlphaフィールドを使用す
る場合は、これらの末尾ブランクを考慮する必要があります。検査対象
の文字列で末尾ブランクが許可されている場合は、許可されている文字
のリストでブランクが指定されている必要があります。
許可されている文字のリストでリテラルを使用することもできます。
許可されている文字のリストでAlphaフィールドを使用する場合は、末
尾ブランクを含めることができます。以下に例を示します。
USE	BUILTIN(CHECKSTRING)	WITH_ARGS(#STRING	#ALLOW)
TO_GET(#YN)
	

#ALLOWが値'A	'のAlpha(2)の場合、文字Aおよびブランクが#STRINGで
検査されます。
#ALLOWに'AB'が保持されている場合、文字AおよびBが#STRINGで検
査されます。#STRINGに末尾ブランクが含まれていると、戻りコードは
N	(他の文字を含む)になります。
なお、RDMLXでは、以下の操作が可能です。

									組み込みメソッドの使用。組み込み関数の引数でトリミングし、フィールド値から末尾
ブランクを切り捨てます。

									ContainsOnly組み込みメソッドによるCHECKSTRING組み込み関数の置き換え。この組
み込みメソッドでは、Alphaフィールドの末尾ブランクが重要ではないものとして扱われ、
DBCS文字が処理されます。

									タイプStringのフィールドの使用



9.16	CLR_MESSAGES
	注：組	み込み関数の規則

RDMLプログラム待ち行列からすべてのメッセージをクリアします。
RDMLファンクションのプログラム待ち行列のメッセージは、通常、
ユーザーに表示される次の画面の22/24行目に表示され、その後、自動
的にクリア/	削除されます。
メッセージは、オペレーティング・システム・コマンド、組み込み関
数、無効なI/O要求および/またはMESSAGE、VALUECHECKなどの
RDMLコマンドによってプログラム・メッセージ待ち行列に入れられて
いる可能性があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

イ	ベント・ログ・メッ
セージのクリア(Y/N)
こ	のオプションはVisual
LANSAでのみ有効で
す。
デ	フォルトは、イベン
ト・ログ・メッセージを

1 1 	 	



クリアするYです。
	

戻り値
この組み込み関数には戻り値はありません。



9.17	COMPARE_FILE_DEF
	注：組	み込み関数の規則

2つのCTDファイルを比較し、オブジェクトが異なっているかどうかを
示すフラグを戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 未	対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

LANSA	ファイル名 1 10 	 	

2 A 必
須

現	在のCTDへのパス 1 256 	 	

3 A 必
須

新	規CTDへのパス 1 256 	 	

4 A 任意 ライブラリ名 1 10 	 	
	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/

記述 最
小

最
大

最
小

最
大



任意 長 長 小
数
桁
数

小
数
桁
数

1 A 必
須

戻	りコード
NC：	相違は発見されな
かった
CH：	定義に相違が見つ
かった
ER：	エラーが発生した

2 2 	 	

	
	



9.18	COMPILE_PROCESS
	注：組	み込み関数の規則
プロセスおよび選択されたすべてのファンクションをコンパイルしま
す。

こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

IBM	iのRDMLX区画で
は使用しないでくださ
い。
LANSA/ADでは、ジョ
ブを個別のタスクとし
てバッチに送信しま
す。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSAはコンパ
イル・プロセスを開始
し、コンパイルが完了
するまでは制御を戻し
ません。

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

	

Visual	LANSAの引数
番
号

タイ
プ

必須/
任意

Visual	LANSAの内容 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 プ	ロセス名 1 10 	 	

2 L 必	須 ファ	ンクション名を含む
作業リスト。呼び出し元
のRDMLファンクション

1 7 	 	



は、項目の長さの合計が
正確に7バイトの作業リス
トを提供する必要があり
ます。
コ	ンパイルに際してファ
ンクションを指定しない
場合は、空の作業リスト
を渡す必要があります。

3 A 任	意 ジョ	ブの名前
無	視

1 10 	 	

4 A 任	意 ジョ	ブ記述の名前
無	視

1 21 	 	

5 A 任	意 ジョ	ブ待ち行列の名前
無	視

1 21 	 	

6 A 任	意 出	力待ち行列の名前
無	視

1 21 	 	

7 A 任	意 プ	ロセスのコンパイル。
このオプションはプロセ
スを強制的に再生成しま
す。このオプションがNO
でも、プロセスがコンパ
イルされる場合がありま
す。

デ	フォルトはNOです。

2 3 	 	

8 A 任	意 RDML	ソース・リストを
作成するかどうかを指定

無	視

2 3 	 	

9 A 任	意 RPG	&	DDSソース・リス
トを作成するかどうかを
指定

こ	のオプションは
LANSA/PCのソー	スの保

2 3 	 	



管オプションとして扱わ
れます。

10 A 任	意 コ	ンパイルしたプログラ
ムを最適化するかどうか
を指定

無	視

2 3 	 	

11 A 任	意 10	進データ・エラーを無
視するかどうかを指定

無	視

2 3 	 	

12 A 任	意 デ	バッグを使用可能にす
る/プログラムの識別情報
を削除するかどうかを指
定

最	初の文字のみチェック
されます。これがYの場合
はデバッグが可能になり
ます。デフォルト：Y

6 6 	 	

13 A 任	意 コー	ド生成機能の作業域
をダンプするかどうかを
指定

無	視

2 3 	 	

14 A 任	意 Documentor	の詳細を作成
するかどうかを指定

無	視

2 2 	 	

15 A 任	意 HTML	ページを生成する
かどうかを指定

YES：	HTMLページを生
成する
NO：	HTMLページを生成
しない
デ	フォルト：使用可
注：	この引数は、Webが

2 3 	 	



使用可能なプロセスにの
み適用可能です。

16 A 任	意 HTML	エディター・エク
ステンションの詳細を生
成するかどうかを指定

こ	のオプションは、妥当
性数値と同様に扱われま
す。
YES：	HTMLエディタ・
エクステンションをサ
ポートする詳細を生成す
る
NO：	詳細を生成しない
注：	この引数は、Webが
使用可能なプロセスにの
み適用可能です。
こ	のオプションがYESの
場合は、HTMLページ作
成オプションもYESに設
定する必要があります。

2 3 	 	

17 A 任	意 XML	を生成するかどうか
を指定

YES：	XMLを生成する
NO&	nbsp;：XMLを生成
しない
デ	フォルト：使用可
注：	この引数は、XMLが
使用可能なプロセスにの
み適用可能です。

2 3 	 	

	

LANSA/ADの引数
番
号

タイ
プ

必須/
任意

LANSA/ADの内容 最
小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



数
桁
数

数
桁
数

1 A 必	須 プ	ロセス名 1 10 	 	

2 L 必	須 ファ	ンクション名を含む
作業リスト。呼び出し元
のRDMLファンクション
は、項目の長さの合計が
正確に7バイトの作業リス
トを提供する必要があり
ます。

コ	ンパイルに際してファ
ンクションを指定したく
ない場合は、空の作業リ
ストを渡す必要がありま
す。
戻	されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
1	から7バイト：ファンク
ション名

1 7 	 	

3 A 任	意 バッ	チ・ジョブの名前
デ	フォルト：プロセス名

1 10 	 	

4 A 任	意 ジョ	ブ記述の名前
デ	フォルト：要求する
ジョブの属性からのジョ
ブ記述

1 21 	 	

5 A 任	意 ジョ	ブ待ち行列の名前
デ	フォルト：要求する
ジョブの属性からのジョ
ブ待ち行列

1 21 	 	

6 A 任	意 出	力待ち行列の名前 1 21 	 	



デ	フォルト：要求する
ジョブの属性からの出力
待ち行列

7 A 任	意 ファ	ンクションと同様に
プロセスをコンパイルす
るかどうかの指定

YES：	プロセスをコンパ
イルする
NO：	プロセスをコンパイ
ルしない
デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置
461の「コンパイル・プロ
セスの省略値」。
「注：」を	参照

2 3 	 	

8 A 任	意 RDML	ソース・リストを
作成するかどうかを指定

YES：	RDMLリストを作
成する
NO：	リストを作成しない
デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置
146の「ソース・リスト作
成の省略値」

2 3 	 	

9 A 任	意 RPG	&	DDSソース・リス
トを作成するかどうかを
指定

YES：	RPG	&	DDSリスト
を作成する
NO：	リストを作成しない
デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置

2 3 	 	



146の「ソース・リスト作
成の省略値」。「注：」
を	参照

10 A 任	意 コ	ンパイルしたプログラ
ムを最適化するかどうか
を指定

YES：	プログラムを最適
化する
NO：	最適化しない
デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置
147の「コンパイルの最適
化の省略値」。「注：」
を	参照

2 3 	 	

11 A 任	意 10	進データ・エラーを無
視するかどうかを指定

YES：	10進データ・エ
ラーを無視する
NO：	10進データ・エラー
を無視しない
デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置
148の「10進データ・エ
ラーの省略値」。
「注：」を	参照

2 3 	 	

12 A 任	意 デ	バッグを使用可能にす
る/プログラムの識別情報
を削除するかどうかを指
定

YES	YES：プログラムを
デバッグ・モードで使用
できるようにし、識別情
報を消去しない

6 6 	 	



NO	NO：デバッグを使用
不可にし、プログラムの
識別情報を消去する
NO	YES：デバッグを使用
不可にするが、プログラ
ムの識別情報を消去しな
い

デ	フォルト：システム定
義データ・エリア
DC@A01における桁位置
400の「デバッグの使用可
能の省略値」
警	告：このパラメータに
は、YESNOを指定しない
でください。プログラム
に識別情報がないと、
DEBUGは正常に実行され
ません。

13 A 任	意 コー	ド生成機能の作業域
をダンプするかどうかを
指定

YES：	作業域をダンプす
る
NO：	作業域をダンプしな
い
デ	フォルト：使用可

2 3 	 	

14 A 任	意 Documentor	の詳細を作成
するかどうかを指定

YES：	Documentorの詳細
を作成する
NO：	Documentorの詳細を
生成しない
デ	フォルト：
Documentatorがパーティ
ション・レベルで使用可

2 2 	 	



能になっている場合は
YES、そうでない場合は
NO

15 A 任	意 HTML	ページを生成する
かどうかを指定

YES：	HTMLページを生
成する
NO：	HTMLページを生成
しない
デ	フォルト：使用可
注：	この引数は、Webが
使用可能なプロセスにの
み適用可能です。

2 3 	 	

16 A 任	意 数	値の検証
YES：	HTMLエディタ・
エクステンションをサ
ポートする詳細を生成す
る
NO：	詳細を生成しない
注：	この引数は、Webが
使用可能なプロセスにの
み適用可能です。

こ	のオプションがYESの
場合は、HTMLページ作
成オプションもYESに設
定する必要があります。

2 3 	 	

17 A 任	意 XML	を生成するかどうか
を指定

YES：	XMLを生成する
NO&	nbsp;：XMLを生成
しない
デ	フォルト：使用可
注：	この引数は、XMLが
使用可能なプロセスにの

2 3 	 	



み適用可能です。

	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 戻	りコード
OK：送信が成功した
ER：引数の詳細が無効
であるか、権限上の問
題が発生した。この場
合は、戻りコード・エ
ラー・メッセージが自
動的に発行されます。

2 2 	 	

	

LANSA/ADの引数に関する注意事項
	番
号

	

9 RPG	&	DDSソース・リストを作成するかどうかを指定	
デフォルト：システム定義データ・エリアDC@A01における桁位
置146の「ソース・リスト作成の省略値」
このデフォルト設定は、システム設定を確認する機能の「コ	ンパ
イルと編集の	設定」で、プロセスのコンパイルオ	プションを通じ
て確認してください。

10 コ	ンパイルしたプログラムを最適化するかどうかを指定	
デフォルト：システム定義データ・エリアDC@A01における桁位
置147の「コンパイルの最適化の省略値」	
このデフォルト設定は、システム設定を確認する機能の「コ	ンパ
イルと編集の	設定」で、[ソー	ス・リストの作成]オプションを通
じて確認してください。

11 10	進データ・エラーを無視するかどうかを指定	
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デフォルト：システム定義データ・エリアDC@A01における桁位
置148の「10進データ・エラーの省略値」。
このデフォルト設定は、システム設定を確認する機能の「コ	ンパ
イルと編集の	設定」で、PRGの10進データ・エラーの無視オ	プ
ションを通じて確認してください。

	

例
ユーザーが自身のバージョンの「プロセスのコンパイル/再コンパイ
ル」の機能を使用して、プロセスおよびファンクションのコンパイルを
制御したい場合は、	次のように行います。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#PROCES)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#FUNCTN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEF_LIST			NAME(#WKFUNL)	FIELDS((#FUNCTN))	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#BWFUNL)	FIELDS((#FUNCTN))
*********		Clear	working	and	browse	lists
BEGIN_LOOP					
CLR_LIST			NAMED(#WKFUNL)
INZ_LIST			NAMED(#BWFUNL)	NUM_ENTRYS(10)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Request	Process	and	Functions
REQUEST				FIELDS(#PROCES)	BROWSELIST(#BWFUNL)
*********		Move	Functions	from	the	browselist	to	the	working	list
SELECTLIST	NAMED(#BWFUNL)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#WKFUNL)
ENDSELECT					
*********		Execute	built-in-function	-	COMPILE_PROCESS
USE								BUILTIN(COMPILE_PROCESS)	WITH_ARGS(#PROCES	#WKFUNL)	TO_GET(#RETCOD)
*********		Check	if	submission	was	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Compile	Process	submitted	successfully')
CHANGE					FIELD(#PROCES)	TO(*BLANK)
ELSE					
MESSAGE				MSGTXT('Compile	Process	submit	failed	with	errors,	refer	to	additional	messages')
ENDIF					
END_LOOP					
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9.19	COMPILE_COMPONENT
	注：組	み込み関数の規則
このBIFはコンポーネントをコンパイルします。
こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未	対
応

	

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSAはコンパ
イル・プロセスを開始
し、コンパイルが完了
するまでは制御を戻し
ません。

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 L 必	須作	業リスト名。作業リストの
長さは合計で9バイトである必
要があります。

各	リスト項目は、次のような
形式にする必要があります。
1	から9バイト：A(9)、コン
ポーネント名

1 9 	 	

2 A 任	意強	制コンパイル(YES/NO)
このオプションがNOの場合は
必要なコンポーネントのみコ

2 3 	 	



ンパイルされ、オプションが
YESの場合はすべてのコン
ポーネントがコンパイルされ
ます。
デ	フォルト：未対応

3 A 任	意生	成されるソース・コードを
保持する(YES/NO)
デ	フォルト：未対応

2 3 	 	

4 A 任	意デ	バッグ用コンパイル
(YES/NO)
デ	フォルト：未対応

2 3 	 	

5 A 任	意コ	ンパイルのWebサービス
(A/W/N)
A：	すべてのWebルーチン
W：新しいWebルーチンのみ
N：コンパイルしない
デ	フォルト：N

1 1 	 	

6 L 任	意作	業リスト名。作業リストの
長さは合計で21バイトである
必要があります。

各	リスト項目は、次のような
形式にする必要があります。
テ	クノロジ・サービスID。
A(21)。<プロバイダ名>:<テク
ノロジ・サービス名>の形式で
指定する必要があります。	
例えば、LANSA:XHTMLのよ
うになります。

1 21 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任

記述 最
小
長

最大
長

最
小
小

最大
小数
桁数



意 数
桁
数

1 A 必
須

戻	りコード
コンポーネントはビルド・プロ
セスを渡していないかロックさ
れていると失敗する場合があり
ます。

OK：	コンパイル実行が成功し
た
NR：	リスト内でコンパイル可能
なコンポーネントが見つからな
かった
ER：	引数の詳細が無効である
か、権限上の問題が発生した。
この場合は、戻りコード・エ
ラー・メッセージが自動的に発
行されます。

2 2 	 	

	

例
ユーザーが自身のバージョンの「コンポーネントのコンパイル/再コン
パイル」の機能を使用して、コンポーネントのコンパイルを制御する場
合は、次のように	行います。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#COMPNAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(9)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEF_LIST			NAME(#WKCOMP)	FIELDS(#COMPNAME)	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#BWCOMP)	FIELDS(#COMPNAME)
*********		Clear	working	and	browse	lists
BEGIN_LOOP
CLR_LIST			NAMED(#WKCOMP)
INZ_LIST			NAMED(#BWCOMP)	NUM_ENTRYS(2)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Request	component	names
REQUEST				BROWSELIST(#BWCOMP)
*********		Move	components	from	the	browselist	to	the	working	list
SELECTLIST	NAMED(#BWCOMP)



ADD_ENTRY		TO_LIST(#WKCOMP)
ENDSELECT
*********		Execute	built-in-function	-	COMPILE_COMPONENT
USE								BUILTIN(COMPILE_COMPONENT)	WITH_ARGS(#WKCOMP)	TO_GET(#RETCOD)
*********		Check	if	submission	was	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Compile	Component	submitted	successfully')
ELSE
MESSAGE				MSGTXT('Compile	Component	submit	failed	with	errors,	refer	to	additional	messages')
ENDIF
END_LOOP
	



9.20	CONCAT
	注：組	み込み関数の規則
最大5つまでの英数字文字列を連結して、戻り値として1つの文字列を作
成します。このファンクションでは、後続ブランクの切り捨ては行われ
ません。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必
須

連	結する1番目の文字列 1 無
制
限

	 	

2 U 必
須

連	結する2番目の文字列 1 無
制
限

	 	

3 U 任
意

連	結する3番目の文字列 1 無
制
限

	 	

4 U 任
意

連	結する4番目の文字列 1 無
制

	 	



限

5 U 任
意

連	結する5番目の文字列 1 無
制
限

	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必
須

連	結結果の文字列 1 無
制
限

	 	

2 N 任
意

戻	される文字列の長さ 1 15 0 0

	

技術上の注記
この組み込み関数には、次のように2つの連続した操作があります。
1.			入力文字列を連結します。
				結果の文字列の長さが2番目の戻りフィールド(提供される場合)に追
加されます。結果の文字列の長さが、最初に結果を戻したフィール
ド・タイプで可能な最大長を超えない限り、すべての入力文字列の連
結が継続されます。最大	長を超えると連結は停止し、最初に戻され
たフィールド・タイプで可能な最大長の値が2番目の戻りフィールド
に入ります。

2.			結果の文字列を最初の戻りフィールドに適用します。
				戻りフィールドの長さが結果の文字列の長さより短い場合は、超過し
た	最後の部分が切り捨てられます。

このため、2番目の戻りフィールドの値は、最初の戻りフィールドの文
字列の長さにはなりません。
フィールド・タイプで可能な最大長の詳細については、「フィー	ルド・
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タイプ	の考慮事項」を参照してください。

使用例
USE	BUILTIN(CONCAT)	WITH_ARGS(#VAL1	#VAL2	#VAL3	#VAL4
#VAL5)	TO_GET(#VAL6	#SIGN150)
	

例の
番号

#VAL1
の長さ

#VAL2
の長さ

#VAL3
の長さ

#VAL4
の長さ

#VAL5
の長さ

#VAL6
の最大
長

#VAL6
のタイ
プ

#SIGN150
の戻り値

例	1 2 2 2 2 2 7 Alpha 10

例	2 256 2 2 2 2 7 Alpha 256
	

例1では、5つの入力フィールドすべてに2文字の文字列が含まれていま
す。#VAL6に含めることができる最大バイト数が7バイトしかなくて
も、	#SIGN150では、2	+2	+2	+2	+2の結果である10が戻されます。
例2では、連結は#VAL2で停止します。これは、結果の文字列の長さが
256より大きくなるからです。256は英数字フィールド(タイプ#VAL6)に
含めることができる最大長です。#SIGN150の値は256です。
いずれの例でも、#VAL6で返される文字数は7のみです。
	



9.21	CONNECT_FILE
	注：組み込み関数の規則
指定された物理ファイル(およびそれに基づくビュー)に対する後続の全
I/O要求をサーバーに再経路指定するようにLANSAを準備します。詳細
については、「データベースの接続」を参照してください。
ファイル接続の確立は非常に高速で、時間はほとんどかかりません。経
路指定テーブルを更新するだけで、サーバーとの通信はまったく行われ
ません。
この接続は、組み込み関数DISCONNECT_FILEを使用するか、LANSA
環境を終了させるなどの明らかな停止処理が取られるまで有効です。
アプリケーションを設計する際は、接続および切断ポイントを最小限に
するような設計にすべきです。
複数のファイルを複数のサーバー・システムに同時に接続することは可
能ですが、1つのファイルを複数のサーバーに同時に接続することはで
きません。
ここで言及する「ファイル」とは、基本となる物理ファイル(または
テーブル)とそれに基づくすべての論理ファイル(またはビュー)を指しま
す。
すでに接続されているファイルに対する接続要求があると、選択ブロッ
ク・サイズと選択制限がリセットされることを除き、無視されます。エ
ラーにはなりません。
以下の場合に接続要求を出すと、致命的なエラーが発生します。

									現在、あるサーバーと接続しているファイルに対して、別のサーバーへの接続要求を出
した場合

									LANSAファイル(外部ファイルおよびSQLビューを除く)に対して接続要求を出した場合
で、RRNパスの定義を必要とするデータベースについてのAUTO_RRNがこのファイルで設定
されていない場合

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXでのみ使用可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可
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引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

物理ファイル/テーブル名
この名前は大文字で指定する必要
があります。
指定された名前に対する妥当性検
査や、この名前が存在するかどう
かの確認は行われません。
名前は総称名で指定することが可
能です。総称名の区切り文字とし
ては、'*'を使用してください。

1 10 	 	

2 A 必
須

定義されているサーバーのSSN 1 10 	 	

3 N 任
意

選択ブロック・サイズ。デフォル
ト	=	50
注1：RETURN_RRNパラメータと
一緒にSELECTループで使用され
るファイルに対しては、ブロッ
ク・サイズ1を使用する必要があ
ります。
これより大きいブロック・サイズ
を使用すると、RETURN_RRNの
戻り値が予期できない値になりま
す。
注2：SELECTループで使用され、
WITH_KEYまたはWITH_RRNパ
ラメータを持たないDELETEコマ
ンドまたはUPDATEコマンド(最新
の読み込んだレコードの更新また

1 10 0 0



は削除)によって変更されるファ
イルに対しては、ブロック・サイ
ズ1を使用する必要があります。
注3：選択するフィールドのいず
れかがBLOBまたはCLOBで、こ
のためサーバーからクライアント
にファイルを送信する必要がある
場合、SELECTプロセスにブロッ
ク・サイズ1を使用したかのよう
な振る舞いになります。

4 N 任
意

選択制限値このオプションは、プ
ログラムで選択ループを'n'行に制
限するものではありません。この
目的に使用しないでください。
暴走した(すなわち、制御不能
の)SELECTループによる大量デー
タの転送を阻止するよう設計され
ています。
選択制限値を超えると、致命的な
アプリケーション・エラーが発生
します。このエラー状況で返され
る行数は未確定です。

デフォルト	=	10000

1 10 0 0

	

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記
									ファイルの使用中(サーバーに接続していないか、別のサーバーに接続するファイルに
対するSELECTループの実行中など)に、そのファイルに対する接続要求を実行すると、アプ
リケーション・エラーまたは予期しない結果が発生します。

									どのような場合でも、この組み込み関数を使用して、LANSA/ADの内部データベース・
ファイルDC@Fnnをアプリケーションに接続することはできません。この点については検査
されませんが、ルールには従うようにしてください。

									全面的に、LANSA	SuperServer機能は、いかなる方法または形式においても複数メン
バー・ファイルをサポートしていません。複数メンバー・ファイルにアクセスするサー
バー・ファンクションを実行あるいは呼び出す方法を工夫することは不可能ではありません
が、その機能はサポートされていないこと、また、IBM	iに100%依存していることを覚えて



おいてください。この機能からIBM	iベースのI/Oモジュールが呼び出されると、現行のライ
ブラリ・リスト(*LIBL)からI5/OSの論理的な最初のメンバーとして(通常は*FIRSTというシン
ボル名で)必要なファイル・メンバーが開きます。

クライアント・ベースのファンクション(ライブラリ*LIBL、メンバー*FIRSTを使用)とサー
バー・ベースのファンクション(ライブラリおよび/またはメンバーに対するPOINTコマンド
を使用)を同時に実行し、両方のファンクションが同じファイルにアクセスする場合は、メッ
セージIOM0033が発行され、関連するI/Oモジュールにエラーが発生します。これは、クライ
アントのファンクションのPOINTコマンドが存在するかどうかに関係なく発生します。すべ
てのVisual	LANSA(クライアント)環境では、POINTコマンドは無視されます。

									すべての「接続」のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるのではな
く、1つのファンクションだけにコーディングすることを強くお勧めします。このようにす
ることで、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護することがで
きます。

									すでにあるサーバーに接続しているファイルに対して、同じサーバーへの接続要求を
行ってもエラーにはなりません。接続しようとしたファイルがすでに接続中の場合は、選択
ブロックと選択制限値が更新されます。この技法は、選択ブロック/制限値をダイナミックに
変更する場合には使用できますが、I/O操作が保留中(SELECTループの実行中)の場合は除き
ます。

									ファイル名がブランクのファイルには接続を試みないでください。

									ファイルを総称名(LM*、GL*、*など)にする場合は、総称名が重複しないように十分注
意してください。このルールが守られないと、予期しない結果を招きます。このルールで
は、"*"(任意の名前)を使用してファイルを指定する際は、名前そのものが一致する場合のみ
指定可能です。つまり、"*"の前後の名前による接続ファイルは重複することになります。

									サーバー・マシンから任意の形式で送付されるメッセージ情報は、テキスト形式で届き
ます。これは、純粋なテキストとして通常の方法(例：GET_MESSAGE)でRDMLファンク
ションに表示およびアクセスすることができます。サーバーから送付されたメッセージにつ
いては、メッセージIDおよびメッセージ・ファイル名などの詳細はわかりません。アプリ
ケーション・メッセージ待ち行列から特定のメッセージIDを読み取るようなクライアント・
アプリケーションを設計すべきではありません。

エラー処理に関する注意事項

複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
				abort	msgtxt('失敗しました.............................')
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ



リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。

CONNECT_FILEブロック・サイズの使用
ブロック・サイズのパラメータのデフォルトの値は50です。これは、
サーバーと接続するたび、アプリケーションの最後に50個ずつレコード
がクライアント側に戻されるという意味です。データは、特定のファイ
ルに存在する順序で処理され、デバッグによって50のレコードをループ
するコードが示されますが、サーバーからデータを取得する接続は1回
しか行われません。
このため、相対レコード番号または最後に読み取られたレコードを使用
することには危険が伴います。
以下のコードで考えてみましょう。
SELECT	FIELDS(...)	FROM_FILE(FILEA)	RETURN_RRN(#RRN)
...
UPDATE	FIELDS(...)	IN_FILE(FILEA)	WITH_RRN(#RRN)
ENDSELECT
	
これは、IBM	iサーバーでは許容されているコードです。しかし、クラ
イアント/サーバー環境では、選択後のRRN値は、50番目のレコードの
相対レコード番号になります。サーバー上のOAMは読み取りを1回実行
しているため、これが最新のRRNとして認識されて戻されます。
同じことが次のコードにも当てはまります。
SELECT	FIELDS(...)	FROM_FILE(FILEA)	RETURN_RRN(#RRN)
...
UPDATE	FIELDS(...)	IN_FILE(FILEA)
ENDSELECT
	

OAMに関する限り、最新のレコードは50番目のレコードになります。
試行されるすべてのUPDATEまたはDELETEは、読み取られたこの最新
レコードに対して実行されます。
SELECTループで使用されるファイルに対するキーの更新は許可されて
いません。このため、ブロック・サイズを1に設定することがこの場合
の唯一の解決法です。こうすると、データには1回に1つずつレコードが
戻されるようになります。
この方法のマイナス面は、アプリケーションのパフォーマンスが著しく
低下することです。現時点では、サーバー上の複数のレコードを更新す



る最も効率的な方法は、CALL_SERVER_FUNCTION組み込み関数を使
用してサーバー上で更新コードを実行する方法であることに注意する必
要があります。
複数の詳細レコードをオープンできるようにアプリケーションを保守す
る場合にも、同様の問題が発生します。例えば、Visual	LANSAアプリ
ケーションで社員のリストを表示する場合があります。ユーザーがリス
ト内のある項目をダブル・クリックすると、その保守フォームをオープ
ンすることができます。このリストから社員番号を受け取り、FETCHを
使用してデータを読み取ります。FETCHによってOAMはレコードを1つ
だけ読み取ります。変更を保存する前に、ユーザーは別の社員の詳細情
報も同様にオープンします。最後に読み取られた値がサーバー上の
OAMに格納され、OAMが関係する間は、この値が2番目の社員情報とな
ります。
したがって、実行されたのがFETCHであっても、社員情報の保守はキー
を指定して更新する必要があります。最後に読み取られたレコードを更
新すると、このレコードは上書きされます。



9.22	CONNECT_SERVER
	注：組	み込み関数の規則
実行するファンク	ションをファイルをサーバーに接続します。この接続
は、組み込み関数DISCONNECT_SERVERを使用するか、Visual	LANSA
環境を終了させるなどの明らかな停止処理が取られるまで有効です。
サーバーとし	て、DEFINE_OS_400_SERVER、
DEFINE_ANY_SERVER、DEFINE_OTHER_SERVER、
DEFINE_DB_SERVERのいずれかのBIFで定義されたSSNを指定すること
ができます。このSSNは、ローカル・データベース・サーバーを参	照す
る特殊なSSN	*LOCALDBにすることも可能です。詳細については、
「デー	タベースの接続」を参照してください。
接続が確立される	までには、多少の時間を要します。
アプリケーション	を設計する際は、複数の接続/接続切断を使用するの
ではなく、シングル・エントリー・ポイント接続が要求されるような設
計にするべきです。
すでに接続中の	サーバーに対する接続要求は無視されます。エラーには
なりません。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

RDMLX	でのみ使用可

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使	用
可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必 定	義されているサーバーの 1 10 	 	
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須 SSN

2 A 任
意

サー	バー接続用のパスワー
ド。この値はファンクション
呼び出し中にのみ存在し、保
管されることはありません。

こ	の値を指定しないと、アプ
リケーション・サーバー接続
では、デフォルトのパスワー
ドにx_runパラメータのPSPW=
の値を使用します。
こ	の値を指定しない場合、接
続パラメータで定義されたパ
スワードを使用するデータ
ベース・サーバー接続によ
り、DEFINE_DB_SERVERが上
書きさ	れま
す。DEFINE_DB_SERVERの
例に示すように、ODBCプロン
プトでパスワードを要求する
設定が可能です。

1 256 	 	

3 A 任
意

この	値が'Y'の場合、パスワー
ド値が無視され、Windowsア
プリケーションを実行してい
る権限が、サーバーでのケル
ベロス・プロトコルによる認
証に使用	されます。
この	値が'N'の場合は、認証に
パスワード引数が使用されま
す。
この	値を指定しない場合は、
PSTCパラメータの現行の	設
定がデフォルト値になりま
す。「PSXX=パラメータ」を
参照してください。

1 1 	 	

4 A 任
意

サー	バーへの接続に使用する
ユーザー名。この値はファン

1 256 	 	
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クション呼び出し中にのみ存
在し、保管されることはあり
ません。
この	値を指定しない場合、ア
プリケーション・サーバーの
接続では、デフォルトのユー
ザー名として、X_RUNパラ
メータのUSER=の値が使用さ
れます。
この	値は、データベース・
サーバー接続では無視されま
す。

5	 A 任
意

サー	バー・エラーをハンドル
この	値が'Y'の場合、クライア
ントのX_Runセッションは
サーバーからエラーが戻って
きてもアボートしません。そ
の代わり戻りコードに"FE"が
セットさ	れ、サーバーのエ
ラーメッセージはメッセージ
キューに格納されます。
こ	の値が'N'の場合、サーバー
からエラーが戻ってくるとク
ライアントのX_Runセッショ
ンがアボートします。
省略	値は'N'です。

1 1	 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必 戻	りコード 2 2 	 	



須 OK：接続が確立された	
ER：接続が確立されなかった	
FE：致命的なエラー

2 A 任
意

サー	バー・タイプ
SuperServer	の場合、以下のいずれ
かになります。
AS400	(IBM	i	RPG)
RDMLX400	(IBM	i	RDMLX)
LINUX
WINDOWS
デー	ターベース・サーバーの場
合、以下のいずれかになります。
DB_ODBCORACLE
DB_MSSQLS
DB_MSACCESS
DB_SQLANYWHERE
DB_XXXXX	(XXXXXはユーザー
定義のデータベース・タイプ)
注：タ	イプが判別できない場合
は、サーバー・タイプは
UNKNOWNとして戻されます。

3 15 	 	

3 N 任
意

接	続エラー・コード
戻	りコードがOKまたはLANSAが
エラー・コードを判定できない場
合はゼロ
SuperServer	の場合はコミュニケー
ション・エラー・コードになりま
す。最も一般的なエラー・コード
は、次のとおりです。
	6：	ログオンできなかった
17：	クライアントまたはサー
バーで予期しないエラーが発生し
た
20：	サーバーを検出できなかっ
た
デー	タベース・サーバーの場合

10 10 0 0



は、ネイティブのデータベース・
エラー、ODBC/CLI	API戻りコー
ド、または内部LANSAエラーを
示す-9999になることがありま
す。

技術上の注記
									す	べての「接続」のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるのではな
く、1つのファンクションだけにコーディングすることを強くお勧めしま	す。このようにす
ることで、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護することがで
きます。

									こ	の組み込み関数は、デフォルトでは、クライアントのシステム上で現在使用されて
いるシステム区画と同じ識別子を持つサーバー・システム上のシステム区画へ	の接続を実行
します。異なる識別子を持つシステム区画への接続方法については、組み込み関数
SET_SESSION_VALUEの	CONNECT_PARTITIONオプションを参照してください。

									IBM	iサーバーに対してケルベロス認証を使用する場合、Windowsドメイン・ユーザー
(そのユーザーの権限でアプリケーションを実行)のケルベロス・プリ	ンシパル名をLANSA
ユーザーに関連付ける必要があります。この関連付けは、iSeries	Enterprise	Identity	Mapping
(EIM)機能を使用して行います。

技術ノート	(iSeriesの場合)
									同	時に複数のIBM	iサーバーに接続することができます。

									同	じIBM	iサーバーに何度でも接続することができます(もちろん異なるSSN名を使用し
ます)。

									デー	タベース・サーバー接続のセットアップは、通常、通信サーバーに比べると、よ
り簡潔にできます。通信サーバーへの「初回」の接続が、最も困難です。初回の	接続では、
複雑で多くの場合に意味不明な(『Host	Integration	Server	2000	Error	Major/Minor	error
codebook』を参照しない限り)エラー・メッセージ番号が次々と表示され、フラストレーショ
ンが募ります。

									ワー	クステーション・クライアントとIBM	iサーバー間の通信の構成や保守については
本書の範囲外ですが、以下のヒントや手法が問題の原因を突き止めるのに役立つかもしれま
せん。

現在使用中のユーザー・プロファイルについて、以下の点を確認します。

									I5/OS	に定義されているか

									必	要なLANSAの区画に対する権限があるか

									長	さは10文字以下であるか

									関	連するジョブ記述を持ち、その初期ライブラリ・リストにLANSAのプログラム・ラ
イブラリ(多くの場合、DC@PGMLIB)およびライブラリQGPL	が含まれているか

									問	題解決を試みる場合は、そのジョブ記述のログ・レベルがLOG(4	00	*SECLVL)に設定
されているかどうか。このように設定することで、プロファイルが開始するI5/OSのジョブに



より、I5/OSジョブ・ログを作成	できます。ジョブ・ログによって、ほとんどの場合に有益
なエラー情報が提供されます。

									ADDDIRE	コマンドおよびADDOFCENRコマンドを通じてOffice	Servicesに登録します。

									ダ	ム端末にサインオンし、その直後にLANSA	PARTITION(xxx)コマンドを入力して
I5/OSユーザー・プロファイルを検証してください。思いがけない事態になりましたか?

通信リンクを通じてユーザー・プロファイルのテストを行う前に、明らかになったエラーま
たは使用権限の問題の原因を取り除いてください。

									I5/OS	コマンドのWRKSBSJOB	QCMNを使用して、サブシステムQCMNにアクティブな
ジョブを表示してください。F5のリフレッシュを繰り返し使用して、通信ジョブが開始され
るよう	に、リストをリフレッシュしてください。
サブシステムQCMNがアクティブになっていますか?

NO	の場
合：

サ	ブシステムを開始し、操作をや
り直してください。

YES	の場
合：

サ	ブシステムQCMNにI5/OSの
「サーバー」ジョブが表示されて
いますか?

&
nbsp;				YES
の場合：

直	ちに「5=処理」を使用して、こ
のジョブをトレースしてくださ
い。トレースが終了するまで待
ち、ジョブ・ログ・ファイルにス
プールされた結果を詳しく	チェッ
クしてください。ログが生成され
ていない場合は、問題の原因がト
レースされるまで、使用中のユー
ザー・プロファイルに関連する
ジョブの記述をLOG	(4	00
*SECLVL)に変更してください。
IBM	iシステムに、"LXX"(LANSA
SuperServer)ライセンスがインス
トールされていますか?また、それ
は最新ですか?LANSA
REQUEST(LICENSE)コマンドを使
用してチェックしてください。

&
nbsp;				NO
の場合：

PC	上でコミュニケーション・マ
ネージャ、PC	Support、その他のコ
ミュニケーション・ルーターが開
始されていますか?



コ	ミュニケーション・マネージャ
のメッセージの表示オプション
に、エラー情報が表示されますか?
I5/OS	のDSPLOG(ログ表示)コマン
ドを実行すると、通信エラー情報
が表示されますか?

エラー処理に関	する注意事項
複雑なエラー処理	スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラッ	プを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
					abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
標準的なエラー処	理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑に	なったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。このような事態に陥	らないようにしてくださ
い。



9.23	CONVERTDATE
	注：組み込み関数の規則
英数字の日付形式を変換します。
組み込み関数CONVERTDATEを2回使用して、2つの別々の結果フィール
ドを生成することにより、"THURSDAY	5TH	OCTOBER	1987"などの日
付を生成することができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 変換する日付 1 20 	 	

2 A 必須 変換前の日付形式 1 1 	 	

3 A 必須 戻り値で必要な日付形
式

1 1 	 	

	

有効な日付形式
									変換される日付：A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、V、W、X、Y、Zおよ
び1です。

									戻される日付：A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、K、L、M、N、O、P、Q、R、S、
T、U、V、W、X、Y、Zおよび1です。



								「日付形式」を参照してください。
	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻される変換後の日付 1 20 	 	

2 A 任意 変換が成功したかどうか
を示す戻りコード(Yまた
はN)

1 1 	 	

	

技術ノート
									比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁である必要がありま
す。ユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、YYMMDD、MMYY)の場合、システム定
義データ・エリアから世紀の値が検索されます。指定された年をデータ・エリアの年と比較
します。指定された年が比較年よりも小さいか等しい場合、前の世紀が使われます。指定さ
れた年が比較年よりも大きい場合、後の世紀が使われます。

									P、Q、R、S、T、Uの日付形式を使用すると、日付は、DC@M01のメッセージBIF0101
およびBIF0102で指定された形式で返されます。英語以外の言語で日付が返されるようにす
る場合は、これらのメッセージが適切な言語に翻訳されるようにしてください。

LANGがENGまたはNAT以外の場合は、メッセージが、実行している言語のメッセージ・
ファイルに存在していることを確認する必要があります。

例
日付形式がYYMMDD(Dタイプ)の日付フィールド#YMDを、日付形式が
DDMMYY(Bタイプ)の日付フィールド#DMYに変換するには、次のよう
に指定します。
USE								BUILTIN(CONVERTDATE)	WITH_ARGS(#YMD	D	B)	TO_GET(#DMY)
	

its:LANSA015.CHM::/crfile6_valid_date_formats.HTM


9.24	CONVERTDATE_NUMERIC
	注：組み込み関数の規則
日付を数値形式に変換します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 変換する日付 4 8 0 0

2 A 必須 変換前の日付形式 1 1 	 	

3 A 必須 戻り値で必要な日付形式 1 1 	 	
	

有効な日付形式
									変換前の日付形式として有効な値は、A、B、D、F、H、J、L、V、W、X、Y、Zおよび
1です。

									変換後に戻される日付形式として有効な値は、A、B、D、F、H、J、L、V、W、X、
Y、Zおよび1です。

								「日付形式」を参照してください。

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最

its:LANSA015.CHM::/crfile6_valid_date_formats.HTM


号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 N 必須 戻される変換後の日付 4 8 0 0

2 A 任意 変換が成功したかどうか
を示す戻りコード(Yまた
はN)

1 1 	 	

	

技術上の注記
									すべての日付の年は4桁である必要があります。

これは、比較および計算を正確に実行するためです。ユーザーが入力し
た年が2文字(例：DDMMYY、YYMMDD、MMYY)の場合、システム定
義データ・エリアから世紀の値が検索されます。指定された年をデー
タ・エリアの年と比較します。指定された年が比較年よりも小さいか等
しい場合、前の世紀が使われます。指定された年が比較年よりも大きい
場合、後の世紀が使われます。

									最初の引数および戻り値の特質

最初の引数および最初の戻り値には、INTEGERフィールドおよび
FLOATフィールドは使用できません。
DATEフィールドを直接使用することはできません。ただし、AsNumber
組み込み関数を使用してNumberに変換中の場合は、DATEフィールドを
間接的に使用することができます。
2番目の引数の値は、組み込み関数に指定する値の形式と同じにする必
要があります。
例えば、DATEFL1という名前のDATEフィールドがあり、このフィール
ドを最初の引数として組み込み関数に使用する場合は、以下のような変
換を行う必要があります。
DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)
	
他の形式の組み込み関数を参照してください。
2番目の引数の値はHにする必要があります。これは、DDMMYYYYの
日付形式を表しています。



最初の戻り値を保持するフィールドとしては、INTEGERおよびFLOAT
を含むすべてのNUMERICフィールドを使用することができます。

									翻訳

P、Q、R、S、T、Uの日付形式を使用すると、日付は、DC@M01のメッ
セージBIF0101およびBIF0102で指定された形式で返されます。英語以外
の言語で日付が返されるようにする場合は、これらのメッセージが適切
な言語に翻訳されるようにしてください。

LANGがENGまたはNAT以外の場合は、メッセージが、実行している言
語のメッセージ・ファイルに存在していることを確認する必要がありま
す。

RDMLX専用の例：
CONVERTDATE_NUMERICでは、フィールド・タイプはDATEのみを使
用してください。
USE	BUILTIN(CONVERTDATE_NUMERIC)
WITH_ARGS(#DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)	H
J)TO_GET(#NUM80	)
	
より洗練されたプログラミング・スタイルにするには、以下のコードを
使用する必要があります。
#NUM80	:=	#DATEFL1.AsNumber	(CCYYMMDD)
#NUM80は、8バイト長、小数点以下桁数0桁の符号付き数値です。
	

RDMLの例
日付形式がYYMMDD(Dタイプ)の日付フィールド#YMDを、日付形式が
DDMMYY(Bタイプ)の日付フィールド#DMYに変換するには、次のよう
に指定します。
USE								BUILTIN(CONVERTDATE_NUMERIC)	WITH_ARGS(#YMD	D	B)	TO_GET(#DMY)
	



9.25	CONVERT_STRING
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数は、あるエンコーディングのテキスト文字列を別のエ
ンコーディングの文字列に変換します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 適用不可

Visual	LANSA	for	Linux 未対応
	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

変換する文字列 1 無制限 0 0

2 N 必
須

変換先コード・ページ 1 5 0 0

3 N 任
意

変換元コード・ページ

デフォルト：現在の
ジョブのコード・ペー
ジ

1 5 0 0

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必
須

戻される変換後の文字
列

1 無制限 0 0

2 A 任
意

戻りコード。OK：変換
が完了したER：エラー
が発生した

2 2 0 	

	

技術上の注記
このBIFは、IBM	iで使用するためのものです。ページを「変換元コー
ド」から「変換先コード」に変換するIBM	iの変換テーブルがある必要
があります。このテーブルが存在しないと、戻される文字列は引数文字
列と同じになります。
この組み込み関数をVisual	LANSA	for	Windowsで実行する場合は、変換
は行われません。この場合、戻される文字列は引数文字列と同じになり
ます。

例
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#tocode)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#fromcode)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)								
DEFINE					FIELD(#String1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	INPUT_ATR(LC)	DEFAULT('convert	this	line')
DEFINE					FIELD(#string2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	INPUT_ATR(LC)
REQUEST				FIELDS(#string1	#tocode	#fromcode)				
USE								BUILTIN(convert_string)	WITH_ARGS(#string1	#tocode	#fromcode)	TO_GET(#string2	#RETCOD)
DISPLAY				FIELDS((#RETCOD)	(#string2))	
	



9.26	CREATE_SPACE
	注：組み込み関数の規則
指定した名前でスペース・オブジェクトを作成します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでのみ使用可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 	
	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A R スペース名

名前の指定は必須です。
名前では、大文字と小文
字は区別されません。
名前は、アスタリスク(*)
またはブランク文字で始
めることはできません。

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A O 標準戻りコード
OK：スペースが作成され
たか、すでに存在する

ER：作成が失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示されます。

2 2 	 	

	

技術上の注記
スペース・オブジェクトは、その名前によって、オペレーティング・シ
ステム・プロセス(またはジョブ)内で固有に識別されます(名前では、大
文字と小文字は区別されません)。
スペース・オブジェクトは、オペレーティング・システム・プロセス
(またはジョブ)間で共有することはできません。オペレーティング・シ
ステム・プロセスAおよびBが両方ともXという名前のスペース・オブ
ジェクトを使用している場合は、スペース・オブジェクトXの固有の独
立したインスタンスをそれぞれ使用していることになります。
スペース・オブジェクトは、永続的なものではありません。スペース・
オブジェクトとそのデータ内容は、オーナーのオペレーティング・シス
テム・プロセス(またはジョブ)が終了すると消滅します。

スペースのネーミングに関するアドバイスと技法
シンプルなRDMLファンクションのコンテキストでは、ほとんどの場
合、現在のファンクションの名前に基づくネーミング規約を使用してく
ださい。
以下は、この場合のファンクションの動作サンプルです。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
**********	COMMENT(Prototypical	cells	must	be	referenced)
GROUP_BY	NAME(#XG_SPACE)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME)
**********	COMMENT(Space	name	is	based	on	function	name	and	default)
DEFINE	FIELD(#SPACENAME)	REFFLD(#FUNCTION)
**********	COMMENT(Create	space	keyed	cell	EMPNO	and	with	2	data	cells)
USE	BUILTIN(CREATE_SPACE)	WITH_ARGS(#SPACENAME)
USE	BUILTIN(DEFINE_SPACE_CELL)	WITH_ARGS(#SPACENAME	EMPNO	KEY)
USE	BUILTIN(DEFINE_SPACE_CELL)	WITH_ARGS(#SPACENAME	GIVENAME)
USE	BUILTIN(DEFINE_SPACE_CELL)	WITH_ARGS(#SPACENAME	SURNAME)
**********	COMMENT(Don't	forget	to	destroy	the	space	when	finished)
USE	BUILTIN(DESTROY_SPACE)	WITH_ARGS(#SPACENAME)



	
複数のスペースを作成するフォームあるいはファンクションでは、ス
ペース名に固有の識別子を付ける方法をお勧めします。
以下は、この技法によるコード・フラグメントの例です。
**********	COMMENT(Name	is	longer	and	contains	the	function	name)
DEFINE	FIELD(#EMPSPACE)	REFFLD(#SYSVAR$AV)	DEFAULT(*FUNCTION)
DEFINE	FIELD(#DEPSPACE)	REFFLD(#SYSVAR$AV)	DEFAULT(*FUNCTION)
DEFINE	FIELD(#SECSPACE)	REFFLD(#SYSVAR$AV)	DEFAULT(*FUNCTION)
**********	COMMENT(During	initialization/startup)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#EMPSPACE	'.Emp')	TO_GET(#EMPSPACE)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#DEPSPACE	'.Dep')	TO_GET(#DEPSPACE)
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#SECSPACE	'.Sec')	TO_GET(#SECSPACE)
	

(もちろん、コンポーネント内では、スペース名に対して、*FUNCTION
ではなく、*COMPONENTのデフォルトを使用するようになります。)
より複雑な環境では、別のインスタンスや同じロジックが前に実行され
たことによって、スペースがすでに作成され、定義されているというこ
ともあり得ます。
そのような状況では、スペースの作成を試みる前に、スペースの存在検
査を行ってください。以下のRDMLXコード・フラグメントに示されて
いるような技法を使用することができます。
Define	#SpaceName	RefFld(#SysVar$Av)	Default(*Component)
Define	#SpaceRC	*Char	2
Def_Cond	*NoSpace	'#SpaceRC	*ne	OK'
	
EvtRoutine	Handling(#Com_Owner.CreateInstance)
Use	Space_Operation	(#SpaceName	CheckExistence)	(#SpaceRC)
If	*NoSpace
Use	Create_Space	(#SpaceName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	EmpNo	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	SurName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	GiveName)
Endif
EndRoutine
	
これ以上に複雑な複数インスタンスのRDMLXコンポーネントでは、コ
ンポーネントのそれぞれのインスタンスに対して固有のスペースが必要



になる場合があります(スペースは、名前によって固有に識別されるこ
とを忘れないでください)。
以下のような技法を使用することができます。
Define	#SpaceName	RefFld(#SysVar$Av)	Default(*Component)
Define	#SpaceRC	*Char	2
Def_Cond	*NoSpace	'#SpaceRC	*ne	OK'	
EvtRoutine	Handling(#Com_Owner.CreateInstance)
Invoke	#Com_Owner.CreateUniqueSpace	ReturnName(#SpaceName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	EmpNo	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	SurName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	GiveName)
EndRoutine
MthRoutine	CreateUniqueSpace
Define_Map	*Output	#SysVar$av	#ReturnName
Define	#TempName	RefFld(#SpaceName)
Define	#TempChar	*Char	10
Define	#TempNum	RefFld(#Date)	Length(10)	Decimals(0)	edit_code(4)	default(0)	To_Overlay(#TempChar)
Begin_Loop	Using(#TempNum)
Use	TConcat		(*Component	'.'	#TempChar)	(#TempName)
Use	Space_Operation	(#TempName	CheckExistence)	(#SpaceRC)
Leave	*NoSpace
End_Loop
Use	Create_Space	(#TempName)
Set	#ReturnName	Value(#TempName)
EndRoutine
	

その他のヒント、技法、アドバイス
何回も繰り返されるコマンドでは、絶対に必要な場合を除いて、マッピ
ング値としてビジュアルに定義されたフィールドを使用することは避け
てください。フィールドがビジュアルに定義されている場合、値へ、ま
たは値からのマッピングを行うと、ベースとなるビジュアル・コンテキ
ストのために処理速度が著しく低下します。
例えば、社員のスペース(およそ125,000行あります)内で、行の合計数を
数える場合のことを考えてみましょう。
以下のようにコーディングする場合があります。
Def_Cond	*Okay	'#SpaceRC	=	OK'
Change	#EmpTotal	0



Use	Select_in_Space	#Space	(#SpaceRc	#EmpNo	#GiveName	#SurName)
DoWhile	*okay
Change	#EmpTotal	'#EmpTotal	+	1'
Use	SelectNext_in_Space	#Space	(#SpaceRc	#EmpNo	#GiveName	#SurName)
EndWhile
	

#Space、#SpaceRc、#EmpNo、#GiveName、#SurNameフィールドのいず
れか1つがビジュアル・コンテキスト内に(すなわち、DEFINE_COMの一
部として)定義されている場合、値を125,000回マッピングするため、こ
のループのパフォーマンスに悪影響が生じます。
#EmpNo、#GiveName、#SurNameが1つのビジュアル・コンテキスト内に
定義されていれば、以下のようにして、このロジックのパフォーマンス
を向上させることができます。
Def_Cond	*Okay	'#SpaceRC	=	OK'
Change	(EmpTotal	0
Use	Select_in_Space	#Space	(#SpaceRc)
DoWhile	*okay
Change	#EmpTotal	'#EmpTotal	+	1'
Use	SelectNext_in_Space	#Space	(#SpaceRc)
EndWhile
	
または、以下のように実行することもできます。
Def_Cond	*Okay	'#SpaceRC	=	OK'
Define	#XEmpNo	RefFld(#EmpNo)
Define	#XGiveName	RefFld(#GiveName)
Define	#XSurName	RefFld(#SurName);	
Change	(EmpTotal	0
Use	Select_in_Space	#Space	#SpaceRc	#XEmpNo	#XGiveName	#XSurName)
DoWhile	*okay
Change	#EmpTotal	'#EmpTotal	+	1'
Use	SelectNext_in_Space	#Space	(#SpaceRc	#XEmpNo	#XGiveName	#XSurName)
EndWhile
	

例
このサンプルは、現在のコンポーネント名＋".emp"という名前のスペー
スを作成して、その中に3つのセルを定義するものです。3つのセルのタ
イプと長さは、それぞれEMPNO、GIVENAME、SURNAMEの定義に基



づきます。最初のセルは、スペースへのキーです。
Define	#SpaceName	*char	20
Use	TConcat	(*component	'.EMP')	(#SpaceName)
Use	Create_Space	(#SpaceName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	EmpNo	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	GiveName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	SurName)
	



9.27	DATEDIFFERENCE
	注：組み込み関数の規則
指定された2つの日付の間の日数を計算します。戻りコードは、日付形
式または日付自体が正しいかどうか(YまたはN)を示します。計算された
値の符号(正/負)も戻すことができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 開始/最初の日付。
「注：」を参照

6 8 0 0

2 A 必須 開始/最初の日付の形式 1 1 	 	

3 N 必須 終了/2番目の日付。
「注：」を参照

6 8 0 0

4 A 必須 終了/2番目の日付の形式 1 1 	 	
	

有効な日付形式
									最初および2番目の日付形式として有効な値は、A、B、D、F、H、J、L、V、および1で
す。



								「日付形式」を参照してください。
注：
最初の引数および3番目の引数には、INTEGERフィールドおよびFLOAT
フィールドは使用できません。
DATEフィールドは、固有のファンクションの.AsNumberを使用して最初
に文字列に変換すれば使用することができます。詳細については、
『LANSA	Verision	11.0の新機能』で組み込み関数のリストを参照してく
ださい。
2番目および4番目の引数の値は、固有のファンクションに指定する値の
形式と同じにする必要があります。
例えば、DATEFL1という名前のDATEフィールドがあり、このフィール
ドを最初の引数としてBIFに使用する場合は、以下のような変換を行う
必要があります。
DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)(他の形式の固有ファンクションを参
照してください)。
この例では、2番目の引数の値はHにする必要があります。これは、
DDMMYYYYの日付形式を表しています。
最初の戻り値を保持するフィールドとしては、INTEGERおよびFLOAT
を含むすべてのNUMERICフィールドを使用することができます。

RDMLX専用の例：
USE							BUILTIN(DATEDIFFERENCE_ALPHA)
WITH_ARGS(#DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)	H
#DATFL2.AsNumber	(CCYYMMDD)	J)TO_GET(#DEC80	)
	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 開始から終了までの日数 3 8 0 0

2 A 任意 相違を示す符号(+または-) 1 1 	 	

its:LANSA015.CHM::/crfile6_valid_date_formats.HTM


3 A 任意 完了したかどうかを示す
戻りコード(YまたはN)

1 1 	 	

	

注：比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁で
ある必要があります。ユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、
YYMMDD、MMYY)の場合、システム定義データ・エリアから世紀の値
が検索されます。指定された年をデータ・エリアの年と比較します。指
定された年が比較年よりも小さいか等しい場合、前の世紀が使われま
す。指定された年が比較年よりも大きい場合、後の世紀が使われます。

例
日付形式がYYMMDD(Dタイプ)の#YMD日付フィールドと、日付形式が
DDMMYY(Bタイプ)の#DMY日付フィールドの間の日数#DIFFを計算す
るには、以下のようにします。
USE								BUILTIN(DATEDIFFERENCE)	WITH_ARGS(#YMD	D	#DMY	B)
											TO_GET(#DIFF	#SIGN)
	



9.28	DATEDIFFERENCE_ALPHA
	注：組み込み関数の規則
指定された2つの日付の間の日数を計算します。戻りコードは、日付形
式または日付自体が正しいかどうか(YまたはN)を示します。計算された
値の符号(正/負)も戻すことができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 開始/最初の日付。
「注：」を参照

1 10 	 	

2 A 必須 開始/最初の日付の形式 1 1 	 	

3 A 必須 終了/2番目の日付。
「注：」を参照

1 10 	 	

4 A 必須 終了/2番目の日付の形式 1 1 	 	
	

有効な日付形式
									最初および2番目の日付形式として有効な値は、A、B、C、D、E、F、G、H、I、J、
K、L、M、V、および1です。



								「日付形式」を参照してください。
	

注：
最初の引数および3番目の引数には、INTEGERフィールドおよびFLOAT
フィールドは使用できません。
DATEフィールドは、固有のファンクションの.AsNumberを使用して最初
に文字列に変換すれば使用することができます。詳細については、
『LANSA	Version	11.0の新機能』で固有のファンクションのリストを参照
してください。
2番目および4番目の引数の値は、固有のファンクションに指定する値の
形式と同じにする必要があります。
例えば、DATEFL1という名前のDATEフィールドがあり、このフィール
ドを最初の引数としてBIFに使用する場合は、以下のような変換を行う
必要があります。
DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)(他の形式の固有ファンクションを参
照してください)。
この例では、2番目の引数の値はHにする必要があります。これは、
DDMMYYYYの日付形式を表しています。
最初の戻り値を保持するフィールドとしては、INTEGERおよびFLOAT
を含むすべてのNUMERICフィールドを使用することができます。

RDMLX専用の例：
USE							BUILTIN(DATEDIFFERENCE_ALPHA)
WITH_ARGS(#DATEFL1.AsNumber(DDMMCCYY)	H
#DATFL2.AsNumber	(CCYYMMDD)	J)TO_GET(#DEC80	)

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 開始から終了までの日数 3 8 0 0

2 A 任意 相違を示す符号(+または-) 1 1 	 	

its:LANSA015.CHM::/crfile6_valid_date_formats.HTM


3 A 任意 完了したかどうかを示す
戻りコード(YまたはN)

1 1 	 	

	

注：比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁で
ある必要がありますユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、
YYMMDD、MMYY)の場合、システム定義データ・エリアから世紀の値
が検索されます。指定された年をデータ・エリアの年と比較します。指
定された年が比較年よりも小さいか等しい場合、前の世紀が使われま
す。指定された年が比較年よりも大きい場合、後の世紀が使われます。

例
日付形式がYYMMDD(Dタイプ)の#YMD日付フィールドと、日付形式が
DDMMYY(Bタイプ)の#DMY日付フィールドの間の日数#DIFFを計算す
るには、以下のようにします。
USE								BUILTIN(DATEDIFFERENCE_ALPHA)	WITH_ARGS(#YMD	D	#DMY	B)
											TO_GET(#DIFF	#SIGN)
	



9.29	DECRYPT
	注：組	み込み関数の規則
テキスト文字列を復号します。
この組み込み関数は、ENCRYPTと	対で使用します。

LANSA/AD 使	用可

Visual	LANSA	for	Windows 使	用可

Visual	LANSA	for	Linux 使	用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

復	号するテキスト 8 無	制限 	 	

2 N 必
須

復	号後に予期される出
力テキストの長さ。こ
れは、暗号化時に指定
された2番目の引数であ
る暗号化するテキスト
の	長さと	同じ値になり
ます。

暗	号化されたテキスト
がHEX	(推奨される暗号
化テキストの保管方法)
で保管されている場
合、この値は、復号す
るテキストの半分の長
さになります。
こ	の長さ引数の値は、
8の乗数である必要があ

1 11 0 0



ります。
こ	の引数に指定する値
は、第1引数(復号する
テキスト)の長さの値よ
り大きくすることはで
きません。

3 u 必
須

復	号に使用するキー
こ	のキーは、
ENCRYPTファンクショ
ンで使用したキーと同
一である必要がありま
す。

16 32 	 	

4 A 任
意

HEX	で保管された、暗
号化されたテキスト

YES：	復号するテキス
トはHEX形式
NO：復号するテキスト
はbinary形式
デ	フォルト値はNOで
す。

2 3 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 u 必
須

戻	される復号後のテキ
スト

8 無	制限 	 	

2 A 任
意

戻	りコード
OK：	アクションが完
了した
ER：	エラーが発生した

2 2 	 	



技術上の注記
「ENCRYPT」を	参照してください。

例
「ENCRYPT」を	参照してください。



9.30	DEFINE_ANY_SERVER
	注：組	み込み関数の規則
サーバーとして使用するためのLANSAシステムの詳細を定義します。
定義の詳細は、永続的なものではなく、LANSA環境がアクティブな間
だけ存続します。
サーバーを定義するのにかかる時間は、ほんのわずかです。

プラットフォームについて

IBM	iサー
バー

こ	の組み込み関数は、RDMLXファイルに対して実行す
るI/Oコマンドで使用する必要があります。それ以外の
場合は、サーバーでRDMLXファンクション	を呼び出し
てください。RDMLXの区画が使用可能になった後に、
この組み込み関数を再コンパイルしている場合は、非
RDMLXオブジェクトにアクセスす	るために
DEFINE_OS_400_SERVERの代わりに使用することもで
きます。

区	画がRDMLXに対して使用可能になっていない場合、
または非RDMLXオブジェクトが再コンパイルされてい
ない場合は、非RDMLXオブジェクトにアク	セスするに
はDEFINE_OS_400_SERVERを使用する必要がありま
す。

その他の
サーバー

こ	の組み込み関数かDEFINE_OTHER_SERVERを使用し
てサーバー上の任意のオブジェクトにアクセスすること
ができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

RDMLX	でのみ使用
可

Visual	LANSA	for	Windows 使	用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

	

引数



番
号
タイ
プ

必須/任
意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必	須 SSN	(サーバーの別名)。
これは、今後のこのサー
バーへのすべての参照で
このファンクションおよ
び他のRDMLファンク
ションが使用する名前で
す。

1 10 	 0

2 A 必	須 LU	パートナー名 1 20 	 0

3 A 必	須 IBM	i以外のサーバーで
は無視(常にY)
Yまたは1：サーバー上で
コミットメント制御を開
始する。このサーバーの
接続が完了すると、クラ
イアントからRDMLレベ
ルのCOMMITまたは
ROLLBACKコマンドが
発行されるたび
に、"commit"また
は"rollback"要求を受け取
ります。
その他：コミットメント
制御を使用しない

1 1 	 	

4 A 任	意 X_RUN	例外引数 1 256 	 0

5 A 任	意 LOCK_OBJECT	要求をこ
のサーバーに転送しま
す。	
このオプションを使用す
る場合は、後続するすべ
てのLOCK_OBJECT要求
がこのサーバーに転送さ
れます。複数のサーバー

1 1 	 0



が共にこのオプションを
使用	可能に設定している
場合、各サーバーとも同
じLOCK_OBJECT要求を
受け取ります。
このような場合は、
LOCK_OBJECTを実行す
るすべてのサーバーが正
常に処理を完了するため
には、サーバーにロック
が許可されている必要が
ありま	す。1つのサー
バーでロックの許可に失
敗すると、すでにオブ
ジェクトのロックが許可
されているすべてのサー
バーに対して
UNLOCK_OBJECT要求
が	発行されます。
Y	または1：
LOCK_OBJECT要求を転
送する

Z：	LOCK_OBJECT要求
を転送し、このサーバー
に権限検査要求も転送す
る(権限検査要求を転送
する対象としては、1つ
のサーバーのみ指定して
くださ	い)
R：	ロック要求、権限要
求、リポジトリ・データ
要求(ローカルで検出さ
れない場合)を経路指定
します。「PSRR」の
X_RUN	パラメータに関
する注意事項も参照して
ください。
そ	の他	-	LOCK_OBJECT

its:lansa015.chm::/lansa/l4wdepb3_0025.htm


要求を転送しない
デ	フォルトはZです。

6 A 任	意 接	続待ちの間に「しばら
くお待ちください」とい
うメッセージを表示しま
す。	
Yまたは1：上記メッセー
ジを表示する
その他：メッセージを表
示しない	
デフォルトはYです。

1 1 	 0

7 A 任	意 IBM	i以外のサーバーで
は無視
実行優先順位。デフォル
トは20です。他の値は、
IBM	iのCHGJOBコマン
ドのRUNPTYパラメータ
で指定してください。指
定された値を変更する権
限がユーザーに許可され
ている必要があります。

1 2 	 	

8 A 任	意 IBM	i以外のサーバーで
は無視
クライアントからサー
バーへの変換テーブル
名。ライブラリ名は指定
できません。デフォルト
は*JOBで、この場合、
IBM	iサーバーのジョブ
のCCSIDとクライアン
ト・コード・ページに基
づいて変換テーブルが生
成されます。
この引数が*JOBの場合、
サーバーからクライアン
トへの変換テーブルも

1 10 	 0



*JOBである必要がありま
す。

9 A 任	意 IBM	i以外のサーバーで
は無視
サーバーからへクライア
ントの変換テーブル名。
ライブラリ名を指定する
ことはできません。デ
フォルトは*JOBで、この
場合、IBM	iサーバーの
ジョブのCCSIDおよびク
ライアント・コード・
ページに基づいて変換
テーブルが生成されま
す。
この引数が*JOBの場合、
クライアントからサー
バーへの変換テーブルも
*JOBである必要がありま
す。

1 10 	 0

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必	須 戻	りコード：	
OK：サーバーが定義され
た

2 2 	 0

	

技術上の注記
									こ	のBIFを使用するには、x_runパラメータCDLLをLCOMGR32.DLLに、x_runパラメー
タCMTHをCかTにそれぞれ設定する必要があ	ります。

									こ	の組み込み関数の呼び出しで指定するサーバー・ネットワーク名は、サーバーが
LANSAコミュニケーション管理機能で登録されたか登録予定のパートナーLU名と	一致して
いる必要があります。

									サー	バー定義および接続のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるので



はなく、1つのファンクションにのみコーディングすることを強くお勧めし	ます。このよう
にすることで、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護すること
ができます。

									SSN	値は、メッセージにしばしば表示される場合があるため、エンド・ユーザーにとっ
て意味のある名前にすることをお勧めします(CHICAGO、	BOSTON、CHARLIE1など)。

									SSN	名は、英語のアルファベット(大文字のAからZまで)で始まる固有の名前である必要
があります。

									サー	バーが接続されていない時は、繰り返し(再)定義することができます。現在接続さ
れているサーバーを(再)定義しようとすると、致命的なエラーが発生しま	す。

									X_RUN	例外引数を使用して、サー	バー・システム上で開始しているX_RUNコマンドの
パラメータ	をオー	バーライドすることができます。	

デフォルトでは、サーバー・システム上で開始しているX_RUNコマンドに、以下のクライア
ントX_RUNパラメータが渡されます(このコマンドから継承	されます)。CMTH=、CDLL=、
DATF=、DATS=、DBCF=、DBCL=、DBLK=、DBTC=、DBUS=、DEVE=、FXQF=、
FXQM=、HSKC=、INIT=、ITHP=、ITRC=、ITRL=、ITRM=、ITRO=、LANG=、PART=、
PRTR=、PSPW=、	PSTC=、PSWD=、TASK=、TERM=、USER=、XAFP=、およびXCMD=。
以下のクライアントX_RUNパラメータ値は、クライアン	トとサーバーが同じオペレーティ
ング・システムを使用する場合にのみこれらから継承されます。DBID=、DBII=、DBIT=、
DBUT=、ODBI	=、およびWPEN	(および関連するWindows印刷拡張パ	ラメータ)。

サーバー・システム上のその他すべてのX_RUNパラメータ値は、通常の方法(プロフィー
ル・ファイルから、システム環境設定からなど)でデフォルトが指	定されます(サー	バー・シ
ステム上で)。X_RUNコマンドに関する説明を参照し	て、すべてのパラメータの詳細および
その設定方法またはデフォルトの指定方法について確認してください。

									CDLL	=、CMTH=、DATF=、DATS=、DBUG=、DEVE=、LANG=、MODE=、PART=、
PROC=、PSPW=、USER=、および	XAFP=以	外のサーバーX_RUNパラメータは、(X_RUN例
外引数値を	使用して)すべてオーバーライドすることができます。これらのX_RUN引数は、
無	条件にク	ライアント・システムから継承されます。ただし、一部のパラメータは、
CONNECT_SERVERを呼び出す前にSET_SESSION_VALUEを	呼び出すことにより変
更できます。

パラメータのオーバーライドにより、特定の値または特殊な値*SERVERが指定される場合が
あります。*SERVERは、デフォルトのサーバーを使用す	る必要があることを示す値です。
例えば、DBII=*NONEを使用するWindowsクライアントは、Oracleを実行するWindows	Server
に接続する場合があります。デフォルトでは、Windowsはデータベース・タイプMSSQLS
(SQL	Server)を使用するため、DBUTをオーバーライドする必要があります。X_RUN例外引数
値には、DBUT=ODBCORACLEかDBUT=	*SERVERのいずれかを設定することができます。

									こ	の組み込み関数を使用して定義された詳細は、永続的なものではありません。
X_RUNコマンドが終了すると消滅します。ユーザー独自のSQLベースのテー	ブルを定義し
て、サーバー詳細を保持したり、テーブルを実際に読み込んでこの組み込み関数に渡される
値を取得することができます。

									こ	れらの機能で十分に	経験を積んでから、組織で使用する特定のサーバー・アーキテ
クチャを設計するようにしてください。サーバー・アーキテクチャは、以下の	ような特徴が
必要です。

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0090.htm
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									組	織の要件を満たしている

									手	早く容易に変更できる

									拡	張可能である

				大規模な設計あるいは開発プロジェクトに着手する前に、これを実行
し	てください。
									ク	ライアントの日付形式は自動的にサーバーに渡されます。日付形式同士が異なる場
合(MDYとDMYなど)、サーバーはクライアントの形式で自動的にデータ	を戻します。

クライアントの日付形式は、x_runパラメータのDATF=を指定するとデフォルトから変更する
ことができます。このパラメータの詳細については、	『Deploying	Client	and	Server
Applications』の標準のX_RUNパラメータを参照してください。

クライアントとサーバーで日付形式が異なる場合、正確な形式(DDMMYY)	を指定する日付
形式の妥当性検査は失敗します(戻されるデータはMMDDYY	の形式になる場合がありま
す)。クライアントが別の日付形式を使用する必要がある地域(米国および英国のクライアン
トなど)では、SYSFMTの日付形式	を使用されることをお勧めします。

コミット制御に関する注意事項
									「コ	ミット制御の開始」をYにした場合、LANSAは自動的にコミット制御の開始およ
び終了を実行します。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の｢ユー	ザー	出
口	F@BGNCMT	-	コミット制御の開始｣および｢ユー	ザー	出口
F@ENDCMT	-	コミット制御の終了｣を参照してくださ	い。

										サーバーがコミット制御を使用する	るよう指定されると、それ以降のすべての
COMMITおよびROLLBACK	コマンドで適用されます。
COMMITまたはROLLBACK	コマンドが発行されると、現在接続中のすべてのサーバーに対
して関連するルーチンがループします。	
コミット制御がアクティブなサーバーに対しては、"commit"もしくは"rollback"要求を発行
し、サーバーからの応答を待機してから続行しま	す。
これは、ローカル/クライアント・データベース・マネジメント・システムに対して
commit/rollbackが正しく発行	された後で実行されます。

エラー処理に関	する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のような	ごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)
				abort	msgtxt('失敗しまし	た.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行うように、生成されるすべてのアプリケーショ
ンに組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義の
エラー処理ロジッ	クが非常に複雑になったために全RDMLコードの40か

its:lansa010.chm::/lansa/ladtgubh_0160.HTM
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ら50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。こ	のような事態に陥らないようにしてくださ
い。

DBCSに関する考慮事項
サーバーがDBCS使用可能に指定されている場合は、クライアントのPC
上に追加の変換テーブルが必要となります。
このテーブルは、X_CT<language	code>.DATという名前で、
X_LANSA\EXECUTEディレクトリに保管されている必要があります。
<language	code>の部分が"JPN"(日本語)のX_CTJPN.DATという名前の
テーブルは、日本語を使用するユーザー用のものです。
この変換ファイルの使用では、以下の点に注意してください。

									こ	のテーブルは、ユーザーが変更できるように「現状のまま」の状態で出荷されま
す。警告は、明示的にも暗黙的にも示されません。このテーブルの保守および検	証は、各
ユーザーの責任で行う必要があります。

									こ	のテーブルは、現在の言語がDBCS使用可能に指定されている場合、Visual	LANSAの
DEFINE_ANY_SERVERファンクションによってロードされます。

									ロー	ドされたテーブルの名前は、"x_ct"と現在の言語コード(jpnなど)に接尾辞".dat"が組
み合わされたものになります。したがって、言語コード	jpnを使用する場合のテーブル名
は、"x_ctjpn.dat"となります。言語コードがtchiの場合は、テーブル名は"x_cttchi.dat"	です。

									こ	のテーブルは、<drive>:\x_lansa\executeディレクトリにある必要があり、<	drive>は、
Visual	LANSAがインストールされているローカルまたはサーバーのディスク・ドライブで
す。

									こ	の変換テーブルは、文字列のダブル・バイトの部分に対してのみ使用されます。文
字列のシングル・バイトの部分(DBCSのサポートの有無に関わらず)は、	常に、
DEFINE_ANY_SERVERファンクション呼び出しで指定されたI5/OSのシングル・バイト・
テーブルを使用して変換されます。

										これは、ダブル・バイトとシングル・バイトが混在するフィールドは、ある部分はこ
のテーブルによって、別の部分は(DBCSと非DBCSの両方の変換に使	用される)シングル・バ
イトの変換テーブルによって変換されることを意味します。

									フィー	ルドがDBCS使用可能に指定されている(例：ディクショナリ・キーボード属性が
j、e、o等)の場合、および現在の言語がDBCS使用可能の場合にの	み、個々のフィールド内の
データのDBCS変換が実行されます。これらの条件が両方とも当てはまらない場合は、前述
のシングル・バイト変換テーブルによっ	て、フィールド全体がシングル・バイト文字列に変
換されます。

									1	列目(先頭)に*がある行はコメント行であることを示します。

									す	べての値は、16進数のフォーマットで指定されます。

区切り文字に使用できるのは、シングル・カンマ(,)のみです。



9.31	DEFINE_DB_SERVER
	注：組	み込み関数の規則
このデータベースを使用するために特にリダイレクトされたファイルで
使用するデータベースの詳細を定義します。
この定義の主な目的は、外部ファイルおよび他のデータベース内のSQL
ビューをサポートすることです。外部ファイルおよびSQLビューは、
ファイル制御メ	ニューの外部ファイルのロードを使用してLANSAに
ロードされます。
これは、異なる区画または外部データベースにあるLANSAユーザー・
ファイルにアクセスするために使用することもできます。これらのファ
イル定義は、外	部のデータベースのリポジトリから現在のリポジトリに
エクスポートする必要があります。外部リポジトリでファイル定義を変
更した場合は、そのつど、現在の	リポジトリに再インポートしてOAM
を再作成する必要があります。
定義の詳細は、永続的なものではなく、LANSA環境がアクティブな間
だけ存続します。
データベースを定義するのにかかる時間は、ほんのわずかです。
注1：こ	のBIFは、DEFINE_OTHER_SERVERと同様の目的で使用します
が、OAMをローカルのPC上に常駐させたまま、データベースのI/Oを使
用してサーバーにアクセスする点だけが異なります。「デー	タベース接
続」を参照してください。
注2：こ	のBIFでは、ローカルでデータベース接続を確立する必要があ
ります。接続しないとエラーが返されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未	対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

引数

番 タ 必須/ 記述 最小 最大 最 最大

its:LANSA015.CHM::/database_connection_note.htm


号 イ
プ

任意 長 長 小
小
数
桁
数

小数
桁数

1 A 必	須 SSN	(サーバーの別名)。こ
れは、今後のこのサーバー
へのすべての参照でこの
ファンクションおよび他の
RDMLファンクションが使
用する名前です。

1 10 	 	

2 A 必	須 デー	タベース識別子 1 32 	 	

3 A 任	意 接	続パラメータのオー
バーライド(ブランク可)

1 256 	 	

4 A 任	意 RRN	パスのオーバーライ
ド(ブランク可)指定する場
合は、パス区切り記号(MS
Windowsの場合はバック・
スラッシュ)で終了する必
要があります。

1 256 	 	

5 A 任	意 デー	タベース・タ	イプの
オーバーライド(ブランク
可)。「X_DBMENV.DAT
ファイル」に記載されてい
る有効なデータベース・タ
イプを指定してくだ	さ
い。

1 32 	 	

6 A 任	意 ODBI：	このデータベース
のトランザクション・アイ
ソレーション・レベルを指
定して設定するためにオー
バーライドします。0から4
までの値またはブランクが
指定可	能です。0はデータ
ベースのデフォルト設定で

1 1 	 	



あることを示します。ブラ
ンクは、ODBI=パラメータ
と同じであることを示しま
す。詳細については、
「ODBI=パラメータ」を
参照してください。

7 A 任	意 ODBA：	このパラメータは
廃止予定です。詳細につい
ては、「ODBA=	パラメー
タ」を	参照してくださ
い。

1 1 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 必	須 戻	りコード
OK：	サーバーが定義され
た
ER：	サーバーが未定義で
エラー・メッセージが発行
される

2 2 	 	

	

技術上の注記
									デー	タベース識別子は、32ビットのODBC	Administratorで定義された有効なODBCデー
タベース名である必要があります。通常は、外部ファイルをLANSAにロードする際に使用し
た	ODBCデータベースと同じ名前を使用します。

									サー	バー定義および接続のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるので
はなく、1つのファンクションにのみコーディングすることを強くお勧めし	ます。このよう
にすることで、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護すること
ができます。

									SSN	値は、メッセージにしばしば表示される場合があるため、エンド・ユーザーにとっ
て意味のある名前にすることをお勧めします(CHICAGO、	BOSTON、CHARLIE1など)。



									SSN	名は、英語のアルファベット(大文字のAからZまで)で始まる固有の名前である必要
があります。

									サー	バーが接続されていない時は、繰り返し再定義することができます。現在接続さ
れているサーバーを再定義しようとすると、致命的なエラーが発生します。

									デ	フォルトでは、外部ファイルのロード時と同じ接続パラメータが使用されます。

									接	続パラメータのオーバーライドは、このデータベースへの接続時に使用するパラ
メータを増加および置換するために使用することができます。既存のパラメータ	は、パラ
メータの原則に従ってパラメータ上でのみ置換されます。このため、すでに存在しているパ
ラメータは、オーバーライドのパラメータに指定されること	はなく、そのまま存続します。

									CONNECT_SERVER	のBIFを使用してこのデータベースを接続する必要がある場合、す
べての接続パラメータを、接続パラメータのオーバーライドとして指定する必要があり、こ
のように指定しないと、ODBCからパラメータが欠落しているというプロンプトが出されま
す(注：DSN=、FILEDSN=、DRIVER=のODBC	接続パラメータは不要のため、無視されま
す)。また、オーバーライドするデータベース・タイプも指定する必要があります。これは、
デフォルトのデータベー	ス・タイプがOAMに保持されますが、CONNECT_SERVERのBIF使
用時にはこのOAMが認識されていないためです。

									ファ	ンクションまたはコンポーネントで外部ファイルを使用する場合に、
CONNECT_FILEで別のサーバーまたはデータベースに接続していない場合は、デ	フォルト
のデータベースが使用されます。データベースがこのBIFで定義されているかがシステムで
検査されます。定義されている場合は、自動接続の前に接	続パラメータのオーバーライドが
適用されます。

									LANSA	ファイルをこのデータベースに接続する必要がある場合でAUTO_RRNを使用し
ていないときは、RRNパスの指定は必須です。

									テー	ブル定義がODBC	Oracleを使用してLANSAにロードされると、Linuxサーバー内の
外部ファイルをサポートした今後の使用のためにデータベース・タイプが提供さ	れますが、
実行ではネイティブのOracleが使用されます。これを使用して1つのODBCデータベース・タ
イプから別のデータベース・タイプに変更する	と、OAMの実行時に致命的なエラーが発生
します。つまり、このBIFで指定するデータベース・タイプは、特殊なOracle使用時を除き、
OAMのデー	タベース・タイプと一致させる必要があります。

									こ	の組み込み関数を使用して定義された詳細は、永続的なものではありません。
X_RUNコマンドが終了すると消滅します。ユーザー独自のSQLベースのテー	ブルを定義し
て、サーバー詳細を保持したり、テーブルを実際に読み込んでこの組み込み関数に渡される
値を取得することができます。

									接	続パラメータのオーバーライドによってユーザーが接続情報を求められた場合(デー
タベース・ログインやパスワードなど)、このBIFで定義されている接続	パラメータのオー
バーライドを、データベースの接続で使用された実際の接続文字列に更新することができま
す。この機能は、このSSNに新しくODBC接続	するたびに、または、DISCONNECT_SERVER
を使用した後で、CONNECT_SERVERを使用した場合などに、ユーザーにプロンプトが表	示
されるのを防ぐためのものです(例えば、SQLサーバーでは、接続の更新と複数の接続読み取
りが必要です)。DISCONNECT_SERVERを実行	してユーザーに強制的に接続の詳細情報を入
力するようにする場合は、このBIFを再度呼び出して当初の値を置き換える必要がありま
す。

									こ	れらの機能で十分に経験を積んでから、組織で使用する特定のサーバー・アーキテ
クチャを設計するようにしてください。サーバー・アーキテクチャは、以下の	ような特徴が
必要です。



									組	織の要件を満たしている

									手	早く容易に変更できる

									拡	張可能である

									大	規模な設計あるいは開発プロジェクトに着手する前に、これを実行してください。

例
次に、データベースMYDATABASEに接続するCHICAGOという名前の
データベース・サーバーを定義して、ユーザーIDとパスワードをnullに
設定したために、ODBCからユーザーIDおよびパスワードを入力するよ
うに促すプロンプトが表示される例を示します。
USE	BUILTIN(DEFINE_DB_SERVER)	WITH_ARGS(CHICAGO	MYDATABASE	"UID=;PWD=;")	TO_GET(#RETCOD)
	
この場合、MYDATABASEと関連付けられているファイルが最初に使用
されると接続が確立されます。

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のような	ごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)
abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行うように、生成されるすべてのアプリケーショ
ンに組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義の
エラー処理ロジッ	クが非常に複雑になったために全RDMLコードの40か
ら50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。こ	のような事態に陥らないようにしてくださ
い。



9.32	DEFINE_OS_400_SERVER
	注：組	み込み関数の規則
現在のRDMLファンクションに対するサーバーとして使用されるIBM	i
システムの詳細を定義します。
定義の詳細は、永続的なものではなく、LANSA環境がアクティブな間
だけ存続します。
サーバーを定義するのにかかる時間は、ほんのわずかです。

RDMLXファイルに対して実行するI/Oコマンドで、BIFであるDEFINE_ANY_SERVERを
使用する必要があります。それ以外の場合は、	サーバーでRDMLXファンクションを呼
び出してください。

各製品の対応

LANSA/AD 未	対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

SSN	(サーバーの別名)。これは、
今後のこのサーバーへのすべての
参照でこのファンクションおよび
他のRDMLファンクションが使用
する名前です。

1 10 	 	

2 A 必
須

LU	パートナー名 1 20 	 	



3 A 必
須

サー	バー上でコミットメント制御
を開始します。このサーバーの接
続が完了すると、クライアントか
らRDMLレベルのCOMMITまたは
ROLLBACKコマン	ドが発行され
るたびに、"commit"また
は"rollback"要求を受け取ります。
Y	または1：コミットメント制御
を使用
そ	の他：コミットメント制御を使
用しない

1 1 	 	

4 A 任
意

サー	バーがDBCSを使用可能かど
うか指定

Y	または1：DBCSを使用可能
そ	の他：DBCSが使用できない
サーバー
デ	フォルトはNです。

1 1 	 	

5 A 任
意

LOCK_OBJECT	要求をこのサー
バーに転送します。このオプショ
ンを使用する場合は、後続するす
べてのLOCK_OBJECT要求がこの
サーバーに転送されます。複数の
サーバーが共にこのオプションを
使用可能に設定している場合、各
サーバーとも同じLOCK_OBJECT
要求を受け取ります。

こ	のような場合は、
LOCK_OBJECTを実行するすべて
のサーバーが正常に処理を完了す
るためには、サーバーにロックが
許可されている必要があります。
1つのサーバーでロックの許可に
失敗すると、すでにオブジェクト
のロックが許可されているすべて
のサーバーに対して

1 1 	 	



UNLOCK_OBJECT要求が発行	さ
れます。
Y	または1：LOCK_OBJECT要求
を転送する
Z：	LOCK_OBJECT要求を転送
し、このサーバーに権限検査要求
も転送する(権限検査要求を転送
する対象としては、1つのサー
バーのみ指定してくださ	い)
R：	ロック要求、権限要求、リポ
ジトリ・データ要求(ローカルで
検出されない場合)を経路指定す
る。X_RUNパラメータにつ	いて
は、「X_RUN	コマンドの使	用」
を参照してください。

そ	の他	-	LOCK_OBJECT要求を転
送しない
デ	フォルトはNです。

6 A 任
意

接	続待ちの間に「しばらくお待ち
ください」というメッセージを表
示します。

Y	または1：上記メッセージを表
示する
そ	の他：メッセージを表示しない
デ	フォルトはYです。

1 1 	 	

7 A 任
意

IBM	i実行の優先順位。デフォル
トは20です。他の値は、IBM	iの
CHGJOBコマンドのRUNPTYパラ
メータに指定してください。指定
された値を変更する権限がユー
ザーに許可されている必要があり
ます。

1 2 	 	

8 A 任
意

ク	ライアントからサーバーへの変
換テーブル名。ライブラリ名を指
定することはできません。デフォ

1 10 	 	



ルトでANSEBC1140に設定されま
す。

9 A 任
意

サー	バーからへクライアントの変
換テーブル名。ライブラリ名を指
定することはできません。デフォ
ルトでEBC1140ANSに設定されま
す。

1 10 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻	りコード
OK：	サーバーが定義された
ER：	サーバーが未定義でエ
ラー・メッセージが発行される

2 2 	 	

	

技術上の注記
									サー	バー定義ロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるのではなく、1つ
のファンクションにだけコーディングすることを強くお勧めします。このよ	うにすること
で、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護することができま
す。

									LU	パートナー名は、以下のいずれかである必要があります。

									コ	ミュニケーション・ルーターにすでに定義されている完全に修飾されたパートナー
LU(論理ユニット)名

これは、通常「ネットワーク名.制御ポイント名」という形式で、「ローカル・ネット
ワークID」および「ローカル制御ポイント名」のIBM	i	DSPNETA値と一致しています。

一般に、5250エミュレーション・セッションを実行することができるコミュニケーショ
ン・ルーターであれば、これらの詳細がすでに使用可能な状態に構成	されています。
例：APPN.SYDASD25

									ま	たは、LU名としてalias名(別名)を使用している場合は、完全に修飾されたLU名の代
わりにそれを使用することができます。



例：5250PLU

									指	定された変換テーブルは、接続中に実際にIBM	iサーバーからアップロードされま
す。初期の接続フェーズでは、指定したテーブルがアップロードされない場合、デフォルト
の変換テーブルによって初期の接	続詳細を変換する必要があります。
初期の接続詳細(サーバーに送信される)には、以下のものがあります。
									シ	ステム区画

									言	語コード

									タ	スク識別子

									ク	ライアントからサーバーへの変換テーブル名

									サー	バーからクライアントへの変換テーブル名

上記にリストしたオブジェクトの名前には、潜在的な問題を回避するために、AからZの
アルファベットと0から9までの数字のみを使用するようにしてくださ	い。

									SSN	値は、メッセージにしばしば表示される場合があるため、エンド・ユーザーにとっ
て意味のある名前にすることをお勧めします(CHICAGO、	BOSTON、CHARLIE1など)。

									SSN	名は、英語のアルファベット(大文字のAからZまで)で始まる固有の名前である必要
があります。

									サー	バーが接続されていない時は、繰り返し(再)定義することができます。現在接続さ
れているサーバーを(再)定義しようとすると、致命的なエラーが発生しま	す。

									定	義された詳細は、永続的なものではありません。X_RUNコマンドが終了すると消滅
します。ユーザー独自のSQLベースのテーブルを定義して、サーバー詳	細を保持したり、
テーブルを実際に読み込んでこの組み込み関数に渡される値を取得することができます。

									こ	れらの機能で十分に経験を積んでから、組織で使用する特定のサーバー・アーキテ
クチャを設計するようにしてください。サーバー・アーキテクチャは、以下の	ような特徴が
必要です。

									組	織の要件を満たしている

									手	早く容易に変更できる

									拡	張可能である

大規模な設計あるいは開発プロジェクトに着手する前に、これを実行してください。

									ク	ライアントの日付形式	は自動的にサーバーに渡されます。日付形式同士が異なる場
合(MDYとDMYなど)、サーバーはクライアントの形式で自動的にデータ	を戻します。

クライアントの日付形式は、x_runパラメータのDATF=	を指定するとデフォルトから変更す
ることができます。このパラメータの詳細については、	『Deploying	Client	and	Server
Applications』の標準のX_RUNパラメータを参照してください。

クライアントとサーバーで日付形式が異なる場合、正確な形式(DDMMYY)を指定する日付形
式の妥当性検査は失敗します(戻されるデータはMMDDYY	の形式になる場合があります)。
クライアントが別の日付形式を使用する必要がある地域(米国および英国のクライアントな
ど)では、SYSFMTの日付形式	を使用されることをお勧めします。

コミット制御に関す	る注意事項



									「コ	ミット制御の開始」をYにした場合、LANSAは自動的にコミット制御の開始およ
び終了を実行します。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の｢ユー	ザー	出
口	F@BGNCMT	-	コミット制御の開始｣および｢ユー	ザー	出口
F@ENDCMT	-	コミット制御の終了｣を参照してくださ	い。

									サー	バーがコミットメント制御を使用するよう指定されると、それ以降のすべての
COMMITおよびROLLBACKコマンドで適用されます。

COMMITおよびROLLBACKコマンドが発行されると、現在接続中のすべてのサーバーに対し
て関連するルーチンがループします。

コミットメント制御がアクティブなサーバーに対しては、"commit"または"rollback"要求を発
行し、サーバーからの応答を待機してから続行	します。

これは、ローカル/クライアントのデータベース・マネジメント・システムに対して
commit/rollbackが正しく発行された後で実行されます。

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のような	ごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)
				abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジック	が非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。この	ような事態に陥らないようにしてくださ
い。

DBCSに関する考慮事項
サーバーがDBCS使用可能に指定されている場合は、クライアントのPC
上に追加の変換テーブルが必要となります。
このテーブルは、X_CT<language	code>.DATという名前で、
X_LANSA\EXECUTEディレクトリに配置する必要があります。
<language	code>の部分が"JPN"(日本語)のX_CTJPN.DATという名前の
テーブルは、日本語を使用するユーザー用のものです。
この変換ファイルの使用では、以下の点に注意してください。

									こ	のテーブルは、ユーザーが変更できるように「現状のまま」の状態で出荷されま

its:lansa010.chm::/lansa/ladtgubh_0160.HTM
its:lansa010.chm::/lansa/ladtgubh_0155.HTM


す。警告は、明示的にも暗黙的にも示されません。このテーブルの保守および検	証は、各
ユーザーの責任で行う必要があります。

									こ	のテーブルは、サーバーがDBCS使用可能に指定されている場合、Visual	LANSAの
DEFINE_OS_400_SERVERファンクションによってロードされます。

									ロー	ドされたテーブルの名前は、"x_ct"と現在の言語コード(jpnなど)に接尾辞".dat"が組
み合わされたものになります。したがって、言語コード	jpnを使用する場合のテーブル名
は、"x_ctjpn.dat"となります。言語コードがtchiの場合は、テーブル名は"x_cttchi.dat"	です。

									こ	のテーブルは、<drive>:\x_lansa\executeディレクトリにある必要があり、<	drive>は、
Visual	LANSAがインストールされているローカルまたはサーバーのディスク・ドライブで
す。

									こ	の変換テーブルは、文字列のダブル・バイトの部分に対してのみ使用されます。文
字列のシングル・バイトの部分(DBCSのサポートの有無に関わらず)は、	常に、
DEFINE_OS_400_SERVERファンクション呼び出しで指定されたI5/OSのシングル・バイト変
換テーブルを使用して変換されます。

										これは、ダブル・バイトとシングル・バイトが混在するフィールドは、ある部分はこ
のテーブルによって、別の部分は(DBCSと非DBCSの両方の変換に使	用される)シングル・バ
イトの変換テーブルによって変換されることを意味します。

									フィー	ルドがDBCS使用可能に指定されている(例：ディクショナリ・キーボード属性が
j、e、oなど)の場合、および、	DEFINE_OS_400_SERVER組み込み関数でサーバーがDBCS使
用可能と指定されている場合にのみ、個々のフィールド内のデータのDBCS	変換が実行され
ます。これらの条件が両方とも当てはまらない場合は、前述のシングル・バイト変換テーブ
ルによって、フィールド全体がシングル・バイト文字	列に変換されます。

									1	列目(先頭)に*がある行はコメント行であることを示します。

									す	べての値は、16進数のフォーマットで指定されます。

									区	切り文字に使用できるのは、シングル・カンマ(,)のみです。



9.33	DEFINE_OTHER_SERVER
	注：組	み込み関数の規則
現在のRDMLファンクションに対するサーバーとして使用される非IBM
i	(他の)システムの詳細を定義します。
定義の詳細は、永続的なものではなく、LANSA環境がアクティブな間
だけ存続します。サーバーを定義するのにかかる時間は、ほんのわずか
です。

このBIFを使用するには、x_runパラメータCDLLをLCOMGR32.DLLに、x_runパラメータ
CMTHをCかTにそれぞれ設定する必要が	あります。

各製品の対応

LANSA/AD 未	対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必	須 SSN	(サーバーの別名)。こ
れは、今後のこのサーバー
へのすべての参照でこの
ファンクションおよび他の
RDMLファンクションが使
用する名前です。

1 10 	 	

2 A 必	須 サー	バー・ネットワーク
名

1 20 	 	

3 A 任	意 LOCK_OBJECT	要求をこの
サーバーに転送します。こ

1 1 	 	



のオプションを使用する場
合は、後続するすべての
LOCK_OBJECT要求がこの
サーバーに転送されます。
複数の	サーバーが共にこ
のオプションを使用可能に
設定している場合、各サー
バーとも同じ
LOCK_OBJECT要求を受け
取ります。
こ	のような場合は、
LOCK_OBJECTを実行する
すべてのサーバーが正常に
処理を完了するためには、
サーバーにロックが許可さ
れている必要があります。
1つのサーバーでロックの
許可に失敗すると、すでに
オブジェクトのロックが許
可されているすべてのサー
バーに対して
UNLOCK_OBJECT要求が
発行	されます。
Y	または1：
LOCK_OBJECT要求を転送
する
Z：	ロック要求を経路指定
し、その上で権限要求を経
路指定する
R：	ロック要求、権限要
求、リポジトリ・データ要
求(ローカルで検出されな
い場合)を経路指定しま
す。X_RUNパラ	メータに
ついては、「X_RUNコマ
ンドの使	用」を参照して
ください。



そ	の他：要求を転送しな
い
デ	フォルトはNです。

4 A 任	意 接	続待ちの間に「しばら
くお待ちください」という
メッセージを表示します。

Y	または1：上記メッセー
ジを表示する
そ	の他：メッセージを表
示しない
デ	フォルトはYです。

1 1 	 	

5 A 任	意 X_RUN	例外引数 1 256 	 	

6 A 任	意 サー	バー依存例外引数。
現在は実装されていませ
ん。

こ	の引数を使用しないで
ください。

1 256 	 	

7 A 任	意 将	来の拡張のために予約
されています。現在は実装
されていません。

こ	の引数を使用しないで
ください。

1 256 	 	

8 A 任	意 将	来の拡張のために予約
されています。現在は実装
されていません。

こ	の引数を使用しないで
ください。

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数



1 A 必	須 戻	りコード
OK：	サーバーが定義され
た

ER：	サーバーが未定義で
エラー・メッセージが発行
される

2 2 	 	

	

技術上の注記
									こ	の組み込み関数の呼び出しで指定するサーバー・ネットワーク名は、サーバーが
LANSAコミュニケーション管理機能で登録されたか登録予定のパートナーLU名と	一致して
いる必要があります。

									サー	バー定義および接続のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるので
はなく、1つのファンクションにのみコーディングすることを強くお勧めし	ます。このよう
にすることで、将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護すること
ができます。

									SSN	値は、メッセージにしばしば表示される場合があるため、エンド・ユーザーにとっ
て意味のある名前にすることをお勧めします(CHICAGO、	BOSTON、CHARLIE1など)。

									SSN	名は、英語のアルファベット(大文字のAからZまで)で始まる固有の名前である必要
があります。

									サー	バーが接続されていない時は、繰り返し(再)定義することができます。現在接続さ
れているサーバーを(再)定義しようとすると、致命的なエラーが発生しま	す。

									X_RUN	例外引数を使用して、サー	バー・システム上で開始しているX_RUNコマンドの
パラメータ	をオー	バーライドすることができます。	

デフォルトでは、サーバー・システム上で開始しているX_RUNコマンドに、以下のクライア
ントX_RUNパラメータが渡されます(このコマンドから継承	されます)。CMTH=、CDLL=、
DATF=、DATS=、DBCF=、DBCL=、DBLK=、DBTC=、DBUS=、DEVE=、FXQF=、
FXQM=、HSKC=、INIT=、ITHP=、ITRC=、ITRL=、ITRM=、ITRO=、LANG=、PART=、
PRTR=、PSPW=、	PSTC=、PSWD=、TASK=、TERM=、USER=、XAFP=、およびXCMD。以
下のクライアントX_RUNパラメータ値は、クライアント	とサーバーが同じオペレーティン
グ・システムを使用する場合にのみこれらから継承されます。DBID=、DBII=、DBIT=、
DBUT=、ODBI	=、およびWPEN	(および関連するWindows印刷拡張パ	ラメータ)。

サーバー・システム上のその他すべてのX_RUNパラメータ値は、通常の方法(プロフィー
ル・ファイルから、システム環境設定からなど)でデフォルトが指	定されます(サー	バー・シ
ステム上で)。X_RUNコマンドに関する説明を参照し	て、すべてのパラメータの詳細および
その設定方法またはデフォルトの指定方法について確認してください。

									CDLL	=、CMTH=、DATF=、DATS=、DBUG=、DEVE=、LANG=、MODE=、PART=、
PROC=、PSPW=、USER=、および	XAFP=以	外のサーバーX_RUNパラメータは、(X_RUN例
外引数値を	使用して)すべてオーバーライドすることができます。これらのX_RUN引数は、
無	条件にク	ライアント・システムから継承されます。ただし、一部のパラメータは、
CONNECT_SERVERを呼び出す前にSET_SESSION_VALUEを	呼び出すことにより変

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0090.htm
its:lansa015.chm::/set_session_value.htm


更できます。

パラメータのオーバーライドにより、特定の値または特殊な値*SERVERが指定される場合が
あります。*SERVERは、デフォルトのサーバーを使用す	る必要があることを示す値です。
例えば、DBII=*NONEを使用するWindowsクライアントは、Oracleを実行するWindows	Server
に接続する場合があります。デフォルトでは、Windowsはデータベース・タイプMSSQLS
(SQL	Server)を使用するため、DBUTをオーバーライドする必要があります。X_RUN例外引数
値には、DBUT=ODBCORACLEかDBUT=	*SERVERのいずれかを設定することができます。

									こ	の組み込み関数を使用して定義された詳細は、永続的なものではありません。
X_RUNコマンドが終了すると消滅します。ユーザー独自のSQLベースのテー	ブルを定義し
て、サーバー詳細を保持したり、テーブルを実際に読み込んでこの組み込み関数に渡される
値を取得することができます。

									こ	れらの機能で十分に経験を積んでから、組織で使用する特定のサーバー・アーキテ
クチャを設計するようにしてください。サーバー・アーキテクチャは、以下の	ような特徴が
必要です。

									組	織の要件を満たしている

									手	早く容易に変更できる

									拡	張可能である

				大規模な設計あるいは開発プロジェクトに着手する前に、これを実行
し	てください。
									ク	ライアントの日付形式は自動的にサーバーに渡されます。日付形式同士が異なる場
合(MDYとDMYなど)、サーバーはクライアントの形式で自動的にデータ	を戻します。

クライアントの日付形式は、x_runパラメータのDATF=を指定するとデフォルトから変更する
ことができます。このパラメータの詳細については、	『Deploying	Client	and	Server
Applications』の標準のX_RUNパラメータを参照してください。

クライアントとサーバーで日付形式が異なる場合、正確な形式(DDMMYY)を指定する日付形
式の妥当性検査は失敗します(戻されるデータはMMDDYY	の形式になる場合があります)。
クライアントが別の日付形式を使用する必要がある地域(米国および英国のクライアントな
ど)では、SYSFMTの日付形式	を使用されることをお勧めします。

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のような	ごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)
				abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行うように、生成されるすべてのアプリケーショ
ンに組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義の



エラー処理ロジッ	クが非常に複雑になったために全RDMLコードの40か
ら50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。こ	のような事態に陥らないようにしてくださ
い。



9.34	DEFINE_SPACE_CELL
	注：組	み込み関数の規則
指定されたスペース・オブジェクト内でセル(またはカラム)を定義しま
す。他のスペース組	み込み関数も参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 RDMLX	でのみ使用可

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 使	用可 	
	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 セ	ルが定義されるスペー
スの名前

1 256 	 	

2 A 必須 こ	のスペース・セルを定
義する際、定義がプロト
タイプとして使用される
フィールドの名前

こ	れは、フィールドの名
前であってフィールドそ
のものではないことに注
意してください。このた
め、社員番号フィールド
の場合は、#EMPNOでは
なく、	EMPNOと指定す
る必要があります
(#EMPNOフィールドのコ

1 10 	 	



ンテンツには、フィール
ド名も含まれるというこ
とです)。

3 A 任意 セ	ル属性
複	数のセル属性を指定す
る場合は、1つのスペース
で区切ってください。
有	効な値は次のとおりで
す(大文字と小文字は区別
されません)。
KEY：	このセルがスペー
スのコンテンツへのキー
となることを指定しま
す。スペース・オブジェ
クトには、常に最低1つの
キー・セルが必要です。

DESCEND：	このセルに
は降順を適用することを
指定します。この属性
は、KEY属性と共に使用
された場合にのみ有効
で、それ以外は無視され
ます。
NOCASE：	キーの大文字/
小文字の別は無視され、
すべてのキーが小文字と
して比較されることを指
定します。この属性は、
英数字のKEYセルと共に
使用された場合にの	み有
効で、それ以外は無視さ
れます。

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/

記述 最
小

最
大

最
小

最
大



任意 長 長 小
数
桁
数

小
数
桁
数

1 A O 標	準戻りコード
OK：	セルが定義された
ER：	セルの定義が失敗し
た。発行されるメッセー
ジに失敗の原因が示され
ます。

2 2 	 	

	

技術上の注記
指定されたスペース・オブジェクト内でセルを定義する前に、そのス
ペース・オブジェクトそのものが定義されている必要があります(組み
込み関数	CREATE_SPACEを参照)。
指定された名前を持つフィールドの最初のインスタンスが見つかるま
で、現在アクティブな呼び出しスタックが逆方向に検索されます。
フィールド名のインスタンスが見つかった場合、スペース・セルに対す
る定義のプロトタイプとして即座に使用されます(タイプ、長さ等)。
フィールド名のインスタンスが見つからなかった場合、回復不能メッ
セージが出力され、アプリケーションが停止します。
スペース・オブジェクト内で、すべてのKEYセルを最初のセルとして定
義することをお勧めします。
キー・セルが定義される順番は、集合キー内部のセル行に対する順序を
暗黙的に示しています。
すべてのセルが定義される順序は、INSERT_IN_SPACEおよび
FETCH_IN_SPACEなどの他のスペース・コマンドに挿入または取り出し
のマッピング順序を暗黙的に示します。
個々の項目を固有に識別するためにスペース内のデータにキーの複数の
レベルが必要な場合は、複数のセルをキーとして定義する必要がありま
す。

使用例

例	1
このサンプルは、現在のコンポーネント名＋".emp"という名前のスペー



スを作成して、その中に3つのセルを定義するものです。3つのセルのタ
イプと長	さは、それぞれEMPNO、GIVENAME、SURNAMEの定義に基
づきます。最初のセルは、スペースへのキーです。
Define	#SpaceName	*char	20
Use	TConcat	(*component	'.EMP')	(#SpaceName)
Use	Create_Space	(#SpaceName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	EmpNo	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	GiveName)
	

Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	SurName);

例	2
LANSAデモンストレーション・システムのセクション・ファイル
(SECTAB)では、任意の指定レコードを識別するために2つのレベルの
キーを指定す	る必要があります。スペースは類似するフォーマットで定
義する必要があります。そうでないと、SELECT_IN_SPACEおよび
SELECT_NEXT_IN_SPACEを使用してスペースからデータを取得しよう
としたときに予期しない結果が生じます。
Define	field(#SpaceName)	type(*char)	length(20)
Use	TConcat	(*component	'.EMP')	#SpaceName)
Use	Create_Space	(#SpaceName)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	Deptment	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	Section	Key)
Use	Define_Space_Cell	(#SpaceName	Secdesc)
	



9.35	DELETE_CHECKS
	注：組	み込み関数の規則
妥当性検査の組み込み関数PUT_XXXXXXXで妥当性検査を置き換える
前に、指定したフィールドから標準的なディクショナリ・レベルまたは
ファイル・	レベルの妥当性検査を削除します。
フィールドからファイル・レベルの妥当性検査を削除する場合、関連す
るファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッション
に投	入しておく必要があります。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。

こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 削	除する妥当性検査
のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル
F	=	ファイル・レベル

1 1 	 	



2 A 必	須 妥	当性検査が削除さ
れるディクショナリま
たはファイルのフィー
ルドの名前

1 10 	 	

3	* N 必	須 削	除を制御する順序
番号。妥当性検査の順
序番号がこの引数の番
号以上であれば削除し
ます。この引数の指定
がない場合に値はゼロ
(0)とみなされるため、
すべ	ての妥当性検査
がこの制御値と一致す
ることになります。

1 3 0 0

4	* A 必	須 削	除を制御する妥当
性検査の汎用記述。妥
当性検査の記述がこの
引数の値と汎用的に一
致すれば削除します。
この引数の指定がない
場合にデフォルト値は
ブランク	とされるた
め、すべての妥当性検
査がこの制御値と一致
することになります。

1 30 	 	

	

*	削	除の制御条件である順序番号と記述の関係はAND条件です。例え
ば、500とIEWの値を渡した場合、順序番号が500番以上で、かつ記述が
IEWで始ま	る妥当性検査だけが削除されます。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

説明 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必	須 戻	りコード
OK	=	妥当性検査が定
義された

ER	=	致命的なエラー
が検出された
NR	=	削除対象レコー
ドが見つからなかった
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメント	されず
に終了します。

2 2 	 	

	

例
ユーザーがﾌｨｰ	ﾙﾄﾞ制御ﾒﾆｭｰから妥当性検査を削除できるLANSAオプ
ションを使用せずに、フィールドの妥当性検査を削除する場合は次のよ
うに行います。
*********	Define	arguments	and	lists
DEFINE				FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE				FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE				FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	
										LABEL('Sequence	#')
DEFINE				FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE				FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
GROUP_BY		NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR))
*********	Request	Validation	check	details
BEGIN_LOOP	
REQUEST			FIELDS(#VALCHK)
*********	Execute	built-in-function	-	DELETE_CHECKS
USE							BUILTIN(DELETE_CHECKS)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	
										#DESCR)	TO_GET(#RETCOD)
*********	Deletion	of	validation	checks	was	successful
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')



MESSAGE			MSGTXT('Deletion	of	validation	check(s)	was	successful')
*********	Deletion	of	validation	checks	failed
ELSE	
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE			MSGTXT('Deletion	of	validation	check(s)	failed')
*********	No	records	found	eligible	for	deletion
ELSE	
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''NR''')
MESSAGE			MSGTXT('No	Records	found	eligible	for	deletion')
ENDIF	
ENDIF	
ENDIF	
END_LOOP	
	



9.36	DELETE_FUNCTION
	注：組	み込み関数の規則
現在編集中のファンクションの詳細をすべて削除して、ファンクション
の編集セッションを終了します。編集セッションは、組み込み関数
START_FUNCTION_EDITを使用して開始します。
特	記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的
にRDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築すること
ができるようになります。この関数は非常に特殊な場所で使用されるた
め、	LANSA製品を熟知している必要があります。通常、この組み込み
関数を商用のアプリケーション(例：オーダー・エントリー)で使用する
ことはありませ	ん。また使用するべきではありません。
こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

	

引数
引数の値はありません。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 戻	りコード
OK	=	ファンクション
は削除され編集セッ

2 2 	 	



ションは終了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

	



9.37	DELETE_IN_SPACE
	注：組	み込み関数の規則
指定のキー値と一致するすべてのセル行を削除します。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使	用可 	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ス	ペース名 1 256 	 	

2-
20

w 任意 削	除するセル行の検索に
使用するキー値を指定す
るフィールド

1 無
制
限

	 無
制
限

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 標	準戻りコード
OK	=	セル行が検出され、

2 2 	 	



セル値が戻された
NR	=	現在、指定のキー値
に一致するセル行が検出
された

ER	=	選択が失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示される

	

技術ノート
キー値はスペースに定義されたキーの数まで指定することができます。
一致したセル行はすべて削除されます。つまり、部分キーによる操作が
可能です。
USE	DELETE_IN_SPACE	(CustomerList)	の操作では、"CustomerLists"とい
う名前のセル行をすべてスペースから削除します。
キー値がスペースで定義されたキー・セルの個数より多く指定された場
合、超過分の値は無視されます。削除操作の結果に影響はありません。
指定のキー値が256バイトを超える場合、致命的なエラーが発生しま
す。



9.38	DELETE_PROCESS
	注：組	み込み関数の規則
プロセスとそのすべてのファンクションを削除するジョブを投入しま
す。
引数の値は、プロセス定義の削除画面の入力情報と全く同じものです。
詳細は『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「プロセス定義の削除ジョ	ブ
を投入する」を参照してください。

こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 IBM	iのRDMLX区画では使用しな
いでください。

LANSA/AD	では、ジョブを個別の
タスクとしてバッチに送信しま
す。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 Visual	LANSAは削除プロセスを開
始したら削除が完了するまで制御
を戻しません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対応 	
	

Visual	LANSAの引数
番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 プ	ロセス名 1 10 	 	

2 A 任	意 ジョ	ブの名前
無	視

1 10 	 	

3 A 任	意 ジョ	ブ記述の名前
無	視

1 21 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_40010.htm


4 A 任	意 ジョ	ブ待ち行列の名
前

無	視

1 21 	 	

5 A 任	意 出	力待ち行列の名前
無	視

1 21 	 	

	

LANSA/ADの引数
番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 プ	ロセス名 1 10 	 	

2 A 任	意 バッ	チ・ジョブの名
前

デ	フォルト：プロセ
ス名

1 10 	 	

3 A 任	意 ジョ	ブ記述の名前
デ	フォルト：要求す
るジョブの属性からの
ジョブ記述

1 21 	 	

4 A 任	意 ジョ	ブ待ち行列の名
前

デ	フォルト：要求す
るジョブの属性からの
ジョブ待ち行列

1 21 	 	

5 A 任	意 出	力待ち行列の名前
デ	フォルト：要求す
るジョブの属性からの
出力待ち行列

1 21 	 	



	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

説明 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 戻	りコード
OK	=	送信が成功した
ER	=	引数の詳細が無
効であるか、権限上の
問題が発生し
た。"ER"の場合は、戻
りコード・エラー・
メッセージが自動的に
発行される

2 2 	 	

	

例
ユーザーが独自バージョンの「プロセスの削除」機能を使用してプロセ
スの削除をコントロールする場合は次のように行います。
*********		Define	arguments
DEFINE					FIELD(#PROCES)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
*********		Request	Process
BEGIN_LOOP					
REQUEST				FIELDS(#PROCES)
*********		Execute	built-in-function	-	DELETE_PROCESS
USE								BUILTIN(DELETE_PROCESS)	WITH_ARGS(#PROCES)	TO_GET(#RETCOD)
	

*********	送信が成功したかどうかを確認する
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Delete	Process	submitted	successfully')
CHANGE					FIELD(#PROCES)	TO(*BLANK)
ELSE					



MESSAGE				MSGTXT('Delete	Process	submit	failed	with	errors,	
											refer	to	additional	messages')
ENDIF					
END_LOOP					
	



9.39	DELETE_SAVED_LIST
	注：組み込み関数の規則
保存済みの永久作業リストまたは一時作業リストを削除します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 削除する保存済みリスト
の名前

1 10 	 	

	

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									この組み込み関数は、永久作業リストまたは一時作業リストの削除を目的とします。

									特に一時リストの削除をお勧めします。

									LANSAデータ・ライブラリにあるDC@F80ファイルで保存済みリストの詳細が保管され
ています。バックアップと復元の手順には、このファイルを含めることを検討する必要があ
ります。

									通常のLANSA内部データベース再編成の際に、DC@F80ファイルの削除されたレコード
のスペースは再編成され除去されます。この再編成により、保持期間が超えている一時リス
トも削除されます。



									I5/OS	RGZPFM	(Reorganize	Physical	File	Member：物理ファイル・メンバーの再編成)コマ
ンドを使えば、DC@F80ファイルの削除されたレコードのスペースはいつでも解放すること
ができます。順次論理ビューにはDC@F80V1を使用します。

									DC@A08データ・エリア、DC@F80データベース・ファイル(およびその論理ビューであ
るDC@F80V1とDC@F80V2)のバックアップと復元は、お客様の責任で実行してください。

									DC@F80、つまり保存済みリストをコンピュータ間または環境間で移動する場合は、お
客様の責任で実行してください。

例
あるリストが保存されています。そのリストには、データベースで情報
を更新する必要のある連絡先のリストが含まれていますユーザーはテレ
マーケティングを担当しています。このユーザーはレコードを参照して
連絡先に電話をします。そしてデータベースが最新かどうかを確認しま
す。変更の必要がある場合は、その情報を変更してデータベースを更新
します。
このリストは各連絡先の情報の更新日をチェックするジョブで作成され
ます。更新日からNN日を過ぎたレコードはリストに挿入されます。そ
してリストは保存されます。
この保存されたリストの処理が完了すると、そのリストは削除されま
す。
DEF_LIST			NAME(#RSTLST)	FIELDS((#CTTCDE)	(#CTTDES))	
											TYPE(*WORKING)
GROUP_BY			NAME(#DETAIL)	FIELDS((#CTTCDE)	(#CTTDES)	(#CTTNAM)		
											(#CTTAD1)	(#CTTAD2)	(#CTTAD3)	(#CTTPHO)	(#CTTFAX)		
											(#CTTUPD))
**********	Clear	the	list
CLR_LIST			NAMED(#RSTLST)
**********	Restore	the	list
USE								BUILTIN(RESTORE_SAVED_LIST)	WITH_ARGS('CONTACTS')		
											TO_GET(#RSTLST)
**********	Process	the	list
SELECTLIST	NAMED(#RSTLST)
FETCH						FIELDS(#DETAIL)	FROM_FILE(CONTACTS)	WITH_KEY(#CLICDE)
DISPLAY				FIELDS(#DETAIL)	CHANGE_KEY(*YES)
**********	If	contact	information	has	changed
IF_MODE				IS(*CHANGE)
CHANGE					FIELD(#CTTUPD)	TO(*YYMMDD)
UPDATE					FIELDS(#DETAIL)	IN_FILE(CONTACTS)
ENDIF



ENDSELECT
**********	Delete	the	list
USE								BUILTIN(DELETE_SAVED_LIST)	WITH_ARGS(#LSTNME)
	



9.40	DELETE_TRIGGERS
	注：組	み込み関数の規則

PUT_TRIGGER組み込み関数でトリガーを置き換える前に、指定した
フィールドから標準的なディクショナリ・レベルまたはファイル・レベ
ルのトリ	ガーを削除します。
フィールドからファイル・レベルのトリガーを削除する場合、関連する
ファイルは事前にSTART_FILE_EDIT組み込み関数で編集セッションに
投入	しておく必要があります。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。

こ	れは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使	用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必	須 削	除するトリガーの
レベル

D	=	ディクショナリ・
レベル
F	=	ファイル・レベル

1 1 	 	



2 A 必	須 ト	リガーが削除され
るディクショナリまた
はファイルのフィール
ドの名前

1 10 	 	

3	* N 必	須 削	除を制御する順序
番号。トリガーの順序
番号がこの引数の番号
以上であれば削除しま
す。この引数の指定が
ない場合に値はゼロ(0)
とみなされるため、す
べて	のトリガーがこ
の制御値と一致するこ
とになります。

1 3 0 0

4	* A 必	須 削	除を制御するトリ
ガーの汎用記述。妥当
性検査の記述がこの引
数の値と汎用的に一致
すれば削除します。こ
の引数の指定がない場
合にデフォルト値はブ
ランクと	されるた
め、すべての妥当性検
査がこの制御値と一致
することになります。

1 30 	 	

	

*削	除の制御条件である順序番号と記述の関係はAND条件です。500と
IEWの値を渡した場合、順序番号が500番以上でかつ記述がIEWで始ま
るトリガー	だけが削除されます。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必	須 戻	りコード
OK	=	妥当性検査が定
義された

ER	=	致命的なエラー
が検出された
NR	=	削除対象レコー
ドが見つからなかった
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメント	されず
に終了します。

2 2 	 	

	



9.41	DELETE_WEB_COMPONENT
	注：組み込み関数の規則
プログラムでWebコンポーネントを削除します。Webコンポーネントの
詳細については、『Web	ファンクションガイド』を参照してください。
すべてのバージョン(バックアップを含む)のページ・テキストを削除し
ます。
この組み込み関数が対応するのは、ページ、スクリプト、テキスト、ビ
ジュアル・コンポーネントだけです。バナー、Webリンクやファイルの
コンポーネントを削除しようとすると、エラーが発行されます。
コンポーネントを削除する時に言語が指定されている場合、その言語の
X02レコードだけが削除されます。言語に*ALLが指定されると、すべて
の言語のX02レコード、およびX03とX01ヘッダー・レコードが削除され
ます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

	

引数

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 Webコンポーネント 1 20 	 	

2 A 必須 モード。使用可能な値：
I	=入力
O	=出力
N	=適用不可

1 1 	 	

3 A 任意 言語 4 4 	 	



デフォルトは全言語(*ALL)
複数言語対応区画ではない
場合、この値は'NAT'にしま
す。
*DFT	-	区画のデフォルトの
言語

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻される値：
OK	=削除が正常に完了した
NR	=削除するコンポーネン
トが見つからなかった
ER	=削除でエラーが発生し
た

1 2 	 	

	



9.42	DESTROY_SPACE
	注：組み込み関数の規則
指定した名前のスペース・オブジェクトを破棄します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 スペース名

スペース名に特殊値の
*ALLを使用して、現在の
オペレーティング・シス
テム処理内のスペースを
すべて破棄することがで
きます。

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 任意 標準戻りコード

OK	=	スペースが破棄され
たか、存在しない
ER	=	破棄が失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示される

2 2 	 	

	

技術ノート
一度破棄したスペース・オブジェクトを利用することはできません。



9.43	DISCONNECT_FILE
	注：組み込み関数の規則
サーバーに接続されているファイルを切断します。
警告：

									I/O操作が保留中のファイルにこの組み込み関数を使用すると、予期しない結果を招き
ます。

									現在接続されていないファイルへの切断要求は無視されます。エラーにはなりません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXでのみ使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

使用
可

	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 物理ファイル/テーブル名
名前は総称名で指定する
ことが可能です。総称名
の区切り文字としては、*
を使用してください。

1 10 	 	

2 A 必須 定義されているサーバー
のSSN

1 10 	 	

	

戻り値



戻り値はありません。

技術ノート
									総称名を指定する場合、前に発行したCONNECT_FILE組み込み関数で指定した総称名
と一致させる必要があります。

									例えば、A*のファイルを接続した後にAB*のファイルを切断したとします。この結果、
Aで始まるファイルのうち、ABで始まるファイルを除くものが現在接続されていることには
なりません。切断要求のAB*は、接続されたファイルとは一致しないとみなされ、この要求
は無視されます。Aで始まるすべてのファイルは引き続き接続されます。

									ファイルの使用中(サーバーに接続されていない、または別のサーバーに接続された
ファイルに対するSELECTループの実行中など)に、そのファイルに切断要求を実行すると、
アプリケーション・エラーまたは予期しない結果を招きます。

									「切断」のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるのではなく、1つの
ファンクションだけにコーディングすることを強くお勧めします。このようにすることで、
将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護することができます。

									ファイル名がブランクのファイルには切断を試みないでください。

									ファイルを総称名(LM*、GL*、*など)にする場合は、総称名が重複しないように十分注
意してください。このルールが守られないと、予期しない結果を招きます。このルール
で、"*"(すべての名前)はそれだけでしか使用できません。したがって、"*"の前後に切断する
その他のファイル名はすべて重複することになります。

									ファイルの切断が実際に必要とされることはありません。X_RUNコマンドは終了する
ときに接続済みのファイルをすべて自動で切断するからです。

									サーバー・マシンから任意の形式で送付されるメッセージ情報は、テキスト形式で届き
ます。これは、純粋なテキストとして通常の方法(例：GET_MESSAGE)でRDMLファンク
ションに表示およびアクセスすることができます。サーバーから送付されたメッセージにつ
いては、メッセージIDおよびメッセージ・ファイル名などの詳細はわかりません。アプリ
ケーション・メッセージ待ち行列から特定のメッセージIDを読み取るようなクライアント・
アプリケーションを設計すべきではありません。

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
				abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ



リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。



9.44	DISCONNECT_SERVER
	注：組み込み関数の規則
接続されたサーバーから現在のファンクションを切断します。
すでに切断済みのサーバーに対する切断要求は無視されます。エラーに
はなりません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXでのみ使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 定義されているサー
バーのSSN

1 10 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード 2 2 	 	



OK	-	切断完了
ER	-	切断中にエラーが発
生した

	

技術ノート
									サーバーを使用中(サーバーに接続されたファイルに対するSELECTループの実行中な
ど)に、そのサーバーに対する切断要求を実行すると、アプリケーション・エラーまたは予期
しない結果が発生します。

									「切断」のロジックは、多数のRDMLファンクションに分散させるのではなく、1つの
ファンクションだけにコーディングすることを強くお勧めします。このようにすることで、
将来サーバーに対して加えられる変更からアプリケーションを保護することができます。

									サーバーの切断が実際に必要とされることはありません。X_RUNコマンドは終了する
ときに接続済みのサーバーをすべて自動で切断するからです。

									データベース・サーバーに対して実行すると、実際のデータベース接続が切断されます
が、そのデータベースに対してさらにIOを実行すると、接続が自動的に再確立されます。

エラー処理に関する注意事項
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
					abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。



9.45	DLL
	注：組み込み関数の規則
標準DLL(Dynamic	Link	Library：動的リンク・ライブラリ)オブジェクト
内の処理をLANSAコンポーネントやファンクションから呼び出すこと
ができます。
これは、オペレーティング・システムのDLLエントリー・ポイントへの
汎用的なインターフェースです。特殊な要件に対して、このインター
フェースは最適ではない場合もあります。特殊な要件の場合、独自の組
み込み関数の作成を検討してください。この機能の詳細については、
『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「独自の組み込み関数の作
成」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
不可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

MS	Windowsプ
ラットフォー
ムで稼働する
Visual	LANSA
アプリケー
ションのみで
実行可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 呼び出されるDLLの別名 1 32 	 	

2 A 必須 呼び出されるファンク 1 32 	 	

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbi_0005.htm


ションの別名(エント
リー・ポイントなど)

3	-
20

X 任意 DLLエントリー・ポイン
トに渡すユーザー定義の
実引数または論理引数

1 256 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK：正常終了した
ER：エラーが検出された

2 2 	 	

2 A 任意 エラー・メッセージ・テ
キスト

1 256 	 	

3	-
20

X 任意 DLLエントリー・ポイン
トからのユーザー定義の
実戻り値または論理戻り
値

1 256 	 	

技術ノート
									明白に記述しておかなければならないことがあります。この組み込み関数を使用する
と、ファンクションはオペレーティング・システムに依存することになります。

アプリケーション構築者はこのこと関してすべての責任を負います。この組み込み関数を
使って行うすべての作業は、どのような方法を使っても異なるオペレーティング・システム
間で(同じオペレーティング・システムの異なるバージョン間でさえ)移動できることを明示
的にも暗黙的にも保証するものではありません。

									DLL	の別名およびエントリー・ポイントの別名は英数字リテラルで指定する必要があり
ます。コンパイル時に指定したものが判別できるようにする必要があるためです。

									DLL	を使用するには、そのDLLを	X_LANSA\SOURCEディレクトリのX_USEDLL.DAT
に定義する必要があります。このファイルは、DLLとそのエントリー・ポイントの詳細情報
を提供するもので、別名と実名をマッピングします。別名と実名を使うことで以下の利点が
あります。



									RDML	ファンクションと実DLLの間をあるレベルで分離することができます。例え
ば、RDMLファンクションのコードを変更することなく、使用する実DLLの名前を変更す
ることができます(ただし実名は、生成されたCプログラム内で参照されるため、再コンパ
イルする必要があります)。

									RDML	プログラムが容易に読めるようになります。例えば、Crystal	ReportsのDLLは
「CRPE」という名前ですが、RDMLプログラムの中で「CrystalReports」という別名を使
用すれば、RDMLプログラムが一層理解しやすくなります。エントリー・ポイントにも同
様の考え方が適用されます。

X_USEDLL.DAT定義ファイル
X_USEDLL.DAT定義ファイルには、DLL組み込み関数が使用できる全
DLLの特性が定義されています。このファイルを作成または変更する前
に、またはこの組み込み関数を使用する前に、以下のことを理解してお
く必要があります。

									これは任意のファイルです。使用する場合は、X_LANSA\SOURCEディレクトリに入れ
ておく必要があります。

									このファイルは、プログラムを生成する時の開発環境だけで必要(使用される)なもので
す。したがって、このファイルの内容を変更した場合、その変更の影響を受けるDLLを使用
しているRDMLファンクションは、(再)生成と(再)コンパイルが必要になる場合があります。

									このファイルを実行環境に置く必要はありません。

									256	個を超えるエントリー・ポイントをDLLに定義することはできません。

									これは、単純なキーワード定義形式のファイルで、ほとんどのソース・エディターで編
集することができます。ファイルには一連のキーワードが配置されています	(キーワードは
行の1カラム目から始める必要があり、1行に1つのキーワードだけを指定できます)。

キーワード 意味

* コメント行

DLLNAM= 実際の(オペレーティング・システム・レベル
の)DLLファイル名。識別子は除外します。

DLLALS= RDMLファンクションで使用するこのDLLの
別名。指定可能な最大文字数は32です。この
名前は定義ファイル内でユニークにする必要
があります。大文字と小文字は区別されませ
ん。DLLNAM=は、DLLALS=に先行する必要
があります。

ENTNAM= 実際の(オペレーティング・システム・レベル
の)DLLエントリー・ポイント名。ほとんどの
オペレーティング・システムで、この名前の



大文字と小文字は区別されません。この名前
は現在のDLL定義内でユニークにする必要が
あります。

ENTALS= RDMLファンクションで使用するDLLエント
リー・ポイントの別名は、最大32桁の文字を
指定することができます。この名前は現在の
DLL内でユニークにする必要があります。大
文字と小文字は区別されません。ENTNAM=
は、ENTALS=に先行する必要があります。

ENTSKL= DLLエントリー・ポイントの実行に必要なCプ
ログラムを定義するスケルトン・ファイルの
名前	(識別子を含む)を指定します。このプロ
グラムは、DLLエントリー・ポイントを呼び
出すCプログラムを生成するためのテンプレー
トとして使用されます。このテンプレートを
作成する方法については、付属のサンプル/例
の十分なコメントが記された例を参照してく
ださい。テンプレート・ファイルはすべて、
X_LANSA\SOURCEディレクトリに入れておく
必要があります。ENTNAM=は、ENTSKL=に
先行する必要があります。

このファイルの内容については、以下の例を検討してください。
*		--------------------------------------------------
*	Example	of	defining	Crystal	Report	DLL	entry	points
*	---------------------------------------------------
DLLNAM=CRPE
DLLALS=CrystalReports
*
ENTNAM=PEOpenEngine
ENTALS=OpenEngine
ENTSKL=CRPE0001.S
*
ENTNAM=PECloseEngine
ENTALS=CloseEngine
ENTSKL=CRPE0002.S
*
ENTNAM=PEPrintReport



ENTALS=PrintReport
ENTSKL=CRPE0003.S
*
ENTNAM=PEGetVersion
ENTALS=GetVersion
ENTSKL=CRPE0004.S
	
この例は、CRPEという名前のCrystal	ReportsのDLLを定義したもので
す。この例では、OpenEngine、CloseEngine、PrintReport、GetVersion	と
いう4つのエントリー・ポイントの別名があります。このDLLとエント
リー・ポイントを呼び出すスケルトン/テンプレート・プログラムは、
それぞれ...\X_LANSA\SOURCEディレクトリのファイルCRPE0001.S、
CRPE0002.S、CRPE0003.S、およびCRPE0004.Sに入っています。スケル
トン・プログラムには、DLLをロードする方法、実エントリー・ポイン
トの名前、組み込み関数の引数とエントリー・ポイントの引数をマッピ
ングする方法、戻りコードと戻り値の処理方法などが定義されていま
す。
独自のスケルトン・ファイル/テンプレートを設定する場合は、以下の
ガイドラインに従ってください。

									付属の例をコピーして開始ポイントとして使用します。

									ファイルは必ず....\X_LANSA\SOURCEディレクトリに置いてバックアップ・コ
ピーをとるようにします。

									識別子に.Sを使用してはいけません。これは予約された識別子で、Visual	LANSA導入/
アップグレード手順の際に、独自に出荷されたスケルトンであると識別され置き換えられて
しまいます。ファイルに.S識別子を使用すると、そのファイルは次の導入/アップグレード時
に削除されます。

アプリケーションを正常に実行するために、DLLを
X_LANSA/EXECUTEディレクトリにコピーすることが必要になる場合
があります。例えば、CRPE32.DLLは、X_LANSA/EXECUTEディレクト
リへのコピーが必要です。
実際の開発サイトで、この組み込み関数の引数を実DLLエントリー・ポ
イントの引数にマッピングするための規則について決定しておく必要が
あります。採用する規則は、DLLの各エントリー・ポイントに関連する
スケルトン/テンプレート・プログラムに実装します。
用意されているスケルトン/テンプレート・ファイルは、特に以下の要
件に対応するために使用されました。

									呼び出し元から渡されなかった引数に対する可変引数リストおよびデフォルト

									可変で任意の戻り値



									新しい引数や戻り値を、DLLエントリー・ポイントの既存の呼び出し元を修正・再コン
パイルする必要なく、いつでも追加できる機能

									すべての呼び出し規則とポインター変換要件を処理でき、かつ1つのインターフェース
で複数のオペレーティング・システムに対応できる機能

									RDML	レベルのプログラム・インターフェースから複雑なDLLロードやエントリー・ポ
イントの解決を見えなくする機能

									LANSA	RDML言語を使用する高度なプログラミングに適したパフォーマンス

例えば、Crystal	Reportsのエントリー・ポイントでは以下のパラメータと
戻り値の規則が出荷時の形式として採用されています。

DLL別名 エント
リー・ポイ
ント

別名 引数と戻り値

CrystalReports OpenEngine Ret	1 戻りコード。OKまたはERが
戻される。任意

CrystalReports CloseEngine Ret	1 戻りコード。OKまたはERが
戻される。任意

CrystalReports PrintReport Arg	3 レポート名。必須。指定が
ない場合はデフォルトとし
てNull文字列が使用され、
「見つかりません」のエ
ラーとなる

Arg	4 プリント・レポート・オプ
ション。任意。YまたはNを
指定する。デフォルトはY

Arg	5 ウィンドウ表示オプショ
ン。任意。YまたはNを指定
する。デフォルトはN

Arg	6 ウィンドウ・タイトル。任
意デフォルトはNull文字列

Ret	1 戻りコード。OKまたはERが
戻される

CrystalReports GetVersion Ret	1 戻りコード。OKまたはERが
戻される。任意



Ret	2 メジャー・バージョン番
号。任意

Ret	3 マイナー・バージョン番
号。任意



9.46	DLT_FIELD
	注：組み込み関数の規則

LANSAリポジトリからフィールド定義とそのフィールドに関連する
LANSA	for	the	Webのビジュアル・コンポーネントを削除します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	i	のRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 リポジトリから削除する
フィールドの名前

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドの詳細が
2 2 	 	



戻された
ER	=	フィールドにアクセ
スできない

"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。



9.47	DLT_FILE
	注：組み込み関数の規則
ファイルおよびその関連する論理ファイルとI/Oモジュールを削除する
ジョブを投入します。

これは、	LANSA	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使用しない
でください。

IBM	iでは、この組み込み関数は削
除操作を実行するジョブを投入しま
す。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 この組み込み関数はジョブを投入し
ません。ファイルを削除して制御を
戻します。

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

Visual	LANSAの引数
番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 ライブラリ名。Visual
LANSAでは、下位互換性
のために*LIBLが有効で
す。

1 10 	 	

3 A 任意 ジョブの名前

無視

1 10 	 	



4 A 任意 ジョブ記述の名前
無視

1 21 	 	

5 A 任意 ジョブ待ち行列の名前

無視

1 21 	 	

6 A 任意 出力待ち行列の名前

無視

1 21 	 	

LANSA/ADの引数
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「ファイル定義を削
除するジョブを投入する」の「ファイル定義の削除」を参照してくださ
い。

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 ライブラリ名 1 10 	 	

3 A 任意 ジョブの名前

デフォルト：ファイル名

1 10 	 	

4 A 任意 ジョブ記述の名前。デ
フォルト：要求するジョ
ブの属性からのジョブ記
述

1 21 	 	

5 A 任意 ジョブ待ち行列の名前。
デフォルト：要求する
ジョブの属性からのジョ
ブ待ち行列

1 21 	 	

6 A 任意 出力待ち行列の名前。デ
フォルト：要求するジョ
ブの属性からの出力待ち

1 21 	 	
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行列

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

説明 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	送信が成功した
ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	

例
ユーザーが独自バージョンのファイル定義の削除機能を使用してファイ
ルおよび関連する論理ビューとI/Oモジュールを削除する場合は、次の
ように行います。
*********			Define	arguments	and	lists
DEFINE						FIELD(#FILNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE						FIELD(#LIBNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE						FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
BEGIN_LOOP						
*********			Request	File	and	library	name
REQUEST					FIELDS(#FILNAM	#LIBNAM)
*********			Execute	built-in-function	-	DLT_FILE
USE									BUILTIN(DLT_FILE)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM)	
												TO_GET(#RETCOD)
*********			Check	if	submission	was	successful
IF										COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE					MSGTXT('Delete	of	file	submitted	successfully')
CHANGE						FIELD(#FILNAM)	TO(*BLANK)



ELSE						
MESSAGE					MSGTXT('Delete	submit	failed	with	errors,	
																				refer	to	additional	messages')
ENDIF						
END_LOOP						
	



9.48	DLT_PROCESS_ATTACH
	注：組み込み関数の規則

START_PROCESS_EDIT組み込み関数で現在編集中のプロセス定義の定
義から、追加されたプロセスおよびファンクションをすべて削除しま
す。
この組み込み関数に渡される情報は、フルLANSA開発環境で提供され
ている同等のオンライン機能と同じ編集、修正ルールに従います。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を「商用」のアプリ
ケーション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。
また使用するべきではありません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 削除用テスト順序番
号。追加されたプロセ
ス/ファンクションで
順序番号がこの引数の

1 3 0 0



値以上のものをすべて
削除します。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.49	DOM_ADD_FIELD
	注：組み込み関数の規則
フィールド名を使用して、オープン・データ・ノートにフィールドを追
加します。フィールド・タイプも指定する必要があります。
サポートされるフィールド・タイプは単純なデータ・タイプの
TYPE_TEXT、TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであ
り、これらはLANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック
数字)、S(ゾーン数字)に最も近いタイプです。データは必要なフィール
ド・タイプに変換され、TYPE_TEXT、TYPE_DATE、
TYPE_TEXT_LISTフィールドはEBCDICからLMBCSに変換されます。
新しいフィールドを作成するには、英数字または数値のいずれかの
フィールド値を指定する必要があります。TYPE_TIMEフィールド
は、'*CURRENT'という英数字の値を指定することができます。この場
合、現在日付と現在時刻がフィールドに設定されます。また値を設定す
る場合は日付/時刻の値を正しいフォーマットで指定する必要がありま
す(例：mm/dd/yy	hh:mm:ss)。TYPE_TEXT_LISTフィールドの場合、テキ
スト・リスト・フィールドがすでに存在する場合に既存のフィールドに
値が追加されます。
ドキュメント/データ・ノートは、DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み
関数が使用されるまでデータベースへは更新されないので注意してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 ドキュメントに追加する
フィールドの名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートのフィールド・タ
イプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LISTフィー
ルド・タイプ用の英数字
フィールド

1 256 	 	

5 N 任意 TYPE_NUMBERフィール
ド・タイプ用の数値
フィールド

1 15 0 9

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドが正常に
追加された
ER	=	フィールドが追加さ
れなかった

2 2 	 	



例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFFieldSetNumber、
NSFFieldSetText、ConvertTextToTIMEDATE、NSFFieldSetTime、
NSFFieldAppendTextListを使用します。この組み込み関数の使用に関す
るセキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプ
ラットフォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。
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9.50	DOM_ADD_ITEM
	注：組み込み関数の規則
項目名を使用して、オープン・データ・ノートに項目を追加します。項
目タイプも指定する必要があります。
サポートされる項目タイプは単純なデータ・タイプのTYPE_TEXT、
TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであり、これらは
LANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック数字)、S(ゾー
ン数字)に最も近いタイプです。データは必要な項目タイプに変換さ
れ、TYPE_TEXT、TYPE_DATE、TYPE_TEXT_LIST項目はEBCDICから
LMBCSに変換されます。
新しい項目を作成するには、英数字または数値のいずれかのフィールド
値を指定する必要があります。TYPE_TIME項目は、'*CURRENT'という
英数字の値を指定することができます。この場合、現在日付と現在時刻
が項目に設定されます。また値を設定する場合は日付/時刻の値を正し
いフォーマットで指定する必要があります(例：mm/dd/yy	hh:mm:ss)。
TYPE_TEXT_LIST項目では、テキスト・リスト項目がすでに存在する場
合に、既存の項目に値が追加されます。
ドキュメント/データ・ノートは、DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み
関数が使用されるまでデータベースへは更新されないので注意してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 ドキュメントに追加する
項目の名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートの項目タイプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LIST項目タ
イプ用の英数字フィール
ド
「引数項目4」を参照して
ください。

1 無
制
限

	 	

5 N 任意 TYPE_NUMBER項目タイ
プ用の数値フィールド

1 15 0 9

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	項目が正常に追加さ
れた
ER	=	項目が追加されな
かった

2 2 	 	



例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFItemSetNumber、
NSFItemSetText、ConvertTextToTIMEDATE、NSFItemSetTime、
NSFItemAppendTextListを使用します。この組み込み関数の使用に関する
セキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラッ
トフォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。

引数項目4
また、この組み込み関数は、LotusのAPIであるOSTranslateを使用して、
4番目の引数の値(適用可能な場合)をLMBCSの相当する値に変換しま
す。この値は最大65535バイトまでしか処理できません。したがって、
追加項目の長さが65535バイトを超えてはいけません。
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9.51	DOM_CLOSE_DATABASE
	注：組み込み関数の規則
ローカルまたはリモートのDominoサーバー上で、オープンされている
Domino/Notesデータベースをクローズします。データベースがリモー
ト・サーバー上にある場合は、サーバーのセッションもクローズしま
す。
オープンしたデータベースは、アプリケーションを終了する前に、
DOM_CLOSE_DATABASE組み込み関数を使用してクローズする必要が
あります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード
OK	=	データベースが正常
にクローズされた

OK	=	データベースがク
ローズされなかった

2 2 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例3：データベース内でエージェント機能を実行
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFDbCloseを使用しま
す。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題は、
すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用したとき
に発生する問題によるものです。
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9.52	DOM_CLOSE_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則
不要になったオープン・ドキュメントをクローズして、Notesがドキュ
メント/データ・ノート用に割り当てたメモリーを解放します。
ドキュメントの内容がこの処理でデータベースに書き込まれることはな
いので注意してください。ドキュメントをディスクに更新するには、
DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み関数を使用する必要があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード 2 2 	 	



OK	=	ドキュメント/デー
タ・ノートが正常にク
ローズされた
OK	=	ドキュメント/デー
タ・ノートがクローズさ
れなかった

例
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の次のDomino組み込み関数の例を参照し
てください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例3：データベース内でエージェント機能を実行
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFNoteCloseを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。
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9.53	DOM_CLOSE_FILE
	注：組み込み関数の規則
ローカルまたはリモートのDominoサーバー上で、オープンされている
Domino/Notesファイルをクローズします。ファイルがリモート・サー
バー上にある場合は、サーバーのセッションもクローズします。
オープンしたファイルは、アプリケーションを終了する前に、
DOM_CLOSE_FILE組み込み関数を使用してクローズする必要がありま
す。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイル・ハンドル 4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード 2 2 	 	



OK	=	ファイルが正常にク
ローズされた
OK	=	ファイルがクローズ
されなかった

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例3：データベース内でエージェント機能を実行
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFDbCloseを使用しま
す。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題は、
すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用したとき
に発生する問題によるものです。
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9.54	DOM_CREATE_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則
オープンされたデータベース内のメモリーで、新しいドキュメント/
データ・ノートを作成します。
作成された後のドキュメント/データ・ノートは、中身は空でデータ
ベースにはまだ保管されていないので注意してください。項目/フィー
ルドをノートに追加するにはDOM_ADD_ITEM組み込み関数、ドキュメ
ント/データ・ノートをデータベースに更新するには
DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み関数を使用します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード
OK	=	ドキュメントが正常
に作成された

OK	=	ドキュメントが作成
されなかった

2 2 	 	

2 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFNoteCreateを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example1.HTM


9.55	DOM_DELETE_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則
指定されたノートIDを使用してデータベースからドキュメント/デー
タ・ノートを削除します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

2 N 必須 ノートID 1 15 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	ドキュメント/デー
タ・ノートが正常に削除

2 2 	 	



された
OK	=	ドキュメント/デー
タ・ノートが削除されな
かった

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFNoteDeleteを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.56	DOM_DELETE_FIELD
	注：組み込み関数の規則
フィールド名を使用して、オープン・ドキュメント/オープン・デー
タ・ノートからフィールドを削除します。DOM_UPDATE_DOCUMENT
組み込み関数を使用してドキュメント/ノートをデータベースに更新し
なければ、指定された名前のフィールドはドキュメントのメモリー内コ
ピーから削除されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 値が削除されるドキュメ
ント内のフィールドの名
前

1 65 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールド値が正常
に削除された
ER	=	フィールドが削除さ
れなかった
NF	=	フィールド値が見つ
からない

2 2 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFFieldIsPresent、
NSFFieldDeleteを使用します。この組み込み関数の使用に関するセキュ
リティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラット
フォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.57	DOM_DELETE_ITEM
	注：組み込み関数の規則
項目名を使用して、オープン・ドキュメント/オープン・データ・ノー
トから項目を削除します。DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み関数を
使用してドキュメント/ノートをデータベースに更新しなければ、指定
された名前の項目はドキュメントのメモリー内コピーから削除されま
す。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 値が削除されるドキュメ
ント内のアイテムの名前

1 65 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	項目値が正常に削除
された
ER	=	項目が削除されな
かった
NF	=	項目値が見つからな
い

2 2 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFItemIsPresent、
NSFItemDeleteを使用します。この組み込み関数の使用に関するセキュ
リティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラット
フォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.58	DOM_END_SEARCH_DOCS
	注：組み込み関数の規則

DOM_SEARCH_DOCUMENTS組み込み関数を呼び出してすべてのド
キュメント処理が完了した時に、DOM_END_SEARCH_DOCSを呼び出
す必要があります。これにより、DOM_SEARCH_DOCUMENTS組み込
み関数の要求を処理するために割り当てられたメモリーがすべて解放さ
れます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ノートIDテーブル・ハン
ドル

4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード 2 2 	 	



OK	=	メモリーが正常に解
放された
ER	=	メモリー解放エラー
が発生した

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるIDDestroyTableを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.59	DOM_EXECUTE_AGENT
	注：組み込み関数の規則
エージェントを実行します。指定したエージェントのノートIDを取得し
てエージェントを開き、エージェントの実行時コンテキストを作成して
エージェントを実行します。
エージェントとは設計ノートのことで、データベース内のドキュメント
でカスタム・オペレーションを実行します。通常、エージェントには処
理するドキュメントの選択方式、およびドキュメントに保管する値の計
算方式が組み込まれています。Notesのユーザー・インターフェース機
能に依存しないエージェントはすべて実行することができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 エージェント名 1 128 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	エージェントが正常
に実行された
ER	=	エージェントが正常
に実行されなかった

2 2 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例3：データベース内でエージェント機能を実行

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNIFFindDesignNote、
NIFFindPrivateDesignNote、AgentOpen、AgentCreateRunContext、
AgentRedirectStdout、AgentRun、AgentDestroyRunContext、AgentCloseを
使用します。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の
問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用
したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example3.HTM


9.60	DOM_GET_FIELD
	注：組み込み関数の規則
フィールド名を使用して、オープン・データ・ノートからフィールドを
取得します。フィールドには、フィールド・タイプに従って英数字また
は数値のいずれかのフィールド値が戻されます。
サポートされるフィールド・タイプは単純なデータ・タイプの
TYPE_TEXT、TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであ
り、これらはLANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック
数字)、S(ゾーン数字)に最も近いタイプです。データは必要なフィール
ド・タイプから変換され、TYPE_TEXT、TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LISTフィールドはLMBCSからEBCDICに変換されます。
TYPE_TEXT_LISTフィールドの場合、テスト・リスト・フィールドの1
番目のエントリーはエントリー・ポジションを0で指定する必要があり
ます。要求したエントリー・ポジションがテキスト・リスト・フィール
ドのエントリー数を超える場合、戻りコードは"NF"に設定されます。
ドキュメント上では実際のフィールド・タイプはTYPE_TEXT_LISTであ
るのに、引数としてTYPE_TEXTのフィールド・タイプが指定された場
合、デフォルトではそのテキスト・リスト・フィールドの1番目のエン
トリーが返されます。この時エラーにはなりません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 値が戻されるドキュメン
ト内のフィールドの名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートのフィールド・タ
イプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 N 任意 TYPE_TEXT_LISTフィー
ルド用のエントリー・ポ
ジション

1 15 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールド値が正常
に取り込まれた
ER	=	フィールドが取り込
まれなかった
NF	=	フィールド値が見つ
からない

2 2 	 	

2 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LISTフィー
ルド・タイプ用の英数字
フィールド

1 256 	 	



3 N 任意 TYPE_NUMBERフィール
ド・タイプ用の数値
フィールド

1 15 0 9

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFFieldIsPresent、
NSFFieldInfo、NSFFieldGetNumber、NSFFieldGetText、
ConvertTIMEDATEToText、NSFFieldGetTime、
NSFFieldGetTextListEntries、NSFFieldGetTextListEntryを使用します。こ
の組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題は、すべて
Lotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用したときに発生
する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.61	DOM_GET_ITEM
	注：組み込み関数の規則
項目名を使用して、オープン・データ・ノートから項目を取得します。
項目には、項目タイプに従って英数字または数値のいずれかのフィール
ド値が戻されます。
サポートされる項目タイプは単純なデータ・タイプのTYPE_TEXT、
TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであり、これらは
LANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック数字)、S(ゾー
ン数字)に最も近いタイプです。データは必要な項目タイプから変換さ
れ、TYPE_TEXT、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LIST項目はLMBCSから
EBCDICに変換されます。
TYPE_TEXT_LIST項目の場合、テスト・リスト項目の1番目のエント
リーはエントリー・ポジションを0で指定する必要があります。要求し
たエントリー・ポジションがテキスト・リスト項目のエントリー数を超
える場合、戻りコードは"NF"に設定されます。
ドキュメント上では実際の項目タイプはTYPE_TEXT_LISTであるのに、
引数としてTYPE_TEXTの項目タイプが指定された場合、デフォルトで
はそのテキスト・リスト項目の1番目のエントリーが返されます。この
時エラーにはなりません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 値が戻されるドキュメン
ト内の項目の名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートの項目タイプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 N 任意 TYPE_TEXT_LIST項目用
のエントリー・ポジショ
ン

1 15 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	項目値が正常に取り
込まれた
ER	=	項目が取り込まれな
かった
NF	=	項目値が見つからな
い

2 2 	 	

2 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LIST項目タ
イプ用の英数字フィール
ド

1 256 	 	

3 N 任意 TYPE_NUMBER項目タイ 1 15 0 9



プ用の数値フィールド

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFItemIsPresent、
NSFItemInfo、NSFItemGetNumber、NSFItemGetText、
ConvertTIMEDATEToText、NSFItemGetTime、
NSFItemGetTextListEntries、NSFItemGetTextListEntryを使用します。この
組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題は、すべて
Lotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用したときに発生
する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.62	DOM_GET_NXT_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則

DOM_SEARCH_DOCUMENTS組み込み関数を呼び出して作成したID
テーブルから1番目または次のノートIDを取得します。
IDテーブルから最初のドキュメントのノートIDを取得するには、引数の
前ノートIDに0を設定します。何も設定しないと前回この組み込み関数
を呼び出した時に戻された値が設定されます。
戻されたノートIDは、その後のDOM_OPEN_DOCUMENT、
DOM_GET_ITEM、DOM_UPDATE_ITEM、DOM_UPDATE_DOCUMENT
等の組み込み関数の処理で必要となります。
すべてのドキュメントに対する処理を完了する時は、
DOM_END_SEARCH_DOCS組み込み関数を使用します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ノートIDテーブル・ハン
ドル

4 4 	 	

2 N 必須 前ノートID：
IDテーブルで最初のノー
トIDを取得するには0を設
定します。何も設定しな

1 15 0 0



い場合は前回戻された
ノートIDが設定されま
す。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	次のノートIDが正常
に戻された
EF	=	IDテーブルにこれ以
上のノートIDはない
ER	=	次のノートIDを戻す
ときにエラーが発生した

2 2 	 	

2 N 必須 戻されたノートID 1 15 0 0

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるIDScanを使用します。
この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題は、すべ
てLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用したときに発
生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.63	DOM_OPEN_DATABASE
	注：組み込み関数の規則
ローカルまたはリモートのDominoサーバー上で、Domino/Notesデータ
ベースをオープンします。
オープンしたデータベースは、アプリケーションを終了する前に、
DOM_CLOSE_DATABASE組み込み関数を使用してクローズする必要が
あります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

Notesデータベース・ファイル
名。注：Notesデータ・ディレク
トリを含みます。

ファイルの拡張子が".NSF"の場
合、拡張子は省略できます。
例："/NOTES/DATA/ACME.NSF"

1 255 	 	

2* A 任
意

ネットワーク・ポート名 1 32 	 	

3* A 任
意

Dominoサーバー名 1 255 	 	



注：リモート・サーバーのディレクトリにアクセスする場合は、引数2*
と3*が必要です。
ローカルDominoサーバーのデータベースをオープンする場合は、デー
タベース名だけが必要です。
リモートDominoサーバーのデータベースをオープンする場合は、サー
バー名を含めたフル・パス名(DNSに通常登録されているTCP/IPホスト
名)が必要な場合があります。組織名、国名コード、Notesデータベース
名(例："SYDNOTES/ACME/AU/NOTES/DATA/ACME.NSF")です。
サーバー名がローカルSystem	i	サーバーのTCP/IPホスト・テーブルに存
在する場合、その名前が使えます。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	データベースが正常
にオープンされた
OK	=	データベースがオー
プンされなかった

2 2 	 	

2 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例3：データベース内でエージェント機能を実行
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるOSTranslate、NotesInit、
OSPathNetConstruct、NSFDbOpenを使用します。この組み込み関数の使
用に関するセキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example1.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example3.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


在のプラットフォームで通常に使用したときに発生する問題によるもの
です。



9.64	DOM_OPEN_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則
指定されたノートIDを使用して、データベース内で指定のドキュメント
をオープンします。
ドキュメント処理が終了したら、DOM_UPDATE_DOCUMENTまたは
DOM_CLOSE_DOCUMENTのいずれかの組み込み関数を使って、Notes
が割り当てたメモリーを解放する必要があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

2 N 必須 ノートID 1 15 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード
OK	=	ドキュメントが正常
にオープンされた

OK	=	ドキュメントがオー
プンされなかった

2 2 	 	

2 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFNoteOpenを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM


9.65	DOM_OPEN_FILE
	注：組み込み関数の規則
ローカルまたはリモートのDominoサーバー上で、Domino/Notesファイル
をオープンします。
オープンしたファイルは、アプリケーションを終了する前に、
DOM_CLOSE_FILE組み込み関数を使用してクローズする必要がありま
す。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

Notesファイルのファイル名。
注：Notesデータ・ディレクトリ
を含みます。

ファイルの拡張子が".NSF"の場
合、拡張子は省略できます。
例："/NOTES/DATA/ACME.NSF"

1 255 	 	

2* A 任
意

ネットワーク・ポート名 1 32 	 	

3* A 任
意

Dominoサーバー名 1 255 	 	



*注：リモート・サーバーのディレクトリにアクセスする場合は、引数
2*と3*が必要です。
ローカルDominoサーバーのファイルをオープンする場合は、ファイル
名だけが必要です。
リモートDominoサーバーのファイルをオープンする場合は、サーバー
名を含めたフル・パス名(DNSに通常登録されているTCP/IPホスト名)が
必要な場合があります。組織名、国名コード、Notesファイル名
(例："SYDNOTES/ACME/AU/NOTES/DATA/ACME.NSF")です。
サーバー名がローカルSystem	iサーバーのTCP/IPホスト・テーブルに存
在する場合、その名前が使えます。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	ファイルが正常に
オープンされた
OK	=	ファイルがオープン
されなかった

2 2 	 	

2 A 必須 ファイル・ハンドル 4 4 	 	

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例3：データベース内でエージェント機能を実行
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるOSTranslate、NotesInit、
OSPathNetConstruct、NSFDbOpenを使用します。この組み込み関数の使
用に関するセキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example1.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example3.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


在のプラットフォームで通常に使用したときに発生する問題によるもの
です。



9.66	DOM_SEARCH_DOCUMENTS
	注：組み込み関数の規則
ドキュメント/データ・ノート用のデータベースを選択条件によるマッ
チングまたはすでに作成されているビューを使用して検索します。選択
条件もビューも指定されていない場合は、データベース内のドキュメン
ト/データ・ノートがすべてマッチします。
この組み込み関数の結果はノートIDテーブルです。このノートIDテーブ
ルとDOM_GET_NXT_DOCUMENT組み込み関数を使ってドキュメント
を順次読むことができます。選択条件が指定された場合、選択式がコン
パイルされ、選択条件にマッチするすべてのドキュメントのノートID
テーブルが生成されます。ビューが指定された場合は、ビューのコレク
ションが生成され、そのコレクションのノートIDがすべてノートIDテー
ブルに追加されます。
選択条件を指定する場合、Notesの@ファンクション、フィールド名、
論理演算子を使用したビューの選択式と同じ構文にする必要があるので
注意してください。選択条件は正しく引用する必要があります。選択条
件の構文は検証されません。
すべてのドキュメントに対する処理を完了する時は、
DOM_END_SEARCH_DOCS組み込み関数を使用します。
ビューと選択条件の使用を比較した一般的なガイドラインを以下に示し
ます。

									選択条件を使用してデータベースからドキュメントを選択するのは、実行時まで選択条
件がわからない場合やプログラムのパフォーマンスが重要ではない場合、またプログラムを
時々しか実行しない場合などです。

									ビューを使用してデータベースからドキュメントを選択するのは、ある決まった順序で
ドキュメントを処理する場合や、プログラムのパフォーマンスが重要な場合などです。通
常、同じものを選択する場合、選択条件よりもビューを使用したほうがより速くドキュメン
トを選択できます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	



引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データベース・ハンドル 4 4 	 	

2 A 必須 検索タイプ

V	=	ビュー
C	=	選択条件
N	=	なし。例：全ドキュ
メントが選択される

1 1 	 	

3 A 任意 ビュー名。検索タイプが
Vの場合必須です。

1 128 	 	

4 A 任意 選択条件

検索タイプがCの場合必
須です。
検索タイプがVで、かつ
名前による検索方式で検
索する場合必須です。入
力された値は大文字と小
文字を区別しないマッチ
ングのプライマリ・ソー
ト・キーになります。

1 255 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード
OK	=	検索が正常に完了し
た

ER	=	検索が正常に完了し
なかった

2 2 	 	

2 A 必須 ノートIDテーブル・ハン
ドル

4 4 	 	

3 N 任意 番号。ノートIDテーブル
のノートID。例：選択す
るドキュメントの番号

1 15 0 0

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例2：ビューを使ってデータベースからドキュメントを選択
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるAPIs	IDCreateTable、
NSFFormulaCompile、NSFSearch、IDEntries、IDInsert、NIFFindView、
NIFOpenCollection、IDCreateTable、NIFReadEntries、NIFCloseCollection
を使用します。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性
の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使
用したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example2.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.67	DOM_UPDATE_DOCUMENT
	注：組み込み関数の規則
データベースのドキュメント/データ・ノートを更新します。これによ
りメモリー内にあるノート・バージョンがデータベースに書き出されま
す。ドキュメント/データ・ノート用にNotesが割り当てていたメモリー
も解放されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	ドキュメント/デー
2 2 	 	



タ・ノートが正常に更新
された
OK	=	ドキュメント/デー
タ・ノートが更新されな
かった

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例1：データベースに新規ドキュメントを作成
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数はLotus	Notesの標準APIであるNSFNoteUpdateを使用し
ます。この組み込み関数の使用に関するセキュリティと整合性の問題
は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラットフォームで通常に使用した
ときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example1.HTM
its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.68	DOM_UPDATE_FIELD
	注：組み込み関数の規則
フィールド名を使用して、オープン・データ・ノートで既存のフィール
ドを更新します。フィールド・タイプも指定する必要があります。
フィールドが存在しない場合、ドキュメントに追加されます。
サポートされるフィールド・タイプは単純なデータ・タイプの
TYPE_TEXT、TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであ
り、これらはLANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック
数字)、S(ゾーン数字)に最も近いタイプです。データは必要なフィール
ド・タイプに変換され、TYPE_TEXT、TYPE_DATE、
TYPE_TEXT_LISTフィールドはEBCDICからLMBCSに変換されます。
指定のフィールドを更新するには、英数字または数値のいずれかの
フィールド値を指定する必要があります。TYPE_TIMEフィールド
は、'*CURRENT'という英数字の値を指定することができます。この場
合、現在日付と現在時刻がフィールドに設定されます。また値を設定す
る場合は日付/時刻の値を正しいフォーマットで指定する必要がありま
す(例：mm/dd/yy	hh:mm:ss)。TYPE_TEXT_LISTフィールドの場合、テキ
スト・リスト・フィールドがすでに存在する場合に既存のフィールドに
値が追加されます。
ドキュメント/データ・ノートは、DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み
関数が使用されるまでデータベースへは更新されないので注意してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



数
桁
数

数
桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 ドキュメントに更新する
フィールドの名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートのフィールド・タ
イプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LISTフィー
ルド・タイプ用の英数字
フィールド

1 256 	 	

5 N 任意 TYPE_NUMBERフィール
ド・タイプ用の数値
フィールド

1 15 0 9

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドが正常に
更新された
ER	=	フィールドが更新さ

2 2 	 	



れなかった

例
次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFFieldSetNumber、
NSFFieldSetText、ConvertTextToTIMEDATE、NSFFieldSetTime、
NSFFieldAppendTextListを使用します。この組み込み関数の使用に関す
るセキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプ
ラットフォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.69	DOM_UPDATE_ITEM
	注：組み込み関数の規則
項目名を使用して、オープン・データ・ノートで既存の項目を更新しま
す。項目タイプも指定する必要があります。項目が存在しない場合、ド
キュメントに追加されます。
サポートされる項目タイプは単純なデータ・タイプのTYPE_TEXT、
TYPE_NUMBER、TYPE_TIME、TYPE_TEXT_LISTであり、これらは
LANSAの標準データ・タイプであるA(英数字)、P(パック数字)、S(ゾー
ン数字)に最も近いタイプです。データは必要な項目タイプに変換さ
れ、TYPE_TEXT、TYPE_DATE、TYPE_TEXT_LIST項目はEBCDICから
LMBCSに変換されます。
指定の項目を更新するには、英数字または数値のいずれかのフィールド
値を指定する必要があります。TYPE_TIME項目は、'*CURRENT'という
英数字の値を指定することができます。この場合、現在日付と現在時刻
が項目に設定されます。また値を設定する場合は日付/時刻の値を正し
いフォーマットで指定する必要があります(例：mm/dd/yy	hh:mm:ss)。
TYPE_TEXT_LIST項目では、テキスト・リスト項目がすでに存在する場
合に、既存の項目に値が追加されます。
ドキュメント/データ・ノートは、DOM_UPDATE_DOCUMENT組み込み
関数が使用されるまでデータベースへは更新されないので注意してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 ドキュメント/データ・
ノート・ハンドル

4 4 	 	

2 A 必須 ドキュメントに更新する
項目の名前

1 65 	 	

3 N 必須 ノートの項目タイプ

1	=	TYPE_NUMBER
2	=	TYPE_TEXT
3	=	TYPE_TIME
4	=	TYPE_TEXT_LIST

1 7 0 0

4 A 任意 TYPE_TEXT、
TYPE_TIME、
TYPE_TEXT_LIST項目タ
イプ用の英数字フィール
ド

1 256 	 	

5 N 任意 TYPE_NUMBER項目タイ
プ用の数値フィールド

1 15 0 9

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	項目が正常に更新さ
れた
ER	=	項目が更新されな
かった

2 2 	 	

例



次のDomino組み込み関数の例を参照してください。
例4：ブラウズ・リストから選択したドキュメントの更新

技術ノート
この組み込み関数は、Lotus	Notesの標準APIであるNSFItemSetNumber、
NSFItemSetText、ConvertTextToTIMEDATE、NSFItemSetTime、
NSFItemAppendTextListを使用します。この組み込み関数の使用に関する
セキュリティと整合性の問題は、すべてLotus	Notes	APIを現在のプラッ
トフォームで通常に使用したときに発生する問題によるものです。

its:lansa013.chm::/lansa/dom_example4.HTM


9.70	DROP_DD_VALUES
	注：組み込み関数の規則
ドロップダウン値のセットを消去して、他のドロップダウン値のセット
用にスペースを解放します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ドロップダウン名

DDで始める必要があ
ります。

4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード。可能な戻り
値：

OK	=値が正常に消去され
た
ER	=エラーが発生した

2 2 	 	



例
アセット・コード・フィールドのドロップダウン値を消去して、ステー
タス・フィールド用の場所を空けます。
DEFINE			FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
USE						BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDST	'/'	
								'Raised/Open/Closed/Invoiced/History/Back	Ordered')
											TO_GET(#RETCOD)
IF							COND('#RETCOD	*NE	OK')

USE						BUILTIN(DROP_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDAC)
											TO_GET(#RETCOD)
USE						BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDST	'/'	
								'Raised/Open/Closed/Invoiced/History/Back	Ordered')
											TO_GET(#RETCOD)
ENDIF

USE						BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDST	'	'	'Cancelled')
											TO_GET(#RETCOD)
IF							COND('#RETCOD	*NE	OK')
*	<<	エラー処理	>>
ENDIF
	



9.71	DROP_EXTRA_USER_KEYS
	注：組み込み関数の規則

ALLOW_EXTRA_USER_KEY組み込み関数を1回または複数回使用して
有効になったユーザー定義の「拡張」ファンクション・キーをすべて無
効にします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数
引数はありません。

戻り値
戻り値はありません。



9.72	ENCRYPT
	注：組み込み関数の規則
テキスト文字列を暗号化します。
この組み込み関数と対で使用するDECRYPT組み込み関数は、暗号化さ
れたテキスト文字列を解読します。
警告：このバージョン(LANSA	V11	SP4)以降、暗号化にブランクのキー
は使用されません。キー引数がすべてブランクで渡された場合、生成さ
れたキーが代わりに使用されます。V11	SP4より古いバージョンでは、
暗号化にすべてスペースのキーが使用されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可	

Visual	LANSA	for	Windows 使用可	

Visual	LANSA	for	Linux 使用可	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述	 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 u 必
須

暗号化するテキスト 8 無制限 	 	

2 N 必
須

暗号化するテキストの
長さ

この長さ引数の値は、8
の倍数でなければなり
ません。
この引数には、第1引数
(暗号化するテキスト)
の長さより大きい値を
指定することはできま
せん。

1 11 0 0



3 u 任
意

暗号化に使用するキー

暗号化用のキーを指定
しない場合、キーが生
成され戻されます。
暗号化に使用したキー
は保存して、DECRYPT
組み込み関数に指定す
る必要があります。
現在の暗号化は16バイ
ト/128ビット・キーを
使用します。最後の16
バイトは今後の使用に
備えて予約されていま
す。

Unicodeフィールド・タ
イプが使用されると、
UTF-8に変換され、32
バイトに切り捨てられ
ます。キーが指定され
ず、戻り値3がUnicode
フィールド・タイプの
場合は、Unicodeキーが
生成されます。この
キーはUTF-8に変換さ
れ、32バイトに切り捨
てられます。
もしくは、Unicode
フィールドを使用した
キーを自動的に生成す
ることも可能ですが、
これには空の文字列が
設定されます。

16 32 	 	

4 A 任
意

16進数で保管された、
暗号化されたテキスト

YES	=	16進数形式の暗
号化されたテキストを

2 3 	 	



戻す	
NO	=	バイナリー形式の
暗号化されたテキスト
を戻す
デフォルト値はNOで
す。

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻される暗号化された
テキスト

8 無制限 	 	

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	アクションが完了
した
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

3 u 任
意

キー引数の指定がない
場合の暗号化に使用さ
れたキー

16 32 	 	

技術ノート
									暗号ブロック暗号化アルゴリズムでは、暗号化と復号化は必ず8桁のブロックで行われ
ます。したがって、暗号化する時の実際の値は8の倍数の長さにする必要があります。

									暗号化アルゴリズムにより暗号化され戻されたデータはバイナリー・データで、あらゆ
る値を含めることができます。このようにして暗号化されたデータを使用する場合や環境間
で受け渡しする場合は、コード・ページ変換(例：	データベース・マネージャー、コミュニ
ケーション・リンクなど)が行われることがあります。またCRやLF、バイナリー・ゼロなど
の特殊文字は各種問題(例：HTMLやXMLドキュメント、文字列処理、ストリーム・ファイル
など)の原因となる場合があり、問題が多いことがわかっています。したがって、暗号化され
たデータは16進数のフォーマットで物理的に保管することをお勧めします。

									Unicodeフィールドは暗号化される前にUTF-8に変換されます。これにより、Unicode
フィールドがあるプラフォームで暗号化され、別のプラットフォームで復号化できるように
なります。またこれにより、暗号の長さ(引数2)を、暗号化されるテキスト(引数1)の長さの3



倍にすることができます。また結果を16進数で保存する場合は、更に倍のサイズにできま
す。ですから、500文字のNVarcharがあったとすると、暗号化の長さは1500、戻された暗号化
されたテキストは3000になります。ただし、実際にはこのような割合で長さを使用すると、
データが失われてしまう恐れがあるので、注意してください。

例
次の2つのRSMLサブルーチンは、汎用的な暗号化技術を使って、最大16
文字長のあらゆる情報を暗号化します。		
例えば、EXECUTE	ENCRYPT	(#KEY	#PROD_NUM	#PROD_ENC)では、
#PROD_NUM(10文字)を暗号化して、#PROD_ENC(32文字)を生成しま
す。
サブルーチンのパラメータの#PROD_NUMは10文字のフィールドです
が、結果のフィールドである#PROD_ENCは32文字であることに注意し
てください。
これは初期バイナリー暗号化では8の倍数の入力が必要だからです(例：
サブルーチン実行により10文字の#PROD_NUMは16バイトの長さになる
ようにブランクが埋め込まれます)。暗号化されたバイナリー・データ
は16進数で出力されます。したがって長さは32バイトになります。	
後で実行する復号化処理を正常に完了させるため、#PROD_ENCの32バ
イトすべてを保管する必要があります。
この値を復号化するコードは、EXECUTE	DECRYPT	(#KEY
#PROD_ENC	#PROD_NUM)です。
この処理では、32バイトの16進数値はまずバイナリーに変換され復号化
された後、16文字で戻されます。
最終的に、このサブルーチンは復号化された値の右側を切り捨てて10文
字にして#PROD_NUMに値を入れます。

指定のキーを用いて値を暗号化(ENCRYPT)し、暗号化された
値を32バイトの16進数で戻します。
**********	=======================================================	
**********	Sample	routine	to	Encrypt	a	passed	in	value	(up	to	16			
**********	bytes	in	length)	with	a	supplied	key	and	return	a							
**********	32	byte	encrypted	value	in	hex	(suitable	for	storing	in	
**********	database,	etc)																																									
**********	=======================================================	
SUBROUTINE	NAME(ENCRYPT)	PARMS((#KEY16	*RECEIVED)	(#VAL16	*RECEIVED)	(#HEX32	*RETURNED))
DEFINE					FIELD(#KEY16)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)	DESC('Encryption	key	supplied')
DEFINE					FIELD(#VAL16)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)	DESC('Value	to	be	encrypted')



DEFINE					FIELD(#HEX32)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Encrypted	value	in	Hex')
DEFINE					FIELD(#LEN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)											
CHANGE					#LEN	16																																																
**********	Use	ENCRYPT	BIF	to	encrypt	#VAL16	of	length	#LEN	using	
**********	#KEY16	to	return	encrypted	value	in	#HEX32													
**********	The	encrypted	value	is	converted	into	HEX	resulting	in	
**********	a	32	byte	value.
USE								BUILTIN(ENCRYPT)	WITH_ARGS(#VAL16	#LEN	#KEY16	YES)	TO_GET(#HEX32)
ENDROUTINE																																																								
**********	=======================================================
	

指定のキーを用いて16進数値を復号化(DECRYPT)して、暗号
化されていない値に戻します。
**********	=======================================================	
**********	Sample	routine	to	Decrypt	a	passed	in	Hex	value									
**********	using	the	supplied	key	and	return	the	unencrypted							
**********	value.																																																		
**********	=======================================================	
SUBROUTINE	DECRYPT	((#DKEY16	*Received)(#DHEX32	*Received)
(#DVAL16	*Returned))
**********	Key	to	be	used	for	the	decryption.This	must	be	the					
**********	same	key	that	was	used	for	the	encryption.														
DEFINE					#DKEY16	*char	16																																								
DEFINE					FIELD(#DHEX32)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	DESC('Encrypted	value	in	hex')
DEFINE					FIELD(#DVAL16)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)	DESC('Decrypted	value	returned')	
DEFINE					FIELD(#DLEN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)												
CHANGE					FIELD(#DLEN)	TO(16)																																						
**********
**********
**********	Use	DECRYPT	BIF	to	decrypt	character	#HEX32	of	length			
**********	#DLEN	using	#DKEY16	to	return	decrypted	value,#DVAL16				
**********																																																										
USE								BUILTIN(DECRYPT)	WITH_ARGS(#HEX32	#DLEN	#DKEY16	YES)	TO_GET(#DVAL16)
ENDROUTINE																																																										
	

パスワードを暗号化(ENCRYPT)して、次に復号化(DECRYPT)
します。



DEFINE					FIELD(#PASSWORD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																	
DEFINE					FIELD(#TEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)																					
DEFINE					FIELD(#LENGTH)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(0)								
DEFINE					FIELD(#KEY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)																						
DEFINE					FIELD(#RETCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																			
DEFINE					FIELD(#ENCRYPTED)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)																
DEFINE					FIELD(#DECRYPTED)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(16)																
**********
**********	Encrypt	password	with	key																															
CHANGE					#TEXT	#PASSWORD																																									
CHANGE					#LENGTH	16																																														
CHANGE					#KEY	'AXG12345lj0gtUMX'																																	
USE								BUILTIN(ENCRYPT)	WITH_ARGS(#TEXT	#LENGTH	#KEY)	TO_GET(#ENCRYPTED	#RETCODE)
**********
**********	Decrypt	password	with	same	key	as	provided	for	encryption
CHANGE					#LENGTH	16																																														
USE								BUILTIN(DECRYPT)	WITH_ARGS(#ENCRYPTED	#LENGTH	#KEY)	TO_GET(#DECRYPTED	#RETCODE)
**********	
	



9.73	END_FILE_EDIT
	注：組み込み関数の規則

START_FILE_EDIT組み込み関数で開始された指定のLANSAファイル定
義の「編集セッション」を終了します。
編集セッションは新規ファイルの定義や既存ファイルの変更に使用され
たと思われます。
この組み込み関数でファイル定義は解放され、他のユーザーが利用でき
るようになります。
LOGICAL_KEYやACCESS_RTE_KEYなどの組み込み関数で実行された
処理に関して、この組み込み関数でさまざまなチェックを行います。場
合によっては編集セッションが放棄され、"ER"の戻りコードが返ってく
ることもあります。
さらに、この組み込み関数から警告メッセージが出力される場合もあり
ます。この場合、戻りコードは"OK"のまま返されます。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では
使用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 この組み込み関数で実行
されるアクセス経路
キー・フィールドの検査
は、LANSA/ADで実行さ
れる検査ほど厳格ではあ
りません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 編集内容のコミット・フ
ラグ
Y	=	内容をコミットする
N	=	編集内容を消去する

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	編集セッションが終
了された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。

2 2 	 	



9.74	END_FUNCTION_EDIT
	注：組み込み関数の規則
アクティブなLANSAファンクション定義の編集セッションを終了しま
す。
編集セッションは、組み込み関数START_FUNCTION_EDITを使用して
開始します。
ファンクションの編集セッションは、END_FUNCTION_EDIT組み込み
関数を使用して終了し、ロックなどをすべて正しい手順で解除/シャッ
トダウンするようにします。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を「商用」のアプリ
ケーション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。
また使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

引数
引数の値はありません。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	編集セッション
が終了された
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.75	END_PROCESS_EDIT
	注：組み込み関数の規則
アクティブなLANSAプロセス定義の編集セッションを終了します。
編集セッションは、組み込み関数START_PROCESS_EDITを使用して開
始します。
プロセスの編集セッションは、END_PROCESS_EDIT組み込み関数を使
用して終了し、ロックなどをすべて正しい手順で解除/シャットダウン
するようにします。
プロセス編集セッションで致命的なエラーを受け取った場合は、
END_PROCESS_EDITコマンドが自動で発行されます。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を「商用」のアプリ
ケーション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。
また使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数
引数の値はありません。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 戻りコード、OK	=	編
集セッションが終了さ
れた、ER	=	致命的な
エラーが検出された

2 2 	 	



9.76	END_RTV_SPLF_LIST
	注：組み込み関数の規則

START_RTV_SPLF_LIST、GET_SPLF_LIST_ENTRYと共に使用します。
はじめに、START_RTV_SPLF_LISTを使用して、スプール・ファイル検
索用の選択条件を提供する必要があります。選択条件が決まると、
GET_SPLF_LIST_ENTRYを使用してスプール・ファイルの内容を取り込
むことができます。
スプール・ファイルのリストを取り込んだ後には、
END_RTV_SPLF_LISTを使用する必要があります。これにより、リスト
をクローズして割り当てられていた記憶域を解放します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 戻りコード

OK	=	リストが正常にク
ローズされた

2 2 	 	

例
例については、「GET_SPLF_LIST_ENTRY」を参照してください。



9.77	EXCHANGE_ALPHA_VAR
	注：組み込み関数の規則
英数字の変数/値を交換リストに入れます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/任
意

記述 最小長 最大長 最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 フィールド
名

1 10 	 	

2 A 必須 値 1 無制限 	 	

戻り値
この組み込み関数は値を戻しません。

例
このファンクションを使って、別の名前の別ファンクションに変数を交
換することができます。例えば、#CODEDESというフィールドの値を交
換して、そのフィールドには#DESCという別の名前を付けることができ
ます。
**********	Retrieve	code	description
**********
FETCH						FIELDS(#CODEDES)	FROM_FILE(CDMST)
**********
**********	Exchange	CODEDES	as	DESC
**********



USE								BUILTIN(EXCHANGE_ALPHA_VAR)	WITH_ARGS('DESC'	#CODEDES)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	
この組み込み関数はEXCHANGEコマンドの代わりに使用することもで
きます。例えば単純に値を変換する場合などです。
EXCHANGE			FIELDS(#VALUE)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	
次のコードは機能的に同じものです。
USE								BUILTIN(EXCHANGE_ALPHA_VAR)	WITH_ARGS('VALUE'	#VALUE)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	



9.78	EXCHANGE_NUMERIC_VAR
	注：組み込み関数の規則
数値の変数/値を交換リストに入れます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

プラットフォームに関する注意事項
プラットフォームにより、この値の最大長は異なるので注意してくださ
い。
IBM	iでは30.9、Visual	LANSAでは63.63です。

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最小
小数
桁数

最大小数
桁数

1 A 必須 フィールド名 1 10 	 	

2 N 必須 値 1 無
制
限

	 無制限

戻り値
この組み込み関数には戻り値はありません。

例
このファンクションを使って、別の名前の別ファンクションに変数を交
換することができます。例えば、#PRDTOTALというフィールドの値を
交換して、そのフィールドには#TOTALという名前を付けることができ
ます。
**********	Calculate	product	total



**********
SELECT					FIELDS(#COST)	FROM_FILE(PRDMST)
KEEP_TOTAL	OF_FIELD(#COST)	IN_FIELD(#PRDTOTAL)
ENDSELECT
**********
**********	Exchange	PRDTOTAL	as	TOTAL
**********
USE								BUILTIN(EXCHANGE_NUMERIC_VAR)	
											WITH_ARGS('TOTAL'	#PRDTOTAL)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	
この組み込み関数はEXCHANGEコマンドの代わりに使用することもで
きます。例えば単純に値を変換する場合などです。
EXCHANGE			FIELDS(#PRICE)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	
次のコードは機能的に同じものです。
USE								BUILTIN(EXCHANGE_NUMERIC_VAR)	
											WITH_ARGS('PRICE'	#PRICE)
CALL							PROCESS(PPPPPPPP)	FUNCTION(FFFFFFF)
	



9.79	EXECUTE_TEMPLATE
	注：組み込み関数の規則
アプリケーション・テンプレートを実行してRDMLファンクション・
コードを作業リストに生成します。
生成されたRDMLコードは作業リストの最後に追加されます。したがっ
て作業リストはアプリケーション・テンプレートを呼び出す前に消去
(CLR_LISTコマンド使用)しておく必要があります。
また、複数のテンプレートを連続的に実行して、徐々にRDMLファンク
ション・コードを構築することもできます。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数を使用し
て編集セッションに投入されたファンクションに対してのみ使用できま
す。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を「商用」のアプリ
ケーション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。
また使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。
ass="BoldTitle">	各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 実行するアプリケー
ション・テンプレート
の名前。このテンプ
レートは、事前に
LANSAアプリケー
ション・テンプレート
機能を使用して定義す
る必要があります。

1 10 	 	

戻り値

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラーが検出さ
れた

2 2 	 	

2 L 必
須

作業リスト名

作業リスト
は、GET_FUNCTION_RDML組
み込み関数を使ってフォー
マットする必要があります。
また作業リストに含めるエン
トリーは32767を超えることは
できません。

	 	 	 	



9.80	EXPONENTIAL
	注：組み込み関数の規則
基数を指数で累乗して指数計算を実行します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 基数の整数部。小数部と
13桁目を超える整数部は
無視されます。

1 15 0 9

2 N 必須 基数の小数部。整数部と5
桁目を超える小数部は無
視されます。

1 15 0 9

3 N 必須 指数の整数部。小数部と
13桁目を超える整数部は
無視されます。

1 15 0 9

4 N 必須 指数の小数部。整数部と5
桁目を超える小数部は無
視されます。

1 15 0 9

5 A 任意 結果の丸めが必要
値：Y	または	N

1 1 	 	



デフォルト：N
注：小数第5位を丸める

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 結果の整数部。確かな値
は13桁目まで

1 15 0 9

2 N 必須 結果の小数部。確かな値
は5桁目まで

1 15 0 9

3 A 任意 戻りコード
値：	
Y	=	正しい結果が戻され
た	
N	=	エラーが発生した

1 1 	 	

例
2.345の5.67乗を、小数点以下第5位までを確かな値として計算します。
USE								BUILTIN(EXPONENTIAL)	WITH_ARGS(2		0.345			5		0.67)		
											TO_GET(#DIGITS	#DECIMALS)
CHANGE					FIELD(#RESULT)	TO('#DIGITS	+	#DECIMALS')
	
パック10進数(15,5)の基数およびパック10進数(5,2)の指数をワークス
テーションから読み取り、結果をパック10進数(15,5)としてユーザーに
表示します。
DEFINE					FIELD(#BASE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(5)	LABEL('Base	:')	EDIT_CODE(3)
DEFINE					FIELD(#EXPN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)	LABEL('Exponent	:')	EDIT_CODE(3)
DEFINE					FIELD(#RDGT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(10)	DECIMALS(0)	
DEFINE					FIELD(#RDEC)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(5)	
DEFINE					FIELD(#RSLT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(5)	LABEL('Result			:')	EDIT_CODE(3)
REQUEST				FIELDS(#BASE	#EXPN)	



USE								BUILTIN(EXPONENTIAL)	WITH_ARGS(#BASE	#BASE	
#EXPN	#EXPN)	TO_GET(#RDGT	#RDEC)	
CHANGE					FIELD(#RSLT)	TO('#RDGT	+	#RDEC')	
DISPLAY				FIELDS(#BASE	#EXPN	#RSLT)	
	



9.81	EXPORT_OBJECTS
	注：組み込み関数の規則
入力リストで指定されたすべてのLANSAオブジェクトに対して、
LANSAのインポート・フォーマット・ファイルを作成します。
入力リストにはエクスポートするオブジェクトのタイプと名前が入って
います(オプションで区画全体をエクスポートすることもできます)。リ
スト内の各オブジェクトについて、関連する内部テーブルの情報が
LANSAインポート・フォーマットにアンロードされます。リストの各
エントリーが処理されると、完了メッセージがexport.logファイルに書き
込まれます。このファイルは一時ディレクトリに自動で作成/置換され
ます。メッセージには、オブジェクト定義のエクスポートが正常終了し
たかまたは失敗したかが示されています。定義が1つでも正常にエクス
ポートされなかった場合は、戻りコードに"ER"が設定されます。

移植性に関する考
慮事項

この組み込み関数を使用して、開発ソースを
Linuxプラットフォームへ(またはLinuxプラット
フォームから)エクスポートすることはできませ
ん。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必 内部データをエクスポー 32 32 	 	



須 トするためのオブジェク
ト作業リスト
形式：
開始	終了	説明
1	-	2	オブジェクト・タイプ
内容：
AA	=	テクノロジ・サービス
DF	=	フィールド/コンポーネン
ト/WAM
FD	=	ファイル
PD	=	プロセス
PF	=	ファンクション
SV	=	システム変数
MT	=	言語変数
AT	=	テンプレート
RM	=	メッセージ/メッセージ・
ファイル
BI	=	組み込み関数
WL	=	ウェブレット
WC	=	Webコンポーネント(HTML)
XC	=	Webコンポーネント(XML)
3	-	32	オブジェクト詳細
AA	の場合
	1	-	10		エンティティID
11	-	20		テクノロジ・サービスID
DF	の場合
	1	-	10		フィールド/コンポーネント
名

FD	の場合
	1	-	10		フィールド名
11	-	20		ライブラリ名
21	-	30	ライブラリ代替アイテム
PD	の場合
	1	-	10		プロセス名
PF	の場合
	1	-	10		プロセス名
11	-	17		ファンクション名
SV/	ウェブレットの場合
	1	-	20		システム変数名
BI	の場合
	1	-	20		BIF名
AT	の場合
	1	-	10		テンプレート名
MT	の場合



	1	-	20		言語変数名
RM	の場合
	1	-		4		言語コード
	5	-	14		メッセージ・ファイル
15	-	21		メッセージID
WL	の場合
	1	-	20		ウェブレット名
WC、	XCの場合
	1	-	20		Webコンポーネント名	
21-25	二次拡張名	
26-26	入力または出力表示
注：メッセージIDがブランクの場
合、メッセージ・ファイル言語の
メッセージがすべて抽出されま
す。

2 A 必
須

エクスポート・ディレク
トリ

注意：存在するディレク
トリを指定する必要があ
ります。

256 256 	 	

3 A 任
意

区画全体のエクスポート

Y	-	渡されたリストを無視
し、区画のオブジェクト
をすべてエクスポートす
る
N	-	リストにエントリーさ
れたオブジェクトをエク
スポートする
デフォルト	=	N

1 1 	 	

4 A 任
意

既存ファイルに追加

Y	-	エクスポート・ディレ
クトリに既存のエクス
ポート・ファイルがあれ
ばエクスポート・データ
を追加する
N	-	エクスポート・ディレ
クトリにエクスポート・
ファイルがあれば置き換

1 1 	 	



える
デフォルト	=	Y

5 A 任
意

システム定義のエクス
ポート(LX_F46/LX_F96)
Y	-	システム定義をエクス
ポートする
N	-	システム定義をエクス
ポートしない
デフォルト	-	Y

1 1 	 	

6 A 任
意

開発環境へエクスポート

Y	-	開発環境用の内部デー
タを含める(例：RDML
ソース)
Linux	プラットフォームに
エクスポートする場合、Y
に設定することはできま
せん。
N	-	開発環境用の内部デー
タを含めない

デフォルト	-	N

1 1 	 	

7 A 任
意

ビルド状況のリセット

Y	-	エクスポートされたオ
ブジェクトのビルド状況
をビルドおよびコンパイ
ル・チェックへリセット
N	-	ビルド状況をそのまま
エクスポート
デフォルト	-	N

1 1 	 	

8 List 任
意

ライブラリ・ディレク
ティブ・ファイルの代替

このリストは、区画と
ユーザー・ライブラリ情
報をLXXLDFへ置き換え

195 195 	 	



るための詳細を含む
1	-	4	言語を表示
5	-	14	レベルの上書き
15	-	24	アイテムの上書き
25	-	44	値の上書き
45	-	45　上書きを表示
46	-	195	テキストを表示

9 A 任
意

サイレント・モード

Y	-	ログ・ウィンドウを表
示せずにエクスポート・
オブジェクト定義を実行
デフォルト	-	N

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	エクスポートが完了
した。エラーなし
ER	=	エクスポート中にエ
ラーが発生した

2 2 	 	

技術ノート
開発環境へエクスポートとシステム定義のエクスポートのフラグにより
エクスポートする情報量をコントロールします。開発環境へエクスポー
トをN(デフォルト)に設定した場合、実行に必要な定義だけがエクス
ポートされます。開発環境へエクスポートをYに設定した場合、さまざ
まなオブジェクトの定義がすべてエクスポートされます(例：ファンク
ションのRDML、ファイルのアクセス経路)。他に必要なすべてのオブ
ジェクト(例：ファイルのフィールド)をエクスポートした場合、または
それらのオブジェクトがエクスポート先の環境にすでに存在する場合、
エクスポート先のシステムでオブジェクトの開発ができるようになりま



す。
開発環境へエクスポートの設定がYのときだけエクスポートされる定義
もあります。例えば、BIFやテンプレートなど、非開発環境では必要な
いものです。
標準定義を開発環境へエクスポートする場合は、開発環境へエクスポー
トとシステム定義のエクスポートの両方をYに設定します。これで、
BIF、テンプレート、RDMLコマンドなどの定義がすべてエクスポート
されます。



9.82	FETCH_IN_SPACE
	注：組み込み関数の規則
指定のキー値と最初に一致したセル行を取り出して、指定のフィールド
へセル値を戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号

タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 スペース名 1 256 	 	

2〜
20

w 任
意	

必要な最初のセル行を検
出するためのキー値を指
定するフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

戻り値

番
号

タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 標準戻りコード

OK	=	セル行が検出さ
2 2 	 	



れ、セル値が戻された
NR	=	指定のキー値に一
致するセル行が検出され
なかった

ER	=	選択が失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示される

2〜
20

w 任意 選択されたセル行のセル
値を受け取るフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

技術ノート
戻りフィールドはスペースに定義されたセルと同じ順序で指定する必要
があります。セルの仕様の順番通りに一致したセルは戻り値の2	->	20に
戻されます。使用されるフィールド名はセル・マッピングのロジックに
何の関係もありません。
キー値はスペースに定義されたキーの数まで指定することができます。
最初に一致したセル行が戻されます。
キー値がスペースで定義されたキー・セルの個数より多く指定された場
合、超過分の値は無視されます。検索結果に影響はありません。
指定した戻りフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも少ない
場合、未指定のセル値はフィールドに割り当てられません。
指定した戻りフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも多い場
合、超過分のフィールド値は無視され、検索操作では何も変更されませ
ん。
指定のキー値が256バイトを超える場合、致命的なエラーが発生しま
す。



9.83	FILE_FIELD
	注：組み込み関数の規則

FILE_FIELDは、編集するファイル定義のレコード・フォーマットの一
部であるフィールドを指定または再指定します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

警告：FILE_FIELD	組み込み関数は「OTHER」タイプのファイルには使用できません。

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 物理フィールドの名前。
LANSAデータ・ディク
ショナリに定義されてい
る必要があります。

1 10 	 	

2 N 任意 任意の順位番号。ファイ
ル・レコード・フォー
マット中のフィールド順
の指定に使用します。指
定されない場合は、

1 5 0 0



フィールドの順序は、表
示されている順序と同じ
になります。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドがファイ
ルに追加された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。

2 2 	 	



9.84	FILE_FIELD_VIRTUAL
	注：組み込み関数の規則
編集するファイル定義の一部である仮想フィールドを指定または再指定
します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 仮想フィールドの名前。
LANSAデータ・ディク
ショナリに定義されてい
る必要があります。

1 10 	 	

2 N 任意 任意の順位番号。ファイ
ル・レコード・フォー
マット中のフィールド順
の指定に使用します。指
定されない場合は、
フィールドの順序は、表
示されている順序と同じ

1 5 0 0



になります。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドがファイ
ルに追加された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。

2 2 	 	



9.85	FILLSTRING
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドがいっぱいになるまで指定された文字列のオカレ
ンスを埋め込みます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 反復する文字列 1 無制
限

	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 戻される文字列 1 無制
限

	 	

注：このファンクションは文字列のオカレンスを埋め込めるだけ埋め込
みます。埋め込み先フィールドの長さが、反復する文字列の長さの倍数
ではない場合、最後のオカレンスは切り捨てられます。

例
フィールドをアスタリスク文字("*")で埋め込みます。
DEFINE					FIELD(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********



USE								BUILTIN(FILLSTRING)	WITH_ARGS('''*''')	TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	
処理の結果、以下のように表示されます。
							FUN01										Fillstring	BIF							
																																														
							Out	text	.	.	.	********************
																																														
							CF1=Help																														
																																														

要求された文字列の値を埋め込みます。
DEFINE					FIELD(#INTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)
DEFINE					FIELD(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(18)
**********
REQUEST				FIELDS(#INTEXT)
USE								BUILTIN(FILLSTRING)	WITH_ARGS(#INTEXT)	TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	
画面に表示すると以下のようになります。
							FUN01									Fillstring	BIF							
																																													
							In	text	.	.	.	FRED																		
																																													
							CF1=Help																													
																																													

出力結果です。
							FUN01										Fillstring	BIF						
																																														
							Out	text	.	.	.	FREDFREDFREDFREDFR
																																														
							CF1=Help																														
																																														



9.86	FINDDATE
	注：組み込み関数の規則
指定日付から前後"n"日目の日付を検索します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 計算の基となる日付 6 8 0 0

2 N 必須 指定日付から前後の日数
(+/-)
注：IBM	i以外のシステム
の場合、-214783649より
も大きく214783648よりも
小さい値を設定する必要
があります。それ以外の
値を設定すると、致命的
な実行エラーが発生しま
す。

1 15 0 0

3 A 任意 指定日付の日付形式

デフォルトA
1 1 	 	

4 A 任意 戻り日付の日付形式 1 1 	 	



デフォルトA

有効な日付形式
指定日付および戻り日付の形式として有効な値は、A、B、D、F、H、
J、L、V、および1です。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 戻り日付 6 8 0 0

2 A 任意 OKかどうかを示す戻り
コード(Y/N)

1 1 	 	

注:比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁でな
ければなりません。ユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、
YYMMDD、MMYY)の場合、システム定義データ・エリアから世紀の値
が検索されます。指定された年をデータ・エリアの年と比較します。指
定された年が比較年よりも小さいか等しい場合、前の世紀が使われま
す。指定された年が比較年よりも大きい場合、後の世紀が使われます。

例
#DMY日付フィールドから#NUMD日後の#NXTDAT日付フィールドを検
出します。日付形式は#DMYがDDMMYY(Bタイプ)、#NXTDATが
YYMMDD(Dタイプ)です。
USE								BUILTIN(FINDDATE)	WITH_ARGS(#DMY	#NUMD	B	D)
											TO_GET(#NXTDAT)



9.87	FINDDATE_ALPHA
	注：組み込み関数の規則
指定日付から前後"n"日目の日付を検索します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 計算の基となる日付 1 10 	 	

2 N 必須 指定日付から前後の日数
(+/-)
注：IBM	i以外のシステム
の場合、-214783649より
も大きく214783648よりも
小さい値を設定する必要
があります。それ以外の
値を設定すると、致命的
な実行エラーが発生しま
す。

1 15 0 0

3 A 任意 指定日付の日付形式

デフォルトA
1 1 	 	

4 A 任意 戻り日付の日付形式 1 1 	 	



デフォルトA

有効な日付形式
指定日付および戻り日付の形式として有効な値は、A、B、C、D、E、
F、G、H、I、J、K、L、M、V、および1です。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻り日付 1 10 	 	

2 A 任意 OKかどうかを示す戻り
コード(Y/N)

1 1 	 	

注：比較および計算を正確に実行するため、すべての日付の年は4桁で
なければなりません。ユーザーが入力した年が2桁(例：DDMMYY、
YYMMDD、MMYY)の場合、システム定義データ・エリアから世紀の値
が検索されます。指定された年をデータ・エリアの年と比較します。指
定された年が比較年よりも小さいかまたは等しい場合、前の世紀が使わ
れます。指定された年が比較年よりも大きい場合、後の世紀が使われま
す。

例
#DMY日付フィールドから#NUMD日後の#NXTDAT日付フィールドを検
出します。日付形式は#DMYがDDMMYY(Bタイプ)、#NXTDATが
YYMMDD(Dタイプ)です。
USE								BUILTIN(FINDDATE_ALPHA)	WITH_ARGS(#DMY	#NUMD	B	D)
											TO_GET(#NXTDAT)



9.88	FORMAT_STRING
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数は、入力フォーマット・パターンから文字列を生成し
て、その文字列を戻します。フォーマット・パターンはテキストおよび
フィールド値で構成することができます。編集オプションをフィールド
値に適用することもできます。
特記：前にコロン(:)が付いたすべての文字はフィールド名として扱わ
れ、()、スペース、コロンのいずれかの文字で終了します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

フォーマット・パターン

パターンの構文とオプ
ションについては、「技
術ノート」を参照してく
ださい。
フィールドは、:fieldと指
定します。
任意のフォーマット・オ
プションをフィールドに
追加することができま
す。フィールド名の直後
にオプションを追加し
て、括弧"()"で囲みま

1 無
制
限

	 	



す。
(editcode,x)：フィールド
値に編集コードを適用し
ます(x=有効なLANSA編
集コード)。有効な編集
コードの一覧について
は、標準フィールド編集
コードを参照してくださ
い。

(substr,n1,n2)：フィール
ド値にサブストリングを
適用します(n1=開始位
置、n2=長さ)。
(triml)：フィールド値か
ら先行のブランクを削除
します。
(trim)：フィールド値か
ら後続のブランクを削除
します。
(trimall)：フィールド値
から先行のブランクと後
続のブランクを削除しま
す。
(upper)：フィールド値を
大文字に変換します。
(lower)：フィールド値を
小文字に変換します。

2 A 任
意

DBCS対応
デフォルト：非対応
YES	=	DBCS対応にする
注：サブストリングの場
合、バイト数ではなく文
字数でカウントされま
す。

3 3 	 	

戻り値

its:Lansa015.chm::/standard_field_edit_codes.htm


番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

フォーマット済み文字列 1 無
制
限

	 	

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	アクションが完了
した
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

技術ノート
									フィールド名の前にはコロン記号(:)を付けます。
フォーマット・パターンの例	=
従業員	:givename	:surname	の番号	:EMPNO	が見つかりませんでした

戻されるフォーマット済み文字列	=
従業員	DARREN	BROWN	の番号	A0001	が見つかりませんでした

フィールドgivenameの値が"DARREN"、フィールドsurnameの値が"BROWN"、フィールド
empnoの値が"A0001"の場合です。

									フォーマット・パターンで使用されるフィールドはRDMLファンクションで使用しては
いけません。	
フィールドはリポジトリまたはファクション内部で定義することができます。

									戻されるフォーマット済み文字列でコロン記号(:)を使うには、入力フォーマット・パ
ターンでコロン記号を2個使用します。
フォーマット・パターンの例	=
従業員番号:::empno

戻されるフォーマット済み文字列	=
従業員番号:A0001

									フィールド値の直後に文字を含めるには、括弧()を使用します。
フォーマット・パターンの例	=
従業員番号:::empno()NoSpace

戻されるフォーマット済み文字列	=
従業員番号:A0001NoSpace

									フォーマット・オプションは、フィールド値に適用することもフォーマット・パターン



に指定することもできます。	
複数オプションを1つのフィールド値に適用することもできます。
フォーマット・オプションはフィールド名の直後に追加して、括弧"()"の中に入れる必要があ
ります。

フォーマット・パターンの例	=
従業員	:givename(substr,1,1	UPPER).:SURNAME(trim	upper)

戻されるフォーマット済み文字列	=
従業員	D.	BROWN

									フィールド値に複数のフォーマット・オプションを指定する場合、オプションは以下の
順序で適用されます。
1.	編集コード(editcode)	
2.	サブストリング(substr)	
3.	後続の切り捨て(trim)
4.	先行の切り捨て(triml)
5.	全切り捨て(trimall)	
6.	小文字(lower)
7.	大文字(upper)

									編集コードのフォーマット・オプションは数値フィールドだけに適用されます。	
編集コードのフォーマット・オプションが文字列に適用された場合は無視されます。

									先行のゼロを抑制する編集コードでは、ゼロが削除されてブランクが先行します。

DBCSに関する考慮事項
フォーマット・パターンのテキスト部分にはDBCSまたはDBCS混在の文
字列を挿入することができます。ただし、:fieldの指定はシングル・バイ
ト・モードで入力する必要があります。また、テキスト部分は、シフ
ト・アウト/シフト・イン文字を正しく組み合わせて完全な文字列にす
る必要があります。
デフォルトでは、サブストリング・フォーマット・オプションはDBCS
対応ではありません。DBCS対応にするには、2番目の任意指定の引数
を'YES'に設定します。開始位置と長さは、バイト数ではなく文字数でカ
ウントされ、シフト・イン/シフト・アウト・バイトはカウントされま
せん。

例
この例では、ファイルから情報を取得して、さまざまな行を標準ブラウ
ズ・リストにフォーマットしています。各種フォーマット・オプション
を使ってフィールド値をフォーマットしています。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																									
DEFINE					FIELD(#STRING)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(75)	COLHDG('Details')	INPUT_ATR(LC)
DEFINE					FIELD(#PATERN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	INPUT_ATR(LC)					



DEF_LIST			NAME(#BRWLST)	FIELDS((#STRING))																										
**********																																																										
SELECT					FIELDS((#EMPNO)	(#GIVENAME)	(#SURNAME)	(#STARTDTE)	(#TERMDATE)	(#ADDRESS1)	(#ADDRESS2)	(#ADDRESS3)	(#SALARY)	(#POSTCODE))	FROM_FILE(PSLMST)
CHANGE					FIELD(#PATERN)	TO('''EMPLOYEE::	:empno	:GIVENAME(substr,1,1	upper).:surname(upper	trim)''')
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOBRW)																																					
CHANGE					FIELD(#PATERN)	TO('''										Start	:startdte(editcode	,Y)	Salary	$:salary(editcode,J)''')
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOBRW)																																				
CHANGE					FIELD(#PATERN)	TO('''										Address::	:ADDRESS1(trim)	:ADDRESS2(TRIM)''')
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOBRW)																																				
CHANGE					FIELD(#PATERN)	TO('''																			:aDDRESS3(trima
ll)	:postcode(editcode,4)''')
EXECUTE				SUBROUTINE(ADDTOBRW)																																				
ENDSELECT																																																										
**********																																																									
DISPLAY				BROWSELIST(#BRWLST)																																					
RETURN																																																													
**********	-------------------------------------------													
SUBROUTINE	NAME(ADDTOBRW)																																										
USE								BUILTIN(FORMAT_STRING)	WITH_ARGS(#PATERN)	TO_GET(#STRING)
ADD_ENTRY		#BRWLST																																																	
ENDROUTINE																																																									.
	



9.89	GET_AUTHORITIES
	注：組み込み関数の規則

LANSAオブジェクトの権限リストを検索して、呼び出し元のRDMLファ
ンクションに可変長の作業リストで戻します。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLアプリケーションを構築すること
ができるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクト名 1 10 	 	

2 A 必須 オブジェクト拡張子 1 10 	 	

3 A 必須 オブジェクト・タイプ

有効なタイプは以下の
とおりです。
AT	-	アプリケーショ

2 2 	 	



ン・テンプレート
DF	-	フィールド
FD	-	ファイル
PD	-	プロセス
PF	-	ファンクション
P#	-	区画
SV	-	システム変数
MT	-	言語変数

4 A 任意 ユーザー名 1 10 	 	

依存関係
オブジェクト・タイプ、オブジェクト名、オブジェクト拡張子のいずれ
かを指定する場合は、3つすべてを以下の表に従って指定する必要があ
ります。

オブ
ジェク
ト・タ
イプ

オブジェクト名 オブジェクト拡張子

AT テンプレート名 *blank

DF フィールド名 *blank

FD ファイル名 *blank、*LIBL、ライブラリ名

PD プロセス名 *blank

PF プロセス名 ファンクション名

P# 区画名 *blank

SV システム変数名の1-10桁
目

システム変数名の11〜20の位置

MT 言語変数名の1-10桁目 複数言語変数名の11〜20の位置

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



数
桁
数

数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	リスト(満載また
は一部)が戻された。
引数に一致する権限は
これ以上ない
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただし引数に
一致してリストに収ま
らなかった権限がさら
に存在する
NR	=	引数に一致する
権限は存在しない。リ
ストの最終エントリー
がNULLで戻される
ER	=	渡された引数に
エラーがある。リスト
の最終エントリーが
NULLで戻される

2 2 	 	

2 L 必須 権限の作業リスト

オブジェクト・タイ
プ、オブジェクト名、
オブジェクト拡張子を
指定してユーザーを指
定しない場合、指定オ
ブジェクトに対する
ユーザー権限がリスト
に入れられるだけ戻さ
れます。
ユーザーを指定して、
オブジェクト・タイ
プ、オブジェクト名、
オブジェクト拡張子を
指定しない場合、指定

70 70 	 	



ユーザーの各種オブ
ジェクトに対する権限
がリストに入れられる
だけ戻されます。
オブジェクト・タイ
プ、オブジェクト名、
オブジェクト拡張子、
ユーザーを指定した場
合、指定ユーザーが指
定オブジェクトに対し
て特定の権限を持って
いれば、指定ユーザー
の指定オブジェクトに
対する権限がリストに
戻されます。

指定ユーザーが指定オ
ブジェクトに対して特
定の権限を持たない場
合、権限は戻されませ
ん。
呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に70バイトの作業リス
トを提供しなければな
りません。
リストは以下のエント
リー数を越えることは
できません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
開始	-	終了	説明
1	-	10	オブジェクト名
11	-	20	オブジェクト拡張子
21	-	22	オブジェクト・タイプ
(オブジェクト・タイプについ
ては前記参照)
23	-	32	ユーザー名



33	-	52		アクセス権限
これは2桁の文字コードで、オ
ブジェクトに対するユーザー
のさまざまなアクセス権限を
表します。

各アクセス権限は以下
のとおりです。

UD	-	定義の使用	
MD	-	定義の管理	
DD	-	定義の存在	
DS	-	データ	-	表示	
AD	-	データ	-	追加	
CH	-	データ	-	変更	
DL	-	データ	-	削除
すべてがブランク文字
で指定された場合、オ
ブジェクトに対する
ユーザーのアクセス権
限は無効になります。
53	-	70	<<将来の拡張>>



9.90	GET_BIF_LIST
	注：組み込み関数の規則

BIF名を検索してユーザー定義のBIFの詳細が入った作業リストを戻しま
す。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 検索する組み込み関数名 1 20 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 BIF	の詳細を含める作業
リスト

リストは以下のフォー

64 64 	 	



マットとします。また
32,767を超えるエント
リーを含めてはいけませ
ん。
開始	-	終了			説明
1	-	4			BIF番号
5	-	24			BIF名
25	-	64			BIFの記述

2 A 必須 戻されたリスト内最後の
組み込み関数

1 20 	 	

3 A 必須 戻りコード

OK	=	BIF詳細のリスト(満
載または一部)が戻され
た。リストに戻された以
上の組み込み関数は存在
しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかった組み込み関
数がさらに存在する
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後の組み
込み関数はブランクで戻
される

2 2 	 	



9.91	GET_CHAR_AREA
	注：組み込み関数の規則
文字データ・エリアから文字列を取得します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データ・エリア名 1 10 	 	

2 A 任意 ライブラリ名

デフォルト：*LIBL。
データ・エリアが、*LDA
または*GDAの場合、こ
の引数は	*LIBLとする必
要があります。

1 10 	 	

3 A 任意 データ・エリアのロック

Y	-	データ・エリアをロッ
クする
N	-	データ・エリアをロッ
クしない
デフォルト：N。デー
タ・エリアが、*LDAまた

1 1 	 	



は*GDAの場合、この引
数は無視されます。

4 N 任意 取得開始位置。デフォル
ト：1桁目

1 5 0 0

必須 データ・エリアが*LDAま
たは*GDAの場合

	 	 	 	

5 N 任意 取得長さ

デフォルト：完全長

1 4 0 0

必須 データ・エリアが*LDAま
たは*GDAの場合

	 	 	 	

注：開始位置、長さを指定する場合は、必ず「両方」の値を引数に指定
する必要があります。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻される値 1 2000 	 	

例
COMPIDという名前のデータ・エリアから会社名を取得します。ジョブ
の現在のライブラリ・リストを使ってデータ・エリアを検索します。
USE				BUILTIN(GET_CHAR_AREA)	WITH_ARGS(COMPID)	TO_GET(#COMPANY)

QTEMPライブラリのUSERINFOというデータ・エリアの101から110バイ
ト目までのデータを取得して、結果を#OUTQというフィールドに挿入
します。
USE				BUILTIN(GET_CHAR_AREA)	
							WITH_ARGS(USERINFO	QTEMP	N	101	10)	TO_GET(#OUTQ)
注意：*LDAまたは*GDAを処理する場合は、開始位置と長さを指定する
必要があります。これらの引数が指定されていない場合、プログラムは
異常終了します。*	ローカル・データ・エリア(*LDA)の1バイト目から
30バイトの情報を取得します。注：ファンクションの引数でロックする
ように指定されていても、*LDAデータ・エリアはロックされません。



DEFINE				FIELD(#RETVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
USE							BUILTIN(GET_CHAR_AREA)	WITH_ARGS('''*LDA'''	'''*LIBL'''	N	1	30)	TO_GET(#RETVAL)
グループ・ジョブのあるジョブがグループ・データ・エリア(*GDA)に
渡したいくつかの情報を取得します。情報は*GDAの20バイト目から50
バイト目に入っています。
DEFINE				FIELD(#RETVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)
USE							BUILTIN(GET_CHAR_AREA)	WITH_ARGS('''*GDA'''	'''*LIBL'''	N	20	30)	TO_GET(#RETVAL)



9.92	GET_COMPONENT_LIST
	注：組み込み関数の規則
コンポーネントのリストを戻します。このBIFでは単純なフィールドは
すべて無視されます。この処理ではLANSA内部テーブルの1つが処理さ
れます。コンポーネントの選択方式は3つありますが、その1つを使って
LANSA内部データベースにコンポーネントのリストが作成されます。
検索タイプがコンポーネントによる検索の場合はコンポーネント名の
順、グループによる検索の場合はグループとコンポーネント名の順、フ
レームワークによる検索の場合はフレームワークとコンポーネントの順
でリストが作成されます。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

使用方法
検索パラメータがすべてブランクの場合、コンポーネントによる検索と
見なされます。

コンポーネントによる検索
コンポーネントによる検索を実行するには、パラメータの検索コンポー
ネントに値を指定する必要があります。このとき検索フレームワーク/
グループはブランクにします。
戻りコードのOVを受信した時に、引き続き後続のデータをリストに
ロードするには、パラメータの検索コンポーネントに戻り値の最終コン
ポーネントを設定します。このとき検索グループ/フレームワークはブ
ランクにします。BIFはこれを開始ポインターとして使用して要求され
た次の情報セットを読み込みます。

グループ/フレームワークによる検索
グループ/フレームワークによる検索を実行するには、パラメータの検



索グループ/フレームワークに値を指定する必要があります。このとき
検索コンポーネントはブランクにします。
戻りコードのOVのを受信した時に、引き続き後続のデータをリストに
ロードするには、パラメータの検索グループ/フレームワークと検索コ
ンポーネントに、戻り値の最終グループ/フレームワークと最終コン
ポーネントを設定します。BIFはこれを開始ポインターとして使用して
要求された次の情報セットを読み込みます。

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 検索タイプ

必要な検索タイプ
有効な値は以下のとおり
です。
CMP	=	コンポーネントに
よる検索
FRW	=	フレームワークに
よる検索
GRP	=	グループによる検
索

3 3 	 	

2 A 任意 検索コンポーネント

ポジショニング・コン
ポーネントの値

1 10 	 	

3 A 任意 検索フレームワーク/グ
ループ

ポジショニング・フレー
ムワーク/グループ

1 20 	 	

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最



号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 L 必須 コンポーネントの詳細を
含める作業リスト

リストは以下のフォー
マットとします。また
32,767を超えるエント
リーを含めてはいけませ
ん。
開始	-	終了			説明
1	-	10			コンポーネント名
11	-	50			コンポーネントの記述
51	-	70			フレームワーク

71	-	90			グループ

90 90 	 	

2 A 必須 戻されたリスト内最後の
コンポーネント

1 10 	 	

3 A 必須 戻されたリスト内最後の
グループ/フレームワーク

1 20 	 	

4 A 必須 戻りコード

OK	=	コンポーネント詳細
のリスト(満載または一
部)が戻された。リストに
戻された以上のコンポー
ネントは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったコンポーネ
ントがさらに存在する
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のコン
ポーネント/フレームワー
ク/グループはブランクで

2 2 	 	



戻される



9.93	GET_COMPOSITION
	注：組み込み関数の規則
現在有効なすべての生成環境に関して、1つのLANSAオブジェクトを構
成するオブジェクトのリストを戻します。有効な環境は、x_bldenv.dat
にenvenab=YESが示されています。注：1度に1つしか有効にできないた
め、Microsoft	Windows環境(envtype=W32)はW95として戻され、同じ
ディレクトリ構造とファイル名を共有します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

処理
このBIFは、指定のオブジェクト名とタイプを構成するオブジェクトの
リストを戻します。X_BLDENV.DATから情報を取得して、完全に計算
されたファイル名とパスの値を戻します。また、1つのエントリーに全
プラットフォームで使用されるオブジェクトの生成Cプログラムの名前
も戻します。

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 LANSA	オブジェクト 1 20 	 	

2 A 必須 オブジェクト・タイプ：

DF	=	フィールド/コンポー
2 2 	 	



ネント
FD	=	ファイル
PD	=	プロセス

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 オブジェクトの構成リス
ト

リストは以下のフォー
マットとします。また
32,767を超えるエント
リーを含めてはいけませ
ん。
開始	-	終了			説明
1&	nbsp;-	5			プラットフォーム
(Linuxなど)
6&	nbsp;-	7			オブジェクト・タイプ
								CN	=	生成Cプログラム名
								EO	=	実行オブジェクト
								SO	=	ソース
8&	nbsp;-	27			オブジェクト名	&
amp;	nbsp;(ファイルの物理名)

27 27 	 	

2 A 必須 戻りコード

OK	=	リストが戻された。
エラーなし
ER	=	リスト取得中にエ
ラーが発生した

2 2 	 	



9.94	GET_ENVIRONMENTS
	注：組み込み関数の規則

X_BLDENV.DATから環境名のリストとフラグを戻します。フラグは、
その環境が生成目的に使用できるかどうかを示します。環境名には
envname値が戻され、有効フラグはenvenab値から判断されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数
なし

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 環境の詳細を含める作業
リスト

リストは以下のフォー
マットとします。また
32,767を超えるエント
リーを含めてはいけませ
ん。
開始	-	終了			説明
1	-	5			環境タイプ
6	-	75			環境名
76	-	76			有効環境

76 76 	 	



9.95	GET_FIELD
	注：組み込み関数の規則

LANSAリポジトリに保管されているフィールド属性を取得して呼び出
し元のRDMLファンクションに戻します。
戻り値は、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド定義の表示／
変更」に掲載されている「フィールド定義の明細表示」の項目とまった
く同じです。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 リポジトリから取得する
フィールドの名前

1 10 	 	

2 A 任意 コンポーネントの場合、
プロセスの名前または
*COMP
LANSA/ADの非RDMLX
区画では*COMPは使用で
きません。

1 10 	 	

3 A 任意 ファンクションまたはコ
ンポーネントの名前。引

1 10 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20027.htm


数2を指定した場合は必須
です。
この引数が指定された場
合、まずこのファンク
ションまたはコンポーネ
ントの作業フィールドの
中から引数1のフィールド
が検索されます。作業
フィールドに見つからな
かった場合はデータ・
ディクショナリが検索さ
れます。注：ファンク
ションまたはプロセスの
作業フィールドの定義
は、直近にコンパイルさ
れた時点のものです。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドの詳細が
戻された	
ER	=	フィールドにアクセ
スできない
"ER"の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージが
自動的に発行されます。

2 2 	 	

2 A 任意 フィールド・タイプ

A	=	Alpha	
S	=	符号付き10進数値	
P	=	パック10進数値

1 1 	 	



B	=	Binary
E	=	Date
F	=	Float
H	=	Char
I	=	Integer
M	=	Time
Z	=	DateTime
1	=	String
2	=	Varbinary
3	=	CLOB
4	=	BLOB

3 N 任意 フィールド長、つまり
フィールドの総桁数。
BLOBやCLOBタイプの場
合、長さはゼロ(0)です。

3 15 0 0

4 N 任意 小数部の桁数。タイプに
よっては適用されません。

1 15 0 0

5 A 任意 参照フィールド名 1 10 	 	

6 A 任意 フィールド記述 1 40 	 	

7 A 任意 フィールド・ラベル 1 15 	 	

8 A 任意 ヘッダー用リスト。
3×A(20)
1-20バイト：欄見出し1
21-40バイト：欄見出し2
41-60バイト：欄見出し3

1 60 	 	

9 A 任意 出力属性用リスト。
10×A(4)

1 40 	 	

10 A 任意 入力属性用リスト。
10×A(4)

1 40 	 	

11 A 任意 編集コードまたは編集語

1桁目が引用符(')の場合は
編集語で、それ以外の場合

1 20 	 	



は編集コードです。
Aタイプのフィールドでは
適用されません。

12 A 任意 フィールドのデフォルト 1 20 	 	

13 A 任意 任意のフィールド別名 1 30 	 	

14 A 任意 システム・フィールド・フ
ラグ

YES	=	システム・フィール
ド	
NO	=	システム・フィール
ドではない

3 3 	 	

15 A 任意 キーボード・シフト 1 1 	 	

16 A 任意 コンポーネント	(Y/N)
注：ビジュアライゼーショ
ンを持つフィールドの場
合、Nが戻されます。

1 1 	 	

17 A 任意 定義ソース
W：作業フィールド
D：データ・ディクショナ
リ	
プロセスとファンクション
の引数に指定がない場合
は、常にDが戻されます。

1 1 	 	

18 A 任意 プロンプト・プロセス名
作業フィールドではブラン
クが戻されます。

1 10 	 	

19 A 任意 プロンプト・ファンクショ
ン名
作業フィールドではブラン
クが戻されます。

1 7 	 	

20 A 任意 RDMLXフィールドかどう
か

1 1 	 	



Y	=	RDMLXフィールド
N	=	RDMLフィールド



9.96	GET_FIELD_INFO
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからフィールドに関連する情報のリストを取
得して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻
します。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 フィールド名 1 10 	 	

2 A 必須 情報の要求レベル

D	=	ディクショナリ・レ
ベル

1 1 	 	



F	=	ファイル・レベル

3 A 必須 取得するフィールドに関
する情報のタイプ。有効
なタイプは以下のとおり
です。

FIELDCHECK	-	妥当性検
査
MLATTR-	複数言語属性
REFFLD	-	要求のフィール
ドを参照するフィールド

1 10 	 	

4 A 任意 物理ファイル名。ファイ
ル・レベルの情報を要求
する場合は必須です。

1 10 	 	

5 A 任意 物理ファイル・ライブラ
リ。ファイル・レベルの
情報を要求する場合は必
須です。

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	リスト(満載または
一部)が戻された。この
フィールドに関するこの
タイプの情報はこれ以上
存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったこのタイプ
の情報がさらに存在する

2 2 	 	



NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最終エント
リーがNULLで戻される
ER	=	フィールドが見つか
らなかった。リストの最
終エントリーがNULLで
戻される

2 L 必須 フィールドに関する情報
を含めるヘッダー作業リ
スト

呼び出し元RDMLファン
クションの要件：
-	項目の長さの合計が正確
に100バイトの作業リスト
を提供する
-	以下のエントリー数を超
えない
Windowsの場合は32,767項
目
IBM	iの場合は9999項目
取得するフィールド関連
情報のタイプについて
は、以下を参照してくだ
さい。
FIELDCHECK
MLATTR
REFFLD

100 100 	 	

3 L 必須 フィールドに関する情報
を含める詳細作業リスト

呼び出し元RDMLファン
クションに必要な作業リ
ストの要件：
-	エントリーの長さの合計
が正確に100バイト
-	以下のエントリー数を超
えない

100 100 	 	



Windowsの場合は32,767項
目
IBM	iの場合は9999項目
詳細については、以下を
参照してください。
FIELDCHECK
MLATTR
REFFLD

FIELDCHECK	タイプのヘッダー作業リストのフォーマット：

バイ
ト

説明

1-5 このエントリーに対する詳細リストの最初のエントリー
番号。文字形式。00000の値はこのエントリーに対する詳
細リストにはエントリーがないことを表します。

6-10 このエントリーに対する詳細リストの最後のエントリー
番号。文字形式

11-12 検査タイプ。SL	=	簡易ロジック、DC	=	日付チェック、
CF	=	ファイル検査、CL	=	複雑ロジック、RV	=	値の範
囲、LV	=	値のリスト

13-42 検査の記述

43-43 追加(ADD)時の検査を有効にする。Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する、U	=	追加使用(ADD	USE)時に検査を実行
する、N	=	追加(ADD)時に検査を実行しない

44-44 変更(CHANGE)時の検査を有効にする。Y	=	変更(CHG)時
に検査を実行する、U	=	変更使用(CHG	USE)時に検査を
実行する、N	=	変更(CHG)時に検査を実行しない

45-45 削除(DELETE)時の検査を有効にする。Y	=	検査を有効に
する、N	=	検査を有効にしない

46-46 検査がTRUEのときの対応。N	=	次の検査を実行する、
E	=	致命的なエラーを発行する、A	=	値を受け入れて検査



を終了する

47-47 検査が偽のときの対応。N	=	次の検査を実行する、E	=	致
命的なエラーを発行する、A	=	値を受け入れて検査を終
了する

48-54 エラー・メッセージ番号

55-64 メッセージ・ファイル名

65-74 メッセージ・ファイル・ライブラリ

75-84 複雑ロジック検査を実行するときに呼び出されるプログ
ラム名。複雑ロジック検査でない場合はブランク

85-94 ファイル検査で使用されるファイル名。ファイル検査で
ない場合はブランク

MLATTR	タイプのヘッダー作業リストのフォーマット：

バイ
ト

説明

1-5 このエントリーに対する詳細リストの最初のエントリー
番号。文字形式。00000の値はこのエントリーに対する詳
細リストにはエントリーがないことを表します。

6-10 このエントリーに対する詳細リストの最後のエントリー
番号。文字形式

11-14 言語コード

15-29 ラベル

30-49 欄見出し1

50-69 欄見出し2

70-89 欄見出し3

REFFLD	タイプのヘッダー作業リストのフォーマット：

バイ
ト

説明



1-5 REFFLD	情報で詳細リストは使用されないため、値は
00000

6-10 値は00000

11-20 フィールド名

21-60 説明

FIELDCHECK	タイプの詳細作業リストのフォーマット：

バイト 説明

検査タイプが簡易ロジック：詳細リストの各エントリーは、次の
ようなフォーマットにする必要があります。

1-79 条件行

検査タイプが日付検査：詳細リストは1エントリー。次のような
フォーマットにする必要があります。

1-8 日付形式

9-15 指定の日付から過去に向かっ
て許容される日数。文字形式

16-22 指定の日付から未来に向かっ
て許容される日数。文字形式

検査タイプがファイル検査：詳細リストの各エントリーは、次の
ようなフォーマットにする必要があります。

1-20 ファイルのキーとして使用さ
れる値

検査タイプが複雑ロジック：詳細リストの各エントリーは、次の
ようなフォーマットにする必要があります。

1-20 追加のパラメータとして使用
される値

検査タイプが値の範囲：詳細リストの各エントリーは、次のよう
なフォーマットにする必要があります。



1-20 範囲の下限として使用される
値

21-40 範囲の上限として使用される
値

検査タイプが値のリスト：詳細リストの各エントリーは、次のよ
うなフォーマットにする必要があります。

1	-	20 リスト要素として使用される
値

MLATTR	タイプの詳細作業リストのフォーマット：

バイト 説明

詳細リストの各エントリーは、次のようなフォーマットにする必
要があります。

1-40 フィールド記述

REFFLD	タイプの詳細作業リストのフォーマット：

バイト 説明

詳細リストに戻される情報はありません。



9.97	GET_FIELD_LIST
	注：組み込み関数の規則
リポジトリからフィールドとその記述のリストを取得して、呼び出し元
の	RDMLファンクションに可変長の作業リストで戻します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ポジショニング・フィー
ルドの値。戻されるリス
トは、ディレクトリの中
で、この引数で渡された
値よりも大きく、かつ一
番近い名前のフィールド
から始まります。

1 10 	 	

2 A 任意 Visual	LANSAコンポーネ
ントをリストから除外す
る	(Y/N)
デフォルト	-	N

1 1 	 	

戻り値



番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必
須

フィールド情報を含める作業
リスト

呼び出し元ファンクションに
必要な作業リストの要件：
-	エントリーの長さの合計が
正確に60バイト
-	エントリー数が9999を超え
ない
戻されるそれぞれのリスト項
目は、次のような形式にする
必要があります。
開始	-	終了			説明
1	-	10			フィールド名
11	-	50			フィールドの記述
51	-	51			RDMLXフィールド(YまたはN)
52-60			<<将来の拡張用>&	amp;	gt;

60 60 	 	

2 A 任
意

戻されたリストの最後の
フィールド。通常、この値は
次にこの組み込み関数を呼び
出す時に、ポジショニング用
の引数として使用されます。

1 10 	 	

3 A 任
意

戻りコード

OK	=	フィールド詳細のリス
ト(満載または一部)が戻され
た。リストに戻された以上の
フィールドは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻され
た。ただしリストに収まらな
かったフィールドがさらに存
在する。通常、スタイル・リ

2 2 	 	



ストを表示する時に、この値
を使ってページに次のフィー
ルドがあることを示す
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のフィール
ドがブランクで戻される

例
あるフィールド定義をカスタマイズしてラベルと欄見出しを変更しま
す。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
GROUP_BY						NAME(#FLDDTL)	FIELDS((#FLDNAM	*NC)	(#FLDDES	*NC)	#FLDLBL	#FLDCH1	#FLDCH2	#FLDCH3)
DEF_LIST						NAME(#FLDLST)	FIELDS(#FLDNAM	#FLDDES	#SPARE)	TYPE(WORKING)	ENTRYS(1000)
**********				-Request	field-
REQUEST							FIELDS(#STRFLD)	TEXT(('Field	to	start	from'	5	5))
**********				-Get	list	of	fields-
USE											BUILTIN(GET_FIELD_LIST)	WITH_ARGS(#STRFLD)	TO_GET(#FLDLST	#LAST	#RETCOD)
**********				-Process	lists-
SELECTLIST				NAMED(#FLDLST)
USE											BUILTIN(GET_FIELD)	WITH_ARGS(#FLDNAM)	TO_GET(#RETCOD	#FLDTYP	#FLDLEN	#FLDDEC	#FLDREF	#FLDDES	#FLDLBL	#FLDCOL)
**********				<	break	column	headings	into	FLDCH1,	FLDCH2,	FLDCH3	>
**********				-Change	field	definition-
REQUEST							FIELDS(#FLDDTL)
USE											BUILTIN(PUT_FIELD)	WITH_ARGS('NNN'	#FLDNAM	#FLDTYP	#FLDLEN	#FLDDEC	#FLDREF	#FLDDES	#FLDLBL	#FLDCOL)
TO_GET(#STD_CMPAR)
ENDSELECT						
	



9.98	GET_FILE_INFO
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからファイルに関連する情報のリストを取得
して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻し
ます。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 物理ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 物理ファイル・ライブラ
リ
(CHECKFILEでは値は無
視されます)

1 10 	 	



Visual	LANSAでは、下位
互換性のためにブランク
も有効です。

3 A 必須 取得するファイルに関す
る情報のタイプ。有効な
タイプは以下のとおりで
す。

CHECKFILE	-	ファイルが
存在する1番目のライブラ
リ
FIELDS	-	ファイル内の
フィールド
VIRTUALS	-	ファイル内
の仮想フィールド

PHYKEYS-	ファイルの
キーとして使用される
フィールド
LGLVIEWS-	ファイルの論
理ビュー
ACCROUTES-	ファイルの
アクセス経路

MLATTR-	複数言語属性

1 10 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻りコード

OK	=	リスト(満載または一部)が戻
された。このファイルに関するこ
のタイプの情報はこれ以上存在し
ない

2 2 	 	



OV	=	リスト(満載)が戻された。た
だしリストに収まらなかったこの
タイプの情報がさらに存在する
NR	=	詳細リストが空で戻された
(FIELDS/VIRTUALSはOKを戻す)
ER	=	ファイルが見つからなかっ
た

2 L 必
須

ファイルに関する情報を含める
ヘッダー作業リスト

呼び出し元のRDMLファンクショ
ンは、項目の長さの合計が正確に
100バイトの作業リストを提供し
なければなりません。
リストは以下のエントリー数を越
えることはできません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
開始	-	終了	説明
1	-	5	このエントリーに対する詳細リストの最
初のエントリー番号。文字形式。'00000'の値
はこのエントリーに対する詳細リストにはエ
ントリーがないことを表す

6	-	10	このエントリーに対する詳細リストの
最後のエントリー番号。文字形式

11	-	100	その他情報

CHECKFILE	タイプの場合：	
ヘッダー・リストは1エントリー
で次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ
11	-	20	ファイル名

FIELDSタイプの場合：	
ヘッダー・リストは1エントリー
で次のようなフォーマットにしま
す。

100 100 0
0

0
0



開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ

VIRTUALSタイプの場合：	
ヘッダー・リストは1エントリー
で次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5		上記に同じ
6	-	10	上記に同じ

PHYKEYSタイプの場合：	
ヘッダー・リストは1エントリー
で次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ

LGLVIEWSタイプの場合：
ヘッダー・リストの各エントリー
を次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ
11	-	20	論理ビュー名
21	-	60	論理ビューの記述

ACCROUTESタイプの場合：
ヘッダー・リストの各エントリー
を次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ
11	-	20	アクセス経路の名前
21	-	60	アクセス経路の記述
61	-	70	アクセスするファイル
71	-	80	アクセスするファイル・ライブラリ



81	-	84	(P7,0)	予期される最大レコード長

MLATTRタイプの場合：	
ヘッダー・リストの各エントリー
を次のようなフォーマットにしま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	5	上記に同じ
6	-	10	上記に同じ
11	-	20	論理ビュー名または物理ファイル名

3 L 必
須

ファイルに関する情報を含める詳
細作業リスト

呼び出し元のRDMLファンクショ
ンは、項目の長さの合計が正確に
50バイトの作業リストを提供しな
ければなりません。
CHECKFILE	タイプの場合：	
1つの詳細リスト・エントリー
を、次のようなフォーマットにし
ます。	
開始	-	終了	説明
1	-	10	ファイルが存在する最初のライブラリ
名

FIELDS	タイプの場合：	
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。	
開始	-	終了	説明
1	-	10	ファイルの一部であるフィールド名

VIRTUALS	タイプの場合：	
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。	
開始	-	終了	説明
1	-	10	ファイルの一部である仮想フィールド
名

11	-	11	出力時に仮想フィールドによって実
フィールドにデータを取り込む
(Yes/No/Unknown)

	 50 	 	



12	-	12	入力時に実フィールドによって仮想
フィールドにデータを取り込む
(Yes/No/Unknown)

PHYKEYS	タイプの場合：	
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。	
開始	-	終了	説明
1	-	10	ファイル・キーの一部であるフィール
ド名

LGLVIEWS	タイプの場合：
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。	
開始	-	終了	説明
1	-	10	論理ビュー・キーの一部であるフィー
ルド名

ACCROUTES	タイプの場合：
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。
開始	-	終了	説明
1	-	20	アクセス経路でキーとして使用される
値

MLATTR	タイプの場合：	
詳細リストの各エントリーは、次
のようなフォーマットにする必要
があります。
開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	44	論理ビューまたは物理ファイルの記述



9.99	GET_FUNCTION_ATTR
	注：組み込み関数の規則
ファンクション定義の属性を取得して、START_FUNCTION_EDIT組み
込み関数で開始された編集セッションで編集します。
この組み込み関数により設定または戻される属性セットは、フル
LANSA開発環境で提供されている同等のオンライン機能と同じ編集・
検査ルールが適用されます。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 取得する属性の名前

有効な属性名は以下の
とおりです。

1 10 	 	



DESC-	ファンクション
記述
ONMENU	-	メニュー
に表示

MENUSQ	-	メニュー順
序番号
TOTCMD	-	総RDMLコ
マンド数(コメントを
含む)
EDTSRC	-	関連編集
ソース

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラーが
検出された

2 2 	 	

2 A 必須 属性が戻される領域。
許容される値は以下の
とおりです。

DESC	属性の場合：
最大40文字までのファ
ンクション記述
ONMENU	属性の場合：
Y	-	メニューに表示する
N	-	メニューに表示しな
い
MENUSQ	属性の場合：

1 256 	 	



有効な番号が5桁の文字
で表されます。
範囲は00001から99999
までです。

TOTCMD	属性の場合：
有効な番号が4桁の文字
で表されます。
範囲は0000から9999ま
でです。

EDTSRC	属性の場合：
START_PROCESS_EDIT
組み込み関数の「ソー
ス」フィールドのよう
な3文字の編集ソース
値がLANまたはブラン
クの場合、最後の編集
手段が標準オンライン
RDMLエディターで
あったことを示しま
す。



9.100	GET_FUNCTION_INFO
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからファンクションに関連する情報のリスト
を取得して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リスト
で戻します。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	LANSA	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 プロセス名 1 10 	 	

2 A 必須 ファンクション名 1 7 	 	

3 A 必須 取得するファンクショ
ンに関する情報のタイ

1 10 	 	



プ
全LANSA	システムで
有効なタイプ：

MLATTR-	複数言語属
性
IBM	iのLANSAで有効
なタイプ：
FIELDS-	ファンクショ
ンで使用されるフィー
ルド

FILES-	ファンクショ
ンで使用されるファイ
ル
FUNCPANEL	-	LANSA
Documentor　パネル・
レイアウト
FUNSTEXT-	LANSA
Documentor　ファンク
ションのMSLダイアグ
ラム

FUNTNOTE-	LANSA
Documentor　ファンク
ションのMSL技術ノー
ト
FUNTABLE-	LANSA
Documentor　ファンク
ションのMSLテーブル
FUNXR3GL-	LANSA
Documentor　呼び出さ
れる3GLプログラム
FUNXRPRO-	LANSA
Documentor　呼び出さ
れるプロセス
FUNXRFUN-	LANSA
Documentor　呼び出さ
れるファンクション



FUNXRBIF-	LANSA
Documentor　呼び出さ
れる組み込み関数
FUNCREP-	LANSA
Documentor　レポー
ト・レイアウト・ファ
ンクション

FUNXRSYV-	LANSA
Documentor　使用され
るシステム変数
FUNXRMST-	LANSA
Documentor　使用され
るメッセージ・テキス
ト
FUNXRMSI-	LANSA
Documentor　使用され
る既定のメッセージ

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	リスト(満載また
は一部)が戻された。
このファンクションに
関するこのタイプの情
報はこれ以上存在しな
い
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただしリスト
に収まらなかったこの
タイプの情報がさらに

2 2 	 	



存在する
NR	=	リストは空で戻
された。リストの最終
エントリーがNULLで
戻される

ER	=	ファンクション
が見つからなかった。
リストの最終エント
リーがNULLで戻され
る

2 L 必須 プロセスに関する情報
を含める作業リスト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に132バイトの作業リ
ストを提供しなければ
なりません。
リストは以下のエント
リー数を越えてはいけ
ません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
FIELDS	タイプの場
合：

戻されるリストの各エ
ントリーは、次のよう
なフォーマットにする
必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	10	フィールド名
11	-	132	<<将来の拡張>>

FILES	タイプの場合：
戻されるリストの各エ
ントリーは、次のよう
なフォーマットにする

132 132 	 	



必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	10	物理ファイル名
11	-	20	物理ファイル・ライブ
ラリ

21	-	30	論理ビュー名(物理ファ
イル名が使用された場合はブ
ランク)
31	-	132	<<将来の拡張>>

FUNXXXXXXXXXX
タイプの場合：
(LANSA	Documentorよ
り)
戻されるリストの各エ
ントリーは、次のよう
なフォーマットにする
必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	132	LANSA	Documentorの
行

MLATTR	タイプの場
合：
戻されるリストの各エ
ントリーは、次のよう
なフォーマットにする
必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	44	ファンクションの記述
45	-	132	<<将来の拡張>>



9.101	GET_FUNCTION_LIST
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからプロセス、関連ファンクション、および
それらの記述のリストを取得して、呼び出し元のRDMLファンクション
に可変長の作業リストで戻します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 プロセス名 1 10 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 ファンクション情報を
含める作業リスト

60 60 	 	



リストは以下のエント
リー数を越えてはいけ
ません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に60バイトの作業リス
トを提供しなければな
りません。

戻されるそれぞれのリ
スト項目は、次のよう
な形式にする必要があ
ります。
開始	-	終了			説明
1	-	7			ファンクション名
8	-	47			ファンクションの記述
48	-	48			RDMLXファンクショ
ン(Y/N)
49	-60			<<将来の拡張>>

2 A 任意 戻りコード

OK	=	ファンクション
詳細のリスト(満載ま
たは一部)が戻され
た。このプロセスにこ
れ以上のファンクショ
ンは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただしリスト
に収まらなかったファ
ンクションがさらに存
在する。通常、スタイ
ル・リストを表示する
時に、この値を使って
ページに次のファンク
ションがあることを示

2 2 	 	



す
NR	=	リストは空で戻
された。リストの最終
ファンクションがブラ
ンクで戻される

ER	=	プロセスが見つ
からなかった。リスト
の最終ファンクション
がブランクで戻される



9.102	GET_FUNCTION_RDML
	注：組み込み関数の規則
ファンクションに関連するRDMLコードを作業リストに戻します。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数を使用し
て編集セッションに投入されたファンクションに対してのみ使用できま
す。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数
引数の値はありません。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード 2 2 	 	



OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 L 必須 作業リスト名

編集セッションの
RDMLを含む編集スタ
ンプがNの場合、作業
リストのエントリー数
は32767を超えること
はできません。さらに
エントリーの長さの合
計を	72バイトにし
て、各エントリーを以
下の構成にする必要が
あります。
開始	-	終了			説明
1	-	4			コマンド順序番号。形式
はSigned(4,0)
5	-	7			コマンド・ラベル。A(3)
8	-	17			コマンド
18	-	72			コマンド・パラメー
タ。アルファベット

編集セッションの
RDMLを含む編集スタ
ンプがYの場合、エン
トリーの長さの合計を
99バイトにして、
RDMLを含む編集スタ
ンプがNの場合の各エ
ントリーの位置と桁数
に、以下の構成を加え
ます。
開始	-	終了			説明
73	-	73			コマンド変更フラグ。
常にN
74	-	81			コマンド変更日付。
Signed(8,0)	(CCYYMMDD)
82	-	91			コマンド変更ユー

	 	 	 	



ザー。アルファベット

92	-	99			コマンドを変更したタ
スク。A(8)

技術ノート
コマンドのパラメータが55バイトを超える場合、そのパラメータは以下
のサンプルのように複数エントリーで戻されます。
	Seq		Lab	Command							Parameters
	0001					**********				This	is	a	comment	line
	0002					SET_MODE						TO(*CHANGE)
	0003	L32	GROUP_BY						NAME(#GROUP)	FIELDS(#FIELD001	#FIELD002	
	0003																			#FIELD003	#FIELD004	#FIELD005	#FIELD006)
	0004					DISPLAY							FIELDS(#GROUP)
	0005					MENU					
	0006					**********				This	is	a	comment	line
	



9.103	GET_HELP
	注：組み込み関数の規則
指定のフィールド、ファンクション、またはプロセスに関するヘルプ・
テキストのリストを取得します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクト名。フィー
ルド、ファンクション、
またはプロセスの名前で
す。

1 10 	 	

2 A 必須 オブジェクト拡張名。オ
ブジェクト・タイプが
ファンクションの場合、
この値はファンクション
が定義されているプロセ
スの名前にする必要があ
ります。オブジェクト・
タイプがファンクション
以外の場合、この値はブ

1 10 	 	



ランクにします。

3 A 必須 オブジェクト・タイプの
値：

DF	-	フィールド
PD	-	プロセス
PF	-	ファンクション

2 2 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 ヘルプ・テキストを含め
る作業リスト

リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に77バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。

1〜77	バイト：ヘルプ・
テキスト

1 77 	 	

2 A 必須 戻りコード

OK	=	このオブジェクトに
2 2 	 	



関するヘルプ・テキスト
のリスト(満載または一
部)が戻された。このオブ
ジェクトに関するヘル
プ・テキストはこれ以上
存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったヘルプ・テ
キストがさらに存在す
る。通常、スタイル・リ
ストを表示する時に、こ
の値を使ってページに次
のファンクションがある
ことを示す

ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

例
特定のオブジェクトのヘルプ・テキストを取得して、HELPキーを使わ
ずにそのヘルプ・テキストを表示します。
*********	Define	arguments	and	lists
DEFINE	FIELD(#OBJNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#OBJEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE	FIELD(#OBJTYP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE	FIELD(#HLPTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(77)
DEFINE	FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEF_LIST	NAME(#WKHLPL)	FIELDS((#HLPTXT))	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST	NAME(#BWHLPL)	FIELDS((#HLPTXT))
GROUP_BY	NAME(#RQSOBJ)	FIELDS((#OBJNAM)	(#OBJEXT)
(#OBJTYP))
GROUP_BY	NAME(#DSPHLP)	FIELDS((#OBJNAM)	(#OBJEXT)
(#OBJTYP))



*********	Clear	working	and	browse	lists
BEGIN_LOOP	
*********	Request	Object	Name,	Extension	and	Type
REQUEST	FIELDS(#RQSOBJ)
CLR_LIST	NAMED(#WKHLPL)
CLR_LIST	NAMED(#BWHLPL)
*********	Execute	built-in-function	-	GET_HELP
USE	BUILTIN(GET_HELP)	WITH_ARGS(#OBJNAM	#OBJEXT
#OBJTYP)	
TO_GET(#WKHLPL	#RETCOD)
*********	Help	text	was	retrieved	successfully
IF	COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
*********	Move	Help	text	from	the	working	list	to	the	browselist
SELECTLIST	NAMED(#WKHLPL)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BWHLPL)
ENDSELECT	
*********	Allow	Help	text	to	be	reviewed	for	the	specified	object
DISPLAY	FIELDS((#DSPHLP))	BROWSELIST(#BWHLPL)
*********	Working	list	overflowed,	more	help	text	to	retrieve
ELSE	
IF	COND('#RETCOD	*EQ	''OV''')
MESSAGE	MSGTXT('List	not	big	enough	to	fit	all	help	text')
*********	GET_HELP	failed	with	errors,	report	error
ELSE	
MESSAGE	MSGTXT('GET_HELP	failed	with	errors,	try	again')
ENDIF	
ENDIF	
END_LOOP	
	



9.104	GET_ILENTRY_LIST
	注：組み込み関数の規則
データ・ディクショナリから影響リスト・エントリーとその記述のリス
トを取得して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リス
トで戻します。事前にLANSA開発メニューを使用して影響リストを作
成し、エントリーを追加しておく必要があります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	では使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 取得するエントリーが
入っている影響リスト
の名前

7 7 	 	

1 A 必須 開始位置の値。エント
リー・タイプとエント
リー名が含まれていま
す。戻されるリスト
は、影響リストの中
で、この引数で渡され
た値よりも大きく、か
つ一番近いエントリー
から始まります。

1 22 	 	



エントリー・タイプは
以下のとおりです。
DF	(フィールド)、FD
(ファイル)、
PF	(ファンクション)、
SV	(システム変数)、
MT	(多言語テキスト)
エントリー名は以下の
とおりです。
フィールド	-	フィール
ド名
ファイル	-	ファイル名
およびライブラリ
ファンクション	-	プロ
セスおよびファンク
ションの名前
システム変数名
言語変数名

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 フィールド情報を含め
る作業リスト。呼び出
し元のRDMLファンク
ションは、項目の長さ
の合計が正確に70バイ
トの作業リストを提供
しなければなりませ
ん。

戻されるそれぞれのリ
スト項目は、次のよう
な形式にする必要があ
ります。

	 	 	 	



開始	-	終了	説明
1	-	2	エントリー・タイプ
		DF	=	フィールド
		FD	=	ファイル
		PF	=	ファンクション
		SV	=	システム変数
		MT	=	言語変数
3	-	22	エントリー名
		フィールド
3	-	12	フィールド名
13	-	22	ブランク
		ファイル
3	-	12	ファイル名
13	-	22	ライブラリ
ファンクション

3	-	12	プロセス名
13	-	19	ファンクション名
20	-	22	ブランク
		システム変数
3	-	22	変数名
		言語変数
3	-	22	変数名
23	-	62	記述
63	-	70	<<将来の拡張>>

2 A 任意 戻されたリストの最後
のエントリー。通常、
この値は次にこの組み
込み関数を呼び出す時
にポジショニング用の
引数として使用されま
す。

1 22 	 	

3 A 任意 戻りコード

OK	=	影響リスト・エ
ントリー詳細のリスト
(満載または一部)が戻
された。リストに戻さ
れた以上のエントリー

2 2 	 	



は存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただしリスト
に収まらなかったエン
トリーがさらに存在す
る

NR	=	リストは空で戻
された。リストの最後
のエントリーがブラン
クで戻される

例
このファンクションを使用すれば、影響リストの中にあるファイル・エ
ントリーをコンパイルすることができます。影響リストは、LANSA開
発者メニュー・オプションのインパクト・リストの処理を使って、事前
に作成してファイル・エントリーを追加しておく必要があります。
**********				#ETYP		*CHAR	2					
**********				#FILE		*CHAR	10					
**********				#LIB			*CHAR	10					
**********				#DESC		*CHAR	40					
**********				#SPARE	*CHAR	8					
**********				#START		*CHAR	22					
**********				#LAST			*CHAR	22					
DEF_LIST						NAME(#ELLST)	FIELDS(#ETYP	#FILE	#LIB	#DESC	#SPARE)						
														TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)						
**********				-Clear	list-						
CLR_LIST						NAMED(#ELLST)						
**********				-Request	Impact	List	name-						
REQUEST							FIELDS(#ILNAME)	TEXT(('Impact	List	to	use'	5	5))						
**********				-Set	the	start	value	to	start	at	the	file	entries-						
CHANGE								FIELD(#START)	TO(FD)						
**********				-Get	the	entries	from	the	Impact	List-						
BEGIN_LOOP					
USE											BUILTIN(GET_ILENTRY_LIST)	WITH_ARGS(#ILNAME	#START)				
														TO_GET(#ELLST	#LAST	#RETCOD)						
**********				-If	entries	found-						
IF												COND('(#RETCOD	*EQ	OK)	*OR	(#RETCOD	*EQ	OV)')						
SELECTLIST				NAMED(#ELLST)						



IF												COND('#TYP	=	FD')						
USE											BUILTIN(MAKE_FILE_OPERATIONL)	WITH_ARGS(#FILE	#LIB)		
														TO_GET(#RTN)						
ENDIF																
ENDSELECT												
**********				-If	more	entries,	set	start	value	for	repeat	-						
IF												COND('#RETCOD	*EQ	OV')						
CHANGE								FIELD(#START)	TO(#LAST)						
ELSE												
RETURN										
ENDIF										
**********					
**********								-No	entries-					
ELSE												
RETURN											
ENDIF											
END_LOOP



9.105	GET_KEYWORD_STRING
	注：組み込み関数の規則

1つのESF	(外部ソース形式)ステートメントが含まれる文字列から、キー
ワードとその値を取得します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for	Linux 未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 キーワードどその値を取
得するための文字列の
「行」を含める作業リス
ト。このリストは全体で
1000文字の制限がありま
す。

1 256 	 	

2 N 必須 キーワードどその値を取
得するための文字列の
「行」を含める作業リス
トのエントリー長

1 3 0 0

3 A 必須 処理されるESFステート
メントのタグ名(コマンド
名)

1 10 	 	

4 L 必須 検索用のキーワード作業
リスト

16 16 	 	



呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に16バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
リストの各エントリー
は、次のようなフォー
マットにする必要があり
ます。
開始	-	終了			説明
1	-	15			キーワード
16	-	16			値の数：
					S	-	1つの値
					L	-	値のリスト

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 検索されたキーワードを
含める作業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に25バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
リストの各エントリー
は、次のようなフォー
マットにする必要があり
ます。
開始	-	終了			説明
1	-	15			キーワード
16	-	20			キーワードの1番目の値の
リスト・エントリー番号。

25 25 	 	



Signed(5,0)
21	-	25			キーワードの最後の値の
リスト・エントリー番号。
Signed(5,0)

2 L 必須 検索された値を含める作
業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に131バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
リストの各エントリー
は、次のようなフォー
マットにする必要があり
ます。
開始	-	終了			説明
1	-	1				値のタイプ：
			A	-	英数字
			N	-	数値
2	-	101			英数字値。注：英数字値
は必ず引用符で囲まれます。

102	-	131			数値
注：数値リテラルの値は、
Signed(30,9)です。

131 131 	 	

3 L 必須 検索された文字列から検
索キーワードとその値を
除いた残りの部分を含め
る作業リスト

リストの各エントリー
は、次のようなフォー
マットにする必要があり
ます。
開始	-	終了			説明
1	-	2			エラー・コード。エラー・
コード一覧は以下にあります。

3	-	22			認識されなかった文字列の
最初の20文字

1 22 	 	

エラー・コード



01 タグの開始区切り文字がコロンではありませんでした

02 タグ名が英字で開始されていません

03 タグ名が長すぎます。10文字以下にする必要があります

04 キーワードが英字で開始されていません

05 キーワードが無効です。定義されたキーワード・リストに見
つかりません

06 キーワードが完全ではありません。文字列の終わりが見つか
りました

07 キーワードの指定が長すぎます。15文字以下にする必要があ
ります

08 キーワードに値が指定されていません

09 指定された値が長すぎます

10 1つの値リストに複数の値が指定されています

11 引用された値が引用符で終わっていません

12 無効な数値リテラル値です

13 値に複数の10進数形式の文字が指定されています

14 数値リテラル値の整数部が21桁を超えています

15 数値リテラル値の小数部が9桁を超えています

16 コマンド文字列が上限の1000文字を超えています

17 タグの終了区切り文字が指定されていません

18 値が完全ではありません。文字列の終わりが見つかりました

19 予期したタグ名が見つかりません

20 引用された値の後はブランクにする必要があります

21 キーワードの終了を表す関係子が指定されていません

22 キーワードが複数回指定されています

技術ノート



									戻されたキーワード・リストには、検索された各キーワードに1つのエントリーが入っ
ています。キーワードの順序はキーワード検索用のリストに指定された順です。キーワード
が見つからない場合は、そのキーワードの1番目の値のリスト・エントリー番号は0になりま
す。

									キーワード検索用の作業リストに指定されたキーワードやESFステートメント内で指定
されたキーワードはすべて大文字であることを確認してください。

									戻り値リストの英数字値は、値が英字でも数字でも必ずこの場所に設定されます。数値
は、その値が数値の場合だけ、ゼロ以外の数値になります。

									小文字を含む英数字値が引用符で囲まれてない場合、大文字に変換されます。

									英数字値では引用符の中に引用符を組み込んではいけません。

									英数字値の長さの上限は98です。英数字はすべて引用符で囲まれて戻されます。

									戻された残りのリストの文字列には、エラーが発生した検索文字列が入ります。

例
ESFスタイルのステートメントが入ったリストが作られました。これは
RECORDステートメントであることがわかっています。FILEＮＡＭＥの
値、つまりキーワードの値が1つ必要です。
DEFINE					FIELD(#KWD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#KWDTYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#LINE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70)
DEFINE					FIELD(#KWDSTR)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#KWDEND)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#VALTYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)
DEFINE					FIELD(#VALALPHA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)
DEFINE					FIELD(#VALNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(30)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#FILENAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LEFTCOUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(0)
DEF_LIST			NAME(#KWDSRCH)	FIELDS((#KWD)	(#KWDTYPE))	
											TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#STRSRCH)	FIELDS((#LINE))	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#KWDFND)	FIELDS((#KWD)	(#KWDSTR)	(#KWDEND)	
											TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#VALFND)	FIELDS((#VALTYPE)	(#VALALPHA)	
											(#VALNUM))	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST			NAME(#STRLEFT)	FIELDS((#LINE))	TYPE(*WORKING)	
											COUNTER(#LEFTCOUNT)
**********	Construct	list	containing	ESF:RECORD	statement
.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.
**********	Clear	the	keyword	search	list



CLR_LIST			NAMED(#KWDSRCH)
**********	Put	in	search	keywords
CHANGE					FIELD(#KWD)	TO(FILENAME)
CHANGE					FIELD(#KWDTYPE)	TO(S)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#KWDSRCH)
**********	Get	the	keywords	from	the	string
USE								BUILTIN(GET_KEYWORD_STRING)	WITH_ARGS(#STRSRCH	#KWDSTR	#KWD	
											#KWDSRCH)	TO_GET(#KWDFND	#VALFND	#STRLEFT)
**********	Handle	error
IF									COND('#LEFTCOUNT	>	0')
**********									error	processing
.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.
ELSE
**********	Get	the	value	for	the	file	name	keyword
GET_ENTRY		NUMBER(1)	FROM_LIST(#VALFND)
GET_ENTRY		NUMBER(#KWDSTR)	FROM_LIST(#VALFND)
CHANGE					FIELD(#FILENAME)	TO(#VALALPHA)
**********	Use	the	file	name
.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.			.
ENDIF
	



9.106	GET_LICENSE_STATUS
このLANSAシステムのLANSAライセンスのステータスを特定の日付で
取得します。
この組み込み関数を使って定期的にジョブを実行することにより、ライ
センス期限切れの警告を事前に受け取ることができます。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	では使用不可

Visual	LANSA	for	Windows 未対応	 	

Visual	LANSA	for	Linux 未対応	 	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 任
意

日付(YYYYMMDD)時点
のライセンス状況
この引数が指定されてい
ないか0の場合、今日の
日付が使用されます。

8 8 0 0

2 A 任
意

ライセンス・コード。こ
のライセンス・コードの
ステータスを要求しま
す。この引数の指定がな
い場合、引数1で指定さ
れた日付のライセンスす
べてのステータスが戻さ
れます。(*)

3 3 	 	

3 A 任
意

ライセンス・バージョン
(*)

1 1 0 0



この引数の指定がないか
空白の場合、ライセン
ス・バージョンは｢1｣と
仮定されます。

	 	

4 A 任
意

チェックが必要な長いラ
イセンス・コード(*)

24 24 0
	

0
	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必
須

ライセンス・ステータス
を含める作業リスト(*)

* * 0
	

0
	

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	ライセンス・ス
テータスのリスト(満載ま
たは一部)が戻された。リ
ストに戻された以上の
フィールドは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったエントリー
がさらに存在する

2 2 	 	

(*)			ライセンス・バージョンが｢1｣に設定されている場合、4番目の引数
が指定されても無視されます。呼び出し元のRDMLファンクションは、
項目の長さの合計が正確に4バイトかつ32,767エントリー以下の作業リス
トを提供しなければなりません。戻されるそれぞれのリスト項目は、次
のような形式にする必要があります。

開
始
終
了
説明

1 3 ライセンス・コード



4 4 状況	Y/N.
Y	=	引数１の日付時点で、このコンピュータのライセンス
は有効です。

ライセンス・バージョンが｢2｣に設定されている場合、2番目の引数は無
視され、指定されても、	4番目の引数が要求されているライセンス・
コードのステイタスとして使用されます。呼び出し元のRDMLファンク
ションは、項目の長さが正確に25バイトかつ9,999エントリー以下の作業
リストを提供しなければなりません。戻されるそれぞれのリスト項目
は、次のような形式にする必要があります。

開
始
終
了
説明

1 24 ライセンス・コード

25 25 状況	Y/N.
Y	=	引数1の日付時点で、このコンピュータのライセンス
は有効です。

技術ノート
IBM	iライセンス：戻されるライセンス・コードには、このLANSA	シス
テムの永久ライセンスが含まれます。さらにIBM	iの導入処理を使って
Integratorがインストールまたはアップグレードされている場合はLANSA
Integratorキー・ライセンスが含まれます。LANSA	Integratorが単独でイ
ンストールされている場合、GET_LICENSE_STATUSでIntegratorのライ
センスは戻されません。

例
現在有効で、かつ来月期限の切れるライセンスを検索します。
DEFINE					FIELD(#CODE1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)																					
DEFINE					FIELD(#CODE2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)																					
DEFINE					FIELD(#STATUS1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)																			
DEFINE					FIELD(#STATUS2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)																			
DEF_LIST			NAME(#WLIST1)	FIELDS((#CODE1)	(#STATUS1))	TYPE(*WORKING	
											)																																																							
DEF_LIST			NAME(#WLIST2)	FIELDS((#CODE2)	(#STATUS2))	TYPE(*WORKING	
											)																																																							
DEF_LIST			NAME(#BLIST)	FIELDS((#CODE2)	(#STATUS2))																
DEFINE					FIELD(#EXPDATE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)								



DEFINE					FIELD(#YESTERDAY)	TYPE(*DEC)	LENGTH(8)	DECIMALS(0)						
																																																																			
DEFINE					FIELD(#RETCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																			
**********	Today	+	31	days	:	to	get	licenses	which	will	expire	
**********	next	month	
USE								BUILTIN(FINDDATE)	WITH_ARGS(#YYYYMMDD	31	J	J)	TO_GET(#E	
											XPDATE)																																															
**********	WLIST2	will	contain	license	status	in	31	days	time.
CLR_LIST			#wlist2																																																	
USE								BUILTIN(GET_LICENSE_STATUS)	WITH_ARGS(#EXPDATE)	TO_GET(	
											#WLIST2)	
**********	Today	-	1	day	:	to	get	yesterday's	date																	
USE								BUILTIN(FINDDATE)	WITH_ARGS(#YYYYMMDD	-1	J	J)	TO_GET(#Y	
											ESTERDAY)																																															
**********	WLIST1	will	contain	license	status	yesterday.
CLR_LIST			#wlist1																																																	
USE								BUILTIN(GET_LICENSE_STATUS)	WITH_ARGS(#YESTERDAY)	TO_GE	
											T(#WLIST1)																																														
**********	Compare	the	status	in	a	month's	time	with	the	status	
**********	yesterday	to	find	licenses	which	will	expire	in	the	
**********	next	month.	
CLR_LIST			#blist																																																		
SELECTLIST	#wlist2																																																	
IF									COND('#status2	=	N')																																	
LOC_ENTRY		IN_LIST(#WLIST1)	WHERE('#code1	=	#code2')															
IF									COND('(#IO$STS	=	OK)	*AND	(#STATUS1	=	Y)')														
ADD_ENTRY		#BLIST																																																		
ENDIF																																																														
ENDIF																																																														
ENDSELECT																																																										
DISPLAY				FIELDS((#EXPDATE))	BROWSELIST(#BLIST)																			
	



9.107	GET_LOGICAL_LIST
	注：組み込み関数の規則
データ・ディクショナリから、物理ファイルに関連する論理ビューとそ
の記述のリストを取得して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変
長の作業リストで戻します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

X_RUN	パラメー
タがDBII=*NONE
の場合、この組み
込み関数はサポー
トされません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 物理ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 物理ファイル・ライ
ブラリ

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 L 必須 論理ファイル情報を含め
る作業リスト
リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に70バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
開始	-	終了	説明
	1	-	10				論理ファイル
11	-	20			論理ファイル・ライブラ
リ

21	-	60			記述
61	-	70			<<将来の拡張>>

70 70 	 	

2 A 任意 戻りコード

OK	=	ファイル詳細のリス
ト(満載または一部)が戻
された。この物理ファイ
ルにこれ以上の論理ファ
イルは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったファイルが
さらに存在する。通常、
スタイル・リストを表示
する時に、この値を使っ
てページに次のフィール
ドがあることを示す
NR	=	リストは空で戻され

2 2 	 	



た。リストの最後のファ
イルがブランクで戻され
る
ER	=	物理ファイルが見つ
からなかった。リストの
最後のファイルがブラン
クで戻される



9.108	GET_MESSAGE
	注：組み込み関数の規則

RDMLファンクションのプログラム待ち行列から、この次のメッセージ
の詳細を取得します。
通常、戻されたメッセージの詳細は、RDMLファンクションにより標準
的ではない方法で処理または印刷されます。
通常、RDMLファンクションのプログラム待ち行列のメッセージは、
ユーザーに次に表示される画面の22/24行目に表示され、その後自動的
にクリア/削除されます。
メッセージは、オペレーティング・システム・コマンド、組み込み関
数、無効なI/O要求および/またはMESSAGE、VALUECHECKなどの
RDMLコマンドによってプログラム・メッセージ待ち行列に入れられて
いる可能性があります。

移植性に関する考
慮事項

この組み込み関数がLANSAスーパーサーバーで
実行される場合は、メッセージ・ファイルと
メッセージID番号を取得しません。後述の例の
注を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 待ち行列からメッセージ 1 1 	 	



を削除します。
Y	-	メッセージは削除され
る

N	-	メッセージは削除され
ない
デフォルトはYです。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージ戻りコード

OK	=	メッセージが戻され
た
NO	=	メッセージが見つか
らなかった

2 2 	 	

2 A 任意 メッセージ・テキスト 1 132 	 	

3 A 任意 メッセージ番号 1 7 	 	

4 A 任意 メッセージ・ファイル名 1 10 	 	

5 A 任意 メッセージ・ファイル・
ライブラリ

1 10 	 	

6 A 任意 メッセージ代替変数 1 132 	 	

例
バッチ・プログラムでNAMESファイルに新しい名前と住所を挿入しま
す。エラーが発生した場合、例外レポートに名前や住所の詳細と共に関
連のエラー・メッセージをすべて印刷します。
DEFINE					FIELD(#ERRTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)	
											LABEL('Error	:')
DEF_LINE			NAME(#NAME)		FIELDS(#CUSTNO	#ADDRESS1	



																															#ADDRESS2	#ZIPCODE)
DEF_LINE			NAME(#ERROR)	FIELDS(#ERRTXT)	IDENTIFY(*LABEL)

INSERT					FIELDS(#NAME)	TO_FILE(NAMES)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS		IS_NOT(*OKAY)
						PRINT						LINE(#NAME)
						USE								BUILTIN(GET_MESSAGE)	TO_GET(#RETCODE	#ERRTXT)
						DOWHILE				COND('#RETCODE	=	OK')
											PRINT						LINE(#ERROR)
											USE								BUILTIN(GET_MESSAGE)	
																						TO_GET(#RETCODE	#ERRTXT)
						ENDWHILE
ENDIF
注:
同じプログラムをIBM	iで実行した場合とLANSAスーパーサーバー・
モードで実行した場合では異なるメッセージが作成されます。
IBM	iでこのBIFを使用して取得したメッセージは以下のように表示され
ます。
Message	text:						Record	to	be	updated	has	been	changed	by	another	job/user
Message	number:				IOM0017
Message	file	name:	DC@M01

(IBM	iに対して)	LANSAスーパーサーバー・モードで実行した場合は以
下のように表示されます。
Message	text:						Record	to	be	updated	has	been	changed	by	another	job/user
Message	number:				*STCMSG
Message	file	name:	2
これは設計検討事項ですが、技術的に複雑なため短期的には変更される
ことはありません。



9.109	GET_MESSAGE_DESC
	注：組み込み関数の規則
メッセージ・ファイルのメッセージ番号に関連付けられた記述を取得し
ます。
通常、戻されたメッセージの詳細は、RDMLファンクションにより処理
または印刷されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージ番号 1 7 	 	

2 A 必須 メッセージ・ファイル 1 10 	 	

3 A 任意 メッセージ・ファイル・
ライブラリ

1 10 	 	

4 A 任意 メッセージ代替値
複数の代替値を使用でき
ます。サブストリング値
を組み合わせる場合は、
メッセージ定義に合わせ
ます。例えば、「&2で
ファンクション&1	が失敗

1 132 	 	



しました」というメッ
セージで、代替値
*CHAR7および*CHAR10
が指定されている場合、2
番目の値は8桁目から開始
する必要があります。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 メッセージ記述 1 132 	 	

例
サブルーチンを実行してエラー/例外レポートを印刷します。サブルー
チンにエラー・メッセージ番号を渡します。
DEFINE					FIELD(#ERRTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)	
											LABEL('Error	:')
DEFINE					FIELD(#TEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEFINE					FIELD(#MSGID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(7)
DEFINE					FIELD(#MSGT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)
DEF_LINE			NAME(#NAME)		FIELDS(#CUSTNO	#ADDRESS1	#ADDRESS2	#ZIPCODE)
DEF_LINE			NAME(#ERROR)	FIELDS(#ERRTXT)	IDENTIFY(*LABEL)

		'		'		Some	processing		'			'
		'		'																			'			'
INSERT					FIELDS(#NAME)	TO_FILE(NAMES)	VAL_ERROR(*NEXT)
IF_STATUS		IS_NOT(*OKAY)
PRINT						LINE(#NAME)
CHANGE					FIELD(#TEXT)	TO('xxxxxxx')
EXECUTE				SUBROUTINE(ERRPRT)	WITH_PARMS(ERR0003	#TEXT)
ENDIF
		'		'		More	processing		'			'
		'		'																			'			'

SUBROUTINE	NAME(ERRPRT)	PARMS(#MSGID)
USE								BUILTIN(GET_MESSAGE_DESC)	WITH_ARGS(#MSGID	#ERRFILE



											'''*LIBL'''	#TEXT)	TO_GET(#MSGT)
PRINT						LINE(#ERROR)

ENDROUTINE



9.110	GET_MESSAGE_LIST
	注：組み込み関数の規則
必要なパラメータはメッセージ・ファイルだけです。この組み込み関数
は、LX_MSGメッセージ・テーブルに格納されている後続の各メッセー
ジ・ファイル/メッセージをリストにロードします。
言語に*ALL以外の値を指定した場合、指定した言語のメッセージのみ
が戻されます。
メッセージIDを指定した場合、そのメッセージIDに続くすべてのメッ
セージがリストに戻されます(注意：メッセージIDを指定する場合は、
言語を指定する必要があります)。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 検索メッセージ・ファイ
ル

1 10 	 	

2 A 任意 言語コード

特殊値*ALLを指定した場
合はすべての言語が戻さ
れますが、*ALL以外を指
定した場合はその指定し
た言語のメッセージだけ

1 4 	 	



がリストに戻されます。

3 A 任意 メッセージID 1 7 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 メッセージの詳細を含め
る作業リスト

リストは、32767エント
リー数を越えてはいけま
せん。
メッセージの詳細は次の
ようなフォーマットにす
る必要があります。
開始	-	終了			説明
1	-	4			言語
5	-	14				メッセージ・ファイル
15	-	21			メッセージID
22	-	153			メッセージ・テキスト

153 153 	 	

2 A 必須 戻されたリスト内最後の
言語

1 4 	 	

3 A 必須 戻されたリスト内最後の
メッセージ・ファイル

1 10 	 	

4 A 必須 戻されたリスト内最後の
メッセージID

1 7 	 	

5 A 必須 戻りコード

OK	=	メッセージ詳細のリ
スト(満載または一部)が
戻された。リストに戻さ
れた以上のメッセージは

2 2 	 	



存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったメッセージ
がさらに存在する

NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のメッ
セージ・ファイル/メッ
セージIDがブランクで戻
される



9.111	GET_ML_VARIABLE
	注：組み込み関数の規則	におけるすべての多言語組み込み関数
言語変数定義を取得します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 言語変数名 5 20 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード(OK、ER) 2 2 	 	

2 N 必須 長さ/総桁数 3 3 0 0

3 L 必須 言語定義の情報を含める 82 82 	 	



作業リスト
リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に82バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
1〜4	バイト：言語コード
5-	82バイト：言語変数値



9.112	GET_MULTVAR_LIST
	注：組み込み関数の規則
現在の言語で言語変数(*MTXT)とその値のリストを取得して、呼び出し
元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ポジショニング用の
*MTXT変数。戻されるリ
ストは、ディレクトリの
中で、この引数で渡され
た値よりも大きく、かつ
一番近い名前の*MTXT変
数から始まります。

1 20 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 L 必須 *MTXT	変数の情報を含め
る作業リスト

リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に108バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
開始	-	終了			説明
1	-	20			*MTXT変数名
21	-	98			現在の言語の*MTXT値
99	-	108			<<将来の拡張用>>

108 108 	 	

2 A 任意 リストの最後の*MTXT変
数。通常、この値は次に
この組み込み関数を呼び
出す時にポジショニング
用の引数として使用され
ます。

1 20 	 	

3 A 任意 戻りコード

OK	=	*MTXT変数の詳細
のリスト(満載または一
部)が戻された。リストに
戻された以上の*MTXT変
数は存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ

2 2 	 	



れた。ただしリストに収
まらなかった*MTXT変数
がさらに存在する。通
常、スタイル・リストを
表示する時に、この値を
使ってページに次の
*MTXT変数があることを
示す
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後の
*MTXT変数がブランクで
戻される

例
すべての*MTXT変数のリストを印刷します。
DEF_LIST						NAME(#MTXLST)	FIELDS(#MTXNAM	#MTXVAL	#SPARE)							
														TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1000)						
**********				-Define	the	report	layout-						
DEF_REPORT				PRT_FILE(QSYSPRT)						
DEF_HEAD						NAME(#HEAD01)	FIELDS(#TEXT	#PAGE	.	.	.	)						
DEF_LINE						NAME(#MTXPRT)	FIELDS(#MTXNAM	#MTXVAL)						
**********				-Set	start	*MTXT	variable	to	blanks-						
CHANGE								FIELD(#MTXVAR)	TO(*BLANKS)						
**********				-Get	list	of	system	variables-						
USE											BUILTIN(GET_MULTVAR_LIST)	WITH_ARGS(#MTXVAR)	
														TO_GET(#MTXLST)
**********				-Process	list-						
SELECTLIST				NAME(#MTXLST)						
**********				-Print	*MTXT	variables-						
PRINT									LINE(#MTXPRT)						
ENDSELECT												
**********				-Close	printer	file-						
ENDPRINT												



9.113	GET_NUM_AREA
	注：組み込み関数の規則
数値データ・エリアから数値を取得します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データ・エリア名 1 10 	 	

2 A 任意 ライブラリ名
デフォルト：*LIBL

1 10 	 	

3 A 任意 データ・エリアのロック
Y	-	データ・エリアを
ロックする	
N	-	データ・エリアを
ロックしない	
デフォルト：N

1 1 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数



1 N 任意 戻される値 	 15 0 0

例
ジョブのライブラリ・リストを通じて検索されるNEXTBATCHという名
前のデータ・エリアから、バッチ番号#BATCHを取得します。
バッチ番号の値を加算して、その加算した値をデータ・エリアに戻しま
す。
ロック・オプションとアンロック・オプションを使用して、複数のジョ
ブに同じバッチ番号が割り当てられないようにします。
USE								BUILTIN(GET_NUM_AREA)		
											WITH_ARGS(NEXTBATCH	'''*LIBL'''	'Y')	TO_GET(#BATCH)
CHANGE					FIELD(#BATCH)	TO('#BATCH	+	1')
USE								BUILTIN(PUT_NUM_AREA)		
											WITH_ARGS(#BATCH	NEXTBATCH	'''*LIBL''	'Y')
	



9.114	GET_PHYSICAL_LIST
	注：組み込み関数の規則
データ・ディクショナリから物理ファイルとその記述のリストを取得し
て、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻しま
す。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

X_RUN	パラメータが
DBII=*NONEの場
合、この組み込み関
数はサポートされま
せん。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ポジショニング・ファイ
ルの値。戻されるリスト
は、ディレクトリの中
で、この引数で渡された
値よりも大きく、かつ一
番近い名前のファイルか
ら始まります。

1 10 	 	

戻り値



番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 ファイル情報を含める作
業リスト

リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に70バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
開始	-	終了	説明

1	-	10	物理ファイル名
11	-	20	物理ファイル・ラ
イブラリ

21	-	60	記述
61	-	63	IBM	iの場合はブランクに設
定される

Windows	の場合は、このVisual
LANSA固有の情報が設定されま
す。
61	-	61	ファイル・タイプ：
	N	=	LANSAファイル
	Y	=	その他のファイル(IBM	i上に
ロードされている)
	P	=	その他のファイル(Windows上
にロードされている)

70 70 	 	



62	-	62	自動RRNO	(Y/N)
63	-	63	ファイルの@@RRNOと
@@UPID	(Y/N)
64	-	64	RDMLXファイル	(Y/N)

65	-	70	<<将来の拡張>>

2 A 任意 戻されたリストの最後の
ファイル。通常、この値
は次にこの組み込み関数
を呼び出す時にポジショ
ニング用の引数として使
用されます。

1 10 	 	

3 A 任意 戻りコード

OK	=	ファイル詳細のリス
ト(満載または一部)が戻
された。リストに戻され
た以上のファイルは存在
しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったファイルが
さらに存在する。通常、
スタイル・リストを表示
する時に、この値を使っ
てページに次のファイル
があることを示す
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のファ
イルがブランクで戻され
る

2 2 	 	

例
このファンクションを使用すれば、サイトで既存のLANSAデータベー
スを修正できるプログラムを作成することができます。
DEF_LIST						NAME(#FILLST)	FIELDS(#FILNAM	#FILLIB	#FILDES	#SPARE)						
														TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)						
DEF_LIST						NAME(#FILDSP)	FIELDS((#SELECTOR	*SEL)	#FILNAM	#FILLIB						
														#FILDES)						



**********				-Clear	lists-						
CLR_LIST						NAMED(#FILLST)						
CLR_LIST						NAMED(#FILDSP)						
**********				-Request	file	to	start	from	in	list-						
REQUEST							FIELDS(#STRTFL)	TEXT(('File	to	start	from'	5	5))						
**********				-Get	the	list	of	files-						
USE											BUILTIN(GET_PHYSICAL_LIST)	WITH_ARGS(#STRTFL)							
														TO_GET(#FILLST	#LAST	#RETCOD)						
**********				-If	records	found-						
IF												COND('(#RETCOD	*EQ	OK)	*OR	(#RETCOD	*EQ	OV)')						
SELECTLIST				NAMED(#FILLST)						
ADD_ENTRY					TO_LIST(#FILDSP)						
ENDSELECT												
**********												
DISPLAY							BROWSELIST(#FILDSP)						
**********				-Process	selected	records-						
SELECTLIST				NAMED(#FILDSP)	GET_ENTRYS(*SELECT)						
EXECUTE							SUBROUTINE(FILE_EDIT)						
ENDSELECT												
ELSE												
MESSAGE							MSGTXT('No	files	found	....	Program	ended')						
RETURN												
ENDIF												
	



9.115	GET_PROCESS_ATTR
	注：組み込み関数の規則
プロセス定義の属性を取得して、START_FUNCTION_EDIT組み込み関
数で開始された編集セッションで編集します。
この組み込み関数により設定または戻される属性セットは、フル
LANSA開発環境で提供されている同等のオンライン機能と同じ編集・
検査ルールが適用されます。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を「商用」のアプリ
ケーション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。
また使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 取得する属性の名前

有効な属性名は以下の
とおりです。

1 50 	 	



DESC-	プロセス記述
TYPE-	プロセス・タイ
プ

OPTCOM	-	リモート・
コミュニケーションの
最適化
ENAWEB	-	Webを有効
にする
ENAXML	-	XML生成
を有効にする

TOTFUN	-	関連する
ファンクション数の合
計
EXISTS	-	引数の7から
13バイト目にファンク
ション名を指定して存
在チェックを行う
(EXISTS文字列直後の
1バイト目から6バイト
目まで)

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	

2 A 必須 戻されたプロセス属性

DESC	属性の場合：
最大40文字までのプロ

1 256 	 	



セス記述
TYPE	属性の場合：
SAA/CUA
ACT/BAR
OPTCOMM	属性の場
合：
Y	-	リモート・コミュ
ニケーションが最適化
されている
N	-	リモート・コミュ
ニケーションが最適化
されていない
ENAWEB	属性の場
合：
Y	-	Webが有効である
N	-	Webが有効でない
ENAXML	属性の場
合：
Y	-	XML生成が有効で
ある
N	-	XML生成が有効で
ない

TOTFUN	属性の場合：
000	-999の範囲の値が
入っている3桁の文字
EXISTS	属性の場合：	
Y	-	指定されたファン
クション名がプロセス
に存在する
N	-	指定されたファン
クション名がプロセス
に存在しない



9.116	GET_PROCESS_INFO
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからプロセスに関連する情報のリストを取得
して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻し
ます。
特記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本的に
RDMLファンクションで新しいRDMLファンクションを構築することが
できるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。通常、この組み込み関数を商用のアプリケー
ション(例：オーダー・エントリー)で使用することはありません。また
使用するべきではありません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 プロセス名 1 10 	 	

2 A 必須 取得するプロセスに関
する情報のタイプ

有効なタイプは以下の

1 10 	 	



とおりです。
PROCATTACH	-	追加
されたプロセス/ファ
ンクション

MLATTR-	複数言語属
性

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	リスト(満載また
は一部)が戻された。
このプロセスに関する
このタイプの情報はこ
れ以上存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただしリスト
に収まらなかったこの
タイプの情報がさらに
存在する
NR	=	リストは空で戻
された。リストの最終
エントリーがNULLで
戻される

ER	=	プロセスが見つ
からなかった。リスト
の最終エントリーが
NULLで戻される

2 2 	 	

2 L 必須 プロセスに関する情報
を含める作業リスト

100 100 	 	



リストは以下のエント
リー数を越えてはいけ
ません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に100バイトの作業リ
ストを提供しなければ
なりません。

PROCATTACH	タイプ
の場合：
戻されるそれぞれのリ
スト項目は、次のよう
な形式にする必要があ
ります。
開始	-	終了	説明
1	-	10	追加されたプロセスの名
前

11	-	17	追加されたファンク
ションの名前	(プロセスが追加
された場合は*ALL)
18	-	100	<<将来の拡張>>
MLATTR	タイプの場合：
戻されるそれぞれのリスト項
目は、次のような形式にする
必要があります。

1	-	4	言語コード
5	-	44	プロセスの記述
45	-	100	<<将来の拡張>>



9.117	GET_PROCESS_LIST
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部データベースからプロセスとその記述のリストを取得し
て、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リストで戻しま
す。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ポジショニング・プロ
セスの値。戻されたリ
ストは、ディレクトリ
の中で、この引数で渡
された値よりも大き
く、かつ一番近い名前
のプロセスから始まり
ます。

1 10 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小

最
大

最
小

最
大



長 長 小
数
桁
数

小
数
桁
数

1 L 必須 プロセス情報を含める
作業リスト

リストは以下のエント
リー数を越えてはいけ
ません。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に60バイトの作業リス
トを提供しなければな
りません。
戻されるそれぞれのリ
スト項目は、次のよう
な形式にする必要があ
ります。
開始	-	終了	説明
1	-	10	プロセス名
11	-	50	記述
51	-	60	<<将来の拡張>>

60 60 	 	

2 A 任意 戻されたリストの最後
のプロセス。通常、こ
の値は次にこの組み込
み関数を呼び出す時に
ポジショニング用の引
数として使用されま
す。

1 10 	 	

3 A 任意 戻りコード

OK	=	プロセス詳細の
リスト(満載または一
部)が戻された。リス

2 2 	 	



トに戻された以上のプ
ロセスは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻
された。ただしリスト
に収まらなかったプロ
セスがさらに存在す
る。通常、スタイル・
リストを表示する時
に、この値を使って
ページに次のプロセス
があることを示す

NR	=	リストは空で戻
された。リストの最後
のプロセスがブランク
で戻される

例
この組み込み関数を使用すれば、夜間のジョブで一連のプロセスをコン
パイルするプログラムを作成することができます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE	FIELD(#STARTPRC)	REFFLD(#PROCESS)	DESC('Start	Search	with:')
DEFINE	FIELD(#LASTPRC)	REFFLD(#PROCESS)	DESC('Last	retrieved:')
DEFINE	FIELD(#SPARE)	REFFLD(#PROCESS)
OVERRIDE	FIELD(#STD_INSTR)	COLHDG('Name	(Description)')
OVERRIDE	FIELD(#STD_CMPAR)	DESC('Return	Code	(OV,OK	or	NR)')
DEF_LIST	NAME(#PRCLST)	FIELDS(#PROCESS	#PARTDESC	#SPARE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(14)
DEF_LIST	NAME(#BRWLST)	FIELDS((#STD_INSTR	*NOID))
*	
CHANGE	FIELD(#LASTPRC	#STD_CMPAR)	TO(*BLANKS)
*	
BEGIN_LOOP
REQUEST	FIELDS(#STARTPRC	#LASTPRC	(#STD_CMPAR	*OUT))	IDENTIFY(*DESC)	BROWSELIST(#BRWLST)
IF	COND('#lastprc	*ne	#blanks')
CHANGE	FIELD(#STARTPRC)	TO(#lastprc)
ENDIF
CLR_LIST	NAMED(#PRCLST)
USE	BUILTIN(GET_PROCESS_LIST)	WITH_ARGS(#STARTPRC)	TO_GET(#PRCLST	#LASTPRC	#STD_CMPAR)
CASE	OF_FIELD(#STD_CMPAR)



WHEN	VALUE_IS('=	OV')
CLR_LIST	NAMED(#BRWLST)
SELECTLIST	NAMED(#PRCLST)
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#PROCESS	'('	#PARTDESC	')')	TO_GET(#STD_INSTR)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BRWLST)
ENDSELECT
WHEN	VALUE_IS('=	OK')
MESSAGE	MSGTXT('No	more	matching	process	names')
CHANGE	FIELD(#LASTPRC)	TO(#BLANKS)
WHEN	VALUE_IS('=	ER')
MESSAGE	MSGTXT('No	process	names	matching	search')
ENDCASE
END_LOOP
	



9.118	GET_PROPERTIES
	注：組み込み関数の規則

1つのLANSAオブジェクトのバージョンの詳細を戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述

1 A 必
須

オブジェクト名

ここで入力する名前のフォーマットに関しては、オブジェク
ト名のタイプを参照してください。

2 A 任
意

オブジェクト名のタイプ

F	=	フル(これがデフォルト)。フル・ライブラリ名が指定さ
れたことを表す。例：Linuxの場合、オブジェクトlp_dpbのオ
ブジェクト名は"liblp_dpb.so"
P	=	一部。ベース・ライブラリ名だけが指定されたことを表
す。プラットフォーム固有のデータを追加する必要がある。
例：オブジェクト名の"X_PDF"は、Windowsの場合
は"X_PDF.DLL"に変換され、Linuxの場合は"libx_pdf.so"に変
換される

3 A 任
意

区画またはシステム・オブジェクト

P	=	区画(これがデフォルト)。オブジェクトは処理される区



画の実行ディレクトリで検索される。例：
C:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\EXECUTE

S	=	システム。オブジェクトはシステム実行ディレクトリで
検索される。例：
C:\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTE

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 オブジェクトのIDリスト
開始	-	終了	説明

1	-	2	ID	
3	-	4	オプション番号
5	-	44	データ
後述の値参照

44 44 	 	

2 A 必須 戻りコード

OK	=	リストが戻された。
エラーなし
NR	=	リストは空で戻され
た。通常、この値は非
LANSAオブジェクトが照
会されたか、または情報
が利用できる前にLANSA
オブジェクトが生成され
たかのいずれかにより戻
される
ER	=	リスト取得中にエ
ラーが発生した

2 2 	 	

注：	ID、オプション番号、ビルド番号(以下のデータ説明参照)は、ゼロ
埋め込みと右寄せ処理がされています。

ID番号



				00	=	オブジェクト・タイプ
				01	=	オブジェクト名
				02	=	オブジェクト拡張子
				03	=	DLL名
				04	=	ビルド日付
				05	=	ビルド時刻
				06	=	サポート・コンポーネント
				07	=	コレクション名
				08	=	Visual	LANSA内部ID

オプション番号

ID番号が08の場合に以下が適用されます。
				00	=	ビルド番号
				01	=	リリース番号
				02	=	ビルド日付
				03	=	著作権日付

データ

オブジェクト・タイ
プ：

FD	=	ファイル
PF	=	ファンクション
PD	=	プロセス	
DF	=	コンポーネント
XX	=	LANSA内部オブジェクト

オブジェクト名

オブジェクト拡張子 	

DLL名 	

ビルド日付	* mmm	dd	yyyy

ビルド時刻	* hh:mm:ss

コンポーネント・サ
ポート

Y	=	コンポーネントをサポートする
N	=	コンポーネントをサポートしな
い



ファンクションでは使われません。

コレクション名 この名前はライブラリ名と同じで
す。ただし、ライブラリ名が長い場
合は切り捨てられます。例：
LANSAデモ・システムのファイル
の場合、値はXDEMOLIBになりま
す。

ファンクションでは使われません。

Visual	LANSA内部オ
プション番号

00	=	ビルド番号
01	=	リリース番号
02	=	ビルド日付
03	=	著作権日付

*	すべての日付と時刻は、オブジェクトが生成されたコンピュータの言
語形式で戻されます。したがって、例えばLANSA内部オブジェクトの
X_PDF.DLLの場合、このオブジェクトはオーストラリアで生成されたた
め必ず英語形式の日付が戻されます。一方で、フランスで生成されたオ
ブジェクトのENROL.DLLは、フランス語形式の日付が戻されます。
時刻にタイム・ゾーンの情報は含まれません。したがって、比較目的で
時刻を現地時刻に変換することはできません。比較するすべての時刻が
同一のタイム・ゾーンで生成されたことが確実な場合だけ、時刻を使っ
て比較することができます。

例
以下にGET_PROPERTIESの戻り値の例を2つ示します。一方はファンク
ションの戻り値で、もう一方はファイルです。

ID番号 オプション
番号

ファンクション例 ファイル例

00 スペース PF FD

01 スペース ENROL LX_F02

02 スペース PSLSYS LX_DTA

03 スペース ENROL LX_F02

04 スペース Oct	12	2001 Jul	16	1999



05 スペース 12:53:40 15:15:07

06 スペース スペース。ファンク
ションには適用され
ません。

Y

07 スペース スペース。ファンク
ションには適用され
ません。

LX_DTA

08 01 9.1 7.8

08 02 0000002208 0000000000

08 03 Oct	12	2001 Jun	24	1999

08 04 1993-2001 1993-1999



9.119	GET_REGISTRY_VALUE
	注：組み込み関数の規則

処理
指定されたレジストリ・キーの値を戻します。

引数の長さに50を超える値の指定が許されるのは、フィールドの場合だけです。リテラ
ル値は最大50桁までに制限されます。この条件は、この組み込み関数の3つの引数に特
に当てはまります。引数にフィールドが使用される場合を除いて、引数の長さはすべて
50桁に制限されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応		

引数

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須	

レジストリ・ルート

例：HKEY_CLASSES_ROOT、
HKEY_LOCAL_MACHINE

1 256 	 	

2 u 必
須	

レジストリ・パス

例：WinZip\shell\open\command
1 256 	 	

3 u 任
意	

レジストリ・キー名

何も指定がない場合、指定さ
れたパスの値(デフォルト)が戻

1 256 	 	



されます。指定がある場合は
キーの名前が設定されます。

戻り値

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 X 必
須	

レジストリ・キーの値
詳細については、「キー
値に関する注意事項」を
参照してください。

1 無
制
限

	 無
制
限

2 A 必
須	

戻りコード

OK	-	キーが見つかり、値
が戻された	
ER	-	キーが見つからな
かった

2 2 	 	

3 A 任
意

値のタイプ

S	-	String
B	-	Binary
D	-	DWORD
X	-	拡張文字列。環境変数
を含むことができ、この
組み込み関数からの戻り
時に拡張される

1 1 	 	

キー値に関する注意事項
PUT_REGISTRY_VALUEを使ってフィールド値が保存されている場合、
GET_REGISTRY_VALUEで正しい値を取得するためには同じタイプの
フィールドを使用する必要があります。
各キー・タイプでサポートされるフィールド・タイプを以下のテーブル
に示します。

キー・タイプ サポートされるフィールド・タイプ



S Alpha、BLOB、Boolean、Char、CLOB、Date、
DateTime、	Float、Integer、Packed、Signed、
Time、およびChar

B Binary、Varbinary、Alpha、Char、およびString

D Alpha、Char、String、および8バイト未満の
Integer

X Alpha、BLOB、Boolean、Char、CLOB、Date、
DateTime、	Float、Integer、Packed、Signed、
Time、およびChar

例
PUT値およびＧＥＴでレジストリから戻される値

データ・
タイプ

PUT GET

S ABC1234 ABC1234

D 7000 7000

D 9999999999 0(DWORD	の最大値は4294967295)

D -12 -12

B AAAAA AA	AA	0A

B WEWE 0E	0E	('W'は16進数字ではないため)



9.120	GET_SESSION_VALUE
指定された	X_RUNパラメータに対する値を戻します。
次のパラメータがサポートされます。
APPL,	ASCT,	ASLU,	ASPW,	ASSQ,	ASST,	ASTC,	CDLL,	CIPH,	CMTH,
DBID,	DBUS,	DBUT,	DBII,	DBIT,	DELI,	DPTH,	EXPS,	GUSR,	HELP,	HLPF,
HMJB,	INST,	ITRO,	ITRL,	ITRM,	ITRC,	LANG,	ODBI,	PKGD,	PPTH,	PSCT,
PSTC,	PSLU,	PSST,	PSPW,	QUET,	RPTH,	SUBD,	UDEF,	USER,	USEX,
WDTM	およびWPEN,	WPPN,	WPPS,	WPPD,	WPDF,	WPDS,	WPFO,	WPAS,
XCMDなどのすべてのWindowsの拡張印刷パラメータ(設定後に送信され
たジョブに対してのみアクティブになる)

LOBの一時ファイル・パラメータ
次のX_RUN疑似パラメータは、LOBの一時ファイル処理のためにサ
ポートされます。これらは、現在のジョブ、もしくはユーザーのLOB
ファイルを一時的に保管するためのコードに使用できるディレクトリに
戻されます。ファイルを作成する前に、OV_FILE_SERVICE	組み込み関
数を使用し、ディレクトリの存在を確認してください。

LTPP 現在のジョブのための一時LOBパス。LANSAの実行
完了時に自動的にクリーン・アップされます。

LTPU 現在のユーザのための一時的LOBパス。LANSAの実
行完了時にクリーン・アップされません。

Visual	LANSA	for	WindowsのみでサポートされるX_RUMの疑
似パラメータ

*ENC 暗号化されたルート・パス。現在実行中のアプリケー
ションのWindowsレジストリ・キーに一致する英数字
文字列が戻されます。

*HST ホスト・モニター・ステータスが戻されます(戻り値
の意味は現在公開されていません)。

*LPC LANSA	開発環境実行中は、'Y'が戻されます。それ以
外は'N'が戻されます。

*MEX システムにインポート可能な最大エクスポート・バー
ジョンが、0で始まる3文字('001'など)で戻されます。

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0090.HTM


各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

X_RUN	パラメータ名
注:USER	とUSEX
USERは、常に大文字の値を使
用します。
USEXは、入力されたとおりの
大文字/小文字を維持します。
例えば、以下のようになりま
す。
AbCdが入力された場合、USER
=	ABCD
USEX	=	AbCd

1 4 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

X_RUN	パラメータ値 1 256 	 	



2 A 必
須

戻りコード

OK	=	パラメータが正常に戻さ
れた
ER	=	値を戻すときにエラーが
発生した

2 2 	 	



9.121	GET_SPLF_LIST_ENTRY
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数は、START_RTV_SPLF_LIST、END_RTV_SPLF_LIST
と合わせて使用します。はじめに、START_RTV_SPLF_LISTを使用し
て、スプール・ファイル検索用の選択条件を提供する必要があります。
指定できる選択条件は、ユーザー名、出力待ち行列名とライブラリ、
フォーム・タイプ、ユーザー・データ、およびステータスです。
START_RTV_SPLF_LISTを使って選択条件が確立されると、この
GET_SPLF_LIST_ENTRY組み込み関数を使用してスプール・ファイルの
詳細を取り込むことができます。スプール・ファイルのリストを取り込
んだ後には、END_RTV_SPLF_LISTを使用する必要があります。これに
より、リストをクローズして割り当てられていた記憶域を解放します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 開始レコード番号

START_RTV_SPLF_LIST
の後に初めてこの組み込
み関数を使用する場合
は、1を指定する必要があ
ります。2回目以降の呼び
出しの場合は、前の呼び
出しで戻された最後のレ

5 15 0 0



コード番号に1を加えた値
を指定します。この値は
ゼロより大きな正数にす
る必要があります。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 戻された最後のレコード
番号

このリストで最後のレ
コードの番号が戻されま
す。この値を使って、次
にこの関数を使用すると
きの開始レコード番号を
設定できます。次の呼び
出しに使用する開始レ
コード番号は、この値に1
を加えた値です。

5 15 0 0

2 L 必須 取得するスプール・ファ
イルの詳細を含める作業
リスト。呼び出し元の
RDMLファンクション
は、項目の長さの合計が
正確に160バイトの作業リ
ストを提供しなければな
りません。

戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
開始	-	終了	説明

160 160 	 	



1	-	10	A(10)　スプール・ファイル
名

11	-	20	A(10)　ジョブ名
21	-	30	A(10)　ユーザー
31	-	36	A(6)　ジョブ番号
37	-	40	A(4)　スプール・ファイル
番号

41	-	44	P(7,0)	総ページ数
45	-	48	P(7,0)	現在のページ
49	-	52	P(7,0)	印刷待ち部数
53	-	62	A(10)　出力待ち行列名
63	-	72	A(10)　出力待ち行列ライブ
ラリ

73	-	82	A(10)　ユーザー・データ
83	-	92	A(10)　ステータス
93	-	102	A(10)　フォーム・タイプ
103	-	104	A(2)　優先順位
105	-	136	A(32)　予約済み
137	-	146	A(10)　装置タイプ
147	-	160	A(14)　予約済み

3 A 任意 戻りコード

OK	=	リスト(満載または
一部)が戻された。この選
択でこれ以上のスプー
ル・ファイルは存在しな
い
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったスプール・
ファイルがさらに存在す
る
NR	=	リストは空で戻され
た

ER	=	スプール・ファイル
の取得中にエラーが発生
した。開始レコードは無
効の場合がある

2 2 	 	



例
PAYLIBライブラリのPAYOUTQ出力待ち行列のスプール・ファイルをす
べて取得して、各スプール・ファイルに何らかの処理を実行します。
*********			Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#RETURN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																					
**********																																																										
DEFINE					FIELD(#SPLF)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																						
DEFINE					FIELD(#JOB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																							
DEFINE					FIELD(#USER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																						
DEFINE					FIELD(#JOBNO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)																						
DEFINE					FIELD(#SPLFNO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(4)																					
DEFINE					FIELD(#TOTPAGE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)									
DEFINE					FIELD(#CURPAGE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)									
DEFINE					FIELD(#COPIES)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)										
DEFINE					FIELD(#OUTQ)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																						
DEFINE					FIELD(#OUTQL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																					
DEFINE					FIELD(#USERDATA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																		
DEFINE					FIELD(#STATUS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																				
DEFINE					FIELD(#FORM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																						
DEFINE					FIELD(#PRTY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																							
DEFINE					FIELD(#RESV1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)																					
DEFINE					FIELD(#DEVICE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)																				
DEFINE					FIELD(#RESV2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(14)																					
**********																																																										
DEFINE					FIELD(#START)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
DEFINE					FIELD(#LASTREC)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	DEFAULT(0)
**********																																																										
DEF_LIST			NAME(#LIST)	FIELDS((#SPLF)	(#JOB)	(#USER)	(#JOBNO)	(#SPLFNO)	(#TOTPAGE)	(#CURPAGE)	(#COPIES)	(#OUTQ)	(#OUTQL)	(#USERDATA)	(#STATUS)	(#FORM)	(#PRTY)	(#RESV1)	(#DEVICE)	(#RESV2))	COUNTER(#LISTCOUNT)	TYPE(*WORKING)
**********																																																										
**********	Retrieve	spool	files	on	output	Q	PAYLIB/PAYOUTQ										
**********																																																										
USE								BUILTIN(START_RTV_SPLF_LIST)	WITH_ARGS('''*ALL'''	PAYOUTQ	PAYLIB)	TO_GET(#RETURN)
IF									COND('#RETURN	=	OK')																																					
**********																																																										
CLR_LIST			NAMED(#LIST)																																													
BEGIN_LOOP																																																										
USE								BUILTIN(GET_SPLF_LIST_ENTRY)	WITH_ARGS(#START)	TO_GET(#LASTREC	#LIST	#RETURN)
IF									COND('(#return	=	ER)	*OR	(#return	=	NR)')																



LEAVE																																																															
ENDIF																																																															
SELECTLIST	NAMED(#LIST)																																													
*********																																																											
**********	At	this	point	some	processing	on	the	spool	file	can						
**********	be	done.																																																	
**********	eg	I5/OS	commands	such	as	CPYSPLF	DLTSPLF															
**********	or	release	(RLSSPLF)	all	files	which	are	currently							
**********	held	(have	a	status	of	*HELD)																												
**********																																																										
ENDSELECT																																																											
IF									COND('(#return	=	OV)')																																			
CHANGE					FIELD(#START)	TO('#LASTREC	+	1')																									
ELSE																																																																
LEAVE																																																															
ENDIF																																																															
END_LOOP																																																												
**********																																																										
USE								BUILTIN(END_RTV_SPLF_LIST)																															
ENDIF																																																															
	



9.122	GET_SYSTEM_VARIABLE
	注：組み込み関数の規則
システム変数定義を取得します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 システム変数名 5 20 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード(OK、ER) 2 2 	 	

2 A 任意 説明 1 40 	 	

3 A 任意 STATIC	またはDYNAMIC 7 7 	 	

4 A 任意 データ・タイプ
(ALPHA、NUMBER)

6 6 	 	



5 N 任意 長さ/総桁数 3 3 0 0

6 N 任意 小数点位置 1 1 0 0

7 A 任意 評価プログラム 10 10 	 	

8 A 任意 評価プログラム・タイプ
(FUN、3GL)

3 3 	 	



9.123	GET_SYSVAR_LIST
	注：組み込み関数の規則
システム変数、その記述、プログラム、およびプログラム・タイプのリ
ストを取得して、呼び出し元のRDMLファンクションに可変長の作業リ
ストで戻します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ポジショニング・システ
ム変数。戻されるリスト
は、ディレクトリの中
で、この引数で渡された
値よりも大きく、かつ一
番近い名前のシステム変
数から始まります。

1 20 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



数
桁
数

数
桁
数

1 L 必須 システム変数の情報を含
める作業リスト

リストは以下のエント
リー数を越えてはいけま
せん。
Windowsで32767項目
IBM	iで9999項目
呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に80バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
戻されるそれぞれのリス
ト項目は、次のような形
式にする必要がありま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	20	システム変数名
21	-	60	システム変数の記述
61	-	70	システム変数プログラム
71	-	73	プログラム・タイプ
74	-	80	<<将来の拡張用>>

80 80 	 	

2 A 任意 リストの最後のシステム
変数。通常、この値は次
にこの組み込み関数を呼
び出す時に、ポジショニ
ング用の引数として使用
されます。

1 20 	 	

3 A 任意 戻りコード

OK	=	システム変数の詳細
のリスト(満載または一
部)が戻された。リストに
戻された以上のシステム

2 2 	 	



変数は存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったシステム変
数がさらに存在する。通
常、スタイル・リストを
表示する時に、この値を
使ってページに次のシス
テム変数があることを示
す

NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のシス
テム変数がブランクで戻
される

例
すべてのシステム変数のリストを印刷します。
DEF_LIST						NAME(#VARLST)	FIELDS(#VARNAM	#VARDES	#VARPGM	#VARTYP	#SPARE)							
														TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1000)						
**********				-Define	the	report	layout-						
DEF_REPORT				PRT_FILE(QSYSPRT)						
DEF_HEAD						NAME(#HEAD01)	FIELDS(#TEXT	#PAGE	.	.	.	)						
DEF_LINE						NAME(#VARPRT)	FIELDS(#VARNAM	#VARDES	#VARPGM	#VARTYP)						
**********				-Set	start	system	variable	to	blanks-						
CHANGE								FIELD(#STRVAR)	TO(*BLANKS)						
**********				-Get	list	of	system	variables-						
USE											BUILTIN(GET_SYSVAR_LIST)	WITH_ARGS(#STRVAR)	TO_GET(#VARLST	#LAST	#RETCOD)
**********				-If	return	code	is	OK	then	process	list-						
IF												COND('#RETCOD	*EQ	OK')						
SELECTLIST				NAMED(#VARLST)						
**********				-Print	system	variables-						
PRINT									LINE(#VARPRT)						
ENDSELECT												
**********				-Otherwise	issue	an	error-						
ELSE												
MESSAGE							MSGTXT('An	error	has	occurred.	Report	not	produced.')						
ENDIF												
**********				-Close	printer	file-						



ENDPRINT												
	



9.124	GET_TASK_DETAILS
	注：組み込み関数の規則
指定されたタスクの下で作業または修正されたすべてのオブジェクトの
リストを取得します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 タスクID
注意：値は右寄せする必
要があります。

1 8 	 	

2 A 任意 オブジェクト・タイプ 2 2 	 	

3 A 任意 オブジェクト名 1 10 	 	

4 A 任意 オブジェクト拡張子

注意：通常、オブジェク
ト・タイプ、オブジェク
ト名、オブジェクト拡張
子は、前回の戻りコード
がOVで、その後引き続き

1 10 	 	



リストをロードするとき
にのみ使用します。

戻り値

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必
須

入力タスクで修正された
オブジェクトを含める作
業リスト

リストに32,767を超えるエ
ントリーを含めてはいけ
ません。また詳細は以下
のフォーマットとしま
す。
開始	-	終了			説明
1	-	2			オブジェクト・タイプ
3	-	12			オブジェクト名
13	-	22			オブジェクト拡張子
23	-	72			オブジェクト記述

22 72 	 	

2 A 必
須

戻されたリスト内最後の
オブジェクト・タイプ

2 2 	 	

3 A 必
須

戻されたリスト内最後の
オブジェクト名

1 10 	 	

4 A 必
須

戻されたリスト内最後の
オブジェクト拡張子

1 10 	 	

5 A 必
須

戻りコード

OK	=	タスク詳細のリスト
(満載または一部)が戻され
た。リストに戻された以
上のタスク詳細は存在し

2 2 	 	



ない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったタスクの詳
細がさらに存在する

NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のオブ
ジェクト・タイプ、オブ
ジェクト名、オブジェク
ト拡張子はブランクで戻
される
ER	=	エラーで終了した



9.125	GET_TASK_LIST
	注：組み込み関数の規則

LANSA内部テーブルの1つを読み込みます。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 タスクID
注意：値は右寄せする必
要があります。

1 8 	 	

2 A 任意 タスク・ステータス

値：
OPN	=	オープン	(作業は未
終了)
WRK	=	オープン	(作業は
終了済み)
CLS	=	クローズ	(作業は完
了したが、オブジェクト
は依然としてタスクに
ロックされている)

3 3 	 	



FIN	=	終了	(オブジェクト
のロックは解除済み)
値の指定がない場合はす
べてのタスクが戻されま
す。これがデフォルトで
す。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 タスクを含める作業リス
ト

リストに32,767を超える
エントリーを含めてはい
けません。またエント
リーは以下のフォーマッ
トとします。
開始	-	終了	説明
1	-	8	タスクID
9	-	58	タスク記述

58 58 	 	

2 A 必須 戻されたリスト内最後の
タスクID

1 8 	 	

3 A 必須 戻りコード

OK	=	タスクのリスト(満
載または一部)が戻され
た。リストに戻された以
上のタスクは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったタスクがさ
らに存在する

2 2 	 	



NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のタス
クIDがブランクで戻され
る



9.126	GET_TEMPLATE_LIST
	注：組み込み関数の規則
システム内のすべてのテンプレートのリストを戻します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 検索テンプレート 1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 テンプレートの詳細を含
める作業リスト

リストに32,676を超える
エントリーを含めてはい

50 50 	 	



けません。またエント
リーは以下のフォーマッ
トとします。
開始	-	終了	説明
1	-	10	テンプレート名
11	-	50	テンプレート記述

2 A 必須 戻されたリスト内最後の
テンプレート

1 10 	 	

3 A 必須 戻りコード

OK	=テンプレート詳細の
リスト(満載または一部)
が戻された。リストに戻
された以上のテンプレー
トは存在しない
OV	=	リスト(満載)が戻さ
れた。ただしリストに収
まらなかったテンプレー
トがさらに存在する
NR	=	リストは空で戻され
た。リストの最後のテン
プレートがブランクで戻
される

2 2 	 	

		



9.127	GET_WEB_COMPONENT
	注：組み込み関数の規則

Webコンポーネントのページ・テキスト(version	0)を取得します。Webコ
ンポーネントの詳細については、『Web	ファンクションガイド』を参照
してください。
実行時に手製のWebコンポーネントを生成する場合は、この組み込み関
数と共にPUT_WEB_COMPONENTを使用します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 Webコンポーネント 1 20

2 A 必須 モード

使用可能な値：
I：入力
O：出力
N：適用不可

1 1 	 	

3 A 任意 言語

デフォルトは現在の言語で
す。
複数言語対応区画ではない
場合、この値は'NAT'にし
ます。
*DFT	-	区画のデフォルト

4 4 	 	



の言語

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 戻される値：
OK：取得は正常に終了した
OV：リストが完全に埋まっ
た状態で戻されたが、リスト
の容量以上のページ・テキス
トの行がまだ存在する
NR：コンポーネントが
PUT_WEB_COMPONENTで
サポートされるタイプではな
いため、リストは空で戻され
た
ER：取得でエラーが発生し
た

1 2 	 	

2 L 必須 コンポーネント・ソースを含
める作業リスト

1 255 	 	

3 A 必須 ページ
通常、Webコンポーネントと
同じです。

1 20 	 	

4 A 任意 タイプ。戻される値：
P：ページ
S：スクリプト
T：テキスト
V：ビジュアル
コンポーネントのタイプが次
の3つのいずれかに当てはま
る場合、リストは空で戻され
ます。
W：Webリンク	
B：バナー	

1 1 	 	



F：ファイル

5 A 任意 説明 1 40 	 	



9.128	HEXTOBIN
	注：組み込み関数の規則
英数字のソース文字列をバイナリー形式に変換します。ソースの文字が
2文字ずつ同等のバイナリーに変換されます。
ソース文字列には0-9、A-Fの文字だけを含めます。無効な文字がある場
合、それはゼロとして扱われエラー・ステータスが戻ります。ソース文
字列の長さは2の倍数にする必要があります。
例えば、ソースにC1C2(IBM	i)、4142(Windows)という英数字文字列を含
めた場合、戻される値はABになります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ソース：	
0〜9、A〜Fの文字しか含
められません。
長さは2の倍数としま
す。

2 無制限 	 	

2 A 任意 Y	=	真のバイナリー値を
返す

N	=	(デフォルト)「文字
列のような」バイナリー
値を返す。戻り値の最初
のNULLバイトは文字列
の終了文字

1 1 	 	



戻り値

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 w 必須 戻されるバイナリー値 1 無制限 	 	

2 A 任意 戻りコード
OK	=	アクションが完了し
た
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

技術ノート
2番目の引数に'Y'を指定した場合は、戻り値を受け取るフィールドとし
てBinary	(またはAlpha)フィールドを使用してください。他のフィール
ド・タイプを使用すると、戻り値が切り捨てられるか、使用できなくな
る可能性があります。

例：
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE	FIELD(#MYHEX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEFINE	FIELD(#MYHEX2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100)
DEFINE	FIELD(#MYRET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE	FIELD(#MYLEN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)
	
CHANGE	FIELD(#MYHEX)
TO('''414D5120414D5359443337202020002044B826A420C12563''')
	
USE	BUILTIN(HEXTOBIN)	WITH_ARGS(#MYHEX	'Y')
TO_GET(#MYBIN	#MYRET)							(1)
CHANGE	FIELD(#MYLEN)	TO('24')																																											(3)
USE	BUILTIN(BINTOHEX)	WITH_ARGS(#MYBIN	#MYLEN)
TO_GET(#MYHEX2	#MYRET)			(2)
RETURN
	



#MYBINが24バイト以上のBinary	(またはAlpha)フィールドの場合、(2)の
BINTOHEX	は、#MYHEXと同じ値の#MYHEX2を返します。#MYRETの
値は'OK'です。
#MYBINがStringタイプの場合、(2)のBINTOHEX	は#MYHEX2に何も返
さず、#MYRETの値は'ER'になります。
理由：(1)のHEXTOBIN	は真のバイナリー値を返すよう指定されていま
すが、この例の#MYBINはStringタイプの性質を持つため、完全な結果
を保持することができません。実際、#MYBINはバイナリー形式
の'414D5120414D5359443337202020'のみを受け取り、次の'00'	は文字列
終了文字と見なされます。したがって、(2)のBINTOHEX	では、
#MYBINが14バイトのみとなり、予期される24バイトよりも短くなりま
す。



9.129	IMPORT_OBJECTS
LANSAインポート機能へのインターフェースとして動作します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 インポートするファイル
が含まれるパス

1 256 	 	

2 A 任意 LANSA	インポートの実行
に標準プロンプトを使用

値：
Y	-	プロンプトを使用して
LANSAインポートを実行
する
N	-	プロンプトを使用せず
にLANSAインポートを実
行する

デフォルト	=	N
注意：Nの場合、[LANSA
インポート]ウィンドウで
完了時のユーザーの応答
は要求されません。ま

1 1 	 	



た、中間形式への変換後
にLANSAインポートを継
続するためのメッセージ
は表示されません。

3 A 任意 インポートにフィルター
を適用

これは、関連付けられた
オブジェクト・グループ
のインポートを制御する
シングル・バイトの項目
の配列です。
バイト：1	=	システム定義
2	=	区画の定義
3	=	システム・オブジェク
ト
4	=	ユーザー/開発
オブジェクトの定義につ
いては、後のリストを参
照してください。
値：
Y	=	このオブジェクト・
グループをインポート
N	=	このオブジェクト・
グループのインポートを
強制的に省略
デフォルト	=	Y	(この引数
が渡された場合は各項目
について)

1 256 	 	

4 A 任意 ファイル・ライブラリを
*PARTDTALIBへ上書き
このオプションをYに設
定すると、インポートし
ているファイルのファイ
ル・ライブラリをイン
ポート先の区画データ・
ライブラリで上書きしま

1 1 	 	



す。いずれのファイル・
ライブラリ代替設定も生
じません。
値：
Y	=	インポートしている
ファイル・ライブラリを
区画データ・ライブラリ
で上書き
N	=	通常のインポート
デフォルト	=	N

5 A 任意 重複する代替名を強制的
に上書き

インポートしている代替
名をインポート先のレポ
ジトリ内の異なるオブ
ジェクトが既に使用して
いる場合、インポートは
続行されません。値をY
に設定すると、重複する
いずれの代替名も上書き
されます。
値：
Y	=	重複するいずれの代
替名も強制的に上書き
N	=	インポートしている
代替名がすでに利用され
ている場合、インポート
の続行を中止
デフォルト	=	N

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 	 必須 戻りコード

OK	=	インポートが完了し
た。エラーなし
ER	=	インポート中に致命
的なエラーが発生した

2 2 	 	

2 N 任意 エラー数 1 7 0 0

3 N 任意 警告数 1 7 0 0

オブジェクト・グループ

システム定義
									システムのオプションおよびデフォルト

									LANSA	コマンド

区画の定義
									区画の定義

									区画の言語

									グループおよびフレームワーク

システム・オブジェクト
									ユーザー

									登録されているワークステーション

ユーザー/開発オブジェクト
									フィールド

									ファイル

									プロセス

									ファンクション

									コンポーネント

									WAM

									ウェブレット

									テクノロジ・サービス・プロバイダ

									テクノロジ・サービス

									Web	コンポーネント

									言語変数



									システム変数

									タスク

									組み込み関数

									テンプレート



9.130	INSERT_IN_SPACE
	注：組み込み関数の規則
スペース・オブジェクトにセル値一式を挿入します。他のスペース	組み
込み関数についても参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須	

スペース名 1 256 	 	

2-
20

w 任
意	

スペースのセルに値を挿
入するフィールド。使用
するフィールドの名前
は、セルのプロトタイピ
ングに使用するフィール
ドの名前と一致させる必
要はありません。スペー
スのセルにマッピングさ
れるのは、この引数に指
定されたフィールドの値
です。

1 256 0 9

戻り値



番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意	

標準戻りコード

"OK"	=	セル値が正常に挿
入された
"ER"	=	挿入が失敗した。
発行されるメッセージに
失敗の原因が示される

2 2 	 	

技術ノート
フィールド値はスペースに定義されたセルと同じ順序で指定する必要が
あります。セルは、引数の2	->	20の順番どおりに、指定された値と合致
します。使用されるフィールド名はセル・マッピングのロジックに何の
関係もありません。
指定したフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも少ない場
合、未指定のセル値には必要に応じてブランク/ゼロ/NULLが設定されま
す。
フィールド値がスペース内のセルの個数より多く指定された場合、超過
分の値は無視されます。

指定するフィールド値は、必ず、挿入するエントリーを一意的に特定するものでなけれ
ばなりません。

例
この例では、#EMPNO、#GIVENAME、および#SURNAMEフィールドの
現在の値を、#SPACENAMEフィールドに含まれている名前のスペース
に挿入します。
Use	Insert_in_Space	(#SpaceName	#Empno	#GiveName	#SurName)
この例では、リテラル値をTESTという名前のスペースに挿入します。
Use	Insert_in_Space	(TEST	A0090	'Mary'	'Jones');	



9.131	ISSUEINQUIRY
	注：組み込み関数の規則
メッセージ待ち行列に照会メッセージを出力します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

ISSUEINQUIRYでは、
20文字までの英数字の
応答値しか許されませ
ん。

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 照会が送信されるメッ
セージ待ち行列

1 10 	 	

2 A 必須 メッセージのタイプ(T	=
テキスト、M	=	メッセー
ジ・ファイルより)

1 1 	 	

3 A 必須 メッセージ・テキスト
(T)、またはメッセージ番
号(M)

1 132 	 	

4 A 任意 メッセージ・ファイル名
(Mのみ)
デフォルトQUSRMSG

1 10 	 	



5 A 任意 メッセージ・ファイル・
ライブラリ(Mのみ)
デフォルト*LIBL

1 10 	 	

6 A 任意 メッセージ・データのデ
フォルト：*BLANKS

1 132 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージの受け取り人
が入力したメッセージに
対する応答

1 132 	 	

例
誰が端末にサイン・オンしているかを問うメッセージを送信します。
USE		BUILTIN(ISSUEINQUIRY)	WITH_ARGS(DSP16	T	'Who	are	you	?')	
					TO_GET(#REPLY)
	
現時点でMYJOBをサブミットしてもよいかどうかをオペレータに問う
メッセージを送信します。
CHANGE			FIELD(#MSGID)	TO(MSG0120)
CHANGE			FIELD(#MSGF)	TO(OPRMSGF)
CHANGE			FIELD(#SUB)	TO('MYJOB')

USE						BUILTIN(ISSUEINQUIRY)	WITH_ARGS(DSP01	M	#MSGID	#MSGF	
									'*LIBL'	#SUB)	TO_GET(#REPLY)
IF							COND('#REPLY	*EQ	Y')
SUBMIT			PROCESS(BTCHJOB)		FUNCTION(UPDATE)
ELSE
MESSAGE		MSGTXT('Job	not	submitted')
ENDIF
	



MSG0120	=	&1を現時点でサブミットしてもよいですか。
注:メッセージ・データ・パラメータはCLコマンドのSNDUSRMSGの
MSGDTAパラメータと直接対応します。このパラメータで渡す情報は
ユーザーに責任があります。渡す値の詳細については、適切なIBMのマ
ニュアルを参照してください。



9.132	ISSUEMESSAGE
	注：組み込み関数の規則
メッセージ待ち行列にメッセージを出力します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージが送信される
メッセージ待ち行列。こ
の引数はブランクにしな
いでください。
注：この引数はIBM	i以外
のプラットフォームでは
無視されます。

1 10 	 	

2 A 必須 メッセージのタイプ(T	=
テキスト、M	=	メッセー
ジ・ファイルより)

1 1 	 	

3 A 必須 メッセージ・テキスト
(T)、またはメッセージ番
号(M)

1 132 	 	

4 A 任意 メッセージ・ファイル名 1 10 	 	



(Mのみ)
デフォルト：QUSRMSG

5 A 任意 メッセージ・ファイル・
ライブラリ(Mのみ)
デフォルト：*LIBL

1 10 	 	

6 A 任意 メッセージ・データのデ
フォルト：*BLANKS

1 132 	 	

戻り値
戻り値はありません。

例
ユーザーに10分以内にサイン・オフするよう依頼するメッセージを送信
します。
USE								BUILTIN(ISSUEMESSAGE)	
											WITH_ARGS(DSP16	T		
										'Please	sign	off	for	10	minutes.	Thank	you.'
	
締め(CLOSE)のための日次ジョブがバッチ待ち行列にサブミットされた
ことをオペレータに知らせるメッセージを送信します。
CHANGE					FIELD(#MSGID)	TO(MSG0121)
CHANGE					FIELD(#MSGF)	TO(WRKMSGF)
CHANGE					FIELD(#SUB)	TO('''DAILY				CLOSE''')
*
SUBMIT					PROCESS(DAYLY)	FUNCTION(CLOSE)
USE								BUILTIN(ISSUEMESSAGE)	WITH_ARGS(DSP01	M	#MSGID
											#MSGF	#SUB)
*
MSG0121	=	The	&1	&2	job	for	today	has	been	submitted.
	
注：メッセージ・データ・パラメータはCLコマンドのSNDPGMMSGの
MSGDTAパラメータと直接対応します。このパラメータで渡す情報は
ユーザーに責任があります。渡す値の詳細については、適切なIBMのマ
ニュアルを参照してください。



9.133	JSM_CLOSE
	注：組み込み関数の規則
現在オープン状態のJSMサーバーへの接続をクローズします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 RDMLXでは使用不可

引数
なし

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 255 	 	
		

技術ノート
									JSM_CLOSEはRDMLファンクションまたはコンポーネントだけで使用することができ
ます。

例
USE	BUILTIN(JSM_CLOSE)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	



9.134	JSM_COMMAND
	注：組み込み関数の規則
現在オープン状態のJSMサーバー接続にコマンド文字列を送信します。
オプションの作業リスト引数を指定した場合、ファンクション・フィー
ルドとこの作業リストがロードされたサービスで利用できるようになり
ます。
JSMの文字で始まるファンクション・フィールド名は送信されません。
したがって#JSMCMD、#JSMSTS、および#JSMMSGなどのBIFの引数名
の使用をお勧めします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 RDMLXでは使用不可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 必須 コマンド 1 255 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	



2 A 必須 メッセージ 1 255 	 	

3 L 任意 作業リスト

このリストは、9999エン
トリー数を越えてはいけ
ません。

0 0 	 	

		

例
USE	BUILTIN(JSM_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMCMD)	TO_GET(#JSMSTS	#	JSMMSG	#WRKLST)
	



9.135	JSM_OPEN
	注：組み込み関数の規則

JSMサーバーへの接続をオープンし、JSM_COMMAND組み込み関数で
コマンドが送信されるように処理するサービス・スレッドを開始しま
す。
サーバー引数に指定がない場合、JSMCLTDTAデータ・エリアを読み込
んでJSMサーバー・ホストが取得されます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 RDMLXでは使用不可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 任意 サーバー 1 50 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 255 	 	
		

例
	USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)



USE	BUILTIN(JSM_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	



9.136	JSMX_CLOSE
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数はハンドルにより識別されたJSM接続をクローズしま
す。
参照：「JSMX_OPEN」および「JSMX_COMMAND」

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可
能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 RDMLXのみで使用可
能

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 RDMLXのみで使用可
能

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

接続へのハンドル 4 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ステータス 1 20 	 	

2 A 必須 メッセージ 1 無制
限

	 	

例



JSM接続をクローズします。
USE	BUILTIN(JSMX_CLOSE)	WITH_ARGS(#JSMHNDL)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG)
	



9.137	JSMX_COMMAND
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数はハンドルにより識別されたJSM接続にコマンド文字
列を送信します。
オプションの作業リスト引数を指定した場合、この作業リストに定義さ
れたフィールドがロードされたサービスで利用できるようになります。
作業リスト引数の指定がない場合、ロードされたサービスで利用できる
フィールドはありません。注：この作業リストはエントリーを持つ必要
はありません。
オプションの作業リスト戻り値を指定した場合、その作業リストがロー
ドされたサービスで利用できるようになります。
参照：「JSMX_OPEN」および「JSMX_CLOSE」

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可
能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 RDMLXのみで使用可
能

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 RDMLXのみで使用可
能

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

接続へのハンドル 4 4 	 	

2 A 必
須

コマンド 1 無
制
限

	 	



3 L 任
意

送信/受信するフィールド
定義のリスト。このリス
トを渡さない場合、
フィールドは使用できま
せん。

	 	 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

ステータス 1 20 	 	

2 A 必
須

メッセージ 1 無
制
限

	 	

3 L 任
意

作業リスト 	 	 	 	

技術ノート1
									次の新しいキーワードがあります。SERVICE_CONTENT

									次の属性を1つ取ることができます。*HTTP

									JSMX_COMMANDでSERVICE_LOADコマンドを送信する場合、SERVICE_CONTENT
キーワードを使用する場合もあります。

						注：JSMDirectコンテキスト下で実行する場合、以下の現象だけが発
生します。

If	SERVICE_CONTENT(*HTTP)	is	used	in	the	command	string,	the
following	will	happen:
If	this	is	the	first	connection	to	use	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
read	STDIN	(this	can	only	be	done	once)
this	connection	takes	ownership	of	JSM_CLOSE	(receives	STDOUT)
If	this	is	NOT	the	first	connection	to	use	SERVICE_CONTENT(*HTTP)
this	connection	takes	ownership	of	JSMX_CLOSE	(receives	STDOUT)	-	The
previous	connection	loses	the	ownership.



	

シナリオA：
#1	JSMX_OPEN	-	open	connection
#2	JSMX_OPEN	-	open	connection
#3	JSMX_OPEN	-	open	connection
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	send	CGI	keywords,	read	STDIN,	claim
ownership
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)"	)	-	send	CGI	keywords
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	send	CGI	keywords,	transfer	ownership
#1	JSMX_CLOSE	-	close	connection
#2	JSMX_CLOSE	-	close	connection
#3	JSMX_CLOSE	-	close	connection	and	write	STDOUT
	

シナリオB：
#1	JSMX_OPEN	-	open	connection
#1	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	send	CGI	keywords,	read	STDIN,	claim
ownership
#1	JSMX_CLOSE	-	close	connection	and	write	STDOUT
#2	JSMX_OPEN	-	open	connection
#2	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)"	)	-	send	CGI	keywords
#2	JSMX_CLOSE	-	close	connection
#3	JSMX_OPEN	-	open	connection
#3	JSMX_COMMAND(	"SERVICE_LOAD(xxx)
SERVICE_CONTENT(*HTTP)"	)	-	send	CGI	keywords,	transfer	ownership
#3	JSMX_CLOSE	-	close	connection	
	
注：
一度に1接続だけがJSMX_CLOSEの所有権を保有することができます。
STDINは1度だけ読み込まれます。
STDOUTは1度だけ書かれます。
CGIキーワードは常に送信されます。

技術ノート2



次のデータ・タイプがサポートされます。他のデータ・タイプが指定さ
れた場合、そのデータ・タイプは無視されJSMには渡されません。
TYPE	(*CHAR)
TYPE	(*DATETIME)
TYPE	(*BOOLEAN)
TYPE	(*STRING)
TYPE	(*INT)
TYPE	(*TIME)
TYPE	(*DATE)
TYPE	(*PACKED)
TYPE	(*DEC)
TYPE	(*FLOAT)
TYPE	(*SIGNED)

例
例：フィールド・リストと作業リストを使ってコマンドを呼び出しま
す。
USE	BUILTIN(JSMX_COMMAND)	WITH_ARGS(#JSMHNDL	#JSMCMD
#FLDLST)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#WRKLST)
	



9.138	JSMX_OPEN
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数は、JSMサーバーへの接続をオープンし、
JSMX_COMMAND組み込み関数でコマンドが送信されるように処理す
るサービス・スレッドを開始します。
JSMX_OPENはJSM接続を識別するハンドルを戻します。
サーバー引数に指定がない場合、JSMCLTDTAデータ・エリアを読み込
んでJSMサーバー・ホストが取得されます。
参照：「JSMX_COMMAND」および「JSMX_CLOSE」

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Windows 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 RDMLXのみで使用可能

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

サーバー(ホスト：ポー
ト)、デフォルトは
*BLANKS

1 50 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必
須

ステータス 1 20 	 	

2 A 必
須

メッセージ 1 無
制
限

	 	

3 A 必
須

接続へのハンドル 4 4 	 	

例
例1：サーバーへの接続をオープンします。サーバーはJSMCLTDTAデー
タ・エリアのサーバーを使います。
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHDNL)
	
例2：サーバーを指定して接続をオープンします。
USE	BUILTIN(JSMX_OPEN)	WITH_ARGS(#JSMSRV)
TO_GET(#JSMSTS	#JSMMSG	#JSMHDNL)
	



9.139	LEFT
	注：組み込み関数の規則
引数を左揃えにして文字列で戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 左揃えにする文字列 1 256 	 	

2 A 任意 埋め込みブランク削除フ
ラグ	(Y/N)
値：	
Y：削除する	
N：削除しない	
デフォルト：N

1 1 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻される左揃え文字
列

1 256 	 	

例
要求された文字列を左揃えにして埋め込みブランクを削除します。
DEFINE					FIELD(#INTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(18)
DEFINE					FIELD(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(18)
**********
REQUEST				FIELDS(#INTEXT)
USE								BUILTIN(LEFT)	WITH_ARGS(#INTEXT	Y)	TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	
処理の結果、以下のように表示されます。
								FUN01										Left	Example										
*																																																
								In	text	.	.	.				FR			E				D									
*																																															
								CF1=Help																														
*																																															
	
出力結果です。
								FUN01										Left	Example										
*																																																
								Out	text	.	.	.	FRED																		
*																																																
								CF1=Help																														
*																																																
	



9.140	LIST_PRINTERS
	注：組み込み関数の規則
このBIFは、マシンに現在構成されているプリンターのリストを返しま
す。
Windows	Vistaで実行する場合は、「技術ノート」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 未対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 未対応

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

プリンターの場所

A：すべてのプリンター
L：ローカルのみ	-	IBM	i
の場合は常に使用
デフォルトはAです。

1 1 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必
須

プリンターの名前全体が
保持された作業リスト

255 255 	 	



(「技術ノート」を参照)
このリストの形式は以下
のとおりです。

開始	-	終了	説明
1	-	255	プリンター名
256	-	256	プリンターの場
所(L：ローカル、N：
ネットワーク)

2 A 必
須

戻りコード

OK：リストが正常に戻さ
れた
OV：リストがいっぱいの
状態で戻され、リストに
収まらないプリンターが
さらに存在する
NR：空のリストが戻され
た

ER：エラーが発生した

2 2 	 	

技術ノート
									作業リストでは、プリンター名全体が返されます。リモート・プリンターの場合は、プ
リンター名にドメイン名が含まれ、//domain/PrinterNameの形式になります
(例：\\ourdomain\Epson	Stylus	COLOR	900)。
									サーバー・ファンクションによって印刷を行う場合、サーバーで利用可能なプリンター
のリストを取得し、そのリストをクライアントに戻すには、このBIFをサーバーで実行する
必要があります。その後、選択されたプリンター名がサーバー・ファンクションに送信さ
れ、印刷が実行されます。

									Windows	Vistaで実行する場合、この組み込み関数で定義できるプリンターの数に制限が
あります。この数には、ローカル・プリンターとリモート・プリンターの両方が含まれま
す。制限は、定義されるプリンターによって異なりますが、目安として、プリンター数を12
に制限してください。

例
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEF_LIST	NAME(#PRNLIST)	FIELDS(#PRN_NAME	#PRN_LOC)
TYPE(*WORKING)
USE	BUILTIN(LIST_PRINTERS)	WITH_ARGS(A)	TO_GET(#PRNLIST
#STD_CMPAR)



	



9.141	LOAD_FILE_DATA
	注：組み込み関数の規則
要求されたファイルに対するOAMを呼び出して、指定のフラット・
ファイルからすべてのデータをロードします。

この組み込み関数は、OAMと同じマシンで実行することを想定しています。BIFとOAM
はどちらも入力ファイルへのアクセスを必要とします。このBIF	をローカル・ファンク
ションから実行し、ファイルをスーパーサーバーにリダイレクトする場合、各ユーザー
の責任により、クライアントとサーバーの両方で入力ファイル名が有効であることを確
認してください。

当然ながら、ファイルへのデータのロード中は、SELECTループ内から同じファイルに
対してIOが使用される、すなわちLOAD_FILE_DATAが呼び出されることは想定されて
いません。ファイルのロード完了時には、OAMは完全に閉じ、既存のすべてのトランザ
クションが終了します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

このファンクションは、IBM	i
ではサポートされません。
IBM	iで実行した場合、致命的
なエラーが発生し、「この組
み込み関数は現行バージョン
ではサポートされていませ
ん」というメッセージが表示
されます。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 LANSA	ファイル名 1 10 	 	

2 A 任意 ルール/トリガーを使用す
る

Y	を指定するとすべての
ルール、トリガー、およ
びバッチ制御ロジックが
処理されます。Y以外の
値では、ルール、トリ
ガー、バッチ制御ロジッ
クが処理されずにデータ
がロードされます。
デフォルト	=	N

1 1 	 	

3 A 任意 入力ファイル・パス/名前
デフォルト	=
....\X_ppp\source\[ファイル
名].dat

1 256 	 	

4 A 任意 重複キーを無視する

Y	-	レコード追加時に重複
キーが見つかった場合、
レコードは追加されずに
メッセージがジョブ・
メッセージ待ち行列に追
加されます。
N	-	重複キーがある場合、
ロードはエラーで終了し
ます。
デフォルト	=	Y

	 	 	 	

5 A 任意 OAM	の有無のチェック
(Y/N)
デフォルト	=	N

1 1 	 	

6 A 任意 ロードが正常終了した後
に、.datファイルと
BLOB/CLOBファイルを削
除します(BLOBデータ、

1 1 	 	



CLOBデータの欠落につ
いてはエラーも警告も発
生しません)。
デフォルト	-	N

7 A 任意 ファイルにBLOBまたは
CLOBフィールドがあ
り、.datファイルがその
フィールドに対するファ
イル名を示している場
合、LOAD_FILE_DATAは
自動でそのファイルを検
索し、ファイルが見つか
ればデータベースにデー
タをロードします。この
フラグは、予期したファ
イルが見つからない場合
の処理を制御します。
デフォルト	=	W。警告
メッセージが送信され、
フィールドにデフォルト
(*SQLNULL)が設定され
ます。
Yの場合、フィールドは
デフォルト(*SQLNULL)
に設定されます。
Nの場合、致命的なエ
ラーが発生して終了しま
す。

1 1 	 	

8 A 任意 CTD	保管レベル	
A	=	すべて(区画+システ
ム)
P	=	区画レベルのみ	
S	=	システム・レベルのみ
デフォルト	=	A

1 1 	 	

戻り値



番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	ファイルが正常に
ロードされた
VE	=	ファイルのロードで
妥当性検査エラーが発生
した
ER	=	ファイルのロードに
失敗した(考えられる原因
-	フラット・ファイルが見
つからない、トリガーが
正しく実行されなかった)
NT	=	テーブルがない
NO	=	OAMがない。ファ
イルが存在しないか、ま
たはコンパイルされてい
ません。
入力オプション5がYに設
定されている場合だけ、
NOが戻されます。

2 2 	 	

V10.0	より前のバージョンで生成されたOAMに関する問題
V10.0よりも前のバージョンで生成されたOAMでUNLOAD_FILE_DATA
が使用されていた場合、V10.0のLOAD_FILE_DATA	を動作するにはCTX
ファイルがなければなりません(注：データがV10.0のOAMで作られてい
る場合、以下のステップでCTXファイルをマニュアルで作成する必要は
ありません)。
以下の手順に従ってCTXファイルを作成します(以下はV9.1からV10.0へ
の例が使用されています)。
1.								データ・ファイルが作成されたLANSA	V9.1に戻ります

2.								関連するV9.1の.CTD(共通テーブル定義)ファイルのコピーを作成して、拡張子を.CTX(前



共通テーブル定義)にします。

3.								V9.1	の.CTXファイルを次の場所にコピーします。...\x_win95\X_lansa\X_&	lt;区
画>\Source\
例：...\x_win95\X_lansa\X_<partition>\Source\<filename>.CTX

4.								LOAD_FILE_DATA	組み込み関数を使用してアンロードされたデータをロードします。

5.								LOAD_FILE_DATA	の使用後、CTXファイルが不要になった場合、CTXファイルを削除し
ます。



9.142	LOAD_OTHER_FILE
	注：組み込み関数の規則
「外部」ファイルの定義をロードします。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 ロードする論理ファイル
の最大数

デフォルト：	5

1 2 0 0

2 L 任意 ロードされる論理ファイ
ル名を含める作業リス
ト。各論理ファイル名は
10バイトにする必要があ
ります。

この引数が指定された場
合、引数1(論理ファイル
の最大ロード数)はゼロに
する必要があります。

100 100 	 	



戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード：OK、ER
戻りコードが"ER"の場
合、エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	

例
独自バージョンの「"外部"ファイルのロード」オプションを使用して、
「外部」ファイル定義のロードを制御する場合、次のようにします。こ
の例では、ロードする論理ファイルの最大数は2に指定されています。
**********	Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#FILNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LIBNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#MAXLOG)	TYPE(*DEC)	LENGTH(2)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
BEGIN_LOOP
**********	Request	File	and	library	name	and	maximum	number	of
**********	logicals	to	load
REQUEST				FIELDS(#FILNAM	#LIBNAM	#MAXLOG)
**********
USE								BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM	'DEM')	TO_GET(#RETCOD)
USE								BUILTIN(LOAD_OTHER_FILE)	WITH_ARGS(2)	TO_GET(#RETCOD)
USE								BUILTIN(END_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('Y')	TO_GET(#RETCOD)
**********	Submit	job	to	make	file	operational
USE								BUILTIN(MAKE_FILE_OPERATIONL)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM)	TO_GET(#RETCOD)
**********
END_LOOP
	



9.143	LOCK_OBJECT
	注：組み込み関数の規則
指定されたユーザー・オブジェクトにロックを試みて、失敗した場合は
エラーを戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクト・タイプ 1 20 	 	

2 A 任意 オブジェクト識別子1 1 10 	 	

3 A 任意 オブジェクト識別子2 1 10 	 	

4 A 任意 オブジェクト識別子3 1 10 	 	

5 A 任意 オブジェクト識別子4 1 10 	 	

6 A 任意 ロック・レベル

FUNC	=	ファンクション
(デフォルト)
JOB	=	ジョブ
PERM	=	永久

3 4 	 	



戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	オブジェクトが正常
にロックされた
IG	=	ロック要求は無視さ
れた。オブジェクトは現
在のジョブですでにロッ
クされています。
ER	=	オブジェクトには
ロックがすでに存在する

2 2 	 	

2 A 任意 ロック・ジョブのジョブ
名

1 10 	 	

3 A 任意 ロック・ジョブのユー
ザー

1 10 	 	

4 A 任意 ロック・ジョブのジョブ
番号

1 6 	 	

この組み込み関数でユーザー・オブジェクトをロックすることができま
す。一度ロックされたユーザー・オブジェクトに対して別のロックを試
みると、エラー状態になり、戻りコードに"ER"が戻されます。ただし、
すでに現在のジョブでロックされたユーザー・オブジェクトに対して
ロックを要求する場合は例外となります。この場合、ロック要求は無視
され、戻りコードには"IG"が戻されます。
ユーザー・オブジェクトはシステム上の物理ファイルである必要はあり
ません。ロックが必要な「すべて」が対象です。ユーザー・オブジェク
トとは物理的というよりも概念的なものです。それは特定の顧客番号や
LANSA区画全体を表す場合もあります。制限されるのはユーザーの想
像だけです。
'ALL'という語はシステムに予約されており、オブジェクト識別子とし



て使用してはいけません。
このロック手法はユーザー・アプリケーションにより制御されます。オ
ペレーティング・システムにより制御されるのではありません。した
がって、ユーザー・オブジェクトのロック状況を調べるのにシステム・
コマンドを使用することはできません。
I/Oコマンド・パラメータにLOCK(*YES)を指定してLOCK_OBJECTを使
用すれば、以下のような利点があります。

									適切なロック「プロトコル」を工夫することができます。例えば、LOCK_OBJECT
('ORDER'	#ORDNUM)は、#ORDNUMにより特定されるオーダーをロックする「プロトコ
ル」です。プロトコルを使用すれば、3つの異なるデータベース・ファイルにまたがるオー
ダー・ヘッダー、関連する行項目、行項目請求をロックする方法を、ユーザー・アプリケー
ションで心配する/考える必要はありません。

									内部オペレーティング・システムに依存しません。例えば、I5/OSは、前後イメージの
フル・コミットメント制御が使用されるときに同じファイルの複数レコードのロックを行い
ますが、他の状況では行いません。

									複数のオブジェクトを容易にロックすることができます。

									どのような状況にも対処するオブジェクトを「創造」することができ、ファイルの「レ
コード」に依存することはなくなります。

									何日、何ヶ月、何年でも「永久」にロックし続けることができます。

オブジェクト・タイプ引数を使用して、オブジェクト識別子を共通の属
性を持つグループに分類することができます。例えば、オブジェクト・
タイプを使用して、顧客、オーダー、またはプリンター名などを分類す
ることができます。
このとき、オブジェクト識別子には単独のオブジェクトを指定します。
現在のユーザー・オブジェクト・ロックはDC@FOLファイルに保管され
ています。DC@FOLには、存在する各ユーザー・オブジェクト・ロック
に対して1つのレコードがあります。DC@FOLのレイアウトは以下のと
おりです。

フィールド名 長さ 説明

FOLP#I 3A 区画識別子

FOLTYP 20A オブジェクト・タイプ

FOLID1 10A オブジェクト識別子1

FOLID2 10A オブジェクト識別子2

FOLID3 10A オブジェクト識別子3



FOLID4 10A オブジェクト識別子4

FOLLVL 4A ロック・レベル

FOLMOD 10A プロセス名

FOLFMT 7A ファンクション名

FOLJNL 10A ロックしたジョブ名

FOLJ#L 6A ロックしたジョブ番号

FOLUSL 10A ロックしたユーザー

FOLTDS 12S	0 時間/日付スタンプ	-	システム・フォーマッ
ト

存在する論理ビューとそのキーは以下のとおりです。

論理ファイル キー順 使用方法

DC@FOLV1 FOLP#I、FOLTYP、FOLID1、
FOLID2、FOLID3、FOLID4

読み取り専用

DC@FOLV2 DC@FOLV1と同じ 更新

DC@FOLV3 FOLLVL、FOLJ#L、FOLMOD、
FOLFMT、FOLP#I、FOLTYP、
FOLID1、FOLID2、FOLID3、
FOLID4

読み取り専用

DC@FOLV4 DC@FOLV3と同じ 更新

注意：このファイルのバックアップと復元はユーザーの責任で行う必要
があります。バックアップ実行時に存在したすべてのロックは、その
バックアップが復元されるときに復帰します。
エラーのためLANSAまたはファンクションがクラッシュした場合、存
在するすべてのロックは削除されます。ただし、システムがクラッシュ
した場合、LANSAはロックを削除することはできません。システム・
クラッシュのために残されたロックの削除は、ユーザーの責任で行う必
要があります。
ユーザー・オブジェクト・ロックは自動で解除されるか、または
UNLOCK_OBJECT組み込み関数が使用されたときに解除されます。



LOCK_OBJECTでは、ロック・レベルを使用してユーザー・オブジェク
トのロックを自動解除するタイミングを決定します。

									ロック・レベル'FUNC'を指定すると、そのロックを作成したファンクションの終了時に
そのロックは自動的に解除されます。

									ロック・レベル'JOB'を指定すると、フォームやプロセスなどのジョブの終了時にその
ロックは自動的に解除されます。

									ユーザーがLANSAを終了した後でもユーザー・オブジェクト・ロックが必要な場合
は、ロック・レベルを'PERM'にする必要があります。これがユーザー・オブジェクトの永久
ロックです。このロックは、UNLOCK_OBJECTで明示的に削除されるまで存在します。

例
4つのユーザー・オブジェクト識別子を使用して、ユーザー・オブジェ
クトのロックを構築します。このロックは総称キーを使って解除できま
す。
DEFINE					FIELD(#RETURN)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE					FIELD(#STATE)			TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)
DEFINE					FIELD(#CUSTNO)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)
**********	Lock	Customers	to	be	Updated
USE								BUILTIN(LOCK_OBJECT)	
											WITH_ARGS('CUSTOMER'	#STATE	#CUSTNO	''	''	'FUNC')	TO_GET(#RETURN)
**********	Unlock	ALL	Customers	for	the	STATE
USE								BUILTIN(UNLOCK_OBJECT)	WITH_ARGS('CUSTOMER'	#STATE	'ALL'	''	''	'FUNC')	
											TO_GET(#RETURN)
	
この例では、顧客に関する、多くのユーザー・オブジェクトがロックさ
れます。ロックされた「顧客」のすべては、同じ「状態」に属します。
更新処理が完了したときに、このロックを解除することができます。各
顧客に対してロックを個別に解除するのではなく、2番目のオブジェク
ト識別子に'ALL'を指定することで、状態に対してすべてのロックを総
称的に解除することができます。
また、ユーザー・オブジェクトのロックを使用して、ファンクションが
持つことのできる同時ユーザー数を制限することもできます。例えば、
ユーザーのオーダー入力ファンクションを3人のユーザーに制限する場
合、ユーザーに関連する3つのユーザー・オブジェクトを作成します。
次に、オーダー入力ファンクションの先頭で、このユーザー・オブジェ
クトの1つに対してロックを取得します。使用できるものがなくなる
と、以下のようなメッセージを表示してファンクションを終了すること
ができます。ロックが許可された場合、ファンクションの使用を許可し
ます。ファンクションを終了するときにユーザー・オブジェクトのロッ



ク解除を忘れないようにしてください。または、ロック・レベル
に'FUNC'を指定して、ファンクションが終了したときにロックが自動で
解除されるようにしてください。一つのガイドとして以下の例を使用し
てください。
DEFINE					FIELD(#RETURN)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
**********	Attempt	lock	on	1st	instance
USE								BUILTIN(LOCK_OBJECT)	
											WITH_ARGS('ORDER_ENTRY'	'ORDER#1'	''	''	''	'FUNC')	TO_GET(#RETURN)
IF									COND('#RETURN	*EQ	ER')
**********	Attempt	lock	on	2nd	instance
USE								BUILTIN(LOCK_OBJECT)	
											WITH_ARGS('ORDER_ENTRY'	'ORDER#2'	''	''	''	'FUNC')	TO_GET(#RETURN)
IF									COND('#RETURN	*EQ	ER')
**********	Attempt	lock	on	3rd	instance
USE								BUILTIN(LOCK_OBJECT)	
											WITH_ARGS('ORDER_ENTRY'	'ORDER#3'	''	''	''	'FUNC')	TO_GET(#RETURN)
IF									COND('#RETURN	*EQ	ER')
**********	Cannot	obtain	any	locks
MESSAGE				MSGTXT('No	Order	Entry	sessions	are	Available')
RETURN
ENDIF
ENDIF
ENDIF

**********	Protected	processing
**********	Unlock	ALL	Order	Entry	locks	for	this	Function
USE								BUILTIN(UNLOCK_OBJECT)	WITH_ARGS('ORDER_ENTRY'	'ALL'	''	''	''	'FUNC')	TO_GET(#RETURN)
	



9.144	LOGICAL_KEY
	注：組み込み関数の規則

LOGICAL_VIEW組み込み関数によりあらかじめ定義された論理ビュー/
ファイルのキーとなるフィールド名を指定/再指定します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。
許可される引数の値および適用されるデフォルトは、『LANSA/AD	ユー
ザーガイド』の「論理ビュー明細の保守」に記載されています。
注意：この組み込み関数は「OTHER」タイプのファイルには使用でき
ません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 キーが属する論理ビュー
の名前

1 10 	 	

2 A 必須 キー・フィールドの名
前。FILE_FIELD組み込み
関数により、ファイルの
フィールドとしてあらか

1 10 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30033.htm


じめ指定されている必要
があります。

3 N 任意 任意の順位番号。キー・
フィールドの順位番号と
して使用されます。指定
されない場合は、キーの
順序は、表示されている
順序と同じになります。

1 5 0 0

4 A 任意 昇順(Ascending)キーまた
は降順(Descending)キーA
またはDを指定します。
デフォルトはAです。

1 1 	 	

5 A 任意 数値キーの符号付き
(Signed)、符号なし
(Unsigned)、または絶対値
(Absolute)の順序。S、U、
またはAを指定します。
デフォルトは、英字の場
合はU、数値の場合はSで
す。

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	キーが定義された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、

2 2 	 	



編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。



9.145	LOGICAL_VIEW
	注：組み込み関数の規則
編集するファイル定義のベースとなる論理ビュー/ファイルの名前と基
本属性を指定/再指定します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。
この組み込み関数を使用して基本的なアクセス経路の属性を定義した
ら、LOGICAL_KEY組み込み関数を繰り返し使用して、キー・フィール
ド名を指定または再指定します。
許可される引数の値および適用されるデフォルトは、『LANSA/AD	ユー
ザーガイド』の「論理ビュー明細の保守」に記載されています。
警告：この組み込み関数は「OTHER」タイプのファイルには使用でき
ません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 論理ビューの名前 1 10 	 	

2 A 必須 論理ビューの記述 1 40 	 	

3 A 任意 アクセス・パスの保守オ 1 7 	 	
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プション。IMMEDまたは
DELAYを指定します。デ
フォルトはIMMEDです。

4 A 任意 固有キーのファイル/
ビュー。YESまたはNOを
指定します。デフォルト
はNOです。

1 3 	 	

5 A 任意 動的レコード選択。Yま
たはNを指定します。デ
フォルトはNです。YESま
たはNOを指定します。デ
フォルトはNOです。

1 3 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	論理ビューが定義さ
れた
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。

2 2 	 	



9.146	MAIL_ADD_ATTACHMENT
	注：組み込み関数の規則
この電子メール処理組み込み関数を使用して、現在の電子メールにファ
イルを添付として追加し、送信します。
連続して呼び出すことで、送信する添付の内部リストを作成することが
できます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 	

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 この組み込み関数
を使用する前に
「電子メール組み
込み関数に関する
注意」を参照して
ください。

Visual	LANSA	for	Linux 未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイルのフル・パス。
ディレクトリ(Windows)と
ファイルを含みます。

1 255 	 	

2 A 任意 受信者に表示される添付
ファイル名。一時ファイ
ルを使用する場合、フ
ル・パス引数のファイル
名と異なる名前を指定で
きます。デフォルトの動
作はメール・システムに

1 255 	 	
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特定されます。

3 A 任意 将来の使用のために予約
されています。この引数
は現在使用されていませ
ん。

0 10 	 	

4 N 任意 将来の使用のために予約
されています。この引数
は現在使用されていませ
ん。

5 5 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									添付は、MAIL_START呼び出し直後には何も定義されていません。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて消えてしまいます。処理を再開
するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
**********	COMMENT(Define	attachment	file)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_ATTACHMENT)	WITH_ARGS('c:\config.sys'	'MyConfig.txt')	TO_GET(#LEM_RETC)
	



9.147	MAIL_ADD_ORIGINATOR
	注：組み込み関数の規則
この電子メール処理組み込み関数を使用して、現在の電子メールの送信
元の名前を追加します。
この関数を呼び出せば、メッセージの送信元を指定することができま
す。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

この組み込み関数を
使用する前に「電子
メール組み込み関数
に関する注意」を参
照してください。

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージ送信者の表示
名

1 255 	 	

2 A 任意 送信者のアドレス。この
アドレスはプロバイダ特
定のメッセージ配布デー
タです。送信メッセージ
の場合、ユーザーは、こ
の引数にアドレス帳に含
まれていない送信者のア

1 255 	 	
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ドレス(つまりカスタム送
信者)を入力することがで
きます。デフォルトの動
作はメール・システムに
特定されます。

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									通常、Windowsシステムのメール・システムでは、送信元として現在のメール・ユー
ザーが使用されるため、この設定は無視されます。ただしエラーは発生しません。

									I5/OSでは、メール・メッセージに最低でも1人の送信者が必要です(通常は送信者を1人
だけ指定します)。送信者名の指定がない場合、現在のユーザーの電子メールアドレスが使用
されます。現在のユーザーは、SNADSディレクトリに登録され、さらにSMTPの別名を持っ
ている必要があります。

									I5/OSでは、表示名を指定した場合、表示名引数または送信者アドレス引数に、フル電
子メール・アドレスを入力します(アドレス・タイプ接頭辞のSMTP:は任意です)。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて消えてしまいます。処理を再開
するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
注：テストでこの例を使用する場合、必要な引数に有効な受信者アドレ
スを挿入する必要があります。
**********	COMMENT(Define	Message	Originator	if	iSeries)



**********	COMMENT(MAPI	on	non-iSeries	usually	defaults)
IF	COND(*HOST)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_ORIGINATOR)	WITH_ARGS('SMTP:<-
-	recipient@address	-->')	TO_GET(#LEM_RETC)
ENDIF
	



9.148	MAIL_ADD_RECIPIENT
	注：組み込み関数の規則
この電子メール処理組み込み関数を使用して、現在の電子メールの受信
者の名前を追加します。
連続して呼び出すことで、受信者の内部リストを作成することができま
す。通常最低でも、"TO"クラスの受信者を少なくとも1人定義します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 	

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 この組み込み関
数を使用する前
に「電子メール
組み込み関数に
関する注意」を
参照してくださ
い。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 受信者クラス

値：
TO	-	宛先
CC	-	コピー先
BCC	-	ブラインド・コ
ピー先

2 3 	 	

2 A 必須 メッセージ受信者の表示
名

1 255 	 	
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3 A 任意 受信者のアドレス。この
アドレスはプロバイダ特
定のメッセージ配布デー
タです。

1 255 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									受信者は、MAIL_START呼び出し直後には何も定義されていません。

									ユーザーは、オプションの受信者アドレスに、アドレス帳に含まれていない受信者(つ
まりカスタム受信者)のアドレスを入力することができます。デフォルトの動作はメール・シ
ステムに特定されます。通常、MAPIではこのアドレスを次の形式で指定する必要がありま
す。
<アドレス・タイプ>:<フル・アドレス>

				例：

Microsoft	PC	Mail： MS:network/postoffice/mailbox

インターネット： SMTP:mailbox@companyname.com

									I5/OSでは、表示名を指定した場合、表示名引数または送信者アドレス引数に、フル電
子メール・アドレスを入力します(アドレス・タイプ接頭辞のSMTP:は任意です)。メール
メッセージには最低でも1人の受信者が必要です。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて破棄されてしまいます。処理を
再開するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、電子メール・メッセージの詳細がすべ



て定義されています。
注：テストで以下の例を使用する場合は、2番目の引数に有効な表示
名、3番目の引数に有効な受信者アドレスを挿入する必要があります。
**********	COMMENT(Set	Recipient	using	TO	argument)
**********	COMMENT(may	also	set	others	for	TO	CC	BCC)
lansaELSE
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_RECIPIENT)	WITH_ARGS(TO	'<--	name	--
>'	'SMTP:<--	recipient@address	-->')
TO_GET(#LEM_RETC)
	



9.149	MAIL_ADD_TEXT
	注：組み込み関数の規則
この電子メール処理組み込み関数を使用して、現在の電子メールのメッ
セージ・バッファーにテキストを追加します。
連続的に呼び出して、バッファーの最後までテキストを連結すること
で、メッセージ・テキストを作成することができます。各呼び出しで、
テキストの最後に改行を追加するかどうかを決定することができます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

この組み込み関数
を使用する前に
「電子メール組み
込み関数に関する
注意」を参照して
ください。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最大長 最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必
須

電子メール・メッ
セージに追加するテ
キスト

1 無制限 	 	

2 A 任
意

テキストの最後に改
行を追加する

値：
Y	-	はい
N	-	いいえ
デフォルト：Y

1 1 	 	
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戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									メッセージ・バッファーは、MAIL_STARTが呼び出されるとクリアされます。

									テキストの後続のブランクは切り捨てられます。連続呼び出しの間に、途中に改行のな
いブランクを挿入する必要がある場合は、後の呼び出しの先頭にブランクを追加します。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて破棄されてしまいます。処理を
再開するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

フィールド・タイプで可能な最大長の詳細については、「フィールド・
タイプの考慮事項」を参照してください。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
**********	COMMENT(Set	message	Text)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS('Hello,'	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
DEFINE	FIELD(#BIGLINE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)	LABEL('Big	Text	Line')	INPUT_ATR(LC)
CHANGE	FIELD(#BIGLINE)	TO('''I	am	sending	this	message	just	to	try	out	the	LANSA	Email	Built-
In	Functions.''')
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS(#BIGLINE	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS('Thank	You'	N)	TO_GET(#LEM_RETC)
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9.150	MAIL_SEND
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数を使用して、構築された電子メール・メッセージを送
信します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数
なし

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									Visual	LANSAプラットフォームでは、MAPIメール・プロバイダへのログオンに、
MAIL_SET_OPTIONを呼び出さなければならない場合があります。ここで設定された情報
は、MAIL_SEND呼び出しが送信されて、ログオンの妥当性検査が実行されるまで使用され
ません。

									I5/OSでは、メール・メッセージは、IBM	i	Mail	Server	Framework	(MSF)に書き込まれま
す。その後、メール・メッセージはMSFジョブにより処理され、配布待ち行列のスケジュー
ルに従って配布されます。メール・メッセージを配布する前に、MSFを構成して、実行して
おく必要があります。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の



詳細は消えてしまいます。

									MAIL_SENDが呼び出しから戻った時に、現在のメール情報は破棄されます。呼び出し
が失敗した場合でも破棄されます。新たなメッセージの処理を開始するには、MAIL_START
を新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
**********	COMMENT(SEND	the	mail)
USE	BUILTIN(MAIL_SEND)	TO_GET(#LEM_RETC)
	



9.151	MAIL_SET_OPTION
	注：組み込み関数の規則
この関数を使用して、メール・システムに必要なさまざまなオプション
を設定します。
この組み込み関数を使用する前に「電子メール組み込み関数に関する注
意」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

LANSA/AD固有のオプション

オプション名 オプション値 オプションの
省略値

PRIORITY
メッセージ優先度の指示

'NORMAL'
'LOW'
'URGENT'

'NORMAL'

SENSITIVITY
メッセージ・コンテンツの機密性
の指示

'NONE'
'PERSONAL'
'PRIVATE'
'CONFIDENTIAL'

'NONE'

IMPORTANCE
メッセージ・コンテンツの重要度
の指示

'NORMAL'
'LOW'
'HIGH'

'NORMAL'

MESSAGE_CCSID
メール・メッセージの件名やテキ
スト行などの、メール・メッセー
ジのテキスト文字列に使用される
CCSID

String '65535'
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CONTENT_TYPE
メッセージ・テキストに含められ
るコンテンツ・タイプ。例とし
て'text/plain'や'text/html'などがあ
ります。他の値を使用する場合も
ありますが、いずれの場合も、ア
プリケーションをテストしてコン
テンツ・タイプが適切であること
を確認する必要があります。この
オプション値は検査されません。
またメッセージ・テキストもコン
テンツ・タイプに対する検査はさ
れません。'text/html'コンテンツ・
タイプを使用する場合、電子メー
ル・クライアントによってはこれ
を表現できない場合があります。
またいくつかのスパム・フィル
ターを通過する場合もあるので注
意してください。

String 'text/plain'

Visual	LANSA固有のオプション

オプション名 オプション値 オプションのデ
フォルト

PROFILENAME
ログオン時に使用するプロファイ
ル名の文字列。無効な値が指定さ
れ、かつMAPI_LOGON_UIが設定
されている場合、MAPIはエラーを
表示した後で名前のフィールドが
空のログオン・ダイアログ・ボッ
クスを表示します。

String Windowsメッ
セージング設定

PASSWORD
証明文字列。メッセージング・シ
ステムがパスワード証明を必要と
しない場合、またユーザーにパス
ワード証明を入力させる場合は、

String None	-	空の文字
列



このオプションを設定してはいけ
ません。ユーザーが証明情報を入
力する必要がある場合、ログオ
ン・ダイアログ・ボックスを表示
できるように、MAPI_LOGON_UI
オプションまたは
MAPI_PASSWORD_UIオプション
を設定する必要があります。

MAPI_NEW_SESSION
環境の共有セッションを取得せず
に、新たなセッションを作成する
かどうかを指示します。
MAPI_NEW_SESSIONオプション
が設定されていない場合、既存の
共有セッションが使用されます。

Y/N N

MAPI_LOGON_UI
ユーザーにログオン情報の入力を
要求するログオン・ダイアログ・
ボックスを表示するかどうかを指
示します。ログオンの完了に、
ユーザーがパスワードとプロファ
イル名を指定する必要がある場
合、MAPI_LOGON_UIを設定しま
す。

Y/N N

MAPI_PASSWORD_UI
MAPIにパスワードだけのプロンプ
トを表示させ、ユーザーがプロ
ファイル名を変更できないように
するかどうかを指示します。
MAPI_PASSWORD_UIおよび
MAPI_LOGON_UIの両方を設定し
てはいけません。ログオンに2つの
異なるダイアログ・ボックスを選
択することになるためです。

Y/N N

すべてのプラットフォームで適用できるオプション



以下のオプションはあらゆるプラットフォームで使用できます。

オプション名： オプション値 オプションのデ
フォルト

RECEIPT_REQUESTED
受信通知が必要かどうかを指示し
ます。

Y/N N

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オプション名(上記参照) 1 20 	 	

2 A 必須 オプション値(上記参照) 1 255 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									WindowsプラットフォームではMAPIインターフェースが使用されます。MAPIメール・
プロバイダにログオンしてメッセージング・システムとのセッションを開始するために、
MAIL_SET_OPTIONを呼び出さなければならない場合があります。指定された証明情報(パス
ワード)でセッションの妥当性検査が失敗した場合に、ログオン・ダイアログ・ボックスを表
示させるには、MAPI_LOGON_UIオプションまたはMAPI_PASSWORD_UIオプションを設定
します。ダイアログ・ボックスの表示を許可しない場合、すべてのログオン情報(デフォルト
または指定された情報)は、有効でなければなりません。有効でない場合、MAPIログオン・
フェーズでMAIL_SENDが失敗します。このとき失敗の原因に関する情報はほとんど利用で



きません。ここで設定された情報は、MAIL_SEND呼び出しが送信されて、ログオンの妥当
性検査が実行されるまで使用されません。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて消えてしまいます。処理を再開
するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

									通常、PCメール・クライアントは、PRIORITY、SENSITIVITY、およびIMPORTANC電
子メール・オプションを無視します。これらがユーザーの環境で適切に動作するかどうかの
検証は、各ユーザーの責任で行う必要があります。

									RECEIPT_REQUESTED：メール・オプションのYは、スパム防止のため、PCメール・
クライアントにより無視または無効にされるか、受信者のメール・サーバーで無効にされる
場合があります。これがユーザーの環境で適切に動作するかどうかの検証は、各ユーザーの
責任で行う必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
**********	COMMENT(Set	receipt	acknowledgement	is	required)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS(RECEIPT_REQUESTED	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
	



9.152	MAIL_SET_SUBJECT
	注：組み込み関数の規則
この関数を使用してメッセージ件名のテキストを設定します。
通常、この関数を呼び出して件名を設定しますが、必須ではありませ
ん。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 	

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 この組み込み関
数を使用する前
に「電子メール
組み込み関数に
関する注意」を
参照してくださ
い。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 メッセージの件名を表す
テキスト文字列

1 255 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
2 2 	 	
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了した
ER：エラーが発生し
た

技術ノート
									件名は、MAIL_START呼び出し直後には何も定義されていません。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて消えてしまいます。処理を再開
するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、この関数だけが掲載されています。MAIL_STARTの例を
参照してください。その例では、各種組み込み関数を使用して電子メー
ル・メッセージの詳細をすべて定義した後に電子メール・メッセージを
送信しています。
**********	COMMENT(Set	Subject	text)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_SUBJECT)	WITH_ARGS('Testing	Email	Built-
In	Functions')	TO_GET(#LEM_RETC)
	



9.153	MAIL_START
	注：組み込み関数の規則
この関数を使用して電子メール・セッションを開始します。
呼び出し元ファンクションは、この開始されたセッションを使用して、
1つの電子メール・メッセージを定義して送信することができます。
この組み込み関数を使用する前に「電子メール組み込み関数に関する注
意」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数
なし

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 戻りコード

OK：アクションが完
了した
ER：エラーが発生し
た

2 2 	 	

技術ノート
									MAIL_STARTは、既存のメール・メッセージ情報をすべて破棄して、新たなメール・
セッションを開始します。

									一度に1つの電子メール定義だけを進捗させることができます(つまり、同一ジョブで同
時に2つの電子メール定義を定義して送信することはできません)。

									MAIL_SEND組み込み関数を使用してメッセージを送信しない限り、電子メール定義の
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詳細は消えてしまいます。

									エラーが発生した場合、電子メール定義の詳細はすべて破棄されてしまいます。処理を
再開するには、MAIL_STARTを新たに呼び出す必要があります。

例
以下の例では、各種組み込み関数を使用して電子メール・メッセージの
詳細をすべて定義した後にそれを送信しています。
注：テストで以下の例を使用する場合は、MAIL_ADD_RECIPIENTおよ
びMAIL_ADD_ORIGINATORの例で使用されている<--	name	-->および<-
-	recipient@address	-->を置き換える必要があります。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
DEFINE	FIELD(#LEM_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code')
DEF_COND	NAME(*OKAY)	COND('#LEM_RETC	=	OK')
DEF_COND	NAME(*NOTOKAY)	COND('#LEM_RETC	*NE	OK')
DEF_COND	NAME(*CLIENT)	COND('*CPUTYPE	*NE	AS400')
DEF_COND	NAME(*HOST)	COND('*CPUTYPE	*EQ	AS400')
**********
BEGIN_LOOP
**********	COMMENT(Start	Mail	message	-	Initialize)
USE	BUILTIN(MAIL_START)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(If	not	AS/400,	set	MAPI	arguments)
IF	COND(*CLIENT)
**********	COMMENT(Use	the	Windows	Default	Profile)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS('PROFILENAME'	'Windows	Messaging	Settings')	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Assume	user	has	no	Password)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS('PASSWORD'	*BLANK)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Use	existing	MAPI	mail	session)
**********	COMMENT(from	logged	on	Email	client)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS('MAPI_NEW_SESSION'	N)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Display	MAPI	Logon	dialog	if	required)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS('MAPI_LOGON_UI'	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Do	not	display	MAPI	Password	Dialog)
**********	COMMENT(mutually	exclusive	to	MAPI_LOGON_UI))
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS('MAPI_PASSWORD_UI'	N)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Set	Recipient	using	TO	argument)
**********	COMMENT(may	also	set	others	for	TO	CC	BCC)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_RECIPIENT)	WITH_ARGS(TO	'<--	name	--
>'	'SMTP:<--	recipient@address	-->')	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(To	define	attachment	file	remove	comments)



***	USE	BUILTIN(MAIL_ADD_ATTACHMENT)	WITH_ARGS('c:\config.sys'	'MyConfig.txt')	TO_GET(#LEM_RETC)
ELSE
**********	COMMENT(Set	Recipient	using	TO	argument)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_RECIPIENT)	WITH_ARGS(TO	'SMTP:<-
-	recipient@address	-->')	TO_GET(#LEM_RETC)
ENDIF
IF	COND(*HOST)
**********	COMMENT(Define	Message	Originator	if	AS/400)
**********	COMMENT(MAPI	on	non-AS/400	usually	defaults)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_ORIGINATOR)	WITH_ARGS('SMTP:<-
-	recipient@address	-->')	TO_GET(#LEM_RETC)
ENDIF
**********	COMMENT(Set	receipt	acknowledgement	is	required)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_OPTION)	WITH_ARGS(RECEIPT_REQUESTED	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Set	Subject	text)
USE	BUILTIN(MAIL_SET_SUBJECT)	WITH_ARGS('Testing	Email	Built-
In	Functions')	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Set	message	Text)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS('Hello,'	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
DEFINE	FIELD(#BIGLINE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(255)	LABEL('Big	Text	Line')	INPUT_ATR(LC)
CHANGE	FIELD(#BIGLINE)	TO('''I	am	sending	this	message	just	to	try	out	the	LANSA	Email	Built-
In	Functions.''')
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS(#BIGLINE	Y)	TO_GET(#LEM_RETC)
USE	BUILTIN(MAIL_ADD_TEXT)	WITH_ARGS('Thank	You'	N)	TO_GET(#LEM_RETC)
**********	COMMENT(Prompt	to	SEND	the	mail	then	send)
DEFINE	FIELD(#LTEXT2)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DESC('Press	ENTER	to	SEND	or	CANCEL')
POP_UP	FIELDS((#LTEXT2	*L4	*P4	*DESC	*NC))	IDENTIFY(*LABEL)	AT_LOC(7	20)	WITH_SIZE(57	10)	PANEL_TITL('Confirm	Mail	Send...')	EXIT_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO)	STD_HEAD(*YES)
USE	BUILTIN(MAIL_SEND)	TO_GET(#LEM_RETC)
IF	COND(*OKAY)
MESSAGE	MSGTXT('Send	SUCCESSFUL.')
ELSE
MESSAGE	MSGTXT('Send	FAILED.')
ENDIF
END_LOOP
**********
	



9.154	MAKE_FILE_OPERATIONL
	注：組み込み関数の規則
ファイルおよび関連する論理ファイルとI/Oモジュールを作成または再
作成するジョブを投入します。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画で
は使用しないでくださ
い。
コンパイル操作を実行
するジョブが投入され
ます。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

コード・ジェネレータ
とコンパイラを直接呼
び出して、その操作が
完了した時に初めて制
御が戻ります。ジョブ
は投入されません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

Visual	LANSAの引数
番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 ライブラリ名 1 10 	 	

3 A 任意 ファイルがすでに作成済
みの場合の再作成オプ

1 3 	 	



ション
バイト1：
Y	=	テーブルを再生成し
てデータを保存する
N	=	テーブルを再生成し
ない	
デフォルト：Y
バイト2：
Y	=	索引/ビューを再生成
する	
N	=	索引/ビューを再生成
しない	
デフォルト：Y
バイト3：
Y	=	OAMを再生成する	
N	=	OAMを再生成しない	
デフォルト：Y

4 A 任意 ジョブの名前

無視

1 10 	 	

5 A 任意 ジョブ記述の名前

無視

1 21 	 	

6 A 任意 ジョブ待ち行列の名前

無視

1 21 	 	

7 A 任意 出力待ち行列の名前

無視

1 21 	 	

8 A 任意 ファイルとI/Oモジュール
のソース・リストを作成
する

Y	=	ソースを保持する
N	=	ソースを保持しない

1 1 	 	

9 A 任意 関連I/Oモジュールで10進
データ・エラーを無視す
る

1 1 	 	



無視

10 A 任意 関連I/Oモジュールでデ
バッグ・データ・オプ
ションを解除する

無視

1 1 	 	

11 A 任意 呼び出すユーザー・プロ
グラム

無視

1 21 	 	

12 A 任意 $$	ファイルを削除する(保
存データの保持に使用)
Y	=	保存データを保持す
る
N	=	保存データを保持し
ない
デフォルト：N

1 1 	 	

LANSA/ADの引数
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「ファイル定義を実
行可能にするジョブを投入する」に掲載のこの定義からファイルを作成
／再作成する画面を参照してください。

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

2 A 必須 ライブラリ名 1 10 	 	

3 A 任意 ファイルがすでに作成済
みの場合の再作成オプ
ション

バイト1：

1 3 	 	
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Y	=	テーブルを再作成す
る
N	=	テーブルを再作成し
ない	
デフォルト：Y
バイト2：
Y	=	索引を再作成する	
N	=	索引を再作成しない
デフォルト：Y
バイト3：
Y	=	OAMを再生成する	
N	=	OAMを再生成しない	
デフォルト：Y

4 A 任意 バッチ・ジョブの名前

デフォルト：ファイル名

1 10 	 	

5 A 任意 ジョブ記述の名前

デフォルト：要求する
ジョブの属性からのジョ
ブ記述

1 21 	 	

6 A 任意 ジョブ待ち行列の名前

デフォルト：要求する
ジョブの属性からのジョ
ブ待ち行列

1 21 	 	

7 A 任意 出力待ち行列の名前

デフォルト：要求する
ジョブの属性からの出力
待ち行列

1 21 	 	

8 A 任意 ファイルとI/Oモジュール
のソース・リストを作成
する

Y	=	リストを作成する
N	=	リストを作成しない
デフォルト：N	(リストを

1 1 	 	



作成しない)

9 A 任意 関連I/Oモジュールで10進
データ・エラーを無視す
る

Y	=	10進データ・エラー
を無視する
N	=	10進データ・エラー
を無視しない
デフォルト：N	(10進デー
タ・エラーを無視しない)

1 1 	 	

10 A 任意 関連I/Oモジュールでデ
バッグ・データ・オプ
ションを解除する

Y	=	デバッグ情報を解除
する
Y	=	デバッグ情報を解除
しない
デフォルト：Y	(デバッグ
情報を解除する)

1 1 	 	

11 A 任意 呼び出すユーザー・プロ
グラム。デフォルト：ブ
ランク

1 21 	 	

12 A 任意 $$	ファイルを削除する
Y	=	$$バージョンのファ
イルを削除する
N	=	$$バージョンのファ
イルを削除しない
デフォルト：N	($$バー
ジョンのファイルを削除
しない)

1 1 	 	

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最



号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	送信が成功した
ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	

例
ユーザーが独自バージョンの「ファイルの作成/再作成」機能を使用し
て、ファイルおよび関連する論理ビューとI/Oモジュールのコンパイル
を管理する場合は、次のように行います。
FUNCTION		OPTIONS(*DIRECT)
	
**********	Define	arguments	and	lists
DEFINE				FIELD(#FILNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE				FIELD(#LIBNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(010)
DEFINE				FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(002)
BEGIN_LOOP	
**********	Request	File	and	library	name
REQUEST			FIELDS((#FILNAM)(#LIBNAM))
USE							BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS(#FILNAM
#LIBNAM	LAN	'SALES	RESULTS'	NORMAL)	TO_GET(#RETCOD)
USE							BUILTIN(END_FILE_EDIT)	WITH_ARGS(Y)
TO_GET(#RETCOD)
**********	Execute	Built-In	Function	-	MAKE_FILE_OPERATIONL
USE							BUILTIN(MAKE_FILE_OPERATIONL)	WITH_ARGS(#FILNAM
#LIBNAM)	TO_GET(#RETCOD)
**********	Check	if	submission	was	successful
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')



MESSAGE			MSGTXT('Create/recreate	of	file	submitted	successful')
CHANGE				FIELD(#FILNAM)	TO(*BLANK)
ELSE							
MESSAGE			MSGTXT('Create/recreate	submit	failed	with	errors,	refer	to
additional	messages')
ENDIF						
END_LOOP			
											
	



9.155	MAKE_SOUND
	注：組み込み関数の規則
標準サウンドを待ち行列に入れるためのファンクションです。

各製品の対応

LANSA/AD 使用不
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 使用不
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 サウンド識別子

以下の値のいずれを指定
します。
'BEEP'	-	コンピュータ・ス
ピーカーを使用する標準
ビープ音
'ASTERISK'	-	システムに
設定されたアスタリス
ク・サウンド

'EXCLAMATION'	-	システ
ムに設定されたエクスク
ラメーション・サウンド
'HAND'	-	システムに設定
されたハンド・サウンド
'QUESTION'	-	システムに

1 20 	 	



設定されたクエスチョ
ン・サウンド
'DEFAULT'	-	システムに設
定されたデフォルト・サ
ウンド

この引数が指定されな
かった場合、または間
違って指定された場合
は、省略値の'BEEP'が使
用されます。

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									MAKE_SOUND組み込み関数は、サウンドを待ち行列に入れた後、制御を呼び出し元
ファンクションに戻します。サウンドは非同期的に再生されます。

									システムが、指定のサウンドを再生できない場合、システムのデフォルト・サウンドの
再生を試みます。システムのデフォルト・サウンドを再生できない場合、ファンクション
は、コンピュータ・スピーカーを通じて標準ビープ音を鳴らします。

例
以下の例は、指定可能なすべてのサウンドであり、すべてのPCですべて
のサウンドが使用できるとは限りません。実際に聞こえる音はPCごとに
異なります(デフォルト・サウンドのビープ音は特に扱いにくいもので
す)。
function	options(*DIRECT)
begin_loop
change	field(#STD_TEXT)	to(ASTERISK)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(ASTERISK)
request	fields(#STD_TEXT)
change	field(#STD_TEXT)	to(EXCLAMATION)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(EXCLAMATION)
request	fields(#STD_TEXT)
change	field(#STD_TEXT)	to(BEEP)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(BEEP)
request	fields(#STD_TEXT)
change	field(#STD_TEXT)	to(HAND)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(HAND)



request	fields(#STD_TEXT)
change	field(#STD_TEXT)	to(QUESTION)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(QUESTION)
request	fields(#STD_TEXT)
change	field(#STD_TEXT)	to(DEFAULT)
use	builtin(MAKE_SOUND)	with_args(DEFAULT)
request	fields(#STD_TEXT)
end_loop
	



9.156	MESSAGE_BOX_ADD
	注：組み込み関数の規則
メッセージ・ボックスのアセンブリ域に、新しいメッセージ行として、
1つまたは複数の項目を追加します。通常、これらの項目は、後で
MESSAGE_BOX_SHOW組み込み関数により表示されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 X 必須 メッセージ・ボックスの
アセンブリ域に追加され
る1番目の項目

1 256 0 9

2
-10

X 任意 メッセージ・ボックスの
アセンブリ域に追加され
る2番目以降の項目

1 256 0 9

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									項目リストに指定された1番目の項目により、新しいメッセージ行が開始されます。

									リストの2番目以降の項目は、前の項目と1桁のブランクで分けられます。



									項目は、左揃えの文字列に変換され、後続のブランクは切り捨てられます。完全にブラ
ンク/NULLの項目は、1桁のブランクに変換されます。

									引数が文字列変数で指定されている場合、最大長は256文字です。しかし、文字列リテ
ラルの場合、最大長は48文字です。

									連続してMESSAGE_BOX_ADDコマンドを呼び出せば、複数のメッセージがメッセー
ジ・ボックス・アセンブリ域に追加されます。メッセージ・ボックスのメッセージ・アセン
ブリ域には最大で4096文字(自動挿入されたブランクや制御文字を含む)を含めることができ
ます。アセンブリ域がその最大サイズに達すると、処理進行中または以降の追加操作または
付加操作はすべて無視されます。このような状況が発生した時に通知またはエラーは表示さ
れません。

									MESSAGE_BOX_SHOWコマンドが完了した時に、メッセージ・アセンブリ域はクリア
されます。

例
「MESSAGE_BOX_SHOW」を参照してください。



9.157	MESSAGE_BOX_APPEND
	注：組み込み関数の規則
メッセージ・ボックスのアセンブリ域に1つまたは複数の項目を付加し
ます。新しいメッセージ行は開始されません。通常、これらの項目は、
後でMESSAGE_BOX_SHOW組み込み関数により表示されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 X 必須 メッセージ・ボックスのア
センブリ域に付加される1番
目の項目

1 256 0 9

2	-
10

X 任意 メッセージ・ボックスのア
センブリ域に付加される2番
目以降の項目

1 256 0 9

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									この組み込み関数により新しいメッセージ行は開始されません。既存のメッセージ行に
情報を付加することを目的として作られています。

									すべての項目(1番目の項目も含む)は、前の項目と1桁のブランクで分けられます。



									項目は、左揃えの文字列に変換され、後続のブランクは切り捨てられます。完全にブラ
ンク/NULLの項目は、1桁のブランクに変換されます。

									メッセージ・ボックスのメッセージ・アセンブリ域には最大で4096文字(自動挿入され
たブランクや制御文字を含む)を含めることができます。アセンブリ域がその最大サイズに達
すると、処理進行中または以降の追加操作または付加操作はすべて無視されます。このよう
な状況が発生した時に通知またはエラーは表示されません。

例
「MESSAGE_BOX_SHOW」を参照してください。



9.158	MESSAGE_BOX_CLEAR
	注：組み込み関数の規則
現在のメッセージ・ボックスのメッセージ・アセンブリ域をクリアしま
す。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数
引数はありません。

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									メッセージ・アセンブリ域は、MESSAGE_BOX_SHOW組み込み関数により自動でクリ
アされるため、この組み込み関数を使用することは稀にしかありません。

例
「MESSAGE_BOX_SHOW」を参照してください。



9.159	MESSAGE_BOX_SHOW
	注：組み込み関数の規則
標準的なMS	Windowsメッセージ・ボックスを表示します。その後、
メッセージ・ボックスに指定された一連のボタンの内の一つがユーザー
にクリックされるまで待機します。クリックされるとアプリケーション
に制御を戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 メッセージ・ボックスに表
示されるボタンを指定しま
す。この引数には以下の値
を指定します。

'ABORTRETRYIGNORE'
'OK'
'OKCANCEL'
'RETRYCANCEL'
'YESNO'
'YESNOCANCEL'
この引数が指定されていな
い場合、または無効な場合
は、'OK'に設定されます。

1 20 	 	



2 A 任意 使用可能なボタンの中から
デフォルト・ボタンを指定
します。この引数には以下
の値を指定します。

'ABORT'
'RETRY'
'IGNORE'
'OK'
'CANCEL'
'YES'
'NO'
この引数が指定されていな
い場合、または無効な場合
は、1番目の引数に指定され
た1番目のボタンに設定され
ます。
1番目の引数が指定されてい
ない場合、または無効な場
合は、この引数はOKに設定
されます。

1 20 	 	

3 A 任意 メッセージ・ボックスに表
示されるアイコン。この引
数には以下の値を指定しま
す。

'EXCLAMATION'
'	WARNING'
'INFORMATION'
'	ASTERISK'
'	QUESTION'
'STOP'
'ERROR'
'HAND'
'NONE'
この引数が指定されていな
い場合、または無効な場合
は、この引数は'NONE'に設

1 20 	 	



定されます。

4 u 任意 メッセージ・ボックス・タ
イトル。この引数が指定さ
れていない場合、この引数
には、この組み込み関数を
使用しているアプリケー
ションの記述がデフォルト
として使用されます。

1 256 	 	

5 U 任意 オーバーライド・メッセー
ジ・テキスト。現在のメッ
セージ・ボックスのアセン
ブリ域に入っているあらゆ
るテキストを、この値で
オーバーライドして置き換
えます。この引数を使え
ば、ADDおよびAPPEND組
み込み関数を使わずに、単
純なメッセージを表示する
ことができます。

1 256 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 メッセージ・ボックス・
ウィンドウの終了に使用
されたボタン。次の値が
戻されます。
'ABORT'
'RETRY'
'IGNORE'
'OK'
'CANCEL'

1 20 	 	



'YES'
'NO'
Windows以外の環境でこ
の組み込み関数が使用さ
れる場合は、このルール
は適用されません。この
場合、戻り値は2番目の引
数で指定された省略値(有
効性は無関係)になりま
す。

技術ノート
									この組み込み関数が完了した時に、メッセージ・アセンブリ域はクリアされます。

									適切な環境(例：バッチ・タスク、Windows以外の環境など)で呼び出された場合、メッ
セージ・ウィンドウは表示されずにデフォルト・ボタンの値が戻されます。戻される値は、
2番目の引数に指定されたデフォルトです。

									デフォルト・ボタンを指定する場合は、そのボタンがすべての状況に対して有効かつ適
切であることを確認しておく必要があります。

例
考えられる最も単純なメッセージ・ボックスを表示します。
USE	BUILTIN(MESSAGE_BOX_SHOW)
	
メッセージ・ボックスを表示します。メッセージ・ボックスでは、OK
ボタンとキャンセル・ボタン(キャンセルをデフォルトとする)を有効に
して、	"HELLO"タイトル、クエスチョン・アイコン、"Do	you	want	to	do
your	backups	now?"テキストを表示します。
USE	BUILTIN(MESSAGE_BOX_SHOW)	WITH_ARGS(OKCANCEL	CANCEL	QUESTION	HELLO	'Do	you	want	to	do	your	backups	now?')	to_get(#std_codel)
if	'#std_codel	*eq	CANCEL'
Return
endif
	
従業員の詳細を個別の行としてメッセージ・ボックスのアセンブリ域に
フォーマットします。次にその詳細を表示します。ボタンはOKボタン
だけを表示します。
use	message_box_add	('Employee	Number:'	#empno)
use	message_box_add	('Name:'	#givename	#surname)
use	message_box_add	('Department:'	#deptment)



use	message_box_add	('Section:'	#section)
use	message_box_add	('Salary:'	#salary	'(monthly	='	#mnthsal	')'	)
use	message_box_show	
	



9.160	MESSAGE_COLLECTOR
	注：組み込み関数の規則
ファンクションを「メッセージ・コレクター」として指定します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数
引数値はありません。

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									この組み込み関数で、ファンクション自身を「メッセージ・コレクター」として指定す
ることができます。つまり、ほとんどのメッセージは、この組み込み関数を直接経由した後
に、(呼び出すファンクションから、呼び出すI/Oモジュールから、起動するトリガーから)送
信されることになります。通常、関連する各オブジェクトの実行が完了した時に、メッセー
ジは呼び出しスタックまで送付されます。

									この組み込み関数は定義ファンクションです。ファンクションのどこにでも指定できる
ため、エントリー時にファンクションをコレクター・スタックに追加して、終了時に削除す
ることができます。

MESSAGE_COLLECTOR組み込み関数は、実行ファンクションではなく、定義ファンクショ
ンです。したがって、以下のようなコードを作成することはできません。

					if	(	.......	)	
					use	MESSAGE_COLLECTOR	
					endif

				このコードは、IF条件に関係なくメッセージ・コレクターになりま
す。

									通常、USE	MESSAGE_COLLECTORコマンドは、ファンクションの初めのFUNCTIONコ
マンドの直後に指定します。

									この組み込み関数は、非常に複雑で奥が深い一連のファンクション呼び出しやトリガー
の、最上部に置かれているインタラクティブ・ファンクションやバッチ・ファンクションで



使用することを目的として作られています。通常、メインストリームのアプリケーションで
は必要ありません。

									この組み込み関数は、このような特別なタイプのアプリケーションの速度を上げる目的
で作られています。処理ロジックやアーキテクチャを少しでも変えるものではありません。

警告：
									いかなる場合においても、	MESSAGE_COLLECTOR組み込み関数の使用が、アプリ
ケーションの動作に影響を与えるようなアプリケーションを設計してはいけません。つま
り、この組み込み関数を使用してもしなくても、アプリケーションは機能的に同一のもので
なければなりません。MESSAGE_COLLECTOR	はメッセージ・ルーティングの速度を上げる
ためだけに使用されなければなりません。正しい動作がこの組み込み関数に依存してしまう
ような、他の形式のロジックやアーキテクチャの実装に使用してはいけません。

設計者がどのようにしてもMESSAGE_COLLECTORを使用して処理を変更することはできな
いと考えられていましたが、この重要な点に留意するべきです。Visual	LANSAで使用される
メッセージ・ルーティング・ロジックは、I5/OSのメッセージ・ルーティング・アーキテク
チャよりも効率的であり、高速化のためにこの特別オプションは必要ありません。

									メッセージ・コレクターを10個まで蓄積することができます。



9.161	NUMERIC_STRING
	注：組み込み関数の規則
数字を文字列に変換します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 変換される数字 1 29 0 9

2 A 任意 数字の小数部から、後続
のゼロを削除する
Y	=	切り捨て
デフォルト	=	切り捨て

1 1 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 文字列としての数
字

1 31 	 	

例



OPENコマンドのQRYSLTで使用するため、数字を文字列に変換しま
す。
DEFINE					FIELD(#SALARY)		TYPE(*DEC)	LENGTH(20)	DECIMALS(0)
DEFINE					FIELD(#SALCHR)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#QRYSLT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)
**********
REQUEST				FIELDS(#SALARY)
USE								BUILTIN(NUMERIC_STRING)	WITH_ARGS(#SALARY)	
											TO_GET(#SALCHR)
CHANGE					FIELD(#QRYSLT)	TO('''SALARY	*GT''')
USE								BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#QRYSLT	#SALCHR)	
											TO_GET(#QRYSLT)
OPEN							FILE(PAYROLL)	USE_OPTION(*OPNQRYF)	QRYSLT(#QRYSLT)

						<	some	processing	>
	



9.162	OBJECT_PROPAGATE
	注：組み込み関数の規則
指定のリポジトリ・グループにオブジェクトを伝播します。

各製品の対応
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

LANSA/AD 使用可 RDMLX	ファンクションでは使用不可
RDMLX区画内のRDMLおよびRDMLX
オブジェクトに対して動作可能	
RDML区画内のRDMLオブジェクトに
対して動作可能

Visual	LANSA	for
Windows

未対
応	

	

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最大小
数桁数

1 A 必
須

オブジェクト名

タイプ：オブジェクト
名	
フィールド：フィール
ド名
ファイル：ファイル名
ファンクション：プロ
セス名
プロセス：プロセス名
システム変数：システ
ム変数名の最初の10文

1 10 0 0



字	
言語変数：言語変数名
の最初の10文字

2 A 必
須

オブジェクト拡張子

タイプ：オブジェクト
拡張子
フィールド：ブランク
ファイル：ファイル・
ライブラリ名
ファンクション：ファ
ンクション名
プロセス：ブランクま
たは区画モジュール・
ライブラリ
システム変数：システ
ム変数名の最後の10文
字	
言語変数：言語変数名
の最後の10文字

1 10 0 0

3 A 必
須

オブジェクト・タイプ

有効なオブジェクト・
タイプは以下のとおり
です。
DF	=	フィールド
FD	=	ファイル
PF	=	ファンクション
PD	=	プロセス
SV	=	システム変数
MT	=	複数言語文字変
数

	 	 	 	

4 A 必
須

ワーク・グループ

*ALL	または有効な
ワーク・グループ

	 	 	 	

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最大



号 プ 須/
任
意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

小数
桁数

1 A 必
須

戻りコード

有効な戻りコード：
OK	=	成功した
ER	=	成功しなかった

1 2 0 0

技術ノート
区画IDは、この組み込み関数が実行される現在の区画です。

例
以下のRDMLコードは、組み込み関数を別の環境で使用する方法を示し
ます。
LANSAコマンドに以下のパラメータを指定して、以下のファンクショ
ンを直接呼び出すことができます。
LANSA	REQUEST(RUN)	PROCESS(Process_name)	FUNCTION(Function_name)

FUNCTION			*DIRECT																																																	
	DEFINE					FIELD(#OBJNM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Object	Name'	
												)																																																							
	DEFINE					FIELD(#OBJEX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Object	Ex')		
	DEFINE					FIELD(#OBJTY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	DESC('Object	Type')	
	DEFINE					FIELD(#WRKGP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('WorkGroup	')	
	DEFINE					FIELD(#TSKID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Task	ID')				
	DEFINE					FIELD(#RTNCD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	DESC('Return	Code')	
	GROUP_BY			NAME(#PARM_GRP)	FIELDS((#OBJNM)	(#OBJEX)	(#OBJTY)	(#WRK	GP)	(#RTNCD))
	**********																																																									
	BEGIN_LOOP																																																									
	REQUEST				FIELDS((#PARM_GRP))																																					
USE								BUILTIN(OBJECT_PROPAGATE)	WITH_ARGS(#OBJNM	#OBJEX	#OBJT	Y	#WRKGP)	TO_GET(#RTNCD)
	END_LOOP																																																											
*	
FUNCTION			*DIRECT																																																	
DEFINE					FIELD(#OBJNM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Object	Name')



DEFINE					FIELD(#OBJEX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Object	Ex')		
DEFINE					FIELD(#OBJTY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	DESC('Object	Type')	
DEFINE					FIELD(#WRKGP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('WorkGroup	(*	ALL)')
DEFINE					FIELD(#TSKID)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DESC('Task	ID')				
DEFINE					FIELD(#RTNCD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	DESC('Return	Code')	
DEFINE					FIELD(#MSGDTA1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)																		
DEFINE					FIELD(#MSGDTA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(132)																		
CHANGE					FIELD(#MSGDTA1)	TO('RETURN	CODE-->	')																			
GROUP_BY			NAME(#PARM_GRP)	FIELDS((#OBJNM)	(#OBJEX)	(#OBJTY)	(#WRK	GP)	)
IF									COND('*JOBMODE	=	I')																																				
BEGIN_LOOP																																																									
REQUEST				FIELDS((#PARM_GRP))																																					
SUBMIT					PROCESS(TESTBIF)	FUNCTION(BIF02)	EXCHANGE(#PARM_GRP)				
CHANGE					FIELD(#PARM_GRP)	TO(*NULL)																														
END_LOOP																																																											
ELSE																																																															
USE								BUILTIN(OBJECT_PROPAGATE)	WITH_ARGS(#OBJNM	#OBJEX	#OBJTY	#WRKGP)	TO_GET(#RTNCD)
**********																																																									
USE								BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS(#MSGDTA1	#RTNCD	#OBJNM)	TO_GET(#MSGDTA)
					MESSAGE				MSGID(CPF9898)	MSGF(QCPFMSG)	MSGDTA(#MSGDTA)
ENDIF																																																														
	



9.163	PHYSICAL_KEY
	注：組み込み関数の規則
編集中のファイル定義に関連する物理ファイルのキー・フィールド名を
指定/再指定します。
PHYSICAL_KEYを使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを使
用して編集セッションを開始する必要があります。
警告：この組み込み関数は「OTHER」タイプのファイルには使用でき
ません。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 キー・フィールドの名
前。FILE_FIELD組み込み
関数により、ファイルの
フィールドとしてあらか
じめ指定されている必要
があります。

1 10 	 	

2 N 任意 任意の順位番号。キー・
フィールドの順位番号と
して使用されます。指定

1 5 0 0



されない場合は、キーの
順序は、表示されている
順序と同じになります。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	キーが定義された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードが"ER"の場合
は、自動的にエラー・
メッセージが発行され、
編集セッションはコミッ
トメントされずに終了し
ます。

2 2 	 	



9.164	PUT_CHAR_AREA
	注：組み込み関数の規則
文字データ・エリアに文字列を挿入します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 挿入する値 1 2000 	 	

2 A 必須 データ・エリア名 1 10 	 	

3 A 任意 ライブラリ名

デフォルト：'*LIBL'	
データ・エリアが*LDA
または*GDAの場合、こ
の引数は'*LIBL'です。

1 10 	 	

4 A 任意 データ・エリアのロック
解除

'Y'	-	データ・エリアの
ロックを解除する
'N'	-	データ・エリアの
ロックを解除しない

1 1 	 	



デフォルト：'N'

5 N 任意 挿入開始位置
デフォルト：1桁目

1 5 0 0

6 N 任意 取得長さ	
デフォルト：完全長

1 4 0 0

注：開始位置、長さを指定する場合は、必ず「両方」の値を引数に指定
する必要があります。

戻り値
戻り値はありません。

例
顧客名の#CUSNAMをQTEMPライブラリの中にあるLASTCUSTデータ・
エリアに保管します。
USE							BUILTIN(PUT_CHAR_AREA)	WITH_ARGS(#CUSNAM	LASTCUST	QTEMP)
	
顧客名の#CUSNAMをQTEMPライブラリの中にあるINFOCUSTと呼ばれ
るデータ・エリアの101バイト目から140バイト目に保管します。
USE								BUILTIN(PUT_CHAR_AREA)	WITH_ARGS(#CUSNAM	INFOCUST	QTEMP	N	101	40)
	
ユーザー名をレポートの見出しに使用するため、*LDAデータ・エリア
に保管します。
USE							BUILTIN(PUT_CHAR_AREA)	WITH_ARGS('''JOHN	SMITH'''	'''*LDA'	'')
	

*GDAの先頭10桁は現在のジョブで更新されます。グループ・ジョブが
アクティブになると、グループ・ジョブは*GDAにフラグを設定しま
す。
つまり、*GDAを取得すれば、どのグループ・ジョブがアクティブ化さ
れたのかがわかります。
CASE							OF_FIELD(#GROUP)
WHEN							VALUE_IS('*EQ	JOB0001')
USE								BUILTIN(PUT_CHAR_AREA)	WITH_ARGS('Y'	'''*GDA'''	'''*LIBL'''	'N'	1	1)
WHEN							VALUE_IS('*EQ	JOB0002')
USE								BUILTIN(PUT_CHAR_AREA)	WITH_ARGS('Y'	'''*GDA'''	'''*LIBL'''	'N'	2	1)
ENDCASE
	



9.165	PUT_COND_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「簡易条件ロジック」の妥当性
検査を作成/修正します。
フィールドにファイル・レベルの妥当性検査を追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド妥当性
検査」を参照してください。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画では
使用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Windows	プラットフォー
ムで実行される妥当性検
査は、LANSA/ADで実行
される妥当性検査ほど厳
格ではありません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁
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数 数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル	F	=	ファイル・
レベル

1 1 	 	

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	削除(DLT)時に検
査を実行する

1 1 	 	



N	=	削除(DLT)時に検
査を実行しない

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細。メッセージ・
ファイルから送信され
るエラー・メッセージ
の詳細です。メッセー
ジ・ファイルの詳細は
次のようなフォーマッ
トにする必要がありま
す。
開始	-	終了	説明
1	-	7	エラー・メッセージ番号
8	-	17	メッセージ・ファイル名
18	-	27	メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ
メッセージ・テキストを使用
する場合は、この引数をブラ
ンクで渡します。

27 27 	 	

11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	



12 L 必須 簡易ロジック検査で評
価される条件を含める
作業リスト。呼び出し
元のRDMLファンク
ションは、項目の長さ
の合計が正確に79バイ
トで、かつ5個の条件
行エントリーを持つ作
業リストを提供しなけ
ればなりません。送信
する各リスト項目は、
次のような形式にする
必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	79	条件行

1 20 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	妥当性検査が定
義された	ER	=	致命的
エラーが発生した
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに
終了します。

2 2 	 	



例
ユーザーは、ﾌｨｰﾙﾄﾞ制御ﾒﾆｭｰに提供されたLANSAオプションで「簡易
条件ロジック」妥当性検査を追加できますが、これを使わずに特定の
フィールドの「簡易条件ロジック」妥当性検査を追加する場合は、次の
ように行います。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE					FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE					FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Sequence	#')
DEFINE					FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE					FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE					FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE					FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE					FIELD(#TRUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE					FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False')
DEFINE					FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE					FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE					FIELD(#CONLIN)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(79)	LABEL('Condition	line')
DEF_LIST			NAME(#CONWRK)	FIELDS((#CONLIN))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5)
DEF_LIST			NAME(#CONBRW)	FIELDS((#CONLIN))	ENTRYS(5)
GROUP_BY			NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT))
*********		Initialize	Browse	list
CLR_LIST			NAMED(#CONBRW)
INZ_LIST			NAMED(#CONBRW)	NUM_ENTRYS(5)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Clear	Working	lists
BEGIN_LOOP												
CLR_LIST			NAMED(#CONWRK)
*********		Request	Validation	check	details
REQUEST				FIELDS((#VALCHK))	BROWSELIST(#CONBRW)
*********		Load	key	field	working	list
SELECTLIST	NAMED(#CONBRW)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#CONWRK)
ENDSELECT											
*********		Execute	Built-In	Function	-	PUT_COND_CHECK
USE								BUILTIN(PUT_COND_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#CONWRK)	TO_GET(#RETCOD)
*********		Put	"simple	conditional	logic"	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')



MESSAGE				MSGTXT('Put	"simple	conditional	logic"	validation	check(s)	was	successful')
*********		Put	"simple	conditional	logic"	failed
ELSE												
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"simple	conditional	logic"	validation	check(s)	failed')
ENDIF												
ENDIF												
END_LOOP												
	



9.166	PUT_DATE_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「日付範囲/日付形式」の妥当性
検査を作成/修正します。フィールドにファイル・レベルの妥当性検査
を追加する場合、関連するファイルは事前に組み込み関数
START_FILE_EDITで編集セッションに投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド妥当性
検査」を参照してください。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル

1 1 	 	
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F	=	ファイル・レベル

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	検査を有効にする
N	=	検査を有効にしな
い

1 1 	 	

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

NEXT	=	次の検査を実

4 6 	 	



行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する

ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細

メッセージ・ファイル
から送信されるエ
ラー・メッセージの詳
細です。メッセージ・
ファイルの詳細は次の
ようなフォーマットに
する必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	7	エラー・メッセージ番号
8	-	17	メッセージ・ファイル名
18	-	27	メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ	
メッセージ・テキストを使用
する場合は、この引数をブラ
ンクで渡します。

27 27 	 	

11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	

12 A 必須 日付の検査に用いる形
式

1 8 	 	

13 N 任意 指定の日付から過去に
向かって許容される日

1 7 0 0



数。指定がない場合、
値は9999999が仮定さ
れます。

14 N 任意 指定の日付から未来に
向かって許容される日
数。指定がない場合、
値は9999999が仮定さ
れます。

1 7 0 0

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	妥当性検査が定
義された
ER	=	致命的なエラー
が検出された
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに
終了します。

2 2 	 	

例
ユーザーは、ﾌｨｰﾙﾄﾞ制御ﾒﾆｭｰに提供されたLANSAオプションで「日付
範囲/日付形式」妥当性検査を追加できますが、これを使わずに特定の
フィールドの「日付範囲/日付形式」妥当性検査を追加する場合は次の
ように行います。



*********	Define	arguments	and	lists
DEFINE				FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE				FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE				FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Sequence	#')
DEFINE				FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE				FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE				FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE				FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE				FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE				FIELD(#TRUE	)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE				FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False')
DEFINE				FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE				FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE				FIELD(#DATFMT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(8)	LABEL('Date	format')
DEFINE				FIELD(#DAYPST)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Days	Past')
DEFINE				FIELD(#DAYFUT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Days	Future')
GROUP_BY		NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT)	(#DATFMT)	(#DAYPST)	(#DAYFUT))
*********	Request	Validation	check	details
BEGIN_LOOP																
REQUEST			FIELDS((#VALCHK))
*********	Execute	Built-In	Function	-	PUT_DATE_CHECK
USE							BUILTIN(PUT_DATE_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#DATFMT	#DAYPST	#DAYFUT)	TO_GET(#RETCOD)	
*********	Put	"date	range/format"	validation	check	was	successful
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE			MSGTXT('Put	"date	range/format"	validation	check(s)	was	successful')
*********	Put	"date	range/format"	failed
ELSE															
IF								COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE			MSGTXT('Put	"date	range/format"	validation	check(s)	failed')
ENDIF																
ENDIF																
END_LOOP																
	



9.167	PUT_FIELD
	注：組み込み関数の規則

LANSAリポジトリに新しいフィールドを挿入したり、既存フィールド
の詳細を更新したりします。
この組み込み関数は、オプションとして、新規または修正フィールドを
さらに詳細に指定できるように、プロンプト画面をユーザーに表示する
ことができます。
引数値は、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド定義の明細表
示」に掲載されている情報とまったく同じです。
ディクショナリに新規フィールドを追加する時に、この組み込み関数に
渡されなかった引数(つまりNULL値で渡された引数)には、省略値が適
用されます。省略値については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「新
しいフィールド定義を作成する」を参照してください。
リポジトリの既存フィールドを更新する時に、この組み込み関数に渡さ
れなかった引数(つまりNULL値で渡された引数)は、この更新操作で変
更されません。
小数点以下桁数のパラメータにゼロが入力された場合、それはNULL値
として扱われます。フィールドの小数点以下桁数をゼロに変更する要求
であることを示すには、小数点以下桁数のパラメータに-1を指定しま
す。
妥当性検査をコピーするオプションが使用された場合、指定された順序
番号以降の検査はすべて削除され、「元フィールド」から妥当性検査が
コピーされます。妥当性検査の参照先が「元フィールド」になっている
場合は、挿入/更新されたフィールド名に置き換えられてコピーされま
す。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画
では使用しないでく
ださい。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

「RDMLXオブジェ
クトの操作」を参照
してください。

プロンプト・オプ
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ションはこの環境で
はサポートされませ
ん。
この組み込み関数が
Windows環境で実行
する妥当性検査は、
LANSAがI5/OS環境
で実行する妥当性検
査ほど厳格ではあり
ません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 プロンプト制御の詳細

1	バイト目	-	プロンプト要
求
Y	=	ユーザーにプロンプ
トを表示する
N	=	ユーザーにプロンプ
トを表示しない

2	バイト目	-
EXIT/SYSTEMキー
Y	=	EXIT/SYSTEMキーを
有効にする
N	=	EXIT/SYSTEMキーを
有効にしない

3	バイト目	-	MENUキー
Y	=	MENUキーを有効に

1 3 	 	



する
N	=	MENUキーを有効に
しない

2 A 必須 挿入または更新される
フィールドの名前

1 10 	 	

3 A 任意 フィールド・タイプ

A	=	英数字
S	=	符号付き10進数値
P	=	パック10進数値

1 1 	 	

4 N 任意 フィールド長、つまり
フィールドの総桁数

注：	Aタイプの場合、1-
256の範囲内で指定しま
す。
P	またはSタイプの場合、
1-30の範囲内で指定しま
す。

3 15 0 0

5 N 任意 小数点以下桁数。Aタイ
プのフィールドには適用
されません。

既存フィールドを更新す
る場合、小数点以下桁数
を0にするには-1を指定し
ます。

1 15 0 0

6 A 任意 参照フィールド名

既存フィールドを更新す
る場合、既存の参照
フィールド名を削除する
には'*NONE'を使用しま
す。

1 10 	 	

7 A 任意 フィールド記述 1 40 	 	

8 A 任意 フィールド・ラベル 1 15 	 	



9 A 任意 フィールド欄見出し
ヘッダー用リスト。
3×A(20)
開始	-	終了	説明
1	-	20	欄見出し1
21	-	40	欄見出し2	
41	-	60	欄見出し3

1 60 	 	

10 A 任意 出力属性リスト

属性用リスト。10×A(4)
1 40 	 	

11 A 任意 入力属性リスト

属性用リスト。10×A(4)
1 40 	 	

12 A 任意 編集コードまたは編集
語。1桁目が引用符(')の場
合は編集語で、それ以外
の場合は編集コードで
す。

A	タイプのフィールドに
は適用されません。

1 20 	 	

13 A 任意 フィールドのデフォルト 1 20 	 	

14 A 任意 任意のフィールド別名 1 30 	 	

15 A 任意 システム・フィールド・
フラグ

YES	=	システム・フィー
ルド
NO	=	システム・フィール
ドではない

3 3 	 	

16 A 任意 権限。更新操作では無視
されます。

1 7 	 	

17 A 任意 キーボード・シフト 1 1 	 	

18 A 任意 プロンプト・プロセス/
ファンクション。先頭10

1 17 	 	



バイトはPROCESS名、以
降の7バイトはFUNCTION
名です。

19 A 任意 リポジトリ・フィールド
から妥当性検査をコピー
(再コピー)する

1 10 	 	

20 N 任意 コピーの開始順序 1 3 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドが挿入/
更新された
EX	=	EXIT/SYSTEMファ
ンクション・キーにより
プロンプトが終了した
MU	=	MENU/CANCEL
ファンクション・キーに
よりプロンプトが終了し
た

ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した。"ER"の場合
は、戻りコード・エ
ラー・メッセージが自動
的に発行されます。

2 2 	 	



9.168	PUT_FIELD_ML
注：	組み込み関数の規則のすべての多言語組み込み関数
言語属性のフィールドのリストを複数の言語で追加/更新します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 フィールド名 1 10 	 	

2 L 必須 言語コードとフィールド
の言語属性を含める作業
リスト。ファンクション
は、項目の長さの合計が
正確に119バイトの作業
リストを提供しなければ
なりません。

送信する各リスト項目
は、次のような形式にす
る必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	40	言語コード
5	-	44	フィールド記述

119 119 	 	



45	-	59	フィールド・ラベル
60	-	79	フィールドの欄見出し1
80	-	99	フィールドの欄見出し2
100	-	119	フィールドの欄見出し3

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	言語属性が正常に
データベースに追加/更新
された
ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	



9.169	PUT_FILE_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「コード/テーブル・ファイル検
索」の妥当性検査を作成/修正します。
フィールドにファイル・レベルの妥当性検査を追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド妥当性
検査」	を参照してください。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
UNIX/Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
1 1 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20001.htm


レベル
F	=	ファイル・レベル

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	検査を有効にする
N	=	検査を有効にしな
い

1 1 	 	

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

4 6 	 	



NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する

ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細

メッセージ・ファイル
から送信されるエ
ラー・メッセージの詳
細です。
メッセージ・ファイル
の詳細は次のような
フォーマットにする必
要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	7	エラー・メッセージ番号
8	-	17	メッセージ・ファイル名
18	-	27	メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ

メッセージ・テキストを使用
する場合は、この引数をブラ
ンクで渡します。

27 27 	 	

11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	

12 A 必須 検査されるファイルの
名前

1 10 	 	



13 L 必須 ファイル内を検査する
時に使用するキー・
フィールド/値を含め
るリスト
呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に20バイトで、かつ
キー・フィールド/値
が最大で10エントリー
指定できる作業リスト
を提供しなければなり
ません。

送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
開始	-	終了	説明

1	-	20	キー・フィール
ド/値

1 20 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	妥当性検査が定
義された
ER	=	致命的なエラー
が検出された
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編

2 2 	 	



集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに
終了します。

例
ユーザーは、ﾌｨｰﾙﾄﾞ制御ﾒﾆｭｰに提供されたLANSAオプションで「コー
ド/テーブル・ファイル検索」妥当性検査を追加できますが、これを使
わずに特定のフィールドの「コード/テーブル・ファイル検索」妥当性
検査を追加する場合は次のように行います。
*********	Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#FILNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LIBNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE					FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE					FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Sequence	#')
DEFINE					FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE					FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE					FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE					FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE					FIELD(#TRUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE					FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False')
DEFINE					FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE					FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE					FIELD(#CODFIL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('File	name')
DEFINE					FIELD(#KEYFLD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Key	field')
DEF_LIST			NAME(#KEYWRK)	FIELDS((#KEYFLD))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)
DEF_LIST			NAME(#KEYBRW)	FIELDS((#KEYFLD))	ENTRYS(10)
GROUP_BY			NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT)	(#CODFIL))
*********		Initialize	Browse	list
CLR_LIST			NAMED(#KEYBRW)
INZ_LIST			NAMED(#KEYBRW)	NUM_ENTRYS(10)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Start	file	edit
REQUEST				FIELDS(#FILNAM	#LIBNAM)
**********						
USE								BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM	'DEM')	TO_GET(#RETCOD)



*********		Clear	Working	lists
BEGIN_LOOP						
CLR_LIST			NAMED(#KEYWRK)
*********		Request	Validation	check	details
REQUEST				FIELDS((#VALCHK))	BROWSELIST(#KEYBRW)
*********		Load	key	field	working	list
SELECTLIST	NAMED(#KEYBRW)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#KEYWRK)
ENDSELECT						
*********		Execute	Built-In	Function	-	PUT_FILE_CHECK
USE								BUILTIN(PUT_FILE_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#CODFIL	#KEYWRK)	TO_GET(#RETCOD)
*********		Put	"code/table	file	lookup"	validation	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"code/table	file	lookup"	validation	check(s)	was	successful')
*********		Put	"code/table	file	lookup"	failed
ELSE						
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"code/table	file	lookup"	validation	check(s)	failed')
ENDIF						
ENDIF						
END_LOOP						
USE								BUILTIN(END_FILE_EDIT)	('Y')
	



9.170	PUT_FILE_ML
	注：組み込み関数の規則。注：すべての多言語組み込み関数
ファイルの言語属性のリストをさまざまな言語で追加/更新します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。
LANSA開発環境のみ

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 物理ファイルまたは論理
ビューの名前

1 10 	 	

2 L 必須 言語コードとファイルの
言語属性を含める作業リ
スト。ファンクション
は、項目の長さの合計が
正確に44バイトの作業リ
ストを提供しなければな
りません。送信する各リ
スト項目は、次のような
形式にする必要がありま
す。

44 44 	 	



開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	44	物理ファイルまたは論理
ビューの記述

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	言語属性が正常に
データベースに追加/更新
された
ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	



9.171	PUT_FUNCTION_ATTR
	注：組み込み関数の規則

START_FUNCTION_EDIT組み込み関数で開始された編集セッション
で、編集中のファンクション定義の属性を設定します。
この組み込み関数により設定または戻される属性セットは、フル
LANSA開発環境で提供されている同等のオンライン機能と同じ編集・
検査ルールが適用されます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 変更する属性の名前

有効な属性名は以下の
とおりです。
DESC-	ファンクション

1 10 	 	



記述
ONMENU	-	メニュー
に表示

MENUSQ	-	メニュー順
序番号
EDTSRC	-	エディター
識別子

2 A 必須 変更する属性の値。許
容される値は以下のと
おりです。

DESC	属性の場合：
有効な新しいファンク
ション記述は最大40文
字まで
ONMENU	属性の場
合：
Y	-	メニューに表示す
る
N	-	メニューに表示し
ない
MENUSQ	属性の場
合：
有効な数字は、00001
から99999までの5桁の
数字

EDTSRC	属性の場合：
3文字の編集「ソー
ス」識別子
ブランクまたはLANは
不可です。

1 256 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.172	PUT_FUNCTION_ML
注：	組み込み関数の規則のすべての多言語組み込み関数
ファンクションの言語属性のリストをさまざまな言語で追加/更新しま
す。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数
START_FUNCTION_EDITを使用して編集セッションを開始する必要が
あります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 言語コードとファンク
ションの言語属性を含
める作業リスト

ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に44バイトの作業リス
トを提供しなければな
りません。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に

44 44 	 	



する必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	44	ファンクションの記述

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	言語属性が正常
にデータベースに追
加/更新された
ER	=	引数の詳細が無
効であるか、権限上の
問題が発生した
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。

2 2 	 	



9.173	PUT_FUNCTION_RDML
	注：組み込み関数の規則
ファンクションに関連するRDMLコードを作業リストから保管します。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数を使用し
て編集セッションに投入されたファンクションに対してのみ使用できま
す。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 作業リスト名

編集セッションのRDMLを含
む編集スタンプがNの場合、
作業リストは、エントリーの
長さの合計を72バイトにし
て、各エントリーを以下のよ

	 	 	 	



うに構成する必要がありま
す。

開始	-	終了			説明
1	-	4			コマンド順序番号。
Signed(4,0)
5	-	7			コマンド・ラベル。A(3)
8	-	17			コマンド。A(10)
19	-	72			コマンド・パラメー
タ。A(55)

編集セッションの
RDMLを含む編集スタ
ンプがYの場合、エン
トリーの長さの合計を
99バイトにして、上記
RDMLを含む編集スタ
ンプがNの場合の位置
に加えて、以下の各エ
ントリーを構成しま
す。
開始	-	終了			説明
73	-	73			コマンド変更済みフラ
グ。この編集セッションで
RDMLコマンドが追加または
変更された場合はYを設定し
て、それ以外はNを設定しま
す。A(1)
74	-	81				コマンドが変更され
た日付。S(8,	0)。形式は
CCYYMMDD。変更または設
定してはいけません。

82	-	91			コマンド変更ユー
ザー。変更または設定しては
いけません。A(10)。
92	-	99			コマンドを変更したタ
スク。変更または設定しては
いけません。A(8)。

2 A 必須 指定された編集ソー
ス。ブランクまたは
LANにしてはいけませ
ん。編集されたRDML
に最終エディター識別

3 3 	 	



子を使ってタグを付け
るために使用します。
*S	=符号付き

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

説明 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	

技術ノート
ファンクションがこの編集セッションで作成され、かつ編集セッション
のRDMLを含む編集スタンプがYの場合、コマンド変更フラグの値は無
視されます。
パラメータが55バイトを超えるコマンドの場合、そのコマンドは以下の
例のように複数エントリーでフォーマットする必要があります。
	Seq		Lab	Command		Parameters	0001					**********			This	is	a	comment	line
	0002					SET_MODE	TO(*CHANGE)
	0003	L32	GROUP_BY	NAME(#GROUP)	FIELDS(#FIELD001	#FIELD002	
	0003														#FIELD003	#FIELD004	#FIELD005	#FIELD006)
	0004					DISPLAY		FIELDS(#GROUP)
	0005					MENU	
	0006					**********		This	is	a	comment	line
	



9.174	PUT_HELP
	注：組み込み関数の規則
指定のフィールド、ファンクション、またはプロセスに関するヘルプ・
テキストのリストを追加/更新します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクト名。フィー
ルド、ファンクション、
またはプロセスの名前で
す。

1 10 	 	

2 A 必須 オブジェクトの拡張名。
オブジェクト・タイプが
ファンクションの場合、
この値にはファンクショ
ンが定義されているプロ
セス名を含める必要があ
ります。オブジェクト・
タイプがファンクション
でない場合、この値はブ

1 10 	 	



ランクにします。

3 A 必須 オブジェクト・タイプ

値：
DF	-	フィールド
PD	-	プロセス
PF	-	ファンクション

2 2 	 	

4 L 必須 ヘルプ・テキストを含め
る作業リスト呼び出し元
のRDMLファンクション
は、項目の長さの合計が
正確に77バイトの作業リ
ストを提供しなければな
りません。

送信する各リスト項目
は、次のような形式にす
る必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	77	ヘルプ	テキスト

1 77 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	ヘルプ・テキストが
正常にデータベースに追
加/更新された
ER	=	引数の詳細が無効で
あるか、権限上の問題が
発生した
"ER"	の場合は、戻りコー

2 2 	 	



ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

例
ユーザーは、プロセス制御メニューおよびフィールド制御メニューに提
供されたLANSAオプションで、フィールド、ファンクション、プロセ
スのヘルプ・テキストを作成/変更できますが、これを使わずに特定の
オブジェクトのヘルプ・テキストを取得および更新する場合は次のよう
に行います。
*********			Define	arguments	and	lists
DEFINE						FIELD(#OBJNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE						FIELD(#OBJEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE						FIELD(#OBJTYP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEFINE						FIELD(#HLPTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(77)
DEFINE						FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
DEF_LIST				NAME(#WKHLPL)	FIELDS((#HLPTXT))	TYPE(*WORKING)
DEF_LIST				NAME(#BWHLPL)	FIELDS((#HLPTXT))
GROUP_BY				NAME(#RQSOBJ)	FIELDS((#OBJNAM)	(#OBJEXT)	(#OBJTYP))
GROUP_BY				NAME(#DSPHLP)	FIELDS((#OBJNAM)	(#OBJEXT)	(#OBJTYP))
*********			Clear	working	and	browse	lists
BEGIN_LOOP						
CLR_LIST				NAMED(#WKHLPL)
CLR_LIST				NAMED(#BWHLPL)
*********			Request	Object	Name,	Extension	and	Type
REQUEST					FIELDS(#RQSOBJ)
*********			Execute	Built-In	Function	-	GET_HELP
USE									BUILTIN(GET_HELP)	WITH_ARGS(#OBJNAM	#OBJEXT	#OBJTYP)	TO_GET(#WKHLPL	#RETCOD)
*********			Help	text	was	retrieved	successfully
IF										COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
*********			Move	Help	text	from	the	working	list	to	the	browselist
SELECTLIST		NAMED(#WKHLPL)
ADD_ENTRY			TO_LIST(#BWHLPL)	WITH_MODE(*CHANGE)
ENDSELECT						
*********			Allow	Help	text	to	be	changed	for	the	object
REQUEST					FIELDS(#DSPHLP)	BROWSELIST(#BWHLPL)
*********			Change	the	help	text	for	this	object
EXECUTE					SUBROUTINE(PUTHELP)



*********			Working	list	overflowed,	more	help	text	to	retrieve
ELSE						
IF										COND('#RETCOD	*EQ	''OV''')
MESSAGE					MSGTXT('List	not	big	enough	to	fit	all	help	text')
*********			GET_HELP	failed	with	errors,	report	error
ELSE						
MESSAGE					MSGTXT('GET_HELP	failed	with	errors,	try	again')
ENDIF						
ENDIF						
END_LOOP						
*********				Subroutine	to	change	help	text	for	this	object
SUBROUTINE			NAME(PUTHELP)
CLR_LIST					NAMED(#WKHLPL)
*********				Move	Help	text	from	the	browselist	to	the	working	list
SELECTLIST			NAMED(#BWHLPL)
ADD_ENTRY				TO_LIST(#WKHLPL)
ENDSELECT						
*********				Execute	Built-In	Function	-	PUT_HELP
USE										BUILTIN(PUT_HELP)	WITH_ARGS(#OBJNAM	#OBJEXT	#OBJTYP	#WKHLPL)	TO_GET(#RETCOD)
*********				Help	text	was	changed	successfully
IF											COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE						MSGTXT('Help	text	for	this	object	has	been	changed')
*********				PUT_HELP	failed	with	errors,	report	error
ELSE						
MESSAGE						MSGTXT('PUT_HELP	failed	with	errors,	try	again')
ENDIF						
ENDROUTINE						
	



9.175	PUT_ML_VARIABLE
注：	組み込み関数の規則のすべての多言語組み込み関数
言語変数定義をリポジトリに追加/更新します。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画では使用
しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 言語変数名 5 20 	 	

2 N 必須 長さ/総桁数 1 3 0 0

3 L 必須 言語定義の情報を含める
作業リスト

呼び出し元のRDMLファ
ンクションは、項目の長
さの合計が正確に82バイ
トの作業リストを提供し
なければなりません。
開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	82	言語変数値

82 82 	 	



戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 戻りコード(OK、ER) 2 2 	 	



9.176	PUT_NUM_AREA
	注：組み込み関数の規則
数値を数値データ・エリアに挿入します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 挿入する値 1 15 0 0

2 A 必須 データ・エリア名 1 10 	 	

3 A 任意 ライブラリ名

デフォルト：'*LIBL'
1 10 	 	

4 A 任意 データ・エリアのロック
解除

'Y'	-	データ・エリアの
ロックを解除する
'N'	-	データ・エリアの
ロックを解除しない
デフォルト：'N'

1 1 	 	

戻り値



戻り値はありません。

例
ジョブのライブラリ・リストを通じて検索されるNEXTBATCHという名
前のデータ・エリアから、バッチ番号#BATCHを取得します。
バッチ番号の値を加算して、その加算した値をデータ・エリアに戻しま
す。
ロック・オプションとアンロック・オプションを使用して、複数のジョ
ブに同じバッチ番号が割り当てられないようにします。
USE						BUILTIN(GET_NUM_AREA)		
									WITH_ARGS(NEXTBATCH	'''*LIBL'''	'Y')	TO_GET(#BATCH)
CHANGE			FIELD(#BATCH)	TO('#BATCH	+	1')
USE						BUILTIN(PUT_NUM_AREA)		
									WITH_ARGS(#BATCH	NEXTBATCH	'''*LIBL'''	'Y')
	



9.177	PUT_PROCESS_ACTIONS
	注：組み込み関数の規則

START_PROCESS_EDIT組み込み関数で、現在編集中のプロセス定義の
定義に、アクション・バー・レイアウトの定義を追加します。
この組み込み関数に渡される情報は、フルLANSA開発環境で提供され
ている同等のオンライン機能と同じ編集、修正ルールに従います。
特記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる新し
いRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にアクセ
スするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 アクション・バー定義リスト1
この作業リストには、少なく
とも1エントリー以上含める必
要があり、最大で18エント
リーまで含めることができま
す。

	 	 	 	



アクションバー定義リスト2に
も、このリストの各エント
リーに対応するエントリーが
必要です。

リスト1とリスト2は概念的に
は1つのリストですが、
LANSAによる256バイトのリ
ストのエントリー長制限に対
処するため、これを実際には2
つのリストとして渡す必要が
あります。

作業リストの各エントリー
は、長さの合計を200バイトに
して、正確に次のとおりに
フォーマットする必要があり
ます。

開始	-	終了	説明
1	-	10	A(10)、アクション・
バー・キーワード

11	-	13	A(3)、AB$OPTコード
14	-	15	P(3,0)、プルダウン・オ
プション番号。次の配列構造
で定義します。

16	-	195	A(9*20)、配列(9)	×	プ
ルダウン・オプション記述(英
字20桁)
196	-	200	A(5)、将来のファン
クション拡張用の予備エリア

2 L 必須 アクション・バー定義リスト2
この作業リストには、少なく
とも1エントリー以上含める必
要があり、最大で18エント
リーまで含めることができま
す。

アクションバー定義リスト1に
も、このリストの各エント
リーに対応するエントリーが
必要です。リスト1とリスト2
は概念的には1つのリストです
が、	LANSAによる256バイト
のリストのエントリー長制限
に対処するため、これを実際
には2つのリストとして渡す必
要があります。

作業リストの各エントリー

	 	 	 	



は、長さの合計を200バイトに
して、正確に次のとおりに
フォーマットする必要があり
ます。

開始	-	終了	説明
1	-	18	A(9*2)、配列(9)	×	アク
セラレータ・ファンクショ
ン・キー番号(英字2桁)
19	-	45	A(9*3)、配列(9)	×
PD$OPT	ID値(英字3桁)
46	-	54	A(9*1)、配列(9)	×	初期
利用可能フラグ(英字1桁)
55	-	144	A(9*10)、配列(9)	×
ファンクション名(英字10
桁)。このプロセス内で呼び出
されるファンクションの名前
を示します。

145	-	171	A(9*3)、配列(9)	×	追
加プロセス順序番号(英字3
桁)。呼び出される「追加」プ
ロセスまたはファンクション
の順序番号を指定します。

172	-	200	A(29)、将来のファン
クション拡張用の予備エリア

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.178	PUT_PROCESS_ATTACH
	注：組み込み関数の規則

START_PROCESS_EDIT組み込み関数で現在編集中のプロセス定義の定
義に、「追加」プロセスまたは「追加」ファンクションを挿入します。
この組み込み関数に渡される情報は、フルLANSA開発環境で提供され
ている同等のオンライン機能と同じ編集、修正ルールに従います。
特記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる新し
いRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にアクセ
スするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 順序番号 1 3 0 0

2 A 必須 追加するプロセスの名
前

1 10 	 	

3 A 必須 追加するファンクショ 1 7 	 	



ンの名前

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.179	PUT_PROCESS_ATTR
	注：組み込み関数の規則

START_FUNCTION_EDIT組み込み関数で開始された編集セッション
で、編集中のプロセス定義の属性を設定します。
この組み込み関数により設定または戻される属性セットは、フル
LANSA開発環境で提供されている同等のオンライン機能と同じ編集・
検査ルールが適用されます。
特記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる新し
いRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にアクセ
スするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 変更する属性の名前

有効な属性名は以下の
とおりです。
DESC-	プロセス記述

1 10 	 	



TYPE-	プロセス・タイ
プ
OPTCOM	-	リモート・
コミュニケーションの
最適化

ENAWEB	-	Webを有効
にする
ENAXML	-	XML生成
を有効にする

2 A 必須 変更する属性の値

許容される値は以下の
とおりです。
DESC	属性の場合：
有効な新しいプロセス
記述は最大40文字まで
TYPE	属性の場合：
SAA/CUA
ACT/BAR
OPTCOMM	属性の場
合：
Y	-	リモート・コミュ
ニケーションが最適化
されている
N	-	リモート・コミュ
ニケーションが最適化
されていない
ENAWEB	属性の場
合：
Y	-	Webが有効である
N	-	Webが有効でない
ENAXML	属性の場
合：
Y	-	XML生成が有効で
ある
N	-	XML生成が有効で
ない

1 256 	 	



戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.180	PUT_PROCESS_ML
注：	組み込み関数の規則のすべての多言語組み込み関数
プロセスの言語属性のリストをさまざまな言語で追加/更新します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数
START_PROCESS_EDITを使用して編集セッションを開始する必要があ
ります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 言語コードとプロセス
の言語属性を含める作
業リスト

ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に44バイトの作業リス
トを提供しなければな
りません。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。

44 44 	 	



開始	-	終了	説明
1	-	4	言語コード
5	-	44	プロセスの記述

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	言語属性が正常
にデータベースに追
加/更新された
ER	=	引数の詳細が無
効であるか、権限上の
問題が発生した
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。

2 2 	 	



9.181	PUT_PROGRAM_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「ユーザー・プログラム呼び出
し」の妥当性検査を作成/修正します。
フィールドにファイル・レベルの妥当性検査を追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド妥当性
検査」	を参照してください。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
1 1 	 	
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レベル
F	=	ファイル・レベル

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	検査を有効にする
N	=	検査を有効にしな
い

1 1 	 	

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

4 6 	 	



NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する

ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細

メッセージ・ファイル
から送信されるエ
ラー・メッセージの詳
細です。
メッセージ・ファイル
の詳細は次のような
フォーマットにする必
要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	7	エラー・メッセージ番号
8	-	17	メッセージ・ファイル名
18	-	27	メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ

メッセージ・テキスト
を使用する場合は、こ
の引数をブランクで渡
します。

27 27 	 	

11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	



12 A 必須 この検査を実行するた
めに呼び出されるプロ
グラムの名前。ファン
クションを呼び出す場
合は、名前の前
に"LF="を付けます。
注：ファンクションで
検査を実行する場合
は、追加のパラメータ
を指定することはでき
ません。

1 10 	 	

13 L 必須 指定されたプログラム
に渡される追加のパラ
メータを含める作業リ
スト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に20バイトで、かつ10
個のパラメータ・エン
トリーを持つ作業リス
トを提供しなければな
りません。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	20	追加のパラメータ

1 20 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード
OK	=	妥当性検査が定
義された

ER	=	致命的なエラー
が検出された
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに
終了します。

2 2 	 	

例
ユーザーは、フィールド制御メニューに提供されたLANSAオプション
で「ユーザー・プログラム呼び出し」妥当性検査を追加できますが、こ
れを使わずに特定のフィールドの「ユーザー・プログラム呼び出し」妥
当性検査を追加する場合は次のように行います。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE					FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE					FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	
											LABEL('Sequence	#')
DEFINE					FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE					FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE					FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE					FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE					FIELD(#TRUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE					FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False'	)
DEFINE					FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE					FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE					FIELD(#USRPGM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('User	program')
DEFINE					FIELD(#PGMPRM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('program	parms')
DEF_LIST			NAME(#PRMWRK)	FIELDS((#PGMPRM))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(10)
DEF_LIST			NAME(#PRMBRW)	FIELDS((#PGMPRM))	ENTRYS(10)



GROUP_BY			NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT)	(#USRPGM))
*********		Initialize	Browse	list
CLR_LIST			NAMED(#PRMBRW)
INZ_LIST			NAMED(#PRMBRW)	NUM_ENTRYS(10)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Clear	Working	lists
BEGIN_LOOP				
CLR_LIST			NAMED(#PRMWRK)
*********		Request	Validation	check	details
REQUEST				FIELDS((#VALCHK))	BROWSELIST(#PRMBRW)
*********		Load	key	field	working	list
SELECTLIST	NAMED(#PRMBRW)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#PRMWRK)
ENDSELECT				
*********		Execute	Built-In	Function	-	PUT_PROGRAM_CHECK
USE								BUILTIN(PUT_PROGRAM_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#USRPGM	#PRMWRK)	TO_GET(#RETCOD)
*********		Put	"call	user	program"	validation	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"call	user	program"	validation	check(s)	was	successful')
*********		Put	"call	user	program"	failed
ELSE				
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"call	user	program"	validation	check(s)	failed')
ENDIF				
ENDIF				
END_LOOP				
	



9.182	PUT_RANGE_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「値範囲」の妥当性検査を作成
/修正します。
フィールドにファイル・レベルの妥当性検査を追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールド妥当性
検査」を参照してください。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画で
は使用しないでくださ
い。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSAで実行さ
れる妥当性検査は、
LANSA/ADで実行され
る妥当性検査ほど厳格
ではありません。

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数
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桁
数

桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル
F	=	ファイル・レベル

1 1 	 	

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	検査を有効にする

1 1 	 	



N	=	検査を有効にしな
い

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細

メッセージ・ファイル
から送信されるエ
ラー・メッセージの詳
細です。
メッセージ・ファイル
の詳細は次のような
フォーマットにする必
要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	7	エラー・メッセージ番号
8	-	17	メッセージ・ファイル名
18	-	27	メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ

メッセージ・テキストを使用
する場合は、この引数をブラ
ンクで渡します。

27 27 	 	



11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	

12 L 必須 値範囲の「開始値」を
含める作業リスト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に20バイトで、かつ値
範囲の「開始値」が最
大で20エントリー指定
できる作業リストを提
供しなければなりませ
ん。値範囲の各「開始
値」エントリーは、値
範囲の「終了値」エン
トリーと対応させる必
要があります。対応し
ていない場合は予期し
ない結果が発生する場
合があります。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
1-	20バイト：値範囲の
「開始値」

1 20 	 	

13 L 必須 値範囲の「終了値」を
含める作業リスト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に20バイトで、かつ値
範囲の「終了値」が最
大で20エントリーが指
定できる作業リストを
提供しなければなりま
せん。値範囲の各「終
了値」エントリーは、

1 20 	 	



値範囲の「開始値」エ
ントリーと対応させる
必要があります。対応
していない場合は予期
しない結果が発生する
場合があります。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
1-	20バイト：値範囲の
「終了値」

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	妥当性検査が定
義された
ER	=	致命的なエラー
が検出された
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに
終了します。

2 2 	 	

例
ユーザーは、フィールド制御メニューに提供されたLANSAオプション



で「値範囲」妥当性検査を追加できますが、これを使わずに特定の
フィールドの「値範囲」妥当性検査を追加する場合は次のように行いま
す。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE					FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE					FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Sequence	#')
DEFINE					FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE					FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE					FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE					FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE					FIELD(#TRUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE					FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False')
DEFINE					FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE					FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE					FIELD(#FRMRNG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('From	range')
DEFINE					FIELD(#TORNG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('To	range')
DEF_LIST			NAME(#FRMWRK)	FIELDS((#FRMRNG))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(20)
DEF_LIST			NAME(#TOWRK)	FIELDS((#TORNG))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(20)
DEF_LIST			NAME(#RNGBRW)	FIELDS((#FRMRNG)	(#TORNG))	ENTRYS(20)
GROUP_BY			NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT))
*********		Initialize	Browse	list
CLR_LIST			NAMED(#RNGBRW)
INZ_LIST			NAMED(#RNGBRW)	NUM_ENTRYS(20)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Clear	Working	lists
BEGIN_LOOP					
CLR_LIST			NAMED(#FRMWRK)
CLR_LIST			NAMED(#TOWRK)
*********		Request	Validation	check	details
REQUEST				FIELDS((#VALCHK))	BROWSELIST(#RNGBRW)
*********		Load	From	and	To	range	value	working	lists
SELECTLIST	NAMED(#RNGBRW)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#FRMWRK)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#TOWRK)
ENDSELECT					
*********		Execute	Built-In	Function	-	PUT_RANGE_CHECK
USE								BUILTIN(PUT_RANGE_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#FRMWRK	#TOWRK)	TO_GET(#RETCOD)



*********		Put	"range	of	values"	validation	check	was	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"range	of	values"	validation	check(s)	was	successful')
*********		Put	"range	of	values"	failed
ELSE					
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"range	of	values"	validation	check(s)	failed')
ENDIF					
ENDIF					
END_LOOP					
	



9.183	PUT_REGISTRY_VALUE
	注：組み込み関数の規則

処理
指定されたレジストリ・キーの値を追加/更新します。

引数の長さに50を超える値の指定が許されるのは、フィールドの場合だけです。リテラ
ル値は最大50桁までに制限されます。特に、この条件はこの組み込み関数の最初の4つ
の引数に当てはまります。引数にフィールドが使用される場合を除いて、これらの引数
の長さはすべて50桁に制限されます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

レジストリ・ルート

例えば、以下のようになりま
す。HKEY_CLASSES_ROOT、
HKEY_LOCAL_MACHINE

1 256 	 	

2 u 必
須

レジストリ・パス

例えば、以下のようになりま
す。
WinZip\shell\open\command

1 256 	 	



3 u 必
須

レジストリ・キー名 1 256 	 	

4 X 必
須

レジストリ・キー値：
詳細については、「レジスト
リ・キー値に関する注意事
項」を参照してください。

1 制
限
な
し

	 制
限
な
し

5 A 任
意

値のタイプ：
S	-	String
B	-	Binary
D	-	DWORD
X	-	環境変数を含むことのでき
る拡張文字列
詳細については、「サポート
されるキー・タイプとキー・
タイプのデフォルト」を参照
してください。

デフォルト	-	S

1 1 0 	

6 A 任
意

キーの作成：
Y	-	レジストリが存在しない場
合、レジストリを作成する
N	-	キーを作成しない
デフォルト	-	N

1 1 	 	

戻り値

番
号

タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻りコード

OK	=	キーが追加/更新さ
れた	
ER	-	キーを追加/更新でき
なかった

2 2 	 	



レジストリ・キー値に関する注意事項
フィールド値(Binary、Varbinary以外)の保存にSタイプが使用される場
合、フィールドは文字列の形式でリポジトリに保存されます。
Alpha、Char、またはStringフィールドの保管にBタイプが使用される場
合、フィールド値は16進数文字列と見なされ、実際の値に変換されま
す。Alpha、Char、またはStringフィールドの各桁は、1、2、3、4、5、
6、7、8、9、A、B、C、D、E、Fのいずれかでなければなりません。16
進数文字以外が見つかった場合、それは'0'(ゼロ)に置き換えられます。
Alpha、Char、またはStringフィールドの保管にDタイプが使用される場
合、フィールド値は16進数文字列表現の値と見なされ、実際の値に変換
されます。
「サポートされるキー・タイプとキー・タイプのデフォルト」の表で
は、デフォルトで定義されるキータイプと、各フィールドに対してサ
ポートされるキー・タイプが示されています。5番目の引数の指定がな
い場合は、デフォルトが適用されます。このデフォルトの使用が強く勧
められています。
サポートされないキー・タイプが使用された場合、致命的なエラーが発
生すると共にメッセージが出力されます。メッセージは、サポートされ
ないキー・タイプを使用しています。と出力されます。

サポートされるキー・タイプとキー・タイプのデフォルト

フィールド・タイプ キー・タイプのデ
フォルト

サポートされる
キー・タイプ

Alpha、	Char、および
String

S S、	B、D、X

CLOB、	BLOB、Time、
Date、DateTime、
Packed、Signed、Float
BooleanおよびInteger

S S、	X

8	バイト未満のInteger S S、	D、X

Binary
Varbinary

B B

		



9.184	PUT_SYSTEM_VARIABLE
	注：組み込み関数の規則
システム変数を作成/修正します。指定されたシステム変数名が存在し
ない場合、そのシステム変数は追加されます。システム変数が存在する
場合、その定義は新しい詳細で更新されます。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 システム変数名。システ
ム変数名は、'*'で始めな
ければなりません。

5 20 	 	

2 A 必須 説明 1 40 	 	

3 A 必須 STATIC	またはDYNAMIC 6 7 	 	

4 A 必須 データ・タイプ
(ALPHA、NUMBER)

5 6 	 	

5 N 必須 長さ/総桁数 3 3 0 0

6 N 必須 小数点位置 1 1 0 0



7 A 必須 評価プログラム 1 10 	 	

8 A 必須 評価プログラム・タイプ
(FUN、3GL)

3 3 	 	

9 A 必須 権限(ALL、NORMAL、ま
たはNONE)

3 6 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 戻りコード(OK、ER) 2 2 	 	

例
以下の例はシステム変数の作成/修正が可能な小さいプログラムです。
システム変数、および操作の正常終了時に通知される戻りコードに基づ
くメッセージを設定してください。
GROUP_BY				NAME(#SYSVAR)	FIELDS(#SYSNAM	#SYSDES	#SYSSOD	#SYSTYP	#SYSLEN	#SYSDEC	#SYSPGM	#PGMTYP	#ACCESS)
*********			Set	some	defaults
CHANGE						#SYSNAM	*NULL
CHANGE						#SYSDES	'NULL	VALUE'
CHANGE						#SYSSOD	'DYNAMIC'
CHANGE						#SYSTYP	'ALPHA	'
CHANGE						#SYSLEN	1
CHANGE						#SYSDEC	0
CHANGE						#SYSPGM	'SVPGM'
CHANGE						#PGMTYP	'FUN'
CHANGE						#ACCESS	'NORMAL'
*********			Request	System	variable	details
REQUEST					FIELDS(#SYSVAR)
*********						
USE									BUILTIN(PUT_SYSTEM_VARIABLE)	WITH_ARGS(#SYSNAM	#SYSDES	#SYSSOD	#SYSTYP	#SYSLEN	#SYSDEC	#SYSPGM	#PGMTYP	#ACCESS)	TO_GET(#RETCOD)
**********		Inform	user	of	success	/	failure
IF										'#RETCOD	*EQ	OK'
MESSAGE					MSGF(SYSMSGS)	MSGID(SYS0023)	MSGDTA(#SYSNAM)
ELSE						
MESSAGE					MSGF(SYSMSGS)	MSGID(SYS0024)	MSGDTA(#SYSNAM)



*	<	-------			Handle	any	errors		-------	>
ENDIF		
	



9.185	PUT_TRIGGER
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルのトリガーを作成/修正します。
フィールドにファイル・レベルのトリガーを追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールドの妥当
性検査／トリガー」	を参照してください。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル

1 1 	 	

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20007.htm


F	=	ファイル・レベル

2 A 必須 トリガーのルールを適
用するディクショナリ
内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 トリガーの順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 トリガーの記述 1 30 	 	

5 A 必須 トリガー・ファンク
ションの記述

1 7 	 	

6 L 必須 トリガー・ポイントの
作業リスト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に5バイトで、かつト
リガー・ポイント値が
最大で6エントリー指
定できる作業リストを
提供しなければなりま
せん。
各トリガー・ポイント
には、「前」エント
リーと「後」エント
リーが関連付けられま
す。少なくとも1つの
トリガー・ポイントに
は、このいずれか
が"Y"に設定されてい
なければなりません。
トリガー・ポイント
は、以下のいずれかの
3文字で指定する必要
があります。

オープンはOPN
クローズはCLS

5 5 	 	



読み込みはRED
挿入はINS
更新はUPD
削除はDLT
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	3	トリガー・ポジション
4	-	4	トリガー前
5	-	5	トリガー後

7 L 必須 トリガー条件の作業リ
スト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に36バイトで、かつト
リガー条件が最大で20
エントリー指定できる
作業リストを提供する
ことができます。送信
する各リスト項目は、
次のような形式にする
必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	3	物理ファイル名
1	-	3	AND	/	OR
4	-	13	フィールド名
14	-	16	操作コード
17	-	36	値

36 36 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	フィールドの詳
細が戻された
ER	=	フィールドにア
クセスできない
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。

2 2 	 	



9.186	PUT_VALUE_CHECK
	注：組み込み関数の規則
指定されたフィールドのデータ・ディクショナリ(またはファイル定義)
に、DICTIONARY(またはFILE)レベルの「値リスト」の妥当性検査を作
成/修正します。
フィールドにファイル・レベルの妥当性検査を追加する場合、関連する
ファイルは事前に組み込み関数START_FILE_EDITで編集セッションに
投入しておく必要があります。
この組み込み関数に渡されるすべての引数値は、その値がオンライン妥
当性検査定義のスクリーン・パネルを通じて入力された場合と同じよう
に有効な値です。
この組み込み関数の使用には、通常の権限とタスク追跡ルールが適用さ
れます。
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「フィールドの妥当
性検査／トリガー」	を参照してください。
これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画で
は使用しないでくださ
い。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSAの妥当性
検査は、LANSA/ADで
実行される妥当性検査
ほど厳格ではありませ
ん。

Visual	LANSA	for
UNIX/Linux

未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述	 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20007.htm


桁
数

桁
数

1 A 必須 妥当性検査のレベル

D	=	ディクショナリ・
レベル
F	=	ファイル・レベル

1 1 	 	

2 A 必須 妥当性検査のルールを
適用するディクショナ
リ内のフィールド名

1 10 	 	

3 N 必須 検査の順序番号 1 3 0 0

4 A 必須 検査の記述 1 30 	 	

5 A 必須 追加(ADD)時の検査を
有効にする

Y	=	追加(ADD)時に検
査を実行する
U	=	追加使用
(ADDUSE)時に検査を
実行する
N	=	追加(ADD)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

6 A 必須 変更(CHANGE)時の検
査を有効にする

Y	=	変更(CHG)時に検
査を実行する
U	=	変更使用
(CHGUSE)時に検査を
実行する
N	=	変更(CHG)時に検
査を実行しない

1 1 	 	

7 A 必須 削除(DELETE)時の検
査を有効にする

Y	=	検査を有効にする

1 1 	 	



N	=	検査を有効にしな
い

8 A 必須 検査がTRUEのときの
対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

9 A 必須 検査が偽のときの対応

NEXT	=	次の検査を実
行する
ERROR	=	致命的なエ
ラーを送信する
ACCEPT	=	値を受け入
れ、検査を終了する

4 6 	 	

10 A 必須 メッセージ・ファイル
詳細

メッセージ・ファイル
から送信されるエ
ラー・メッセージの詳
細です。メッセージ・
ファイルの詳細は次の
ようなフォーマットに
する必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	7			エラー・メッセージ番号
8	-	17			メッセージ・ファイル
名

18	-	27			メッセージ・ファイ
ル・ライブラリ
メッセージ・テキストを使用
する場合は、この引数をブラ
ンクで渡します。

27 27 	 	



11 A 必須 メッセージ・テキスト 1 80 	 	

12 L 必須 リスト値を含める作業
リスト

呼び出し元のRDML
ファンクションは、項
目の長さの合計が正確
に20バイトで、かつリ
スト値が最大で50エン
トリー指定できる作業
リストを提供しなけれ
ばなりません。
送信する各リスト項目
は、次のような形式に
する必要があります。
1-	20バイト：リスト値

20 20 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	妥当性検査が定
義された
ER	=	致命的なエラー
が検出された
"ER"	の場合は、戻り
コード・エラー・メッ
セージが自動的に発行
されます。ファイル編
集セッションが関係し
ていた場合、ファイル
編集セッションはコ
ミットメントされずに

2 2 	 	



終了します。

例
ユーザーは、フィールド制御メニューに提供されたLANSAオプション
で「値リスト」妥当性検査を追加できますが、これを使わずに特定の
フィールドの「値リスト」妥当性検査を追加する場合は次のように行い
ます。
*********		Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#LEVEL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Level')
DEFINE					FIELD(#FIELD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Field')
DEFINE					FIELD(#SEQNUM)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Sequence	#')
DEFINE					FIELD(#DESCR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	LABEL('Description')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	code')
DEFINE					FIELD(#ENBADD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	ADD')
DEFINE					FIELD(#ENBCHG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	CHG')
DEFINE					FIELD(#ENBDLT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Enable	DLT')
DEFINE					FIELD(#TRUE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	True')
DEFINE					FIELD(#FALSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6)	LABEL('Action	if	False')
DEFINE					FIELD(#MSGDET)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(27)	LABEL('Message	Detail')
DEFINE					FIELD(#MSGTXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(80)	LABEL('Message	Text')
DEFINE					FIELD(#LSTVAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('List	value')
DEF_LIST			NAME(#VALWRK)	FIELDS((#LSTVAL))	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(50)
DEF_LIST			NAME(#VALBRW)	FIELDS((#LSTVAL))	ENTRYS(50)
GROUP_BY			NAME(#VALCHK)	FIELDS((#LEVEL)	(#FIELD)	(#SEQNUM)	(#DESCR)	(#ENBADD)	(#ENBCHG)	(#ENBDLT)	(#TRUE)	(#FALSE)	(#MSGDET)	(#MSGTXT))
*********		Initialize	Browse	list
CLR_LIST			NAMED(#VALBRW)
INZ_LIST			NAMED(#VALBRW)	NUM_ENTRYS(50)	WITH_MODE(*CHANGE)
*********		Clear	Working	list
BEGIN_LOOP					
CLR_LIST			NAMED(#VALWRK)
*********		Request	Validation	check	details
REQUEST				FIELDS((#VALCHK))	BROWSELIST(#VALBRW)
*********		Load	list	of	values	working	list
SELECTLIST	NAMED(#VALBRW)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#VALWRK)
ENDSELECT					
*********		Execute	Built-In	Function	-	PUT_VALUE_CHECK
USE								BUILTIN(PUT_VALUE_CHECK)	WITH_ARGS(#LEVEL	#FIELD	#SEQNUM	#DESCR	#ENBADD	#ENBCHG	#ENBDLT	#TRUE	#FALSE	#MSGDET	#MSGTXT	#VALWRK)	TO_GET(#RETCOD)



*********		Put	"list	of	values"	validation	check	was	successful
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''OK''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"list	of	values"	validation	check(s)	was	successful')
*********		Put	"list	of	values"	failed
ELSE					
IF									COND('#RETCOD	*EQ	''ER''')
MESSAGE				MSGTXT('Put	"list	of	values"	validation	check(s)	failed')
ENDIF					
ENDIF					
END_LOOP					
	



9.187	PUT_WEB_COMPONENT
	注：組み込み関数の規則

HTMLのWebコンポーネントをプログラム的に生成(再生成)します。Web
コンポーネントに関する詳細については、『LANSA	for	the	Web	Guide』
を参照してください。
実行時に手製のWebコンポーネントを生成する場合は、この組み込み関
数を使用します。コンポーネント・ページ・テキストには妥当性検査が
ないので注意してください。ユーザーのWebコンポーネントが、予期し
た通りに動作するかどうかの確認は、各ユーザーの責任で行う必要があ
ります。
この組み込み関数が対応するのは、ページ、スクリプト、テキスト、ビ
ジュアル・コンポーネントだけです。
存在するコンポーネントはすべて置き換えられます。ただし存在するコ
ンポーネントがサポートされないタイプの場合を除きます。この場合は
エラーが発生します。
コンポーネントがすでに存在し、この組み込み関数で指定されたタイプ
と異なる場合、この組み込み関数はエラーになります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Windows 使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 Webコンポーネント 1 20

2 A 必須 モード。使用可能な値：
I：入力
O：出力
N：適用不可

1 1 	 	

3 A 必須 タイプ。使用可能な値： 1 1 	 	



P：ページ
S：スクリプト
T：テキスト
V：ビジュアル

4 A 必須 説明 1 40 	 	

5 L 必須 コンポーネントのページ・
テキストを含める作業リス
ト。テキスト・コンポーネ
ントの場合、作業リストは
1エントリーだけにしま
す。

255 255 	 	

6 A 任意 ページ
デフォルトはコンポーネン
トと同じです。
通常、デフォルトのままに
しておきます。

1 20 	 	

7 A 任意 言語
デフォルトは現在の言語で
す。
複数言語対応区画ではない
場合、この値は'NAT'にしま
す。
*DFT	-	区画のデフォルトの
言語

4 4 	 	

8 A 任意 ロールを設定するかどうか
を指定(Y/N)
省略値はNです。

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 任意 使用可能な値：
OK：生成が正常に完了した

1 2 	 	



ER：生成でエラーが発生し
た



9.188	RANDOM_NUM_GENERATOR
	注：組み込み関数の規則

0〜1の乱数を返します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 任
意

ストリーム索引 1 2 0 0

2 N 任
意

シード 1 10 0 0

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

0〜1の乱数 1 63 1 63



技術ノート
									デフォルトでは、組み込み関数RANDOM_NUM_GENERATORは常に0〜1の乱数を返し
ます。また、上級ユーザー向けに、100個の独立した乱数ストリームを提供します。この場
合、1つのストリームから乱数を取り出しても、別のストリームから取り出した乱数のシー
ケンスには影響しません。各ストリームは、範囲[0,99]の任意指定の「ストリーム索引」に
よって参照します。ストリーム索引を指定しない場合は、デフォルトでストリーム0が使用
されます。

									デフォルトでは、組み込み関数RANDOM_NUM_GENERATORは、ストリームを最初に
参照したときの現在のシステム時刻から各ストリームにシードを指定(すなわち、初期化)し
ます。また、上級ユーザー向けに、ストリームにシードを指定(すなわち、初期化)するため
の任意指定のシード値を受け入れます。これは、同じ乱数のシーケンスを何度も繰り返す場
合に便利です。

例
デフォルト・ストリーム(0)から次の乱数を取得します。
Use	Builtin(RANDOM_NUM_GENERATOR)	To_Get(#x_dec)
	
ストリーム23から次の乱数を取得します。
Use	Builtin(RANDOM_NUM_GENERATOR)	With_Args(23)
To_Get(#x_dec)
	
ストリーム42にシード値12345を指定します。ストリームにシードが指
定されるため、常に同じ乱数値が返されることに注意してください。
Use	Builtin(RANDOM_NUM_GENERATOR)	With_Args(42	12345)
To_Get(#x_dec)
	
デフォルト・ストリーム(0)にシード値56789を指定します。	
注：ストリームにシードが指定されるため、常に同じ値が返されます。
Use	Builtin(RANDOM_NUM_GENERATOR)	With_Args(*DEFAULT
56789)	To_Get(#x_dec)
	



9.189	RCV_FROM_DATA_QUEUE
	注：組み込み関数の規則

I5/OSのデータ待ち行列、またはWindowsでエミュレートされたデータ待
ち行列から1個または複数の作業リスト項目を受け取ります。データ待
ち行列の詳細については、IBMの適切なマニュアルを参照してくださ
い。
注：この組み込み関数は、I5/OSまたはWindowsオペレーティング・シス
テムの完全な制御下で実行されるアプリケーションでのみ使用してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データ待ち行列の名前を
指定するまたは含むリテ
ラルまたは変数

この名前は、I5/OSオブ
ジェクト命名規則に従う
必要があります。命名規
則に従っているかどうか
は、組み込み関数によっ
てチェックされません。

1 10 	 	



2 N 必須 戻り値1で指定された作業
リストの、完全な1エント
リーのバイト長が指定さ
れたリテラル、またはそ
のバイト長が含まれた変
数

1 5 0 0

3 N 必須 データ待ち行列にデータ
が到達するまで、この組
み込み関数が待機する時
間(秒)を指定したリテラ
ル、またはその時間を含
めた変数

-	負の値は待機時間が無制
限であることを表しま
す。
-	ゼロの値は待機する必要
がないことを表します。
-	正の値は秒数です。
この引数の詳細について
は、IBM提供の適切なマ
ニュアルを参照してくだ
さい。また、IBM提供プ
ログラムのQRCVDTAQを
参照してください。この
プログラムは、この組み
込み関数で実際に使用さ
れています。

1 5 0 0

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 指定のデータ待ち行列か 1 10 	 	



らエントリーを受け取る
作業リストの名前

技術ノート
									この組み込み関数は、I5/OSまたはWindowsオペレーティング・システムで使用すること
ができます。別のオペレーティング・システムでのデータ待ち行列の使用については、
SND_TO_DATA_QUEUE組み込み関数に関する技術ノートを参照してください。

例
PICKLISTと呼ばれるデータ待ち行列から顧客番号とパーツ番号を受け
取り、その詳細を印刷します。エントリーがデータ待ち行列にあること
がすでにわかっていると仮定します。
DEF_LIST		NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1)
										(where	#CUSTNO	is	defined	in	the	dictionary	as	a	signed	5,0	number	and	#PARTNO	is	defined	in	the	dictionary	as	a	packed	7,0	number)
USE							BUILTIN(RCV_FROM_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS('PICKLIST'	9	0)	TO_GET(#PICK)
GET_ENTRY	NUMBER(1)	FROM_LIST(#PICK)
EXECUTE			SUBROUTINE(PRINT_PICK)
	
永久ループの中で、顧客番号とパーツ番号の詳細の到着を待ち、到着時
に1つずつ受け取ります。到着した時に各詳細を印刷します。
DEF_LIST		NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1)
BEGIN_LOOP
USE							BUILTIN(RCV_FROM_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS('PICKLIST'9	-1)	TO_GET(#PICK)
GET_ENTRY	NUMBER(1)	FROM_LIST(#PICK)
EXECUTE			SUBROUTINE(PRINT_PICK)
END_LOOP
	
永久ループの中で、顧客番号とパーツ番号の詳細の到着を待ち、到着時
に詳細(最大5個までのブロック単位)を受け取ります。各ブロックが到着
した時にそれを印刷します。
DEF_LIST			NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5)	COUNTER(#LISTCOUNT)
BEGIN_LOOP
		USE								BUILTIN(RCV_FROM_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS('PICKLIST'9	-1)	TO_GET(#PICK)
		BEGIN_LOOP	USING(#I)	FROM(1)	TO(#LISTCOUNT)
				GET_ENTRY		NUMBER(#I)	FROM_LIST(#PICK)
				EXECUTE				SUBROUTINE(PRINT_PICK)
		END_LOOP
END_LOOP



	
注：投入元ルーチンが、このデータ待ち行列に、顧客番号とパーツ番号
のペアーを、実際に1、2、3、4、または5エントリー投入する場合、こ
の組み込み関数は正常に動作します。しかし、ファンクションが、5個
より多くのエントリーを1つのデータ待ち行列エントリーに投入した場
合、このアプリケーションはエラーになります。#PICK作業リストは最
大で5エントリーまでしか含められないためです。



9.190	REBUILD_FILE
	注：組み込み関数の規則
既存のファイルとそのビューを任意に削除して、CTDファイルから新た
なファイルを作成します。
REBUILD_FILEを使用して、PC外部ファイルを変更し、2つのLANSA列
(X_RRNOおよびX_UPID)を追加することもできます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

処理
「ビューの削除」が指定された場合、テーブルとそれに対応するビュー
が削除されｊます。
「新しいファイルの作成」が指定された場合、CTDファイルから新しい
テーブルが作成されます。
「CTDファイルの接続パラメータの使用」が指定された場合、CTDファ
イルに指定された外部データベースのテーブルが変更されます。
「ユーザーIDとパスワードのプロンプト」が指定された場合、CTDの接
続パラメータから既存のユーザーIDとパスワードが削除され、データ
ベース・マネージャ(例：ODBCドライバー)がユーザーIDとパスワード
のプロンプトを表示できるようにします。必要なのはユーザーIDとパス
ワードだけですが、データベース・マネージャによってはこれより多く
の情報が要求される場合もあるので注意してください。また、ユーザー
IDとパスワードを必要としないデータベース・マネージャもあります。
したがって、このようなデータベース・マネージャ(例：MS	Access、
MS	SQL	Server)では、ユーザーIDとパスワードのプロンプトが表示され
ません。

引数

番 タイ 必 記述 最 最 最 最



号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 LANSA	ファイル名 1 10 	 	

2 A 任意 ファイルとビューの削除

値：
Y	=	削除する
N	=	削除しない
デフォルト	=	Y

1 1 	 	

3 A 任意 新しいファイルの作成

値：
Y	=	作成する
N	=	作成しない
デフォルト	=	Y

1 1 	 	

4 A 任意 CTD	ファイルの接続パラ
メータの使用

値：
Y	=	CTDファイルを使用
して接続する
N	=	現在のデータベース
接続を使用する
デフォルト	=	N

1 1 	 	

5 A 任意 ユーザーIDとパスワード
のプロンプト

値：
Y	=	プロンプトを表示す
る
N	=	CTDファイルのユー
ザーIDとパスワードを使
用する
デフォルト	=	N

1 1 	 	



6 A 任意 ライブラリ名 1 10 	 	

7 A 任意 CTD保管レベル
A	=	すべて(区画+システ
ム)
P	=	区画レベルのみ
S	=	システム・レベルのみ
デフォルト	=	A

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード：
OK	=	ファイルが正常に再
生成された
ER	=	ファイルを再生成中
にエラーが発生した

2 2 	 	



9.191	REBUILD_TABLE_INDEX
	注：組み込み関数の規則
高速テーブルとして設定されたファイル定義に関連する高速索引エント
リーをクリアして再生成します。I5/OSの高速テーブルについては、
『LANSA/ADユーザーガイド』の「データベース・ファイル属性」を参
照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ファイルの名前が指定さ
れたリテラル、またはそ
の名前が含まれた変数。
名前には、特殊値
の"*ALL"、完全名、総称
名のいずれかを指定でき
ます。

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30080.htm


数 数

1 A 必須 戻りコード可能な戻り
値：

OK：再生成はすべて正常
に完了した
ER：1つまたは複数の再
生成にエラーが発生した
NR：指定された名前に一
致し、かつ高速テーブル
として設定されたファイ
ルがなかった

2 2 	 	

例
STATESと呼ばれるファイルの索引を再生成します。
USE								BUILTIN(REBUILD_TABLE_INDEX)	WITH_ARGS('STATES')	TO_GET(#RETURNVAL)
	

Sで始まるすべてのファイルの索引を再生成します。
USE								BUILTIN(REBUILD_TABLE_INDEX)	WITH_ARGS('S')	TO_GET(#RETURNVAL)
	
ユーザー索引エリアを削除して、完全に再生成します。
EXEC_OS400	COMMAND('DLTUSRIDX	DC@TBLIDX')
USE								BUILTIN(REBUILD_TABLE_INDEX)	WITH_ARGS('''*ALL''')	TO_GET(#RETURNVAL)
	



9.192	RESET_@@UPID
	注：組み込み関数の規則

@@UPIフィールドをゼロにリセットします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 ファイル名 1 10 	 	

2 A 任意 ライブラリ名

デフォルト
は'*LIBL'

1 10 	 	

戻り値
戻り値はありません。
このファンクションを使用して、@@UPIDフィールドの値をゼロにリ
セットします。

例
DEFINE					FIELDS(#PARTDTALIB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	DEFAULT(*PARTDTALIB)
USE								BUILTIN(RESET_@@UPID)	WITH_ARGS(#FILENAME	#PARTDTALIB)
	



9.193	RESTORE_SAVED_LIST
	注：組み込み関数の規則
保存済みの永久作業リストまたは一時作業リストの内容を復元します。

可搬性に関する注
意事項

RESTORE_SAVED_LISTとSAVE_LISTは、同じ
コンテキスト内で使用する必要があります。つ
まり、Web上で実行されたファンクションから
SAVE_LISTを使用し、その後でVisual	LANSA
ファンクションとして実行されたファンクショ
ンから保存済みリストを復元しないでくださ
い。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 復元する保存済みリスト
の名前

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 L 必須 保存済みリストをロード/
復元する作業リスト

1 10 	 	

2 A 任意 戻りコード	
'OK'	-	リストが取得された
'OV'	-	リストが満杯になっ
た	
'NR'	-	リストが見つからな
かった

2 2 	 	

3 N 任意 各リスト・エントリーの
長さ

1 15 0 0

4 A 任意 リストのタイプ	
'P'	-	永久リスト	
'T'	-	一時リスト

1 1 	 	

技術ノート
									この組み込み関数は、保存済み作業リストを復元する目的、またはジョブ間(例：イン
ターラクティブからバッチ)で受け渡される作業リストの内容を取得する目的で作られていま
す。同一ジョブ内でプログラムの作業リストの詳細を取得することが目的ではありません。
FUNCTIONコマンドとCALLコマンドのRCV_LISTSパラメータとPASS_LISTSパラメータを使
用すると、より効率的に同じジョブのプログラム間で作業リストの詳細を交換することがで
きます。

									LANSAデータ・ライブラリにあるDC@F80ファイルで保存済みリストの詳細が保管され
ています。バックアップと復元の手順には、このファイルを含めることを検討する必要があ
ります。

									復元先のリストは、保存済みリストと同じかまたは大きなサイズにする必要がありま
す。そうでない場合は保存済みの情報が復元されません。この場合、戻りコード'OV'と空の
リストが戻されます。

									通常のLANSA内部データベース再編成の際に、DC@F80ファイルの削除されたレコード
のスペースは再編成され除去されます。この再編成により、保持期間が超えている一時リス
トも削除されます。

									I5/OS	RGZPFM	(Reorganize	Physical	File	Member：物理ファイル・メンバーの再編成)コマ
ンドを使えば、DC@F80ファイルの削除されたレコードのスペースはいつでも解放すること
ができます。順次論理ビューにはDC@F80V1を使用します。

									DC@A08データ・エリア、DC@F80データベース・ファイル(およびその論理ビューであ
るDC@F80V1とDC@F80V2)のバックアップと復元は、お客様の責任で実行してください。

									DC@F80、つまり保存済みリストをコンピュータ間または環境間で移動する場合は、お



客様の責任で実行してください。

例
あるリストが保存されています。これは顧客リストで、ユーザーがレ
ポート印刷のためすでに顧客を選択済みです。投入元のジョブにより、
このジョブにはすでにリスト名が渡されています。
DEF_LIST			NAME(#RSTLST)	FIELDS((#CLICDE)	(#CLIDES))	TYPE(*WORKING)
DEF_LINE			NAME(#LINE1)		FIELDS((#CLICDE)	(#CLIDES)	(#CLIAD1)	(#CLIAD2)	(#CLIAD3)	(#CLIPHO)	(#CLIFAX))
DEFINE					FIELD(#LSTNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********	Clear	the	list
CLR_LIST			NAMED(#RSTLST)
**********	Restore	the	list
USE								BUILTIN(RESTORE_SAVED_LIST)	WITH_ARGS(#LSTNME)	TO_GET(#RSTLST)
**********	Process	the	list
SELECTLIST	NAMED(#RSTLST)
FETCH						FIELDS(#LINE1)	FROM_FILE(CLIMASTER)	WITH_KEY(#CLICDE)
PRINT						LINE(#LINE1)
ENDSELECT
**********	Close	print	file
ENDPRINT
**********	Submit	job	to	delete	list
USE								BUILTIN(DELETE_SAVED_LIST)	WITH_ARGS(#LSTNME)
	



9.194	REVERSE
	注：組み込み関数の規則
テキスト文字列を反転します。
DBCSに関する重要な注意点：この組み込み関数はDBCSを認識しませ
ん。DBCS文字を含む文字列を、DBCS文字を破損しないように反転する
には、RDMLXのReverse組み込み関数を使用する必要があります。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 反転する文字列 1 制限
なし

	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 反転された文字
列

1 制限
なし

	 	

例
例1：ユーザーが入力したテキスト文字列を反転します。
DEFINE					FIELD(#INTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
DEFINE					FIELD(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)
**********



REQUEST				FIELDS(#INTEXT)
USE								BUILTIN(REVERSE)	WITH_ARGS(#INTEXT)	TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	
例2：既知のテキスト文字列を反転します。
DEFINE					FIELDS(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********
USE								BUILTIN(REVERSE)	WITH_ARGS('''ti	esreveR''')	
											TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	



9.195	RIGHT
	注：組み込み関数の規則
引数を右揃えにして文字列で戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 右揃えにする文字列 1 256 	 	

2 A 任意 埋め込みブランク削除フ
ラグ	(Y/N)
値：
Y：削除する
N：削除しない
デフォルト：N

1 1 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必須 戻される右揃え文字列 1 256 	 	

例
要求された文字列を右揃えにして埋め込みブランクを削除します。
DEFINE					FIELD(#INTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(18)
DEFINE					FIELD(#OUTEXT)		TYPE(*CHAR)	LENGTH(18)
**********
REQUEST				FIELDS(#INTEXT)
USE								BUILTIN(RIGHT)	WITH_ARGS(#INTEXT	Y)	TO_GET(#OUTEXT)
DISPLAY				FIELDS(#OUTEXT)
	
画面に表示すると以下のようになります。
								FUN01										Right	Example								
																																															
								In	text	.	.	.					FR			E					D						
																																														
								CF1=Help																													
																																														

出力結果です。
								FUN01										Right	Example									
																																																
								Out	text	.	.	.																			FRED
																																																
								CF1=Help																															
																																																



9.196	ROUND
	注：組み込み関数の規則
小数値を四捨五入します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 N 必須 四捨五入される値 1 15 0 9

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 N 必須 戻される値 1 15 0 9

注：この関数は数値を四捨五入します。戻り値フィールドの長さによ
り、値が四捨五入される場所が決まります。

例
小数点以下3桁のフィールドを四捨五入して小数点以下2桁にします。
DEFINE					FIELD(#INVAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(3)
DEFINE					FIELD(#OUTVAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(4)	DECIMALS(2)
USE								BUILTIN(ROUND)	WITH_ARGS(#INVAL)	TO_GET(#OUTVAL)
	



9.197	SAVE_LIST
	注：組み込み関数の規則
作業リストの内容を永久または一時的に保存します。

可搬性に関する注
意事項

SAVE_LIST	とRESTORE_SAVED_LISTは、同じ
コンテキストで使用する必要があります。つま
り、Web上で実行されたファンクションから
SAVE_LISTを使用し、その後でVisual	LANSA
ファンクションとして実行されたファンクショ
ンから保存済みリストを復元しないでくださ
い。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

作業リストのデータにX'FF'文字を
入れないでください。この環境の
データ・エリアに関する詳細につ
いては、『LANSAアプリケーショ
ン設計ガイド』の「OS/400定義の
データ域」および「データ域とそ
の他の	LANSA機能」を参照して
ください。

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必
須

保存する作業リスト 1 10 	 	

its:lansa065.chm::/lansa/dsnbf_0035.HTM
its:lansa065.chm::/lansa/dsnbf_0055.HTM


2 N 必
須

各リスト・エントリーの長さ
(つまり、エントリー内のすべ
てのフィールドの合計長)。
Packedフィールドの場合、
(SIZE/2)+1が許可されていま
す。
このパラメータはRDMLXリス
トでは無視されます。どの値
でも指定できます。リスト・
エントリーの長さにかかわら
ず、正しく保管されます。

1 15 0 0

3 A 任
意

リストのタイプ

'P'	-	永久リスト	
'T'	-	一時リスト
指定しない場合、一時リスト
とみなされます。

1 1 	 	

4 N 任
意

一時的に保存されるリストの
保管期間(日数)
1	から90までの値だけを使用し
てください。指定しない場
合、一時リストに対してデ
フォルト7が使用されます。

1 2 0 0

5 A 任
意

保存するリストの名前。この
引数が指定されない場合、ま
たは引数がブランクとして渡
された場合、固有のリスト名
が自動的に割り当てられま
す。

10 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必須 戻された保存済みリスト
の名前

10 10 	 	

技術ノート
									この組み込み関数は、作業リストを永久に保存する、またはジョブ間(例：対話型から
バッチへ)で作業リストの内容を渡すために使用します。同じジョブのプログラム間で作業リ
ストの詳細を交換するためのものではありません。FUNCTIONコマンドとCALLコマンドの
RCV_LISTSパラメータとPASS_LISTSパラメータを使用すると、より効率的に同じジョブの
プログラム間で作業リストの詳細を交換することができます。

									自動的に割り当てられるリスト名は、LANSAデータ・ライブラリのデータ・エリア
DC@A08から割り当てられます。システム復元状況では、このデータ・エリアの値も同様に
復元され、ファイルDC@F80に見つかった最大値を持つレコードよりも大きい数値であるか
どうかが検査されます。

									リスト名の自動割り当て手順によってデータ・エリアDC@A08がロックされ、検索され
ます。その後、その値が1つ増やされ、増分された値がそのデータ・エリアに戻されます。
最後にロックが解除されます。データ・エリアには9桁の数字があり、割り当てられた9桁の
数字に現在の区画の固有の接頭辞が追加され、	10文字のリスト名が作成されます。

									リスト名の自動割り当てロジックにより、実行中の複数のI5/OSタスクに同じ名前が割
り当てられないようにできます。ただし、手動で割り当てられたリスト名を使用している場
合、回避できない可能性があります。例えば、2つのI5/OSタスクが、'TESTLIST'という手動
で割り当てられた名前でリストを保管しようとすると、予期しない結果になる可能性があり
ます。

									LANSA	データ・ライブラリにあるDC@F80ファイルで保存済みリストの詳細が保管さ
れています。バックアップと復元の手順には、このファイルを含めることを検討する必要が
あります。

									通常のLANSA内部データベース再編成の際に、DC@F80ファイルの削除されたレコード
のスペースは再編成され除去されます。この再編成により、保持期間が超えている一時リス
トも削除されます。

									I5/OS	のRGZPFM	(Reorganize	Physical	File	Member：物理ファイル・メンバーの再編成)コ
マンドを使用すれば、いつでもファイルDC@F80を再編成して、削除されたレコードのス
ペースを解放できます。順次論理ビューにはDC@F80V1を使用します。

									一時リストが保管期間を超過し、次の内部再編成中に自動的に削除されるのを待つので
はなく、DELETE_SAVED_LIST組み込み関数を使用することによって一時リストを指定して
削除することをお勧めします。

									DC@A08	データ・エリア、DC@F80データベース・ファイル(およびその論理ビューで
あるDC@F80V1とDC@F80V2)のバックアップと復元は、お客様の責任で実行してくださ
い。

									DC@F80、つまり保存済みリストをコンピュータ間または環境間で移動する場合は、お
客様の責任で実行してください。

例



リストがユーザーに対して表示されます。ユーザーはリストからエント
リーを選択し、プリンターに出力することができます。選択したエント
リーのリストを保存することによって、出力を作成するために後から印
刷ジョブによってこのリストを復元することができます。
DEF_LIST			NAME(#CLIENTS)	FIELDS((#SELECTOR	*SEL)	#CLICDE	#CLIDES)
DEF_LIST			NAME(#SAVLST)	FIELDS(#CLICDE	#CLIDES)	TYPE(*WORKING)
DEFINE					FIELD(#LSTNME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
**********	Clear	the	list
CLR_LIST			NAMED(#CLIENTS)
CLR_LIST			NAMED(#SAVLST)
**********	Build	the	browselist
SELECT					FIELDS(#CLIENTS)	FROM_FILE(CLIMASTER)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#CLIENTS)
ENDSELECT
**********	Allow	user	to	select	clients	for	print
DISPLAY				BROWSELIST(#CLIENTS)
SELECTLIST	NAMED(#CLIENTS)	GET_ENTRYS(*SELECT)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#SAVLST)
ENDSELECT
**********	Save	the	list
USE								BUILTIN(SAVE_LIST)	WITH_ARGS(#SAVLST	50	T	10)	TO_GET(#LSTNME)
**********	Submit	job	to	print	client	information
SUBMIT					PROCESS(PRINTS)	FUNCTION(CLIENTS)	EXCHANGE(#LSTNME)
	



9.198	SCANSTRING
	注：組み込み関数の規則
文字列に対して、あるパターンの最初のオカレンスをスキャンします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数
次の表に、このファンクションで使用する引数を示します。

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必
須

スキャン対象の文字列 1 無制
限

	 	

2 A 必
須

検索するパターン。必
要に応じて大文字また
は小文字を使用して入
力してください。

このパラメータは
RDMLXリストでは無
視されます。どの値で
も指定できます。リス
ト・エントリーの長さ
にかかわらず、正しく
保管されます。

1 無制
限

	 	

3 N 任
意

スキャンを開始する位
置。範囲：	1〜スキャ

1 11 0 0



ン対象文字列の最大可
能長
デフォルト：	1

4 A 任
意

大文字を比較するかど
うかを指定

1	=	いいえ、大文字/小
文字の両方で比較	
0	=	はい、大文字で比
較
デフォルト：	1
「注」を参照してくだ
さい。

1 1 	 	

5 A 任
意

パターンの末尾ブラン
クを除去するかどうか
を指定

1	=	はい	
0	=	いいえ
デフォルト：1	-	ワイル
ド・カード・パターン
から末尾ブランクを除
去

1 1 	 	

6 A 任
意

スキャン・パターンの
ワイルド・カード。
値：

ブランク	=	ワイルド・
カードなし
ブランク以外	=	ワイル
ド・カードあり
デフォルト：ワイル
ド・カードなし

パターンの一番左の文
字にブランクを使用し
ないでください。使用
すると、エラーが発生

1 1 	 	



します。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 文字列での最初のオカレ
ンスの位置またはエ
ラー・コード

次の値のうちの1つが戻さ
れます。
+p	=	位置"p"で検出された
パターンのオカレンス
0	=	スキャン対象の文字列
にパターンなし

-1	=	エラー(パターンが文
字列より長い)
-2	=	エラー(パターンの長
さが1より短い)
-3	=	エラー(パターンの最
初の文字がワイルド・
カード)
-4	=	エラー(パターンがブ
ランクで、除去が指定さ
れている)
-5	=	エラー(開始位置が無
効)

1 3 0 0

注
結果は、文字列を比較するために大文字に変換されます。以下は結果の
例です。

検索対象の文字 大文字比較パラ 結果 検出される



列 メータの指定 かどうか

ABC 1		(いいえ) 123abc4 Yes

123ABC4 Yes

ABC 0		(はい) 123abc4 No

123ABC4 Yes

abc 1		(いいえ) 123abc4 No

123ABC4 No

abc 0		(はい) 123abc4 Yes

123ABC4 No

例
次のコードによって、テキスト"find	where	it	exists"にある文字
列"where"が検索されます。
Function				Options(*DIRECT)
Define						Field(#PATTERN)	Reffld(#SKILCODE)	Label('Find	Pattern')	Default(WHERE)
Define						Field(#STARTPOS)	Reffld(#STD_IDNOS)	Label('Start	Pos')	Default(1)
Override				Field(#STD_FLAG)	Label('Case	(1/0)?')	Default('''1''')
Define						Field(#TRIM)	Reffld(#STD_FLAG)	Label('Trim	(1/0)')	Default('''1''')
Define						Field(#WILD)	Reffld(#STD_FLAG)	Label('WildCard?')	Default('')
Override				Field(#STD_IDNOS)	Label('Occurs	at	Pos.')	Edit_Code(L)
Change						Field(#STD_TEXTS)	To('''Find	where	it	exists''')
Begin_Loop
Request					Fields((#STD_TEXTS	*LOWER)	#PATTERN	#STARTPOS	#STD_FLAG	#TRIM	#WILD	(#STD_IDNOS	*OUT))
Use									Builtin(SCANSTRING)	With_Args(#STD_TEXTS	#PATTERN	#STARTPOS	#STD_FLAG)	To_Get	(#STD_IDNOS)
End_Loop
		



9.199	SELECT_IN_SPACE
	注：組み込み関数の規則
指定されたキー値と一致するセルの最初の行を選択し、指定された
フィールドにセル値を戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ
A/N

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A R スペース名 1 256 	 	

2-
20

w O 必要な最初のセル行を検
出するためのキー値を指
定するフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A O 標準戻りコード

OK	=	セル行が検出され、
2 2 	 	



セル値が戻された
NR	=	指定のキー値に一致
するセル行が検出されな
かった

ER	=	選択が失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示される

2-
20

w O 選択されたセル行のセル
値を受け取るフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

技術ノート
戻りフィールドはスペースに定義されたセルと同じ順序で指定する必要
があります。セルの仕様の順番通りに一致したセルは戻り値の2	->	20に
戻されます。使用されるフィールド名はセル・マッピングのロジックに
何の関係もありません。
キー値はスペースに定義されたキーの数まで指定することができます。
最初に一致したセル行が戻されます。つまり、部分キーによる操作が可
能です。
キー値がスペースで定義されたキー・セルの個数より多く指定された場
合、超過分の値は無視されます。検索結果に影響はありません。
指定した戻りフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも少ない
場合、未指定のセル値はフィールドに割り当てられません。
指定した戻りフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも多い場
合、超過分のフィールド値は無視され、検索操作では何も変更されませ
ん。
指定のキー値が	256バイトを超える場合、致命的なエラーが発生しま
す。

例
以下の例では名字に一致する最初のレコードを選択します。
Define	Field(#SpaceRC)	Type(*Char)	Length(2)	
Def_Cond	Name(*Okay)	Cond('#SpaceRC	=	OK')	
*	
Use	Builtin(Select_in_Space)	With_Args(TEST	#SURNAME)
To_Get(#SpaceRC	#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)	



Dowhile	(*Okay)
Add_Entry	To_List(#Emplist)	
Use	Builtin(SelectNext_in_Space)	With_Args(TEST	#SURNAME)
To_Get(#SpaceRC	#SURNAME	#GIVENAME	#EMPNO)	
Endwhile	
	



9.200	SELECTNEXT_IN_SPACE
指定されたキー値と一致するセルの次の行を選択し、指定されたフィー
ルドにセル値を戻します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A R スペース名 1 256 	 	

2-
20

w O 次のセル行を見つけるた
めのキー値を指定する
フィールド

1 制
限
な
し

0 制
限
な
し

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A O 標準戻りコード

OK	=	セル行が見つかり、
セル値が戻された

2 2 	 	



NR	=	指定されたキー値と
一致するキーを持つセル
行は見つからなかった
ER	=	選択に失敗した。出
力されるメッセージに、
失敗の原因の詳細が示さ
れます。

2-
20

w O 選択されたセル行内でセ
ルの値を受け取るフィー
ルド

1 制
限
な
し

0 制
限
な
し

技術上の注記
戻りフィールドは、スペース内のセルが定義された順序と同じ順序で指
定する必要があります。セルは、戻り値2	->	20でセルが指定された順序
によって識別されます。使用されるフィールドの名前は、セル・マッピ
ングのロジックとは関係ありません。
スペース内で定義されているキー値よりも少ないキー値を指定すること
ができます。最初に一致するセル行が戻されます。つまり、部分キーの
操作を実行することができます。
スペースのキー・セルとして定義されているキー値よりも多くキー値を
指定した場合、超過分の値は無視されるため、検索結果には影響しませ
ん。
スペース内のセルよりも少ない戻りフィールド値を指定した場合、指定
されていないセルは、フィールドにマッピングされません。
スペース内のセルよりも多く戻りフィールド値を指定した場合、超過分
のフィールド値は無視され、検索処理によって変更されません。
256バイトを超えるキー値を指定した場合、致命的なエラーが発生しま
す。
SELECT_IN_SPACE操作またはSELECTNEXT_IN_SPACE操作の直後以外
の場所でSELECTNEXT_IN_SPACE操作を使用すると、予測不可能な結
果またはアプリケーション・エラーが生じる可能性があります。



9.201	SET_ACTION_BAR
	注：組み込み関数の規則
アクション・バーにあるプルダウン選択項目を使用可能または使用不可
にします。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可注意：RDMLファ
ンクションがタイ
プACT/BARのプ
ロセスに存在しな
い場合、この組み
込み関数を使用し
ないでください。
この警告を無視す
ると、変換済み
3GLコードのコン
パイルが失敗する
可能性がありま
す。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 変更するアクション・
バー・オプションのアク
ション・バー・オプショ
ン(AB$OPT)値。

1 3 	 	



使用できる値は以下のと
おりです。CUR	-	現在の
オプション
ALL	-	すべてのオプショ
ン

その他	-	アクション・
バー制御テーブルに指定
されているとおりの
AB$OPT値
デフォルトはCURです。

2 A 任意 変更するプルダウン選択
項目のプルダウン選択項
目(PD$OPT)値。
使用できる値は以下のと
おりです。CUR	-	現在の
選択項目
ALL	-	すべての選択項目
その他	-	アクション・
バー制御テーブルに指定
されているとおりの
PD$OPT値
デフォルトはALLです。

1 3 	 	

3 A 任意 プルダウン選択項目を使
用可能または使用不可に
設定。使用できる値は以
下のとおりです。

Y	-	使用可能に設定
N	-	使用不可に設定
デフォルトはYです。

1 1 	 	

戻り値
戻り値はありません。



9.202	SET_AUTHORITY
	注：組み込み関数の規則

LANSAオブジェクトに対するユーザーの権限を設定します。この組み
込み関数を呼び出すユーザーには、LANSAオブジェクトに対する管理
権限(MD)	が必要です。
特別注記：この組み込み関数は非常に高度な機能を提供しており、基本
的にRDMLファンクションで新しいRDMLアプリケーションを構築する
ことができるようになります。
この関数は非常に特殊な場所で使用されるため、LANSA製品を熟知し
ている必要があります。この組み込み関数を「商用」アプリケーション
(例：受注入力)で使用することは一般的ではなく、使用しないことをお
勧めします。
LANSAオブジェクトに対するユーザーのアクセス権限の変更は、次回
ユーザーがLANSAを起動するまで無効です。現在LANSAを使用してい
る場合は、LANSAを終了し、再度LANSAを起動することによって、変
更されたオブジェクトに対するアクセス権限を有効にする必要がありま
す。
この条件は、SET_AUTHORITYの呼び出し元のユーザーが自身のオブ
ジェクトに対する権限を変更する場合も当てはまります。
オブジェクトのタイプ(プロセス、ファンクション、またはファイル)に
対してセキュリティ・チェックが無効になっている場合、権限を変更し
ても何の影響もありません。IBM	iでのセキュリティ設定を判断する方
法については、『LANSA/ADユーザーガイド』に記載されている、シス
テム設定を確認する機能の「実行とセキュリティの設定」を参照してく
ださい。Windows、あるいはLinuxに配布されたアプリケーションでのセ
キュリティ設定の判断方法については、プロセスおよびフォームのコン
パイル時に使用したx_defppp.hファイルを参照してください。このファ
イルに関する詳細は、「X_DEFppp.H	定義ヘッダ	ファイル」で参照でき
ます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	では使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

使用可* オブジェクト・タイプP#(区
画)とAT(アプリケーショ
ン・テンプレート)は、
Visual	LANSAでは機能しま

its:lansa010.chm::/lansa/ladugub7_0040.htm
its:lansa015.chm::/lansa/l4wdepb2_0120.htm


せん。このオブジェクト・
タイプをこの組み込み関数
に渡すと、エラーが戻され
ます。

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクト名 1 10 	 	

2 A 必須 オブジェクト拡張子 1 10 	 	

3 A 必須 オブジェクト・タイプ

有効なタイプは以下のと
おりです。
AT	-	アプリケーション・
テンプレート*
DF	-	フィールド
FD	-	ファイル
PD	-	プロセス
PF	-	ファンクション
P#	-	区画*
SV	-	システム変数
MT	-	言語変数
*Visual	LANSAでは使用し
ないでください。

2 2 	 	

4 A 必須 ユーザー名 1 10 	 	

5 A 必須 アクセス権限

これは、ユーザーの各種
アクセス権限を表す2文字

1 20 	 	



コードの文字列です。
各アクセス権限は以下の
とおりです。

UD	-	定義の使用	
MD	-	定義の管理	
DD	-	定義の存在	
DS	-	データ	-	表示	
AD	-	データ	-	追加	
CH	-	データ	-	変更	
DL	-	データ	-	削除
文字列全体がブランクの
場合、ユーザーはオブ
ジェクトに対するアクセ
ス権限を取り消させま
す。
文字列に特殊な
値'*DELETE'が指定されて
いる場合、ユーザーの権
限は削除されます。この
ため、そのユーザーの権
限は関連するグループ・
プロファイルまたは
*PUBLICに戻ります。

依存関係

オブ
ジェク
ト・タ
イプ

オブジェクト名 オブジェクト拡張子

AT テンプレート名 *blank

DF フィールド名 *blank

FD ファイル名 *blank、	*LIBL、ライブラ
リ名

PD プロセス名 *blank



PF プロセス名 ファンクション名

P# 区画名 *blank

SV システム変数名の1-10桁目 システム変数名の11〜20
の位置

MT 言語変数名の1-10桁目 複数言語変数名の11〜20
の位置

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	LANSAオブジェ
クトに対するユーザー
の権限が設定された	
ER	=	オブジェクトに
対するユーザーの権限
を設定中にエラーが発
生した

2 2 	 	



9.203	SET_DD_ATTRIBUTES
	注：組み込み関数の規則
ドロップダウンとして表示されるフィールドの特性を制御することがで
きます。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 ドロップダウンの名前。
この名前は、"DD"で始ま
り、DDxx形式を使用する
必要があります。この名
前は、フィールドの入力
属性または出力属性で使
用される名前および
ADD_DD_VALUES組み込
み関数で使用される名前
に一致します。

4 4 	 	

2 A 必須 ドロップダウンのフィー
ルドの表示形式。使用で
きる値は以下のとおりで
す。

1 1 	 	



A	-	編集できない1行のド
ロップダウン(デフォル
ト)
B	-	編集可能な1行のド
ロップダウン

C	-	編集可能な複数行のド
ロップダウン。Windows
環境では、コンボ・ボッ
クスとして表示されま
す。
C	-	編集できない複数行の
ドロップダウン。リス
ト・ボックスとして表示
されます。
この引数の無効な値は無
視され、その値は形式A
に変換されます。

3 N 任意 パネルまたはウィンドウ
でドロップダウン・コン
トロールが使用するパネ
ルの「行」の合計数

形式AとBの場合、この値
は、ユーザーがドロップ
ダウンしたときにドロッ
プダウンが使用する行数
を示します。
形式CとDの場合、この値
は、ドロップダウン・コ
ントロールがパネル上で
永久に使用する行数を示
します。
この引数には、1から20ま
での有効な値を指定する
必要があります。この範
囲外の値は無視され、デ
フォルトが使用されま

1 7 0 00



す。
値は、パネル「行」で指
定されます。1つのパネル
では、最大24行使用する
ことができます。ドロッ
プダウンに表示できる実
際の項目数は、使用して
いるフォントの高さに
よって異なります。

デフォルトの長さは、次
の2つのうちの小さいほう
です。
a)	リスト内の項目数
b)	パネルの残りの行数

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記(全般)
									ドロップダウンの属性が設定されると、現在のジョブ/プロセスの間、その属性は有効
です。同じドロップダウン名でこの組み込み関数を引き続き使用すると、現在の属性値は置
き換えられます。つまり、上書きされます。

									どの形式でも、長さ1を使用することはお勧めしません。

									ドロップダウンが現在のパネルまたはポップアップ・ウィンドウからはみ出すような長
さの値を設定すると、予測不可能な結果またはアプリケーション・エラーが生じる可能性が
あります。

									形式CとDの場合、ドロップダウンがパネルまたはウィンドウの別のオブジェクトに重
なるような長さの値を設定すると、予測不可能な結果またはアプリケーション・エラーが生
じる可能性があります。

									ドロップダウンに重複するデータを入れることはできません。ドロップダウンの重複す
る項目は、同じ項目として処理されます。ユーザーは、アプリケーションがドロップダウン
に重複するデータを追加していないことを確認する必要があります。

									ドロップダウンの全項目によって使用される合計記憶域には制限があります。通常は
32Kですが、使いやすさを維持するために、この制限いっぱいまでは使用しないことをお勧
めします。

									記憶域の制限値を超えていない場合でも、ドロップダウンの使いやすさには制限があり
ます。通常、ドロップダウンは最大約100個の項目を含んでいます。数千個の項目を含むド
ロップダウンを作成することはお勧めしません。



9.204	SET_FILE_ATTRIBUTE
	注：組み込み関数の規則
ファイルのデータベース属性を設定します。
この組み込み関数を使用する前に、組み込み関数START_FILE_EDITを
使用して編集セッションを開始する必要があります。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 設定する属性 1 256 	 	

	 	 	 有効な属性

I/O	モジュール：
'IOMODULE=YES'
'IOMODULE=NO	'
I5/OS	高速テーブル：
'OS400HST=YES'
'OS400HST=NO	'

	 	 	 	

戻り値

番 タイ 必 記述 最 最 最 最



号 プ 須/
任意

小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード(OK、ER)
"ER"	の場合は、戻りコー
ド・エラー・メッセージ
が自動的に発行されま
す。

2 2 	 	

注：現在、この組み込み関数は、ファイルにI/Oモジュールが必要かど
うかを決定するためだけに使用することができます。

例
「ファイル定義メニュー」をエミュレートするLANSAファンクション
が記述されています。あるオプションが実行されると、ユーザーはファ
イル属性を設定するかどうか、つまりI/Oモジュールが必要かどうか
(Yes/No)を決定することができます。
**********	Define	arguments	and	lists
DEFINE					FIELD(#FILNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#LIBNAM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)
DEFINE					FIELD(#YESNO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(32)	LABEL('I/O	Module')
DEFINE					FIELD(#RETCOD)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
BEGIN_LOOP
**********	Request	File	and	library	name	and	I/O	module	attribute
REQUEST				FIELDS(#FILNAM	#LIBNAM	#YESNO)
**********
USE								BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM	'DEM')	TO_GET(#RETCODE)
IF									COND('#YESNO	*EQ	YES')
USE								BUILTIN(SET_FILE_ATTRIBUTE)	WITH_ARGS('''IOMODULE=YES''')	TO_GET(#RETCOD)
ELSE
USE								BUILTIN(SET_FILE_ATTRIBUTE)	WITH_ARGS('''IOMODULE=NO	''')	TO_GET(#RETCOD)
ENDIF
USE								BUILTIN(END_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('Y')	TO_GET(#RETCOD)
**********	Submit	job	to	make	file	operational
USE								BUILTIN(MAKE_FILE_OPERATIONL)	WITH_ARGS(#FILNAM	#LIBNAM)		
											TO_GET(#RETCOD)



**********
END_LOOP
	



9.205	SET_FOR_HEAVY_USAGE
	注：組み込み関数の規則
高使用頻度モードのファンクションを設定します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

未対
応	

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数
引数値はありません。

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記
									この組み込み関数を使用すると、ファンクションを高使用頻度から低使用頻度に、また
はその反対に動的に変更することができます。例えば、以下のようになります。

					if	(*jobmode	=	B)
								use	SET_FOR_HEAVY_USAGE	
					else	
								use	SET_FOR_LIGHT_USAGE	
					endif
									エントリーまたは再エントリーごとに、高/低使用頻度オプションは呼び出し元の親プ
ロセスによって設定されるか、または*DIRECT呼び出し元から取り込まれます。したがっ
て、使用頻度オプションを呼び出しごとに確実に(再)設定する必要があります。

									この組み込み関数は、非常に速く実行されるため、オーバーヘッドはほとんどありませ
ん。

									「低使用頻度」のファンクションが「高使用頻度」の機能を持つように変更すると、単
に組み込み関数SET_FOR_HEAVY_USAGEの使用を追加する場合よりも複雑になる可能性が
あります。高使用頻度ファンクションの変数とリストは、呼び出し間でその値を保持するた
め、より複雑な開始ロジックまたは終了ロジックが必要になる場合があります。



9.206	SET_FOR_LIGHT_USAGE
	注：組み込み関数の規則
低使用頻度モードのファンクションを設定します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

未対
応	

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数
引数値はありません。

戻り値
戻り値はありません。

技術ノート
									この組み込み関数を使用すると、ファンクションを高使用頻度から低使用頻度に、また
はその反対に動的に変更することができます。例えば、以下のようになります。

					if	(*jobmode	=	B)
								use	SET_FOR_HEAVY_USAGE	
					else	
								use	SET_FOR_LIGHT_USAGE	endif
									エントリーまたは再エントリーごとに、高/低使用頻度オプションは呼び出し元の親プ
ロセスによって設定されるか、または*DIRECT呼び出し元から取り込まれます。したがっ
て、使用頻度オプションを呼び出しごとに確実に(再)設定する必要があります。

									この組み込み関数は、非常に速く実行されるため、オーバーヘッドはほとんどありませ
ん。



9.207	SET_SESSION_VALUE
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数を使用すると、Visual	LANSAのセッション値を実行ア
プリケーションによって動的に変更することができます。
セッション値への変更は、そのセッション(X_RUNコマンド)が実行を完
了すると無効になることに注意してください。
一部のセッション値の詳細については、LANSAのガイド全体を検索す
ることによって確認することができます。特に、「標準X_RUNパラ
メータ」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 *IBM	iのRDMLファンク
ションではUSER_AUDIT
セッション値のみを使用可
能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

設定またはリセットされるセッ
ション値の名前。現在、この組
み込み関数によって次のセッ
ション値を設定またはリセット
することができます。

USER：現在のユーザー	-	IBM	iで
は変更できません。USERを設定

1 50 	 	

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0005.htm


すると、USEX	(サーバーへの接
続時のデフォルト・ユーザーID)
も設定されます。「セッション
値	USER=、GUSR=、および
USEXに関する技術上の注記」を
参照してください。
GUSR：現在のグループ・ユー
ザー	-	IBM	iでは変更できませ
ん。
USER_AUDIT：ユーザー編集ス
タンプで使用されるユーザー。
IBM	iで明示的に設定されている
必要があります。	Visual	LANSA
で変更しても、スーパーサー
バー・アプリケーション内で
IBM	iは更新されません。
PRTR：現在のプリンター
PPTH：プリンター・ファイル用
の現在の完全修飾ディレクトリ
JOBPTY：ジョブ待ち行列の優先
順位

DBMS_OPTIMIZE：大量のDBMS
アクティビティの最適化
CONNECT_PARTITION：
CONNECT_SERVER組み込み関
数によって使用されるデフォル
トの区画
DPTH：エミュレートされた
I5/OSデータ待ち行列が作成/アク
セスされるディレクトリ

EXPS：オブジェクト・セキュリ
ティ・レコードのインポート時
に実行されるアクション
HELP：使用するヘルプ・システ
ム
HLPF：使用するヘルプ・ファイ



ル
HMJB：現在のアプリケーション
がホスト・モニターのジョブで
あるかどうかを識別します。Yま
たはN。LANSA開発チーム専用
に予約されています。

LANG：現在実行中の言語を変更
します。このセッション値に
は、LANSAの内部作業に関する
詳しい知識が必要なため、
LANSA開発チームによって作成
されたアプリケーションだけに
使用が制限されます。
ITRO	などすべてのトレース・パ
ラメータ。これは、問題が発生
したときだけトレースを有効に
する場合に役立ちます。これに
よって、トレース・ファイルの
サイズを最小限に抑えることが
できます。
PSRA	=：一次サーバー経路権
限。PSRA=Yを設定することに
よって、権限チェックがサー
バーにルーティングされること
を示します。	
このコマンドを使用して、実行
中に値を設定します。値の設定
は、接続を定義して確立する前
に行ってください(「X_RUNコマ
ンドの使用」に記載されている
PSRAに関する注意点を参照して
ください)。
PSRR：一次サーバー経路リポジ
トリ。PSRR=Y(デフォルト)を設
定することによって、リポジト
リのデータがローカルで取得で
きない場合、そのデータを取得

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0165.htm


するために要求がサーバーに送
信されることを示します。
このコマンドを使用して、実行
中に値を設定します。値の設定
は、接続を定義して確立する前
に行ってください(「X_RUNコマ
ンドの使用」に記載されている
X_RUNのパラメータを参照して
ください)。
UDEF：スペースを含むユーザー
定義の値(最大256バイト)。値に
スペースが含まれている場合、
または埋め込み引用符を使用す
る場合は、引用符で囲んでくだ
さい。この場合、使用可能な長
さは254バイトになります。注：
埋め込み引用符はすべて一重引
用符でなければなりません。二
重引用符を使用すると、送信さ
れたジョブが失敗します。

WPEN、	WPPN、WPPS、
WPPD、WPFD、WPDF、
WPDS、WPFO、WPASなどの
Windowsの拡張印刷パラメータを
このパラメータで指定すること
ができます。引数2で指定する値
は、コマンド行でWindowsの拡張
印刷パラメータを使用する際に
適用されるものと同じ規則に従
わなければなりません
(「Windows拡張印刷パラメー
タ」を参照してください)。
XCMD：パスワードなどの特定
パラメータ値を隠します。この
パラメータは、設定後に送信さ
れたジョブに対してのみアク
ティブになります。
CIPH：	LANSAからOPenSSLを呼

its:lansa015.chm::/lansa/depb3_0000.htm
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び出す際に使用する対称鍵暗号

2 A 必
須

セッション値が設定またはリ
セットされる値。詳細について
は、以下の技術上の注記を参照
してください。

1 256 	 	

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記(全般)
									指定したセッション値の名前(例：USER)は、妥当性検査の前に大文字に変換されます。

									等号を使用しなくても、セッション値を指定することができます。例えば、USER=と
USERは両方とも有効で、同一とみなされます。

									指定する実際の値は、大文字に変換される場合があります。詳細については、セッショ
ン値ごとの注記を参照してください。

									ブランクまたはNULLを値に指定することはできません。これ以外の値はすべて受け入
れられます。この組み込み関数に渡す値の整合性と正しさを確認するのはユーザーの役割で
す。無効または不適切な値を指定すると、現在のプラットフォームまたは関連するサーバー
のプラットフォームでアプリケーション・エラーまたは予測不可能な結果が生じる可能性が
あります。

									この組み込み関数は、各種設定を行い、実際のアプリケーションに制御を渡す「エント
リー・ポイント」ファンクションとして呼び出しスタックで使用するために設計されていま
す。

									セッションの設定が変更されると、その変更はそのセッション(x_runコマンド)が実行を
完了するまで有効です。変更されたセッション値は、続いて呼び出されるすべての機能に対
して有効です。

									セッション値が変更されても、すでにアクティブになっているファンクション、
OAM、通信セッションはその変更を無視する場合があります。次に、「すでにアクティブで
ある」という概念の非常に簡単な例を挙げます。

						define	#chguser	reffld(#user)
						begin_loop	
									request	#chguser	
									use	set_session_value	with_args('user='	#chguser)
									display	#user	
															end_loop

				このファンクションは、変更されたユーザーを表示しません。ファン
クションが最初に呼び出されたときの#user(*USERからのデフォルト)
を表示します。デフォルトとなるシステム変数*USERは、静的で、
ファンクション起動時にのみ初期化されます。



									以下に示す特定のセッション値に関する技術上の注記では、「特定の使用法」が指示さ
れる場合があります。特定の使用法が指示されている場合は、この組み込み関数をそれ以外
のコンテキストで使用しないでください。

									この組み込み関数の使用法が無効または不適切な場合、現在のプラットフォームまたは
関連するサーバーのプラットフォームでアプリケーション・エラーまたは予測不可能な結果
が生じる可能性があります。

セッション値USER=、GUSR=、およびUSEXに関する技術上
の注記

									このセッション値は、最上位レベルのエントリー・ポイント・ファンクションで使用し
ます。このセッション値を使用することで、独自の「サイン・オン」ファンクションを設計
し、実装することができます。ユーザー・プロファイルが確定された後で、現在のユー
ザー・プロファイルとグループ・プロファイルの値を変更することができます。

									このセッション値は、実行アプリケーションに点在するユーザーの複数の変更をサポー
トするためのものではありません。このようなアプローチを使用してアプリケーションを設
計または実装しないでください。

									USER	=またはGUSR=に指定する値は、x_runコマンドで定義されているルールに従う必
要があります。関連するグループ・ユーザーのプロファイルがない場合の正しい値は、
*NONEです。

									指定した値は必ず大文字に変換されます。

									USER	を設定すると、USEXも設定されます。値は、大文字/小文字が維持される変数で
渡す必要があります。渡した値は、まずUSEXを設定するために使用され、その後、大文字
に変換されて、USERが設定されます。	
USEXは、サーバーへの接続を確立する際に使用されるデフォルトのユーザーIDです。一部
のサーバーでは、大文字/小文字の区別が重要になるため、	USEXを使用することで、1箇所
でデフォルトを変更しながら、セキュリティ・アクセスを適切に制御することができます。
ユーザーIDがX_RUNに渡されると、この組み込み関数の現在の動作と同じように、正確な大
文字/小文字でUSEXパラメータに設定されます。

セッション値USER_AUDITに関する技術上の注記
									このセッション値は、ユーザー編集スタンプで使用されるユーザーを設定するために使
用できます。また、すべてのユーザー・ジョブがデフォルトのWebユーザー・プロファイル
で実行されるWebジョブなど、現在のユーザーが十分に差別化されない場合に使用すること
もできます。

									このセッション値は、最上位レベルのエントリー・ポイント・ファンクションで使用し
ます。

									このセッション値は、実行中のアプリケーションに点在するユーザー編集の複数の変更
をサポートするためのものではありません。このようなアプローチを使用してアプリケー
ションを設計または実装しないでください。

									この値は、システム変数*USER_AUDITによって取得できます。

									この値に対して大文字への変換は行われません。

									事実上、編集ユーザーの設定は、セッションの実行が完了するまで維持されます。

									Visual	LANSA	(Windows、IBM	i	RDMLX、およびLinux上)では、セッションは、x-runコ



マンドが完了するまで存続します。

									IBM	i	RDMLでは、事実上、セッション値は、ジョブが終了するかLANSA区画が変更さ
れるまで維持されます。

									LANSA	for	the	Webジョブでは、ジョブがタイムアウトになり、他のジョブによって要
求が処理される可能性があるため、セッション値は、ブラウザーの対話処理ごとに設定す
る必要があります。

									バッチ・ジョブにより新しいセッションが開始されるため、バッチ・ジョブ・セッ
ションに対して編集ユーザーを設定する必要があります。

セッション値PRTR=とPPTH=に関する技術上の注記
									セッション値PRTR=は、レポートが出力される論理プリンターの名前を変更するために
レポート・ファンクションで使用します。

									セッション値PRTR=は、すべてのレポートをファイルに出力する場合のレポート・ファ
ンクションでも使用することができます。特殊な値*PATHを指定し、セッション値PPTH=も
使用する必要があります。

									PRTR	=に指定する値は、x_runコマンドで定義されているルールに従う必要がありま
す。

									PPTH	=に指定する値は、x_runコマンドで定義されているルールに従う必要がありま
す。

									指定した値は大文字に変換されません。Linuxシステムでは、これを考慮する必要があ
ります。

セッション値JOBPTY=に関する技術上の注記
									このセッション値は、このジョブ(現在実行中のジョブ)から投入されたジョブの待ち行
列の優先順位を制御するために使用します。x_run環境が起動している場合、このデフォルト
は5に設定されます。この値は、IBM	iのバッチ・ジョブ待ち行列とサブシステムのエミュ
レーションでのみ使用してください。また、これ以外のコンテキストで使用しても意味があ
りません。

									JOBPTY	=に指定する値は、0	->	9の範囲の整数値である必要があります。最も低い
JOBPTY値で投入されたジョブが、エミュレートされたジョブ待ち行列から最初に実行され
ます。	JOBPTY値が等しいジョブは、到着順に実行されます。

									この機能を使用する前に、『Visual	LANSA	アプリケーションの配布ガイド』の「IBM
i	ジョブ待ち行列エミュレーション」をお読みください。

セッション値CONNECT_PARTITION=に関する技術上の注記
									このセッション値は、次のCONNECT_SERVER組み込み関数の呼び出しによってサー
バー・システム上で接続される区画識別子を変更するために使用します。このセッション値
は、組み込み関数CONNECT_SERVERを呼び出す前に設定する必要があります。設定された
値は、X_RUNコマンドが終了するまで、またはこの組み込み関数によって別の
CONNECT_PARTITION値が指定されるまでの間有効です。

									値の引数(引数2)で指定されるこのセッション値は、サーバー・システム上の有効な区画
の3文字の識別子である必要があります。

									指定した値は必ず大文字に変換されます。
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セッション値DBMS_OPTIMIZE=に関する技術上の注記
移植性に関する
考慮事項

IBM	i上で実行されるRDMLXコードでこの組み
込み関数を使用する場合は、COMMITを実行し
て、コミット制御を開始する必要があります。

									セッション値DBMS_OPTIMIZEは、大量または複雑なDBMSトランザクションを最適化
する方法を指定するために使用します。

このオプションを適切に使用することによって、大量または複雑なDBMSアクティビティの
パフォーマンスを大幅に向上することができます。

この値パラメータは、大文字で指定する必要があり、次のように設定されます。

BEGIN_SYNC_nnnn 複雑なDBMSアクティビティの開始
を指定し、DBMS最適化モードをオ
ンに切り替えます。「ハード」コ
ミットは、"nnnn"回の「ソフト」同
期ポイントの呼び出しごとに実行
されます。

SYNC_POINT 複雑なDBMSアクティビティの「ソ
フト」同期ポイントを指定します。
ソフト同期ポイントは、「最適化さ
れた」コミット制御の境界に相当し
ます。

END_SYNC 複雑なDBMSアクティビティの終了
を指定し、DBMS最適化モードをオ
フに切り替えます。

DBMS_OPTIMIZEの使用法は、例をもとに説明します。
次の単純なRDMLファンクションについて考えてみます。
begin_loop	from(1)	to(2000)	
							insert	fields(......)	to_file(testfile)	
end_loop
通常の環境では、このファンクションは自動コミットを使用し、1回の
挿入ごとにDBMSコミット操作を実行します。
通常、多くのDBMSコミット操作は非常に低速です。コミットは、この
ようなアプリケーション(すなわち、同じ操作を5回や10回ではなく数千
回も繰り返すアプリケーション)のパフォーマンスに非常に大きく影響
する可能性があります。



ファンクションを次のように変更します。
use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	BEGIN_SYNC_100	)
begin_loop	from(1)	to(2000)
			insert	fields(......)	to_file(testfile)
			use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	SYNC_POINT	)
end_loop
use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	END_SYNC	)
これによって、このファンクションは以前より速く実行される可能性が
あります。DBMS_OPTIMIZE操作によって、基となるOAM(オブジェク
ト・アクセス・モジュール)がトランザクションをより適切に解析し、
それによってトランザクションを最適化できるようになります。
パフォーマンスが向上する最大の理由は、「ソフト」SYNC_POINTが
100回実行されるごとに、「ハード」、つまり実際のDBMSコミット操
作が発行されるためです。このため、BEGIN_SYNC_100という値が使用
されています。これによって、DBMSトランザクション全体の処理が速
くなります。
もう1つの例として、次の「バッチ」形式のファンクションを挙げま
す。
select	fields(.....)	from_file(customer)	where(.......)
			select	fields(.....)	from_file(orders)	with_key(customer)
							call	*direct	calculate
							select	fields(.....)	from_file(items)	with_key(orderno)	
														update	fields(.....)	in_file(items)	
							endselect	
							update	fields(.....)	in_file(orders)	
		endselect	
endselect
このバッチ形式のプログラムを次のように変更することによって、その
パフォーマンスを向上させることができます。
use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	BEGIN_SYNC_20	)
	select	fields(.....)	from_file(customer)	where(.......)
			select	fields(.....)	from_file(orders)	with_key(customer)	
					call	*direct	calculate	
					select	fields(.....)	from_file(items)	with_key(orderno)
											update	fields(.....)	in_file(items)	
			endselect	
			update	fields(.....)	in_file(orders)	



	endselect	
use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	SYNC_POINT	)	endselect
use	set_session_value	(	DBMS_OPTIMIZE	END_SYNC	)
次に、DBMS_OPTIMIZEを使用するときに理解しておく必要がある項目
および従う必要があるルールを示します。

BEGIN_SYNC_nnnn
									大文字で指定する必要があります。

									BEGIN_SYNC_nnnn	が現在のジョブですでにアクティブな場合、異常終了します。
BEGIN_SYNC_nnnn操作をネストすることはできません。

									指定された"nnnn"値に同期「トリガー」を設定します。"nnnn"は、1から1000までの有効
な整数でなければなりません。

"nnnn"を1に設定すると、パフォーマンスが向上する可能性は低くなります。それは、
SYNC_POINTが実行されるごとにコミット操作が発行されるためです。

									同期ポイントの「カウンター」をゼロに設定します。

									DBMS	最適化モードをオンに切り替えます。

									すべての「自動コミット」オプションをオフに切り替えます。すべてのDBMSテーブル
は、そのテーブルの定義に関係なく、完全に手動コミットによって制御されます。手動コ
ミットは、次の場合に発行されます。

									SYNC_POINT	がトリガー・レベルに到達した場合

									END_SYNC	が実行された場合

									RDML	ファンクションによってCOMMIT操作が発行された場合

									DBMS	トランザクションの正常終了を示すために必ず実行されるEND_SYNC操作が必
要です。

									コミット制御の境界のポイントを指定するSYNC_POINT操作を指定することができま
す。SYNC_POINTが指定されていない場合、	END_SYNC操作が1つのコミット制御の境界と
して機能します。

									通常、"nnnn"の値が大きくなるほど、パフォーマンスが向上します(DBMSおよびジャー
ナルの制限内で)。ただし、500を超える値は一般的ではありません。値が大きくなるほど、
保持/ロックされるシステム・リソースが増え、ロールバック・イベントが発生したときに失
われるデータの量が増加します。

									コミット境界を確定するため、およびパフォーマンスを最適化するために、単純かつ適
切な方法でSYNC_POINTとEND_SYNCを使用してください。	BEGIN_SYNC、
SYNC_POINT、およびEND_SYNC操作を複数のファンクションにまたがって、複雑な呼び出
しスタックで使用することは避けてください。すべての操作を1つのファンクションに限定
し、単純で適切に区切られた境界を維持するようにしてください。

									複数の異なるRDMLファンクションとファンクション呼び出しが伴う複雑な呼び出しス
タックで使用しないでください。この主な理由は、呼び出されたファンクションがCOMMIT
を発行(またはコミットが実行される原因となるアクションを実行)することによって、この
オプションによって得ることができるパフォーマンスの利点が失われる可能性が高いためで
す。



									LANSA	SuperServerモードで使用した場合、効果は何もありません。

									16	個以上のテーブルに同時にアクセスするジョブでは、この機能を使用しないことを
お勧めします。

SYNC_POINT
									大文字で指定する必要があります。

									DBMS	最適化モードが現在オフの場合、異常終了します。

									同期ポイントの「カウンター」を増やします。

									同期ポイントの「カウンター」が同期「トリガー」の値以上の場合、DBMSコミット操
作が実行され、カウンターはゼロにリセットされます。

									LANSA	SuperServerモードで使用された場合でも、コミットを発行します。

END_SYNC
									大文字で指定する必要があります。

									DBMS	最適化モードが現在オフの場合、異常終了します。

									無条件にDBMSコミットを発行します。

									同期ポイントのカウンターをゼロにリセットします。

									同期トリガーをデフォルトにリセットします。

									DBMS	最適化モードをオフに切り替えます。

LANSA	SuperServerモードで使用された場合でも、コミットを発行しま
す。



9.208	SHOW_HELP
	注：組み込み関数の規則
フィールド、コンポーネント、プロセス、またはファンクションに関連
付けられたヘルプ・テキストをモーダルで表示します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 オブジェクトのタイプ。
この引数には次の値を指
定してください。
PD	-	プロセス
PF	-	ファンクション
DF	-	フィールドまたはコ
ンポーネント

上記以外の値は無効で
す。無効な値を指定する
と、実行時エラーが発生
します。

2 2 	 	

2 A 必須 オブジェクト名。ブラン
クまたはNULLのオブ
ジェクト名を指定する

1 10 	 	



と、実行時エラーが発生
します。その他の無効な
オブジェクト名または存
在しないオブジェクト名
を指定すると、ヘルプ・
テキストは存在しないこ
とを示すヘルプ・テキス
トが表示される可能性が
あります。

3 A 任意 オブジェクト名の拡張
子。タイプPF(ファンク
ション)またはDF(コン
ポーネントのみ、フィー
ルドは対象外)の場合の
み、この引数を指定して
ください。

ファンクションの場合、
この引数は、そのファン
クションが属するプロセ
スの名前で、10文字以下
で指定する必要がありま
す。
コンポーネントの場合、
この引数は、所有コン
ポーネント内の特定コン
ポーネントの名前です。
これ以外のオブジェク
ト・タイプの場合、どの
値を指定してもこの引数
は無視されます。

1 65 	 	

戻り値
戻り値はありません。

説明
									コンポーネントに関連付けられたヘルプ・テキストは、コンポーネントのコンテキスト
(つまり、RDMLXプログラムから)でのみ表示する必要があります。

									フィールド、プロセス、ファンクションに関連付けられたヘルプ・テキストは、どのコ



ンテキスト(つまり、RDMLXプログラムまたはRDMLファンクションから)でも表示すること
ができます。

									このバージョンの組み込み関数では、ヘルプ・テキストはモーダルで表示されます。
ユーザーがヘルプ・テキストの表示を終了し、ヘルプ・テキストのウィンドウを閉じるま
で、アプリケーションは停止します。

									今後のバージョンの組み込み関数では、ヘルプ・テキストはモーダルで表示されない可
能性があります。現在のバージョンのモーダル機能に構造上依存するアプリケーションを設
計しないことをお勧めします。

									ユーザー・インターフェース機能が存在しない環境(例：トリガーまたはリモート・プ
ロシージャの環境)では、この組み込み関数を絶対実行しないでください。

例
以下の例は、フィールドEMPNOに関連付けられたヘルプ・テキストを
表示します。

USE	BUILTIN(SHOW_HELP)	WITH_ARGS(DF	EMPON);
以下の例は、プロセスPSLSYSに関連付けられたヘルプ・テキストを表
示します。

USE	BUILTIN(SHOW_HELP)	WITH_ARGS(DF	EMPON);
以下の例は、コンポーネントVL_DEM20内のTREEVIEWコンポーネント
に関連付けられたヘルプ・テキストを表示します。

USE	BUILTIN(SHOW_HELP)	WITH_ARGS(DF	EMPON);



9.209	SND_TO_DATA_QUEUE
	注：組み込み関数の規則
作業リストの1つ以上の項目をI5/OSまたはWindowsのエミュレートされ
たデータ待ち行列に配置します。データ待ち行列の詳細については、
IBMのマニュアルを参照してください。
注：この組み込み関数は、I5/OSまたはWindowsオペレーティング・シス
テムの完全な制御下で実行されるアプリケーションでのみ使用してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 データ待ち行列の名前を
指定するまたは含むリテ
ラルまたは変数

この名前は、I5/OSオブ
ジェクト命名規則に従っ
ていなければなりませ
ん。命名規則に従ってい
るかどうかは、組み込み
関数によってチェックさ
れません。

1 10 	 	



2 N 必須 引数3で指定される作業リ
スト内の1つのエントリー
全体のバイト長を指定す
るまたは含むリテラルま
たは変数

1 5 0 0

3 L 必須 エントリーが指定のデー
タ待ち行列に送信される
作業リストの名前

1 10 	 	

戻り値
戻り値はありません。

技術上の注記	-	全般
									作業リストに複数のエントリーがある場合、すべてのエントリーは、1回の操作で待ち
行列に送信されます。例えば、作業リストに20バイトのエントリー長があり、7個のエント
リーを含んでいる場合、データ待ち行列に送信される実際のデータ・レコードの長さは、
20×7=140バイトになります。I5/OS環境でIBMによって提供されるCRTDTAQ(データ待ち行列
作成)コマンドのMAXLENパラメータを指定する場合、この処理を考慮する必要がありま
す。

									ゼロ(0)エントリーを含むリストが組み込み関数に渡された場合、エラーは発生せず、
データ待ち行列にデータは書き込まれません。

									処理速度を最大にするために、この組み込み関数によって重要なチェックは実行されま
せん。長さまたはデータ・タイプにエラーがある場合、エラー情報の詳細分析が必要な障害
が発生する可能性があります。

									この組み込み関数によってアクセスするデータ待ち行列のバックアップ、復元、および
保守は、完全にユーザーに責任があります。

									データ待ち行列は永続オブジェクトですが、システム障害時にデータ内容が失われた
り、破損したりする可能性があります。

									データ待ち行列には、格納できる情報量に制限があります。通常、待ち行列に含まれる
データは、どの時点でも16MB以下にする必要があります。

技術上の注記	-	I5/OSオペレーティング・システム
									データ待ち行列は、IBMによって提供されるCRTDTAQ(データ待ち行列作成)コマンドを
使用して作成する必要があります。

									データ待ち行列は、IBMによって提供されるAPI	QCLRDTAQコマンドを使用してクリア
することができます。

									データ待ち行列は、IBMによって提供されるDLTDTAQ(データ待ち行列削除)コマンドを
使用して削除することができます。

									データ待ち行列は、ジョブの現在のライブラリ・リストで検出できる必要があります。
設計手順の向上のため、完全修飾ライブラリ名/待ち行列名はサポートされません。



技術上の注記	-	Windowsオペレーティング・システム
									データ待ち行列は、そのデータ待ち行列が参照されるときに自動的に作成されます。

									データ待ち行列は、データ待ち行列のデータを格納するためのファイルを削除すること
によって、クリアすることができます。待ち行列は、次回その待ち行列が参照されるときに
自動的に(再度)作成されます。

									データ待ち行列は、データ待ち行列のデータを格納するためのファイルおよびデータ待
ち行列のロックを制御するためのファイルを削除することによって、削除することができま
す。

									データ待ち行列は、通常のWindowsファイルに格納されます。

									データ待ち行列のストレージ・ファイル名は、データ待ち行列名を8文字に変換したも
のです。変換プロセスでは、10文字のLANSAプロセス名を8.3文字のフォーマットされた
DLL名に変換するために使用されるアルゴリズムと同じアルゴリズムを使用します。

									データ待ち行列のストレージ・ファイルには、.EDQ(エミュレートされたデータ待ち行
列の場合)と.LDQ(ロック・データ待ち行列の場合)という接尾辞が追加されます。.LDQファ
イルは、ファンクションが待ち行列からの受け取り操作を何度か試行した場合のみ作成され
ます。

									.EDQファイルには、実際の待ち行列データを格納します。このファイル内のスペース
は、待ち行列のエントリーが削除されると再使用されます。したがって、このファイルのサ
イズは上限基準点を示します。

									.LDQファイルは、受け取り操作中にデータ待ち行列を論理的にロックするために使用
されます。このファイルは、必要に応じて自動的に(再度)作成されるため、いつでも削除す
ることができます。

									デフォルトでは、データ待ち行列のストレージ・ファイルは、現在のLANSA環境の<ド
ライブ>:\x_win95\x_lansa\x_pppディレクトリ(ここで、pppは操作を示します)に作成されま
す。

									データ待ち行列のストレージ・ファイルの場所は、X_RUNコマンドのDPTH=パラメー
タを使用することによって管理することができます。例えば、DPTH=c:\tempを指定すると、
すべてのデータ待ち行列はc:\tempディレクトリに作成され、このディレクトリでアクセスさ
れます。

									DPTH=パラメータの値は、SET_SESSION_VALUE組み込み関数を使用することによっ
て、アプリケーションで動的に変更することができます。

									すべてのデータ待ち行列のアクセスを代替ディレクトリに1度だけ転送する以外の目的
でDPTH=パラメータを使用しないでください。複数の異なるディレクトリで1つのデータ待
ち行列名の多数のインスタンスを使用する複雑な設計は避けるべきです。この理由は、I5/OS
の完全修飾ライブラリ名/待ち行列名がサポートされない理由と同じです。

例
以下の例では、画面パネルから1つの顧客番号と部品番号を受け取り、
このデータをPICKLISTというデータ待ち行列に配置します。
DEF_LIST			NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)
											ENTRYS(1)
											(where	#CUSTNO	is	defined	in	the	dictionary	as	a	signed	5,0	number	and	#PARTNO	is	defined	in	the	dictionary	as	a	packed	7,0	number)



REQUEST				FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)
INZ_LIST			NAMED(#PICK)	NUM_ENTRYS(1)
USE								BUILTIN(SND_TO_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS('PICKLIST'	9	#PICK)
	
以下の例では、画面パネルから5つの顧客番号と部品番号を受け取り、
このデータを5つの個別のデータ待ち行列エントリーとしてPICKLISTと
いうデータ待ち行列に配置します。
DEF_LIST			NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(1)
BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(5)
		REQUEST				FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)
		INZ_LIST			NAMED(#PICK)	NUM_ENTRYS(1)
		USE								BUILTIN(SND_TO_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS	('PICKLIST'	9	#PICK)
END_LOOP
	
以下の例では、画面パネルから5つの顧客番号と部品番号を受け取り、
このデータを1つのデータ待ち行列エントリーとしてPICKLISTという
データ待ち行列に配置します。
DEF_LIST			NAME(#PICK)	FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5)
CLR_LIST			NAMED(#PICK)
BEGIN_LOOP	FROM(1)	TO(5)
		REQUEST				FIELDS(#CUSTNO	#PARTNO)
		ADD_ENTRY		TO_LIST(#PICK)
END_LOOP
USE						BUILTIN(SND_TO_DATA_QUEUE)	WITH_ARGS('PICKLIST'	9	#PICK)
	



9.210	SPACE_OPERATION
	注：組み込み関数の規則
その他のスペース・オブジェクト操作を要求します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXのみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須	

スペース名 1 256 	 	

2 A 必
須	

要求された操作 1 256 	 	

3-
20

X 任
意	

操作に依存する追加の引
数を指定するフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 任
意	

標準戻りコード
ER	=	要求に失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示される

その他の戻りコードの値
は、要求される操作に
よって異なります。詳細
については、各操作の説
明を参照してください。

2 2 	 	

2-
20

X 任
意	

操作に依存する追加の戻
り値を指定するフィール
ド

1 無
制
限

0 無
制
限

CheckExistence操作
CheckExistence操作を使用して、現在のオペレーティング・システムの
プロセス(またはジョブ)内にスペース・オブジェクトが存在するかどう
かをチェックすることができます。	
例：
Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args('TestSpace'	CHECKEXISTENCE)	To_Get(#SPACERC)
上記の例では、TestSpaceという名前のスペースの有無がチェックされま
す。
有効なCheckExistence要求によって戻される戻りコードは、"OK"(スペー
ス・オブジェクトが存在する)または"NR"(スペース・オブジェクトが存
在しない)だけです。

SetCursor操作
SetCursor操作を使用して、組み込み関数SELECT_IN_SPACEまたは
SELECTNEXT_IN_SPACEの後続呼び出しすべてに対してカーソルを設
定することができます。これは、スペース・オブジェクトに固有の操作
ではありません。カーソルを2に設定すると、スペース・オブジェクト
に対する後続のSELECT...	BIFはすべて、設定が変更されるまでカーソル
2を使用します。デフォルトのカーソルは、1です。スペース・オブジェ
クトごとに最大4個のカーソルを指定することができます。カーソルの
数値が1から4の間であることについてのみチェックが行われます。
例：
Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args('TestSpace'	SETCURSOR	2)	To_Get(#SPACERC)



有効なSetCursor要求によって戻される戻りコードは、"OK"(スペース・
オブジェクトが存在する)または"NR"(カーソルの数値が無効)だけです。
この操作によって、同じスペース・オブジェクトに対する
SELECT_IN_SPACE要求をネストすることができます。効率的に使用す
るには、組み込み関数SELECT_IN_SPACEまたは
SELECTNEXT_IN_SPACEを使用する直前にSetCursor操作を呼び出し、
正しいカーソルが確実に使用されるようにします。これは、LEAVEコマ
ンドが内側のループから発行されたなどの理由で不適切なカーソルを使
用することによって、好ましくない副次的作用が発生するのを防ぐため
のSetCursor操作の一般的な使用法です。
Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args(#AR_SPACE	SetCursor	1)	To_Get(#SPACERC)
Use	Builtin(SELECT_IN_SPACE)	With_Args(#AR_SPACE)	To_Get(#SPACERC	#XG_AR)
Dowhile	Cond(*SPACEOK)
	
			Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args(#AR_SPACE	SetCursor	2)	To_Get(#SPACERC)
	
			*	Note	the	use	of	a	different	set	of	fields	to	hold	the	data	-	#XG_AR2
			Use	Builtin(SELECT_IN_SPACE)	With_Args(#AR_SPACE)	To_Get(#SPACERC	#XG_AR2)
			Dowhile	Cond(*SPACEOK)
						*	Do	something	with	the	data	here
						Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args(#AR_SPACE	SetCursor	2)	To_Get(#SPACERC)
						Use	Builtin(SELECTNEXT_IN_SPACE)	With_Args(#AR_SPACE)	To_Get(#SPACERC	#XG_AR2)
			Endwhile
	
			Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args(#AR_SPACE	SetCursor	1)	To_Get(#SPACERC)
			Use	Builtin(SELECTNEXT_IN_SPACE)	With_Args(#AR_SPACE)	To_Get(#SPACERC	#XG_AR)
Endwhile
*	Set	the	cursor	back	to	the	default	for	any	further	SELECT...	BIF	calls.
Use	Builtin(SPACE_OPERATION)	With_Args(#AR_SPACE	SetCursor	1)	To_Get(#SPACERC)
	



9.211	SQUARE_ROOT
	注：組み込み関数の規則
平方根値を計算します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for
Linux

使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 平方根を計算する値

注：Visual	LANSAでは、
最大長は15,5です。

1 30 0 9

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 N 必須 平方根値

注：Visual
LANSAでは、最
大長は15,5です。

1 30 0 9

注:このファンクションは、平方根値を切り捨ててから、その値を戻し
ます。つまり、戻りフィールドがDIGITS(4)	DECIMALS(2)と定義され、



平方根値が1.41421の場合、戻り値は01.41になります。

例
**********	A	simple	square	root	calculatorDEFINE					FIELD(#NUMBER1)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(5)	EDIT_CODE(3)
DEFINE					FIELD(#RESULT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(5)	EDIT_CODE(3)
**********	Request	number	to	calculate	root	from
REQUEST				FIELDS(#NUMBER1)
**********	Calculate	square	root
USE								BUILTIN(SQUARE_ROOT)	WITH_ARGS(#NUMBER1)	TO_GET(#RESULT)
**********	Display	result
DISPLAY			FIELDS(#NUMBER1	#RESULT)
	



9.212	START_FILE_EDIT
	注：組み込み関数の規則
指定されたLANSAファイル定義の定義上で「編集セッション」を開始
します。
編集セッションでは、新しいファイルを定義したり、既存のファイルを
変更したりすることができます。
編集セッション中、ファイル定義はロックされ、他のユーザーが使用す
ることはできません。
1度に編集できるファイル定義は、1つだけです(つまり、同じジョブ内
からの2つのファイル定義を同時に編集することはできません)。
新しいファイル定義または変更したファイル定義の詳細は、
END_FILE_EDIT組み込み関数を使用して「コミット」しないと失われ
ます。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 必
須

編集するファイルの名前 1 10 	 	

2 A 必 ファイルが存在するライブラ 1 10 	 	



須 リ
既存のファイル定義を編集す
る場合、*LIBLまたは*FIRST
を指定することができます。

既存のファイル定義を編集す
る、または新しいファイル定
義を作成する場合、
*DEFAULTを指定することが
できます。
注：*FIRST、	*DEFAULT、
*LIBLなどをコーディングす
るとき、これらをシステム変
数ではなくリテラルとして区
別するために、追加の引用符
を使用する必要があります。
したがって、'''*FIRST'''のよ
うに、引数を3つの単一引用
符で囲んでコーディングする
必要があります。
"'*FIRST'"のように二重引用
符と一重引用符を使用して
コーディングしないでくださ
い。
「例」を参照してください。

3
**

A 必
須

編集される詳細のソース。ブ
ランク、LAN、OTHを指定
することはできません。

3 3 	 	

4 A 任
意

ファイル記述をブランクにす
ることはできません。新規
ファイルの作成時に必要で
す。

1 40 	 	

5 A 任
意

権限。新規ファイルの作成時
に必要です。ALL、
NORMAL、NONEを指定す
ることができます。

1 6 	 	



6 A 任
意

ファイル・コンポーネント編
集オプション
バイト1：YまたはNによっ
て、フィールドを編集するか
どうかを指定します。デフォ
ルトはYです。
バイト2：YまたはNによっ
て、論理ビュー/ファイルを
編集するかどうかを指定しま
す。デフォルトはYです。
バイト3：YまたはNによっ
て、アクセス経路の詳細を編
集するかどうかを指定しま
す。デフォルトはYです。
バイトがNとして渡された場
合、関連するファイル定義の
コンポーネントは編集セッ
ション中に変更されず、以下
に示すように削除保留のフラ
グは立てられません。このよ
うなファイル定義のコンポー
ネントを編集しようとする
と、致命的なエラーが発生し
ます。

3 3 	 	

**	編集される詳細の「ソース」は重要です。編集セッションが開始され
ると、START_FILE_EDIT組み込み関数に渡されたソースと同じ「ソー
ス」を持つファイル定義の詳細すべてに削除保留フラグが立てられま
す。FILE_FIELD、LOGICAL_VIEWなどの組み込み関数のいずれかに
よって詳細が「再指定」されない場合、詳細は、END_FILE_EDIT組み
込み関数によってファイル定義から削除されます。例外は、前述の6番
目の引数で1つ以上のバイト位置を使用することによって、特定の詳細
を編集から除外している場合です。これによって、別のソース(「ファ
イル制御メニュー」でLANSA	のファイル定義の表示/変更機能を使用し
た直接入力など)によって指定されたファイルの詳細をファイル編集
セッション中に元の状態のまま維持することができます。
次に、この「ソース」コードの例を挙げます。

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_30007.htm


LDM LANSA	データ・モデリング・インターフェース

IEW インフォメーション・エンジニアリング・ワークベンチ・
インターフェース

ACC アクセラレート・データ・モデリング・インターフェース

ソース・コードを設定した後は、特定のタイプのインターフェース内
で、使用するソース・コードを変更しないでください。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	編集セッションが開
始された
ER	=	致命的なエラーが検
出された
戻りコードがERの場合、
エラー・メッセージが自
動的に出力され、編集
セッションはコミットな
しで終了します。

2 2 	 	

例

次の例では、従来のメニュー形式のインターフェースではなく、組み込
み関数を使用することによって、NAMESという名前と住所の簡単な
ファイルの全詳細を定義しています。
***	Define	the	fields	into	the	data	dictionary	(no	prompting)
*
USE					BUILTIN(PUT_FIELD)	WITH_ARGS('N'	'CUSTNO'	'S'	007	0	'	'		
								'Customer	number')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(PUT_FIELD)	WITH_ARGS('N'	'CUSNAME'	'A'	010	0	'	'		
								'Customer	name')	TO_GET(#RETCODE)



USE					BUILTIN(PUT_FIELD)	WITH_ARGS('N'	'ADDRESS1'	'A'	020	0	'	'		
								'Address	line	1')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(PUT_FIELD)	WITH_ARGS('N'	'ADDRESS2'	'A'	020	0	'	'		
								'Address	line	2')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(PUT_FIELD)WITH_ARGS('N'	'ZIPCODE'	'S'	006	0	'	'		
								'Zip	code')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	Start	an	edit	session	on	the	new	file	NAMES	in	library	QGPL
*
USE					BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('NAMES'	'QGPL'	'DEM'	
											'Customer	details'	'NORMAL')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	Use	of	triple	quotes	round	*FIRST	and	*DEFAULT	libraries
*
USE					BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('CODES'	'''*FIRST'''	'TST'	'Codes	details'	'NORMAL')	TO_GET(#RETCODE)
*
USE					BUILTIN(START_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('SALES'	'''*DEFAULT'''	'PRD'	'Sales	results'	'NORMAL')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	Define	the	fields	in	the	file
USE					BUILTIN(FILE_FIELD)	WITH_ARGS('CUSTNO')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(FILE_FIELD)	WITH_ARGS('CUSNAME')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(FILE_FIELD)	WITH_ARGS('ADDRESS1')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(FILE_FIELD)	WITH_ARGS('ADDRESS2')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(FILE_FIELD)	WITH_ARGS('ZIPCODE')	TO_GET(#RETCODE)
***	Define	the	primary	or	relational	file	key
*
USE					BUILTIN(PHYSICAL_KEY)	WITH_ARGS('CUSTNO')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	Define	additional	logical	view	in	CUSNAME	/	ZIPCODE	order
USE					BUILTIN(LOGICAL_VIEW)	WITH_ARGS('NAMESV1'	'Customers	in	name	order')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	Define	keys	of	logical	view	NAMESV1
USE					BUILTIN(LOGICAL_KEY)	WITH_ARGS('NAMESV1'	'CUSNAME')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(LOGICAL_KEY)	WITH_ARGS('NAMESV1'	'ZIPCODE')	TO_GET(#RETCODE)

***	Define	"one	to	one"	access	route	to	ZIPTABLE	by	using	key	ZIPCODE
USE					BUILTIN(ACCESS_RTE)	WITH_ARGS('DEM1'	'Zip	details'	'ZIPTABLE'	'''*FIRST'''	1	'N/AVAIL')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(ACCESS_RTE_KEY)	WITH_ARGS('DEM1'	'ZIPCODE')	TO_GET(#RETCODE)
*



***	Define	"one	to	many"	access	route	to	ORDHDRV2	using	key	CUSTNO
USE					BUILTIN(ACCESS_RTE)	WITH_ARGS('DEM2'	'Order	details'	'ORDHDRV2'	'''*FIRST'''	999	'IGNORE')	TO_GET(#RETCODE)
USE					BUILTIN(ACCESS_RTE_KEY)	WITH_ARGS('DEM2'	'CUSTNO')	TO_GET(#RETCODE)
*
***	End	the	edit	session	and	commit	details
USE					BUILTIN(END_FILE_EDIT)	WITH_ARGS('Y')	TO_GET(#RETCODE)
	



9.213	START_FUNCTION_EDIT
	注：組み込み関数の規則
指定されたLANSAファンクション定義の定義上で「編集セッション」
を開始します。
編集セッションでは、新しいファンクションを定義したり、既存のファ
ンクションを変更したりすることができます。
ファンクション編集セッションは、親(所有)プロセスのプロセス編集
セッション中に開始し、終了する必要があります。同じプロセス内の
ファンクションに対する複数の編集セッションを、同じプロセス編集
セッション中に連続して実行することができます(ただし、同時には実
行できません)。
例えば、以下のようになります。
START_PROCESS_EDIT
						START_FUNCTION_EDIT	
						<<	work	with	function	A	>>	
							END_FUNCTION_EDIT
END_PROCESS_EDIT
または：
START_PROCESS_EDIT
						START_FUNCTION_EDIT	
						<<	work	with	function	A	>>	
						END_FUNCTION_EDIT
						START_FUNCTION_EDIT	
						<<	work	with	function	B	>>	
						END_FUNCTION_EDIT
END_PROCESS_EDIT
ファンクション編集セッション中、ファンクション定義はロックされ、
他のユーザーが使用することはできません。
一度に編集できるファンクション定義は、1つだけです(つまり、同じ
ジョブ内からの2つ以上のファンクション定義を同時に編集することは
できません)。
ファンクションの編集セッションは、END_FUNCTION_EDIT組み込み
関数を使用して終了し、ロックなどをすべて正しい手順で解除/シャッ
トダウンするようにします。
ファンクション編集セッション中に致命的なエラーが発生すると、



END_FUNCTION_EDIT操作およびEND_PROCESS_EDIT操作が自動的に
発行されます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

未対
応	

	

引数

番
号

タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 編集するファンクション
の名前

1 7 	 	

2 A 任意 ファンクションの記述。
新規ファンクションの作
成時にのみ必要です。ブ
ランクを指定することは
できません。デフォルト
はFUNCTIONです。

1 40 	 	

3 A 任意 権限 3 6 	 	



新規ファンクションの作
成時にのみ必要です。
ALL、NORMAL、NONE
を指定することができま
す。デフォルトは
NORMALです。

4 A 任意 RDML	編集スタンプを追
加するかどうかを指定し
ます(Y、N)。
このファンクション編集
セッション中に次の組み
込み関数で使用される
RDML作業リストの内容
と長さを制御します。
GET_FUNCTION_RDML
EXECUTE_TEMPLATEお
よび
PUT_FUNCTION_RDML
Y=	このファンクション
編集セッション中に使用
されるRDML作業リスト
にRDML編集スタンプが
追加されます。
N=	このファンクション
編集セッション中に使用
されるRDML作業リスト
にRDML編集スタンプは
追加されません。

デフォルトはNです。

1 1 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード

OK	=	編集セッション
が開始された
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.214	START_PROCESS_EDIT
指定された	LANSAプロセス定義の定義上で「編集セッション」を開始
します。
編集セッションでは、新しいプロセスを定義したり、既存のプロセスを
変更したりすることができます。
編集セッション中、プロセス定義はロックされ、他のユーザーが使用す
ることはできません。
一度に編集できるプロセス定義は、1つだけです(つまり、同じジョブ内
からの2つ以上のプロセス定義を同時に編集することはできません)。
プロセスの編集セッションは、END_PROCESS_EDIT組み込み関数を使
用して終了し、ロックなどをすべて正しい手順で解除/シャットダウン
するようにします。
プロセス編集セッションで致命的なエラーを受け取った場合は、
END_PROCESS_EDITコマンドが自動で発行されます。
特記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる新し
いRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にアクセ
スするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では
使用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数

最
大
小
数



桁
数

桁
数

1 A 必須 編集するプロセスの名
前

1 10 	 	

2 A 任意 プロセスの記述

新規プロセスにのみ使
用します。
デフォルトは
PROCESSです。

1 40 	 	

3 A 任意 プロセスのメニュー・
タイプ/形式
新規プロセスにのみ使
用します。
SAA/CUA	または
ACT/BARを指定する
必要があります。
デフォルトは
SAA/CUAです。

7 7 	 	

4 A 任意 権限

新規プロセスにのみ使
用します。
ALL、	NORMAL、
NONEを指定すること
ができます。
デフォルトは
NORMALです。

3 6 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 戻りコード

OK	=	編集セッション
が開始された
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.215	START_RTV_SPLF_LIST
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数は、GET_SPLF_LIST_ENTRYおよび
END_RTV_SPLF_LISTと共に使用します。この組み込み関数を最初に使
用して、スプール・ファイルの取得に関する選択基準を指定する必要が
あります。指定できる選択条件は、ユーザー名、出力待ち行列名とライ
ブラリ、フォーム・タイプ、ユーザー・データ、およびステータスで
す。
このSTART_RTV_SPLF_LISTを使用して、選択基準を設定した後で、
GET_SPLF_LIST_ENTRYを使用して、スプール・ファイルの詳細を取得
することができます。
スプール・ファイルのリストを取り込んだ後には、
END_RTV_SPLF_LISTを使用する必要があります。この組み込み関数に
よって、リストを閉じ、そのリストに割り当てられた記憶域を解放しま
す。
例については、「GET_SPLF_LIST_ENTRY」を参照してください。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLXでは使用不可

Visual	LANSA	for
Windows

未対応	 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 ユーザー名

この引数には、取得する
スプール・ファイルの

1 10 	 	



ユーザー名を指定する必
要があります。値*ALLを
指定すると、すべての
ユーザーが選択されま
す。
デフォルトは*ALLです。

2 A 任意 出力待ち行列名

この引数は、出力待ち行
列ライブラリと共に使用
し、どの出力待ち行列か
らスプール・ファイルを
取得するかを指定しま
す。値*ALLを指定する
と、すべての出力待ち行
列が選択されます。
デフォルトは*ALLです。

1 10 	 	

3 A 任意 出力待ち行列ライブラリ

この引数は、出力待ち行
列名と共に使用し、どの
出力待ち行列からスプー
ル・ファイルを取得する
かを指定します。
デフォルトは*LIBLで
す。

1 10 	 	

4 A 任意 フォーム・タイプ

この引数には、取得する
スプール・タイプの
フォーム・タイプを指定
する必要があります。値
*ALLを指定すると、すべ
てのフォーム・タイプが
選択されます。
デフォルトは*ALLです。

1 10 	 	

5 A 任意 ユーザー・データ 1 10 	 	



この引数には、取得する
スプール・タイプのユー
ザー・データを指定する
必要があります。値*ALL
を指定すると、ユー
ザー・データに関係なく
スプール・ファイルが選
択されます。
デフォルトは*ALLです。

6 A 任意 ステータス

この引数には、選択する
スプール・ファイルのス
テータスを指定する必要
があります。
デフォルトは*ALLです。
指定可能な値は、*ALL、
*CLOSED、
*DEFERRED、
*SENDING、
*FINISHED、*HELD、
*MESSAGE、*OPEN、
*PENDING、
*PRINTING、*READY、
*SAVED、*WRITINGで
す。

1 10 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任意 戻りコード

OK	=	リストが正常に開か
れた

2 2 	 	



ER	=	引数の選択詳細が無
効
NR	=	選択引数に一致する
スプール・ファイルが見
つからない



9.216	STM_FILE_CLOSE
この組み込み関数を使用して、STM_FILE_OPENによって開いているス
トリーム・ファイルを閉じます。
開いているすべてのストリーム・ファイルは、ファンクション終了前に
閉じる必要があります。ストリーム・ファイルを閉じると、そのファイ
ルを再度開くまで、ファイルに対するアクションを実行することはでき
ません。
関連する組み込みファンクション：STM_FILE_OPEN、
STM_FILE_READ、STM_FILE_WRITE、STM_FILE_WRITE_CTL

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

閉じるファイルのファイ
ル番号(ファイル・ハンド
ル)
この番号は、ストリー
ム・ファイルに割り当て
られ、STM_FILE_OPEN
で戻されています。

1 3 0 0

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



意 数
桁
数

数
桁
数

1 A 任
意

戻りコード

OK	=	ファイルが閉じら
れた
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

例
「STM_FILE_OPEN」を参照してください。



9.217	STM_FILE_OPEN
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数によって、ストリーム・ファイルを開きます。オプ
ションによって、ファイルを開く方法を制御します。関連する組み込み
関数を使用して、ストリーム・ファイルからデータを読み取ったり、書
き込んだりすることができます。
LANSA/ADで実行している場合、この組み込み関数を使用して、IBM	i
IFSファイルの読み取り/書き込みを実行することができます。
関連する組み込み関数：STM_FILE_READ、STM_FILE_WRITE、
STM_FILE_CLOSE、	STM_FILE_WRITE_CTL

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

開くファイルのフル・パ
スとファイル名。

例えば/mydir/myfile.txt	な
どです。「ファイルを開
く時のオプション」	を参
照してください。
読み取るためにファイル
を開く場合、ファイルは
存在する必要がありま
す。書き込むためにファ
イルを開く場合、ファイ

1 制
限
な
し

	 	



ルは存在しない場合作成
されます。

2 A 任
意

このストリーム・ファイ
ルの処理に適用されるオ
プション。

複数のオプションを指定
することができます。
オプションは、1つ以上
のブランク文字で区切る
必要があります。
詳細については、下記の
「技術ノート」を参照し
てください。

使用可能なオプション：
Read
Write
Append
Text
Binary
LineTerminator=aaaaa
LineTerminator=LF
NoTrim
CodePage=nnnnn

1 制
限
な
し

	 	

3 A 任
意

ファイルの作成時に共通
権限として設定する権限
レベル(IBM	iでのみ使用)
N	=	NONE	(権限は設定さ
れない)
A	=	ALL	(権限をRWXに
設定)
R	=	READUSE	(権限をRX
に設定)
デフォルト値はRです。

1 1 	 	

4 A 任 バッファリング。このオ 1 1 	 	



意 プションは、書き込みま
たは追加操作のために
ファイルを開く場合のみ
有効です。このオプショ
ンをNに設定した場合、
BIFが戻る前にデータが
永久ストレージに書き込
まれます。
Y	=	バッファリング
N	=	バッファリングなし
デフォルト値はYです。

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

ファイル番号(ファイル・
ハンドル)
ファイルが開かれたとき
に一意のファイル番号が
このファイルに割り当て
られ、この値で戻されま
す。このファイル番号
は、このファイルに対し
てアクションを実行する
ときに使用する必要があ
ります。例えば、
STM_FILE_READを使用
してこのファイルから
データを読み取る場合、
このファイル番号を指定
する必	要があります。
最大256個のファイルを

1 3 0 0



いつでも開くことがで
き、該当するファイル番
号を指定することによっ
て、このファイルのいず
れかを処理することがで
きます。

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	ファイルが開か
れ、ファイル番号が割り
当てられた
ER	=	ファイルを開くとき
にエラーが発生した。詳
細については、メッセー
ジを参照してください。

2 2 	 	

技術ノート

ファイルを開く時のオプション
注：IBM	iのパス区切り記号は/	(スラッシュ)です。IBM	iでは、\	(バッ
ク・スラッシュ)は使用できません。使用すると、アクセスできない
ファイルが作成されます。

オプショ
ン・グルー
プ

指定がない場合の
デフォルト

指定できるオプショ
ン値

注

ファイル・
モード

読み取り Read 読み取るため
にファイルを
開きます。
ファイルは存
在する必要が
あります。

Write 書き込むため
にファイルを
開きます。
ファイルは存
在しない場
合、作成され



ます。ファイ
ルが存在する
場合、データ
内容は上書き
されます。

Append ファイルの最
後に書き込む
ためにファイ
ルを開きま
す。書き込み
アクションに
よって、既存
のファイルに
データが追加
されます。
ファイルは存
在しない場
合、作成さ	れ
ます。

データ・
モード

Text Text テキスト・ス
トリームとし
てデータを読
み取り/書き込
みます。文字
変換が行われ
ます。データ
は、ジョブの
コード・ペー
ジとファイル
のコード・
ページとの間
で変換されま
す。

Binary バイナリー・
ストリームと
してデータを
読み取り/書き



込みます。文
字変換は行わ
れません。
データは、入
力または出力
時に変更され
ません。ファ
イルが	Binary
モードで作成
される場合、
そのファイル
はジョブの
コード・ペー
ジで作成され
ます。

行書式

このオプ
ションに
よって、行
を終了する
文字を指定
することが
できます。
ファイルを
読み取る場
合、この文
字が検索さ
れ、終了文
字までの
データが各
読み取りア
クションに
よって戻さ
れます。終
了文字は戻
されませ
ん。

LineTerminator=LF LineTerminator=ALL
デフォルト=LT

読み取りファ
イルでのみ有
効です。

行終了文字
(CR、CRLF、
LF、NL、
LFCR)のいず
れかを使用し
て、行の終わ
りを示しま
す。

LineTerminator=CR 終了文字は、
復帰(CR)で
す。

LineTerminator=CRLF
詳細は｢Windowsの
Textモード処理」を
参照してください。

終了文字は、
復帰(CR)、改
行(LF)です。

LineTerminator=LF
詳細は｢Windowsの

終了文字は、
改行(LF)で



ファイルに
書き込む場
合、行終了
文字は、各
書き込みア
クションに
よってデー
タの最後に
追加されま
す。

Textモード処理」を
参照してください。

す。

LineTerminator=NL 終了文字は、
改行(NL)で
す。

LineTerminator=LFCR
詳細は｢Windowsの
Textモード処理｣を参
照してください。

終了文字は、
改行(LF)、復
帰(CR)です。

LineTerminator=NONE
読み込みが終了し
て、書き込む前に、
行の終わりの全ての
行終了文字(LT)が削
除されます。行の終
わりとは、BIFが行終
了として認識する位
置であり、ファイル
行の終わりではあり
ません。ファイルと
一致しないLTが選択
された場合、行の終
わりにならないの
で、LTは削除されま
せん。出力も同様で
す。BIFにより書きだ
された各行の終わり
からのみ、LTが削除
されます。

行終了文字は
使用されませ
ん。

末尾ブラン
クの除去

このオプ
ションは、
書き込まれ
るファイル

デフォルトのアク
ションは、デー
タ・ストリームに
書き込まれる前に
データ・ブロック
から末尾ブランク

Notrim 書き込みアク
ションによっ
て提供される
データ・ブ
ロックから末
尾ブランクを



に使用する
ことがで
き、書き込
みアクショ
ンによって
提供される
データ・ブ
ロックから
末尾ブラン
クを除去す
るかどうか
を制御しま
す。

を除去します。 除去しませ
ん。

コード・
ページ

このオプ
ションは、
ファイル作
成時に使用
します。
IBM	i	IFSで
作成される
ファイル
は、指定の
コード・
ページとし
て作成され
ます。
IBM	i以外
のプラット
フォームで
実行してい
る場合、こ
のオプショ
ンは無視さ
れます。

ファ	イルが作成
される場合、現在
のジョブのコー
ド・ページが使用
されます。

CodePage=nnnnn
ここで、nnnnnは必要
なコード・ページを
指します。
注：	通常、英語の
IBM	i	IFSファイルに
は、CodePage=00819
を使用します。

Append	モード
で既存のファ
イルに書き込
むために開く
ファイルで
は、このオプ
ションは無視
されます。
コード・ペー
ジの情報は、
ファイルを作
成する必要が
ある場合にだ
け使用されま
す。



WindowsのTextモード処理
Textモードでは、行終了が0x0d0aのファイルを読み込むと、Windowsは
0x0aを戻すだけです。これに合わせて、LineTerminator=LFまたはALLを
指定する必要があります。
Textモードでは、ファイル書き込み時に0x0aがバッファにある場合、
Windowsにより0x0dが出力されます。ですから、LFが指定されると、
ファイルは0x0d0aを受け取ります。CRを指定すると、ファイルは0x0d
を受け取ります。CRLFを指定の場合は、ファイルは0x0d0d0aを受け取
ります。
Binaryモードの場合、0x0d0aは読み込み時に何も行われません。ですか
ら、CRLFが正常に作動します。
ストリーム・ファイルの組み込み関数が、Windowsでファイルから別の
ファイルへのコピーに使用され、このファイルの行終了文字が0x0d0aの
場合、CRLFは残ります。

										Textモード読み込み	LineTerminator=LFまたはALL、Textモード書き込み
LineTerminator=LF

										Binaryモード読み込み	LineTerminator=CRLFまたはALL、Binaryモード書き込み
LineTerminator=CRLF

また、読み込んだ行に戻り値OVがある時にフラグを立てる特別な処理
が無い限り、書き込み時に余分な行が出力されます。読み込みバッファ
を最大長より長くするか、書き込み時にOV行処理をすると、行は再構
成されます。
Binaryモードは予測可能なので、Textモードより便利です。LANSAが優
先的に処理できるようOSに指示します。WindowsではTextモードでの文
字変換はありません。ですから、これを使用する意味はほとんどありま
せん。返って混乱を招くだけです。WindowsではBinaryモードを使用し
てください。そうすると、この組み込み関数でファイルにある通りの
データを受け取ることができ、指定した通りの出力ができます。
行終了マーカーはプラットフォームによって異なります。例えば
Windowsでは0x0d0a、Linuxでは0x0d0aが使用されています。
WindowsでもLinuxでも、TextモードでLineTerminator=LFにすることは可
能ですし、正常に作動します。

コード・ページの変換
IBM	iプラットフォームで実行している場合、実行中のジョブのコー
ド・ページとストリーム・ファイルのコード・ページとの間で変換が実



行される可能性があります。ストリーム・ファイルのコード・ページ
は、ファイル作成時に設定されます。
Textモードでファイルからデータを読み取る場合、データは、ファイル
のコード・ページからジョブのコード・ページに変換されます。Binary
モードでデータを読み取る場合、変換は行われません。
書き込み用にファイルを作成する場合、そのファイルは、
STM_FILE_OPENで指定したコード・ページで作成されます。コード・
ページが指定されていない場合、既存のジョブのコード・ページが省略
値として使用されます。ファイルに書き込まれるテキスト・データは、
ジョブのコード・ページからファイルのコード・ページに変換されま
す。Binaryモードで書き込まれるデータは変換されません。
Appendモードで既存のファイルに書き込むためにファイルを開く場合、
既存のファイルのコード・ページは変更されません。
WindowsやLinuxでは、コード・ページ変換は行われません。Textモード
でファイルからデータを読み取る場合、データは、現在のコード・ペー
ジが想定されます。UTF-8およびUTF-16のデータはサポートされませ
ん。

例
IBM	i	IFS上のストリーム・ファイルが開かれます。ストリーム・ファイ
ルはディレクトリ/tmpにあり、ファイル名はupdphone.txtです。ファイル
はテキストとして読み取られ、標準の行終了文字(CRLF、LFCR、CR、
LF、NL)によって各行の終わりが示されます。ストリーム・ファイルの
各行が読み取られ、その情報はデータベース・ファイルPSLMSTを更新
するために使用されます。ストリーム・ファイルの最後に到達すると、
そのファイルは閉じられます。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																							
**********																																																								
DEFINE					FIELD(#FILENO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DESC('Allocated	file	number')
DEFINE					FIELD(#RETNCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																	
DEFINE					FIELD(#COMMA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)																				
DEFINE					FIELD(#OPTIONS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DESC('Options	for	stream	file	open')
CHANGE					FIELD(#OPTIONS)	TO('''Read	Text	LineTerminator=ALL''')
**********																																																								
USE								BUILTIN(STM_FILE_OPEN)	WITH_ARGS('''/tmp/updphone.txt'''	#OPTIONS)	TO_GET(#FILENO	#RETNCODE)
IF									COND('#retncode	*NE	OK')																																
MESSAGE				MSGTXT('Error	occurred	on	OPEN')																								
RETURN																																																													



ENDIF																																																														
**********																																																									
**********	Read	IFS	file	updphone.txt	until	end	of	file.												
**********	File	contains	update	for	employee	phone	numbers.								
**********	Each	line	of	data	contains	EMPNO,PHONENO	with
**********	a	line	terminator	of	Carriage	return	line	feed.									
**********	eg		A0001,754310																																								
**********					A1007,325	187																																							
**********																																																									
DOUNTIL				COND('#retncode	=	EF')																																		
USE								BUILTIN(STM_FILE_READ)	WITH_ARGS(#FILENO)	TO_GET(#EMPNO	#RETNCODE	#COMMA	#PHONEBUS)
IF									COND('#retncode	*EQ	ER')																													
MESSAGE				MSGTXT('Error	reading	stream	file')																		
RETURN																																																										
ENDIF																																																											
IF									COND('#retncode	*EQ	OK')																													
**********	update	PSLMST	with	information	from	stream	file						
UPDATE					FIELDS((#PHONEBUS))	IN_FILE(PSLMST)	WITH_KEY(#EMPNO)	
ENDIF																																																											
**********																																																						
ENDUNTIL																																																								
**********																																																						
**********	Close	stream	file	and	finish																									
USE								BUILTIN(STM_FILE_CLOSE)	WITH_ARGS(#FILENO)											
MESSAGE				MSGTXT('Phone	numbers	updated')																						
RETURN																																																										
	



9.218	STM_FILE_READ
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数によって、指定のストリーム・ファイルからデータを
読み取ります。このストリーム・ファイルは、STM_FILE_OPENによっ
てあらかじめ開いています。
LineTerminatorオプションを指定してストリーム・ファイルを開いてい
る場合、指定の行終了文字までのデータがSTM_FILE_READアクション
によって戻されます。
LineTerminator=NONEオプションを指定してストリーム・ファイルを開
いている場合、指定の戻りデータ・ブロックに収まる量のデータが
STM_FILE_READアクションによって戻されます。
関連する組み込み関数：STM_FILE_OPEN、STM_FILE_CLOSE、
STM_FILE_WRITE、	STM_FILE_WRITE_CTL
Line	Terminatorの使用については、｢STM_FILE_OPEN｣	を参照してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

データの読み取り元ファ
イルのファイル番号(ファ
イル・ハンドル)
この番号は、
STM_FILE_OPENによっ
てストリーム・ファイル

1 3 0 0



に割り当てられていま
す。

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

戻りデータ・ブロック1
このデータ・ブロックの
長さまでのデータが戻さ
れます。

1 制
限
な
し

	 	

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	データは読み取ら
れ、戻された	
ファイルを開くときに行
終了文字が指定された場
合、指定の終了文字まで
のデータが戻されていま
す。
ファイルを開くときに
Lineterminator=NONEが指
定された場合、指定の
データ・ブロックにデー
タが戻されています。
OV	=	データ・オーバー
フロー
行終了文字が開くときに
指定され、データ・ブ
ロックに収まる量のデー
タが戻されていますが、
この行に指定された終了
文字に到達するまでにま
だデータが存在します。

2 2 	 	



後続のSTM_FILE_READ
によって、指定の終了文
字までの残りのデータが
戻されます。
EF	=	ファイルの終わりに
到達した
読み取ろうとしたが、読
み取れるデータがありま
せん。戻りデータ・ブ
ロックには、ブランクが
戻されます。

ER	=	エラーが発生した

3 A 任
意

戻りデータ・ブロック2 1 制
限
な
し

	 	

4 A 任
意

戻りデータ・ブロック3 1 制
限
な
し

	 	

5 A 任
意

戻りデータ・ブロック4 1 制
限
な
し

	 	

6 A 任
意

戻りデータ・ブロック5 1 制
限
な
し

	 	

7 A 任
意

戻りデータ・ブロック6 1 制
限
な
し

	 	

8 A 任
意

戻りデータ・ブロック7 1 制
限

	 	



な
し

9 A 任
意

戻りデータ・ブロック8 1 制
限
な
し

	 	

10 A 任
意

戻りデータ・ブロック9 1 制
限
な
し

	 	

11 A 任
意

戻りデータ・ブロック10 1 制
限
な
し

	 	

例
「STM_FILE_OPEN」を参照してください。



9.219	STM_FILE_WRITE
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数によって、指定のストリーム・ファイルにデータを書
き込みます。このストリーム・ファイルは、STM_FILE_OPENによって
あらかじめ開いています。
LineTerminatorオプションを指定してストリーム・ファイルを開いてい
る場合、データ・ブロックにあるデータが書き込まれ、指定の終了文字
で終わります。
LineTerminator=NONEオプションを指定してストリーム・ファイルを開
いている場合、データ・ブロックにあるデータがデータ・ストリームに
書き込まれます。STM_FILE_WRITE_CTL組み込み関数を使用すること
によって、データ・ストリームの適切な位置に行終了文字を書き込むこ
とができます。
関連する組み込み関数：STM_FILE_OPEN、STM_FILE_READ、
STM_FILE_CLOSE、STM_FILE_WRITE_CTL
Line	Terminatorの使用については、｢STM_FILE_OPEN｣を参照してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

データが書き込まれる
ファイルのファイル番号
(ファイル・ハンドル)
この番号は、ストリー

1 3 0 0



ム・ファイルに割り当て
られ、STM_FILE_OPEN
で戻されています。

2 A 必
須

データ・ブロック1 1 制
限
な
し

	 	

3 A 任
意

データ・ブロック2 1 制
限
な
し

	 	

4 A 任
意

データ・ブロック3 1 制
限
な
し

	 	

5 A 任
意

データ・ブロック4 1 制
限
な
し

	 	

6 A 任
意

データ・ブロック5 1 制
限
な
し

	 	

7 A 任
意

データ・ブロック6 1 制
限
な
し

	 	

8 A 任
意

データ・ブロック7 1 制
限
な
し

	 	

9 A 任
意

データ・ブロック8 1 制
限

	 	



な
し

10 A 任
意

データ・ブロック9 1 制
限
な
し

	 	

11 A 任
意

データ・ブロック10 1 制
限
な
し

	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

戻りコード

OK	=	データが書き込ま
れた
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

例
このIBM	iの例では、ストリーム・ファイルがIBM	i	IFSに書き込まれま
す。
ファイルは、ディレクトリ/tmpに書き込まれ、example1.txtという名前が
付けられます。
ファイルはテキストとして書き込まれ、各行は復帰改行(CRLF)で終わり
ます。各行のフィールドでは、末尾ブランクが除去されないため、デー
タは固定の書式のように見えます。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																								
**********																																																									
DEFINE					FIELD(#FILENO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DESC('Allocated	file	number')
DEFINE					FIELD(#RETNCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																		



DEFINE					FIELD(#OPTIONS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DESC('Options	for	stream	file	open')
CHANGE					FIELD(#OPTIONS)	TO('''WRITE	notrim	Text	lineTerminator=	CRLF	CodePage=819''')
**********																																																									
USE								BUILTIN(STM_FILE_OPEN)	WITH_ARGS('''/tmp/example1.txt'''	#OPTIONS)	TO_GET(#FILENO	#RETNCODE)
IF									COND('#retncode	*NE	OK')																															
MESSAGE				MSGTXT('Error	occurred	on	OPEN')																							
RETURN																																																												
ENDIF																																																													
**********																																																								
**********	Read	file	PSLMST	and	write	to	the	IFS	file	example1.txt
**********	Each	line	written	contains	employee	name	and	phone	number.
**********	Each	line	written	contains	employee	name	and	phone	number.				
**********																																																								
SELECT					FIELDS((#SURNAME)	(#GIVENAME)	(#PHONEBUS))	FROM_FILE(PSLMST)
USE								BUILTIN(STM_FILE_WRITE)	WITH_ARGS(#FILENO	#SURNAME	#GIVENAME	#PHONEBUS)	TO_GET(#RETNCODE)
IF									COND('#retncode	*NE	OK')																													
MESSAGE				MSGTXT('Error	writing	to	stream	file')															
RETURN																																																										
ENDIF																																																											
ENDSELECT																																																							
**********																																																						
**********	Close	stream	file	and	finish																									
**********																																																						
USE								BUILTIN(STM_FILE_CLOSE)	WITH_ARGS(#FILENO)											
RETURN		
	



9.220	STM_FILE_WRITE_CTL
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数によって、データ・ストリームに行終了文字を書き込
みます。
関連する組み込み関数：STM_FILE_OPEN、STM_FILE_CLOSE、
STM_FILE_WRITE、STM_FILE_READ

各製品の対応

LANSA/AD 使用可

Visual	LANSA	for	Windows 使用可

Visual	LANSA	for	Linux 使用可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

行終了文字を書き込む
ファイルのファイル番号
(ファイル・ハンドル)
この番号は、
STM_FILE_OPENによっ
てストリーム・ファイル
に割り当てられていま
す。

1 3 0 0

2 A 任
意

書き込む行終了文字

有効な値は以下のとおり
です。
CR
LF	(デフォルト値)
CRLF
NL

1 10 	 	



LFCR

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

2 A 任
意

戻りコード

OK	=	終了文字が書き込
まれた
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

例
このIBM	iの例では、ストリーム・ファイルがIBM	IFSに書き込まれま
す。ファイルは、ディレクトリ/tmpに書き込まれ、example2.txtという名
前が付けられます。
データは、データベース・ファイルPSLMSTからの従業員番号の後に、
その従業員のスキル・コードが続く形で書き込まれます。スキルは、コ
ンマによって区切られます。従業員に関するデータの終わりは、次の例
のように、復帰改行(CRLF)によって示されます。
A0001,ADVPGM,CS
A0008
A0013
A0090,CL,COBOL,ECD,INTRO,MANAGE1,MARKET2,MARKET3,MBA,RPG
開くときのオプションがLineTerminator=NONEのため、行終了文字は、
STM_FILE_WRITEによって自動的に書き込まれません。行終了文字
は、従業員に関する情報の最後にSTM_FILE_WRITE_CTLによって書き
込まれます。
FUNCTION			OPTIONS(*DIRECT)																																							
**********																																																								
DEFINE					FIELD(#FILENO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	DESC('Allocated	file	number')
DEFINE					FIELD(#RETNCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)																	
DEFINE					FIELD(#COMMA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	DEFAULT(',')							
DEFINE					FIELD(#OPTIONS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DESC('Options	for	stream	file	open')



CHANGE					FIELD(#OPTIONS)	TO('''WRITE	Text	CodePage=819	LineTerminator=NONE''')
**********																																																								
USE								BUILTIN(STM_FILE_OPEN)	WITH_ARGS('''/tmp/example2.txt'''	#OPTIONS)	TO_GET(#FILENO	#RETNCODE)
IF									COND('#retncode	*NE	OK')																																
MESSAGE				MSGTXT('Error	occurred	on	OPEN')																								
RETURN																																																													
ENDIF																																																														
**********																																																									
**********	Read	file	PSLMST	and	for	each	employee	get	his	skills			
**********	Write	to	stream	file	employee	no	and	list	of	skills					
**********		comma	delimited.	Terminate	with	a	CRLF.																
**********																																																									
SELECT					FIELDS((#EMPNO))	FROM_FILE(PSLMST)																						
USE								BUILTIN(STM_FILE_WRITE)	WITH_ARGS(#FILENO	#EMPNO)	TO_GET(#RETNCODE)
**********																																																							
SELECT					FIELDS((#SKILCODE))	FROM_FILE(PSLSKL)	WITH_KEY(#EMPNO)
USE								BUILTIN(STM_FILE_WRITE)	WITH_ARGS(#FILENO	#COMMA	#SKILCODE)	TO_GET(#RETNCODE)
ENDSELECT																																																								
**********	Add	line	terminator	at	end	of	details	for	employee				
USE								BUILTIN(STM_FILE_WRITE_CTL)	WITH_ARGS(#FILENO	CRLF)	TO_GET(#RETNCODE)
ENDSELECT																																																								
**********																																																							
**********	Close	stream	file	and	finish																										
**********																																																							
USE								BUILTIN(STM_FILE_CLOSE)	WITH_ARGS(#FILENO)												
RETURN																																																												
	



9.221	SYSTEM_COMMAND
	注：組み込み関数の規則
オペレーティング・システムのコマンドを実行します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可
能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for	Linux 使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 コマンド実行オプション

X	=	同期プロセス経由で
実行
B	=	サイレント・モード
にて同期プロセス経由で
実行
S	=	コマンド・インタープ
リタ・ウィンドウの「シ
ステム」コマンド・イン
ターフェース経由で実行

H	=	"ShellExecute"コマン
ド・インターフェース経
由で実行
A	=	非同期プロセス経由
で実行
W	=	下位互換性のみ。代

1 1 	 	



わりに"S"を使用してくだ
さい。
IBM	iの場合：すべてのオ
プションで、コマンドは
同期実行されます。

2 A 任意 コマンド・ストリング1 1 256 	 	

3 A 任意 コマンド・ストリング2 1 256 	 	

4 A 任意 コマンド・ストリング3 1 256 	 	

5 A 任意 作業ディレクトリ 1 256 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必須 オペレーティング・シス
テムからの戻り/応答コー
ド

IBM	iの場合：
0	=	コマンドは正常に実行
された
1	=	コマンドは正常に実行
されなかった

7 7 0 0

技術上の注記	-	すべてのプラットフォーム
										この組み込み関数を使用することによって、ファンクションにオペレーティング・シ
ステムへの依存性が生まれます。

アプリケーション設計者は、この組み込み関数を使用することに関して全責任を負います。
また、この組み込み関数を使用した場合、異なるオペレーティング・システム間(または、同
じオペレーティング・システムの異なるバージョン間でも)に可搬性があることは、明示黙示
を問わず保証されません。

									この機能を使用して、X_RUNのエントリー・ポイントを呼び出さないでください。こ
の機能は、別のX_RUNプロセスを開始または引き起こすために使用することはできますが、



そのプロセスを再帰的に呼び出すために使用することはできません。

									Windows	プラットフォームにおいては、原則として、コマンド実行オプションについ
て、最初に"X"オプションを試し、希望どおりにコマンドが処理されなかった場合に"S"オプ
ションを使用するようにしてください。
実行オプションの概要は以下の通りです。

									"X"	オプションを指定すると、すべてのプラットフォームでコマンドが同期実行される
ため、"X"オプションを使用することをお勧めします。このオプションを使用すると、
LANSAファンクションはコマンドが実行されている間待機します。Windows	Desktop	Heap
Managementが有効な場合、作成されるプロセスは、完全にWindows	Desktop	Heap
Managementによって制御されます。上記以外の場合、作成されるプロセスは、親のデス
クトップ・ヒープを使用します。戻りコード2は、コマンドが見つからないか、または依
存DLLが見つからないことを示します。

									IBM	iおよびLinuxにおいては、このオプションは、"S"	オプションと同じように実行さ
れます。

下記の"X"オプションの例では、テキストファイルを表示するためWindowsの	notepad.exe
を呼び出しています。

USE	BUILTIN(SYSTEM_COMMAND)	WITH_ARGS('X'	'notepad.exe'	'	'

"X"	オプションによって、コマンド・インタープリタは開始されないため、COPY、DEL
などのコマンドはサポートされません。このようなコマンドを使用する必要がある場合、
"S"オプションを使用してください。コマンド・プロンプトを実行して、Helpと入力する
と、Windowsプラットフォームで使用するコマンドのリストを確認することができます。

									"B"	オプションは	"X"オプションと同じですが、Windowsプラットフォームでは、非表
示かつバックグラウンドで実行されます。

USE	BUILTIN(SYSTEM_COMMAND)	WITH_ARGS('B'	'c:\temp\x.cmd'
									"S"	オプションを指定すると、コマンドは標準のC「システム」コマンドとして実行さ
れます。このオプションにより、コマンド・インタープリタが開始されるため、COPY、
DELなどのコマンドはサポートされます。下記は、"S"オプションを使用してコマンド・
ラインを実行する例です。

USE	BUILTIN(SYSTEM_COMMAND)	WITH_ARGS('S'	'help.exe	>	c:\temp\x.txt
									"H"	オプションはWindows環境でのみ使用可能であり、後続の引数で指定したファイル
に対する、オペレーティング・システムにリンクしたエディター/	ビューアーを呼び出し
ます。したがって、コマンド・ストリング1が"c:\temp\test.doc"を含む場合、.docファイル
(おそらくMS	Word)に関連付けられたオペレーティング・システムのエディターが開始さ
れます。同様に、"c:\temp\test.htm"の場合、HTMLブラウザーが開始されます。エディ
ター/ビューアーは非同期で実行されます。下記の例は、"H"オプションにより、システム
の初期アプリケーションを使用してテキスト・ファイルを表示しています。

USE	BUILTIN(SYSTEM_COMMAND)	WITH_ARGS('H'	'c:\temp\x.txt')	TO_GET(#STD_NUM)
									"A"	オプションは、コマンドを非同期実行すること以外は"X"オプションと同じです。
サポートされるすべてのWindowsプラットフォームで完全にサポートされます。他のプ
ラットフォームにも実装されていますが、予測どおりに動作しないことがあります。
LANSAは、このような問題に対処しない権利を保有しています。

									"W"	オプションは、下位互換性のために用意されています。新しいアプリケーション
には"S"オプションを使用してください。



技術上の注記	-	WindowsおよびLinux
									コマンドおよびコマンドを実行できる環境に関するルールは、オペレーティング・シス
テムによって異なります。

									コマンドが有効であること、およびそのコマンドが予想どおりに機能することをテスト
するのは、アプリケーション設計者の責任です。

									アプリケーション設計上の重要なポイントでこの組み込み関数を使用する場合は、この
組み込み関数が予想どおりに機能することを確認してから、アプリケーションを設計してく
ださ	い。

技術上の注記	-	IBM	i
									指定されるオペレーティング・システムのコマンドは、IBMコマンド実行(QCMDEXC)
APIを経由して実行できる必要があります。

									SYSTEM_COMMAND	を経由して実行されるコマンドは、LANSAシステムの所有者
ユーザー・プロファイルの権限、およびUSEADPAUT(*NO)が指定された呼び出しスタックで
エントリーによってチェーンが中断されない限り、USRPRF(*OWNER)が指定された呼び出
しスタック内の別のエントリーのユーザー・プロファイルの権限を適用します。

						これがユーザーのサイト・セキュリティ・ポリシーに適合しない場
合、次のコマンドを使用してください。

	CHGPGM	PGM(M@SYEXEC)	USRPRF(<your	value>)
USEADPAUT(<your	value>)
						LANSAシステムへのアップグレード後、上記の値を確認する必要が
あります。



9.222	TCONCAT
	注：組み込み関数の規則
最大5個の英数字文字列を連結して、戻り値として1つの文字列を作成し
ます。各文字列の末尾ブランクは、連結操作中に切り捨てられます。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必須 連結する1番目の文字列 1 制
限
な
し

	 	

2 U 必須 連結する2番目の文字列 1 制
限
な
し

	 	

3 U 任意 連結する3番目の文字列 1 制
限
な
し

	 	

4 U 任意 連結する4番目の文字列 1 制 	 	



限
な
し

5 U 任意 連結する5番目の文字列 1 制
限
な
し

	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 U 必須 連結された文字列 1 制
限
な
し

	 	

2 N 任意 戻された文字列の長さ 1 15 0
	

0
	



9.223	TEMPLATE_@@ADD_LST
	注：組み込み関数の規則
この組み込み関数によって、アプリケーション・テンプレート・リスト
に新しいフィールドを追加することができます。アプリケーション・テ
ンプレート・リストは、この操作によってクリアされません。フィール
ドがそのリストにすでに存在する場合、そのフィールドは置き換えられ
ます。存在しない場合、リストに追加されます。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。
み

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって
使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

1 10 	 	

2 N 必須 フィールドを追加する
リストの数

1 2 0 0

3 A 必須 アプリケーション・テ
ンプレート・リストに
追加するフィールドの
名前。LANSAデータ・
ディクショナリで有効
なフィールドを指定す
る必要があります。

1 10 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.224	TEMPLATE_@@CANSNNN
	注：組み込み関数の規則

EXECUTE_TEMPLATE組み込み関数によってアプリケーション・テンプ
レートを実行する前に、アプリケーション・テンプレートの文字応答
(@@CANSnnn)変数を設定することができます。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって

1 10 	 	



使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

2 N 必須 設定する@@CANSnnn
変数の数

1 2 0 0

3 A 必須 @@CANSnnn	変数に設
定する値

1 74 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.225	TEMPLATE_@@CLR_LST
	注：組み込み関数の規則
アプリケーション・テンプレート・リストをクリアします。
アプリケーション・テンプレート・リストは、RDMLコードの生成を制
御および整理するためにアプリケーション・テンプレートによって広範
囲に使用されます。アプリケーション・テンプレート・リストは、通常
のRDMLアプリケーションで使用されるRDMLレベルの構成要素である
作業リストまたはブラウズ・リストとは異なります。
この組み込み関数によって、アプリケーション・テンプレート・リスト
にアクセスすることができます。したがって、RDMLコードを生成する
ために後で	EXECUTE_TEMPLATE	組み込み関数によって実行されるア
プリケーション・テンプレートに対して情報を設定(つまり、そのテン
プレートに通知)できる方法を提供します。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番 タイ 必須/ 記述 最 最 最 最



号 プ 任意 小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって
使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

1 10 	 	

2 N 必須 クリアするアプリケー
ション・テンプレー
ト・リストの数

1 2 0 0

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.226	TEMPLATE_@@GET_FILS
	注：組み込み関数の規則
この機能は、指定のベース・ファイル名から関連するすべてのファイル
のリストを呼び出し元に戻します。
この組み込み関数は、機能上、指定のベース・ファイル名からファイル
のリストを戻すという点で、アプリケーション・テンプレート・コマン
ド	@@GET_FILSの最初のステップのように動作します。
テンプレートでは、コマンドによって、ユーザーに結果リストが表示さ
れ、ユーザーはそのリストから選択することができます。ただし、組み
込み関数のバージョンでは、呼び出し元のRDMLファンクションにリス
トが戻されます。
アプリケーション・テンプレートでは、ユーザーは、ワークステーショ
ンでファイルの横にブランク以外の値を入力することによってファイル
を選択します。	RDMLファンクションからこのアクションを実行するに
は、TEMPLATE_@@SET_FILS組み込み関数を使用します。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
注：この組み込み関数には、そのオンライン・テンプレートである
@@GET_FILSよりも非常に強い機能が備わっています。
基本的な違いは、このファンクションによって、より広範囲のファイ
ル・アクセス経路リストを抽出できるという点です。オンライン・バー
ジョンでは、ファイル・リスト全体で、基となる同じ物理ファイルを複
数回抽出することはできません。ただし、この組み込み関数ではこの
ルールを緩和し、ベース・ファイルから始まるおよびベース・ファイル
を含む1つのアクセス経路「チェーン」または「パス」で基となる同じ
物理ファイルを複数回使用できないようにしています。
この制限は、アクセス経路の「チェーン」または「パス」内で「閉じた
回路」または「無限ループ」が発生するのを防ぐために必要です。
このファンクションを使用する予定の開発者は、この組み込み関数を使
用する簡単なテスト・ファンクションを設計することによって、指定の
ベース・ファイルからファイルを抽出し、結果のファイル・リストを表
示してみることを強くお勧めします。これによって、このファンクショ
ンの特性を非常に簡単に検証し、理解することができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる



新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって
使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

1 10 	 	

2 A 必須 1	次ファイル名または
ベース・ファイル名

1 10 	 	

3 N 任意 開始ファイル番号

デフォルトは1です。
1 2 	 	

4 N 任意 終了ファイル番号 1 2 	 	



デフォルトは50です。

5 A 任意 物理ファイルのみ

Y	またはNを指定して
ください。
デフォルトはYです。

1 1 	 	

6 A 任意 1:	1の関係のみ
Y	またはNを指定して
ください。
デフォルトはYです。

1 1 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	

2 L 必須 関連ファイルの戻りリ
スト。最初のエント
リーは、ベース・ファ
イルになります。作業
リストは、長さの合計
が40バイトで、次のよ
うにフォーマットされ
る必要があります。
開始	-	終了	説明
1	-	1	選択フラグ。形式Alpha
最初のエントリーはXとして
戻されます。それ以外のエン
トリーは、ブランクとして戻
されます。

. 	 	 	



2	-	11	ファイル名。形式Alpha
12	-	21	ファイル・ライブラリ
形式Alpha
22	-	22	ファイル・タイプ
P	=	物理
L	=	論理
23	-	32	基となる物理ファイ
ル。形式Alpha
このファイルが物理ファイル
の場合、この名前は、入力
ファイル名と同じになりま
す。

33	-	35	関連ファイルのエント
リー番号。形式Signed、長さ
3、小数点0
1	=	ファイルは、ベース・ファ
イルに直接関連付けられてい
るか、ベース・ファイル自身
である	
その他	=	ファイルは、このエ
ントリー番号によって指定さ
れたファイルによって、ベー
ス・ファイルに間接的に関連
付けられている

36	-	36	このファイルと関連
ファイルとの間の関係。形式
Alpha
P	=	1次ファイルまたはベー
ス・ファイル	
O	=	1対1
M	=	1対多
37	-	40	<<将来の拡張用>>形式
Alpha



9.227	TEMPLATE_@@NANSNNN
	注：組み込み関数の規則

EXECUTE_TEMPLATE組み込み関数によってアプリケーション・テンプ
レートを実行する前に、アプリケーション・テンプレートの数値応答
(@@NANSnnn)変数を設定することができます。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって

1 10 	 	



使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

2 N 必須 設定する@@NANSnnn
変数の数

1 2 0 0

3 A 必須 @@NANSnnn	変数に設
定する値

1 15 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.228	TEMPLATE_@@SET_FILS
	注：組み込み関数の規則

TEMPLATE_@@GET_FILS組み込み関数によってすでに作成されたファ
イルのリストから、後で実行されるアプリケーション・テンプレート内
で使用するためにファイルを「選択」することができます。
この組み込み関数は、機能上、アプリケーション・テンプレートによっ
て使用できるようにファイルの「選択」を行い、設定するという点で、
アプリケーション・テンプレート・コマンド@@GET_FILSの2番目のス
テップのように動作します。
アプリケーション・テンプレートでは、ユーザーは、ワークステーショ
ンでファイルの横にブランク以外の値を入力することによってファイル
を選択します。RDMLファンクションからこのアクションを実行するに
は、この組み込み関数を使用します。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。
LANSA開発環境のみ

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番 タイ 必須/ 記述 最 最 最 最



号 プ 任意 小
長

大
長

小
小
数
桁
数

大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって
使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

1 10 	 	

2 L 必須 TEMPLATE_
@@GET_FILSコマンド
によってすでに作成さ
れていて、ファイルが
選択されることを示す
ために「選択」フラグ
がブランク以外の値に
設定されている関連
ファイルのリスト。

リストの最初のエント
リーは、ベース・ファ
イルになります。最初
のエントリーは必ず選
択する必要がありま
す。作業リストは、長
さの合計が40バイト
で、次のようにフォー
マットされる必要があ
ります。
開始	-	終了	説明
1	-	1			選択フラグ。最初のエン
トリーはXとして戻されます。
それ以外のエントリーは、ブ
ランクとして戻されます。

2	-	11			ファイル名。形式Alpha
12	-	21			ファイル・ライブラ
リ。形式Alpha

	 	 	 	



22	-	22			ファイル・タイプ：
			P	=	物理	
			L	=	論理
23	-	32			基となる物理ファイ
ル。このファイルが物理ファ
イルの場合、この名前は、入
力ファイル名と同じになりま
す。形式Alpha
33	-	35			関連ファイルのエント
リー番号。	
形式Signed(3,0)
1	=	ファイルは、ベース・ファ
イルに直接関連付けられてい
るか、ベース・ファイル自身
である	
その他	=	ファイルは、このエ
ントリー番号によって指定さ
れたファイルによって、ベー
ス・ファイルに間接的に関連
付けられている

36	-	36			このファイルと関連
ファイルとの間の関係
			P	=	1次ファイルまたはベー
ス・ファイル
			O	=	1対1
			M	=	1対多
37	-	40			<<将来の拡張用>>
A(4)

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.229	TEMPLATE_@@SET_IDX
	注：組み込み関数の規則

EXECUTE_TEMPLATE組み込み関数によってアプリケーション・テンプ
レートを実行する前に、アプリケーション・テンプレートのインデック
ス変数を指定の値に設定することができます。
この組み込み関数は、START_FUNCTION_EDIT組み込み関数によって
すでに編集セッションに入っているファンクションに対してのみ使用す
ることができます。
特別注記：この組み込み関数は、基本的にRDMLファンクションによる
新しいRDMLファンクションの作成を可能にする非常に高度な機能にア
クセスするために使用します。
これは、LANSA製品に関する深い知識を必要とする非常に特殊な領域
です。この組み込み関数を「商用」アプリケーション(例：受注入力)で
使用することは一般的ではなく、使用しないことをお勧めします。

これは、	開発環境のみで使用される特殊BIF	です。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 IBM	iのRDMLX区画では使
用しないでください。

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

未対応	 	

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 後で
EXECUTE_TEMPLATE
組み込み関数によって

1 10 	 	



使用されるアプリケー
ション・テンプレート
の名前

2 A 必須 設定するインデックス
変数の識別子

	 2 	 	

3 N 必須 インデックス変数に設
定する値

1 2 0 0

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	操作が完了した
ER	=	致命的なエラー
が検出された

2 2 	 	



9.230	TRANSFORM_FILE
	注：組み込み関数の規則
ディスク・ファイルの現在の内容を1つ以上の作業リストに変換しま
す。
この組み込み関数は、Visual	LANSAアプリケーションとスプレッドシー
トなどのその他の製品との間で情報を簡単に転送できるようにするため
のものです。
注：この組み込み関数は、テキスト・データ・ファイルのみを操作する
よう設計されています。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 変換されたファイル・
データを受け取る1次作業
リストの名前

	 	 	 	

2 A 必須 入力データを含んでいる
ファイルの名前

1 256 	 	

3 A 任意 入力ファイルの形式

A	=	通常の区切りファイ
ル
B	=	DBFファイル(IBM	iで

1 3 	 	



は使用不可)
C	=	列ファイル(符号あり)
D	=	列ファイル(符号なし)
O	=	コンマ区切りファイ
ル
T	=	水平タブ区切り
デフォルトは、Aです。
次の特殊なテスト・オプ
ションも使用することが
できます。このオプショ
ンは、テストとデバッグ
の目的にのみ使用し、本
番のソフトウェアでは使
用しないでください。
CL	=	予期される列ファイ
ル(符号あり)のレイアウ
ト

DL	=	予期される列ファイ
ル(符号なし)のレイアウ
ト
入力ファイルの形式が
A、C、D、O、T、CLお
よびDLである場合、UTF-
8形式をサポートします。
これにより、引数(つま
り、形式)の2列目に'U'が
置かれることになりま
す。例えば、UTF-8入力
を形式Aでした場合、入
力ファイルの形式
は'AU'になります。形式
CLの場合は、'CUL'になり
ます。

4 A 任意 英数字フィールドに検出
された無効な文字の処理
方法

1 1 	 	



B	=	ブランク文字で置き
換える
I	=	無視する。文字は含ん
だままにする

R	=	入力から削除する
デフォルトはBです。

5 A 任意 復帰(CR)の予期
N	=	復帰(CR)を予期しな
い
T	=	打ち切られた行をブ
ランクで埋められている
行として処理する
Y	=	復帰(CR)を予期する
デフォルトは、Yです。

1 1 	 	

6 A 任意 予期される小数点。使用
できる値は、以下のとお
りです。

R	=	小数点は存在しない
ため、ロードされる
フィールドの定義から暗
黙指定される必要があり
ます。ファイル形式CとD
に対してのみ有効です。
その他	-	小数点文字とし
て予期される値
デフォルトは、現在シス
テムで定義されている小
数点(つまり、'.'または',')
です。

注：ヨーロッパ形式の','小
数点を使用すると、
フィールドを区切るため
にコンマを使用するファ
イル形式で問題が発生す

1 1 	 	



る可能性があります。

7 A 任意 入力ファイルのクロー
ズ・オプション

Y	=	完了時にファイルを
閉じる
N	=	ファイルの終わりに
到達していない場合、完
了時にファイルを閉じな
い
デフォルトはYです。

1 1 	 	

8 A 任意 レコード選択オプション

N	=	比較の必要なし
EQ	=	等しい
GT	=	より大きい
GE	=	より大きいか等しい
LT	=	より小さい
LE	=	より小さいか等しい
NE	=	等しくない
デフォルトはNです。
入力ファイルのタイプが
Bの場合、このオプショ
ンを使用することはでき
ません。

1 20 	 	

9 N 任意 レコード選択オプション
比較値と比較される入力
レコードの位置。レコー
ドの最初のバイトは、位
置1です。
デフォルトは1です。
引数番号8がNに指定され
ている場合、この引数は
無視されます。

1 制
限
な
し

0 0

10 u 任意 レコード選択の比較値。 1 256 	 	



レコードは、入力バッ
ファーから読み込まれる
とき、(指定の位置で)こ
の値と比較されます。値
が保持されているフィー
ルドの長さ分のバイト数
が比較されます。
比較が真の場合、レコー
ドは処理されます。偽の
場合、レコードはスキッ
プされます。フィールド
の全長とその現在の大文
字/小文字を使用して、
フィールドの現在の値が
比較されます。引数番号8
がNに指定されている場
合、この引数は無視され
ます。

デフォルトはありませ
ん。*DEFAULTを指定し
た場合、比較は行われま
せん。

11
-
20

L 任意 最大10個の「付属」の作
業リストを指定すること
ができます。詳細につい
ては、以下の「技術上の
注記」を参照してくださ
い。

1	次作業リストがRDMLリ
ストの場合のみ有効で
す。

	 	 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小

最
大
小



数
桁
数

数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

EF	-	ファイルはリストに
変換された。リストが
オーバーフローする前に
入力ファイルの終わりに
到達した
FE	-	形式エラー。例え
ば、入力ファイル形式を
UTF-8	と指定したが、
ファイルがUTF-16である
場合。
OV	-	ファイルはリストに
変換された。入力ファイ
ルの終わりに到達する前
に、リストがオーバーフ
ローした。
ER	-	ファイルを開くとき
にエラーが発生した。

2 2 	 	

技術上の注記	-	TRANSFORM_FILE
ファイル名
詳細については、「TRANSFORM_LIST」の「出力ファイル形式」を参
照してください。

入力ファイルの形式
詳細については、「TRANSFORM_LIST」の「出力ファイル形式」を参
照してください。
特殊なオプションCLとDLは、テストとデバッグの目的にのみ使用する
ことができます。このオプションを本番のソフトウェアでは使用しない
でください。使用した場合、このオプションによって指定のリストは読
み取られません。代わりに、レイアウトの詳細が準備され、入力ファイ
ルの予期されるレアウトが、ファイル・パラメータで指定されたファイ
ルに実際に書き込まれます。指定のファイルが存在しない場合、ファイ
ルが作成されます。指定のファイルが存在する場合、そのファイル内の



既存のデータがすべて消去されてから、レイアウトの詳細が書き込まれ
ます。レイアウト・ファイルは生成されると、標準のテキスト・エディ
ターで表示することができます。この情報によって、実際の入力デー
タ・ファイルのレコード・レイアウトとこの組み込み関数が予期するレ
イアウトを比較することができます。このような比較によって、フォー
マットに関する問題を見つけることができます。

Alpha、Char、String、BLOB、CLOBフィールドでの無効文字
の処理
TRANSFORM_LISTの「出力ファイル形式」に記載されている「Alpha、
Char、String、BLOB、CLOB	フィールドでの無効文字の処理」を参照し
てください。同じルールが適用されますが、適用されるのは、出力ファ
イルのフィールドに対してではなく、作業リストのフィールドです。
一部の特殊文字は、この組み込み関数で正しく処理できません。このよ
うな特殊文字として、復帰(Windowsでのバイナリー値：0x0D)、ライ
ン・フィード(Windowsでのバイナリー値：0x0A)、CTRL+Z	(Windowsで
のバイナリー値0x1A)があります。例えば、TRANSFORM_FILEは、
Windows環境で'0x1A'文字を検出すると、読み取りを停止します。
TRANSFORM_LISTによってバイナリー・データをファイルに出力する
には、組み込み関数BINTOHEXを使用して英数字文字列に変換してか
ら、結果をTRANSFORM_LISTで出力する方法が最善です。
データを取得するには、TRANSFORM_FILEを使用してデータを読み
取ってから、HEXTOBINを使用してデータを元の形式に変換して戻しま
す。

小数点文字
通常、このオプションは、コンマ(,)を小数点区切り文字として使用する
ようシステムを構成しているヨーロッパの一部の国で要求されます。デ
フォルトでは、組み込み関数はコンマを予期します。コンマを生成しな
い他の製品によってデータ出力が使用される場合、これが適切でない場
合があります。このオプションを使用して、この組み込み関数がピリオ
ド文字(.)を予期するように指定することができます。
また、固定レコード形式と「暗黙指定(位置による)」される小数点を使
用するアプリケーションによって読み取りファイルが作成される場合、
特殊なオプションR(削除)を使用することができます。この場合、小数
点位置の番号は、作業リストで受け取るフィールドの定義によって暗黙
指定されます。詳細については、TRANSFORM_LISTを参照してくださ
い。



Rオプションは、ファイル形式がCとDの場合のみ使用することができま
す。

入力ファイルのクローズ・オプション
このオプションを使用すると、この組み込み関数が実行を完了したとき
にファイルの終わりに到達していない場合は、入力ファイルを閉じない
ように指定することができます。
通常、この組み込み関数は、呼び出されると、リストをクリアします。
その後、リストに収まる量のデータをロードし、入力ファイルを閉じ、
呼び出し元のファンクションに制御を戻します。戻りコードは、EFまた
はOVに設定され、入力ファイル全体がリストに収まったかどうかが示
されます。
ただし、閉じないオプションを使用することによって、次のようにより
複雑な処理を実行することができます。
レコードが10,000個以上ある入力ファイルを読み取る、または大量の割
り当てメモリーを必要とする大きな作業リストが作成されないようにす
る
def_list	#list	fields(....)	listcount(#count)	
									type(*working)	entrys(100)
dowhile	(#retcode	*ne	EF)
					use	TRANSFORM_FILE	into	#list	(with	"do	
																													not	close"	option)	
					execute	processlist	
endwhile	
execute	processlist
上記の例では、使用されるリストが100エントリーが効率的に収まるサ
イズであっても、入力ファイルからレコードを何個でも読み取ります。
リストは、アプリケーションの入力バッファーの役割を果たします。
このオプションとこの組み込み関数を使用するためのヒントを説明しま
す。

									この組み込み関数は、Visual	LANSAアプリケーションと外部アプリケーションとの間の
インターフェースとなることを目的に作成されました。この組み込み関数は、ファイルを開
き、そのファイルからデータを読み取り、最後にファイルを閉じるために使用します。「常
に開いている」ポーリング・ファイルの保守など、複雑な「システム」レベルのタスクに使
用するためのものではありません。

									最大50個の入力ファイルを同時に開くことができます。お使いのオペレーティング・シ
ステムによっては、これより少ない制限または構成オプションが使用される場合がありま
す。

									最大レコード長に対する制限はありません。各レコードの最後に、改行(NL)文字がレ



コードの終わりを示す区切り文字として追加されます。

									開いたままオプションを使用する場合、必ず、EFが戻されるまでこの組み込み関数を継
続するようにしてください。つまり、入力ファイルが閉じられてしまいます。

									この組み込み関数は、呼び出されるたびにすべての引数をチェックし、現在開いている
入力ファイルのリストで一致するデータを検索します。このため、最も効率的なのは、多数
のエントリーを追加できるリストを使用して、数回呼び出す場合です。少数のエントリーし
か追加できないリストを使用して、何度も呼び出すことは、効率的ではありません。

レコード選択機能
入力ファイルのタイプがBの場合、使用できません。
引数8、9、10を指定することによって、簡単なレコード選択ロジックを
実行することができます。引数8にN以外の有効な値を渡すことによっ
て、このオプションが有効になった場合、ファイルから各<record>が読
み取られ、次の式が評価されます。

if	(substring(<record>,<position>,<length>)	<operation>	<value>)
表記の説明：

										<record>は、現在のレコードです。

										<position>は、引数9の位置です。

										<length>は、引数10のフィールドの長さです。この<length>は、256バイト以下でなけれ
ばなりません。

										<operation>は、引数8の演算です。

										<value>は、引数10のフィールドの値です。

式が真の場合、レコードは選択されます。式が偽の場合、レコードは無
視されます。
この比較は、データ処理の前に行われます。
これは、フィールド指向の演算ではなく、バイト指向の演算です。
レコード選択オプションと共にファイルを使用する場合、固定長列ファ
イル(TRANSFORM_LISTのCまたはD)を使用することをお勧めします。
また、<position>が可変長フィールドの前に現れるように、すべての可
変長フィールドをレコードの後方に移動することをお勧めします。この
目的は、入力バッファー内の<position>で始まる	<length>	バイトの部分
が、すべてのレコードに対して同じ意味を持つようにすることです。ま
た、<position>	+	<length>がレコード内のバイト数より大きい場合、
TRANSFORM_FILEは、致命的なエラー「比較に無効な引数」を戻し、
停止します。
入力ファイルのタイプがA、O、またはTの場合、比較されるデータの前
に現れる暗黙指定の文字は、<position>計算で計算される必要がありま



す。
例えば、以下のようになります。
Aタイプのファイルが、2つのAlphaフィールドを持つリストから生成さ
れるとします。フィールドは両方とも9バイトの長さです。エントリー
のフィールドは、常にフル(最大長まで埋まっている)です。データに無
効な文字はありません。比較は、2番目のフィールドの最初のバイトか
ら行われます。したがって、<position>は、次のように計算される必要
があります。

<position>	=	1(最初のフィールドの左二重引用符)	+	9	(最初のフィールド
の長さ)	+	1	(右二重引用符)	+	1	(カンマ)	+	1	(2番目のフィールドの左二重
引用符)	+	1	(<position>は1から開始)	=	14
	
出力ファイルのタイプがC	またはDの場合、<position>は次のように計算
されます。

<position>	=	9	(最初のフィールドの長さ)	+	1	(<position>は1から
開始)	=	10
	
レコードがある理由、もしくはない理由を確認したい場合、レベル
9、'BIF'カテゴリーへのトレースを有効にしてください。トレース・
ファイルは利用されている比較パラメータと比較パラメータと一致しな
いデータをリストにします。トレースはUnicode形式ではないため、
Notepadのような	Unicode対応のプログラムを使用している場合、判読可
能なデータが表示されないことに注意してください。

付属リスト
この組み込み関数を呼び出すとき、最大10個の付属作業リストを指定す
ることができます。付属リストは、入力ファイルが100を超えるフィー
ルドを含んでいる場合、またはリストの合計エントリー長が256バイト
を超える場合に使用することができます。
付属リストの詳細については、TRANSFORM_LIST組み込み関数を参照
してください。「付属オプション」フィールドの概念は、この組み込み
関数には関係ありません。付属リストに定義されるフィールドはすべ
て、1次リスト(引数1)を論理的に拡張したものとして処理されます。付
属作業リストの最大エントリー数は、1次リストに許可された数と同じ
にする必要があります。



エラー処理とエラー動作
次の表に、ER戻りコードが戻され、RDMLレベルでトラップすることが
できるエラー(ユーザー・トラップ)とアプリケーションの致命的な障害
を引き起こすエラー(システム・エラー)を示します。システム・エラー
が発生すると、Visual	LANSAの完全なエラー処理が呼び出され、
X_RUN「セッション」全体が終了します。通常、システム・エラーを
RDMLレベルでトラップすることはできません。

エラーのタイプ エラー状況

開こうとする入力ファイルが多すぎた システム・エ
ラー

入力ファイル・オプションに、A、T、C、D、
B、O以外を指定した

システム・エ
ラー

無効な文字のオプションに、I、B、R以外を指
定した

システム・エ
ラー

復帰(CR)制御のオプションに、Y、N、T以外を
指定した

システム・エ
ラー

ファイル・クローズ・オプションに、Y、N以外
を指定した

システム・エ
ラー

付属リストに、無効な最大エントリー値がある システム・エ
ラー

入力ファイルを開くときにエラーが発生した ユーザー・ト
ラップ

入力ファイルから読み取るときにエラーが発生
した

システム・エ
ラー

入力ファイルに正しくないまたは予期しない
データが存在する

システム・エ
ラー

エラー処理の注記
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。



if	(#retcode	*ne	OK)	
				abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。

特別注記
結果リストのBLOB、CLOBフィールド値
BLOB(またはCLOB)フィールドは、ファイル名だけを保持します。ファ
イル名の値が<ドライブ>:\	<パス>\<ファイル>.<接尾辞>の場合、BLOB
(またはCLOB)ファイル自体は、サブディレクトリ<ドライブ>:\	<パス>\<
ファイル>_LOB\にあります。
例えば、以下のようになります。
変換されたファイルからBLOB値BLOBNumber1.txtを取得するには、次
を使用します。
C:\Root\Data\Transformed1.dat	
この場合、BLOBファイルは以下の場所に存在しなければなりません。
C:\Root\Data\Transformed1_LOB\BLOBNumber1.txt
変換されたファイルがTRANSFORM_LISTによって作成されていない場
合、BLOB(またはCLOB)ファイルを複製する必要はありません。この場
合、BLOB(またはCLOB)の値には、フル・パスを入れる必要がありま
す。
例えば、BLOBNumber1.txtというBLOBファイルがC:\Data\にあり、この
BLOBファイルを複製しない場合、変換されたファイルのBLOBフィー
ルドの値は、C:\Data\BLOBNumber1.txtでなければなりません。

例
TRANSFORM_LISTを参照してください。



9.231	TRANSFORM_LIST
	注：組み込み関数の規則

1つ以上の作業リストの内容をディスク・ファイルに変換します。
この組み込み関数は、Visual	LANSAアプリケーションとスプレッドシー
トなどのその他の製品との間で情報を簡単に転送できるようにするため
に作成されました。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 L 必須 ディスク・ファイルに変
換される1次作業リストの
名前

注：このリストにタイプ
BinaryまたはVarbinaryの
フィールドが含まれてい
る場合、この組み込み関
数はエラーで終了しま
す。

	 	 	 	

2 A 必須 この組み込み関数によっ
て置換または作成される
ファイルの名前

1 256 	 	



3 A 任意 出力ファイルの形式
A	-	通常の区切りファイル
B	-	DBFファイル	(IBM	iで
は使用不可)
C	-	列化されたファイル
(符号あり)
D	-	列化されたファイル
(符号なし)
O	-	コンマ区切りファイル
T	-	水平タブ区切りファイ
ル
出力ファイルの形式が
A、C、D、O、およびTで
ある場合、UTF-8形式を
サポートします。これに
より、引数(つまり、形
式)の2列目に'U'が追加さ
れることになります。例
えば、UTF-8出力を形式A
でした場合、出力ファイ
ルの形式は'AU'になりま
す。

デフォルトは、Aです。

1 3 	 	

4 A 任意 英数字フィールドに検出
された無効な文字の処理
方法

B	-	ブランク文字で置き換
える
I	-	無視する。文字は含ん
だままにする
R	-	出力から削除する
デフォルトは、Bです。

1 1 	 	

5 A 任意 各レコードの終わりに復
帰(CR)を追加するかどう

1 1 	 	



かを指定
N-	復帰(CR)を追加しない
T	-	復帰(CR)を追加し、レ
コードの終わりからすべ
てのブランク・データを
切り捨てる
Y	=	復帰(CR)を追加する
デフォルトは、Yです。

6 A 任意 使用される小数点使用で
きる値は、以下のとおり
です。

R	-	すべての数値表記から
小数点を削除する。これ
によって、小数点のある
数値フィールドの長さは1
文字短くなります。ファ
イル形式CとDに対しての
み有効です。
その他	-	小数点文字とし
て使用される値
デフォルトは、現在シス
テムに定義されている小
数点(つまり、'.'または',')
です。

注：ヨーロッパ形式の','小
数点を使用すると、
フィールドを区切るため
にコンマを使用するファ
イル形式で問題が発生す
る可能性があります。

1 1 	 	

7 A 任意 クローズ出力ファイル・
オプション

Y	=	完了時にファイルを
閉じる
N-	完了時にファイルを閉

1 1 	 	



じない
デフォルトは、Yです。

8	-
17

L 任意 最大10個の付属作業リス
トを指定することができ
ます。詳細については、
以下の「技術上の注記」
を参照してください。

1	次作業リストがRDMLリ
ストの場合のみ有効で
す。

	 	 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	-	ファイルは作成され
た
ER	-	ファイルを開くとき
にエラーが発生した。
「その他のパラメータ」
を参照してください。

2 2 	 	

技術上の注記	-	TRANSFORM_LIST
出力ファイル形式
その他のパラメータ

SQLNULL処理
フィールドがSQLNULLの場合、同等の*NULLが出力されます。

BLOB値およびCLOB値の特別処理
出力ファイルにはBLOB/CLOBファイルの完全名が保存されます。
BLOB/CLOBファイルそのものは出力ファイル・ディレクトリの下のサ



ブディレクトリに複製されます。このサブディレクトリの名前は、<出
力ファイル名>_LOBです。例えば以下のようになります。
出力ファイルがC:\Root\Data\Transformed1.datで
オリジナルのCLOBファイルがC:\XYZ\	CLOBNumber1.txtの場合、
複製されるCLOBファイルは以下のようになります。
C:\Root\Data\Transformed1_LOB\CLOBNumber1.txt
Transformed1.datのCLOB値は
C:\XYZ\	CLOBNumber1.txtになります。
Transformed1.datを他のシステムに移動(またはコピー)する場合は、サブ
ディレクトリのTransformed1_LOBとその内容もすべて移動またはコピー
します。

例
次の例は、既存のSQLテーブルの内容をディスク・ファイルに保存がで
き、またディスク・ファイルの内容をSQLテーブルに挿入することがで
きるファンクション(つまりSQLテーブルの保存/復元ファンクションで
す)の概要です。
def_list	#list	fields(....)	listcount(#count)	type(*working)	entrys(100)
request	fields	(#option	and	name	of	disk	file	involved)
if	(#option	=	SAVE)	
		select	fields(...)	from_file(...)	
									add_entry	#list
									if	(#count	=	100)	
												use	TRANSFORM_LIST	#list	(with	"do	not	close"	option)	
												clr_list	#list
									endif	
							endselect	
							use	TRANSFORM_LIST	#list	(with	"close"	option)
else	(#option	was	RESTORE)
				dowhile	(#retcode	*ne	EF)
								use	TRANSFORM_FILE	into	#list	(with	"do	not	close"	option)	
								execute	insertlist	
			endwhile	
			execute	insertlist	
endif
subroutine	insertlist	
				selectlist	#list	
								insert	fields(...)	to_file(....)	



				endselect
				clr_list	#list	
endroutine
	

CONNECT_SERVERとCONNECT_FILE組み込み関数を追加すれば、簡
単にこのファンクションを拡張できて、次の表に記載された「データ転
送」に対応することができます。

データ・
ターゲット

<-	-	-	-	-	-	-	-	-	- データ・
ソース

-	-	-	-	-	-	-	-	-	->

	 PC	SQLテー
ブル

PCディス
ク・ファイ
ル

IBM	iファイル

PC	SQLテー
ブル

N/A あり あり

PC	ディス
ク・ファイ
ル

あり N/A あり

IBM	iファイ
ル

あり あり N/A



9.231.1	出力ファイル形式
現在、以下の出力形式に対応しています。例では以下の表記が使用され
ます。

<OptCR> 任意のキャリッジ・リターン文字を示しま
す。

<nl> 改行(ライン・フィード)文字を示します。

<t> 水平タブ文字を示します。
	
A	-	通常の区切りファイル
B	-	DBFファイル
C	-	列化されたファイル
D	-	列化されたファイル
O	-	コンマ区切りファイル
T	-	水平タブ区切りファイル
サポートされるdBASE	III	PLUSフィールド・フォーマット

A	-	通常の区切りファイル
最も一般的なファイル形式の一つです。Alpha、BLOB、CLOBフィール
ドは二重引用符(")で囲まれ、後続のブランクは削除されます。完全なブ
ランクのフィールドは、1個のブランクを二重引用符で囲んで表示しま
す(例：	"	")。
Date、DateTime、Time、Char、およびStringフィールドは、Alphaと同じ
ように保管されます。CharおよびStringフィールドでは、末尾ブランク
は削除されません。
Integer、Float、Packed、およびSignedフィールドは、先頭に負の符号が
付き、先頭のゼロは抑制され、また小数点が表示されます(必要な場
合)。
ブール型フィールドは1バイトを占有します。FALSE値は、'F'で表示さ
れます。TRUEは、'T'で表示されます。
個々のフィールドはコンマ(,)で区切られます。
各ファイル・レコードの長さを変えることができます。
レコード内の個々のフィールドの位置は、レコードごとに変えることが
できます。つまり「固定形式」のファイルではありません。例えば、以
下のようになります。



"SMITH","IAN",2153,345.56,"ADM",-456.78<OptCR><nl>
	

B	-	DBFファイル
このオプションは、メモDBFファイルなしで、BIFにdBASE	III	PLUSの
作成を指示します。このファイルも一般的なファイル形式であり、
Microsoft	Excelなどの他の環境と情報を交換する場合に使用します。詳
細については、「サポートされるdBASE	III	PLUSフィールド形式」を参
照してください。
このオプションには制限があります。サポートされるタイプとサポート
されないタイプを以下に示します。

サポートされるタイプ
Alpha/Char/String	(254バイトまで)。このタイプは文字として保管されま
す。
PackedおよびSigned。このフィールドの値はDBF数値として保管されま
す。
Date。このフィールドの値はDBF日付として保管されます。
DateTime。このフィールドの値はDBFタイムスタンプとして保管されま
す。変換処理中に小数部はなくなります。
タイムスタンプ値はDBFファイルの8バイトを占有します。2つの長整数
型で、一方は日付でもう一方は時間です。	日付はBC4713/01/01(ユリウ
ス日)からの日数です。時間は、時×3600000L+分×60000L+秒×1000Lで
す。ユリウス通日の計算方法の詳細については、「ユリウス通日」を参
照してください。
Timeフィールドの値はDBFタイムスタンプとして保管されます。ただ
し、使用されるのは最後の2バイトだけです。最初の2バイトの値は、
1900-01-01です。
Integerフィールドの値はDBF数値として保管されます。1バイトのInteger
は符号を含める4バイトを占有します。2バイトのIntegerは符号を含める
6バイトを占有します。4バイトのIntegerは符号を含める11バイトを占有
します。8バイトのIntegerは20バイトを占有します。値は初めに文字列
(基数10)に変換されます。文字列の長さが必要な長さよりも短い場合、
右側にブランクが埋め込まれます。
Floatフィールドの値はDBF倍精度浮動小数点数として保管されます。
ブール型フィールドの値はDBF論理値として保管されます。

サポートされないタイプ



Alpha、Char、254バイトを超えるString、8バイトのInteger、BLOB、お
よびCLOB

C	-	列化されたファイル	(数値フィールドは先頭符号付き)
列化されたファイル、つまり「固定形式」のファイルを作成します。各
ファイル・レコード長は一致します(ただし付加リストが使用された場
合を除く。後記注意参照)。各レコード内の個々のフィールド位置は一
致します。
フィールドの結果の列幅(すなわちファイル全体の「レコード・レイア
ウト」)は、次の規則により予測できます。

									Alpha、BLOB、CLOB	Date、DateTime、Time、Char、およびStringフィールドは、デー
タ・ディクショナリまたはRDMLファンクションで定義された長さと同一です。

									PackedおよびSignedフィールドの長さは、データ・ディクショナリまたはRDMLファン
クションで定義された合計桁数+1(先頭符号用)です。これは「合計桁数」です。計算された
記憶域やPackedフィールドのバイト長ではないので注意してください。

									8バイトのIntegerフィールドは、出力ファイルの20バイトを占有します(先頭符号を含
む)。

									4バイトのIntegerフィールドは、出力ファイルの11バイトを占有します(先頭符号を含
む)。

									2バイトのIntegerフィールドは、出力ファイルの6バイトを占有します(先頭符号を含
む)。

									1バイトのIntegerフィールドは、出力ファイルの4バイトを占有します(先頭符号を含
む)。

									4バイトのFloatフィールドは14バイトを占有します(先頭符号を含む)。

									8バイトのFloatフィールドは23バイトを占有します(先頭符号を含む)。

									先頭に正の符号を表示しないAタイプやTタイプの形式とは異なり、この形式は必ず先
頭に正または負の符号を含みます。符号なしであっても正の符号を持ちます。

フィールドに小数点がある場合(かつ小数点を削除するオプションが使用されていない場
合)、長さに1を加えて小数点の表示を可能にします(ただし、Floatはドット'.'が必ず存在する
ため、これは適用されません)。例えば、以下のようになります。

A(12)	A(9)	S(4,0)	P(9,2)	A(3)	P(7,2)
..........:........:....:..........:..:........	SMITH	IAN	+2153+0000345.56ADM-
00456.78<OptCR><nl>
	

D	-	列化されたファイル	(数値フィールドに先頭符号なし)
									Packed、Signed、Integer、Floatフィールドに先頭符号が付かないことを除いては、"C"タ
イプと全く同一のファイルを作成します。例えば、次のようになります。

小数点を含む場合：



A(12)	A(9)	S(4,0)P(9,2)	A(3)	P(7,2)
..........:........:...:.........:..:.......	SMITH	IAN	21530000345.56ADM00456.78<OptCR>
<nl>
小数点が削除されている場合：
A(12)	A(9)	S(4,0)P(9,2)	A(3)	P(7,2)
..........:........:...:........:..:......	SMITH	IAN	2153000034556ADM0045678<OptCR>
<nl>
	
									フィールドの結果の列幅予測に適用される規則は、Packed、Signed、Integer、または
Floatフィールドを除いて、すべて"C"タイプの規則と同じです。Packed、Signed、Integer、ま
たはFloatフィールドは結果から1を減じる必要があります。

Floatフィールドの注意事項：
Floatフィールドの値は「科学的表記」表示タイプに変換されます。
例えば、以下のようになります。
「科学的表記」表示タイプで、いくつかのCコンパイラにより処理可能
な倍精度浮動小数点数の最大値は次の値です。
1.7976931348623158E+308

O	-	コンマ区切りファイル
コンマ・ファイル形式。Alpha、BLOB、CLOB	Date、DateTime、Time、
Char、およびStringフィールドが二重引用符で囲まれてないということ
を除いては、Aタイプのファイル形式とまったく同一です。

T	-	水平タブ区切りファイル
一般的なファイル形式。Alpha、BLOB、CLOB	Date、DateTime、Time、
Char、およびStringフィールドが二重引用符で囲まれてないというこ
と、および個々のフィールドが水平タブ文字で区切られているというこ
とを除いては、Aタイプのファイル形式とまったく同一です。例えば、
以下のようになります。
SMITH<t>IAN<t>2153<t>345.56<t>ADM<t>-456.78<OptCR>
<nl>



サポートされるdBASE	III	PLUSフィールド・フォーマット

記号 データ・タ
イプ

説明

@ タイムスタ
ンプ

8バイト	-	2つの長整数型です。始めは日付で次
は時間です。	日付はBC4713/01/01からの日数
です。時間は、時×3600000L+分×60000L+秒
×1000Lです。

+ 自動増分 長整数と同じです。

B バイナ
リー、文字
列

10桁で、.DBTブロック番号を表します。数字
が文字列で保存されます。右寄せされ、ブラン
クが埋め込まれます。

C 文字 すべてのOEMコード・ページ文字	-	フィール
ドの幅までブランクが埋め込まれます。

D 日付 8バイト	-	日付が文字列のYYYYMMDD形式で
保存されます。

F 浮動小数 数字が文字列で保存されます。右寄せされ、
フィールドの幅までブランクが埋め込まれま
す。

G OLE 10桁(バイト)で、.DBTブロック番号を表しま
す。数字が文字列で保存されます。右寄せさ
れ、ブランクが埋め込まれます。

I 長整数 4バイト。左端のビットが符号として使用され
ます。0は負の数を示します。

L 論理値 1バイト	-	0x20(スペース)に初期化されるか、T
またはFが入ります。

M メモ、文字
列

10桁(バイト)で、.DBTブロック番号を表しま
す。数字が文字列で保存されます。右寄せさ
れ、ブランクが埋め込まれます。

N 数値 数字が文字列で保存されます。右寄せされ、
フィールドの幅までブランクが埋め込まれま



す。

O 倍精度浮動
小数点数

8バイト	-	変換されません。倍精度浮動小数点
数で保管されます。



9.231.2	その他のパラメータ
付加作業リスト
クローズ出力ファイル・オプション
使用される小数点
エラー処理
ファイル名
Alpha、Char、String、BLOB、CLOBフィールドでの無効文字の処理
ユリウス通日

ファイル名
使用しているオペレーティング・システムの正しい形式を使用する必要
があります。Windowsの場合、<ドライブ>:\<パス>\<ファイル>.<接尾辞
>形式の完全修飾名または<ファイル>.<接尾辞>などの省略形を使用でき
ます。省略形を使用した場合、現在のディレクトリでファイルが置換ま
たは作成されます。
通常、<サフィックス>値DATが永久データ・ファイルに使用され、TMP
が一時ファイルに使用されます。ファイルが存在する場合、ファイルは
開かれ、既存のデータはすべて消去されます。ファイルが存在しない場
合、ファイルが作成され、開かれます。

Alpha、Char、String、BLOB、CLOBフィールドでの無効文字
の処理
出力ファイルは、出力データに挿入される文字値により破壊される場合
があります。このオプションは、無効な文字が発見された場合の処理を
指定します。スキャンされる無効文字の一式は、以下のように、要求さ
れた出力形式により異なります。

形式 無効な文字

AおよびB 水平タブ、垂直タブ、キャリッジ・リターン、改
ページ、バック・スペース、改行(ライン・フィー
ド)、二重引用符、最終文字列の区切り(すなわち
X'00')

O 水平タブ、垂直タブ、キャリッジ・リターン、改
ページ、バック・スペース、改行(ライン・フィー
ド)、コンマ、最終文字列の区切り(すなわちX'00')



T、C、お
よびD

水平タブ、垂直タブ、キャリッジ・リターン、改
ページ、バック・スペース、改行(ライン・フィー
ド)、最終文字列の区切り(すなわちX'00')

	

注：Alpha、Char、String、BLOB、CLOBフィールドのみ、無効文字のス
キャンが実行されます。
以下の無効文字の処理オプションがサポートされます。

									B	-	ブランクに置き換え	
無効文字は出力ストリームでブランク文字に置き換えられます。

									I	-	無視	
無効文字の表示は無視されます。無効文字は出力ストリームに含まれます。したがって、以
後、他のアプリケーションの処理でファイルが破壊される可能性があります。

									R	-	出力から削除する	
無効文字は出力ストリームから削除されます。このオプションにより出力フィールドの長さ
は1桁短くなります。「固定形式」の出力ファイルを作成するときにこのオプションを使用
するべきではありません。

使用される小数点
このオプションが必要なのは、小数点区切りにコンマ(,)を使用するよう
にシステムが設定されている場合だけです。デフォルトでは、出力の数
値フィールドはコンマを使用しますが、これは、他製品がコンマを受け
入れない場合、適切ではない場合があります。このオプションを使用し
てこの組み込み関数に終止符/ピリオド文字(.)の使用を強制することがで
きます。
このパラメータに使用できる他の特殊オプションとして'R'(削除)があり
ます。このオプションは、固定レコード形式で「暗黙(位置による)」の
小数点を使用する、アプリケーションへの入力ファイルを作成する場合
に使用することができます。
'R'オプションは'C'および'D'のファイル形式にだけ使用することができま
す。

クローズ出力ファイル・オプション
クローズ出力ファイル・オプションは、組み込み関数が、実行完了時に
出力ファイルをクローズすることを防ぎます。
通常の使用では次のようになります。作業リストにデータがロードされ
組み込み関数に渡されます。作業リストが読み込まれ、ディスク・ファ
イルに書き込まれると、ディスク・ファイルはクローズされます。以
後、同じファイル名を使ってこの組み込み関数が使用された場合、既存
のファイル(およびそのデータ)は新しいデータ一式で置き換えられま



す。
"do	not	close"オプションを使用した場合、次の例のように、さらに複雑
な処理を実行することができます。
レコード件数が9999を超える出力ファイルや膨大な作業リスト(大量の
メモリーの割り当てが必要)を作成しないようにするには、以下のコー
ドのようにします。このコードでは、作業リストのサイズは100エント
リーしかありませんが、効率良く使用して、出力ファイルにレコードを
何件でも作成することができます。作業リストはアプリケーションの出
力バッファーのような働きをします。
def_list	#list	fields(....)	listcount(#count)	
									type(*working)	entrys(100)
select	fields(...)	from_file(...)	
			add_entry	#list	
			if	(#count	=	100)
							use	TRANSFORM_LIST	#list	(with	"do	not
																										close"	option)
							clr_list	#list
			endif	
endselect	
use	TRANSFORM_LIST	#list	(with	"close"	option)
	
									混在するレコード・タイプを持つ出力ファイルを作成します。2つの異なる「レコー
ド・タイプ」を持つオーダー詳細が含まれる出力ファイルを考えてみましょう。1つはオー
ダーの「ヘッダー」で、もう1つは各オーダーの「明細」項目です。これを処理するファン
クションは以下のように構築することができます。

def_list	#head	fields(....)	type(*working)	entrys(1)
def_list	#line	fields(....)	listcount(#count)	type(*working)	entrys(100)
	
select	fields(...)	from_file(orders)
		inz_list	#head	num_entrys(1)
		use	TRANSFORM_LIST	#head	(with	"do	not	close"	option)
		select	fields(...)	from_file(lines)	with_key(...)
									add_entry	#line	
									if	(#count	=	100)
															use	TRANSFORM_LIST	#line	(with	"do	not	
																																		close"	option)
															clr_list	#line
									endif	



									endselect
									use	TRANSFORM_LIST	#line	(with	"do	not	close"
																												option)
									clr_list	#line	
endselect	
use	TRANSFORM_LIST	#line	(an	empty	list	with	"close"	
																			option).
	

				このオプションおよび組み込み関数の使用に関するいくつかのヒント
を以下に示します。

									この組み込み関数は、Visual	LANSAアプリケーションと外部アプリケーションとの間の
インターフェースとなることを目的に作成されました。このファンクションは、ファイルを
オープンしてデータをファイルに書き込んだ後に、ファイルを再度クローズするように作ら
れています。このファンクションは、「常時オープン」ログ・ファイル保守のような、さら
に複雑な「システム」レベルのタスクをサービスすることを目的とするものではありませ
ん。

									50個までの出力ファイルを同時にオープンできます。お使いのオペレーティング・シス
テムによっては、これより少ない制限または構成オプションが使用される場合があります。

									最大レコード長に対する制限はありません。各レコードの最後に、改行(NL)文字がレ
コードの終わりを示す区切り文字として追加されます。

									作成したファイルがLANSA	10.0	以前のバージョンのTRANSFORM_FILEで読み込まれ
る場合、レコードの最大長は20000バイトにしなければなりません。

									この組み込み関数の最後の呼び出しで、必ず出力ファイルがクローズされるようにしま
す。単にファイルをクローズして、これ以上データを追加しない場合は、空またはクリアし
た作業リストを渡します。

									この組み込み関数は、呼び出される度にすべての引数をチェックして、現在オープンさ
れている出力ファイルのリストから一致するものを検索する必要があります。したがって、
大量のエントリーが含まれるリストを使って呼び出しを少なくする場合が最も効率が良く、
少しのエントリーしか含まれないリストを使って何度も呼び出す場合は最も非効率になりま
す。

付加作業リスト
RDMLX作業リストを導入する場合、フィールド数が1000以下、エント
リー数が2G(2147483647)以下、エントリー長が2Gb(2147483647バイト)
以下であれば、ほとんどの場合、付加リストの必要はありません。しか
し、RDMLX付加リストを使用する場合は、RDMLリストと同じ規則が
適用されます(上記は別とします)。基本作業リストがRDMLXリストの
場合、付加リストは使用できないので注意してください。
この組み込み関数を呼び出すとき、最大10個の付属作業リストを指定す
ることができます。この組み込み関数はループを実行しますが、その
ループは以下のように表されます。



	-
>	do	for	each	entry	in	the	"primary"	working	list	(ie:	argument	1)
|
|						map	details	of	primary	list	entry	"n"	to	output	buffer
|
|			->	do	for	each	appendage	working	list	that	has	been	specified.
|		|						get	a	matching	entry	"n"	from	the	appendage	list.
|		|			--	if	entry	"n"	can	be	found
|		|		|			--	test	the	case	of	the	entry's	"appendage	option"
|		|		|		|---->	when	=	A,		Append	this	entry	to	the	current	record.
|		|		|		|---->	when	=	N,		Write	the	existing	buffer,	ends	the	current
record	with	a	New	Line	
|		|		|		|		character	.Clear	the
output	buffer	and	map	this	entry	into	it	to	start	a	new	|		|		|		|
record.
|		|		|		|---->	when	=	O,		Omit	(ie:	skip)	this	list	entry.
|		|		|		|---->	otherwise:	Issue	a	fatal	error	and	kill	the	function.
|		|		|			--	endcase
|		|			--	endif
|			--	enddo
|
|						if	the	buffer	is	not	empty,	write	output	record	from	buffer.
|
	--	enddo
	
「付加オプション」に注意して下さい。作業リストを付加リストとして
使用する場合、最初に定義するフィールドは、1桁の英数字フィールド
にする必要があります。この1桁の英数字フィールドは「付加オプショ
ン」で、エントリーの処理方法を示します。現在サポートされている値
は以下のとおりです。

A 生成される出力バッファーにこのエントリーを付加しま
す。

N 既存のバッファーを書き込み、このエントリーで新たな
バッファーを作成します。

O 出力ストリームからこのエントリーを除外します。
	



付加オプション・フィールドは、実際はリストの一部ではありません。
その値は検査されますが、出力バッファーには出力されません。した
がって、付加オプション・フィールドは実際には作業リストの一部とし
て定義されますが、レコード・レイアウトおよび長さ計算には関係しま
せん。
ここまで、「付加リスト」の使用方法は明確ではないかもしれません。
しかし、付加リストを使用すれば以下の問題を解決することができま
す。

									RDML作業リストに含めることのできるフィールド数は最大で100個です。しかし、120
個のフィールド(例えば)を含むファイルを出力しなければならない場合もあります。100個の
フィールドを持つ基本RDMLリストと、21個のフィールド(付加オプション・フィールド含
む)を持つ付加リストを1つ使用することで、これに対応することができます。以下の例では
199個までのフィールドが含まれるレコードを持つ出力ファイルを作成することができま
す。付加リストは10個まで指定できるため、論理的に合計で、100+(10×99)=1090フィールド
を出力ファイル・レコードに持たせることができます。同様に、RDML作業リストの最大エ
ントリー長を256バイトに制限しているファンクションがあります(これはI5/OSの制限です
が、アプリケーションの移植性を維持するため、Visual	LANSAにもこの制限が課せられてい
ます)。この制限もまた、1つまたは複数の付加リストを使用することで容易に解決すること
ができます。

									120個のフィールドを持つRDMLX作業リストを使用する場合、「付加リスト」の必要は
ありません。

以下は、"A"(付加)オプション"の例です。しかし、"N"(新規)や"O"(除外)
などの付加オプションを効果的に使用して「可変レコード・ファイル」
を効率的に作成することができます。
def_list	#plist		fields(....)	type(*working)
def_list	#alist1	fields(#aoption	.....)	type(*working)
change	#aoption	'A'
select	fields(...)	from_file(....)
			fetch	fields(...)	from_file(...)
			fetch	fields(...)	from_file(...)
			fetch	fields(...)	from_file(...)
			add_entry	#plist
			add_entry	#alist1
endselect
use	TRANSFORM_LIST	#plist	(with	appendage	list	#alist1)
	

				既存のメインフレーム・アプリケーション・システムへの入力のため
に、何かの「トランザクション」出力ファイルを作成しなければなら
ない場合を考えて見ましょう。

すべての顧客に"HDR"タイプのヘッダー・レコードを持たせる必要があ



ります。"ADR"タイプの住所更新レコードや"BIL"タイプの請求書レ
コードもあります。この様式は極めて旧式ですが依然として一般的なも
のです。
HDRデータで基本リスト、ADRとBILデータ(付加オプション・フィール
ド付き)で2つの付加リストを定義することにより、この組み込み関数を
単に1回呼び出すだけで、以下のようなフォーマットが混在した任意の
レコード「ストリーム」を作成することができます。このケースでは、
付加オプションのO(除外)とN(新規)が使われます。
HDR-HDR-ADR-HDR-BIL-HDR-ADR-BIL-HDR-HDR-ADR-
BIL-HDR
	
しかし、1つのHDRレコードに複数のBILレコードを作成する場合
は、"do	not	close"オプションの使用が必要です。この方法については、
「クローズ出力ファイル・オプション」を参照して下さい。

戻りコード	-	エラー処理およびエラー操作
次の表に、ER戻りコードが戻され、RDMLレベルでトラップすることが
できるエラー(ユーザー・トラップ)とアプリケーションの致命的な障害
を引き起こすエラー(システム・エラー)を示します。システム・エラー
が発生すると、Visual	LANSAの完全なエラー処理が呼び出され、
X_RUN「セッション」全体が終了します。通常、システム・エラーを
RDMLレベルでトラップすることはできません。

エラーのタイプ エラー状況

オープンしようとする出力ファイル数が
多すぎます。

システム・エラー

出力ファイルオプションが、A、T、C、
D、B、またはOではありません。

システム・エラー

無効な文字のオプションに、I、B、R以外
を指定しました。

システム・エラー

復帰(CR)制御のオプションに、Y、N、T
以外を指定しました。

システム・エラー

ファイル・クローズ・オプションに、Y、
N以外を指定しました。

システム・エラー

付加リストの付加オプションが無効で システム・エラー



す。

出力ファイルのオープンでエラーが発生
しました。

ユーザー・トラップ

オープンされた出力ファイルへの書き込
み中にエラーが発生しました。

システム・エラー

	

注：
複雑なエラー処理スキームをご使用のアプリケーションに組み込むこと
は避けるよう、強くお勧めします。アプリケーションのすべてのレベル
で、以下のようなごく単純なトラップを使用するようにしてください。
if	(#retcode	*ne	OK)	
										abort	msgtxt('Failed	to	.............................')	
endif
	
標準的なエラー処理を行う組み込み関数を生成されるアプリケーション
に組み入れて、問題に対処するようにしてください。ユーザー定義のエ
ラー処理ロジックが非常に複雑になったために全RDMLコードの40から
50%を占有するようなケースもあります(アプリケーションには何のメ
リットもありません)。このような事態に陥らないようにしてくださ
い。

ユリウス通日
ユリウス通日とは、過去(-4712年1月1日、12時UTC(協定世界時	-	現在の
グリニッジ標準時と同等)	(Julian	proleptic	Calendar)	=	4713	BCE	1月1日、
12時GMT(Julian	proleptic	Calendar)	=	4714	BCE	11月24日、12時
GMT(Gregorian	proleptic	Calendar))からの日数です。この時点のユリウス
通日の値が、0となります。
ユリウス通日は、Julius	Caesarによって導入されたユリウス暦とは関係
ありません。ユリウス通日は、この概念を考案したJosephus	Justus
Scaligerの父、Julius	Scaligerから名付けられました。
ユリウス通日を計算するためのアルゴリズムは複数存在します。この複
数のアルゴリズムは非常に類似していますが、結果は異なる場合があり
ます。この組み込み関数で使用するアルゴリズムでは、グレゴリオ暦で
指定された日付のユリウス通日を計算します。計算されるユリウス通日
は、その日付の0時(GMT)の値です。
1.		日付をY	M	Dで表します。ここで、Yは年、Mは、月(1月	=	1、2月	=	2



など)、Dは、その月内の日です。
2.		月が1月または2月の場合、新しいYを得るために年から1を引き、新
しいMを得るために月に12を足します(つまり、1月と2月は、前年の
13番目と14番目の月と考えます)。

3.		すべての乗法と除法の結果から端数部分を取り、次のように計算しま
す。

						A	=	Y/100
						B	=	A/4
						C	=	2-A+B
						E	=	365.25x(Y+4716)
						F	=	30.6001x(M+1)
						JD=	C+D+E+F-1524
このようにして計算された値が、該当の日付の始まり(UTC0時)のユリウ
ス通日となります。
例えば、日付が1582年10月15日の場合、次のようになります。
						Y	=	1582
						M	=	10
						D	=	15
						A	=	15
						B	=	3
						C	=	-10
						E	=	2300344
						F	=	336
						JD	=	2299161
結果は、2299161日になります。
ユリウス通日をグレゴリオ暦の日付に変換する場合、ユリウス通日は0
時(UTC)に対する日数であると考えてください。次の計算を行い、すべ
ての乗法と除法の結果から端数部分を取り除きます。
注：この方法によって、	Gregorian	Proleptic	Calendar(つまり、グレゴリ
オ暦のうるう年規則を使用して、1582年より前の年にグレゴリオ暦を遡
らせることによって得られる暦)上の正確な日付は得られません。特
に、Y<400の場合、この方法は失敗します。
						Z	=	JD
						W	=	(Z	-	1867216.25)/36524.25
						X	=	W/4
						A	=	Z+1+W-X



						B	=	A+1524
						C	=	(B-122.1)/365.25
						D	=	365.25xC
						E	=	(B-D)/30.6001
						F	=	30.6001xE
						月の日	=	B-D-F
						月	=	E-1またはE-13	(12以下の数値を取得する必要がある)
						年	=	C-4715	(1月または2月の場合)またはC-4716	(それ以外の場合)

例
JD	=	2299161から計算を開始し、最初の例を確認します。
						Z	=	2299161
						W	=	11
						X	=	2
						A	=	2299171
						B	=	2300695
						C	=	6298
						D	=	2300344
						E	=	11
						F	=	336
						月の日	=	15
						月	=	10
						年	=	1582
	



9.232	UNLOAD_FILE_DATA
	注：組み込み関数の規則
要求されたファイルに対するOAMを呼び出し、指定されたフラット・
ファイルにすべてのデータをアンロードします。指定されたフラット・
ファイルがすでに存在する場合、そのファイルは上書きされます。バー
ジョン・アップグレードの問題については、後の「注」を参照してくだ
さい。

この組み込み関数は、OAMと同じマシンで実行することを想定しています。BIFとOAM
はどちらも出力ファイルへのアクセスを必要とします。このBIF	をローカル・ファンク
ションから実行し、ファイルをスーパーサーバーにリダイレクトする場合、各ユーザー
の責任において、出力ファイル名がクライアントとサーバーの両方で有効であることを
確認してください。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

このファンクションは、IBM	iでは
サポートされません。	IBM	iで実
行した場合、致命的なエラーが発
生し、「この組み込み関数は現行
バージョンではサポートされてい
ません」というメッセージが表示
されます。

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for
Linux

使用
可

	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 LANSA	ファイル名 1 10 	 	



2 A 任意 出力ファイル・パス/名
デフォルト値	=
....\X_ppp\source\<ファイル
名>.dat

1 256 	 	

3 A 任意 OAM	の有無のチェック
(Y/N)
デフォルト	=	N

1 1 	 	

4 A 任意 BLOB	フィールドとCLOB
フィールドのアンロード
デフォルト=	N	-	BLOBと
CLOBは、デフォルト
(*SQLNULL)としてアン
ロードされます。
Yを指定し、BLOBフィー
ルドまたはCLOBフィール
ドがファイルに存在し、か
つNullでない場合、この
フィールドは、出力ファイ
ル(引数2)と同じディレクト
リにあるファイルにアン
ロードされます。命名規則
は、
FileName_Field_DiskFile.ext
です(DiskFile.ext	は、LOB
のテーブルに保存される
ディスク・ファイル名で
す)。

1 1 	 	

5 A 任意 この操作で削除できるデー
タベースのロックを解除す
るためのコミットを実行し
ます。

デフォルト	=	N,	下位互換
性のためです。
Yを指定する場合、いずれ
のデータベース・テーブル
のロックも解除します。

1 1 	 	



Sybase	はこの操作の終わり
にロックしたデータベー
ス・テーブルをそのままに
します。これにより、その
テーブルが削除されるのを
防ぎます。
この値をYに設定すれば、
データベース・テーブル・
ロックを解除でき、例え
ば、REBUILD_FILEによっ
てテーブルを削除できま
す。

6 A 任意 CTD	保管レベル
A	=	全て(区画+システム)
P	=	区画レベルのみ
S	=	システム・レベルのみ
デフォルト	=	A

1 1 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最大
小数
桁数

1 A 必
須

戻りコード：
OK	=	ファイルが正常にアン
ロードされた	
ER	=	ファイルのアンロード
に失敗した(考えられる原因	-
パスが無効、ディスク・ドラ
イブの空き容量が不足)	
NT	=	テーブルがない	
NO	=	OAMがない。ファイル
が存在しないか、またはコン
パイルされていません。

2 2 	 	



NO	が戻されるのは、入力オ
プション3にYを指定している
場合だけです。

2 L 任
意

アンロードされるBLOB
フィールドとCLOBフィール
ドに対して作成されるファイ
ルの作業リスト

256 256 	 	

注

V10.0より、UNLOAD_FILE_DATAによって、.CTD(共通テーブル定義)
ファイルのコピーが.CTX(前の共通テーブル・データ)拡張子で作成され
ます。
.CTXファイルは、常にその.DATファイルとOAMと共に存在しなければ
なりません。



9.233	UNLOCK_OBJECT
	注：組み込み関数の規則
指定されたユーザー・オブジェクトのロックを解除します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 オブジェクト・タイ
プ

1 20 	 	

2 A 任意 オブジェクト識別子1
ALL	=	すべての識別
子

1 10 	 	

3 A 任意 オブジェクト識別子2
ALL	=	すべての識別
子

1 10 	 	

4 A 任意 オブジェクト識別子3
ALL	=	すべての識別
子

1 10 	 	

5 A 任意 オブジェクト識別子4
ALL	=	すべての識別
子

1 10 	 	



6 A 任意 ロック・レベル
ANY	=	すべて(デフォ
ルト)	
FUNC	=	ファンク
ション	
JOB	=	ジョブ	
PERM	=	永久

3 4 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	オブジェクトのロッ
クは正常に解除された
ER	=	オブジェクトのロッ
クを解除できなかった

2 2 	 	

ロックされているユーザー・オブジェクトに対する機能とアクセスに関
して、いくつかのルールがあります。このルールは、ユーザー・オブ
ジェクトをロックするために使用されたロック・レベルによって決まり
ます。このルールは、次のようになります。

									ユーザー・オブジェクトが'FUNC'ロック・レベルでロックされている場合、ロックが割
り当てられた同じファンクションとジョブによってのみロックを解除することができます。
オブジェクトの識別子に'ALL'リテラルが使用されていて、複数のユーザー・オブジェクトの
ロックが見つかった場合、現在のファンクションとジョブで割り当てられたロックだけが解
除されます。

									ユーザー・オブジェクトが'JOB'ロック・レベルでロックされている場合、ロックが割り
当てられた同じジョブによってのみロックを解除することができます。オブジェクトの識別
子に'ALL'リテラルが使用されていて、複数のユーザー・オブジェクトのロックが見つかった
場合、現在のジョブで割り当てられたロックだけが解除されます。

									ロック・レベル'PERM'でロックされているユーザー・オブジェクトは、任意のジョブま
たはファンクションによってロックを解除することができます。

									また、ユーザー・オブジェクトのロックは、LOCK_OBJECTに指定されたロック・レベ
ルによって決められたとおりに、自動的に解除されます。

									ロック・レベル'FUNC'を指定すると、そのロックを作成したファンクションの終了時



にそのロックは自動的に解除されます。

									ロック・レベル'JOB'を指定すると、LANSAの終了時にそのロックは自動的に解除され
ます。

									ロック・レベル'PERM'を指定すると、UNLOCK_OBJECTによって解除しない限り、
ユーザー・オブジェクトはロックされたままです。

注：一部のユーザー・オブジェクトのロックは自動的に解除されるた
め、UNLOCK_OBJECT組み込み関数を使用する必要がない場合があり
ます。適切なロック・レベルでユーザー・オブジェクトをロックするこ
とによって、ファンクション/LANSAの終了時にそのロックを自動的に
解除することができます。
ユーザー・オブジェクトとそのロックに関する詳細と例については、組
み込み関数「LOCK_OBJECT」を参照してください。



9.234	UPDATE_IN_SPACE
	注：組み込み関数の規則
指定されたキー値と一致する1つのセル行を更新します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用可 RDMLX	のみで使用可能

Visual	LANSA	for
Windows

使用可 	

Visual	LANSA	for
Linux

使用可 	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A R スペース名 1 256 	 	

2-
20

w O セル行を検索し、更新す
るために使用する値を指
定するフィールド

1 無
制
限

0 無
制
限

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A O 標準戻りコード

OK	=	セル行が見つかり、
更新された

2 2 	 	



NR	=	更新するセル行は見
つからなかった
ER	=	更新に失敗した。発
行されるメッセージに失
敗の原因が示されます。

技術ノート
スペース・オブジェクトのキー・セルの値を変更することはできませ
ん。キー・セルの値を変更するには、セル行を削除してから、(再)挿入
する必要があります。
フィールド値はスペースに定義されたセルと同じ順序で指定する必要が
あります。セルは、引数の2	->	20の順番どおりに、指定された値と合致
します。使用されるフィールド名はセル・マッピングのロジックに何の
関係もありません。
指定したフィールド値の数が、スペース内のセルの数よりも少ない場
合、未指定のセル値には必要に応じてブランク/ゼロ/NULLが設定されま
す。
フィールド値がスペース内のセルの個数より多く指定された場合、超過
分の値は無視されます。
指定のキー値が256バイトを超える場合、致命的なエラーが発生しま
す。



9.235	UPPERCASE
	注：組み込み関数の規則
すべての英字が大文字になるように文字列を変換します。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 大文字に変換する文字列 1 256 	 	

戻り値

番
号

タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必須 変換された文字
列

1 256 	 	



9.243	ZIP_ADD
	注：組み込み関数の規則
ファイルを.zipファイルに追加することができます。.zipファイルは存在
しない場合、作成されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
Zip組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 Zipファイル名/パス名
パスを指定しない場合、
ファイルは一時ディテク
トリに作成されます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.zipが追加されま
す。

1 256 	 	

2 A 必須 Zip形式に圧縮するときに
基本として使用するディ
レクトリ

1 256 	 	

3 L 任意 追加するファイル名また 256 256 	 	

its:lansa015.CHM::/ZIP_NOTE.HTM


はファイル指定を含む作
業リスト。この引数は、
サブディレクトリのファ
イルにも適用されます
が、サブディレクトリ名
には適用されません。
デフォルトでは、すべて
が追加されます。

この引数は、zip	-Iと同等
です。

4 A 任意 サブディレクトリを追加
する

デフォルトはYです。
この引数は、zip	-rと同等
です。

1 1 	 	

5 A 任意 Zip圧縮が成功した場合、
Zip形式に圧縮されたファ
イルを削除する

デフォルトはNです。
この引数は、zip	-mと同等
です。
注：ファイルが削除でき
なくてもエラーにはなり
ません。

1 1 	 	

6 A 任意 圧縮レベル：0〜9
0	=	圧縮なし(最も速い)
9	=	最小(最も遅い)
デフォルトは9です。
この引数は、zip	-#と同等
です。#には数値が入りま
す。
注：Zipのデフォルト・レ
ベルは、6です。

1 1 	 	



戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	Zipファイルが正常
に作成された
ER	=	エラーが発生した
NR	=	一致するファイルが
見つからなかった

2 2 	 	

技術ノート
注：.zipファイルに追加するファイルがすでにその.zipファイルに存在す
る場合、そのファイルは置き換えられます。



9.244	ZIP_DELETE
	注：組み込み関数の規則
ファイルを.zipファイルから削除することができます(zip	-d)。
さらに、次のトピックも参照してください。
Zip組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 Zipファイル名/パス名
パスを指定しない場合、
ファイルは一時ディテク
トリに存在すると想定さ
れます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.zipが追加されま
す。

1 256 	 	

2 L 必須 削除するファイル名また
はファイル指定を含む作
業リスト

注：リストの大文字小文

256 256 	 	

its:lansa015.CHM::/ZIP_NOTE.HTM


字は区別されます。ファ
イル名またはファイル指
定が正確に一致しない場
合、ファイルは削除され
ません。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	Zipファイルが正常
に削除された
ER	=	エラーが発生した
NR	=	一致するファイルが
見つからなかった

2 2 	 	



9.245	ZIP_EXTRACT
	注：組み込み関数の規則
ファイルを.zipファイルから解凍することができます。
さらに、次のトピックも参照してください。
Zip組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 Zipファイル名/パス名
パスを指定しない場合、
ファイルは一時ディテク
トリに存在すると想定さ
れます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.zipが追加されま
す。

1 256 	 	

2 A 必須 解凍先のディレクトリ

注：このディレクトリ
は、必要かつ可能な場合
に作成されます。

1 256 	 	

its:lansa015.CHM::/ZIP_NOTE.HTM


3 L 任意 解凍するファイル名また
はファイル指定を含む作
業リスト。この引数は、
サブディレクトリのファ
イルにも適用されます
が、サブディレクトリ名
には適用されません。
デフォルトでは、すべて
が解凍されます。

注：リストが空の場合、
デフォルトが使用されま
す。

256 256 	 	

4 A 任意 既存のファイルを上書き
する

N	=	上書きしない(unzip	-
n)
U	=	新しい場合のみ上書
き(unzip	-uo)
Y	=	常に上書きする(unzip
-o)
デフォルトは、Yです。
注：オプションUを使用
する場合、作成されたと
きのタイム・ゾーンと異
なるタイム・ゾーンでZip
ファイルを解凍するとき
は、注意が必要です。組
み込み関数ZIP_ADD(また
は、Zip2.1以降)によって
作成されたZIPアーカイブ
以外のZIPアーカイブに
は、タイム・ゾーン情報
がありません。また、東
部のタイム・ゾーンで作
成された「より新しい」
ファイルは、実際は古い

1 1 	 	



ファイルである場合があ
ります。

5 L 任意 除外するファイル名また
はファイル指定を含む作
業リスト。この引数は、
サブディレクトリのファ
イルにも適用されます
が、サブディレクトリ名
には適用されません。

デフォルトでは、何も除
外されません。
注：リストが空の場合、
デフォルトが使用されま
す。
この引数は、unzip	-xと同
等です。

256 256 	 	

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	Zipファイルが正常
に解凍された
ER	=	エラーが発生した
NR	=	一致するファイルが
見つからなかった

2 2 	 	

技術ノート
									追加または除外するファイル名またはファイル指定を指定する場合、パスを指定すると
きにスラッシュ(/)を使用しなければなりません。例えば、x_lansa/x_ppp/mytable.dllの
ように指定します。



9.246	ZIP_GET_INFO
	注：組み込み関数の規則

Zipファイルに関する情報を取得することができます。
さらに、次のトピックも参照してください。
Zip組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 Zipファイル名/パス名
パスを指定しない場合、
ファイルは一時ディテク
トリに存在すると想定さ
れます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.zipが追加されま
す。

1 256 	 	

2 L 任意 追加するファイル名また
はファイル指定を含む作
業リスト。この引数は、
サブディレクトリのファ

256 256 	 	

its:lansa015.CHM::/ZIP_NOTE.HTM


イルにも適用されます
が、サブディレクトリ名
には適用されません。
デフォルトでは、すべて
が追加されます。

リストには、32,767を超
えるエントリーを入れる
ことはできません。
注：リストが空の場合、
デフォルトが使用されま
す。

3 L 任意 除外するファイル名また
はファイル指定を含む作
業リスト。この引数は、
サブディレクトリのファ
イルにも適用されます
が、サブディレクトリ名
には適用されません。

デフォルトでは、何も除
外されません。
リストには、32,767を超
えるエントリーを入れる
ことはできません。
注：リストが空の場合、
デフォルトが使用されま
す。

この引数は、zipinfo	-xと
同等です。

256 256 	 	

4 A 任意 ファイル名の位置指定

注：この引数は、通常、
戻りコードOVが戻された
後にリストのロードを続
行するためだけに使用し
ます。

1 256 	 	

戻り値



番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	Zipファイルを読み
取ることができた
NR	=	一致するファイルが
見つからなかった
ER	=	エラーが発生した
OV	=	リストが完全に埋
まった状態で戻された
が、リストの容量以上の
ファイルがZipファイルに
存在する

2 2 	 	

2 N 任意 対応する非圧縮ファイル
の合計サイズ(バイト)
注：この値は、追加また
は除外するファイルのリ
ストによる影響だけを受
けます。この組み込み関
数が、オーバーフロー処
理のために複数回呼び出
された場合、この値は変
化しません。

1 10 0 0

3 N 任意 対応するファイルの数

注：この値は、追加また
は除外するファイルのリ
ストによる影響だけを受
けます。この組み込み関
数が、オーバーフロー処
理のために複数回呼び出
された場合、この値は変

1 10 0 0



化しません。

4 L 任意 ファイル名(および、ファ
イルが存在する場合パス)
を含む作業リスト。リス
トには、32,767を超える
エントリーを入れること
はできません。

256 256 	 	

5 A 任意 戻りリストの最後のファ
イル名

1 256 	 	

6 L 任意 ファイル名リストに戻さ
れたファイルに関する情
報を含む作業リスト。
ファイル名リストのエン
トリー1は、このリストの
エントリー1に直接関係し
ています。このリスト
は、ファイル名リストと
同じエントリー数を含む
必要があります。

形式：
開始	終了	説明
1	-	10	非圧縮サイズ(バイト)
11	-	18	日付YYYYMMDD
19	-	24	時刻HHMMSS

18 24 	 	

技術ノート
									追加または除外するファイル名またはファイル指定を指定する場合、パスを指定すると
きにスラッシュ(/)を使用しなければなりません。例えば、x_lansa/x_ppp/mytable.dllの
ように指定します。

									最初の戻り値だけが指定された場合、この組み込み関数を使用して.zipファイルの妥当
性を検査(zip	-t)することができます。情報は戻されません。



9.247	ZIP_MAKE_EXE
	注：組み込み関数の規則

.zipファイルを自己解凍アーカイブに変換することができます。.exeファ
イルが実行されると、Zip形式に圧縮されたファイルは現在のディレク
トリに解凍されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
Zip組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応	

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応	

引数

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 Zipファイル名/パス名
パスを指定しない場合、
ファイルは一時ディテク
トリに存在すると想定さ
れます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.zipが追加されま
す。

1 256 	 	

2 A 任意 EXEファイル名/パス名
パスを指定しない場合、

1 256 	 	
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ファイルは一時ディテク
トリに作成されます。
ファイル名に拡張子がな
い場合、.exeが追加されま
す。

デフォルトでは、引数1と
同じファイル名が使用さ
れます。ただし、.zipでは
なく.exeが使用されます。

戻り値

番
号
タイ
プ

必
須/
任意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必須 戻りコード

OK	=	EXEファイルが正常
に作成された
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

技術ノート
作成される.exeファイルは、一部のコマンド行オプションにも対応して
います。

-t 自己解凍アーカイブに含まれるZipファイルの妥当性を検
査します。

-f ディスクにすでに存在し、ディスク上のファイルより新し
いファイルだけを解凍します。

-u 既存のファイルを更新し、必要に応じて新しいファイルを
作成します。

-n 既存のファイルを上書きしません。デフォルトでは、ファ
イルがすでに存在する場合、ユーザーに通知されます。

-o 常に既存のファイルを上書きします。



-q 抑止モード(解凍されるファイルのリストなし)

-qq さらに抑止されたモード



9.248	PACKAGE_BUILD
	注:組み込み関数の規則
この組み込み関数は配布ツールもしくはPACKAGE_CREATE組み込み関
数を使用して定義されたバージョンまたはパッチを生成します。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必
須
アプリケーション名 1 8 	 	

2 A 必
須
バージョンもしくはパッチ

バージョンは次の形である必要がありま
す。
<メジャー・バージョン番号><マイナー・
バージョン番号><生成番号	>
パッチは次の形である必要があります。
<メジャー・バージョン番号><マイナー・
バージョン番号><生成番号	><パッチ番号>

1 23 	 	

3 A 任
意
パッケージのパス

パッケージがどこに作成されるべきかを指
定します。
パスがブランクの場合、パッケージは<シ

1 256 	 	



ステム・ディレクトリ>\X_Appsに存在する
と考えられます。
デフォルト:ブランク

4
	

A 必
須
パッケージの置換

Y	または	N
デフォルト:N

1 1 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最小
小数
桁数

最大
小数
桁数

1 A 必
須
戻りコード

OK	=	パッケージがエラーなく生成されまし
た。
ER	=	パッケージ生成中にエラーが発生しま
した。パッケージに関連するログファイル
を確認してください。

2 2 	 	

2 A 必
須
理由

エラーに付随する説明

1 100 	 	

	



9.249	PACKAGE_CREATE
	注:組み込み関数の規則
この組み込み関数は、指定された配布ツールのテンプレートに基づき、
パッケージを作成します。パッケージにはオブジェクトを追加すること
ができます。
注:	WAM及びウェブレットについては、必要な言語とテクノロジ・サー
ビスを指定する必要があります。
9.2	開発環境だけの組み込み関数

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須
配布テンプレート

<システム・ディレクトリ>\X_Pkgs\X_Tmpltに、
関連する.ptf	テンプレート・ファイルがなくて
はいけません。

1 10 	 	

2 A 必
須
アプリケーション名 1 8 	 	

3 A 必
須
パッケージ名 1 8 	 	



4 リ
ス
ト

必
須
パッケージに含めるオブジェクト
リストは空であってもいいですが、指定する必
要があります。

開始	-	終了説明
		1					50					オブジェクト・タイプ
サポートされているオブジェクト・タイプにつ
いては、パッケージ・オブジェクトに記述して
あります。

	51					70					オブジェクト名
	71					80					オブジェクト修飾子
	81					81					データを含む(ファイル及びWebコン
ポーネントのみ)
Webコンポーネントについて:
		I	-	入力
		O	-	出力
		N	-	適用外
	82				100					将来の使用のために予約されていま
す。

81 81 	 	

5 リ
ス
ト

必
須

Webデザイン
パッケージにWAMもしくはウェブレットが含ま
れる場合は、必要な言語とテクノロジ・サービ
スを指定してください。
リストは空であってもいいですが、指定する必
要があります。
開始	-	終了説明
		1					50					オブジェクト・タイプ
WEBLANGUAGE
TECHNOLOGYSERVICE
	51					60					言語/プロバイダ
WEBLANGUAGE	:言語コード(例:	ENG)
TECHNOLOGYSERVICE:テクノロジ・サービス
のプロバイダ(例:	LANSA)
	61					70					テクノロジ・サービス
WEBLANGUAGE	:ブランク

70 70 	 	



TECHNOLOGYSERVICE:テクノロジ・サービス
(例:	XHTML)

6 A 任
意
パッケージのパス

パッケージがどこに作成されるべきかを指定し
ます。
ブランクの場合、パッケージは<システム・
ディレクトリ>\X_Pkgsに作成されます。
配布ツールを使用してパッケージを編集するつ
もりがある場合には、パッケージは<システ
ム・ディレクトリ>\X_Pkgsに作成しなくてはい
けません。

デフォルト:ブランク

1 256 	 	

7
	

A 任
意
パッケージの置換

Y	または	N
デフォルト:N

1 1 	 	

8 A 任
意
パッケージの生成

Y	または	N
デフォルト:Y

1 1 	 	

9 A 任
意
パッケージ記述

パッケージが既に存在する場合には、ブランク
以外の記述が指定された場合のみ記述が置換さ
れます。
デフォルト:ブランク

1 200 	 	

10 A 任
意
アプリケーションの記述

アプリケーションが既に存在する場合には、ブ
ランク以外の記述が指定された場合のみ記述が
置換されます。
デフォルト:ブランク

1 200 	 	

	

戻り値

番タ必 記述 最最 最 最大



号イ
プ
須/
任
意

小
長
大
長
小
小
数
桁
数

小数
桁
数/p>

1 	 必
須
戻りコード

OK	=	パッケージがエラーなく作成されまし
た。
ER	=	パッケージ作成もしくは生成中にエ
ラーが発生しました。	パッケージに関連す
るログファイルを確認してください。

2 2 	 	

2 	 必
須
理由

エラーに付随する説明

1 100 	 	

	

パッケージ・オブジェクト
引数4（パッケージに含めるオブジェクト）の設定については、以下の
テーブルを使用して、オブジェクトタイプ毎に適したデータを決定して
ください。
	

オブジェクト	タイプ オブジェクト名
必須

オブジェ
クト修飾
子
必須

デー
タを
含む
必須

ACTIVEX Y N N

CURSOR Y N N

BITMAP Y N N

EXTERNALRESOURCE Y N N

FIELD Y N N

FILE Y Y	–	ライ
ブラリ名

Y

FORM Y N N



FUNCTION Y Y	–	プロ
セス

N

ICON Y N N

MULTILINGUALVARIABLE Y N N

PROCESS Y N N

REUSABLEPART Y N N

SYSTEMVARIABLE Y N N

VISUALSTYLE Y N N

WEBAPPLICATIONMODULE Y N N

WEBLET Y N N

WEBCOMPONENT Y N Y

TECHNOLOGYSERVICE Y	–	プロバイダ Y	–	テク
ノロジ・
サービス

N

MESSAGEFILE Y	–	メッセージ・ファイル Y	-	言語
コード

N

MESSAGE Y	-	メッセージID	(1-7)、言
語コード(8-11)
言語は任意指定です。指定
されていない場合は、全て
の言語が含まれます。

Y	–	メッ
セージ・
ファイル

	

この組み込み関数に含むことができないもの
LANSA以外のオブジェクト	–	外部リソースとしてリポジトリにある場合を除く

エディター・リストもしくはタスクに関連するオブジェクト
アプリケーション・テンプレートのオブジェクト



9.250	COMPOSER_CALLF
	注：組み込み関数の規則

この組み込み関数は、ソースシステム（組み込み関数が実行されるシステム）がVersion
3以上のLANSA	Composerシステムであり、LANSA	Composer	リクエストサーバー	ソフト
ウェアがその中に入っていることを前提としています。そうでない場合には、この組み
込み関数の実行は失敗します。

COMPOSER_CALLFはLANSA	Composer	リクエストサーバーを通じて、
サーバー別名の引数によって識別されるLANSA	Composerシステムもし
くはLANSAシステムにある、指定されたLANSAファンクションを呼び
出します。

LANSAの交換リストを使用して、最大7つの値を渡したり受け取ったり
することができます。全てのパラメータは、EXCH01	-	EXCH07という
名前の交換変数を使用して、A(256）で受け渡されます。
この組み込み関数は、他のLANSAシステムや区画にインストールされ
ているLANSAアプリケーションに含まれる処理ロジックを起動するた
めに、カスタム・アクティビティ・プロセッサもしくはLANSA
Composerの他のユーザー定義のプラグイン・コンポーネントで使用され
ることを目的としています。
この組み込み関数を実行する前に、COMPOSER_USE組み込み関数を使
用して、サーバー接続詳細とそれを表す別名を定義しなくてはいけませ
ん。
CALL_FUNCTION組み込み関数についてのその他の重要な情報について
は、後述します。CALL_FUNCTIONアクティビティやLANSA	Composer
リクエストサーバーについて詳しく知りたい場合には、『LANSA
Composer	ガイド』を参照されることをお勧めします。

各製品の対応



LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

LANSA	Composerのサーバー別名。
LANSA	Composerサーバーシステム
への接続詳細を識別するのに使用さ
れる別名を指定します。名前は、
COMPOSER_USE組み込み関数を使
用して、現在のセッションにおい
て、これより前に指定されていなく
てはいけません。

1 10 	 	

2 A 必
須

呼び出されるファンクションを含む
LANSAプロセスの名前。
IBM	i:*DIRECTが指定されている場
合には、ファンクションは
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)で
定義されていなくてはいけません。
Windowsサーバー:*DIRECTではな
く、プロセス名が指定されていなく
てはいけません。

1 10 	 	

3 A 必
須

呼び出されるファンクションの名
前。必須。

1 7 	 	

4 N 任 使用される交換変数の数。指定され 1 5 0 0



意 ていない場合、省略値の0とみなさ
れます。

5 A 任
意

交換変数EXCH01の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

6 A 任
意

交換変数EXCH02の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

7 A 任
意

交換変数EXCH03の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

8 A 任
意

交換変数EXCH04の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

9 A 任
意

交換変数EXCH05の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

10 A 任
意

交換変数EXCH06の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

11 A 任
意

交換変数EXCH07の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

12 A 任
意

同期呼び出しか否か。

組み込み関数がファンクション呼び
出しが完了するのを待つかどうかを
指定します。
省略値は'Y'で、待ちます。
それ以外の値が指定されている場合
には、組み込み関数はファンクショ
ン呼び出しを投げた後、すぐに終了
します。
このパラメータが'Y'の場合、この組
み込み関数は呼び出されたファンク
ションからの値(EXCH01〜EXCH07
の交換変数)のみ受け取ることがで
きます。

1 1 	 	

13 N 任
意

同期タイムアウト（秒）。

組み込み関数が、同期呼び出しが完

1 5 0 0



了するのを待つ秒数。このタイムア
ウトを超えた場合、組み込み関数は
結果コード'TM'で終了します。
デフォルトは30秒です。

14 N 任
意

要求の有効期限（秒数）。IBM	i	の
み。Windowsサーバーには適用され
ません。

IBM	i	サーバーにおいてのみ、リク
エストサーバーに要求が投げられた
後、要求が有効である秒数を指定し
ます。	リクエストサーバーが要求
を処理し始めるまでに指定された間
隔よりも長く経過した場合には、要
求の有効期限が切れたと考え、その
処理を行うのを取りやめます。
省略値はゼロ(0)であり、この場合、
要求は期限切れを起こしません。
有効期限は、IBM	i	サーバーのリク
エストサーバーを通して実行された
要求にのみ適用されることにご注意
ください。Windowsサーバー上で実
行される場合には、有効期限は適用
されません。

1 5 0 0

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

結果コード。

組み込み関数が正常に完了した場合
には、結果コードには'OK'と入りま
す。同期要求がタイムアウトした場
合には、結果コードには'TM'と入り

2 2 	 	



ます。それ以外の結果コードは、エ
ラーが起こったことを示します。

2 A 任
意

交換変数EXCH01の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

3 A 任
意

交換変数EXCH02の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

4 A 任
意

交換変数EXCH03の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

5 A 任
意

交換変数EXCH04の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

6 A 任
意

交換変数EXCH05の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

7 A 任
意

交換変数EXCH06の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

8 A 任
意

交換変数EXCH07の値(交換変数を参
照)。

1 256 	 	

例
この例では、COMPOSERという別名を使いあらかじめ定義された
LANSAシステムへ接続して（COMPOSER_USEを参照）、簡単なファン
クション呼び出しを行います。プロセス名は変数#PROCESSに、ファン
クション名は変数#FUNCTIONに指定されています。
use	builtin(COMPOSER_CALLF)	with_args('COMPOSER'	#PROCESS
#FUNCTION)
	
この例ではファンクションを呼び出すために、上記と同じLANSAシス
テムに接続します。プロセス名は変数#PROCESSに、ファンクション名
は変数#FUNCTIONに指定されています。次の2つのパラメータ値が受け
渡されます。'VALUE	1'	及び	'VALUE	2'です。これらの値を交換リストを
通じて受け取るには、呼び出されるファンクションにEXCH01及び
EXCH02というフィールドが定義されていなくてはいけません。この
ケースでは、呼び出しが非同期であるため、ファンクションが完了する
のを待たずに処理が続行されます。



use	builtin(COMPOSER_CALLF)	with_args('COMPOSER'	#PROCESS
#FUNCTION	2	'VALUE	1'	'VALUE	2'	*Default	*Default	*Default	*Default
*Default	N)	to_get(#RESULT)
	
この例ではファンクションを呼び出すために、上記と同じLANSAシス
テムに接続します。プロセス名は変数#PROCESSに、ファンクション名
は変数#FUNCTIONに指定されています。2つのパラメータ値が受け渡さ
れ、3つのパラメータ値が戻ってきます。これらの値を交換リストを通
じて受け取るには、呼び出されるファンクションにEXCH01及び
EXCH02というフィールドが定義されていなくてはいけません。加え
て、変数を返すためにEXCH03というフィールドも定義されている必要
があり、これらのフィールドは交換される必要があります。
use	builtin(COMPOSER_CALLF)	with_args('COMPOSER'	#PROCESS
#FUNCTION	2	'VALUE	1'	'VALUE	2')	to_get(#RESULT	#VAR1	#VAR2
#VAR3)
	

交換変数
組み込み関数の引数や戻り値は、ＬＡＮSA交換リストを経由して呼び
だされたファンクションを相手に、最大7つの値を渡したり受け取った
りするのに使用できます。パラメータはEXCH01〜EXCH07という名前
の長さ256の文字変数として、交換リストに置かれたり受け取ったりし
ます。
呼び出されるファンクションも、交換される値を受け取るために、
EXCH01	〜	EXCH07という名前の変数を使用しなくてはいけません。呼
び出されるファンクションがこれらの変数を経由して値を返す必要があ
る場合には、適切なところでEXCHANGEコマンドを実行しなくてはい
けません。
組み込み関数は、4番目の引数に指定されたパラメータの数だけ（最大7
つ）、交換リストに値を置いたり、値を受け取ったりします。使用され
る場合には、パラメータが連続して指定されている必要があります。例
えば、値に3を指定する場合、組み込み関数は変数EXCH01、EXCH02、
EXCH03を交換し、その他の交換変数の引数の値は無視されます。
組み込み関数は同期的に実行された場合、呼び出されたファンクション
から戻ってきた値のみを受け取ることに注意してください。
交換リストを使用した情報の交換について詳しくはEXCHANGEコマン
ドの記述をご参照ください。

its:lansa015.CHM::/EXCHANGE.HTM


呼び出されるファンクションについてのLANSAプログラミン
グの考慮事項
ｷ									PROCESSパラメータに*DIRECTが指定されている場合、ファンクションはFUNCTION
OPTIONS(*DIRECT)で定義されていなくてはいけません。

ｷ									呼び出されるファンクションはRDMLであっても、RDMLXであっても構いません。

ｷ									ファンクションは、対応する組み込み関数の引数に指定された値を（交換リストを経由
して）受け取るために、EXCH07	〜	EXCH07のフィールドを定義しなくてはいけません。

ｷ									ファンクションは、対応する組み込み関数の戻り値に値を（交換リストを経由して）戻
すために、EXCH07	〜	EXCH07のフィールドとともにEXCHANGEコマンドを使用しなくては
いけません。

ｷ									IBM	i	サーバーにおいてのみ、コンパイルもしくはファンクションの実行前に、呼び出
されるファンクションのあるLANSAシステムのLANSAデータエリアDC@A01の487カラム目
に'Y'が設定されている必要があります。この条件が満たされない場合には、呼び出された
ファンクションはEXCH01	〜	EXCH07の変数値を正しく受け取ったり返したりすることがで
きません。

これらの要件によっては、開発者がその考慮事項を満たすためだけに
ファンクションを書くことが必要になる場合があります。その場合、
ファンクションはLANSAアプリケーションの既存のファンクションを
呼び出す簡単な”スタブ”ファンクションになる場合が多いです。

LANSA	Composer	リクエストサーバーを通して実行される
ファンクション呼び出しに関するその他の考慮事項
この組み込み関数はLANSA	Composer	リクエストサーバーを通じてファ
ンクション呼び出しを実行します。
このように実行される場合、ファンクション呼び出しは別のプロセスや
ジョブで実行されます（リクエスト・サーバー）。組み込み関数とリク
エストサーバーのプロセスやジョブは、要求を実行して結果を返すため
に、協力してやり取りをおこないます。
これらはアプリケーションに対して概ね影響を与えません。しかしなが
ら、これらの実行方法に関していくつか特別に考慮すべきことがあり、
それには以下の項目に関連する考慮事項が含まれます。
ｷ									ユーザー・プロファイル、権限、実行環境

ｷ									IBM	i	作業管理	(ジョブやサブシステム)

ｷ									呼び出されるファンクションがコンパイルされる方法

LANSA	Composerのリクエストサーバーを通して実行された要求に関し
ては、詳しくは『LANSA	Composer	ガイド』の付録F	(「LANSA
Composer	リクエストサーバー」)	を参照してください。



9.251	COMPOSER_RUN
	注：組み込み関数の規則

この組み込み関数は対象システム(LANSA	Composer	サーバー別名引数にて識別されるシ
ステム)がLANSA	Composerシステムであり、LANSA	Composer	リクエストサーバー	ソフ
トウェアがその中に入っていることを前提としています。そうでない場合には、この組
み込み関数の実行は失敗します。

COMPOSER_RUNはLANSA	Composer	リクエストサーバーを通じて、
サーバー別名の引数によって識別されるLANSA	Composerシステムの
LANSA	Composer処理シーケンスを実行します。処理シーケンスに最大5
つのパラメータを受け渡すことができます。

この組み込み関数を実行する前に、COMPOSER_USE組み込み関数を使
用して、サーバー接続詳細とそれを表す別名を定義しなくてはいけませ
ん。
この組み込み関数についての重要な情報は、このページの最後にて述べ
ます。
詳細については、『LANSA	Composer	ガイド』のCOMPOSER_RUN操作
及び付録F	(「LANSA	Composer	リクエストサーバー」)を参照してくだ
さい。

各製品の対応

LANSA/AD 使用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応



	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

LANSA	Composerのサーバー別名。
別名はLANSA	Composerサーバーシ
ステムへの接続詳細を識別するのに
使用されます。名前は、
COMPOSER_USE組み込み関数を使
用して、現在のセッションにおい
て、これより前に指定されていなく
てはいけません。

1 10 	 	

2 A 必
須

処理シーケンスID
実行するLANSA	Composer	処理シー
ケンスを識別します。外部識別子
（名前）もしくは内部識別子のいず
れかを指定します。

1 32 	 	

3 A 任
意

パラメーター名1	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 20 	 	

4 A 任
意

パラメーター値1	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 200 	 	

5 A 任
意

パラメーター名2	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 20 	 	

6 A 任
意

パラメーター値2	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 200 	 	

7 A 任
意

パラメーター名3	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 20 	 	

8 A 任 パラメーター値3	(処理シーケンス・ 1 200 	 	



意 パラメータを参照)。

9 A 任
意

パラメーター名4	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 20 	 	

10 A 任
意

パラメーター値4	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 200 	 	

11 A 任
意

パラメーター名5	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 20 	 	

12 A 任
意

パラメーター値5	(処理シーケンス・
パラメータを参照)。

1 200 	 	

13 A 任
意

同期呼び出しか否か。

組み込み関数が処理シーケンスが完
了するのを待つかどうかを指定しま
す。
省略値は'Y'で、待ちます。
それ以外の値が指定されている場合
には、組み込み関数は処理シーケン
スの実行要求を投げた後、すぐに終
了します。

1 1 	 	

14 N 任
意

同期タイムアウト（秒）。

組み込み関数が、同期的な処理シー
ケンス実行が完了するのを待つ秒
数。このタイムアウトを超えた場
合、組み込み関数は結果コー
ド'TM'で終了します。
デフォルトは30秒です。

1 5 0 0

15 N 任
意

要求の有効期限（秒数）。IBM	i
サーバーのみ。Windowsサーバーに
は有効期限は適用されません。

リクエスト・サーバーに投げられた
後、要求が有効である秒数。
リクエストサーバーが要求を処理し
始めるまでに指定された間隔よりも
長く経過した場合には、要求の有効

1 5 0 0



期限が切れたと考え、その処理を行
うのを取りやめます。
省略値はゼロ(0)です。これは、要求
に対して有効期限が適用されないと
いうことです。

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

結果コード。

組み込み関数が正常に完了した場合
には、OK
同期的な要求がタイムアウトした場
合には、TM
それ以外の結果コードは、エラーが
起こったことを示します。

2 2 	 	

	

例
この例では、COMPOSERという別名を使いあらかじめ定義された
LANSAシステムへ接続して（COMPOSER_USEを参
照）、'EXAMPLE_AATEST1'という処理シーケンスの呼び出しを行いま
す。
use	builtin(COMPOSER_RUN)	with_args('COMPOSER'
'EXAMPLE_AATEST1')
	
この例では、上記と同じ接続を使用して、処理シーケン
ス'EXAMPLE_AATEST2'の呼び出しを行います。1つのパラメー
タ:'DIRECTORY'	が値	'/'とともに受け渡されます。結果コードは、変数
#RESULTで受け取ります。
use	builtin(COMPOSER_RUN)	with_args('COMPOSER'



'EXAMPLE_AATEST2'	'DIRECTORY'	'/')	to_get(#RESULT)
	
この例では、上記と同じ接続を使用して、パラメータを受け渡さずに処
理シーケンス'EXAMPLE_AATEST1'の呼び出しを行います。タイムアウ
ト値は30秒から60秒に倍増させます。
Use	Builtin(COMPOSER_RUN)	With_Args('COMPOSER'
'EXAMPLE_AATEST1'	*Default	*Default	*Default	*Default	*Default
*Default	*Default	*Default	*Default	*Default	*Default	60)	to_get(#RESULT)
	

処理シーケンス・パラメータ
組み込み関数の引数は、最大5つのパラメータ値を処理シーケンス実行
に受け渡すのに使用することができます。一組の組み込み関数の引数が
以下の各処理シーケンス・パラメータに使用されます。
ｷ									各組の最初の引数(パラメータ名n)には実行する処理シーケンスに定義されているパラ
メータ名を指定します。指定されていない場合は、省略値	'*NONE'	が使用され、この組のパ
ラメータは使用されないことになります。

ｷ									各組の二番目の引数(パラメータ値n)	には、処理シーケンスに受け渡される、パラメー
タ名に対応したパラメータの値を指定します。受け渡すことができる値の最大長は200で
す。もし指定されていない場合には、省略値'*NONE'が使用されます。しかし、パラメータ
名が指定されている場合には、パラメータ値を指定する必要があります。

	

LANSA	Composer	リクエストサーバーを通して実行される処
理シーケンスに関するその他の考慮事項
この組み込み関数はLANSA	Composer	リクエストサーバーを通じて処理
シーケンスを実行します。
このように実行される場合、処理シーケンスは別のプロセスやジョブで
実行されます（リクエストサーバー）。組み込み関数とリクエストサー
バーのプロセスやジョブは、要求を実行して結果を返すために、協力し
てやり取りをおこないます。
これらはアプリケーションに対して概ね影響を与えません。しかしなが
ら、これらの実行方法に関していくつか特別に考慮すべきことがあり、
それには以下の項目に関連する考慮事項が含まれます。
ｷ									ユーザー・プロファイル、権限、実行環境

ｷ									IBM	i	作業管理	(ジョブやサブシステム)

LANSA	Composerのリクエストサーバーを通して実行された要求に関し
ては、詳しくは『LANSA	Composer	ガイド』の付録F	(「LANSA



Composer	リクエストサーバー」)	を参照してください。



9.252	COMPOSER_USE
	注:	組み込み関数の規則
この組み込み関数は、COMPOSER_CALLF	もしくは	COMPOSER_RUN
で指定されたLANSAもしくはLANSA	Composerサーバー・システムに接
続するために必要な詳細情報を別名と関連付けします。
この関連付けは、現在のセッションの間、もしくは、別のLANSA
ComposerもしくはLANSAシステムを同じ別名に指定するために
COMPOSER_USE	が再度使用されるまで保持されます。
COMPOSER_RUNもしくはCOMPOSER_CALLF組み込み関数でLANSA
Composerサーバー別名が使用される前に、結果コード'OK'を受け取って
いなくてはいけません。
COMPOSER_RUNもしくはCOMPOSER_CALLF組み込み関数のいずれか
が実行されるまでは、実際に接続が試みられることはありません。し	た
がって、この組み込み関数に使用される値が間違っていることから生じ
る接続エラーは、COMPOSER_RUNもしくはCOMPOSER_CALLF組	み
込み関数のいずれかにより接続が試みられるまで、明らかになりませ
ん。

各製品の対応

LANSA/AD 使	用
可

Visual	LANSA	for
Windows

使	用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未	対
応

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必 現	在のセッションの 1 10 	 	



須 COMPOSER_RUNもしくは
COMPOSER_CALLF組み込み関数に
よって、この組み込み関数にて指定
された接続詳細を識別す	るのに使用
されるLANSA	Composerのサーバー
別名。

2 A 任
意

区	画名。
LANSA	Composerがインストールさ
れている指定されたLANSAシステム
のLANSA区画の名前を指定します。
'LIC'	が省略値です。この区画名は標
準的なLANSA	Composerのインス
トールにて使用されます。

3 3 	 	

引数	-	IBM	i	サーバーのみ
これらの引数はWindowsサーバーで実行時には無視されます。
Windowsサーバーでは、これらの引数には*DEFAULTを指定してくださ
い。

3 A 任
意

LANSA	Composerがインストールされ
ているLANSAシステムのLANSAプロ
グラム・ライブラリのLANSAプログ
ラム・ライブラリ名。LANSA
Composerインストール時に変更しな
ければ、ライブラリ名はLICPGMLIB
です。これは、この引数が指定されな
かった場合に使用される省略値と	な
ります。

1 10 	 	

4 A 任
意
将	来の使用のために予約されていま
す。ブランク以外を指定することはで
きません。

1 256 	 	

5 A 任
意
将	来の使用のために予約されていま
す。ブランク以外を指定することはで
きません。

1 256 	 	

引数	-	Windows	サーバーのみ



これらの引数はIBM	i	サーバーシステムにて実行される際には無視され
ます。
この組み込み関数では長いユーザー名とパスワードの指定が許されてい
ますが、LANSA	Composerの現在のバージョン(3.0)では、長いユーザー
名とパスワードはまだサポートされていないことにご注意ください。

6 A 任
意

LANSA	システムのパス。(Windows
サーバーのみ)
LANSA	Composer	がインストールさ
れているLANSAシステムのX_WIN95
フォルダへのパスを指定し	ます。
省略値はC:\Program	Files\LANSA
Composer	Server\X	WIN95で	す。
これは、LANSA	Composerのインス
トール時に何も変えていない場合の
パスになります。

1 256 	 	

7 A 任
意
ユー	ザー名。(Windows	サーバーの
み)
LANSA	Composerがインストールされ
ているLANSAシステムに接続するの
に使用されるユーザー名を指定しま
す。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
USER=に対応します。）

1 256 	 	

8 A 任
意
パ	スワード。(Windows	サーバーの
み)
LANSA	Composerがインストールされ
ているLANSAシステムに接続するの
に使用されるパスワードを指定しま
す。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
PSPW=に対応します。）

1 256 	 	

9 A 任
意
デー	タ・ソース。(Windows	サーバー
のみ)
LANSA	Composerがインストールされ

1 32 	 	



ているLANSAシステムで使用される
ユーザー・データベースを指定しま
す。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
DBID=に対応します。）

10 A 任
意
デー	タベース	タイプ。(Windows
サーバーのみ)
ひ	とつ前の引数に指定されたデータ
ベースのタイプを指定します。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
DBUT=に対応します。）

1 20 	 	

11 A 任
意
デー	タベース	ユーザー。(Windows
サーバーのみ)
必	要であれば、データベースにログ
インするためのユーザー名を指定し
ます。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
DBUS=に対応します。）
Windows	においては、256バイトで
す。

1 256 	 	

12 A 任
意
デー	タベース	パスワード。(Windows
サーバーのみ)
必	要であれば、データベースにログ
インするためのパスワードを指定し
ます。
(こ	の値は、X_RUNパラメータの
DBPW=に対応します。）
Windows	においては、256バイトで
す。

1 256 	 	

13 A 任
意

LANSA	システムのオーバーライド。
(Windows	サーバーのみ)
こ	の引数は、LANSA	Composerがイ
ンストールされているLANSAシステ
ムに接続するのに必要とされる、上

1 128 	 	



記以外のX_RUNパラメータ名とその
値を指定するのに使用	することがで
きます。
詳	細については、「X_RUNコマン
ド」を	参照してください。

14 A 任
意

LANSA	Composer	リクエストサー
バーのロギングが使用可能か否か。
(Windows	サーバーのみ)
ロ	ギングが使用可能の場合、'Y'

1 1 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

結	果コード。
組	み込み関数が正常に完了した場合
には、結果コードには'OK'と入りま
す。それ以外の結果コードは、エ
ラーが起こったことを示します。

2 2 	 	

	

例
この例では、IBM	i	サーバーもしくはWindowsサーバーのいずれかに、
デフォルトのLANSA	Composerインストール時に設定される、LANSAも
しくはLANSA	Composerシステムの区画LIC(省略値)への接続を別名
COMPOSERで定義します。
use	builtin(COMPOSER_USE)	with_args('COMPOSER')

	

この例では、組み込み関数を実行するIBM	i	サーバー上のLANSAもしく
はLANSA	Composerシステムの区画'PRD'への接続を別名ISERVER1で定
義します。対象システムのプログラム・ライブラリ名は、変数
#PGMLIB	に指定されています。結果コードは、変数#RESULTで受け取

its:lansa015.chm::/lansa/DEPB3_0000.htm


ります。
use	builtin(COMPOSER_USE)	with_args('ISERVER1'	'PRD'	#PGMLIB)
to_get(#RESULT)

	

この例では、組み込み関数を実行するWindowsサーバー上のLANSAもし
くはLANSA	Composerシステムの区画'PRD'への接続を別名WINSERVER1
で定義します。対象システムへのパスは変数#XWIN95に指定されていま
す。リテラル値が残りの接続詳細の指定に使用されています。例えば、
ユーザー名やパスワードは、	'PCXUSER'と指定されており、対象システ
ムはSybase	SQL	AnywhereのLX_LANSAという名前のデータベースを使
用しています。LANSA	Composer	リクエストサーバーのロギングが使用
可能になっています。結果コードは、変数#RESULTで受け取ります。
use	builtin(COMPOSER_USE)	with_args('WINSERVER1'	'PRD'	*default
*default	*default	#XWIN95	'PCXUSER'	'PCXUSER'	'LX_LANSA'
'SQLANYWHERE'	'DBA'	'SQL'	*default	'Y')	to_get(#RESULT)

	



9.253	DEFINE_OVERRIDE_FILE
	注:組み込み関数の規則
この組み込み関数を使って、データベース・テーブルのオーナー名や
データベース・テーブル名を上書きできます。
通常この組み込み関数は、複数の企業で使用されるアプリケーションで
使用され、共通のファイル(テーブル)定義を使用しながらも、各企業が
異なるライブラリ(スキーマ名)により区別される独自のファイル(テーブ
ル)を持つ場合などに利用できます。アプリケーションが起動される
と、ユーザー情報が確認され、どの企業がアクティブな状態なのかを判
断します。そして、この組み込み関数により適切な上書きが行われま
す。詳細は「上書きが必要となる理由」および「SuperServerやLANSA
Open.Netを利用したDefine_Override_Fileの使用」を参照してください。
このデータベースの上書きが有効なのは現セッション終了までです。
DEFINE_OVERRIDE_FILEの機能はSELECT_SQLの自由形式のコマンド
には利用できません。

各製品の対応

LANSA/AD 未対
応

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 未対
応

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意
ファイル・ライブラリ名

ファイル・ライブラリ名が指定されない

1 10 	 	



場合、定義された上書き全てを削除しま
す。

2 A 任
意
ファイル名 1 10 	 	

3 A 任
意
データベース・テーブルのオーナー名を
上書きします。

上書きするデータベース・テーブルの
オーナーやテーブル名が指定されない場
合、前回定義された上書きを削除しま
す。

1 128 	 	

4 A 任
意
データベース・テーブル名を上書きしま
す。

上書きするデータベース・テーブルの
オーナーやテーブル名が指定されない場
合、前回定義された上書きを削除しま
す。

1 128 	 	

	

戻り値

番
号
タイ
プ

必須/
任意

記述 最小
長

最大
長

最小小数
桁数

最大小数
桁数

1 A 必須 戻りコード：
OK　　　　

2 2 	 	

	

	

上書きが必要となる理由
複数の企業で使用されるアプリケーションでは同じ名前で複数のテーブ
ルがサポートされます。そしてLANSAライブラリを使用することで、
各企業の適切なテーブルが区別されるようになっています。LANSAラ
イブラリはデータベースに匹敵するものにマップされ、異なるデータ
ベース・マネージャにそれぞれ別の名前が付けられています。様々な呼
び名がありますが、これがスキーマ、オーナー、コレクションと言われ



るものです。ただしOAM生成時、OAMには1つのLANSAライブラリし
か組み込ません。複数の企業で使用するアプリケーションを実行するに
は、このOAMが現企業の適切なLANSAライブラリにリダイレクトされ
る必要があります。
以下はこのプロセスの概要です。
1.ファンクション/コンポーネントが"生成"ライブラリで生成され、これ
が共通のデータベース実行レイヤーに渡されます。

2.OAMが検索されます。区画モジュール・ライブラリや区画ファイル・
ライブラリにある場合、ライブラリは"生成"ライブラリではなくなり
ます。"実行"ライブラリになります。

					ファイルOAMは"生成"されたライブラリを指します。上書きの際
は、この"生成"ライブラリをOVERRIDE_TABLE_OWNERに指定しま
す。

3."実行"ライブラリが検索され、上書きが存在しないか確認されま
す。"実行"ライブラリがまだ"生成"ライブラリの場合、ファイルは新
しいライブラリで上書きされます。

					区画ファイル・ライブラリにインストールされたファイルを上書きす
る場合は、区画ファイル・ライブラリのシステム変数がフィールドに
適用されている必要があり、このフィールドが
OVERRIDE_TABLE_OWNERに渡され、ライブラリが実行時に上書き
されます。

複数企業のアプリケーションでは、この区画ファイル・ライブラリに共
通ファイルがインストールされます。通常はこの区画ファイル・ライブ
ラリは"生成"ライブラリではありません。もし、これが同じものであれ
ば、生成時の上書きで区画ファイル・ライブラリも上書きされてしまい
ます。この共通ファイルはどの会社がアクティブであったとしても、常
に同じライブラリにアクセスできなければならないので、上記の状態で
は期待通りの結果を得ることはできません。各企業はライブラリ名が必
要ですが、これは区画ファイル・ライブラリや区画モジュール・ライブ
ラリと同じ名前にすることはできません。これはOAMが区画モジュー
ル・ライブラリや	区画ファイル・ライブラリにインストールされないよ
うにするためです。OAMは実行区画にインストールされなければいけ
ません。指定のライブラリが、区画ファイル・ライブラリもしくは	区画
モジュール・ライブラリと同じでない場合に、OAMが実行区画にイン
ストールされます。そして、全てのアプリケーションでプロンプト表示
をして、企業とその企業に一致するライブラリを



OVERRIDE_TABLE_OWNER	(BUILT	COMPLIB)を使用して適用する必
要があります。

SuperServerやLANSA	Open.Netを利用した
Define_Override_Fileの使用
DEFINE_OVERRIDE_FILEは実行中のRDMLのローカル・データベース
上で作動します。データベースのIOが実行されると、OAMはOAMが実
行されているマシンやプロセスのファイル上書きをチェックします。で
すから、サーバー上でOAMを実行するには、ファイルの上書きは
CALL_SERVER_FUNCTIONを使用して、DEFINE_OVERRIDE_FILEを正
しく呼び出す必要があります。これは、SuperServerもLANSA	Open	.Net
でも同じことが言えます。

上書きの設定方法
1.有効なファイル・ライブラリ名とオプションでファイル名を指定し
て、上書きを行うファイルを示します。

2.また上書きするデータベース・テーブルのオーナー名と上書きする
データベース・テーブル名の両方、もしくはどちらか一方も指定され
なければいけません。次の表では全ての有効なケースが紹介されてい
ます。

説明 ファイ
ル・ラ
イブラ
リ名

ファイ
ル名

データベー
ス・テーブ
ル・オー
ナー名の上
書き

データ
ベース・
テーブル
名の上書
き

特定のファイル・ライブラリ名
の全てのファイルを異なるデー
タベース・テーブル・オーナー
に上書き

X *Default X 	

特定のファイルを異なるデータ
ベース・テーブル・オーナーに
上書き

X X X 	

特定のファイルを異なるデータ
ベース・テーブル・オーナーで
異なるデータベースに上書き

X X *Default X



特定のファイルを異なるデータ
ベース・テーブルに上書き

X X X X

	

上書きグループの上書きを削除する方法
1.DEFINE_OVERRIDE_FILEを引数なしに実行し、データベース・ファ
イルの全ての上書きを取り除きます。

2.ファイル・ライブラリ名の引数のみでDEFINE_OVERRIDE_FILEを実
行し、ライブラリ内の全てのファイルの上書きを取り除きます。

3.ファイル・ライブラリ名とファイル名の引数で
DEFINE_OVERRIDE_FILEを実行し、特定のファイルの上書きを取り
除きます。

説明 ファイ
ル・ライ
ブラリ名

ファ
イル
名

データベース・テー
ブル・オーナー名の
上書き

データベー
ス・テーブル
名の上書き

全ての定義された
上書きを削除する

	 	 	 	

ファイル・ライブ
ラリの上書きを削
除する

X 	 	 	

特定のファイルの
上書きを削除する

X X 	 	

	

	
使用例

例1:特定のファイル・ライブラリ名の全てのファイルを異なる
データベース・テーブル・オーナーABCに上書きする。
Use	BIF(Define_Override_File)	('DC@DEMOLIB'	*Default	'ABC')	To_Get(#retcode)
	



例2:特定のファイルを異なるデータベース・テーブル・オー
ナーABCに上書きする。
Use	BIF(Define_Override_File)		('DC@DEMOLIB'	'PSLMST'	'ABC')	To_Get(#retcode)
	

例3:特定のファイルを異なるデータベース・テーブル・オー
ナーを使用して異なるデータベースに上書きする。
Use	BIF(Define_Override_File)	('DC@DEMOLIB'	'PSLMST'	*Default	'XYZ')	To_Get(#retcode)
	

例4:特定のファイルを異なるデータベース・テーブルに上書き
する。
Use	BIF(Define_Override_File)	('DC@DEMOLIB'	'PSLMST'	'ABC'	'XYZ')	To_Get(#retcode)
	

例5:全ての定義された上書きを削除する。
Use	BIF(Define_Override_File)	To_Get(#retcode)
	

例6:ファイル・ライブラリの上書きを削除する。
Use	BIF(Define_Override_File)		('DC@DEMOLIB')	To_Get(#retcode)
	

例7:特定のファイルの上書きを削除する。
Use	BIF(Define_Override_File)	('DC@DEMOLIB'	'PSLMST')	To_Get(#retcode)
	



9.254	GET_PRODUCT_ATTRIBS
	注:組み込み関数の規則
このBIFはインストールされた製品の属性をリストします。この戻り値
の使い方および内容を理解するには、Windowsインストーラーの知識が
必要です。これはインターネットなどで調べることができます。実際に
以下の説明にはCヘッダー・ファイルについての記述がありますが、こ
れにより理解を深めることができるでしょうし、ここが更に深い知識を
得るための出発点になると思います。LANSAからはこの情報は提供さ
れません。

各製品の対応

LANSA/AD 未対応 	

Visual
LANSA	for
Windows

使用可 NCHARおよび
NVARCHARフィー
ルドが必要なた
め、RDMLX区画の
み。

Visual
LANSA	for
Linux

未対応 	

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意
アップグレード・コード(UPCDセッション値
の省略値)は、ハイフンで区切られた38バイト
までの値で{}で囲まれていなければなりませ
ん。例えば、{7121782D-DD4E-4E53-A83E-
DFFE86AE6995}となります。

38 38 	 	



	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

記述 最
小
長

最大長 最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須
戻りコード：

OK	–	アップグレード・コード有り
NR	–	アップグレード・コード不明
VE	–	認証エラー不正なリスト形式。
例えば、カラムが足りない場合や
誤ったカラム・タイプなどです。
OV	–	リスト・サイズより大きな属
性。残りの属性を得るためには、リ
ストを拡大します。
ER	–	エラー。要求を完了できませ
ん。

2 2 	 	

2 リ
ス
ト

必
須
製品属性
戻り値がOKまたはOVの場合のみ、
エントリーが含まれます。
全ての属性が戻されます。現在の文
脈で無効な属性が存在する場合、属
性の認証にERが設定され、属性値
にはAPIエラー・コードが設定され
ます。エラー・コードの意味につい
ては、MsiGetProductInfoEx()のエ
ラー・コードを参照してください。
例えば、	1608は
ERROR_UNKNOWN_PROPERTYで
す。
この値はwinerror.hで調べることがで
きます。これらのエラー・コードは

1 2147483647 	 	



全て負の値になっていることに注意
してください。負の記号を取り除い
てから、その内容を検索します。
リスト構造は柔軟性があり、次のよ
うな必須条件があるのみです。
NCHAR/NVARCHARフィールドが
できれば*LC属性であること。
フィールド1、NCHARまたは
NVARCHAR	=属性Id;
フィールド2、NCHARまたは
NVARCHAR	=属性値;
フィールド3、Alpha(2)=属性認証:
OK、ER	=	値が使用不可
OV	=	属性値の長さが短すぎるか長
すぎる。

3 リ
ス
ト

任
意
パッチ属性
パッチ・リストが提供される場合、
パッチ属性がリストされます。
戻り値がOKまたはOVの場合のみ値
が含まれます。
全ての属性が戻されます。現在の文
脈で属性が無効な場合、属性の認証
にERが設定されます。属性値には
APIエラー・コードが設定されま
す。詳細はMsiGetPatchInfoEx	()	エ
ラー・コードを参照してください。
例:	-1608	は
ERROR_UNKNOWN_PROPERTYで
す。
この値はwinerror.hで調べることがで
きます。これらのエラー・コードは
全て負の値になっていることに注意
してください。負の記号を取り除い
てから、その内容を検索します。
リスト構造は柔軟性があり、次のよ
うな必須条件があるのみです。

1 2147483647 	 	



NCHAR/NVARCHARフィールドが
できれば*LC属性であること。
フィールド1、NCHARまたは
NVARCHAR	=属性Id;フィールド2、
NCHARまたはNVARCHAR	=属性値;
フィールド3、Alpha(2)=属性認
証:OK、ER	=	値が使用不可
OV	=	属性値の長さが短すぎるか長
すぎる。

	

注：
この組み込み関数はアップグレード・コードに関連付けられた全ての製
品をリストします。現在のWindowsインストーラーのドキュメントによ
ると、1つだけのはずですが、戻された製品全てがリストされます。
システム内の全ユーザーがインストールした製品がリストされます。指
定のアップグレード・コードにアクセス権がない場合もあります。
リストに属性を加えることもできますが、特定の順番にリストされるこ
とを期待しないでください。また探しているものが戻ってくると思わな
いようにしてください。値がリストされた場合、戻り値にERが設定さ
れ、リストから省かれることはありません。
以下の参照はCヘッダー・ファイルの定義されたwinerror.hやmsi.hの属性
です。

製品属性
UpgradeCode	-	38バイトGUID(入力値。任意のため、実際に使用された値
がリストに戻される。)
アップグレード・コードに関連付けられた各製品に関して、以下が戻さ
れます。
ProductCode-	38バイトGUID
InstallContext	–	列挙型の値MSIINSTALLCONTEXT
SID	–	製品のインスタンスが存在するアカウントのセキュリティ識別子
次の値は戻された属性IDに簡単にマップできます。例え
ば、INSTALLPROPERTY_INSTALLEDPRODUCTNAME
は、InstalledProductNameを戻します。Cを使って値をリストすること
により、属性の意味をWebで検索できるようになります。
				INSTALLPROPERTY_INSTALLEDPRODUCTNAME,



				INSTALLPROPERTY_PACKAGENAME											,
				INSTALLPROPERTY_TRANSFORMS												,
				INSTALLPROPERTY_LANGUAGE														,
				INSTALLPROPERTY_PRODUCTNAME											,
				INSTALLPROPERTY_ASSIGNMENTTYPE								,
				INSTALLPROPERTY_INSTANCETYPE										,
				INSTALLPROPERTY_AUTHORIZED_LUA_APP				,
				INSTALLPROPERTY_PACKAGECODE											,
				INSTALLPROPERTY_VERSION															,
				INSTALLPROPERTY_PRODUCTICON											,
	
			//	製品情報属性:	インストール情報
	
				INSTALLPROPERTY_INSTALLEDPRODUCTNAME		,
				INSTALLPROPERTY_VERSIONSTRING									,
				INSTALLPROPERTY_HELPLINK														,
				INSTALLPROPERTY_HELPTELEPHONE									,
				INSTALLPROPERTY_INSTALLLOCATION							,
				INSTALLPROPERTY_INSTALLSOURCE									,
				INSTALLPROPERTY_INSTALLDATE											,
				INSTALLPROPERTY_PUBLISHER													,
				INSTALLPROPERTY_LOCALPACKAGE										,
				INSTALLPROPERTY_URLINFOABOUT										,
				INSTALLPROPERTY_URLUPDATEINFO									,
				INSTALLPROPERTY_VERSIONMINOR										,
				INSTALLPROPERTY_VERSIONMAJOR										,
				INSTALLPROPERTY_PRODUCTID													,
				INSTALLPROPERTY_REGCOMPANY												,
				INSTALLPROPERTY_REGOWNER														,
				INSTALLPROPERTY_INSTALLEDLANGUAGE					,
				INSTALLPROPERTY_PRODUCTSTATE										,
				INSTALLPROPERTY_LASTUSEDSOURCE								,
				INSTALLPROPERTY_LASTUSEDTYPE										,
				INSTALLPROPERTY_MEDIAPACKAGEPATH						,
				INSTALLPROPERTY_DISKPROMPT,
	
例えば、以下にサンプル製品に戻された属性のリストがあります。属性
値のフィールド長は30だけですので、多くの属性(例えばUpgradeCode,)



のステータスがOVとなります。LANSAでは、標準でこの値を切り捨て
るようになっています。

パッチ属性
各属性のリストはパッチ・コードから始まります。パッチ・コードのエ
ントリーが繰り返されると、そこが別のパッチの開始となります。製品
によってはパッチが多く(例えばMicrosoft	Windows製品など)、動的リス
トの使用が推奨されています。
パッチ・コード	-	38バイトGUID
			INSTALLPROPERTY_LOCALPACKAGE,
			INSTALLPROPERTY_PATCHTYPE,
			INSTALLPROPERTY_TRANSFORMS,



			INSTALLPROPERTY_INSTALLDATE,
			INSTALLPROPERTY_UNINSTALLABLE,
			INSTALLPROPERTY_PATCHSTATE,
			INSTALLPROPERTY_LUAENABLED,
			INSTALLPROPERTY_DISPLAYNAME,
			INSTALLPROPERTY_MOREINFOURL
	



10.	組み込みファンクション
組み込みファンク	ションは、個々のデータ値を操作するために利用でき
る一連の機能を提供します。以下のセクションでは、組み込みファンク
ションの使用方法について説明しま	す。

組み込みファンクショ
ンについて
複数の組み込みファン
クションの連鎖的	結
合
Isxxxxxx組み込みファ
ンクショ	ン
Asxxxxxx組み込みファ
ンクション
フィールド型組み込み
ファンクション

Alphanumeric/String
型組み込みファンク
ション
Boolean型組み込み
ファンクショ	ン
Date型組み込みファ
ンクション
DateTime型組み込み
ファンク	ション
Time型組み込みファ
ンクション
ラージ・オブジェク
ト型組み込みファン
クション

Binary型組み込み
ファンク	ション
10進数型組み込み
ファンクション
固定小数点型組み込
みファンクション
浮動小数点型組み込
みファンクション
Integer型組み込み
ファンクショ	ン

	



10.1	組み込みファンクションについて
組み込みファンクションは、LANSAで使用可能なデータの汎用クラス
ごとに存在します。例えば、文字列、数値、日付、時間、時刻等の組み
込みファンクションがあります。全ての組み込みファンクションは1つ
の結果を返し、コマンドラインにて結果のパラメータを指定する必要は
ありません。組み込みファンクションの結果はそれ自体、コマンドで使
用される値であると想定されます。
以下の例について考えます。
#com_owner.caption	:=	'Employee	salary	is	'	+	#salary.asstring
	
上記の例では、文字列と数値フィールドを連結するために+演算子が使
用されています。組み込みファンクションを使用しない場合、#salaryか
ら英数字フィールドに値を移動してから、これを使用してキャプション
を作成する必要があります。
asstring組み込みファンクションは、#salaryの値を文字列に変換し、それ
を結果として返します。返された文字列は、LANSAで他の文字列と同
様に使用できます。
組み込みファンクションを使用できるのは、特定のフィールドを参照し
ている場合だけではありません。定義上、組み込みファンクションは
データのクラスに属します。以下のコード例について考えます。
Mthroutine	Name(Set_Caption)
	
#com_owner.caption	:=	'Employee	salary	is	'	+	#Com_owner.Get_Salary(#Empno).AsString
	
Endroutine
	
	
	Mthroutine	Name(Get_Salary)
Define_Map	For(*Input)	Class(#Empno)	Name(#iEmployee)
Define_Map	For(*Result)	Class(#Salary)	Name(#oSalary)
	
Fetch	Fields(#Salary)	from_file(Pslmst)	with_key(#iEmployee)
	
#oSalary	:=	#Salary
	
Endroutine



	
この例では、Set_Captionメソッドが最初の例とほぼ同じ処理を実行しま
す。主な違いは、キャプションを作成するためにsalaryフィールドが使
用されず、Get_Salaryメソッドの結果が使用されることです。
Define_Map	#oSalaryはクラス#salaryに属しているため、定義上、これは
数値です。すなわち、どのNumeric型組み込みファンクションでも値を
操作できます。
同様に、フォーム幅などコンポーネントの数値プロパティを参照する場
合にも、Numeric型組み込みファンクションを使用できます。
組み込みファンクションがSQL	NULL値に対して呼び出された場合、そ
の組み込みファンクションが明示的にSQL	NULLを処理しない限り、
SQL	NULLが生成されます。例については、「IsSqlNull」を参照してく
ださい。

組み込みファンクション



10.2	複数の組み込みファンクションの連鎖的結合
定義上、組み込みファンクションは結果の要素を返すため、複数の組み
込みファンクションをコードの1行に連結することが可能です。
フォームのキャプションを翌日の曜日(火曜日、水曜日など)に設定す
る、という要件について考えます。
論理的観点から見た場合、コード自体がすべて難しいわけではありませ
んが、要求された結果を計算する際に、さまざまなデータを保管する多
数の変数が必要になる可能性があります。月や年末などを考慮しながら
今日の日付を1日進め、結果を曜日に変換しなければなりません。これ
はBIFでも可能ですが、多数のコード行と一時記憶域が必要になりま
す。
ただし、それぞれが前のファンクションの結果に対して操作を行う複数
の組み込みファンクションを使用すれば、コードをコンパクトにし、わ
かりやすくすることができます。以下に例を示します。
Mthroutine	Name(Get_Tomorrow_DOW)
Define_Map	For(*Result)	Class(#prim_alph)	Name(#oTomorrow_DOW)
	
Define	Field(#Today)	Type(*Date)
	
#oTomorrow_DOW	:=	#Today.Now.Adjust(	1	).AsDayOfWeek
	
Endroutine
	
上記のコードでは、Now組み込みファンクションを使用して#Todayを今
日の日付に設定しています。次にAdjust組み込み関数でその日付を1日進
め、最後に、AsDayOfWeekファンクションによって、日付の調整結果を
曜日に変換しています。
組み込みファンクションの中には、価値があまりないように思えるもの
もあります。例えば、Pred	(predecessor)は、数値から1を引き、それを結
果として返します。このような組み込みファンクションは、主に、より
複雑な評価のコンポーネントとして使用されます。一時変数を使用した
り、多数の括弧を必要とする式の埋め込みを行ったりする代わりに、組
み込みファンクションを使用できます。
以下の例では、number1をnumber2またはnumber3と比較しますが、式の
埋め込みが必要なため、結果的に追加の括弧が使用されています。
If	((#Number1	-	1)	=	#Number2)	or	((#Number1	-	1)	=	#Number3))



Endif
	
上記の例をPred組み込みファンクションを使用して作成すると、以下の
ようになります。
If	((#Number1.pred	=	#Number2)	or	(#Number1.pred	=	#Number3))
Endif
	
独立した短い例では、埋め込まれた組み込みファンクションの利点を明
確に示すことは困難です。ただし、複雑なコードを作成する場合は、式
と括弧を最小限にすることで、簡略化という利点が得られるはずです。

組み込みファンクション
	



10.3	Isxxxxxx組み込みファンクション
多くの組み込みファンクション名はISで始まっています。このタイプの
ファンクションはブール値の結果を返します。これは、短縮形のIf/Else
構造として考えることができます。
例えば、isnull組み込みファンクションは、指定された値を検査し、値が
ブランクまたは0の場合にtrueを返します。
これまで、この状況を検査するために以下のようなコードが必要でし
た。
If_Null	Field(#Value)
Set	Com(#Button)	Enabled(True)
Else
Set	Com(#Button)	Enabled(False)
Endif
	
組み込みファンクションを使用すれば、以下のようなコードを作成でき
ます。
If	(#Value.IsNull)
Set	Com(#Button)	Enabled(True)
Else
Set	Com(#Button)	Enabled(False)
Endif
	
明らかに、複数の条件を組み合わせない限り、これによって得られる利
点はそれほど大きくありません。ただし、以下のように作成することが
できます。
#Button.Enabled	:=	#Value.IsNull
	
この例では、Isnullがブール値の状態を返すため、その値を任意の
Booleanプロパティに直接適用することができます。
この概念を拡張して、複数の条件、And、Or、およびNot演算子を使用
できます。

組み込みファンクション
	



10.4	Asxxxxxx組み込みファンクション
Asで始まっている組み込みファンクションは変換機能を提供します。す
なわち、値を特定の形式から別の形式に変換します。
例えば、メッセージやキャプションなどに表示する文字列の一部として
数値を使用するという共通の要件があったとします。この場合、組み込
み関数を使用して変数を別のタイプに変換しなくても、個々のコマンド
内で変換を実行することができます。
以下の例では、数値#salaryが文字列に変換されます。
#com_owner.caption	:=	'Employee	salary	is	'	+	#salary.AsString
	
組み込みファンクション

	



10.5	フィールド型組み込みファンクション

FieldDecimals
FieldLength

FieldType
IsDefault
FieldAttributeAsString

	

組み込みファンクション
	



10.5.1	FieldDecimals
FieldDecimalsは、フィールド定義に指定されている小数点以下桁数を返
します。
FieldDecimalsが小数点以下桁数を評価するのは、Packedフィールドおよ
びSignedフィールドのみです。その他すべてのフィールド・タイプの場
合は0を返します。

入力パラメータ
なし

例
#Decimals	:=	#Std_price.FieldDecimals
	
上記の例では、Decimalsの値は2になります。Std_Priceは、データ･ディ
クショナリでパック10進数(9,	2)として定義されているLANSA提供の標
準フィールドです。

フィールド型組み込みファンクション
	



10.5.2	FieldLength
FieldLengthは、フィールド定義で指定されているフィールド長を返しま
す。
フィールド・タイプがBlobおよびClobの場合、FieldLengthは0を返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Length	:=	#Std_price.FieldLength
	
上記の例では、#Lengthの値は9になります。Std_Priceは、データ･ディク
ショナリでパック10進数(9,	2)として定義されているLANSA提供の標準
フィールドです。

フィールド型組み込みファンクション
	



10.5.3	FieldType
FieldTypeは、フィールド定義で指定されているフィールドのタイプを返
します。

入力パラメータ
なし

例
#FieldType	:=	#Std_price.FieldType
	
上記の例では、#Fieldtypeの値はPackedになります。Std_Priceは、デー
タ・ディクショナリでパック10進数(9,	2)として定義されているLANSA
提供の標準フィールドです。

フィールド型組み込みファンクション
	



10.5.4	IsDefault
IsDefaultは、対象の変数をそれに定義されているデフォルト値と比較
し、2つの値が等しい場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Std_price.IsDefault
	
フィールド型組み込みファンクション



10.5.5	FieldAttributeAsString
フィールド(PRIM_FLD)では、DescriptionやLabelなどのさまざまなプロ
パティを読み取るメソッドが提供されます。
以下のようなプロパティを利用できます。

									Description

									Label

									Heading1

									Heading2

									Heading3

									HeadingSingleLine

									HeadingWithNewLines

									HeadingWithNewLinesNoBlanks

									EditCode

									EditWord

プロパティを読み取るには、関連するプロパティ名をパラメータとして
FieldAttributeAsString()メソッドに指定します。

例
#strValue	:=	#myField.	FieldAttributeAsString(	Description	)
	
フィールド型組み込みファンクション



10.6	Alphanumeric/String型組み込みファンクション

AsBoolean
AsDate
AsDateTime
AsDBCSFixedChar
AsDBCSString
AsFixedChar
AsFloat
AsInteger
AsNumber
AsSBCSString
AsTime
AsValue
BlankConcat
ByteTypeAt
Center	and	Centre
CharTypeAt
Concat
Contains
ContainsOnly
CurChars
CurEbcdicSize
CurSize

DeleteSubstring
FieldDefault
InsertString
IsBoolean
IsDate
IsDateTime
IsDbcs
IsFloat
IsMixed
IsNull
IsNumber
IsSbcs
IsSqlNull
IsTime
LastPositionIn
LastPositionOf
LeftMost
LeftTrim
LowerCase
OccurencesIn
OccurencesOf
PositionIn

PositionOf
Remove
RemoveAll
RemoveCharacters
Repeat
Replace
ReplaceAll
ReplaceSubstring
Reverse
RightAdjust
RightMost
RightTrim
Substitute
Substring
TranslateCharacters
Trim
TrimBlankConcat
TrimConcat
TrimSubstitute
UpperCase

組み込みファンクション



10.6.1	AsBoolean
AsBoolean	は、文字列をブール値に変換します。デフォルトでは、
AsBooleanは、trueまたはfalse文字列を受け取ることを想定し、その他の
値の場合は	実行時エラーになります。また、デフォルトを上書きし、評
価するtrueおよびfalseの値をTrueCaptionおよびFalseCaptionパ	ラメータで
指定することもできます。

入力パラメータ
Falsecaption	-	ブール状態Falseに変換する値
Truecaption	-	ブール状態Trueに変換する値
例
以下の例では、AsBooleanは、文字列値trueまたはfalseを想定します。
#Button.enabled	:=	#String.AsBoolean
	
上記の例は、以下の例と同等です。
Case	of_Field(#String)
	
When	(=	True)
#Button.enabled	:=	True
	
When	(=	False)
#Button.enabled	:=	False
	
Otherwise
Abort	Msgtxt('String	value	cannot	be	converted	to	a	Boolean')
	
Endcase
	
以下の例では、AsBooleanは文字列値YまたはNを想定します。
#Button.enabled	:=	#String.AsBoolean(N	Y)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
Case	of_Field(#String)
	
When	(=	Y)
#Button.enabled	:=	True



	
When	(=	N)
#Button.enabled	:=	False
	
Otherwise
Abort	Msgtxt('String	value	cannot	be	converted	to	a	Boolean')
	
Endcase
	
また、以下も参照してください。
IsBoolean
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.2	AsDate
AsDateは、	文字列の値と指定された形式に基づいて日付を返します。
指定された値が必要な形式に従っていない場合、アプリケーションは実
行時エラーで終了します。日付に変換する前に、IsDate組み込みファン
クションを	使用して値を検査してください。

入力パラメータ
Format	-	数値変数で想定される日付形式
使用できる形式は以下のとおりです。
CCYY/DD/MM
CCYY/MM/DD
CCYYDDMM
CCYYMM
CCYYMMDD
DD/MM/CCYY
DD/MM/YY
DDMMCCYY
DDMMYY
ISO
MM/DD/CCYY
MM/DD/YY
MMCCYY
MMDDCCYY
MMDDYY
MMYY
SysFmt6
SysFmt8
xYYMMDD
YY/MM/DD
YYMM
YYMMDD

例



If	(#String.isDate(ddmmyy)
	
#Date	:=	#string.AsDate(ddmmyy)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.3	AsDateTime
AsDateTime	は、文字列の値と指定された形式に基づいて日時を返しま
す。
指定された値が必要な形式に従っていない場合、アプリケーションは実
行時エラーで終了します。日時に変換する前に、IsDatetime組み込み
ファンク	ションを使用して値を検査してください。

入力パラメータ
Format	-	数値変数で想定される日時形式
使用できる形式は以下のとおりです。
CCYYDDMMHHMMSS
CCYYMMDDHHMMSS
HHMMSSDDMMCCYY
HHMMSSDDMMYY
ISO
Localized_SQL
SQL
TZ

例
If	(#string.IsDateTime(ccyymmddhhmmss)
	
#Datetime	:=	#string.AsDateTime(ccyymmddhhmmss)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み	込みファンクション

	



10.6.4	AsDBCSFixedChar
AsDBCSFixedChar	は、対象の文字列を、TargetLengthパラメータで指定
された長さのDBCS文字列として返します。このとき、すべてのDBCS文
字は完全な形式	のままになり、切り捨ては行われません。

入力パラメータ
TargetLength	-	返される文字列の長さ

例
#String40	:=	#String256.AsDBCSFixedChar(40)
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファン	クション



10.6.5	AsDBCSString
AsDBCSString	は、すべてのシングル・バイト文字(SBCS)を無視して対
象の文字列を返します。

入力パラメータ
なし

例
#DBCS	:=	#Mixed.AsDBCSString
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.6	AsFixedChar
英数字フィールド	のみ。
AsFixedChar	は、内容の長さではなく、組み込みファンクションの対象
の定義と同じ長さの結果を返します。
すなわち、長さ10文字のフィールドを参照している場合、AsFixedChar
は常に10バイトの値を返します。

入力パラメータ
なし

例
#FullName	:=	#GiveName.AsFixedChar	+	#Surname
	

	上記の例では、Givenameが20文字のAlphaフィールドで値が"Veronica"、
Surnameの値が"Brown"	の場合、結果は'Veronica	Brown"になります。
	Alphanumeric/String型組み込みファンク	ション



10.6.7	AsFloat
AsFloatを	使用すると、文字列を浮動小数点数値として扱うことができ
ます。文字列内に変換できない文字が含まれている場合、アプリケー
ションは実行時エラーで終了し	ます。
AsFloatを使用する前に、IsFloatを使用して文字列を検査してください。

入力パラメータ
なし

例
If	(#String.isFloat)
	
	#Float	:=	#String.AsFloat
	
Endif
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファン	クション



10.6.8	AsInteger
AsInteger	は、文字列内の先頭文字のASCII/ebcdic値を返します。
Windows	プラットフォーム
以下の表に従って、文字列内の先頭文字のASCII	10進数値が取得されま
す。

nul 0 soh 1 stx 2 etx 3 eot 4 enq 5 ack 6 bel 7

bs 8 ht 9 nl 10 vt 11 np 12 cr 13 so 14 si 15

dle 16 dc1 17 dc2 18 dc3 19 dc4 20 nak 21 syn 22 etb 23

can 24 em 25 sub 26 esc 27 fs 28 gs 29 rs 30 us 31

sp 32 ! 33 " 34 # 35 $ 36 % 37 & 38 ' 39

( 40 ) 41 * 42 + 43 , 44 - 45 . 46 / 47

0 48 1 49 2 50 3 51 4 52 5 53 6 54 7 55

8 56 9 57 : 58 ; 59 < 60 = 61 > 62 ? 63

@ 64 A 65 B 66 C 67 D 68 E 69 F 70 G 71

H 72 I 73 J 74 K 75 L 76 M 77 N 78 O 79

P 80 Q 81 R 82 S 83 T 84 U 85 V 86 W 87

X 88 Y 89 Z 90 [ 91 \ 92 ] 93 ^ 94 _ 95

` 96 a 97 b 98 c 99 d 100 e 101 f 102 g 103

h 04 i 105 j 106 k 107 l 108 m 109 n 110 o 111

p 112 q 113 r 114 s 115 t 116 u 117 v 118 w 119

x 120 y 121 z 122 { 123 | 124 } 125 ~ 126 del 127

	
IBM	i	プラットフォーム
この組み込みファンクションをIBM	iで実行する
と、www.astrodigital.org/digital/ebcdic.htmlの	表に従って値が返されます
(表中の「Hex」列は無視してかまいません)。

http://www.astrodigital.org/digital/ebcdic.html


入力パラメータ
なし

例
Windowsの場合
#Stringが"a"の場合、#Integerは97になります。
#Integer	:=	#String.AsInteger
	

#Stringが"}"の場合、#Integerは125になります。
#Integer	:=	#String.AsInteger
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.9	AsNumber
Asnumber	は、文字列を数値に変換します。文字列内に変換できない文
字が含まれている場合、アプリケーションは実行時エラーで終了しま
す。
AsNumberを使用する前に、IsNumberを使用して文字列を検査してくだ
さい。

入力パラメータ
なし

例
If	(#String.isNumber)
	
#number	:=	#string.AsNumber
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.10	AsSBCSString
AsSBCSString	は、すべての2バイト文字(DBCS)を無視して対象の文字列
を返します。

入力パラメータ
なし

例
#SBCS	:=	#Mixed.AsSBCSString
	

	 Alphanumeric/String型	組み込みファンクション



10.6.11	AsTime
AsTimeは、	文字列の値と指定された形式に基づいて時刻を返します。
指定された値が必要な形式に従っていない場合、アプリケーションは実
行時エラーで終了します。時刻に変換する前に、IsTime組み込みファン
クションを	使用して値を検査してください。

入力パラメータ
Format	-	数値変数で想定される時刻形式
使用できる形式は以下のとおりです。
HHMMSS
HHsMMsSS
ISO

例
If	(#string.IsTime(hhmmss)
	
#Time	:=	#string.AsTime(hhmmss)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.13	BlankConcat
BlankConcat	は、各パラメータ間にブランクを挿入して最大10個の文字
列を連結します。
末尾スペースはすべて切り捨てられ、先頭スペースはそのまま残されま
す。

入力パラメータ
String1	-	連結する文字列
String2	-	連結する文字列
String3	-	連結する文字列
String4	-	連結する文字列
String5	-	連結する文字列
String6	-	連結する文字列
String7	-	連結する文字列
String8	-	連結する文字列
String9	-	連結する文字列
String10	-	連結する文字列

例
#Com_owner.Caption	:=	#Firstname.BlankConcat(#Surname)
	

Firstnameの値がVeronicaで、Surnameの値がBrownの場合、結果は以下の
ようになります。
Veronica	Brown
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.14	ByteTypeAt
ByteTypeAt	は、指定された索引の文字列のバイト・タイプを検査しま
す。これにより、文字列でDBCSおよびSBCS情報を検査することができ
ます。
返される結果は、以下のとおりです。
Sbcs	-	シングル・バイト
Dbcs1	-	2バイト文字の最初のバイト
Dbcs2	-	2バイト文字の2番目のバイト
ShiftIn	-	EBCDIC	DBCS文字列のシフトイン・バイト
ShiftOut	-	EBCDIC	DBCS文字列のシフトアウト・バイト

入力パラメータ
Index	-	指定された文字列内でのバイト位置

例
以下の例は、指定された文字列の最初の文字がEBCDICシフトアウトか
どうかを検査します。
If	(#String.ByteTypeAt(	1	)	=	ShiftOut)
	
Alphanumeric/String型組	み込	みファンクション

	



10.6.15	CenterおよびCentre
Centerを使	用すると、指定した長さ内で文字列をセンタリングできま
す。また、指定した文字を結果に埋め込むこともできます。
先頭ス	ペースおよび末尾スペースは意味を持ち、センタリングする文字
列の一部として評価されます。
文字列がターゲット変数より長い場合、文字列の最初のnバイトが使用
されます。	文字列のセンタリング結果が奇数バイトの場合、右側に追
加のバイトが割り当てられます。
通常、センタリングは、ターゲット変数内で値をセンタリングするため
に使用します。Lengthパラメータで、文字列をどのようにセンタリング
するか、ま	たは埋め込むかについて制御することができます。
Centerは、ターゲット文字列内で文字列をセンタリングする目的でのみ
使用できます。Windows実行時環境で結果が視覚的にセンタリングされ
るこ	とを保証するものではありません。

入力パラメータ
Length	-	文字列をセンタリングする長さ
Pad	-	センタリングされた文字列の両側に埋め込む文字

例
以下の例では、文字列が、値が"Centered	Text"の40バイトの変数の場
合、結果は"***Centered	Text****"になります。#stringの残り20バイトは
NULLになります。
#Target	:=	#string.Center(20	'*')
	
以下の例では、文字列が、値が"Centered	Text"の20バイトの変数の場
合、結果は"	Centered	Text	"になります。これは、ターゲットの長さに
よってテキストのセンタリングが制御される一般的なセンタリングで
す。
#Target	:=	#string.Center(	#Target.FieldLength)
	
Alphanumeric/String型	組み込みファンクション

	



10.6.16	CharTypeAt
CharTypeAt	は、指定された索引の文字列のバイト・タイプを検査すると
いう点でByteTypeAtと似ています。これにより、文字列でDBCSおよび
SBCS情報を	検査することができます。違いは、SBCSおよびDBCSのみ
を返すことです。
返される結果は、以下のとおりです。
SBCS	-	シングル・バイト文字
DBCS	-	2バイト文字

入力パラメータ
Index	-	指定された文字列内でのバイト位置

例
If	(#String.CharTypeAt(	1	)	=	DBCS)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンク	ション

	



10.6.17	Concat
Concatは、	最大10個の文字列を連結します。最後の文字列の末尾スペー
スは切り捨てられます。先頭スペースはそのまま残されます。

入力パラメータ
String1	-	連結する文字列
String2	-	連結する文字列
String3	-	連結する文字列
String4	-	連結する文字列
String5	-	連結する文字列
String6	-	連結する文字列
String7	-	連結する文字列
String8	-	連結する文字列
String9	-	連結する文字列
String10	-	連結する文字列

例
以下の例では、Firstnameの値が'Veronica	'でSurnameの値が'Brown	'の	場
合、結果は以下のようになります。
Veronica	Brown
#Com_owner.Caption	:=	#Firstname.Concat(#Surname)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.18	Contains
Contains	は、指定された検索値が文字列に含まれている場合にtrueを返
します。
Containsでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	この組み込みファンクションの対象内で検索する文字列
Startposition	-	文字列の検索を開始する文字位置

例
#Button.Enabled	:=	#String.Contains(	#Search	)
	
大文字と小文字を区別することによる問題を防ぐために、Uppercaseまた
はLowercase組み込みファンクションを使用して、両方の文字列の大	文
字/小文字を統一してください。
#Button.Enabled	:=	#String.Uppercase.Contains(	#Search.Uppercase	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファ	ンクション



10.6.19	ContainsOnly
ContainsOnly	は、対象の文字列の内容を、Stringパラメータで指定された
文字と比較し、対象内で他の文字が見つからない場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
String	-	対象と比較する文字

例
以下の例では、文字列を検査して、文字列の内容が0〜9の数字とブラン
クのみである	ことを確認します。#String内で他の文字が使用されている
場合は、Falseが返されます。
If	(#String.ContainsOnly(	"	0123456789"	))
	
	Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.20	CurChars
CurChars	は、文字列内の文字数を返します。
シングル・バイト環境では、CurCharsとCursizeは同じ結果を返します。
DBCS環境では、各文字に2バイトが使用されるため、文字列が8バイト
長であっても、文字数は、ASCIIの場合は4、ECBDICの場合は3になり
ま	す。これは、シフトイン・バイトおよびシフトアウト・バイトに2バ
イトが使用されるためです。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、文字列の値が"Sample"の場合、Numberの値は6に設定さ
れます。
#Number	:=	#String.CurChars
	
Alphanumeric/String型組	み込	みファンクション

	



10.6.21	CurEbcdicSize
CurEbcdicSize	は、文字列をEBCDIC環境で実行した場合にその文字列が
必要とするバイト数を返します。
DBCS環境では、DBCS値に対してシフトイン・バイトおよびシフトアウ
ト・バイトが使用されます。これらのバイトはASCIIでは使用されませ
ん。そ	のため、Windows環境で変数に収まる長さの文字列でも、IBM	i
で実行した場合に収まらないこともあります。

入力パラメータ
なし

例
#Number	:=	#String.CurEbcdicSize
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.22	CurSize
Cursize	は、文字列内のバイト数を返します。
シングル・バイト環境では、CursizeとCurCharsは同じ結果を返します。
DBCS環境の場合、各文字に2バイトが使用されます。ASCIIシステムで
は、3文字のDBCS文字列に6バイトが必要となります。一方、EBCDIC
を使用するSystem	iでは、すべてのバイト長の計算にシフトイン・バイ
トおよびシフトアウト・バイトの2バイトが加算されます。

入力パラメータ
なし

例
#Number	:=	#String.CurSize
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.23	DeleteSubstring
DeleteSubstring	は、文字列内で、指定された開始位置から指定の長さ分
の文字を削除します。長さを指定しない場合、開始位置以降のすべての
文字が削除されます。

入力パラメータ
StartPosition	-	サブストリングの削除を開始する文字
Length	-	削除する文字数

例
以下の例では、#Stringが"abcd"	の場合、キャプションは"acd"になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.DeleteSubstring(	2	1)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.24	FieldDefault
FieldDefaultを使用すると、フィールド	をデ	フォルト値に設定できま
す。

入力パラメータ
なし

例
define	field(#string)	type(*string)	length(12)	default("qwerty")
#string	:=	"hello"

*	the	next	line	will	set	#string	to	"qwerty"
#string	:=	#string.FieldDefault
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.25	InsertString
InsertString	を使用すると、ターゲット変数内の、Atパラメータで指定し
た位置に、他の文字列を埋め込むことができます。

入力パラメータ
String	-	挿入する文字列
At	-	文字列を挿入する位置
Pad	-	Atパラメータが文字列の末尾を超えている場合に結果の埋め込み
に使用する文字

例
以下の例では、文字列の値が"abcdefg"の場合、結果は"abcABCDefg"にな
ります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.InsertString(	"ABCD"	4)
	
以下の例では、文字列の値が"abcdefg"で、Atパラメータが文字列の末尾
を超えている場合、結果は"abcdefg**ABCD"になります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.InsertString(	"ABCD"	10	"*")
	

	 Alphanumeric/String型組	み込	みファンクション
	



10.6.26	IsBoolean
IsBoolean	は、文字列を検査して、ブール値として使用できるかどうか
を判断します。値をブール値として使用できるかどうかは、Truecaption
および	Falsecaptionパラメータで定義します。
一般に、IsBooleanは、実行時エラーの可能性をトラップできるよ
うAsBooleanの	前に使用します。

入力パラメータ
Falsecaption	-	Falseのブール状態を表す値
Truecaption	-	Trueのブール状態を表す値
入力パラメータが指定されない場合、文字列TrueもしくはFalseが返され
るでしょう。

例
以下の例では、IsBooleanは、文字列値NまたはYを想定します。
If	(#String.IsBoolean(N	Y))
	
#Button.Enabled	:=	#String.IsBoolean(N	Y)
	
Else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
上記の例は、以下の例と同等です。
Case	of_Field(#String)
	
When	(=	Y)
#Button.enabled	:=	True
	
When	(=	N)
#Button.enabled	:=	False
	
Otherwise
Abort	Msgtxt('String	value	cannot	be	converted	to	a	Boolean')
	



Endcase
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.27	IsDate
IsDateは、	文字列値を指定の形式の有効な日付に変換できる場合にtrue
を返します。
一般に、IsDateは、日付エラーの可能性をより適切に処理するために
AsDateの前に使用します。

入力パラメータ
Format	-	文字列変数で想定される日付形式
使用できる形式は以下のとおりです。
CCYY/DD/MM
CCYY/MM/DD
CCYYDDMM
CCYYMM
CCYYMMDD
DD/MM/CCYY
DD/MM/YY
DDMMCCYY
DDMMYY
ISO
MM/DD/CCYY
MM/DD/YY
MMCCYY
MMDDCCYY
MMDDYY
MMYY
SysFmt6
SysFmt8
xYYMMDD
YY/MM/DD
YYMM
YYMMDD

例



If	(#String.IsDate(DDMMYY)
	
#Date	:=	#String.Asdate(ddmmyy)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込み	ファンクション

	



10.6.28	IsDateTime
IsDateTime	は、文字列を指定の形式の有効な日時に変換できる場合に
trueを返します。
一般に、IsDateTimeは、エラーの可能性を適切に処理するために
AsDateTimeの前に使用します。

入力パラメータ
Format	-	文字列変数で想定される日時形式
使用できる形式は以下のとおりです。
CCYYDDMMHHMMSS
CCYYMMDDHHMMSS
HHMMSSDDMMCCYY
HHMMSSDDMMYY
ISO
Localized_SQL
SQL
TZ

例
If	(#string.IsDateTime(ccyymmddhhmmss)
	
#Datetime	:=	#string.Asdatetime(ccyymmddhhmmss)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込み	ファンクション

	



10.6.29	IsDbcs
IsDbcsは、	文字列内の文字がすべて2バイトの場合にtrueを返します。

入力パラメータ
な	し

例
#Buttons.Enabled	:=	#string.IsDbcs
	
Alphanumeric/String型組	み込み	ファンクション

	



10.6.30	IsFloat
IsFloat	は、文字列の値を浮動小数点数値として扱うことができるかどう
かを検査し、ブール値を返します。値が浮動小数点数値の場合はtrue、
そうでない場合は	falseを返します。IsFloatを、AsFloatを呼び出す前の検
査として使用することをお勧めします。

入力パラメータ
なし

例
If	cond(#String.isFloat)
		#Float	:=	#String.AsFloat
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.31	IsMixed
IsMixed	は、指定された文字列にシングル・バイト文字と2バイト文字が
混在している場合にtrueを返します。

入力パラメータ
な	し

例
#Buttons.Enabled	:=	#string.IsMixed
	
Alphanumeric/String型組	み込	みファンクション

	



10.6.32	IsNull
IsNullは、	文字列変数を検査し、値が*nullの場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#String.IsNull
	
数値変数の*null値は*blanksです。
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.33	IsNumber
IsNumber	は、指定された文字列を数値に変換できる場合にtrueを返しま
す。
一般に、IsNumberは、エラーの可能性をより適切に処理するために
AsNumberの前に使用します。

入力パラメータ
な	し

例
If	(#String.IsNumber)
	
#number	:=	#String.AsNumber
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファン	クション

	



10.6.34	IsSbcs
IsSbcsは、	文字列内の文字がすべてシングル・バイト文字の場合にtrue
を返します。

入力パラメータ
な	し

例
#Buttons.Enabled	:=	#string.IsSbcs
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.35	IsSqlNull
IsSqlNull	は、文字列変数を検査し、値がSQL	Nullの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#String.IsSqlNull
	
Alphanumeric/String型組	み込みファン	クション

	



10.6.36	IsTime
IsTimeは、	文字列を指定の形式の有効な時刻に変換できる場合にtrueを
返します。
一般に、IsTimeは、エラーの可能性をより適切に処理するためにAsTime
の前に使用します。

入力パラメータ
Format	-	文字列変数で想定される時刻形式
使用できる形式は以下のとおりです。
HHMMSS
HHsMMsSS
ISO

例
If	(#string.IsTime(hhmmss)
	
#Time	:=	#string.AsTime(hhmmss)
	
else
	
*	Error	processing
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.37	LastPositionIn
LastPositionIn	は、文字列内で対象の文字列が最後に出現している位置を
返します。文字列が見つからない場合、結果は0になります。
LastPositionInでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	対象の文字列を検索する文字列

例
以下の例では、#Stringの値がMの場合、結果は13になります。
#LastPosition	:=	#String.LastPositionIn(	'ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファ	ンクション

	



10.6.38	LastPositionOf
LastPositionOf	は、対象の文字列内で文字列が最後に出現している位置
を返します。文字列が見つからない場合、結果は0になります。
LastPositionOfでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	検索する文字列

例
以下の例では、#Stringの値がABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZの
場合、結果は13になります。
#LastPosition	:=	#String.LastPositionOf(	M	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.39	LeftMost
LeftMost	は、文字列の最初のn文字を返します。文字列に十分な文字が
ない場合は、残りスペースを埋めることができます。

入力パラメータ
Characters	-	戻される文字の数
Pad	-	残りスペースを埋めるために使用する文字

例
以下の例では、#Stringの値がABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZの
場合、結果はABCDEFGHIJKLMになります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.LeftMost(	13	)
	
以下の例では、#Stringの値がABCDEFGHI'の場合、結果は
ABCDEFGHI****になります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.LeftMost(	13	'*'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.40	LeftTrim
LeftTrim	を使用すると、文字列から先頭ブランクまたはその他の文字を
削除できます。
OfTextパラメータには複数の文字を指定できます。

入力パラメータ
OfText	-	切り捨てる文字。デフォルトはブランクです。

例
以下の例では、#Stringの値が'	ABCDE	'の場合、結果は'ABCDE'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.LeftTrim
	
以下の例では、#Stringの値がAAAの場合、結果はAになります。文字列
から最初のAAを削除すると、Aが1つのみ残ります。これは、OfText	パ
ラメータの値と一致していません。
#Com_owner.Caption	:=	#String.LeftTrim(	AA	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンク	ション

	



10.6.41	LowerCase
LowerCase	は、指定された文字列の文字をすべて小文字に変換して返し
ます。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'abcde'になりま
す。
#String	:=	#String.Lowercase
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.42	OccurencesIn
OccurencesIn	は、Stringパラメータで指定された文字列内で、
Startpositionパラメータで指定された文字以降に、文字列が出現する回数
を返します。
OccurrencesInでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	対象の文字列を検索する文字列
StartPosition	-	検索を開始する文字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABC'の場合、結果は3になります。
#Occurences	:=	#String.OccurencesIn(	'ABCDEABCDEABCDE'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクショ	ン

	



10.6.43	OccurencesOf
OccurencesOf	は、文字列内で、Startpositionパラメータで指定された文字
以降に、Stringパラメータで指定された文字列が出現する回数を返しま
す。
OccurrencesOfでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	検索する文字列
StartPosition	-	検索を開始する文字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDEABCDEABCDE'の場合、結果は3に
なります。
#Occurences	:=	#String.OccurencesOf(	'ABC'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.44	PositionIn
PositionIn	は、Stringパラメータで指定された文字列内で、StartPositionで
指定された文字以降に、文字列が最初に出現する文字位置を返します。
PositionInでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	対象の文字列を検索する文字列
StartPosition	-	検索を開始する文字

例
以下の例では、#Stringの値が'EAB'の場合、結果は5になります。
#Position	:=	#String.PositionIn(	'ABCDEABCDEABCDE'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.45	PositionOf
PositionOf	は、文字列内で、StartPositionパラメータで指定された文字以
降に、Stringパラメータで指定された文字列が最初に出現する文字位置
を返	します。
PositionOfでは大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
String	-	検索する文字列
StartPosition	-	検索を開始する文字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDEABCDEABCDE'の場合、結果は5に
なります。
#Position	:=	#String.PositionOf(	'EAB'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.46	Remove
Removeは、	Objectパラメータで指定された文字列の最初のオカレンスを
削除します。

入力パラメータ
Object	-	対象から削除する文字列

例
以下の例では、#Stringの値が"CCBBAA"の場合、結果は"CCBBA"になり
ます。
#String	:=	#String.Remove(A)
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファ	ンクション



10.6.47	RemoveAll
RemoveAll	は、Objectパラメータで指定された文字列のすべてのオカレ
ンスを削除します。これはRemoveCharacters組み込みファンクションと
似て	いますが、RemoveAllが対象の文字列内で検索するインスタンス
は、個々の文字ではなく検索文字列全体です。RemoveAllでは大文字と
小文字	が区別されます。

入力パラメータ
Object	-	対象から削除する文字列

例
以下の例では、#Stringの値が"HABERDASHERY"の場合、結果
は"HABERERY"になります。
#String	:=	#String.RemoveAll(	"DASH"	)
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.48	RemoveCharacters
RemoveCharacters	は、Objectパラメータで指定された文字のすべてのオ
カレンスを削除します。これはRemoveAll組み込みファンクションと似
ていますが、	RemoveCharactersが対象の文字列内で検索するインスタン
スは、検索文字列全体ではなく個々の文字です。RemoveCharacters	では
大文字と小文字が区別されます。

入力パラメータ
Object	-	対象から削除する文字列

例
以下の例では、#Stringの値が"ADACABA"の場合、結果は"DCB"になり
ます。
#String	:=	#String.RemoveCharacters("A")
	
Alphanumeric/String	型組み込みファンクション



10.6.49	Repeat
Repeatは、	文字列を指定回数繰り返した結果を返します。

入力パラメータ
Times	-	文字列を繰り返す回数。この数値は0より大きくなければなりま
せん。

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'ABCDEABCDE'に
なります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.Repeat(	2	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.50	Replace
Replace	は、Objectパラメータで指定された値の最初のインスタンスを、
Replacementパラメータで指定された値で置き換えます。

入力パラメータ
Object	-	置き換える値
Replacement	-	Objectパラメータの値の代わりに使用する値

例
#Com_owner.Caption	:=	#String.Replace(	"	"	"_"	)
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.51	ReplaceAll
ReplaceAll	は、Objectパラメータで指定された値のすべてのインスタン
スを、Replacementパラメータで指定された値で置き換えます。

入力パラメータ
Object	-	置き換える値
Replacement	-	Objectパラメータの値の代わりに使用する値

例
#string内のすべてのスペースをアンダースコアで置き換えます。
#Com_owner.Caption	:=	#String.ReplaceAll(	"	"	"_"	)
	

	 Alphanumeric/String型組	み込みファンクション
	



10.6.52	ReplaceSubstring
ReplaceSubstring	は、StartPositionパラメータで指定された文字から指定
の長さ分の文字をWithパラメータの内容で置き換えます。
指定された長さが使用可能な文字を超えている場合、超過分は無視され
ます。

入力パラメータ
Startposition	-	置換を開始する文字
Length	-	置き換える文字数
With	-	置換後の文字列
Pad	-	StartPositionが文字列の長さを超えている場合に使用する埋め込み
文字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'XYZDE'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.ReplaceSubstring(	1	3	'XYZ'	)
	
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'AXYZCDE'になり
ます。
#Com_owner.Caption	:=	#String.ReplaceSubstring(	2	1	'XYZ'	)
	
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果
は'ABCDE****XYZ'になります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.ReplaceSubstring(	10	1	'XYZ'	'*'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.53	Reverse
Reverse	は、文字列を逆にして返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例は、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'EDCBA'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.Reverse
	
Alphanumeric/String型組	み込みファン	クション

	



10.6.54	RightAdjust
RightAdjust	は、文字列の値を、Lengthパラメータで指定された長さまた
は文字列の長さのいずれか短い長さの分だけ右に移動します。値の左側
は、Padパラメータ	で指定された文字で埋められます。Padパラメータが
指定されていない場合は、ブランクで埋められます。

入力パラメータ(どちらも任意)
Length	-	文字列の値を右寄せする長さ
Pad	-	値の左側にできるスペースを埋めるために使用する文字

例
define	field(#source)	type(*string)	length(10)
define	field(#target)	type(*string)	length(10)
	

*	in	this	example,	#target	will	be	set	to	"	abc"
#source	:=	"abc"
#target	:=	#source.RightAdjust
	

*	in	this	example,	#target	will	be	set	to	"	abc"
#target	:=	#source.RightAdjust(	5	)
	

*	in	this	example,	#target	will	be	set	to	"xxabc"
#target	:=	#source.RightAdjust(	5,	"x"	)
	
Alphanumeric/String	型組	み込みファンクション



10.6.55	RightMost
RightMost	は、文字列の右から'n'文字を返します。

入力パラメータ
Characters	-	取得する文字数
Pad	-	文字数が文字列の長さを超えている場合に使用する埋め込み文字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'CDE'になります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.RightMost(3)
	
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'*****ABCDE'にな
ります。
#Com_owner.Caption	:=	#String.RightMost(10	'*')
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.56	RightTrim
RightTrim	を使用すると、文字列から末尾ブランクまたはその他の文字
を削除できます。
OfTextパラメータには複数の文字を指定できます。

入力パラメータ
OfText	-	切り捨てる文字。デフォルトはブランクです。

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE	'の場合、結果は'ABCDE'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.RightTrim
	
以下の例では、#Stringの値がAAAの場合、結果はAになります。文字列
から最初のAAを削除すると、Aが1つのみ残ります。これは、OfText	パ
ラメータの値と一致していません。
#Com_owner.Caption	:=	#String.RightTrim(	AA	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.57	Substitute
Substitute	を使用すると、文字列内で&1、&2…&9で表される一連の定義
済みの位置にあ	るテキストを置き換えることができます。

入力パラメータ
String1	-	代替値
String2	-	代替値
String3	-	代替値
String4	-	代替値
String5	-	代替値
String6	-	代替値
String7	-	代替値
String8	-	代替値
String9	-	代替値

例
以下の例では、*MtxtCust01が、以下を内容とする言語変数であるとし
ます。
"&1	&2	has	a	limit	of	$&3"
また、#Givename、#Surname、および#Limitの値がそれぞれVeronica、
Brown、および2000とします。
実行時の結果は以下のようになります。
Veronica	Brown	has	a	limit	of	$2000.
#Com_owner.caption	:=	*MtxtCust01.Substitute(#Givename	#Surname	#Limit.AsString)
	
注：文	字列内に連続した2つのアンパサンドがある場合、1つのアンパサ
ンドとして処理され、置き換えでは考慮されません。
例：
#str1	:=	"&1&&2"
#str2	:=	#str1.Substitute(	"a"	"b"	)
	
#str2	will	equal	"a&2"
	
Alphanumeric/String型組	み込みファ	ンクション



	



10.6.58	Substring
Substring	は、StartPositionパラメータで指定された文字から、Lengthパラ
メータで指定された長さの文字列部分を返します。この組み合わせが使
用	可能な文字列長を超えている場合、Padパラメータで指定した文字を
埋め込むことができます。

入力パラメータ
StartPosition	-	サブストリングの開始位置の文字
Length	-	サブストリングの文字数
Pad	-	長さが使用可能な文字列を超えている場合に使用する埋め込み文
字

例
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'ABCD'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.Substring(	1	4)	
	
以下の例では、#Stringの値が'ABCDE'の場合、結果は'ABCDE***'になり
ます。
#Com_owner.Caption	:=	#String.Substring(	1	8	'*')
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.59	TranslateCharacters
TranslateCharacters	は、'From'文字列内の文字をキーとして使用して、対
象の文字列内の文字を'To'文字列内の文字で置き換えるために使用しま
す。対象の文字列内の文	字が'From'文字列内の文字と一致するたび
に、'To'文字列内の該当する文字で置き換えられます。

入力パラメータ
From	-	対象の文字列内で検索する文字を含む文字列
To	-	対象の文字列内での置換後の文字を含む文字列

例
以下の例では、#Stringの値が'QWERTY'であるとします。
*	#String2	will	be	set	to	'YTREWQ'
#String2	:=	#String.TranslateCharacters(	'QWERTY',	'YTREWQ'	)
	

*	#String2	will	be	set	to	'qWeRtY'
#String2	:=	#String.TranslateCharacters(	'QET',	'qet'	)
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



10.6.60	Trim
Trimを使用す	ると、文字列から先頭ブランクと末尾ブランクまたはその
他の文字を削除できます。
OfTextパラメータには複数の文字を指定できます。

入力パラメータ
OfText	-	切り捨てる文字。デフォルトはブランクです。

例
以下の例では、#Stringの値が'	ABCDE	'の場合、結果は'ABCDE'になりま
す。
#Com_owner.Caption	:=	#String.RightTrim
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.61	TrimBlankConcat
TrimBlankConcat	は、最大10個の文字列を連結します。このとき、末尾
ブランクを削除し、各パラメータ間にブランクを挿入します。

入力パラメータ
String1	-	連結する文字列
String2	-	連結する文字列
String3	-	連結する文字列
String4	-	連結する文字列
String5	-	連結する文字列
String6	-	連結する文字列
String7	-	連結する文字列
String8	-	連結する文字列
String9	-	連結する文字列
String10	-	連結する文字列

例
#Firstnameの値が'	Veronica	'で、#Surnameの値が'	Brown	'の場合、結果
は'Brown	Veronica'になります。
#Com_owner.Caption	:=	#Surname.TrimBlankConcat(#Surname	#Firstname)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Com_owner.Caption	:=	#Surname.Trim	+	'	'	+	#Firstname.Trim
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.6.62	TrimConcat
TrimConcat	は、最大10個の文字列を連結します。このとき、末尾ブラン
クをすべて削除します。

入力パラメータ
String1	-	連結する文字列
String2	-	連結する文字列
String3	-	連結する文字列
String4	-	連結する文字列
String5	-	連結する文字列
String6	-	連結する文字列
String7	-	連結する文字列
String8	-	連結する文字列
String9	-	連結する文字列
String10	-	連結する文字列

例
#Firstnameの値が'	Veronica	'で、#Surnameの値が'	Brown	'の	場合、結果は'
Brown	Veronica'になります。
#Com_owner.Caption	:=	#Surname.TrimConcat(	#Firstname	)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Com_owner.Caption	:=	#Surname.RightTrim	+	#Firstname.RightTrim
	
Alphanumeric/String	型組み込みファンクション

	



10.6.63	TrimSubstitute
TrimSubstitute	を使用すると、文字列内で&1、&2…&9で表される定義済
みの一連の位置にあ	るテキストを置き換えることができます。このと
き、末尾ブランクはすべて切り捨てられます。

入力パラメータ
String1	-	代替値
String2	-	代替値
String3	-	代替値
String4	-	代替値
String5	-	代替値
String6	-	代替値
String7	-	代替値
String8	-	代替値
String9	-	代替値

例
以下の例では、*MtxtCust01が、以下を内容とする言語変数であるとし
ます。
"&1	&2	has	a	limit	of	$&3"
また、#Givename、#Surname、および#Limitの値がそれぞれ'Veronica
'、'Brown	'、および'2000'とします。
実行時の結果は以下のようになります。
Veronica	Brown	has	a	limit	of	$2000.
#Com_owner.caption	:=	*MtxtCust01.Substitute(#Givename	#Surname	#Limit.AsString)
	
注：文	字列内に連続した2つのアンパサンドがある場合、1つのアンパサ
ンドとして処理され、置き換えでは考慮されません。
例：
#str1	:=	"&1&&2"
#str2	:=	#str1.Substitute(	"a"	"b"	)
	
#str2	will	equal	"a&2"
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション



	



10.6.64	UpperCase
Uppercase	は、指定された文字列をすべて大文字に変換して返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Stringの値が'abcde'の場合、結果は'ABCDE'になりま
す。
#String	:=	#String.Uppercase
	
Alphanumeric/String型組	み込みファンクション

	



10.7	Boolean型組み込みファンクション
以下のファンクションの例では、わかりやすくするために単純な名で
個々の変数を識別しています。これらの名前は、LANSAリポジトリ内
の変数を代表するものではありません。

And
AsNumber
AsString
AsValue
IsFalse

IsNull
IsSqlNull
IsTrue
Not
Or

	

また、以下も参照してください。

組み込みファンクション
	



10.7.1	And
Andは、2つのブール値を検査します。両方がtrueの場合は結果がTrueに
なり、それ以外の場合はfalseになります。

入力パラメータ
With	-	検査対象の2番目の変数名

例
#Button.Enabled	:=	#Boolean1.And(#Boolean2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Boolean1	*and	#boolean2)
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Endif
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.2	AsNumber
AsNumberは、ブール変数を数値として返します。falseの場合は結果が0
になり、trueの場合は1になります。

入力パラメータ
なし

例
#Number	:=	#Boolean.AsNumber
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.3	AsString
AsStringは、ブール変数を文字列として返します。falseの場合は結果
が"False"になり、trueの場合は"True"になります。

入力パラメータ
なし

例
#Number	:=	#Boolean.AsString
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.4	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullをより適切に処理できます。AsValueで
は、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指定の値を返す
ことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数にSQLNullが含まれる場合に返される値
ブール変数として指定できる値は、0、1、True、およびFalseです。

例
AsValueを使用しない場合、以下のように検査する必要があります。
If	((#Boolean	=	True)	*or	(#Boolean.IsSqlNull)
	
Endif

AsValueを使用した場合は、以下のとおりです。
If	(#Boolean.AsValue(True))
	
Endif
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.5	IsFalse
IsFalseは、ブール変数を検査し、ブール値がFalseの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.Enabled	:=	#Boolean.IsFalse
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Boolean	=	False)
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Endif
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.6	IsNull
IsNullは、ブール変数を検査し、*null値が含まれている場合にtrueを返し
ます。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Boolean.IsNull
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.7	IsSqlNull
IsSqlNullは、ブール値を検査し、SQL	nullが含まれている場合にtrueを返
します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Boolean.IsSqlNull
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.8	IsTrue
IsTrueは、ブール変数を検査し、ブール値がFalseの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.Enabled	:=	#Boolean.IsTrue
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Boolean	=	True)
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Endif
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.9	Not
Notは、ブール変数の反対の値を返します。すなわち、trueはfalseとし
て、falseはtrueとして返されます。

入力パラメータ
なし

例
#Button.Enabled	:=	#Boolean.Not
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Boolean	=	True)
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Endif
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.7.10	Or
Orは、2つのブール値を検査します。いずれかがtrueの場合は結果がTrue
になり、それ以外の場合はfalseになります。

入力パラメータ
With	-	検査対象の2番目の変数名

例
#Button.Enabled	:=	#Boolean1.Or(#Boolean2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Boolean1	*or	#boolean2)
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Endif
	
Boolean型組み込みファンクション

	



10.8	Date型組み込みファンクション
以下のファンクションの例では、わかりやすくするために単純な名で
個々の変数を識別しています。これらの名前は、LANSAリポジトリ内
の変数を代表するものではありません。

Adjust
AsDateTime
AsDayofWeek
AsDays
AsDisplayString

AsNumber
AsString
AsValue
Day
Difference

IsNull
IsSqlNull
Month
Now
Year

	

組み込みファンクション
	



10.8.1	Adjust
Adjustは、指定された日数だけ日付を増加または減少させます。

入力パラメータ
Adjustment	-	日付を増加または減少させる増分値または減分値

例
#Tomorrow	:=	#Today.Adjust(1)
	
または
#Yesterday	:=	#Today.Adjust(-1)
	

Date型組み込みファンクション
	



10.8.2	AsDateTime
AsDateTimeは、日付変数を日時として返します。

入力パラメータ
Time	-	日付に追加する時刻変数

例
この例では、#Dateと#Timeを組み合わせて日時変数を生成します。
#DateTime	:=	#Date.AsDateTime(#Time)
	
Date型組み込みファンクション	



10.8.3	AsDayofWeek
AsDayofWeekは、指定された日付に該当する曜日を返します。

入力パラメータ
なし

例
この例では、Todayの値が01-01-2005の場合、#dayofweekは英語システム
でSaturdayになります。
#DayName	:=	#Today.AsDayofWeek
	
Date型組み込みファンクション	



10.8.4	AsDays
AsDaysは、指定された日付の、01-01-0000からの経過日数を返します。

入力パラメータ
なし

例
#NoofDays	:=	#Today.AsDays
	
日付が2004-12-31の場合、返される結果は731945です。
Date型組み込みファンクション

	



10.8.5	AsDisplayString
AsDisplayString	は、指定された日付を、使用可能ないずれかの指定日付
形式で形式設定して返します。

入力パラメータ
Format	-	必要なデータ形式。月は多言語であることに注意してくださ
い。
使用可能な形式と結果の表示文字列を以下に示します。例では、日付と
して2004-12-31を使用しています。

注を
参照

形式 表示文字列

	 CCYYDDMM 20043112

	 CCYYMM 200412

	 CCYYMMDD 20041231

	 CCYYsDDsMM 2004/31/12

	 CCYYsMMsDD 2004/12/31

	 Fri Fri

	 DDDDDDDDD Friday

	 DDMMCCYY 31122004

	 DDMMMCCYY 31Dec2004

	 DDMMMYY 31Dec04

	 DDMMYY 311204

	 DDsMMsCCYY 31/12/2004

	 DDsMMsYY 31/12/04

	 DDXXbMMMMMMMMMbCCYY 31st	December	2004

	 DDXXbMMMMMMMMMbYY 31st	December	04

	 ISO 2004-12-31



1 ML_DDDDDDDDD Friday

1 ML_DDbMMMMMMMMMbYY 31	December	04

1 ML_DDbMMMMMMMMMbCCYY 31	December	2004

	 MMCCYY 122004

	 MMDDCCYY 12312004

	 MMDDYY 123104

1 MMMMMMMMMM December

	 MMsDDsCCYY 12/31/2004

	 MmsDDsYY 12/31/04

	 MMYY 1204

	 SYSFMT6 311204

	 SYSFMT8 31122004

	 XYYMMDD 20043112

	 YYMM 0412

	 YYMMDD 041231

	 YysMMsDD 04/12/31
	

例
#Com_owner.Caption	:=	#Today.AsDisplayString(DDMMCCYY)
	
また、以下も参照してください。
日付形式

Date型組み込みファンクション	



10.8.6	AsNumber
AsNumber	は、指定された日付を指定に従って形式設定し、数値として
返します。

入力パラメータ
Format	-	必要なデータ形式
使用可能な形式と結果の表示文字列を以下に示します。例では、日付と
して2004-12-31を使用しています。

形式 表示数値

CCYYDDMM 20043112

CCYYMM 200412

CCYYMMDD 20041231

DAYS 731945

DDMMCCYY 31122004

DDMMYY 311204

MMCCYY 122004

MMDDCCYY 12312004

MMDDYY 123104

MMYY 1204

SYSFMT6 311204

SYSFMT8 31122004

XYYMMDD 20043112

YYMM 412

YYMMDD 41231
	

例



#Com_owner.Caption	:=	#Today.AsDisplayNumber(CCYYDDMM)
	
また、以下も参照してください。
日付形式

Date型組み込みファンクション	



10.8.7	AsString
AsStringは、日付を文字列として返します。

入力パラメータ
なし

例
#Com_owner.Caption	:=	#Today.AsString
	
日付2004-31-12は、文字列2004-31-12として返されます。
Date型組み込みファンクション

	



10.8.8	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
日付変数の値として、有効な任意の日付を使用できます。

例
以下のIFは、日付がSQLnullか今日の日付かを検査します。
If	((#Date.IsSqlNull)	*or	(#Date	=	#Date.now))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようにコーディングできます。
If	(#Date.AsValue(#Date.now)	=	#Date.now)
	
Endif
	
Date型組み込みファンクション	

	



10.8.9	Day
Dayは、日付の日の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日付が2004-12-31の場合、Dayに値31が返されます。
#Day	:=	#Today.Day
	
Date型組み込みファンクション



10.8.10	Difference
Differenceは、対象日と目的日の日数差を返します。

入力パラメータ
Object	-	比較の対象となる日付

例
以下の例では、値1が返されます。すなわち、明日は、今日の1日後また
は今日の日付より1日大きい日付です。
#DaysDiff	:=	#Tomorrow.Difference(#today)
	
以下のようにパラメータを逆にすると、結果は-1になります。すなわ
ち、今日は、明日より1日前または明日の日付より1日小さい日付です。
#DaysDiff	:=	#Today.Difference(#Tomorrow)
	
Date型組み込みファンクション

	



10.8.11	IsNull
IsNullは、日付変数を検査し、値が*nullの場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Date.IsNull
	
日付の*null値は1900-01-01です。
Date型組み込みファンクション	



10.8.12	IsSqlNull
IsSqlNullは、日付変数を検査し、値がSQL	Nullの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Date.IsSqlNull
	
Date型組み込みファンクション	



10.8.13	Month
Monthは、日付の月の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日付が2004-12-31の場合、Monthに値12が返されます。
#Month	:=	#Today.Month
	
Date型組み込みファンクション	

	



10.8.14	Now
Nowは、現在の日付を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例は、Todayを現在の日付に設定します。
#Today	:=	#Today.Now
	
Date型組み込みファンクション	

	



10.8.15	Year
Yearは、日付の年の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日付が2004-12-31の場合、Yearに値2004が返されます。
#Year:=	#Today.Year
	
Date型組み込みファンクション	

	



10.9	DateTime型組み込みファンクション

AsDisplayString
AsLocalizedDateTime
AsNumber
AsSeconds
AsString

AsUniversalDateTime
AsValue
Date
FractionalSeconds
AsCustomDisplayString

IsNull
IsSqlNull
Now
Time

	

組み込みファンクション
	



10.9.1	AsDisplayString
AsDisplayString	は、指定された日付を、使用可能ないずれかの指定日付
形式またはカスタム形式で形式設定して返します。

入力パラメータ
固定形式の指定と	結果の表示文字列を以下に示します。例では、日時と
して2004-12-31	12:34:56を使用しています。
月は多言語です。

形式 表示文字列

CCYYDDMMHHMMSS 20043112123456

CCYYMMDDHHMMSS 20041231123456

HHMMSSbSysFmt6 123456	311204

HHMMSSbSysFmt8 123456	31122004

HHMMSSDDMMCCYY 12345631122004

HHMMSSDDMMYY 123456311204

LOCALIZED_SQL 2004-12-31	22:34:56.000000000

LOCALIZED_TZ 2004-12-31T22:34:56.000000000+10:00

SQL 2004-12-31	12:34:56.000000000

SysFmt6bHHMMSS 311204	123456

SysFmt8bHHMMSS 31122004	123456

TZ 2004-12-31T12:34:56.000000000Z
	

DateTime型組み込みファンクション
	



10.9.2	AsCustomDisplayString
AsCustomDisplayStringは、提供された文字列形式を使ってフォーマット
された日付や時間を戻します。

入力パラメータ
パラメータ	1:CustomDateFormatに指定されたフォーマットにより構成さ
れた、日付の文字列形式。有効な日付形式の詳細について
は、CustomDateFormatを参照してください。
パラメータ	2:CustomTimeFormatに指定されたフォーマットにより構成さ
れた、時間の文字列形式。有効な時間形式の詳細について
は、CustomTimeFormatを参照してください。

例
#STD_TEXT	:=	#STD_DTIMX.AsCustomDisplayString(	'DD/MM/YY'
'hh.mm.ss	TT'	)
上記の例の出力07/08/12	05.03.09	PM
	
#STD_TEXT	:=	#STD_DTIMX.AsCustomDisplayString(	'DDDD,	DD	MMM
YYYY'	'(H:mm)'	)
上記の例の出力Wednesday,	07	Nov	2012	(17:03)

	

組み込みファンクション

its:LANSA016.CHM::/lansa/lpvodatetimecustomdateformathelp.htm
its:LANSA016.CHM::/lansa/lpvodatetimecustomtimeformathelp.htm


10.9.3	AsLocalizedDateTime
AsLocalizedDateTimeは、指定された日時を、実行システムで指定された
タイム・ゾーンに調整して返します。
タイム・ゾーンは、実行システムとUTC	(協定世界時)の時差です。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、米国東部標準時(UTCから5時間遅れ)の場合、日時2004-
12-31	12:34:56に対して2004-12-31	07:34:56が返されます。
#LocalTime	:=	#DateTime.AsLocalizedDateTime
	

UTCの詳細については、『LANSAテクニカル	リファレンスガイド』の
「DateTime」フィールド・タイプを参照してください。
DateTime型組み込みファンクション

	

its:lansa015.chm::/l4wtgu01_0070.htm


10.9.4	AsNumber
AsNumberは、指定された日時を指定に従って形式設定し、数値として
返します。

入力パラメータ
Format	-	必要な日時形式
使用可能な形式と結果の数値は以下のとおりです。例では、日付として
2004-12-31を使用しています。

形式 表示文字列

CCYYDDMMHHMMSS 20043112123456

CCYYMMDDHHMMSS 20041231123456

HHMMSSDDMMCCYY 12345631122004

HHMMSSDDMMYY 123456311204
	

例
#Com_owner.Caption	:=	#Today.AsNumber(CCYYDDMM)
	
使用可能な形式と結果の文字列については、「入力パラメータ」を参照
してください。

DateTime型組み込みファンクション
	



10.9.5	AsSeconds
AsSecondsは、日時で指定された日付の、00:00:00からの経過秒数を返し
ます。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日時が2004-12-31	12:34:56の場合、45296が返されます。
#Seconds	:=	#DateTime.AsSeconds
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.6	AsString
AsStringは、日時を文字列として返します。

入力パラメータ
なし

例
日時が2004-31-12	12:34:56の場合、2004-12-31	12:34:56が返されます。
#Com_owner.Caption	:=	#DateTime.AsString
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.7	AsUniversalDateTime
AsUniversalDateTimeは、実行システムで指定されたタイム・ゾーンに基
づいて、指定された日時をUTC	(協定世界時)に調整して返します。
タイム・ゾーンは、実行システムとUTC	(協定世界時)の時差です。

入力パラメータ
なし

例
#DateTime	:=	#LocalTime.AsUniversalDateTime
	
上記の例では、米国東部標準時(UTCから5時間遅れ)の場合、現地日時
2004-12-31	12:34:56に対して2004-12-31	17:34:56が返されます。
UTCの詳細については、『LANSAテクニカル	リファレンスガイド』の
「DateTime」フィールド・タイプを参照してください。
DateTime型組み込みファンクション

	

its:lansa015.chm::/l4wtgu01_0070.htm


10.9.8	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
日付変数の値として、有効な任意の日付を使用できます。

例
以下のIFは、日付がSQLnullか今日の日付かを検査します。
If	((#Datetime.IsSqlNull)	*or	(#Datetime	=	#Datetime.now))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようにコーディングできます。
If	(#Date.AsValue(#Datetime.now)	=	#Datetime.now)
	
Endif
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.9	Date
Dateは、指定された日時の日付の部分を日付として返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日時が2004-31-12	12:34:56の場合、日付2004-31-12が返さ
れます。
#Today	:=	#DateTime.Date
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.10	FractionalSeconds
FractionalSecondsは、日時の小数部を数値として返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日時が2004-12-31	12:34:56.789の場合、789が返されま
す。
#Decimal	:=	#DateTime.FractionalSeconds
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.11	IsNull
IsNullは、日時変数を検査し、値が*nullの場合にtrueを返します。
日時の*null値は1900-01-01	00:00:00です。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Datetime.IsNull
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.12	IsSqlNull
IsSqlNullは、日時変数を検査し、値がSQL	Nullの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Datetime.IsSqlNull
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.13	Now
Nowは、現在の日時を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例は、DateTimeを現在の日時に設定します。
#DateTime	:=	#DateTime.Now
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.9.14	Time
Timeは、指定された日時の時刻部分を時刻として返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、日時が2004-31-12	12:34:56の場合、時刻12:34:56が返され
ます。
#Time	:=	#DateTime.Time
	
DateTime型組み込みファンクション

	



10.10	Time型組み込みファンクション
以下の例では、わかりやすくするために単純な名前で個々の変数を識別
しています。これらの名前は、LANSAリポジトリ内の変数を代表する
ものではありません。

Adjust
AsDateTime
AsDisplayString
AsNumber
AsSeconds
AsString
AsValue

Difference
Hour
IsNull
IsSqlNull
Minute
Now
Second

	

組み込みファンクション
	



10.10.1	Adjust
Adjustは、指定された秒数だけ時刻を増加または減少させます。

入力パラメータ
Adjustment	-	時刻を増加または減少させる増分値または減分値

例
以下の例では、#Timeの値が12:34:56の場合、結果は12:33:56になりま
す。
#Later	:=	#Time.Adjust(	60	)
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.2	AsDateTime
AsDateTimeは、Timeの値と、Dateパラメータで指定された日付を組み合
わせた日時変数を返します。

入力パラメータ
Date	-	Timeの値と組み合わせる日付

例
#DateTime	:=	#Time.AsDateTime(	#Date	)	
	
上記の例では、#Timeの値が12:34:56で、#Datetimeの値が2004-12-31の場
合、結果は2004-12-31	12:34:56になります。
Time型組み込みファンクション

	



10.10.3	AsDisplayString
AsDisplayStringは、指定された時刻を、使用可能ないずれかの指定時刻
形式で形式設定して返します。

入力パラメータ
Format	-	必要なデータ形式
使用可能な形式と結果の表示文字列を以下に示します。例では、時刻
12:34:56を使用しています。

形式 表示文字列

HHMMSS 123456

HHsMMsSS 12:34:56

ISO 12:34:56
	

例
#Com_owner.Caption	:=	#Time.AsDisplayString(	ISO	)
	
使用可能な形式と結果の文字列については、「入力パラメータ」を参照
してください。

Time型組み込みファンクション
	



10.10.4	AsNumber
AsNumberは、指定された時刻を、使用可能ないずれかの指定時刻形式
の数値に変換して返します。

入力パラメータ
Format	-	返される時刻の形式
使用可能な形式は以下のとおりです。例では、時刻12:34:56を使用して
います。

形式 数値

HHMMSS 123456

Seconds 45296
	

例
#Seconds	:=	#Time.AsNumber(	Seconds	)
	
使用可能な形式と結果の文字列については、「入力パラメータ」を参照
してください。

Time型組み込みファンクション
	



10.10.5	AsSeconds
AsNumberは、指定された時刻を、00:00:00からの経過秒数として返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Timeの値が12:34:56の場合、結果は45296になります。
#Seconds	:=	#Time.AsSeconds
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.6	AsString
AsStringは、指定された時刻を文字列として返します。

入力パラメータ
なし

例
#String	:=	#Time.AsString
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.7	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
時刻の値として、任意の有効な時刻を使用できます。

例
AsValueを使用しない場合、以下のように検査する必要があります。
If	((#Time	=	00:00:00)	*or	(#Time.IsSqlNull)
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようになります。
If	(#Time.AsValue(	00:00:00	)	=	00:00:00)
	
Endif
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.8	Difference
Differenceは、対象時刻と目的時刻の秒数差を返します。

入力パラメータ
Object	-	比較の対象となる時刻

例
以下の例では、#Starttimeの値が12:00:00で、#Endtimeの値が13:00:00の場
合、結果は3600になります。すなわち、#Endtimeは#Starttimeの3600秒(1
時間)後です。
#Seconds	:=	#EndTime.Difference(#StartTime)
	
以下のようにパラメータを逆にすると、結果は-3600になります。すな
わち、#starttimeは#Endtimeの3600秒前です。
#Seconds	:=	#StartTime.Difference(	#EndTime	)
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.9	Hour
Hourは、時刻の時の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Timeの値が12:00:00の場合、結果は12になります。
#Hour	:=	#Time.Hour
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.10	IsNull
IsNullは、時刻変数を検査し、値が*nullの場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
時刻の*null値は00:00:00です。
#Button.enabled	:=	#String.IsNull
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.11	IsSqlNull
IsSqlNullは、時刻変数を検査し、値がSQL	Nullの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Time.IsSqlNull
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.12	Minute
Minuteは、時刻の分の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Timeの値が12:34:00の場合、結果は34になります。
#Minute	:=	#Time.Minute
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.13	Now
Nowは、現在の時刻を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例は、時刻を現在の時刻に設定します。
#Time	:=	#Time.Now
	
Time型組み込みファンクション

	



10.10.14	Second
Secondは、時刻の秒の部分を返します。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Timeの値が12:34:56の場合、結果は56になります。
#Seconds	:=	#Time.Second
	
Time型組み込みファンクション

	



10.11	ラージ・オブジェクト型組み込みファンクション
以下の例では、わかりやすくするために単純な名前で個々の変数を識別
しています。これらの名前は、LANSAリポジトリ内の変数を代表する
ものではありません。

AsValue Filename IsNull

IsSqlNull 	 	
	

組み込みファンクション
	



10.11.1	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
時刻の値として、任意の有効な時刻を使用できます。

例
AsValueを使用しない場合、以下のように検査する必要があります。
If	((#Blob	=	'N/AVAILABLE')	*or	(#Blob.IsSqlNull))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようになります。
If	(#Blob.AsValue(	'N/AVAILABLE'	)	=	'N/AVAILABLE')
	
Endif
	
ラージ・オブジェクト型組み込みファンクション



10.11.2	Filename
FileNameは、BLOBまたはCLOBの修飾ファイル名を返します。BLOBお
よびCLOBフィールドの場合、これはフィールド値と同じです。

入力パラメータ
なし

例
#FileName	:=	#Blob.Filename
	
	ラージ・オブジェクト型組み込みファンクション



10.11.3	IsNull
IsNullは、文字列変数を検査し、値が*nullの場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#String.IsNull
	
数値変数の*null値は*blanksです。
ラージ・オブジェクト型組み込みファンクション



10.11.4	IsSqlNull
IsSqlNullは、文字列変数を検査し、値がSQL	Nullの場合にtrueを返しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#String.IsSqlNull
	
ラージ・オブジェクト型組み込みファンクション

	



10.12	Binary型組み込みファンクション
以下の例では、わ	かりやすくするために単純な名前で個々の変数を識別
しています。これらの名前は、LANSAリポジトリ内の変数を代表する
ものではありません。

AsInteger
AsString
CurSize
IsNull

IsSqlNull
AsHexString
AsHexToInt
AsByte

	



10.12.1	AsByte
AsIntegerは、文字列の先頭文字のASCII	10進数値を返します。これらの
値については、String型組み込みファンクションの「AsInteger」の表を
参照してください。

入力パラメータ
なし

例
String型組み込みファンクションの「AsInteger」の例を参照してくださ
い。

Binary型組み込みファンクション

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu06_1085.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu06_1085.htm


10.12.2	AsInteger
AsIntegerは、文字列に含まれる最初の文字のASCII	10進数値を返しま
す。これらの値については、String型組み込みファンクションの
「AsInteger」の表を参照してください。

入力パラメータ
なし

例
String型組み込みファンクションの「AsInteger」の例を参照してくださ
い。

Binary型組み込みファンクション
	

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu06_1085.htm
its:LANSA015.CHM::/l4wtgu06_1085.htm


10.12.3	AsString
AsStringは、バイナリー値をStringタイプの値として返すために使用しま
す。

入力パラメータ
なし

例
#String	:=	#Binary.AsString
	
Binary型組み込みファンクション

	



10.12.4	CurSize
CurSizeは、現在のバイト長を返すために使用します。末尾スペースは意
味を持ちます。

入力パラメータ
なし

例
以下の例では、#Stringの値が"ABCDEFG"の場合、Cursizeは値7を返しま
す。
#StringLength	:=	#String.CurSize
	
Binary型組み込みファンクション

	



10.12.5	IsNull
IsNullは、バイナリー値を検査し、*Null	(0またはブランク)が含まれてい
る場合にtrueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Binary.IsNull
	
Binary型組み込みファンクション

	



10.12.6	IsSqlNull
IsSqlNullは、バイナリー値を検査し、SQL	Nullが含まれている場合に
trueを返します。

入力パラメータ
なし

例
#Button.enabled	:=	#Binary.IsSqlNull
	
Binary型組み込みファンクション



10.12.7	AsHexString
バイナリー文字列を通して整数を16進数に変換します。
16進数文字列は数値タイプで表すことができないため、変換の中間準備
領域としてバイナリー文字列primitiveが使用されます。

入力パラメータ
なし

移植性に関
する考慮事
項

結果のバイト・オーダーは、使用コンピュータのバイ
ト・オーダーによって異なります。

例
Define	Field(#myRBStr)	Type(*BIN)	Length(128)
Define	Field(#L8Int)	Type(*INT)	Length(8)
	
#myRBStr	:=	(9999).AsBinString()
#myRBStr.AsHexString()	gives	0F270000	(on	Windows	computers).
	
Binary型組み込みファンクション



10.12.8	AsHexToInt
この組み込みファンクションを使用して、16進数文字列に相当する整数
にアクセスします。

入力パラメータ
なし

例
Define	Field(#myRBStr)	Type(*BIN)	Length(128)
Define	Field(#L8Int)	Type(*INT)	Length(8)
	
#L8Int	:=	9999
#L8Int	:=	#L8Int.AsBinString().AsHexToInt()
	
#L8Int	contains	9999.
	
Binary型組み込みファンクション



10.13	10進数型組み込みファンクション
AsValue
組み込みファンクション



10.13.1	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
日付変数の値として、有効な任意の日付を使用できます。

例
以下のIFは、日付がSQLnullか10未満かを検査します。
If	((#Decimal.IsSqlNull)	*or	(#Decimal	<	10))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようにコーディングできます。
If	(#Decimal.AsValue(0)	<	10)
	
	Endif
	
10進数型組み込みファンクション



10.14	固定小数点型組み込みファンクション

AsFloat
AsString
Bound

IsBetween
Max
Min

Pred
Round
Succ

	

組み込みファンクション



10.14.1	AsFloat
AsFloatを使用すると、固定小数点数値を浮動小数点数値として扱うこと
ができます。

入力パラメータ
なし

例
#Float	:=	#Number.Asfloat	*	#Float
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.2	AsString
AsStringは、数値を文字列として返すために使用します。

入力パラメータ
なし

例
#String	:=	#number.AsString
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.3	Bound
Boundは、指定された入力パラメータの範囲内の数値を返します。変数
が上限より大きい場合は、上限が返されます。変数が下限より小さい場
合は、下限が返されます。変数が範囲内の場合は、変数の値がそのまま
返されます。

入力パラメータ
Numberone	-	上限または下限
Numbertwo	-	上限または下限

例
#Result	:=	#Number.Bound(1	100)
	
上記の例では、Numberの値が150の場合、Resultは100に設定されます。
Numberの値が0の場合、Resultは1に設定されます。Numberの値が42の場
合、Resultは42に設定されます。
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.4	IsBetween
IsBetweenは、数値を検査し、その数値が指定の範囲内にある場合にtrue
を返します。値が上限または下限に等しい場合は、範囲内にあるものと
見なされます。

入力パラメータ
Numberone	-	上限または下限
Numbertwo	-	上限または下限

例
#Button.enabled	:=	#Number.IsBetween(1	100)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	((#Number	>=	1)	and	(#Number	<=	100))
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
Endif
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.5	Max
Maxは、数値をOfパラメータで指定された値と比較し、大きい方の値を
返します。

入力パラメータ
Of	-	比較の対象の数値

例
#Result	:=	#Number1.Max(#Number2)
	
上記の例では、Number1の値が19で、Number2の値が20の場合、Resultは
20に設定されます。
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#number1	>	#number	2)
	
#result	:=	#number1
	
Else
	
#result	:=	#number2
	
Endif
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.6	Min
Minは、数値をOfパラメータで指定された値と比較し、小さい方の値を
返します。

入力パラメータ
Of	-	比較の対象の数値

例
上記の例では、Number1の値が19で、Number2の値が20の場合、Resultは
19に設定されます。
#Result	:=	Number1.Min(#Number2)
	
上記の例は以下の例と同等です。
If	(#number1	<	#number	2)
	
#result	:=	#number1
	
Else
	
#result	:=	#number2
	
Endif
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.7	Pred
Predは、指定された変数を1減少させて返します。

入力パラメータ
なし

例
If	(#Previous	=	#Current.Pred)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Previous	=	#Current	-	1)
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.8	Round
Roundを使用すると、選択された丸め手法を使用して、数値を指定の小
数点以下桁数に丸めることができます。

入力パラメータ
Operation	-	実行する丸めのタイプ
使用可能な値は以下のとおりです。
Up	-	常に切り上げ
Down	-	常に切り捨て
Halfup	-	丸め値が5以上の場合に切り上げ
Halfdown	-	丸め値が5以下の場合に切り上げ
各丸めタイプの動作の詳細については、「例」を参照してください。
Decimals	-	丸め後の小数点以下桁数

例
#Result	:=	#Number.Round(Up	1)
	

10.51を小数点以下1桁に切り上げると、10.6になります。
10.01を小数点以下0桁に切り上げると、11.0になります。
10.51を小数点以下1桁に切り捨てると、10.5になります。
10.99を小数点以下0桁に切り上げると10.0になります。
	

10.49を小数点以下1桁に四捨五入すると、10.5になります。
10.44を小数点以下1桁に四捨五入すると10.4になります。
10.44を小数点以下1桁に五捨六入すると、10.4になります。
10.46を小数点以下1桁に五捨六入すると、10.5になります。
固定小数点型組み込みファンクション



10.14.9	Succ
Succは、指定された変数を1増加させて返します。
入力パラメータ
なし
例
If	(#Next	=	#Current.Succ)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Next	=	#Current	+	1)
	
固定小数点型組み込みファンクション



10.15	浮動小数点型組み込みファンクション
注：三角法組み込みファンクションは、入力値が度単位ではなくラジア
ン単位であることを想定しています。

Add
AsDecimal
AsString
AsValue
Bound
Divide
IsBetween
Max
Min
Multiply
Pred

Subtract
Succ
Sine
ArcSine
SineH
Cosine
ArcCosine
CosineH
Tangent
ArcTangent

TangentH
ArcTangent2
Power
SQRT
Exponential
Logarithm
Logarithm10
FAbs
FMod
IsNANorND

	

組み込みファンクション



10.15.1	Add
Addは、Objectパラメータで指定された値を対象に加算します。

入力パラメータ
Object	-	対象に加算する値

例
#Float	:=	#Float.Add(#Float2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Float	+=	#Float2
	
または
#Float	:=	#Float	+	#Float2	
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.2	AsDecimal
AsDecimalを使用すると、浮動小数点数値で固定小数点数値を使用でき
ます。

入力パラメータ
なし

例
#Number	:=	#Float1.asDecimal	+	#Float2.asDecimal
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.3	AsString
AsStringは、数値を文字列として返すために使用します。

入力パラメータ
なし

例
#String	:=	#number.AsString
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.4	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
日付変数の値として、有効な任意の日付を使用できます。

例
以下のIFは、日付がSQLnullか10未満かを検査します。
If	((#Number.IsSqlNull)	*or	(#Number	<	10))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようにコーディングできます。
If	(#Number.AsValue(0)	<	10)
	
	Endif
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.5	Bound
Boundは、指定された入力パラメータの範囲内の数値を返します。変数
が上限より大きい場合は、上限が返されます。変数が下限より小さい場
合は、下限が返されます。変数が範囲内の場合は、変数の値がそのまま
返されます。

入力パラメータ
Numberone	-	上限または下限
Numbertwo	-	上限または下限

例
#Result	:=	#Number.Bound(1	100)
	
上記の例では、Numberの値が150の場合、Resultは100に設定されます。
Numberの値が0の場合、Resultは1に設定されます。Numberの値が42の場
合、Resultは42に設定されます。
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.6	Divide
Divideは、対象を、Objectパラメータで指定された値で割ります。

入力パラメータ
Object	-	対象を割る値

例
#Float	:=	#Float.Divide(#Float2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Float	/=	#Float2
	

	または
#Float	:=	#Float	/	#Float2	
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.7	IsBetween
IsBetweenは、数値を検査し、その数値が指定の範囲内にある場合にtrue
を返します。値が上限または下限に等しい場合は、範囲内にあるものと
見なされます。

入力パラメータ
Numberone	-	上限または下限
Numbertwo	-	上限または下限

例
#Button.enabled	:=	#Floating.IsBetween(1	100)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	((#Floating	>=	1)	and	(#Floating	<=	100))
	
#Button.Enabled	:=	True
	
Else
	
#Button.Enabled	:=	False
	
	Endif
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.8	Max
Maxは、数値をOfパラメータで指定された値と比較し、大きい方の値を
返します。

入力パラメータ
Of	-	比較の対象の数値

例
#Result	:=	#Number1.Max(#Number2)
	
上記の例では、Number1の値が19で、Number2の値が20の場合、Resultは
20に設定されます。
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#number1	>	#number	2)
	
#result	:=	#number1
	
Else
	
#result	:=	#number2
	
Endif
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.9	Min
Minは、数値をOfパラメータで指定された値と比較し、小さい方の値を
返します。

入力パラメータ
Of	-	比較の対象の数値

例
上記の例では、Number1の値が19で、Number2の値が20の場合、Resultは
19に設定されます。
#Result	:=	Number1.Min(#Number2)
	
上記の例は以下の例と同等です。
If	(#number1	<	#number	2)
	
#result	:=	#number1
	
Else
	
#result	:=	#number2
	
Endif
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.10	Multiply
Multiplyは、対象にObjectパラメータで指定された値を掛けます。

入力パラメータ
Object	-	対象に掛ける値

例
#Float	:=	#Float.Mulitply(#Float2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Float	*=	#Float2
	

	または
#Float	:=	#Float	*	#Float2	
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.11	Pred
Predは、指定された変数を1減少させて返します。

入力パラメータ
なし

例
If	(#Previous	=	#Current.Pred)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Previous	=	#Current	-	1)
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.12	Subtract
Subtractは、対象からObjectパラメータで指定された値を引きます。

入力パラメータ
Object	-	対象を割る値

例
#Float	:=	#Float.Divide(#Float2)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
#Float	/=	#Float2
	

	または
#Float	:=	#Float	/	#Float2	
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.13	Succ
Succは、指定された変数を1増加させて返します。
入力パラメータ
なし
例
If	(#Next	=	#Current.Succ)
	
上記の例は、以下の例と同等です。
If	(#Next	=	#Current	+	1)
	

	 浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.14	Sine
floatデータ・タイプにsine()三角ファンクションを適用し、floatタイプの
結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
#aFloat	:=	(1.234).AsFloat	().Sine()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.15	ArcSine
floatデータ・タイプにarcsine()三角ファンクションを適用し、floatタイプ
の結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
#aFloat	:=	(1.570796327).AsFloat().ArcSine()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.16	SineH
floatデータ・タイプにsineh()三角ファンクションを適用し、floatタイプ
の結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
#afloat	:=	(20.0).AsFloat().SineH()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.17	Cosine
floatデータ・タイプにcosine()三角ファンクションを適用し、floatタイプ
の結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.Cosine()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.18	ArcCosine
floatデータ・タイプにarccosine()三角ファンクションを適用し、floatタイ
プの結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.ArcCosine()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.19	CosineH
floatデータ・タイプにcosineh()三角ファンクションを適用し、floatタイ
プの結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.CosineH()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.20	Tangent
floatデータ・タイプにtangent()三角ファンクションを適用し、floatタイ
プの結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.Tangent()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.21	ArcTangent
floatデータ・タイプにarctangent()三角ファンクションを適用し、floatタ
イプの結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.ArcTangent()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.22	TangentH
floatデータ・タイプにtangenth()三角ファンクションを適用し、floatタイ
プの結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat.TangentH()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.23	ArcTangent2
floatデータ・タイプにarctangent2()三角ファンクションを適用し、floatタ
イプの結果を返します。

入力パラメータ
点の"y"座標

例
Define	field(#aFloat)	Type(*FLOAT)
	#aFloat	:=	(1.2).AsFloat().ArcTangent2(1.0)
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.24	FAbs
floatデータ・タイプにfabs()浮動小数点ファンクションを適用し、指定さ
れたfloat値の正の値であるfloat値の結果を返します。

入力パラメータ
なし

例
(-9.0).AsFloat().FAbs()
	
この場合、結果は9.0になります。

浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.25	FMod
FMod	float組み込みファンクションは、このファンクションが適用され
る浮動小数点数値の剰余を浮動小数点数値として返します。

入力パラメータ
Modulus	-	このパラメータは剰余を定義します。

例
#aFloat	:=	(6.0).AsFloat().FMod(	4.0	)
この場合、#aFloatは2.0になります。
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.26	Power
Power()は、浮動小数点数値を、パラメータで指定された指数でべき乗
し、浮動小数点数値を返します。

入力パラメータ
PowerTo	-	対象をこの指数で累乗します。

例
(2.0).Power(	2.0	)
	
この場合、4.0が返されます。

浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.27	SQRT
Sqrtは、浮動小数点数値の平方根を浮動小数点数値として返します。

入力パラメータ
なし

例
#afloat	:=	(9.0).Sqrt()
この場合、#aFloatは3.0になります。
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.28	Exponential
Exponential()は、底をeとして、指定された浮動小数点数値の指数値を返
します。結果は浮動小数点数値です。

入力パラメータ
なし

例
#aFloat.Exponential()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.29	Logarithm
浮動小数点数値の(自然)対数を浮動小数点数値として返します。

入力パラメータ
なし

例
#aFloat.Logarithm()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.15.30	Logarithm10
浮動小数点数値の底10の対数を返します。値は浮動小数点数値として返
されます。

入力パラメータ
なし

例
#aFloat.Logarithm10()
	
浮動小数点型組み込みファンクション



10.16.31	IsNANorND
特定の組み込みファンクションは、認識されない数値を返すことがあり
ます。その例としてArcCosine(3.0)があり、返される値はNAN	(数値以
外)またはND(非確定的)である可能性があります。
IsNANorNd()を使用すると、浮動小数点数値を検査して、数値かどうか
を特定できます。戻り値としてブール値が返されます。

入力パラメータ
なし

例
#afloat	:=	(3.0).AsFloat().ArcCosine()
#afloat.IsNANorND())
	
この場合、ArcCosine()がNANを返した場合にtrueが返されます。

浮動小数点型組み込みファンクション



10.16	Integer型組み込みファンクション

AsByte
AsChar
AsValue
AsUnicodeString

BitAnd
BitNot
BitOr
AsBinString

BitXOr
Mod
Div
BinaryString
Conversions

	

組み込みファンクション



10.16	1	バイナリー文字列変換
16進数文字列は数値タイプで表すことができないため、変換の中間準備
領域としてバイナリー文字列primitiveが使用されます。
以下の組み込み関数を使用して、整数を16進数文字列に変換したり16進
数文字列から変換したりできます。
整数の場合は、#integerValue.AsBinaryString()を使用してバイナリー文字
列に変換します。
バイナリー文字列を16進数表現に変換するには、
#binaryString.AsHexString()を使用します。
16進数値を含むバイナリー文字列の場合は、#binaryString.AsHexToInt()
を使用して整数値としてアクセスします。
これらのメソッドは整数と長整数型の両方に使用できます。

例
Define	Field(#myRBStr)	Type(*BIN)	Length(128)	Define	Field(#L8Int)
Type(*INT)	Length(8)	#myRBStr	:=	(9999).AsBinString()
#myRBStr.AsHexString()は、0F270000に変換します。
#L8Int	:=	169999999999
L8Int.AsBinString().AsHexString()は、インテル・ベースのコンピュータ
でFF23CA9427000000	に変換します。
	
Integer型組み込みファンクション



10.16.2	AsBinString
AsBinStringを使って整数値からバイナリ文字列を作成します。
この組み込み関数は整数を16進数で表わす時の最初のステップとして使
用できます。

入力パラメータ
なし

例
#STD_INT	:=	15
#STD_BIN	:=	#STD_INT.AsBinString
#STD_TEXT	:=	#STD_BIN.AsHexString
*	インテル・ベースのコンピュータでは、#STD_TEXTには0F000000が
含まれます。
	
Integer型組み込みファンクション



10.16.3	AsByte
AsByteは、指定された索引の数値コード・ページ値を返します。

入力パラメータ
なし

Integer型組み込みファンクション



10.16.4	AsChar
AsCharは、対象を現在のコード･ページの相当文字として返します。

入力パラメータ
なし

例
#String	:=	"Start	a	new	line"	+	(13).AsChar
	
Integer型組み込みファンクション



10.16.5	AsValue
AsValueを使用すると、*SQLNullの処理をより適切に行うことができま
す。AsValueでは、SQL	nullの可能性を検査しなくても、変数によって指
定の値を返すことができます。

入力パラメータ
Default	-	変数の値がSQLNullの場合に返される値
日付変数の値として、有効な任意の日付を使用できます。

例
以下のIFは、日付がSQLnullか10未満かを検査します。
If	((#Integer.IsSqlNull)	*or	(#Integer	<	10))
	
Endif
	

AsValueを使用すると、以下のようにコーディングできます。
If	(#Integer.AsValue(0)	<	10)
	
	Endif
	
Integer型組み込みファンクション



10.16.6	BitAnd
BitAndは、論理ビットANDを実行します。
LANSAでは、バイナリー・ビット・マスクの使用をサポートする
BitXXX組み込みファンクションを利用できます。

入力パラメータ
なし

例
If	(#Integer.BitAnd(	4	)	=	4)
	
*	Bit	4	is	on
	
Else
	
*	Bit	4	is	Off
	
Endif
	
Integer型組み込みファンクション

	



10.16.7	BitNot
BitNotは、論理ビットNOTを実行します。
LANSAでは、バイナリー・ビット・マスクの使用をサポートする
BitXXX組み込みファンクションを利用できます。

入力パラメータ
なし

例
#Integer	:=	#Integer.BitNot
	
Integer型組み込みファンクション

	



10.16.8	BitOr
BitOrは、論理ビットORを実行します。
LANSAでは、バイナリー・ビット・マスクの使用をサポートする
BitXXX組み込みファンクションを利用できます。

入力パラメータ
なし

例
#Integer	:=	#Integer.BitOr(	4	)
	
Integer型組み込みファンクション

	



10.16.9	BitXOr
BitXOrは、排他的論理ビットOR	(XOr)を実行します。
LANSAでは、バイナリー・ビット・マスクの使用をサポートする
BitXXX組み込みファンクションを利用できます。

入力パラメータ
なし

例
#Integer	:=	#Integer.BitXor(	4	)
	
Integer型組み込みファンクション



10.16.10	Mod
Modは、整数定数またはフィールドを別の整数で割ったときの剰余を返
します。
結果は整数です。

入力パラメータ
By	-	この数値で割って剰余を取得します。

例
#myIntField	:=	5
#myIntField.Mod(	3	)
この場合、整数2が返されます。

Integer型組み込みファンクション



10.16.11	Div
Divは、整数定数またはフィールドを別の整数定数またはフィールドで
割ったときの商を返します。
結果は整数です。

入力パラメータ
By	-	この数値で割って結果を取得します。

例
#myIntField	:=	5
#myIntField.Div(	3	)
この場合、整数1が返されます。

Integer型組み込みファンクション



10.16.12	AsUnicodeString
AsUnicodeStringは対象のコード・ポイントを、それに相当するUnicode
文字列で戻します。

入力パラメータ
なし

例
#My_Nvarchar	:=	"Pythagoras	in	Greek:"	+	(928).AsUnicodeString	+
(965).AsUnicodeString	+	(952).AsUnicodeString	+	(945).AsUnicodeString	+
(947).AsUnicodeString	+	(972).AsUnicodeString	+	(961).AsUnicodeString	+
(945).AsUnicodeString	+	(962).AsUnicodeString
	
フォーム上では、#My_NvarcharにはPythagoras(ピタゴラス)が次のような
ギリシャ語で表示されます。:Πυθαγόρας
以下も参照してください。
AsCodePoint
Integer型組み込みファンクション



10.17	Unicode文字列ファンクション

AsNativeString

AsCodePoint



10.17.1	AsNativeString
AsNativeStringは対象のUnicode文字列を現在のコード・ページに変換し
て、戻します。現在のコード・ページで無効な文字列は疑問符(?)に置き
換えられます。

入力パラメータ
なし

例
#STD_TEXTL	:=	#My_NVarchar.AsNativeString
	
	
Unicode文字列ファンクション



10.17.2	AsCodePoint
AsCodePointは、対象のUnicode文字列の最初の文字列を数値もしくは
コード・ポイントで戻します。

入力パラメータ
なし

例
#STD_INT	:=	#My_NVarchar.AsCodePoint
	

#My_NVarcharに'A'が含まれていたとすると、	#STD_INTは値65になりま
す。

以下も参照してください。
AsUnicodeString
Unicode文字列ファンクション



11.	システム変数および言語変数
システム変数は、よく使用される、頻繁に変化する情報や動的な情報を
保管するために使用します。
システム変数はグローバルです。すなわち、すべてのLANSA区画に
渡って使用される大域変数です。
LANSAのシステム変数の使用方法については、『Visual	LANSA	開発者ガ
イド』の「システム変数の考え方」を参照してください。
LANSAには、多数のシステム変数が用意されています。これらの変数
のリストについては、「搭載されているシステム変数」を参照してくだ
さい。

参照
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「システム変数評価プログラム」
システム変数の作成方法については、以下を参照してください。
					IBM	iの場合：『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「新しいシステム変
数を作成する」
					Visual	LANSAの場合：『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「システ
ム変数」
システム変数の詳細については、「システム変数の定義」を参照してく
ださい。

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev03_0150.htm
its:lansa013.chm::/lansa/crfile8_begin.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20064.htm
its:Lansa012.chm::/l4wusr01_0150.htm


11.1	システム変数の定義
以下のセクション	では、各システム変数に必要な情報を詳しく説明しま
す。
[変	数名]
[記	述]
[取	出方法]
[デー	タタイプ]
[全	桁数]
[小	数点桁数]
[プ	ログラムタイプ]
[名	前]
参照
『Visual	LANSAユーザーガイド』の「システ	ム変数」
システム変数および言語変数

its:Lansa012.chm::/l4wusr01_0150.htm


11.1.1	[変数名]
必須
リポジトリに保管されるシステム変数の名前を指定します。
搭載されているシステム変数については、システム変数および言語変数
を参照してください。

	ルー
ル

									"*"(アスタリスク)で始めます。

									長さは最低4文字にします。

									埋め込みブランクを含めてはいけません。

									*MTXTで始めてはいけません。この接頭辞は言語変数で予約されてい
るためです。

									*ALL、*ALL_REAL、*ALL_VIRT、*DEFAULT、*EXCLUDING、
*HIVAL、*INCLUDING、*LOVAL、*NAVAIL、*NULLの指定はできませ
ん。これらの値はLANSAで予約されているためです。

	

システム変数の定義

its:lansa015.chm::/crfile3_04.htm


11.1.2	[記述]
必須
システム変数の意味、または他のシステム・ユーザーに説明する簡単な
記述を指定します。

システム変数の定義



11.1.3	[取出方法]
必須。デフォルト=STATIC
LANSAが、ファイルI/Oモジュール内またはシステム変数を参照する
ユーザー作成のファンクション内で、システム変数を取り出す方法を指
定します。[呼び出しによる値の設定]	(System	i上)および[名前]	(LANSA
エディター内)にプログラム識別子を入力します。

ルー
ル

使用できる値は以下のとおりです。

	 STATIC システム変数は静的な値のため、その値は
LANSAにより1回(プログラム初期化中)だけ
取り出されます。例えば、静的システム変数
には、現在のジョブ名、現在のユーザー名、
そしておそらく最も使用される現在日付(通
常、アプリケーションの実行が日付をまたが
ない場合)などがあります。

	 DYNAMIC システム変数は動的な値のため、その値は参
照される度に取り出される必要があります。
例えば、動的システム変数には、現在時間、
現在の出力待ち行列の名前とライブラリ、お
よび次のインボイス番号や次のバッチ番号な
ど、値を割り当てるすべてのユーザー定義シ
ステム変数があります。

動的システム変数が参照される度に、関連す
る評価プログラムが呼び出されて、システム
変数が「リフレッシュ」されるので注意して
ください。動的システム変数の過剰な使用と
複雑な評価プログラムにより、LANSAのパ
フォーマンスが悪化する場合があります。

	

システム変数の定義



11.1.4	[データタイプ]
必須。デフォルト=ALPHA
システム変数のフィールド・タイプを指定します。

ルール 使用できる値は以下のとおりです。

	 アルファ
ベット

システム変数は英数字です。

	 NUMBERシステム変数は数値です。このオプショ
ンを使用すると、事実上システム変数を
パック10進数数変数として指定したこと
になります。

	

システム変数の定義



11.1.5	[全桁数]
必須
システム変数が英数字の場合は文字数、また数値の場合は合計桁数(小
数部含む)を指定します。

ルール 									ALPHAデータ・タイプの場合は1から256の範囲とします。

									NUMBER.データ・タイプの場合は1から30の範囲とします。

	

システム変数の定義



11.1.6	[小数点桁数]
任意
数値タイプのシステム変数の場合、小数点以下桁数を指定します。

ルール 									0から9の範囲内で、かつ合計桁数以下とします。

									NUMBERデータ・タイプ用に入力します。

									ALPHAデータ・タイプでは無視されます。

	

システム変数の定義



11.1.7	[プログラムタイプ]
必須
システム変数の値を設定するために呼び出されるLANSAファンクショ
ンまたは3GLプログラムの名前を指定します。

システム変数の値を設定するのに、LANSAファンクションが呼び出される場合に指定しま
す。

システム変数の値を設定するのに、3GLプログラムが呼び出される場合に指定します。

システム変数の定義



11.1.8	[名前]
必須

システム変数の値を設定するために呼び出されるLANSAファンクションまたは3GLプログ
ラムの名前を指定します。

	ルール 									LANSAファンクション名は7文字以内とします。

									プログラム名は10文字とすることができます。

警告 									LANSAは指定された3GLプログラム名またはファンクション
名の有効性をチェックしますが、実際に存在するかどうかのチェッ
クは行いません。

									プログラムは、システム変数が評価される時に、検索できるよ
うにしておく必要があります。

プラット
フォームにつ
いて

									System	i：プログラムは、システム変数が評価される時に、
ユーザーのライブラリ・リストの中で検索できるようにしておく必
要があります。

	

システム変数の評価プログラムの詳細については、『Visual	LANSA開発
者ガイド』の「システム変数評価プログラム」を参照してください。

システム変数の定義

its:lansa013.chm::/lansa/crfile8_begin.htm


11.2	搭載されているシステム変数
搭載されているシ	ステム変数を変更したりシステムから削除したりしな
いことを強くお勧めします。
参照しやすくするため、これらの変数を以下のグループに分けて説明し
ます。
一	般のシステム変数
ユー	ザー認証システム変数
ファ	ンクションのみで有効な変数
特	殊変数
スー	パーサーバー・システム変数
組み込み	ファンクションで使う変数
システム変数の定義



11.2.1	一般のシステム変数
以下のシステム変	数は、LANSAの出荷バージョンで提供されます。こ
れらのシステム変数を変更したり、システムから削除したりしないでく
ださい。

システム変数 説明

*AT_CHAR "@"	文字

*BLANK ブ	ランクの変数

*BLANKS ブ	ランクの変数

*CENTURY_GREATER 日	付がスイッチより大きい場合の世紀

*CENTURY_LESSEQUAL 日	付がスイッチ以下の場合の世紀

*CENTURY_SWITCH 世	紀比較日付

*CHECKBOXSELECTED 選	択されたチェックボックスの値

*COMPANY 現	在の会社/組織の名前

*COMPONENT コ	ンポーネント・コンテキスト(つまり、
RDMLXロジック内またはRDMLXロジックか
ら)で参照されるときのアクティブなコンポー
ネントの名前またはコ	ンポーネント以外のコ
ンテキストで参照されるときの*FUNCTIONと
同等の値

*CPFREL 現	在のOS/400またはCPFバージョンのレベル

*CPU_NUMBER CPU	のシリアル番号
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLアプリケーションに返されます。

*CPUTYPE CPU	のタイプ



AS/400、iSeries、System	i、i5/OS、およびIBM	i
の場合は、値AS400が返されます。
Windows	98およびMEの場合は、値WIN95が返
されます。	
Windows	2000およびXPの場合は、値WINNTが
返されます。

*DATE イ	ンストール環境の形式での数値日付。「日
付の注記」を	参照してください。

*DATE8 イ	ンストール環境の形式での8桁の数値日付。
「日付の注記」を	参照してください。

*DATE8C イ	ンストール環境の形式での8桁の文字日付。
「日付の注記」を	参照してください。

*DATEC イ	ンストール環境の形式での文字日付。「日
付の注記」を	参照してください。

*DATETIME 現	在の日時(数値)。「日	付の注記」を参照して
ください。

*DATETIMEC 現	在の日時(文字)。「日	付の注記」を参照して
ください。

*DAY 現	在の日(数値)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*DAYC 現	在の日(文字)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*DDMMYY 形	式DDMMYYでの数値日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*DDMMYYC 形	式DDMMYYでの文字日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*DDMMYYYY 形	式DDMMYYYYでの数値日付。「日付の注
記」を	参照してください。

*DDMMYYYYC 形	式DDMMYYYYでの文字日付。「日付の注
記」を	参照してください。



*DEVELOPMENTLANGUAGE開	発言語
LANSA内部専用

*DOLLAR_CHAR "$	"文字

*FIELD_PREFIX フィー	ルド接頭辞

*FUNCTION 現	在のLANSAファンクションの名前
または
コンポーネント・コンテキスト(すなわち、
RDMLXロジック内またはRDMLXロジックか
ら)で参照されるときの名前の左から７文字

*GROUP_AUTHORITY グ	ループ・プロファイル権限

*GROUP_OWNER グ	ループ・プロファイル所有者

*GROUP_PROFILE グ	ループ・プロファイル

*GUIDEVICE 使	用しているGUIデバイス(Y=GUI、N=NPT)

*GUID グローバル識	別子	-	通常STD_GUIDを使用して
いるファイルに取り込まれます

*JOBMODE 現	在のジョブ・モード(B=バッチ、I=内部)

*JOBNAME iSeries	の現在のジョブ名

*JOBNBR iSeries	の現在のジョブ番号

*JULIAN ユ	リウス形式での数値日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*JULIANC ユ	リウス形式での文字日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*LANGUAGE 現	在の言語コード

*LANGUAGE_DESC 現	在の言語記述

*LANGUAGE_IGC 現	在の言語がIGC/DBCSであるかどうか(Y/N)

*LANGUAGE_LRTB 現	在の言語の向きが左から右であるかどうか
(Y/N)



*LANGUAGE_RLTB 現	在の言語の向きが右から左であるかどうか
(Y/N)

*LANSACOMLIB LANSA	通信ライブラリ

*LANSADTALIB LANSA	システムのデータ/ファイル・ライブラ
リ

*LANSAPGMLIB LANSA	システムのプログラム・ライブラリ

*LASTFUNCTION 最	後のLANSAファンクション名

*MESSAGE_FILE メッ	セージ・ファイル名

*MMDDYY 形	式MMDDYYでの数値日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*MMDDYYC 形	式MMDDYYでの文字日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*MMDDYYYY 形	式MMDDYYYYでの数値日付。「日付の注
記」を	参照してください。

*MMDDYYYYC 形	式MMDDYYYYでの文字日付。「日付の注
記」を	参照してください。

*MONTH 現	在の月(数値)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*MONTHC 現	在の月(文字)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*MSGQLIB 現	在のメッセージ待ち行列ライブラリ

*MSGQNAME 現	在のメッセージ待ち行列名

*NEXTFUNCTION デ	フォルトの次のLANSAファンクション名

*ON_CLIENT_SYSTEM RDML	ファンクションを実行しているSystem	i
では、値は常にNです。
上	記以外の状況(RDMLXファンクションを実行
しているSystem	iを含む)では、Yは、現在実行
中のLANSAオブジェクトがユーザー・イン
ターフェースに直接アクセスできることを示し



ます。アクセスできない場合、こ	の値はNで
す。System	iのDB2トリガーからLANSAオブ
ジェクトを実行する際には、この値はYになる
ことに注意してください。*CPUTYPE	=	AS400
を使用しているかどうかで、この状況を識別す
ることができます。

*ON_SERVER_SYSTEM RDML	ファンクションを実行しているSystem	i
では、値は常にYです。
上	記以外の状況(RDMLXファンクションを実行
しているSystem	iを含む)では、Yは、この
LANSAオブジェクトがスーパーサーバーや
LANSA	for	the	Webなどのサーバー・インター
フェースから実行されたことを示します。それ
以外の場合、この値はNです。また、Yは、現
在実行中のLANSAオブジェク	トがユーザー・
インターフェースに直接アクセスできないこと
を示します。	System	iのDB2トリガーから
LANSAオブジェクトを実行する際には、この
値はNになることに注意してください。
*CPUTYPE	=	AS400	を使用しているかどうか
で、この状況を識別することができます。

*ORGANISATION 現	在の会社/組織の名前

*OUTQLIB 現	在の出力待ち行列ライブラリ名

*OUTQNAME 現	在の出力待ち行列名

*PART_DIR 現	在の区画のシステムのルート・ディレクト
リ。例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PART_DIR_EXECUTE 現	在の区画のEXECUTEオブジェクトのディレ
クトリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\EXECUTE\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PART_DIR_OBJECT 現	在の区画のOBJECTオブジェクトのディレク



トリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\OBJECT\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PART_DIR_SOURCE 現	在の区画のSOURCEオブジェクトのディレク
トリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\SOURCE\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PART_DRIV UNC	がサポートされないため、使用しないで
ください。
現在の区画のLANSAシステムのドライブ。ド
ライブ文字の後にコロンが続きます。例：C:ま
たはD:またはE:。これは、下位互換性のために
用意されて	います。	
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PART_RDMLX 現	在の区画でRDMLXが有効な場合はY、それ
以外の場合はN

*PARTDTALIB 現	在の区画のデータ/ファイル・ライブラリ

*PARTITION 現	在の区画

*PARTITION_DESC 現	在の区画の記述

*PARTPGMLIB 現	在の区画のRDMLプログラム・ライブラリ

*PATHDELIM MS	Windowsシステムで実行されている場合は'\'
UNIXシステムで実行されている場合は'/'
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*PROCESS 現	在のLANSAプロセスの名前
または
コンポーネント・コンテキスト(すなわち、
RDMLXロジック内またはRDMLXロジックか
ら)で参照されるときの名前の左から７文字



*PRODREL 現	在のLANSAバージョン・レベル

*PRODUCT 製	品名(つまり、LANSA)

*QUOTE 引	用符文字(')

*RADBUTTONSELECTED 選	択されたラジオ・ボタンの値

*ROOT_DIR LANSA	ルート・ディレクトリ

*SYS_DIR LANSA	システムが配置されているルート・
ディレクトリ
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*SYS_DIR_EXECUTE LANSA	システムのEXECUTEオブジェクトの
ディレクトリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTE\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*SYS_DIR_OBJECT LANSA	システムのOBJECTオブジェクトの
ディレクトリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\OBJECT\	
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*SYS_DIR_SOURCE LANSA	システムのSOURCEオブジェクトの
ディレクトリ。
例：D:\X_WIN95\X_LANSA\SOURCE\
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*SYS_DRIV 下	位互換性のために用意されています。UNC
がサポートされないため、使用しないでくださ
い。
LANSAシステムのドライブ。ドライブ文字の
後にコロンが続きます。例：C:またはD:または
E:。	
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。



*TEMP_DIR 一	時ファイル/オブジェクトが作成されるディ
レクトリ。例：D:\TEMP\

*TEMP_DRIV 下	位互換性のために用意されています。UNC
がサポートされないため、使用しないでくださ
い。
一時ファイル/オブジェクトが作成されるドラ
イブ。例：C:またはD:またはE:(ドライブ文字の
後にコロンが続く)	
System	iプラットフォームの場合、有効な値だ
けがRDMLXアプリケーションに返されます。

*TIME 現	在の時刻(数値)

*TIMEC 現	在の時刻(文字)

*TIMEDATE 現	在の日時(数値)

*TIMEDATE8 現	在の時刻と8桁の日付(数値)

*TIMEDATE8C 現	在の時刻と8桁の日付(文字)

*TIMEDATEC 現	在の日時(文字)

*TIMESTAMP_DFT タ	イムスタンプのデフォルト

*TIMESTAMP_HIVAL タ	イムスタンプの上限値

*TIMESTAMP_LOVAL タ	イムスタンプの下限値

*VISUAL_LANSA Visual	LANSAシステムで実行している場合は
Y、それ以外の場合はN

*VL_ISERIES_INST LANSA	内部専用
インストールされているVisual	LANSA/AD

*WEBIPADDR 現	在のユーザーのIPアドレス

*WEBMODE LANSA	アプリケーションがWeb対応モードで
実行されている場合、Y

*WEBPATHINFO PATH_INFO	Webサーバーの環境変数

*WEBREFERRER HTTP_REFERER	Webサーバーの環境変数



*WEBSCRIPTNAME SCRIPT_NAME	Webサーバーの環境変数

*WEBUSER Web	Server/400またはInternet	Connection	Server
for	iSeriesのユーザー・プロファイル

*XMLMODE Y	は、LANSAアプリケーションがXML/Javaシ
ン・クライアントとして実行されていることを
示します。

*YEAR 現	在の年(数値)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*YEARC 現	在の年(文字)。「日	付の注記」を参照してく
ださい。

*YYMMDD 形	式YYMMDDでの数値日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*YYMMDDC 形	式YYMMDDでの文字日付。「日付の注記」
を	参照してください。

*YYYY 形	式YYYYでの数値年。「日付の注記」を	参
照してください。

*YYYYC 形	式YYYYでの文字年。「日付の注記」を	参
照してください。

*YYYYMMDD 形	式YYYYMMDDでの数値日付。「日付の注
記」を	参照してください。

*YYYYMMDDC 形	式YYYYMMDDでの文字日付。「日付の注
記」を	参照してください。

*ZERO ゼ	ロ(0)変数

*ZEROES ゼ	ロ(0)変数

*ZEROS ゼ	ロ(0)変数
	

日	付の注記
iS/05では、日付を含む、または日付から取得されるLANSA提供のシス
テム変数に関して、以下のことが当てはまります。



日付は、LANSA環境に入った時点で、LANSAコマンドのDATE_SRCE値
に応じて、システム値QDATEまたはジョブ属性日付のどちらかから取
得されます。つまり、システム値QDATEが変化しても、ジョブ日付が
変更されても、日付は変化しません。日付を動的に変更する機能を必要
とするアプリ	ケーションは、ユーザー定義の動的システム変数を使用す
る必要があります。
システム変数の作成および使用の詳細については、『LANSA/AD	ユー
ザーガイド』の「新しいシステム変数を作	成	する」を参照してくださ
い。
システム変数の作成の詳細については、『Visual	LANSAユーザーガイ
ド』の「システ	ム変数の作	成」を参照してください。
さらに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「システム変数評価プログラム」
システム変数および言語変数

its:lansa010.chm::/lansa/ugub_20064.HTM
its:lansa012.chm::/l4wusr01_1580.htm
its:lansa013.chm::/lansa/crfile8_begin.htm


*GUID	システム変数
*GUIDシステム変数を使用して、グローバル一意識別子を生成します。
*GUIDはオペレーティングシステムにより提供された数々のAPIを使用
します。ですから、オペレーティングシステムの許容範囲に影響を受け
た制限があります。この一例として、WindowsでGUIDを生成するに
は、ネットワークMACアドレスが必要となります。ですから、ネット
ワーク・アダプターがないと*GUIDが作動しない可能性があります。作
動しない原因はこれだけではありません。ですから、アプリケーション
を使用する全てのシステム・タイプでテストを行なってください。作動
しない場合でも、LANSAを使って作動できるようにはできません。
*GUIDは行の挿入時に一度だけ生成され、それ以降は更新されないよう
になっています。この役割を担うのが、提供されている標準フィール
ド、#STD_GUIDです。このフィールドにはトリガーがあります。この
トリガーにより、挿入前にフィールドに*GUIDが割り当てられます。そ
して更新前に、トリガーがフィールドが変更されていないかを確認し、
変更されていた場合は、ユーザー・エラーではなく、プログラム・レベ
ルのエラーなので、中止されます。

注：

Windows セキュリティの理由から、ネットワークのイーサネット・ア
ドレスは社外、部外者には知らせないようにしてください。
ファンクションUuidCreateによりUUIDを生成し、コンピュー
ター上に生成されたイーサネット・アドレスが追跡できない
ようにすることが可能です。同じコンピューターに作成され
た他のUUIDに関連付けることもできません。

IBM	i IBM	i	では、API	GENUUIDが使用されます。IBMにより全体
で一意の値であることが保証されます。

Linux 現在のところサポートされていません。



11.2.2	ユーザー認証システム変数
以下は、変数の説明です。

システム変数 説明 タ
イ
プ

長
さ
小
数
点
の
位
置

*USER 現在のIBM	iユーザーのID A 10 	

*USER_AUDIT 現在の監査ユーザーのID
「SET_SESSION_VALUE」お
よび「プロセスおよびファン
クション"スタンプ"属性」を
参照してください。

A 10 	

*USER_AUTHENTICATED現在の認証ユーザー名 A 256 	

*WEBUSER Web	Server/400またはInternet
Connection	Server	for	IBM	i
ユーザー・プロファイル

A 10 	

		

*USER
*USERは、Visual	LANSAアプリケーション(x_run)を開始したユーザーID
を表します。LANSAスーパーサーバーからファンクションを実行して
いる場合、*USERは、サーバーへの接続に使用されたユーザーIDを表し
ます。Web環境で実行している場合、*USERには、LANSAユーザーIDが
保管されます。	Webセッションへのログオンに使用されたユーザーIDと
LANSAユーザーID間のマッピングは、Web	Administratorによって作成さ
れます。

*USER_AUTHENTICATED
*USER_AUTHENTICATEDは、オペレーティング・システムへのログオ
ンに使用され、選択された認証プロトコル(ケルベロスなど)によって認
証されたユーザーIDを表します。LANSAスーパーサーバーからファン
クションを実行している場合、*USER_AUTHENTICATEDは、サーバー
への接続に使用されたユーザーIDを表します。この変数は、Windowsの

its:lansa015.CHM::/SET_SESSION_VALUE.HTM
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みに適用され、IBM	iおよびLinuxではブランク文字列を返します。
Windowsでは、認証済みの名前は、ユーザーIDとドメイン/ワークグルー
プ/マシンの名前を含む完全修飾名です(例：
JohnCitizen@mydomain.com.au、JohnCitizen@Johnspc)。
LANSAスーパーサーバー・モードでは、ユーザーIDがローカル・ユー
ザーおよびドメイン・ユーザーの両方として定義されている場合、ロー
カル・ユーザーが認証に使用されます。
Web実行時環境では、*USER_AUTHENTICATEDは、Webセッションへ
のログオンに使用されたユーザーIDを表します。

									統合Windows認証が指定されている場合、Webセッションには、オペレーティング・シ
ステムへのログオンに使用されたユーザーIDが使用されます。

									それ以外の場合は、セッションの開始時に指定されたユーザーIDが使用されます。

									匿名アクセスが指定されている場合、*USER_AUTHENTICATEDはブランクになりま
す。

詳細については、「*WEBUSER」を参照してください。

例：

開始時の
ユーザーID

John 	

Windowsロ
グインID

MYDOMAIN\John 	

接続時の
ユーザーID

John 	

接続先 Windows	(サーバーに
MYDOMAIN\Johnとして
ログイン)

	

	 USER USER_AUTHENTICATED

ローカル John John@MYDOMAIN.COM.AU

サーバー側 John John@MYDOMAIN.COM.AU
	

開始時の
ユーザーID

John 	

Windowsロ MYDOMAIN\John 	



グインID

接続時の
ユーザーID

John 	

接続先 iSeries 	

	 USER USER_AUTHENTICATED

ローカル John John@MYDOMAIN.COM.AU

サーバー側 John 	
	

開始時の
ユーザーID

John 	

Windowsロ
グインID

MYPC\Mary 	

接続時の
ユーザーID

John 	

接続先 Windows	(サーバーに
MYDOMAIN\Johnとして
ログイン)

	

	 USER USER_AUTHENTICATED

ローカル John mary@mypc

サーバー側 John John@MYDOMAIN.COM.AU
	

開始時の
ユーザーID

John 	

Windowsロ
グインID

MYPC\Mary 	

接続時の
ユーザーID

Mary 	

接続先 Windows	(サーバーに 	



MYPC\Maryとしてログ
イン)

	 USER USER_AUTHENTICATED

ローカル John John@MYDOMAIN.COM.AU

サーバー側 John mary@serverpc
	

*WEBUSER
*WEBUSERは、Webセッションへのログオンに使用されたユーザーIDを
表します。統合Windows認証が指定されている場合、Webセッションに
は、オペレーティング・システムへのログオンに使用されたユーザーID
が使用されます。それ以外の場合は、セッションの開始時に指定された
ユーザーIDが使用されます。ユーザーIDは、*WEBUSERの長さに合わ
せて切り捨てられます。
*WEBUSERは、*USER_AUTHENTICATED値の最初の10バイトです。

例：
[ユーザー登録]が以下のように設定されているとします。

Web	ユーザー	ID Web	サー
バー名

Webサー
バー・
ポート

LANSA
ユーザー
ID

タイムア
ウト

John <ANY> <ANY> luser1 0

DFTUSR <ANY> <ANY> luser2 0

A123456789B123456789 <ANY> <ANY> luser3 0
	

WindowsログインID MYDOMAIN\John

接続時のユーザーID 統合Windows認証

接続先 Windowsサーバー

*WEBUSER John

*USER luser1



*USER_AUTHENTICATED John
	

WindowsログインID MYDOMAIN\Mary

接続時のユーザーID 統合Windows認証

接続先 Windowsサーバー

*WEBUSER Mary

*USER luser2

*USER_AUTHENTICATED Mary
	

WindowsログインID MYDOMAIN\John

接続時のユーザーID 基本認証(ログインID：
mydomain\Mary)

接続先 Windowsサーバー

*WEBUSER Mary

*USER luser2

*USER_AUTHENTICATED Mary
	

WindowsログインID MYDOMAIN\John

接続時のユーザーID 基本認証(ログインID：
A123456789B123456789)

接続先 iSeries

*WEBUSER A123456789

*USER luser3

*USER_AUTHENTICATED A123456789B123456789
	

システム変数および言語変数



11.2.3	ファンクションのみで有効な変数
以下のシステム変数は、RDMLファンクションとRDMLXロジックでの
み使用することができます。このシステム変数は、システムの他の部分
では意味を持ちません(つまり、リポジトリに定義されるフィールドで
デフォルトとして使用することはできません)。このシステム変数を別
のコンテキストで使用した場合、次の値が戻されます。
							"##	XXXXXXX	description	not	available	##"
	

システム変数 説明 タ
イ
プ

長
さ

小
数
点
の
位
置

*COMPONENT_DESC RDMLXロジックで、また
はRDMLXロジックから参
照されるときにアクティ
ブなコンポーネントの説
明。コンポーネント以外
のコンテキストで参照さ
れる場合、この値
は、*FUNCTION_DESCと
同じです。

A 40 	

*FUNCTION_DESC ファンクションまたはコ
ンポーネントの説明(ファ
ンクションにのみ使用)

A 40 	

*PROCESS_DESC プロセスまたはコンポー
ネントの説明(ファンク
ションにのみ使用)

A 40 	

	

注:システム変数*FUNCTION_DESCおよび*PROCESS_DESCは、現在の
言語で提供され、System	iでは中央に、Windowsでは左詰めで配置され
ます。

さらに、次のトピックも参照してください。



『Visual	LANSA開発者ガイド』の「システム変数評価プログラム」
組み込み関数の変数

システム変数および言語変数
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11.2.4	特殊変数
注意：システム変数は、LANSAシステム・レベルに存在するため、す
べての区画で共有されます。システム変数の値があるLANSA区画でア
プリケーションによって増分されると、すべての区画はこの変更された
値を使用します。
システム評価プログラムで使用するシステム変数
I/O状況をテストするシステム変数
	

システム変数および言語変数



システム評価プログラムで使用するシステム変数
以下のシステム変数は、この製品と共に提供されているシステム評価プ
ログラムで使用することができます。
SuperServerでは、ロック付きのクライアントはサーバーに転送され、こ
れらの変数がサーバーから取得されます。詳細については、
「DEFINE_ANY_SERVER」を参照してください。

システム変数 説明

*DTAssslllxxxxxxxxx 評価プログラムM@SYSDTAと連携して使用す
るときの特殊なデータ・エリア・システム変
数レイアウト。データ・エリアxxxxxxxxxxか
ら位置sssにある長さlllのデータを取得しま
す。

長さは256文字に制限されます。

*AUTOALPnnxxxxxxxxx 評価プログラムM@SYSNUMと連携して使用
するときの特殊なデータ・エリア・システム
変数レイアウト。データ・エリアxxxxxxxxxx
からnn長の数値を取得します。その数値を増
分し、データ・エリアを更新し、英数字値と
して戻します。

長さは15桁に制限されます。

*AUTONUMnnxxxxxxxxx評価プログラムM@SYSNUMと連携して使用
するときの特殊なデータ・エリア・システム
変数レイアウト。データ・エリアxxxxxxxxxx
からnn長の数値を取得します。その数値を増
分し、データ・エリアを更新し、数値として
戻します。

長さは15桁に制限されます。

	

	

評価プログラムの詳細については、『Visual	LANSA開発者ガイド』の
「システム変数評価プログラム」を参照してください。

特殊変数
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I/O状況をテストするシステム変数
次のシステム変数をファンクションで使用して、レコードがロックされ
ているI/Oエラーの有無をチェックすることができます。このシステム
変数の使用方法の詳細については、「レコードがロックされているI/O
状況」を参照してください。
スーパーサーバーのクライアントでは、I/O要求がサーバーで実行され
ている時、*DBMS_RECORD_LOCKEDでサーバーのレコードのロック
詳細を取り出します。詳細については、「DEFINE_ANY_SERVER」を
参照してください。

システム変数 説明 タ
イ
プ

長
さ
小数点
の位置

*DBMS_RECORD_LOCKED I/O状況でレコードがロック
されているかどうか(Y/N)

A 1 	

	

	

特殊変数



11.2.5	スーパーサーバー・システム変数

システム変数 説明

*SSERVER_CONNECTEDスーパーサーバー接続が存在しているか
どうかを(YまたはNで)示します。

*SSERVER_SSN 現在のスーパーサーバー接続SSN	(サー
バーの別名)を返します。

*SSERVER_TYPE 現在のスーパーサーバー接続タイプを返
します。値は以下のいずれかです。

AS400	-	DEFINE_OS_400_SERVER	(また
はDBID=*OS400)を使用してIBM	iサー
バーに接続している場合に返されます。
RDMLX400	-	DEFINE_ANY_SERVER	(ま
たはDBID=*ANY)を使用してIBM	iサー
バーに接続している場合に返されます。
OTHER	-	Windows、またはLinuxサー
バーに接続している場合に返されます。

NONE	-	サーバーに接続していない場合
に返されます。

	

システム変数および言語変数



11.2.6	組み込み関数で使う変数
以下のシステム変数は、組み込み関数でのみ使用することができます。
このシステム変数は、システムの他の部分では意味を持ちません(つま
り、リポジトリに定義されるフィールドでデフォルトとして使用するこ
とはできません)。このシステム変数を別のコンテキストで使用した場
合、次の値が戻されます。
							"##	XXXXXXX	description	not	available	##"

システム変数 説明 タイ
プ

長さ 小数
点の
位置

*BIF_SHUTDOWN シャットダウン呼
び出し(Y、N)

A 1 	

*BIF_ARGCOUNT 引数の数 N 7 0

*BIF_RETCOUNT 戻り値の数 N 7 0
	

システム変数および言語変数



11.3	複数言語対応テキスト変数
言語変数とは、使	用する言語に従って値を変更するテキスト文字列で
す。複数言語対応区画に固有の、特別な形式のシステム変数です。言語
変数は、システム変数のようにシステ	ム全体で利用できないことに注意
してください。
言語変数の使用の詳細については、『複	数言語アプリケーション設計ガ
イド』の「言語	変数」を	参照してください。
言語変数の作成または編集の方法については、『Visual	LANSAユーザー
ガイド』の「言語変	数」を	参照してください。
MTXT	変数名
最	大長
値

システム変数および言語変数

its:lansa070.chm::/lansa/mulb3_0005.htm
its:LANSA012.CHM::/l4wusr01_0145.htm


11.3.1	[MTXT変数名]
必須
言語変数の名前を指定します。

ルール
									先頭から5文字は"*MTXT"を使用します。

									残りの名前は1から15文字以内とします。ブランクを埋め込むことはできません。

									現在の区画内で一意にします。

警告
									*MTXT参照のほとんどはコンパイル時に含められます。*MTXT変数を変更した場合、
アプリケーションの再コンパイルが必要になります。これはフィールド/デフォルト/クロ
ス・リファレンス機能での使用が最も役に立ちます。例外は*MTXT変数がメッセージ・テキ
ストとして使用される場合です。この場合、取り出しは動的に行われるので再コンパイルの
必要はありません。

ヒントとテクニック
									RDMLコマンドでは入力フィールドの長さは8文字しかないため、ファンクション・
キー名は最大3文字までとします。

									*MTXT変数の命名基準を作成して使用します。

									パッケージ化されたシステムでは、あまり目立たない接頭辞を使用して独自性を保つよ
うにします。

									パネルまたはレポートのテキストとして使用する場合、直接的なRDML参照ではなく、
リポジトリの中のフィールドのデフォルトとして使用することが望まれます。クロス・リ
ファレンス機能が向上します。

									リポジトリ内のフィールドにも命名基準が必要です。デフォルトとして使用される言語
変数で使用される命名基準と同等にする必要があります。

複数言語対応テキスト変数



11.3.2	[最大長]
必須
言語変数の最大長を指定します。

ルール
									1から78の範囲内とします。

警告
									入力する「値」は指定された長さを超えてはいけません。

ヒントとテクニック
									RLTB言語では、右側からの長さです。

									DBCS言語ではシフト文字が含まれます。

注：78桁よりも長い値が入力された場合、長さは78桁に仮定されます。

	

複数言語対応テキスト変数



11.3.3	[値]
必須。指定された言語が使われる時の*MTXT変数の値を指定します。

ルール
									指定された「最大長」を超えてはいけません。

ヒントとテクニック
									RLTB言語ではキーは右から付けます。

									DBCS言語ではシフト文字が含まれます。

									必要に応じて大文字と小文字を使用します。

									最大長までの範囲内で手作業によるセンタリングを使用できます。

									LRTBやDBCS言語では、左からセンタリング(最大長内で)されます。

									RLTB言語では、右からセンタリング(最大長内で)されます。

									言語に特定の値が入力されていない場合、その言語には、デフォルト区画の言語の値が
使用されます。

参照

複数言語対応テキスト変数



12.	形式、値、コード
LANSAオブジェクト名
日付形式
標準フィールド編集コード
RDMLフィールド属性およびその使用法
RDML	I/O戻りコード
ヘルプ・テキストの拡張および代替値



12.1	LANSAオブジェクト名
すべてのオブジェクト命名規則を確認することを強くお勧めします。

オブジェクトのロング・ネーム、ショート・ネーム、及び識別
子の関係
LANSAオブジェクトには、それぞれロング・ネームと識別子の2つの名
前があります。一般的にどちらの名前を使用してもLANSAオブジェク
トに参照できます。
RDML区画の場合は、識別子のみの使用が許可されています。RDMLX
区画ではロング・ネームの使用が可能です。
ショート・ネームは識別子の別の呼び方です。LANSAエディターには
ショート・ネームを表示する設定があります。これが設定されている
と、エディターのブラウザ・ウィンドウでオブジェクト名の識別子が表
示されます。
LANSAガイドで"オブジェクト名"という言葉が使用されている場合、特
に指定がない限りロング・ネームでもショート・ネームでも使用できま
す。

一般的な命名規則
ここでは、LANSAリポジトリに格納されるすべてのオブジェクトに適
用される一般的なルールとガイドラインの一部を説明します。

									LANSA	オブジェクト名は、LANSA区画内で一意でなければなりません。例えば、
フィールドを名前EMPNOで作成した場合、他のオブジェクト(ファイル、コンポーネント、
ファンクションなど)にこの名前を使用することはできません。

									既存の識別子をロング・ネームにすることはできませんし、逆に識別子名をロング・
ネームにすることはできません。こうすることで、それぞれが区画内で一意の名前となり、
オブジェクト名が必要な時にどちらの名前でも使用することができます。

									名前は、大文字と小文字が区別されません。EMPNO、Empno、EmpNoは、同じ名前と
みなされます。

									名前の途中でブランク文字を入れることはできません。例えば、"EMP	NO"は有効な名
前ではありません。ただし、"EMP_NO"は一部のオブジェクトでは有効な名前です。

									オブジェクト名に次の予約接頭辞および予約名を使用しないことをお勧めします。_、
X、X_、COM、COM_、SYS、SYS_、SYSTEM、	SYSTEM_、LAN、LAN_、LANSA、
LANSA_、PRIM_

オブジェクトのロング・ネーム命名規則
									ロング・ネームは、a-z、A-Zの文字、および	0-9のみを含むものでなければいけませ
ん。

									読みやすいように入力時の大文字・小文字がそのまま残されますが、大文字・小文字の



区別なく一意でなければいけません。例えば、ロング・ネームAaはAaとして保存され、どこ
でもAaと表示されますが、AAやaaという名前をべつのオブジェクト名にすることはできま
せん。

									ロング・ネームの長さは、最大256文字です。

									最初の128文字は、LANSA区画内で一意でなければならず、識別子と同じにはできませ
ん。

									LANSAオブジェクト・タイプの規則も同じですが、フィールドのロング・ネームと
ファイルのロング・ネームは、以下に示されているように必要なターゲットのデータベース
により実装が異なります。

フィールドのロング・ネーム命名規則
									OracleおよびIBM	i	のDB2では、カラムの最大長は30文字です。ターゲットがこのいずれ
かのデータベースで、LANSAファイルのフィールドのロング・ネームが30文字より長い場
合、全てのデータベース内の全カラムでLANSAフィールドの識別子(ショート・ネーム)が使
用されます。

ファイルのロング・ネーム命名規則
									Oracleのテーブル識別子の最大長は30文字です。ターゲットがOracleで、ファイルのロ
ング・ネームが30文字より長い場合、全てのデータベースでテーブル識別子にLANSAファイ
ルの識別子(ショート・ネーム)が使用されます。

									このテーブル識別子に対する制限はOracleのみです。その他のサポートされているデー
タベースでは128バイトが使用されています。

オブジェクト識別子(ショート・ネーム)命名規則
									通常、すべての識別子はLANSAによってリポジトリで大文字に変換されます。

									名前の先頭の文字には、A〜Zを使用してください(文字$、@、#は、一部の名前で使用
できますが、お勧めしません)。

									簡単にするために、LANSAオブジェクト名には、A〜Zと1〜9だけを使用することを強
くお勧めします。特殊な文字(#、_、@、$など)は、一部のオブジェクト名で使用可能です
が、可搬性などに影響する可能性があります。

フィールド識別子
									先頭の文字にはA〜Zを使用する必要があります。フィールド識別子には@を使用しな
いでください。文字$、_、#を使用することはできますが、お勧めしません。

									フィールド識別子は、最大9文字に制限されています。

									SQLxxx	のようなフィールド識別子の使用は控えてください。SQL(Structured	Query
Language)機能を使用するファンクションでこのようなフィールド識別子が使用された場合、
問題が発生する可能性があります(IEコマンド	SELECT_SQL)。

コンポーネント識別子
									先頭の文字にはA〜Zを使用する必要があります。コンポーネント識別子には@を使用
しないでください。文字$、_、#を使用することはできますが、お勧めしません。

									コンポーネント識別子は、最大9文字に制限されています。



ファイル識別子
次のルールは、物理ファイル識別子と論理ファイル識別子の両方に適用
されます。

									ファイル識別子は、ターゲット・オペレーティング・システムとDBMSに対して有効で
なければなりません。

									ファイル識別子は、最大10文字に制限されています。

									先頭の文字には、A〜Z、$、#、@のいずれかを使用する必要があります。残りの文字
には、A〜Z、0〜9、$、#、@を使用することができます。ただし、	"_"(アンダースコア)を使
用することはできません。

									アクセス経路は、個別のLANSAオブジェクトではなく、ファイル定義の一部とみなさ
れます。アクセス経路の名前は、ファイル定義内で一意でなければなりません。アクセス経
路の名前は、一般の命名規則に従う必要があります。

プロセス識別子
									プロセス識別子は、LANSAシステム全体で一意でなければなりません。

									プロセス識別子には最大8文字を使用することをお勧めします。プロセス識別子の最大
長は、10文字です。

									IBM	i：プロセス識別子は、LANSA区画内で一意でなければなりません。ファンクショ
ン名は、そのファンクションが作成されるプロセス内で一意でなければなりません。

									Windows：	プロセス識別子は、LANSAシステム全体で一意でなければなりません。す
べてのファンクションは、タイプ*DIRECTとして定義する必要があります。	ファンクション
識別子は、区画内で一意でなければなりません。

									Windows：	Windowsで10文字のプロセス識別子を使用した場合、一部のプログラム名の
生成時に先頭の文字が切り捨てられるため、残りの9文字は一意である必要があります。

ファンクション識別子
									RDML	ファンクション	識別子に"_"(アンダースコア)を使用することはできません。

									ファンクション識別子、Fnnnnnn/Cnnnnnn/Pnnnnnn(nnnnnnには、1から99999までの数値
が入ります)は、予約語です。

									ファンクション識別子、MENU、EXIT、HELP、SELECT、EOJ、ERROR、RETRN、
*ANYは、予約語です。

									ファンクション識別子は、最大7文字に制限されています。

									IBM	i：ファンクション識別子は、そのファンクションが作成されるプロセス内で一意
でなければなりません。

									Windows：	すべてのファンクションは、タイプ*DIRECTとして定義する必要がありま
す。ファンクション識別子は、区画内で一意でなければなりません。

プラットフォームについて
									#、	$、@などの文字は、アプリケーションが複数の国で実行される場合、言語コードの
変換問題が発生する可能性があります。オブジェクト識別子では、特殊な文字を注意して使



用するか、特殊な文字を使用しないようにしてください。

									マルチプラットフォーム・アプリケーションの場合、	LANSAオブジェクト識別子に
は、A〜Z、0〜9だけを使用してください。A〜Z、0〜9は、コード・ページが異なっても変
化しません。したがって、異なるプラットフォームのオペレーティング・システム間で通信
を使用したとき、オブジェクト名識別子は正確に一致します。



12.2	日付形式
日付の組み込み関数は、以下の1つまたは複数の形式を引数または戻り
値として使用することができます。関連する組み込み関数の記述は、ど
の形式が引数として使用され、どの形式が戻り値として使用されるかを
示します。

コード 日付の形式

A ｼｽﾃﾑ日付形式

B DDMMYY

C DD/MM/YY

D YYMMDD

E YY/MM/DD

F MMDDYY

G MM/DD/YY

H DDMMYYYY

I DD/MM/YYYY

J YYYYMMDD

K YYYY/MM/DD

L MMDDYYYY

M MM/DD/YYYY

N DDMMMYY	(例：	03JUL87)

O DDMMMYYYY	(例：03JUL1987)

P DDxx	MMMMMMMMM	YY	(例：16TH	SEPTEMBER	87)

Q DDxx	MMMMMMMMM	YYYY	(例：16TH	SEPTEMBER
1987)

R DDD	(MON、TUE、WED、など)



S DDDDDDDDD	(MONDAY、TUESDAY、WEDNESDAYなど)

T DDDDDDDDDD	(LLLLLLLLLLなど、選択されている言語
での表示)

U MMMMMMMMMM	(LLLLLLLLLLなど、選択されている言
語での表示)

V 8桁のシステム日付形式

W YYMM

X MMYY

Y YYYYMM

Z MMYYYY

1 CYYMMDD



12.3	標準フィールド編集コード
フィールド編集コードは、リポジトリに格納されています。このコード
は、アプリケーションによって要求される形式でデータを戻すために使
用します。
出力が予想していた形式でない場合、修正するために編集コードを変更
する必要があります。

コード コンマ 小数点 先行ゼロ
の非表示

ゼロ・バ
ランス

使用する
符号のタ
イプ

位置

1 Y Y Y Y なし 	

2 Y Y Y 	 なし 	

3 	 Y Y Y なし 	

4 	 Y Y 	 なし 	

A Y Y Y Y CR 末尾

B Y Y Y 	 CR 末尾

C 	 Y Y Y CR 末尾

D 	 Y Y 	 CR 末尾

J Y Y Y Y - 末尾

K Y Y Y 	 - 末尾

L 	 Y Y Y - 末尾

M 	 Y Y 	 - 末尾

N Y Y Y Y - 先行

O Y Y Y 	 - 先行

P 	 Y Y Y - 先行

Q 	 Y Y 	 - 先行

W	** 	 	 	 	 	 	



Y	* 	 	 Y 	 	 Y

Z	* 	 	 Y 	 	 	

**	Wは、i5/OSバージョンを考慮した、特別な日付編集コードです。
IBMマニュアル『データ記述仕様（DDS)』のキーワードDDS、
RPG/400、および『ILE	RPG	解説書』の編集コードセクションを参照し
てください。
*	Yは特殊な日付編集コードで、Zは特殊な符号除去編集コードです。



12.4	RDMLフィールド属性およびその使用法
FIELDパラメータでフィールドを定義するときは、関連するさまざまな
属性をフィールドに持たせることができます。同じことが、FETCH、
DISPLAY、UPRINTなどのI/OコマンドのFIELDパラメータや、
GROUP_BY、DEF_LIST、DEF_HEAD、DEF_FOOT、DEF_LINE、
DEF_BREAKなどのコマンドのFIELDパラメータで等しく適用されま
す。
拡張可能グループのフィールドに割り当てられた属性は無視されます。
詳細については、「拡張可能なグループに関する特記事項」を参照して
ください。
FIELDパラメータ内のフィールドに、関連する属性を持たせる場合、
フィールドとその属性を一緒にして括弧で個別に囲む必要があります。
例えば、次の例を考えてみましょう。a1からa7は#ORDLINフィールドに
割り当てる特別属性です。
REQUEST				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT)
また次のコマンドも同様の処理を行います。
GROUP_BY			#ORDERLINE	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT)
REQUEST				FIELDS(#ORDERLINE)

#ORDLINフィールドに、ある特別の属性を持たせる場合、次のように
コマンドを修正する必要があります。
REQUEST				FIELDS((#ORDLIN	a1	a2	a3	a4	a5	a6	a7)	#PRODUCT)
GROUP_BY		#ORDERLINE	FIELDS((#ORDLIN	a1	a2	a3	a4	a5	a6	a7)
																													#PRODUCT)
REQUEST			FIELDS(#ORDERLINE)
リストまたはグループ内のフィールドに最大7個までの特別属性を割り
当てることができます。

属性に関する注意事項
拡張可能グループのフィールドに割り当てられた属性は無視されます。
次の例では、REQUESTコマンド内で、#XG_001拡張可能グループの
FA001フィールドの属性は無視されます。
GROUP_BY			NAME(#XG_001)	FIELDS((#FA001	*BLUE	*BL)	(#FA002))
GROUP_BY			NAME(#XG_002)	FIELDS((#XG_001)	(#FA003))
REQUEST				FIELDS(#XG_002)
リストまたは別の拡張可能グループ内の拡張可能グループに割り当てら
れた属性も無視されます。
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次の例では、REQUESTコマンド内の#XG_001拡張可能グループに割り
当てられた属性は無視されます。
GROUP_BY			NAME(#XG_001)	FIELDS((#FA001)	(#FA002)	(#FA003))
REQUEST				FIELDS((#XG_001	*BLUE	*BL))
フィールド・リスト内の個別のフィールドに割り当てられた属性(拡張
可能グループ・エントリーを含む)は認識されます。
次の例では、REQUESTコマンド内の#FA005フィールドに割り当てられ
た属性のみが認識されます。
GROUP_BY			NAME(#XG_001)	FIELDS((#FA001	*BLUE	*BL)	(#FA002))
GROUP_BY			NAME(#XG_002)	FIELDS((#FA003	*BL)	(#FA004))
REQUEST				FIELDS((#XG_001)	(#XG_002)	(#FA005	*BLUE	*BL))
フィールドに使用可能な特別属性の一覧と例については、以下のトピッ
クを参照してください。
出力専用属性
フィールド条件付け属性
フィールド表示属性
フィールド識別属性
フィールド位置属性
非表示フィールド属性と選択フィールド属性
新規形式属性と繰り返し属性
印刷制御属性



12.4.1	出力専用属性
以下の属性は、同義です。この属性を使用すると、フィールドは「出力
専用」または「変更不可」フィールドになり、そのフィールドは、画面
に表示されたときに常にユーザーによって変更することができません。

									*NC

									*NOCHG

									*NOCHANGE

									*OUT

									*OUTPUT

									*OUTONLY

例:：
このコマンドによって、フィールド#A、#B、#Cがユーザーに表示さ
れ、CHANGEファンクション・キーが使用可能になります。これによっ
て、画面上での入力が可能になり、画面上で情報を変更することができ
ます。ただし、フィールド#Cには属性*NOCHGが指定されているため、
変更することはできません。
DISPLAY		FIELDS(#A	#B	(#C	*NOCHG))	CHANGE_KEY(*YES)
以下の属性は、同義です。この属性を使用すると、フィールドは「入力
フィールド」になり、そのフィールドは、画面の処理モードに関係な
く、常に変更することができます。画面モードの詳細については、
「Input	Only	Attributes」セクションを参照してください。

									*IN

									*INP

									*INPUT

例：
このコマンドによって、フィールド#A、#B、#Cがユーザーに表示され
ます。画面が「表示」モードの場合、フィールド#Aと#Bは、ユーザー
によって変更することができません。ただし、フィールド#Cには属性
*INPUTが指定されているので、フィールド#Cは、画面モードに関係な
く常に「入力可能」です。
DISPLAY		FIELDS(#A	#B	(#C	*INPUT))



12.4.2	フィールド条件付け属性

属性 説明

*axxxxxxxx *axxxxxxxxには、DEF_CONDコマンドによって
あらかじめ定義されている条件の名前が入りま
す。名前*axxxxxxxxは、条件定義に適用される
命名規則に従う必要があります。*UL、*INな
ど、別のタイプの属性名と重複する条件名は使
用しないでください。

*axxxxxxxx属性だけを使用すると、条件が真の
とき、関連するフィールドが画面パネルまたは
レポートに表示されるだけです。

*INOUTCOND
*IOCOND

この2つの属性は、同義です。
この属性を*axxxxxxxx属性と共に使用すると、
画面パネルにフィールドが存在するかどうかを
条件付けるのではなく、フィールドがユーザー
によって入力可能または変更可能かどうかを条
件付けることができます。
関連する条件が真の場合、フィールドは、(現
在の画面モードに関係なく)入力可能になりま
す。同様に、関連する条件が偽の場合、フィー
ルドは、(現在の画面モードに関係なく)入力不
可になります。
複数の*IOCOND(または*INOUTCOND)を
フィールド属性として使用した場合、最後の1
つだけが、フィールドを入力可能にするかどう
かを制御するために使用されます。それ以外は
無視されます。

重要：
この属性は、レポート・レイアウトでは有効で
はありません。また、この属性は、一部のユー
ザーが体験する特別な状況に対応するために実
装されています。さまざまなパネル上の複数の
フィールドでこの属性を継続して使用している
場合、ユーザーのアプリケーション・アーキテ
クチャを簡略化し、この属性の使用回数を減ら



すことを十分に検討してください。

例：
このコマンドによって、表示パネルが作成され、課番号が462(経理課)で
ある場合、またはアプリケーション・グループがHOFF(本社)の場合、
フィールド#SALARYが画面パネルに表示されます。
DEF_COND	NAME(*AUTSAL)	COND('(#DEPT	=	462)	*OR	(#GROUP	=	HOFF)')
DISPLAY		FIELDS(#A	#B	(#SALARY	*AUTSAL)	#C	#D	#E	#F)
次のコマンドでは、表示パネルが作成され、課番号が462(経理課)である
場合、またはアプリケーション・グループがHOFF(本社)の場合、フィー
ルド#SALARYは入力可能になります。上記以外の場合、フィールド
SALARYは表示されますが、ユーザーによってそのフィールドを入力
(つまり、変更)することはできません。
DEF_COND	NAME(*CHGSAL)	COND('(#DEPT	=	462)	*OR	(#GROUP	=	HOFF)')
DISPLAY		FIELDS(#A	#B	(#SALARY	*CHGSAL	*IOCOND)	#C	#D	#E	#F)



12.4.3	フィールド表示属性

属性 説明

*AB ブランク入力可能

*ME 入力必須項目チェック

*MF 全桁入力チェック

*M10 Modulus	10	のチェック

*M11 Modulus	11	のチェック

*VN 名前の妥当性チェック

*FE フィールド	EXITキーを必要に設定

*LC 小文字入力可能この属性を指定しない場合は、
『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム区画
の言語属性を表示または変更する」の「PC	ロ
ケールによる大文字変換指定」を参照してくだ
さい。

*LCASE 	

*LOWER 	

*LOWERCASE 	

*RB 右寄せブランクの埋め込み

*RZ 右寄せゼロの埋め込み

*RL カーソルを右から左に移動

*RLTB カーソルを左から右、上から下にタブﾞ移動。
SAA/CUA区画でのみ有効。ファンクションの画
面パネルすべてに影響します。

*GRN 緑色表示

*GREEN 	

*WHT 白色表示
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*WHITE 	

*RED 赤色表示

*TRQ 青緑色表示

*TURQ 	

*YLW 黄色表示

*YELLOW 	

*PNK ピンク色表示

*PINK 	

*BLU 青色表示

*BLUE 	

*BL 明滅表示

*CS 欄の区切り線の表示

*HI 高輝度表示

*ND 非表示(非表示フィールド)

*RA レコードの自動前進フィールド

*SREV 反転形式で保存。この特別な属性は、双方向言
語用です。このコンテキストには適用できませ
ん。

SBIN Binary形式で保存。この特別な属性は、リポジト
リ・フィールド用です。このコンテキストには
適用できません。

例：
フィールド#Aは青色で表示され、フィールド#Bは緑色で表示されま
す。フィールド#Cは、小文字で入力することができます。
DISPLAY		FIELDS((#A	*BLUE)(#B	*GRN)(#C	*LC))



12.4.4	フィールド識別属性

属性 説明

*COLUMN	*COL
*COLHEAD
*COLHDG

この2つの属性は、同義です。
フィールドは、画面上でその列見出しによって
識別されます。

*LAB	*LABEL この2つの属性は、同義です。
フィールドは、画面上でそのラベルによって識
別されます。

*DES	*DESC この2つの属性は、同義です。
フィールドは、画面上でその記述によって識別
されます。
この属性は、SAA/CUA準拠の区画でのみ有効で
す。また、画面パネル上のフィールドが属性
*DES/*DESCを直接またはデフォルトで使用して
いる場合、そのフィールドは、自動的に「先行
ドット」によって埋められ、末尾に"."(入力
フィールドの場合)または":"(保護フィールドの場
合)が追加されます。すべての記述の最大長は、
画面パネル上の任意のフィールドの記述の最大
長に6文字("	.	.	."または"	.	.	:")を加えた長さになり
ます。属性*DES/*DESCをレポートに使用するこ
とはできません。

*NOID
*NOIDENT

この2つの属性は、同義です。
フィールドは画面上で識別されません。フィー
ルドは表示されるだけです。

例
このコマンドによって、フィールド#Aはその列見出しによって識別さ
れ、フィールド#Bは識別されません。また、フィールド#C、#D、#E
は、それぞれのラベルによって識別されます(IDENTIFYパラメータに
よって、特定の識別属性を持たないフィールドに対してデフォルトの識
別方法が指定されているためです)。
DISPLAY	FIELDS((#A	*COL)



(#B	*NOID)	#C	#D	#E)	IDENTIFY(*LABEL)
このコマンドによって、#E以外のフィールドは、その列見出しによって
識別されます。フィールド#Eは識別されません。フィールド#Eは画面に
表示されるだけです。
DISPLAY	FIELDS(#A	#B	#C	#D	(#E	*NOID))	IDENTIFY(*COLHDG)



12.4.5	フィールド位置属性

属性 説明

*Rnnn
*Lnnn

この2つの属性は、同義です。
この属性を使用して、フィールドを配置する画面/レ
ポート上の特定の行を指定します。
注：この属性は、ブラウズ・リストのフィールドに
対して指定すると、無視されます。

*Cnnn
*Pnnn

この2つの属性は、同義です。
この属性を使用して、フィールドを配置する画面/レ
ポート上の特定の列/位置を指定します。
特別注記(右から左に記述する言語のみ)：右から左
に記述する言語を使用していて、自動「ミラーリン
グ」機能(FUNCTIONコマンドを参照)を使用不可に
していない場合、指定する列/位置は、右から左に向
かうパネルまたはレポートの位置に自動的に「反
転」または「鏡映」されます。この機能によって、
パネルまたはレポートのレイアウトを右から左に向
かうレイアウトから左から右に向かうレイアウト(ま
たはその反対)に簡単に変更することができます。た
だし、すべての位置が必ず左から右に向かう形式で
指定されるということではありません。したがっ
て、手動でRDMLを変更するよりも画面またはレ
ポートのペインター機能を使用する方が、非常に簡
単にパネルまたはレポートのレイアウトを変更する
ことができます。

例
左から右に記述する言語の場合、このコマンドによって、データ・ディ
クショナリ・ラベルが接頭辞として付いているフィールド#Aは、行2、
位置10に配置されます。また、フィールド#Bは、行5、位置15に配置さ
れます。
DISPLAY	FIELDS((#A	*L2	*P10)(#B	*L5	*P15))
注：フィールドの行番号と列番号の手動指定は、手間のかかる作業で
す。LANSA画面設計機能を使用すれば、すばやく簡単に指定すること
ができます。この画面設計機能によって、必要な行番号と列番号が自動



的に生成されます。
詳細については、『Visual	LANSAユーザーガイド』の「ファンクショ
ン・スクリーン・デザイナ」を参照してください。
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12.4.6	非表示フィールド属性と選択フィールド属性

属性 説明

*HIDE
*HIDDEN

この2つの属性は、同義です。
この属性を使用すると、フィールドは「非表示」にな
り、画面に表示されません。
この属性の主な目的は、フィールドをブラウズ・リスト
に追加するが、そのフィールドを実際には画面に表示し
ないようにすることです。リストとリスト処理の詳細に
ついては、DEF_LISTコマンドを参照してください。

*SEL
*SELECT

この2つの属性は、同義です。
この属性を使用すると、フィールドを使用してリストか
らエントリーを「選択」することができます。この属性
が指定されたフィールドは、表示モードに関係なく入力
可能になります。リストとリスト処理の詳細について
は、DEF_LISTコマンドとSELECTLISTコマンドを参照し
てください。

例
次のRDMLプログラムでは、*HIDDEN属性と*SELECT属性を使用し
て、ユーザーに顧客の総称名を入力するよう要求しています。入力条件
に一致する顧客名がすべて表示され、その顧客名を選択すると、詳細を
表示することができます。
DEFINE			FIELD(#CHOOSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	COLHDG('Sel')
DEF_LIST	NAMED(#BROWSE)		FIELDS((#CHOOSE	*SELECT)	#NAME	(#CUSTNO	*HIDDEN))
GROUP_BY	NAME(#CUSTOMER)	FIELDS(#CUSTNO	#NAME	#ADDR1	#ADDR2	#POSTCD)
REQUEST				FIELDS(#NAME)
CLR_LIST			NAMED(#BROWSE)
SELECT		FIELDS(#BROWSE)	FROM_FILE(CUSMSTV1)	WITH_KEY(#NAME)	GENERIC(*YES)
ADD_ENTRY		TO_LIST(#BROWSE)
ENDSELECT
	
DISPLAY				BROWSELIST(#BROWSE)
	
SELECTLIST	NAMED(#BROWSE)	GET_ENTRYS(*SELECT)
FETCH						FIELDS(#CUSTOMER)	FROM_FILE(CUSMST)	WITH_KEY(#CUSTNO)



DISPLAY				FIELDS(#CUSTOMER)
ENDSELECT
	
このRDMLプログラムでは、次の点に注意してください。

									実行可能コマンドの最初のブロックでは、ユーザーに顧客名を入力するよう要求し、総
称的に一致する名前を持つ全顧客のリストを作成します。

									最初のDISPLAYコマンドでは、コードの最初のブロックによって作成されたリストを表
示します。リストは、次のように表示されます。

					Sel					Customer	name
						_						XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX					
						_						XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX					
						_						XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX					

						"Sel"列が入力可能であることに注意してください。これは、フィー
ルド#CHOOSEに*SELECT属性を割り当てているためです。

						また、フィールド#CUSTNOが画面に表示されないことに注意してく
ださい。これは、フィールド#CUSTNOに属性*HIDDENが指定されて
いるためです。このフィールドは表示されていませんが、各リスト・
エントリーの一部であり、詳細を表示するのに必要な顧客レコードを
取り込むために最終ループで使用されます。

									SELECTLIST/ENDSELECTループによって、	リスト内のエントリーが処理されます。
GET_ENTRYS(*SELECT)パラメータによって、フィールド#CHOOSEでブランク以外の値を
持つエントリーだけが処理のために選択されます。GET_ENTRYSパラメータとDEF_LISTコ
マンド内の*SELECT属性との間にリンクがあることに注意してください。

									SELECTLIST/ENDSELECTループ内では、リストには存在するがユーザーには非表示に
するよう定義されたフィールド#CUSTNOは、詳細を表示するのに適切な顧客レコードを取
得するために使用されます。この場合、フィールド#NAMEが関連する顧客に一意キーを提供
しないため、このような操作を行う必要があります。

						*SELECT属性は、他にもさまざまな方法で使用することができま
す。次の例を検討してみましょう。

				DEFINE				FIELD(#CHOOSE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)	COLHDG('Sel')
				DEF_LIST	NAMED(#BROWSE)	FIELDS((#CHOOSE	*SELECT)	#ORDER	#DATDUE)
				REQUEST			FIELDS(#DATDUE)
				CLR_LIST		NAMED(#BROWSE)
				SELECT				FIELDS(#BROWSE)	FROM_FILE(ORDHDRV3)	WITH_KEY(#DATDUE)
				ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSE)
				ENDSELECT
				DISPLAY			BROWSELIST(#BROWSE)
					-->	SELECTLIST	NAMED(#BROWSE)	GET_ENTRYS(*SELECT)
				|



				|						CASE							OF_FIELD(#CHOOSE)
				|
				|						WHEN							VALUE_IS('=	CUS')
				|																	<	display	customer	details	>
				|						WHEN							VALUE_IS('=	DET'	'=	LIN')
				|																	<	display	line	item	details	>
				|						WHEN							VALUE_IS('=	HIS')
				|																	<	display	customer	payment	history	>
				|						WHEN							VALUE_IS('=	STS')
				|																	<	display	order	status	>
				|
				|						ENDCASE
				|
					---	ENDSELECT
									最初の例と同様に、コマンドは、「納期」を入力するよう要求します。関連するすべて
の受注のリストが作成され、表示されます。リストは、次のように表示されます。

					Sel					Order					Date	Due
						_					9999999					99/99/99					
						_					9999999					99/99/99					
						_					9999999					99/99/99					
						_					9999999					99/99/99					

									SELECTLIST/ENDSELECTループは、フィールド#CHOOSE内でブランク以外の値を持
つリスト内の全エントリーを処理するよう要求しています。また、ループは、フィールド
#CHOOSEの内容にも作用するため、受注に関する顧客、明細、支払い履歴、状況が表示さ
れます。



12.4.7	新規形式属性と繰り返し属性

属性 説明

*NEWFORMATこの属性は、DISPLAY、REQUEST、POP_UPコマ
ンドで有効です。この属性を使用すると、フィール
ドは新しい画面形式に配置されます。	
注：この属性は、Visual	LANSAでは無視されま
す。

*REPEAT この属性は、DISPLAY、REQUEST、POP_UPコマ
ンドで有効です。この属性を使用すると、フィール
ドは要求される形式ごとに繰り返されます。

例
このコマンドでは、DISPLAYコマンドによって2つの異なる画面形式が
設計されます。1つの画面形式には、フィールド#A、#B、#Cが配置され
ます。もう1つの画面形式(*NEWFORMAT属性によってトリガーされる)
には、フィールド#D、#E、#Fが配置されます。
DISPLAY	FIELDS(#A	#B	#C	(#D	*NEWFORMAT)	#E	#F)

DISPLAY、REQUEST、またはPOP_UPコマンドが複数の画面形式を使用
している場合(指定されたすべてのフィールドが1つの画面形式に収まら
ない、または*NEWFORMAT属性が指定されているため)、その画面形式
を1つの「長い」形式として扱うことが可能です。DISPLAYまたは
REQUESTコマンドが実行されると、すべての画面形式が順に表示され
てから、次のRDMLコマンドが実行されます。詳細については、
DISPLAYコマンドまたはREQUESTコマンドを参照してください。
このコマンドによって、フィールド#A	->	#Zが表示されます。また、
フィールド#Aには属性*REPEATが指定されています。つまり、フィー
ルド#A	->	#Zが1つの画面形式に収まらない場合、設計される追加の画面
形式ごとにフィールド#Aが繰り返し表示されます。
DISPLAY	FIELDS((#A	*REPEAT)	#B	#C	......	#Z)



12.4.8	印刷制御属性
印刷制御属性は、主にUPRINT(未フォーマット印刷)コマンドに適用さ
れます。PRINTコマンド(および関連するDEF_XXXXXコマンド)を使用
することによって、ここで説明するすべての機能をより高度な別の方法
で簡単に実現することができます。詳細については、PRINTおよび
DEF_XXXXX印刷定義コマンドを参照してください。
また、『Visual	LANSA開発者ガイド』の「LANSAによるレポート作成」
も参照してください。
非常に簡単なリスト形式のレポートに対してのみUPRINTコマンドを使
用することをお勧めします。重要なアプリケーション・レポート、複数
言語レポート、双方向言語レポートには、PRINTコマンドだけを使用し
てください。

属性 適用
先	UPRINT

適用
先	PRINT

説明

*NEWPAGE 可 不可 このフィールドの内容を変更
すると、新しいページが開始
されます。

*TOTAL
*TOT

可 不可 このフィールドの小計が計算
されます。

*TOTLVLn
*TOTLEVELn

可 不可 このフィールドの内容を変更
すると、小計がトリガーさ
れ、「レベル制御切れ」nで印
刷されます。

*ONCHANGE可 不可 このフィールドは、内容が変
更されたときだけ印刷されま
す。

*NOPRINT
*NOPRT

可 不可 このフィールドは印刷されま
せん。

例
ACCOUNTSというファイルに、次のフィールドとデータが入っている
とします。

会社(#COMP)部門 課(#DEPT) 支出 収入
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(#DIV) (#EXPEND) (#REVNU)

01 1 ADM 400 576

" " MKT 678 56

" " SAL 123 6784

" 2 ADM 46 52

" " SAL 978 456

" 3 ACC 456 678

" " SAL 123 679

02 1 ACC 843 400

" " MKT 23 0

" " SAL 876 10

" 2 ACC 0 43

ファイルのキーが#COMP、#DIV、#DEPTの場合、次のRDMLプログラ
ムによって、このファイルからページ番号と小計付きのレポートが生成
されます。
GROUP_BY			NAME(#ACCOUNTS)		FIELDS((#COMP	*TOTLEVEL1	
										*NEWPAGE	*ONCHANGE)	
										(#DIV		*TOTLEVEL2)	
										(#DEPT		*TOTLEVEL3)	
										(#EXPEND	*TOTAL)	
										(#REVNU		*TOTAL))
SELECT					FIELDS(#ACCOUNTS)	FROM_FILE(ACCOUNT)
UPRINT					FIELDS(#ACCOUNTS)
ENDSELECT
ENDPRINT
使用するフィールド属性について、次の点に注意してください。

									*NEWPAGE属性を使用すると、会社番号が変更されると必ず新しいページが開始され
ます。

									*ONCHANGE属性を使用すると、フィールド#COMPNOは、変更時のみ印刷されます。

									*TOTLEVELn属性によって、要求される合計「レベル制御切れ」を示します。この場
合、会社、部門(会社内)、および課(会社の部門内)別の合計が必要になります。



									*TOTAL属性を使用すると、フィールドが合計されます。この場合、支出フィールドと
収入フィールドが合計されます。

									総計も計算されます。*TOTAL属性を使用すると、印刷ファイルが閉じられると自動的
に総計行が作成されます(ENDPRINTコマンドを参照)。



12.5	RDML	I/O戻りコード
ほとんどのLANSAデータベース・コマンドは、完了したときに「戻り
コード」を発行します。この戻りコードは必ず#IO$STSと呼ばれる
フィールドにマッピングされ、他のフィールドと同様に条件ステートメ
ントで使用することができます。戻りコードはユーザー定義のフィール
ドにマッピングすることもできます。マッピング方法については、必要
なコマンドのIO_STATUSパラメータを参照してください。
ただし、通常の商用ファンクションにおいては、すべてのファンクショ
ンで、致命的なエラーが発生したときに自動でエラー処理を実行してエ
ラーに対処する方法を採用する必要があります。I/O操作が正常に動作
したか、正常に動作しなかった(動作しなかった場合は、戻りコードで
はなくメッセージにより理由が示されます)かが示されます。
すべてのI/O戻りコードの値とその意味を以下のリストに示します。

戻り
コード

記述/意味

OK OK。操作が正常に終了しました。エラーは見つかりませ
んでした。

ER 致命的なエラー。致命的なエラーが見つかりました。エ
ラーは回復できない可能性があります。問題の原因を究
明、修正して、再度操作を試みてください。

当章に、ロックされたレコードのI/Oステータスを掲載した
セクションがあります。そちらも参照してください。

VE 妥当性検査エラー。挿入、更新、または削除操作において
ファイルまたはディクショナリ・レベルの妥当性検査に失
敗しました。

NR レコードなし。要求に合致するレコードを見つけることが
できませんでした。

EF ファイルの終わり。読み込み操作でファイルの終わりが見
つかりました。

BF ファイルの先頭。逆方向読み込みでファイルの先頭が見つ
かりました。

EQ 同一キーが見つかった。ファイルに指定したキーと同じ



キーを持つレコードが見つかりました。

NE 同一キーが見つからなかった。指定したキーと同じキーを
持つレコードを見つけることができませんでした。

I/O操作の完了後に実施する戻りコードの検査にはさまざまな方法があ
ります。
1つ目は、常にI/Oコマンドのデフォルト・パラメータである
IO_STATUS(*STATUS)を使用する方法です。この場合、戻りコードは
#IO$STSと呼ばれるフィールドにマッピングされます。そしてこの
#IO$STSは他のフィールドと同様に参照することができます。例えば、
以下のようになります。
FETCH			FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDER)
IF						COND('#IO$STS	*NE	OK')
MESSAGE	MSGTXT('Order	not	found	in	current	order	file')
ENDIF

2つ目は、IO_STATUSパラメータを使って戻りコードをユーザー定義の
フィールドにマッピングする方法です。例えば、以下のようになりま
す。
DEFINE		FIELD(#RETCODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)
FETCH			FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDER)
								IO_STATUS(#RETCODE)
IF						COND('#RETCODE	*NE	OK')
MESSAGE	MSGTXT('Order	not	found	in	current	order	file')
ENDIF

3つ目は、IF_STATUSコマンドを使って最新の戻りコードを自動で検査
する方法です(これが最適だと考えられます)。上記例は以下のようにな
ります。
FETCH					FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHDR)	WITH_KEY(#ORDER)
IF_STATUS	IS_NOT(*OKAY)
MESSAGE			MSGTXT('Order	not	found	in	current	order	file')
ENDIF
詳細と例については、「IF_STATUSコマンド」を参照してください。
参照
I/Oコマンド戻りコード表
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12.6	ヘルプ・テキストの拡張&代替値
ヘルプ・テキストは、フィールド、プロセス、ファンクションに対して
入力することができます。ヘルプ・テキストを追加または修正する方法
については、「フィールド・ヘルプ・テキスト」および「プロセス・ヘ
ルプ・テキスト」を参照してください。
以下のリストにある特殊な代替値/制御値を挿入することによって、ヘ
ルプ・テキストを表示するときに実際の値を追加することができます。
代替変数/制御値
代替値/制御値	-	Visual	LANSAのみ
ヘルプ・テキストの属性
フィールド、プロセス、またはファンクションに新しいヘルプ・テキス
トを作成するとき、「標準フォーム」を使用してヘルプを作成できるオ
プションが用意されています。
「標準フォーム」によって、フィールド、プロセス、またはファンク
ションに関連付けるヘルプ・テキストを標準レイアウトにフォーマット
することができ、これによって、ユーザーによるヘルプ・テキストの入
力をレイアウトと形式に関して統一することができます。

its:lansa015.chm::/l4wtgu01_0035.htm
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12.6.1	代替値/制御値
参照
ヘルプ・テキストの拡張および代替値
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊文字の使い方」

代替値 記述、影響、コメント

$$PAGE 文字列"Page	:	999"をテキストに挿入しま
す。現在のヘルプ・テキストのページ番
号をユーザーに知らせるために使用しま
す。

$$NEWPAGE 新しいヘルプ・テキストのページを開始
します。ヘルプ・テキストのページ長の
デフォルトは18行です。値$$NEWPAGE
が含まれた行が、表示されるヘルプ・テ
キストに挿入されます。値	$$NEWPAGE
はブランクで置換されます。

$$TITLE	XXXXXXXX タイトルをヘルプ・テキストに関連付け
る必要があることをLANSAに指定しま
す。指定可能なタイトルの最大文字数は
40です。LANSAはタイトルを自動的にセ
ンタリングし、大文字に変換します。値
$$TITLEが含まれた行は、表示されるヘ
ルプ・テキストに挿入されません。

$$FLDNAM 現在のフィールドの名前をヘルプ・テキ
ストに挿入します。この値は、フィール
ド・レベルのヘルプ・テキストでのみ使
用してください。

$$FLDDES 現在のフィールドの記述をヘルプ・テキ
ストに挿入します。この値は、フィール
ド・レベルのヘルプ・テキストでのみ使
用してください。

$$PRONAM 現在のプロセスの名前をヘルプ・テキス
トに挿入します。この値は、プロセスま
たはファンクション・レベルのヘルプ・
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テキストでのみ使用してください。

$$PRODES 現在のプロセスの記述をヘルプ・テキス
トに挿入します。この値は、プロセスま
たはファンクション・レベルのヘルプ・
テキストでのみ使用してください。

$$FUNNAM 現在のファンクションの名前をヘルプ・
テキストに挿入します。この値は、ファ
ンクション・レベルのヘルプ・テキスト
でのみ使用してください。

$$FUNDES 現在のファンクションの記述をヘルプ・
テキストに挿入します。この値は、ファ
ンクション・レベルのヘルプ・テキスト
でのみ使用してください。

$$RIGHT 手動で定義されたすべてのヘルプ・テキ
ストの表示を右揃えにします。このサ
ポートは、左から右、または右から左の
方向で記述する言語に提供されます。

$$NOAUTO このフィールドには自動生成ヘルプ・テ
キストを作成できないことを示します。
このオプションは、フィールド・レベル
のヘルプ・テキストでのみ使用してくだ
さい。

$$LANGUAGE=XXXX 複数言語対応の区画で処理する場合に、
複数の言語に関連付けられているヘル
プ・テキスト間の言語の境界を区切りま
す。これらの値は、ヘルプ・テキストの
編集中に自動的に作成されます。この値
は、決して変更しないでください。変更
すると、関連付けられている言語のヘル
プ・テキストが表示できなくなる場合が
あります。

$$TECH 後続のテキストがIBM	iの技術ヘルプ・テ
キストであることを示します。



$$USER 後続のテキストがIBM	iのユーザー・ヘル
プ・テキストであることを示します。

	



12.6.2	代替値/制御値	-	Visual	LANSAのみ
参照
ヘルプ・	テキストの拡張および代替値
『Visual	LANSA開発者ガイド』の「特殊文字の使い方」
これらのヘルプ・テキストの代替値を使用して、現在のオブジェクトに
対して自動生成される索引(およびコンテンツ)に、他のオブジェクトの
ヘルプをリンク	させます。生成されるヘルプ・テキストに表示可能な項
目は作成されません。
コンテンツは、Windowsの標準ヘルプ・インターフェースでのみ作成さ
れることに注意してください。

代替値 記述、影響、コメント

$$INDEXFLD	=
<フィールド名>

索	引に項目が含まれるようにすることで、指定の
フィールドに関するヘルプ・テキストが索引に表
示されるようにします。現在行の残りは無視され
ます。索引で使	用されるラベルは、フィールドに
関する記述です。

$$INDEXCOM	=
<オブジェクト
名>,	<コンポー
ネント名>

索	引に項目が含まれるようにすることで、指定の
コンポーネントに関するヘルプ・テキストが索引
に表示されるようにします。コンポーネントは、
所有するオブ	ジェクト(すなわちフォーム)および
コンポーネント名をカンマで区切って指定しま
す。現在行の残りは無視されます。索引で使用さ
れるラベルは、コンポーネ	ントの名前です。コン
ポーネント名が指定されないと、索引の項目で表
示されるのは、そのオブジェクト(すなわちフォー
ム)自体のヘルプになります。

$$INDEXPRO	=
<プロセス名>

索	引に項目が含まれるようにすることで、指定の
プロセスに関するヘルプ・テキストが索引に表示
されるようにします。現在行の残りは無視されま
す。索引で使用	されるラベルは、プロセスに関す
る記述です。

$$INDEXFUN	=
<プロセス名>,	<
ファンクション

索	引に項目が含まれるようにすることで、指定の
ファンクションに関するヘルプ・テキストが索引
に表示されるようにします。ファンクションは、
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名> 所有するプロセ	スおよびファンクション名をカン
マで区切って指定します。現在行の残りは無視さ
れます。索引で使用されるラベルは、ファンク
ションに関する記述です。

$$ROOT 以	降の索引の代替値($$INDEX…)を、コンテンツ
のツリービューのルートに追加します。1つまた
はすべてのトピックに当てはま	る索引項目に使用
すると便利です。

$$LEAF 以	降の索引の代替値($$INDEX…)を、コンテンツ
のツリービューの現在のトピック以下に追加しま
す。これはデフォルトで、指定	する必要があるの
は、$$ROOTの使用後に前の表示に切り替える場
合だけです。

$$IMAGE	=	<
ファイル名>,	<
代替テキスト>

ビッ	トマップ(*.BMP)イメージ・ファイルが現時
点のヘルプ・テキストに含まれるようにします。
イメージは画面内でセンタリングされます。省略
時のパス	は、現在の区画のExecuteディレクトリ
ですが、任意のパスが指定可能です。注：ユニ
バーサル・ネーミング規約(UNC)を使用するパス
はサポートさ	れていません。5250端末など、イ
メージが表示されないインターフェースでは、イ
メージの代わりに代替テキストが使用されます。
代替テキストを指定しな	い場合は、代わりにファ
イル名を使用します。



12.6.3	ヘルプ・テキストの属性
参照
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「特殊文字の使用法」

文字 記述

%	(パーセント記号) 高輝度

{	(左中括弧) 下線

@	(アットマーク) 反転イメージ

	(ディルテ、波形記
号)

点滅

}	(右中括弧) 通常表示に戻す

\	(バックスラッシュ) 通常表示に戻す
	

ヘルプ・テキストの属性文字が上記と競合する場合は、以下のキーワー
ドを使用して再度割り当てることができます。

キーワー
ド

例 記述

$$HI= $$HI=! 高輝度のキーワードにより、高輝度表示に割り
当てられている特殊文字を、ユーザー定義の文
字に再割り当てできます。

$$RI= $$RI=› 反転イメージのキーワードにより、反転イメー
ジ表示に割り当てられている特殊文字を、ユー
ザー定義の文字に再割り当てできます。

$$BL= $$BL=: 点滅のキーワードにより、点滅表示に割り当て
られている特殊文字を、ユーザー定義の文字に
再割り当てできます。

$$UL= $$UL=+ 下線のキーワードにより、下線表示に割り当て
られている特殊文字を、ユーザー定義の文字に
再割り当てできます。

$$N1= $$N1=* 通常表示のキーワードにより、通常表示1に割
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り当てられている特殊文字を、ユーザー定義の
文字に再割り当てできます。

$$N2= $$N2=# 通常表示のキーワードにより、通常表示2に割
り当てられている特殊文字を、ユーザー定義の
文字に再割り当てできます。



13.	共通のRDML/Xパラメータと組み込み関数の注
意事項
RDMLコマンドのパラメータ
組み込み関数の注意事項



13.1	RDMLコマンドのパラメータ
I/O	コマンド
フィールド・グループおよび拡張可能なグループ
RDML	画面モードおよびモード依存コマンド
条件	および式の指定
算	術演算子および式の演算子
引用符および引	用文字列
Prompt_Key	の処理
共通のRDML/Xパラメータと組み	込み関数の注意事項



13.1.1	I/O	コマンド
I/Oコマンドでのファイル名の指定
I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定
I/OコマンドでのWHEREパラメータの指定
I/Oコマンド戻りコード表
レコードがロックされているI/O状況
RDMLコマンドのパラメータ



I/Oコマンドでのファイル名の指定
ほとんどの	LANSAデータベースのI/Oコマンドでは、ファイル名を指定
する必要があります。パラメータ名は、FROM_FILE、TO_FILE、
INTO_FILEなどですが、どの場合でもファイル名を指定する方法は同じ
くTECH030001です。
LANSAコマンドでファイル名を指定するとき、次の点に注意してくだ
さい。

									指	定するファイルは、LANSAシステム内で物理ファイルまたは論理ファイルとして定
義されている必要があります。

									System	iで実行されるRDMLコードでは、このパラーメータに索引のみの論理ファイル
を使用することはできません。

									必	要に応じて、ライブラリ名を指定することができます。
ファイル名とライブラリ名(つまり、完全修飾ファイル名)を使用すると、特定のライブラリ
に存在する特定のファイルを使用するようRDMLプログラムが	「ロック」されるため、使用
はお勧めし	ません。RDMLプログラムをこのように限定すると、異なるライ	ブラリ名を使用
する別バージョンのLANSAにファンクションをインポートしたり、エクスポートしたりする
ときに問題が発生する可能性があります。

System	iの場合、"."(ピリオド)を使用してファイル名とライブラリ名を区切ってください。例
えば、TO_FILEパラメータは次のように指定することができ	ます。

						TO_FILE(CUSTMST)
						TO_FILE(CUSTMST.QGPL)
						TO_FILE(CUSTMST.USERLIB01)
	

						Visual	LANSAの場合、スペースを使用してファイル名とライブラリ
名を区切ってください。Visual	LANSAでは、例えば、上記のTO_FILE
パラメータは以下のように指定します。

						TO_FILE(CUSTMST	QGPL)
						TO_FILE(CUSTMST	USERLIB01)
	
移	植性に
関する考
慮事項

System	i以外のプラットフォームでは、Visual	LANSA
はライブラリを無視します。

	

									ラ	イブラリ名を指定しない場合、デフォルトのライブラリ名*FIRSTが使用されます。
この場合、ファンクションがコンパイルされているジョブのライブラ	リ・リストで、必要な
ファイルを検出するために検索が(順番に)実行されます。この方法を使用してファイルが見
つからない場合、LANSAディクショナリ	で最初に検出されたファイルの定義が使用されま
す。このような場合、警告メッセージが出力されます。



移	植性に
関する考
慮事項

コー	ドの生成はRDMLファンクションとRDMLXコー
ドとで異なり、同じ名前のファイルが複数存在する
場合は、使用されるライブラリに違いが生じる可能
性が	あります。iSeriesでは、オブジェクトをコンパ
イルしているジョブのライブラリ・リストを使用し
て、ライブラリへのファイル参照に合わせてRDML
ファンクションが生成されます。ライブラリ・リス
トで見つからない場合は、EBCDIC参照シーケンス順
序で見つかったリポジトリ内の最初のファイルが使
用されます。一方、ライブラリ・リストを持たない
Windowsでは、RDMLXオブジェクトが生成され、
ANSIシーケンス順序で見つかったリポジトリ	内の最
初のファイルが使用されます。

	

I/Oコマンド



I/Oコマンドでのファイル・キー・リストの指定
LANSAデータ	ベースのI/Oコマンドの多くは、ファイル・キーを指定す
ることができます。ファイル・キーの設定に使用する方法とロジック
は、すべての場合において同じ	です。
ファイル・キーを指定するときは、次の点に注意が必要です。

									コ	マンドにキー・フィールドを指定する順序は、キー・フィールドの内容と同じくら
い重要です。

									指	定されるキー・フィールドは、対応するキー・フィールドと同じ名前である必要は
ありません(多くの場合、名前は一致しません)。コマンドに指定される	キー・フィールド
は、ファイルの実際のキー・フィールドを使用して指定された順序に対応付けられます。

例えば、#ORDNUMの値が123456で、#LINENOの値が1の場合、このコマンドは、ファイル
ORDLIN内の受注番号=123456、行番号	=1である最初のレコードを取得しようとします。

					FETCH			FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#ORDNUM	#LINENO)
	

				ただし、コマンドを次のように指定した場合、LANSAは、ファイル
ORDLIN内の受注番号=1、行番号=123456である最初のレコードを取
得しようとします。

					FETCH			FROM_FILE(ORDLIN)	WITH_KEY(#LINENO	#ORDNUM)
	

				これは、実際のファイル・キーが「受注番号」、「行番号」の順に指
定	されているためです。LANSAでは、キー・フィールドの名前では
なく、	実際のファイル・キーでのキー・フィールドの位置を対応さ
せて、指定されたキー・フィールドを処理します。

									指	定するキー・フィールドは、ファイル内のキー・フィールドと同じ長さである必要
はありません。LANSAでは、必要に応じて自動的に長さを調整します。た	だし、指定する
キー・フィールドと実際のキー・フィールドは、同一のタイプ(英数字または数値)である必
要があります。

									ほ	とんどのコマンドでは、「部分」キーの使用をサポートしています。例えば、ファ
イルのキーがKEY01、KEY02、KEY03である場合、以下のバリ	エーションを使用することが
できます。

					KEY01		KEY02		KEY03
					または		KEY01		KEY02
					または	KEY01
	

					ただし、以下のように指定することはできませ	ん。
					-----		-----		KEY03
					または	-----			KEY02		KEY03



					または		KEY01		-----		KEY03
	
									キー・	リストでは、拡張可能なグループ式を使用することができます。拡張されたリ
ストのエントリー数は、ファイルのキー・リストにあるフィールド数を超えること	はできま
せん。また、両者は同一のタイプでなければなりません。

									キー・	リストに日付、時刻、タイムスタンプのフィールドが存在する場合、指定され
たキー・フィールドには、有効な日付、時刻、またはタイムスタンプの値が必要で	す。
LANSAでは、このフィールドを検査し、無効な値が指定された場合はエラーを戻します。

I/Oコマンド



I/OコマンドでのWHEREパラメータの指定
SQL	Nullを認めているフィールド
SQL	Nullを認めているフィールドは、他のフィールドと同じようにキー
またはWHEREパラメータの一部として使用することができます。ま
た、このフィール	ドはSQL	Nullと比較することができます。次の例は、
#MYFLD1がSQL	Nulｌではなく実値を持つMYFILEで、すべての行を取
得する方法を示しています。
SELECT(#MYFLDS)	FROM_FILE(MYFILE)	WHERE(#MYFLD1	*IsNot
*Sqlnull)
注：SQL	Nullを認めているフィールドは、そのフィールドがSQL	Nullの
場合、実行時のWHEREパラメータでの動作が異なる場合があります。
詳細については、「SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条件、
式」を参照してくださ	い。

タイプBLOB、CLOB、Binary、VarBinaryのフィールド
ファイル内のBLOBフィールドまたはCLOBフィールドは、*SQLNULL
と比較されない限り、WHERE条件で使用することはできません。例え
ば、	以下のようになります。
SELECT(#MYFLDS)	FROM_FILE(MYFILE)	WHERE(#MYBLOB	*Is
*Sqlnull)
ファイル内のBLOBフィールドまたはCLOBフィールドを*SQLNULL以
外の値と比較しようとすると、FFCエラーが発生します。

タイプFloatのフィールド
Floatは、不正確な数値タイプです。FFCでは、*EQまたは*NE(または同
等の式)を使用して浮動小数点が、フィールド、*ZERO以外のシステ	ム
変数、または0、*NULL、*SQLNULL以外のリテラル値と比較された場
合、警告メッセージが出力されます。

パフォーマンス
以下はIBM	iのRDMLXおよび、IBM-iプラットフォーム以外のRDMLと
RDMLXに適用されます。
WHERE条件内で以下のものを使用する場合は、呼び出し元ファンク
ションまたはコンポーネントでそれを評価する必要があります。

									ファ	イルに存在しないフィールド

									IsSqlNull	などの組み込みファンクション
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パフォーマンスを最大限に高めるために、WHERE句内では、ファイル
に存在するフィールドのみを使用してください。これにより、I/Oモ
ジュールは、呼	び出し元ファンクションまたはコンポーネントに指定さ
れたキーに一致するすべての行を返す代わりに、条件を評価して、
WHEREに一致する行のみを返すこ	とができます。
よりよいパフォー	マンスのために、ファイルの仮想フィールドではな
く、現実のフィールドのみ使用してください。これにより、I/Oコマン
ドがSQL内で処理される場合、返	す行を最小にします。
I/Oコマンド



I/Oコマン	ド戻りコード表

コマンド I/Oエラー ディクショナ
リ妥当性検査

検出され
ない

検出されたま
たは完了した

INSERT ER VE#1 - OK

UPDATE ER#3 VE NR OK

FETCH ER#3 	 NR OK

SELECT ER#3 	 EF#2 OK

FILECHECK - 	 NE EQ

CHECK_FOR - 	 NE EQ

DELETE ER#3 VE NR OK

#1重複キー	を挿入(INSERT)しようとすると、VEが戻されます。
#2	WHEREパラメータを使用しているSELECTコマンドは、	各レコード
を選択して、その条件に対してテストします。最後のレコードが選択さ
れると、処理はSELECTループから出ます。SELECTループには、最	後
に選択されたレコードからのデータが残ります。このレコードは、
WHERE条件を満たしていない可能性があります。
#3レ	コードがロックされているI/O状況
I/Oコ	マンド



レコードが	ロックされているI/O状況
前述の戻りコード	に加え、システム変数*DBMS_RECORD_LOCKEDを
使用して、レコードがロックされているI/Oエラー状況とその他のI/Oエ
ラーを区別する	ことができます。
次の例では、エラーが発生した場合、およびコマンドが成功したときに
GOTO	NXTがIF条件をバイパスした場合にIO_ERRORパラメータがラベ
ルTSTにどのように制御を渡すかを示しています。
							UPDATE				FIELDS(#ORDERQTY)	IN_FILE(ORDLINE)
																	WITH_KEY(#ORDER	#LINE)	IO_ERROR(TST)
							GOTO						LABEL(NXT)
		TST		IF								COND('*DBMS_RECORD_LOCKED	*EQ	Y')	
							MESSAGE			MSGTXT('Order	line	record	locked')
							........		..Required	action
							ELSE
							ABORT					MSGTXT('Fatal	I/O	error	on	ORDERLINE	file')
							ENDIF		
		NXT		.......			..Next	action		
	

コメント/警告
リリース7.0より前にコンパイルされたファイルでこの方法を使用する場
合、最初にI/Oモジュールを再コンパイルする必要があります。
IO_ERRORパラメータは指定のラベルに制御を渡すため、	条件には、上
記の例のように、レコードがロックされていないI/Oエラーを処理する
ための適切なアクションが指定されたELSEコマンドが必ず必要です。
DBMS_RECORD_LOCKEDでは、コマンドの処理対象であるファイルの
状況だけがチェックされます。上記の例でバッチ制御ロジックが使用さ
れて	いて、バッチ制御レコードがロックされた場合、
*DBMS_RECORD_LOCKEDは値Nを戻します。同じことがトリガーに
よって使用されるファイル	にも当てはまります。トリガーによって使用
されるファイルに対して、レコードのロック状況をチェックする場合、
上記のロジックをトリガー・ファンクション	に挿入する必要がありま
す。

移	植性に関する
考慮事項

IBM	i:一定の時間がたつと、自動的にファイル
をアンロックします。
IBM	i以外：デフォルトでは、この機能はエ



ミュレートされ、無効になっています。詳細
は、ロッ	ク・タイムアウトを参照してくださ
い。

I/Oコ	マンド



13.1.2	フィールド・グループおよび拡張可能なグループ
GROUP_BY	コマンドを使って1つまたは複数のフィールドを共通の名前
の下でグループ化します。これはRDMLコマンドの中で最も時間を節約
できるコマンドの1つで	す。このコマンドを使用すれば、多くのフィー
ルド名が羅列されたリストを繰り返し指定する必要がなくなります。
また、パラメータにフィールド名のリストが必要なコマンドについて
も、そのほとんどでグループ名の指定が許されます。次の例を検討して
みましょう。
BEGIN_LOOP
REQUEST				FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
INSERT					FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	
											TO_FILE(A)
INSERT					FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	
											TO_FILE(B)
UPRINT					FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)
CHANGE					FIELD(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY	#PRICE)	
											TO(*DEFAULT)
END_LOOP
	
ここで、GROUP_BYコマンドを使ってすべてのフィールドを共通の名
前でグループ化するように書かれた同じRDMLプログラムを見てみま
しょう。
GROUP_BY			NAMED(#ORDERLINE)	FIELDS(#ORDLIN	#PRODUCT	#QUANTITY
																																				#PRICE)
BEGIN_LOOP
REQUEST				FIELDS(#ORDERLINE)
INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(A)
INSERT					FIELDS(#ORDERLINE)	TO_FILE(B)
UPRINT					FIELDS(#ORDERLINE)
CHANGE					FIELD(#ORDERLINE)	TO(*DEFAULT)
END_LOOP
	
新たな5個のフィールドをRDMLプログラムに追加する場合、変更はど
ちらが容易でしょうか。
グループとGROUP_BYコマンドに関する注意点を以下に示します。

									必	要なだけのGROUP_BYコマンドを定義することができます。



									1	つのフィールドを複数のGROUP_BYコマンドのFIELDSパラメータで定義することが
できます。

									通	常、フィールド名のリストを指定できる場所であればどこでもGROUP_BY名を使用
することができます。

									以	下のようにGROUP_BY名を定義します。

GROUP_BY			NAMED(#ORDERHEAD)	FIELDS(#ORDER	#CUSTNO	#ADDR1
																																				#ADDR2	
																																				#POSTCD)
	

				次に以下のように使用します。
FETCH						FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(ORDHED)
FETCH						FIELDS(#ORDERHEAD)	FROM_FILE(CUSMST)
	

				1番目のFETCHでは、グループ内のフィールドでORDHEDファ	イルに
あるものだけが取得されます。この場合では#ORDERと#CUSTNOだ
けが取り出されます。グループ内の他のフィールドはORDHEDファイ
ル	にないため、このコマンドで変更されることはなく無視されま
す。

				2番目のFETCHでは、#CUSTNO	(再取得)、#ADDR1、#ADDR2、およ
び#POSTCDが取得されます。これらのフィールドがすべてCUSMST
ファイルにあるためです。	#ORDERフィールドはCUSMSTファイルに
ないため、このコマンドで変更されることはなく無視されます。

さらに、次のトピックも参照してください。
拡張可	能グループ
拡張可能	なグループに関する特記事項
拡張可能	なグループ式
拡張可能	なグループの例
RDMLコマンドのパラメータ



拡張可能グ	ループ
拡張可能グループ	は特殊なグループです。このグループの最も重要な機
能は他の拡張可能グループと組み合わせることができることです。拡張
可能グループの名前は"#XG_'	の接頭辞で始める必要があります(例：
#XG_GROUP1)。
さらに拡張グループは特殊値の*INCLUDINGと*EXCLUDINGもサポー
トしており、指定したフィールドをフィールド・リストから除外するこ
と	ができます。
拡張可能グループは、フィールド・リストまたはグループ名が許される
ほとんどの場所で使用することができます。拡張可能グループは、それ
が表す拡張フィー	ルド・リストで置き換えられる(このため拡張可能グ
ループと呼ばれている)ため、従来のグループの使用が許されない
フィールド・リストで使用することがで	きます。拡張可能グループの名
前が許されるかどうかについては、RDMLコマンド・パラメータのヘル
プ・テキストを参照してください。

フィールド・グループおよび拡張可能なグループ



拡張可能なグループに関する特記事項
									拡	張可能なグループ(#XG_)と同じ接頭辞で始まるフィールドは、拡張可能なグループ
に追加できません。この接頭辞で始まるエントリーが拡張可能なグルー	プGROUP_BY定義
のFIELDSパラメータで検出されると、RDML構文検査は、そのエントリーをフィールド名で
はなく、グループ名として扱いま	す。

									拡	張可能なグループは、定義しないと参照することができません。このため、拡張可
能なグループは、ファンクション内でのGROUP_BY定義の配置が重要で	あるという点で、
従来のグループと異なります。

									従	来のグループは、拡張可能なグループのFIELDSパラメータで使用することができま
せん。

									拡	張可能なグループ内のフィールドに割り当てられる属性は、無視されます。詳細に
ついては、RDMLフィールド属性	およびその使用法を参照してください。
									次	の制限が適用されます。

									1つのファンクションに定義できる拡張可能なグループは、最大100個です。

									最	大100個のフィールドを、1つの拡張可能なグループに入れることができます。後で
一部のフィールドをフィールド・リストから削除する場合でも、拡張時の	いかなる時点
でもこの制限値を超えるフィールドを追加することはできません。

									1つのファンクション内の拡張可能なグループでは、合計で最大999個のフィールドを
定義することができます。

拡張可能なグループは、次のように定義することができます。
GROUP_BY			NAMED(#XG_CUST)	FIELDS(#CUSTNO	#CUSTNM	#ADDR1	#ADDR2
																																		#POSTCD)
GROUP_BY			NAMED(#XG_PRKY)	FIELDS(#GROUP	#PRODNO)
GROUP_BY			NAMED(#XG_PROD)	FIELDS(#XG_PRKY	#DESC	#CLASS	#PRICE
																																		#BARCOD)
GROUP_BY			NAMED(#XG_ORD)		FIELDS(#XG_CUST	#XG_PROD)
	
上記の拡張可能なグループは、次のように使用することができます。
FETCH						FIELDS(#XG_CUST)	FROM_FILE(CUSMST)
FETCH						FIELDS(#XG_PROD)	FROM_FILE(PRDMST)	WITH_KEY(#XG_PRKY)
DISPLAY				FIELDS(#XG_ORD)
フィールド・グループおよび拡張可能なグループ

its:Lansa015.CHM::/fieldattribs.htm


拡張可能なグループ式
拡張可能なグルー	プ式とは、次のデータを含むことができるエントリー
のリストです。

									フィー	ルド名

									拡	張可能なグループ名

									英	数字または数値リテラル

									シ	ステム変数

									次	に示す拡張可能なグループの特殊な値

									ALL	-	指定すると、コンテキストで現在アクティブなバージョンのファイルからの
フィールドがすべて、フィールド・リストで拡張されます。

									ALL_REAL	-	指定すると、コンテキストで現在アクティブなバージョンのファイルから
の実フィールドがすべて、フィールド・リストで拡張されます。

									ALL_VIRT	-	指定すると、コンテキストで現在アクティブなバージョンのファイルから
の仮想フィールドがすべて、フィールド・リストで拡張されます。

									EXCLUDING	-	指定すると、この特殊な値よりも後にあるフィールドが、フィールド・
リストから除外されます。

									INCLUDING	-	指定すると、この特殊な値よりも後にあるフィールドが、フィールド・
リストに追加されます。この特殊な値は、*EXCLUDINGエントリーによって、	フィール
ド・リストが除外モードに移行した後にのみ必要です。

									特	殊な値*ALL、*ALL_REAL、*ALL_VIRTは、ファイルのコンテキスト(例：FETCHコ
マンドを使用してレコードを取り込む)でのみ有効	です。

									通	常のパラメータ制約も適用されます。例えば、FETCHコマンドのFIELDSパラメータ
には、定数またはシステム変数を使用することができません。

フィールド・グループおよび拡張可能なグループ



拡張可能なグ	ループの例
例1：
GROUP_BY	(#XG_ADDR)	FIELDS	(#ADDR1	#ADDR2	#ADDR3)
FETCH		(*ALL	*EXCLUDING	#XG_ADDR	*INCLUDING	#ADDR1)
							FROM_FILE	(CUSTMST)
	
例2：
GROUP_BY	(#XG_GROUP1)	FIELDS	(#A	#B	#C)
GROUP_BY	(#XG_GROUP2)	FIELDS	(#D	#E	#F)
SUBMIT				PROCESS	(PROC01)	FUNCTION	(FUN01)	
										EXCHANGE	(#XG_GROUP1	*SYSUAR1	#XG_GROUP2	*EXCLUDING	#C	#D)	
フィールド・グループおよび拡張可能なグループ



13.1.3	RDML画面モードとモード依存コマンド
DISPLAYコ	マンドとPOP_UPコマンドによって、情報がワークステー
ションに表示されます。また、情報を表示する「モード」を指定するこ
とができます。現在、次の	4種類の「モード」で画面を表示することが
できます。

									*DISPLAY	モード

									*CHANGE	モード

									*ADD	モード

									*DELETE	モード

DISPLAYコマンドとPOP_UPコマンドの実行中に使用される処理モード
は、次の項目に影響を与えます。

									ユー	ザーが画面上のフィールドを変更できるかどうか

									使	用可能になるファンクション・キー

									DISPLAY	コマンドとPOP_UPコマンドで使用される処理ロジック

画面モードは、SET_MODEコマンドで設定/変更し、IF_MODEコマンド
でテストすることができます。

さらに、次のトピックも参照してください。
モードと	変更可能なフィールド
モード、	ファンクション・キー、処理ロジック
モー	ド依存コマンド
RDMLコマンドのパラメータ



モードと変更	可能なフィールド
次の表では、画面	処理モードが、画面上のフィールドの変更可能/変更
不可にどのように影響するかについて説明します。
*INOUTCONDフィールド条件付け属性を使用して、フィールドを使用
可能または使用不可にするタイミングを制御するフィールドに対して、
この表に示	すルールは適用され	ません。

モード 変更可能なフィールド	
「入力可能」

変更できないフィールド
「保護フィールド」

*DISPLAY *INPUT	属性が指定され
たフィールド

左	記以外のすべての
フィールド

*CHANGE 右	記以外のすべての
フィールド

*NOCHG	属性が指定され
たフィールド

*ADD 右	記以外のすべての
フィールド

*NOCHG	属性が指定され
たフィールド

*DELETE *INPUT	属性が指定され
たフィールド

左	記以外のすべての
フィールド

リストをINZ_LISTコマンドで初期化するとき、またはADD_ENTRYコマ
ンドでリストにエントリーを追加またはUPD_ENTRYコマンドでリ	スト
を更新するとき、モードが「設定」されるのは、リストが表示されると
きではなく、コマンドが実行されるときです。
例えば、次のようにコマンドを指定したとします。
SET_MODE		TO(*DISPLAY)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSE)
	
または、次のように指定します。
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSE)	WITH_MODE(*DISPLAY)
	
その後、次のように指定します。
SET_MODE	TO(*CHANGE)
ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSE)
	
または、次のように指定します。



ADD_ENTRY	TO_LIST(#BROWSE)	WITH_MODE(*CHANGE)
	
これによって、リストの1番目のエントリーが「保護」され、リストの2
番目のエントリーは「入力可能」になります。これは、リスト・エント
リーのモードが	「設定」されるのは、リストが表示される時点ではな
く、エントリーがリストに追加(または更新)される時点であるためで
す。
SELECTLISTコマンドには、リスト内のエントリーが最後に追加または
更新されたときにアクティブだった「モード」に一致するエントリーだ
けを処理	するというオプションがあります。詳細については、
SELECTLISTコマンドを参照してください。
注：ADD_ENTRY、	UPD_ENTRYなどのすべてのリスト処理コマンドに
は、プログラムの現在のモードに関係なく、リスト・エントリーのモー
ドを個別に設定できるオプショ	ンのパラメータがあります。この例は、
上記の「または、次のように指定します。」に示した部分にあたりま
す。

RDML画面モードとモード依存コマンド



モード、ファンクション・キー、処理ロジック
以下の表では、処	理モードごとに使用可能なファンクション・キーを示
し、ファンクション・キーが使用されるときの影響を説明します。
注：ファ	ンクション・キーが「使	用可能」になるためには、以下の表
のエントリーと一致し、関連す	るコマンドで*YESオプションが指定さ
れている必要があります。詳細については、関連するパラメータ
EXIT_KEY、MENU_KEY、	ADD_KEY、CHANGE_KEY、
DELETE_KEY、PROMPT_KEYを参照してください。
また、画面パネルが処理されるときに真ではない制御「条件」
(DEF_CONDコマンドによって事前に定義)を指定することによって、
ファンクション・	キーを「使用不可」に	することはできません。
制御条件を指定してファンクション・キーを「使用可能」または「使用
不可」にしている場合、その制御条件は、LANSAモードに依存する
キーの使用不可をオーバーライドすることはできません。	例えば、制御
条件が真であってもCHANGEキーは、*ADDモードで使用可能にはなり
ません。

モード ファンクション・
キー

使用可能 使用時の影響

*DISPLAY EXIT/SYSTEM 可 ファ	ンクションが終了
するか、制御が指定の
コマンドに渡されま
す。モードは変化しま
せん。

MENU/CANCEL 可 プ	ロセス・メニューが
再表示されるか、制御
が指定のコマンドに渡
されます。モードは変
化しません。

MESSAGES 可 メッ	セージが表示さ
れ、現在の画面が再表
示されます。モードは
変化しません。

PROMPT 可 プ	ロンプト要求が処理
され、現在の画面が再



表示されます。モード
は変化しません。

ADD 可 モー	ドが*ADDに変化し
ます。制御が指定のラ
ベルに渡されます。

CHANGE 可 モー	ドが*CHANGEに変
化します。

現	在の画面が、変更を
加えることができる入
力可能フィールドと共
に再表示されます。

DELETE 可 モー	ドが*DELETEに変
化します。

現	在の画面が、削除要
求を確定することを要
求するメッセージと共
に再表示されます。

*CHANGE EXIT/SYSTEM 可 ファ	ンクションが終了
するか、制御が指定の
コマンドに渡されま
す。モードは変化しま
せん。

MENU/CANCEL 可 プ	ロセス・メニューが
再表示されるか、制御
が指定のコマンドに渡
されます。モードは変
化しません。

MESSAGES 可 メッ	セージが表示さ
れ、現在の画面が再表
示されます。モードは
変化しません。

PROMPT 可 プ	ロンプト要求が処理
され、現在の画面が再
表示されます。モード



は変化しません。

ADD 不	可 画	面が*CHANGEモード
の場合、使用不可にな
ります。

CHANGE 不	可 画	面が*CHANGEモード
の場合のみ、使用可能
です。

DELETE 不	可 画	面が*CHANGEモード
の場合、使用不可にな
ります。

*ADD EXIT/SYSTEM 可 ファ	ンクションが終了
するか、制御が指定の
コマンドに渡されま
す。モードは変化しま
せん。

MENU/CANCEL 可 プ	ロセス・メニューが
再表示されるか、制御
が指定のコマンドに渡
されます。モードは変
化しません。

MESSAGES 可 メッ	セージが表示さ
れ、現在の画面が再表
示されます。モードは
変化しません。

PROMPT 可 プ	ロンプト要求が処理
され、現在の画面が再
表示されます。モード
は変化しません。

ADD 不	可 画	面が*ADDモードの場
合のみ、使用可能で
す。

CHANGE 不	可 画	面が*ADDモードの場



DELETE 不	可 合、使用不可になりま
す。

*DELETE EXIT 可 ファ	ンクションが終了
するか、制御が指定の
コマンドに渡されま
す。モードは変化しま
せん。

MENU 可 プ	ロセス・メニューが
再表示されるか、制御
が指定のコマンドに渡
されます。モードは変
化しません。

MESSAGES 可 メッ	セージが表示さ
れ、現在の画面が再表
示されます。モードは
変化しません。

PROMPT 可 プ	ロンプト要求が処理
され、現在の画面が再
表示されます。モード
は変化しません。

ADD
CHANGE

不	可
不	可

画	面が*DELETEモード
の場合、使用不可にな
ります。

DELETE 不	可 	

RDML画面モードとモード依存コマンド



モード依存コマンド
以下のコマンドは	「モード依存」です。

	DISPLAY
	POP_UP
	ADD_ENTRY
	UPD_ENTRY
	INZ_LIST

以下のコマンドは「モード依存」で	はありません。
	REQUEST

RDML画面モードとモード依存コマンド



13.1.4	条件および式の指定
LANSAシステ	ムの多くのRDMLコマンドでは、条件または式を指定す
る必要があります。
一般に、条件は、	生成される答えが"true"(真)と"false"(偽)のどちらであ
るかで評価できるステートメントで指定します。
｢条件および式の指定｣、「算術演算子および式の演算子｣についての詳
細は、	オンラインの｢テクニカルリファレンス」を参照してください。
例	えば、"#A	*LT	10"は条件です。フィールド#Aの値が10未満の場合
は"true"、そうでない場合は"false"になります。RDMLコマンドでは、条
件で以下の	演算子を使用できます。
						*GT、>
						*LT、<
						*EQ、=
						*NE、^=
						*GE、>	=
						*LE、<	=
クロスプラットフォームで使用する場合は、最初に記載されている演算
子を使用することをお勧めします。すなわち、"#A	<	10"ではなく"#A
*LT	10"とします。
式は、	生成される答えが数字または英数字かを評価できるステートメン
トで指定します。例えば、式"(#X	+	10)	/	2"では数値の結果が生成されま
す。この値は、#Xと10の合計を2で除算したものです。この場合、結果
に「真」または「偽」の区別はありません。結果は	単なる数値です。
式が条件の内部に含まれることがよくあります。次のような条件につい
て考えてみましょう。
																#A		<		((#B	+	10.62)	/	3.14)
															|							|																		|	|
															|							|																		|	|
							&	nbsp;								|							&	nbsp;---	式	---		|
															|																												|
							&	nbsp;									---------	条件---------

条件または式のコンポーネントとして、以下のものを指定できます。
									'NSW'、	NSW、'Balmain'、またはBALMAINなどの英数字リテラル

									1、	14.23、-1.141217などの数値リテラル

									#CUSTNO、	#INVNUMなど、もう1つのフィールド名



									*BLANKS、	*ZERO、*DATEなどのシステム変数名、またはユーザーのインストール時
に定義されている他のシステム変数

									*UP01、	*UP02などのプロセス・パラメータ

フルRDMLXオブジェクトの場合は、RDMLX	拡	張式の	実行が可能で
す。拡張式には、以下のサポートが追加されます。

									メ	ソッド、内在するファンクション、プロパティ

									*Not、	*IS、*ISNOT、*IsEqual、*IsOfType、*AS、*ANDIF、および*ORIFなどの演算子
の追加

英数字リテラルを条件または式で使用する場合は、引用符で囲む必要は
ないことに注意	してください。	引用符が必要なのは、英数字リテラル
に小文字が含まれる場合のみです。英字リテラルに引用符が含まれてい
ないと、大文字に変換されます。したがって、	BALMAIN	=	balmain	=
Balmain	=	balMAINですが、Balmainと'Balmain'は同等ではありません。
フィールド名を条件または式で使用する場合は、#(ハッシュ)記号が先行
する必要がある点についても注意してください。	これによってLANSA
はフィールドと英数字リテラルを区別することができます。例えば、
CNTRY	=	AUSTという式では、どちらのコンポーネントがフィールドで
どちらが英数字リテラルか区別できません。正しい形式は、#CNTRY	=
AUSTです。
また、	SQL	Nullが可能なフィールドは、条件または式でSQL	Nullの実行
時とは異なる振る舞いをする可能性があることについても注意してくだ
さい。	詳細については、「SQL	Nullが可能なフィールドの割り当て、条
件、式」を参照してくださ	い。
RDMLコマンドのパラメータ
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13.1.5	算術演算子および式の演算子
式または条件で	は、演算子を組み合わせて使用することができます。使
用できる演算子は、次のとおりです。

オペレー
ション

説明

( 左	括弧

) 右	括弧

+ 足	す

- 引	く

/ 割	る

* 掛	ける

= 等	しい

^= 等	しくない(「注」参	照)

< よ	り小さい

<= 以	下

> よ	り大きい

>= 以	上

*EQ 等	しい

*NE 等	しくない

*LT よ	り小さい

*LE 以	下

*GT よ	り大きい

*GE 以	上

AND か	つ



OR ま	たは

*AND か	つ

*OR ま	たは

式の評価は、括弧内	の左から右に行われるため、式が評価される順序に
関して不安があ	る場合は、遠慮なく括	弧を使用してください。
括弧を積極的に使用することで、プ	ログラムの質も向上します。プログ
ラマの意図をRDMLコンパイ	ラに明確に伝えることができるだけでな
く、さらに、将来アプリケーションを保守する人にも伝えることができ
ます。
式の各要素はタイプと長さの互換性があるかどうかを検査されます。式
または条件の構文も、正しいかどうかが検査されます。
LANSAで指定する条件と式はすべて「引用文字列」であるため、「引
用符および引用文字列」も	参照してください。
条件と式の例を次に示します。

									フィー	ルド#Aが10より小さい場合のみ、RDMLコマンドが実行されるように条件付け
ます。

													IF	COND('#A	<	10')
							&	nbsp;	または		IF	COND('#A		*LT	10')
	
									フィー	ルド#Aの値を10に変更します。

													CHANGE			FIELD(#A)		TO(10)
							&	nbsp;		または	CHANGE		&	nbsp;#A		(10)
							&	nbsp;		または	CHANGE		&	nbsp;#A	10
	
									フィー	ルド#Bに10.62を加え、それを2で割った値よりもフィールド#Aが大きい場合の
み、RDMLコマンドが実行されるように条件付けます。

													IF	COND('#A	<	((#B	+	10.62)	/	2)')
							&	nbsp;	または		IF	('#A	<		((#B	+	10.62)	/	2)')
							&	nbsp;	または		IF	'#A	<		((#B	+	10.62)	/	2)'
	
									フィー	ルド#Aの値を、フィールド#Bに10.62を加え、それを2で割った値に変更しま
す。

													CHANGE			FIELD(#A)		TO('(#B	+	10.62)	/	2')
							&	nbsp;		または	CHANGE		&	nbsp;#A		('(#B	+	10.62)	/	2')
							&	nbsp;		または	CHANGE		&	nbsp;#A	'(#B	+	10.62)	/	2'



	
									製	品マスターに製品番号が見つかるまで、製品番号の入力をユーザーに要求します。
製品番号が見つかると、その製品の詳細を表示します。

										GROUP_BY	NAME(#PRODUCT)	FIELDS(#PRODNO	#DESC	#PRICE	
																																									#QOH	#TAX)
										BEGIN_LOOP
										DOUNTIL				COND('#IO$STS	=	OK')
										REQUEST				FIELD(#PRODNO)
										FETCH						FIELDS(#PRODUCT)	FROM_FILE(PROMST)	
																					WITH_KEY(#PRODNO)
										ENDUNTIL
	
										DISPLAY				FIELDS(#PRODUCT)
										END_LOOP
	
注：

System	iと、5250端末または5250エミュレーション・モードの端末を使
用しているPCプラットフォーム(ASCII/EBCDIC)との間に変換テーブル
の問題があるため、式で^=(等しくない)を使用する場合は注意が必要で
す。編集時に使用する端末/キーボードによっては、^=、¢	=、¬=と表示
される可能性があります。この場合、代わりに*NEを使用してくださ
い。

RDMLコマンドのパラメータ



13.1.6	引用符および引用文字列
LANSAは	I5/OSオペレーティング・システムのコマンド定義やプロンプ
ト機能を使用します。したがって、RDMLコマンドでは関連するパラ
メータに「引用文字	列」を指定しなければならない場合があります。

埋め込みブランクを含むコマンド・パラメータ
例えば、#COUNTフィールドに1を加算する場合、正しい形式は以下の
ようになります。
										CHANGE				FIELD(#COUNT)	TO('#COUNT	+	1')
				または		&	nbsp;	CHANGE				#COUNT		'#COUNT	+	1'
				または		&	nbsp;	CHANGE				#COUNT		('#COUNT	+	1')
				または		&	nbsp;	CHANGE				#COUNT		'(#COUNT	+	1)'
	
ただし、次の形式は	不正			CHANGE				#COUNT		(#COUNT	+	1)
	
これは、コマンド・パラメータに埋め込みブランクがある場合、I5/OS
のコマンド機能では、コマンド・パラメータを引用符で囲む必要がある
ためです。こ	の場合、"#COUNT	+	1"文字列には明らかに埋め込みブラ
ンクが含まれています。したがって、引用符で囲む必	要があります(つ
まり「引用」文字列にします)。

引用文字列内の引用符
LANSAがコマンドを処理する時、オペレーティング・システムは、引
用符の間のコマンドの部分だけ(引用符自体は含まず)をLANSAに渡しま
す。
「引用」文字列の中で引用符を使う必要がある場合は、さらに複雑な状
況になります。通常、IFやCASE条件をコーディングする時に、このよ
うな状況が起	こります。
引用文字列の中で引用符を使うときのルールは、引用符を1つだけでは
なく引用符を2つ使用することです。
例えば、#FIELDに小文字の"a"があるかどうかをチェックする場合、次
のようにコーディングする必要があります。
IF	'#FIELD	=	''a'''
	

i5/OSコマンド・プロセッサは、このIF条件に関連した式を、実際には以
下のようにしてLANSAに渡します。



#FIELD	=	'a'
	
これは、オペレーティング・システムが外側の引用符を渡さず、さらに
文字列内に引用符を2つ使用しているものがあれば、1つだけの引用符に
置き換えるため	です。

引用符に関する簡単なガイドライン
しかし、次の2つの簡単なガイドラインに従えば、LANSA内で引用符を
さらに容易に処理することができます。
1.								引	用文字列の中の引用符は、絶対に必要な場合にだけ使用します。

2.								複	雑な引用文字列の入力には、形式化されたプロンプト機能を使用します。

1番目のポイントに	関して、LANSAでは英数字リテラルを引用符で囲む
必要はありません。引用符で囲まれていない英数字リテラルは大文字に
変換されるため、次の例はすべて同じ条	件を表します。
IF	'#FIELD	=	A'	
IF	'#FIELD	=	a'	
IF	'#FIELD	=	''A'''
	
小文字を検査する必	要がある場合にだけ、英数字リテラルの両端に引用
符を使用します。例	えば、#FIELDで小文字の"a"を検査するには次のよ
うにします。
IF	'#FIELD	=	''a'''
	
さらに、2番目のポ	イントに関して、形式化されたプロンプト機能を使
えば、必要な外	側の引用符が自動的に挿入されるのがわかります。例え
ば、IFコマンドのプロンプトを使用して、次のように条件を入力すると
します。
#FIELD	=	A
	
このとき、プロンプトは、この条件が有効な「引用」文字列となるよう
に、自動で条件を再フォーマットします。
最終的にプロンプトは以下のようなコマンドを作成します。
IF	COND('#FIELD	=	A')
	
式で引用符を使う必要がある場合も同じです。例えば、プロンプトを使
用して次の条件を指定するとします。



#FIELD	=	'a'
	
この時、プロンプトはコマンドを自動で再フォーマットして、内部外部
に必要な引用記号を挿入します。プロンプトは以下のようなコマンドを
作成します。
IF	COND('#FIELD	=	''a''')
	

パラメータ値としての引用文字列
RDMLのCALLコマンドでは、引用文字列をパラメータ値として使用す
る場合に注意が必要です。引用文字列は3重引用符で囲む必要がありま
す。例えば、	'ABC'を	パラメータ値として使用するには、'''ABC'''と入力
します。
CALLが含まれるファンクションをコンパイルする時に、RPGジェネ
レータは、文字列の長さ(一重引用符を含む)を使用してパラメータ・
フィールドを作	成します。例えば、プログラムAには2個の英字パラ
メータがあり、それぞれ5文字の長さとします。そしてファンクションB
の中で次のようにこれを呼び出し	ます。
CALL	PGM(A)	PARM('ABC'	'''ABC''')
	
ジェネレータは、呼び出しに3文字のパラメータ(ABC)と5文字のパラ
メータ('ABC')を作成します。ファンクションBが実行されると、プログ
ラム	A内では1番目のパラメータの4桁目と5桁目の文字にゴミが入れら
れるため、プログラムAはエラーで終了する場合があります。

最初の文字が数値のように見えるときの三重引用符
詳細については、「CHANGEについてのコメン	ト/警告」を参照してく
ださい。

RDMLコマンドのパラメータ

its:lansa015.CHM::/CHANGE_C.HTM


13.1.7	Prompt_Keyの処理
DISPLAY、	REQUEST、POP_UPの3つのコマンドには、PROMPT_KEY
と呼ばれるパラメータがあります。このパラメータのデフォルトは以下
のように指	定されます。
PROMPT_KEY(*DFT	*AUTO)
	
パラメータの1番目	の値は、プロンプト・キーを有効にするかどうかを
示します。指定	可能な値は、*YES、*NO、*DFTです。特殊値の*DFT
では、システム定義データ域DC@A01の477桁目に従って、有効または
無効が指示され	ます。「システム定義データ	域」の全体レイアウトの
詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』を	参照してください。
2番目の値は、	プロンプト・キーが使われた場合の処理を示します。指
定可能な値は、*NEXT(制御を次のRDMLコマンドに渡す)、コマンド・
ラベル(制御をラベルに	渡す)、または*AUTO(LANSAが自動でファンク
ション・キーを処理する)です。
最初の2つの値(*NEXT	またはラベル)の場合、プロンプト・キーの処理
はRDMLプログ	ラムに完全制御されます。したがって、何を処理するか
は、完全にプログラマの自由です。
ここで重要なのは、最後の値(*AUTO)	です。以下の資料のほとんど
で、プロンプト・キーを自動で処理する方法が述べられています。
最終的に、プロンプト・キーに割り当てられる実際のファンクション・
キー番号は以下のように設定されます。

									非SAA/CUAアプリケーションで	は、	システム定義データ域の478から479桁目がファン
クション・キー番号に割り当てられます。「システ	ム定義データ域」の	完全な詳細につい
ては、『LANSA/AD	ユーザーガイド』を参照してください。
									SAA/CUAアプリケーションで	は、	プロンプト・ファンクション・キーに割り当てられ
た区画レベルの値から、ファンクション・キー番号が割り当てられます。この値の割り当て

方法とそのタイミ	ングの詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「システム
区画の作成また	は	変更手順」を参照してください。
RDMLコマンドのパラメータ

its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10010.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugubc_c10010.htm
its:lansa010.chm::/lansa/ugub_50040.htm


13.2	組み込み関数の注意事項
データベース接続
電子	メール組み込み関数に関する注意
ZIP組み	込み関数
共通のRDML/Xパラメータと組み込み関数	の注意事項



13.2.1	データベース接続
DEFINE_DB_SERVER	は、他のBIFとは別に単独で使用して接続パラ
メータおよびデータベース・タイプのオーバーライドだけを行うか、以
下のすべての関連BIFと共に、この順	序で使用することができます。
DEFINE_DB_SERVER、CONNECT_SERVER、CONNECT_FILE
このBIFのフル・セットは、データベース内にある外部ファイルが、
ロードされたものと異なるDSNを持つ場合にのみ必要になります。
起動時に、すべてのデフォルト・データベース、すなわちOAMに定義
されているすべてのデータベースに接続するには、各OAMにあるDSN
を使用して、	(データベース・タイプを指定して)DEFINE_DB_SERVER
およびCONNECT_SERVERを実行する必要があります。DSNがOAMに
あ	るときと同じ場合は、CONNECT_FILEを実行する必要はありませ
ん。つまり、外部ファイルは、ロードされたデータベースに暗黙的に接
続されるとい	うことです。
ユーザー環境に、開発、テスト、および生産というバージョン別の戦略
がある場合、アプリケーションがこのさまざまな段階を進むにつれ、外
部ファイルの配置	場所の差別化を管理するための最も簡単な方法は、使
用するODBC	DSNを同一にして、なおかつ異なる物理データベースをポ
イントするように定義を変更することになります。このように定義する
ことで、OAMに埋め込まれ	る省略時のデータベースは、複数の物理
データベースにアクセスするようになります。
データベースを自由に切り替えることは単純な操作のように思えます
が、共有されているOAMがある場合、すなわち同じファイルを複数の
データベースで使用	している場合は、容易ではありません。共有されて
いるOAMがある状況でデータベースを切り替えるには、コード/ファイ
ル検索、トリガーなどを含む、使用	していたすべてのファイルを閉じる
必要があり、ファイルを見落としがちです。これを行わないと、元の
データベースに対してアクセスが行われます。これは、	ファイルを開く
ときにデータベースが設定されるためです。それ以降、すべてのIOは、
元のデータベースに対して行われます。1つのフォームを使用している
ときは、CLOSEを実行すれば、使用していたすべてのファイルを閉じる
ことができます。複数のオブジェクトを使用していた場合は、これより
はるかに複雑	になります。戻る前にすべてのHEAVYUSAGEオブジェク
トから確実にCLOSEを呼び出し、すべてのコンポーネントとファンク
ションを終了して最初	のコンポーネント/ファンクションに戻ることが
不可欠です。実際、LIGHTUSAGEファンクションおよび動的コンポー
ネントをいたるところで使用する	ことが最善策である場合もあります。



以下は、最初のコンポーネントが何らかのファイルにアクセスする場合
に、そのコンポーネント内で実行する必要のある	コードの例です。
Subroutine	Name(SwitchSRV)	Parms(#SwitchSRV)
Define	Field(#LastSRV)	Reffld(#SERVER1)
	
クローズ
	
If	('#Switchsrv	*NE	#Lastsrv')
If	('#LastSRV	*NE	*BLANK')
Use	Builtin(Disconnect_file)	With_Args(*	#LastSRV)
Endif
Use	Builtin(connect_file)	With_Args(*	#SwitchSRV)
Endif
	
#LastSRV	:=	#SwitchSRV
Endroutine
	
コミット制御下でファイルに接続しているデータベースが複数ある場
合、COMMITまたはROLLBACKを実行すると、すべてのデータベース
ですべての	トランザクションがコミットまたはロールバックされます。
組み込み関数の注意事	項



13.2.2	電子メール組み込み関数に関する注意

電子メール組	み込み関数について
64ビット版Microsoft	Officeをサポートし	ていません。
LANSAは32ビットのアプリケーションであり、そのため、64ビット版Officeの
ActiveX/MAPI	のインターフェイスと対話できません。
64ビットのマシーンでの32ビット版officeのインストールはサポートさ	れますが、	これ
は既定のインストール・オプションです。

送信する電子メー	ル・メッセージを作成するには、はじめに
MAIL_STARTを呼び出し、次に一連の電子メール処理を呼び出してデー
タを追加します。それから、	MAIL_SENDを呼び出してメッセージを送
信します。
注：

										電子メール処理組み込み関数の使用は、完全なI5/OSまたはWindowsの制御下で実行さ
れるアプリケーションに限られます。

										Windows環境の場合、これらの組み込み関数をリモートWindowsサーバー・システム上
で呼び出されるファンクションで使用してはいけません。

										電	子メールBIFをローカルで実行するには、PROFILEを正しく設定する必要がありま
す。
正しいPROFILEは、Outlook\Tools\Options\Mail	Serviceにあります。

組み込み関数の注意事	項



13.2.3	Zip組み込み関数
ZIP組み込み関	数は、unzip32.dll、zip32.dll、unzipsfx.exeによってInfo-
ZIPの圧縮と解凍ユーティリティを使用します。	Info-ZIPのソフトウェア
(Zip、UnZip、関連ユーティリティ)は、フリーソフトウェアで、ftp:
//ftp.freesoftware.com/pub/infozip/Info-ZIP.htmlなどのインターネット/ＷＷ
Ｗサイトからソース・	コードまたは実行可能ファイルとしてダウンロー
ドすることができます。ZIPファイル形式、zip/unzip機能の詳細について
は、Info-ZIPの	WWWサイトを参照してください。
ZIPファイル形式は、1989年にPKWAREによって開発されました。Zip
ファイル仕様(PKWARによって規定され、Info-ZIPによって改	訂された)
の厳密な解釈に基づいて、次の制限がすべてのZipファイル・アーカイ
ブに適用されます。

制限 最大

ファ	イル数 65536

1	つのファイルの非圧縮サイズ 4GB

1	つのファイルの圧縮サイズ 4GB

作	成できるアーカイブの最大サイズ 256TB

解	凍できるアーカイブの最大サイズ 4GB

ファイル指定でのワイルドカード*の使用：readmeまたはreadme.*という
名前のファイルをすべて追加(または無視)する場合、	readme.*ではなく
readme*をリストに追加してください。
組み込み関数の注意事	項



14.	テンプレート・コマンドと変数
参照
テンプレートのプログラミングのヒント

@@CLR_LSTコマンド 作業リストをクリアする

@@CMP_IDXコマンド 索引値を比較する

@@COMMENTコマン
ド

生成されたコードにコメント行を追加す
る

@@DEC_IDXコマンド 索引値を減少させる

@@GET_FILSコマンド このテンプレートで使用するファイルを
取得する

@@GOTOコマンド ラベルに制御を渡す

@@IFコマンド 条件をテストして制御をラベルに渡す

@@INC_IDXコマンド 索引値を増加させる

@@LABELコマンド 他のコマンドからの分岐先を表すラベル

@@MAK_LSTSコマン
ド

別のリストで選択したフィールドのリス
トを作成する

@@MRG_LSTSコマン
ド

リストと他のリストをマージする

@@QUESTIONコマン
ド

問い合わせて回答を受け取る

@@RTV_FLDSコマン
ド

ファイル内のフィールドを取得する

@@RTV_KEYSコマン
ド

ファイルのキーを取得する

@@RTV_RELNコマン
ド

2つのファイル間の関係を取得する

@@SET_IDXコマンド 索引値を設定する



一般のテンプレート変数
問い合わせ/回答の処理に使うテンプレート変数
ファイル・テンプレート変数
リスト・テンプレート変数
テンプレートのエラー・メッセージ
『Visual	LANSA	開発者ガイド』の「アプリケーション・テンプレートの
作成例」

its:lansa013.chm::/lansa/l4wdev08_0025.htm


14.1	@@CLR_LSTコマンド
@@CLR_LSTコマンドは、指定したリストを作成/クリアするために使
用します。
注：リストに関連するコマンドを使用する前に、事前にそのリストが
@@CLR_LSTによって作成されていなければなりません。すべてのアプ
リケーション・テンプレートの最後ですべてのリストをクリアして、ア
プリケーション・テンプレートの完了時にすべての作業レコードを作業
ファイルから削除することをお勧めします。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@CLR_LST	------	NUMBER	----	数値	--------------------------|	
																															索引																														
																																																																		
																																																																		

パラメータ

NUMBER
作成/クリアするリスト番号を指定します。この番号として、1文字また
は2文字の英数字、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名を指
定した場合、このコマンドで索引の現行値に置き換わります。索引の設
定と使用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、@@DEC_IDX、
@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してください。

使用例
以下は、@@CLR_LSTコマンドの例です。
例1：リスト番号1をクリアします。
@@CLR_LST	NUMBER(1)
例2：索引名"CF"の索引が付けられたリストをクリアします。
@@CLR_LST	NUMBER(CF)



14.2	@@CMP_IDXコマンド
@@CMP_IDXコマンドは、索引値を数値と比較するために使用します。
この索引名として、新しい索引または既存の索引を使用できます。索引
が新しい索引名の場合、索引値は1に設定されます。1つのアプリケー
ション・テンプレートで使用できる索引の最大数は999個です。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@CMP_IDX	-----	IDX_NAME	-----	名前	-------------------------->	
																																																																		
													>---	IDX_VALUE	----	値	------------------------->	
																																	数値変数																	
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
													>-----IF_LT	-------	ラベル	------------------------->	
																																																																		
													>-----IF_GT	-------	ラベル	------------------------->	
																																																																		
													>-----IF_EQ	-------	ラベル	-------------------------|	
																																																																		
																																																																		

パラメータ

IDX_NAME
新しい索引名または既存の索引名を指定します。2文字の索引名の先頭
文字は、数値以外でなければなりません。

IDX_VALUE
索引値と比較する数値を指定します。この数値として、有効な数値変
数、有効な索引名、または有効な数値リテラルを使用できます。

IF_LT
索引値が比較値より小さい場合に制御を受け取るコマンドのラベルを指
定します。このパラメータで指定するラベルは、アプリケーション・テ
ンプレート内で唯一の、他のコマンドのラベルでなければなりません。

IF_GT
索引値が比較値より大きい場合に制御を受け取るコマンドのラベルを指
定します。このパラメータで指定するラベルは、アプリケーション・テ
ンプレート内で唯一の、他のコマンドのラベルでなければなりません。

IF_EQ



索引値が比較値と等しい場合に制御を受け取るコマンドのラベルを指定
します。このパラメータで指定するラベルは、アプリケーション・テン
プレート内で唯一の、他のコマンドのラベルでなければなりません。



14.2.1	@@CMP_IDXの例
以下は、@@CMP_IDXコマンドの例です。
例1：索引CFを、選択された最大のファイルと比較します。最大のファ
イル番号より大きい場合は、制御がラベルLB1に渡されます。
@@CMP_IDX	IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	IF_GT(LB1)
	
例2：索引ABをリテラル10と比較します。10に等しい場合は制御がラベ
ルA25に渡されます。
@@CMP_IDX	IDX_NAME(AB)	IDX_VALUE(10)	IF_EQ(A25)
	
例3：索引NEをリスト番号01の項目数と比較します。この値より大きい
場合は、制御がラベルX10に渡されます。
@@CMP_IDX	IDX_NAME(NE)	IDX_VALUE(@@LNE01)	IF_GT(X10)



14.3	@@COMMENTコマンド
@@COMMENTコマンドは、このアプリケーション・テンプレートに
よって生成されるRDMLコードにコメント行を追加するために使用しま
す。
コメントのテキストには、置換される特別な変数を含めることができま
す。
アプリケーション・テンプレート自体に適用するコメントは、以下のよ
うに、CLプログラムにおける標準のコメント記述方法で、SEUを使用し
て入力します。
/*..........コメント行...............................*/
アプリケーション・テンプレートをこの方法で記述することが非常に重
要です。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@COMMENT	------COMMENT	-----	'テキスト'	-------------------------|	
																														|									|																								
																														-	最大10	-																										
																																																																		
																																																																		

パラメータ

COMMENT
RDMLコードに追加するコメントのテキストを指定します。このテキス
トには、特別な変数を含めることができます(詳細については、特別な
変数に関する「特別なテンプレート変数に関する注意点」を参照してく
ださい)。最大55文字のコメント行を最大10行まで指定できます。

使用例
以下は、@@COMMENTコマンドの例です。
例1：現在の日付と時刻を含むコメント行を、生成されたRDMLコード
に追加します。
@@COMMENT	COMMENT('Date	-	@@DATE				Time	-	@@TIME')
例2：FETCHコマンドで使用されるファイルの名前を含むコメント行を
追加します。
@@COMMENT		COMMENT('Fetch	file	@@FNAME01	details					')
FETCH						FIELDS((#HEADER))	+
											FROM_FILE(@@FNAME01)	+



											WITH_KEY(@@LST03)	NOT_FOUND(R10)	+
											ISSUE_MSG(*YES)



14.4	@@DEC_IDXコマンド
@@DEC_IDXコマンドは、索引値を1ずつ減少させるために使用しま
す。この索引名として、新しい索引または既存の索引を使用できます。
索引が新しい索引名の場合、索引値は-1に設定されます。1つのアプリ
ケーション・テンプレートで使用できる索引の最大数は999個です。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@DEC_IDX	-----	IDX_NAME	-----	名前	--------------------------|	
																																																																		
																																																																		

パラメータ

IDX_NAME
新しい索引名または既存の索引名を指定します。2文字の索引名の先頭
文字は、数値以外でなければなりません。

使用例
以下は、@@DEC_IDXコマンドの例です。
例1：索引CFの値を減少させます。
@@DEC_IDX	IDX_NAME(CF)



14.5	@@GET_FILSコマンド
@@GET_FILSコマンドは、アプリケーション・テンプレートで使用す
るファイルを選択するように要求するために使用します。
複数のファイルを選択できる場合、一次ファイルの選択後、その一次
ファイルと何らかの関連性のあるすべてのファイルで構成される2番目
のリストがユーザーに表示されます。このリストでは、関係が「ツ
リー」の形で示されます。この関係の「ツリー」を構築するには、関連
するすべてのファイルに、これらのファイルがどのように関連している
かを示すアクセス経路が設定されていなければなりません。データベー
スの設計にデータ・モデリングを使用した場合、この設定は自動的に行
われています。それ以外の場合は、すべてのアクセス経路を手作業で追
加する必要があります。
このリストから選択する際は以下のような規則が適用されます。
1.								SGL_ONLY(*NO)が指定されている場合、表示されたリストから1	:	N	(多数)の関係のみを
選択できます。複数の1	:	1の関係を選択することもできます。

2.								関係チェーンにおいて、より高いレベルの関係から選択する必要があります。

3.								選択できるファイルの最大数は(TO	-	FROM	+	1)です。

このコマンドは、選択された最大ファイル番号と最小ファイル番号が保
持されるように特別な変数@@TFMXおよび@@TFMNを作成/更新しま
す。
																																																									任意指定	
																																																																		
		@@GET_FILS	-----	FROM	--------	1	----------------------------->	
																											(番号1〜50)																								
																																																																		
													>----	TO	----------	50	---------------------------->	
																											(番号1〜50)																								
																																																																		
													>----	PHY_ONLY----	*YES	--------------------------->	
																																*NO																															
																																																																		
													>----	SGL_ONLY----	*YES	--------------------------->	
																																*NO																															
																																																																		
													>----	PROMPT	-----	'テキスト'	------------------------->	
																																																																		
																																																																		
													>----	EXTEND	-----	'テキスト'	------------------------->	
																																																																
																														--	最大8	--																									
																																																																		



													>-----HELPIDS	----	ヘルプ・パネル識別子	---------|	
																														|																										|									
																														--------	最大10	-----------									
																																																																		

パラメータ

FROM
ユーザーが選択したファイルに割り当てる最初のファイル番号を指定し
ます。デフォルト値は1、最大値は50です。

TO
ユーザーが選択したファイルに割り当てる最後のファイル番号を指定し
ます。デフォルト値は50、最大値は50です。FROMパラメータ値とTOパ
ラメータ値の差によって、このコマンドでユーザーが選択できるファイ
ル数が決まります。例えば、FROM(1)およびTO(1)を指定した場合、選
択できるファイル数は1個のみです。FROM(1)およびTO(50)を指定した
場合は、ユーザーは50個のファイルを選択できます。

PHY_ONLY
選択肢として物理ファイルのみを表示するか、物理ファイルと論理ファ
イルを両方表示するかを指定します。

SGL_ONLY
選択肢として1	:	1	の関係のみを表示するか、1	:	1および1	:	N	(多数)の関
係を両方表示するかを指定します。

PROMPT
コマンドのプロンプト・テキストを指定します。指定できるテキストは
最大74文字です。プロンプト・テキストには、特別な変数を含めること
ができます(特別な変数については、「特別なテンプレート変数に関す
る注意点」を参照してください)。EXTENDパラメータには、さらに詳
細なプロンプト・テキストを配置できます。

EXTEND
プロンプトに必要な記述をPROMPTパラメータで十分に指定できない場
合に、コマンドの拡張プロンプト・テキストを指定します。指定できる
テキストは、最大74文字×8行です。拡張プロンプトには特別な変数を含
めることができます。

HELPIDS



このアプリケーション・テンプレート用のヘルプ・パネル識別子を最大
10個指定します。これらのヘルプ・パネルは、ユーザーが[ヘルプ]ファ
ンクション・キーを押したときに全画面のヘルプとして表示されます。

例
以下は、@@GET_FILSコマンドの例です。
例1：単一の一次物理ファイルを選択するようにユーザーに要求しま
す。
@@GET_FILS	FROM(1)	TO(1)	PHY_ONLY(*YES)	PROMPT('Select	+
											the	primary	physical	file	to	be	worked	with')	+
											EXTEND('Enter	the	name	of	the	PHYSICAL	file	....')	+
											HELPIDS(HELP010)
例2：最大20個の関連ファイルを選択するようにユーザーに要求しま
す。物理ファイルおよび論理ファイルの両方を選択できるようにしま
す。
@@GET_FILS	FROM(20)	TO(1)	PHY_ONLY(*YES)	PROMPT('この	+
											the	name	of	the	primary	file	to	be	used	by	this	+
											template')	+
											EXTEND('The	file	name	may	be	specified	in	full,	+
											partially	.....')	+
											HELPIDS(HELP020	HELP030	HELP040	HELP050)



14.6	@@GOTOコマンド
@@GOTOコマンドは、コマンド・ラベルに制御を渡すために使用しま
す。指定するコマンド・ラベルは、アプリケーション・テンプレート内
の別のコマンドに関連付けられている必要があります。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@GOTO	-----LABEL------	コマンド・ラベル	---------------------|				
																																																																		
																																																																		

パラメータ

LABEL
制御を受け取るコマンドのラベルを指定します。このパラメータで指定
するラベルは、アプリケーション・テンプレートに含まれる他の単一コ
マンドのラベルでなければなりません。

例
以下は、@@GOTOコマンドの例です。
どの条件にも適合しない場合、ラベルに分岐します。
								@@IF					COND((*IF	@@CANS001	*EQ	A))	GOTO(LB1)
								@@IF					COND((*IF	@@CANS001	*EQ	B))	GOTO(LB2)
								@@GOTO			LABEL(LB3)
		.
		.
LB1:				@@LABEL
											.
LB2:				@@LABEL
												.
LB3:				@@LABEL



14.7	@@IFコマンド
@@IFコマンドは、条件に適合しているかどうかを検査し、条件に適合
している場合のみ特定のRDMLコマンドの生成を省略するために使用し
ます。
GOTOパラメータのコマンド・ラベルは、GOTOの対象となる別のアプ
リケーション・テンプレート・コマンドのものでなければなりません。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@IF	------	COND	------	*IF		変数		*EQ		値	------------>	
																								|	*AND											*GT										|											
																								|	*OR												*LT										|											
																								|																*NE										|											
																								|																*GE										|											
																								|																*LE										|											
																								|																													|											
																								----------	最大40	-------------													
																																																																		
										>---GOTO	-------コマンド・ラベル	-----------------------|	
																																																																		
																																																																		

パラメータ

COND
IF条件に「適合」するかどうかを検査するために評価する条件を指定し
ます。このパラメータは、関係(*IF	*AND	*OR)、評価対象の変数
(@@CANS001など)、比較演算子(*EQ	*GT	*LT	*NE	*GE	*LE)、および比
較に使用されるリテラル値(評価対象の変数と同じタイプであることが
必要)の4つの部分から成ります。評価対象の変数として、任意のアプリ
ケーション・テンプレート変数を使用できます。

GOTO
制御を受け取るコマンドのラベルを指定します。このパラメータで指定
するラベルは、同じファンクションに含まれる他の単一コマンドのラベ
ルでなければなりません。

例
以下は、@@IFコマンドの例です。
例1：質問に対する回答が"NO"の場合、ラベルに分岐し、何らかの
RDMLコードの生成を省略します。
					@@IF								COND((*IF	@@CANS001	*EQ	NO))	GOTO(LB1)



					Some	RDML	code
									.
									.
									.
LB1:	@@LABEL
例2：ユーザーが複数のファイルを選択した場合、追加のフィールドを
選択するようユーザーに要求します。
					@@IF							COND((*IF	@@TFMX	*EQ	1))	GOTO(A25)
					@@CLR_LST		....
					@@MAK_LSTS	....
					@@MRG_LSTS	....
A25:	@@LABEL



14.8	@@INC_IDXコマンド
@@INC_IDXコマンドは、索引値を1ずつ増加させるために使用しま
す。この索引名として、新しい索引または既存の索引を使用できます。
索引が新しい索引名の場合、索引値は1に設定されます。1つのアプリ
ケーション・テンプレートで使用できる索引の最大数は999個です。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@INC_IDX	-----	IDX_NAME	-----	名前	-------------------------|	
																																																																		
																																																																		
																																																																		

パラメータ

IDX_NAME
新しい索引名または既存の索引名を指定します。2文字の索引名の先頭
文字は、数値以外でなければなりません。

例
以下は、@@INC_IDXコマンドの例です。
索引CFの値を増加させます。
@@INC_IDX	IDX_NAME(CF)



14.9	@@LABELコマンド
@@LABELコマンドは、他のアプリケーション・テンプレート・コマン
ドと組み合わせて使用し、アプリケーション・テンプレート・コマンド
の実行やRDMLコードの生成を制御するためのラベルを指定します。
このコマンドの詳細と使用例については、@@IF、@@GOTO、
@@CMP_IDXなどのコマンドのセクションを参照してください。
																																																																		
																																																																		
		@@LABEL	------	パラメータはありません	---------------------------------|	
																																																																		
																																																																		

例
以下は、@@LABELコマンドの例です。
例1：質問に対する回答が"NO"の場合、ラベルに分岐し、何らかの
RDMLコードの生成を省略します。
					@@IF					COND((*IF	@@CANS001	*EQ	NO))	GOTO(LB1)
					Some	RDML	code
									.
									.
									.
LB1:	@@LABEL
例2：索引値が、選択された最大のファイル番号より大きい場合、
フィールド・リストの作成を終了します。
A10:	@@LABEL
					@@CMP_IDX	IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	IS_GT(A20)
					@@RTV_FLDS	.....
					@@INC_IDX		.....
					@@GOTO					LABEL(A10)
A20:	@@LABEL



14.10	@@MAK_LSTSコマンド
@@MAK_LSTSコマンドは、ユーザーが選択したフィールドからリスト
を作成するために使用します。作成されるリストは、このコマンドの実
行前に自動的にクリアされます。
ユーザーには、必要なすべてのフィールドを選択するためのフィールド
選択リスト(指定された他のリストから作成)が表示されます。フィール
ドの選択および事前選択の方法は、INTO_LSTSパラメータで決まりま
す。FORCE_LSTSパラメータが指定されている場合、ユーザーは、この
リスト内のフィールドをすべて選択する必要があります。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@MAK_LSTS	----	FROM_LSTS	-----	nn	--------------------------->	
																													|											|																								
																														--	最大5	--																									
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
																																																																		
													>---	FORCE_LSTS	----	nn	--------------------------->	
																																																																		
																																																																		
													>---	INTO_LSTS	--	nn	--	欄見出し1	--	欄見出し2	---->	
																												|																																		|		
																												|																																		|		
																												|--	欄見出し3	--	*YESNO			--	*NO	---->	
																												|															*SEQUENCE			*ALL			|		
																												|																											*FORCE	|		
																													---------	最大2	-------------------		
																																																																		
													>---	HELPIDS	----	ヘルプ・パネル識別子	----------|	
																													|																										|									
																													--------	最大10	-----------										
																																																																		

パラメータ

FROM_LSTS
選択のためのフィールド・リストを作成する基となるリスト番号を指定
します。これらのリスト番号は、@@RTV_FLDSまたは@@MAK_LSTS
コマンドによって事前に作成されている必要があります。この番号とし
て、1文字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できま
す。索引名を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられ
ます。索引の設定および使用については、@@SET_IDX、



@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参
照してください。

FORCE_LSTS
ユーザーが選択すべきすべてのフィールドが保持されたリスト番号(事
前に@@RTV_FLDSまたは@@MAK_LSTSコマンドで作成)を指定しま
す。この番号として、1文字または2文字の数値、あるいは2文字の索引
名を指定できます。索引名を指定すると、このコマンドで現在の索引値
が置き換えられます。索引の設定および使用については、
@@SET_IDX、@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドの
セクションを参照してください。

INTO_LSTS
選択されたフィールドから作成するリストを指定します。このパラメー
タは以下の部分から成ります。

									リスト番号	-	作成するリスト番号を指定します。この番号として、1文字または2文字の
数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名を指定すると、このコマンドで現在
の索引値が置き換えられます。索引の設定および使用については、@@SET_IDX、
@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してください。こ
のリストは、このコマンドの実行前に自動的にクリアされます。

									欄見出し1	-	このフィールド選択列の上に表示する欄見出し行1を指定します。

									欄見出し2	-	このフィールド選択列の上に表示する欄見出し行2を指定します。

									欄見出し3	-	このフィールド選択列の上に表示する欄見出し行3を指定します。

									フィールド選択方法	-	*YESNOまたは*SEQUENCEのいずれかによって、ユーザーが必
要なフィールドを選択する際に使用できる方法を指定します。*YESNO	(デフォルト)を選択
した場合、ユーザーは、選択列に任意の非ブランク文字を配置することによって任意の
フィールドを選択できます。事前に選択されているフィールドの選択列は"Y"になります。
*SEQUENCEを選択した場合、ユーザーは、選択したフィールドを結果のリストに配置する
順序を指定できます。この順序番号は10進数(4,1)フィールドです。事前に選択されている
フィールドの選択列には、10ずつ増加する順序番号が設定されます。

									事前選択フィールド	-	*NO、*ALL、または*FORCEのいずれかによって、リスト内で
フィールドを事前に選択された状態にするかどうかを指定します。*NO	(デフォルト)を選択
した場合、どのフィールドも事前に選択されません。*ALLを選択した場合、すべてのフィー
ルドが事前に選択されます。*FORCEを選択した場合、FORCE_LSTSリスト内のすべての
フィールドが事前に選択されます。

HELPIDS
このアプリケーション・テンプレートで使用する最大10個のヘルプ・パ
ネル識別子を指定します。これらのヘルプ・パネルは、ユーザーが[ヘ
ルプ]ファンクション・キーを押したときに、全画面のヘルプとして表
示されます。



例
以下は、@@MAK_LSTSコマンドの例です。
例1：一次ファイル内の更新できないフィールドを選択するようユー
ザーに要求します。フィールドの選択は、任意の非ブランク文字で行え
ます。
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(2)	INTO_LSTS((5	'Fields	that'	'Cannot	be'
										'Updated'	*YESNO	*NO))	HELPIDS(HELP010	HELP020)
例2：データ入力パネルに表示するフィールドを選択するようユーザー
に要求します。ファイルのキーは強制的に選択されます。フィールド
は、順序番号で順序を設定することができます。また、すべてのフィー
ルドは事前に選択されています。
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(1)	FORCE_LSTS(3)	INTO_LSTS((4	'Fields	to'
										'Appear	on'	'Add	Panel'	*SEQUENCE	*ALL))



14.11	@@MRG_LSTSコマンド
@@MRG_LSTSコマンドは、リストに他のリストをマージしてリストを
更新するために使用します。また、このリスト内のフィールドに対して
属性をマージすることもできます。属性は、フィールドがINTO_LSTに
存在していない場合のみマージされます。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@MRG_LSTS	----	FROM_LSTS	-----	nn	---	属性	------------>	
																														|								|													|	|										
																														|								---	最大7	----		|										
																														|																								|										
																														----------	最大2	---------										
																																																																		
																																																																		
													>---	INTO_LST	------	nn	---------------------------|	
																																																																		
																																																																		
																																																																		

パラメータ

FROM_LSTS
リストを作成する基になるリスト番号を指定します。各リストの任意指
定の属性では、INTO_LSTにまだ存在していない、FROM_LSTのフィー
ルドにマージする10文字の属性を指定します。フィールドがINTO_LST
にすでに存在している場合、属性はマージされません。これらのリスト
番号は、@@RTV_FLDSまたは@@MAK_LSTSコマンドによって事前に
作成されている必要があります。この番号として、1文字または2文字の
数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名を指定すると、
このコマンドで現在の索引値が置き換えられます。索引の設定および使
用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、@@DEC_IDX、
@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してください。

INTO_LST
リストをマージすることで作成するリストを指定します。この番号とし
て、1文字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できま
す。索引名を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられ
ます。索引の設定および使用については、@@SET_IDX、
@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参
照してください。

例



以下は、@@MRG_LSTSコマンドの例です。
例1：ユーザーが選択した、一次ファイルで更新できないフィールドを
フィールドを表示パネル・フィールド・リストにマージします。このと
き、フィールドに*OUTPUT属性をマージします。
@@CLR_LST		NUMBER(6)
@@MRG_LSTS	FROM_LSTS((5	*OUTPUT))	INTO_LST(6)
例2：ファイルのキー・フィールドを表示パネル・フィールド・リスト
にマージします。このとき、フィールドに*HIDDEN属性をマージしま
す。
@@RTV_KEYS	OF_FILE(1)	INTO_LST(3)
@@CLR_LST		NUMBER(4)
@@MRG_LSTS	FROM_LSTS((3	*HIDDEN))		INTO_LST(4)



14.12	@@QUESTIONコマンド
@@QUESTIONコマンドは、問い合わせを行い、有効な応答を受け取る
ために使用します。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@QUESTION	------PROMPT------	'テキスト'	------------------------->	
																																																																		
													>-----ANSWER	-----	@@CANSnnn		--------------------->	
																																@@NANSnnn																									
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
													>-----EXTEND	-----	'テキスト'	------------------------->	
																														|										|																								
																														--	最大8	--																									
																																																																		
													>-----LOWER	------	*NO		--------------------------->	
																																*YES																														
																																																																		
													>----	VALUES	-----	比較値	------------------>	
																														|																	|																	
																														-----	最大40	------																	
																																																																		
													>----	RANGE	------	下限値	--	上限値	-------->	
																														|																										|								
																														---------	最大20	----------									
																																																																		
													>----	SPCVAL	---	元の値	--	置換後の値	-->	
																														|																									|									
																														---------	最大40	----------									
																																																																		
													>-----HELPIDS	----	ヘルプ・パネル識別子	---------|	
																														|																									|									
																														--------	最大10	-----------									
																																																																		

パラメータ

PROMPT
問い合わせのプロンプト・テキストを指定します。指定できるテキスト
は最大74文字です。プロンプト・テキストには特別な変数を含めること
ができます(特別な変数については、「特別なテンプレート変数に関す
る注意点」を参照してください)。EXTENDパラメータで、さらに詳細
なプロンプト・テキストを指定できます。

ANSWER



問い合わせに対する回答を保管する「特別な」変数を指定します。次の
セクションで説明する、問い合わせ/回答の処理に使う特別な変数のい
ずれか(すなわち、@@CANSnnnまたは@@NANSnnn)でなければなりま
せん。nnnの最後の2文字として、2文字の索引名を指定することもでき
ます。この場合、索引名は、索引の現在の数値で置き換えられます。

EXTEND
PROMPTパラメータで問い合わせの記述を指定しきれない場合に、この
パラメータで問い合わせの拡張プロンプト・テキストを指定します。指
定できるテキストは、最大74文字×8行です。拡張プロンプト・テキスト
には特別な変数を含めることができます。

LOWER
問い合わせに対する回答を大文字に変換せずに小文字のままにするかど
うかを指定します。

VALUES
回答と照合する1〜40個の値を指定します。

RANGE
回答と照合する1〜20個の値範囲を指定します。各範囲は、「下限」値
と「上限」値で構成します。

SPCVAL
別の値で置き換える(例："Y"を"*YES"で置き換え)	1〜20個の値を指定し
ます。

HELPIDS
ユーザーが[ヘルプ]ファンクション・キーを押したときに表示される、
このアプリケーション・テンプレートで使用する最大10個のヘルプ・パ
ネル識別子を指定します。これらのヘルプ・パネルは、全画面のヘルプ
として表示されます。

例
以下は、@@QUESTIONコマンドの例です。
例1：[変更]ファンクション・キーを有効にするかどうかをユーザーに問
い合わせます。
@@QUESTION	PROMPT('Is	the	change	function	key	to	be	+
											enabled	?')	+



											ANSWER(@@CANS001)	EXTEND('Reply	Y	or	N	only'.....)	+
											LOWER(*NO)	SPCVAL((Y	*YES)	('y'	*YES)	(N	*NO)	+
											('n'	*NO))	HELPIDS(HELP010	HELP020)
例2：検査対象の条件数をユーザーに問い合わせます。
@@QUESTION	PROMPT('How	many	conditions	are	to	be	tested	?')	+
											ANSWER(@@NANS001)	EXTEND('Indicate	the	number	of	+
											conditions	that	are	to	be	generated'	'by	this	+
											application	template')	HELPIDS(HELP040	HELP050)



14.13	@@RTV_FLDSコマンド
@@RTV_FLDSコマンドは、指定されたファイル番号のフィールドを取
得して、要求されたリストに追加するために使用します。
指定するファイルは、@@GET_FILSコマンドで選択済みでなければな
りません。また、リストは、@@CLR_LSTコマンドで定義/クリアされ
ていなければなりません。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@RTV_FLDS	-----	FROM_FILE	---	番号	------------------------>	
																																	索引																												
																																																																		
													>----	INTO_LST	----	番号	------------------------>	
																																	索引																												
																																																																		
	-----------------------------------------------------------------
																																																									任意指定	
																																																																		
													>----	REAL_ONLY	----	*NO		------------------------->	
																																		*YES																												
																																																																		
													>----	VIRT_ONLY	----	*NO		------------------------->	
																																		*YES																												
																																																																		
													>----	ALPHA_ONLY	---	*NO		------------------------->	
																																		*YES																												
																																																																		
													>----	NUM_ONLY	-----	*NO		-------------------------|	
																																		*YES																												
																																																																		
																																																																		

パラメータ

FROM_FILE
フィールドの取得元のファイル番号を指定します。この番号として、1
文字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引
名を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられます。索
引の設定および使用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、
@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してくださ
い。ファイル番号は、@@GET_FILSコマンドで選択済みでなければな
りません。

INTO_LST



フィールドの追加先のリスト番号を指定します。この番号として、1文
字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名
を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられます。索引
の設定および使用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、
@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してくださ
い。リスト番号は、@@CLR_LSTコマンドで定義済みでなければなりま
せん。

REAL_ONLY
ファイルからリストに「実」フィールドのみを取得するかどうかを指定
します。

VIRT_ONLY
ファイルからリストに「仮想」フィールドのみを取得するかどうかを指
定します。

ALPHA_ONLY
ファイルからリストに英数字フィールドのみを取得するかどうかを指定
します。

NUM_ONLY
ファイルからリストに数値フィールドのみを取得するかどうかを指定し
ます。

例
以下は、@@RTV_FLDSコマンドの例です。
例1：ファイル1からすべてのフィールドを取得して、リスト1に追加し
ます。
@@CLR_LST	NUMBER(1)
@@RTV_FLDS	FROM_FILE(1)	INTO_LST(1)
例2：ファイルCFからすべての「実」フィールドを取得して、リスト2に
追加します。
@@CLR_LST	NUMBER(2)
@@RTV_FLDS	FROM_FILE(CF)	INTO_LST(2)	REAL_ONLY(*YES)
例3：ファイル3からすべての数値フィールドを取得して、リスト3に追
加します。
@@CLR_LST	NUMBER(3)
@@RTV_FLDS	FROM_FILE(3)	INTO_LST(3)	NUM_ONLY(*YES)



14.14	@@RTV_KEYSコマンド
@@RTV_KEYSコマンドは、指定されたファイル番号のすべてのキー・
フィールドを取得して、要求されたリストに追加するために使用しま
す。
指定するファイルは、@@GET_FILSコマンドで選択済みでなければな
りません。また、リストは、@@CLR_LSTコマンドで定義/クリアされ
ていなければなりません。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@RTV_KEYS	-----	OF_FILE	-----	番号	------------------------>	
																																	索引																												
																																																																		
													>----	INTO_LST	----	番号	------------------------|	
																																	索引																												
																																																																		
																																																																		

パラメータ

OF_FILE
キー・フィールドの取得元のファイル番号を指定します。この番号とし
て、1文字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できま
す。索引名を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられ
ます。索引の設定および使用については、@@SET_IDX、
@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参
照してください。ファイル番号は、@@GET_FILSコマンドで選択済み
でなければなりません。

INTO_LST
フィールドの追加先のリスト番号を指定します。この番号として、1文
字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名
を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられます。索引
の設定および使用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、
@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してくださ
い。リスト番号は、@@CLR_LSTコマンドで定義済みでなければなりま
せん。

例
以下は、@@RTV_KEYSコマンドの例です。
例1：ファイル1からすべてのキー・フィールドを取得してリスト1に追



加します。
@@CLR_LST	NUMBER(1)
@@RTV_KEYS	OF_FILE(1)	INTO_LST(1)
例2：ファイルCFからすべてのキー・フィールドを取得してリスト2に追
加します。
@@CLR_LST	NUMBER(2)
@@RTV_KEYS	OF_FILE(CF)	INTO_LST(2)



14.15	@@RTV_RELNコマンド
@@RTV_RELNコマンドは、指定されたファイル番号のリレーション(ア
クセス経路のキー・フィールド)を取得して、要求されたリストに追加
するために使用します。これにより、このファイルと、直接上位にある
ファイルとの「関係」が定義されます。これは、一次ファイルを除くす
べてのファイルに適用されます。
返される値は、OF_FILEパラメータで指定されたファイルではなく、実
際には「親」ファイルまたは「結合」ファイルのものであることに注意
してください。
指定するファイルは、@@GET_FILSコマンドで選択済みでなければな
りません。また、リストは、@@CLR_LSTコマンドで定義/クリアされ
ていなければなりません。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@RTV_RELN	-----	OF_FILE	-----	番号	------------------------>	
																																	索引																												
																																																																		
													>----	INTO_LST	----	番号	------------------------|	
																																	索引																												
																																																																		
																																																																		

パラメータ

OF_FILE
リレーション(アクセス経路のキー・フィールド)の取得対象のファイル
番号を指定します。この番号として、1文字または2文字の数値、あるい
は2文字の索引名を指定できます。索引名を指定すると、このコマンド
で現在の索引値が置き換えられます。索引の設定および使用について
は、@@SET_IDX、@@INC_IDX、@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマン
ドのセクションを参照してください。ファイル番号は、@@GET_FILS
コマンドで選択済みでなければなりません。

INTO_LST
フィールドの追加先のリスト番号を指定します。この番号として、1文
字または2文字の数値、あるいは2文字の索引名を指定できます。索引名
を指定すると、このコマンドで現在の索引値が置き換えられます。索引
の設定および使用については、@@SET_IDX、@@INC_IDX、
@@DEC_IDX、@@CMP_IDXコマンドのセクションを参照してくださ
い。リスト番号は、@@CLR_LSTコマンドで定義済みでなければなりま



せん。

例
以下は、@@RTV_RELNコマンドの例です。
例1：ファイル2のリレーションを取得して、リスト2に追加します。
@@CLR_LST	NUMBER(2)
@@RTV_RELN	OF_FILE(2)	INTO_LST(2)
例2：ファイル"CF"のリレーションを取得してリスト3に追加し、これを
使用して関連レコードをファイル"CF"から取得(FETCH)します。
@@CLR_LST		NUMBER(3)
@@RTV_RELN	OF_FILE(CF)	INTO_LST(3)
FETCH						FIELDS(#PANELDATA)	FROM_FILE(@@FNAMECF)	WITH_KEY(@@LST03)



14.16	@@SET_IDXコマンド
@@SET_IDXコマンドは、索引値を数値に設定するために使用します。
この索引名として、新しい索引または既存の索引を使用できます。1つ
のアプリケーション・テンプレートで使用できる索引の最大数は999個
です。
																																																									必須/省略可	
																																																																		
		@@SET_IDX	-----	IDX_NAME	-----	名前	-------------------------->	
																																																																		
																																																																		
													>-----	TO	---------	値		------------------------|	
																																	数値変数																	
																																																																		

パラメータ

IDX_NAME
新しい索引名または既存の索引名を指定します。2文字の索引名の先頭
文字は、数値以外でなければなりません。

TO
索引の設定後の数値を指定します。この数値として、有効な任意の数値
変数または数値リテラルを指定できます。

例
以下は、@@SET_IDXコマンドの例です。
例1：索引ABを2に設定します。
											@@SET_IDX	IDX_NAME(AB)	TO(2)
例2：索引CFを、選択された最大のファイル番号に設定します。
											@@SET_IDX	IDX_NAME(CF)	TO(@@TFMX)



14.17	一般のテンプレート変数
特別なテンプレート変数に関する注意点
テンプレートのプログラミングのヒント

変数 説明 タイ
プ

長さ 小数
点の
位置

@@COMPANY 現在の会社/組織の
名前

A 30 	

@@DATE インストール環境
の形式での日付
(xx/xx/xx)

A 8 	

@@DATE8 インストール環境
の形式での日付
(xx/xx/xxxxまたは
xxxx/xx/xx)

A 10 	

@@DECIMAL 10進数形式('.'また
は',')

A 1 	

@@FUNCDES 現在のLANSAファ
ンクションの記述

A 40 	

@@FUNCTION 現在のLANSAファ
ンクションの名前

A 7 	

@@GENNAME/xx/yy/zzzzzz生成フィールドの
名前

A 変数 	

@@INDEXii 索引iiの数値 N 2 0

@@JOBNAME 現在のSystem	iジョ
ブの名前

A 10 	

@@JOBNBR 現在のSystem	iジョ
ブの番号

A 6 	

@@PRODREL 現在のLANSAのリ
リース・レベル

A 4 	



@@PROCDES 現在のLANSAプロ
セスの記述

A 40 	

@@PROCESS 現在のLANSAプロ
セスの名前

A 10 	

@@PRODUCT 製品名(つまり、
LANSA)

A 5 	

@@TIME 現在時刻(xx:xx:xx) A 8 	

@@USER 現在のSystem	iユー
ザーの識別子

A 10 	

注:
									iiは、2文字の有効な索引名です。変数は数値で置き換えられます。

									xxは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値xxとして、数字1または2、あるい
は2文字の有効な索引名を指定できます(変数名では、その索引の数値で置き換えられます)。

									yyは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値yyとして、数字1または2、あるい
は2文字の有効な索引名を指定できます(変数名では、その索引の数値で置き換えられます)。

									zzzzzzは長さ1〜6文字の名前です。テンプレート内で使用する場合は、名前の後にブラ
ンクを続ける必要があります。

									@@GENNAME/xx/yy/zzzzzzは、接頭辞zzzzzzおよび接尾辞xxの付いた1〜yyの要素のリ
ストに拡張されます。
例：

								DEF_LINE	NAME(#LINEDATA)	FIELDS(@@GENNAME/01/06/#TOT	)
												この場合、テンプレート内のRDMLコードは以下のようになりま
す。
								DEF_LINE	NAME(#LINEDATA)	FIELDS(	#TOT0101	#TOT0102
																	#TOT0103	#TOT0104	#TOT0105	#TOT0106	)



14.18	問い合わせ/回答の処理に使うテンプレート変数
特別なテンプレート変数に関する注意点
テンプレートのプログラミングのヒント

変数 説明 タイプ 長さ 小数
点の
位置

@@CANSnnn 文字応答 A 74 	

@@NANSnnn 数値応答 N 15 5

ここで、nnnは001〜999の数値です。	
長さは最大長です。この数値は、3つの数字として指定することも、1つ
の数字の後に2文字の有効な索引名を続けた値として指定することもで
きます(変数名では、その索引の数値で置き換えられます)。



14.19	ファイル・テンプレート変数
特別なテンプレート変数に関する注意点
テンプレートのプログラミングのヒント

変数 説明 タイプ 長さ 小数点
の位置

@@FNAMEnn ファイル名 A 10 	

@@FLIBRnn ファイル・ライブラリ A 10 	

@@FVERSnn ファイルのバージョン番号 N 15 5

@@FTYPEnn ファイル・タイプ(P=PF、
L=LF)

A 1 	

@@FDESCnn ファイルの記述 A 40 	

@@FBASPnn 物理ファイル名に基づく A 10 	

@@FRELFnn 関連ファイル名 A 10 	

@@FRELLnn 関連ファイル・ライブラリ A 10 	

@@FRELVnn 関連ファイルのバージョン
番号

N 15 5

@@FRELRnn 関連ファイルとの関係
(O=1:1、M=1:n)

A 1 	

@@FRELAnn 関連ファイルのアクセス経
路名

A 10 	

@@FRELCnn 関連ファイルの接続タイ
プ。接続タイプは以下のと
おりです。
BASE	=	ベース・ファイル
DIRBASE	=	ベース・ファイ
ルへの直接接続
INDBASE	=	ベース・ファ
イルへの間接的接続
DETAIL	=	詳細ファイル

A 70 	



(すなわち、1:多数の関連
ファイル)
DIRDETL	=	詳細ファイルへ
の直接接続
INDDETL	=	詳細ファイル
への間接的接続

@@FAREAnn 見出し領域またはブラウズ
領域(H=HDR、B=BRW)

A 1 	

@@TFMX 最大選択ファイル数 N 15 5

@@TFMN 最小選択ファイル数 N 15 5

ここで、nnは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値nnとし
て、数字1または2、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数
名では、その索引の数値で置き換えられます)。



14.20	リスト・テンプレート変数
特別なテンプレート変数に関する注意点
テンプレートのプログラミングのヒント

注： 変数 説明 タイプ 長さ 小数
点の
位置

1 @@LSTnn リスト名	-	リスト
のすべての要素

A 変数 	

1 @@LSUnn リスト名	-	リスト
のすべての要素

A 変数 	

2 @@LSXnn/yy リスト名	-	リスト
の最初のyy個の要
素

A 変数 	

1 @@LNEnn リストnn内の要素
の数

N 2 0

3 @@LELnnxx リストnnのエレメ
ントxx

A 10 	

3 @@LATnnxx リストnnの要素xx
の属性

A(7) 10 	

3 @@LDSnnxx リストnnの要素xx
の記述

A 40 	

3 @@LTPnnxx リストnnの要素xx
のタイプ(A、P、
S)

A 40 	

注1
nnは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値nnとして、1桁また
は2桁の数字、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数名で
は、その索引の数値で置き換えられます)。
@@LSTnnは、すべての要素(非リテラルの場合は先頭に"#"が付く)とそ
の属性に拡張されます。



例：
					GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LST01)	in	the	template
					may	be	substituted	for	in	the	resulting	RDML	code	by
					GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((#EMPNO	*OUTPUT)	#SURNAME
														#ADDR1	#ADDR2)

@@LSUnnは、すべての要素に拡張されます。このとき、要素の先頭に
は"#"が付かず、属性は含まれません。
注2
nnは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値nnとして、1桁また
は2桁の数字、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数名で
は、その索引の数値で置き換えられます)。
yyは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値yyとして、1桁また
は2桁の数字、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数名で
は、その索引の数値で置き換えられます)。
@@LSXnn/yyは、リストの最初のyy個の要素(非リテラルの場合は先頭
に"#"が付く)に展開されます。
例：
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LSX01/03)
この場合、テンプレート内のRDMLコードは以下のようになります。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#ADDR1)
注3
nnは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値nnとして、2桁の数
字、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数名では、その索
引の数値で置き換えられます)。
xxは1〜99の数値です。この長さは最大長です。数値xxとして、1桁また
は2桁の数字、あるいは2文字の有効な索引名を指定できます(変数名で
は、その索引の数値で置き換えられます)。



14.21	テンプレートのエラー・メッセージ
特定のアプリケーション・テンプレート・コマンドを実行した結果、エ
ラー/警告メッセージが表示されることがあります。詳細については、
「エラー･メッセージに関する注意点」を参照してください。表示され
るエラーは以下のいずれかです。

エ
ラー・
コード

コマンド 意味

2 @@IF
@@CMP_IDX

このアプリケーション・テンプレート
内で、GOTOパラメータに指定された
コマンド・ラベルが見つかりません。

3 @@GOTO このアプリケーション・テンプレート
内で、指定されたコマンド・ラベルが
見つかりません。

4 @@CLR_LST リスト番号として指定された索引が無
効です。

5 @@SET_IDX
@@INC_IDX
@@DEC_IDX
@@CMP_IDX

1つのアプリケーション・テンプレート
に指定できる索引は最大999個です。

6 @@SET_IDX
@@CMP_IDX

無効な数値です。リテラルが有効な数
値でないか、または特別な@@変数が
このテンプレートで認識されていませ
ん。

7 @@RTV_FLDS
@@RTV_KEYS
@@RTV_RELN

ファイル番号として指定された索引が
無効です。

8 @@RTV_FLDS
@@RTV_KEYS
@@RTV_RELN

指定されたファイル番号が、このアプ
リケーション・テンプレートで認識さ
れていません。

9 @@RTV_FLDS
@@RTV_KEYS

リスト番号として指定された索引が無
効です。



@@RTV_RELN

10 @@RTV_FLDS
@@RTV_KEYS
@@RTV_RELN
@@MRG_LSTS

指定されたリスト番号が、このアプリ
ケーション・テンプレートで認識され
ていません。このリスト番号に対し
て、@@CLR_LSTコマンドが実行され
ていません。

11 @@MRG_LSTS INTO_LSTにリスト番号として指定され
た索引が無効です。

12 @@MRG_LSTS FROM_LSTSにリスト番号として指定さ
れた索引が無効です。

13 @@MAK_LSTS FORCE_LSTSにリスト番号として指定
された索引が無効です。

14 @@MAK_LSTS FROM_LSTSにリスト番号として指定さ
れた索引が無効です。

15 @@MAK_LSTS INTO_LSTSにリスト番号として指定さ
れた索引が無効です。

16 RDMLコマンド @@INDEXii変数に指定された索引が無
効です。

エラー・メッセージに関する注意点

これらのメッセージは、実行中のアプリケーション・テンプレート・コ
マンドの画面に表示されます。例えば、回答が、@@QUESTIONコマン
ドのパラメータに従った有効な応答でない場合、@@QUESTIONメッ
セージに対してDCM0793が発行されます。
アプリケーション・テンプレートの実行中に致命的エラーが発生した場
合、その時点までにアプリケーション・テンプレートによって生成され
たすべてのRDMLコードが元に戻され、アプリケーション・テンプレー
トが終了します。また、以下のエラー・メッセージDCM0794が発行さ
れます。
"Error	occurred	in	application	template	tttttttttt	at	sequence	no.	nnnnn.nn	-	error
code	xxx"
このエラー・メッセージは次のLANSA画面に表示され、メッセージ・
サブファイルが書き出されます。アプリケーション・テンプレート内で



の順序番号は、行番号ではなくコマンド順序番号です。



14.22	テンプレートのプログラミングのヒント
コマンド・エラーの受け入れ
エラーのある状態でのEDTSRC/SEUによる強制更新
二重括弧の落とし穴
代替セッションによる検査
特別なテンプレート変数に関する注意点



14.22.1	コマンド・エラーの受け入れ
一部のRDMLコマンドは、@@LSTnnなどの特別な変数が含まれている
場合に、IBM	CL構文検査で受け入れられないことに注意してくださ
い。このようなコマンドが強制的に受け入れられるようにする必要があ
ります。以下に例を示します。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LST03)
このRDMLコマンドが含まれるアプリケーション・テンプレートを実行
した場合、選択されたフィールドがリスト番号3に保持されているとす
ると、以下のようなRDMLコマンドが生成されます。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	
									FIELDS((#EMPNO	*OUTPUT)	#SURNAME	
									#ADDRESS1	#ADDRESS2)
上記の例は有効です。
以下の例のように、アプリケーション・テンプレート内に元のRDMLコ
マンドをコーディングしないよう注意してください。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((#@@LST03))

(上記のコマンドはコマンド・プロンプトで受け入れられる)または
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((@@LST03))

(上記のコマンドは、コマンド・プロンプトがキャンセルされた場合に
自動的に生成される結果)どちらの例でも、無効なRDMLコマンドが生成
されます。
アプリケーション・テンプレートで特別な変数を含むRDMLコマンドを
使用する場合は、必ず十分な検査を行い、そのアプリケーション・テン
プレートによって適切なRDMLコマンドが生成されることを確認するこ
とが不可欠です。



14.22.2	エラーのある状態でのEDTSRC/SEUによる強制更新
アプリケーション・テンプレートに、強制的に受け入れられたRDMLコ
マンドが含まれている場合(14.22.1のセクションを参照)、EDTSRC/SEU
エディターの実行時に、エラーのある状態で強制的に更新されるように
することも必要です。これは、アプリケーション・テンプレートで適切
なRDMLコードを生成するために必要です。



14.22.3	二重括弧の落とし穴
一般に、強制的に受け入れられたコマンド(前の説明を参照)は、テンプ
レートによって適切なRDMLコマンドを生成するためにさらに変更が必
要になります。例えば、以下のコマンドが必要な場合について考えま
す。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LST03)
このコマンドがキャンセルによって強制的に受け入れられた場合、結果
のコマンドは以下のようになります。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((@@LST03))
このRDMLコマンドを含むアプリケーション・テンプレートを実行した
場合、選択されたフィールドがリスト番号3に保持されているとする
と、以下のような無効なRDMLコマンドが生成されます。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(((#EMPNO	*OUTPUT)	
									#SURNAME	#ADDRESS1	#ADDRESS2))
または
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((#EMPNO	#SURNAME	
									#ADDRESS1	#ADDRESS2))



14.22.4	代替セッションによる検査
アプリケーション・テンプレートを検査する際は、([システム保守]メ
ニューから)1つのセッションでアプリケーション・テンプレートのコー
ディングおよび変更を行い、([プロセス制御]メニューから)代替セッ
ションでテンプレートを実際に実行すると便利です。



14.22.5	特別なテンプレート変数に関する注意点
アプリケーション・テンプレートには、特別な変数を記述することがで
きます。これらの特別な変数は、アプリケーション・テンプレート・コ
マンドおよびRDMLコマンドで使用され、対応する値で置き換えられま
す。これらの値は、他のアプリケーション・テンプレート・コマンドの
結果として導き出すこともできます。例えば、@@QUESTIONは、後で
@@IFコマンドまたは@@COMMENTコマンドで使用可能な変数
@@CANSnnnまたは@@NANSnnnを作成します。また、@@GET_FILS
はファイル変数を作成し、@@MAK_LSTSはリスト変数を作成します。
一部のRDMLコマンドは、これらの特別な変数が指定されていると、
IBM	CL構文検査で受け入れられないことに注意してください。このよ
うなコマンドが強制的に受け入れられるようにする必要があります。ま
た、SEUエディターにより、エラーのある状態で強制的に更新されるよ
うにすることも必要です。以下に例を示します。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LST03)
このRDMLコマンドを含むアプリケーション・テンプレートを実行した
場合、選択されたフィールドがリスト番号3に保持されているとする
と、以下のようなRDMLコマンドが生成されます。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((#EMPNO	*OUTPUT)	#SURNAME	+
									#ADDRESS1	#ADDRESS2)
上記の例は有効です。
以下の例のように、アプリケーション・テンプレート内に元のRDMLコ
マンドをコーディングしないよう注意してください。
GROUP_BY	NAME(#PANELDATA)	FIELDS((#@@LST03))
上記のようにコーディングすると、無効なRDMLコマンドが生成されま
す。
アプリケーション・テンプレートで特別な変数を含むRDMLコマンドを
使用する場合は、必ず十分な検査を行い、そのアプリケーション・テン
プレートによって適切なRDMLコマンドが生成されることを確認するこ
とが不可欠です。



14.23	アプリケーション・テンプレート例
ここに示されているものは、あくまでもアプリケーション・テンプレー
トの例です。実際にテンプレートを作成/修正する際は、事前にこの例
を確認して十分に理解するようにしてください。
単純なデータ入力プログラム
ヘッダー/明細スタイルの問い合わせプログラム



14.23.1	単純なデータ入力プログラム
1.データ入力プログラムに使うごく簡単なアプリケーション・テンプ
レート例を以下に示します。
/*	===================================================		*/
/*	ASK	FOR	THE	"WORD"	-	ask	the	user	a	question.								*/
/*	Note	the	prompt	text	and	extended	prompt	text	that			*/
/*	can	be	entered	on	the	command.More	detailed	help				*/
/*	can	also	be	entered	in	HELP	panels	for	the	template.*/
/*	Note	the	special	format	of	the	ANSWER	parameter.					*/
/*	====================================================	*/
@@QUESTION	PROMPT('Supply	word	to	describe+	
											WHAT	this	data	entry	program	wo+
											rks	with')	ANSWER(@@CANS001)	EX+
											TEND('The	word	you	specify	here+
											is	used	to	build	messages	that	+
											appear	on	the'	'data	entry	scre+
											en	panel.You	should	use	ONE	wo+
											rd	only,	use	lowercase'	'charac+
											ters	only	and	only	use	singular+	
											form	(eg:"customer",	"employee+
											"'	'"order").Do	NOT	use	more	t+
											han	18	characters	in	your	answe+
											r.''Use	the	HELP	function	key	+
											for	more	information	and	exampl+
											es.')HELPIDS	(HELP010	HELP020	+
											HELP030	HELP040	HELP050)
/*	====================================================*/
/*	GET	NAME	OF	JUST	ONE	PHYSICAL	FILE																		*/
/*	Ask	the	user	to	enter	the	name	of	a	single	primary		*/
/*	file	used	for	data	entry.Note	the	prompt	text						*/
/*	and	extended	prompt	text	that	can	be	entered	on	the	*/
/*	command.More	detailed	help	can	also	be	entered	on		*/
/*	HELP	panels	for	the	template.																							*/
/*	====================================================*/
@@GET_FILS	TO(1)	PROMPT('Enter	name	of	PHYSICAL	
											file	to	be	used	by	this	template')	E+
											XTEND('The	file	name	may	be	specifie+
											d	partially	(to	cause	a	partial'	'li+



											st	of	available	files	to	be	displaye+
											d),	or	in	left	blank	(to	cause	a	ful+
											l	list'	'of	available	files	to	be	di+
											splayed).When	a	list	of	files	is	d+
											isplayed,'	'the	file	required	may	be+	
											selected	from	the	list.'	'	'	'Use	t+
											he	HELP	function	key	for	more	detail+
											s	about	this	template	and'	'examples+
											of	the	type	of	RDML	applications	it	+
											can	create.')HELPIDS(HELP010	HELP02+
											0	HELP030	HELP040	HELP050)
/*	===============================================	*/
/*	GET	FIELDS	OF	CHOSEN	FILE	INTO	LIST	1											*/
/*	Note	that	all	lists	must	be	defined	by	an							*/
/*	@@CLR_LST	command	before	being	used	in	an							*/
/*	application	template.																											*/
/*	===============================================	*/
@@CLR_LST		NUMBER(1)
@@RTV_FLDS	FROM_FILE(1)	INTO_LST(1)
/*	===============================================	*/
/*	GET	KEYS	OF	CHOSEN	FILE	INTO	LIST	2													*/
/*	===============================================	*/
@@CLR_LST		NUMBER(2)
@@RTV_KEYS	OF_FILE(1)	INTO_LST(2)
/*	=================================================	*/
/*	GET	USER	TO	CHOOSE	FIELDS	TO	APPEAR	ON	PANEL						*/
/*	AND	PUT	RESULTS	INTO	LIST	3																							*/
/*	Note	how	the	keys	of	the	file	are	used	as	a							*/
/*	force	list	to	ensure	all	the	fields	are	chosen.			*/
/*	Note	the	column	headings	for	the	selection	column	*/
/*	and	that	sequence	numbers	are	pre-filled	on	all			*/
/*	fields	in	the	selection	list.This	allows	fields		*/
/*	to	be	ordered	in	the	desired	sequence.												*/
/*	=================================================	*/
@@CLR_LST		NUMBER(3)
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(1)	FORCE_LSTS(2)	INTO_LSTS+
											((3	'Fields	to'	'Appear	on'	'Entry	P+
											anel'	*SEQUENCE	*ALL))	HELPIDS(HELP0+
											10	HELP020	HELP030	HELP040	HELP050)



/*	==============================================	*/
/*	GET	USER	TO	CHOOSE	FIELDS	TO	WORK	WITHIN							*/
/*	PROGRAM	AND	PUT	RESULTS	INTO	LIST	4												*/
/*	Note	that	this	list	only	requires	the	user	to		*/
/*	enter	anynon-blank	character	to	select	a	field.*/
/*	===============================================*/
@@CLR_LST		NUMBER(4)
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(1)	INTO_LSTS((4	'Fields	to	'	'+
											Work	with		''in	Program	'	*YESNO	*NO))	H+	
											ELPIDS(HELP010	HELP020	HELP030	HELP040	H+
											ELP050)
/*	===================================================	*/
/*	MERGE	FIELDS	IN	LIST	4	INTO	LIST	3	AS	*HIDDEN							*/
/*	The	fields	selected	as	fields	to	be	worked	with	in		*/
/*	the	program	are	merged	to	list	3	with	the	*HIDDEN			*/
/*	attribute	if	not	already	selected	in	list	3	by	the		*/
/*	previous	@@MAK_LSTS	command.																								*/
/*	===================================================	*/
@@MRG_LSTS	FROM_LSTS((4	*HIDDEN))	INTO_LST(3)
/*	===============================================	*/
/*	ASK	HOW	THE	PANEL	IS	TO	BE	DESIGNED													*/
/*	===============================================	*/
@@QUESTION	PROMPT('Design	fields	on	data	entry+	
											panel	DOWN	the	screen	or	ACROSS	the+	
											screen')	ANSWER(@@CANS002)	EXTEND('+
											Reply	DOWN	or	ACROSS	only.''If	you+
											r	data	entry	panel	contains	17	(or	+
											less)	fields,	DOWN	is	the			'	'reco+
											mmended	value.If	your	data	entry	p+	
											anel	contains	more	than	17'	'fields+
											,	ACROSS	is	the	recommended	value.'+
											'Use	the	HELP	function	key	for	more+
											information	and	examples.')LOWER(*+
											NO)	VALUES(DOWN	ACROSS)	HELPIDS(HEL+
											P010	HELP020	HELP030	HELP040	HELP05+
											0)
/*	==================================================*/
/*	GENERATE	THE	RDML	PROGRAM																									*/
/*	The	following	code	consists	only	of	RDML	that					*/



/*	will	appear	in	the	generated	RDML	program.								*/
/*	Note	the	use	of	special	@@	variables	in	the	RDML		*/
/*	commands--these	are	substituted	when	the	template	*/
/*	is	executed.																																						*/
/*	=================================================	*/
@@COMMENT		'Function	control	options'
FUNCTION			OPTIONS(*NOMESSAGES	*DEFERWRITE)
@@COMMENT		'Group	and	field	declarations'
/*																																																					*/
/*	The	following	command	will	not	be	accepted	by	the			*/
/*	CL	syntax	checker,	it	must	be	forced	to	be	accepted	*/
/*	as	it	will	be	quite	valid	when	the	special	variable	*/
/*	@@LST03	is	relaced	by	the	list	3	elements	when						*/
/*	executing	this	template.Do	not	code																*/
/*	FIELDS((#@@LST03))as	this	will	generate													*/
/*	an	invalid	RDML	command.This	error																	*/
/*	may	also	be	true	for	other	RDML	commands.It								*/
/*	will	be	necessary	to	force	these	errors	to										*/
/*	be	accepted	also	(e.g.	the	DESIGN	parameter	of						*/
/*	the	REQUEST	command)																																*/
/*																																																					*/
GROUP_BY			NAME(#PANELDATA)	FIELDS(@@LST03)
@@COMMENT		'Issue	initial	data	entry	message'
MESSAGE				MSGID(DCU0010)	MSGF(DC@M01)	+
											MSGDTA('''@@CANS001''')
@@COMMENT		'Do	data	entry	until	terminated	by	+
											EXIT	or	CANCEL'
BEGIN_LOOP
@@COMMENT		'Request	user	inputs	or	corrects	details'
REQUEST				FIELDS(#PANELDATA)	DESIGN(*@@CANS002)+	
											IDENTIFY(*LABEL)
@@COMMENT		'Perform	any	program	level	validation	here'
BEGINCHECK
ENDCHECK
@@COMMENT		'Attempt	to	insert	data	into	the	data	base'
INSERT					FIELDS((#PANELDATA))	TO_FILE(@@FNAME01)
@@COMMENT		'If	okay,	reset	fields	and	issue	accepted	+
											message'
CHANGE					FIELD(#PANELDATA)	TO(*DEFAULT)



MESSAGE				MSGID(DCU0011)	MSGF(DC@M01)	+
											MSGDTA('''@@CANS001''')
END_LOOP
/*	===============================================	*/
/*	CLEAR	ALL	LISTS	USED																												*/
/*	At	the	end	of	all	application	templates,	it					*/
/*	is	suggested	that	all	work	lists	in	the									*/
/*	template	are	cleared	to	delete	all	work	records	*/	
/*	from	the	database.																														*/
/*	===============================================	*/
@@CLR_LST		NUMBER(1)
LST		NUMBER(2)
@@CLR_LST		NUMBER(3)
@@CLR_LST		NUMBER(4)
	



14.23.2	ヘッダー/明細スタイルの問い合わせプログラム
ヘッダー/明細のスタイルで問い合わせる、やや複雑なアプリケーショ
ン・テンプレート例を示します。
	/*	=======================================================	*/
	/*	GET	NAMES	OF	UP	TO	50	RELATED	FILES																					*/
	/*	Note	that	the	user	can	select	up	to	50	physical	or						*/
	/*	logical	files	including	1:n	relationships.														*/
	/*	=======================================================	*/
	@@GET_FILS	TO(50)	PHY_ONLY(*NO)	SGL_ONLY(*NO)+	
												PROMPT('Enter	the	name	of	the	base+
												file	to	be	used	by	this	template')+	
												EXTEND('The	file	name	may	be	speci+
												fied	partially		(to	cause	a	partia+
												l'	'list	of	available	files	to	be	+
												displayed),	or	in	left	blank	(to	c+
												ause	a	full	list'	'of	available	fi+
												les	to	be	displayed).When	a	list+
												of	files	is	displayed,'	'the	file	+
												required	may	be	selected	from	the	+
												list.''	'	'Use	the	HELP	function	+
												key	for	more	details	about	this	te+	
												mplate		and'	'examples	of	the	type+
												of	RDML	applications	it	can	create+
												.')HELPIDS(HELP010	HELP020	HELP03+
												0	HELP040)
/*	=======================================================	*/
/*	LOAD	DETAILS	OF	FIELDS	OF	"HEADER"	INTO	LIST	1										*/
/*	LOAD	DETAILS	OF	FIELDS	OF	"BROWSE"	INTO	LIST	2										*/
/*	Use	special	variable	@@FAREAnn	to	separate	fields	in				*/
/*	the	header	and	browse	portions	of	the	panel.												*/
/*	Note	the	use	of	an	index	to	control	the	loading	of						*/
/*	multiple	file	information.																														*/
/*	=======================================================	*/
						@@CLR_LST		NUMBER(1)
						@@CLR_LST		NUMBER(2)
						@@SET_IDX		IDX_NAME(CF)	TO(1)
	A10:@@LABEL
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	IF_GT(A20)



						@@IF							COND((*IF	@@FAREACF	*NE	B))	GOTO(A12)
						@@RTV_FLDS	FROM_FILE(CF)	INTO_LST(2)
						@@GOTO					LABEL(A14)
	A12:@@RTV_FLDS	FROM_FILE(CF)	INTO_LST(1)
	A14:@@INC_IDX		IDX_NAME(CF)
						@@GOTO					LABEL(A10)
	A20:@@LABEL
/*	====================================================*/
/*	ASK	THE	USER	TO	SELECT	THE	HEADER	FIELDS	REQUIRED			*/
/*	====================================================*/
@@CLR_LST		NUMBER(11)
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(1)	INTO_LSTS((11	'Fields	in'+
											'Header'	'Area'	*SEQUENCE	*ALL))	HELPI+
											DS(HELP010	HELP020	HELP030	HELP040)
/*	===================================================*/
/*	ASK	THE	USER	TO	SELECT	THE	BROWSE	FIELDS	REQUIRED		*/
/*	===================================================*/
@@CLR_LST		NUMBER(22)
@@MAK_LSTS	FROM_LSTS(2)	INTO_LSTS((22	'Fields	in'+	
											'Detail/List'	'Area'	*SEQUENCE	*ALL))	+
											HELPIDS(HELP010	HELP020	HELP030	HELP0	+
											40)
/*	===================================================*/
/*	ASK	THE	USER	HOW	TO	DESIGN	THE	PANELS														*/
/*	===================================================*/
@@QUESTION	PROMPT('Design	fields	in	the	header	a	+
											rea	DOWN	the	screen	or	ACROSS	the	scre+
											en')	ANSWER(@@CANS002)	EXTEND('Reply	D+
											OWN	or	ACROSS	only.''If	your	header	a+
											rea	contains	10	(or	less)	fields,	DOWN+
											is	the			'	'recommended	value.+	
											If	your	header	area	contains	more	than+
											10'	'fields,	ACROSS	is	the	recommended+
											value.''Use	the	HELP	function	key	for+
											more	information	and	examples.')LOWER+
											(*NO)	VALUES(DOWN	ACROSS)	HELPIDS(HELP+
											010	HELP020	HELP030	HELP040)
/*	=======================================================	*/
/*	MERGE	ALL	RELATED	KEY	FIELDS	INTO	LIST	11	OR	LIST	22				*/



/*	AS	*HIDDEN	FIELDS.LIST	3	IS	A	WORKING	LIST	ONLY								*/
/*	Note	the	use	of	@@RTV_RELN	command	to	get	the	keys	of			*/
/*	the	secondary	files.																																				*/
/*	=======================================================	*/
						@@SET_IDX		IDX_NAME(CF)	TO(2)
	A30:@@LABEL
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	+
																	IF_GT(A40)
						@@CLR_LST		NUMBER(3)
						@@RTV_RELN	OF_FILE(CF)	INTO_LST(3)
						@@IF							COND((*IF	@@FAREACF	*NE	B))	+
																	GOTO(A34)
						@@IF							COND((*IF	@@FRELRCF	*EQ	M))	+
																	GOTO(A34)
						@@MRG_LSTS	FROM_LSTS((3	*HIDDEN))	INTO_LST(22)
						@@GOTO					LABEL(A36)
	A34:@@MRG_LSTS	FROM_LSTS((3	*HIDDEN))	INTO_LST(11)
	A36:@@INC_IDX		IDX_NAME(CF)
						@@GOTO					LABEL(A30)
	A40:@@LABEL
/*	=======================================================	*/
/*	GENERATION	OF	RDML	CODE	STARTS	HERE																					*/
/*	=======================================================	*/
						FUNCTION			OPTIONS(*NOMESSAGES	*DEFERWRITE)
						GROUP_BY			NAME(#HEADER)	FIELDS(@@LST11)
						DEF_LIST			NAME(#LIST)	
																	FIELDS((#LISTDUMMY	*HIDDEN)	@@LST22)
						@@COMMENT		'Loop	until	user	EXITs	or	CANCELs'
						BEGIN_LOOP
/*	=======================================================	*/
/*	REQUEST	KEYS	OF	THE	BASE	FILE	BE	INPUT	AND	GET	DATA					*/
/*	=======================================================	*/
						@@CLR_LST		NUMBER(3)
						@@RTV_KEYS	OF_FILE(1)	INTO_LST(3)
	R10:REQUEST				FIELDS(@@LST03)	DESIGN(*@@CANS002)	+
																	IDENTIFY(*LABEL)
/*	=======================================================	*/
/*	GENERATE	FETCH	TO	THE	PRIMARY	FILE																						*/
/*	=======================================================	*/



						@@COMMENT		COMMENT('Fetch	file	@@FNAME01	details					')
						FETCH						FIELDS((#HEADER))	+			
																	FROM_FILE(@@FNAME01)	+
																	WITH_KEY(@@LST03)	NOT_FOUND(R10)	+
																	ISSUE_MSG(*YES)
	/*	=======================================================	*/
	/*	GENERATE	FETCHES	TO	ALL	FILES	IN	THE	HEADER	AREA								*/
	/*	=======================================================	*/
						@@SET_IDX		IDX_NAME(CF)	TO(2)
	H10:@@LABEL
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	+
																	IF_GT(H20)
						@@IF							COND((*IF	@@FAREACF	*EQ	B))	GOTO(H15)
						@@CLR_LST		NUMBER(3)
						@@RTV_RELN	OF_FILE(CF)	INTO_LST(3)
						@@COMMENT		COMMENT('Fetch	file	@@FNAMECF	details					')
						FETCH						FIELDS((#HEADER))	FROM_FILE(@@FNAMECF)	+
																	WITH_KEY(@@LST03)
	H15:@@INC_IDX		IDX_NAME(CF)
						@@GOTO					LABEL(H10)
	H20:@@LABEL
	/*	=======================================================	*/
	/*	NOW	EXTRACT	DATA	TO	BE	PLACED	INTO	THE	BROWSE	LIST						*/
	/*	=======================================================	*/
						@@SET_IDX		IDX_NAME(CF)	TO(2)
						@@SET_IDX		IDX_NAME(SC)	TO(0)
	A50:@@LABEL
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(CF)	IDX_VALUE(@@TFMX)	+
																	IF_GT(A80)
						@@IF							COND((*IF	@@FAREACF	*NE	B))	GOTO(A78)
						@@CLR_LST		NUMBER(3)
						@@RTV_RELN	OF_FILE(CF)	INTO_LST(3)
						@@IF							COND((*IF	@@FRELRCF	*EQ	M))	GOTO(A55)
						/*	FETCH	INTO	THE	LIST	ENTRY																															*/
						@@COMMENT		COMMENT('Fetch	file	@@FNAMECF	details					')
						FETCH						FIELDS((#LIST))	FROM_FILE(@@FNAMECF)	+
																	WITH_KEY(@@LST03)
						@@GOTO					LABEL(A78)
						/*	THE	ONE	AND	ONLY	SELECT	COMMAND																									*/



	A55:@@COMMENT		COMMENT('Select	all	file	@@FNAMECF	details')
						@@INC_IDX		IDX_NAME(SC)
						SELECT					FIELDS((#LIST))	FROM_FILE(@@FNAMECF)	+
																	WITH_KEY(@@LST03)
						@@GOTO					LABEL(A78)
						/*	INC	INDEX	AND	LOOP	AROUND																															*/
	A78:@@INC_IDX		IDX_NAME(CF)
						@@GOTO					LABEL(A50)
	A80:@@LABEL
/*	=======================================================	*/
/*	ADD_ENTRY	AND	ENDSELECT	FOR	THE	LIST	(IF	SELECT	USED)			*/
/*	=======================================================	*/
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(SC)	IDX_VALUE(0)	IF_EQ(A90)
						ADD_ENTRY		TO_LIST(#LIST)
						ENDSELECT
	A90:@@LABEL
/*	=======================================================	*/
/*	DISPLAY	DETAILS	TO	THE	USER																													*/
/*	=======================================================	*/
						@@COMMENT		COMMENT('Display	results	to	the	user')
						DISPLAY				FIELDS(#HEADER)	DESIGN(*@@CANS002)+
																	IDENTIFY(*LABEL)+	
																	BROWSELIST(#LIST)
						@@COMMENT		COMMENT('Clear	header	and	list	and	+
																	loop	around	')
						CHANGE					FIELD(#HEADER)	TO(*DEFAULT)
						@@CMP_IDX		IDX_NAME(SC)	IDX_VALUE(0)	IF_EQ(A95)
						CLR_LIST			NAMED(#LIST)
	A95:@@LABEL
						END_LOOP
/*	=======================================================	*/
/*	CLEAR	ALL	LISTS	USED																																				*/
/*	=======================================================	*/
						@@CLR_LST		NUMBER(1)
						@@CLR_LST		NUMBER(2)
						@@CLR_LST		NUMBER(3)
						@@CLR_LST		NUMBER(11)
						@@CLR_LST		NUMBER(12)



15.	外部リソースの定義
外部リソースの
名前
外部リソースの
記述

外部リソース	LANSA
フォルダ
外部リソースのコード
ページ

外部リソースのファイル名
外部リソースのコンテンツ
タイプ

外部リソースを使	用することで、外部で作成もしくは更新されたが
LANSAアプリケーションの一部であるファイルを管理することができ
るようになります。外部リソースは	Javascript、HTMLのページ、Web開
発のための画像、もしくはデスクトップ・アプリケーション用の簡単な
構成ファイルであっても構いませ	ん。
これらのファイル	はリポジトリに保管したり、IBM	i	マスターサーバー
へチェックインしたり、LANSA配布ツールを使用して配布したりする
ことができます。

さら	に、次のトピックも参照してください。
｢複数の	外部リソースの作成｣
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「単一の外部リソース	の作	成」

its:lansa013.chm::/lansa/L4wDev07_0350.htm
its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.1	外部リソースの名前
必須。
LANSAリポジ	トリに保管される外部リソースの名前を指定します。こ
れはLANSAの名前であり、LANSAリポジトリの外部リソースを識別す
るのに使用されます。

ルール

有効なLANSAオブジェクト名で	なくてはいけません。

ヒント	とテクニック

外部リソースの登録ダ	イアログを使用して、一度にたくさんの外部リソースを素早
く登録することができ、指定した接頭辞を使ってそれらに連続した名前をつけるこ
とができます。

さ	らに、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:LANSA015.CHM::/tgub5_0050.htm
its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.2	外部リソースLANSAフォルダ
必須です。
外部リソースの	ルートフォルダとなるLANSAフォルダを指定します。
全てのLANSAシステムは（論理的な）フォルダの物理的な位置がわ
かっているため、外部リソース	を認識されているLANSAフォルダと関
連づけて登録することで、外部リソースを1つのシステムから他へ移す
こと（チェックイン/チェックアウト、イン	ポート/エクスポート、配
布）ができるようになります。

ヒント	とテクニック

LANSA	フォルダは、ファイルを選択すればいつでもパスを分析して自動的に調整さ
れます。

さら	に、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.3	外部リソースのファイル名
必須。
外部リソースとし	て管理されるべきファイルを指定します。このファイ
ルはLANSAリポジトリに保存され、他のLANSAシステムに配布するこ
とができるようになります。

ヒント	とテクニック

LANSA	フォルダを最初に選択してください。そうすると、対応するディレクトリが
プロンプトに表示されます。

さら	に、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.4	外部リソースの記述
必須。
外部リソースに関	連する説明を記述します。

ヒント	とテクニック

ファイルを最	初に選択してください。記述はファイル名を省略値に設定します。

さら	に、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.5	外部リソースのコンテンツ・タイプ
任意。
外部リソースにテ	キストデータが含まれるかバイナリデータが含まれる
かを指定します。テキストデータの場合には、エンコーディングを指定
する必要があります。
注:	エンコーディングの情報は、現在のところIBM	i	にて抽出する際に正
しいCCSIDを提供するためにだけ使用されます。
さら	に、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


15.6	外部リソースのコードページ
任意。
テキストデータを	含む外部リソースの、テキスト・エンコーディングを
指定します。
注:	エンコーディングの情報は、現在のところIBM	i	にて抽出する際に正
しいCCSIDを提供するためにだけ使用されます。
さら	に、次のトピックも参照してください。
『Visual	LANSA	ユーザーガイド』の「外部リソースの作	成」
	外部リソースの定義

its:lansa012.chm::/l4wusr04_0405.htm


16.	WindowsとLinuxに関する考慮事項
16.1	レポートに関する考慮事項
16.2	ジョブ番号
16.3	バッチ・ジョブ
16.4	IBM	i	ジョブ待ち行列エミュレーション
16.5	フォントに関する考慮事項
16.6	RDMLウィンドウのサイズ調整
16.7	Linuxの相違点
16.8	コード・ページに関する考慮事項
16.9	地域設定
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16.2	ジョブ番号
i5/OSを使用する場合、ユーザーがワークステーションにログインする
かジョブを投入すると、システムが自動的にジョブ番号を割り当てま
す。ワークステーションにおいて、ジョブ番号がすべて同じジョブから
の別の呼び出しにおいて、複数のプロセスおよび関数の実行が可能で
す。
Visual	LANSAアプリケーションの実行中、同じウィンドウから実行され
るかどうかにかかわらず、X_RUNファンクションの各呼び出しにジョ
ブ番号が割り当てられます。
ユーザーの関数がジョブ番号に依存するか、またはジョブ番号システム
変数を使用する場合、この情報は重要です。



16.3	バッチ・ジョブ
Visual	LANSAはマルチタスクをサポートしますが、Visual	LANSA内の
バッチ・ジョブは、IBM	i	上のバッチ・ジョブと同じではありません。
Visual	LANSAのバッチ・ジョブが実行されると、独立したセッションが
開始されます。これは、ユーザーのアプリケーション内では子ウィンド
ウとして表示されます。ウィンドウは、バッチ・ジョブの状態を表示し
ます。バッチ・ジョブが発行するメッセージは、ウィンドウに表示され
ます。ジョブが完了すると、ウィンドウにメッセージが表示されます。
ジョブが正常に完了すると、ウィンドウは自動的に閉じられます。バッ
チ・ジョブが失敗すると、メッセージが表示され、ウィンドウは消えま
せん。ウィンドウを閉じるには、OKをクリックする必要があります。
シングル・スレッド・ジョブ待ち行列が必要な実行中のバッチ・ジョ
ブ、つまり連続して実行する必要があるバッチ・ジョブ、をテストする
場合は注意してください。連続してバッチ・ジョブを実行する方法の詳
細については、	「IBM	i	ジョブ待ち行列エミュレーション」	を参照して
ください。

Linux上でのバッチ・ジョブ
LANSAはLinuxをサーバーとしてしか使用しないため、Linuxのために提
供される対話型ユーザー・インターフェイスはありません。Linuxプ
ラットフォーム上で実行すると、すべてのバッチ・メッセージが標準エ
ラー・ファイル	(stderr)	およびシステム・ログに送られます。
ユーザーは、ファイル名のバス名	2>	pathname	をX_RUNコマンドに追
加することにより、ファイルにstderrをリダイレクトできます。
LANSA	syslogイベントをキャプチャする方法の詳細については、Linux
システム上の「	syslog	man	page	」	を参照してください。
IBM	i	ジョブ待ち行列は、	「IBM	i	ジョブ待ち行列」に記述の通りに
Linux上でエミュレートできます。

its:Lansa015.CHM::/lansa/depb7_0005.htm
its:lansa015.chm::/lansa/depb7_0005.htm


16.4	IBM	i	ジョブ待ち行列エミュレーション
Visual	LANSAには、IBM	i	ジョブ待ち行列およびサブシステムが提供す
るタイプの処理を、Windows	アプリケーションがエミュレートできるよ
うにする機能があります。
このセクションでは、IBM	i	ジョブ待ち行列およびサブシステムの適切
な理解を前提知識としています。
LANSA	RDML	SUBMITコマンドを使用して、実行中のRDML関数から
バッチ・ジョブを開始します。関数を実行すると、その環境内で実行す
る別のファンクションを開始する	(または生成する）ということを意味
しています。生成される関数は、その関数を投入した関数と同時に、し
かも完全に独立して実行します。
通常、提供されるVisual	LANSAシステムでは、IBM	i	ジョブ待ち行列は
有効になっていません。
この省略値環境でSUBMITコマンドは機能しますが、本来の、投入され
るジョブを遅延または逐次実行の待ち行列に入れる機能はありません。
以下を実行すると：
begin_loop	from(1)	to(5)	
						submit	process(demo)	function(test)	
end_loop
生成される5つのファンクションすべてが、投入されるとすぐ実行を開
始します。生成される5つのファンクションすべてがすぐに（そして同
時に）実行することになります。
しかし、IBM	i	ジョブ待ち行列エミュレーション機能を使用することに
より、5つの関数すべてを、順次実行されるように、または既定の時間
（例：一晩）実行が延期されるように再生待ちに追加することができま
す。
このタイプのジョブ待ち行列機能は、よくバッチ処理と呼ばれます。

以下も参照してください。
16.4.1	X_JOBQ.DATファイルの設定
16.4.2	ジョブ待ち行列の開始と停止、保留と保留解除
16.4.3	ジョブ待ち行列の優先順位
16.4.4	ジョブ待ち行列モニターの追加パラメータ
16.4.5	ネットワーク経由のジョブ投入



16.4.6	実装、パフォーマンスおよびスループット
16.4.7	ジョブ待ち行列詳細の暗号化



16.4.1	X_JOBQ.DATファイルの設定
このエミュレーション機能を使用するには、まずプライマリ	X_LANSA
ディレクトリ内に、X_JOBQ.DATと呼ばれるファイルを作成する必要が
あります	(Windows環境ではc:....\LANSA\x_win95\x_lansaなど）。
このファイルは、すべての関連する区画について、ジョブ待ち行列の名
前と、オプションとして、この機能を使用するジョブ記述を指定しま
す。
X_JOBQ.DATに定義されていないジョブ待ち行列またはジョブ記述への
参照は、変更されずに省略値の方法で実行し続けます。
X_JOBQ.DATは、ほとんどのエディターで作成、編集できるテキスト・
ファイルです。例えば、X_JOBQ.DATは、次のように定義することがで
きます。
jobq=qbatch=c:\jobq\qbatch	
jobd=qbatch=c:\jobq\qbatch
これらのX_JOBQ.DATエントリーは、SUBMITコマンドのジョブ待ち行
列qbatchまたはジョブ記述qbatchへの参照を、待ち行列モニターによっ
て後から実行するためには、IBM	i	をエミュレートするジョブとして、
これらをディレクトリ	c:\jobq\qbatch	.....に送られなければならないこと
を示しています	(待ち行列モニターの詳細は以下の通りです)。
このファイルに関して知っておくべき重要な項目は次の通りです：
各行の書式を設定しなければなりません。

<type>=<name>=<path>			ここで：

																	 <type> JOBQ	(ジョブ待ち行列)	または	JOBD	(ジョブ記述)	でなければなりません。

	 <name> ジョブ待ち行列またはジョブ記述の名前で、IBM	i	オブジェクト命名規則に
準拠しなければなりません。

	 <path> ジョブ待ち行列として使用されるディレクトリへの完全修飾パス名です。
ディレクトリは、このファイルのジョブ待ち行列または記述を参照するアプ
リケーションの実行を開始する時に存在していなくてはいけません。パス名
は、ジョブ待ち行列または記述の名前に関連付けられる必要はありません。

このように書式設定されない行は無視されます。無視された行のエ
ラー・メッセージは発行されません。

注

JOBQ=	エントリーは、単独で存在することができます。
すべてのJOBD=	エントリーは、まったく同じパスの詳細を持った関



連付けられたJOBQ=	エントリー	を持つ必要があります。そうするこ
とにより、ジョブ記述名をジョブ待ち行列名に関連付けることがで
きます。
すべてのJOBD=	の名前は一意である必要があります。
すべてのJOBD=	の名前は一意である必要があります。
すべての一意のJOBQ=	エントリーは、実行時に存在しアクセスでき
る、関連付けられたディレクトリ・パスを持つ必要があります。す
べてのユーザーには、ディレクトリへの書き込みアクセス権限が必
要です。ジョブ待ち行列モニターには、ディレクトリへの完全な読
み、書き、更新および削除権限が必要です。
X_JOBQ.DAT内の各エントリー行は、256バイトを超えることはでき
ません。

X_JOBQ.DAT内のエントリーは、最初に参照された時にすべてメモ
リーに読み込まれます。同じx_runセッション内でのそれ以降の参照
は、メモリーに格納された詳細を参照します。X_JOBQ.DATの変更
は、現在アクティブなx_runセッションまたはジョブに反映されない
場合があるということです。
Windows環境でLANSA内のジョブ待ち行列にジョブを投入すると、
ジョブは拡張子Qが付いて表示されます。例:	job	T313330.Q50拡張子
Qは、特定のプロセスのために投入される各ジョブに、一意の文字ま
たは数字の識別子として1秒で与えられます。例えばジョブが
T313330だとします。Q50が他のジョブと一緒に同じ秒内で投入され
ると、LANSAは、Q51,	Q52,...,	Q5A,	Q5B,	Q5C,	...Q5Zというように拡
張子の割り当てを開始します。この一意の識別子に適用されるジョ
ブは、1秒間に36までという制限があります。投入されるジョブが喪
失または破損する可能性を回避するためには、1秒間に36以上のジョ
ブを投入しないようにしてください。もし、要件が1秒間に36以上の
ジョブを投入する可能性がある場合、何らかのジョブの投入を遅ら
せる論理を付加してください。
ジョブがエミュレートされたIMB	i	ジョブ待ち行列に投入される際、
そのTPTH=	パラメータは、投入するジョブのTPTH=	値がどのように
設定されるかにかかわらず、いつもジョブ待ち行列に関連付けられ
るパスと同じ値に設定されます。

ジョブ記述およびジョブ待ち行列の名前	XLANSAJOBXは、LANSA
内部使用専用に予約されています。X_JOBQ.DAT内でこれを定義し
ないでください。

設定すると、このファイル内のエントリーは、すべてのSUBMITコマン



ドにその内容を確認させます。参照されたジョブ待ち行列またはジョブ
記述の名前に一致した場合、投入されるジョブは、指定されたディレク
トリにルーティングされます。
ルーティング・プロセスは、投入されるジョブの詳細が含まれるディレ
クトリ内での一連のバイナリ・ファイル作成で構成されています	(要求
の詳細、交換値、LDA値など)。これらの値はバイナリ形式で、編集や
変更をしてはいけません。
待ち行列型のバッチ・ジョブを表す一連のバイナリ・ファイルは、ジョ
ブ待ち行列に割り当てられるモニターにその存在が検出されるまで待ち
ます。



16.4.2	ジョブ待ち行列の開始と停止、保留と保留解除
X_JOBQ.DAT内のエントリーを定義し、ジョブ待ち行列と関連づけられ
たディレクトリにジョブを投入できるならば、ジョブ待ち行列のモニ
ター開始方法を理解する必要があります。
以下のように標準コマンドを使用するだけで開始することができます。
X_RUN	PROC=*STRJOBQ	QNAM=QBATCH	...	etc	......
以下の例では、QBATCH名でX_JOBQ.DAT内に定義されるジョブ待ち行
列のモニターの実行を開始します。
Windows環境では、実際には以下を使用してください。
START	X_RUN	PROC=*STRJOBQ	QNAM=QBATCH	...	etc	......
別のプロセスとしてモニターの実行を開始します。
以下を使用してジョブ待ち行列をコントロールし:

X_RUN	PROC=*HLDJOBQ	QNAM=
<queue>

ジョブ待ち行列を保留することができ
ます。

X_RUN	PROC=*RLSJOBQ	QNAM=
<queue>

ジョブ待ち行列を解除することができ
ます。

X_RUN	PROC=*ENDJOBQ	QNAM=
<queue>

ジョブ待ち行列を終了することができ
ます。

指定されたジョブ待ち行列ディレクトリ内のすべてのファイルを消去す
るだけでジョブ待ち行列を消去できます	(モニターがアクティブでない
時のみ)。
モニターは、一つのジョブ待ち行列のみモニターできます。
2つ以上のモニターが、同時に同じジョブ待ち行列をモニターすること
はできません。
モニターがすでに待ち行列につけられているか確認するには、
x_q_lck.sts	が関連付けられたディレクトリ内に存在するか確認します。
存在する場合には、ジョブ待ち行列モニターがつけられていることを示
し、ファイルは現在のモニターのプロセスID	(テキストとして)	を含みま
す。さらに、待ち行列は、現在ファイルx_q_sts.sts内にアクティブまた
は保留の状態で格納されています。モニターが添付されていなければ、
2つの*.stsファイルは存在しません。これは、実際はジョブ待ち行列が
停止または終了していることを意味します。



16.4.3	ジョブ待ち行列の優先順位
ジョブ待ち行列モニターは、IBM	i	のジョブ待ち行列の優先順位のコン
セプトをサポートします。
i5/OS環境では、ジョブ待ち行列の優先順位は、それに基いてジョブが
投入されるジョブ記述で決定されます。
ジョブ待ち行列上の各ジョブは、0から9までの優先順位を割り当てられ
ます。
最も優先順位の低い値	(0に最も近い値）のジョブは、最初に実行します
(待ち行列上で最も優先順位が高い)。
優先順位の値が１つの場合、ジョブは待ち行列上での到着順に実行され
ます。
投入するジョブのジョブ待ち行列の優先順位は、提供された組み込み関
数	SET_SESSION_VALUE	を使用して制御することもできます。
省略値の優先順位の値は、5です。



16.4.4	ジョブ待ち行列モニターの追加パラメータ
x_run	PROC=*STRJOBQを使用してジョブ待ち行列モニターの実行を開
始する場合は、以下のパラメータの変更を選択することもできます。

QCHK=nnnnアクティブなモニターが、ジョブの実行のために、ジョブ待ち行列ディレクトリ
の確認（再確認）前にどれくらい頻繁に	(秒単位）	待たなければならないかを示
す0から9999までの整数値で指定します。
省略値は10秒です。

QHLD=nnnn 保留ジョブ待ち行列モニターが、ジョブ待ち行列ディレクトリを開放するため
に、確認（再確認）する前にどれくらい頻繁に	(秒単位）	待たなければならない
かを、0から9999までの整数値で指定します。
省略値は30秒です。

QENC=Y 待ち行列に入れる前にジョブ詳細を暗号化します。詳細については、「16.4.7
ジョブ待ち行列詳細の暗号化」	を参照してください。



16.4.5	ネットワーク経由のジョブ投入
X_JOBQ.DATファイルが次のような設定の場合：
							jobq=qbatch=c:\jobqs\qbatch	
							jobq=qbnetw=s:\work\jobqs\qbatchn
ｃが現在のPCのローカル・ハード・ドライブで、sが共有ネットワー
ク・ドライブの場合、この機能がどのように拡張されジョブがネット
ワーク全体に投入されるか、ひと目で分かります。
現在のPCがSTART	x_run	PROC=*STRJOBQ	QNAM=QBATCHを実行し、
ネットワーク・ファイル・サーバーPCがSTART	x_run	PROC=*STRJOBQ
QNAM=QBNETWを実行した場合、ローカルPCのユーザーは、いつでも
ジョブをローカルに投入する	(QBATCH待ちに追加する）か、または実
行するためにネットワーク・ファイル・サーバーに投入する	(QBNETW
待ちに追加する）か選択できます。
理想的には、投入するPCとモニタリングするPCは、同じオペレーティ
ング・システムと同じコードページ・セットを使用している必要があり
ます。このガイドラインが守られない場合、言語に依存した文字列の交
換が複雑になる場合があります。
投入するPCとモニタリングするPCが異なるオペレーティングシステム
および/またはコードページ・セットを使う場合、(どんな形であっても
けっして）言語に依存した文字列を含む情報を交換するアプリケーショ
ンを設計しないようにしてください。
投入するPCと受け取るPCが、区画定義、サポートされる言語、小数
点、日付の形式などにおいて同じシステム構成を使用することが、この
実装の要件です。
通常このような実装において、ローカルPCとネットワーク・ファイル・
サーバーPCは、共通のデータベースにアクセスできる状態にあります。



16.4.6	実装、パフォーマンスおよびスループット
IBM	i	ジョブ待ちエミュレーション機能は以下の目的を考慮して設計さ
れました。

永続化
モニターがアクティブでない時にタスクを待ち行列に入れる機能です。
投入されるジョブは、セッションの期間を超えても、マシン全体の電源
が切られて再び入れられても継続します。
これは、ジョブ詳細の暗号化がオンになっている時にはサポートされま
せん。
暗号化キーが、ジョブ待ち行列モニターの実行中のみ有効だからです。
ジョブ待ち行列モニターの別のインスタンスは新しいキーを使用するた
め、既存のジョブは復号化されず、実際、存在する場合は自動的に削除
されます。

移植性
IBM	i	ジョブ待ち行列のエミュレーションに使用されるメソッドにはオ
ペレーティング・システムへの強い依存性はなく、将来、簡単に他のマ
ルチタスキング・オペレーティング・システムに移植できます。

IBM	i	機能と同様の容量とスループット率
IBM	i	サブシステムおよびジョブ待ち行列機能は、比較的少量のバッ
チ・ジョブを１つあたり2秒から5秒のスループット率で処理するよう設
計されています。
最終的に、スループット率は投入されるジョブが実行する作業量で統制
されますが	(後のジョブを待ち行列上で待たせる際）、投入されるジョ
ブがどれほど単純で、プロセッサがどれほどパワフルであっても、2-3
秒に1ジョブ以上の率は期待できません。
IBM	i	アプリケーション設計者は、1秒あたり数十から数百のスループッ
ト率が必要なジョブの処理にIBM	i　ジョブ待ち行列機能を使用しませ
ん。このように高い率が必要な場合、データ待ち行列や名前付きパイプ
などより高度な機能が、提供されたまたはユーザー定義の組み込み関数
経由で実装される必要があります。

まとめ
ジョブ待ち行列モニターが実際に達成するスループット率、およびジョ
ブが待ち行列に投入される率は、CPU	速度、ディスクの使用、LANトラ
フィック、CPUパワーなど、とても多くの要因に依存します。とても高



いスループット率が設計に必要な要素である場合、プロトタイプを構築
し、設計サイクルの初期に確認することを強くお勧めします。
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‰ÂŒ‡‚Å‚·�BOpen	SSLˆÃ�†API‚Ì�È—ª’l‚Ì‚Ó‚é‚Ü‚¢‚Å‚Í�Aƒ‰ƒ“ƒ_ƒ
€�EƒV�[ƒh‚ð’ñ‹Ÿ‚µ‚Ü‚·�B
ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñƒ‚ƒjƒ^�[‚Ì‚Ý‚ªˆÃ�†‰»‚ðŽg—p‚·‚é‚©‚Ç‚¤
‚©Œˆ’è‚µ‚Ü‚·�Bƒ‚ƒjƒ^�[‚ª‹N“®‚³‚ê‚é‚Æ�AŒ®ƒyƒA‚ª�ì�¬‚³‚ê�AŒöŠJŒ®‚ªDERƒoƒCƒiƒŠŒ`Ž®ƒtƒ@ƒCƒ‹‚É�‘‚«‚¾‚³‚ê‚Ü‚·�BƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg‚Í�AŒöŠJŒ®ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ª‚	‚é‚©‚Ç‚¤
‚©‚ðƒ`ƒFƒbƒN‚µ‚Ü‚·�B‚	‚é�ê�‡�AƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg‚ÍŒöŠJŒ®‚ÅˆÃ�†‰»‚³‚ê‚éˆêˆÓ‚Ì‘Î�ÌƒL�[
(ƒZƒbƒVƒ‡ƒ“�EƒL�[)	‚Ì�¶�¬‚ÉŽg—p‚³‚ê‚éƒ‰ƒ“ƒ_ƒ€�EƒV�[ƒh
(IV)	‚ð�¶�¬‚µ‚Ü‚·�B‚»‚ÌŒã�AƒZƒbƒVƒ‡ƒ“�EƒL�[‚ðŽg—
p‚µ‚ÄƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñƒf�[ƒ^‚ªˆÃ�†‰»‚³‚ê‚Ü‚·�BˆÃ�†
‰»‚³‚ê‚½ƒZƒbƒVƒ‡ƒ“�EƒL�[	IV	‚¨‚æ‚ÑˆÃ�†‰»‚³‚ê‚½ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s
—ñ‚Í�AƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñƒtƒ@ƒCƒ‹‚É�‘‚«‚¾‚³‚ê‚Ü‚·�BˆÃ�†
‰»‚³‚ê‚½ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñ‚Ì�\‘¢‚ÍˆÈ‰º‚Ì’Ê‚è‚Å‚·�B

ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì�\‘¢�F
<IV‚Ì’·‚³><IV><ƒZƒbƒVƒ‡ƒ“ƒL�[‚Ì’·‚³><ˆÃ�†
‰»‚³‚ê‚½ƒZƒbƒVƒ‡ƒ“ƒL�[><ˆÃ�†‰»‚³‚ê‚½ƒf�[ƒ^‚Ì’·‚³><ˆÃ�†
‰»‚³‚ê‚½ƒf�[ƒ^>
RSAŒöŠJŒ®‚É‚Í�A—á‚¦‚Î	aes-256-cbc.der‚Æ‚¢‚¤‚æ‚¤
‚É�A‘Î�ÌˆÃ�†ŽQ�Æ•¶Žš—ñ‚Ì–
¼‘O‚ª•t‚¯‚ç‚ê‚Ü‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�Aƒtƒ@ƒCƒ‹–¼‚ðŽg—
p‚µ‚Ä‘Î�ÌˆÃ�†‚ÌŒŸ�õ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B‚±
‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í‘Î�ÌŒ®‚Å‚Í‚È‚RSA”ñ‘Î�ÌŒ®‚ðŠÜ‚ñ‚Å‚¢‚é‚½‚ß�A•



´‚ç‚í‚µ‚¢‚±‚Æ‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñ‚ª‹N“®‚·‚é‚Æ�A‚Ü‚¸‚·‚×‚Ä‚ÌŠù‘¶‚Ì
.derƒtƒ@ƒCƒ‹‚Æ‚·‚×‚Ä‚ÌŠù‘¶‚ÌƒWƒ‡ƒu�Ú�×‚ð�Á‹Ž‚µ‚Ä‚©‚ç�AŒ®ƒyƒA‚ð�¶�¬‚µ�A�V‚µ‚¢ŒöŠJŒ®‚ð�o
—Í‚µ‚Ü‚·�B
�Ó”C�F

																																							 ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s
—ñƒ‚ƒjƒ^�[

	

	 	 1.Œ®ƒyƒA‚ð�¶�¬‚µ‚Ü‚·�B
2.<–¼‘O‚ð‚Â‚¯‚ç‚ê‚½‘Î�ÌŒ®>.der	e.g.	aes-256-cbc.der
‚ÉŒöŠJŒ®‚ð�o—Í‚µ‚Ü‚·�B
6.ƒf�[ƒ^ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð“Ç‚ÝŽæ‚è‚Ü‚·�B
7.ƒ�ƒ‚ƒŠ�[“à‚Ì”é–§Œ®	(RSA”ñ‘Î�ÌˆÃ�†)	‚¨‚æ‚ÑƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg�EƒZƒbƒVƒ‡ƒ“�EƒL�[‚ðŽg—p‚µ‚Ä•œ�†
‰»‚µ‚Ü‚·�B

	 ƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg

	

	 	 3.ŒöŠJŒ®	(RSA�j‚ð“Ç‚ÝŽæ‚è‚Ü‚·�B
4.ƒT�[ƒo�[‚©‚ç’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚é–
¼‘O•t‚«‘Î�ÌˆÃ�†‚Æ‚Æ‚à‚ÉŽg—
p‚·‚éƒZƒbƒVƒ‡ƒ“�EƒL�[‚ð�¶�¬‚µ‚Ü‚·�B
5.“K�Ø‚ÈƒL�[‚ÅˆÃ�†
‰»‚µ‚½ƒf�[ƒ^�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð�ì�¬‚µ‚Ü‚·�B

X_RUNƒpƒ‰ƒ��[ƒ^
CIPH:	ˆÃ�†–¼‚Ì�È—ª’l‚Í	aes-256-cbc‚Å‚·�BOpenSSLƒ
‰ƒCƒuƒ
‰ƒŠ‚É‚»‚Ì‚Ü‚Ü“n‚³‚ê‚é‚½‚ß�A‘å•¶Žš�E�¬•¶Žš‚ª‹æ•Ê‚³‚ê‚Ü‚·�B‚±
‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Í�A‘g‚Ý�ž‚ÝŠÖ�”	GET_SESSION_VALUE
‚¨‚æ‚Ñ�@SET_SESSION‚Æ‚Æ‚à‚ÉŽg—p‚Å‚«‚Ü‚·�B
QENC:	ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñƒ‚ƒjƒ^�[‚Æ‚Æ‚à‚ÉˆÃ�†‰»‚ðŽg—
p‚µ‚Ü‚·�B(‚±‚ê‚Í�AƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—ñ‚ÌƒTƒuƒ~ƒbƒ^�[‚É‚Í–
³Ž‹‚³‚ê‚Ü‚·�B�j

ƒWƒ‡ƒu‚ªˆÃ�†‰»‚³‚ê‚½ƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—
ñ‚É“Š“ü‚³‚ê‚é‚Æ�AƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—
ñƒ‚ƒjƒ^�[‚ÌƒCƒ“ƒXƒ^ƒ“ƒX‚É‚æ‚Á‚Ä‚Ì‚ÝŽÀ�s‚³‚ê‚Ü‚·�BƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s
—
ñƒ‚ƒjƒ^�[‚ª’âŽ~‚³‚ê‚½Œã�ÄŠJ‚³‚ê‚é‚Æ�AŠù‘¶‚Ìƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚ð•œ�†
‰»‚Å‚«‚È‚¢�V‚µ‚¢”é–§Œ®‚ª�¶�¬‚³‚ê‚Ü‚·�BƒNƒ



‰ƒCƒAƒ“ƒg‚ð�Ä‹N“®‚·‚é•K—v‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ‚ª�AƒWƒ‡ƒu‘Ò‚¿�s—
ñƒ‚ƒjƒ^�[‚ª‹N“®‚µ�AŒöŠJŒ®‚ð�¶�¬‚·‚é‚Ü‚ÅƒWƒ‡ƒu‚ð“Š“ü‚·‚é‚±
‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚¹‚ñ�B



16.6	RDMLウィンドウのサイズ調整
フォントは、ユーザーのPC画面に表示される文字、数字および記号の特
性を決定します。フォントには異なるサイズ	(幅、高さなど）、属性	(太
字、下線など）およびスタイル	(Courie,	System	VIO,	Helvetica,	Swissな
ど)があります。
プロポーショナル・フォントと言われるフォントもあれば、固定または
ノンプロポーショナル・フォントと言われるフォントもあります。プロ
ポーショナル・フォントは、異なる文字の表示に異なる間隔を使用しま
す。固定フォントは、各文字の表示に同じスペースを使用します。
例えば、プロポーショナル・フォントが使用されると、EEEという文字
は、iiiより多くのスペースを必要とします。固定フォントが使用される
と、EEEとiiiには同じスペースが使用されます。
固定フォントを使用する利点は、表示される入力フィールドのサイズ
が、入力できる正確な文字数を示すことです。固定フォントが使用され
ると、EEEとiiiは同じスペースを使用することを覚えており、3つの文字
入力フィールドが表示され、正確に3文字を表示するスペースが表示さ
れます。
プロポーショナル・フォントを選択すると、入力フィールドに使用され
るスペースは、入力されるテキストに依存します。EEEと入力してもEE
しか見えないかもしれません。この切り捨ては、アプリケーションでは
なく、選択されたフォントによって発生します。プロポーショナル・
フォントを選択する時は注意してください。
カーソル位置を取り出す時	(表示、要求またはポップアップのための
CURSOR_LOCパラメータ)	は、固定	(つまりノンプロポーショナル)	フォ
ントを使用してください。
X_UIM	(ユーザー・インターフェイス・マネージャー)	を使って、情報
提供に使用されているフォントを変更することができます。実際のフォ
ント選択機能は、Windowsの実行環境の一部として提供されます。
すべてのフォントを選択することができますが、選択は、使用されてい
るモニターの解像度に依存します。以下のフォントを、最も一般的な
VGAモニターの解像度に最適なフォントとして推奨します。
MS	Sans	Serifサイズ	8

MS	Serif サイズ	8

Arial サイズ	8



Verdana サイズ	8

System サイズ	10

フォントの変更は、一般的な操作ではありません。あるフォントが選択
されると、通常は、その時点から変更されずに使用されます。フォント
を変更すると、次のことが起こる可能性があります。
現在の画面の情報の位置がずれて表示されます。これは、フォント
変更がサイズ変更を起動せず、現在の画面を更新しないために起こ
ります。アプリケーションを終了し、新しいフォントで再起動して
ください。

フォントを変更して、アプリケーションを終了し再起動しないと、
選択された次の画面で、ウィンドウ全体が消えてから新しいサイズ/
フォントで再び現れることがあります。これは、UIMが、使用して
いるプレゼンテーション・ウィンドウ全体のサイズ変更が必要であ
ると判断するために起こります。この問題を避けるには、アプリ
ケーションを終了し、フォントが変更されてから再起動してくださ
い。

最後に、ユーザーが選択するフォントの詳細は格納され、セッションが
変わっても記憶されていることを覚えておいてください。
フォントは、ユーザーが使用しているユーザー・プロファイルではなく
ワークステーションに格納され、関連付けられます。
使用されるフォントをワークステーション上で変更すると、そのワーク
ステーションのすべてのユーザーのフォントを変更することになりま
す。他のワークステーションに移動すると、ユーザーが選択したフォン
トは、ユーザーとともに新しいワークステーションに移動することはあ
りません。



16.6	RDMLウィンドウのサイズ調整
DISPLAYおよびREQUESST	RDMLコマンドで表示されるウィンドウ
は、すべてサイズ調整できます。ユーザーは、ウィンドウをどんなサイ
ズや形にも拡大または縮小できます。
拡大または縮小処理は、通常通り、カーソルの位置をウィンドウの枠線
に合わせ	(両矢印が表示されるまで)	、マウスの左ボタンを押したまま、
ウィンドウの枠線を、内側または外側に必要なだけ移動することにより
実行されます。
この機能を使用する場合は、次の点に注意してください。
ユーザーが選択するウィンドウの形は記憶され、以降すべての
DISPLAYおよびREQUESTコマンドに使用されます。
RDML	POP_UPコマンドによって生成されたポップアップウィンドウ
は、ユーザーの基本ウィンドウ全体に合わせてサイズ調整され、配
置されます。
テキストおよびフィールド情報は、基本ウィンドウ全体に合わせて
すべてのウィンドウに表示されます。基本ウィンドウが狭すぎる場
合、入力フィールドが短すぎて文字情報が切り捨てられることがあ
ります。その場合は、基本ウィンドウを拡大し、幅を広げます。基
本ウィンドウが短すぎる場合、フォント詳細が表示されないか、他
のフィールドと重複することがあります。その場合は、基本ウィン
ドウを拡大して、長くします。
通常、選択するウィンドウのサイズは、使用するフォントに対応す
る必要があります。大きなフォントを使用している場合	(サイズ	10以
上)	は、大きなウィンドウを使用する必要があります。小さなフォン
トを使用している場合	(サイズ	8以下)	は、小さなウィンドウを使用
することができます。



16.7	Linuxの相違点
Linuxは、大文字・小文字を区別するオペレーティング・システムで
す。

慣例により、ディレクトリ、ファイル、プリンター名などは、通常
小文字です。例外はRRNファイルで、大文字のままです。
Linux環境では、LANSAはexecuteディレクトリではなくbinディレク
トリを使用します。

Linuxでは、バック・スラッシュ	(\)	ではなくフォワード・スラッシュ
(/)を使用してパス内でディレクトリを分離します。	

Linux環境でファイルを探したり、コマンドを実行したりする時は、
すべての大文字を小文字に変え、バック・スラッシュ	(\)	ではなく
フォワード・スラッシュ	(/)	を使用します。

例えばWindows環境で実行可能な	X_RUNのパスが次のような場合
\X_LANSA\EXECUTE\X_RUN

Linux環境では、次のようになります。
/X_LANSA/bin/X_RUN

詳細については、『	Linux	LANSAアプリケーションの配布ガイド	』を
参照してください。



16.8	ƒR�[ƒh�Eƒy�[ƒW‚ÉŠÖ‚·‚é�l—¶Ž–�€
IBM	i‚©‚çVisual	LANSA‚Éƒ��[ƒh‚·‚é�Û‚É•¶Žš‚ª�³‚µ‚-
•ÏŠ·‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡�AIBM	i‚ÌƒR�[ƒh�Eƒy�[ƒW’è‹`‚ðŠm”F‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
ƒR�[ƒh�Eƒy�[ƒW‚Í�AƒL�[ƒ{�[ƒh�ã‚ÌŠe•¶Žš‚Ìˆê˜A‚Ì’è‹`‚Ì‚±
‚Æ‚Å‚·�BIBM	i	(5250ƒL�[ƒ{�[ƒh)	‚ÅŽg—p‚³‚ê‚é•¶Žš‚ª�APC‚ÅŽg—
p‚³‚ê‚é•¶Žš‚É�³‚µ‚ƒ}ƒbƒv‚³‚ê‚È‚¢‚±‚Æ‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
Visual	LANSA‚ª�¶�¬‚µ‚½ƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ÌŽÀ�sŽž‚É•¶Žš‚ª�³‚µ‚-
•ÏŠ·‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡�AVisual
LANSA‚Ì‚½‚ß‚É’è‹`‚³‚ê‚½•ÏŠ·ƒe�[ƒuƒ‹‚¨‚æ‚Ñƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðŠm”F‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B‚	‚éƒIƒyƒŒ�[ƒeƒBƒ“ƒO�EƒVƒXƒeƒ€‚ÉŽg—
p‚³‚ê‚é•¶Žš‚ª�A•Ê‚ÌƒIƒyƒŒ�[ƒeƒBƒ“ƒO�EƒVƒXƒeƒ€‚ÆˆÙ‚È‚é‚±
‚Æ‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
‚æ‚Œë‚è‚ª‚	‚é•¶Žš‚É‚Í�A#‚â@‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ü‚·�B
�Å�‰‚©‚ç�A�³‚µ‚¢•¶ŽšƒZƒbƒg•ÏŠ·‚ðŒˆ‚ß‚é‚±‚Æ‚ª”ñ�í‚É�d—
v‚Å‚·�BƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚Ì�\’z‚ðŠJŽn‚·‚é‘O‚É—vŒ�‚ÌŒŸ“¢
‚ÉŽžŠÔ‚ð‚©‚¯‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B‚»‚¤‚µ‚È‚¢
‚Æ�A•ÏŠ·ƒe�[ƒuƒ‹‚ð•Ï�X‚·‚é‚½‚Ñ‚ÉƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚Ì�Ä�\’z‚ª•K
—v‚É‚È‚è‚Ü‚·�B
•¶ŽšƒZƒbƒg•ÏŠ·‚É‚Í�A3ƒJ�Š‚ÌŠm”F‚ª•K—v‚Å‚·�B
1.		Še‹æ‰æ‚Ì	x_defppp.h	ƒwƒbƒ_�[�Eƒtƒ@ƒCƒ‹	(ppp‚Í�A‹æ
‰æ‚ÌŽ¯•ÊŽq�j‚±‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚ÌƒRƒ“ƒeƒ“ƒc‚Í�A	16.9
’nˆæ�Ý’è‚ÉŠÜ‚Ü‚ê‚Ü‚·�B

x_defppp.h
ƒwƒbƒ_�[�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð•Ï�X‚·‚é‚½‚Ñ‚É‚·‚×‚Ä‚ÌƒGƒ“ƒgƒŠ�[�Eƒ|
ƒCƒ“ƒg�Eƒvƒ�ƒZƒX‚Ì�Ä�\’z‚ª•K—v‚É‚È‚è‚Ü‚·
(ƒ†�[ƒU�[‚ÌƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð“ü—Í‚·‚éƒvƒ�ƒZƒX)	�B

2.		‘g‚Ý�ž‚ÝŠÖ�”	DEFINE_OS_400_SERVER	‚É’è‹`‚³‚ê‚½LANSA
ƒX�[ƒp�[ƒT�[ƒo�[•ÏŠ·ƒe�[ƒuƒ‹

3.		PCMAINT‚ðŽg—p‚µ‚ÄŽw’è‚³‚ê‚½•ÏŠ·ƒe�[ƒuƒ‹



16.9	地域設定
インストール後、各	..\X_LANSA\X_ppp\SOURCE	ディレクトリは、
x_defppp.hと呼ばれるファイルを含みます	(pppは区画名です）。例え
ば、区画がSYSの場合、ファイルは	x_defsys.h	と呼ばれます。
x_defppp.h	ファイルは、区画に固有のユーザー関数の実行設定を定義し
ます。(概念は、IBM	i	の	DC@A01	データ域と似ています。）これらの
設定は、特定の区画のすべてのプロセス	(その後関数)	にグローバルに定
義されます。
例えば、ユーザーの少数点の文字が	'.'	ではなく	','	の場合があります。
ユーザーは、区画内のすべてのプロセスおよび関数についてこのファイ
ルを使用し、必要な文字を一度に指定できます。
このファイルは、Cヘッダーファイルとして書式設定されます。とても
理解しやすく、必要に応じてどのようなソース/テキスト・エディタで
もとても簡単に変更できます。ファイル内に関連のオプションおよび値
が文書化されています。
X_DEFPPP.H	ファイルに含まれる値を変更される場合、変更が有効にな
る前に、すべてのエントリー・ポイント・プロセスの	(再)	コンパイルが
必要になります。すべてのエントリー・ポイント・プロセスが(再)	コン
パイルされると、ユーザーは、実行時に新しい値を取得するため、ユー
ザーのLANSAアプリケーションを終了し、再起動する必要がありま
す。
以下の値は、LANSA	X_RUN	コマンドから、またはシステム環境変数と
して、設定できます。
X_AUTOMATIC_HELP,X_CENTURY_COMPARE_DATE,X_CENTURY_GREATER_DATE,
X_CENTURY_LESS_DATE,X_DATE_SEPARATOR,X_CURRENCY_SYMBOL,
X_DECIMAL_POINT_CHAR,X_TIME_SEPARATOR,X_DOLLAR_SIGN_CHAR,
X_HASH_SIGN_CHAR,X_AT_SIGN_CHAR,X_GEN_AT_SIGN_CHAR,
X_STANDARD_MESSAGE_FILE
これらの値の設定の優先順位は：
A.	X_RUNコマンド上のENV=	パラメータ内で指定される値
B.	標準システム環境変数内で指定される値
C.	開発環境内で指定される多国籍の値
D.	Widows設定から読み取られる国ごとに特有の情報。これらの値はい
つでも使用可能なので、x_defxxx.h内の値を今後も使用できるように



するためには、これらの値の使用をオフにすることができます。オフ
にするには、HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\LANSA\X_LANSA
レジストリ・キー内のレジストリ値	OSRegionalSettings	を	DWORD
と定義し、その値を0に設定します。

E.	このファイルで指定される値
					例えば、X_CENTURY_LESS_DATE	値を20に設定するとします。こ
の設定を行うには、3つのメソッドがあります。これらのメソッド
は、単独でも組み合わせても使用できます。

このファイルの値を指定するには、ラインを	#define
X_CENTURY_LESS_DATE	"20"に下げ、ユーザーのアプリケー
ションのすべてのエントリー・ポイント・プロセスを再コンパ
イルします。これにより、ユーザーのアプリケーションを効率
良く指定する値にロックします。しかし、通常、この値をスー
パーサーバー・モードで実行するアプリケーションで使用した
り、LANSAオープン・アプリケーションのサービスとして使用
したりすることはありません。これらには、使用可能なエント
リー・ポイント・プロセス・コンセプトがないためです。その
ような場合、全ての状況において求める結果を出すためには、
BまたはCのメソッドを使用してください。
アプリケーションを実行している環境に環境変数を設定しま
す。オペレーティング・システム・コマンド	SET
X_CENTURY_LESS_DATE=20	をユーザーのオペレーティン
グ・システムのスタート・アップに格納すると、適切な値を設
定することができます。このようにして設定される値は、メ
ソッドAで指定されるすべての値を上書きします。このように
値を設定する場合、指定される値には、いかなる形の検証も適
用されないため、値が適切で有効であるよう注意してくださ
い。
値を	X_RUN	コマンドに格納することにより、LANSA環境変数
を設定します。例えば、X_RUN	PROC=TEST	LANG=ENG
XENV=X_CENTURY_LESS_DATE=20
XENV=X_AUTOMATIC_HELP=Y	は、世紀比較日付および自動
ヘルプ・オプションを、環境変数により	(メソッドB）、または
このファイルにおいて	(メソッドA)	指定されるどんな値も上書
きし、指定された値に設定します。このようにして設定される
値は、メソッド1または2で設定されるすべての値を上書きする
ことに注意してください。このように値を設定する場合、指定



される値には、いかなる形の検証も適用されないため、値が適
切で有効であるよう注意してください。

多国籍の値を取得する4つ目のメソッドがあります。
X_DOLLAR_SIGN_CHAR,	X_HASH_SIGN_CHAR	および
X_AT_SIGN_CHARです。	
これらの値は、LANSAPCレジストリのエントリーから取得されます。
これは主に、開発ツールのような開発環境の拡張に使われるLANSAオ
ブジェクトに使用されます。
注：LANSA	スーパーサーバー内で実行する場合は、組み込み関数
CALL_SERVER_FUNCTION	経由で呼び出される関数から値が交換され
るのを避けるため、サーバーの設定が、X_DECIMAL_POINT_CHAR	の
クライアントの設定に一致するようにしてください。
	
	



17.	実行制御
17.1	フロントエンドのX_STARTでX_RUNを実行
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17.4	X_RUN	パラメータ詳細
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17.7	.XQ*ファイル
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17.9	ワトソン博士、Microsoftの例外エラーに対するユーザー指示



17.1	フロントエンドのX_STARTでX_RUNを実行
X_START機能はすべてのVisual	LANSAシステムに組み込まれていま
す。
X_RUN.EXE	を使って、ユーザーのデスクトップのアイコンから直接
Visual	LANSAの機能を起動することにより、結果として多くの個別のア
イコンが作られ、あるコマンド・パラメータを変更する必要がある場
合、何度も変更が必要になることがあります。
この問題は、X_STARTユーティリティを使うことにより解決できます。
例えば、	以下のようなデスクトップのアイコンと関連づけられた
X_RUN	コマンドがあるとします。

X_RUN	PROC=TEST01	PART=DEM	USER=QPGMR
アイコンの背後の	X_RUN	コマンドのフォーマットを次のように変更す
ることにより

X_START	X_RUN	PROC=[TEST01/Process	Name/PROCESS]
PART=[DEM/Partition	Identifier	/PARTITION]	
USER=QPGMR	....	etc	...........

ユーザーは次のようなことができます。
PROC=	と	PART=	の値をプロンプトさせます。
PROC=	と	PART=	の省略値を記憶させ、最後に使われた値を、異なる
アイコンの背後の	X_STARTコマンドとの間で交換させます。

X_STARTの動作の方法はとても簡単です。	[	/	/	]	または	{	/	/	}	フォー
マットのプロンプト要求を探して、コマンド・ライン全体を処理しま
す。
[	/	/	]	または	{	/	/	}	フォーマットのプロンプト要求は、常に以下と全く同
じにフォーマットされなければなりません。

	[省略値/	記述/	シンボリック名]
または次のようなこともできます。

	{省略値/記述/	シンボリック名}
通常、Windows環境では、	[	/	/	]	表記を使用してください。
例えば、ユーザーがワークステーション上で、LANSAのメニューから
プロセスの実行を選択すると以下のコマンドが起動されます。

%tit%Execute	process	on	workstation
%hlp%x_start.009
%basepath%\x_lansa\execute\X_RUN.exe



PROC=[Name/Process/PROC]
LANG=[ENG/Language/LANG]
PART=[DEM/Partition	Identifier/PART]
USER=[QPGMR/LANSA	User/USER]
%WIN%DBUS=[DBA/Database	User/DBUS]
%WIN%PSWD=[*password/Database	Password/PSWD]
DBII=[LX_LANSA/Database	Name/DBII%reg%LX_DBName]
%W95%DBUT=

[SQLANYWHERE/Database	Type/DBUT%reg%LX_DBType]
%WNT%DBUT=

[MSSQLS/Database	Type/DBUT%reg%LX_DBType]
%W95%CMTH=[E/Communication	Method/CMTH]
%WNT%CMTH=[C/Communication	Method/CMTH]
%W95%CDLL=

[E32APPC.DLL/Communications	DLL	to	Use/CDLL%reg%LX_CommsDLLName]
%WNT%CDLL=

[WCPIC32.DLL/Communications	DLL	to	Use/CDLL%reg%LX_CommsDLLName]
PRTR=[LPT1/Default	Printer/PRTR]

この関数により、	ワークステーション上でプロセスを実行	ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

入力された値は、その後コマンドに代入されます。	XXXXXX	がプロセ
ス名のキー付きで、SYSが区画識別子のキー付きの場合、実行のために



アセンブルされるコマンドは：
	X_RUN	PROC=XXXXXX	PART=SYS	USER=QPGMR	....	etc	.......

さらに、値　XXXXXX		は、シンボリック名	PROCESS	で記憶され、値
SYSは、シンボリック名	PARTITION	で記憶されます。これは、次回
X_START	機能が起動され、ある	[//]	または	{//}		プロンプトがシンボ
リック名	プロセスを持っている場合、	[//]	または	{//}		プロンプト内で指
定されたすべての省略値の値に優先して、記憶された値		XXXXXX		が
使用されることを意味します。
シンボリック名とその値は、X_START要求を実行しているプロセスの現
在のディレクトリ内で作成、更新されるX_START.SAVという名前の単
純なテキスト・ファイル内に記憶されます。ユーザーが最後のセットの
値を突然失った	(つまり省略値に戻った)	場合、最も可能性の高い理由
は、ユーザーが当該のユーザーのアプリケーションの現在のディレクト
リを変更したため、X_START.SAVが見つからなくなったというもので
す。
X_START.SAVファイルに保管されたデータは、<シンボリック名><値><
シンボリック名><値>	というように論理的にフォーマットされ、いつで
も1024までのシンボリック名が使えます。シンボリック名もその値も、
長さが256文字を超えてはいけません。

以下も参照してください。
17.1.1	ルール、制限およびガイドライン
17.1.2	コマンドと特殊変数



17.1.1	ルール、制限およびガイドライン
X_START機能の使用には、以下のルール、制限およびガイドラインが適
用されます。
省略値、記憶された値、記述またはシンボリック名は、どれも長さ
が256文字を超えることはできません。
すべての	[	/	/	]	プロンプト要求は、	'/'	文字を使用して、領域を	[		]	文
字の間に区切るために、正確に	[省略値/記述/シンボリック名]	と
フォーマットされなければなりません。
すべての	{	/	/	}	プロンプト要求は、	'/'	文字を使用して、領域を{	}	文
字の間に区切るために、正確に	{	省略値/記述/シンボリック名}	と
フォーマットされなければなりません。
特別な値	*NONE	および	*PASSWORDは、どの		[//]	または	{//}	のプロ
ンプト領域の省略値　および/または、シンボリック名のセクション
でも使用できます。*NONE	は、値が存在しない、および/またはプロ
ンプト値がX_START.SAV	ファイルに保存されないことを示します。
*PASSWORD	は、プロンプトがパスワード・フィールドのためのも
ので	(つまりプロンプトへの入力は読み取れない）、値は
X_START.SAVファイルに格納されないことを示します。
パスワード・フィールド・プロンプトの正しいフォーマットは、
[*PASSWORD/記述/シンボリック名]	または	{*PASSWORD/記述/省略
値}	です。パスワード・フィールドに省略値を採用させることはでき
ません。
1024以下のシンボリック名	(およびそれに関連付けられた値)	は、ど
のX_START.SAVファイルにも格納できます。
X_STARTは、X_START機能を起動しているプロセスの現在のディレ
クトリ内でX_START.SAV	ファイルを探します	(そして保存しま
す）。

X_START機能は、アイコン・コマンド行から直接、またはファイル
から、処理されるコマンド行の定義を抽出することができます。	

ファイルからコマンド定義を抽出するには、単に、X_START	の単一
の引数として接頭辞が'='	(等号)	記号または	'@'	(at)	記号のコマンド行
定義を含んだファイルの名前を使用します。例えば以下のようにな
ります。
	



	X_START	%basepath%\x_lansa\execute\X_RUN
	proc=[X/Process/PROCESS]

			および
	X_START	=TEST.DTA	

			は、TEST.DTAがこの2行を含むファイルである場合、機能的に同じオ
ペレーションです。

	
	%basepath%\x_lansa\execute\X_RUN
	
プロンプトの開始を示す省略値の文字は、'['　と		'{'です。これら
は、以下を現在のX_START.SAV	ファイルに挿入することにより変更
することができます。

	X_START_OPEN_BRACE1
	y	

			または、
	X_START_OPEN_BRACE2
	y	

			ここで	y	は、'['　や		'{'	の文字の代わりにユーザーが使いたい文字を表
します。コード・ページの競合などを伴う極端な状況においては、省
略値を変更するだけでかまいません。

プロンプトの終了を示す省略値の文字は、']'　と		'}'です。これら
は、以下を現在のX_START.SAV	ファイルに挿入することにより変更
することができます。
	X_START_CLOSE_BRACE1
	y	

			または、
	X_START_CLOSE_BRACE2
	y	

			ここで	y	は、']'　や			'}'	の文字に代わりにユーザーが使いたい文字を
表します。コード・ページの競合などを伴う極端な状況においては、
省略値を変更するだけでかまいません。

プロンプト内で文字列を区切る文字は、フォワード・スラッシュ		'/'.
です。これは、以下の2行を現在のX_START.SAV	ファイルに挿入す
ることにより変更することができます。



	X_START_SEPARATOR
	y	

			ここで	y	は、'/'	の文字の代わりにユーザーが使いたい文字を表しま
す。コード・ページの競合などを伴う極端な状況においては、省略値
を変更するだけでかまいません。

省略値では、プロンプト・ダイアログの	[OK]	ボタン上で文字列
"OK"	が表示されます。この文字列は、以下の2行を現在の
X_START.SAV	ファイルに挿入することにより変更することができま
す。

	X_START_OK
	yyyy

			ここで	yyyy	は、[OK]	ボタン上に表示される文字列を表します。もち
ろん、文字列	yyyy	は適切にサイズ調整する必要があります。
省略値では、プロンプト・ダイアログのキャンセルボタン上で文字
列	"キャンセル"	が表示されます。この文字列は、以下の2行を現在の
X_START.SAV	ファイルに挿入することにより変更することができま
す。
	X_START_CANCEL
	yyyy

			ここで	yyyy	は、[キャンセル]	ボタン上に表示される文字列を表しま
す。もちろん、文字列	yyyy	は適切にサイズ調整する必要がありま
す。

省略値では、プロンプト・ダイアログの	[パラメータ・ヘルプ]	ボタ
ン上で文字列	"パラメータ・ヘルプ"	が表示されます。この文字列
は、以下の2行を現在のX_START.SAV	ファイルに挿入することによ
り変更することができます。
	X_START_PARMHELP
	yyyy

			ここで	yyyy	は、[パラメータ・ヘルプ]	ボタン上に表示される文字列を
表します。もちろん、文字列	yyyy	は適切にサイズ調整する必要があ
ります。

省略値では、プロンプト・ダイアログの	[一般的なヘルプ]	ボタン上
で文字列	"一般的なヘルプ"	が表示されます。この文字列は、以下の2
行を現在のX_START.SAV	ファイルに挿入することにより変更するこ
とができます。



	X_START_GENLHELP
	yyyy

			ここで	yyyy	は、[一般的なヘルプ]	ボタン上に表示される文字列を表し
ます。もちろん、文字列	yyyy	は適切にサイズ調整する必要がありま
す。

前述のポイントは、シンボリック名が以下のようであることを意味
します。

X_START_OPEN_BRACE1,	X_START_OPEN_BRACE2,
X_START_CLOSE_BRACE1,	X_START_CLOSE_BRACE2,
X_START_SEPARATOR,	X_START_OK,	X_START_PARMHELP,
X_START_GENLHELP	および	X_START_CANCEL	は予約されてお
り、	[//]	や	{//}	プロンプトの中では使うことができません。
つくられるコマンドは、常に	.EXEプログラムの起動に使われると仮
定され、したがって文字列	.EXEは、適切であるとして自動的に最後
のコマンドに追加されます。
X_START.EXE	プログラムは、現在のLANSAシステムの
\X_LANSA\EXECUTE\	ディレクトリ内にのみ存在しなければなりま
せん。それ以外のどのディレクトリにも入れないようにしてくださ
い。
X_START.SDH	という名前のファイルもオプションとして
\X_LANSA\EXECUTEディクショナリに入れることができます。この
ファイルは、パラメータと一般的なヘルプのテキストのサポートに
使用され、フォーマットされています。
HELP=XXXXXXXXXX
<テキスト行>
HELP=XXXXXXXXXX
<テキスト行>	
XXXXXXX	は、ヘルプテキストを適用するパラメータのシンボリッ
ク名またはプロンプトの一般的なヘルプ識別子です。

プロンプトされた	X_RUNコマンドの完全な実行例については、ユー
ザーの	\X_LANSA\SOURCEディレクトリのファイル	X_START.001	->
X_START.010および	\X_LANSA\EXECUTEディレクトリのファイル
X_START.SDHを参照してください。
オプションのマージ・ファイルがあり、別のプログラムに、シンボ
リック名に動的に値を提供する機能を提供します。マージ・ファイ
ルの各行は、以下のフォーマットを持っています。



%<変数名>%=<値>
e.g.%proc%=PSLSYS

変数の名前の長さは4文字で、直後に	'='	が続きます。値は、'='	から
ラインの最後までのすべての文字です。変数の名前は、あらかじめ
定義された変数の名前と同じであってはいけません。同じにする
と、実行時に致命的なエラーを発生させます。



17.1.2	コマンドと特殊変数
以下のコマンドおよび特殊変数は、[//]	または	{//}	プロンプト内を除
く、コマンド文字列内のどこででも使えます。これらのコマンドおよび
特殊変数全ての使用例は、LANSAの開発環境内からカスタム実行ダイ
アログを提供するためにVisual	LANSAに組み込まれた
\X_WIN95\X_LANSA\SOURCE	内のXSTファイルの中にあります。

変数名 記述

%basepath% 現在の	Visual	LANSAシステムのX_LANSAディレクトリまで	(ただし
ディレクトリは含みません）	パス名で置換されます。例えば	c:\x_win95
です。

%browser% ユーザーのブラウザーを決定し、ブラウザのフル・パスまで展開しま
す。

%editor% Windows環境では、文字列	NOTEPAD.EXE	で置換されます。

%if%	&	%endif% %if%<式>?<trueテキスト>:<falseテキスト>%endif%
記述が存在する場合、式がtrueの場合は	trueテキストを含み、それ以外
はfalseテキストを含みます。式およびテキストは、プロンプトを含むこ
とはできません。式は、"="	または	"!="	タイプの式のどちらかになりま
す。比較では大文字と小文字の区別はされません。ifステートメントは
%endif%	で終了します。ifステートメントはネストできません
例：以下の行では、変数	LANG	を文字列	NAT	と比較し、等しくない場
合、値	%lang%　が後に続く'+'をコマンド行内に入れます。

			%if%%lang%!=NAT?+%lang%%endif%

以下の4行は、"デバッグ"、"デバイス名"	および	"メッセージ待ち行列"
のプロンプトで、%dbug%	が	'Y'	に等しい場合、コマンド行に
"+BDEBUG+%dvic%+%msgq%"	を入れます。

			%promptonly%[N/デバッグ/DBUG]
			%promptonly%[DSP01/デバイス名/DVIC]
			%promptonly%	[DSP01/メッセージ待ち行列/MSGQ]
			%if%%dbug%=Y?+BDEBUG+%dvic%+%msgq%%endif%

%JavaClient% Javaクライアントの物理的パスです。

%noshowdialog% ダイアログを表示しないでください。省略値およびマージ値を、ユー
ザーがダイアログ上でたった今	[OK]	を押したかのように、どの値も変
更せずに使用します。これは、マージ・ファイル内で、ダイアログを表
示するかどうかにかかわらず、呼び出すプログラムが制御できるように
するために提供されます。

%nospaces% 新しい各行にスペースを追加しないでください。スペースが必要な場合
は、手作業で入れてください。これは、主にX_START	ファイル内の別



の行から、URLをアセンブルするために提供されます。

%promptonly% 後続のプロンプトのみします。ファイル内のこのポイントにはテキスト
を挿入しないでください。ダイアログでは、シンボリック名の値のみを
設定します。X_STARTファイル内のシンボリック名	ANYWHERE	への
参照により、このポイントに値が挿入されます。%if	%	の例を参照して
ください。

%show% コマンドの実行が試みられる前に、最後のコマンド	(プロンプトの後)	を
表示させます。カスタム・スクリプトのデバッグに便利です。

%<symbol>% この構文を通じて、プロンプト内に提供されたすべてのシンボリック名
にアクセスできます。これには、マージ・ファイルのためにプロンプト
された値およびマージ・ファイル内に定義されたシンボリック名が含ま
れます。シンボリック名の最大数は1024です。それ以上のシンボリック
名がある場合、それらは無視されます。

%workpath% 例えば	X_RUN.exe	が実行される時のように、アセンブルされたコマン
ド行が実行される場合に現在のディレクトリをこの値に設定します。こ
れが指定されていないと、現在のディレクトリは変更されません。

注：x_start	が	Visual	LANSA	実行ダイアログから呼び出されると、現在
のディレクトリは、XSTファイルの位置と同じ	\x_win95\x_lansa\sourceに
設定されます。

%<environment
variable>%

変数名に一致するものが見つからない場合、その変数は環境変数と評価
されます。存在する場合、その値は変数名に代入されます。

%X_RUN_specific% X_RUN.exe	の	%basepath%	が検出されると、次の	%X_RUN_specific%	が
評価されます。
X_RUN.exe	の	%basepath%	が検出されないと、どのような
%X_RUN_specific%	も無視されます。

*password 省略値の特別な値です。パラメータはパスワードで、入力された文字は
アスタリスクでマスクされていることを示します。値を入力する必要が
あります。

*password_optional *password	と同じですが、値は任意です。

*optional_data_<value>省略値の特別な値です。値の入力は任意であることを示します。<値>
のテキストがある場合、それは省略値です。
例　*optional_data_は、空のフィールドを表示します。
*optional_data_adefault	は、フィールドの省略値を表示します。

	

注：これらのコマンドのどれかが誤って入力され、行の最初の文字
が'%'である場合、コマンドはシンボル名とみなされ、行の残りの部分が
そのシンボルの値として設定されます。結果として生じるコマンド行
は、行全体が無視されたかのように見えます。



17.2	X_RUNコマンド
X_RUNコマンドは、コマンド行またはプログラムアイコンからアプリ
ケーションを実行するのに使用されます。このコマンドは、LANSAの
実行環境を開始し、指定されたアプリケーションを実行します。
X_RUNには使われるプラットフォームによって異なる多数の強制およ
びオプションのパラメータがあります。
例えば、次の	X_RUNコマンドは、メニューPSLSYS:を表示するのに使
用されます。

	X_RUN	PROC=PSLSYS	PART=DEM	LANG=ENG
													USER=USERID	DBID=LX_LANSA

Linux環境では、この	X_RUN	コマンドは、EMPLISTレポート関数を使
い、プリンター	lp0	でレポートを印刷するのに使用されます。

	X_RUN	PROC=PSLSYS	FUNC=EMPLIST	PART=DEM	LANG=ENG
												USER=USERID	DBID=LANSA	PRTR=lp0

X_RUNコマンドは、以下の場所に格納されています。
Windows環境では、	x_lansa\executeディレクトリ内
Linux環境では、LANSAXROOT/x_lansa/binディレクトリ内

X_RUNコマンドには、標準パラメータとより高度な用途のためのパラ
メータがあります。これらのパラメータは、「17.3	X_RUNパラメータ
概要」と「17.4	X_RUN	パラメータ詳細」に記述されます。
X_RUNパラメータとその引数は、永久に指定することができます。そ
の方法は、「17.5	X_RUNパラメータの永久指定」に説明されていま
す。
アプリケーション開発者が使用するために設計されているため、
X_STARTは、X_RUNパラメータをプロンプトするシンプル・ユーティ
リティです。
詳細については、「17.1	フロントエンドのX_STARTでX_RUNを実行	」
を参照してください。



17.3	X_RUNパラメータ概要
これらのパラメータは、アルファベット順にリスト化されているので、
ユーザーはより簡単にパラメータを見つけることができます。
パラメータが複数回指定されていると、最後に処理された値が使われま
す。
X_RUN	を	IBM	i	上で実行する場合、PROC=	パラメータのみ必要です。

使用される場合、このパラメータの後には	スペースを入れずに
"="	記号および値が続く必要があります。

これらのパラメータには、非常に特化されたものがあり、その詳細につ
いては、以下のリンクを参照してください。

パラ
メータ

意味/値 必
須

ASPW= アプリケーション・サーバーのパスワード い
い
え

	 アプリケーション	サーバーのユーザー い
い
え

BTN2= マウス・ボタン	2	がダブルクリックされた場合にシミュ
レートするファンクション・キーです。Linux上ではサ
ポートされていません。

い
い
え

BTN3= マウス・ボタン	3	がダブルクリックされた時にシミュ
レートするファンクション・キーです。

い
い
え

CDLL= 接続されたサーバーとのコミュニケーションに使用され
るDLLの名前です。
注：Visual	LANSAサーバーに接続する時は、
LCOMGR32.DLLを使用する必要があります。

い
い
え

CIPH= LANSAがOPenSSLを呼び出す時に使用する対称暗号で
す。この値は大文字/小文字を区別します。指定可能な
値は、	www.openssl.org/docsにあるOPenSSLのドキュメン

	

http://www.openssl.org/docs


ト(英語)に記載されています。値

は、EVP_get_cipherbyname	APIで認められ
たものです。

CMTH= 接続されたサーバーとの会話に使用されるコミュニケー
ション・メソッドです。
T	=	Native	TCP/IP
CおよびTは同じ値で、互換的に使用できます。これら
は、どの値を使うかをユーザーが記憶しやすくなるよう
に提供されます。
注：Visual	LANSAサーバーに接続する時は、CまたはT
値を指定する必要があります。

い
い
え

DASO= Data	Area	Storage	Option	パラメータです。DまたはFに設
定できます。
Dは、データ領域の値の格納およびロックが、LX_DTA
テーブルおよびスタンダード
LOCK_OBJECT/UNLOCK_OBJECT	ロジックを使ってエ
ミュレートされることを示しています。

Fは、データ領域の値の保管およびロックが、同じディ
レクトリに格納されたフラットオペレーティング・シス
テム・ファイルを関連のレコード番号割り当てファイル
として使用してエミュレートされることを示しています
(RPTH=	パラメータ参照）。ロックおよびアンロック
は、低レベルのファイルアクセスに適切なオペレーティ
ング・システム機能を使うことにより、実行されます。
DASO=F	オプションを使う時に適用される「ルール、制
限およびガイドライン」については、	『LANSA	アプリ
ケーション設計ガイド』	を参照してください。

い
い
え

DATF= 使用される日付フォーマットです。許可される値は、
DMY,	MDYおよびYMDです。IBM	i	サーバーの	スー
パーサーバー・モードで実行している場合、この日付
フォーマットで実行されるIBM	i	サーバー上のジョブの
日付フォーマットが、IBM	i	システムのQDATFMT日付
フォーマットと異なることがあります。

い
い
え

DATS= 日付および日付フォーマットをどこから取得するか指定 い



するのに使用されます。
S:日付および日付フォーマットがシステム値から取得さ
れることを指定します。

J:日付および日付フォーマットがジョブ属性から取得さ
れることを指定します。
注：IBM	i	専用で、LANSAコマンドの	DATE_SRCEパラ
メータに相当します。

い
え

DBCL= データベース接続レベルです。
1.			Visual	LANSA	V11.3以前のバージョンのようにデー
タベース接続を処理します。まだDBCFフラッグがこの
接続を有効にするかもしれませんが、フラッグはサポー
トされていません。したがって、DBCL=1の時、DBCF
フラッグの使用を試みないでください。

2.			新しいデータベース接続ロジックで、DBCFフラッグ
をサポートします。

い
い
え

DBCF= データベース接続フラグです。
このオプションは将来の柔軟性のために組み込まれまし
たが、現在はサポートされていません。詳細について
は、「17.4.2	DBCF	フラグ」を参照してください。
このパラメータが	X_RUNコマンド・ラインまたはこれ
に準ずるものの上に設定された場合、投入されたジョブ
およびスーパーサーバー・ジョブを含むLANSAのメイ
ン・データベースにのみ影響を与えます。ＰＣ外部ファ
イルには影響を与えません。
このパラメータは、何度も指定出来るという点で他のパ
ラメータとは異なっています。各設定は次のような形を

とります。DBCF=<フラグ>:[Y/N],	ここでは
フラグは	17.4.2	DBCF	フラグで指定された値の一つで、
Y	はフラグを	オンに、N	はフラグを	オフに設定しま
す。例

：DBCF=CT_INTEGRATED_LOGON:Y

い
い
え

DBCC= カーソルの同時実行
ODBC省略値	=	1	-	SQL	Serverのみ
LANSAのWebサイト上のヒントとテクニックにある

	



「LANSAおよびSQL	Server	-	構成オプション」(英語)を
参照してください。

DBCT= カーソル・タイプ
ODBC省略値	=	0	-	SQL	Serverのみ
LANSAのWebサイト上のヒントとテクニックにある
「LANSAおよびSQL	Server	-	構成オプション」(英語)を
参照してください。

い
い
え

DBHT= デバッグのために使われるコンピュータ名やポートと
いった詳細です。

い
い
え

DBID= データベース	IDです。
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
不要です。
詳細については、「17.4.3	DBID、DBUT、DBII、DBIT
のパラメータ」を参照してください。

い
い
え

DBII= 内部の/リポジトリ・データベース識別子です。
詳細については、「17.4.3	DBID、DBUT、DBII、DBIT
のパラメータ」を参照してください。

い
い
え

DBIT= DBII=パラメータ内で指定されたディクショナリ/リポジ
トリデータベースのタイプです。DBII=パラメータが提
供されていない場合は、DBUTデータベース・タイプが
使用されます。
詳細については	「17.4.3	DBID、DBUT、DBII、DBITの
パラメータ」を参照してください。

い
い
え

DBLK= 秒単位のデータベース・ロック・タイムアウトです。
このパラメータの設定は、すべてのデータベースの
X_DBMENV.DAT内の	LOCK_TIMEOUT設定を上書きし
ます。タイムアウト以外に、LOCK_TIMEOUTに関連す
るデータベース固有の設定があります。「17.8	ロックの
タイムアウト」で確認してください。

い
い
え

http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm
http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm


DBMR= MARS	-	SQLサーバーのみを有効にします。
LANSAのWebサイト上のヒントとテクニックにある
「LANSAおよびSQL	Server	構成オプション」(英語)を参
照してください。

い
い
え

DBSA= Adaptive	Server	Anywhereを使う場合、クライアントから
240分間アクティビティがないと、省略値設定により、
サーバーが切断されます。
接続が長時間アイドル状態の場合、切断されると問題を
起こします。すべてのオープン接続にアクティビティを
確保するため、接続は定期的にアクティブ化されます。

この引数は、どれくらいの頻度でアクティブ化するかを
指定します。値は秒で指定します。

い
い
え

DBSP= セーブポイントを設定します	-	SQL	Serverのみ。
LANSAのWebサイト上のヒントとテクニックにある
「LANSAおよびSQL	Server構成オプション」(英語)を参
照してください。

い
い
え

DBSS= 再利用のためにキャッシュされる再利用可能	SQL	ス
テートメントの最大数の調整に使用できます。
詳細については、「17.4.4	DBSS	パラメータ	-	パフォー
マンス・チューニング」を参照してください。

い
い
え

DBTB= DBCSブランクをトリミングします。
'Y'	=	はい、'N'	=	いいえです。
DBTB=YでDBTBにフォーカスが当たる場合、あるファ
ンクションまたはコンポーネントが提供する入力可能な
英数字シフトJフィールドは、DBCSの空白をDBCSから
トリミングします。そのようなフィールドがフォーカス
を失っても動作には変更ありません。

このふるまいをするコントロールの例として、グリッド
やリストビューのように、ブラウズ・リストおよび
RDMLXリスト・タイプ・コントロール内の入力可能
フィールドがあります。
これには、Active-XコントロールがLANSAによって生成
されたものでない限り、Active-Xコントロールが提供す
るフィールド	(またはすべてのCOMオブジェクト）は含
まれません。

い
い
え

its:lansa012.chm::/lansa/l4wusr01_2030.htm
http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm
http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm


DBTC ユーザー	ID/パスワード接続の前に、ユーザーID信頼済
みデータベース接続を試みます。
これが	'Y'	に設定されると、接続を確立するためにユー
ザーIDおよびパスワードを使用する前に、信頼済み接続
が試みられます。
DBTCが	'Y'	に設定された場合、DBCLは自動的に２に設
定されます。

DBTCが	'N'	に設定された場合、ユーザーIDおよびパス
ワードを使用したログインが試みられます。

い
い
え

DBUG= デバッグをオンにします。
'Y'	(はい)	または	'N'	(いいえ)	です。

い
い
え

DBUS= データベースにログインするためのユーザー名です。
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
無視されます。	
その他のプラットフォーム上でデータベースにログオン
すると、DBUSの値は、データベースへのログオンに必
要だった値を反映するために変更されます。例えば、信
頼済み接続が使われている場合、SQL	ServerはUser	IDと
して空の値を返します。その後、この値はDBUSに割り
当てられます。したがって、GET_SESSION_VALUEが
使われる場合、値が空になる場合があります。省略値の
動作によって変更されることもあります。

い
い
え

DBUT= DBID=パラメータ内で指定されたユーザー・データベー
スのタイプです。
詳細については、「17.4.3	DBID、DBUT、DBII、DBIT
のパラメータ」を参照してください。

い
い
え

DEVE= ユーザーは開発者です。
'Y'	(はい)	または	'N'	(いいえ)	です。

い
い
え

DPTH= エミュレートされた	i5/OSデータ待ち行列が作成/アクセ
スされるディレクトリです。

い
い
え

DRIV=
または

Visual	LANSAを含むパスです。 い
い



ROOT= このパラメータは、Windows環境ではもう必要ありませ
ん。

え

EDLC= DBCSにのみ適用されるパラメータです。入力される、
または割り当てられるDBCS文字列が、シフト・インお
よびシフト・アウトを使用する、EBCDICに基づいた
DBCSシステムと長さの互換性があるかを制御します。
このパラメータに指定できる値は、'Y'	(はい)	または	'N'
(いいえ)	です。
このオプションをオフ	(値はN)	にする場合は、特に注意
が必要です。EBCDICシフトされたシステムと根本的に
互換性のないDBCS文字列の格納を可能にします。
EBCDICサーバー		(IBM	iなど）	に関係する	クライアン
ト/サーバー・アプリケーションなどに後から設計変更
をすると、DBCS文字列の格納/切り捨てに重大な問題を
起こすことがあります。

い
い
え

EXCH= 交換ファイル名
(LANSA内部使用専用に設計されています。）

い
い
え

EXPM= *LIMPORT	エクスポート・メッセージを含むファイルの
名前です。

い
い
え

EXPR= インポートする*LIMPORT	ファイルが含まれるパスで
す。
このパラメータの値が特別な値	'QDLS\<folder>'の場合、
インポートは、IBM	i	N.B.への直接接続を通じて試みら
れます。PSLUおよびPSPWパラメータを指定する必要が
あります	(最低限）。

い
い
え

EXPS= オブジェクト・セキュリティ・レコードのインポート時
に実行されるアクションです。
D	=	Delete:	あるオブジェクトに	存在するすべてのセキュ
リティ・レコードが、インポートの前に削除されます。
R	=	Replace:		存在する１つのユーザー・セキュリティ・
レコードが、一致する１つの入力レコードに置き換えら
れます。
A	=	Append	Only:　存在するすべてのユーザー・セキュ

い
い
え



リティ・レコードが保持され、一致する入力レコード
は、重複警告を生成します。

FATL= QUET=Yの場合、Y=は、強制的にクライアント側のアプ
リケーションに致命的なエラーを表示させます。詳細に
ついては、「17.4.13	QUETおよびFATL	パラメータ	(オペ
レーションの抑止モードと致命的エラー)」を参照して
ください。

	

FLDX= テンキーパッドを解釈します。
EnterキーをField	Exitキーとします	(Tab	キー)。
これは、プッシュ・ボタン以外のすべてのコントロール
上に起こります。つまり、入力フィールド、チェック・
ボックス、ラジオ・ボタンおよびすべてのリスト上に起
こります。
'Y'	(はい)	または	'N'	(いいえ)	です。

い
い
え

FUNC= ファンクション名です。 い
い
え

FXQF= このパラメータの設定をFXQF=*ALLにすることによ
り、*.XQ*	フラット、読み取り専用、リポジトリ・ファ
イルを強制的にVisual	LANSA環境に入れます。詳細につ
いては、「17.4.5	FXQX	パラメータ」を参照してくださ
い。

	

FXQM= 同時に開いたままにできるフラット・ファイルの最大数
を制御するために、このパラメータを使用します。
詳細については、「17.4.5	FXQX	パラメータ」を参照し
てください。

い
い
え

GUSR= グループ・ユーザー名です。 い
い
え

HELP= 実行時に使われるヘルプ・システムを指定します。
OLDは、旧式の２つのウィンドウのヘルプを示します。
STDは省略値の１つのウィンドウで、コンテンツとイン
デックスのタブ･コントロール付きのヘルプを示しま
す。
WINはWindowsヘルプのために予約されています。これ

い
い
え



は新しいアプリケーションでは使われません。
HTMはHTMLヘルプのために予約されています。

HLPF= HTMLヘルプに使用されるヘルプファイルを指定します
(HELP=HTM)。
注：Windows	Vista以降のバージョンでは、HLPファイル
のビューアーはMicrosoftから配布されません。
Windowsヘルプの場合、ファイルネームは、言語コード
およびファイル・タイプ拡張子を除いて指定されます。
例えばHLPF=MYHELPは、MYHELPFRA.HLPと展開さ
れます。
HTMLヘルプの場合、ファイルネームは、ファイル・タ
イプ拡張子を除いて指定されます。例えば
HLPF=MYHELPは、MYHELP.CHMと展開されます。
HELP=STD	または	HELP=OLDでは、このパラメータの
値は無視されます。

X_RUN	HELP=WIN
HLPF=C:\TEMP\MYHELP	を使う場合、検索
する実際のファイル

は、C:\TEMP\MYHLPFRA.HLP	(LANSA-
FRAが使われる場合）また

はC:\TEMP\MYHELPENG.HLP	(LANG-
ENGが使われる場合）	と名付けられます。

い
い
え

HSKC= 高速キー・チェック	を有効にします。この機能は
WindowsまたはLinuxプラットフォームでのみ使用できま
す。
詳細については、「17.4.6	HSKC	パラメータ」を参照し
てください。

い
い
え

ICWD= 起動時の作業ディレクトリを	x_lansa	に変更します。
IBM	i上のみでサポートされます。
Y	=	Yes	(はい)			N	=	No	(いいえ)

い
い
え

INIT= アプリケーションの起動時に自動的に実行される関数を
指定します。詳細については、「17.4.7	INIT	および
TERM	パラメータ」を参照してください。

い
い
え



ITxx= トレース・パラメータです。詳細については、「17.4.8
ITxx	-	トレースのパラメータ」を参照してください。

い
い
え

JOBN= ジョブ名です。 い
い
え

LANG= 言語です。
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
必要ありません。

は
い

LDAV= LDA	(ローカル・データ領域)	ファイル名です。 い
い
え

LOCK= Y	は、LANSAオブジェクトを実行する場合、オブジェ
クト・ロックを取得する必要があることを意味します。
これは、オブジェクトへの排他的なアクセスの取得要求
をブロックする、読み取り専用ロックです。例えば、オ
ブジェクトのコンパイルには排他的なアクセスが必要で
す。したがって、LOCK=Yの実行中、フォームのコンパ
イルはできません。
LOCK=Yは、開発環境のみで使用することをお勧めしま
す。展開された環境では使う意味がありません。

い
い
え

LOGO= 使用中のVisual	LANSAシステムのバージョンと日付を示
すロゴを表示するかどうかを示します。許可される値
は、YとNです。

い
い
え

LPTH= BLOBとCLOBディスクファイルを格納するための完全
修飾ルート・ディレクトリです。
末尾に'\'	が必要です。

い
い
え

MENU= このパラメータは、新しいアイコン、ビットマップ・ス
タイル・メニューおよびアクションバーを使う必要があ
るかどうかを指定します。

い
い
え

MODE= T	(対話型)またはB	(バッチ)	です。 い
い
え



ODBA= 使用されていません。現在は、LANSAが自動的にデー
タベース接続数を決定します。

	

ODBI= すべてのODBCデータベース接続のトランザクション分
離レベルの指定に使われます。
詳細については、「ODBI	パラメータ」	を参照してくだ
さい。

い
い
え

PARM= パラメータ・ファイル名です。
(LANSA内部使用専用に設計されています。）

い
い
え

PART= 区画です。
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
不要です。

は
い

PBCM= 欄見出しで使用される色を指定します。値は、G=緑	W=
黒,	R=赤,	T=青緑,	Y=黄,	P=桃色,	B=青です。無効な値は
無視されます。

い
い
え

PBFP= フィールド・プロンプトに使われる色を指定します	(ラ
ベルと記述）。許可される値は、G=緑	W=黒,	R=赤,	T=
青緑,	Y=黄,	P=桃色,	B=青です。無効な値は無視されま
す。

い
い
え

PPTH= PRTR=*PATHの場合、レポート・ファイルの完全修飾
ディレクトリです。
末尾に'\'	が必要です。

い
い
え

PROC= プロセス名 は
い

PROG= このパラメータは、SUBMITコマンドを正しく作動させ
ながら、ユーザーが	X_RUN.exeファイルに新しい名前を
付けられるようにします。
詳細については、「17.4.11	PROG	パラメータ」を参照し
てください。

い
い
え

PRTR= プリンター・ポート名	(LPT1,	LPT2など）	または、レ
ポートがプリンターではなくファイルに出力されること
を示す特別な値	*PATH	です。Linuxでは、これは	lpコマ
ンドが使用するのと同じコピー先名になります。	
注：Windowsでは、PRTRは	*PATH以外の値とは使用さ

い
い
え

its:lansa015.chm::/lansa/DEPB3_0065.htm


れておらず、サポートもされていません。存在するアプ
リケーションは正しく機能しつづけるかもしれません
が、LANSAはその使用を保証しません。代わりに	WPxx
パラメータを使用してください。

PSPW= サーバーとクライアントのプライマリ・パスワードで
す。

い
い
え

PSTC= Windows認証の使用を指定します。詳細については、
「17.4.1	ユーザーIDおよびパスワードの省略値」を参照
してください。

い
い
え

PSUS= プライマリ・サーバーのユーザーです。 い
い
え

PSWD= データベースにログインするためのパスワードです。
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
無視されます。

い
い
え

PSxx= PSxxパラメータは、基本的に、開発者がスーパーサー
バー・モードでアプリケーションのテストをする際、支
援するために提供されていることにご注意ください。
PSxxの範囲で使用可能なパラメータについては、
「17.4.12	PSxx	サーバー・パラメータ」を参照してくだ
さい。

い
い
え

QCHK= アクティブ・モニターがジョブ待ち行列をチェックする
までのおおよその待ち時間を表示します。詳細について
は、「ジョブ待ち行列モニターの追加パラメータ」を参
照してください。

い
い
え

QHLD= 保留ジョブ待ち行列モニターが、ジョブ待ち行列ディレ
クトリを再確認する前の、リリース命令が出されるまで
の待ち時間を表示します。詳細については、「ジョブ待
ち行列モニターの追加パラメータ」を参照してくださ
い。

い
い
え

QENC= 待ち行列に入れる前にジョブ詳細が暗号化されることを
指定します。詳細は、「ジョブ待ち行列詳細の暗号化」

は
い

its:lansa015.chm::/lansa/depb7_0025.htm
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を参照してください。

QUET= 通常のエラーが発生し、ステータス・レポート・アク
ティビティが抑制された場合、バッチ・ジョブを強制的
にQuietモードにします。
詳細については、「17.4.13	QUETおよびFATL	パラメー
タ	(オペレーションの抑止モードと致命的エラー)」を参
照してください。

は
い

RPTH= RRNO	(関連レコード番号)	ファイルの完全修飾ディレク
トリです。	
末尾に'\'	が必要です。
Visual	LANSAがサーバーにインストールされている場
合、このパスはサーバー上にある必要があることに注意
してください。

い
い
え

RRNA= データをテーブルに挿入する場合、事前に割り当てられ
る	RRN	(関連レコード番号)	割り当て数です。
詳細については、「17.4.14	RRNAおよびRRNB	パラメー
タ	-	パフォーマンス調整」を参照してください。

は
い

RRNB= RRNまたは*AUTONUMデータ領域割り当てファイルに
アクセスする場合、Windows	オペレーティング・システ
ムのファイル・バッファリングを使用するかどうかを指
定します。この引数は、Y	または	N	と指定します。
詳細については、「17.4.14	RRNAおよびRRNB	パラメー
タ	-	パフォーマンス調整」を参照してください。

	

TASK= 開発タスク	(特化された組み込み関数を使うタスクな
ど）を行う	アプリケーションを実行する場合に使われる
タスク識別子です。

い
い
え

TERM= アプリケーションのシャットダウン時に自動的に実行さ
れる関数を指定します。詳細については、「17.4.7	INIT
および	TERM	パラメータ」を参照してください。

	

TPTH= テンポラリ・ファイルの完全修飾ディレクトリです。 い
い
え

UDEF= ユーザー定義のパラメータです。
256バイトのαを使ってコマンド・ライン上のLANSAに

い
い



情報を引渡します。
GET_SESSION_VALUE	と	SET_SESSION_VALUEを使っ
て、RDMLからの値を取得し、設定します。
このパラメータは、LANSA内ではこれ以外には使われ
ません。RDML開発者によるLANSAのジョブ/プロセス
間での通信をより簡単にするためだけに提供されていま
す。

え

USER= サーバーとクライアントのユーザー名です。	
IBM	i	環境で	X_RUNを実行する場合、このパラメータは
無視されます。ユーザーは、実際のIBM	i	のユーザーで
す。

は
い

USEX= サーバーへの接続を確立する際に使用される省略値の
ユーザーIDです。
ユーザーIDがX_RUNに引渡されると、
SET_SESSION_VALUEの現在の動作と同じように、正確
な大文字/小文字をUSEXパラメータに入れます。

	

WDTM= プロセスが作成されるWindowsデスクトップ・ヒープを
制御します。
詳細については、「17.4.16	WDTM	パラメータ	(Windows
デスクトップ	ヒープ)」を参照してください。

は
い

WPxx= これらのパラメータについては、「17.4.17	WPxx	-
Windows印刷拡張機能」を参照してください。

い
い
え

XAFP= 指示が出された場合、関数内に定義されたすべての
フィールドが交換されるかどうかを示します。関連付け
られた	IBM	i	システムの	LANSAのシステム・データ領
域の位置	499	(DC@A01)	が	Y	に設定された場合にのみ、
このオプションを使用します。これ以外の状況ではこの
オプションを使用しないでください。
Y=	はプロンプトにより、すべてのフィールドを交換
し、other=	はすべてのフィールドを交換しません。

い
い
え

XCMD= コマンド・ライン内の特定の詳細を隠します。詳細につ
いては、「17.4.18	XCMD	パラメータ」を参照してくだ
さい。

い
い
え



XENV= 	あるLANSA環境変数を設定します。詳細については、
「地域設定」を参照してください。

い
い
え
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17.4	X_RUNパラメータ詳細
コマンドによっては、使用するために詳細な情報が必要なものがありま
す。該当する場合、この情報が後に続きます。

17.4.1	ユーザーIDおよびパス
ワードの省略値

17.4.2	DBCF	フラグ
17.4.3	DBID、DBUT、DBII、
DBITのパラメータ
17.4.4	DBSS	パラメータ	-	パ
フォーマンス・チューニング

17.4.5	FXQX	パラメータ

17.4.6	HSKC	パラ
メータ

17.4.7	INIT	および
TERM	パラメータ
17.4.8	ITxx	-	ト
レースのパラメー
タ

17.4.9	ODBA	パラ
メータ

17.4.10	ODBI	パラ
メータ

17.4.11	PROG	パラ
メータ

17.4.12	PSxx	サー
バー・パラメータ

17.4.13	QUETおよびFATL	パラメータ	(オペ
レーションの抑止モードと致命的エラー)
17.4.14	RRNAおよびRRNB	パラメータ	-	パ
フォーマンス調整

17.4.15	TPTH	パラメータ
17.4.16	WDTM	パラメータ	(Windows	デスク
トップ	ヒープ)
17.4.17	WPxx	-	Windows印刷拡張機能
17.4.18	XCMD	パラメータ

以下も参照してください。
17.7	.XQ*ファイル



17.4.1	ユーザーIDおよびパスワードの省略値
注：
USERからシステム変数	*USERが取得されます。
USERからデータベース・スタンプ特性が取得されます。
PSUS,	ASUS,	PSPW	および	ASPW	は、IMB	i	サーバー・システムへの接
続を試みる場合、自動的に大文字に変換されます。IMB	i	以外のサー
バーシステムでは、大文字/小文字は変換されません。
PSTC=Yの場合、つまりユーザーがLANSAに	Windows認証	(信頼済み接
続とも呼ばれます）	を使うように命令を出した場合、LANSAは最初に
LX_FKUファイル内のWindows認証されたユーザーを検索することによ
り、USERの値を取得しようとします。１つ見つかると、USERは、関連
するPCユーザーIDの値に割り当てられます。既存のUSERの値は上書き
されます。見つからない場合は、以下の省略値を設定するロジックが使
われます。この検索は、PSTC=Yの場合常に発生します。USERが割り当
てられていない場合は、実行されません。

ユーザー・プロファイル

省略値
設定順
序

X_RUN
パラ
メータ

記述 常に
大文
字

省略値設定順序

1 USER システム・ユーザー はい DBUS
2.PSUS	(大文字)
3ASUS	(大文字)

2 DBUS データベース・	ユー
ザー

はい 1.USER
2.PSUS	(大文字)
3ASUS	(大文字)

3 PSUS プライマリ・サー
バーのユーザー

いい
え

1.USER	(大文字/小文
字の厳密な区別）
2ASUS
3.DBUS	(大文字/小文
字の厳密な区別）

4 ASUS アプリケーション
サーバーのユーザー

いい
え

1.USER	(大文字/小文
字の厳密な区別）
2PSUS



3.DBUS	(大文字/小文
字の厳密な区別）

	

パスワード

省略値
設定順
序

X_RUN
パラ
メータ

記述 常に
大文
字

省略値設定順序

1 PSWD データベース	・パス
ワード

はい 1.PSPW	(大文字)
2ASPW	(大文字)

2 PSPW プライマリ・サー
バーのパスワード

いい
え

1.PSWD	(大文字/小
文字の厳密な区別）
2ASPW

3 ASPW アプリケーション・
サーバーのパスワー
ド

いい
え

1.PSWD	(大文字/小
文字の厳密な区別）
2PSPW

	



17.4.2	DBCFƒtƒ‰ƒO
ˆÈ‰º‚Ìƒtƒ‰ƒO‚ÍŒÝ‚¢‚É”r‘¼“I‚Å‚·�BŽŸ‚Ì�‡‚ÉƒeƒXƒg‚³‚ê‚Ü‚·�B�Ú‘±
‚Í�A�Å�‰‚É	true‚¾‚Æ•ª‚©‚Á‚½ƒtƒ‰ƒO‚ðŽg‚Á‚ÄŠm—§‚³‚ê‚Ü‚·�B
1.		CT_OLD_STYLE_LOGON_SQLCONNECT:ƒ†�[ƒU�[	ID/
ƒpƒXƒ��[ƒh‚ðŽg‚Á‚Äƒ�ƒOƒIƒ“‚µ‚Ü‚·�BŽ¸”s‚µ‚½�ê�‡�A’v–
½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚É‚È‚è‚Ü‚·�B

2.		CT_DSN_ONLY_LOGON:DSN‚ª‚·‚×‚Ä‚Ì�Ú‘±ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ðŠ®‘S‚É’è‹`‚·‚é‚Æ
‰¼’è‚µ‚Ä�ADSN‚Ì‚Ý‚ðODBC‚É’ñ‹Ÿ‚µ‚Ü‚·�B

3.		CT_INTEGRATED_LOGON:“��‡ƒ�ƒOƒIƒ“‚ðŽÀ�s‚µ‚Ü‚·�Bƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚É‚æ‚Á‚Ä‚Í�AODBC‚É“n‚³‚ê‚é“Á•Ê‚Èƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ª•K—v‚Å‚·�B

4.		ƒ†�[ƒU�[ID‚ÆƒpƒXƒ��[ƒh‚ª“n‚³‚ê‚½�ê�‡�AˆÈ‰º‚Ì�ê�‡‚É‚±
‚ê‚ç‚ðŽg‚¢‚Ü‚·�B

CT_DRIVER_PROMPT‚ªŽw’è‚³‚ê�A
LANSAƒvƒ�ƒZƒX‚ª‘Î˜bŒ^‚Å‚	‚è�A
Microsoft	Windows�ã‚ÅŽÀ�s‚³‚ê‚Ä‚¢‚é�ê�‡�B

					�Ú‘±•¶Žš—ñ‚¨‚æ‚ÑODBC
DSN“à‚Å’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚½�î•ñ‚ª�Aƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ö‚Ì�Ú‘±‚ðŠm—
§‚·‚é‚É‚Í•s�\•ª‚È�ê�‡�AODBC	ƒhƒ
‰ƒCƒo�[‚É�Ú�×‚È�î•ñ‚ð‹�‚ß‚éŽwŽ¦‚ð�o‚³‚¹‚Ü‚·�B

‚»‚êˆÈŠO‚Ì‚·‚×‚Ä‚Ì�ó‹µ‚É‚¨‚¢‚Ä�ACT_DRIVER_PROMPT‚Í–
³Ž‹‚³‚ê‚Ü‚·�B’Ç‰Á‚Ì�Ú‘±‚Ì‚Ó‚é‚Ü‚¢‚Í�AŽg‚í‚ê‚Ä‚¢
‚é�Ú‘±ƒAƒ‹ƒSƒŠƒYƒ€‚É‚æ‚Á‚Ä–½—ß‚³‚ê‚Ü‚·�B
‚±‚ê‚ç‚Ìƒtƒ‰ƒO‚Í�A�Å�‰‚Ì�Ú‘±‚ð�¬Œ÷‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚Á‚Ä�Ú‘±
‚ð�v‘¬‰»‚·‚é‚½‚ß‚¾‚¯‚ÉŽg‚í‚ê‚Ü‚·�B—
á‚¦‚Î�A“��‡ƒ�ƒOƒIƒ“‚Ì‚Ý‚ª�¬Œ÷‚³‚¹‚½‚¢�Ú‘±
‚Å‚	‚é�ê�‡�ADBCF=CT_INTEGRATED_LOGON:Y
‚Æ�@DBCF=
CT_AUTHENTICATION_ERROR_IS_FATAL:Y‚ÆŽw’è‚µ‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚É‚æ‚è�A�Å�‰‚Ì�Ú‘±‚ª“��‡‚³‚ê�A‚»‚Ì�Ú‘±
‚ªŽ¸”s‚µ‚½�ê�‡�A’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚ª”�¶‚µ‚Ü‚·�B

‚»‚êˆÈŠO‚Ì	DBCF	ƒtƒ‰ƒO
CT_AUTHENTICATION_ERROR_IS_FATAL:�È—ª’l‚Ì”F�ØƒGƒ



‰�[‚Í�A’v–½“I‚Å‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B‚±‚ÌƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚ðƒIƒ“‚É�Ý’è‚·‚é‚±
‚Æ‚É‚æ‚è�A�Å�‰‚Ì�Ú‘±‚ª�¬Œ÷‚·‚é‚©�A’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚ª”-
�¶‚µ‚Ü‚·�BLANSA	Version	11.3	‚Æ“¯—l‚Ì‚Ó‚é‚Ü‚¢‚Å‚·�B
CT_DISPLAY_AUTHENTICATION_PROMPT:”F�ØƒGƒ‰�[‚ª”-
�¶‚µ‚½�ê�‡�Aƒ†�[ƒU�[‚Éƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚ð•
\Ž¦‚µ‚Ü‚·�B’Ê�í‚ÍCT_DRIVER_PROMPT‚Æ‚Æ‚à‚ÉŽg‚í‚ê�A”F�ØƒGƒ
‰�[‚ª”�¶‚µ�AƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚ªƒNƒŠƒbƒN‚³‚ê‚Ä‚¢
‚È‚¢�ê�‡�AODBC‚ÉŒp‘±“I‚Éƒ†�[ƒU�[‚É‘Î‚µ‚Ä�Ú‘±�î•ñ‚ð‹�‚ß‚éŽwŽ¦‚ð‚¾‚³‚¹‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ç‚ÌƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚Í�AVersion	11.	3‚Å‚Í�APC	ŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Æ‹¤
‚ÉŽg‚í‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚µ‚½�B
CT_DRIVER_PROMPT:ODBC	ƒhƒ‰ƒCƒo�[‚ªŽ�‚Â�Ú‘±�î•ñ‚ª�Ú‘±
‚ÌŽæ“¾‚É‚Í•s�\•ª‚Å‚	‚é�ê�‡�AODBC	ƒhƒ
‰ƒCƒo�[‚É�Ú�×‚È�î•ñ‚ð‹�‚ß‚éŽwŽ¦‚ð�o‚·‚æ‚¤‹�‚ß‚Ü‚·�B
CT_ALL_FLAGS_ON:‚·‚×‚Ä‚Ìƒtƒ
‰ƒO‚ðƒIƒ“‚Ü‚½‚ÍƒIƒt‚É�Ý’è‚µ‚Ü‚·�B’Ê�í�ADBCF=CT_ALL_FLAGS_ON:N.
‚ðŽg‚Á‚Ä‘O‚ÌƒRƒ}ƒ“ƒh‚ª–³Œø
‰»‚³‚ê‚é‚½‚ß‚ÉŽg‚í‚ê‚Ü‚·�BDBCF=CT_ALL_FLAGS_ON:Y‚ðŽg‚¤
‚Æ‚·‚×‚Ä‚Ìƒtƒ‰ƒbƒO‚ªƒIƒ“‚É�Ý’è‚³‚ê‚Ü‚·‚ª�AŽg‚¤ˆÓ–¡‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B

ˆÈ‰º‚àŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B
�Ú‘±ƒAƒ‹ƒSƒŠƒYƒ€



接続アルゴリズム
DBCL	=	1の場合、接続アルゴリズムは、提供されたユーザーIDとパス
ワードを使って	（ODBC	API	SQLConnectを使って）	メイン・データ
ベースにログオンします。ログオンが失敗するとLANSAは致命的なエ
ラーと共に終了します。その他のデータベース内のファイルは、提供さ
れた接続情報を使ってログオンされ、ログオンが失敗すると、ユーザー
は	(ODBC	API	SQLDriverConnectを使って)	詳細なデータベース接続情報
を求められます。
DBCL	=	2の場合、データベース・ログオンは、様々な異なるパラメータ
を使って、多数の省略値のログオンの試みを実行します。PC外部ファイ
ルは、DBCFフラグが影響を与えず省略値の接続メソッドがどれも機能
しない場合を除き、LANSA	V11.3内で行うのと同様、最終的にユーザー
からの接続情報を求める以外、基本的には同じです。
DBCFフラグを指定することにより	SQL	Anywhere	アルゴリズムのス
テップは変更されませんが、特定のステップで試みられている種類の接
続より、DBCFフラグの方が優先順位が高い場合、各ステップのふるま
いは変更される場合があることに注意してください。例えば
CT_INTEGRATED_LOGONが設定されると、信頼済み接続がユーザー
ID/パスワードの使用より優先順位が高いため、SQL	Anywhere接続のス
テップ3は信頼済み接続と同じように機能します　（優先順位について
は、「17.4.2	DBCF	フラグ」を参照してください。
The	DBCL	=	2	アルゴリズムは、次のような場合に記述されます。

SQL	Anywhere
Oracle
SQLサーバー
その他のデータベース



SQL	Anywhere
1.		“n‚³‚ê‚½ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg‚Á‚Ä�A�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
		DBTC	=	Y‚Ì�ê�‡�A�M—Š�Ï‚Ý�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
3.		’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚½ƒ†�[ƒU�[ID‚ÆƒpƒXƒ��[ƒh‚ª‚	‚ê‚Î�A‚»‚ê‚ðŽg‚Á‚Äƒ�ƒOƒIƒ“‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚Í‰ºˆÊŒÝŠ·�«‚Ì‚½‚ß‚É—pˆÓ‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚·�B

4.		DSN‚Ì‚Ý‚ðŽg‚Á‚Ä�Ú‘±‚µ‚Ü‚·�B‚±‚±‚Å‚Í�AODBC	DSN	‚É•K—
v‚È�Ú‘±�î•ñ‚ª‚·‚×‚ÄŠÜ‚Ü‚ê‚é‚ÆŒ©‚È‚µ‚Ü‚·�B

5.		DBA/SQL‚ðŽg‚Á‚Ä�Ú‘±
‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B�V‹KƒCƒ“ƒXƒg�[ƒ‹‚Ì�Û�A�Å‚à‘½‚¢�Ú‘±•û–
@‚Å‚·�B

6.		PCŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì�ê�‡�A�Ú‘±
‚ª�¬Œ÷‚·‚é‚©ƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ªƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚³‚ê‚é‚Ü‚Å�AŒJ‚è•Ô‚µƒ†�[ƒU�[‚ÉŽwŽ¦‚ð�o‚µ‚Ü‚·�B(‚±
‚ê‚Í�AMicrosoft	Windos�ã‚ÅŽÀ�s‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‘Î˜bŒ^‚ÌLANSAƒvƒ�ƒZƒX‚É‚Ì‚Ý“K—p‚³‚ê‚Ü‚·�B)

7.		’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚Å‚·�B



Oracle
1.		“n‚³‚ê‚½ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg‚Á‚Ä�A�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
2.			DBTC	=	Y‚Ì�ê�‡�A�M—Š�Ï‚Ý�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
3.		’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚½ƒ†�[ƒU�[ID‚ÆƒpƒXƒ��[ƒh‚ª‚	‚ê‚Î�A‚»‚ê‚ðŽg‚Á‚Äƒ�ƒOƒIƒ“‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚Í‰ºˆÊŒÝŠ·�«‚Ì‚½‚ß‚É—pˆÓ‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚·�B

4.		PCŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì�ê�‡�A�Ú‘±
‚ª�¬Œ÷‚·‚é‚©ƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ªƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚³‚ê‚é‚Ü‚Å�AŒJ‚è•Ô‚µƒ†�[ƒU�[‚Éƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð•
\Ž¦‚µ‚Ü‚·�B(‚±‚ê‚Í�AMicrosoft	Windos�ã‚ÅŽÀ�s‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‘Î˜bŒ^‚ÌLANSAƒvƒ�ƒZƒX‚É‚Ì‚Ý“K—p‚³‚ê‚Ü‚·�B)

5.		’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚Å‚·�B



SQLƒT�[ƒo�[
Microsoft	SQL	Server‚Í�AƒZƒLƒ…ƒŠƒeƒB�Ú‘±‚Ì‚ÝŠ®‘S‚ÉƒTƒ|
�[ƒg‚µ‚Ä‚«‚Ü‚µ‚½�Bƒ†�[ƒU�[ID‚ÆƒpƒXƒ��[ƒh‚ðŽw’è‚µ‚Ä‚à�ì“®‚µ‚Ü‚·‚ª�AƒTƒ|
�[ƒg‚³‚ê‚½‹@”\‚Å‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½�B‚»‚Ì‚½‚ß�ADBCFƒtƒ
‰ƒO‚ª�AŽÀ�s‚³‚ê‚éƒ�ƒOƒIƒ“‚Ìƒ^ƒCƒv‚É‰e‹¿‚ð—
^‚¦‚é�ê�‡‚ª‚	‚éˆÈŠO�ASQL
Serverƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ö‚Ìƒ�ƒOƒIƒ“‚É•Ï�X‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B
1.		“n‚³‚ê‚½ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg‚Á‚Ä�A�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
2.		PCŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì�ê�‡�A�Ú‘±
‚ª�¬Œ÷‚·‚é‚©ƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ªƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚³‚ê‚é‚Ü‚Å�AŒJ‚è•Ô‚µƒ†�[ƒU�[‚Éƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð•
\Ž¦‚µ‚Ü‚·�B(‚±‚ê‚Í�AMicrosoft	Windos�ã‚ÅŽÀ�s‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‘Î˜bŒ^‚ÌLANSAƒvƒ�ƒZƒX‚É‚Ì‚Ý“K—p‚³‚ê‚Ü‚·�B)

3.		’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚Å‚·�B



‚»‚Ì‘¼‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX
DBCFƒtƒ‰ƒO‚ªŽÀ�s‚³‚ê‚éƒ�ƒOƒIƒ“‚Ìƒ^ƒCƒv‚É‰e‹¿‚ð—
^‚¦‚é�ê�‡‚ª‚	‚éˆÈŠO�A‚»‚Ì‘¼‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ö‚Ìƒ�ƒOƒIƒ“‚É•Ï�X‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B�È
—ª’l‚Ì�Ú‘±ƒAƒ‹ƒSƒŠƒYƒ€‚Í�AˆÈ‰º‚Ì’Ê‚è‚Å‚·�B
1.		“n‚³‚ê‚½ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg‚Á‚Ä�A�Ú‘±‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B
2.		�Ú‘±
‚ª�¬Œ÷‚·‚é‚©ƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ªƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚³‚ê‚é‚Ü‚Å�AŒJ‚è•Ô‚µƒ†�[ƒU�[‚Éƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð•
\Ž¦‚µ‚Ü‚·�B(‚±‚ê‚Í�AMicrosoft	Windos�ã‚ÅŽÀ�s‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‘Î˜bŒ^‚ÌLANSAƒvƒ�ƒZƒX‚É‚Ì‚Ý“K—p‚³‚ê‚Ü‚·�B)

3.		’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚Å‚·�B



17.4.3	DBID、DBUT、DBII、DBITのパラメータ
ユーザーは、DBID=	(データベース/ソース識別子)	パラメータとX_RUN
を使って、アプリケーションを接続するデータベース/ソースの名前を
指定します。
データベース識別子パラメータは２つあります。

DBIDユーザー・データベース識別子です。ユーザーのアプリケーション・テーブルがある
データベースです	(例：CUSTMST)。

DBII 内部の/リポジトリ・データベース識別子です。Visual	LANSAディクショナリ/リポジト
リがあるデータベースです	(例：LX_F03	-	フィールド定義)。

DBII=の省略値はDBID=	と同じです。2つが同じであれば、ユーザーは
DBIIを指定する必要はありません。
データベース・タイプ
DBID=	と	DBII=	は、DBUT	と	DBITパラメータを持ち、使われている
データベースのタイプを示します。
注：DBID=	と	DBII=が異なり、特別な値	*ANY,	*NONE,	*AS400	または
*OTHERが使われていない場合、DBID	と	DBIIは同じVisual	LANSAリポ
ジトリとオブジェクト定義を持つ必要があります。例えば次のようにな
ります。DBII=LX_LANSA,	DBID=LX_USER,	DBIT=MSSQLS	の場合
(DBUTが提供されている場合、DBITと同じである必要があります）、
LX_LANSA	と	LX_USERは同じLANSAオブジェクト定義を含んでいま
す。したがって、あるオブジェクトが追加または修正されると、他の
データベースにエクスポートされる必要があります。
DBIT	と	DBUT	は、同じタイプのデータベースを指定する必要がありま
す	。例えば、DBIT=MSSQLS	で	DBUT=MSSQLSと指定します。次のよ
うに指定すると無効になります。DBIT=MSSQLS	で
DBUT=SQLANYWHERE
DBUT DBID=パラメータ内で指定されたユーザー・データベースのタイプです。省略値は以下

のとおりです。
WindowsはMSSQLS
LinuxはODBCORACLE

DBIT DBII=パラメータ内で指定されたディクショナリ/リポジトリデータベースのタイプで
す。DBII=パラメータが提供されていない場合は、DBUTデータベース・タイプが使用
されます。
省略値は以下のとおりです。
WindowsはMSSQLS
LinuxはODBCORACLE



DBID=	と	DBII=	内で名前を付けられたデータベース/ソースをデータ
ベース特性にリンクするため、DBUT=	と	DBIT=	の値は重要です。
データベース特性は、「17.8.4	X_DBMENV.DAT	ファイル」で説明され
ている	"x_dbmenv.dat"(データベース環境定義ファイル)	内で定義されま
す。
ユーザーが	(例えば	DBID=内で)	指定するデータベース/ソース	をデータ
ベース・タイプ	(DBUT=内で指定される）	にリンクする機能は重要で
す。
例えば、DBUT=MSSQLSと指定すると、DBMSが発行する一式の	SDエ
ラー・メッセージ/リターン・コードは、DBUT=SQLANYWHEREと指定
する場合と異なります。これらのDBMS固有のバリエーション
は、"x_dbmenv.dat"ファイル内で定義されます。
特別な値	DBID=*NONE	および	DBII=*NONE
Visual	LANSAは、特別な値	DBID=*NONE	の	DBID=	および	DBII=	パラ
メータ内での使用をサポートします。
特別な値　*NONE	は、	Visual	LANSAアプリケーションに使用可能な
ローカル	(または接続されたサーバー)	データベースがないことを示しま
す。
このオプションを使うことにより、Visual	LANSAアプリケーションは、
SQL/ODBCスタイルのデータベースがインストールされている/ローカル
に使用可能なフォームがなくても、実行可能になります。
DBID=*NONEをすべてのプロセスで使用する場合、関数とファイル・
レベル・セキュリティ・チェックは無効になります。
*NONE	を	DBID	または	DBII	とともに使用する場合、ユーザーはXQ
ファイルも使用します。これは「17.7	.XQ*ファイル」で説明されていま
す。
通常ユーザーは、エンドユーザーのPC上またはアプリケーションのテス
トにのみこのオプションを使用します。
Visual	LANSA	または	Visual	LANSA開発環境のフォームを使う際、ユー
ザーはアクセス可能なリポジトリ・データベースを持つ必要がありま
す。

特別な値	DBID=*ANY、DBID=*AS400、DBID=*OTHER
Visual	LANSAは、特別な値	*ANY、*AS400、*OTHER	の	DBID=		パラ
メータ内での使用をサポートします。
これらの特別な値は、Visual	LANSAアプリケーションに使用可能なロー



カル	(または接続されたサーバー)	データベースがなく、最初に起動され
た関数またはコンポーネントが、自動的に指定されたサーバーに接続さ
れることを示しています。
DBID=*ANY、DBID=*AS400またはDBID=*OTHERを使う場合、ユー
ザーは、自動的に接続したいPS	(プライマリ・サーバー)	の特性を定義
する一連のPSxx=パラメータ値とともに、「17.7	.XQ*ファイル」に記述
されている.xq*ファイルを使用します。PSXXパラメータの要件につい
ては、「17.4.12	PSxx	サーバー・パラメータ」を参照してください。
DBID=*ANY、*AS400または*OTHERを使うことは、名前を指定した
サーバー・システムへの自動的な接続を取得すること以外、
DBID=*NONEを使うこととまったく同じです。
このオプションを使うことにより、Visual	LANSAアプリケーションは、
SQL/ODBCスタイルのデータベースがインストールされている/ローカル
に使用可能なフォームがなくても、実行可能になります。
通常ユーザーは、エンドユーザーのPC上またはアプリケーションのテス
トにのみこのオプションを使用します。開発にVisual	LANSAを使用する
場合、ユーザーはアクセス可能なリポジトリ・データベースを持つ必要
があります。

有効な	DBID=	および	DBII=	設定および推奨事項
以下は、様々なクライアント	(Windows)/サーバー環境に有効で推奨され
るDBID=	および	DBII=の設定です。

環境 コメント DBID= DBII=

フルクラ
イアント/
サーバー
からサー
バー

すべてのアプリケーションが、DBMS
サーバーに直接作動し、ローカル
DBMSは必要ありません/使用できませ
ん。

*ANY
*AS400
*OTHER

*NONE

混合クラ
イアント/
サーバー

ほとんどのアプリケーションが、
DBMSサーバーに直接作動し、必要な
ローカルDBMSへのアクセスは限られ
ています。

<名前> *NONE

主にクラ
イアント
側

ほとんどのアプリケーションが、ロー
カルDBMSサーバーに直接作動し、必
要なローカルDBMSへのアクセスは限
られているか、またはアクセスは不要

<名前> *NONE



です。

	



17.4.4	DBSS	パラメータ	-	パフォーマンス・チューニング
このX_RUNパラメータを使って、再利用するためにキャッシュされる
再利用可能	SQL	ステートメントの最大数を調整することができます。
DBSS=0はキャッシュを無効にしますが、通常SQL	ステートメントが再
利用されない限りパフォーマンスの低下につながるため、推奨されませ
ん。
省略値は、DBSS=50です。

以下も参照してください。
17.4.14	RRNAおよびRRNB	パラメータ	-	パフォーマンス調整



17.4.5	FXQX	パラメータ
FXQFパラメータ
一連の	*.XQ*	フラット読み取り専用リポジトリ・ファイルをVisual
LANSA環境にインストールした場合、ユーザーはFXQF=*ALLパラメー
タを指定することにより、強制的にファイルを使うことができます。通
常、読み取り専用テーブルは、	DBII=	(データベース内部識別子)	パラ
メータが	*NONEに設定された場合のみ発生します。場合によっては、
ユーザーが	LX_FOL	(オブジェクト・ロック)、LX_DTA	(データ領域エ
ミュレーション)	、	LX_F80	(保存済みリスト)	などの	内部テーブルにア
クセスするためには、DBII=LX_LANSA	(例)	でなければならないことが
あります。DBII=LX_LANSA	と	FXQF=*ALLの組み合わせを使うことに
より、内部の静的でないリポジトリ・テーブルへのアクセスを取得し、
強制的にパフォーマンスの高い	*.XQ*	読み取り専用テーブルを使えるよ
うにすることができます。

FXQM	パラメータ
DBII=*NONE	パラメータまたは	FXQF=*ALL	パラメータが使われている
ためにフラットな読み取り専用ファイルが使われている場合、フラッ
ト・テーブルから情報を読み取るロジックは、開かれるフラット・ファ
イルをできるだけ多く保管するために最適化されます。場合によって
は、オペレーティング・システムが同時に開くことができるファイルの
数を制限することがあります。このパラメータを使用して、同時に開い
たままにできるフラット・ファイルの最大数を制御します。このパラ
メータを指定しない場合、省略値は60に設定されます。それ以外の値を
使用する場合は、4〜256の範囲内で値を指定してください。FXQMパラ
メータを減らす必要があるというエラー・メッセージを受け取った場
合、FXQM=59、FXQM=58というようにメッセージが出なくなるまで設
定してみてください。

以下も参照してください。
17.7	.XQ*ファイル



17.4.6	HSKC	パラメータ
HSKC=Yパラメータは、X_RUNコマンド上で指定される	(または省略値
として設定される）	場合があります。
この値が使われる場合、高速キー・チェックが有効になります。この機
能は、WindowsまたはLinuxプラットフォームでのみ使用できます。
このパラメータが有効化されると、すべての適格な	FILECHECK	RDML
コマンドおよびOAMベースのファイル・ルックアップ・チェックが、
先に関連付けられた	SQLテーブルにあることが確認されたキー値を自動
的に追跡します。追跡されたキー値はメモリーに保留され、2回目以降
は、格段に早く	(再)	アクセスできます。
比較的静的なデコードおよび検証テーブル上で選択的にHSKC=パラメー
タを使用することにより、ユーザーはアプリケーションのパフォーマン
スを大幅に向上させることができます。
例えばユーザーのアプリケーション内に、すべての有効な会社の識別子
を含む「会社	」と呼ばれるSQLテーブルが存在するかもしれません。そ
れ以外にも、顧客、注文、製品など多くのSQLテーブルが、会社テーブ
ルに対し、情報が挿入、更新または削除される度に起動される参照整合
性チェックを受けるかもしれません。
SQLの下で実行された場合、これらの会社テーブル内へのルックアッ
プ・チェックは比較的負荷が高いのですが、HSKC=Yパラメータを使う
と、同じキー値	(会社識別子)	の会社テーブルに対するすべての	(再)
チェックは、格段に負荷が低く早く実行されます。
通常、適格なファイルには、会社名、郵便番号、通貨コードなど、広く
検証に使われる比較的静的なテーブルが含まれます。
この機能を使用するにあたり、以下の点に注意してください。
ユーザーは、ユーザーのVisual	LANSAシステムの	x_lansaディレクト
リ内にある、X_HSKC.DATという名前の単純なテキスト・ファイル
にこのタイプの処理に適格なすべての物理ファイル/SQLテーブルの
名前を指定する必要があります。このファイルは実行時に使用され
るため、開発および実行システム上に存在する必要があります。

X_HSKC.DATファイルは、ほとんどの標準ソース・ファイルエディ
ターで作成、編集できる単純なテキスト・ファイルです。各行で1つ
のファイル/テーブル名のみを指定します。名前には大文字または小
文字の文字が使えます。物理ファイル/SQLテーブルの名前のみ指定
する必要があります。テーブルのすべての論理的ビューは、物理



ファイルが名付けられる場合、暗黙のうちに含まれます。ファイル
名は行の最初にある必要があります。前の空白には意味があり無視
されません。
X_HSKC.DAT内で指定された名前については、どのタイプもチェッ
クされません。無効な、または誤ったファイル名を入力しても受け
入れられるため、正しいファイルが	HSKC=Y	エフェクトの対象にな
りません。

HSKC=Yパラメータを使って、X_HSKC.DATファイルのルックアッ
プ・チェックを試み、ファイルがx_lansaディレクトリ内に存在しな
い場合、致命的なエラーが発生しアプリケーションを終了させま
す。
現在のX_RUNプロセス/セッション内から実行されたテーブルの更新
または削除は、追跡されたテーブルの詳細をすべて切断します	(この
ようにして追跡プロセスを再開します）。

しかし、現在のX_RUNプロセス/セッション内から発行された更新お
よび削除のみが切断を引き起こすことに注意してください。他の
ネットワーク・ユーザーから、または	(LANSA	スーパーサーバー経
由で)	I	BM	i	サーバー	に対して発行された更新および削除は、追跡さ
れたテーブルの詳細を現在のX_RUNセッションから切断させませ
ん。
追跡できるキー・データ量は、ユーザーのメモリー・サイズに限定
されます。追跡されるデータは、追跡されている各キー値につき、
関係するキーの合計バイト長	+	2バイトを使用します。
高速キー・チェックは、Char、String、Nchar、Nvarcharキーには実行
されません。

OAMベースのファイル・ルックアップ・チェックの高速キー・
チェックは、Windows	および	Linuxのプラットフォームにのみ
適しています。サーバーが	WindowsまたはLinuxサーバーの場
合、このパラメータが適しています。IBM	i	セットアップの
Visual	LANSAには適していません。しかし、Visual	LANSA
IBM	i	セットアップは、FILECHECK	RDMLコマンドについては
問題ありません。IBM	i	上で静的ファイルのスピードアップが
必要な場合は、ファイル上の	高速テーブルオプションを使う必
要があります。このオプションを使うことにより、パフォーマ
ンスが大幅に向上します。



17.4.7	INITおよびTERM	パラメータ
INIT=	および	TERM=	パラメータの目的は、ユーザーが自動的にアプリ
ケーションを初期化またはクリーン・アップできるようにすることで
す。
この2つのパラメータは、お互いに完全に独立しています。1つまたは両
方を指定する、または両方指定しないことが可能です。

INIT= (スタートアップ関数は)	アプリケーションのスタートアップ時に自動的に実行される
関数を指定します。

TERM= (シャットダウン関数は)	アプリケーションのシャットダウン時に自動的に実行される
関数を指定します。

どちらかのパラメータが指定されると、自動的にバッチ・ジョブに渡さ
れ、バッチ・ジョブも、同じ関数をスタートアップ時およびシャットダ
ウン時に自動的に実行します。
例えば、スタートアップ関数CONNECTをスーパーサーバー・アプリ
ケーションに作成するとします。この関数は	BIFs
DEFINE_ANY_SERVER	(または	DEFINE_OS_400_SERVER	または
DEFINE_OTHER_SERVER),	CONNECT_SERVER	および
CONNECT_FILEを一連の標準の引数	(例えばCONNECT_FILE上でブロッ
ク関数を1に設定)	を使って実行することができます。ユーザーのメイ
ン・アプリケーションだけでなく、バッチ・ジョブも自動的にサーバー
に接続されます。
注：DISPLAY/REQUEST/POP_UPコマンドをINIT=	および	TERM=	関数
で使用しないようにしてください。ある	状況下では,		(ユーザーの対話
的操作を必要とする）これらのRDMLコマンドは、不適切であるかアプ
リケーションの失敗を起こす場合があります。



17.4.8	ITxx	-	トレースのパラメータ
ITRO=
このパラメータは、アプリケーションがトレース・ファイルを生成する
か否かを指定します。トレース・ファイルを生成する場合は	Y、生成し
ない場合は	N	を指定します。トレース・ファイルは	x_tracennn.txt	と名
付けられます。最も大きな	nnn接尾辞は、最も新しいトレース・ファイ
ルを示します。トレース・ファイルの生成は、アプリケーションのパ
フォーマンスに大きな影響を与えます。	
ITRL=
このパラメータは、トレースのレベルを指定します。有効な値は0〜9
で、0は最低の詳細度、9は最高の詳細度を表します。このパラメータ
は、製品ベンダーから要求されない限り変更しないでください。

ITRM=
このパラメータは、トレース・ファイル内の最大行数を指定します。最
大999,999,999行まで入力可能です。
ITRC=
このパラメータは、トレースのカテゴリを指定します。このパラメータ
を使用すると、トレース・メッセージを生成するLANSAの領域を制限
できます。このパラメータは、製品ベンダーから要求されない限り変更
しないでください。この値の使用については、「17.9	ワトソン博士、
Microsoftの例外エラーに対するユーザー指示」に記述されています。
DBMUIMのように、複数の値を1つの文字列として同時に指定できま
す。

ALL すべてのカテゴリ

DBM データベースのみ

UIM ユーザー・インターフェースのみ

FUN 標準関数のみ

PIM プリンター関数のみ

COM 通信のみ

PDF プラットフォーム依存関数のみ

BIF 組み込み関数のみ



PRO 予約済

RDM RDMLのみ

RDX RDMLXのみ

HEP ヒープ検証のみ

	

ITHP=
このパラメータは、ヒープの検証レベルを指定します。このパラメータ
は、製品ベンダーから要求されない限り変更しないでください。この値
の使用については、「17.9	ワトソン博士、Microsoftの例外エラーに対す
るユーザー指示」に記述されています。ヒープの検証のために	ITRO=Y
と指定する必要はありません。ITRO=Yと設定しても、ヒープの検証に
トレース・メッセージが追加されるだけです。トレース・メッセージは
しばしば併用され、製品ベンダー用の詳細な診断情報を提供します。

X コード内で設定されている省略値を使用します	(N：GAバージョ
ン、G：内部デバッグ・バージョン)。

N ヒープの検証はありません。

G バイトを保護し、ポインターを有効にします。

P ポインターのみ検証します。

H P	+	ポインターが存在するヒープ全体を検証します。

A H	+	全ヒープを検証します。

T H	+	トレースを検証します。

Z A	+	トレースを検証します。

	

	



17.4.9	ODBA	パラメータ
ODBA=	パラメータは廃止されました。LANSAが自動的に必要なデータ
ベース接続数を決定します。



17.4.10	ODBI	パラメータ
ODBIパラメータは、すべてのODBCデータベース接続のトランザクショ
ン分離レベルを指定するために使われます。
省略値は0です。
有効値は次のテーブルの通りです。その他の値は無視され、省略値のト
ランザクション分離レベルが使われます。すべてのトランザクション分
離レベルをサポートせず、トランザクション分離レベルの設定を試みる
とエラーを返すODBC	ドライバーもあります。
注：この値は、実行中のアプリケーションのすべてのODBCデータベー
スへの接続に影響します。したがって、この値を指定する場合は慎重な
検討が必要です。これは、ユーザー、アプリケーションの開発者および
ユーザーが選択したデータベース管理システムとの間での問題です。

値トランザクション分離レベル 意味

0 SQL_TXN_READ_COMMITTED データベースの省略値の方が大きい
場合以外、値2を参照します。

1 SQL_TXN_READ_UNCOMMITTED ダーティー・リード、非再現リード
およびファントムが使えます。これ
は、SQL	Anywhereの省略値です。

2 SQL_TXN_READ_COMMITTED ダーティー・リードは使えません。
非再現リードおよびファントムが使
えます。これは、OracleとSQLサー
バーの省略値です。

3 SQL_TXN_REPEATABLE_READ ダーティー・リードおよび非再現
リードは使えません。ファントムは
使えます。

4 SQL_TXN_SERIALIZABLE トランザクションは直列可能です。
ダーティー・リード、非再現リード
およびファントムは使えません。

6 SQL	Serverの

み。SQL_TXN_SS_SNAPSHOT
LANSAのWebサイトのヒントとテク
ニックの中の	「LANSAおよびSQL
Server構成オプション」(英語)を参照
してください。

	

各プラットフォームの注意事項

IBM	i：

http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm


コミットメント制御下にあるファイルについては、ファイルが更新
される前にコミットメント定義が存在する必要があります。詳細に
ついては、『LANSA/AD	ユーザーガイド』内の	「コミットメント制
御」を参照してください。
OBCIパラメータは無視されます。コミットメント定義が存在する場
合、LANSAは、コミットメント制御が開始された場合に使われる
ロック・レベルに適切なトランザクション分離レベルを設定しま
す。存在しない場合、トランザクション分離レベルは、リード・ア
ンコミッティド	に設定されます。詳細については、	「SQL参照のた
めDB2」内の「分離レベル」を参照してください。

以下も参照してください。
『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「コミットメント制御」
	

its:lansa015.chm::/Lansa/l4wtgu03_0250.htm
its:lansa010.chm::/Lansa/UGUBC_C10060.htm
its:lansa065.chm::/lansa/DSNBE_0060.htm


17.4.11	PROG	パラメータ
このパラメータは	X_RUN.exeファイルの名前が変更されてもSUBMITコ
マンドを正しく作動させるために提供されます。例えば配布ツール内の
ように、それ以外のX_RUN.exeの名前の変更はサポートしません。ユー
ザーは、バッチ・ファイルなどを使ってファイル名を変更する必要があ
ります。
PROGに値を提供すると、プロセス/ファンクション変数使用時、
SUBMITコマンドのふるまいのみを変更します。X_RUN.exeを起動する
代わりにPROGに提供された値が使われます。正しい実行可能ファイル
が使われるためには、256文字までのフルパスが提供される必要があり
ます。
PROGは、スペースを含み、投入されたジョブに渡されるパスを提供す
るために引用された値をサポートします。

クライアント・アプリケーションは、ジョブを投入する時、ア
プリケーションを起動するために使われた実行可能ファイルの
名前を自動的に使用します。実際には、PROGパラメータは自
動的に現在の実行可能ファイルの名前に初期化されます。
PROGパラメータを指定する必要があるのは、サーバー・アプ
リケーションだけです。



17.4.12	PSxx	サーバーのパラメータ

これらのパラメータは、基本的に開発者によるスーパーサー
バー・モードでのアプリケーションのテストを支援するために
提供されていることにご注意ください。ユーザーには、運用ア
プリケーション内で自分のエントリ・ポイント関数を使うこと
を強くお勧めします。この関数は、必要なスーパーサーバー・
ユーザー・プロファイルおよび接続の詳細を構築し、以下に記
述されている組み込み関数を使って接続します。

特別なパラメータのセットをX_RUNコマンド上で使って、1つのサー
バー	(PS	またはプライマリ・サーバーと呼ばれる）	への自動的な接続を
確立することができます。
これらのパラメータは、前述のDBID=*ANY/*AS400/*OTHERパラメー
タとともに使われるように特別に設計されています。
これらのパラメータは、特別な値		DBID=*ANY、DBID=*AS400	または
DBID=*OTHERの内の1つを使ってパラメータの使用をトリガーする場
合を除き、無視されます。
『LANSA	テクニカルリファレンスガイド』に記述されているように、こ
れらの特別なパラメータはサーバーの組み込み関数に直接結び付き、引
数のように省略値になります。
DBID=*ANYを使ってサーバーに接続する場合は、以下のPSxx引数が使
えます。

パラ
メー
タ

直接結びつく組み込み関数 数値引数

PSLU DEFINE_ANY_SERVER 2	(LUパートナー名)

PSCC DEFINE_ANY_SERVER 3	(コミットメント
制御)

PSEA DEFINE_ANY_SERVER「PSEA	(プライ
マリ・サーバー例外引数)」を参照して
ください。

4	(X_RUN例外引数)

PSDL DEFINE_ANY_SERVER 5	(ロックを転送）

PSWM DEFINE_ANY_SERVER 6	(しばらくお待ち



ください	のメッ
セージを表示）

PSEP DEFINE_ANY_SERVER 7	(サーバー実行優
先順位)

PSCT DEFINE_ANY_SERVER 8	(サーバー・テー
ブルのクライアン
ト)

PSST DEFINE_ANY_SERVER 9	(クライアント・
テーブルのサー
バー)

PSPW 	 2	(パスワード)

PSTC CONNECT_SERVER
詳細については、「PSTC	(プライマ
リ・サーバー・セキュリティ接続)」を
参照してください。

3	(Kerberos認証を使
用）

PSUS 詳細については、「PSUS	(プライマ
リ・サーバー・ユーザー)」を参照して
ください。

	

PSTY 詳細については、「PSTY	(プライマ
リ・サーバー・タイプ)」を参照してく
ださい。

	

PSRA 詳細については、「PSRA	(プライマ
リ・サーバー・ルート証明機関)」を参
照してください。

	

PSRR 詳細については、「PSRR	(プライマ
リ・サーバー・ルート・リポジトリ)」
を参照してください。

	

	

DBID=*ANYを使って自動的にサーバーに接続する際に使われる	SSN
(シンボリック・サーバー名)	は常にDTASERVERです。この値を変更す
ることはできません。
IBM	i	に	DBID=*AS400を使って接続する場合、以下のPSxx引数が使え



ます。

パラ
メー
タ

直接結びつく組み込み関数 数値引数

PSLU DEFINE_OS_400_SERVER 2	(LUパートナー
名)

PSCC DEFINE_OS_400_SERVER 3	(コミットメン
ト制御)

PSDB DEFINE_OS_400_SERVER 4	(DBCS	使用可
能)

PSDL DEFINE_OS_400_SERVER 5	(ロックを転
送）

PSWM DEFINE_OS_400_SERVER 6	(しばらくお待
ちください	の
メッセージを表
示）

PSEP DEFINE_OS_400_SERVER 7	(サーバー実行
優先順位)

PSCT DEFINE_OS_400_SERVER 8	(サーバー・
テーブルのクラ
イアント)

PSST DEFINE_OS_400_SERVER 9	(クライアン
ト・テーブルの
サーバー)

PSPW CONNECT_SERVER 2	(パスワード)

PSUS 詳細については、「PSUS	(プライマリ・
サーバー・ユーザー)」を参照してくださ
い。

	

PSTC CONNECT_SERVER.詳細については、
「PSTC	(プライマリ・サーバー・セキュ
リティ接続)」を参照してください。

3	(Kerberos認証を
使用）

PSTY 詳細については、「PSTY	(プライマリ・ 	



サーバー・タイプ)」を参照してくださ
い。

PSRA 詳細については、「PSRA	(プライマリ・
サーバー・ルート証明機関)」を参照して
ください。

	

PSRR 詳細については、「PSRR	(プライマリ・
サーバー・ルート・リポジトリ)」を参照
してください。

	

	

DBID=*AS400を使って自動的にIBM	i	サーバーに接続する際に使われる
SSN	(シンボリック・サーバー名)	は常にAS400です。この値を変更する
ことはできません。
DBID=*OTHERを使ってサーバーに接続する場合は、以下のPSxx引数が
使えます。

パラ
メー
タ

直接結びつく組み込み関数 数値引数

PSLU DEFINE_OTHER_SERVER 2	(サーバー・ネッ
トワーク名)

PSDL DEFINE_OTHER_SERVER 3	(ロックを転送）

PSWM DEFINE_OTHER_SERVER 4	(しばらくお待ち
ください	のメッ
セージを表示）

PSEA DEFINE_OTHER_SERVER　「PSEA
(プライマリ・サーバー例外引数)」を
参照してください。

5	(X_RUN例外引数)

PSTC CONNECT_SERVER
詳細については、「PSTC	(プライマ
リ・サーバー・セキュリティ接続)」を
参照してください。

3	(Kerberos認証を使
用）

PSPW CONNECT_SERVER 2	(パスワード)



PSUS 詳細については、「PSUS	(プライマ
リ・サーバー・ユーザー)」を参照して
ください。

	

PSTY 詳細については、「PSTY	(プライマ
リ・サーバー・タイプ)」を参照してく
ださい。

	

PSRA 詳細については、「PSRA	(プライマ
リ・サーバー・ルート証明機関)」を参
照してください。

	

PSRR 詳細については、「PSRR	(プライマ
リ・サーバー・ルート・リポジトリ)」
を参照してください。

	

	

DBID=*OTHERを使って自動的にIBM	i	以外のサーバーに接続する際に
使われる	SSN	(シンボリック・サーバー名)	は常にDTASERVERです。こ
の値を変更することはできません。
以下のパラメータがDBID=*ANY/*AS400/*OTHERとともに使われる場
合、最初に起動される関数またはコンポーネントは、これらの組み込み
関数をスタートアップ・ロジックで使用したように機能します。

PSxx=	パラメータの通りにサーバーを定義する
DEFINE_ANY_SERVER、	DEFINE_OS_400_SERVER	または
DEFINE_OTHER_SERVER
接続を確立するCONNECT_SERVER
すべてのファイル	("*"がファイル名に使われている)	をサーバーに接
続するONNECT_FILE

注：接続は省略値のブロック関数をすべてのファイル上で使いま
す。これは、最後に読み取られたレコード	を更新する	SELECT	/
UPDATE	/	ENDSELECT	および	SELECT	/	DELETE	/	ENDSELECT	ルー
プ	(DELETE	または	UPDATE	に	WITH_KEY	または	WITH_RRNパラ
メータがない場合）	は、期待通りに処理しない場合があることを意
味します。この問題の詳細と接続の方法については、
「CONNECT_FILE	組み込み関数」を参照してください。この問題の
別の解決法は、「17.4.7	INIT	および	TERM	パラメータ」に記述され



ています。
これらのアクションのどれかが失敗した場合は、スタートアップ時に関
数が失敗します。これはトラップできません。トラッピングを使用する
ためには、PSxx=パラメータを使用せず、代わりにユーザー自身のス
タートアップ関数を呼び出してください。



PSUS	(プライマリ・サーバー・ユーザー)
このパラメータが指定されない場合、ユーザーは、サーバーに接続する
のにユーザーが使ったのは、USER=パラメータ内で指定された方法と同
じです。



PSEA	(ƒvƒ‰ƒCƒ}ƒŠ�EƒT�[ƒo�[—áŠOˆø�”)
‚±‚Ìˆø�”‚Í�AˆÈ‰º‚Ì—á‚Ì‚æ‚¤‚É“ñ�dˆø—p•„‚Å‚©‚±‚Ü‚ê‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

PSEA="DBIT=*SERVER	DBUT=*SERVER"
X_RUN—áŠOˆø�”‚Ì�Ý’è‚Ì�Ú�×‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�A�wLANSA
ƒeƒNƒjƒJƒ‹ƒŠƒtƒ@ƒŒƒ“ƒXƒKƒCƒh�x“à‚Ì�uDEFINE_OTHER_SERVER
BIF�v‚Ì’è‹`‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B�B

its:LANSA015.CHM::/lansa/define_other_server.HTM


PSRA	(プライマリ・サーバー・ルート証明機関)
PSRA=Yを設定することによって、権限チェックがサーバーにルーティ
ングされることを示します。以下の注意事項はPSRA	(または同等の)	オ
プションの使用に適用されます。
ユーザーには、以下のメソッドから1つを選択してこのオプションを使
用することをお勧めします。

PSRA=Y	をプロファイル・ファイルに格納する。または
接続ルーチンにおいてその場で値を設定するには、USE
SET_SESSION_VALUE	(PSRA	Y)	コマンドを格納してください。これ
は、接続を定義して確立する前に行ってください。または、
DEFINE_XXXXXXXX_SERVER	コマンド内で	ロックオブジェクト値
をZ	に設定します	(ルート・ロック要求およびルート権限要求を意味
します)。

PSRA=Y	（または同等のオプション)	の使用に関して、以下のことを
知っておく必要があります。

初期プロセス・メニューまたはアクション・バー・アイテムへのア
クセスを限定または制限するために権限チェックを使用し、PSxxコ
マンド・ライン・パラメータを使用して	スーパーサーバー接続を作
成する場合、最初の関数が実行されるまでスーパーサーバー接続が
作成されないことを覚えておいてください。スーパーサーバー接続
が作成される前に初期プロセス・メニューまたはアクション・バー
が表示されます。この問題を解決するには、初期プロセス・メ
ニューを呼び出すエントリ・ポイント関数を作成し、コマンド・ラ
インからメニューを呼び出します。
PSRA=Y	(または同等のもの）	を使用すると、より多くのサーバーへ
のトリップが必要になるため、パフォーマンスに影響を与えます。
権限チェックはメモリーに保持されることにより最適化されるた
め、権限設定を変更した場合、アクティブなジョブ/プロセスはすぐ
には変更がわからないことがあります	(IBMi上のLANSAは同じよう
に作動します）。

ユーザーが使用しているユーザー・プロファイルまたはグループ・
プロファイルがQSECOFRの場合、もしくはLANSAのバーティション
機密保護担当者またはLANSAシステム・オーナーの場合、いつもア
クセスすることができます。実際には権限チェックは実行されませ
ん。



権限チェックは権限をチェックします。存在の有無をチェックする
のではないため、実際にそのチェックには使えません。
プロセス、関数およびファイル・セキュリティはこの２つの方法の
どちらかで実行できます。推奨する方法はシステム・メンテナンス
です。別の方法では、X_DEFppp.H	定義ヘッダーファイル内の地域設
定を修正します。

セキュリティが無効化された場合	(出荷時の省略値)	、いつでもファ
イルにアクセスすることができます。
プロセス・セキュリティが無効化された場合	(出荷時の省略値)	、い
つでもプロセスおよび関数にアクセスすることができます。
関数セキュリティが無効化された場合	(出荷時の省略値)	、いつでも
関数にアクセスすることができます。

スーパーサーバー・モードで実行していて、アクセスできるローカ
ル・データベースがなく、PSRA=N	(省略値)	を使っている場合は、
いつでもアクセスできます。このモードで作業している場合、実際
はセキュリティ・チェックはありません。
関数のセキュリティ・チェックが実行されていて、関数のセキュリ
ティ情報が何もない場合、所有するプロセスの権限が適用されま
す。このロジック	(常に存在していた)	は、サイトが突然関数レベ
ル・セキュリティをオンにできるように	(存在する関数にセキュリ
ティ情報がないように）設計されています。

its:LANSA015.CHM::/lansa/l4wdepb2_0120.HTM


PSRR	(プライマリ・サーバー・ルート・リポジトリ)
PSRR=Y	(省略値)	と設定することにより、リポジトリのデータがローカ
ルで取得できない場合、そのデータを取得するために要求がサーバーに
送信されることを示します。
PSRR=N	と設定すると、この機能をオフにします。
このオプションをオフにするには、以下を推奨します。

PSRR=N	をプロファイル・ファイルに格納する。
					または、	
接続ルーチンにおいて	その場.で値を設定するには、USE
SET_SESSION_VALUE	(PSRR	N)	コマンドを格納してください。値の
設定は、接続を定義して確立する前に行ってください。

サーバーへの接続にDEFINE_XXXXXXXX_SERVER	BIFを使う場合、
ロック・オブジェクト値はRに設定できます	(ルートロック要求、ルート
権限要求およびリポジトリ要求のことです）。ルーティング・リポジト
リ要求をオフにするには、ロック・オブジェクト値をR以外に設定し、
それから	上記の推奨事項の1つを実行してPSPRをNに設定します。
サーバー・リポジトリから自動的に取得できる情報には、メッセージ、
区画定義、ヘルプ・テキスト、ヘルプ・インデックス、オブジェクト記
述などがあります。
PSRR=Y	（または同等のオプション)	の使用に関して、以下のことを
知っておく必要があります。

PSRR=Y	(または同等のもの）	を使用するとより多くのサーバーへの
トリップが必要になるため、パフォーマンスに影響を与えます。パ
フォーマンスを最大限に発揮するには、リポジトリ情報が*.xq*	ファ
イルかローカル・データベース内にあり、ローカルに使用可能であ
る必要があります。
自動ヘルプ生成データがローカルに見つからない場合、サーバーか
ら取得されません。
システム定義および区画言語定義がローカルに見つからない場合、
サーバーから取得されません。しかし、この情報は省略値に設定さ
れ、処理は継続します。

サーバー要求はデータがローカルに見つからない場合のみ生成され
るため、見つからない情報のみ、アプリケーションの実行時に取得
されます。したがって、変更された情報は取得されません。定義が



変更された場合、クライアントに再配布される必要があります。
この機能の詳細については、「17.7	.XQ*ファイル」を参照してくださ
い。



PSTC	(プライマリ・サーバー・セキュリティ接続)
このパラメータが指定される場合、CONNECT_SERVER組み込み関数を
呼び出す際に[キーボード認証を使用]の省略値を設定するために使用さ
れます。例えばPSTC=Yの場合、CONNECT_SERVER組み込み関数の省
略値は、Kerberos認証を使用します。



PSTY	Notes	(ƒvƒ‰ƒCƒ}ƒŠ�EƒT�[ƒo�[�Eƒ^ƒCƒv)
‚±‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ÍPROC=*LIMPORT/PLUGIN/REFRESH�ˆ—
�‚É‚Ì‚ÝŽg—p‚³‚ê‚Ü‚·�BƒT�[ƒo�[�Eƒ^ƒCƒv‚ð“Á•Ê‚È’l
DBID=*ANY�ADBID=*AS400�ADBID=*OTHER‚É‚	‚é‚æ‚¤
‚É�Ý’è‚µ�Aƒ��[ƒJƒ‹�Eƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚ªDBII=LX_LANSA‚ÅŽw’è‚Å‚«‚é‚æ‚¤
‚É‚µ‚Ü‚·�BPSTY=*OTHER	‚¨‚æ‚Ñ	PSTY=*ANY
‚Í�AŒ»�Ý‚ÍPROC=*LIMPORT/PLUGIN/REFRESH‚ðƒTƒ|�[ƒg‚µ‚Ä‚¢
‚È‚¢‚±‚Æ‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B



17.4.13	QUETおよびFATL	パラメータ	(オペレーションの抑止
モードと致命的エラー)
QUET=パラメータを使用して、バッチ・ジョブのオペレーションを強制
的に抑止モードにし、通常のエラーおよびステータス・レポート・アク
ティビティが抑止されるようにします。
QUET=Y	を対話プロセス内で使用しても効果はなく、設定は無視されま
す。
バッチ・ジョブ内でQUET=Yを使用する場合、FATL=Yもあわせて設
定しないと致命的なエラー情報の表示の抑制に失敗します。(以下の
記述を参照してください）。	
失敗したバッチ・ジョブ内で	QUET=Y	および	FATL=	N	を設定する
と、詳細は通常の方法でX_ERR.LOGに記録されますが、アクティブ
には表示されません。
バッチ・ジョブ内でQUET=Yを使用するとステータス・メッセージ
のイベント・ログ表示が抑止されます。作成されるプロセスは、
Windowsデスクトップ・ヒープを使用します。
通常、ユーザーはDirectX_RUNコマンドパラメータとしてではなく、
プロファイル・ファイルまたは環境変数内でQUET=Yを設定しま
す。

省略値はQUET=Nです。
FATL=

FATL=Yの場合、（単独の）致命的なエラーの表示は、QUET=Yの場
合クライアント側のアプリケーションに強制的に入れられます。効
果はこれのみです。
サーバーやwebジョブに影響はありません	(x_uimms*.dll	内のみで、
x_usv.dll	または	x_u4w.dllは関係しません）。

以下も参照してください。
17.4.16	WDTM	パラメータ	(Windows	デスクトップ	ヒープ)



17.4.14	RRNAおよびRRNB	パラメータ	-	パフォーマンス調整
RRNA=
データをテーブルに挿入する場合、事前に割り当てられる	RRNO	(関連
レコード番号)	割り当て数です。省略値は1ですが、1〜5000の任意の値
が有効です。
100のような値を使用すると、多数の挿入オペレーションを実行してい
るアプリケーションのパフォーマンスを大幅に向上させます。100	RRN
数はRRN割り当てファイルへの１回のアクセスで	(事前に)	割り当てら
れ、RRN割り当てファイルにアクセスしなければならない回数を最小化
するためです。
1以外の値を使うと挿入オペレーションに割り当てられたことがない
RRN値を無駄にし、RRN値を通常より早く消費します。		
RRNB=
RRNまたは*AUTONUMデータ領域割り当てファイルにアクセスする場
合、Windows	オペレーティング・システムのファイル・バッファリング
を使用するかどうかを指定します。この引数は、Y	または	N	と指定しま
す。省略値はNです。
Yを使うとアプリケーションのパフォーマンスが向上しますが、突発的
なシステムの故障	(停電など)	の際、RRN	または	*AUTONUM		データ領
域割り当てファイルのコンテンツがディスクにフラッシュされない可能
性があり、コンテンツを正しくリセットすることが必要になる場合があ
ります。

以下も参照してください。
17.4.4	DBSS	パラメータ	-	パフォーマンス・チューニング



17.4.15	TPTH	ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^
—á‚¦‚Î�AƒgƒŒ�[ƒX�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚È‚Ç‚ªˆêŽžƒpƒX‚É“ü‚è‚Ü‚·�B
ˆêŽžƒpƒX•]‰¿‚Í�ALinux	‚Æ	IBM	i	‚ÅˆÙ‚È‚è‚Ü‚·�B�Å�‰
‚ÌTPTH�AROOT�APROC�AFORM�AMODE
‚¨‚æ‚Ñ‚·‚×‚Ä‚ÌƒgƒŒ�[ƒX	x_run	ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^	(ITRO‚È‚Ç)	‚ª•]‰
¿‚³‚ê‚Ü‚·�B
ˆêŽžƒpƒXƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚Í�AˆÈ‰º‚Ì‚æ‚¤‚É‰ðŒˆ‚³‚ê‚Ü‚·�B
1		x_runƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚É”F‚ß‚ç‚ê‚½�ê�Š‚É‚¨‚¢‚Ä‚ÍTPTH	x_runƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^

2		TEMPŠÂ‹«•Ï�”
3		TMPŠÂ‹«•Ï�”

4		<LANSA	X	Root>\tmp	ƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ
Linux�ã/tmp
‘¼‚Ìƒvƒ‰ƒbƒgƒtƒH�[ƒ€�ã<LANSA	X	ƒ‹�[ƒg>

5		‚±‚±‚Å‚ÍŽæ“¾‚³‚ê‚Ü‚¹‚ñ‚ª�A‚à‚µŽæ“¾‚·‚é‚Æ’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[‚ª”-
�¶‚µ‚Ü‚·�BˆêŽžƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ÍƒgƒŒ�[ƒX‚¨‚æ‚ÑƒGƒ
‰�[ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð�‘‚‚½‚ß‚É•K—
v‚È‚½‚ß�A‘Î˜bƒWƒ‡ƒu‚ªƒ�ƒbƒZ�[ƒW�Eƒ{ƒbƒNƒX‚ð•
\Ž¦‚µ�AƒT�[ƒo�[�EƒWƒ‡ƒu‚ªSTDOUT‚Éƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚ðƒAƒEƒgƒvƒbƒg‚µ‚Ü‚·�BWindows�ã‚Å‚Í�AƒŠƒXƒi�[‚ÍƒT�[ƒrƒX‚Å‚Í‚È‚
�A‚±‚ê‚ç‚Ì	(lcolist	–sstop;	lcolist	–c	–d	–x)
ƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚ðŒ©‚é‚½‚ß‚Ìƒvƒ�ƒZƒX‚Æ‚µ‚ÄŽÀ�s‚³‚ê‚Ü‚·�B

					�ã‹LƒŠƒXƒg‚É‚¨‚¢‚Ä�A<LANSA	X	ƒ‹�[ƒg>‚Íx_lansa
ƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ÌƒpƒX‚Å‚·�B—á‚¦‚ÎWindows�ã‚Å‚Í�Ac:\program
files\lansa\x_win95\x_lansa	‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�BLinux‚ÆIBM	i
�ã‚Å‚Í�A/home/LANSA_devpgmlib/x_lansa.‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�B

ˆÍ‚ñ‚Å‚¢‚é“ñ�dˆø—
p•„�A‚·‚×‚Ä‚ÌŒã’uŒ^ƒpƒX‹æ�Ø‚è‚¨‚æ‚Ñ‹ó”’‚Í�AƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ðŒŸ�Ø‚·‚é‘O‚É�œ‚©‚ê‚Ü‚·�B
ƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ª‘¶�Ý‚µ‚È‚¢�ê�‡�A�ì�¬‚ªŽŽ‚Ý‚ç‚ê‚Ü‚·�BŽ¸”s‚·‚é‚ÆŽŸ‚ÌƒXƒeƒbƒv‚ªŽg‚í‚ê‚Ü‚·�B
Windows�ã‚Å�AˆêŽžƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚Ì“TŒ^“I‚È’l‚Í�A%TEMP%
‚Å‚·�B(Windows	Explorer‚É‚±‚ê‚ð“ü—
Í‚·‚é‚Æ�AƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ÉƒAƒNƒZƒX‚Å‚«‚Ü‚·�jƒT�[ƒo�[�EƒWƒ‡ƒu‚Í�A’Ê�íƒ†�[ƒU�[‚Ìƒ��[ƒJƒ‹ƒT�[ƒo�[‚ðŽg‚¢
‚Ü‚·�B‚»‚Ì



%TEMP%’l‚Í�Aƒ†�[ƒU�[‚ÌƒT�[ƒo�[‚É‚Íƒ�ƒOƒIƒ“‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚¹‚ñ�B
—
á‚¦‚Î�A’l‚ªc:\windows\temp‚¾‚Æ‚µ‚Ü‚·�Bƒvƒ�ƒZƒX�Eƒ‚ƒjƒ^�[‚Ílcolist.exe
Linux	‚¨‚æ‚Ñ	IBM	i
�ã‚ÌˆêŽŸƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚Ì“TŒ^“I‚È’l‚Í�A/lansa_devpgmlib/x_lansa/tmp
ˆêŽžƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ª‰ðŒˆ‚³‚ê‚é‚Æ�ASTDOUT‚É�o—Í‚³‚ê‚Ü‚·�B
ƒ�ƒO�EƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚É‚Í�Ax_err.log	‚Æ	export.log‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢
‚Ü‚·�B
Linux	‚¨‚æ‚Ñ	IBM	i
�ã‚Å�Aƒ�ƒO�EƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ÍˆêŽžƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ªWindows�ã‚Å‚½‚Ç‚é‚Ì‚Æ“¯‚¶ƒpƒX‚ð‚½‚Ç‚è‚Ü‚·�B‚Â‚Ü‚è�AˆÈ
‰º‚Ì‚æ‚¤‚É‚È‚è‚Ü‚·�B
1		LOGDIRŠÂ‹«•Ï�”

2		‘¶�Ý‚·‚é‚©�ì�¬‚Å‚«‚é�ê�‡‚Í�A<LANSA	X
ƒ‹�[ƒg>/logƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ

3		<LANSA	X	ƒ‹�[ƒg>
	



17.4.16	WDTM	ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^
(WindowsƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv)
‚±‚ÌX_RUNƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚Í�Aƒvƒ�ƒZƒX‚ª�ì�¬‚³‚ê‚éWindowsƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv‚ð�§Œä‚µ‚Ü‚·�B
�È—ª’l‚ÍWDTM=N‚Å‚·�B

WDTM=Y�@ƒvƒ�ƒZƒX‚Í�AŽn‚Ü‚éˆÊ’u‚É‚©‚©‚í‚ç‚¸	Windows
ƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv	(WDH)
“à‚Å�ì�¬‚³‚ê‚Ü‚·�B(‘Î˜bŒ^ƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv	(IDH)
‚Ü‚½‚ÍƒT�[ƒrƒX�EƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv	(SDH))
WDTM=N
�@ƒvƒ�ƒZƒX‚Í�AŽn‚Ü‚éˆÊ’u‚ÅƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv
“à‚É�ì‚ç‚ê‚Ü‚·�B
WDTM=I
�@�@ƒvƒ�ƒZƒX‚Í�AŒ»�Ý‚Ìƒvƒ�ƒZƒX‚ÌƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv
“à‚É�ì‚ç‚ê‚Ü‚·�B’Ê�í�A‚±‚ê‚Í�AƒtƒH�[ƒ€
‚ªŽÀ�s’†‚Ì�ê�‡‚Í‘Î˜bŒ^ƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv‚Å�AwebƒWƒ‡ƒu‚È‚ÇLANSAƒT�[ƒo�[�Eƒvƒ�ƒZƒX‚ªŽÀ�s’†‚Ì�ê�‡‚ÍƒT�[ƒrƒX�EƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv‚Å‚·�BƒT�[ƒrƒX�EƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv‚Í‘�‚
ƒŠƒ\�[ƒX‚ðŽg‚¢�Ø‚è�Aƒ†�[ƒU�[‚Æ‚Ì‘Î˜b‚ª”�¶‚µ‚È‚¢‚½‚ß�AŽg—
p‚ð�„�§‚µ‚Ü‚¹‚ñ�B‚»‚Ì‚½‚ßWDTM=I
‚ª’ñ‹Ÿ‚³‚ê�A“Š“ü‚³‚ê‚½ƒvƒ�ƒZƒX‚ð‘Î˜bŒ^‚É•Û‚Â•K—
v‚Ì‚	‚é�A‘¶�Ý‚·‚é‘Î˜bŒ^ƒWƒ‡ƒu‚ÉŽg—p‚³‚ê‚Ü‚·�B‚±
‚Ì�Ý’è‚ª“±“ü‚³‚ê‚é‚Ü‚Å‚Í�AQUET=Y‚Ì�ê�‡�ASUBMITƒRƒ}
ƒ“ƒh‚Í”ñ‘Î˜bŒ^	WDH‚ðŽg—p‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚µ‚½�B

ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ªWDTM=Y,
QUET=Y‚Å�Aƒvƒ�ƒZƒX‚ªƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚Ì�ê�‡�AŒ‹‰Ê‚ÍWDTM=Y‚Ì�ê�‡‚Æ“¯‚¶‚Å‚·�B
ƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒv‚Ì�Ú�×‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�A�wLANSA	for	the	Web
ŠÇ—�ƒKƒCƒh�x‚Ì�uƒ��[ƒhŠÇ—��v‚É‚	‚é�uWeb
ƒAƒhƒ~ƒjƒXƒgƒŒ�[ƒ^‚Ì	WindowsƒfƒXƒNƒgƒbƒv�Eƒq�[ƒvŠÇ—
��v‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

its:lansa085.chm::/lansa/jmp_0310.htm


17.4.17	WPxx	-	Windows印刷拡張機能
Visual	LANSAは、	Windowsの32ビット環境での拡張印刷オプションをサ
ポートします。
拡張オプションは、X_RUNコマンド上でWPxx=パラメータにより有効
化され制御されます。パラメータ名のWPコンポーネントは、そのパラ
メータをWindowsの印刷機能に関連すると識別します。
ほとんどのX_RUNパラメータと同様、WPxx=パラメータはプロファイ
ル・ファイルまたは環境変数を使って永久に指定することができます。
パラメータを永久に指定する方法の詳細については、「17.5	X_RUNパ
ラメータの永久指定」を参照してください。	
Windowsの印刷機能の有効化と制御に使われるパラメータは以下の通り
です。

WPEN	(Windows印刷対応)
WPPN	(Windows印刷プリンター名)
WPPS	(Windows印刷設定ファイル)
WPPD	(Windows印刷ダイアログ)

WPFD	(Windows印刷フォント・ダイアログ)
WPDF	(Windows印刷省略値フォント)
WPDS	(Windows印刷省略値フォント・サイズ)
WPFO	(Windows印刷固定ピッチのみ)
WPAS	(Windows印刷自動引き伸ばし)

印刷に問題がある場合は、「Q&A」を参照し、解決方法があるかどうか
を確認してください。



WPEN	(Windows印刷対応)
WPEN=Y	または	WPEN=y	は、Windows拡張印刷を有効にします。
他の値を使うと、Windows拡張印刷が無効になります。
このパラメータはすべてのWindows以外の32ビット環境で有効ですが、
無視されます。
省略値は	WPEN=Nです。



WPPN	(Windows印刷プリンター名)
Windows印刷プリンター名は、プリンターのフルネームを指定します。
ネットワーク・プリンターを指定する場合、ドメイン名も含まれる必要
があります。つまり、WPPN=\\domain\プリンター名となります。(例：
WPPN=\\ourdomain\Epson	Stylus	COLOR	900)。
LIST_PRINTERS	BIFは、このパラメータの要求の通りにプリンターのフ
ルネームを返します。
このパラメータはサーバー・システムには渡され（継承され）ません。
クライアント/サーバー環境から印刷するためには、LIST_PRINTERS
BIFを使用するサーバー上の関数を呼び出すことにより、サーバー上に
定義されたプリンターのリストを取得します。選択されたプリンター名
は、印刷関数が呼び出される時に交換してサーバーに戻すことができま
す。例えば次のようになります。
***************************************************
**	CLIENT	SIDE	FORM
***************************************************
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)
BEGIN_COM	ROLE(*EXTENDS	#PRIM_FORM)	CLIENTHEIGHT(240)	CLIENTWIDTH(492)	HEIGHT(267)	LEFT(378)	TOP(238)

*	DEFINE_COM	commands	appear	here	to	define	controls	on	dialog.

DEF_LIST	NAME(#PRNLIST)	FIELDS(#PRN_NAME	#PRN_LOC)	TYPE(*WORKING)

EVTROUTINE	handling(#com_owner.Initialize)
			SET	#com_owner	caption(*component_desc)

			USE	BUILTIN(SET_SESSION_VALUE)	WITH_ARGS(USER	MyUserid)
			USE	BUILTIN(DEFINE_ANY_SERVER)	WITH_ARGS(MYSERVER	Server1	Y)	TO_GET(#STD_CMPAR)
			USE	BUILTIN(CONNECT_SERVER)	WITH_ARGS(MYSERVER	'MyPassword')	TO_GET(#STD_CMPAR)
			USE	BUILTIN(CALL_SERVER_FUNCTION)	WITH_ARGS(MYSERVER	GETPRNS	Y	Y	#PRNLIST)	TO_GET(#STD_CMPAR)

			SELECTLIST	NAMED(#PRNLIST)
						ADD_ENTRY	#LTVW_1
			ENDSELECT

			CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(FLT)



ENDROUTINE

EVTROUTINE	HANDLING(#PHBN_PrintEmplistD.Click)

			EXCHANGE	FIELDS(#DEPTMENT	#PRN_NAME)	OPTION(*ALWAYS)

			USE	BUILTIN(CALL_SERVER_FUNCTION)	WITH_ARGS(MYSERVER	SRVEMPL	Y	Y)	TO_GET(#STD_CMPAR)

ENDROUTINE

END_COM

***************************************************
**	SERVER	SIDE	FUNCTION
***************************************************
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT)	RCV_LIST(#PRNLIST)
DEF_LIST	NAME(#PRNLIST)	FIELDS(#PRN_NAME	#PRN_LOC)	TYPE(*WORKING)
USE	BUILTIN(LIST_PRINTERS)	WITH_ARGS(A)	TO_GET(#PRNLIST	#STD_CMPAR)
	



WPPS	(Windowsˆó�ü�Ý’èƒtƒ@ƒCƒ‹)
Windowsˆó�üƒZƒbƒgƒAƒbƒv�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�AŠÖ˜A•t‚¯‚ç‚ê‚½ƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Ý’è‚ðŠÜ‚ñ‚¾ƒtƒ‹ƒpƒX‚ðŠÜ‚ß�Aƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðŽw’è‚µ‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ç‚Ì�Ý’è‚ðŽg‚Á‚Ä�AƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð�‰Šú
‰»‚µ‚Ü‚·�BƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ª•\Ž¦‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡�A‚±
‚ê‚ç‚Ì�Ý’è‚ÍŽ©“®“I‚ÉƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚É‘—�M‚³‚ê‚Ü‚·�BPC�ã‚Ì�È—
ª’l‚ÌƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Ý’è‚Í�AWPPS‚ªŽw’è‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡‚ÉŽg‚í‚ê‚Ü‚·�BWPPS‚ªŽw’è‚³‚ê‚é�ê�‡�A�È
—ª’l‚ÌƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Ý’è‚Í�Aƒtƒ@ƒCƒ‹“à‚ÅŽw’è‚³‚ê‚È‚¢ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ÉŽg‚í‚ê‚Ü‚·�B
WPPSƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽw’è‚·‚é�ê�‡‚Í�AWPPNƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚à‚	‚í‚¹‚ÄŽw’è‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�BƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð•
\Ž¦‚·‚é�ê�‡‚Å‚à�Aƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð�³‚µ‚¢�È—ª’l‚Ì�Ý’è‚Å�‰Šú
‰»‚·‚é‚É‚ÍWPPN‚ª•K—v‚Å‚·�B
�V‚µ‚¢ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í‚¢‚Â‚Å‚àŽw’è‚Å‚«�Aƒ†�[ƒU�[‚ªˆÙ‚È‚éˆó�üƒWƒ‡ƒu
(ƒŒƒ|�[ƒg‚È‚Ç)	‚É–ˆ‰ñƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ð•\Ž¦‚µ‚È‚-
‚Ä‚àˆÙ‚È‚é�Ý’è‚ª‚Å‚«‚é‚æ‚¤‚É‚µ‚Ü‚·�B
‚±‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ÍƒT�[ƒo�[�EƒVƒXƒeƒ€
‚É‚Í“n‚³‚ê�iŒp�³‚³‚ê�j‚Ü‚¹‚ñ�BƒNƒ‰ƒCƒAƒ“ƒg/
ƒT�[ƒo�[ŠÂ‹«‚©‚çˆó�ü‚·‚é�ê�‡�Aˆó�üŠÖ�”‚ªŒÄ‚Ñ�o‚³‚ê‚é‚©ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ªƒT�[ƒo�[ŠÖ�”‚ÅŽw’è‚³‚ê‚é‚Æ�Aƒtƒ@ƒCƒ‹–
¼‚ðƒT�[ƒo�[‚ÆŒðŠ·‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
ˆÈ
‰º‚ÌƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Ý’è‚ðŽw’è‚Å‚«‚Ü‚·�B‘I‘ð‚³‚ê‚½ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚ÉŠÖŒW‚ª‚È‚¢�Ý’è‚ª‚	‚è�A‚»‚Ì‚æ‚¤
‚È�ê�‡�AŠÖŒW‚Ì‚È‚¢�Ý’è‚ÍƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚É–³Ž‹‚³‚ê‚Ü‚·�B
’��FWPXX	‚¨‚æ‚Ñ	PRTRƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ÍX_RUN	‚Å�A‚±
‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹“à‚ÅŽw’è‚µ‚Ä‚Í‚¢‚¯‚Ü‚¹‚ñ�B
PGOR=ƒy�[ƒW‚ÌŒü‚«

’l ‹L�q

P �c

L ‰¡

	

DPXP=	—¼–Êˆó�ü

’l ‹L�q



N ’Ê�í	(—¼–Ê‚Å‚Í‚È‚¢)

H �…•½•ûŒü—¼–Ê	(ƒy�[ƒW‚Ì’·•Ó‚ð”½“])

V �‚’¼•ûŒü—¼–Ê	(ƒy�[ƒW‚Ì’Z•Ò‚ð”½“])

	

COLR=	ƒJƒ‰�[ˆó�ü

’l ‹L�q

C �F

M ƒ‚ƒmƒNƒ�

	

COPY=	ƒRƒs�[�”
PSIZ=	Ž†‚ÌƒTƒCƒY

’l ‹L�q

ƒŒƒ^�[ ƒŒƒ^�[�A8	½		X	11ƒCƒ“ƒ`

ƒŠ�[ƒKƒ‹ ƒŠ�[ƒKƒ‹�A8	½		X	14ƒCƒ“ƒ`

A4 A4—pŽ†�A210	x	297	mm

.A3 A3—pŽ†�A297	x	420	mm

xxx xxx‚Í�AMicrosoft	Visual	Cƒ‰ƒ“ƒ^ƒCƒ€
‚Å’è‹`‚³‚ê‚½�”’l‚Å�A“Á’è‚ÌŽ†‚ÌƒTƒCƒY‚ð•\
‚µ‚Ü‚·�B’l‚Ìˆê——•\‚Í�AˆÈ
‰º‚ÌURL‚É‚	‚éMicrosoft‚ÌMSDNƒ‰ƒCƒuƒ‰ƒŠ-
‚©‚çŽæ“¾‚Å‚«‚Ü‚·�B
http://msdn.microsoft.com/en-
us/library/windows/desktop/dd319099%28v=vs.85%29.aspx
—á‚¦‚Î�AA4—pŽ†‚ÌƒTƒCƒY‚ÍDMPAPER_A4‚Æ‚¢‚¤–
¼‘O‚Å�A’l‚Í9‚Å‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚ÄPSIZ=9‚ðŽg‚¢‚Ü‚·�B
ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚ÌŽæ“¾•û–@‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�AˆÈ
‰º‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

	

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/dd319099(v=vs.85).aspx


PSRC=	‹‹Ž†•û–@

’l ‹L�q

A Ž©“®

L ‰º‚ÌƒgƒŒ�[

M �^‚ñ’†‚ÌƒgƒŒ�[

xxx xxx
‚ÍƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì�”’l‚Å‚·�BƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚ÌŽæ“¾•û–
@‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�AˆÈ‰º‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

	

QLTY=	ˆó�ü•iŽ¿

’l ‹L�q

H �‚‚¢

M •�’Ê

L ’á‚¢

D ƒhƒ‰ƒtƒg

xxx xxx	‚ÍƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì�”’l‚Å�A1ƒCƒ“ƒ`‚	‚½‚è‚Ìƒhƒbƒg�”
(DPI)	‚ðŽw’è‚µ‚Ü‚·�BƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚ÌŽæ“¾•û–@‚É‚Â‚¢
‚Ä‚Í�AˆÈ‰º‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

	

COLL=	�Æ�‡

’l ‹L�q

Y •¡�”•”�”ˆó�ü‚·‚é�ê�‡‚É�Æ�‡‚µ‚Ü‚·�B

N •¡�”•”�”ˆó�ü‚·‚é�ê�‡‚É�Æ�‡‚µ‚Ü‚¹‚ñ�B

	

PTYP=	Ž†‚Ìƒ^ƒCƒv



’l ‹L�q

P •�’ÊŽ†

G Œõ‘òŽ†

T “§–¾ƒtƒBƒ‹ƒ€

xxx xxx
‚ÍƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì�”’l‚Å‚·�BƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚ÌŽæ“¾•û–
@‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�AˆÈ‰º‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

	

FNAM=	ƒtƒH�[ƒ€–¼
ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚ÌŽæ“¾•û–@‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�AˆÈ‰º‚ðŽQ�Æ‚µ‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�B
ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì“Á’è‚Ì’l‚Í�AWPPD=E‚ÅƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ðŽÀ�s‚µ�AƒgƒŒ�[ƒX�Ý’è‚ð
ITRO=Y	ITRL=9‚É‚µ�AITRM‚ð•K—
v‚ÈƒgƒŒ�[ƒX�î•ñ‚ð‹L˜^‚·‚é‚½‚ß‚É�\•ª‚È‘å‚«‚³‚Ì’l‚É�Ý’è‚·‚é‚±
‚Æ‚É‚æ‚èŽæ“¾‚Å‚«‚Ü‚·�Bˆó�üƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚É•K—v‚È’l‚ð“ü—
Í‚µ‚Ü‚·�Bˆó�üƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚©‚ç•Ô‚³‚ê‚é’l‚Í�AƒgƒŒ�[ƒX�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚Éƒ�ƒOƒCƒ“‚³‚ê‚Ü‚·�BŒ»�Ý‚ÌƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚ÉŠÖ˜A‚·‚é’l‚Ì‚Ý‚ª‹L˜^‚³‚ê‚Ü‚·�BƒgƒŒ�[ƒX�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðŠJ‚¯�A�uƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Ì�Ú�×�v‚ÌƒtƒŒ�[ƒY‚ð’T‚µ‚Ü‚·�BƒgƒŒ�[ƒX�o
—Í‚Ì—á‚ðˆÈ‰º‚ÉŽ¦‚µ‚Ü‚·�B
MESSAGE								:Printer	Details	for		\\syd1\HP	LaserJet	4050	Series
MESSAGE								:Printer	Details...PGOR=1	DPXP=1	COLR=2	COPY=2	PSIZ=9	PSRC=2	QLTY=600
	

ƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Ý’èƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì—á
—á1�F
PGOR=P
DPXP=V
COPY=4
	

—á2�F
PGOR=L
DPXP=N
COLR=C
PSIZ=33
	



WPPD	(Windows印刷ダイアログ)
アプリケーションのユーザーに、標準のWindowsプリンター・ダイアロ
グを通じていつ、どのようにプリンターの詳細の選択を指示するかを制
御します。このパラメータに指定できる値は以下のとおりです。
	WPPD=D		(省略値)
ユーザーにダイアログは表示されず、省略値のプリンターが使われま
す。
	WPPD=F		(初回)
ユーザーには、初回に	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアロ
グが表示され、それ以降、ダイアログは表示されずに選択されたプリン
ターがすべてのレポートに使われます。
	WPPD=E	(毎回)
ユーザーには、毎回	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアログ
が表示されます。
	WPPD=A	(自動的)
ユーザーには、初回に	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアロ
グが表示され、それ以降は最後に印刷されたレポートと特性が異なるレ
ポートが印刷される場合のみダイアログが表示されます。違いを確認さ
れるレポートの特性は、レポートの幅、ページの長さ、オーバーフロー
行および記述の最終行です。
省略値は	WPPD=Aです。	
バッチ・モードのX_RUNコマンドにおいて、パラメータは、実際に指
定された値にかかわらず、常にWPPD=D	(省略値)	として扱われます。こ
れは、バッチ・モードのコマンドがユーザー・インターフェース	(UI)	に
アクセスできず、したがって、ユーザーにプリンター・ダイアログを表
示できないためです。	



WPFD	(Windows印刷フォント・ダイアログ)
アプリケーションのユーザーに、標準のWindowsフォント・ダイアログ
を通じて、いつ、どのようにフォントの詳細を選択するようにダイアロ
グを表示するかを制御します。このパラメータに指定できる値は以下の
とおりです。
	WPFD=D		(省略値)
ユーザーにダイアログは表示されず、省略値のフォントが使われます。
	WPFD=F		(初回)
ユーザーには、初回に	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアロ
グが表示され、それ以降、ダイアログは表示されずに選択されたフォン
トがすべてのレポートに使われます。		
	WPFD=E	(毎回)
ユーザーには、毎回	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアログ
が表示されます。
	WPFD=A	(自動的)
ユーザーには、初回に	(X_RUNプロセス内で)	レポートの印刷ダイアロ
グが表示され、それ以降は最後に印刷されたレポートと特性が異なるレ
ポートが印刷される場合のみダイアログが表示されます。違いを確認さ
れるレポートの特性は、レポートの幅、ページの長さ、オーバーフロー
行および記述の最終行です。
省略値は	WPFD=Aです。
バッチ・モードにおいて、X_RUNは、パラメータが実際に指定された
値にかかわらず、常にWPFD=D	(省略値)	として扱われるよう命令しま
す。これは、バッチ・モードのコマンドがユーザー・インターフェース
(UI)	にアクセスできず、したがって、ユーザーにフォント・ダイアログ
を表示できないためです。	



WPDF	(Windowsˆó�ü�È—ª’lƒtƒHƒ“ƒg)
Žg‚í‚ê‚é�È—ª’lƒtƒHƒ“ƒg‚ðŽw’è‚µ‚Ü‚·�B
ƒtƒHƒ“ƒg–¼‚ª�A–¼‘O‚ðŽw’è‚·‚é‚½‚ß‚É“ñ�dˆø—p•„‚ðŽg—
p‚·‚é‘g‚Ý�ž‚Ýƒuƒ‰ƒ“ƒN‚ðŠÜ‚Þ�ê�‡	�B(—
á�FWPDF="MS	LineDraw")
ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ª’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡�A�È—ª’l	"Courier	New"
‚ªŽg‚í‚ê‚Ü‚·�B



WPDS	(Windowsˆó�ü�È—ª’lƒtƒHƒ“ƒg�EƒTƒCƒY)
Žg‚í‚ê‚é�È—ª’lƒtƒHƒ“ƒg‚Ìƒ|ƒCƒ“ƒg�EƒTƒCƒY‚ðŽw’è‚µ‚Ü‚·�B
�È—ª’l‚Í	8‚Å‚·�B



WPFO	(Windowsˆó�üŒÅ’èƒsƒbƒ`‚Ì‚Ý)
WPFO=Y	‚Ü‚½‚Í	WPFO=y‚Í�Aƒ†�[ƒU�[‚É•W�
€ƒtƒHƒ“ƒgƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ª•
\Ž¦‚³‚ê‚ÄƒtƒHƒ“ƒg‚Ì‘I‘ð‚ªŽwŽ¦‚³‚ê‚é�ê�‡�A‘I‘ð‚Ì‚½‚ß‚ÉŒÅ’èƒsƒbƒ`‚Ì‚Ý‚ª•
\Ž¦‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ü‚·�B
‚»‚êˆÈŠO‚Ì’l‚Í�A‘I‘ð‚³‚ê‚½ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚É—LŒø‚ÈƒtƒHƒ“ƒg‚·‚×‚Ä‚ª•
\Ž¦‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ü‚·�B
�È—ª’l‚Í�AWPFO=N‚Å‚·(ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚É—LŒø‚È‚·‚×‚Ä‚ÌƒtƒHƒ“ƒg‚ð‚ª•
\Ž¦‚³‚ê‚Ü‚·)�B



WPAS	(Windowsˆó�üŽ©“®ˆø‚«�L‚Î‚µ)
WPAS=Y	‚Ü‚½‚Í	WPAS=y	‚Í�AƒŒƒ|�[ƒg�Eƒy�[ƒW‚ÌŽ©“®ˆø‚«‰„‚Î‚µ‚ª
—LŒø‚É‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ü‚·�B
‚»‚êˆÈŠO‚Ì’l‚Í�AŽ©“®ˆø‚«�L‚Î‚µ‚ª—LŒø‚É‚³‚ê‚È‚¢‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ü‚·�B
�È—ª’l‚Í	WPAS=N‚Å‚·�B
—LŒø‚É‚³‚ê‚½�ê�‡�AŽ©“®ƒy�[ƒWˆø‚«�L‚Î‚µ‚Í�AƒŒƒ|
�[ƒg“à‚Åˆó�ü‚³‚ê‚½�Å’·ƒy�[ƒW‚ÌƒEƒHƒbƒ`Ž®‚ð�ì�¬‚³‚¹‚Ü‚·�B‚»‚ÌŒã‚±
‚Ìƒy�[ƒW‚Í�Aˆó�ü‚³‚ê‚éƒy�[ƒW‘S‘Ì‚ªƒJƒo�[‚³‚ê‚é‚æ‚¤‚É˜_—
�“I‚Éˆø‚«�L‚Î‚³‚ê‚Ü‚·�BƒŒƒ|�[ƒg‚Ì‚»‚êˆÈŠO‚Ìƒy�[ƒW‚Í�A“¯—
l‚É‹Ï“™‚Éˆø‚«�L‚Î‚³‚ê‚Ü‚·�B
Ž©“®ˆø‚«�L‚Î‚µ‚Í�AWPAS=Y	‚ªŽw’è‚³‚ê�Aˆó�ü‚³‚ê‚éƒŒƒ|
�[ƒg‚ª‚Qƒy�[ƒWˆÈ�ã‚	‚é�ê�‡‚Ì‚Ý—LŒø‚É‚³‚ê‚Ü‚·�B



Q&A;
ƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚ð“Š“ü‚·‚é�ê�‡�AƒWƒ‡ƒu‚Í‚Ç‚ñ‚ÈŠg’£ˆó�üƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚ðŒp�³‚·‚é‚Å‚µ‚å‚¤
‚©�H
ƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚ð“Š“ü‚·‚é‚©ƒT�[ƒo�[�EƒVƒXƒeƒ€‚É�Ú‘±‚·‚é‚±
‚Æ‚É‚æ‚èƒŠƒ‚�[ƒg�Eƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚ð‹N“®‚·‚é�ê�‡�A‚·‚×‚Ä‚ÌWPxx=
ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ÌŒ»�Ý‚Ì�Ý’è‚ªŒp�³‚³‚ê‚Ü‚·�B‚µ‚©‚µ�AŽŸ‚Ì‚±
‚Æ‚É’�ˆÓ‚·‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^’l	WPPD=D	‚¨‚æ‚Ñ	WPFD=D
‚Í�A�í‚Éƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu“à‚É‚	‚é‚Æ
‰¼’è‚³‚ê‚Ü‚·�Bƒoƒbƒ`�EƒWƒ‡ƒu‚Í�Aƒ†�[ƒU�[�EƒCƒ“ƒ^�[ƒtƒF�[ƒX‚Å‚Íƒ†�[ƒU�[‚Æ’Ê�M‚Å‚«‚È‚¢
‚½‚ß‚Å‚·�B
Žg‚í‚ê‚é	WPDF=	‚¨‚æ‚Ñ	WPDS=
‚Ì’l‚Í“Š“ü‚·‚éƒWƒ‡ƒu‚ª�ÅŒã‚É�¶�¬‚·‚éƒŒƒ|
�[ƒg‚Ì‚½‚ß‚É‘I‘ð‚³‚ê‚½’l‚Å‚·�B
ƒT�[ƒo�[�ã‚É‚	‚éƒ†�[ƒU�[‚Ì‚½‚ß‚Ì�È—ª’lƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Í�AƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg�EƒVƒXƒeƒ€�ã‚Ì�È—
ª’lƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚Æ‚ÍˆÙ‚È‚é�ê�‡‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

�c‚Ü‚½‚Í‰¡ƒ‚�[ƒh‚ð‘I‘ð‚Å‚«‚Ü‚·‚©�H
‚Í‚¢�A‚Å‚«‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ç‚Í�AWindowsƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ÌƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚Å‚·�B

ƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ª•\Ž¦‚³‚ê‚é�ê�‡�A�È—
ª’l‚ªˆÙ‚È‚é‚Ì‚Í‚È‚º‚Å‚·‚©�H
ƒvƒŠƒ“ƒ^�[�Eƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚ª•
\Ž¦‚³‚ê‚é�ê�‡�Aƒ_ƒCƒAƒ�ƒO‚É‚Í�A‘I‘ð‚³‚ê‚½ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚É‘Î‚·‚é
WindowsŠÂ‹«‚Ì�È—ª’l�Ý’è‚ªŽg‚í‚ê‚Ü‚·	(—á�FŽ†‚ÌƒTƒCƒY)�B‚±
‚ê‚ç‚Ì�È—ª’l‚ªˆÙ‚È‚é�ê�‡‚Í�A•W�€Windows‹@”\‚ðŽg‚Á‚Ä•Ï�X‚µ‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�B

‚Ç‚ñ‚Èƒ^ƒCƒv‚ÆƒTƒCƒY‚ÌƒtƒHƒ“ƒg‚ðŽg‚¦‚Î‚æ‚¢‚Å‚µ‚å‚¤‚©�H
ƒŒƒ|�[ƒg‚É‘½‚‚ÌƒeƒLƒXƒg‚ª‘}“ü‚³‚ê‚Ä‚¢‚é�ê�‡‚Í
(’P‚È‚éƒtƒB�[ƒ‹ƒh�Aƒ‰ƒxƒ‹�A—ñŒ©�o‚µ‚Å‚Í‚È‚)�AMS
LineDraw�ACourier�ALucida
Console‚È‚ÇŒÅ’èƒsƒbƒ`�EƒtƒHƒ“ƒg‚ðŽg‚¤‚æ‚¤‚É‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B
‘½‚‚ÌƒeƒLƒXƒg‚ª‘}“ü‚³‚ê‚Ä‚¢‚È‚¢ƒŒƒ|�[ƒg‚É‚Í�AArial�ATimes	New



Roman‚È‚Ç‰Â•Ïƒsƒbƒ`�EƒtƒHƒ“ƒg‚ª‚¤‚Ü‚‹@”\‚µ‚Ü‚·�B
�cƒ‚�[ƒh‚Åˆó�ü‚³‚ê‚é•�‚ª80‚ÌƒŒƒ|�[ƒg‚Ì�ê�‡�A8-
11‚ÌƒtƒHƒ“ƒg�EƒTƒCƒY‚ðŽg‚Á‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B80—ñ‚ÌƒŒƒ|
�[ƒg‚Å‚Í�AƒŒƒ|�[ƒg‚Ì’·‚³‚Å‚Í‚È‚•�‚É‚æ‚–â‘è‚ªŒ©‚ç‚ê‚Ü‚·�B—
á‚¦‚Î�A12ƒ|ƒCƒ“ƒg�EƒtƒHƒ“ƒg‚Í•�‚ª80—ñ‚Å‚Í‚¤‚Ü‚‹@”\
‚µ‚Ü‚·‚ª�A’·‚³‚ª66�s‚¾‚Æˆó�ü‚³‚ê‚é�s‚ª�d‚È‚é�ê�‡‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B12ƒ|
ƒCƒ“ƒg�EƒtƒHƒ“ƒg‚Ì66�s‚Í�AŽg—p‚Å‚«‚é�‚’¼ƒXƒy�[ƒX‚É–³—
�‚É“ü‚ê‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚È‚¢‚©‚ç‚Å‚·�B
‰¡ƒ‚�[ƒh‚Åˆó�ü‚³‚ê‚é�A•�‚ª132+‚ÌƒŒƒ|
�[ƒg‚Ì�ê�‡�A7‚Ü‚½‚Í8‚ÌƒtƒHƒ“ƒg�EƒTƒCƒY‚ðŽg‚Á‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

ƒŒƒ|�[ƒg‚Ì‰º•”‚É‘å‚«‚Èƒuƒ
‰ƒ“ƒN�EƒXƒy�[ƒX‚ª‚	‚é‚Ì‚Í‚È‚º‚Å‚·‚©�H
LANSAƒŒƒ|�[ƒg‚Í�AIBM	i	ƒ
‰ƒCƒ“�EƒvƒŠƒ“ƒ^�[ŠÂ‹«‚É‚	‚í‚¹‚Ä�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‚½‚ß‚Å‚·�B’Ê�í�A�Å�Iˆó�ü�s‚ª60‚Ì�ê�‡�A66�s	x	132—
ñ‚Å�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚·�B‘½‚‚Ì�ê�‡�A‹r’�‚Í57�s–
Ú�i‚Ü‚½‚Í‚»‚ê‚æ‚è‘O‚Ì�s)	‚Éˆó�ü‚³‚ê‚Ü‚·�B
ƒ†�[ƒU�[‚ÌƒŒƒ|
�[ƒg‚Ì�ÅŒã‚Å�A�Å‘å9�s‚ªŽg‚í‚ê‚È‚¢�ê�‡‚ª‚	‚é‚Æ‚¢‚¤‚±‚Æ‚Å‚·�B
‰º•”	(‚Ü‚½‚Í�ã•”)	‚É�L‚¢ƒ}�[ƒWƒ“‚ð‚Æ‚è�Aƒ
‰ƒCƒ“�EƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚ÅŒÅ’è“I‚Éˆó�ü‚·‚é�ê�‡‚Í‚¤‚Ü‚‹@”\
‚µ‚Ü‚·‚ª�AA4—pŽ†‚Éˆó�ü‚·‚é‚Æ–³‘Ê‚ª‘½‚¢‚æ‚¤‚ÉŒ©‚¦‚Ü‚·�B
ƒŒƒ|
�[ƒg�Eƒy�[ƒW�ã‚ÅŽg‚í‚ê‚È‚¢�s‚ðŒ¸‚ç‚·‚É‚Í�A’P�ƒ‚ÉƒI�[ƒo�[ƒtƒ��[�Eƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^’l‚ð65‚Ü‚½‚Í66‚Ì‚æ‚¤‚É�‚‚¢�”Žš‚É‚µ‚Ü‚·�B
•¡�”ƒy�[ƒW‚ÌƒŒƒ|�[ƒg‚Å‚Í�AWPAS	(Ž©“®ˆø‚«�L‚Î‚µ)	ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg‚Á‚Äˆó�ü‚³‚ê‚é�Å’·ƒy�[ƒW‚Ì‘S‘Ì‚ªƒJƒo�[‚³‚ê‚é‚æ‚¤‚É˜_
—�“I‚Éˆø‚«�L‚Î‚³‚ê�A‚»‚êˆÈŠO‚Ìƒy�[ƒW‚Í‹Ï“™‚Éˆø‚«�L‚Î‚³‚ê‚Ü‚·�B



17.4.18	XCMD	ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^
XCMD‚ÍƒRƒ}ƒ“ƒhƒ‰ƒCƒ“‚ð
‰B‚·ˆ×‚Ì‚à‚Ì‚Å‚·�BY�i‚Í‚¢�j‚Ü‚½‚Í�AN�i‚¢‚¢
‚¦�j‚ðŽw’è‚µ‚Ü‚·�BWindowsŒÀ’è‚ÅŽg—p‚Å‚«‚Ü‚·�B
‚±‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ðŽg—
p‚µ‚½�ê�‡�AƒTƒuƒZƒbƒg‚Ì’l‚ÍƒAƒXƒ^ƒŠƒXƒN(*)
‚É•ÏŠ·‚³‚ê‚Ü‚·�Bƒvƒ�ƒZƒX�EƒGƒNƒXƒvƒ��[ƒ‰�[‚ðŽg—
p‚µ‚ÄWindowsƒvƒ�ƒZƒX‚Ìƒvƒ�ƒpƒeƒB‚ð•
\Ž¦‚·‚é‚Æ�AƒpƒXƒ��[ƒh‚È‚Ç‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Í•\Ž¦‚³‚ê‚Ü‚¹‚ñ�B	
—á‚¦‚ÎŽŸ‚Ì‚æ‚¤‚É‚È‚è‚Ü‚·�B
C:\PROGRAM
FILES\LANSA\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTE\X_RUN.EXE
PROC=PSLSYS	LANG=ENG	PART=DEX	USER=****	DBUS=***
PSWD=***	DBII=LXDEVPGM	DBIT=SQLANYWHERE	PRTR=LPT1
DBUG=N		ITRO=N	ITRM=20000	ITRL=4	ITRC=ALL	ITHP=X
LOCK=YES	XCMD=Y

ˆÈ‰º‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚É***
‚ª‘}“ü‚³‚ê‚Ü‚·�BUSER�AGUSR�ADBUS�APSWD�APSUS�AASUS�APSPW
‚¨‚æ‚Ñ	ASPW
’��F‚±‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Ì�Ý’è‚ÉŠÖŒW‚È‚-
�AƒpƒXƒ��[ƒh�iPSWD�A	PSPW�A	ASPW�j‚Í�í‚É‰B‚³‚ê‚Ü‚·�B
�È—ª’l‚ÍN‚Å‚·�B

XCMD=Y‚Ì�ê�‡�A
CONNECT_SERVER‘g‚Ý�ž‚ÝŠÖ�”‚Í�AX_RUN‚Ì—
áŠO‚¨‚æ‚ÑƒT�[ƒo�[‚Ì—
áŠOˆø�”‚ð�Á‹Ž‚µ‚Ü‚·�BXCMD=Y‚ðŽg‚¤�ê�‡�AƒR�[ƒh‚ªDISCONNECT_SERVER‚ÌŽŸ‚ÉDEFINE_ANY_SERVER‚ðŒÄ‚Ñ�o‚µ‚Ä‚©‚ç�ACONNECT_SERVER‚ð�Ä“xŒÄ‚Ñ�o‚·‚æ‚¤
‚É‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

	



17.5	X_RUNパラメータの永久指定
X_RUNで使われるパラメータは、３つの方法で指定できます。
「17.1	フロントエンドのX_STARTでX_RUNを実行	」に記述されてい
る通り、コマンド・ラインパラメータとして指定。

「17.5.2	環境変数の使用」に記述されているように、X_RUN環境変
数として指定。
「17.5.3	プロファイル・ファイルX_LANSA.PROの使用」に記述され
るように、x_lansa.proプロファイル・ファイルとして指定。

これらのオプションの優先順位は次の通りです。
1		コマンド・ライン
2		X_RUN環境変数
3		x_lansa.proプロファイル・ファイル
同じ場所で1回以上指定されたパラメータの優先順位は、最後に生成さ
れた値です。

以下も参照してください。
17.5.1	アイコンにX_RUNコマンドを指定しない理由



17.5.1	ƒAƒCƒRƒ“‚ÉX_RUNƒRƒ}ƒ“ƒh‚ðŽw’è‚µ‚È‚¢—�—R
ƒ†�[ƒU�[‚Í�Aƒ�ƒjƒ…
�[‚ðŽg‚í‚¸‚Éƒ†�[ƒU�[�EƒIƒuƒWƒFƒNƒg‚É•¡�”‚ÌƒAƒCƒRƒ“‚ð�ì�¬‚·‚é‚±
‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
—
á‚¦‚Î�AŒÚ‹q�A’�•¶�A�»•iŠÖ�”‚ª“Y•t‚³‚ê‚½ƒvƒ�ƒZƒX‚ª‚	‚é‚Æ‚µ‚Ü‚·�Bƒ†�[ƒU�[‚Í�Aƒvƒ�ƒZƒX‚ðŽÀ�s‚µ‚Ä3‚Â‚ÌŠÖ�”‚Ì’†‚©‚ç1‚Â‚ð‘I‘ð‚·‚é‘ã‚í‚è‚É�AŽŸ‚Ì‚æ‚¤
‚È3‚Â‚ÌˆÙ‚È‚éƒAƒCƒRƒ“‚ð�ì�¬‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B

ŒÚ‹q
’�•¶
�»•i

3‚Â‚ÌŠÖ�”‚Íˆê“x‚ÉŽÀ�s‚·‚é‚±
‚Æ‚ª‚Å‚«‚é‚Ì‚Å�A‚	‚éŠÖ�”‚ðƒLƒƒƒ“ƒZƒ‹‚µ‚Ä‚©‚ç•Ê‚ÌŠÖ�”‚ðŽÀ�s‚·‚é•K
—v‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B



17.5.2	ŠÂ‹«•Ï�”‚ÌŽg—p
X_RUN‚ÆŒÄ‚Î‚ê‚éŠÂ‹«•Ï�”‚ð�Ý’è‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚è�AX_RUNƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ÉƒVƒXƒeƒ€‘S‘Ì‚É“n‚é’l‚ð�Ý’è‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
—á‚¦‚Î�AˆÈ‰º‚Ìƒ‰ƒCƒ“‚ðCONFIG.SYSƒtƒ@ƒCƒ‹‚ÉŠi”[‚·‚é�ê�‡�F
SET	X_RUN=LANG:ENG
	
�ã‹L‚É‚æ‚è�Aƒ†�[ƒU�[‚Í�AƒRƒ}ƒ“ƒh�Eƒ‰ƒCƒ“	(‚±‚¿‚ç‚Ì•û‚ª—
D�æ�‡ˆÊ‚ª�‚‚¢�j�ã‚ÅŽw’è‚µ‚È‚¢ŒÀ‚è�ALANGƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Í
‰pŒê‚Å‚	‚é‚±‚Æ‚ðŽ¦‚µ‚Ü‚µ‚½�B
“¯—l‚ÉˆÈ‰º‚Ì—á‚Å‚Í�F
SET	X_RUN=PRTR:LPT3	LANG:FRA
	

‚Ü‚½‚Í�ALinux‚Å‚Í�F
X_RUN="PRTR:lpt3	LANG:FRA";	export	X_RUN	
	

‚Æ‚µ‚½�ê�‡�A(“Á’è‚ÌƒRƒ}ƒ“ƒh�Eƒ‰ƒCƒ“�Eƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚Å�ã�‘‚«‚³‚ê‚È‚¢ŒÀ‚è)	‚·‚×‚Ä‚ÌX_RUNƒRƒ}ƒ“ƒh‚ª
LPT3ƒvƒŠƒ“ƒ^�[‚ðŽ�‚¿�Aƒtƒ‰ƒ“ƒXŒê‚ðŽg—p‚·‚é‚Æ�Ý’è‚µ‚Ü‚·�B
’��F“™�†	("=")‚Å‚Í‚È‚�AƒRƒ�ƒ“		(":")	‚ªŽg‚í‚ê‚Ü‚·�Bƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ÍPRTR=LPT3‚Å‚Í‚È‚�APRTR:LPT3‚ÆŽw’è‚³‚ê‚Ü‚·�B
SETƒRƒ}ƒ“ƒh‚ðŽg‚¤�ê�‡‚Í�A":"‚ðŽg‚¤•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
ƒRƒ}ƒ“ƒh�Eƒ‰ƒCƒ“‚¨‚æ‚Ñƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚Å‚Í"="	‚Ü‚½‚Í
":"‚ªŽg‚¦‚Ü‚·�B



17.5.3	ƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹X_LANSA.PRO‚ÌŽg—p
‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚ÌX_RUNƒpƒ‰ƒ��[ƒ^’l‚Í�Ax_lansa.pro‚Æ‚¢‚¤–
¼‘O‚Ì“Á•Ê‚Èƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹“à‚Å‰i‹v‚ÉŽw’è‚·‚é‚±
‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
ƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚É‚Í3‚Â‚Ì—˜“_‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
1		X_RUN	ƒRƒ}ƒ“ƒh‚ðŽg‚¢‚½‚¢�ê�‡�A‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Í�A–
ˆ‰ñ“ü—Í‚·‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�B

2		‚·‚×‚Ä‚Ìƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^’l‚Í�AˆêŠÑ‚µ‚ÄŽw’è‚³‚ê‚Ü‚·�BX_RUN‚ÌˆÙ‚È‚éŽÀ�s‚É‚¨‚¢
‚Ä�Aƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ð•Ï�X‚µ‚½‚è–
Y‚ê‚½‚è‚·‚é‚Æ�AˆÙ‚È‚éŒ‹‰Ê‚ª�¶�¬‚³‚êƒ†�[ƒU�[‚ð�¬—�‚³‚¹‚é‚±
‚Æ‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

3		ƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ðŽÀ�s‚·‚é�Û‚ÉVisual
LANSA“à‚©‚ç’¼�Ú�Ý’è‚³‚ê‚È‚©‚Á‚½ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚Ì’l‚ðŽw’è‚Å‚«‚Ü‚·�B

’��FX_LANSA.pro‚ÍˆÃ�†‰»‚Å‚«‚Ü‚¹‚ñ�B
ƒp�[ƒeƒBƒVƒ‡ƒ“�Eƒpƒ‰ƒ��[ƒ^	(PART=)	‚¨‚æ‚Ñƒhƒ‰ƒCƒu�Eƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^		(DRIV=)	‚ª�È—
ª’l‚Å‚È‚¢�ê�‡‚Éƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ÌˆÊ’u‚ðŽ¦‚·‚½‚ß‚É‚Í�AƒRƒ}
ƒ“ƒh�Eƒ‰ƒCƒ“�ã‚ÅŽw’è‚·‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
‚±‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�A‚Ù‚Æ‚ñ‚Ç‚Ìƒ
\�[ƒX�EƒGƒfƒBƒ^�[‚Å�ì�¬�A•Ò�W‚·‚é‚±
‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�Bƒ†�[ƒU�[‚Í�AˆÈ‰º‚Ìƒ‹�[ƒ‹‚ðŽç‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
�s‚Ì�Å�‰‚Ì•¶Žš‚ª	";"‚Ì�ê�‡�A‚»‚Ì�s‚Í–³Ž‹‚³‚ê‚Ü‚·�B
�s‚Ì’·‚³‚Í256•¶ŽšˆÈ‰º‚Å‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚è‚Ü‚¹‚ñ�B
255ŽšˆÈ“à‚É“ü‚é‚¾‚¯‚Ì�”‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ð1�s‚ÉŽw’è‚Å‚«‚Ü‚·�B
1�s‚ÉŽw’è‚³‚ê‚½•¡�”‚Ìƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚Í�A‹ó”’•¶Žš	(‹ó”’)	‚Å‹æ•ª‚·‚é•K
—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

ˆÈ‰º‚Ì—á‚Å‚Í�A
�í‚É‚	‚éLANƒhƒ‰ƒCƒu‚ðRRNƒtƒ@ƒCƒ‹‚É‰pŒê‚ÅŽg—p‚µ‚Ü‚·�B
RPTH=S:\RRNDIR\	LANG=ENG
	

X_RUNƒRƒ}ƒ“ƒh‚ÅRPTH=ƒpƒ



‰ƒ��[ƒ^‚ð’¼�ÚŽw’è‚·‚é�ê�‡�Ax_lansa.pro‚Í–¼‘O•t‚«RPTH=
ƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ“à‚É‘¶�Ý‚µ‚Ä‚¢‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
X_RUNƒRƒ}ƒ“ƒh‚ÅRPTH=ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ð’¼�ÚŽw’è‚µ‚È‚¢�ê�‡�Ax_lansa.pro‚Í	Visual
LANSA‚ðŠÜ‚ÞƒpƒX“à‚Ì	x_lansa\x_ppp	("ppp"	‚Í‹æ‰æŽ¯•Ê‚Å‚·�j	‹æ
‰æƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ	(DRIV=	‚Ü‚½‚Í	PATH=‚ÅŽw’è‚³‚ê‚é)	“à‚É‘¶�Ý‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
ƒ†�[ƒU�[‚ÌX_RUNƒRƒ}ƒ“ƒh�ã‚Å’¼�Ú	RPTH=	ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ðŽw’è‚µ‚È‚¢‚±‚Æ‚ð‚¨Š©‚ß‚µ‚Ü‚·�BPTH=	ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ðŽw’è‚·‚é•K—v‚ª‚	‚é�ê�‡‚Í�Ax_lansa\x_ppp	‹æ
‰æƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ“à‚É	x_lansa.pro
ƒvƒ�ƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð�ì�¬‚µ�A‚»‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚ÉRPTH=ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ðŠÜ‚ß‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B‚±‚¤‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚è�A�³‚µ‚¢RPTH=ƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚ð–Y‚ê‚¸‚ÉŠÜ‚ß‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
RPTH=ƒpƒ‰ƒ��[ƒ^‚ªŠÜ‚Ü‚ê‚Ä‚¢
‚È‚¢�ê�‡�A‚Ü‚½‚Í’l‚ªƒZƒbƒVƒ‡ƒ“‚²‚Æ‚É•Ï�X‚³‚ê‚é�ê�‡�AˆÙ‚È‚é—
Ìˆæ‚©‚çƒtƒ@ƒCƒ‹ŠÖ˜AƒŒƒR�[ƒh”Ô�†‚ªŠ„‚è“–‚Ä‚ç‚ê�A—
\Šú‚¹‚ÊŒ‹‰Ê‚ª�¶�¬‚³‚ê‚é�ê�‡‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B



17.6	データベース接続
LANSAおよびSQLサーバー	-	構成オプション
Visual	LANSAデータベース接続が強化され、Oracle	および	SQL
AnywhereのWindows	認証をサポートするようになりました。Microsoft
SQLサーバーのWindows	認証も引き続きサポートしています。
データベースにサポートされている場合、データベース接続は、ODBC
DSN内で指定されているユーザーIDおよびパスワードもサポートし、
Visual	LANSAがユーザーIDおよびパスワードをWindowsレジストリに格
納しないようにします。
省略値の接続は、Visual	LANSAがWindowsレジストリに格納した、存在
する接続情報を使用します。これにより以前と全く同じように接続を確
立し、下位互換性を支持します。
各データベースに対しVisual	LANSAが試みる特定の接続は次の通りで
す。

SQL	Anywhere
1		信頼済み接続を試みます。
2		DSNのみを使って接続します。ここでは、ODBC	DSN	に必要な接続
情報がすべて含まれると見なします。

3		DBA/SQLを使って接続を試みます。新規インストールの際、最も多
い接続方法です。

4		外部ファイルを読み込むための接続の場合、詳細な接続情報を求める
指示を出します。そうでなければ、ODBC	DSNを再構成する必要があ
るというエラーを表示しますし、ODBCアドミニストレータを起動す
るオプションを提供します。接続が成功するか、またはVisual	LANSA
が終了します。

Microsoft	SQLサーバー
1		DSNのみを使って接続します。ここでは、ODBC	DSN	に必要な接続
情報がすべて含まれると見なします。

2		詳細な接続情報を求める指示を出します。接続が成功するか、または
Visual	LANSAが終了します。

Oracle
1		信頼済み接続を試みます。
2		DSNのみを使って接続します。ここでは、ODBC	DSN	に必要な接続



情報がすべて含まれると見なします。

3		DBA/SQLを使って接続を試みます。新規インストールの際、最も多
い接続方法です。

4		詳細な接続情報を求める指示を出します。接続が成功するか、または
Visual	LANSAが終了します。

LANSAのWebサイトのヒントとテクニックの中の「LANSAおよびSQL
Server構成オプション」も参照してください。

http://www.lansa.com.au/support/tips/e0053.htm


17.7	.XQ*ファイル
17.7.1	.XQ*ファイルを使った設定のヒント
DBID=*ANY、DBID=*AS400、DBID=*OTHER、DBID=*NONE、
DBII=*NONEを使ってアプリケーションを実行するPCの場合、一連の追
加ファイルを作成またはインストールするか、接続するサーバーのディ
スク・ドライブから利用できるようにする必要があります。
これらのファイルは"xq*"ファイルと呼ばれ、ユーザーがプロンプト、
ヘルプテキストの表示などのアクションを実行する場合、生成された
Visual	LANSA	アプリケーションがこれらのファイルにアクセスしま
す。
ローカルDBMSシステムが使われないことを表示する場合、NONE、
*ANY、*AS400	および	*OTHERは同じです。違いは、*ANY、*AS400、
*OTHERはサーバーへの自動接続が構築されることを追加で示すために
使われることです。接続の詳細は、「17.4.12	PSxx	サーバー・パラメー
タ」に記述されている一連のPSXX=パラメータで定義されます。
.XQファイルは、読み取り専用ディクショナリ/リポジトリにアクセスす
るためのローカルDBMSの代わりに使われます。
これらのファイルの完全なセットは以下の通りです。

名前 記述

lx_msg.xqi メッセージ定義です。

lx_msg.xqd

lx_f96.xqf システム定義です。	(IBM	i上では使われません）

lx_f46.xqf "ppp"区画の定義です。

lx_f60.xqf "ppp"区画の言語です。

lx_f03.xqi "ppp"区画のフィールド定義です。

lx_f03.xqd

lx_f40.xqi 定義された"ppp"区画プログラムと上書きされるフィールド定義です。

lx_f40.xqd

lx_f62.xqi "ppp"区画のフィールド記述です。

lx_f62.xqd

lx_f04.xqi ヘルプ・テキストです。



lx_f04.xqd

lx_f61.xqi *MTXT値です。

lx_f61.xqd

lx_f05.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f05.xqd

lx_f06.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f06.xqd

lx_f07.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f07.xqd

lx_f08.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f08.xqd

lx_f09.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f09.xqd

lx_f10.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f10.xqd

lx_f11.xqi 妥当性検査ルールの定義です。

lx_f11.xqd

lx_f44.xqi プロセス添付です。

lx_f44.xqd

lx_f64.xqi 物理ファイル記述です。

lx_f64.xqd

lx_f65.xqi 論理ファイル記述です。

lx_f65.xqd

lx_f66.xqi プロセス記述です。

lx_f66.xqd

lx_f67.xqi 関数の記述です。

lx_f67.xqd

lx_f27.xqi ファイル定義です。

lx_f27.xqd



lx_f15.xqi 論理ファイルです。

lx_f15.xqd

lx_f14.xqi ファイル・フィールドです。

lx_f14.xqd

lx_f26.xqi システム変数です。

lx_f26.xqd

	

これらのファイルはバイナリ・フォーマットです。読み取り専用ファイ
ルで、どのようなタイプのツールを使っても、手作業で編集してはいけ
ません。
このルールを守らない場合、アプリケーションの失敗	および/または予
測不能な結果につながることがあります。
作成されたlx_fnn.xqi	と	lx_fnn.xqd	の各セットは、一致したペアになりま
す。lx_fnn.xqiファイルはインデックスで、	lx_fnn.xqd	(データ)	内への	直
接オフセット参照を実行します。常に2つのlx_fnnファイルを一組で作
成、提供およびインストールする必要があります。このルールを守らな
い場合、アプリケーションの失敗	および/または予測不能な結果につな
がることがあります。

x_f61.xqd	および	lx_f61.xqi	ファイルは、ユーザーのアプリケーショ
ンが*MTXT変数を使う場合のみ必要です。
lx_f05.xqd	から	lx_f11.xqi	までのファイルは、ユーザーが自動フィー
ルド・レベルのヘルプ・テキスト生成を使う	(または有効にした）	場
合のみ必要です。
lx_f27.xqd	から	lx_f26.xqi		までのファイルは、(サーバー上で）
LANSAオープン・アプリケーションのみに必要です。
lx_f96.xqf	から	lx_f60.xqf	までのファイルは、省略値以外のシステ
ム、区画および言語の定義を必要とするアプリケーションのみに必
要です。lx_f96.xqfファイルは、IBMi側のLANSAには使われません。
PSXXパラメータまたはINIT関数を使ってサーバーに接続する場合、
ローカルでは見つからないリポジトリ・データはサーバーから取得
するか、または省略値を設定します。これは、理論上	xq*ファイルを
使わずにクライアント側のスーパーサーバー・アプリケーションを
配布することができることを意味します。しかし、パフォーマンス



および調整の妨げになります。詳細については、「PSRR	(プライマ
リ・サーバー・ルート・リポジトリ)」を参照してください。

クライアント/サーバー・アプリケーションの設計および構築の詳細
については、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の「クライア
ント/サーバー・アプリケーション」を参照してください。

すべての	lx_fnnファイルが区画ソース	・ディレクトリ	
(x_lansa\x_ppp\source)		に配置されます。.ファイルが存在しない場合は作
成されます。ファイルが存在する場合、エクスポートが進行する前に存
在するデータすべてのファイルが消去されます。
実行環境において特定のファイルが読み取られている場合、いつも
x_lansa\x_ppp\ソース・ディレクトリが最初に確認されます。そのディレ
クトリにファイルが見つからない場合、	x_lansa\ソース・ディレクトリ
が確認されます。これは、配布に柔軟性を与えます。例えば、異なる区
画は、それぞれ自分のメッセージ・ファイルのコピーを持つことができ
ます。
xq*ファイルは、いつでもすべてのWindows開発システム上で作成でき
ます。以下のようにX_RUNコマンドを使用するだけで作成できます。

X_RUN	PROC=*SYSEXPORT	FUNC=ttttt	LANG=xxx	PART=ppp	....	etc.
"ttttt"値は、個々のテーブル名	(LX_F03、	LX_F46など)	または*ALL	とし
て指定することができます。特別な値	*ALLは、すべてのアウトプッ
ト・ファイルを生成させます。
エクスポート処理が起動されると、標準イベント・ログが表示され、エ
クスポートの進行にしたがって更新されます。完了するとイベント・ロ
グ・ウィンドウ内に	[OK]	ボタンが表示され、メッセージの確認ができ
ます。	[OK]	ボタンをクリックすると、エクスポート処理が終了しま
す。

指定されたファイルは、PROC=*SYSEXPORT機能により、すべての
有効化された環境にエクスポートされます。
該当するコード・ページ/環境移動ファイルが存在する場合、そのプ
レゼンスおよび使用は、*SYSEXPORT機能が発行するメッセージ内
で言及されます。
PROC=*SYSEXPORT	を	DBID=*NONE/*ANY/*AS400/*OTHERととも
に使うことはできません。このルールを守らない場合、予測不能な
結果	および/または	アプリケーションの失敗につながることがありま
す。

its:LANSA065.CHM::/lansa/dsnbg_0010.HTM


lx_fnnファイルを他のアプリケーションまたはユーザーが使用してい
る場合は、PROC=*SYSEXPORTを使えません。このルールを守らな
い場合、アプリケーションの失敗	および/または予測不能な結果につ
ながることがあります。
システム・ベースの	lx_f96	および	lx_msgについては、すべての詳細
がエクスポートされます。	それ以外のすべての	lx_fnnファイルにつ
いては、現在の区画	(X_RUNコマンド上の	PART=ppp)	の詳細のみが
エクスポートされます。

区画ベースの	lx_fnnファイルは、内部に区画を格納しません。した
がって、これらのファイルは、異なる区画名で使用できます。しか
し、データ・ライブラリ-およびプログラム・ライブラリー値はまだ
ファイルに格納されており、変更できません。
通常、lx_fnnファイルはタスク/プロジェクトの完了時に作成され、ア
プリケーションのパッケージおよびインストール手順に含められま
す。lx_fnnファイルを使用しており、
DBID=*NONE/*ANY/*AS400/*OTHERの場合、ユーザーはこれらの生
成、提供およびインストール手順を、このガイド内でアプリケー
ションのパッケージを記述しているセクションで推奨されている手
順に追加する必要があります。
lx_fnnファイルは、関連付けられたSQLベースのテーブルの読み取り
専用スナップショットです。スナップショットであることを忘れて
はいけません。たとえば、*SYSEXPORTを使って	LX_F04	(ヘルプ・
テキスト)	をエクスポートし、DBID=*NONE.を使ってアプリケー
ションを実行するとします。Visual	LANSAを使ってヘルプ・テキス
トを編集する場合、	lx_f04.xqi	および	lx_f04.xqdファイルが再度作成
されるまで、DBID=*NONEを使用しているアプリケーションに変更
は表示されません。(しかし、ユーザーのアプリケーションをサー
バーに接続し、リポジトリ・データがサーバー上に存在する場合、
見つからない	情報は、サーバー上に省略値が存在する場合は、省略
値	設定により取得されます。変更された情報は取得されません。詳
細については、「PSRR	(プライマリ・サーバー・ルート・リポジト
リ)」を参照してください。

lx_fnnファイルは、完全なスタンドアロン環境において、システムの初
期化、フィールドのプロンプトおよびヘルプ・テキストの表示をサポー
トします。これらは、スタンドアロン環境におけるアプリケーションの
実行に必要なエレメントです。
他のデータベース・アクティビティのフォームは、I/Oオペレーション



がサーバーに転送されない限り失敗します。
I/Oオペレーションには、オブジェクト・ロック要求	(自動的にサーバー
に転送できます)	およびIMB	i	データ領域エミュレーション
(CALL_SERVER_FUNCTION機能を使って手作業でサーバーに転送する
必要があります）も含まれます。例えばSAVE_LISTといった、それ以外
の埋め込み関数もデータベース・アクティビティを含むことがあり、手
作業でサーバーに転送する必要があります。
何らかのアクティビティを実行し、結果を発信者に返す必要のある関数
があるとします。例えば、次の注文番号を付与する、リストを保存する
などのアクティビティです。
アクティビティは、常にサーバー上で実行される必要があります。
関数を次のように構築すると：
function	*direct	rcv_lsts(<working	lists>)
	
exchange	<other	information>	options(*always)
	
if	*cputype	=	as400
						<perform	required	activity>	
else	
							use	call_server_function	(	...	itself	.......)	
endif
return
	

IBM	i	上で呼び出された場合、この関数はジョブを実行し、作業リス
ト、交換リストなどを送受信します。
PCアプリケーション内に呼び出された場合、この関数は即座に関連付け
られたサーバー	(ジョブを実行し、結果を返します）上で自分自身を呼
び出します。
この関数を呼び出したこのプログラムに対して、サーバーへの切り替え
(必要な場合)	は表示されず、重要ではありません。
*cputype	=	as400よりフレキシブルでダイナミックなスイッチを使うこと
により、クライアントとサーバーの間で、非常に強力でダイナミックな
方法の切り換えロジックを設計することができます。

ユーザー定義メッセージ
ユーザー定義メッセージは、LX_MSG.XQD	/	XQIファイルにはコピーさ
れません。したがって、ユーザーのアプリケーションに特有のメッセー



ジがあるシナリオ内でのFXQF=*ALLの使用は推奨されません。そのよ
うな場合は、メッセージ・ファイルを使用する必要があります。



17.7.1	.XQ*ファイルの設定および使用時のヒント
次のヒントとテクニックは、ユーザーが	.xq*ファイルを使って設定する
際に役に立ちます。
これらのファイルは静的です。ユーザーのディクショナリ/リポジト
リのスナップショットを表示します。例えば、フィールドと関連付
けられたヘルプ・テキストを編集する場合にX_RUN	....を使います。
DBII=*NONE.新しいヘルプ・テキストは、X_RUNを
PROC=*SYSEXPORTオプションを使って	(再)	実行するまで表示され
ません。X_RUN	PROC=*SYSEXPORTの使用の詳細については、
「17.7	.XQ*ファイル」を参照してください。
他のPCに配布するためにユーザーのアプリケーションをパッケージ/
バンドルし、アプリケーション上でX_RUN	DBII=*NONEを使用する
予定の場合は、パッケージに最新の	.xqファイルを含める必要があり
ます。(しかし、ユーザーのアプリケーションをサーバーに接続し、
リポジトリ・データがサーバー上に存在する場合、見つからない	情
報は、サーバー上に省略値が存在する場合は、省略値	設定により取
得されます。変更された情報は取得されません。詳細については、
「PSRR	(プライマリ・サーバー・ルート・リポジトリ)」を参照して
ください。)

実際に必要な	*.xq*ファイルのみをパッケージしてください。スペース
を節約します。ただし、アプリケーションをパッケージする前に、*.xq*
ファイルのサブセットで確認してください。



17.8	ロックのタイムアウト
次の注意はIBM	i	以外のプラットフォームにのみ適用されます。
ロックのタイムアウト処理がオンになっていない場合、LANSAはロッ
クのタイムアウトを致命的なエラーとして扱います。実際、省略値で
は、ほとんどのデータベースがロックの解決を無限に待つため、ロック
のタイムアウトは発生しません。Windows上のOracleのように、グロー
バルにロックのタイムアウトの設定が可能なデータベースもあります。
ロックのタイムアウトが設定されロックのタイムアウトが発生した場
合、LANSAアプリケーションに致命的なエラーが発生します。
LANSAのロックのタイムアウトを有効にしても、LANSAはIO$STS=ER
を設定します。開発者が特別な処理を提供しない場合、現在のエラー処
理が実行されますが、LANSAの致命的なエラーではなく、単なるIOエ
ラーとなります。
したがって、システム変数	*DBMS_RECORD_LOCKEDを使ったロッ
ク・エラーの確認が必要です。確認しない場合、エラーの原因を記述す
る追加のメッセージを取得できません。
つまり、ロックのタイムアウトをオンにした場合でもIOエラーを受け取
るため、システム変数*DBMS_RECORD_LOCKEDを使ってロック・エ
ラーを確認する必要があるということです。

以下も参照してください。
17.8.1	ロックのタイムアウトを構成
17.8.2	ロックのタイムアウトの例
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			LOCK_TIMEOUT=2
			CMD_LOCK_TIMEOUT=<setting	ignored>
			DBMS_RETCODE_ROW_LOCKED=1013
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‚É�Ý’è‚µ‚Ü‚·�B
		
			LOCK_TIMEOUT=2
			CMD_LOCK_TIMEOUT=FOR	UPDATE	WAIT	2
			DBMS_RETCODE_ROW_LOCKED=30006
	

ƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ€ƒAƒEƒg‚ð‘S‚‘Ò‚½‚È‚¢‚æ‚¤‚É‚·‚é�ê�‡‚Í�AŽŸ‚Ì‚æ‚¤
‚É�Ý’è‚µ‚Ü‚·�B
			LOCK_TYPE=S
			LOCK_TIMEOUT=2
			CMD_LOCK_TIMEOUT=FOR	UPDATE	NOWAIT
			DBMS_RETCODE_ROW_LOCKED=54
	

ƒX�[ƒp�[ƒT�[ƒo�[
Windows‚¨‚æ‚ÑLinuxƒT�[ƒo�[‚Å‚Í�AƒNƒ
‰ƒCƒAƒ“ƒg‚ÆƒT�[ƒo�[‚Í�AƒT�[ƒo�[‚ÅŽg—p‚³‚ê‚Ä‚¢
‚éƒf�[ƒ^ƒx�[ƒXƒ^ƒCƒv‚Ì	x_dbmenv.dat	“à‚Å“¯‚¶ƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg�Ý’è‚É‚È‚Á‚Ä‚¢
‚È‚¯‚ê‚Î‚È‚è‚Ü‚¹‚ñ�B�@(LOCK_TYPE�ALOCK_TIMEOUT�ACMD_LOCK_TIMEOUT�ADBMS_RETCODE_ROW_LOCKED)
�Ý’è‚ªˆÙ‚È‚é�ê�‡�A	*DBMS_RECORD_LOCKED	‚©‚ç	Y	‚ª•Ô‚Á‚Ä‚-
‚é‚Í‚¸‚ÌŽž‚É	N	‚ª•Ô‚³‚ê‚é‚±‚Æ‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B
	
	



17.8.2	ロックのタイムアウトの例
以下に、様々なLANSAデータベースのIOの組み合わせが、行がロック
された場合、異なるデータベース内でどのように機能するかをステップ
ごとに記述しています。これらの違いは特定のデータベース・エンジン
のアーキテクチャにとって重要であるため、LANSAがすべてのデータ
ベース・エンジンに一貫したふるまいを提供するために、欠くことがで
きません。
以下のリストにすべてのデータベースのふるまいが網羅されているわけ
ではありません。データベース・エンジンがどのように異なるかを示す
ためのものであり、したがって、データベース間の一貫性が必要な場合
のふるまいについての推定は含まれていません。
リストは、あるアプリケーションと共に新しいデータベース・エンジン
を使う際、徹底的な確認が必要であることも示しています。LANSAは
異なるデータベースに対するアプリケーションの実行に関する多くの懸
念事項を取り除きますが、LANSAが緩和できない微妙な違いもありま
す。

テスト結果については以下を参照してください。
Adaptive	Server	Anywhere	9.0
SQLサーバー	2005
Oracle	10.2	-	接続ロック
Oracle	10.2	-	ステートメント・ロック
PC外部ファイル



Adaptive	Server	Anywhere	9.0
ODBI=2	(READ_COMMITTED)LockTimeout=2	(X_DBMENV.DAT)

WITH_KEY	IOƒAƒNƒZƒX
ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“

(ƒ†�[ƒU�[)
IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) VE ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŠù‚É‘¶�Ý‚µ‚Ü‚·�B

3 �í�œ	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

4 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

12 �X�V	(2)
�í�œ	(2)

NR ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŒ©‚Â‚©‚è‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½�B

13 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	

ASA‚Í�Aƒgƒ‰ƒ“ƒUƒNƒVƒ‡ƒ“‚Ì•ª—
£ƒŒƒxƒ‹‚ªREAD_COMMITTED‚É�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é‚É‚à‚©‚©‚í‚ç‚¸�A‘¼‚Ìƒ†�[ƒU�[‚ÌƒRƒ~ƒbƒg‚³‚ê‚Ä‚¢
‚È‚¢ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“‚ª‚	‚é‚©‚Ì‚æ‚¤‚É‹@”\‚·‚é‚±‚Æ‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è	IO	ƒAƒNƒZƒX
�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è‚Ì�X�V‚Ü‚½‚Í�í�œ‚Ì‘O‚É“Ç‚ÝŽæ‚éƒŒƒR�[ƒh‚ª•K
—v‚È‚½‚ß�A‚±‚ê‚ÍˆÙ‚È‚éˆê˜A‚ÌƒXƒeƒbƒv‚É‚È‚è‚Ü‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�AƒGƒ



‰�[‚ª”�¶‚·‚é‚ÆƒXƒeƒbƒv13‚Ì‚æ‚¤‚É�Ä“xƒŒƒR�[ƒh‚ðƒtƒFƒbƒ`‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“
(ƒ†�[ƒU�[)

IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) VE ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŠù‚É‘¶�Ý‚µ‚Ü‚·�B

3 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

4 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 Fetch	(1)�AFetch
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

12 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒtƒFƒbƒ`	(2)
�X�V
(2)�AƒtƒFƒbƒ`(2)
�í�œ(2)

NR ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŒ©‚Â‚©‚è‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½�B

14 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	

ƒXƒeƒbƒv13‚Å‚Í�AƒŒƒR�[ƒh‚ªŒ©‚Â‚©‚ç‚È‚¢
‚½‚ß�X�V‚¨‚æ‚Ñ�í�œ‚Í�i‚Ý‚Ü‚¹‚ñ�B



SQLƒT�[ƒo�[2005
ODBI=2	(READ_COMMITTED)LockTimeout=2	(X_DBMENV.DAT)

WITH_KEY	IOƒAƒNƒZƒX
ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“

(ƒ†�[ƒU�[)
IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

3 �í�œ	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

4 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

12 �X�V	(2)
�í�œ	(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	

ƒXƒeƒbƒv2�A7�A12‚ÌASA‚ÆSQLƒT�[ƒo�[‚Ìˆá‚¢‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�B‚±‚ê‚ç‚Ìˆá‚¢‚Í�Aˆê‚Â‚ÌƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð—
¼•û‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX�ã‚Å“¯‚¶‚æ‚¤‚ÉŽÀ�s‚µ‚æ‚¤‚Æ‚·‚é�Û�A‘½‚‚Ì
‰e‹¿‚ð—^‚¦‚é‰Â”\�«‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B—
á‚¦‚Î�AƒXƒeƒbƒv7‚Í�Aƒ†�[ƒU�[‚ÌƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ªƒŒƒR�[ƒh‚ð�X�V‚µ�A�X�V‚ðƒRƒ~ƒbƒg‚µ‚È‚¢�ê�‡�AƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ª‹@”\
‚·‚éSQLƒT�[ƒo�[�ã‚ÅƒŒƒR�[ƒh‚ð�Ä“x“Ç‚ÝŽæ‚é‚±‚Æ‚ðˆÓ–
¡‚µ‚Ü‚·�B‚»‚ÌŒãASA�ã‚ÅƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ðŽÀ�s‚·‚é‚Æ�ALockTimeout‚ª�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¢
‚é�ê�‡‚É‚Í�Aƒ^ƒCƒ€ƒAƒEƒg‚É‚È‚è�A�Ý’è‚³‚ê‚Ä‚¢



‚È‚¯‚ê‚Îƒuƒ�ƒbƒN‚µ‚Ü‚·�B

�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è	IO	ƒAƒNƒZƒX
�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è‚Ì‘O‚É“Ç‚ÝŽæ‚éƒŒƒR�[ƒh‚ª•K—
v‚È‚½‚ß�A‚±‚ê‚ÍˆÙ‚È‚éˆê˜A‚ÌƒXƒeƒbƒv‚É‚È‚è‚Ü‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�AƒGƒ
‰�[‚ª”�¶‚·‚é‚Æ�AƒXƒeƒbƒv13‚Ì‚æ‚¤
‚É�A�Ä“xƒŒƒR�[ƒh‚ðƒtƒFƒbƒ`‚·‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B

ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“
(ƒ†�[ƒU�[)

IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

3 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

4 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

12 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒtƒFƒbƒ`	(2)
�X�V
(2)�AƒtƒFƒbƒ`(2)
�í�œ(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

14 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	



	

ƒXƒeƒbƒv13‚Í�A�X�V‚Å‚Í‚È‚ƒtƒFƒbƒ`�ã‚Åƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚ðŽó‚¯Žæ‚é‚±‚Æ‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�BASA‚ÍƒtƒFƒbƒ`‚¨‚æ‚ÑOracle�ã‚É�s‚ª‘¶�Ý‚µ‚È‚¢‚±‚Æ‚ðƒŒƒ|
�[ƒg‚µ‚Ü‚·‚ª�A‚±
‚ê‚ÍƒtƒFƒbƒ`�ã‚Å‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ä‚à�X�V�ã‚Å‚Íƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚ðŽó‚¯Žæ‚è‚Ü‚·�B



Oracle	10.2	-	�Ú‘±ƒ�ƒbƒN
ODBI=2	(READ_COMMITTED)

LockTimeout=2	(ORAODBC.INI)

WITH_KEY	IOƒAƒNƒZƒX
ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“

(ƒ†�[ƒU�[)
IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

3 �í�œ	(2) NR ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŒ©‚Â‚©‚è‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½�B

4 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

12 �X�V	(2)
�í�œ	(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	

ƒXƒeƒbƒv3‚Æ‚W‚ÌOracle‚ÆSQLƒT�[ƒo�[‚Ìˆá‚¢‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è	IO	ƒAƒNƒZƒX
�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è‚Ì‘O‚É“Ç‚ÝŽæ‚éƒŒƒR�[ƒh‚ª•K—
v‚È‚½‚ß�A‚±‚ê‚ÍˆÙ‚È‚éˆê˜A‚ÌƒXƒeƒbƒv‚É‚È‚è‚Ü‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�AƒGƒ
‰�[‚ª”�¶‚·‚é‚Æ�AƒXƒeƒbƒv13‚Ì‚æ‚¤
‚É�A�Ä“xƒŒƒR�[ƒh‚ðƒtƒFƒbƒ`‚·‚é•K—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B



ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“
(ƒ†�[ƒU�[)

IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

3 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

4 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

12 ‘}“ü	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒtƒFƒbƒ`	(2)
�X�V
(2)�AƒtƒFƒbƒ`(2)
�í�œ(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

14 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	



Oracle	10.2	-	ƒXƒe�[ƒgƒ�ƒ“ƒg�Eƒ�ƒbƒN
ODBI=2	(READ_COMMITTED)

FOR	UPDATE	WAIT	n	(X_DBMENV.DAT)
ƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚Í�A‘I‘ðƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚É‚Ì‚Ý�Ý’è‚³‚ê�A‚»‚ÌŒã‚Í�A�X�V‚¨‚æ‚Ñ�í�œ‚Ì‘O‚Ì“Ç‚ÝŽæ‚è‚É‚Ì‚Ý�Ý’è‚³‚ê‚Ü‚·�Bƒ�ƒbƒN‚Í‚·‚×‚Ä‚Ì‘I‘ð‚É–]
‚Ü‚µ‚‚È‚¢ƒXƒe�[ƒgƒ�ƒ“ƒg‚É�Ý’è‚³‚ê‚é‚½‚ß�Aƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚ð‚»‚êˆÈŠO‚Ì‘I‘ð‚É�Ý’è‚·‚é‚±
‚Æ‚Í‚Å‚«‚Ü‚¹‚ñ�B“Á’è‚ÌƒXƒe�[ƒgƒ�ƒ“ƒg‚Ì‚Ýƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B‘}“ü‚Í‘Ò‹@ƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚ð’ñ‹Ÿ‚¹‚¸�A�s‚Ìƒ�ƒbƒN‚ª
‰ð�œ‚³‚ê‚é‚Ì‚ð‘Ò‚¿‚Ü‚·	(ƒuƒ�ƒbƒN)�B

WITH_KEY	IOƒAƒNƒZƒX
ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“

(ƒ†�[ƒU�[)
IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ƒuƒ�ƒbƒN 	

3 �í�œ	(2) NR ƒŒƒR�[ƒh‚ÍŒ©‚Â‚©‚è‚Ü‚¹‚ñ‚Å‚µ‚½�B

4 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 ‘}“ü	(2) ƒuƒ�ƒbƒN 	

12 �X�V	(2)
�í�œ	(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

13 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

	



”½“]•\Ž¦‚³‚ê‚½2�s–Ú‚Æ11�s–Ú‚Í�AOracle‚Ìƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚Æ‚ÍˆÙ‚È‚é‚±‚Æ‚É’�ˆÓ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B‘}“ü‚É‚Íƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚ð�Ý’è‚Å‚«‚Ü‚¹‚ñ�Bƒgƒ
‰ƒ“ƒUƒNƒVƒ‡ƒ“‚ªƒRƒ~ƒbƒg‚³‚ê‚é‚Ü‚Åƒuƒ�ƒbƒN‚µ‚Ü‚·�B

�ÅŒã‚ÌƒŒƒR�[ƒh“Ç‚ÝŽæ‚è	IO	ƒAƒNƒZƒX
ƒAƒNƒZƒX‚ÌŒ‹‰Ê‚Í�A�X�V‚ÉŽg‚Á‚½�ê�‡‚Å‚Ìƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚Æ‚Ìˆá‚¢‚Æ‚¢‚¤“_‚É‚¨‚¢‚Ä	WITH_KEY‚Æ“¯‚¶‚Å‚·�B

ƒXƒeƒbƒv ƒAƒNƒVƒ‡ƒ“
(ƒ†�[ƒU�[)

IO$STS ƒ�ƒbƒZ�[ƒW

1 ‘}“ü	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

2 ‘}“ü	(2) ƒuƒ�ƒbƒN 	

3 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

4 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

5 �X�V	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

6 �X�V	(2) ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

7 ƒtƒFƒbƒ`	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

8 ƒtƒFƒbƒ`	(2) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

9 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	

10 ƒtƒFƒbƒ`
(1)�AƒtƒFƒbƒ`
(2)

OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

11 �í�œ	(1) OK IOƒIƒyƒŒ�[ƒVƒ‡ƒ“‚Í�¬Œ÷‚µ‚Ü‚µ‚½�B

12 ‘}“ü	(2) ƒuƒ�ƒbƒN 	

13 ƒtƒFƒbƒ`	(2)
�X�V
(2)�AƒtƒFƒbƒ`(2)
�í�œ(2)

ER ƒŒƒR�[ƒh‚Íƒ�ƒbƒN‚³‚ê‚Ü‚µ‚½�B

14 ƒRƒ~ƒbƒg	(1) 	 	



	

‚±‚ÌƒeƒXƒg‚©‚ç�AOracle‚ªLinux‚¨‚æ‚ÑWindows�ã‚ÅŽg‚í‚ê‚Ä‚¢
‚é�ê�‡‚Í�A‚Ç‚¿‚ç‚Ìƒvƒ‰ƒbƒgƒtƒH�[ƒ
€�ã‚Å‚àFOR�X�VƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚ðŽg—p‚·‚é‚Æ‚¢‚¤Œ‹˜_‚ª“±
‚©‚ê‚Ü‚·�B‚»‚¤‚µ‚È‚¢�ê�‡‚Í�Aƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ€ƒAƒEƒg‚ðŽg‚¢
‚Ü‚·�B‚»‚Ì�ê�‡‚Å‚à�AˆÙ‚È‚éƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚ªŽg‚í‚ê‚é�ê�‡‚Í�Aƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚É‚æ‚Á‚Ä‚Ó‚é‚Ü‚¢
‚ÍˆÙ‚È‚è�A�ê�‡‚É‚æ‚Á‚Ä‚Í‚	‚éƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚É“Á—L‚ÌƒR�[ƒh‚ª•K—
v‚É‚È‚é�ê�‡‚ª‚	‚é‚±‚Æ‚É‹C‚ð‚Â‚¯‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B



PCŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹
ƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚Í�Aƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ìƒ^ƒCƒv‚²‚Æ‚É�Ý’è‚³‚ê‚Ü‚·�B‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�A
—á‚¦‚Îƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ€ƒAƒEƒg‚ª	Adaptive	Server
Anywhere‚É�Ý’è‚³‚ê‚½�ê�‡�Aƒ^ƒCƒ€ƒAƒEƒg‚ÍAdaptive	Server
Anywhere‚ðŽg‚¤‚·‚×‚Ä‚ÌPCŠO•”ƒtƒ@ƒCƒ‹‚É�Ý’è‚³‚ê‚Ü‚·�B
ƒeƒXƒgˆêŽ®‚Í�A‚»‚Ì‘¼‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚·‚×‚Ä‚ðŽg‚Á‚Ä‚·‚×‚Ä‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚ðƒeƒXƒg‚·‚é•K
—v‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�BˆÈ‰º‚ÌƒeƒXƒgˆêŽ®‚Å�\•ª‚Å‚·�B
	 ƒ�ƒCƒ“	DB ‚»‚Ì‘¼‚Ì	DB ‚»‚Ì‘¼‚Ì	DB ‚»‚Ì‘¼‚Ì	DB

ƒeƒXƒg�EƒZƒbƒg1 ASA SQLƒT�[ƒo�[ Oracle	(C) MSƒAƒNƒZƒX

ƒeƒXƒg�EƒZƒbƒg2 SQLƒT�[ƒo�[ ASA MySQL 	

ƒeƒXƒg�EƒZƒbƒg3 Oracle	(C) 	 	 	

ƒeƒXƒg�EƒZƒbƒg4 Oracle	(S) SQLƒT�[ƒo�[ 	 	

	

�Å�‰‚Ì3‚Â‚ÌƒeƒXƒg‚Í�A‚·‚×‚Ä‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚É
LOCK_TYPE=C‚ðŽg‚¢‚Ü‚·�B
ƒeƒXƒg�EƒZƒbƒg4‚Í�AOracle‚É‚ÍOCK_TYPE=S‚ðSQLƒT�[ƒo�[‚É‚ÍLOCK_TYPE=C‚ðŽg‚¢
‚Ü‚·�B



17.8.3	ŽÀ‘•‹Z�p‚Ì�Ú�×
LANSAƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‘w‚Í
LOCK_TYPE=C‚ðŽg‚Á‚ÄOracleˆÈŠO‚Ì‚·‚×‚Ä‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ìƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚ð�Ý’è‚µ‚Ü‚·�BOracle‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg‚Í�AORAODBC.INI“à‚É�Ý’è‚·‚é•K—
v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�Bƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚Ö‚Ì�Ú‘±‚Ì�ì�¬‚Ì‚·‚®Œã‚É�A�Ú‘±
‚É‚Â‚¢‚Ä‚ÌCMD_LOCK_TIMEOUT“à‚Å‚ÌƒRƒ}
ƒ“ƒh�Ý’è‚ªŽÀ�s‚³‚ê‚Ü‚·�B
LOCK_TYPE=S‚É‚Â‚¢‚Ä‚Í�A‚·‚×‚Ä‚Ìƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX‚ª
CMD_LOCK_TIMEOUT“à‚É’l‚ð’Ç
‰Á‚µ�A�X�V‚¨‚æ‚ÑŽÀ�s‚Ì‘O‚É‘I‘ð‚ðŽÀ�s‚µ‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ç‚ÌƒXƒe�[ƒgƒ�ƒ“ƒg‚Í�ApX_Ids->chOAMRqsType	|=
X_LOCK_OPERATION‚ðŽg‚¤OAM‚É‚æ‚Á‚Äƒtƒ‰ƒO‚ª�Ý’è‚³‚ê‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚Í�¡‚Ü‚ÅOracle‚Å‚µ‚©ƒeƒXƒg‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚¹‚ñ�B



17.8.4	X_DBMENV.DATƒtƒ@ƒCƒ‹
x_dbmenv.datƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�Aƒ†�[ƒU�[‚ÌVisual	LANSA‚ªŽg‚¤‚±‚Æ‚ª‚	‚é—
l�X‚ÈDBMS		(ƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX	ŠÇ—�ƒVƒXƒeƒ€)	‚Ì“Á�«‚ð’è‹`‚µ‚Ü‚·�B
‚±
‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚Íƒ†�[ƒU�[‚ÌƒCƒ“ƒXƒg�[ƒ‹�Eƒ�ƒfƒBƒA‚É‘g‚Ý�ž‚Ü‚ê�AŽ©“®“I‚ÉƒCƒ“ƒXƒg�[ƒ‹‚³‚ê‚Ü‚·�Bƒ�ƒCƒ“
LANSAƒvƒ�ƒOƒ‰ƒ€�EƒOƒ‹�[ƒv“à‚Ì	�Ý’è‚ÆŠÇ—�
‚ð‘I‘ð‚µ�AƒŠƒXƒg‚©‚ç	ƒf�[ƒ^ƒx�[ƒX
‚ð‘I‘ð‚·‚é‚Æ�Aƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðƒeƒLƒXƒgŒ`Ž®‚ÅŒ©‚é‚±‚Æ‚ª‚Å‚«‚Ü‚·�B
ˆÈ‰º‚ªX_DBMENV.DATƒtƒ@ƒCƒ‹�Eƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚Å‚·�BLOCK_TYPE,
LOCK_TIMEOUT,CMD_LOCK_TIMEOUT	‚¨‚æ‚Ñ
DBMS_RETCODE_ROW_LOCKED	‚Í�A�uƒ�ƒbƒN‚Ìƒ^ƒCƒ
€ƒAƒEƒg�v‚É�Ú�×‚É�à–¾‚³‚ê‚Ä‚¢‚Ü‚·�B
‚±‚Ìƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì“à—e‚Í�ALANSA‚Ì�»•iƒxƒ“ƒ_�[‚©‚ç�‘–
Ê‚ÅŽwŽ¦‚ðŽó‚¯‚½�ê�‡‚ÉŒÀ‚è•Ï�X‚ª•K—v‚Å‚·�B

its:LANSA015.CHM::/lansa/l4wdepba_0010.htm


17.9	ƒ�ƒgƒ\ƒ“”ŽŽm�AMicrosoft‚Ì—áŠOƒGƒ
‰�[‚É‘Î‚·‚éƒ†�[ƒU�[ŽwŽ¦
‚±‚ê‚ç‚·‚×‚Ä‚ÌƒGƒ‰�[‚Ìƒ^ƒCƒv‚Í�Aˆê”Ê“I‚É—áŠO‚ÆŒÄ‚Î‚ê‚Ü‚·�B—
áŠO‚ª”�¶‚·‚é�ê�‡�Aƒ†�[ƒU�[‘¤‚Ìƒvƒ�ƒOƒ‰ƒ€�EƒGƒ‰�[‚ªŒ
´ˆö‚Å‚Í‚	‚è‚Ü‚¹‚ñ�BLANSA‚Í�A“Á‚É�AŽŸ‚Ì—á‚É‚	‚é‚æ‚¤
‚È�”Žš‚Æˆê��‚É’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[�Eƒ�ƒbƒZ�[ƒW�Eƒ{ƒbƒNƒX‚ð•
\Ž¦‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚èƒ†�[ƒU�[‚ª‹N‚±‚·‰Â”\�«‚Ì‚	‚é‚·‚×‚Ä‚ÌƒGƒ‰�[‚ðƒgƒ
‰ƒbƒv‚µ‚Ü‚·�B

ƒ†�[ƒU�[‚ªƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ðŽÀ�s’†‚É	�iˆÈ‰º‚Ì—á‚Æ“¯‚¶‚æ‚¤
‚È�j—áŠO‚ª”�¶‚µ‚½�ê�‡�ALANSA‚Ì�»•iƒxƒ“ƒ_�[‚ÉƒGƒ
‰�[‚ð•ñ��‚·‚é‚½‚ß�AŽŸ‚ÌƒXƒeƒbƒv‚É‚µ‚½‚ª‚Á‚Ä�Å‘åŒÀ‚Ì�î•ñ‚ð�W‚ß‚é•K
—v‚ª‚	‚è‚Ü‚·�B–â‘è‚ð•ñ��‚·‚é�Û‚Å‚«‚é‚¾‚¯‘½‚‚Ì�î•ñ‚ð’ñ‹Ÿ‚·‚é‚±
‚Æ‚Í�A–â‘è‚Ì‰ðŒˆ‚É‘å‚¢‚É–ð—§‚¿‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ç‚ÌƒXƒeƒbƒv‚ðŽÀ�s‚Å‚«‚È‚¢‚Æ�A–â‘è‚Ì‰ðŒˆ‚ª’x‚ê‚é‚±
‚Æ‚É‚È‚è‚Ü‚·�B‹�‚ß‚ç‚ê‚½�î•ñ‚ª‚	‚ê‚Î�A�»•iƒxƒ“ƒ_�[‚Í—‚“ú‚É‚Í
‰ñ”ð�ô‚ð“Á’è‚Å‚«‚é‚©‚à‚µ‚ê‚Ü‚¹‚ñ�B
“WŠJ‚³‚ê‚½ŠÂ‹«‚É‚¨‚¯‚éITRO‚¨‚æ‚ÑITHPƒRƒ}ƒ“ƒh�Eƒ‰ƒCƒ“�Eƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^‚Ì�Ý’è•û–@‚É‚Â‚¢‚Ä‚Ì�à–¾‚Í�A‚±‚ÌƒKƒCƒh“à‚ðƒpƒ
‰ƒ��[ƒ^–¼‚ÅŒŸ�õ‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚èŒ©‚Â‚©‚è‚Ü‚·�BŠJ”ŠÂ‹«‚É‚¨‚¢
‚Ä�A‚±‚ê‚ç‚ÌƒIƒvƒVƒ‡ƒ“‚Íƒvƒ�ƒZƒX�AŠÖ�”‚Ü‚½‚ÍƒtƒH�[ƒ€
‚ÌŽÀ�sŽž‚É•K—v‚É‚È‚è‚Ü‚·�B
1		ƒ�ƒbƒZ�[ƒW“à‚Å’ñ‹Ÿ‚³‚ê‚½ƒAƒhƒŒƒX‚ð‹L˜^‚µ‚Ü‚·�B
2		‚·‚×‚Ä‚Ìx_trace*ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðŒŸ�õ‚µ�A\x_win95\x_lansa‚©‚ç�í�œ‚·‚é‚±
‚Æ‚É‚æ‚è�A‘¶�Ý‚·‚éƒgƒŒ�[ƒX�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð‚·‚×‚ÄƒNƒŠ�[ƒ“�EƒAƒbƒv‚µ‚Ü‚·�BX_ERR.LOG‚Í�í�œ‚µ‚È‚¢
‚Å‚‚¾‚³‚¢�B

3		ƒgƒŒ�[ƒX‚ðƒIƒ“‚É‚µ‚Ü‚·
(ITRO=Y)�BƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð�Ä“xŽÀ�s‚µ�A—
áŠO‚Ì�ÄŒ»‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B	x_tracennn.txt	ƒgƒŒ�[ƒXƒtƒ@ƒCƒ‹‚ª



x_win95\x_lansa	ƒtƒHƒ‹ƒ_�[“à‚É�¶�¬‚³‚ê‚Ü‚·	(”Ô�†‚Í001,	002,
003�c‚Æ‚È‚è‚Ü‚·�j�B

4		ƒgƒŒ�[ƒX(ITRO=Y)	‚¨‚æ‚Ñ	ƒ|ƒCƒ“ƒ^�[ŒŸ�Ø	(ITHP=P)
‚ðƒIƒ“‚É‚µ‚Ü‚·�BƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð�Ä“xŽÀ�s‚µ�A—
áŠO‚Ì�ÄŒ»‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B‚±
‚ÌƒXƒeƒbƒv‚Å‚Í�AˆÈ‘O‚Ìx_trace*ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�ã�‘‚«‚³‚ê‚¸�A�V‚µ‚¢x_tracennn.txtƒtƒ@ƒCƒ‹‚ª�ì�¬‚³‚ê‚Ü‚·�B

5		ƒXƒeƒbƒv3‚Å–
â‘è‚ª�ÄŒ»‚³‚ê‚È‚¢�ê�‡�AƒgƒŒ�[ƒX‚ðƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚Ìƒq�[ƒv‚Ì‚Ý‚ÉŒÀ’è‚µ‚Ü‚·
(ITRC=HEP)�BƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð�Ä“xŽÀ�s‚µ�A—
áŠO‚Ì�ÄŒ»‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B‚±
‚ÌƒXƒeƒbƒv‚Å‚ÍˆÈ‘O‚Ìx_trace*ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�ã�‘‚«‚³‚ê‚¸�A�V‚µ‚¢x_tracennn.txtƒtƒ@ƒCƒ‹‚ª�ì�¬‚³‚ê‚Ü‚·�B

6		ƒgƒŒ�[ƒX	(ITRO=Y)	‚¨‚æ‚Ñ	‚·‚×‚Ä‚Ìƒq�[ƒv‚ÌŒŸ�Ø	(ITHP=A)
‚ðƒIƒ“‚É‚µ‚Ü‚·�BƒAƒvƒŠƒP�[ƒVƒ‡ƒ“‚ð�Ä“xŽÀ�s‚µ�A—
áŠO‚Ì�ÄŒ»‚ðŽŽ‚Ý‚Ü‚·�B‚±
‚ÌƒXƒeƒbƒv‚Å‚ÍˆÈ‘O‚Ìx_trace*ƒtƒ@ƒCƒ‹‚Í�ã�‘‚«‚³‚ê‚¸�A�V‚µ‚¢x_tracennn.txtƒtƒ@ƒCƒ‹‚ª�ì�¬‚³‚ê‚Ü‚·�B

7		�»•iƒxƒ“ƒ_�[‚ª�³‚µ‚¢ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ðŽó‚¯Žæ‚é‚æ‚¤‚É
\x_win95\x_lansa“à‚Ì‚·‚×‚Ä‚Ìx_trace*ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð‘—
�M‚µ‚Ü‚·�B�ã‹L‚Ì“à‚Ç‚ÌƒXƒeƒbƒv‚Å—
áŠO‚ð�ÄŒ»‚Å‚«‚½‚©’m‚ç‚¹‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B

8		’v–½“I‚ÈƒGƒ‰�[�Eƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚É•
\Ž¦‚³‚ê‚½ƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ“à‚Ìƒ_ƒ“ƒv�Eƒtƒ@ƒCƒ‹‚¨‚æ‚Ñ
x_err.logƒtƒ@ƒCƒ‹‚à‚	‚í‚¹‚Ä‘—�M‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�BˆÈ‰º‚Ì—
á‚Å‚Í�Ax_err.log	file‚Í	c:\
<path>\AppData\Local\Temp�ã‚É‚	‚è‚Ü‚·�Bx_err.logƒtƒ@ƒCƒ‹‚Ì�ê�Š‚Íƒ}
ƒVƒ“‚âƒ†�[ƒU�[‚É‚æ‚Á‚ÄˆÙ‚È‚è‚Ü‚·�B‚±
‚ÌƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ“à‚Éx_err.log‚ªŒ©‚Â‚©‚ç‚È‚¢�ê�‡�Ax_err.logƒtƒ@ƒCƒ‹‚Íƒ†�[ƒU�[‚ÌƒfƒBƒXƒNƒhƒ
‰ƒCƒu“à‚ÅŒŸ�õ‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B



					ƒ�ƒbƒZ�[ƒW‚Ìƒ^ƒCƒgƒ‹‚Í�Aƒ†�[ƒU�[‚ªŒ»�ÝŽÀ�s’†‚ÌWindows‚ÌŽÀ�s
‰Â”\ƒtƒ@ƒCƒ‹‚ð”½‰f‚µ‚Ä‚¢‚Ü‚·�B‚»‚Ì‘¼‚ÉLANSA‚ÆX_DLL‚Ì—
á‚ð‚	‚°‚Ü‚·�B

9		ƒCƒ“ƒXƒg�[ƒ‹‚µ‚½	LANSA‚Ìƒo�[ƒWƒ‡ƒ“‚ÆEPC‚ð•ñ��‚µ‚Ü‚·�B‚±
‚ê‚ÍƒgƒŒ�[ƒX‚Æ“¯—l‚É�d—v‚Å‚·�B
ŠJ”ŠÂ‹«‚É‚¨‚¢
‚Ä�ALANSA‚Ìƒo�[ƒWƒ‡ƒ“‚ÆEPC‚ÌƒŒƒxƒ‹‚Í�Aƒwƒ‹ƒv�Eƒ�ƒjƒ…
�[“à‚Ì�»•i�î•ñƒ�ƒjƒ…�[�EƒAƒCƒeƒ€
‚©‚çŽæ“¾‚Å‚«‚Ü‚·�B“WŠJŠÂ‹«‚É‚¨‚¢‚Ä�Aƒrƒ‹ƒh”Ô�†‚Í
\x_win95\x_pkgs\x_boot\nnnn‚©‚çŽæ“¾‚Å‚«‚Ü‚·�BƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ–
¼‚Ì"nnnn"	(—á�F2208)	‚ð•ñ��‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B‚±
‚ÌƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ“à‚ð’T‚µ‚ÄEPC‚ðŒ©‚Â‚¯‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�B‚à‚µEPCƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ª‚	‚ê‚Î�A‚»‚Ì’†‚ð’T‚µ‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�BEPC‚ÍƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ–¼‚Æ‚µ‚Ä‹L�Ú‚³‚ê‚Ü‚·�B�@�i—
á�FEPC616)EPC”Ô�†‚ð•ñ��‚·‚é‚©�AEPCƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ª‚È‚¢�ê�‡‚Í
‚È‚µ	‚Æ•ñ��‚µ‚Ä‚‚¾‚³‚¢�B
X_BOOTƒfƒBƒŒƒNƒgƒŠ‚ª‚È‚¢�ê�‡�AŠÇ—
�ŽÒ‚Ü‚½‚Í�»•iƒxƒ“ƒ_�[‚Éƒo�[ƒWƒ‡ƒ“‚ÆEPC�î•ñ‚ð�q‚Ë‚Ä‚-
‚¾‚³‚¢�B



18.	エラー・メッセージ
関連するオンライン・ガイドが利用できれば、以下のエラー・コードに
直接リンクできます。

「LANSA	Open	エラー・コード	」

「エラー・コード23	-	CPI-C戻りコード	」	(Host	Integration	Server	2000,
Network	Services	for	DOS)

『LANSA	コミュニケーション	セットアップガイド』の「通信エラー・コー
ド」

『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「エスケープ・エラー・メッセージ」

its:lansa035.chm::/lansa/error_codes.HTM
its:lansa035.chm::/lansa/cpic_23_codes.HTM
its:lansa045.chm::/lansa/connect_error_codes.HTM
its:lansa010.chm::/lansa/ladugub1_0015.HTM


付録A	代理店提供の組み込み関数
	

利用可能な組み込み関数： ID DLL 説明

OV_FILE_DIALOG 997 U_BIF997標準の
[ファイ
ル]ダイ
アログ
を表示
しま
す。

OV_FILE_SERVICE 992 U_BIF992ファイ
ル/ディ
レクト
リ・
サービ
スを要
求しま
す。

OV_INDEXED_SPACE 989 U_BIF989索引付
きス
ペース
を作成/
管理し
ます。

OV_MESSAGE_BOX 998 U_BIF998メッ
セー
ジ・
ボック
スを表
示しま
す。

OV_PASTE_CLIPBOARD 996 U_BIF996クリッ
プボー
ドから



情報を
貼り付
けま
す。

OV_POST_CLIPBOARD 995 U_BIF995クリッ
プボー
ドに情
報をコ
ピーし
ます。

OV_QUERY_SYS_INFO 993 U_BIF993 LANSA
システ
ム情報
を照会
しま
す。

OV_SLEEP 986 U_BIF986プログ
ラムを
指定ミ
リ秒数
だけ一
時停止
しま
す。

OV_SOUND_ALARM 999 U_BIF999アラー
ムを鳴
らしま
す。

OV_SYSTEM_SERVICE 991 U_BIF991システ
ム・
サービ
スを要
求しま
す。

	



免責事項
これらの組み込み関数は、実際に動作する例およびデモンストレーショ
ンとして(すべてのソース・コードとともに)提供されているものです。
この提供に関し、明示的または暗示的を問わず何ら保証はありません。
以下の免責事項に注意してください。この記述は、すべての代理店提供
の組み込み関数およびユーザー定義の組み込み関数のソース・コードに
含まれています。
						/*	=================================================================	*/
						/*	==========	USER	DEFINED	BUILTIN	FUNCTION	DEFINITION	=============	*/
						/*	=================================================================	*/
						/*																																																																			*/
						/*	This	is	a	sample	of	how	a	user	defined	builtin	function	may	be				*/
						/*	defined.	It	is	provided	as	an	example	only.	No	warranty	of	any				*/
						/*	kind	is	expressed	or	implied.	The	programmer	copying	this	code				*/
						/*	is	responsible	for	the	implementation	and	maintenance	of	this					*/
						/*	function,	both	initially	and	at	all	times	in	the	future.										*/
						/*																																																																			*/
						/*	User	defined	builtin	functions	are	a	powefull	facility.	However,		*/
						/*	you	should	note	that	YOU	are	responsible	for	any	impact	the							*/
						/*	use	of	a	user	defined	builtin	function	has	on	the	performance,				*/
						/*	security,	integrity,	portability	and	maintainability	of	your						*/
						/*	applications.																																																					*/
						/*																																																																			*/
						/*	N.B.	In	general,	do	not	use	MessageBox	api	or	any	other											*/
						/*	operating	system-specific	api	that	requires	user	input	if	the	BIF	*/
						/*	is	expected	to	work	in	Server	environments,	like	LANSA	for	Web.			*/
						/*	There	is	a	version	of	MessageBox	available	within	LANSA	that	DOES	*/
						/*	work	in	server	environments	-	X_PDF_PromptYesNoCancel	&											*/
						/*	X_PDF_PromptYesNo.		See	x_pdfpro.h	for	prototypes																	*/
						/*																																																																			*/
						/*	Note	that	MessageBox	has	been	allowed	in	User	Defined	BIFs,	unlike*/
						/*	the	rest	of	LANSA,	so	it	is	up	to	you,	the	developer,	to	ensure			*/
						/*	any	use	of	it	is	valid.	(x_glodef.h	automatically	allows	it	if				*/
						/*U_BIF_FUNCTION	is	defined).																																							*/
						/*	=================================================================	*/

サポートおよびお問い合わせ
これらの組み込み関数で生じた問題またはその使用に関する質問につい



ては、LANSA代理店までご連絡ください。ご連絡いただいた詳細は、
LANSA代理店からLANSAサポートに直接伝えられます。ご連絡いただ
く際は、LANSAサポートから組み込み関数の提供元代理店に詳細を伝
えることができるよう、問題または質問が「代理店提供」の組み込み関
数に関するものであることを明確に示してください。



OV_FILE_DIALOG
	注：組み込み関数の規則
ファイル・ダイアログから完全修飾ファイル名を選択します。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

997

必要な
DLL：

U_BIF997.DLL

各製品の対応

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

ダイアログ・タイトル

デフォルトは"File"です。
1 25 	 	

2 A 任
意

初期のパス、ファイル
名、またはフィルター

1 255 	 	



デフォルトは"*.*"です。
	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

完全修飾ファイル名 1 255 	 	

2 A 必
須

ファイルが正常に選択さ
れたかどうかを示す値を
返します。

OK：正常に選択された
ER：選択がキャンセルさ
れた

2 2 	 	

	



OV_FILE_SERVICE
	注：組み込み関数の規則
基本的なファイル・サービスおよびディレクトリ・サービスを実行しま
す。
注：このOV組み込み関数はLANSAプログラムで使用されるため、変更
しないでください。この組み込み関数をカスタマイズする場合は、コ
ピーを作成し、そのコピーを修正してください。
すべてのWindowsパス名では、環境変数の置換がサポートされます。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

992

必要なDLL：U_BIF992.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for
Windows

使用
可

	

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

	

LANSA/AD 使用
可

RDMLXのみで使用可能

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数



1 A 必
須

必要なファイル・サービ
スのタイプ。以下のいず
れかの値として渡しま
す。
MAKE_DIR		ディレクト
リを作成する

REMOVE_DIR		ディレク
トリを削除する
CHECK_DIR		ディレクト
リが存在するかどうかを
検査する
CHECK_FILE		ファイル
が存在するかどうかを検
査する

SET_FILE		ファイルの属
性を読み取り専用または
標準(読み書き可能)に設定
する
COPY_FILE		ファイルを
別のファイルにコピーす
る
REMOVE_FILE		ファイ
ルを削除する

GET_DIR		ディレクトリ
の内容を取得する
COPY_DIR		ディレクトリ
とそのすべてのサブディ
レクトリを別のディレク
トリにコピーする。コ
ピー先ディレクトリに同
じファイルがある場合は
置き換える
COPY_PATTERN		指定さ
れたパターンに一致する
ファイルを別のディレク
トリにコピーする。コ

1 256 	 	



ピー先ディレクトリに同
じファイルがある場合は
置き換える

2 A 任
意

要求サービス引数1
引数1の値
						この引数で渡す値：
MAKE_DIR		作成する
ディレクトリの名前
REMOVE_DIR		削除する
ディレクトリの名前

CHECK_DIR		存在するか
どうかを検査するディレ
クトリの名前
CHECK_FILE		存在する
かどうかを検査するファ
イルの名前
SET_FILE		属性を設定す
るファイルの名前

COPY_FILE		コピー元
ファイルの名前
REMOVE_FILE		削除す
るファイルの名前
GET_DIR		内容を取得す
るディレクトリの名前

COPY_DIR		コピー対象の
ディレクトリの名前
COPY_PATTERN		コピー
対象のファイル・パター
ンを持つ完全修飾パス。
サポートされるワイルド
カードは*のみ

1 256 	 	

3 A 任
意

要求サービス引数2
引数1の値
						この引数で渡す値：

1 256 	 	



MAKE_DIR		不要。渡さ
ない
REMOVE_DIR		不要。渡
さない

CHECK_DIR		不要。渡さ
ない
CHECK_FILE		不要。渡
さない
SET_FILE		READ_ONLY
またはNORMAL
COPY_FILE		コピー先の
ファイルの名前
REMOVE_FILE		任意指
定(32ビットMS	Windows
でのみサポート)
読み取り専用のファイル
も含め、すべてのファイ
ルを削除するにはFORCE
を渡します。その他の値
を指定した場合、または
値を指定しない場合は、
ファイルが読み取り専用
のときにエラーが返され
ます。

GET_DIR		ディレクトリ
の内容を取得する際に、
特定タイプのファイルの
みを選択するための任意
指定のファイル接尾辞
(例：DLL、EXE、DOC)
すべてのファイルを選択
するために、ブランクと
して渡さないでくださ
い。
COPY_DIR		コピー先ディ
レクトリの名前



COPY_PATTERN		コピー
先ディレクトリの名前

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

基本戻りコード
OK	=	正常に完了した
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

2 N 任
意

拡張エラー・コード。こ
れは、(使用可能な場合
は)エラー処理またはエ
ラー・レポートに役立つ
オペレーティング・シス
テムのエラー・コードで
す。

1 15 0 0

3 リ
ス
ト

任
意

返された作業リスト。こ
のリストは、引数1が特
定の値の場合のみ以下の
ように返されます。

MAKE_DIR		返されない
REMOVE_DIR		返されな
い
CHECK_DIR		返されな
い

CHECK_FILE	返されな
い
SET_FILE		返されない
COPY_FILE		返されない
REMOVE_FILE		返され

	 	 	 	



ない
GET_DIR		ディレクトリ
の内容を保持する作業リ
スト。この作業リストは
1〜7個のフィールド(すな
わち列)で構成でき、完全
なファイル名として返さ
れます。
それらは以下の通りで
す。	
ファイル名(接尾辞なし)	
ファイル接尾辞	
ファイル日付(形式
YYYYMMDD)	
ファイル時刻(形式
HHMMSS)
ファイル・サイズ(数値
フィールド)	
(サブ)ディレクトリ・イ
ンジケータ(YまたはNと
して返される)
実際の名前(完全なファイ
ル名)
この作業リストの既存の
内容は、この組み込み関
数によってクリアされま
す。詳細については、以
下の例を参照してくださ
い。

COPY_DIR		返されない
COPY_PATTERN		返さ
れない

	

例
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、ディレクトリ名を指定するよう
要求し、指定されたディレクトリを作成しようとします。ディレクトリ



の作成操作による基本戻りコードと拡張戻りコードが表示されます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(65);
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_ERRNO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
BEGIN_LOOP;
MESSAGE	MSGTXT('Specify	name	of	directory	to	be	created');
REQUEST	FIELDS((#OV_DIRECT	*NOID));
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(MAKE_DIR	#OV_DIRECT)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRNO);
MESSAGE	MSGTXT('Response	from	OV_FILE_SERVICE');
POP_UP	FIELDS(#OV_RETC	#OV_ERRNO);
END_LOOP;
	
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、C:\OV_DEMOというディレクト
リを作成し、このディレクトリ内にディレクトリA、B、C、およびDを
作成します。その後、作成したすべてのディレクトリを破棄します。削
除(破棄)するためにはディレクトリが空である必要があるため、破棄操
作は作成と逆の順序で実行されます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(MAKE_DIR	'C:\OV_DEMO');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(MAKE_DIR	'C:\OV_DEMO\A');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(MAKE_DIR	'C:\OV_DEMO\B');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(MAKE_DIR	'C:\OV_DEMO\C');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(MAKE_DIR	'C:\OV_DEMO\D');
MESSAGE	MSGTXT('Directories	all	created	....	use	OK	to	delete	them	now');
POP_UP	FIELDS((#DATE	*L3	*P2))	AT_LOC(8	23)	WITH_SIZE(55	10)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO);
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(REMOVE_DIR	'C:\OV_DEMO\A');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(REMOVE_DIR	'C:\OV_DEMO\B');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(REMOVE_DIR	'C:\OV_DEMO\C');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(REMOVE_DIR	'C:\OV_DEMO\D');
EXECUTE	SUBROUTINE(DIRECT)	WITH_PARMS(REMOVE_DIR	'C:\OV_DEMO');
MESSAGE	MSGTXT('Directories	all	deleted	....	use	OK	to	end	this	function');
POP_UP	FIELDS((#DATE	*L3	*P2))	AT_LOC(8	23)	WITH_SIZE(55	10)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO);
	
SUBROUTINE	NAME(DIRECT)	PARMS((#OV_SERV	*RECEIVED)	(#OV_DIRECT	*RECEIVED));
DEFINE	FIELD(#OV_SERV)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(65);



DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_ERRNO)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(#OV_SERV	#OV_DIRECT)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRNO);
IF	COND('#OV_RETC	*NE	OK');
DISPLAY	FIELDS(#OV_SERV	(#OV_DIRECT	*NOID)	#OV_RETC	#OV_ERRNO)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO);
ABORT	MSGTXT('Directory	Operation	failed');
ENDIF;
ENDROUTINE;
	
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、ディレクトリ名を指定するよう
要求します。指定されたディレクトリ名が存在しない場合、そのディレ
クトリを作成するかどうかを指定するよう指示します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70);
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_MBA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1);
BEGIN_LOOP;
REQUEST	FIELDS((#OV_DIRECT	*NOID));
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(CHECK_DIR	#OV_DIRECT)	TO_GET(#OV_RETC);
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('This	directory	already	exists');
ELSE;
USE	BUILTIN(OV_MESSAGE_BOX)	WITH_ARGS('Do	you	want	to	create	this	directory	?'	'Create	?'	YN	Q)	TO_GET(#OV_MBA);
IF	COND('#OV_MBA	=	Y');
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(MAKE_DIR	#OV_DIRECT)	TO_GET(#OV_RETC);
IF	COND('#OV_RETC	*NE	OK');
MESSAGE	MSGTXT('Attempt	to	create	directory	failed');
ENDIF;
ENDIF;
ENDIF;
END_LOOP;
	
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターでコピーして貼り付けることが可能)は、ファイル名を指定
するよう要求し、指定されたファイルが存在するかどうかを示します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70);



DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
BEGIN_LOOP;
MESSAGE	MSGTXT('Specify	name	of	file	whose	existence	is	to	be	checked	for');
REQUEST	FIELDS((#OV_DIRECT	*NOID));
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(CHECK_FILE	#OV_DIRECT)	TO_GET(#OV_RETC);
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('This	file	exists');
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('This	file	does	NOT	exist');
ENDIF;
DISPLAY	FIELDS((#OV_DIRECT	*NOID));
END_LOOP;
	
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、ファイル名と、そのファイルを
読み取り専用に設定するか標準(読み書き可能)に設定するかを指定する
よう要求します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_FILE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70);
DEFINE	FIELD(#OV_READ)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Read	Only')	INPUT_ATR(RB01)	DEFAULT(1);
DEFINE	FIELD(#OV_NORM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Normal')	INPUT_ATR(RB01)	DEFAULT(0);
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
**********;
BEGIN_LOOP;
MESSAGE	MSGTXT('Specify	name	of	file	whose	attribute	is	to	be	changed	and	select	attribute');
REQUEST	FIELDS((#OV_FILE	*L3	*P2	*NOID)	(#OV_READ	*L5	*P3)	(#OV_NORM	*L7	*P3));
IF	COND('#ov_read	=	''1''');
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(SET_FILE	#OV_FILE	READ_ONLY)	TO_GET(#OV_RETC);
ELSE;
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(SET_FILE	#OV_FILE	NORMAL)	TO_GET(#OV_RETC);
ENDIF;
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('File	attribute	successfully	changed');
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('ERROR	:	File	attribute	was	NOT	changed');
ENDIF;
END_LOOP;
	



以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、コピー元ファイル名とコピー先
ファイル名を指定するよう要求し、コピー操作を試行します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_FROM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(60)	DEFAULT('C:\CONFIG.SYS');
DEFINE	FIELD(#OV_TO)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(60)	DEFAULT('C:\CONFIG.SAV');
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
**********;
BEGIN_LOOP;
MESSAGE	MSGTXT('Specify	the	from	and	to	file	names');
REQUEST	FIELDS(#OV_FROM	#OV_TO);
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(COPY_FILE	#OV_FROM	#OV_TO)	TO_GET(#OV_RETC);
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('File	copied');
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('ERROR	:	File	was	NOT	copied	correctly');
ENDIF;
END_LOOP;
	
以下のRDMLファンクションの例は、ディレクトリ名を指定するよう要
求し、指定されたディレクトリの内容を取得して表示します。結果とし
て表示される内容は、さまざまな順序でソートできます。この例は、
CS/400の自由形式のエディターにコピーして貼り付けることができます
が、長いREQUESTコマンドを「展開」しないと、ファンクションが有
効なRDMLコードとして受け入れられない場合があります。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70);
DEFINE	FIELD(#OV_FILTER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)	LABEL('Optional	Filter');
DEFINE	FIELD(#OV_BYTES)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)	LABEL('Total	of	Sizes')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OV_OBJECT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Total	Objects')	EDIT_CODE(3);
DEF_COND	NAME(*OBJECTS)	COND('#ov_object	*gt	0');
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_ERRN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(0);
DEFINE	FIELD(#OV_NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(15);
DEFINE	FIELD(#OV_PREFIX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(12);
DEFINE	FIELD(#OV_SUFFIX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3);
DEFINE	FIELD(#OV_DATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(8);
DEFINE	FIELD(#OV_TIME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6);



DEFINE	FIELD(#OV_ISDIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1);
DEFINE	FIELD(#OV_SIZE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OV_PB01)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB01)	DEFAULT('''Order	By	Name''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB02)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB02)	DEFAULT('''Order	By	Suffix''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB03)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB03)	DEFAULT('''Order	By	Date/Time''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB04)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB04)	DEFAULT('''Order	By	Size''');
DEF_LIST	NAME(#WLIST)	FIELDS(#OV_NAME	#OV_PREFIX	#OV_SUFFIX	#OV_DATE	#OV_TIME	#OV_SIZE	#OV_ISDIR)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5000);
DEF_LIST	NAME(#DLIST)	FIELDS(#OV_NAME	#OV_PREFIX	#OV_SUFFIX	#OV_DATE	#OV_TIME	#OV_SIZE	#OV_ISDIR)	COUNTER(#OV_OBJECT);
**********;
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
BEGIN_LOOP;
REQUEST	FIELDS((#OV_DIRECT	*L3	*P2	*NOID)	(#OV_FILTER	*L4	*P2)	(#OV_PB01	*L6	*P2	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_PB02	*L8	*P2	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_PB03	*L6	*P38	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)
															(#OV_PB04	*L8	*P38	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_BYTES	*L4	*P22	*OUT)	(#OV_OBJECT	*L4	*P49	*OUT))	BROWSELIST(#DLIST);
CASE	OF_FIELD(#IO$KEY);
WHEN	VALUE_IS('=	B1');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_NAME);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B2');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_SUFFIX	#OV_PREFIX);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B3');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_DATE	#OV_TIME);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B4');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_SIZE);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
OTHERWISE;
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(GET_DIR	#OV_DIRECT	#OV_FILTER)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRN	#WLIST);
IF	COND('#OV_RETC	=		OK');
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('ERROR:	Unable	to	list	specified	directory	');
ENDIF;
ENDCASE;
END_LOOP;
**********;
SUBROUTINE	NAME(WTOD);
CLR_LIST	NAMED(#DLIST);
CHANGE	FIELD(#OV_BYTES)	TO(0);



SELECTLIST	NAMED(#WLIST);
CHANGE	FIELD(#OV_BYTES)	TO('#ov_bytes	+	#ov_size');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#DLIST)	WITH_MODE(*DISPLAY);
ENDSELECT;
ENDROUTINE;
	
以下のRDMLファンクションの例は、ディレクトリ名を指定するよう要
求し、指定されたディレクトリの内容を取得して表示します。結果とし
て表示される内容は、さまざまな順序でソートできます。表示された
ファイル名は、ダブルクリックして削除できます。ファイルの削除要求
は、メッセージ・ボックスで[はい]をクリックして確定する必要があり
ます。この例は、CS/400の自由形式のエディターにコピーして貼り付け
ることができますが、長いREQUESTコマンドを「展開」しないと、
ファンクションが有効なRDMLコードとして受け入れられない場合があ
ります。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_DIRECT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70);
DEFINE	FIELD(#OV_PIRECT)	REFFLD(#OV_DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_FILTER)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)	LABEL('Optional	Filter');
DEFINE	FIELD(#OV_BYTES)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)	LABEL('Total	of	Sizes')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OV_OBJECT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Total	Objects')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OV_SELECT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0);
DEF_COND	NAME(*OBJECTS)	COND('#ov_object	*gt	0');
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_ERRN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(0);
DEFINE	FIELD(#OV_NAME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(15);
DEFINE	FIELD(#OV_PREFIX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(12);
DEFINE	FIELD(#OV_SUFFIX)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3);
DEFINE	FIELD(#OV_DATE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(8);
DEFINE	FIELD(#OV_TIME)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(6);
DEFINE	FIELD(#OV_ISDIR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1);
DEFINE	FIELD(#OV_SIZE)	TYPE(*DEC)	LENGTH(9)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OV_PB01)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB01)	DEFAULT('''Order	By	Name''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB02)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB02)	DEFAULT('''Order	By	Suffix''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB03)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB03)	DEFAULT('''Order	By	Date/Time''');
DEFINE	FIELD(#OV_PB04)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(30)	INPUT_ATR(PB04)	DEFAULT('''Order	By	Size''');
DEF_LIST	NAME(#WLIST)	FIELDS(#OV_NAME	#OV_PREFIX	#OV_SUFFIX	#OV_DATE	#OV_TIME	#OV_SIZE	#OV_ISDIR)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(5000);
DEF_LIST	NAME(#DLIST)	FIELDS(#OV_NAME	#OV_PREFIX	#OV_SUFFIX	#OV_DATE	#OV_TIME	#OV_SIZE	#OV_ISDIR)	COUNTER(#OV_OBJECT)	SEL_ENTRY(#OV_SELECT);



**********;
BEGIN_LOOP;
CHANGE	FIELD(#OV_PIRECT)	TO(#OV_DIRECT);
REQUEST	FIELDS((#OV_DIRECT	*L3	*P2	*NOID)	(#OV_FILTER	*L4	*P2)	(#OV_PB01	*L6	*P2	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_PB02	*L8	*P2	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_PB03	*L6	*P38	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)
															(#OV_PB04	*L8	*P38	*NOID	*OBJECTS	*IOCOND)	(#OV_BYTES	*L4	*P22	*OUT)	(#OV_OBJECT	*L4	*P49	*OUT))	BROWSELIST(#DLIST);
CASE	OF_FIELD(#IO$KEY);
WHEN	VALUE_IS('=	B1');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_NAME);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B2');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_SUFFIX	#OV_PREFIX);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B3');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_DATE	#OV_TIME);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
WHEN	VALUE_IS('=	B4');
SORT_LIST	NAMED(#WLIST)	BY_FIELDS(#OV_SIZE);
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
OTHERWISE;
IF	COND('(#ov_pirect	=	#ov_direct)	*and	(#ov_select	*gt	0)	*and	(#ov_object	*gt	0)');
EXECUTE	SUBROUTINE(DELETE_FIL);
ELSE;
EXECUTE	SUBROUTINE(LOAD_DIR);
ENDIF;
ENDCASE;
END_LOOP;
**********;
SUBROUTINE	NAME(LOAD_DIR);
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(GET_DIR	#OV_DIRECT	#OV_FILTER)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRN	#WLIST);
IF	COND('#OV_RETC	=		OK');
EXECUTE	SUBROUTINE(WTOD);
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('ERROR:	Unable	to	list	specified	directory	');
ENDIF;
ENDROUTINE;
**********;
SUBROUTINE	NAME(DELETE_FIL);
DEFINE	FIELD(#OV_MBA)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1);
DEFINE	FIELD(#OV_MSG)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(100);



GET_ENTRY	NUMBER(#OV_SELECT)	FROM_LIST(#DLIST);
IF	COND('#ov_isdir	=	Y');
MESSAGE	MSGTXT('Selected	object	is	a	directory	and	cannot	be	deleted');
ELSE;
USE	BUILTIN(BCONCAT)	WITH_ARGS('Confirm	that	file'	#OV_NAME	'is	to	deleted')	TO_GET(#OV_MSG);
USE	BUILTIN(OV_MESSAGE_BOX)	WITH_ARGS(#OV_MSG	'Delete	File'	YN	Q)	TO_GET(#OV_MBA);
IF	COND('#OV_MBA	=	Y');
USE	BUILTIN(TCONCAT)	WITH_ARGS(#OV_DIRECT	'\'	#OV_NAME)	TO_GET(#OV_MSG);
USE	BUILTIN(OV_FILE_SERVICE)	WITH_ARGS(REMOVE_FILE	#OV_MSG)	TO_GET(#OV_RETC);
IF	COND('#OV_RETC	=		OK');
EXECUTE	SUBROUTINE(LOAD_DIR);
MESSAGE	MSGTXT('File	successfully	deleted');
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('ERROR	:	Attempt	to	delete	file	failed');
ENDIF;
ENDIF;
ENDIF;
ENDROUTINE;
**********;
SUBROUTINE	NAME(WTOD);
CLR_LIST	NAMED(#DLIST);
CHANGE	FIELD(#OV_BYTES)	TO(0);
SELECTLIST	NAMED(#WLIST);
CHANGE	FIELD(#OV_BYTES)	TO('#ov_bytes	+	#ov_size');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#DLIST)	WITH_MODE(*DISPLAY);
ENDSELECT;
ENDROUTINE;
	



OV_INDEXED_SPACE
	注：組み込み関数の規則
索引付きスペースを定義、操作できます。
警告：このファンクションでは、RDMLXフィールドはサポートされま
せん。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

989

必要なDLL：U_BIF989.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

索引付きスペースに対し
て実行する操作のタイプ

1 50 	 	



以下のいずれかの値とし
て渡します。
CREATE		新しい索引付
きスペースを作成する
INSERT		索引付きスペー
スに新しい項目を無条件
に挿入する

PUT		索引付きスペース
に新しい項目を挿入する
か、既存の項目を更新す
る
GET		索引付きスペース
から項目を取得する
FIRST		索引付きスペース
の最初の項目を取得する

NEXT		索引付きスペース
の次の項目を取得する
DESTROY		索引付きス
ペースを破棄し、それに
関連するシステム・リ
ソースを解放する
この組み込み関数は、要
求された索引付きスペー
ス操作の最初の文字(すな
わち、C、I、P、G、F、
N、D)のみを検証し、そ
れに基づいて操作を実行
しますが、RDMLファン
クションをわかりやすく
するために、完全な語
CREATE、INSERT、
PUT、GET、FIRST、
NEXT、およびDESTROY
を使用することをお勧め
します。

2 A 必 定義文字列または索引付 1 256 	 	



須 きスペースの識別子(また
はハンドル)。識別子(ま
たはハンドル)は、新しい
索引付きスペースを作成
したときに引数2で返さ
れる、索引付きスペース
を一意に識別する値で
す。
引数1の値
						この引数で渡す値：
CREATE		索引付きス
ペースの定義文字列。定
義文字列の詳細について
は、以下の情報を参照
その他の値		要求された
操作で使用する索引付き
スペースの識別子(または
ハンドル)	(識別子または
ハンドルは、新しい索引
付きスペースを作成した
ときに戻り値2で返され
る値。この値により、使
用する索引付きスペース
が一意に識別される)

3 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

4 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

5 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操

1 256 	 	



作では無視されます。

6 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

7 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

8 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

9 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

10 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

11 A 任
意

定義文字列の続き

CREATE操作に対しての
み有効です。その他の操
作では無視されます。

1 256 	 	

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁

最
大
小
数
桁



数 数

1 A 必
須

標準戻りコード
OK	=	正常に完了した
NR	=	レコードが見つか
らなかった
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

2 A 任
意

返された索引付きスペー
スの識別子またはハンド
ル
この戻り値は、引数1と
して、作成された索引付
きスペースの識別子(また
はハンドル)を返す
CREATEを渡した場合は
必須です。

10 10 	 	

	

技術ノート

索引付きスペースと索引付きスペース定義文字列
索引付きスペースを作成する(すなわち、引数1としてCREATEを指定す
る)場合、引数2〜11で、索引付きスペースの定義文字列を指定する必要
があります。
引数2〜11は連結され(各引数の末尾ブランクは無視される)、以下のよう
な形式の単一の定義文字列になります。
name	keyword(value),	name	keyword(value),	name	keyword(value),	.......	name	keyword(value)
	
表記の説明：

									"name"は、リストを作成するRDMLファンクション内に定義されているか、そのRDML
ファンクションによって参照される有効なRDMLフィールドの名前です。

									"keyword"は、"name"で指定されたフィールドの用途を指定し、KEY、DATA、AVG、
MAX、MIN、COUNT、およびSUMのいずれかです。キーワードが指定されていない場合、
デフォルト・キーワードのDATAが使用されます。

									"value"は、リストを定義するRDMLファンクション内に定義されているか、そのRDML
ファンクションによって参照される有効なRDMLフィールドの名前を指定します。特定の
キーワード値についてのみ、そのキーワード操作を実行するフィールドを指定するために使
用します。すなわち、"..,	A	SUM(B),	.."は、索引付きスペース・フィールドAにフィールドB
のSUM	(すなわち合計)を保管するよう定義します。同様に、文字列"..,	X	AVG(Y),	.."は、索引



付きスペース・フィールドXにフィールドYの平均を保管するよう定義します。

「キーワード」AVG、MAX、MIN、およびSUMには、それに関連付け
る"value"が必要です。すなわち、AVG(value)、MAX(value)、
MIN(value)、およびSUM(value)という形式で指定する必要があります。
ここで、valueは、呼び出し元RDMLファンクションで定義されている
フィールドの名前です。
「キーワード」KEY、DATA、およびCOUNTには、それに関連付け
る"value"は必要ないため、必ずKEY()、DATA()、およびCOUNT()として
指定する必要があります。
索引付きスペースは、表またはグリッド形式での表示に最適です。
定義文字列では、索引付きスペース内の列とその使用方法を定義しま
す。以下の例は、この概念を示しています。
定義文字列：	deptment	key(),	deptdes
この場合、以下のように表示できます。

Department
(DEPTMENT)

Department	Description
(DEPTDESC)

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	

	 	
	

ここで、DEPTMENTは、テーブルまたはグリッドの各項目に対する単
一のキーです。この例では、"deptdesc"でデフォルト・キーワードであ
る"data()"が使用されることに注意してください。
定義文字列：deptment	key(),	section	key(),	secdesc
この場合、以下のように表示できます。

Department
(DEPTMENT)

Section
(SECTION)

Section	Description
(SECDESC)



	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	

	 	 	
	

ここで、DEPTMENTとSECTIONにより、テーブルまたはグリッドの各
項目ごとに1つの集合が作成されます。この例では、"secdesc"でデフォ
ルト・キーワードである"data()"が使用されることに注意してください。
定義文字列：	deptment	key(),	empasal	avg(salary),	empxsal	max(salary),
empmsal	min(salary)
この場合、以下のように表示できます。

Department
(DEPTMENT)

Average	Salary	
(EMPASAL)

Maximum	Salary	
(EMPXSAL)

Minimum	Salary
(EMPMSAL)

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	

	 	 	 	
	

ここで、DEPTMENTは、テーブルまたはグリッドの各項目に対する単
一のキーです。



OV_INDEXED_SPACEの使用に関する注意事項/規則/ガイドラ
イン

									索引付きスペースは、大量の情報を処理する「バッチ」形式のファンクションをサポー
トすることを主な目的として、以下の機能を提供するよう設計されています。

									複数レベルの要約情報を累計する最適な方法

									データベース行へのアクセスに伴うオーバーヘッドを負うことなく、情報の大規模な
リストにランダムに繰り返しアクセスする最適な方法(すなわち、ファンクションの開始
時に必要な情報を索引付きスペースにロードし、DBMSに直接アクセスするより効率的に
索引付きスペースに繰り返し(再)アクセスできる)

これらのタイプの使用例については、後の例を参照してください。
									索引付きスペースには、少なくとも1つのキー・フィールド/列が定義されている必要が
あります。

									索引付きスペースには、最大20個のキー・フィールド/列を定義できます。

									索引付きスペースには、少なくとも1つの非キー・フィールド/列が定義されている必要
があります。

									索引付きスペースには、最大100個の非キー・フィールド/列を定義できます。

									索引付きスペース定義内のすべてのキー・フィールド/列の合計バイト長は16Kを超える
ことはできません。この制限に近づきつつある場合は、アプリケーションの設計について製
品ベンダーに相談してください。

									索引付きスペース定義項目内のすべての非キー・フィールド/列の合計バイト長は16Kを
超えることはできません。この制限に近づきつつある場合は、アプリケーションの設計につ
いて製品ベンダーに相談してください。

									定義されたキーの重要性は、それが定義される順序に伴って低くなります。すなわち、
定義文字列が"aaa	key(),	bbb	key(),	ccc	key(),	xxx	data(),	yyy	data()"の場合、"aaa"が最も重要な
キーとして定義され、"ccc"が最も重要性の低いキーとして定義されます。

									キー定義は、定義文字列内の任意の位置に配置できますが、最初に配置するのが慣例で
す。

									事実上、索引付きスペースに配置できる項目数に制限はありませんが、索引付きスペー
スにより、割り当てられたシステム・メモリーが使用されることを常に念頭に置いておいて
ください。索引付きスペース内の項目数が増えるほど、システム・リソースの消費に対する
オーバーヘッドは大きくなります。ここで言う「事実上制限がない」とは、実際には、事実
上、システムが割り当てたり使用したりできるメモリー容量に制約されることを意味しま
す。

									操作FIRSTおよびNEXTでは、順次キー順アクセスがサポートされますが、これらの操
作を索引付きスペースで使用できるのは、索引付きスペース内の項目が63KB/6項目(Windows
3.1の場合)または32MB/6項目(その他の環境)未満の場合のみです。これは、(キー・フィール
ドの実際の合計長に関係なく)索引付き項目のキーを保管するために常に6バイトを要するた
めです。
FIRST/NEXT順次処理がサポートされる容量を超える索引付きスペースに対してこの処理を
実行しようとすると、特定のエラー・メッセージが表示され、アプリケーションが異常終了
します。GET、PUT、およびINSERT操作はこの制限を受けないため、事実上、その使用に関
して索引付きスペース内の項目数に関する制限はありません。



									索引付きスペースを使用できるのは、それを作成したファンクションのみです。索引付
きスペースの識別子(またはハンドル)は、簡単に他のファンクションに渡すことができます
が、他のファンクションがその索引付きスペースにアクセスしようとすると、アプリケー
ション・エラーが発生するか予期しない結果になる可能性があります。このような操作は行
わないでください。これは、索引付きスペースを作成(CREATE)するときに、作成元ファンク
ションに保管されたデータ・フィールドに対する固有のアクセス計画が作成されるためで
す。このアクセス計画は、作成元ファンクションに固有で、事実上、他のRDMLが使用する
ことはできません。

									ファンクション内でDESTROY操作を使用してください。ただし、特定のRDMLファン
クションが作成したすべての索引付きスペースは、そのファンクションの終了時に自動的に
破棄されます。

									CREATE操作で複数の定義文字列を使用する場合は、末尾ブランクが無視されることを
覚えておいてください。したがって、以下のようになります。

	USE	OV_INDEXED_SPACE	(CREATE	'A	KEY(),	B	KEY(),	C	'	'KEY(),	D	DATA(),	E	DATA()')
	

						上記のように指定した場合、文字列が連結されて定義文字列が作成
されるため、実行時にシンタックス・エラーが発生します。

	A	KEY(),	B	KEY(),	CKEY(),	D	DATA(),	E	DATA()
	
									索引付きスペースのキー・フィールドは、純粋なバイナリー・データとして扱われます
(また、ソートされます)。索引付きスペースには、Alpha、Packed、Signed、DBCSなどとして
のフィールド定義の概念がないため、どの操作でもこのことが考慮されません。

									PUT操作とINSERT操作はまったく異なる操作です。PUT操作は、索引付きスペース内に
指定のキーを持つ項目が存在しているかどうかを検査します。存在する場合、その項目が集
約され、適宜更新されます。存在しない場合は、新しい項目が作成されます。一方、INSERT
操作は検査を実行せず、無条件に新しい項目を作成します。
すなわち、作成する項目が固有であることがわかった上で、DBMSテーブルから索引付きス
ペースにデータをロードする場合は、PUTよりINSERTを使用する方が大幅に効率的です。

									INSERT操作を使用して、1つの索引付きスペースに重複したキー(すなわち、キー値が
まったく同じ複数の項目)を追加することができます。ただし、それによる影響や重複した
キーの処理順序は未確定で、プラットフォームによって異なる可能性があります。

									集約操作AVG()、MAX()、MIN()、SUM()、およびCOUNT()はすべて、最大有効桁数15
桁の精度で実行されます。

索引付きスペースでは、配列または配列索引を使用しないでください。

例
以下のRDMLファンクションの例(L4Wの自由形式のファンクション・
エディターにコピー/貼り付け可能)は、ランダム・アクセスにおける索
引付きスペースの相対的効率を示すために設計されています。このファ
ンクションを使用すると、最大100,000個の項目で構成される単純な索引
付きスペースを作成し、各項目を個別に検索することができます。



FUNCTION	OPTIONS(*LIGHTUSAGE	*DIRECT);
**********	COMMENT(Define	the	index	space	columns);
DEFINE	FIELD(#OV_KEY01)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
DEFINE	FIELD(#OV_KEY02)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
DEFINE	FIELD(#OV_KEY03)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
DEFINE	FIELD(#OV_DATA01)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0);
DEFINE	FIELD(#OV_DATA02)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0);
DEFINE	FIELD(#OV_DATA03)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0);
DEFINE	FIELD(#OV_TOTAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	EDIT_CODE(4);
**********	COMMENT(Define	the	loop	test	limits);
DEFINE	FIELD(#OV_MKEY01)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Outer	Loop')	EDIT_CODE(4);
DEFINE	FIELD(#OV_MKEY02)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Middle	Loop')	EDIT_CODE(4);
DEFINE	FIELD(#OV_MKEY03)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Inner	Loop')	EDIT_CODE(4);
**********	COMMENT(Define	other	variables);
DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_HANDLE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10);
**********	COMMENT(Create	the	indexed	space);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	'ov_key01	key(),	ov_key02	key(),	ov_key03	key(),'	'ov_data01,ov_data02,ov_data03')	TO_GET(#OV_RC	#OV_HANDLE);
**********	COMMENT(Request	details	of	how	the	list	is	to	be	initialized);
REQUEST	FIELDS(#OV_MKEY01	#OV_MKEY02	#OV_MKEY03);
BEGINCHECK;
CONDCHECK	FIELD(#OV_MKEY01)	COND('((#OV_MKEY01	*	#OV_MKEY02	*	#OV_MKEY03)	*LE	100000)')	MSGTXT('Loop	values	multiply	to	more	than	100000	iterations');
ENDCHECK;
**********	COMMENT(Initialize	the	indexed	space	);
CHANGE	FIELD(#OV_TOTAL)	TO(0);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY01)	TO(#OV_MKEY01);
CHANGE	FIELD(#OV_DATA01)	TO(#OV_KEY01);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY02)	TO(#OV_MKEY02);
CHANGE	FIELD(#OV_DATA02)	TO(#OV_KEY02);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY03)	TO(#OV_MKEY03);
CHANGE	FIELD(#OV_DATA03)	TO(#OV_KEY03);
CHANGE	FIELD(#OV_TOTAL)	TO('#OV_TOTAL	+	1');
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(INSERT	#OV_HANDLE)	TO_GET(#OV_RC);
END_LOOP;
END_LOOP;
END_LOOP;
**********;
MESSAGE	MSGTXT('Index	area	initialized.	Total	entry's	is	shown.	Click	OK	to	do	lookup	speed	test');
DISPLAY	FIELDS(#OV_TOTAL);



**********;
CHANGE	FIELD(#OV_TOTAL)	TO(0);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY01)	TO(#OV_MKEY01);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY02)	TO(#OV_MKEY02);
BEGIN_LOOP	USING(#OV_KEY03)	TO(#OV_MKEY03);
CHANGE	FIELD(#OV_TOTAL)	TO('#OV_TOTAL	+	1');
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OV_HANDLE)	TO_GET(#OV_RC);
IF	COND('(#OV_RC	*ne	OK)	*or	(#OV_DATA01	*ne	#OV_key01)		*or	(#OV_data02	*ne	#OV_key02)		*or	(#OV_data03	*ne	#OV_key03)');
MESSAGE	MSGTXT('Lookup	was	error	was	detected	for	key	values	shown');
REQUEST	FIELDS(#OV_KEY01	#OV_KEY02	#OV_KEY03	#OV_RC);
ENDIF;
END_LOOP;
END_LOOP;
END_LOOP;
MESSAGE	MSGTXT('Test	completed.	Total	number	of	lookup	tests	is	shown');
DISPLAY	FIELDS(#OV_TOTAL);
	
以下のRDMLファンクションの例は、索引付きスペースを使用して、従
業員給与情報の詳細を集約します。従業員給与情報の基礎として、
LANSA標準のデモンストレーション・ファイルPSLMSTを使用していま
す。
FUNCTION	OPTIONS(*LIGHTUSAGE	*DIRECT);
**********	COMMENT(Departmental	Summary	definitions);
DEFINE	FIELD(#OVTDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(2)	COLHDG('Total'	'Salary'	'Expenditure')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVXDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Maximum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVNDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Minimum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVADEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Average'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVCDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Total'	'Employees')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TO('deptment	key(),	ovtdepsal	sum(salary),	ovxdepsal	max(salary),	ovndepsal	min(salary),	ovadepsal	avg(salary),	ovcdepsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEF_LIST	NAME(#OVSDEPSAL)	FIELDS(#DEPTMENT	#OVTDEPSAL	#OVCDEPSAL	#OVXDEPSAL	#OVNDEPSAL	#OVADEPSAL);
**********;
DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
**********	COMMENT(Create	the	indexed	space);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC	#OVHDEPSAL);
**********	COMMENT((Pass	over	the	data	and	update	the	summary	details');
SELECT	FIELDS(#DEPTMENT	#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST);



USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDSELECT;
**********	COMMENT(Now	load/show	a	browse	list	with	the	results);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(FIRST	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
DOWHILE	COND('#OV_RC	=	OK');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSDEPSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(NEXT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDWHILE;
DISPLAY	BROWSELIST(#OVSDEPSAL);
**********	COMMENT(Destroy	the	indexed	space);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
	
以下のRDMLファンクションの例は、2つ目の索引付きスペースを使用
して全部門の情報を集約し、ユーザーに表示される集約リストの最後に
「総」計を追加することを除き、上記の例とまったく同じです。この例
は、複数の索引付きスペースを使用して、複数レベルの集約を実行する
方法を示しています。
FUNCTION	OPTIONS(*LIGHTUSAGE	*DIRECT);
**********	COMMENT(Departmental	Summary	definitions);
DEFINE	FIELD(#OVTDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(2)	COLHDG('Total'	'Salary'	'Expenditure')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVXDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Maximum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVNDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Minimum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVADEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Average'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVCDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Total'	'Employees')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TO('deptment	key(),	ovtdepsal	sum(salary),	ovxdepsal	max(salary),	ovndepsal	min(salary),	ovadepsal	avg(salary),	ovcdepsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEF_LIST	NAME(#OVSDEPSAL)	FIELDS(#DEPTMENT	#OVTDEPSAL	#OVCDEPSAL	#OVXDEPSAL	#OVNDEPSAL	#OVADEPSAL);
**********;
DEFINE	FIELD(#OVFGRAND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFGRAND)	TO('ovkgrand	key(),	ovtdepsal	sum(salary),	ovxdepsal	max(salary),	ovndepsal	min(salary),	ovadepsal	avg(salary),	ovcdepsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHGRAND)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEFINE	FIELD(#OVKGRAND)	REFFLD(#DEPTMENT)	LABEL('Invariant	Key')	DEFAULT('''*ALL''');
**********;
DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
**********	COMMENT(Create	the	indexed	spaces);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC	#OVHDEPSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFGRAND)	TO_GET(#OV_RC	#OVHGRAND);



**********	COMMENT((Pass	over	the	data	and	create	the	summary	indexes');
SELECT	FIELDS(#DEPTMENT	#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHGRAND)	TO_GET(#OV_RC);
ENDSELECT;
**********	COMMENT(Now	load/show	a	browse	list	with	the	results);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(FIRST	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
DOWHILE	COND('#OV_RC	=	OK');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSDEPSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(NEXT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDWHILE;
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OVHGRAND)	TO_GET(#OV_RC);
CHANGE	FIELD(#DEPTMENT)	TO(#OVKGRAND);
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSDEPSAL);
**********	COMMENT(Display	the	results);
DISPLAY	BROWSELIST(#OVSDEPSAL);
**********	COMMENT(Destroy	the	indexed	space);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHGRAND)	TO_GET(#OV_RC);
	
以下のRDMLファンクションの例も、上記の2つの例によく似ています
が、さらに2つの索引付きスペースを使用して、さらに2つの集約リスト
を生成します。2番目の集約リストは部門/部課別、3番目のリストは給
与別(すなわち、特定の給与額を得ている従業員数の分布)です。
FUNCTION	OPTIONS(*LIGHTUSAGE	*DIRECT);
**********	COMMENT(Departmental	Summary	definitions);
DEFINE	FIELD(#OVTDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(2)	COLHDG('Total'	'Salary'	'Expenditure')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVXDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Maximum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVNDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Minimum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVADEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Average'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVCDEPSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Total'	'Employees')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFDEPSAL)	TO('deptment	key(),	ovtdepsal	sum(salary),	ovxdepsal	max(salary),	ovndepsal	min(salary),	ovadepsal	avg(salary),	ovcdepsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHDEPSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEF_LIST	NAME(#OVSDEPSAL)	FIELDS(#DEPTMENT	#OVTDEPSAL	#OVCDEPSAL	#OVXDEPSAL	#OVNDEPSAL	#OVADEPSAL);
**********	COMMENT(Section	Summary	definitions);
DEFINE	FIELD(#OVTSECSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(15)	DECIMALS(2)	COLHDG('Total'	'Salary'	'Expenditure')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVXSECSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Maximum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);



DEFINE	FIELD(#OVNSECSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Minimum'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVASECSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(11)	DECIMALS(2)	COLHDG('Average'	'Salary')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVCSECSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Total'	'Employees')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVFSECSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFSECSAL)	TO('deptment	key(),	section	key(),	ovtdepsal	sum(salary),	ovxdepsal	max(salary),	ovndepsal	min(salary),	ovadepsal	avg(salary),	ovcdepsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHSECSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEF_LIST	NAME(#OVSSECSAL)	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION	#OVTDEPSAL	#OVCDEPSAL	#OVXDEPSAL	#OVNDEPSAL	#OVADEPSAL);
**********	COMMENT(Salary	Distribution	Definitions);
DEFINE	FIELD(#OVCSALSAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	COLHDG('Total'	'Employees')	EDIT_CODE(3);
DEFINE	FIELD(#OVFSALSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(256)	DECIMALS(0)	COLHDG('Indexed'	'Space'	'Definition');
CHANGE	FIELD(#OVFSALSAL)	TO('salary	key(),		ovcsalsal	count()');
DEFINE	FIELD(#OVHSALSAL)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Space	Handle');
DEF_LIST	NAME(#OVSSALSAL)	FIELDS(#SALARY	#OVCSALSAL);
**********;
DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
**********	COMMENT(Create	the	indexed	space);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC	#OVHDEPSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFSECSAL)	TO_GET(#OV_RC	#OVHSECSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OVFSALSAL)	TO_GET(#OV_RC	#OVHSALSAL);
**********	COMMENT((Pass	over	the	data	and	create	the	summary	indexes');
SELECT	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION	#SALARY)	FROM_FILE(PSLMST);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHSECSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(PUT	#OVHSALSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDSELECT;
**********	COMMENT(Now	load/show	a	browse	list	with	the	results);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(FIRST	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
DOWHILE	COND('#OV_RC	=	OK');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSDEPSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(NEXT	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDWHILE;
DISPLAY	BROWSELIST(#OVSDEPSAL);
**********	COMMENT(Now	load/show	a	browse	list	with	the	results);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(FIRST	#OVHSECSAL)	TO_GET(#OV_RC);
DOWHILE	COND('#OV_RC	=	OK');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSSECSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(NEXT	#OVHSECSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDWHILE;
DISPLAY	BROWSELIST(#OVSSECSAL);



**********	COMMENT(Now	load/show	a	browse	list	with	the	results);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(FIRST	#OVHSALSAL)	TO_GET(#OV_RC);
DOWHILE	COND('#OV_RC	=	OK');
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OVSSALSAL);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(NEXT	#OVHSALSAL)	TO_GET(#OV_RC);
ENDWHILE;
DISPLAY	BROWSELIST(#OVSSALSAL);
**********	COMMENT(Destroy	the	indexed	spaces);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHDEPSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHSECSAL)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(DESTROY	#OVHSALSAL)	TO_GET(#OV_RC);
	
以下のRDMLファンクションの例は、索引付きリストを使用して、大量
の情報を処理する「バッチ」形式のジョブにおけるアプリケーションの
パフォーマンスを向上させる方法を示すよう設計されています。
論理的には、このファンクションの「エンジン」ループは以下のとおり
です。
			BEGIN_LOOP	TO(#OV_ITER);
						SELECT	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTMENT	#SECTION)	FROM_FILE(PSLMST);
									FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT);
									FETCH	FIELDS(#SECDESC)	FROM_FILE(SECTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT	#SECTION);
						ENDSELECT;
			END_LOOP;
	
このループでは、付属の標準デモンストレーション・テーブルPSLMST
に含まれるすべての従業員を選択します(指定の回数だけ繰り返しま
す)。これは、「バッチ」ジョブに典型的な多数のレコードの処理をエ
ミュレートするための処理です。
選択された各行について、DEPATBおよびSECTABテーブルから、関連
付けられた部門および部署の記述を取得します。
ただし、実際には「エンジン」ループは以下のようにコーディングされ
ています。
			BEGIN_LOOP	TO(#OV_ITER);
						SELECT	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTMENT	#SECTION)	FROM_FILE(PSLMST);
									IF	COND(*USEINDEX);
												USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OV_DEPTAB)	TO_GET(#OV_RC);
												USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OV_SECTAB)	TO_GET(#OV_RC);



									ELSE;
												FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT);
												FETCH	FIELDS(#SECDESC)	FROM_FILE(SECTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT	#SECTION);
									ENDIF;
						ENDSELECT;
			END_LOOP;
	
これにより、DBMS	(すなわち、FETCHコマンド)または索引付きスペー
ス(すなわち、USE	OV_INDEXED_SPACEコマンド)を使用してエンジ
ン・ループを実行し、部門および部署の記述を取得することができま
す。これを行うことで、情報を検索する際に索引付きスペースによって
得られる、完全なDBMSアクセスを超える速度という利点を確認できま
す。
完全なRDMLファンクション例は以下のとおりです。
部門および部署の記述の詳細を取得するために、DBMS	(Dを指定)また
は索引付きスペース(Iを指定)を使用して、「エンジン」ループを1〜20
回反復することができます。ファンクションの開始時には、すべての部
門および部署の記述が、それに関連付けられた索引付きスペースにロー
ドされています。
FUNCTION	OPTIONS(*LIGHTUSAGE	*DIRECT);
**********	COMMENT(Define	and	load	the	department	indexed	space);
DEFINE	FIELD(#OV_DEPDEF)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('Dept	Index');
CHANGE	FIELD(#OV_DEPDEF)	TO('deptment	key(),	deptdesc');
DEFINE	FIELD(#OV_DEPTAB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Index	Handle');
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OV_DEPDEF)	TO_GET(#OV_RC	#OV_DEPTAB);
SELECT	FIELDS(#DEPTMENT	#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(INSERT	#OV_DEPTAB)	TO_GET(#OV_RC);
ENDSELECT;
**********	COMMENT(Define	and	load	the	section	indexed	space);
DEFINE	FIELD(#OV_SECDEF)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('	Section	Index');
CHANGE	FIELD(#OV_SECDEF)	TO('deptment	key(),	section	key(),	secdesc');
DEFINE	FIELD(#OV_SECTAB)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(10)	LABEL('Index	Handle');
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(CREATE	#OV_SECDEF)	TO_GET(#OV_RC	#OV_SECTAB);
SELECT	FIELDS(#DEPTMENT	#SECTION	#SECDESC)	FROM_FILE(SECTAB);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(INSERT	#OV_SECTAB)	TO_GET(#OV_RC);
ENDSELECT;
**********	COMMENT(Define	other	variables);
OVERRIDE	FIELD(#GIVENAME)	LENGTH(10);



DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
DEFINE	FIELD(#OV_MODE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	LABEL('Mode	(D/I)')	DEFAULT(D);
DEFINE	FIELD(#OV_ITER)	TYPE(*DEC)	LENGTH(3)	DECIMALS(0)	LABEL('Iterations')	EDIT_CODE(3)	DEFAULT(5);
DEFINE	FIELD(#OV_TOTAL)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('PSLMST	Accesses')	EDIT_CODE(3);
DEF_COND	NAME(*USEINDEX)	COND('#OV_MODE	=	I');
DEF_LIST	NAME(#OV_LIST)	FIELDS(#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTDESC	#SECDESC)	COUNTER(#OV_TOTAL);
**********	COMMENT(Repeat	testing	until	cancelled);
BEGIN_LOOP;
**********	COMMENT(Request	and	validate	testing	details);
POP_UP	FIELDS((#OV_MODE	*IN)	(#OV_ITER	*IN))	EXIT_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO);
BEGINCHECK;
VALUECHECK	FIELD(#OV_MODE)	WITH_LIST(D	I)	MSGTXT('Mode	must	be	D	(use	DBMS)	or	I	(use	indexed	space)');
RANGECHECK	FIELD(#OV_ITER)	RANGE((1	20))	MSGTXT(('Number	of	iterations	must	be	in	range	1	to	20'));
ENDCHECK;
**********	COMMENT(Repeat	the	test	for	the	number	of	iterations);
CLR_LIST	NAMED(#OV_LIST);
BEGIN_LOOP	TO(#OV_ITER);
SELECT	FIELDS(#EMPNO	#SURNAME	#GIVENAME	#DEPTMENT	#SECTION)	FROM_FILE(PSLMST);
IF	COND(*USEINDEX);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OV_DEPTAB)	TO_GET(#OV_RC);
USE	BUILTIN(OV_INDEXED_SPACE)	WITH_ARGS(GET	#OV_SECTAB)	TO_GET(#OV_RC);
ELSE;
FETCH	FIELDS(#DEPTDESC)	FROM_FILE(DEPTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT);
FETCH	FIELDS(#SECDESC)	FROM_FILE(SECTAB)	WITH_KEY(#DEPTMENT	#SECTION);
ENDIF;
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OV_LIST);
ENDSELECT;
END_LOOP;
**********	COMMENT(display	the	results);
DISPLAY	FIELDS(#OV_TOTAL)	BROWSELIST(#OV_LIST)	EXIT_KEY(*NO)	MENU_KEY(*NO)	PROMPT_KEY(*NO);
END_LOOP;
	



OV_MESSAGE_BOX
	注：組み込み関数の規則
メッセージ・ボックスを表示します。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

998

必要なDLL：U_BIF998.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

メッセージに表示するテ
キスト

1 256 	 	

2 A 任
意

メッセージ・ボックスに
表示するタイトル

1 40 	 	



デフォルトは、ファンク
ションの記述です。

3 A 任
意

有効にするボタン

O：[OK]
OC：[OK]および[キャン
セル]
C：[OK]	(現在サポート対
象外になっているOS2オ
ペレーティング・システ
ムの[キャンセル])
E：[OK]	(現在サポート対
象外になっているOS2オ
ペレーティング・システ
ムの[入力])
EC：[OK]および[キャン
セル]	(現在サポート対象
外になっているOS2オペ
レーティング・システム
の[入力]および[キャンセ
ル])
RC：[再試行]および[キャ
ンセル]
ARI：[中止]、[再試行]、
および[無視]
YN：[はい]および[いい
え]
デフォルトは"O"です。

1 3 	 	

4 A 任
意

メッセージ・ボックスに
表示するアイコン

B1：ボタン1
B2：ボタン2
B3：ボタン3
デフォルトは"B1"です。

1 1 	 	

	



戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

ユーザーが使用したボタ
ン

E：[入力]
O：[OK]
C：[キャンセル]
A：[中止]
R：[再試行]
I：[無視]
Y：[はい]
N：[いいえ]
X：エラー

1 1 	 	

	



OV_PASTE_CLIPBOARD
	注：組み込み関数の規則
クリップボードから作業リストに貼り付けます。
警告：このファンクションでは、RDMLXフィールドはサポートされま
せん。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

996

必要なDLL：U_BIF996.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

使用されたフィールド区
切り文字
T：タブ文字

1 1 	 	



C：カンマ文字
Other：ブランク文字
デフォルトは'T'です。

2 A 任
意

英数字フィールドが引用
符で囲まれているかどう
か

Y：引用符で囲まれてい
る
N：引用符で囲まれてい
ない
デフォルトは'Y'です。

1 1 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 リ
ス
ト

必
須

クリップボードの項目を
貼り付ける先の作業リス
トの名前

2 10 	 	

2 A 必
須

リストへの貼り付けが成
功したかどうかを示す戻
り値

OK：貼り付けが成功した
ER：貼り付けが成功しな
かった

2 2 	 	

技術ノート
クリップボードから貼り付けられるデータ内の改行文字は、作業リスト
の各項目の終わりを表します。
データに存在しないリスト項目フィールドは、ブランクまたは0に初期
化されます。



OV_POST_CLIPBOARD
	注：組み込み関数の規則
作業リストをクリップボードにコピーします。
警告：このファンクションでは、RDMLXフィールドはサポートされま
せん。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

995

必要なDLL：U_BIF995.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 リ
ス
ト

必
須

クリップボードに項目を
コピーする元の作業リス
トの名前

	 	 	 	



2 A 任
意

使用するフィールド区切
り文字
T：タブ文字
C：カンマ文字
N：改行文字
Other：ブランク文字
デフォルトは'T'です。

1 1 	 	

3 A 任
意

英数字フィールドを引用
符で囲むかどうか

Y：引用符で囲む
N：引用符で囲まない
デフォルトは'Y'です。

1 1 	 	

4 A 任
意

改行を追加するかどうか

Y：各項目の後に改行を
追加する
N：最後の項目に改行を
追加しない
デフォルトは'Y'です。

1 1 	 	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

リストのコピーがが成功
したかどうかを示す戻り
値

OK：コピーが成功した
ER：コピーが成功しな
かった

2 2 	 	



OV_QUERY_SYS_INFO
	注：組み込み関数の規則
クエリー・システム構成情報
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

993

必要なDLL：U_BIF993.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

照会する情報

以下のいずれかの値とし
て渡します。
SYS_DRIV

1 256 	 	



SYS_DIR
SYS_DIR_EXECUTE
SYS_DIR_SOURCE
SYS_DIR_OBJECT
PART_DRIV
PART_DIR
PART_DIR_EXECUTE
PART_DIR_SOURCE
PART_DIR_OBJECT
TEMP_DRIV
TEMP_DIR
DRIV_LIST

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最
小
長

最
大
長

1 A 必
須

返される情報

SYS_DRIV		LANSAシステムが存在するドライブ
が、ドライブ文字とコロンとして返されます(例：
C:、D:、E:)。
SYS_DIR		LANSAシステムが存在するルート・
ディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\)。
SYS_DIR_EXECUTE		LANSAシステムのEXECUTE
オブジェクトが存在するディレクトリが返されま
す(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\EXECUTE\)。
SYS_DIR_SOURCE		LANSAシステムのSOURCEオ
ブジェクトが存在するディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\SOURCE\)。

1 256



SYS_DIR_OBJECT		LANSAシステムのOBJECTオ
ブジェクトが存在するディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\OBJECT\)。
PART_DRIV		LANSAシステムが存在する現在の区
画のドライブが、ドライブ文字とコロンとして返
されます(例C:、D:、E:)。
PART_DIR		システムが存在する現在の区画のルー
ト・ディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\)。
PART_DIR_EXECUTE		EXECUTEオブジェクトが
存在する現在の区画のディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\EXECUTE\)。
PART_DIR_SOURCE		SOURCEオブジェクトが存
在する現在の区画のディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\SOURCE\)。
PART_DIR_OBJECT		OBJECTオブジェクトが存在
する現在の区画のディレクトリが返されます
(例：D:\X_WIN95\X_LANSA\X_DEM\OBJECT\)。
TEMP_DRIV		一時ファイル/オブジェクトが作成さ
れるドライブが、ドライブ文字とコロンとして返
されます(例：C:、D:、E:)。
TEMP_DIR		一時ファイル/オブジェクトが作成さ
れるディレクトリが返されます(例：D:\TEMP\)。
DRIV_LIST		戻り値2の作業リストが返されます。
この値(戻り値1)は、DRIV_LIST要求を行うときに
ダミー引数として渡す必要があります。

2 リ
ス
ト

任
意

返された情報が保持される作業リスト。現時点で
は、DRIV_LIST要求の場合のみ必要です。
DRIV_LIST要求に対して返される作業リストのレ
イアウトと形式については、以下の例を参照して
ください。

N/A 	

	

例
以下のRDMLファンクションの例(CS/400の自由形式のファンクション・
エディターでコピー/貼り付け可能)は、可能性のあるドライブ/パスのす



べての組み合わせを照会して表示します。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(SYS_DRIV);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(SYS_DIR);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(SYS_DIR_EXECUTE);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(SYS_DIR_OBJECT);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(SYS_DIR_SOURCE);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(PART_DRIV);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(PART_DIR);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(PART_DIR_EXECUTE);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(PART_DIR_OBJECT);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(PART_DIR_SOURCE);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(TEMP_DRIV);
EXECUTE	SUBROUTINE(SHOW_INFO)	WITH_PARMS(TEMP_DIR);
**********	COMMENT(Display	subroutine);
SUBROUTINE	NAME(SHOW_INFO)	PARMS(		OV_QUERY);
DEFINE	FIELD(#OV_QUERY)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50);
DEFINE	FIELD(#OV_RESULT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50);
USE	BUILTIN(OV_QUERY_SYS_INFO)	WITH_ARGS(#OV_QUERY)	TO_GET(#OV_RESULT);
DISPLAY	FIELDS(#OV_QUERY	#OV_RESULT);
ENDROUTINE;
	
以下の例は、現在のPCに接続されているすべてのディスク・ドライブの
ドライブ文字とドライブ・タイプを表示します。ドライブ・タイプは
REM	(取り外し可能ドライブ)、FIX	(ハード・ドライブ)、NET	(ネット
ワーク・ドライブ)、CD	(CD-ROMドライブ)、またはRAM	(RAMドライ
ブ)として返されることに注意してください。
Windows	3.1環境では、使用可能なドライブの分類はタイプREM、FIX、
NETのみです。
Windows	95/NT環境では、使用可能なドライブの分類はタイプREM、
FIX、NET、CD、またはRAMのみです。
また、この例では、ドライブ文字がchar(2)としてA:、B:などの形式で返
されることに注意してください。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_RESULT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50);
DEFINE	FIELD(#OV_DRIVE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3);



DEF_LIST	NAME(#OV_DRIVD)	FIELDS(#OV_DRIVE	#OV_TYPE);
DEF_LIST	NAME(#OV_DRIVW)	FIELDS(#OV_DRIVE	#OV_TYPE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(26);
**********	COMMENT(Extract	list	off	drives	and	display);
USE	BUILTIN(OV_QUERY_SYS_INFO)	WITH_ARGS(DRIV_LIST)	TO_GET(#OV_RESULT	#OV_DRIVW);
CLR_LIST	NAMED(#OV_DRIVD);
SELECTLIST	NAMED(#OV_DRIVW);
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OV_DRIVD);
ENDSELECT;
DISPLAY	BROWSELIST(#OV_DRIVD);
	
以下の例は、対象のドライブ・タイプをREM、FIX、NET、またはALL
として指定するよう要求し、要求されたタイプのすべてのドライブをド
ロップダウンに表示します。この例では、ドライブ文字がchar(1)として
A、B、Cなどの形式で返されることに注意してください。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_RESULT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50);
DEFINE	FIELD(#OV_DRIVE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)	INPUT_ATR(DDHD);
DEFINE	FIELD(#OV_WDRIVE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1);
DEFINE	FIELD(#OV_TYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3);
DEFINE	FIELD(#OV_WTYPE)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3);
DEFINE	FIELD(#OV_RC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2);
DEFINE	FIELD(#OV_WCOUNT)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	DEFAULT(*zero);
DEF_LIST	NAME(#OV_DRIVW)	FIELDS(#OV_WDRIVE	#OV_WTYPE)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(26);
DEF_COND	NAME(*SHOWDRIV)	COND('#OV_wcount	*gt	0');
**********	COMMENT(Request	type	to	be	shown	in	Drop	Down);
BEGIN_LOOP;
REQUEST	FIELDS(#OV_TYPE	(#OV_DRIVE	*SHOWDRIV));
BEGINCHECK;
VALUECHECK	FIELD(#OV_TYPE)	WITH_LIST('REM'	'FIX'	'NET'	'ALL')	MSGTXT('Type	must	be	REM,	FIX,	NET	or	ALL');
ENDCHECK;
**********	COMMENT(Extract	list	off	drives	and	display);
USE	BUILTIN(OV_QUERY_SYS_INFO)	WITH_ARGS(DRIV_LIST)	TO_GET(#OV_RESULT	#OV_DRIVW);
USE	BUILTIN(DROP_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDHD)	TO_GET(#OV_RC);
CHANGE	FIELD(#OV_WCOUNT	#OV_DRIVE)	TO(*NULL);
SELECTLIST	NAMED(#OV_DRIVW);
IF	COND('(#OV_type	=	#OV_wtype)	*or	(#OV_type	=	ALL)');
CHANGE	FIELD(#OV_WCOUNT)	TO('#OV_wcount	+	1');
USE	BUILTIN(ADD_DD_VALUES)	WITH_ARGS(DDHD	*BLANKS	#OV_WDRIVE)	TO_GET(#OV_RC);



IF_NULL	FIELD(#OV_DRIVE);
CHANGE	FIELD(#OV_DRIVE)	TO(#OV_WDRIVE);
ENDIF;
ENDIF;
ENDSELECT;
IF	COND('#OV_wcount	<=	0');
MESSAGE	MSGTXT('No	drives	of	the	requested	type	exist	on	(or	are	accessible	to)	this	system');
ENDIF;
END_LOOP;
	



OV_SLEEP
	注：組み込み関数の規則
プログラムを指定ミリ秒数だけ一時停止します。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

986

必要なDLL：U_BIF986.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 N 必
須

待機する時間(ミリ秒単
位)

1 15 0 0

	

戻り値



番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

常に空で返されます。 2 2 	 	

	

技術ノート
Linuxでは、待機時間がミリ秒単位から秒単位に変換されます。

例
実行を5秒間停止するには、以下のコマンドを使用します。
USE	BUILTIN(OV_SLEEP)	WITH_ARGS(5000)	



OV_SOUND_ALARM
	注：組み込み関数の規則
デバイスのアラームを鳴らします。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

999

必要なDLL：U_BIF999.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

アラーム・オプション

W：警告
E：エラー
N：注意

1 1 	 	



デフォルトは'N'です。
	

戻り値
戻り値はありません。



OV_SYSTEM_SERVICE
	注：組み込み関数の規則
基本的なシステム・サービスを実行します。
注:この組み込み関数は、アプリケーションへの影響を考慮した上で
ユーザーの責任において使用してください。明示的か暗黙的かを問わ
ず、いかなる保証もありません。「免責事項」全文を参照してくださ
い。

ファンク
ション番
号：

991

必要なDLL：U_BIF991.DLL
	

各製品の対応

Visual	LANSA	for	Windows 使用
可

Visual	LANSA	for	Linux 使用
不可

LANSA/AD 使用
不可

	

引数

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 必
須

必要なシステム・サービ
スのタイプ

以下のいずれかの値とし
て渡します。

1 50 	 	



START		別の(LANSA以外
の)アプリケーションを実
行します。
START_LANSA		別の
LANSAアプリケーション
の実行を開始します。

START_UNIQUE		別の
(LANSA以外の)アプリ
ケーションが開始されて
いない場合に実行しま
す。

2 A 任
意

要求サービス引数1
引数1の値
						この引数で渡す値：
START		開始するアプリ
ケーション(.EXE)の名前
完全修飾名(すなわち、パ
ス情報付き)を指定するこ
とも、.EXE名のみを指定
することもできます。名
前に.EXE接尾辞を付けな
い場合、.EXE接尾辞が自
動的に追加されます。

START_LANSA		独立し
た別のシステム・プロセ
ス/ジョブとして開始する
LANSAプロセス、プロセ
スとファンクション、ま
たはフォームの名前
この値は、必ず
PROC=PPPPPPPPPPまた
は以下の形式で渡しま
す。
PROC=PPPPPPPPPP
FUNC=FFFFFFFまたは
FORM=OOOOOOOOOO

1 256 	 	



(ここで、PPPPPPPPPPは
プロセス名、FFFFFFFは
ファンクション名、
OOOOOOOOOはフォー
ム名)
いかなる場合も、この引
数にX_RUNパラメータ以
外のものを

含めないでください(例：
PART=PPP、
DBID=XXXX)。
START_UNIQUE		開始さ
れていない場合に開始す
るアプリケーション
(EXE)の名前。このサー
ビスは、MS	Windows環
境でのみ使用できます。
完全修飾名(すなわち、パ
ス情報付き)を使用しない
でください。必ず.EXE名
のみを使用してくださ
い。名前に.EXE接尾辞を
付けない場合、.EXE接尾
辞が自動的に追加されま
す。

注：引数1がSTARTまた
はSTART_UNIQUE、引数
2がLCOADM32または
LCOADM32.EXE	(完全修
飾パスなし)の場合、
LANSA\Connect内で
LCOADM32.EXEが検索
されます。

3 A 任
意

要求サービス引数2
引数1の値
						この引数で渡す値：

1 256 	 	



START		開始するアプリ
ケーションに渡すパラ
メータ
LANSA		この引数は不
要。指定した値はすべて
無視される

START_UNIQUE		開始す
る必要がある場合にアプ
リケーションに渡すパラ
メータ

	

戻り値

番
号
タ
イ
プ

必
須/
任
意

説明 最小
長

最
大
長

最
小
小
数
桁
数

最
大
小
数
桁
数

1 A 任
意

基本戻りコード
OK	=	完了した(正常)
ER	=	エラーが発生した

2 2 	 	

2 N 任
意

拡張エラー・コード
これは、(使用可能な場合
は)エラー処理またはエ
ラー・レポートに役立つ
オペレーティング・シス
テムのエラー・コードで
す。

	 	 	 	

3 リ
ス
ト

任
意

以下の値として返されま
す。
OK	=	正常に完了した
ER	=	エラーが発生した
特定の引数1の値に対し
てのみ以下のように返さ
れます。

	 	 	 	



START		返されない
START_LANSA		返され
ない

START_UNIQUE		返され
ない

	

例
以下のRDMLファンクションの例(L4Wの自由形式のファンクション・
エディタにコピー/貼り付け可能)は、プログラム(EXE)名とそのプログラ
ムに渡すパラメータを指定するよう要求します。その後、指定されたプ
ログラムの実行開始が試行されます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_PGM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('Program');
DEFINE	FIELD(#OV_PARMS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('Parameters')	INPUT_ATR(LC);
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
DEFINE	FIELD(#OV_ERRN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Error	Code');
**********;
BEGIN_LOOP;
REQUEST	FIELDS(#OV_PGM	#OV_PARMS	(#OV_RETC	*OUT)	(#OV_ERRN	*OUT));
USE	BUILTIN(OV_SYSTEM_SERVICE)	WITH_ARGS(START	#OV_PGM	#OV_PARMS)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRN);
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('Program	started');
ELSE;
MESSAGE	MSGTXT('Error	detected	when	attempting	to	start	program');
ENDIF;
END_LOOP;
	
以下のRDMLファンクションの例は、最大100行のテキストを指定する
よう要求します。指定された行はファイルに転送され、作成されたファ
イルに対してEPM	(OS/2)またはノートパッド(Windows)ソース行エディ
ターが開始されます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_TEMP)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Temp	File	Name')	DEFAULT('C:\TEMP.TXT');
DEFINE	FIELD(#OV_EDITOR)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Editor	Name');
IF	COND('*CPUTYPE	=	OS2');
CHANGE	FIELD(#OV_EDITOR)	TO(EPM);
ELSE;



CHANGE	FIELD(#OV_EDITOR)	TO(NOTEPAD);
ENDIF;
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
DEFINE	FIELD(#OV_TEXT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(70)	COLHDG('Text	Details');
DEF_LIST	NAME(#OV_LISTD)	FIELDS(#OV_TEXT);
DEF_LIST	NAME(#OV_LISTW)	FIELDS(#OV_TEXT)	TYPE(*WORKING)	ENTRYS(100);
**********;
INZ_LIST	NAMED(#OV_LISTD)	NUM_ENTRYS(100)	WITH_MODE(*CHANGE);
MESSAGE	MSGTXT('Type	in	lines	of	text	to	be	edited');
REQUEST	BROWSELIST(#OV_LISTD);
SELECTLIST	NAMED(#OV_LISTD)	GET_ENTRYS(*NOTNULL);
ADD_ENTRY	TO_LIST(#OV_LISTW);
ENDSELECT;
USE	BUILTIN(TRANSFORM_LIST)	WITH_ARGS(#OV_LISTW	#OV_TEMP	C	B	Y)	TO_GET(#OV_RETC);
USE	BUILTIN(OV_SYSTEM_SERVICE)	WITH_ARGS(START	#OV_EDITOR	#OV_TEMP);
	
以下のRDMLファンクションの例は、プログラム(.EXE)名とそのプログ
ラムに渡すパラメータを指定するよう要求します。その後、指定された
プログラムの実行開始が試行されます。アプリケーションは、STARTま
たはSTART_UNIQUEオプションを使用して開始できます。これによ
り、すでにアクティブになっているプログラムを開始するときに、これ
らのオプションの違いを確認できます。
FUNCTION	OPTIONS(*DIRECT);
DEFINE	FIELD(#OV_PGM)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('Program')	DEFAULT('NOTEPAD.EXE');
DEFINE	FIELD(#OV_PARMS)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(50)	LABEL('Parameters')	INPUT_ATR(LC);
DEFINE	FIELD(#OV_RETC)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(2)	LABEL('Return	Code');
DEFINE	FIELD(#OV_ERRN)	TYPE(*DEC)	LENGTH(7)	DECIMALS(0)	LABEL('Error	Code');
DEFINE	FIELD(#OV_REQUST)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(20)	LABEL('Start	Type')	DEFAULT(START_UNIQUE);
**********;
BEGIN_LOOP;
REQUEST	FIELDS(#OV_REQUST	#OV_PGM	#OV_PARMS	(#OV_RETC	*OUT)	(#OV_ERRN	*OUT));
BEGINCHECK;
VALUECHECK	FIELD(#OV_REQUST)	WITH_LIST(START	START_UNIQUE)	MSGTXT('Request	value	must	be	START	or	START_UNIQUE');
ENDCHECK;
USE	BUILTIN(OV_SYSTEM_SERVICE)	WITH_ARGS(#OV_REQUST	#OV_PGM	#OV_PARMS)	TO_GET(#OV_RETC	#OV_ERRN);
IF	COND('#OV_RETC	=	OK');
MESSAGE	MSGTXT('Program	started	or	it	is	already	started');
ELSE;



MESSAGE	MSGTXT('Error	detected	when	attempting	to	start	program');
ENDIF;
END_LOOP;
	



7.25.1	DEFINEのパラメータ
COLHDG
DECIMALS
DEFAULT
DESC
EDIT_CODE
EDIT_WORD
FIELD
INPUT_ATR
LABEL
LENGTH
OUTPUT_ATR
REFFLD
SHIFT
TO_OVERLAY
TYPE

FIELD
定義するフィールドの名前を指定します。フィールド名の先頭文字は、
#でなければなりません。また、LANSAデータ・ディクショナリに定義
されている名	前は使用できません。さらに、このファンクション内で定
義されているグループまたはリストの名前も使用できません。SQLxxx
のようなフィールド名の使	用も避けてください。SQL(Structured	Query
Language)機能を使用するファンクション(コマンドSELECT_SQL)で、問
題が生じる可能性があります。

TYPE
定義するフィールドのタイプを指定します。以下の値を指定できます。

									*BIN：	Binaryタイプの作業フィールドが定義されます。

									*BOOLEAN：	Booleanタイプの作業フィールドが定義されます。Booleanタイプ使用での
有効値は、TrueおよびFalse（大文字、小文字を区別しませ	ん）、もしくは1および0（ゼロ）
です。

									*CHAR：	Alphaタイプの作業フィールドが定義されます。

									*DATE：	Dateタイプの作業フィールドが定義されます。

									*DATETIME：	Datetimeタイプの作業フィールドが定義	されます。



									*DEC	または同義の*PACKED：Packedタイプの作業フィールドが定義されます。

									*FLOAT：	Floatタイプの作業フィールドが定義されます。

									*INT：	Integerタイプの作業フィールドが定義されます。

									*NVARCHAR：	Nvarcharタイプの作業フィールドが定義されます。

									*REFFLD：	REFFLDパラメータの参照フィールドのタイプが使用されます。

									*SIGNED：	Signedタイプの作業フィールドが定義されます。

									*STRING：	Stringタイプの作業フィールドが定義されます。

									*TIME：	Timeタイプの作業フィールドが定義されます。

ファンクションまたはコンポーネントがRDMLXに対応していない場
合、有効なタイプは*REFFLD、*DEC、および*CHARのみです。
REFFLDパラメータが*NONE以外で、参照フィールドがRDMLXフィー
ルドの場合、TYPEパラメータでは*REFFLDを指定する必要がありま
す。
REFFLDパラメータが*NONE以外で、参照フィールドがRDMLフィール
ドの場合、TYPEパラメータに設定できる値は、*REFFLD、	*DEC、ま
たは*CHARのみです。ただし、*REFFLD以外のタイプを指定すると、
リポジトリ・フィールドの基本的な考え方が役立たなくなるため、	この
ような指定はお勧めしません。

LENGTH
定義するフィールドの長さを指定します。値*REFFLDを指定した場合、
REFFLDパラメータで指定されたフィールドと同じ長さになります。許
容され	るフィールド長の詳細については、「フィールド・タイ	プ」を
参照してください。

タイプ Lengthパラメータに	関する注意事項

*REFFLD *REFFLD、	または参照フィールドの基となるフィー
ルド・タイプに有効な任意の値

*DEC	また
は同義の
*PACKED

LENGTH	(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できます。
REFFLD	パラメータが指定され、それがRDMLフィー
ルドの場合、フィールド長を31桁以上に変更すると、
作業フィールドがRDMLXフィールドになります。

*CHAR LENGTH	(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できます。

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0015.htm


*STRING LENGTH(*REFFLD)	REFFLD(*NONE)を指定した場
合、フィールド長はデフォルトで256桁になります。

*SIGNED LENGTH	(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できます。
REFFLD	パラメータが指定され、それがRDMLフィー
ルドの場合、フィールド長を31桁以上に変更すると、
作業フィールドがRDMLXフィールドになります。

*BIN LENGTH	(*REFFLD)は、パラメータREFFLDが指定さ
れている場合のみ指定できます。

*DATE 日	付は固定サイズ(常に10桁)です。
桁	数の増減は*NONEでなければなりません。
増	減桁数は*NONEでなければなりません。

*TIME 時	刻は固定サイズ(常に8桁)です。
桁	数の増減は*NONEでなければなりません。
増	減桁数は*NONEでなければなりません。

*DATETIME 19、	21〜29
長	さによって、秒の小数部の桁数は異なってきます。
これについて明確にしておく必要があります。長さ19
桁は、秒の小数部がないことを意味し、21〜29桁	は、
秒の小数部の桁数が1〜9桁であることを意味します。
DECIMALSパラメータの影響は受けません。
LENGTH(*REFFLD)	REFFLD(*NONE)を指定した場
合、長さはデフォルトで、ISO標準である26桁(YYYY-
MM-DD	HH:MM:SS.ffffff)になります。
桁	数の増減は*NONEでなければなりません。
増	減桁数は*NONEでなければなりません。

「桁数の増減」値は、LENGTHパラメータで*REFFLDと組み合わせて使
用されます。このフィールドの目的は、REFFLDキーワードで指定され
た	フィールドから取得した長さの値を変更できるようにすることです。
指定できる値は、*PLUS、*MINUS、および*NONEです。*PLUSを指定
し	た場合、REFFLDフィールドの長さ属性の値が増加します。*MINUS
の場合は、REFFLDフィールドの長さ属性の値が減少します。*NONEを



指	定した場合、REFFLDフィールドの長さ属性の値は変わりません。
「増減桁数」値は、LENGTHパラメータで*REFFLD値と組み合わせて使
用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィールドの目
的は、	REFFLDフィールドの長さの値を増加または減少させる増分値ま
たは減分値を指定することです。このフィールドには、数値または値
*NONEを指定でき	ます。

DECIMALS
定義するフィールドの小数点以下桁数を指定します。この値は、タイプ
値*DECと組み合わせて使用されます。値*REFFLDを指定した場合、
REFFLDパラメータで指定されたフィールドと同じ小数点以下桁数が使
用されます。それ以外の場合は、0〜63の値を指定してください。
SignedおよびPacked以外のタイプのフィールドには、必ずDECIMALS(0)
またはDECIMALS(*REFFLD	*NONE	*NONE)を指定する必要がありま
す。
「桁数の増減」値は、DECIMALSパラメータで*REFFLDと組み合わせ
て使用されます。このフィールドの目的は、REFFLDキーワードで指定
さ	れたフィールドから取得した小数点以下桁数の値を変更できるように
することです。指定できる値は、*PLUS、*MINUS、および*NONEで
す。	*PLUSを指定した場合、REFFLDフィールドの小数点以下桁数属性
の値が増加します。*MINUSの場合は、REFFLDフィールドの小数点以
下桁	数属性の値が減少します。*NONEを指定した場合、REFFLDフィー
ルドの小数点以下桁数属性の値は変わりません。
「増減桁数」値は、小数点以下桁数パラメータで*REFFLD値と組み合わ
せて使用され、「桁数の増減」値に直接関係しています。このフィール
ドの目的	は、REFFLDフィールドの小数点以下桁数の値を増加または減
少させる増分値または減分値を指定することです。このフィールドに
は、数値または値	*NONEを指定できます。

REFFLD
この定義の基になるフィールドの名前を指定します。

LABEL
このフィールドに割り当てる15文字のラベルを指定します。*DEFAULT
を指定した場合、デフォルトのラベルが使用されます。REFFLDパラ
メータ	を使用する場合は、参照フィールドのラベルが使用されます。
REFFLDパラメータを使用しない場合は、定義するフィールドの名前が
ラベルとして使用され	ます。



DESC
このフィールドに割り当てる50文字の記述を指定します。*DEFAULTを
指定した場合、デフォルトの記述が使用されます。REFFLDパラメータ
を使	用する場合は、参照フィールドの記述が使用されます。REFFLDパ
ラメータを使用しない場合は、定義するフィールドの名前が記述として
使用されます。

COLHDG
このフィールドに割り当てる3×20文字の欄見出しを指定します。
*DEFAULTを指定した場合、デフォルトの欄見出しが使用され	ます。
REFFLDパラメータを指定する場合は、参照フィールドの欄見出しが使
用されます。REFFLDを使用しない場合は、フィールド名が欄見出し1と
して使用されます。

EDIT_CODE
定義するフィールドに割り当てる編集コードを指定します。編集コード
を指定しない場合は、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの編集コードが使用されます。それ以外の場合、
フィールドには編集コードは使用されません。
すべての数値フィールド(タイプ*DECなど)に対して編集コードを使用す
ることを強くお勧めします。
タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。または、どちらも*DEFAULTの	ままにする
こともできます。ただし、タイプIntegerのフィールドでは、編集コード
WおよびYを使用できません。その他すべてのフィールド・タイプ	は、
EDIT_CODE(*DEFAULT)	EDIT_WORD(*DEFAULT)でなければなりませ
ん。
LANSAでサポートされる編集コードについては、「標	準フィールド編
集コード」を参照してください。

EDIT_WORD
定義するフィールドに割り当てる編集語を指定します。編集語を指定し
ない場合は、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの編集語が使用されます。それ以外の場合、フィー
ル	ドに編集語は使用されません。
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タイプInteger、Signed、またはPackedのフィールドには、編集コードま
たは編集語を指定できます。または、どちらも*DEFAULTの	ままにする
こともできます。その他すべてのフィールド・タイプは、
EDIT_CODE(*SAME)	EDIT_WORD(*SAME)でなければなりません。
LANSAが実行する妥当性検査は単純なため、編集語の使用は経験のあ
るユーザーに限るべきです。
REFFLDオプションとEDIT_WORD(*DEFAULT)を使用すると、REFFLD
に割り当てられた編集語が使用されることに注意してくださ	い。ただ
し、使用するフィールド長と小数点以下桁数がREFFLDフィールドと異
なる場合は、関連付けられた編集語が無効になる可能性があります。こ
のよ	うな場合、必要な編集語を定義する必要があります。
また、オペレーティング・システムによる浮動通貨記号を含む編集語の
処理が、画面パネル上とレポート上とで異なることに注意してくださ
い。このような場	合、レポートの生成用に、別のフィールド(または
「仮想」フィールド)を使用することをお勧めします。
編集語がLANSAでRDMLコマンド言語により定義されている場合は、そ
の編集語を単一引用符ではなく三重引用符で	囲んでください。
例えば：
末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの場合、編集語を定義する正しい
方法は以下のとおりです。
DEFINE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)	LABEL('Sales	Increase')	EDIT_WORD('''			.		%''')
	
以下は、末尾に%が必要な5,2の数値フィールドの編集語を定義する方法
として正し	くありません。
DEFINE	FIELD(#INCREASE)	TYPE(#DEC)	LENGTH(5)	DECIMALS(2)	LABEL('Sales	Increase')	
	
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』の
キー	ワードEDTWRDを参照してください。

INPUT_ATR
定義するフィールドに割り当てる入力属性を指定します。入力属性を定
義しない場合、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの入力属性が使用されます。それ以外の場合、
フィー	ルド・タイプに応じて、英数字フィールドまたは数値フィールド
に対するシステムのデフォルト入力属性が使用されます。



RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイ	プ」を参照してください。
タイプA	(英数字)、P	(パック10進数)、およびS	(符号付き)の有効な入力
属性は以下のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

AB ブ	ランク入力可能 Y Y Y

ME 入	力必須項目チェック Y Y Y

MF 全	桁入力チェック Y Y Y

M10 Modulus	10	のチェック 	 Y Y

M11 Modulus	11	のチェック 	 Y Y

VN 名	前の妥当性チェック Y 	 	

FE フィー	ルド	EXITキーを
必要に設定

Y Y Y

LC 小	文字入力可能。この属
性を設定しない場合は、
『LANSA/AD	ユーザーガ
イド』の「システム区画
の言語属性	を	表示または
変更する」の「PC	ロケー
ル・大文字変換」を	参照
してください。

Y 	 	

RB 右	寄せブランクの埋め込
み

	 Y Y

RZ 右	寄せゼロの埋め込み 	 Y Y

RL カー	ソルを右から左に移
動

Y Y Y

RLTB カー	ソルを左から右、上
から下にタブﾞ移動。
SAA/CUA区画でのみ有
効。すべての画面パネル

Y Y Y
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に影響します。

GRN 緑	色表示 Y Y Y

WHT 白	色表示 Y Y Y

RED 赤	色表示 Y Y Y

TRQ 青	緑色表示 Y Y Y

YLW 黄	色表示 Y Y Y

PNK ピ	ンク色表示 Y Y Y

BLU 青	色表示 Y Y Y

BL 明	滅表示 Y Y Y

CS 欄	の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高	輝度表示 Y Y Y

ND 非	表示(非表示フィール
ド)

Y Y Y

RA レ	コードの自動前進
フィールド

Y Y Y

SREV 反	転形式で保存。この特
別な属性は、双方向言語
用です。このコンテキス
トには適用できません。

Y N N

SBIN Binary	形式で保存。この
特別な属性は、リポジト
リ・フィールド用です。
このコンテキストには適
用できません。

Y N N

HIND ヒン	ディー数字。ヒン
ディー数字で表示。
『LANSA/AD	ユーザーガ
イド』の「ヒンディー数
字」を	参照してくださ

N Y Y
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い。

CBOX	* チェッ	ク・ボックス Y N N

RBnn	* ラ	ジオ・ボタン Y N N

PBnn	* プッ	シュ・ボタン Y N N

DDXX	* ド	ロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を参照してください。
SAA/CUA	ガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用できま
す(実	際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH ア	クション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画	面のタイトル

PBPI 画	面の識別子

PBIN ユー	ザーへの説明

PBFP フィー	ルドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括	弧

PBCM フィー	ルド欄見出し

PBGH グ	ループ見出し

PBNT 標	準のテキスト

PBET 強	調のテキスト

PBEN	* 入	力可能のフィールド(標準)

PBEE	
* 入	力可能のフィールド(強調)

PBCH メ	ニューに表示される選択項目
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PBSC 最	後にメニューから選択された項目

PBUC 使	用不可の選択項目

PBCN 入	力不可のフィールド(標準)

PBCE 入	力不可のフィールド(強調)

PBSI ス	クロール情報

PBSL 区	切り線

PBWB ポッ	プアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファ	ンクション・キーの情報

注：通	常、PBENおよびPBEEは入力属性としてのみ指定します。これら
の属性の詳細については、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の
「OS/400のSAA/CUAインプリメンテーション」を	参照してください。ま
た、1つのフィールドに指定できる色は1つのみであることに注意してく
ださい。複数の色を使用すると、他の属性に影響を与える可能性	があり
ます。詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description
Specifications』を参照	してください。検討する必要のあるキーワード
は、CHECK、COLOR、およびDSPATRです。

OUTPUT_ATR
定義するフィールドに割り当てる出力属性を指定します。出力属性を指
定しない場合、値*DEFAULTが使用されます。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドの出力属性が使用されます。それ以外の場合、
フィー	ルド・タイプに応じて、英数字フィールドまたは数値フィールド
に対するシステムのデフォルト出力属性が使用されます。
RDMLXフィールドで使用可能な属性の詳細については、「フィール
ド・タイ	プ」を参照してください。
タイプAlpha	(A)、Packed	(P)、および	Signed	(S)の有効な出力属性は以下
のとおりです。

属性 説明/コメント A P S

GRN 緑	色表示 Y Y Y

WHT 白	色表示 Y Y Y
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RED 赤	色表示 Y Y Y

TRQ 青	緑色表示 Y Y Y

YLW 黄	色表示 Y Y Y

PNK ピ	ンク色表示 Y Y Y

BLU 青	色表示 Y Y Y

BL 明	滅表示 Y Y Y

CS 欄	の区切り線の表示 Y Y Y

HI 高	輝度表示 Y Y Y

ND 非	表示(非表示フィールド) Y Y Y

SREV 反	転形式で保存。この特別な
属性は、双方向言語用です。
このコンテキストには適用で
きません。

Y N N

SBIN Binary	形式で保存。この特別
な属性は、リポジトリ・
フィールド用です。このコン
テキストには適用できませ
ん。

Y N N

Urxx ユー	ザー定義のレポート属
性。プリンター・ファイルの
i5/OS	DDSステートメントへ
のアクセスを提供します。
『LANSA/AD	ユーザーガイ
ド』の「ユーザー定義レポー
ト属性」を	参照してくださ
い。

Y Y Y

HIND ヒン	ディー数字。ヒン
ディー数字で表示。
『LANSA/AD	ユーザーガイ
ド』の「ヒンディー数字」
を	参照してください。

N Y Y
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CBOX	* チェッ	ク・ボックス Y N N

RBnn	* ラ	ジオ・ボタン Y N N

PBnn	* プッ	シュ・ボタン Y N N

DDxx	* ド	ロップダウン Y N N

*の付いた属性は、対応するGUI	WIMP構造のあるフィールドを表しま
す。詳細については、『LANSA/AD	ユーザーガイド』の「GUI	WIMP構
成」を	参照してください。
SAA/CUA	ガイドラインに準拠した区画では、以下の属性も使用できま
す(実	際には、上記の属性を使用することをお勧めします)。

属性 説明/コメント

ABCH ア	クション・バーとプルダウン選択項目

PBPT 画	面のタイトル

PBPI 画	面の識別子

PBIN ユー	ザーへの説明

PBFP フィー	ルドのプロンプト/ラベル/記述の詳細

PBBR 括	弧

PBCM フィー	ルド欄見出し

PBGH グ	ループ見出し

PBNT 標	準のテキスト

PBET 強	調のテキスト

PBEN 入	力可能のフィールド(標準)

PBEE 入	力可能のフィールド(強調)

PBCH メ	ニューに表示される選択項目

PBSC 最	後にメニューから選択された項目

PBUC 使	用不可の選択項目
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PBCN	* 入	力不可のフィールド(標準)

PBCE	* 入	力不可のフィールド(強調)

PBSI ス	クロール情報

PBSL 区	切り線

PBWB ポッ	プアップ・ウィンドウの境界

FKCH ファ	ンクション・キーの情報

*	注：通常、PBCNおよびPBCEは出力属性としてのみ指定しま	す。これ
らの属性の詳細については、『LANSA	アプリケーション設計ガイド』の
「SAA/CUA	Implementation」を	参照してください。また、1つのフィー
ルドに指定できる色は1つのみであることに注意してください。複数の
色を使用すると、他の属性に影響を与える可能性	があります。詳細につ
いては、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を参照	して
ください。検討する必要のあるキーワードは、COLOR、DSPATRです。

DEFAULT
定義するフィールドに適用するデフォルト値を指定します。
これは、ファンクションの実行開始時のフィールド値です。フィールド
のデフォルト値は、EXCHANGEコマンドで変更できます。
RDMLXフィールドにおけるDEFAULT(*DEFAULT)の意味については、
「フィールド・タイ	プ」を参照してください。
デフォルト値を指定しない場合、*DEFAULTが使用されます。すなわ
ち、REFFLDパラメータが指定されている場合は、REFFLDフィールド
のデ	フォルト値が使用されます。REFFLDパラメータを使用しない場合
は、英数字フィールドに対してはデフォルト値*BLANKSが、また数値
フィールドに	対してはデフォルト値*ZEROが使用されます。
指定できるデフォルト値は以下のとおりです。

									*BLANKS、	*ZERO、*DATEなどのシステム変数、またはユーザーがインストール時に
明示的に定義したその他の変数

									BALMAIN	などの英数字リテラル

									1、	10.43、-1.341217などの数値リテラル

									*UP01	などのプロセス・パラメータ

									*SQLNULL	は、入力属性または出力属性としてASQNが設定されている任意のフィール
ド・タイプの属性値として使用可

									*NULL	は、任意のフィールド・タイプのデフォルト値として使用可(区画がRDMLXに
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対応している場合)

									Boolean	の有効なデフォルトまたは値は*ZERO、0、または1のみ

TO_OVERLAY
定義するフィールドで、このパラメータで参照するフィールド全体また
はその一部をオーバーレイする(すなわち、同じ記憶域の場所を占有す
る)よう指定しま	す。
RDMLXフィールドのオーバーレイや、RDMLXフィールドによる別
フィールドのオーバーレイは無効です。
デフォルト値*NONEを指定した場合、定義するフィールドは、その
フィールド専用の記憶域を占有し、他のフィールドをオーバーレイしま
せん。
*NONE以外にこのパラメータで指定できる値は、このプログラムまた
はデータ・ディクショナリで定義されている別のフィールドの名前のみ
です。この場	合、開始位置を指定することもできます。
TO_OVERLAYパラメータは、フィールドが別のフィールドと同じ記憶
域(すなわち、メモリー内の場所)を占有することのできる強力な機能で
す。この	パラメータが強力だからこそ、その使用により、どのような処
理が行われ、どのような問題が生じる可能性があるかを正確に理解して
おく必要があります。
このパラメータを使用する前に、以下の注意事項およびコメントに十分
目を通しておいてください。

									フィー	ルドで、別のフィールドをオーバーレイしているフィールドをオーバーレイし
ないでく	ださい。	これは全構文検査で検査されないため、コンパイル・エラーが生じる可
能性があります。

									さ	まざまなタイプのフィールドをオーバーレイする前に、System	iの文字、符号付き/
ゾーン10進数、パック10進数と	いったデータ記憶域形式について十分に理解しておいてくだ
さい。フィールドをオーバーレイすると、無効な10進数データが10進数フィールドに配置さ
れる	可能性があり、これによって予期しない形でプログラムがエラーになる場合がありま
す。

									(い	かなる状況でも)配列インデックス・フィールドで他のフィールドをオーバーレイし
たり、配列インデックス・フィールドを他のフィールドでオーバーレイした	りしないでくだ
さい。

									こ	のパラメータの開始位置コンポーネントを使用すると、フィールド全体ではなく、
特定フィールドの一部のみをオーバーレイできます。開始位置は、パック10	進数フィールド
を使用する場合も、1バイト単位の位置です。開始位置を指定する際は、オーバーレイされ
るフィールドの終了位置を超えてフィールドをオー	バーレイしないようにし	てください。

これは、全構文検査で検査さ	れません。この規則に従わないと、危険な結果または予期しな
い結	果になる可能性があります。



									偶	数の長さのパック10進数フィールドで別のフィールドをオーバーレイできますが、
RPGコンパイラでは常に、オーバーレイするフィールドが、1桁多い奇数	の長さとして解釈
されます。例：

DEFINE	FIELD(#DEC6)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)
DEFINE	FIELD(#OVR6)	TYPE(*DEC)	LENGTH(6)	DECIMALS(0)	TO_OVERLAY(#DEC6)
	

				この場合、RPGコンパイラでは、#DEC6がパック10進数	(6,0)値として
扱われ、#OVR6はパック10進数(7,0)値として扱われます。どちらの
フィールドも保管に必要なメモリー容量は4バイトで、メモ	リーの長
さに関する問題は生じません。RPGコンパイラの動作が問題になるの
は、レポート上に表示する際です。ただし、#OVR6を*OUTPUTのみ
で	画面に表示すると、ファンクションのコンパイルがクラッシュし
ます。これは、表示ファイルでの#OVR6の外部記述では、6桁のパッ
ク10進数として定義	されているのに対し、上記のようにオーバーレ
イを指定すると、RPGコンパイラが#OVR6を7桁のパック10進数と見
なすためです。

									オー	バーレイするフィールドに対してデータ妥当性検査コマンドRANGECHECK、
VALUECHECK、DATECHECK、CALLCHECK、	CONDCHECK、FILECHECKまたは、
SET_ERRORを使用すると、オーバーレイされるフィールドに対してもエラーが設定されま
す。

例：

									DEFINE	FIELD(#INPUT)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(3)
									DEFINE	FIELD(#INPC1)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)							TO_OVERLAY(#INPUT	1)
									DEFINE	FIELD(#INPC3)	TYPE(*CHAR)	LENGTH(1)							TO_OVERLAY(#INPUT	3)
	
									REQUEST	FIELDS(#INPUT)
	
									BEGINCHECK
									VALUECHECK	FIELD(#INPC1)	WITH_LIST('A'	'B'	'C')
									VALUECHECK	FIELD(#INPC3)	WITH_LIST('X'	'Y'	'Z')
									ENDCHECK
	
このプログラムは、ワークステーションから3文字のフィールド
(#INPUT)を受け入れ、最初の文字がA、B、またはCのいずれかで、最後
の文字がX、	Y、またはZのいずれかであるかどうかを検査します。
VALUECHECKコマンドによって、オーバーレイされるフィールド
#INPC1または#INPC3に対してエラーがトリガーされると、オーバーレ
イさ	れるフィールド#INPUTに対してもエラーがトリガーされます。す



なわち、エラーのある状態でREQUESTコマンドが(再)実行されると、
フィールド	#INPUTは反転表示されます。

SHIFT
定義するフィールドに割り当てるキーボード・シフトを指定します。
キーボード・シフトを指定しない場合は、値*DEFAULTが使用されま
す。
*DEFAULTを指定すると、REFFLDパラメータを使用している場合は、
REFFLDフィールドのキーボード・シフトが使用されます。それ以外の
場	合、そのフィールドに対してキーボード・シフトは使用されません。
*DEFAULT以外に、各作業フィールド・タイプで有効なSHIFTの値につ
いては、「フィールド・タイ	プ」を参照してください。
タイプBooleanの作業フィールドの場合、SHIFTは*DEFAULTである必要
があります。
詳細については、IBMマニュアルの『Data	Description	Specifications』を
参照	してください。参照する場所は、表示ファイルの35桁目の項目で
す。

its:LANSA015.CHM::/l4wtgu01_0015.htm


10.6.12	AsValue
AsValue()組み込みメソッドを使用して、フィールドにSQL	Nullが含まれ
る場合に、フィールドから戻す値を指定することができます。
詳細は、「組み込みメソッドAsValue」を参照してください。

入力パラメータ
SQLNullの代わりに戻す値。

例
次のように、オブジェクトの値がAAAかSQL	Nullなのかを検査する代わ
りに、
If	((#Std_obj	=	AAA)	*or	(#Std_obj.IsSqlNull)
	
Endif
	

	
AsValueを以下のように使用します。
If	(#Std_obj.AsValue(	AAA	)	=	AAA)
	
Endif
	
Alphanumeric/String型組み込みファンクション
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